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力, 葡 参 貧 一 編 

寬永十 A 年 

*.i=* 月 十九 日。 神 尾 圖書之 直 信 濃 松 本に て 歿す。 

〔神 尾 系圖〕 

神 IteJ 之 始名 五郎八、 圖書 V,- 號 す。 實は尾 州 產堀田 安 休 末子 I なり。 神：：^ 甚右衞 門 は 堀 田 

又 右衞門 近き 親類 故、 從利 家公以 神： 氏、 堀 田 末子 之內 一 人、 數度 加州， に 御 招 之 所不及 御請。 

厥 後 無據任 仰、 以五郞八神：：^5方，に養子に遣す0 後圖書 VJ 改。 利 長 公 御子 小 將被召 出、 神 》^ 甚 

右衞門 名跡に 被 仰 付、 度々 御加增 有て 九 千 石 被 下 之。 天 正 十三 乙 酉年 末 森御陣 御供 仕、 lis 

«ほ哪 レ利長 公關野 岡御隱 居、 御 家老 被 仰 付、 相役 松-牛 伯 老晨定 OB% 左 之 知 ％ 相 被 役 3。 利 長 

公 御 逝去 後、 利 常 公 御代 大阪 家康 之御陣 御供 仕、 御 凱 陣後隱 居 仕 候 所、 家督 九 千 石 は 嫡千秀 

直ね 被 下、 隱居料 二 千 石 被 下 置、 宗是 VJ 改 0 然處元 和 五年簞 病 氣御斷 申 上、 二 千 石 隱居料 指 

上げ 洛 陽ね 越。 依 之 右 隱居料 1 一千 石秀 直に 被 下 之。 寬永 十六 己 卯年 堀 田加賀 守より、 圖 書義、 

私不遁 者に 候 間 被 下候樣 に、 光高 公， は 御 申達 被 成 候處、 利 常 公， は 被 仰、 御 返事 可 被 遊 皆 にて、 

加？：； 藩 史料 第 三 編 寬永 十八 年  1 


二 

利^ 公へ 被 仰 上 候處、 如何楼共被任其意皆御返^^^^之、 同年 秋 信 州 松 本，^ 相 越、 城代に て 知 

行 五千石 喰む。 寛 永 十八 辛 巳年 正月 十九 日 死去、 春秋 七十 九、 法名 柱 天院殿 一峰 宗是 居士 G 

配 は 前 田 源 峰 女、 法名 說溪 宗與 大姊、 死去 年月 n 不知。 鍾きお 年 直武瞻 代に は、 毎月 


正月 廿 七日。 前 田 利 常 書 を 酒井忠 勝に 與 へて、 曩に 光高の 東 照 宫勸, の 

請の 許された る を 謝す。 

〔國初 造 文〕 

^父、 一 筑前守 致 御 目 見 候 刻、 權現樣 御宮 於 國本勸 請 被 仰 付 候 御 鶫申上 候處、 忝 上意 之 趣 申 聞、 

誠 以難有 仕 合 御座 候。 彌以御 席 可 然樣被 仰 上 可 被 下 候。 將又 拙者 義御取 成 之 由、 毎度 過分 之 

至存 候。 爲御禮 <p 啓 達 候、 恐惶 謹言。 

正月 廿 七日  松 平 肥 前 守 利 常 判 

酒井讃 岐守樣 人々 御中 

一 一月 七日。 家中 若 黨* 小者 • 草履 取の 給 銀に 關 する 法規 を定 む。 

〔^治 已前定 書〕 


、 *n 三十 目  上 かち 黨 

、 W 二十 目  中 

、で： ：！ 十 匁  下 

、 W 目. 九十 五 匁. 九十 目  上 小者 

、 八十 五 匁. 八十 目. 七十 五 匁 中 

、 七十 目丄ハ 十五 匁丄ハ 十目 下 

、 七十 五 匁. 七十 目上 ハ 十五 匁 上 ざう り 取 

、 六十 目. 五十 五 匁 • 五 十目 中 

、 四十 五 匁. 四十 目. 三十 五 匁 下  ♦ 

、 右 家中 若 黨. 小者 .ざ うり 取 給 銀如此 遣、 召-慮べ く 候 0 他國へ 立歸之 供に 召 迚候は  > -、 江 

11^, は 五 匁、 京都ね 三 匁、 其 外道 中 遠近に 隨ひ、 少宛 路銀 可 遣 之 0 令逗 ば、 路銀 之 外 墦銀十 

匁 宛 遣 之、 不可 及 路銀 事。 付り、 一 年 切り もの 召 日限より 三十 R 切、 給 銀 可 相 渡 事。 

一 、 取 逃 並 致 曲？^ 4^ 欠落 者 は、 妻子 請 人に か、." り 可 中 候。 其 外 之 走 人、 奉行 人に 相斷、 圖 

次 gSi 人手 前 穿 驚いた すべ く 事。 
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四 

一 、 人づ かひ あしき 主人ね 奉公 仕儀、 迷惑 之 由斷候 もの あまた 於 有 之 は、 舉 行人より 舉 公人 

不可 及 相 渡 事。 

1 、 一 年 切 之 奉公人 曲事 有 之、 せいばい 壮 候ば、 奉行所へ 斷可申 付 也 0 若 至當坐 成敗 申 付 候 

者、 其 科 之 子細、 急 度舉行 所ね 相斷、 則 奉行 人 方より 可 言上 事。 

右 奉公人、 郡 奉行より 舉 行人， は 請 取、 上中下 令 吟昧、 給 銀 上中下 書 出、 主人， は 可 相 渡 者 也。 

寬永 十八 年 二月 七日 

〔萬 治 已前定 書〕 

定 小々 姓 相 抱 候 下々 給 銀 之 事 

一 、 ； As: 十目  上 

百 三十 目  中 

百 二十 目  下 

一 、 五 匁， 百 目. 九十 五 匁  上 

一 、 九十 目. 八十 五 匁. 八十 目 中 

一 、 七十 五 匁. 七十 目丄ハ 十六 匁 下 

一 、 八十 目. 七十 五 匁. 七十 目 上 


かち • 若黨 


小 者 


さ， つり 取 


^. 尼。 は 年季 

なるべし . 


御 ほ i5 は 利 

紫、 淡路守 

次、 飛 

ム， r 筑前守 

は 光高 


一 、 六十 五 匁丄ハ 十目 • 五十 五 匁 中 

1 、 五十 目. 四十 五 匁 • 四 十目 下 

一 、 右 若黨. 小者. ざう り 取 給 銀如此 遣、 是 よりす へ 御文 言年號 月：：！ 目前。 

一 一月 廿 一 日。 給 人の 小^ • 草履 取と して 百姓 を 使役す る 場合に 腿す る 法 

規を定 む。 

〔萬 治 巳前定 書〕 

1 、 諸 給人從 知行 所 未進 之 方に、 爲 普代從 前々 召 置 候 小者.、 ざう り 取 之 事、 百姓 を 普 代 召お « 

儀 者 有 之 間 敷 候條、 未進 高 應年數 被 相 極 其 限、 召 仕 候 者 暇 を 遣 候 樣に可 被申觸 事。 

■1 、 從知 ハ！； ： 所 年 記に 召 置 候 小者. 草履 取、 斷右 同前 之 事。 

一 、 從 ぼ 姓 方 納得に て、 先主 人 b 奉公 可 仕 申 者 之 義は各 別 之 事。 

一 、 御 隱居樣 ，淡路 守樣. 飛 騵守樣 御領 分、 從 先知 召 s^. 候 者、 先 可 被 吟味 候。 勿論 筑前 守^ 御 

領分. 明 知 分可爲 同前 候。 但金澤 衆 居 成 之 給 人知より 召 S 候 下々 之 儀 者、 唯今 不及 御弃 1^. 事。 

一 、 在々 W 姓 之 外 あたま ふり、 何も 郡 奉行 中より 相改、 奉公人に 可 仕 候 0 付り、 在鄕 奉公人 

其 村々 可 入 程 之 人数 致 吟味、 其 外 は 御 家中 可爲 奉公人 事。 

一、 萬 一 奉公人に 數 不足 候 者、 在々 百姓 之內、 當 耕作 不仕候 而も 田地 あらし 不申候 所々、 郡 
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すわ 八 ¥ -存し 治りれ っ永此 
る 年 は 生て 分 、どる 六 文 
ベ 以寬す 光 封 利 も も 年寄 

か 外 永る 高 後 次 非のに ズ 
らに十 巳のに 利な わお 宽 


奉行 衆より 堅 相改、 舉公人村中へぁて可申^^。 

一 、 諸舉 公人、 先主より 相對 にて 舉公仕 外、 不立 もの 彌相 改、 舉 公人 渡 奉行より 別 主人，^ 

可 被 相 渡 率。 

右 之條々 急 度 可 被相改 旨、 重 而被仰 出 候。 先知より 普 代 年 記に 召 S 候 給 人並 百姓 斷、 御 公 * 

場に て 被 聞 屆被申 渡 候樣尤 候、 以上。 

巳 二月 廿 一 日 

右 之 外書狀 にて 申遣覺 

一 、 御 奉行 人より 奉公人 相 渡 候 儀、 はか 取不 申に 付、 相 對に而 給鈒御 i 疋之外 過分に 召 iS 候 者. 

之 儀 も、 主人より 奉行所， e 遣 之、 給 銀 相究候 様に 被 仰 出 候 事。 

一 、 給 銀 御定に 付而、 舉 公人 早速 不罷出 見合、 三月 末に も罷出 もの. -儀 者、 年中 之 給 銀 致 月 

割 候 而可相 渡 之 旨、 是又可 被 仰 觸候事 ◦ 

一 一 月廿 - U.  今 枝 K 部 

本 多 安房 守 殿 

橫山 山城 守 殿 

奥 村 因幡 守 殿 


奧村： れ內 TP 殿 

二月 廿 六日。 百姓の 年貢米 上納の 日限 及び 割合 を定 む。 

〔河 合覺 書〕 

步入米 之 次第 

一 、 定納^ 石 之內。 

十 石 八月. 九月 中 0 

六十 石 十月 .十 一 月 中 0 

三十 石 十二月 中 Q 

右 收納之 次第、 大形 此圖り を以、 百姓 之 勝手 可 被 申 付 候 也 0 

宽永 十八 年 一 一月 廿 六日  和 田 八 左衞門 

栗 田 與左衞 i: 

辻 平丞 

前 波 和 右衞門 

宫城釆 女 

今 枝 K 部 

.gK 藩 料 第 三 編 寬永 十八 年  七 
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系！！ 报 進に 

宽永廿 年な 


一 一月 廿 九日。 大僧正 天 海、 前 田 氏の 出， H を 源氏に 定 むべき こと を 利 常に 

勸告 す。 

〔古文 章 大全〕 

將 fsg 御機嫌 能、 筑州も 無 51. 候 間、 可 御 心 易 候。 仍家之 系 圖書出 被 仰 付 候 由 承 候。 贵 家は啻 

家 之 由 御物 語 候。 幸 櫂 現樣御 在世 之 時より、 被 爲成氏 長者、 其 嫡孫に 御座 候 間、 今度 被 仰 上、 

可 被 任 源 家 候 哉、 不可 過 御 擅 味 候 ◦ 筑州， は茂此 段物 語 申 候。 先 可 申 東 照權現 52 御 建立 珍重 候。 

大社に は不 入御 事..」 存、 輕々 年 我等 任 讃岐守 之 指圖、 酒 井 讃州被 申談、 木 _ 旅 木工 申 付 候 0 無 

申 迄 候 得 共、 在所の 義御見 立 御尤存 候、 恐惶 謹言。 

二月 廿 九日  大僧正  ， 

小 松 屮納言 殿 人々 御中 

右寬永 十八 年 一 一月 廿九： T 天台 山 座主より 參候寫 0 

〔前 田家 雑錄〕 

1 、 大 献院樣 御代、 陽 廣院樣 より 御 家の 御系圖 御用に 而被上 之 時、 家 光 公 御 歌。 

誰が 植 ゑし 稀 VJ はしらで 賤が屋 のおの づ からな る 梅の 花が さ 0 


能？^ 新 川 は 

利 常の i^i^ 


金 澤御分 は 

光高^ 

中 郡 は 越 中 

射 水 能 州 口 

兩^ は羽咋 


一月， 廿 四日" 給 人の 使役す る 小者 • 草履 取に 觸 する 法規 を 補 ふ 

〔萬 治 巳前定 書〕 


〇 


一 、 能^. 新川兩 郡より、 此 跡に 召 置 候 小者. 草履 取、 至 當春以 相對居 成に 召 仕 候 外、 暇 を 遣 

候 人々、 其 者 之 名 在所 之 村 付、 並 請 人 之 名 IS 書記、 急速 當御 奉行へ 可 被 相 渡 候。 當町屮 者 之 

儀 は、 町 御 奉； S へ 書付 可 被 出 事。 

1 、 右 暇 を 乞 ひ、 當春出 候 もの、 郡 居所 於 不知 者、 請 人 之 在所 を以、 御分領 切に 書 出し 可 被 

申。 請 人手 前 郡 御 舉行衆 並 所 御 奉行 衆 令 穿靈、 彼 奉公人 御分領 切に、 其 御郡舉 行へ 可 相 渡 候 

.ST 

一 、 金渾御 分、 石 川. 河北. 利 波. 中 郡. 氷 見 • 能 州ロ兩 郡之內 之， 依 は、 右斷 同前に 金洋 年寄 中， は 

早速 書付 遣 可 被 申 事。 

一 、 淡 路守樣 御 分、 富 田 下總守 方へ 斷、 同前に 書付 遣 可 被 申 寧。. 

1 、 飛 g: 守樣御 分、 玉 井 市 正方へ 斷、 同前に 書付 遣 可 被 申 事。 

一 、 金澤御 家中 之 俄 も、 右 之 通く みぐ より、 當地御 郡 奉行へ 早速 書付 可 被 造 之 旨、 年寄 衆 

,£： 申 遣 候。 富 田 下總守 • 玉 井 市 正方ね も 同前 に 申 遣 候 事 リ 
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一 、 御 家 屮而々 召 仕 候 鐡炮之 者. 小者 之せ がれ. 弟. 親類 緣者、 其 主人に 召 遣 候 外 、奉公 化來 者、 

又は 可 致舉公 もの、 不隱 S 樣急度 被 相改、 人數 主人より 書付、 長 谷川 少 太夫. 石 川 次郞助 方へ 

可 被 相 波 候 s.。  . 

右 處被仰 出 也。 

巳 三月 廿 四日 

四月 廿 一 日。 前 田 光高 書 を 大聖 寺 侯 前 田 利 治に 與 へ て 竹 田 牛 黃圓を 利 常 

に 贈る。 

〔陽 廣院親 翰〕 . 

尙々 竹 田 ごわう ゑん 一 合に 相 印 をお し 進上 候。 おこ をい にされ 上られ 候べ く 候。 

此御 書道より 御手 前 へ 被 遣 候 を、 此方 參候間 ロハ 今 進上 候。 

田 中へ 御迎に 進上 候 阿部 傳右衞 門罷歸 候。 道中い よく 御機嫌 能 被 成 御座、 千秋 萬 歳 目出度 

奉お 候。 然者竹 田 ごわう..^ ん 御用 之 由 被 仰 下 候、 則 進上 仕 候。 早々 可 被 指 上 候。 自然 御く わ 

くらん 氣も被 成 御座 候ての 義候ゃ VJ、 御機嫌 之 御 樣子具 承 度 候。 早々 御吉 左右 可 被 申 越 候。 

御前へ は 御 六 ケ敷可 有 之 ど、 御手 前まで 申入 事 候、 恐 々謹言。 

卯月 廿 ： 日  筑  前 判 


三月 中旬と 

わる は 四月 

中旬なる ベ 

し 


同年 は兗. 水 

十七 年 


松 .6 '飛 踯 守 殿 

四月 廿 入日。 前 田 利 常 参覲 せし を 以て 登營 して 德川家 光に 謁す。 

〔德川 實紀〕 

四月 廿 八：：！、 小 松 中 納言利 常 卿 はじめ 參親九 人。 

〔政 隣 記〕 

1 、 三月 中句 利 常 公江 御參勸 Q 

〔三壺 記〕 

利 常 公江 tj^ へ御發 足の 事 

同年の 暮ょり 春へ かけて、 中 納言利 常 公 御領 分 知行 分け 被 仰 出、 越 中 新 川 郡 は 御 E 居 分に 成 

ければ、 葛卷藏 人. 前 田 八 左衞門 * 山 崎 半左衞 門に 御 1^ 廻 ： 組 被 遣 s^、 新 川 御收納 小成 物山舉 

行 會所大 -Is 一 一 郞右衞 門. 前 田 兵左衞 門に 勘定 人 を 被 遣、 役々 を 御 定被仰 出。 正月- ：2 御禮， こして 

三ケ國 者不及 中、 江戶. 上方より 御用 人 共 小 松に 充満す。 御子 樣 方より 御名 代の 御 鱧 、歳暮よ 

り 年：， S 迄の 規式 相濟、 小 松 中 は 人馬 乘物 すき 間もなく 定 市の ごどくな り。 金 澤前田 孫九郞 ど 

前 田 長 松 一 所に 被 召 出、 長 松 丸 は對馬 守に 被 成、 一 萬 石の 御 折紙、 孫 九 郞は志 iH 寸に被 成、 七 

千 石の 御 一 行 頂戴せられ、 別而長 次郞に 三千 石 被 遣、 櫂 之 助に 被 成、 家中 侍、、，、」 も 人 わけして、 
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當年は 云々 

以下 誤なる 

べし 


それぐ に 勤け り。 當年は 筑前守 殿 も入國 なり、 いそぎ 御 參勤可 被 成， こて、 三月 中句に 江卢ー 

へ 御 發鵜被 成け り。  一 

五月 十日。 幕府の 令 を 奉じ、 領内に 於け る 吉利支 丹 宗徒 吟味に 嗣 する 法へ 

を定 む。 

〔萬 治 巳前定 書〕 

一 、 吉利支 丹 宗旨 之 者、 分 領之內 於 有 之 は、 VJ らへ指 上 候 義可爲 御 奉公 事 0 

一 、 右 宗旨 就 突 整、 分 領境關 所な ざ はよ く 相改、 往還 之 者 不自由 之 旨。 如有來 往還 無 滞樣可 

有 之。 若 吉利支 丹 宗旨 御 改之儀 就 有 之 は、 一雨 月：：： 限 を究關 所な ビ 堅改、 其 外 餘日可 爲如常 

々之 事。 . 

一 、 人 返 之義、 上下に よらす、 他 國へ相 越 十 年 も 十五 年 も 有 付、 其 所に 而 妻子 を も 持 候 者、 一 

國本之 Si 親類へ つよく 懸り、 召 返 候 儀 有 間 敷 候。 ^曲 人 は 可爲各 別事。  一 

一 、 諸事 江 R 如 御 法、 儉約を 可 被 用事。 

1 、 來年 國冋之 上使 可 被 遣 候。 俄に 被 仰 出 候 得 者、 行 當り可 被 申 候 間、 兼而仕 S 等 爲可被 得. 

其 意、 唯今より 被 仰 出 事。 


右條々 巳 五月 十 =、 於 御城 御 老中 口上 を 以被仰 出、 ま而 公方 樣 出御 被 仰 出 之 通、 可 被 其 意 

候 0 諸事 如 江戸 御 法 可 有 沙汰 之 由、 御 直 之 上意、 其 上 御 能 被 仰 付處也 0 

寬永 十八 年 五月 十日 

六月 十六 日。 前 田 光高 病む を 以て 德川家 光 使 を 遣 はして 之 を 問 はしむ。 

〔天 寛 日記〕 

、 六月 十六：：： 

一 、 松； 牛筑前 守所勞 付、 爲 上使 阿部豊後守 被 遣 之。 爲御鱧 父 肥 前 守 登營。 寬 永日^ 

六月 廿 七日。 前 田 利 常 病む を 以て 德川家 光 使 を 遣 はして 之 を 問 はしむ。 

〔天宽 日記〕 

六月 廿 七日  一 

一 、 松 平 肥 前 守 所勞に 付而、 爲 上使 安藤 伊賀 守 被 遣、 御菓子 被 下 之。 御 日記 

夏。 金澤馬 坂に 高 源院を 建立す。 

〔寺社 來歷〕 高 源 院由來 書 

當院 者寬永 十八 年 夏 開山 春 堯和尙 建立に 而、 當歲 四十 五 年に 罷成 候。 
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一 、 問 山春堯 和尙、 高 德院樣 御 息女 御 福 樣御緣 類 故、 御 養子 之 出家に 被爲 成、 遍參 中より 立 

身 出世 迄 御 取 立 被 遊に 付、 爲奉謝 御 厚恩、 得 微妙 院檨 御意、 於 御當地 大豆 田に、 近籐 甲斐 下 

2H^敷之內千步^寺地に申請、 一 宇 致 建^、 御 福 樣御守 本尊 藥師如 來像並 御 位牌 安？^ 仕、 高 源 

院者 御； S 樣御 院號に 御座 候。 然處に 萬 治 二 年の 春、 右の 屋敷 御用 地に 被 召 上、 其 後 住持 代々 

替地之 儀 訴訟 仕 候 得 共、 ！：• 敷 替地不 被 下 候 故、 ロハ 今の所に 致 請 地 居住 仕 候。 

一 、 微妙 院樣御 位牌 並 御茶 料、 中 村 惣左衞 門 孚申者 寄附 仕 iM 候。 

右 之 外、 由 來綠起 並 御 寄進 狀等無 御座 候、 以上。 

贞享ニ 年 丑 七月 十五 =  金 澤馬坂 曹洞宗 高源院 舜 山 

七月 十七 日。 前 田 利 常 柳營に 於いて 子 小姓の 躍 を 德川家 光の 觀覽に 供す。 

〔德川 實紀〕 

七： H: 十七 日 云々、 此日西 城に て 酒 井讃岐 守忠勝 御茶 を献す 0 はて S. 還 御の 後、 夜中 猿 樂七番 

あり。 小 松 中 納言利 常 卿より 躍 を 御覽に 供す、 又七番 なり。 諸 老臣. 諸 番頭 見物せ しめ 給 ひ、 

步 行頭 以上 は 饗膳を 給 ふ。 

〔三壺 記〕 

其 後上 様 御望に て、 御城 西の 丸へ 子供 を 上げさせられ、 又 御 見物 被 遊。 利 常 公 御感被 成、 又 


々躍 を 手特. -被仰 付、 御 取 立 被 成、 食 而被召 上 御 見物 被 爲候樣 に，.」、 酒 井 fsw 殿に 御 內談被 

£ けれ. ま、 Is^ 殿玻仰 上候樣 は、 頃 保 科 正殿 躍 取 立 可 被 備台覽 之 御內意 有て、 達 上聞た て 

• まつり 候處 に、 上意に、 何 VJ を VJ り 子 云 もの は 六 ケ敷事 か、 さの みに なく 心 易き 事 か，. J 御 

9f 被 成 候に 付、 拙 子 中 上 候 者、 中々 六ケ敷 事共に てこ そ 御座 候へ、 小身 ものな ざ は、 一年の 

勿 成に て i 成 卸 座」 お 旨 申 上候處 に、 左樣に 六ケ敷 儀に て；^ ならば、 重て 何方より 爲見可 申，. J 

申 候、、」 も、 且而昆 間 敷 旨 申 候へ 上意 被 成 候 間、 必々 御 無用に 可 被 成 由、 13 岐殿被 仰 候へば、 

い 得 存候由 被 仰、 躍 之 儀 は 止みに けり。 重 而上覽 被 成 候 は > -、 國々 より 可 被 上 林，、.」、 讚岐 

守 殿 心 仕た るよ しの 取沙汰 也。 

八月 三日。 德川家 光の 世子 家 綱 生れ、 前 田 利 常 直に 登營 して 之を賀 す。 

〔天 寬= 記〕 

八月 三 H 

一 、 筑前 守樣， は、 大姬君 様被爲 入る 後、 將軍樣 上意に は、 手前 餘 程の 年に 候へ ざ も、 男子 無 

之 候 間、 筑前守 を 養子に 可 被 成 VJ 被 思 召 候 間、 肥 前 様に も 其 段 相談 可 申 3:3、 老中 迄 被 仰 出 候 0 

何 茂御尤 V」 被 申上、 肥 前 守樣， £1 此旨御 申 候 所、 上樣未 御子の 御 出生 被 遊 間 敷 御 年に も 無 御座 

間、 追 付 若君 樣御 誕生 可 被 成 候 間、 ま づく御 延引 被 遊候樣 に、、」 被 仰 上 候て、 右 御 相談 は 
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止 居 申 候。 翌年 上 樣御召 仕の 女中 懷妊有 之 候 由 御 聞 被 成、 肥 前 守 様 申 候 所、 殊之外 御 満足に 

被？ 5 召お 。程なく 竹 千代 樣御 出生 被 成 候 へ ば、 上 樣御悅 にて 先 肥 前 守 方へ 早く 知らせ 可 申，^、 

上意に て 申來候 0 夜中の 事に て 候處、 肥 前 守 檨には 御 革 袴 計 召 候て 御 出、 御ぐ し は 御，. J き 被 

成 候 故、 たばね 御髮 のま、 にて 御 登城 被 成 候 0 諸 大名 衆に も、 聞 付 次第 追々 登城 有 之、 いづ 

,,1 も 髮ゅひ 上下に て 卸 座 候。 中 納言樣 は 上座に 被 成 御座 候て、 拙者 儀 は 承る ど 目出度 ど^ 候 

て、 上下 着 候 事 も、 さばき 髮 にも 心 付 不申罷 出 候處、 近習に 召让候 小姓 ども、 此革挎 を 持 出 

屮ゅ ゑ、 乘 物に 乘申 時分、 やうく 着 候て 罷出候 故、 此仕合 被 仰 候へば、 皆 御尤の 儀， こ 被 

申 候 0 其 御 容» 見事 成 由、 いづれ も 感じ 被 申 候。 上樣 にも 其 段 御 聞 被 成 候而、 肥 前 守 は 外の 

仁 VJS ひ、 左様に 存じ 可 ゆ ど 上意 有 之 候。 扨御歸 の；！、 何も 出入 衆に、 直に 筑前守 方， り 御 出 

候へ、. J 御 約束 被 成、 能 御 役者 ざ もに も、 直に 是 より 筑前守 方へ 參、 今日の 御悅び を嚼子 候へ 

ど 御 ゆ ゑ、 各 御城より 御上 屋敷， は 御 人、 御 役者 V- もに も 不殘參 上、 結構なる 御 振舞 * 目 出 

度條 VJ 御酒 もりに て、 御 離 子 有 之 候。 今：：： の 儀 故、 此 三家樣 はじめ 其 外よりも、 役者 ざ も 宿 

/v^ に 被 遣 候 得ば、 今日は 御城より 直に 筑前 守樣， £i 被 召 寄、 いまだ 歸り不 申 候 由に て、 當 U 

に は御悅 び成不 申、 御三家 樣の內 にても 五 七日 御 祝儀 相 延申方 も 御座 候 0 

〔松 梅 語 園〕 


I の 本 
附 wi ノ 糸-率 文 
战て1^3綱な|1 
す こす のれ 後 
、 ろ 15§ど[1 


1 、 大 K 院 s^s; れ樣御 誕生の 砌、 金 權 兵衞. 石 井 仁兵衞 上方より 江 11^ ね 被 召 寄 御 能。 此時幸 

五郎次 郞，. J 仁 兵 衞定家 を 可 打に 番付 極而、 當 日に 成 五郎次 郞 俄に 煩 出し 申 不參。 中納言 « 御 

問 VJ 等しく 幸 小左衞 門に 被 仰 付 stl、 五郎次 郞 仕形 大に惡 敷 思 召、 仁兵衞 相手に 成 中間 敷 者に 

あらす VJ 也 0  ロハ 今 呼に 被 遣 VJ て 三 反 崎 孫 市 被 仰 出、 不參は 踏 込 引 立可參 33 被 仰 0 小 左 衞門汗 

を 流し、 御意 之 趣 申 造し、 た VJ へ 御屋敷に 而果 る，， "も 可 參由申 遣に より、 孫 市 VJ 途中に 而行 

ソ t 一而 同道して 罷 越。 少氣色 宜罷成 候に 付罷 出、 御 使 ど 道に て 行 合 申 旨 申 上。 御機嫌 直り 御 能 

無 恙相濟 也。 仁 兵衞も 忝がり、 又 鈹も此 時より 上手に 成る 事 江 中風 聞す 0 

人 月 九 =。 德川家 綱 誕生 後 七夜に 當るを 以て、 前 田 利 常 • 光高 共に 登營 

して 之 を 祝す。 

〔袂 草〕  ノ 

1 、 家 綱 公 御 誕生 七夜の 御 祝儀の 時、 尾 張. 紀 伊. 水 Ir^ 御 目 見の 刻、 若君. 家 光 公 一 所に 御着 

座、 御前へ 利 常 公. 光高 公 も 御 出。 又 御 參宮於 神前 御 目 見の 所に、 利 常 • 光高舊 冬より 服に て 

Kwu.io 逢 上聞 還 御の 刻、 井伊 掃 部 直 孝 宅へ 御成 候。 

^ ^ u^u^ 彼 亭へ御 父子 樣 ともに 御 出向、 御 目 見 有 也 0 

〔德川 實紀〕 

K^no  ^^君七夜御祝ぁりて、 御名 を 竹 千代 君 稱し 奉る。 特旨 もて 大^正 天 海、 御名 奉りし 
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禾 1i_t 光 1： リ, 

冬よ リ 服と 

いふ tfe な 


ぞ。 三 家 諸 大名 まう 登り、 御酒 賜 ふ。 若君 初めて 三 家 ニニ 世子 松： 牛 右 京大 夫 頼 重. 小 松 中 

納肯利 常 卿. 松 •  牛筑前 守 光高. 松ギ 越後 守 光長. 酒 井河 內守 忠淸. 戶田左 門 氏鐵. 永 井信 濃守尙 

政 山大藏 少輔幸 成. 諸 老臣 拜 謁し、 大僧正 天 海 も 拜し拜 る。 

入 月 九日。 前 田 光高 越 中 礪波郡 植生 八幡 社の 神主に 命じ 德川家 綱の 爲に 

祈 藤せ しむ。  - 

〔越 中古 文書〕 

猶以 御札 之義、 此 者に 可 被 差 越 候。 御 急 之 儀 候 之條、 御油 斷有間 敷 候、 以上。 

江 tiV お 君 樣就御 誕生、 彌御息 炎 之 御 祈 禱被致 執行、 急 度 可 被 差 上旨、 從筑前 守 樣被仰 下 候 之 

條、 可 被 得 其 意 候。 爲其令 申 候、 恐々 謹言。 

八月 九 n  橫 大膳允 

奥 河內守 

奥 因幡 守 

橫 山城 守 

本 安房 守 

適 生 神 生 


八月 九 H。 鋸 引の 刑 を 加賀石 川郡宫 腰に 行 ふ。 

〔本 藩 年譜〕 

IS 醫；^ き. 八月 儿日宮 腰に て雜 引の 罪科 あり。 伴 無理 兵衞增 は、 左 分利 權 太夫 子大助 なり。 伴 氏い 家僕 

.^  浪人 を かたら ひ、 大助を 切 殺し、 其 金 镡を盜 む。 H 是也 0 

〔个； i^.ll?cu 一 

寛永十八年^:{1腰ロ，，」泉野ロ，>0兩所にて雜引被仰付候0 意趣 は 伴 無理 兵衞娘 は、 佐 分利 權 太夫 

妻女 也。 妾腹に 男子 出生、 大 助？」 名 付、 無類の 器量よ し 也。 寵愛の 子 故、 大小 美々 敷挤、 金 

i; を さ、 せて^ 間 を 勤めさす。 大助 十五 歲也。 或 時 無理 兵 衞若黨 一 人、 無理 兵衞 手前 有之牢 

人 一 人 申 合、 大助を 伴ひ宫 腰へ 見物に 倡 ひ 出し、 則 若宮 近所の 田の 中に 而、 右 兩人之 者 謀て 

大助を 切 殺し、 大小 を 取りて けり。 此者共 は 宅へ 歸 りて 申 様 は、 大助殿 は 何方へ 御 越 候 哉、 

相尋 候へ 共 御 見え 不成候 どて、 さあらぬ » にもて なし、 笑止が りて 有 之け り 0 然所 にかの 大 

小の 雑物 共 を、 無理 兵衞 屋敷の 內に埋 置け る を、 穿懲 仕出して、 兩人を 無心 許 思 ひ、 召 捕 

一 て御吟 * の處 に、 G 狀に 及び、 宫腰 口. 泉 野 口にて 锯 引に 被 仰 付 事 濟 けり。 其 頃 幼少の 者に、 

餘り花 魔に 挤、 供 廻り もな く輕々 敷 は行步 等に 出す 事 も 遠盧 せし，、」 也。 
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二 〇 


〇 


井 兵部諱 

は 長 朝 


入 月 一 一十 日。 束 照 宫の靈 代 江 戶を發 して 金 澤に向 ふ 

〔國初 遺文〕 

今度 東 照 權院爲 御迎、 村 井 兵 部少輔 殿、 愛 元首 尾 能 今：：： 奉 守 出御 候。 無 異儀可 爲著御 候 間、 

御 法事 等 首尾 能 檨御取 持 任 入 候 0 仍東 照權現 門前 之義、 末代 之義候 間、 民少御 相談 候て 御 寄 

附 の義、 御 次 而に筑 前 守へ 可 被 達 候。 先以其 後は不 申談、 疎遠 之 至 候。 我等 も從 去月 中句 相 

煩、 于今 平臥 之 林 候。 大方 得 驗氣候 間 可 御 心 易 候。 委曲 常 照 院可申 候、 恐 々謹言。 

パ月廿 曰  大曾正 

西 尾 取 人 殿 人々 御中 

加州 金澤 東照宮 御 起立 之 元 由 • 

1 、 加州 金澤 東照宮 御 起立 之 元 由 は、 後水尾 院之 御宇 元 和 二 年、 前 大相國 家康公 於駿州 府中 

被遂薨 御、 則 同 阈葬久 能 寺， は 0 然後 慈眼 大師、 大相阔 遺言 之 皆 台德 院樣， に 被 有 言上、 且又 

後水尾 院天聽 候處、 勅命. 台 命 無 御 別條之 上、 大相國 籠 御 翌年 元 和 三年、 從久能 寺 移 御 尊體於 

野 州 日光 山、 築 新 社舉崇 神、 此時 始而從 禁裏 被 贈 東照宮 大權 現神號 0 是則從 攝州阿 威山 移 多 

武峯、 大織冠 之 例 有 之 也。 其後武 州東歙 山、 尾 州. 紀州. 水 各勸 請大權 現有 之。 加州 東照宮 


院 光な と 寬 
の 院るゎ 永 
前 は ベる 二 
法 陽し は 十 
名 廣陽誤 年 


は 其 後、 先 = 光 御門 主 御代、 宽永廿 年御國 御先 主 陽光 院樣、 公義 被；.？ a 言上、 厳命 無 御別條 上、 

御宮 御 起立 有 之 段、 御 造 營之內 於 京都 御大 佛師、 兼而 被^ 刻大權 現、 加州 御 遷宮 等 被 執行 之 Q 

自爾 以降 當年迄 四十 四 年歟。 御宮 御 起立 御 願 御成 就 之 上、 準 尾 紀兩國 之 例、 諸 色可披 之 ほ、 

兼而 御沙汰 雖有之 候、 御先 主 無 程 御 逝去に 付、 其不及 御沙汰 候。 件 之 核子 故、 定之 御社 領. 

寺 領等無 之 候。 御 遷座 之砌 より、 當分爲 御供 米 一 ヶ月 十 石 充被獻 之 候。 

一 、 大猷 院^ 御佛 殿御 造 立、 寬文 三年より 同 二 年 出來。 同年 六月 廿： n 御 位牌 御供 卷御 法事 等 

御 執行、 則 別 當寺留 • 守 居に、 松壽院 光尊. £1 被 申 付 相勸候 0 爲 御茶 米 例年 十 石 充被獻 之 候。 

1 、 ^有 院樣 假御佛 殿御 位牌 所、 延寶八 年に 出來、 同年 九月 廿三 n 御供 養 御 法事 等、 常照院 

實與相 勤 候 ◦ 爲 御茶 米 例年 十 石 被獻之 候。 

右 由 來如斯 御座 候 以上。 

年號 月日  常 照 院 判 

不破 « 三 殿 

富 田 治 部 左 衞門殿 

〔政 隣 記〕 

1 、 佥澤 御城に 柬照大 權現之 御廟 を鴛 造、 其 爲別當 上野 東 叙 山 寬永寺 御門 主之院 家常 照院 を 
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克文 三年 は 

元年 揪 


、、の 文^ は 

貞享 三年 六 

月の ものな 

るべ しとの 


御 招請、 御祭 鱧 之御規 式被勸 之。 其 § 年 四月 十七 = 、曁正 .五. 九月 法樂 之大般 被轉 « 之。 

金澤屮 天台 一 宗勸 之。 常 照 院は江 ね If 院し て、 爲代 弟子 松 植院を 被 越、 年々 相 勸之。 ク巾照 

院 加州に 來臨之 時、 物 5 曲 輪之內 御宮 之 下に、 別當 屋敷，、」 て 一 院を構 令 居 之 0 常 照： g 院之後 松 

植院 此院に 常住す 0 常 照 院は此 以後、 權現堂 之 社務 を 東. g 山に 乍 在勤 之 0 其 後 常照院 日光 御 

宮之 役者た る 住 心 院に遷 り、 常 照院は 加州 不破氏 之 息に 讓之、 次 之 常 照院是 也。 此常 照院相 

續て、 加州 權現堂 之別當 社務 也。 乍 然其身 は 江 月に て、 加州 祭 禮之儀 は 松 植院勤 之。 松植院 

遷化 後は國 僧よ h 勤 之。 別當展 敷 を 神 護 寺 VJ 稱 す。 松植院 遷化 以後、 金澤 天台宗 三 ケ寺勤 之 0 

看 坊頭才 川 寺 町 安住 寺、 御宮 護摩 執行 役人 金澤卯 M 最勝 寺、 同 かぎ 取 横 山 之 西 照 寺、 如此相 

勒也。 » 又 御宮に 番人 を 被 指 置、 御城 中 所々 番所 之 如 作法、 御 廻之內 より fi 夜 一 人 宛、 下 

番足輕 以下 も 如 諸 番所 之 相 勤 之、 御宮 番所 VJ 云。 最 * は 御 番人 着 到 之 帳 不附、 其 後より 御城 

中 如 作法、 毎日 着 到 附記 之。 但ー zz 一年より 御馬 廻 御 番人 御 止。 

入 月。 前 田 利 常 江戸 穴 人幡社 遷宮の 資を 助く。 

〔前 田家 雜錄〕 

一 、 寛 永 十八 年 八月 武州牛 込 穴 八幡 社 建立、 利 常 公より 人夫 數百人 御 助成 あり。 且 遷宮の 時 

餅 酒 希 を 多く 送り 給 はりて 賑 之し む，.」 云 々o 光松 山 放 生 寺ズ」 號 す。 


十月。 金澤 城外に 高札 を 立て、 津田勧 兵. 衞が 切支丹の 徒なる こと を 一 1 告 

する もの あり 0 

〔本 藩 年譜〕 

十：：！： 金澤 追手 門外に 高札 を 立、 津田勘 兵 衞吉利 支 丹 宗門たり ど。 勘 兵衞に 至て は f 無 3:^0 

曹 M 宗禪能 寺の 擅 越たり。 然れざ も 何者か 遺恨あって 無 實の札 を 立け る 哉、 大法た るが 故に 

江 trl' へ呼來 り、 慶 安四 年 四月 廿日 本 鄕の旅 宿に て ^死す。 

〔佥澤 古路 志〕 

津田勘 兵 衞重次 傅 

重 次 は 遠 江 守重久 人道 道 供 > の 二 男、 初め 和 泉，、」 稱す。 父重久 初め 關白秀 次 公に 奉仕す。 秀次 

公事 ありし 明年、 慶長元 吾 藩の 招に 應じ 藩士，.^ 成り、 五 千 五百石 を領 し、 慶長十 W 年 致仕し、 

重 次 家 を 観ぎ、 後一 萬 石を領 知す。 子孫 鳳 卿が 新刊 韓子 解詁後 叙に 云。 家 祖遠州 君 重 久。 ^ 

內府之 正 £=。 伏 見 城 之 ffi 主 云々。 慶長中 吿老。 仲 子 重 次。 稱和 泉。 後更勘 兵衞。 襲 職。 父子 

. 相 守 大聖 寺 城 者 十餘年 0 大坂之 役以宿 將從。 在中 軍預參 Si 略 0 重 次兄 弟。 率 私徒領 先鋒 

iito 先 衆傳壘 0 炮矢如 雨 。徽幟 正々。 北 隆之兵 無 出 其 右 者 云 々o 重 次 沙汰 農政 0 

^  ^ul\Mi  lull  ニイ Hv  ノ  tj メ  Ft  i  .  I ノ  i ノノノ  - ) 

掌識 刑獄。 統； 牛 副 旨。 尋至參 政 云々。 三お i に 云、 寬永 十八 年 秋の 末に .^^&勘兵衞御.-レ 

加賀藩 史料 第 三 編 寬永 十八 年  二三 


用意 どて、 作 事 等 をい，. J なみ、 道具の 持 京 -大 坂へ 人 橋 を 懸けられる。 然處に 津田勘 兵衞 は、 

切支丹の 宗門た る 事 紛れな し，.」、 大手の 辻に 高 礼 を 立る。 光高 君 被 聞 召、 利 ffi 卿 御 在 江 な 

るに より、 飛脚 を 以被仰 上け る處 に、 先 づ勘兵 衞を江 ti; へ 被 指 越、 申 分け も 什る やうに VJ の 

事 なれば、 早々 江 へ參 りけ り。 證も なき 義どは 思 召 けれ 共、 其 昔の 切支丹の 吟 * は、 ころ 

びければ 事濟 みける に、 今程の 吟味 は、 親の代に 切支丹に て、 子 は 他宗 なれ 共 遊れ がた し 0 

然る 故に « 子 九 郞左衞 門. 横田彌 五兵 衞. 金 瘡の不 亂坊. 宮腰 達磨 寺の 不樂 坊、 其 外 足 輕已下 

迄 も、 江 より 指來 るに 任せて 江 In- へ 被 遣 0 安江 町 酒屋 九 郞次郞 は 佃 源 太左衞 門の なる を、 

是も措 越に 付 江 11^ へ 被 召 寄 Q 淨 田 勘 兵 衞は其 昔 少年の 時分 は 年 久し、 いか 成緣 にて 左様の 事 

も 有け るに や VJ、 皆 人知る ものな し。 其 昔 は 若き 者の 伊達す る 者 は、 是非に 此 宗門に 成りて 

珠數 をせ に褂、 吉利支 丹の 道具に こんた つ， AJ やらん いふ 物 を 腰に さげて、 是を 威勢、 こする 事 

なれば、 勘 兵 衞義も 幼少の 時 左様の 事 もや 有し やらん ど、 推量 許に て究 りたる 事 もな し。 殊 

更父遠 江 守 道 穴 H 年忌に て、 宮腰 口の 騵龍 寺に て、 百日の 江湖 迄 大法 會を 執行せられ、 佛 神に 

歸 依して 正 *五. 九月 は兩 愛宕へ 參 られ、 大盤 若讀誦 にて 祈禱 あり。 いかなる 災難 ぞ VJ 申しけ 

KVO 右高 礼 立け るに より、 公事 場より 添 札の 寫。 

^田 勘 兵衞、 先年 吉利支 丹 宗門 御改 に而、 高山 南坊 流罪 之 刻、 彼 宗門 ころび 候 得 共、 內心 


は 立 歸候樣 に、 當廿 n 此 所に 礼 を 立 候。 乍 去 札 之 書樣不 候に 付、 入御 披見 候 事 難 成 候 間、 

七 H 之內 ひそかに 爲吿 知、 其 身罷 出御 穽態 落着、 最前 御 定之御 褒美 之 上、 4? 被 下 候 様に 可 

申 上 候。 此事. S.M 候 は、 3、 右 之 札 意趣 可 爲立者 也。 

十月 廿 一 =  奥 村 源左衞 門 

, 岡 島 市 郞兵衞 

小 塚 藤 右衞門 

右板^：左兵衞書調被立^^けれ共、 何 之 事 も 重而無 之、 乍 去 難 ass 江 芦へ 下 ^也、、】。 或說 に、 

南 町の 上の 端に 柴屋， 云 町人 あり。 日本に たばこ はやり 來る 時、 此柴屋 ，こ 云 者 初めて 佥澤に 

て ri^s 初め、 刻た ば 粉な ど 仕け り。 を Vi り 歌の 留にも 、 柴屋 たばこや らんしゃら やどうた ひけ 

KVO 此 町人 申 分 仕出し、 津田 勘兵衞 批判に て、 申 分 は 負に 成て 張 付に 掛 りけ り。 此 一類 は、 

勘 兵 衞を意 恨に 思 ひける 由申傳 たり 0 若し 此 一類の 末々 の 者 ありて、 礼 を 立け るに やど 諸人 

申なら しけり。 かくて 勘 兵衞江 戶 へ參着 有て、 利 常 公より 言上 被 成 けれども、 證據 もな き 事 

なれば、 湯 島の 町に 徒に 年月 を 送り、 本鄕 五丁目へ 宿 を かへ て 被 住け るが、 慶安 W 年 五月 二 

十日 終に 病死 を 遂げられ、 子息 伊織. 半佑兩 人、 病中 孝行 を盡 し、 ？ 4 寺へ 移し 葬送し、 加州へ 

被 罷歸、 哀 なる 事共 也。 父の 渾 田 遠 江 は、 與三郞 ドー. S. 時、 明智 =,2 守の 家人に て，、 年たり 
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VJ いへ ども、 一騎 當 千の 剛の者に て、 備前長 光の 刀 を明智 より 賜 はり、 本能 寺への 先手 也 0 

其 後 高 野 出に ありし を、 秀吉公 被 召 出、 K 白秀次 公へ 御 付 被 成しが、 關白 殿御 生 {ネ！1 の 後、 今 

枝 內記ど 一所に 被 召 寄、 道 空 VJ 申して 勘 兵衞に 家督 を 譲り、 光高 君へ 武功の 咄共. S. 上、 御寵 

愛 不斜。 勘 兵 衛は御 分國邠 中の 沙汰 共、 如何 樣 VJ も存寄 次第に 可 仕 旨 被 仰 出、 諸 代官に 下司 

を 成したり。 惣領の 娘に 松-牛 伯耆の 次男 を 養子 聱 VJ し、 津田 伊兵衞 ど 名 付、 其 娘 子 を S 卷內 

藏 助に 嫁 娶被仰 付 0 與十郞 十四 歳の 時、 伊兵衞 子息 龍 之 助 十 一 歳、 切々 能 を 典 行せられ、 面 

不懸に 松風. 村雨に 成り、 又 或 時 は 熊 野. 朝顔， こ 成 b て、 家 來木村 右衞門 作が 脇に て、 山 崎 仁 

右衞 門が 狂言、 大名 • 小名 參會、 見物 夥しく 繁： € の 折節、 か  >  る 笑止 成 事 出來， >0 釉 をし ぼらぬ 

人 もな し 0 

十 一 月 一 一十 日。 前 田 利 常の 姊 千世 姬 歿す。 

〔前 田 家譜〕 

千代 姬 又は 長 姫。 初め 肥 後 侯 細川忠 興の 男 忠隆に 嫁し、 後 藩 臣村井 長 次の 室 どなる。 天 正 八 

年 五月 七 M: 生る。 a: は^ 春 院0 寬 永 十八 年 十一月 二十日 歿す。 享年 六十 二。 法 號は赛 香院 0 

野 田 山に 葬る。 

〔壬 子 集錄〕 香 壽院覺 書 


一 、 しゅん かう いん 樣は 御ち よ 様，、」 申 候。 六十 二に て 十一月 廿日 御し き やうに て 御座 候。 

十一 一月 一 一日。 德川家 光 使 を 遣 はして 千代 姬の遠 逝 を 弔す。 

〔天寬 日記〕 

十一 一 月 二 口 

一 、 爲 上使 松 平筑前 守， に 新 庄美作 守、 松 平 肥 前 守. 2： 能 勢 次 左 衞門被 差遣 之。 是依肥 前 守姊死 

去 也 0  5 水 U 記 

十一 一月 廿 八日。 小 松に 於いて 罪人に 鋸 引の 刑 を 科す。 

〔小 松 偶 記〕 

十二月 廿 七日 

一 、 磔木. 锯 引に 逢申 女子 之 木、 東 町 材木屋 共より 出し 申 候。 磔木鋸 引の 作り木 仕 候 者 共、 惣 

町 木 K 屋共仕 申 候。 竹 掘 共に 釘 鉸雜は 鍛冶 町より 出し 申 候。 

一 、 同廿 八：：： に 鋸 引に 成 申 女子、 □□□ 幟 紙 三枚 入 申 候。 京 町 木星より 出し 申 候。 右の 女子 

歲は 十三に 罷成申 由に 候 0 

是歳 前 田 利 常 越 中立 山の 本社 を 再興す。 
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〔寺社 來歷〕 岩畊寺 由來書 

一 、 從 微妙 院樣、 寬永 十八 年に 立山 峯の御 本社 御 再興 被爲成 候。 

是歳。 奧村源 左衞門 • 岡 島市郧 兵. 衞* 小 塚 藤 右衛門、 加賀 藩の 公 場 奉行 

となる。 

〔藩國 官職 通考〕 

公事 場 奉行 四 人 

1 人 は 寺社 奉行より 兼帶 す。 又 御馬！！ 頭よりも 勸之。 ^赚 flip よ 

ヒ>1<1:?1;5;,易3^-汇^る8、ょし0 傳聞、 公事 場 は 關白家 役所 名に して、 太 閥 家よ リ高德 公へ 賜 ふの 號と 云。 然れ ども 

.TTN 「么肆 ち ひえ ゥ. 4K る廣 なし 其 事 分明なら す. >諸記に 見 ゆる 事な さ ゆ ゑ確徵 とすべき なし。 若く は聚 樂御拜 ^の 

とさに も 有 か、 考ふ べし。 公義へ は 公事 裁斷 所と 申 上る と 云。 左 あれば 公事 場と はえ.；.；、 fet  一 了 リム U  Ih  0& 

押 立た る、、 と LL も 非す。 場の 字 重き、、 とならば、 御 算用 場の 名義い かん。 常 參考。 一 A1\.H^V ィひ 女， ひも，^. す 

へ は 常に 年寄 衆 出席 ありし 成べ し。 の jri^^ss きれ 胁 ssio た寬永 十八 年 陽 廣公御 

人國の 時、 奥 村 源 左 衞門長 元 ，鼓衞 .ss 市 郞兵衞 一 陳. 小 塚 藤 右 衞門某 勤 之。 御き 貼默 .y" 

云。 何れ 此頃 は、 常 役より 御 算用 場. 寺社 兩 奉行 缺帶 すと 見 ゆ。 〇 又 云寬永 よ i;;L3as  、行 直.^ 

十七 八 年の 頃、 留幅奥 村. 岡 島 • 小琢並 宮城 采女. 葛 卷藏人 五 人の 名 見 ゆと 云。 *.iJ^„=^、A ノ^ I は ftffis^ お ^.f^N 

博 上-,, L 見 ゆ。 慶長 十四 年の 頃 御小將 頭に して、 寬永 十三 年 七月 御 家老と 成な 柳ョ 、き i ま 哲九 r^^JV  一、  ？印ト 

と津 田家 にあれ は、 寬永 以後 常 役た ると 云 ひ 難し。 其 事 尙追考 すべし。 ^^ct:^プsu^ノ禱び.i^B^郞視：；.-ぶ.N  f 

將 頭た， -。 jsf 麵 ^55。 る 萬 治 二 年の 頃、 橫山 右近 守 知 赃邛. 1!^ ひり 菊 池 大學直 H  s^u 
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P 被 命、 以來又 臨時 組頭より 加り 勤る 事に 成た 
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正月 入日。 前 田 光高 夫人 江戸に 在りて 額 直し を 行 ふ 

〔天寬 日記〕 

正 = ^八 = 

一 、 加贺姬 樣御 ひたへ なほし に 付 一 種】 一荷 被 遣 0 

正月。 本 多 政 重 德川家 光より その子 政 朝の 定婚を 命ぜら る。 

〔徳川 K 紀〕 

正月 0 この 月 松 平 筑前守 光高が 家 司 本 多 安房 守 政 重 を 召て、 時 服. 羽織 .-ij? を 給 ひ、 長子 IW 刀 

政朝定 娘の 事 面 命し 給 ふ。 三 浦 志 iH 寸正 次が 女 をめ，.」 りしな り。 

fuAXH 己，！ 

广 ヲ 1 さ IP し 
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松. 牛 加賀守 光高 家 骨 後初而 參府、 家老 本 多 安房 守 政 重 供に 而參府 之 時、 獣廟 御前に 召て、 時 

服. 羽織. 御^ を 賜 ひ、 同氏 帶刀政 朝へ 緣 組の 上意 有て、 三 浦 志 糜守正 次の 女を娶 る。 

〔德川 實紀〕 

宽永 十七 年 五月 廿 八日 下 總國禝 本の 領主 本 多 犬 千代 歲ゎづ かに 五歲 にして 死したり 0 よつ 

て 所領 一 萬 八 千石收 公せられ、 梗 本の 地へ は 使 番能勢 治 左 衞門賴 重、 書院 番內藤 四 郞左衞 門 

正 次 をつ か はされ、 在番は 松； 牛 式部 大輔忠 次に 仰 付ら る。 この 犬 千代 は 佐 渡 守 正 信が 三 子犬 

隅 守 忠純が 孫に て、 大隅守 政遂が 長子な りしが、 この 月 十三 日 卒せし かば、 家 遂にた ゆべ か 

りし を 曾祖正 信が 勤 勞を思 召、 正 信が 二子 加賀の 家の 老 安房 守 政 重が 子 帶刀政 朝 を、 寬永十 

九 年 四月 朔 H に 至り 召 出され、 新に 釆邑 五千石 賜り、 其 祭 を 奉せ しめらる 0 

一 一月 人 H。 加 賀石川 郡 佐那武 社の 宫橋 築造 を 命ず。 

〔國事 雜抄〕  • 

寺 中宮 橋 之義、 兩 神主 理候。 彼 地 御 建立 之義候 間、 右 之 橋 急 度 被 申付尤 候。 猶兩 神主 可 申入 

候 ♦ 恐々 謹言。 

二月 八日  橫 大膳允 名 判 

神 式部 名 判 


奥 河內守 名 判 

0 出 雲 守 名 判 

Isw 又 右 衞門殿 

山ロ彌 五兵 衞殿 

伴 嘉右衞 門 殿 

金子 孫 右 衞門殿 

今年 宮橋ニ ケ所被 仰 付 候、 御 奉行 山ロ彌 五兵 衞殿 也。 

四月 九：：：：。 前 田 光高 江 戶を發 して！： n 光に 赴く。 

〔天. 日記〕 

四月 九日 

一 、 尾 張 大納言 殿 並 松 卒筑前 守. 內藤帶 刀、 佐 野 通 日光， は 今日 發足云 々o 猷廟 H, 吒。 

〔徳川 赏紀〕 

四月 八日 尾 紀水三 卿 及 松 平 越後 守 光長. 松 平 筑前守 光高. 松 平 右京 大夫賴 重、 御先に 日光 山に 

まかる ベ しどて 暇 賜 ふ。 

九 CCE^ 張 亞相並 松； 牛 筑前守 光高. 內藤 帶刀忠 興け ふ發 程し、 佐 野 をへ て 日光に 赴く。 
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四月 十六：：：：。 德川家 光 H 光に 在りて 使 を 前 田 光高に 遣 はす。 

〔德川 « 紀〕 

四月 十六 日 K 刻、 宇都 宮城 を 出で 給 ひ、 大澤 にて 晝の おもの 阿部 對馬守 重 次 奉る。 御 進な 

り。 本 多 將監景 次 昨夜 江 1^ より 歸り來 りて、 若君の 御氣色 聞え 上 奉る。 大澤の 根に て 浴 し 

給 ひ、 山に 渡らせ 給 ふ。 保 科 肥 後 守 正 之. 松； 牛 式部 大輔忠 次. 松^ 越 中守定 綱、 今 市の 町 口に 

て拜 謁す。 井伊 靱負佐 直滋. 內藤豊 前 守 信 照、 並に 公卿 館 伴 奉 はりし 輩、 那須の 人々 同く， 

し、 松： 牛 右 衞門大 夫 正 綱. 秋元伹 馬守泰 朝、 下. の 木 tri 口にて 拜し 奉る。 山に 着 御の 後、 尾 

紀水三 卿に 御 侧久世 大和 守廣 之、 大僧正 天 海へ 中 根 壹岐守 正 盛、 靑蓮院 門跡 尊 純 法 親王 並 こ 

花山院 大納言 定好 卿. 園 前 中 納言基 昔 卿. 堀川 宰相 康， 脱 卿へ 高 家 吉良若 狹守義 冬、 菊亭 右大將 

經季 卿. 飛 in:! 井 前 大納言 雅宣 卿. 阿野 大納言 實顯 卿へ は 今 川 刑 部 大輔直 房、 高 倉 中納言 永慶卿 

へ は 使 番櫻井 庄之助 勝 成、 松； 牛 越後 守 光長. 松 ギ筑前 守 光高へ は 能 勢 治 左 衞門賴 重 遣 はさる 0 

四月 十 入日。 德川家 光 日光 東照宮の 祭典 を 行 ひ 前 田 光高 之に 侍 座す。 

〔天宽 日記〕 

四月 十八 日 

一 、 今 = 御祭禮 御 執行、 巳 刻御棧 敷へ 御成、 御 半 袴. 御 魏吉良 侍從役 之。 御 次の間に、 尾紀兩 


亞相. 水 戶黄門 o 三 之 間、 越後 少將. 加賀 少將. 高 松 侍從. 出 雲 侍從. 彥极 少將. 山形 侍從. 井 5, 

侍從 .s^ 狭 侍從. 松 本 侍從. 松： 牛 式部 少輔， 內藤帶 刀. 內藤豊 前 守、 此外 近習 之 面々 伺 公 。冤、 水 日， 吒。 

〔德川 W 紀〕 

四月 十八 n 云 々o 御 本社に わたらせ 給 ひ、 御拜 あり 云 々o 次に 尾 紀水三 卿進拜 し、 御先に 御 

齊 塔に 赴かる。 松 半 越後 守 光長. 松 平 筑前守 光高. 松： 牛 右 京大 夫 « 重、 松： 牛 出 羽 守 直 政、 御先 

に 瑞桓の 外へ 返く。 こ、 を まかで 給 ひ、 御寶 塔へ 詣給ふ ，こき、 光長. 光高. 賴重. 直 政 もまい 

るべ し VJ の 仰 ご VJ ありて、 この 四 人從ひ 奉る 0 

四月 廿 五日。 前 田 光高 R 光山より 歸り德 川 家 光に 謁す。 

〔德 川お 紀〕 

四月 廿五： nn^ 紀水三 卿 並 松 平 越後 守 光長. 松 平 筑前守 光高. 松； 牛 出 羽 守 直 政. 松 平 右京 大夫賴 

重 日光 山より 歸 謁す。 

五月 三 R。 前 田 利 常、 德川家 光に 謁して 暇 を 給 はりた る を 謝す。 大聖 寺 

侯 前 田 利 治 亦 同じ。 

〔天^^^日記〕 
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三 四 

五：：：： 三日 

； 、 午刻 御 黑嘗院 出御、 松 平 肥 前 守 御 目 見。 是昨 R: 御 暇 被 下御禮 也。 松； 牛筑前 守. 同淡路 守. 

同 飛 IS 守 御 目 見。 筑前 守. 淡 路守者 父 肥 前 守 御 1、 被 下依而 也。 飛 IS 守に は 御睱被 下付 而也。 宽 

永 HI  Si 

〔德川 K 紀〕 

五月 三 n 小 松 中 納言利 常 卿. 松ギ飛 iS 守 利 治 • 松： 牛 下 總守忠 明. 高 力 攝津守 忠房就 封の いどま 

たま ふ 0 

〔三壶 記〕 

小 松 中 納言利 常 公 歸國之 事 

おとおる ¥  同年 五月 二日に 江 tn^ 御發^ 被 成、 小 松へ 下 通 御歸城 難なく 被 爲成處 に、 掛 橋の 爪 あるひ は 

誤なる べし 

嶋田 近所 迄、 御 家中 御 迎に被 罷出處 に、 何 VJ 哉らん 御機嫌の 御樣姊 宜しから ぬ 御 有 S なり VJ、 

何も 登城いた し 被 相 詰け る處 に、 小 松に 御 留守 勸 ける 物 頭 • 出頭 人 V- も、 唯々 越 中の ぶ 乙」 も、 

善 光寺. 高 田 迄. X 迎に可 罷出處 に、 皆 や ざく に罷 有事、 更に 心懸 なき 處 なり。 如何 成 用 所 

もお べき 事な り 0 江 半途 迄 は 江戸よ. 0 送る、 固より は 又 半途 迄可罷 出に、 沙汰の かぎり ど 

御意 惡敷、 阿 も 閉門 被 仰 付 0 結句 金澤 まで 相 詰る 衆、 又は 江 tj^ より 御供 勤け る 人々、 はや 翌 


：：： より 被：^ 上、 御用 V- も 被 仰 付。 小 松 衆難義 して こそ 居られ けれ。 され ビも 頓而御 赦免 被 仰 

出、 御用 相 勤ら る、 三ッ 俣に 御 亭を被 仰 付、 或は 中 土 居の 御 普請 島の 御 花 ft 等 被 仰 付出來 

す 0 

六月 朔： ：！。 金澤 町の 諸 法度 を 定めて 之 を 令す。 

〔國 初遗 文〕 

町中 定 

一 、 今度 町中 被 仰 出御 ケ條之 表、 自今 以後 町人 下々 迄、 堅 可 相 守義專 一 之 事 Q 

； 、 町人 着類 過分 之 仕 合 有 之 間 敷 候 0 最前 御 家中， 被 仰 出品々、 鍋. 羽 二直. 紬迄可 着 之。 ゑ 

り. 釉 つきに 至 迄、 右 之 外 御 停止 之 旨 被 仰 出 候條、 町人 之義、 先以右 守御定 を、 應 分限 可用 

之、 追 而被仰 出 可 有 之 事。 

一 、 町人 不依 誰々、 作法し だらくに 相 見 b 候 者、 又 者 侍 衆ね 對し盧 外 構 敷 仕 合 於^ 之 は、 見 

聞 次第に 曲 言 可 被 仰 付 事。 

一 、 町人 不依 誰々、 犬 を 飼 候義、 或は 夜 こな ビ遣 候義、 或は 侍 衆 ふ 致 同道 罷越 候義、 可爲曲 

言 則 其 町中より 見聞 次第、 肝 煎 方 迄爲相 知、 肝 煎 方より 急 度 此方， 可 申 斷候。 ^^隱！^候者、 

其 町人 肝 煎 共に 可爲 e 度 事 0 附、 へりな ざ 童 部 共 愛する 爲に飼 K 候義、 可爲 格別 事。 
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三 六 

一 、 町人 かけの 諸 勝負 仕義、 堅 御 停止 候條、 子供 若き 者 下々 迄、 親 主人より 常々 急 度 可 申 付 

候 0 若 遠 背 仕 者 於 _ ^之 者、 其 身 > ^義 は不及 申、 親 主人 並 宿 本 共に 可爲 越度 候 0  而 かけの 勝 

ft を 好 候 者、 盗賊 同事 被 思 召 之 旨 候條、 可成 其 意 事 C 

一 、 町人 諸 職人。 不依 誰々 拋 家職、 不應 身に 作法 不屈 之 樣に思 召 候條、 自今 以後 堅 可 相嗜義 . 

專 一 之 事。 

一 、 町人み せ 棚に 居候 者、 其み せ， 21 人 集 をいた し、 か、 ら ざる 入 言 世間 嘴な， ビ高 雜談 仕、 或 

はふせ り 有 之、 或は 高 腰 を懸、 しだら く 成 作法 有 之 間 敷 候 事 0 

一 、 町人 子供 若き 者 下々 迄、 ほう からげ、 V- ぢ あみがさ を 着、 かぶきた る牀、 又は： y 立、 並 

小うた. 謠な Vj 高聲 にうた ひ ありき 候 儀 有 間 敷 候。 見 付 聞 付 次第、 不依 誰々 當 座に 可 申 付 事 0 

一 、 町人 • 子供. ろくしゃく. ざう り 取 以下、 あした を はき 候 義有之 間 敷 候。. 其 もの 分に したが 

ひ 高下 可 有 之。 若 相 背 者 於 有 之 は、 其 身 之 義は不 及 申、 主人 迄 可爲越 S 事。 

一 、 町人 子供 以下 人 集 をいた し、 狼 之 爲姊相 見ね 候 者 於 有 之 者、 其 町中，..〕 して 令 吟味、 急 度 

此方ね 可 斷事。 

一、 町屋之 二階より、 晝夜 によら や 小便な V」 仕 下し 候 義於有 之 者 沙汰 之 限、 自然 旅人 衍な 

< 其 旅人 猥之 作法 於 有 之 者、 其 亭主 越度 可 申 付 候條、 常々 旅人 又は 子供 下々 迄 堅 可 申 付 候 


附り、 二階より てうす 水杯 捨候 義、 又はつ ばき を はき、 二階の さま so ど 明 iH および 出、 

往還 之 者 を 見 おろし さ げす み 申義、 是又曲 言 に 可 申 付 

一 、 町人 長 脇 指さし 申問鋪 候。 或は 白山 或は 安江 參、 或は 宮腰、 其 外 諸 見物 之 折 M 刀 を さし、 

奉公人に にせ 候牀、 見 付 次第 可 爲曲言 事。 

1 、 町人 諸 見物 之 時、 男女 一 所に 入 込 候 義有之 間 敷 候。 町中 下々 迄 々汕斷 化 まじき J^o 

一 、 町中し ちゃ 方、 此跡々 行衞 不知し ち 物取來 るに 付て、 上方 • 江 戶如 御法度 之、 自今 以後 H 

に 取 候 刻、 S 一成 請 人 を爲相 立、 しち 物 取 可 申 候。 自然 其段不 念に 仕、 後日 盜 物な ざしち に 取 

候 義於有 之 者、 しちや 並 請 人手 前遂 穿鑿、 越度 有 之 者 急 度曲言 可 被 仰 付 之 旨 候條、 向後 彌念 

を 入し ち 物 取 可 申 事。 

1 、 町々 十 人 組之內 にて、 一 人 宛 與頭を 立 置、 諸事 町方 御用 以下 有 之 時、 與 頭より 取 持 令 可 

相談 事 ◦ 

右 條々、 今度 金澤 町中 御法度 被 仰 出 旨 を以、 如 此書出 通、 自今 以後 人々 油 斷仕間 敷 候。 若 違 

背 仕 者 於： ^之 者、 見 付閡付 次第、 其 科 之 依 輕重急 度 可 申 付 候 0 此度之 被 仰 出 以後、 ゆるがせ 

に 無き 様に 可 申 付 旨 御 候條、 彌晝夜 共に 堅固 可 相嗜者 也。 

宽永 十九 年 六月 朔日  長 瀨五郞 右衞門 
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六月 二日。 幕府 前 田 利 常に 高札の 案文 を與 へ、 百姓 をして 所 務を懈 る こ 

となから しむ。 

諸國 在々 所々、 就 去年 之 耕作 損 ly  K 間？？ 困 之 由 被 聞 召 及、 此上若 當作も 於不熟 者、 土 K 可 

臨飢之 間、 宜相計 之 旨 上意 候。 自然 右 之 趣 百姓 等傳承 候而、 至 秋 之 所 務令難 ^ 者、 可 爲曲言 

候。 因妓 高札 之 符案差 添 遣 之 候 0 領內に 被 立之尤 候、 恐々 謹言。 

六月 二：：：  阿部 對馬守 

阿 部 豊 後 守 

松 守 伊豆 守 

松 fe. 肥 前 守 殿 人々 御中 

〔寸 錦雜 編〕  . 

諸國在々所々田^1不荒之«、 人情 可爲 耕作、 若 立 毛 損 C 無 之 所、 申椋 年貢 等 令 難 ffi 族 於が 之 

は、 可爲 曲事 者 也。 

六月 日 

右 今度 從公依 被 仰 出 候 之條、 堅 可 相 守 者 也 


宽永 十九 年 六月 廿七 n  判 

六月 六日。 前 田 利 常 加 賀能美 郡 河原 山村の 諸 役 を 免除す。 

〔國 初遗 文〕 

加州 能^ 郡 之 内 河原 出 村、 依爲國 IT 諸 役 令 赦免 所 如 件。 

(利 3 

寬永 十九 年 六月 六 n  判 ， 

河原 山村 惣； 白 姓 中 

六月 廿 五日。 德川家 光、 前 田 光高に 巢鷹を 贈る。 

〔德川 實紀〕 

六月 廿 五日 尾紀水 三世 子 並 松 平 筑前守 光高へ 巢鷹 1 ーづ 、給 ふ。 

七月 十 人 日。 越 中 礪波郡 五ケ山 等の 百姓に 惜米を 許す。 

〔袖 裏 見聞 錄〕 

1 筆 申入 候。 

一 、 五ケ山 中. 氷 a 町. 石 動 町. 立 野 町. 佐 賀野町 .11^ 出 新 町、 御 借 米 之 儀理申 付而、 中納 言^, 

得 御意 申 候處、 則 可 被 成 御 借 旨 被 仰 出、 被 成 下 御 印 二通 之 寫進之 候。 
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四 〇 

一 、 右 所々 御 借 米當り 分、 別紙 書付 遣 之 候。 何 茂 急 度 被 相 渡、 借 狀可有 御請 取 候。 

一 、 右 は 借 米 高直 拂に 仕、 當暮取 立、 急 度 可 指 上旨 被 仰 出 候 旨、 無滯 a 內々 被 仰 聞 候。 

一、 五ケ山 中 之 者 共、 S 致 借用 度 旨 理申候 0 御手 前 御 裁許 釀之內 を以、 三百 俵 可 被 借 渡 候、 

恐々 謹言 0 

午 七月 十 Am  橫 大膳 亮康玄 判 

神 式部 少長治 判 

奥 河 內守榮 政 判 

前 出 雲 守貞重 判 

本 安房 守 政 重 判 

篠嶋豐 前 守 殿 人々 御中 

七月。 百姓より 給 人に 上納す ベ き 夫 銀に 米 を 以て 代 ふる を 禁ず。 

〔眞 舘覺 書〕 

1 、 御給 人知 行 出 之 節、 百姓 上中下 鬮取 を以、 知行 高之內 百姓 誰何 十 何 石、 誰 は 何十 石 何 斗 

百姓 持 高 fs 姓 分け 書 上 置候義 は、 御 軍用 其 外 御給 人 方 人夫 入用 之 時分、 右 fa 姓 を 屋敷ね 呼 

越 可 申に 付、 耕作 稼 之 指 支に 成 候 故、 元 和 六 年 夫 銀. +申、 定納百 石に 付 四十 目充、 三月 半 i 


分、 九月 半分、 給 人屋 敷， に 相納、 御藏 入 知 共 御 土藏， に 致 上納 候 所、 給 入 は 多分 右 夫 銀 代 米 を 

以納 K、 後月に 至、 米 直段宜 時分 寶拂、 銀 子 を以指 上申に 付、 米 納に仕 間 敷、 相 背 候 はゾ、 

代 銀 もお さへ 候 樣御橫 目 御 書 出 之 旨、 寬永十九年七月橫山大膳^^今枝民部£^奧村河內守^ 

より、 御 郡 奉行 石黑覺 左衞門 殿ね 御 書 立 を 以被仰 渡、 夫より 銀 納に相 成。 

七月" 前 田 利 常の 從臣加 賀能美 郡 三 谷に て爭鬪 す。 

〔三壶 記〕 

三 谷. S 一 啤之事 

同年 七月 は、 小 松 町中 所々 の 橋 爪に て 躍 ざ も 盛な り。 利 常 公 被 聞 召 上、 申 分 無 之 樣に申 付よ 

ど、 古市 左 近 行 長 谷川 少 太夫. 石 川ニ郞 助に 被 申 渡、 御 先番の 小道 其の もの ビも召 つれ、 

所々 けいごい たし、 を ざら せけ り。 三 谷に は、 小幡 右京 殿 屋敷に はす まひ を らせ、 近所の 

在々 より 大力 望の もの も あつまり、 相撲お びた しく 有りければ、 小幡 右京 殿. 同 下野 殿. 

堀 三 郞兵衞 殿、 其 外 小 松より 若き 衆 あつまり けり。 又 三 谷の 村 中には、 を ざり おびた ゾ 敷し 

て、 愛に も 人 群集す。 然るに 黑田 頼^、 黑 りんす に 紅 裏の なげ 頭巾 を かぶり、 ^？^^の事なれ 

ば装束^^?-々敷をざり場に走廻り見る所に、 津田玄 蕃頭子 小姓 二人に 黑 一人 指 添へ て、 小 松 

より を V, りに 出、 ふくめんに てたん だお なき あれお も ふかた へ ど を ざり ければ、 諸人 目 を 付、 
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四 二 

面白 かりつ る 折 ふし、 賴母此 子供に 付て、 色々 の 戯言の 上に、 ふく 面 をお つ，. J りければ、 一 

、カ子 小姓 立 ま はり、 狼藉な り VJ て 刀 をぬ き、 賴&を 一 打 討ければ、 堀釆 女う しろに 有て 切 

留る 0 覆 K どられ し 子 小姓 も 刀 をぬ き、 賴 母，. J 二つ 三つ 切 合せけ るが、 賴母 難なく 討留 て、 

子 小姓 二人 は果 にけ り。 其 時 相撲 も を ざり もく づれ て、 賴母は 宿へ 引取り かんび やうす。 小 

ム より はせ 來る 人數は 幾千 萬、 され ざ も 三 谷 は しづ まりて 音 もせす。 明朝に 成て 律田玄 是 

非 ども 敵 を 取るべし VJ 腹 立、 尤 至極せ り。 前 田 內藏允 殿 被 仰け る は、 支蕃 被仰尤 にて は 候へ 

V- も、 賴母儀 はま さしく 御從 弟の 事 なれば、 又もの 相手に 成が たし。 兎角 御 耳に 立て、 御 

意次 第に 可 然，. J て、 有 ま S に 御 耳に 立ら れ ければ、 賴母は 御 追放に 被 仰 付、 玄蕃 堪忍 可 仕 旨 

御意 有 之、 不及 是非 其 通に て 相濟。 玄蕃は 門番 を兩人 成敗 被 申 付、 つれて 出け る若黨 追放 被 

申 付 事濟。 それより 先 其 年 は を Vj り. 相撲 は 止みに けり。 

A 月 三日。 德川家 光、 前 田 光高の 子 小姓 を 召して 舞踊せ しむ。 

〔天 寛 日記〕 

八月 三 日 

1 、 御 能 を V. り 有 之、 筑前守 小姓 を ざり 被 仰 付、 御 帷子 小姓 共へ 被 下。 寬 正慶- せ" 

〔徳川 K 紀〕 


若 は德： 

家 綱 

御梵 は德： 

家 光な リ 


八月 三日 若 御誕 "おにより K 近 G 人々、 其 他物 頭へ 酒. 吸物 を ^ふ。 (中略)。 次に 風流 御 

ST せらる。 此 35- つか ふまつ りたる 松； 牛 筑前守 光高が 兒 小姓 等へ、 帷子 を かづけ 給 ふ。 

A 月 十六 日。 德川家 光、 前 田 光高に 放鷹の 暇を與 ふ。 

〔德川 實紀〕 

八月 十六：：： 松 平 陸 奧守忠 宗のも VJ へ 安藤 伊賀 守 重 元、 松 平 筑前守 光高の も， こへ 池 田帶刀 LisM 

御 使し、 -yj もに 放鷹の い VJ ま を 與ふ。 

A 月 十 A 日。 德川家 光、 前 田 利 常の 女 富 姬の將 に 入 條宫に 嫁 せんとす る 

を 以て 物 を 賜 ふ。 

〔天寬 日記〕  \ 

八月 十八 0: 

一 、 松 平 肥 前 守 息女， に、 銀 子 三百 枚. 卷物 五十 被 下 之。 是八條 殿ね 緣邊之 儀に 付 而也。 寬永 H 記 

〔徳川 實紀〕 

八月 十八 日 小 松 中 納言利 常 卿 女子 を、 八 條中務 卿智忠 親王 定娘 により、 銀 三百 枚、 卷物五 十 

、- つ か はさ る 0 
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四 四 

入 月廿ー 一日。 前 田 光高 命じて 鐵炮を 蔵す る 倉庫の 床下に 鹽を 置かし む。 

〔前 田 因幡 藏 文書〕 

一筆 令 申 候。 てつ ほうぐら の 板 敷 之 下へ、 しほ を 入 置 度 候。 秋 中に 可然 候。 西 尾 かたへ も 右 

之 通 申 遣 候 問、 被 申 談可然 樣尤候 0 賴人 候、 謹言。 

八月 廿ニ =  筑  前 

, お ぼ 幡 ^ 

前 田 出 雲 殿 

右 御請  - 

堀 部 彌八郞 爲御使 罷下候 刻、 被 成 下 御 書、 謹而致 頂戴 候。 就 者 此御地 御城 中 御用 之债、 西 尾 

^人 方へ も 被 仰 下 通、 畏奉存 候 ◦ 此 以前 も 少申付 S 候。 猶以 御城 中 相改、 重 而自是 可 申 上 候、 

恐惶 謹言 ◦ 

九月 六日  奧村 因幡 守 

前 田 出 雲 守 

今 枝 部 殿 

入月廿 七日。 前 田 利 常の 女 富 姬入條 宫に嫁 せんが 爲江 戶を發 す。 


〔温 故 雑錄〕 

今度 八條 殿へ 松： 牛 筑前守 妹 就 祝言、 來る廿 七日 當御地 被 致發足 候。 女 上下 六十 八 人之內 ふり 

釉七 人. ごせ 一 人、 乘物廿 一 丁 之 內相乘 物  一 丁、 江戸より 上京 仕 候條、 箱 根 人 「切 御 關所無 m ハ 

^相 通候樣 に、 御手 形 可 被 下 候。 若 以來右 女 數之內 出入 御座 候 は、 3、 私共 可. S. 分 候。 爲 後日、 

仍證文 如 件。 

松. 平筑 前 守 內 

宽永 十九 年 午 八月 廿ニ U  今 枝 W 部 

* 村河內 

酒 井 和 泉 守樣. 

牧野 內匠 頭樣 

杉 內 藏允樣 人々 御中 

〔^«1&{ ^雜 お」 

一 、 八 條辨忠 親王の 御簾 中福姬 君、 宽永 十八 年 九月 十二 H 江 R 御發駕 御上 京。 道 巾 御供 御 家 

老奧村 河 內人持 熊 澤兵庫 111 千 • 御馬 廻 井上 淸左衞 門 肝 や 高木 勘 解 由!^. 林 助 太夫 ゃ澤田 治左衞 

門;^. 大 次 郞右衞 門 s^. 岡本宗 助、 此外未 四 人 有 之。 
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四 六 

〔三 記〕 

八 條樣御 祝儀 之 事 

公方 様より 內々 上意に て 御 緣組被 仰 出、 洛陽 桂の 御所 八 條の宫 へ、 利 常 公の 御姬 君お ふう 樣 

御輿 入に 究り、 御用 意出來 し、 江 II； より 九月 十一 一 = に 京都 へ 御 發足被 成け り。 奧村 河內. 熊渾 

兵 扉. 石 川 忠左衞 門. 淼權 太夫、 其 外 多勢 御供に て 京 着 被 遊、 目出度 御 祝儀 相濟。 姬 君は國 a- 

へ 入らせられ、 御 對而被 成、 御 進物 ざ も 其々 に 上させ 給 ふ。 光高 公より 閏 九月 四日に、 伴 

八 矢 を 小 松へ 爲御 使者、 御馬 代 銀 五十 枚. 御 樽 翁、 津田 玄蕃迄 披露 可 仕 旨、 御 書に て 被 仰 上。 

御 披露 申ければ、 御 満足 之 旨 御 返書 被 成、 使者に 銀 子 御 腰 物 被 下、 八 矢 は江卢 へ罷歸 る。 

九月 三日。 前 田 利 常 命じて 加 賀能美 郡 小 松なる 稻荷 社の 位置 を轉ぜ しむ。 

〔寺院 來歷〕 別當 山伏 養 源 坊由來 書 

微妙 院様小 松 御 入城 被 爲成候 時、 稻荷宫 地 町並に 罷成申 候に 付、 爲 御替地 津田支 蕃殿舉 に而、 

今 枝 與右衞 門 殿. 淺野藤 左衞門 殿. 野 村 治兵衞 殿御 舉 行に 而、 寛 永 十九 年 九月 三日に；，：： 四十 七 

步 宮地當 社. e 被爲下 5M 候 御 事。 

一 、 當稻荷 屋敷 あわらに て 御座 候處 に、 微妙 院樣 御鷹 狩に 御 出 被 爲成候 時分、 梯之 上より 稻 

荷 M 敷 御 13 被 遊 候而、 地形 もり 上 候 様に、 多 田權內 殿御 奉行に 而被仰 付、 則 時に 地形 出來仕 


此昨利 常 は 

小 松に 在リ 


んゎら はぎ 


候 御 事。 

九月 九：：：。 江戸 辰 口 邸に 於いて 井內淸 兵衞、 有澤 太^ 左 衞門を 斬り、 坂 

. 井 與右衞 門は淸 兵， 衞を 討たん として 亦 創 けらる。 

〔前 田家 雑錄〕 

宽永 十九 年 九月 九日 御 小 將組坂 井 與右衞 門. 有 澤太郞 左衞門 取次 役に て、 御上 屋敷 御 色 代 相 

詰、 其 = 之 御禮に 御 出 之 御 面々 書付 上申に 付、 御徒 澤田三 郞右衞 門 芋 申 御 帳 付 VJ 三人、 御番 

所 御 W 風 之 外に 有 之、 同 御 番所 御屛 風之內 に、 水 原 淸左衞 門 並 御中 小將 律田與 三郞. 井上 六 左 

衞門 一座^ 之 候。 然 處井內 淸兵衞 通り 掛り、 大脇 指に 而太 郞左衞 門せ なか 二 刀 斬。 三 刀 目に 

與右衞 門 見 付、 淸兵衞 を 突立、 廊下 口 まいら に 押 付る。 太 郞左衞 門 追懸、 淸 兵衞を 切 付る 0 

又 太 郞左衞 門 を 突立る 所に、 淸兵衞 面に 血な がれ、 目 くらみ、 與右衞 門せ なか 腰 を 切る によ 

り、 又 淸兵衞 を 押へ 突立る。 夫より 御 色 代 口へ 突立、 脇 指 を 押へ 候 處に、 手 之內疵 付、 脇 指 

取 放候處 に、 淸兵衞 御 色 代， は 芋 風 出 中 候。 太 郞左衞 門. 與右衞 門 も 引付 出る 0 與右衞 門 手之內 

れ^ぱ 赤な よりあ か はしり 候に 付、 與右衞 門 中 脇 指 を拔、 兩 人た 、 き 合 候 をた 、 き拂候 節、 兩人疵 付 候 0 

其 節 山 森 吉兵衞 御 番所に て閡 付かけ 出、 淸兵衞 を 押 申 候 刻、 津田忠 兵 衞も聞 付、 御 玄關ロ 

よりかけ 入、 太 郞左衞 門 を 押 へ 留申候 0 其 時 太 郞左衞 門た ふれ 申 候 0 淸兵衞 は. f::i 兵衞留 候而、 
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御 番所， はつれ はいり 申 候。 與右衞 門 をば 渡邊淸 右衞門 同道 仕、 御 番所へ はいり 申 候。 太郞左 

衞門は 御 色 代に 而其 ま. -果申 候。 伴 八 矢. 水 野 勘 兵衞. 北川久 兵衞、 御 番所に 而 相尋、 淸兵衞 

意趣 申 分 不分明、 前後 之 次第 右 之 衆ね 拙者 語 申 候。 其 時 澤田三 郞右衞 門 罷出不 取合 義、 勘 兵 

衞に與 右 衞門語 申 候。 勘兵衞 つよく 三 郞右衞 門 をし かり 申 候處、 言 句 を不申 候。 淸兵衞 は 切 

腹、 吉見半 左衞門 介錯 仕 候。 其 以後 意趣 之義、 光高 公 御 尋被成 共し れ不申 候。 與右衞 門 手 負 

御番引 在、 北 川 久兵衞 を 御 使に 被 仰 付、 « 之樣子 御尋、 難 有 仕 合 奉 存候。 其 後 御睱申 上、 

上 州 加 保， 湯治、 痛： 牛 愈 御 番に罷 出 候。 御 夜 詰に 光高 公 御前ね 被 召 出、 疵 御尋、 則 御前 近 

く 被 召 出 候而疵 御覽、 今 一 度 湯治 致 養生 候樣、 難 有 御意 之 上、 判 金 一 一枚 御手 自被 下、 追 付い 

かほね 湯治 二 廻 歸府仕 候 0 同廿年 四月 利 常 公 御 參勸、 御上 屋敷より 或 夜 與右衞 門 御 使に 罷越 

候處、 杉 本 次 郞左衞 門 御 使に 而被仰 出、 御 自筆に て 兼 卷御腰 物. 判 金 二 枚 御 書 出 拜領仕 候。 此 

儀 存寄無 御座 段、 次 郞左衞 門 迄 窺 候處、 不存寄 旨 其 身 申 候 者、 去年 於 御 番所 御 小 將共申 分 仕 

候；！、 裁許 宜仕候 段 被 聞 召 上 候 付而、 被 思 召 付 候 由 可 申 聞 旨 御意 之 由、 次 郞左衞 門 申 候。 其 

節 之 儀 御 聽相立 候 程 之 儀に 無 御座 候處、 難 有 奉 存候旨 御請 上申 候。 其 夜 御上 屋敷ね 罷歸、 委 

細 申 上 候處、 御前， に 被 召 出、 御機嫌 能、 今夜 之內に 御禮に 可罷越 旨、 小 泉 小 左 衞門被 成 御 添、 

御禮被 造由恭 御意に 而罷越 候處、 御 夜詰濟 候而、 杉 本 旅 宿，^ 小 左衞門 同道 罷越申 置 候。 其 後 


難せ 御 被 仰 出 St 承 KG 

右 坂 井與右 衞門覺 書之寫 ◦ 寬永 十九 年に は 與右衞 門 三十 三 歳 之 時 也 ◦ 

〔桑 i ザ 字苑〕 

宽 永の 末、 筑 前守樣 御代た つの 口の 御屋敷に て、 九月 九日 御 色 代御艚 衆の 淸帳を 調 て、 七 

ッ 半時 にくつ ろぎ の 間の 屏風の 外にて、 坂 井 與右衞 門 は 西の方 鮮風 のわきに 居る ◦ 有 深 太 

郞左衞 i: は 東の 方に 與右衞 門， むかひ 合て 居る。 澤田三 郎兵衞 ど 云 歩行 衆に、 淸帳を か、 せ 

居た る處 に、 中小 姓井內 淸兵衞 奥より 來り、 一尺 七 八 寸の脇 指を拔 き、 有 澤太郞 左 衞門を 後 

より 覺 えたる か， .0、 右の かたさきより 左の 方へ 少 すじ かひて 一 刀 切る。 與右衞 門む かひより 

見て つ，、」 立、 二の 太刀 を 切らせす、 淸兵衞 が 脇 指の 柄に 取 付、 東の 方鏠の 間の 方へ 押 立て 行 所 

に、 太 郞左衞 門 一 尺 三寸 計の 脇 指 をぬ き、 與右衞 門 後より 淸兵衞 のみ けん を 切る 0 與右衞 門 

是は片 取 さえに なるべき おも ひ、 淸兵衞 を つきはなし、 太 郞左衞 門に 取つ き、 西の方 屏風 

の 方， は W 立行處 に、 又 淸兵衞 與右衞 門 後より 太 郞左衞 門み けん を 切る。 太刀 あまりて 與右衞 

門 後に 少切 付る。 與右衞 門 太 郞左衞 門 を はなし、 又 淸兵衞 に 取 付。 此時は 柄 を 取はづ し、 脇 

指の 身に 取 付。 淸兵衞 くり 引に ひきければ、 與右衞 門 右の 手の 內を くられて 脇 指 を はなし、 

與右衞 門 脇 指 をぬ きて あ ひしら ひて 見 けれ ビ も、 手の 內を くられ 血 出け る 故 か、 脇 指 を 取お 
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vj す。 兩人は 合け る。 與右衞 門 何， >J すべき，.」 思 ふ 所に、 淸兵衞 何， „0 か S ひけん 鐽の 間より 

御 色 代の 方ね 行。 太 郞左衞 門 はすぐ に御番 衆の 居る 所より、 御 色 代の 方， 2 行 先にて 出合、 ぬ 

ぐ ひ 板の 上に て 又 切 合 所 を、 山 森 吉兵衞 御 使より 歸 りて、 寄付の 間の 次に て、 上下 をぬ ぎて 

居け るが、 是を 見て 刀 をぬ き、 間 b はいり、 太 郞左衞 門 を さやの こじり にて つき、 淸兵衞 を 

刀に て あ ひしら ふ。 其內に 大門に かいの 上に、 田 忠兵衞 ごふくの さいきょして 居け るが、 

けんく わ VJ 聞き 懸來 るに、 はや 太 郞左衞 門た ふれて、 氣 ちが ひに 出合た るぞ、 何の 覺も 無き 

ぞ、 水 を くれよ VJ 云て 死す。 淸兵衞 は 手 も 淺き故 不死。 乾の 角の やぐらの 下， Si つれて 行き、 

水 野 勘 兵衞を 以て 樣子を 御尋の 所に、 淸兵衞 申 上る。 此跡難 有 上意 も 御座 候 間、 一度 奉公 仕 

度 VJ 心懸 在處 に、 太 郞左衞 門に 對し、 かんにんな りが たき 仕 合 御座 候て、 かくの 通に 御座 

候、 早々 切腹 仕度 旨 申 上る。 則 切腹す。 いこんの 檨子 終に 不知、 坂 井 與右衞 門 語る。 

一 、 右 有， 邝太 郞左衞 門^ 弟 有澤孫 作、 其 日 非番に て 湯 嶋の旅 宿に 一 兩人 はなして 居け るが、 

卸： lis 敷に けんく わお 之，、」 云 ふ。 一座の 者 何も 出る。 道中に て 誰 やらん， ^ 問ば、 有澤太 郞左衞 

門 VJ 云、 相手 はたれ，.^ も 不知 0 拆 御屋敷， は 行ければ、 おびた メ しき 人に て、 わけ もな し。 御 

色 代の 前 しらすに、 坂 井 與右衞 門の り 物に のり、 身內 血に なりて 居た る を、 孫 作 拆はぁ ひて 

は 與右衞 門、、」 見えたり、 及不 是非 與右衞 門 を 可 討果ビ 近付 處を、 與右衞 門 早く 見 付 * 孫 作 か、 


此の 月ば 大 

遨なリ 


斩 s« は德川 

家 綱.^ いふ 


太 郞左衞 門 相手 は井內 淸兵衞 なり、 我等 はさえ 人なる ぞ VJ 云 0 孫 作 拆は淸 兵衞は 何方に 居る 

ぞ、 太 郞左衞 門 はいかに 問。 太 郞左衞 門 は 早 果たり、 淸兵衞 はい まだ 存命に て、 けんく わ 

の 樣子御 ぎんみなる VJ 云。 其 時 孫 作 與頭北 川 久兵衞 に 取 付、 太 郞左衞 門 果申上 は、 片時 も は 

やく、 淸兵衞 被 仰 付 可 被 下 儀 VJ 申 上る。 久兵衞 答、 唯今 はや 被 仰 付る ぞ、 何し に 御 延引 可 被 

成. >0 云內 に、 淸兵衞 切腹したり VJ 云。 孫 作是を 開て、 太 郞左衞 門 死が いの 所ね 行 取 付、 しう 

たん 不及 是非。 孫 作 仕形 見事な り VJ 取沙汰な り。 

九月 晦：： 1。 德川家 光、 前 田 利 常に 鶴 を 贈る 爲 使者 を 命ず。 

〔德川 K 紀〕 

九月 三十：：： 小 松 中 納言利 常へ 鶴つ か はさる により、 加州 小 松の 居城へ、 本 多 美 作 守 忠相御 

使 命ぜられ、 け ふい VJ ま 給 ふ。 

九月。 加 賀能美 郡那谷 寺の 三重 塔婆 成る。 

〔塔婆 露 S 銘〕 

舉 創建 立那谷 寺資塔 一 宇 者。 爲容 恒河沙 菩薩 之瑶座 ◦ 救 一 切 繫縛之 群 * 也 ◦ 倚賴斯 誠心。 幕 

府 千秋 ◦ 新 君 萬 年。 及 自臣至 子孫 雲仍。 武德長 遠。 家運 繁榮。 各保康 舉臍壽 域。 永 ま 女 富 尊 

顯之冥 助矣。 
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五 二 

宽永 十九 壬歲 九月 吉日 

大« 越從 三位 黃門兼 肥^ 守 加 越 能 前 大牧源 朝臣 利 常 卿 敬白 

冶工 當國 釜屋宮 崎 彥九郞 藤 原 朝臣 吉綱 

〔本 多氏藏 文書〕 

那谷寺 之 坊主、 寺 造 立 仕度 之 由に 付、 舉加之 事 申 人 候處、 面々 施 入 之 趣、 法 印罷越 委細 申 聞 

候 0 新地 之 儀に 候 所 令 満足 候。 此段 何れも 可 被 申 聞 候、 謹言。 

六月 廿 六日  肥 前 利 常 

本 多 安房 守 殿 

橫山 山城 守 殿 

〔三壶 記〕 

江 沼 郡 那谷觀 昔の事 

正 保 元年 秋の 頃、 利 常 公 御鷹 野の 折節、 那 谷の 岩屋 を 御 覽可有 VJ て 御 出 有け る 所に、 高さ 十 

丈 計の 石山に、 老木 枯木 茂り あ ひ、 藤 葛 は ひま VJ ふ 山の 間に 洞 有て、 其 中に 觀昔堂 を 建、 眞 

言坊 生 一 人 花王 院ど 申け る。 是を 召し 緣記を 御尋の 所に、 坊主 畏て緣 起の 卷物取 出し、 其 次 

第 を 申 上る。 傅へ 聞く 當山は 人皇 四十 四 代 元 正 天皇の 御宇、 養老 年中の 事 成に、 越 前 國雄智 


、、の 文書 年 

it.  ノ lis 


の 山 巾に 泰 ffi ど 云 行者； 此 所へ 來， 0 巖の影 を 見物し、 w  く 逗« 有りし 時、 朝 |*此〇 山に 紫 

雲た なびき、. 空中に 觀世ー li 曰の 像 を拜し 奉る 0 泰澄 不思議の 思 ひ をな し、 靈佛靈 神の まします 

や，. J 讀經 して、 巖の 麓に 徘徊 有し 所へ、 鳥 一 羽飛來 り、 浮 石の 上に VJ まり、 こ、/ \" どつ 、 

きけ り。 不思議に 思 ひ、 石 を 除け 掘て 見れば、 御 長 六 寸六步 の閻浮 ffi 金に て 鑄 立た る觀音 に 

てまし ます 0 执 こそ 思 ひ、 所の 吏官に 命じ、 岩 洞に 堂 を 建て 安置し 奉り、 讀經 通夜せられ、 

くま ざろ む 夢の 中に、 僧 一人 求って、 『加 賀の國 末 久方に 守る らん 幾 世 を經て かこ、 にあ 

りけん o』 此 夢想 を 蒙りて 有難き 思 ひ をな し、 可 然僧を 置き 社 堂 を 守らし む 0 瑞現 あらたに 

ましく、 寬和 年中に 花 山 法皇 此の 岩 谷 寺へ 御幸し 給 ひ、 山の 景 を歙覽 有り。 和 國に珍 敷 仙 

窟也 VJ、 則此 山に 皇居な し 給 ひ、 入 寛禪定 法皇 VJ 號し 奉る 0 其 時分 勅使 立て、 左大辨 宰相 下 

向 也。 暫 逗留の 所 を 今に 勅使 村 VJ 云なら はし 候 0 近鄕の 山々 を 法皇 御幸 有て、 御 見物 度々 に 

及び、 少し 御 步の所 を 人 恐れ 沓を ぬぎ 往還す。 はだし 坂 VJ 云 は 是也。 法皇 崩御の 御 時、 天よ 

り 天蓋 下り、 御輿の 上に 覆 ひける を、 天蓋 橋 VJ 今に 申 候。 葬り 奉る 所 を 菩提 VJ 申 在所、 是に 

て 御座 候。 入寬 法皇 御 在世の 時、 三十三所の 札所に 可 被 成 VJ て、 三十 三ケ 所の 初 は 熊 野、 終 

は 美 濃の 谷 汲に て 打 納む。 前後の 寺 を 取、 那谷寺 VJ 號し、 岩屋 寺 を 改らる 0 寺 家 二百 五十 ケ 

寺 又は 三百 ケ 寺に 及ぶ 事 も 有 。甲冑 を帶 する 衆徒 三百 餘、 國中兵 亂の節 は 一 方の 眛 方 VJ なる 0 
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名所の 古跡に て 候へ ざ も、 其 後 荒果て 酒が め酢壺 のかけ のみ 殘り申 候，. J 申 上ければ、 利 常 公 

追 付 御 再建 可 被 成 どて、 石 切の 勘 七に 岩に きざ はし を 仰 付ら れ、 所々 に 石 ©籠. 石 堂な ざ 作ら 

せ 立 させられ、 京. 大 坂より 靡 木 御 取 寄、 御堂 御 建立 有て、 御 祈願 所 VJ 被 成け り。 か る 越の 

山中に、 無 世界の 有べき，^ は、 誰か 知るべき 0 祈願 誠 を W て すれば 利 あら 中ビ いふ 事な し 0 

此緣記 御尋の 節、 御供 廻りの 人々 在所の 肝 煎 方に 休息す。 亭生の祖母 一 人f2I八歲に成^云。 

此祖！ ^申け る は、 我 信 長樣. 太問樣 の 御 時代より 存命 仕 候 0 此谷々 山々 に大 材木 二 抱 三 抱の 木 

生 茂り、 ：《 影 も 見えぬ 程に て、 寺社の 廻廊 入 違 ひ 有け る を、 柴田 殿の 時分より 伐採て、 小 松. 

大聖 寺の 用 木 薪に 成て、 皆 丸 山に 成 申 由 物語 致しけ り。 

0, 友 憩 記 聞〕 

串 茶屋 

一 、 當 村の 茶屋 女、 那谷御 普請の 砌、 微妙 院樣 より 御免に て 茶屋 女出來 たり VJ 云傳ふ 0 金城 

より 茶 H 女の 事御尋 あり、 御 日記 等 御詮義 有らせられ けれ ざ 定かなら す。 此云俾 の 趣 を 被 仰 

遣し， >0 ぞ。 又 一 說に當 村 茶屋 女出來 たる 事 は、 いつの 比 かしれ す、 至而 古き 事な り VJ 云。 

閏 九月 廿 A 日。 前 田 利 常 その 女 富姬の 成婚 を 謝して、 物 を 德川家 光に 上 


〔德川 K^〕 

九月 廿 日 小 松 中 納言利 常 卿の 長女、 八 條中書 王に 定娘を 謝し、 黄 門より 樽 肴、 筑前守 光 

高 は 時 服を献 す。 

サ。 前， -5^ 乍に： りて 米 ， の騰賁 一せ しもの 初めて 下る。 

〔改作 雑 集錄〕 

壬 午寬永 十九 年、 今年 余- 澤米直 一 石の 偕 六十 四 匁？ M 仏, 秋に 至て 大に惯 下て 一 石 十八 • 九 匁。 

〔新. E 田畔 書〕 

1 、 宽永 十七 年. 十八 年兩年 耕作 不出來 にて、 鄕保及 難義、 是は 六月. 七月 艮方 より、 くろ あ 

いの 風 吹て 不止、 草木 皆不 盛して 民の 食物 斷、 諸 給 人に 收納 をせ ぬ 故、 士 中へ K= 姓 共 連 寄、 

水 を くれ 礼 明し、 百姓の 家財 は 云に 不及、 人- ii? を 代 易て 補へ ざ も、 更に 不足。 小 松に は 人々 

手前 何程の 未進 云 事、 帳面に 記し 御覽に 入。 千 石に 二百 五十石， 三百 石に 及。 半 納は自 公義 

御 借 米 被 下、 給 人に 納所し、 半 納は捨 りになる。 何も 不及 是非、 儉約 になり ける 0 下々 の舉 

公に ま、 未進の 方に 出、 其 外の 下々 男女 は、 扶持 方 計に て 召 仕け る。 江戸より 至 京 浴、 北國 

おの 海道 は、 人馬の 饿死路 次に 間もなく 臥たり。 十九 年の 夏に 至て、 金澤米 五斗に 付 三十 二 

匁の 高直 五三 H 有て、 夫より 其 年豐饒 にて、 慕に は 金澤米 五斗に 九 匁 也。 
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ベる にべ かの 十 作 十 ど畲本 

し は不く リ候 九に 八む と 文 

誤作ャ しに 年よ 年 几 (の 
な と 九な 甚春リ の 謹た 越 
るす 年ろ し 夏て 不 はれ 前 


五六 

〔三壶 記〕 

天下 飢饉 之 事 

寛 永 十八 年の 耕作、 霖雨 にて 散 々不出来に て、 在々 難 a に 及ぶ 0. 其 上に 尙 十九 年 又 立 毛 之 地 

悉白田 VJ 成、 ， ぼ 姓 手前に はみ 物 もな し。 諸 給 人に 未進し、 難儀に 及ぶ に 付、 小 松に も 金澤に 

も、 在々 より 百姓 ビ もめし よせ、 水 を くれ 乱 明し、 家財 は不及 申、 人； を 代替て、 是を補 ふ 

VJ いへ ざ も、 更に 及 事に あらす 0 小 松に は、 人々 手前に 何程の 未進 VJ いふ 事、 帳面に 記し 御 

披見に 入 奉る。 千 石に 二百 石 や 二百 五十石 づ は 未進 有" 其に 付 半分 は、 公儀よ， 0 ぼ 姓に 御 

貸 被 成、 給 人に 是を收 納す。 宇 分 給 人の 損に 成に けり。 松. 金澤に は、 其 VJ し 下々 の 奉公 

人、 扶持の みに て 奉公す 0 江 上方 町々 宿々 在々 所々、 餓死 之 人 HJ^ は 足の ふみ 所な く、 道の 

邊 の.^ 人 所せ まきまで みち/ \- て哀 なりけ る 世の中、 前代未聞 成 有さ まな. 00 

十月 七 R。 前 田 光高に 狩 場 及び 浴 湯の 暇 を 賜 ふ。 

〔徳川 實紀〕 

十月 七日 松 平 筑前守 光高の も VJ へ 阿部 對馬守 重 次 御 使して、 狩 場並洛 湯の 暇 賜 ふべき むね 仰 

遣 はさる。 

十月 十 一 日。 大聖 寺 侯 前 田 利 治參覲 せし を 以て 德川家 光に 謁す。 ， 


十月 十  一 n 

一 、 午の 後刻 御黑 書院 出御、 御上 段 御着 座。  ， 

松 平 飛驊守  ， 

(下 略) 

右 何れも 參 勤に 付 進物 品々 献之。 次 

松； 牛 肥 前 守 使者 

葛 卷藏人 

右 御 目 見、 是去頃 本 多 美 作守爲 上使 差遣 爲御禮 也。 

卜 月 十五 日。 富 山 侯 前 田 利 次、 德川家 光に 謁して 就 國の暇 を 賜 ひたる を 

謝す。  - 

〔天寬 日記〕 

十月 十五 n 

一 、 未 刻御黑 書院 出御。 

八ム P  XU.  T 

お a- 泼 K ど、 
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右 御 目 見。 是 昨日の 御 暇 被 下に 付、 上使 並 吳服被 逍之御 鱧、 重而 御： iis- 一  疋被下 候 0 

十月 十七 日。 越 中 礪波郡 五ケ山に 鹽の 貸附を 命ず。 

〔».-wv 、見聞 錄〕 

城 之 端 着 鹽之內 三 kn 五十石、 五ケ山へ 借し 申 候 間、 相 渡 可 申 候。 即後之 裁許 を も、 其方 可 仕 

候 者 也。 

寬永 十九 年 十月 十七 H  判 

條島豐 前 

十月 十九 円。 百姓の 借 米 返納 及び 租額 減免に 關 する 法 を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕 

覺 

1 、 當城御 借 米、 若相滯 村々 於 有 之 者、 給 人 申 付、 無 ffi 指 上申 様に 可 仕 候。 當年は 公 條御米 

御 かし 被 爲成候 故、 無恙 耕作 仕 候 得 者、 右 之 通 可 有 之 候 事。 

一 、 當年 は. E 方 以下、 所々 より 作 毛惡敷 所、 免 相 用捨 不仕、 如 先 免 之 收納可 仕 与 申 給 人お 之 

候 者、 公儀へ 相 斷候樣 、百姓に 可 申 付 候。 

一 、 當年は 例年に 替、 走 百姓 多 有 之 事 候 間、 當年貢米.足跡十村懸りに成間敷^!Q 然上諸 Kn 姓 


i5 に 貸な リ 


旁 作 食 可 申 

本の ま > 


走 不申候 様、 十 村 手前に ぉゐ て、 堅 縮り 可 仕 *o 

一、 諸お 姓來年 耕作 之 儀、 田^1£植付申迄は、 其 給 人に 見合、 はごくみ 作いた させ 候樣に 心得 

可然 «Q 至 M 給 人手 立に 難 及、 かつへ 申 所有 之 者、 公 依ね^ 上、 作 食 御 惜被成 候 可 仕 候 ◦ 

如 斯之上 者、 百姓 手前 殘置候 者、 可爲 曲事 事。 

一 、 相 給 人 多 在々 姓 之 手前、 若當 H 作 食 借 不申給 人お 之 候 は > -、 其 手前 は當 |2^:之 所、 旁 作 

4;^ 可 申 給 人並 に は 納所 仕 間 敷 候 ◦ 

午 十月 十九 日 

十月 廿 一 日。 德川家 光、 相摸の狩場にぁる前田光高に使^^を遣して物を 

贈る。 

〔德川 實紀〕  . 

十パ廿 ； 日 松 平 筑前守 光高 相 州 東 郡の 狩 場へ、 書院 番小掘 九 郞長衞 正中 御 使して、 廳 並に， m 

子 を 給 ふ 0 

十月 廿 七日。 德川家 光、 前 田 利 常に 遣す 使者 を 命ず。 

〔徳川 實紀〕 
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六 〇 

十月 廿七 = 小 松 中 納言利 常 卿へ 鷹た ま はるに より、 鷹 師越智 彌三右 衞門吉 次、 加州 小 松への 

御 使 奉 はり、 い また まふ。 

十 /up 八日。 百姓より 給 人の 下 代 • 下人 等に 與 ふべき 食料に 關 する 法 を 

定む。 

〔萬 治 巳前定 書〕  . 

. 諸 給 人 下 代 賄 定之事 

一、 知行 取 下 代 一日に 二 升 賄、 下人 一人 一升 賄、 此外之 人い くたり つれ 候， -も、 自分 贿 仁る 

ベ く 候 0 

1 、 かち もの 並 小者 一 升 賄。 

1 、 下人 つれ 候 下 代 上下 二 升 賄 0 

一 、 下 代^ 乘 候舉、 面々 知行 所 村 送り 仁るべし 0 六 里 之 外の せま じき 事 0 

一 、 3^ 年 至 J 藏 宿へ 下 代 遣、 則 賄 百姓に 懸申間 敷 候。 付り、 未進 取 立 之 儀 者、 其 在所へ 

罷越可 申 付 事。 

午 十 一 月 八日 

わ 一 月 十五 日。 金澤 町の 祝 義* 法會 等に 關 する 規程 を定 む。 


〔國初 s 文〕 

定 

一、 报舞ー 汁 一 一菜、 酒 三篇。 附り、 祝言 振舞 之義 者、 一 汁 三 菜、 酒 同前 之 事。 

1 、 歳 蓐. 年頭 並 五節句 共に、 祝義取 やり 仕 まじき 事。 

1 、 祝 之お 後、 町中より 爲 祝義、 搏を入 申 間 敷 候。 m 祝言 之 取 g 仕 者、 又は 一 門 之 翁 は 可 

爲各別 0 附、 祝言 以後、 水 あびせ 申 義仕間 敷 事。 

一 、 年忌に 相 當り候 者、 心 あて 三ケ 一 程 寺 被 遣、 齊. 非 時 仕間鋪 i^o 

一 、 當年者 世上つ まり、 町中 商 資爾々 無 之 体に 相 聞 候 間、 朝夕 之內、 飯 之 ざう すい を 仕、 下 

^：？^鉢は身代 ： 々迄 たべさせ、 身 牀相續 候 様に 可 有 之 事。 

右 之條々 違背 仕 間鋪候 ◦ 此外费 に 可成 義、 可 令 遠慮 者 也。 

宽永 十九 年 十 一 月 十五 H  長 瀬 五 郞右衞 門 

金澤 町中 

十一 一月 朔日。 前 田 光高 狩 場より 歸り德 川 家 光に 謁す。 

〔德川 K 紀〕 

十一 一月 朔： n 松 平 筑前守 光高 狩 場より 歸 謁し、 鶴 五隻献 す。 
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わ? ^'明 然し 封 六 も 十 年年 はに 利 
ら在 正 ら な よ 年： 年 目に 宽入常 
す 小 月 ざる リ 小れ な は し永リ の 
松 はれべ 數松 はれ 同て 十た 小 
に 利 は' しへ 分 十 ど 二 四 七る 松 


六 二- 

是歳。 小 松 城内に 亭榭園 囿を營 む。 

〔政 隣 記〕 

一 、 今年 小 松 三 俣 之 川岸、 同 川 中等に、 御亭 出來。 並^^島之御花^:2等被仰付0 

是歳。 前 田 利 常 諸士に 命じて 嫁娶 せし む。 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 中 納言樣 小 松へ 御 越 被 成 四 年 目に、 御 家中 娘 持 者 共有 付 可 申樣無 之、 難 義仕由 達御聽 に、 

何も 父 ゆ 難 義可仕 旨 御意、 不依 大身 小身、 妻不持 者、 又 娘 妹 等 取 持 仕 候 者、 以 書付 達 御聽、 

被 仰 付。 三日 之 內なざ 押 付て 被 仰 出、 大身 は 十五 H 或は 廿日な Vjvj 被 仰 付、 少 日限 延 

候へば 物 入な り、 身が 云 付れば、 笠 計で やる により 物が 不入 どて、 急に 被 仰 付 VJ 也。 明 正月 

に、 人 持 分 御前に 而水 御掛被 成、 金子 權右衞 門. 矢嶋 平左衞 門. 小 澤九右 衞門被 仰 付。 二 之 御 

丸に 被 成 御 坐 時 之 事 成に、 御 居間 VJ 御 次 之 間に 雁 を 御 入 被成處 お、 三 間に 五 間 充之場 也 0 

右 之 者 共 は、 下帶 計に て 是に居 也。 水 あびせ 揃 申 申 上、 さらば 懸可申 VJ て、 躲 にして 何 茂 

上より 下る/.，、」、 其 儘 右 役人 御前に て 水 を懸る 0 人に 懸る樣 なれ Vj も、 VJ らへ而 不居者 逃 去 

により、 皆々 VJ らへ而 居に より、 あびせても 水 か り 申 由 語 也。 水懸り 申 者 も、 御臺 所に 而 

御 料理 御酒 被 下 也。 歷々 は 何も、 右 役人へ 小袖 一 ッ宛被 下 也。 殿樣之 御意 か りたり どて、 


二  n: 姬多左 
パ 保キ茗 政. 馬 
嫁 三 は a 助 
^'-f-#  、は 
+姬御 本 


其 後 は 離別 之：^ 汰 なし、 物不 入、 金銀 やり りなし、 何も り申義 無限。 從是 小身 者 嫁 を 取 

も 達 御聽也 ◦ 其お 一は 人 持 中 迄 人 御 耳、 殘は 下に 而申合 也。 自然に 御前よ. -御指 11 之 事 は、 人 

により 有 也 0 夫より 一 兩年 過て、 本 多 左 馬 介へ 御姬 sea 被爲 入、 明る-正月 父子 共に 小 松へ 年 

始之御 f5 に被參 時、 田 竹 田 市 三郞. 古市 左 近に 申 合、 御 近習 S き 者 共、 浴衣 一 ッ に而、 

右 父子へ 水を懸 る。 小さき 水 桶 を 金銀に 仕、 松 竹 鶴龜を 書て 持、 +;>^蕃先に進み、 追々 に 七 八 

人出て 安房 守へ 先懸 る、 少被懸 て、 目出度 けれ 共 身 をば ゆるせく， ひ 被 申 被逃內 に、 左 馬 介 

をば 御 指 圖 に 而御臺 所より 御 逃し、 W なほし に 御 扱 被 成、 左 介 方に 而 大き 成 祝お、 御前へ 

も 御 肴 上る 0 

寬永 二十 年 

正月 十 一 日。 小 松 天 粹 座の 運上 銀に 對 する 領收書 を與 ふ。 

〔小 松 記〕 

當町天 itlHt- 御 速 上 銀目錄 並に 庭 帳 小拂之 目錄、 銀座より 上申 候に 付、 吟 * 仕 指 上申 候 、以上。 

今 枝 與右衞 門 

浅 野 藤 左衞門 
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六 四 

宽永 十九 年 正月より 同 十一 一月 晦日 迄、 小 松 町 天 种 座 封 賃掛賃 裏 判 賃取立 指 上申 候 銀 子 之 

合一 貫 九 ぼ 二十 六 匁  朱 封 銀 

此內 

六十 七 匁 九分 五 厘  紙筆 墨 並 針 口直し 賃 

五 百 目  私 給 銀 

\ 五 百 六 十七 匁 九分 五 厘 

引殘而 ♦ 

一 貫 三百 五十八 匁 五 厘 只今 上 ケ申候 0 

右 取 立 申 銀 子、 並 庭 帳 四 帳 同小 拂方 之目錄 一 通 指 上申 候、 以上。 

寛 永 二十 年 正月 十一 日  天秤座 長 右衞門 

町 御 奉行所  .  / 

宽永 十九 年分 小 松 町 天 粹 座 諸 賃銀 子 一 貫 三百 五十八 匁 五 厘。 

右 所 請 取 如 件。 

宽永ー 一十 年 正月 十 一日  今 枝 與右衞 門 


淺 野 藤 左衞門 

三月 廿 九日。 小 松に 於いて 罪人 を 刑 せんが 爲磔木 を 造らし む。 

〔小 松お 記〕  . 

三月 廿 九日 

一 、 磔木ニ 本 裕可申 旨 被 仰 付 候に 付、 木材 者木屋 方、 大工 者 大嶋尾 見 世 指 物， 口 申 付、 鉸者鍛 

、冶 久右衞 門に 申 付 候 事。 

五月 十一 一日。 德川家 光 使 を 遣 はして 大聖 寺 侯 前 田 利： S の 病 を 問 はしむ。 

〔天宽 日記〕 

五月 十二  H 

一 、 松 ギ飛驊 守 依 所勞、 爲 上使 朽木民 部 少輔被 遣 之。 並壽 三、 可 被 用 針 治 之 32 に 付 召 具 云 々o 

右之爲 御觼、 松： 牛 肥 前 守. 同 筑前守 登城、 謁松平 伊豆守 退去。 

〔徳川 實紀〕 

五月 十二 日 松； 牛 飛 « 守 利 治所勞 により、 朽木民 部 少輔植 綱 御 使し、 針 £S 坂壽三 幽玄 を 具して 

治療せ しむ 0 
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六月 三 =:。 前 田 光高、 切支丹 敎 徒の 領内に 來航 する もの を厳査 せし む。 

〔古文書 大全〕 

今 皮 筑州大 島ね 從異國 伴天連 四 人 • いるまん 一 人 • 同宿 五 人 差 渡 候處、 松； 牛 右 衞門佐 番之者 相 

改捕 之、 則 從右衞 門 佐、 長 崎 之 奉行 山 島權八 所， に 遣 之 由 注進 候。 常々 入念 候 故、 小船 密々 渡 

候處、 早速 見分溺 捕之義 御機嫌 之 御 事 候。 就 者 於領內 海上 見渡 之處 に、 不斷番 之 者 差 K、 無 

由斷 可お sasil:n 被 仰 出 候。 可 得 被 其 意 候、 恐々 謹言。 

五月 廿九日  阿部 S 馬 守 

阿部 豐後 守 

松 平 伊豆守 

松平筑 « 守 殿 

广養 寿 J 

今度 筑州大 島， に、 從異國 吉利支 丹 著 船. 之處 に、 松 右 衞門佐 番之者 相改、 搦捕之 就 致 注進 候 

舉 書到來 候之條 .s? 遣 之 候。 領內 律々 滞々、 常々 無汕 斷相改 候樣、 所 々奉行 人 郡 奉行 並 所々 町 

人 百姓に 至 迄、 急 度 可 被 申 付 候。 其 上 家中 諸 侍 共 連々 可成 其 意 候 由、 是又可 被 申 渡 候。 能 州 

之義 は、 海 邊数ケ 所 之條、 別 而可被 入念 肝要 候、 謹言。 


に 五の 桃 
在 年率: S 
特 は 寺 
の 俊 fill 
條長立 


少^ は 前 田 

光お 


し、 


i る) 

六 月 三 筑 

本 多.： 女房 守 殿 

橫山 山城 守 殿 

奥 村 河 內守殿 

撗山大 膳亮殿 

前 田 出 雲 守 殿 

ノ月 五日。 加 賀石川 郡 野 田 山の 取締 を祧雲 寺に 命ず 


0 


〔加 K 石 川 郡 桃 雲寺藏 文書〕 

覺 

一 、 お 寺ね 御 寄進 被 成 候 野 田 山 者、 御國御 先祖 高 德院樣 御廟 所 近付、 若從 公義 不知 案內、 御 

用 木 中來候 共、 御 書 之 趣 被 仰 聞、 當 時之舉 行人 承引 無 之 候 者、 本 多 安房 守. 橫山 山城 守へ 可 

被 及 御斷候 事。 

1 、 御 墓 山 之內， に、 近所 之 村 百姓 並 遊山 人、 放 入 牛馬 野火 事。 

一 、 於 野 田 山 之內、 不依 何者 殺生 仕事 0 

右 今度 從少將 榇被仰 出、 御 制度 之 趣に 候條、 自今 已後可 被 得 其 意 候、 以上。 
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利 重 即ち 利 
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未 六月 五日  前 田 出 雲 守與重 判 

神 尾 式部 少長頼 判 

横 山大膳 亮康玄 判 

野 田 桃 雲 寺 

六月 A::I。 德川家 光、 前 田 光高に 就 封の 暇を與 ふ。 

〔天 寬： n 記〕 

し、 43  T\  3 

一 、 松； 牛筑前 守， S 松 平 豆 守 上使 御 暇、 銀 千 枚、 給お 被 下 之、 從 若君 様 牧野 內匠 頭爲 上使、 

御 袷 五十 被 遣 之。 

六月 九：：：：：。 前 田 光高、 德川家 光に 謁して 暇 を 賜 ひたる を 謝す。 

〔天 寬= 記〕 

六月 九日 

一 、 午後 刻御黑 書院 出御、 松 平 筑前守 昨日 御 暇 被 下 御 鱧。 返 去 之 後 松： 牛 肥 前 守 御 目 見。 是筑 

前 守 御 暇 之 御 禮也。 退座 之 以後、 今度 之 御 暇 目出度 被 思 召 候 間、 御 料理 可 被 仰 付 之 由、 右兩 

ffi ね 1111^ 傳上 意之 sbo 即刻 於御黑 書院 御 料理 被 下 之。 過而 阿部 豐後守 を以、 於 御園 御茶 


可 被 下 之 3::、  而被仰 出、 次 井伊 掃 部 可 相 加 之 由 上意 付而、 肥 前 守 .筑 前 守. 掃 部. g 御圓. 21 

入 0 此時 御茶 御菜 子 出る 0 


右 御 ffi 合 之 御 道具、 所謂、 


力 


花 

ん 

香 


入 

签 

诣 


杓 


箱 

盆 


ク 


力 


ン 

正 


らし. ま 


ホ 

な  ー 

大  炊 

妙 門 あられ 

喰  違 

紫， 竹 

ソン セィ 

…  ふちし ゆ 

御 花 御手 自被遊 之。 

御茶 道 小 堀 遠 江 守 被 仰 付 之。 

右 御茶 溢 過、 御園 之 御 勝手ね 肥 前 守。 筑前守 返 去。 此時御 K 严御 吸物 出、 各 足 打に 載 之 付而、 肥 

加， n 藩 史料 第 三 編 宽永 二十 年  六 九 
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暇.^^ ひた 

る は 八日、 

賜 は 九 Hr 

なリ 


御み づ から 

は 家 光 


南坊は 高山 

右近 


前 守 は中納 一一 一一：： たる 之 間、 三方に 而可出 之 由 依 上意、 居 之 被 召 上、 御}^肌肥前守顶戴之。 右終而 

御^ ニ疋鶴 捉え 御鷹 應 鶴、 筑前 守拜領 之。 

一 、 於 御白 書院、 筑前守 家老 今 枝 民 部、 御 帷子. 御 羽織 等 被 下 之 旨、 豊 後守傳 之。 献廟 日記 

〔德川 實紀〕 

六月 九日 松！？ 1- 筑前守 光高 就 封の 暇 を 給 ふ 0 父 中 納言利 常 卿も拜 謁し 謝し 奉る。 よて 黑木 書院 

にて 饗行 はれ、 かさねて 御茶 室に 召れ、 黃門並 光高に 御茶 給 ふ。 井伊 掃 部 頸 直 も 之に 加 は 

り、 花 は 御み づ から 遊ばされ、 茶 は 小 堀 遠 江 守 政 一 か はりて つか ふまつ る。 はて、 御茶 所の 

副 室に て 酒肴 を 給 はり、 利 常 卿 は 三位 以上た るに よて 三方、 其 外 は 足 打な り。 光高に は 殊更 

^二 疋、 鶴 捉の鷹 及 sei^ 鷂を 下さる。 

六月 廿 一 日。 前 田 利 常 切支丹 類 族の 捜査 を 領内に 命ず。 

〔本 多氏藏 文書〕 

きりしたんの 事 伊豆原 權之 助申狀 . 

1 、 瀨川 茂左衞 門、 南 坊に在 之、 以後 不破彥 三方に 致 奉公 相 はて、 せがれ も 無 之 由 申 候。 果 

候歟、 せがれ も 無 之 候歟、 其 所遂吟 * 可 被 申 越 候。 

1 、 永澤太 郞右衞 門、 是も南 坊在之 候。 是は 最前 江戶 にても 指 候 か VJ 覺候 0  土方 掃 部 方に 罷 


在 lb 候。 其 妻子 能 州に 居候に 付、 當春被 穽？ 艇之由 候。 彌 吟味 候而« 子 M 度 候。 

一 、 入江 五郎-お 衞、 是も南 坊に罷 在、 巳 後 土方 かたに^ 之 果候之 由。 其な ごり 聞屆度 候。 土 

方 かたへ 狀成共 被 遣、 樣子 具に 承 可 被 中越 候。 廿 二三に 成せ がれ 有 之 由 候。 右 之 者 共 早々 に 

遂吟 * 可 被 申 越 候、 謹言。 

六月 廿 一日  肥 前 利 常 判 

, 本 多 安房 守 殿 

橫山 山城 守 殿 

七月 朔 n。 前 田 利 常 切支丹の 嫌疑者 を 江戸に 送る ベ きを 命す。 

〔本 多氏藏 文書〕 

1 、 井上 筑後 殿より 不亂. 幸 三. 乘物ゃ 少九郞 儀に 付而、 筑前守 方へ 狀之 うつし 見 中 候。 逍中 

^^^^^  いかにも 念 を 入、 早々 遣 可 申 候 0 則不亂 其へ 遣 申 候 0 妻子 之 儀 は 此方に どめ E 候、 謹 一一 no 

送らし めた 一  七月 朔日  肥 前 利 常 判 

；  本 多 安房 守 殿 

一  僙山 山城 守 殿 

七お 七：！：。 前 田 光高 使 を 幕府に 遣して その 封國に 着した る こと を 告げし 

加賀藩 史料 ^三 編 寬、 水 二十 年  七 一 
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〔天寬 日記〕 

七月 七日 

1 、 松 平 筑前守 御睱被 下、 在所 參 着に 付、 以前 田 志摩爲 御醴、 加贺絹 五十 疋. 御 樽 # 進上 之。 

彼 使者 御前， Si 被 召 出、 退去 之 後、 志 摩 太刀 目錄 を以、 自分 之 御^。 退去 之 後 御 暇、 御 帷子. 單 

物 等拜領 之。 阿部 對^ 守 列座 有而、 太 田 備中守 渡 之。 席 躑躅 之 間 也。 

七月 九日。 百姓の 新米 賣買を 九月に 至る まで 停.^ せし む。 

〔河 合錄〕 

新米 諸 百姓 中 貝 之義、 來る 九月 中 迄 御 停止 候。 當秋夫 銀 御公領. 給 人知 共に、 米を以 大形 銀 

高 程 請 取 置、 則 十月 直 段 次第 百姓 爲拂、 銀 子 可 請 取 候。 但 百姓 勝手に 而、 銀 子を以 納所 仕義 

は可爲 格別 候 0 米 御 橫目被 仰 付 候條、 右 相 背 百姓 持 參米並 買主、 其代鈒 おさへ 可 申 旨 被 

仰 出 候條、 此旨郡 中 宿々 ね 急 度申觸 候、 恐惶 謹言 0 

未 七月 九日  橫山 大膳亮 

今 枝 民 部 

奥 村 河內守 


中^は 越 中 

射 水 郡 


條嶋豐 前 殿 

伊藤 內膳殿 

右 之 通 御法度 被 仰 出 候條、 少も無 相違 在々 堅 縮り 可 仕 候 0 若 猥之仕 合 於 有 之 は 可 致 迷惑 候。 

則 所ね 御橫目 廻り 申 候 問、 可 得 其 意 者 也 ◦ 

未 七月 十：：：  伊 內膳 

襪 0 前 

中 郡 十 村 肝 煎 中 

八月 六 日。 能 登 羽 咋郡寶 達 金山の 產金を 上納し、 之に 對 する 代 銀 支拂を 


受. 


〇 


〔國初 造 文〕 

請 取 申 銀 子 之 事 

An 四" C 六十 六 匁 九分 七： g  朱 封 銀 

右 者 玉 金子 五十 七 匁 八 分 指 上 ゲ申代 銀 V」 して、 糙に請 取 申 候 0 直 段之義 は、 金澤 てんぴん や 

相場 書 招 上げ 申 所、 如 件。 

能 州 ほう だつ 金山 

加 ！=； 藩 史料 第 三 0 寬永 二十 年  七三 


不^ は 不祥 

なるべし 


〇 


,  七 四 

寬永廿 年 八月 六 n  三 右 衞門判 

河 合 傳次殿 

靑 木 與 兵 衞殿 

福 田 喜 左 衞門殿 

九月 五日。 德川家 光、 前田光高の封地に派遣する使^^を命ず 

〔徳 川實 紀〕 

九月 五：：！ 松： 牛 筑前守 光高が 封地に、 書院 番頭 新 庄美作 守 直 房 御 使命せられ てい VJ また まふ 0 

九月 廿 五日。 前 田 利 常 命じて 切支丹 類 族 園 田 長 太夫 等を釓 明せ しむ。 

〔國初 造 文〕 

鬧田 * 齋 せがれ 長 太夫. 八郞 兵衞兩 人事、 親 並 兄弟 宗門 之 張本人に 候 へ ば、 不詳ながら も難遁 

義に候 上、 數人白 狀に載 之 候條、 又 所 を も替、 於 會所遂 a 明 可 然候之 間、 右兩人 早々 會所， 

可 相 渡 候、 以上。  / 

九月 廿 五：：：  利  常 印 

前 田 志 摩 守 殿 

今 枝彌； 牛 次 殿 


古尾 听左衞 門 殿 

山 本 久左衞 門 殿 

秋。 小 松の 士宫 部彌 三右衞 門の 妻 その 婢の 爲に剌 さる。 

〔三 記〕 

宮部彌 三 右 衞門妻 下女に 被 殺 事。 

同年 秋 中の 事 成に、 小 松 段 嶋之內 宮部彌 三 右衞門 は、 御城 御番に 上り、 SH 守 之 內に內 房うた 

、ねして 有け る 所 を、 小 仕 之 小 女子 十四 歳に 成け るが、 脇 指 をぬ き、 右 之 胸 さき 一 太刀 打 所、 

を VJ なしき 女 ざ も 聞 付て、 小 女子 を， こらへ、 近所なる 衆 を よびよせ、 手 ft をば かんび やうい 

たし、 其 內に彌 三 右 衞門も 被 罷歸、 吟味 せらる、。 子息の 布 郞右衞 門 は 江 R へ 御供 なれば、 

母 存生 之內 にあ はせ たき 旨、 相談の 上 を以、 江戸へ 早 飛脚に て 申 ao 中 納言樣 へ 御 耳に 立、 

市 郞右衞 門 罷歸ら ざれ ざ も、 母 存命に て、 種々 かんび やういた す，. J いへ ざ も 終に 死去せ るら 

so 小 女子 は VJ らへ g:?: て、 C 母の 法事 忌中 も 相濟、 彼女 子 を 乱 明し、 同類 又は 頼みた る もの 

あらば、 有の ま、 に 率せ ，こて、 樣々 のかし やくの せめ 殘る 所な し。 然共 人の 頼に も あらや、 

同類 もな し。 日頃 彌三右 衞門內 房、 きびしく 人 をつ かひな し、 常に 恐れ 有け るに、 去 方より 

昔 信 VJ して、 木 額の 菜 子 到 來す。 彼女 子に 預け ^3: ける に、 誰か 盜 みける にや、 又は 鼠に VJ ら 
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今 井 は 今 江 


私 は 前 田 出 

雪贞重 


七 六 

れ ぬる 战、 奥の 耳に 立つならば、 日頃の 手な み も覺 えたり、 たヾきりころし自.3^:1せんにしか 

じ，、」 ひ、 小者 部屋へ 行て 脇 指 取て 出、 仕りた る 旨 白狀に 及ぶ。 今 井の 松原へ 馬に 乘せ てつ 

れ行、 竹の こぎり にて 引かせ、 其 後 張 付に 懸た りけ り。 其 頃 寄 合 所に て、 老人.、 VJ も かたりけ 

る は、 生 人の 命 を 取る 事 八 逆 罪の 科な り、 尤 重科 是に 過ぎた る はなし。 され ざ もやき がね を 

身の 明き 所な く あて、 其 上に なまり をい かけ、 命 あるかな きか， >j おも ふば かりに、 .K 部：^ せ 

めら る、 事、 あまり 過ぎた るかし やくな り。 

〔政 隣 記〕 

今秋 小 松 御馬 廻 宮部彌 三衞門 妻女 を、 同人 召使の 十四 歳なる 小 女 • 脇 指 を 以切殺 0 依 之 彼 小 女 

を 能 美 郡 今 江の 於 松原に、 竹 鋸に て爲引 之、 其 後 磔に被 仰 付 0 

十月 十八：：：：。 前 田 光高 將に 參覲 せんとす る を 以て 金 澤城番 の 勤務に 隨し 

ま 一 す 

Jus に V  一  I 


0 


〔前 田贞 醇家藏 文書〕 

未の 十月 江 6^ 御 下向 前、 同 十八 日 御城 番之 儀、 奧村 因幡 守 宅に 而 御意 0 

一 、 奥 村 K 幡守儀 は、 御 家 之 御 取 立 之 御 家老 なれば、 御 家 を はなれ 申箬の 者に て 無 之 候へ 者、 

御城 代 仕らで 不叶者 之 儀、 私 も 御 家 之 子 之 儀 なれば、 其 通に 候 間、 兩 人に 御預被 成：^, 也。 


1 、 御番之 外に、 御用 も 候 間、 助番 を も 可 被 仰 付，、」 なり o 

1、 M 幡は行 步不叶 候條、 火 率 等 之 刻 は 不罷出 共、 加 番人 共、、」 相談 什 致 下知、 火 もち かく 候 

者、 其々 之 請 取 之 所々， 可 遣 ど 也。 ， 

1 、 幡も不 出 候 而不叶 時 は、 も，、」 より 可 罷出旨 申 候 間、 彌右之 通 も R 幡に可 被 仰 渡 候 御 

意之 趣、 具に 因幡に 私 も 可 申 渡 也 0 

一 、 火事 之 W は、 惣樣 河北. 石 川の 兩 御門 を 入、 兩 腰掛の 前に 殺、 火 を 見合、 近く 成 候 者、 其 

時下 知 可 仕 旨 也。 

1 、 惣別 城代 之 心得、 御城 は兩 人ね 被 成御預 候から は、 御 國之仕 こそ、 老中 可 中 付 候へ、 

城 中 之 俄にお ゐて は、 兩人之 外 老中へ も 構 はせ 申 間 敷 心得 どの 御意 也。 

一 、 不盧 も出來 候而、 城 を 持 時 は、 老中 始て 二 之 丸に 置、 一 切 本丸， £： 不入、 諸事 可 談合 候 0 

本丸ね 入而、 若し 心替も 有 之、 內 より 亂ては 不叶候 也。 其內 w 幡は 年寄 候條、 本丸 を 不動、 

某 は 口へ も 出、 老中 ども 可 談合 候而、 其 上の 下知 可 然，. J 也。 

一 、 同事 出來之 時、 人 數可出 儀なら ば、 御 切 紙 を も 可 被 下 候 0 左 もな きに はむ ざ VJ 不散依 可 

然、  >」 也。 

一、 當城 は、 北の 九 御 局 屋敷 大事 之 所な り。 か 様の 所へ は物馴 たる 用に もた ち、 VJ しもより 

加賀藩 史料 第 三 編 寬永 二十 年  七 七 


候 可 然仁を 可 遣 御意 也 o 然ば幸 屋敷 所 も 能 候 間、 ^原 可然 VJ 也。 

1 、 返々 老中 はじめ 本丸へ は不 入、 二 之 丸に S 令 相談、、 其々 に 手 分 を 仕、 人 數可造 VJ 也。 

同：：：： 御 SS 守 中 之 條被仰 渡 0 

1 、 御 留守中 御用 之 儀、 是跡は 諸 奉行 手前 不殘、 年寄 共に 談合 故事 多 候。 此度は 御 守 中に 

は、 御用 之 儀 其 奉行く の 手前に 而埒明 申 付、 其 餘之不 叶 儀歟、 又は 他國 への 儀 は、 相談 之 

上 を 以可申 付 候。 然者 御用 之 品 すくなく 候て、 仕よ かるべし， この 御 事。 

一 、 諸事 談合 仕らば、 先 存通を 被 申 候へ。 其 上 は 我等 存寄通 を も 可 申，. J 申、 向の 心 承可然 VJO 

一 、 安房 守. 山城 守 は 年寄 候。 河內 .民 部 は 江戸， は 被 召 連、 大膳は 煩、 式部 巣 候 上 は、 仕よ き 

やうに 被 成 候 間、 御^ 守 中 御用 可 申 付 旨 也。 

一 、 小 松 御用、 何共 調に く  有 之 候ても、 此 御用 かけて、 小 松 様 御腹 立 なれば 御爲， >0 存、 

並 他 國ね之 閜等も あしき 儀 も 候へ 者、 是 又御爲 なれ 者、 鬼 角 之 儀な く 先 可 調 候。 然上は 手間 

も不入 VJ 也 0 

一 、 御城 之 儀 並御國 御用、 其 外 何事 にても 滯事 は、 江戶， £i 可 致 言上 候。 又 言上 仕れば 日柄 延、 

御爲 にあしき 儀、 小 松 御用 歟、 他國， に 之 事歟、 其 外に も 可 有 之 候。 其 分 は 無 御意 共 可 什 儀 也。 

1 、 惣別か 儀 之 御用 不被仰 付 候 VJ て も、 御爲 あしき 儀、 又は 御 爲可然 儀 は、 計 にても 可 申 上 


儀 也。 

一 、 諸 奉行 手前 之 僅、 緩々 V- 被 成 御 在國候 者、 悉く 被 仰 付、 少も 御尋申 上 儀 もな く、 其 手前 

々々にて 埒 W 樣に可 被 成 候へ 共、 急 御 下向 故 其 儀 は 無 之、 され 共そハ ぐに 有垠の 事、 御 頭 

書 を W 被 仰 出お かる、 上 は、 六 借く 尋申事 は 有 之 間 敷 候 事 也。 

一 、 同 御 留守 之 寧、 加須屋 fe- 左衞 門に 被 仰 置儀。 

〇 御 53 守 中 萬 事 御 赖被成 候 上 は、 脇， に 無 構 可 申 付 候。 江 tl^ へ 得 御意 度 儀 候 者、 是又餘 仁に 無 

構、 早速 可 申 上旨 也 0 

〇 不寄 何事 致 言上 候 者、 いかにも 文 短に 分 之 聞， e 申 様に、 書 狀調候 而可申 上 候 也。 

〇 御城 中 儀 は、 四 人 令 相談 申 上旨 也 0 

一 、 同 今 枝彌ギ 次に 被 仰 置 由に 而、 同月 廿 五日 之 朝 參被申 は、 今度 被 仰 K 御意 之 通 申 聞、 御 

國御仆 K 等 之 僅、 彌平次 存寄之 通 某， に 可 被 申 閒之由 御意 也 ◦ 

〇 御 K 場 御 橫目之 儀、 並 兩川待 網 之 事 被 申 聞 也。 

十月 一 一十 日。 前 田 光高 能 登 羽 咋郡妙 成 寺に 土地 を 寄進す。 

〔考據 摘錄〕 

1 、 能 州 羽咋郡 柴垣 村之內 三十 石 八 斗 七 升 五合 事。 
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AO 

一 、 同村 大堀野 山 之內、 竪三 ぼ 六十 間橫 三百 間 事。 

此内三 石 九 斗 三 升 五合 柴垣 新開 在 之。 

高 合 三十 四 石 八 斗 一 升 

右 令 寄附 訖。 全 可 被 寺 務之狀 如 件。 

寬永 二十 年 十月 廿日  光  高 印 

瀧 谷 妙 成 寺 

〔寺院 來歷〕 貞享ー 一年 由來書 

從 陽廣院 殿、 寬永 二十 年に 寺領 三十 四 石 八 斗餘、 御 印 被 下 3^: 候 事。 

十月 廿ー 一日。 前 田 光高 江戸に 向 ひて 出發 す。 

〔政 隣 記〕 

1 、 十月 廿 二日 光高 公 俄に 御參 勤、 是は北 之 御 方 御 產之御 催に 依て 也。 

十月 廿 七日。 前 田 光高 參覲の 途武藏 熊 谷に 於いて 夢想の 句 を 得。 

〔大野 木克寬 日記〕 

寬永廿 年 十月 淸泰院 樣御產 御 催 之 旨、 金澤， P 注進、 即 H 光高 公 御 發駕之 儀 被 仰 出、 同月 廿ニ 

日御發 S 被 遊、 廿 七日 武州熊 谷 驛御出 被 遊、 御駕籠 之 中に 而街御 眠 之處、 被 蒙 御 夢想 之 句 候 


る，^ 信 州 古 

問と すろ は 

文と 異な 


由。 御 目 S られ、 御 艇際脇 田 小 左衞門 御供 致し^ 越 候 を 被 召、 (今少 御 睡眠 之內、 御 夢想 を 

被 得 候 、こて、 御 i け 被 遊 候。 

ひらく より 梅 は 千里の 香 哉 

小 左 衞門舉 之、 扨々 目出度 御 夢想 之 句、 追 付 若君 樣御 誕生， ナ 奉祝 候。 廿八 n 御着 府。 

〔袂 艸〕 

一 、 大姬 樣御產 近寄に 付、 光高 公 加州より 急 御 參勸、 信 州 古 問，、」 云 所に て、 御？ g 籠に 御 眠の 

內御 夢想、 開く より 梅 は 千里の：？ 哉、 此事を 御 側に 供し ける吉 田 忠左衞 門に 被 仰 聞け り 0  * 

して 相 公樣御 出生な り 0 

〔前 田家 雜錄〕 杉 本 三 丞覺書 

一 、 火姬 sslll 樣御產 近より 候に 付、 光高 公金 澤 より、 急に 御參 勤、 信 州 古 間に 而御加 4 輿 

の內 に、 御 眠 被 遊 候內御 夢想 ◦ 

ひらく より 梅 は 千里の 匂 ひ 哉 

此御 夢想 を 御侧に 御供 仕吉田 忠左衞 門に 被 仰 開 候 > こ 也。 果して 綱紀 公 御 誕生 被 遊 候 也。 

？ SB 

一 、 加 贺守樣 御 誕生 之 時 は、 筑前 守樣御 在國也 0 大 姬君樣 御腹 氣被爲 付 VJ、 早 飛脚に 而中來 
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り、 江 til 御 下屋敷ね は、 明 八つ 時分 御 左右 有。 巾 納言檨 其 ま.. -御越 被 成、 御 安產有 之。 一七 

夜 御上 屋敷に 御 詰 被 成、 御 下屋敷より 御 次 番其外 御用 人不殘 御上 屋敷ね 相 詰な り。 筑 前守樣 

は、 御 左右 御 聞 被 成 VJ、 其 ま 余澤御 發駕、 五 rr 半に 江 へ 御 越 被 成。 中納言 田屮 まで 御 

迎に 御手 廻 之內五 人、 其 外に 坂 本 御 立 被 遊 御 一 左右お， こ、 櫛 之 は を 引く 如く 御迎に 段々 御 出 

し 被 成 也。 筑前守 様 坂 本より 三十 二 里 一 息に 御 越 被 成、 江 11^, に は 晝之九 半時に 被爲 入、 上使 

之 御 f3 に 其 Si 御 登城、 御前， 御 出御 懇之 上意な bo 毎日 毎夜 御 進物 奥方，^ 持つ ざ ひたる 事、 

全 勢 記に 無 計。 万 菊樣御 出生 之 時 も、 御 同事， こ 云 共、 筑前守 様 御 在世，. J は替る 様に 被存也 0 

中納言 様每： n 御上 屋敷，^ 御 詰 候 得 共、 夜 は 御 下屋敷ね 御歸 也。 

十 一 月 十一 一日。 前 田 光高 夫人 安 產の祈 禱札を 領內の 社寺より 上つ る。 

〔微妙 院樣御 裏書〕 

大姬君 樣御產 御： 牛 安之 御 祈禱之 御札、 當 月分那 谷. 白山. 立山. 石 動 山 執行 者 共、 書狀相 添、 只 

今爲持 上申 候條、 可 有 御 披露 候、 恐 々謹言。 

十 一 月 十一 In  前 田內藏 亮 

ft  f  fe  5 

松 本 ニ郞左 衞門樣 人々 御中 


十 一 月 十六 ：z。 前 田 光高の 長子 綱紀 江戸に 生る。 

〔天宽 H 記〕 

十 一 月 十六 m 

1 、 加 贺之姬 君 « 御產御 男子 出生に 付、 紀伊 宰相 殿 登城。 紀州 日記 

〔政 隣 記〕 

十一月 廿 六日 綱紀 公江 戶於本 鄕邸御 誕生。 II 揚任 御先 蹤犬 千代 丸， づ 被稱。 御 父 は 光高 公、 御 

母 は 將ま家 光 公 御 長女、 御歲 十七、 後に 號淸 泰院殿 VJQ 御 傅 今 枝 は 部. 靑山 將監、 御 抱 守 野 村 

七 左 衞門千 石. 吉田覺 右衞門 £ 百 石 • 和 田 小 右衞門 四百 石. 宮井市 左衞門 四百 石. 今 井 左 太夫 三百 五ナ 

石. 渡邊 左兵衞 同上. 今 村 勘 右衞門 三百 石. 渡邊 半十郞 一一 百 石、 御 乳 ゆ 中 山 局、 和 田 兵 衞女新 右 

衞門妹 也。 御 乳母 子 和 田 治 郞兵衞 0 

〔大野 木克寬 日記〕 

十  一 H: 十六 日 若君 樣御 誕生、 犬 千代 VJ 奉稱。 是 宰相 綱紀 公之 御 事 也 ◦ 此旨利 常 公 問 召、 御 夢 

想 之^ 御披、 百 韻 御 興行 御座 候 由。 其 表 八 句。 

ひらく より 梅 は 千里の 香 哉 

聾 心よ き 宿の 鶯  光高 公 
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八 四 


* になり 朝の 庭の 雪晴れて 

光長 閑に てらす 池 水 

山お が 极 の浪を 霞め る 夜半の 月 

0 つ なぎ 置 流 はるけ し 

雨に 猶影 しげる らし むら 柳 

早苗 そよ めく 小 田の 夕 露 


利 常 公 

犬 千代 丸， 

n 乇 

禾 


昌 

昌 


tin 

也 


相 

永 原 土 佐 

孝 治 


〔三壺 記〕 i 


光高 公 の 御 若君 御 誕生 之 事 

寬永廿 年の 春 は、 中 納言樣 江 戶 御 參勸、 光高 公金 澤， に 入らせられければ、 江 戶 より 此 どし 上 

使 VJ して、 田 中 主 殿 介 殿御 こし、 松 任 迄 光高 樣御迎 に 御 出、 御馳走 人 寺 西 主- £:T. 鶴 見 左 門 也 0 

堤 町 淺野屋 にて 御 賄、 御馳走 申ば かりなし 0 頓而 それより 罷歸 られ、 VJ や 角 有 内に、 十月 

之" S にも 成ければ、 光高 公 北の 御 方、 御產の もよ ほし まします に 付、 江卢 より 早々 御 參勤被 

成可然 ほ、 御內書 有に 付て、 俄に 十月 廿ニ  en 御 發駕被 成、 畫 夜の さか ひもな く、 七：：； に 道中 

御座 被 成、 同廿 八日に 御 参着 有て、 追 付 御 登-城 被 成ければ、 公方 樣 一 入御 機嫌 能、 御 目 見 被 

成け り。 さて 御城 中より 御上 屋敷， 2i、 女中 方 G 御見舞く しの は を 引 ご VJ く、 表座敷 は 御 一 門 


中 • 御 老中 • 御 出入 之 人々、 ：：： 夜 さし 集らせた まひ、 御 振舞 出、 御門 外 は 馬乘物 G 立 所な し Q 

十二月 十六 日に は 御 安産 被 成、 殊13^4^?君にて、 上下の 大悅 申ば かりなし。 御 抱 守吉田 S 右衞 

門. 波邊左 兵衞. 今 井 左 太夫. 今 村 勘 右衛門 を 被 仰 付、 則犬千代丸$^、」號し舉り、 ffl 繞^ 仰 言 

語に 不及、 御 一 門 中 其 外 御 家中よりの、 御 腰 物. 御 脇 指. 御產着 *樽# 筆紙に 及ぶべき 處 にあら 

や。 御分國 上下 萬 民 押な ベて、 家々 醉 賞の 聲止事 なし。 

〔德川 實紀〕 

十 一 月 十五 H 大姬御 方 平 かに 出逢 ありて 男子 生れた まふ。 

十六 日 大姬御 方の 安 產を賀 して、 三 家 まう のぼらる。 

十七 日大姬 « 御 產を贺 せられ、 家門より 一 0 1 荷づ、 さ、 げらる。 

十八 日 大姬君 御產の 祝， >0 て、 譜 第の 衆 を 召し、 鶴の 饗行 はる。 其 座に 渡御 ありて、 酒 をす、 

め 給 ふ。 

〔續漸 得 雑記〕 

1 、 加 賀様御 誕生 御 祝御搏 代、 町中 肝煎參 上申 候。 御城より は 何も 不被下 候。 

十 一 月廿 一 一日。 德川家 光、 前 田 綱紀の 生誕 を 祝して 物 を 光高 夫人 等に 賜 

ふ 0 
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本文 は 切 支 

丹^^舉行な 


〔德川 實紀〕 

二十 二：！、 大姬君 御 產の祝 て、 姬 君へ 銀 五 S 枚. 紗 綾二 百卷. 五 種 五 荷、 生 子犬 千代に 產衣 

十 襲. 十 荷 十 種 遣 はさる。 松 平 筑前守 光高へ 銀 三百 枚. 時 服廿、 父 中納言 利 常 卿へ 銀 二 巧 枚 • 

時 服 十、 弟 淡 路守利 次へ 銀 百 枚. 時 服 六 賜 ふ。 黄 門 父子 まう 登り 謝し 奉る 0 御前に て 光高へ 

は、 御盃に そへ て 御 脇差  一 口 並に 時 服 二十、 黃 門へ は 時 服 十、 淡 路守時 服 五 下さる。 若君よ 

り は、 姬 君へ 綿 並に 樽 肴、 犬 千代へ 產衣五 襲 贈らせら る。 

十 一 月廿 九日。 前 田 光高 在國の 吏の 切支丹 宗門 改， の勞を ふ。 

〔國初 遺文〕 

分 國中吉 利 支 丹 宗門 之義 付而、 面々 日夜 情 被 出 候 故、 中 納言殿 被 加 御意、 大形 吟味 相 極 候 由、 

尤に r^o 公儀 御 奉行，， J 申、 國之爲 かた <\ -以、 彌無油 斷可被 入念 候 事、 かん 耍候。 永々 辛 身 

之 程 <M 祭 候、 謹言。 

十 一 . 月廿 九：！ 1  筑  前 In 

0 田 志 摩 守 殿 

〔中 川 典克藏 文書〕 

此度御 改御舉 行 


大正 寺は大 

聖寺 


前 田 出 雲 殿。 同志 麼殿。 今 枝彌： 牛 次 殿。 古 燥 所 左衞門 殿。 山 本 久左衞 門 殿。 小 松より 揚 13^ 

八 五郎 殿 Q 

一月 廿 一 日。 奧村 因幡 易英 歿す。 

〔奥 村 家譜〕 

奧村 闲幡易 英永羅 一一 男 

元龜ー 一年 辛 未 生 尾 州 荒 子。 稱又 十郞。 中 比 生 殿. 備後。 初諱 榮鄕。 隨 父お 軍勞。 天 正 十一 一年が 

申 末 森陣。 易英 十四 歲。 與父永 福 籠城。 頻自 城中發 矢。 防 佐々 之 兵 ◦ 同 十八 年 庚 S 秀吉 公攻 

北 條氏。 入關 東。 拔八王 寺. 松 枝 城。 時易英 有功。 慶長五 年 庚 子 八月 三日 從瑞 ffl 公攻 大正 寺 

城。 易英 一 番踰鐘 丸 屏人城 中。 敵 以短兵 切 易英之 足。 不 返却 取 敵^。 此時加 賜 二 千 石。 同 十 

九 年 甲 寅 九月 大坂陣 ◦ 微妙 公 攻眞田 丸。 易 英等爲 先鋒。 城 中 頻放砲 銃.。 如 雷電 急 雨。 先 乎 之 

兵 頗亂。 微妙 公 遣 人。 言易英 曰。 敵勢 甚强 ◦ 不可 駐師。 宜少 返焉。 易英答 曰。 此處不 防 戰。 

則 敵 必乘勝 而來。 我 雖鬪死 何 退陣 場 哉 ◦ 遂 カ戰不 去。 于時易 英被疵 一 箇所。 微妙 公每々 威 其 

武功。 即吿 神祖尤 稱與。 有 上意。 直 問易英 疵之淺 深。 後年 於 江府賜 御" iT。  お.^。 

其 後 微妙 公。 加 賜秩祿 四千 五 ぼ 石。 元 和 元年 乙 卯大坂 苒亂之 時。 承 微妙 公之 嚴命 ◦ 留守 于加 

州 金澤城 ◦ 同 二 年 丙 辰 國老。 同年 淡 路守利 次 御 誕生。 同 三年 丁 已飛驊 守 利 治 公 御 誕生。 安蘇 i 
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守光晟 公夫 人 0 八 條智忠 親王 君 夫人 御 誕生 之 時。 易英蒙 微妙 公磁命 0 毎度 於 産 尾 祝 射 

度々 賜 加 恩 0 及 快 心隱居 0 領 三千 三百 石 0 遂至 一 萬 四千 四百 五十石 0 內ほ 五十石 與カ知 0 寬 

永 八 年 辛 未 命 前軍 部將 0 同 二十 年 癸未 易英 七十 有 三。 上書 請 致仕 0 陽廣 公許 之 0 易 英献御 刀 

WO 又請領 與其祿 一 萬 四 五十石 嫡孫 庸禮。 二 千 石 易せ。 千 石 正 富。 千 石 定，. 0 陽廣公 

亦 許 之 0 且賜 致仕 領千 石。 同年 十二月 二十 一 日 卒金澤 0 享年 七十 有 三。 妻 橫山半 |5:： 長 降 女 0 

天 正 十 一 年 癸未 生 越 前 府中 0 宽文十 一 年 辛亥 歿 金澤。 享年 八十 有 九。 有 子 0 男 三人 女 一 一人。 

長和忠 0 次易：^^。 次 正 富。 和 忠慶長 八 年 癸 卯 生 金澤。 稱主 殿。 初 諱榮之 0 賜 食 祿千石 0 仕 寧 

微妙 公 0 及陽廣 公。 寬永 十六 年 己 卯 十月 廿 七日 0 先 於 父 病歿 京師。 享年 三十 有 七 0 妻 成瀨內 

藏助正 吉女。 易 負 生國同 右。 稱又 十郞。 貞享ー 一年 乙 a 歿 金澤。 享年 五十 有 五。 正 富 生 國同右 0 

稱權 佐。 養子 也 0 實多賀 左 兵 衞秀識 二 男。 延寶五 年 丁 巳 四月 歿東武 0 享年 五十 有 三 0 女子 嫁 

多賀左 兵衞。 次女 早 肚也。 

〔金澤 古 §s 志〕 

奧村 W 幡易 英傳 

易英は 伊豫 守 永 福の 次子に て、 幼名 を 又十郞 VJ 稱 す。 野 田 山 墓 記に、 初諱 榮鄕、 後 改易 英、 

號 w 幡。 元 龜ニ年 歳次 辛 未 某月 某日 產於尾 州 愛智郡 荒子邑 VJ あり 0 家譜 及び 家 記 等 を 安に、 


天 正 十 一 年 五月 父兄に 從 うて、 能 登の 末 森に 入城す、 翌 十一 一年 佐々 成 政 末 森 城 を 襲 ひける 時、 

十四 歲 にて 初て 武功 を顯す 0 利 家 卿 之 を 賞して 召 仕 はれ、 此 時より 奉仕す。 同 十七 年より 世 

子 利 長 卿へ ® せられ、 家 祿千石 を 賜りけ る。 翌十八年關東松枝-八王寺の城^:!、 及び 慶長五 

年 加州 大 寺の 城攻に 武功 を顯 し。 同 十九 年 大坂陣 に眞田 丸に 於て 鐵炮疵 を 被らる 0 家祿 35 

加 恩 ありて 一 萬 千 百 五十石 を 賜る 0 寬永 元年に 父 永 福 卒す。 永 福 隱居料 三千 三 H 石 英に加 

恩 ありて、 都合 一 萬 四千 四百 五十石 を領 し、 執政の 一 人 VJ 成り、 金澤 城の 留守居た る 事 凡 三 

十 年。 寬永 二十 年 十二月 廿 一 日 歿す、 享年 七十 三 0 墳墓 を 野 田 山に 築きたり 0  3? 英父永 福 末 

森 籠城 之 功に 依、 利 家 卿 賜 はる 處の着 料の 甲胄 をば 易英 に傳與 し、 易 英其孫 庸« へ 傅へ ける 

を、 庸？ 粒 其 由 を 利 常 卿 へ 申告して、 寬文 元年 綱紀 卿 入 封の 時 之 を献す 0 公 今 枝 近義に 命じて、 

e-E 記 を 作らし め、 其櫃に 記載せ しむ。 又鳩巢 文集に、 奥 村 家 鑑銘並 序 を 載たり 0 序 中に 云、 

奧村君 伯 亮。 有 古 鏡 甚偉。 君 嘗吿余 曰。 此我祖 因 州 君 遺物 也。 子盍 爲我銘 之。 佘曰爲 人 子孫 

者。 在 祖考之 器 0 雖骨角 羽毛 之微 0 猶 將存而 傳焉。 况於鏡 乎 哉。 銘而藏 之宜矣 云々、、」 0 是も 

また 由緣 ある 古 鏡な らん か。 

〔松 梅 語圓〕 

一 、 中 納言樣 金 澤御 普請 之 時分、 御す り 切 被 成 候。 上方に 而御 借り 銀 三千 賞 目 相 調、 御惜狀 
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御 判、 御 直に 被 成 K にど、 奧村 幡被申 上、 以之外 御機嫌 損じ、 對； lit. 因幡な Vj が 判に 而埒明 

可申義 を、 我等 判 を 乞 事 不屈 之 儀 ど 思 召 ，こて、 散々 御 怒 被 成 ，こ 云 共、 K 幡押而 被 申 上 は、 顿 

くば 向後 VJ て も 御 直に 御 仕置 被 遊 宜奉存 由 被 申 上、 不思議に 思 召、 細々 VJ 御 仕 E 之 事 御 被 

遊、 奉行 頭 人 共 之 私曲 顯る。 殊御存 之 手前に 夥敷 私曲 有。 七 八 成 所 を 公儀ね は 四 五に 上る 0 

依 之 下 谷 長左衞 門な ざ 御成 敗、 從是御 仕 S 御 直に 被 成，、」 也 0 

是歳。 百姓の 田畑 を 永代 賣買 する こと を 禁ず。 

〔地方 凡例 錄〕 

一 、 永代 賣之事 

田畑 を 永代に 寶 渡して は、 ^！：：姓家督に離れ、 有德 なる ki: 姓 は 益々 田地 多く 成り、 小 fE 姓 は 次 

第に 潰れ、 後 は 一 村の 田地 も 一 兩人 にて 所持し、 又は 他村の 百姓の 物 VJ 成に 付、 宽永ー 一十 未 

年 以來、 永代 K 買 嚴 しく 制禁に 成る。 若し 密かに 田畑 を 永代に 賣 渡す もの ありて 露顯 する VJ 

き は、 喪主 牢舍の 上所拂 ひ、 本人 果たる VJ き は 子 同罪、 買主 は 田畑 を 取 上 過料な り。 本人 死 

する 時 は 子 同罪、 證人は 過料、 本人 死 すれば 子は搆 なし。 名主 は 役儀 取 放す 定法な り。 又^ 

物證 文に 年季な く、 或は 子々 孫々 まで 名 田 致すべく、 又は 受 返すべき 文 言の なき S 地、 又讓 

り 渡すべき 由緒 もな き 者へ、 田畑 を讓り 渡して 鱧 金 を 取た る 分 は、 何れも 永代 K に準じて 所 一 


する V- 」 なり。 

1 、 田地 永代 w 買 之 事。 

是は 古へ より 停止 G まに 申せ ざ も、 宽永 以前に 制禁も なかり しこ，、」、 見えたり。 尤も 田地 を 

W つて t: 姓 を 止め、 町人に なるこ，. J は、 德川氏 祖宗 の 時代 禁ぜ られ たり。 又 上古 は： u 田. 永 業 

田 VJ 田地に ニ檨 あり。 口分田 VJ 云 は、 古 <^ に 男子 廿歲 にして 口分田 を 給 ひ、 六十 ー歲 になれ 

ば 之 を S す。 口分田 は 朝廷へ 還し 奉る もの ゆ ゑ、 賣買 する こ VJ ならす 0 永 業 田，、」 云 は、 永々 

其 家々 に 持 傅へ たる 田地に て、 是は 我物 なれば 勝手次第に 责 g 只す 0 又 U 宅. 家財. 奴婢 を 

する は、 和漢 共 古法な り。 至て 貧ければ、 右の 品々 も 賣ら. f- して は 叶 はざる こ VJ も あり。 然 

れざも 今 は 上古の 法令 は廢絕 したれば、 宽永 以後 永代 寶は 堅く 停止 なれば、 古 を 以て 今 を 論 

する に は 及ばざる こど なれ ども、 古法の こ， >0 も 知て、 今 代の 法 を 守る 可き ならん か V -、 古法 

例 を 記し 置 ものな， 0.0 

正 保 元年 

正月 一 一十：：！。 前 田 光高 書 を 金澤の 老臣に 與 へて 政務に 勵 精せ しむ。 

〔前 田 AJiJ 藏 文書〕 
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先度 定置：. 矢 用 日、 けたいな く 被 相 勤 候 由 聞 及 候。 おのく 被 人情 候 故， こ^ 事 候 C 大！； ^之 用 所 

之義候 間、 いよく 留守中 諸事 用 共不相 滯檨、 尤に候 0 若々 手前に てき わめが たき 義有之 候 

は  > -、 早々 可 被 申 越 候、 謹言 0 

(光 高)  J 

正月 廿日  名  f 

前 田 出 雲 守 殿 

前 田 志 靡 守 殿 

成 瀨內藏 助 殿 

〔前 田 贞醇藏 文書〕 

尙々 大分 之 用 之 儀 候 間、 ゆだん 是 ある. まじく 候 1^。 

分國、 よく 無事に K 哉、 具にう け 給り 仁く 候。 奥 村 因幡 守 殿 死去 之 事 候 間、 諸事 仕置 等 ゆ 

だん ある まじく 候。 さいぜん 用 a を さだめ 置 候 通 無 相違 候 由、 被 入 情 候 故，. -存事 候。 何に て 

も 奉行所に てき はめが たき 事 候 は、 3、 早々 可 被 申 越 候、 謹言。 

正月 廿； n  ちくせ る？ 

前 田 出 雲 守 殿 

一， 朔 日つ 德川家 光 使 を 遣して 前 田 光高の 病 を 問 ふ。 


〔德川 實紀〕 

一 一月 朔日 松； 牛 筑前守 光高 病舸 によて、 朽木民 部 少輔； g 綱 もこ，. J はせ たま ふ。 

1 一月 五：：：。 大聖 寺 侯 前 田 利 治 書 を 以て. 光高の 今夕 小 堀 政 一 を訪 ふや 否や 

を 質す。 

〔今 枝氏藏 文書〕 

々時分 之 義被申 聞 可 給 候、 以上。 

返々 御前 可 然樣頼 入 候。 

今晩 小 堀 遠 江 守 方， に 被 成 御 出 候義、 彌相究 候 哉 承 度 候。 內々 は今晚 本阿彌 かたへ 參候 約束 仕 

候へ ども、 手前 不叶用 所有 之 由に 而相延 申 候。 左 樣に候 は マ 何時 にても 御供 可 申 候 間、 被 成 

御座 時分 被 申 聞 可 給 候 0 昨日 は 一 日 客 來 有 之 失念 故、 書狀 を以不 申入 候。 尙 後刻 面 之 節 _s 端 

可 申達 候、 恐々 謹言 0 

二月 五日  判 

今 枝 K 部 殿  松飛驊 

一 一月 七： n。 前 田 綱紀 江戸 山 王宮に 社參 す。 
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〔政 隣 記〕 

一 、 二月 七日 辰 刻、 犬 千代 檨 御宮 參、 Ml 山 直に 本 鄕利常 公之 御 邸， は被爲 入、 御 祝儀 之御規 式り 

1 一月 十一 一日。 前 田 光高 夫人、 綱紀 を携へ て 德川家 光に 謁す。 

〔政 隣 記〕 

一 、 二月 十二 日 公方 樣ね犬 千代 樣始而 御 目 見、 淸泰 院檨御 登城、 於 奥方 御 一 所 御對顔 0 

〔徳川 S 紀〕 

十二 日 大姬の 御 方 犬 千代 九 を 伴 ひて まう のぼり 給 ふ 0 犬 千代 丸 誕生の 後 始めて まう り けれ 

ば、 愛染 國 俊の 御 刀 をた ま はり、 若君より 包 家の 御 刀 賜 はる。 犬 千代 九より 太刀. 銀 三枚. 百 

小袖 三十 三種. 三 荷、 若君 へ は 太刀. 銀 二百 枚. 小袖 十三 種 二 一荷 献す。 父の 松 平 筑前守 光高 は、 

御座所に て拜 謁し、 御盃 下され、 太刀 • 銀 二百 枚. 綿 ぼ 把献す 0 祖父 中 納言利 常 卿、 太刀 馬 代. 

綿 百 把、 淡 路守利 次より 太刀 馬 代. 加 賀耦ー 一十 反、 若君 へ は 光高より 太刀. 銀 百 枚. 綿 百 把、 利 

常 卿より 太刀； 代. 綿 百 把、 利 次より 太刀 馬 代. 加賀絹 1 一十 反献す 0 

一 一月 十六：！：。 中 川 長 勝 家臣 中の 切支丹 類 族に 關 して 報告す。 

〔中 川 典克藏 文書〕 —  ^ 


道 喜と ぜリ 

道の 字の 草 

體ょリ 有と 

誤れるな る 

べし 


御 家 禮牧村 市左衞 門、 宽永 十六 年に 病死 付 候 由、 先日 蒙 仰 候。 彼 市左衞 門せ がれ 有 之 候 は > - 

內々 にて しまり 可 被 仰 付 候。 左 樣候は  年 比 其^ 之 名、 今日中に 被 書付 候て 可 被 指 越 候 0 

自然 御手 前に 有 之不. S. 候 は  > -、 何方に 罷在候 哉、 有 所 知 申 候 は  >  可 被 仰 越 候、 恐々。 

二月 十六 U  安  房 

山  城 

中 川 八郞右 衞門樣 

1： 中 川 典党藏 文書〕 

此跡 高山 南坊. 鈴 木 孫 左衞門 所に 致 奉公 候 者、 家 鱧 中 急 度 穿 仕 候 得 共、 男女に 不依 一 人 も 無 

御座 候。 併牧村 市左衞 門，， J 申 者、 此已前 召 S 候。 高山 南 坊に罷 お 之 由 候へ、、，、」 も、 宽永 十六 年 

に 病死 仕 候。 市左衞 門せ がれ 一 人 御座 候、 年廿 一 に罷成 候。 掃除 坊主に 召 仕、 有 WVJ 申 候 0 

しまり 申 付 © 候。 以來召 置 候 者 之 内に も、 右兩人 所に 奉公 仕 候 者 承 候 は、 s、 単 速 可 申 上 候 0 

爲 後日 御請 狀如 件。 

二月 十六 中 川 八 郞右衞 門 

橫山 山城 守 殿 

一月 廿 五日。 前 田 光高 在國の 吏の 切支丹 宗門 改. の 勞を犒 ふ 


0 
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九 六 


〔今 枝氏藏 文書〕 

かま は罐子  一 々そこ も VJ 相 替儀者 早々 可 申閜候 0 かま をつ か はし 候，， J て、 ちゃのゆな，，、」 今時分 無用 候。 

なぐ さみに つね <^ み 可 申 候 0 

度々 被 人 念 飛 印诣越 4- 祝 着。 きりしたん せん さ く 中納言 殿より 具 被 加 御意 候 由 せんさくの 

. はか も 可 參ど存 事 候。 いよく ゆだんな く 志 》 守 可 被 申 談候。 爱許相 替事無 之 候。 E 部晝夜 

用 等 申 付、 ほね をり 申 事 候。 一段 そくさいに 候。 氣遣有 まじく 候 0 其方 かれこれ 用 共 多苦勞 


茶 湯 


、 4. 納言殿 遠 W へ も 茶 をた て 申 


ち 


せ ん 


候。 殊六ケ 敷 せんさく 共に 候。 此 かまわれ 

なぐさに まいらせ 候、 氣入候 哉，： 

一 一月 廿 五日 

今 枝 彌平次 殿 

四月 九日。 前 田 利 常 眼疾に 罹る を 以て 德川家 光 使 を 遣して 之 を 問 はしむ 

〔德川 實紀〕 

九日 小 松屮納 一一 一一 C 利 常 卿 眼病に よって、 御 側 中 根 壹岐守 正 盛 御 使す。 

四月 廿 六日。 在 藩の 吏金澤 城石壘 S 修築に 關し前 田 光高の 指揮 を 仰ぐ。 

〔前 E 贞. g 藏 文書〕 


〇 


咋月は 三月 一 

なり 


1 筆 令 候。 仍當地 御城お 巳 之 方 崩 石垣 御 普請、 昨月朔 U より 山； 吉兵衞 申 付 候處、 御^ 

藏之下 並堤兩 方より Si 水强、 切 立 追々 崩、 御 藥藏迄 無心 元舉存 候處、 堤 之 石垣 水ぎ は へ 込 土、 

吉兵衞 申 付、 指 水 大形 止、 石垣 今程 過半 出來仕 候。 右 之 通 御座 候 故、 れ之外 永 引 申 候。 指 水 

之牀、 多分 跡々 より 御 藥藏之 下にた まり 可 有 之 様に、 何も 見 申 候。 左 候 者 御 菊へ もしめ り 上 

り 可 申 候，， J 舉存 候。 然し 御 普請 所 繪圖吉 兵 衞申付 指 越 候 間、 則 上申 候。 以御次 而被掛 御 目、 

御 好 御座 候 者 可 被 仰 越 候。 此度 石垣 堀 迄 相究候 者、 重 而被成 御覽、 御 普請 被 仰 付 候 依 難 被 成 

可 有 御座 候 哉、 御 普請 少殘申 樣に仕 廻 置 候て は 如何 可 有 御座，、」、 西 尾. 山 森な ざ も申義 御座 

候。 將又 方々 御 普請 所 多 御座 候而、 役人 不足に 付、 { 女房 守 申 談御观 出入 申 付 候 0 右 之 趣 被 

御 5 可 被 下 候、 恐々 謹言 0 

四月 廿六 = 

落 合 勘 解 由 殿 

礎 松 一 郞兵衞 殿 人々 御中 

四月 廿 六日。 金澤の 城下 大に火 

〔參識 公年 表〕 

一 、 四月 廿六 曰 金澤 城下 大火。 
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前 田 出 雲 守 


く 


〇 


九 八 

四月 廿 入日。 前 田 利 常 就 封の 爲德川 家 光に 辭 見す。 

〔德川 實紀〕 

四月 廿 八日 小 松 中 納言利 常卿歸 國の辭 見し 奉る。 御座所に て 酒 吸物た ま はり 御 KM くださる。 

この VJ き 高麗 茶碗 i. 大鷹 三聯. 馬 1 一疋つ か はさる 。筑前 守 光高. 淡 路守利 次も拜 謁して 謝し 奉 

る 0 黄 門 は 二 九へ 参りて、 若君に も拜 謁す。 

五月 三 n 慕醫啓 通院 意 安明 R 前 田 光高の 病 を 診す ベ きを 報ず。 

〔湯 淺家傳 書〕 

先刻 預 札 候處、 致 他行 御 報 令 延引 候。 然者 明朝 筑前檨 御 脈 之 義被仰 下 候。 得 其 意 S 候 0 必 

御見舞 可 申 上 候 0 唯今 自是御 報 可 申 上 VJ 存 候處、 重 而預御 使 候。 猶 明日 可 得. 御意 候、 恐惶謹 

一一 一 mo 

l.d 月 三日  啓 通院 意 安 法 印 

今 枝 民部樣 

五月七日。 前 田 光高 金澤城 石壘の 修築に 關し在 藩の 吏に 書を與 ふ。 

〔前 田. 醇藏 文書〕 


肩^々 は、、 ま 

J 』 ま 


•feu<t 部 神社 

と は 明； 以 

後の 號 なり 


尙々 大数 之 儀 相 尋 事 有 之 由、 早々 此方へ 可 被 申 越 候。 こまかなる 儀 者、 窺 不及被 申 候 間、 

其方に て爲 三人 相談 候而、 可 然様 可 被 申 付 候、 以上 0 

書 狀並输 闘 之通遂 披見 候。 くづれ 石垣 普請 之 事、 西 尾. 山 森 爲兩人 相談 仕、 可然樣 可. &付候 0 

樣子 此方へ 相尋 候內、 遽 引候而 又々 く づれ候 儀 も 可 あ 之 候 之 間、 急速 はか 取 候 様に 可 被 申 付 

候 事 肝 "鬼 候 0 藥藏之 儀 者、 脇へ 取 可 申 候 間 無 其 構、 以來迄 石垣つ よく 候 樣に可 被 入念 候 0 若 

又 此方へ 窺 候 はで 不叶儀 於 有 之 者、 繪圖 いかにも 濃々， こ 念 を 入、 所々 迄委 書付 候 而可相 越 候。 

今度 之输圖 荒々 敷 候 故、 合点 無 之 候 之條、 可 被 得 其 意 候。 爲其 早々 申 遣 事 候、 謹言。 

五月 七： n  名  判 

前 田 出 雲 守 殿 

西 尾 维人殿 

山 森 吉兵衞 殿 

五月七日。 長 連 賴能登 鳳 至 郡 穴 水に 長 谷 部 信 連の 廟を 建立す。 

〔能 登 古文書〕 

穴 水大町 W 長 谷 部 神社 楝 札 

表 信 述御魂 屋堂御 建立、 能 州 大守長 谷 部 朝臣 廿四代 孝子 長 九郞左 衞門述 頼。 
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00 


聖衆 在中 天 

勅定山 迦陵 頻伽聲 

哀 愍 衆 生 故 

我等 今 敬 鱧 


舉 


一 了 

\ィ 


襄 


宽永廿 一 年 五月七日 

若 末法 世人 

刀 兵 不 能 害 


笠 松 仁兵衞 

櫻 井 二. U 兵 衞 

土 井 與 三 郞 

大工 坂 上 宗左衞 門 

願主 法 印； S 傳 


長 誦此眞 言 

水火 不焚漂 

五月 十 入 R。 小 松の 絹 問屋 等 絹の 相場 書 を 上つ る。 

〔小 松舊 記〕 

親 相場 之 儀 御 尋被成 候に 付 書 上申 候 事 0 

一 、 廿 三日 絹目 百 目に付 銀 子 二十 六 匁 廻に 買 申 候 0 

一 、 五月 九日に 絹 百 目に付 銀 子 二十 六 匁 廻に 買 申 候。 

申 五月 十八 日  菊 屋 三 郞右衞 門 

淸 水屋 太 左衞門 一 


右 者 並 賴 K 合 之 相場、 少茂相 遠 無 御座 候、 已上。 

廣田源 太夫 殿 

伊藤 權右衞 門 殿 

當町絹 問屋 菊 辰 三 郞右衞 門. 淸 水屋 太左衞 門 書 出 之 相場 書、 吟味 仕上げ 申 通 相^ 無 御座 候、 以 

上 0 

申 五月 十九 =  伊藤 權右衞 門 

廣田源 太夫 

六月 朔日。 前 田 光高 中庸の 抄の 信覽を 求む。 

〔ffi 藩 遺文〕 

尙々 一 返 見 申 候て、 早々 返 進 可 申 候 間、 其 御 心得に 而御 かし 顆入候 0 他見 禁之 候。 

又 今朝 者 下 やしきに て 得 御意、 本望 之 至 候 0 何事 もく 懸御目 可 申 承 候、 以上。 

我等 氣色 之儀委 口上に 申入 候 。然者 明壽院 いたされ 候 中庸 之抄、 なぐさみに 一 返 見 申 度 候 。お 

中庸の 抄無之 候 は  、大學 の杪に 而も 御 かし 可 給 候 0 度々 御 秘本 かり 申 候て 忝お 候、 恐々 靈 一一 so 

六月 朔 =  判 

武田 道安老 人々 中  松 筑前守 

如賀藩 史料 第三 編 正 保 元年  一 〇 一 


1 〇 二 

六月 九日。 前 田 光高 書 を 以て 前田貞 里の 病 狀を問 ふ。 

〔前 田. ^：:; 醇藏 文書〕 

この 比所勞 いか、 S 候 哉 無心 許 候。 爲 見廻 以 使者 令 申 候 0 急速 上京 候而、 被遂 養生 尤に 候。 

大 いは 大醫 1 症 之 鉢 前 田 志 摩 守 方より 申 こし 候。 今之內 ゆだん 候 は、、 永 引 候 はんよ し、 こ、 も， こ 大ぃ衆 被 

申 候條、 可 得 其 意 候 0 併 炎暑 之 時分、 遠路 氣カ 成が たく 候 は、 3、 京都より いし をよ び 下し 候 

樣に、 河內守 • 志 摩 守 方 へ 申 遣 候 間、 心 しづかに 保養 肝要 候。 委曲 奧村彌 左 衞門申 合 候、 謹言 G 

六月 九： C  f 

前 田 出 雲 守 殿  筑 . 前 

右 之 通 河內. 志 靡 方へ 御 書、 並 病症 大醫 衆ね 被 成 御尋。 被 申 分 御 頭書 は 別 帳に 記 置。 

六月 十六 日。 前 田 光高 再び 書 を 以て 前田貞 里の 病 を 問 ふ。 

〔前 田. c^sg 藏 文書〕 

尙々 養生 之段覺 書に く はしく 申つ か はし 候、 以上。 

今度 就 所勞、 金 澤城番 其 外用 所 之 儀 指 除、 可被遂 保養 旨 依 申 遣 候、 以 使者 さかな 一 到來、 

被 入念 候 段 欣然 之 至 候。 病症 六 ケ敷樣 愛 許い しゃ 衆 も 被 申 候 間、 諸事 かま ひなく、 ゆるく 

養生 肝要 候、 謹言。 


六月 十六 n  判 

0 田 出 ：f  〈ム 守 殿  筑前 

七月 十四 CI。 中 川- 4i 勝 再び 家臣 中 S 切支丹 類 族に 關し 報告す。 

〔中 川 典克藏 文書〕 

1 、 吉利支 丹 御改に 付而、 私家 鱧 竹林 市 左衞門 申 者 御座 候 御尋に 候へ 共、 私 召 仕 候內に 

者、 右 之 名字 之 者 無 御座 候。 

一 、 牧村 市左衞 門 ど 申 者、 當 春御尋 之；^、 以 書付 如 申 上 候、 宽永 十六 年 五月 廿 四：！： *中 候。 

一 、 右市 左衞 門せ がれ、 かたわ 者に 御座 候に 付、 さう じ 坊主に 召 仆候。 名者道_:^1^0申候。 則 

しまり 仕 ig 申 候 0 

一 、 市 左 衞門女 並 女子 三人 御座 候。 女子 之內 一 人 柴田柄 漏 方に 奉公人 之ぬ 申 候。 f、tfHI;i に：^ 

リ仕 

候。 

1 、 竹林 VJ 中 名字 之 儀、 市 左 衞門兄 竹林 傳左衞 門 VJ 申、 是 者小幡 右京 與カ之 由 御座 候。 六 七 

年 以前に 果申 3:1、 右 道 喜 申 候、 以上 0 

寬永ー 一十 一 年 七月 十四日  中 川 八 郞右衞 門 長 勝 印 

本 多 安房 守 殿 
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1 〇 四 

橫山 山城 守 殿 

七月 十九 日。 前 田 光高 又 前田貞 里の 病 を 問 ふ。 

〔前 田 贞醇藏 文書〕 

尙々 大病 ど存 候。 心 永 養生いた され 候 はすば、 早速 は 本ぶ く 成 申 まじく 候。 そくさいに 候 

へば、 以來何 樣之鱧 を も、 忠義 を も はげまるべき 事に 存じ 申 候、 以上。 

此間氣 分い か 候 哉 無心 許 候。 愛 許 者 土用 過 候て、 土用 之內 よりも 暑 氣之事 候。 i 哲染 いよ 

いよ 相 應之事 候 哉。 少々 得驗候 VJ て も、 大病 之 事 候 間、 養生 ゆだん ある まじく 候。 先度 如 申 

遣、 養生 一 べん 之 心得 尤 候。 此方な ざへ も、 禮に書 狀被越 候 事 も 無用に 候。 我ら かやう に 申 

うへ は、 ほうばい 中へ はもち ろん 之 事に 候、 謹言。 

七月 十九 日  判 

前 田 出 雲 守 殿  筑  前 

八月 六日。 目安 場の 橫 目に 關 する 職務 章 程を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕 

定 

一 、 目安 奉行 批判 之 出 言、 從 初日 至 于 落着、 一 言 も 不殘、 善惡， こもに 日々 可 書記。 難究 儀、 


算用 場 之 面々 其 外 年寄り 中 h 令 相談、 吟味 之 次第、 一 々同前 可 書記 置 事。 

一 、 右 E 記 之 紙面、 目安 舉 行人 其 外 誰々 によら. c.^、 不可 他見 事。 

一 、 目安 並 返答 跡 書、 目安 舉 行人 批判 之 通、 帳面に 記 可相認 K 事。 

1 、 目安 奉行 批判 並 就 訴訟 人 申 分、 兩人 是非 之 沙汰 一 言 申出 間 敷 事 0 

1 、 訴訟 人 擧狀之 事、 目安 奉行 於 手前、 或 令 相滯、 或 siS 負 偏頗 之牀、 所 及 見聞 於 有 之 者 

付 可 上 之 事。 

一 、 於 目安 場、 兩人 一 切 裁許 之 仕 合 令 禁止 事。 

一 、 爲橫 目上 者、 目安 奉行 VJ 1 切 申 談義 不可 有 之。 見聞 之 通 可 書記 事。 

右條々 存此旨 不可 違背 者 也 Q 

(^  3 

宽永 二十 一 年 八月 六 H  印 

永 井 主馬 殿 

吉田瀨 兵衞殿 

入 月。 越 中 礪波郡 城 端 町に 高札 を 立 つ 。 

〔城 端 古文書〕 

定  城 ケ端町  ， 
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一 OH ハ 

一 、 人 《K、 公 僅 如 仰 出 堅 被 停 ±訖0 若 猥之輩 於 有 之 者、 其 輕重を わかち、 或 死罪、 

可爲 過料 事 ◦ 付、 口 入 人 同罪 之 事 ◦ 

1 、 手 負た る もの 不可 -。 

一 、 一 駄荷 四十 貫目、 乘 かけ 荷 二十 貫目 之 ？,。 

一 、 城ク 端より 高 岡 迄、 駄賃 一 駄に付 餞 一 ー西 一 一文、 銀 子に 而はー 一 匁 七 分 四 屈、 荷物な くして 

令乘 ば： C 一 一十 四 文、 銀 子に 而は 一 匁 六 分 八 厘。 今 石 動 へ は 百 三十 九 文、 銀 子に 而は 一 匁 八 分 

九 厘、 荷物な くして は 八十 六 文、 銀 子に て は 一 匁 一 分 六： If 井波へ は 六十 文、 銀 子に て は 八 

分  一 5r 荷物な き 時 は 三十 七 文、 銀 子に 而 五分。 金 澤へは 二百 三十 文、 銀 子に 而は三 匁 一 分 

一 M、 荷物な くして は ぼ 四十 一 文、 銀 子に 而は 一 匁 九分 一 厘。 竹 橋へ は ぼ 九十 九 文、 銀 子に 

而はニ 匁 六 分 九 ir 荷物な き 時 は fo 二十 二 文、 銀 子に 而は 一 匁 六 分 五 厘0 歸馬之 駄賃 同前 0 

付、 人足 tt は lis- 之 半分た るべき 事。 

一 、 お 次に 馬 無 之 時 は、 先々 宿 迄 可 相 通 事。  ， 

一 、 往還 人 夜中たり VJ いふ も、 御定 駄賃に て 無 滯可通 事。 

一 、 宿賃. 薪 代 共に 主人 十 文、 下人 六 文、 馬 十 文 たるべし 0 人 Kr 赏. 宿 貸 以下、 御^^^^外增錢 

取 申 もの 之 者、 其 身 被 行 曲事、 同行 事可爲 同罪。 其 町 肝煎爲 過料 五贯 文、 其 外 は 家 一 間よ 


り S: 文 宛 可 出 之。 申顯 輩に 可 被 下 事。 

右 可 相守此 slao  於 a 背 輩 者、 可被處 曲；^ お 也 ◦ 依而如 件。 

寬永 二十 一 年 八月 n  橫山 山城 守 

本 多 安房 守 

九月 廿五 日。 德川家 光、 前 田 利 常 • 光高の 屢封內 に 於いて 切支丹の 嫌疑 

ある もの を 摘 縛し た る を赏 す。 

〔德川 實紀〕 

九 z:: 二十 五日 小 松 中 納言利 常 卿 封地に てし ばく 天主 敎の 徒を搦 取りて 府に 送る 事、 御氣色 

にかな へり VJ て 奉書 を 下さる 0 筑前守 光高が も VJ へ も、 使 番齊藤 左 源 太 利 政 もて、 その Sb 仰 

P さる 0 

九月 廿 入日。 前 田 光高 在 藩の 老臣 橫山長 治に 湯治 を 許す。 

〔橫 か 家 古文書〕 

用 之 義共被 相 調 次第、 さむみ にむ かひ 候 はぬ 先に、 早々 入 尤に 候。 湯數 無用 候 0 此茶造 中 

にての なぐさみに、 こまいら せ 候 0 ちゃ 入 者 あしく 候へ 共、 くすりな V* か はり、 おもしろく 候 
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1〇 八 


十 衬肝煎 は 

十 吋 に 同じ 


間、 是又 なぐさみに 御 どめ 候べ く 候。 委細 口上に 申 のぶべく 候、 謹言。 

九月 廿八 =  判 

十 一 月廿ー 一日。 越 中 新 川 郡 十 村 肝 煎の 職務に 關 する 法規 を定 む。 

〔杉 木 氏 小 3H 帳〕 

新 川 郡 十 村 肝 煎 役 之御定 

一 、 敷 惜米利 立、 御 代官より 觸 次第、 早速 百姓 共に 申 渡、 はからせ 可 申 事。 

一 、 作 食 米 借用 仕度 VJ 申 姓 手前、 能々 吟 * 仕、 作 食 奉行へ 理申、 借用いた させ 可 申 候。 御 

米 請 取 申 刻、 ふ ゑ 米 •  くさり 米な ど、 代官より 相 渡 候 は  > -、 公儀， 2： 御 理可申 上 事。 

一 、 右 作 食 米 代 銀 子、 作 食 奉行より 觸無之 共、 兼而申 付、 不 行當檨 にせこ を 入、 取 立 候樣可 

仕 候 事。 

； 、 耕作 之 時分、 草 修理 之 刻 村々 廻り、 百姓 少茂 由斷不 仕樣に 可 申 付 事 Q 

1 、 水 損 • 日 損 無 之樣 に、 兼而 より 御 理可申 上 候。 當 座に 不行當 様に 相 心得 可 巾 sfo 

1 、 新 百姓 有 之 村々 に、 一 步^ 之 刻、 奉行 人より 不申觸 共、 早速 罷出可 申 事。 

1 、 駄 R 傅 ".i^T 奉行 人より 觸 次第、 早々 g 化 出 不相滯 樣に可 仕事。 


えい、 ,i に 

木 共 LL 薪材 


人納言 は 利 

家 


一 、 公儀 被 召 上 候繩. こも. 筵. ぬか. わら. 馬 之 草. ほい. ばい 木 以下、 前 田 八 左 衞門. 山 崎 半 左 

衞門. 靑木五 左衞 門より. S. 觸 次第に、 早速 致 持參、 舉 行人に 相 渡、 則 切手 を 取、 代 銀 子 富 田 右 

衞門 尉. 前 田 八 左 衞門裏 判 を以請 取、 寶 まざ もに 可 相 渡 候 事。 

一 、 右之外誰々用^5-申付候共、 承引 仕 問 鋪候。 御 §H 守 之 時 御用 之 事 候 は、 3、 富 田 右衞門 尉. 

前 田 八 左 衞門. 山 崎 半左衞 門. 青木 五左衞 門、 令 相談 可 申 付 候條、 左様に 可 相 心得 候 事 0 

右條々 被 仰 出 候。 堅 可 相 守 者 也。 

宽永廿 一年 十 一 月廿 二日  宫田右 衞門尉 

前 田 八 左衞門 

山 崎 半 左衞門 

新 川 十 村 中 

十一 一月 六日。 加 賀石川 郡 佐那武 社の 神職 その 寄進 地に 關 して 愁訴す。 

〔國初 造 文〕 

乍 恐 申 上 候。  寺中兩 神主 

一 、 寺 中 明 神社 領、 三百 六十 步 一 反 之 時分 二 町 之處、 天 正 十四 年に 大納言 樣 より 御 寄進 被爲 

成、 永 不可 有 相違 之 旨、 御 印 頂戴 仕 候。 其より 御代々 不相替 致 拜領、 利 常 様 御 一 行 戴 仕 候 0 
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一 1〇 

今度 宮腰御 檢地就 被爲成 候、 社 領分 も 棹 御 入 被 成 候。 三百 步 一 反に 被 成 候 者、 出 分 可 有 御座 

候 に舉存 候。 御代々 御 寄進 之 地、 第 一 大納言 檨御 印に、 永代 不有 相違 之 旨に 御座 候條、 如 

先规御 寄進 被 爲成候 様に 被 仰 上 可 被 下 候。 則 御 印 兩通寫 指 上申 候、 以上。 

寛 永 二十 一年 十二月 六日  神主 河 崎將監 

同 河 崎權丞 

河 內守樣 

* 人正樣 

十一 一月 七日。 加 賀石川 郡宫腰 町に 檢地を 行 ひその 圖帳 を附與 す。 

〔御 條目等 書 上 帳〕 

石 川 郡 之 內惣高 廻 御 檢地圖 帳 之 事 

先高 

一、 九 n 三十 四 石 五斗 六合  宫腰町  ノ 

內 

三 十 石  千 六 Kn 一  一 十五 坪 御 竿 出目、 此高八 石 一 斗 1 一升 五合、 但、 三十 

石 寺 中 社 領之內 より 出目。 


主計 は 中 山 

氏 


免， 訊 載な し 


二 卜 石 

七十 六 石 二 斗 五 升 

七 石 五斗 九 升 

一 石 四 斗 

五 斗 

七 石 


四 石 一 斗 

ズ百 四十 六 石 八 斗 四 升 

十七 石 二 斗 二 升 六合 

當毛付 高 

一 、 七 七十 石 四 斗 四 升 打 立 

此 免 

巳 上 

右 江川 道 畦 塚 除、 相 極 打 渡處如 件。 
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主計 御 扶持 方領。 

町中 居 屋敷 Q 

新 道 ◦ 

鍛冶 七 人 分 0 伹 一 人に 付 四十 坪 宛。 

福 嶋淸兵 衞居屋 屋敷 步數百 坪。 

加 茂 瓜 居 屋敷、 船數 二十 三艘、 

八十 坪。 

御舟 かこ ひ 屋敷 八 ぼ 二十 坪。 

引 方 

不 足 


艘に付 六十 坪、 肝 煎 一 人 は 


1 一 一 


二 


悠長 吏の 名 

は 澄 羽 


英資 は 前 田 

利 長 法名 


寛 永 二十 一年 十二月 七日  林 九 郞右衞 門 判 印 

、  吉田久 左衞門 判 印 

宮腰 町中 

十一 一月 十一 一 n。 加 賀石川 郡 白山 七 社惣長 吏、 社殿 造 營に關 する 綸旨を 項 

妹 S 一す 

加州 白山 禪 頂. 同權現 造營之 事、 勸 都鄙 奉加、 勵 再興 功、 可爲 神妙 旨、 天 氣所候 也。 仍執達 如 

ま 

寬永 二十 一年 十二月 十二 日  右 中將判 

白山 七 社 惣長吏 法 印 御 房 

是歳。 越 中高 岡瑞龍 寺に 於け る 前 田 利 長の 墓碑 を 築く。 

〔前 田家 雑錄〕 

1、 正保元年高岡瑞龍^-英賢樣御石塔、 淺加左 京 奉行たり。 寺の 山門 佐 久間彌 左 衞門奉 

行 0 


m 
m 

It 
m 
糝 


: 止 保 二 年 

正月 廿 三：： ZQ 前 田 綱紀 髮 直の 儀 を 行 ふ。 

〔政 隣 記〕 

一 、 今年 春 犬 千代 様御髮 ^ に 付、 脇 田 九 兵衞直 賢如鐵 入道 は、 子供 多 出生 之^ 所持 仕に 付、 

白髮を 35 上 0 依-之 從 光高 公 佥子 ！ 枚. 御 小袖 一 重、 從犬 千代 樣御 脇指康 光、 從御ゅ 君淸泰 院.， 

子 十 枚. 從小， 询 一 重 被 下 之 。並 御 同女樣 より、 九兵衞 妻， ね 銀 子 十 枚.. す J 給 御 小袖 一 重 被 下 之 0 

又 御 祝 依之發 句 可 差 上 就 御意に。 

戴く や 千年 初の 春の 雪  直 賢 

みどり も 春に なびく 吳竹  光 高 公 

長閑なる 池の 岩 ほに 鶴の 居て  JJIT 

〔德川 實紀〕  , 

正月 廿 三日 松 平 筑前守 光高 長子 犬 千代、 髮 置の 式 行 ふよし 聞え ければ、 數々， の 賜物 あり 0 

一月 十五 日。 上國に 輸出す る 米穀の 取扱に 關 する 法 规を定 む。 

〔»• 初 文〕 
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1 、 御 登 米 請 取 則、 御 横目 比 良 左內. 堀 彌右衞 門 も 出、 吟味 可 仕事。  ， 

一 、 舉 行人 被 仰 付、 被 爲登候 米 之內、 善惡 心得 之 事。 

一 、 代官 方より 爲登候 米 之內、 去年 米 は 其 月の 高直 拂に、 銀 子 を 請 取 可 申 候。 

但、 四ケ 一 迄 は 如此、 三ケ 一 より は 登 米 請 取 月より、 大渾拂 ^段 之-中 均 を以、 小 松 御 算用 

場に 而遂 勘定、 銀 子 可 上 事。 

一 、 御 米拂之 刻、 自然 月 を 延拂付 候 は、 其 月日、 同 銀 子 取 立 候 月：：： 書付、 其 所々 に御橫 目印 

判 押 可 申 候。 拂銀月 を 延不申 様に、 成 ほ V- 情に 人 可 申 事。 

一 、 御 米 拂銀取 立 候 剥 も、 成田彌 五兵 衞 方へ 渡 候 刻 も、 左內. 彌右衞 門 ど 帳に 印判 押、 彌 五兵 

衞方 へ 可 相 渡 事。 

一 、 拂銀取 立 次第、 早速 彌 五兵 衞方， に 可 相 渡、 五貫目に 而も 十 貫目に 而も、 赏之外 はした 渡 

申 間 敷 候。 はした 銀 は、 左內. 彌右衞 門 相 封 付、 追而 たし 可 相 渡 事 0 

一 、 御 米拂候 月々 の 帳、 左內. 彌右衞 門 印 を 押、 每 n くに 成田彌 五兵 衞 方ね 渡 可 申 事 0 

一 、 淡 路守様 御 登 米 は、 此 趣に 裁許 可 仕 候。 代 銀 も 同前 之 事 0 

一 、 今津. 新 川より 登 米、 各 年に 蔓屋源 次 藏へ入 可 申 事。 


一 、 猿 梁 米 之 事、 成田彌 五兵 衞 方より 小 野 喜左衞 門に も 申 談斷、 銀 子に 而相渡 候樣に IE- 仕事 o 

一 、 大. 雄 御屋敷 修理 之 事、 大分 之 義に候 は、 さ 一一 一 C 上 可 仕 候。 少 分之義 は、 彌 五兵 衞令 相談 修理 

一 、 町 役 被 下 小拂之 事、 左內. 彌 右衛門 申 談令吟 *、 成田彌 五兵 衞 方より 算用 可 什 事。 

一 、 始而罷 登 候 刻、 小 野 喜左衞 門方彌 五兵 衞 つれて 參、 引合 斷可 申入 候。 年 禮には 參間敷 事。 

1 、 言上 可 仕事 於 有 之 は、 早 船 之 もの 之內、 路銀 積 遣 可 指 越。 但急之 事に 無 之 候 はゾ、 彌五 

兵衞 方より 之 便宜に 可 申 越 事。 

一 、 自然 急用 之 事に 而、 成田彌 五兵 衞申談 候 間 茂 無 之 候 は  、左 內. 彌右衞 門 令 相談、 いかほ 

ざ 成 共、 早速 銀 子 相 渡し、 其 以後 彌 五兵 衞 方へ 可申斷 事。 

1 、 左內. 彌右衞 門 每月米 改見可 申 候。 廻し に 而も 見 可 申 事。 

一 、 銀 見 勘三郞 に、 爲 賃銀 一 貫目に 付 一 匁 宛 可 遣 事。 

一 、 萬 事 左內. 彌右衞 門 4" 申談、 左様に 無 之に お ゐては 越度た るべき 事。 

右 之 趣 依 仰 如 件。 

正 保 二 年 二月 十五 n:  前 田 內藏允 判 

岡 部 馬 左 衞門殿 
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の 、、と は 正 

保 元年に 出 

で；： リ 


二宮 八 郞左衞 門 殿 

一月 十五 日。 前 田 利 常 小 松を發 して 江 戶に向 ふ。 

〔三 籠〕 

小 松 中 納言利 常 公江 戶御發 駕之事 

正 呆ニ年 二 fi. 五，！ 未明に 御霊、 二 之 ss よき 出御なる。 松 任に て 御 I、  I 近 

所御廳に て、 今 石 動へ 被爲 入、 方々 へ 御鷹 f  、 御 小姓？ . 人づ i 仰 付 8。 利 まも 

葦毛の 小 荷駄-おに、 す S のにて めされ、 靈 野に 方々 へ 出させられ、 御 wf もお びた.^ 

敷 2 す。 市 川 五助. 小 倉 四 郎兵衞 御 g の 裁許、 武藤少 兵衞 は、 何れの 御鷹 何方に て 何 I 

申 f  、 難の 手前より 指 出 を 取て 御 披見に 入 奉る。 方々ょりの御霧，、，、」も ぉびた.^ 中 

"彌 i 門 進物 取次 御 I に 人 奉る。 五 曰 石 動に 御 逗留 あそばし、 菌へ いらせら 

し、 き 一は 右 之 通 卸 鷹 野、 夜 詰に 成て は、 佥渾衆 諸 奉行 夜 詰して 御用 共 承る 0  お 久越舉 り 

て 率 f  0 御 餅枘， f  、 塞 小 松 侍 共に、 人 持物 頭より 次第く に 拜観仰 下。 宮業女. 

S 左 京 ま、 高 岡 瑞寵院 f  - 御 墓の石塔 之ェ 地を爲 作、 御 披見に 入 奉りて 御 f 承，.^ 繁久 

寺 御 建立 之 ェ地も 被 仰 出。 ？は 昔より、 川た くさん にて 橋 かま あ？、 七 ふし， uil" 

ぶり。 然るに 越 中 所々 Q 川、、，、」 もに 橋 を 被 仰 付、 ェ地を 作り 御 披見に て、 それく の f 女 被が 


付。 何も 大川ざ も 舟 渡しに て、 在々 述送之 御調 物 荷物 を、 川へ なげうち 難儀 仕、 常に 願 ひし 

なれば、 此度橋 被 仰 付 難 有さよ，、」、 上下 萬 人の よろこび 申ば かりなし。 ：：：！ 山 英資 居士の 御 

年忌に も 成らせられければ、 報恩 謝德の 御 志、 廣大無 邊成御 事、 末代 迄 も }1$、 こぞ 申け る。 越 

屮に 三十：：： 計 御 逗留に て、 江戸へ 三月 廿八 n 御參 着、 四月 朔日御 登城 0 それより 锊年之 通、 

御 使番は 未明より 終 n、 方々 太刀. £j 代 御土產 を持參 し、 卯月 1： 日に 光高 公 G 御： r 形へ、 御 口 

祝の 御 振舞、 御 一 門 中指 あつまらせ たまて、 御 祝儀 萬々 目出度 計に てお はします。 

三月 廿 五日。 前 田 利 常參覲 して 德川家 光に 謁す。 

〔德川 R 紀〕 

三 月 廿 五：：：： 小 松 中納言 はじめ 參 3- 十 一 人。 

〔三壶 記〕 

三月 廿 八：：： 利 常 公の 江戶へ 御着 之：：：：、 光高 公 は 板 橋の 少江 tn 'の 方 迄 出させられ、 御： li? より，、」 

んで おりさせた まひ、 御 乘物之 御手 前へ 走 付かせられ ける 所に、 利 常 公御乘 物より 出させた 

まひ、 互に 御つ くば ひ 被 成、 道中 御機嫌 能 御着 目出度 舉存由 被 仰 上ければ、 其方 御 無 * 珍 直 

に.；：^ 候、 はやく さきへ 御 入 まし ませ VJ 御 ％5 之 所に、 光高 公 畏舉ぉ 候、 御先へ 參候、 御： 3:- 敷 

に 內藤外 記 • 高木 筑 後な ビも罷 越 待 居られ 候よ し 被 仰 候 へ ば、 心得て 御 申 候 へ ，>0御^„:!:^有て、 御 
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謹 念 本の ま 


ま 


乘 物に 召 御 下屋敷へ いらせた まふ。 御門の 下に 犬 千代 樣 御座 被 成、 利 常 公 早々 戶を開 御對面 

被 成、 御屋 形に て 御 振舞 有 0 光高 公 も 犬 千代 丸 殿 も、 御上 尾 敷へ 被爲 入。 

一月 廿 九日。 小 堀 政 一 、 前 田 光高 来訪の 際會は ざり し を 謝す。 

〔、溢 淺家傳 書〕 

今朝 尊書、 其 巳 後是， は 被 成 御座 候 由。 » もく 忝 次第に 舉存 候。 今日 も 登城 仕、 只今 罷^、 

又 御用 候而 他行 仕 候。 夜前 進上 申 候 茶碗、 御意に 入 申 由、 近頃く めでたく 大慶 仕 候、 恐惶 

靈 1  一口。 

三月 廿九 U  判 

筑前樣 進上  小 堀 遠 江 守 

三月。 前 田 利 常 越 中高 岡繁久 寺に 土地 を 寄進す。  • 

〔越 中古 文書〕 

寄附 地 之 事  ， 

一 、 五 萬 三千 七 百步餘 

於 中 郡關野 ュ 

右 4. 寄附 攸條、 今後 謹 念 可 有、 依而 寄附 書 如 件。 


正 保 二  WE 年 三月  利  常 判 

繁久寺 

四月 五 n。 白山 鳴動す。 

〔？ S 見 摘寫〕 

一、 正 保 二 年 酉の 四月 五 =• 同廿 六：：： なり 申 候 0 これ は 筑前樣 御 逝去。 

四月 五日 C 前 田 光高 暴かに 江戸に 卒す。 

〔德川 實紀〕 

m 月 五 H 松 平 筑前守 光高 頓死の 聞え ありければ、 三 家. 諸 大名 まう のぼり 御氣 色う かゾふ 。光 

高： も， >0 へ は、 酒 井 讃岐守 忠朥. 阿部豊後守 忠秋 をつ か はさる 0 

〔御 日記〕 

六日、 松： 牛 锐前守 光高^ ■  一 今朝 茶の湯に て 老中 を 招請す。 酒 井 讚 岐守忠 勝. 松-牛 伊お 

守 信 綱 • 阿部豊後守 忠秋 は、 御 月番た る 故に 不參。 饗應 果て 後、 數寄 星に て 茶 を 立ん，、」、 勝手 

にて 支度す る 間に、 亭生筑 前 守 頓死したり。 巳の 刻の 事 也。 勝手 取 持の 高木 筑後守 居たり け 

るが、 坐 席へ 出て 斯く 申。 老中 驚て 醫師 衆を殘 si^  、療治 を 加へ 可 見 由に て、 坐 を 乞 各： S 宅す 0 

筑前守 終に 不 蘇生。 理 なる 哉、 近 g,:: の 小姓の 爲に弑 せられたり，.」 也。 隱密 なれば 披露な し。 
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〔古文 章 大全〕 

筑前守 殿、 今 五 n 之 朝 辰 之 刻、 御 胸 御 痛疾指 出、 一雨 度 吐 逆 被 成、 御 目 舞、 其 儘 御 絕候御 事、 

不及 是非 候。 中納言 殿御 愁傷 御 取 亂可有 推量 候。 就 其 金 澤* 小 松 家 屮而々 、不寄 誰々、 末々 之 

者 迄、 一人 も 愛許爲 見廻 參間敷 之 旨、 堅 可 被 申 付 由、 中 納言殿 就御內 意、 我等 方より 申入 候。 

爲其 使者 兩人遣 之 候 。委細 佐 分 又は 高山 藤兵衞 口上 可 申 候、 恐々 謹言。 

四月 五日  松 飛驛守 

本 多 安房 守 殿 

〔三^ 記〕 ， 

卯月 四日に 利 常 公の 御 口 祝の 御 振舞 濟、 翌 R 五日に は 酒井讃 te 殿 正客に て、 小 堀 左 馬 殿. 酒 井 

雅樂 殿、 其 外 御 一 門 中 を 御上 尾 敷へ 御 振舞，. J 相究。 利 常 公 御 入 被 成 候 樣に被 仰上處 に、 昨日 

はや 御 祝儀 も 相濟、 今 H は 昨日の 御困勞 にて、 御 W 酌に 思 召 けれ ざ， ら、 是非共 御 出 被 遊、 御 

あいさつ 被 遊 被 下様に VJ、 光高 公 御賴に 付、 五日に 御上 屋敷へ 出御 成、 讃岐 殿. 宮城 越 前 殿 • 

小 堀 左 li.r 殿. 溝： n 金十郞 殿. 岡 田將監 殿. 安藝 守 殿. 織 田 出 雲 殿 • 中 根壹岐 殿. 內藤外 記 殿. 筑後 

殿. 前 田 右近 殿御 兄弟. 橫山內 記 殿. 本 多帶刀 殿、 何も 御 表 御 勝手の 御 振舞 御 膳..〕 濟、 御 盃の臺 

出で、 御酒 宴 半に 光高 公 御 目 暈 心地に て、 正 氣以之 外 取う しな はせ 給 ひければ、 何も 肝 を 消 


し 與 さ め て 、 安藝 守 殿 は 御う しろ を か、 へさせた まへば、 飛 iS 守 殿 は 御 ひた ひ を もたせられ、 

御 氣付藥 針 治 灸治 ビりぐ 様々 の 御 あっか ひに て、 御 醫者玄 琢法印 被 召 寄、 灸治 可 被 成 どて、 

寸法の 仁め にぬ き ほ を こ はれければ 靑木權 十郞意 得ても，、」 ゆ ひ をぬ き、 押. のべ てあてが ひけ 

り。 それより 灸を被 成 けれ V- も、 次第/, \ 'に 御 而形 も替ら せた まひて、 あつ、 こばかり にあき 

れ はて、 御 客 衆 は 殊更 あ-きれ * 給 ひ、 つるな き 弓に 羽ぬ け 鳥の 風情な り。 御 奥方へ え けれ 

ば、 北の 御 方 あつ VJ ばかりの 御聲 にて、 すでにた え 入らせた まひけ り。 今朝い 御 膳 も 未だ ト 

、ざれば、 何も 難儀に 存舉る 所に、 少し 光高 公の 御 氣色御 取 直し、 粥 を 上り 候 はん、、」、 奧 にて 

かゆ を こしら へ、 衮へ御 膳 を 出しけ り。 其 時 北の 御 方 も、 少しよ みが へらせた まひければ、 

御 相伴の 御た めに、 かゆ をめ し 上られ 候へ，、.」 て、 つぼね 岩 崎 • 今 松 村す、 め 奉り、 少 上げ 

まいらせけ り。 北の 御 方 御 心 付かせられければ、 是非共 表へ 御 出 被 成、 御氣 色の 御樣^ を 御 

覽有 たき 由 被 仰、 幾度 も 取て 出させ 給へ ビも、 女中，、，、」 も 取 付、 御 客 衆 未 御座 候 由. 5. 上 §H め舉 

る。 しばらく 東西 しづ まり、 人 舞 打 絶、 途方う しな ひ、 あきれ 果たる 有さ ま は、 言 にたえ 

たる御^!?-なり0 御 客 衆 もつ らくに 成て 立 給 ひ、 御 一 門 衆 は 御 次に 伺 公な り 0 利 常 公 御 一 人 

御な げき 入らせお はします。 竹 田巿三 郞は祌 田の 御屋敷へ 人 を 遣し、 御前に 人 もな し、 早々 

誰ぞ 可被參 sbQ 石 黑權； 牛祌田 G 御： 敷 御 次に 御 §H 守いた し、 河合宗 仁.； S 田 彥左衞 門. 出 野^ 

加賀藩 Sil 料 第三 編 正 保 二 年  ニニ 


二三 

太 郞なざ 寄 合、 御上 屋敷の 御 左右 を 5 を 立て 有 之 所 へ 、 市三郞 よりの 使來 る。 別 所 三 平. 河口 

長 太郞. 山 本 五郎三郎 を、 早々 被 參候樣 に 申 遣し、 御上 屋敷へ 被參 けり。 靑木 權十郞 は、 利 常 

公の 御 有 檨を見 奉り まいらせ、 す S み 出御 前に 參、 謹而申 上る。 乍 御な げきは 言 に 絶し 

奉る。 され 共殿樣 左様に 御な げき 被 成て は、 下々 は 常 夜の やみ VJ 成 計に て 御座 候 0 犬 千代 樣 

御 痤被成 上 は、 御 力 を 添へ させられ 候 は > -、 諸人 難 有 可 奉 存，. J 申 上る。 其 時 利 常 公 も、 實も 

VJ やお ぼしめ され けん、 御淚を 押ぬ ぐ はせ 給 ひ、 奥へ すつ VJ 入らせられ、 御前 様に 御意 被 成 

ける は、 犬 千代 未 幼少な り、 筑前は 居 申されす、 其方より 外の たより 無 之 ど、 御釉を 御顔に 

押し あて、、 御蘀を 出させ 給 ひて 御な げき 被 成ければ、 北の 御 方 はわつ 、こばか， 0 の 御 薺に て、 

はやた え 入らせ 給 ひし かば、 惣 女中 一度に ざつ， 泣 立て、 御殿 も ゆるぐ ばかりな り。 それよ 

り 利 常 公 は 神 田へ 入らせた まひて、 奥へ やつ ，こ 入らせられ、 三日 御 膳 も 上りた ま はす。 江戶 

中 は 御上 屋敷 近所 *ゃ よすがし ばた、 乘物 幾千 萬の 御見舞、 武家 町方 押な ベ て、 知る も 知ら 

ぬ も此君 をお しみ 奉り、 釉を しぼらぬ はな かりけ り 0 金澤へ 飛脚 立て、 御 分 國は不 及 中、 道 

中 宿々 馬繼 に、 上下 老若 一 子の 別れ も 物 か は VJ、 伏 しづみ てぞ なげきけ る。 坂 本に 兵士 をす 

ゑ 1^ 給 ひつ、、 金 澤並國 々よりの 弔 衆 を 帳に 付 返しに け 、り。 利 次 公 は 先達て 江卢へ 御着 府被 

ffi、 中衲言 樣に御 目見え 被 成 けれ V- も、 何の 卸 あいさつ もまし まさす。 それより 御 S 骸を加 


州へ 送り 奉る 御用 意 こそせられ けれ。 

〔三壺 記〕 

江戸 廣德奇 に、 光高 公 G 御座 敷 を 以て 御影堂 を 御 建立 被 成、 一 七日 大法： £ ^被 執行 0 公方 様よ 

り 御名 代の 御燒 香、 其 外 御 老中 御 一 門 御參詣 筆紙に 不及、 洛陽 桂の 御所 八條の 宮様より、 御 

追善 VJ して 級 紙 金泥の 法 雖妙典 如來壽 品 御 自筆に 被 遊、 御奧 書に、 右 志 所 北陸 道 加 越 能 三 

州 之 大守菅 1^ 朝臣 光高 三十 一歳に して、 孟夏 初 五：：！ 卒去せられ 畢ぬ、 予 結婚 娴而經 四 新、 雖 

然 終に 未 面、 哀悼 之悲淚 深而如 海、 仍紺紙 金泥 之 一 軸書寫 之、 而 以靈， f 之備、 於 牌 前 M 修 S い 

提者 也、 如此 一 軸、 天 良 居士 之 御 牌 前 被 爲備之 也。 

〔政 隣 記〕 

一 、 陽廣院 殿爲御 追善、 八 條智忠 親王 御手 自紺紙 金泥 之 法 華經書 ® 被成、 江戶， は 被 進。 其經 

の 奥に 御 追善 之 言葉 を 被 添、 悼 之 御詠歌 有。 くもりな きころ もの 玉の ひかりに ての りのお し 

へ の 道 はまよ はじ。 

〔三 塞 

其 頃 御 家禮の 面々 寄 合て、 尊 靈の御 事 を 愛着 B 執いた し 申け る は、 上様 御 一 門も數 多お はし 

まし けれ ざ も、 光高 公 程 御念 頃に 被 成た る 御 人 まし まさす。 御廳 野に 御成 候 時、 將軍様 光高 
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公の 御手 を 引合、 御物が たりな ざ 被 遊し 御 有様 を 拜み舉 る 時 も、 御 威光 天下に あまねくして、 

御城 下馬よ. 0 御式臺 迄、 所々 の 御 番所 のれき く、 何れも 下 .iij にて 拜鱧 せらる、。 御 未お を 

御先へ 立て、 江 戶中を 御座 被 成 時 は、 御 三人 衆より いかめしく すぐれて 見えさせ 給 ひけり。 

文武 兼ね そな はらせた まひて、 和歌の 道 W ひいでさせ 給 ひ、 折々 あそばし 置かる、 御言の 葉、 

都鄙 遠國 にても 取 さたいた す事餘 にこえ たり。 御 慈悲 深く して、 御 遠慮つ よし。 如何 a か、 

る 名 將の御 隱れ可 被 成、、」 て、 天の 吿 もや 有ぬ らん、 其， こしの 正月の 御詠歌に、 我 こ， 一し 三十 

字に^^^る 一文字の 歌に よまる、 年の かす/ VJ あそばされ しも ふしぎな り。 其， こし.^ お^ 

常 公、 淺 間の だけの 下 を VJ ほらせ 給ぶ に、 おびた マ 敷 大鳴ー ついた しければ、 御供 中是は 御 

大名に た、 りけ るよ し、 あやし や、 こぞ 申け る。 いまだき や ゐの有 けれ、、，、」 も 略せし む。 

〔國初 造 文〕 

武 野燭談 云、 越 前 宰相 忠吕 卿が 御館 は、 今の 龍の ロ北廉 にして、 向 ふ は 加 贺の筑 前 守 光高 朝 

HH ましく ける。 然る に 筑前守 早世 け る 比、 此忠 H 曰 卿 H 頃 大酒 成 VJ て 、 醫師 何某 諫け る に、 

忠： ni: 卿 狂歌。 むかうな る 加 賀の筑 前 下 なれ ざ 三十 一 で 痛 死をぞ する。 

i 女 二 正 保 二 年 四月 陽廣公 逝去の 頃なる べし。 然るに 忠昌卿 も、 同年 八月 逝去し 給へ る，. J は、 

不思 の ど 云べ し。 


〔松 梅 ：4"ra〕 

1 、 微妙 院樣御 時分、 陽廣院 御 逝去 佥澤へ 可 來朝、 板 Si 八兵衞 K を^、 門前へ §i 出 候 

ば、 人 三人 通り 候 0 一  人 は 殊之外 顔 之 形橫へ 長く、 今 一 人 は へ 長く、 又 一 人 は^の 外 丸く 

有 之。 何も 常 之 人に 而無 之、 懸 通行 申 候。 餘り 不思議にお、 何，、.〕 も 難 心得 事、、」、 心の 內に考 

候 は、 長く 丸く 横長 三 ッに而 候 間、 何 ，>0ぞ 三 ケ國へ ひ く 之 事 出 來可申 前表 俄 v」：：i:、 家へ 

入 其 ま 害狀 調、 近所 之 脇 田 九兵衞 方へ、 此比 逢不申 趣、 扨 は 三 ケ國へ ひ、 S き 申稃の 珍 寧 は 

無 之 哉、 特 りたる 義 御座 候 由 尋申候 0 委細 は 逢 候 而可申 旨、 右 狀認造 候處、 九兵衞 より 返書 

に、 相特義 無 之 St 申來候 0 然處其 日の 夕飯 後、 江 より 早 飛脚 參着、 四月 五 H 陽 II 院 « 御 逝 

去 之 St 吿來 候。 不思議 成 事に 候 旨、 藤 田 半 兵 衞咄申 候。 通る 程 之 者、 足が 地に 付不巾 核に、 

八 兵 衞見申 候 ど 申 說有之 候 得 共、 右 實正之 由に 候。 八 兵 衞は近 喷迄物 頭に 而候、 板 Si 權佐親 

. 前 田 光高 行狀 

〔松 雷 公 夜話〕 

一 、 陽 廣院樣 御 幼少の 御 時分、 元 和 七 年初 而江 11^, に 御 參府、 四十 餘 = 御逗 5H。 同年 御 K 國被 

遊 候 0 是は大 御 古 5.: 樣御覽 被 遊 度 由に て、 御 幼少に 候 得 共、 江 li^ ね 被 爲入候 3:1、 右 同年 七 月 十 
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ニ山ハ 


御物 mi は 前 

W 綱紀な リ 


大 殿ば 前 田 

利 常 


山 下に 親不 

知.^ いふ 


二 = 御 物語 被 遊 候。 

〔加 陽諸士 言行 筆記〕 

一 、 陽 廣公御 幼稚 之 時、 御緣 先， は 御 出 被 成 御座、 御 近 邊之人 も 四 五 人 も 御 側に 罷在 候。 あれ 

空中に 何やらん 見 ゆる 鳥の 何 鳥 や，. J 被 仰 候。 何 茂 成程 何 ど 申 鳥に て 候 哉 芋 人々 申內、 老人！ 

人罷 在、 何 VJ も 不申候 故、 其方 何故 默 して 罷在 哉. +被仰 候。 私 は 幾重に 見 申す も、 何も 見え 

不申候 VJ 申 上 候 得ば、 おれ も 左 樣に思 ふ VJ 被 仰 候 得ば、 彼 nJJ 申 上 候 人 は 不興に 見えし。 人 は 

唯 實を以 すべし、 假 にも 面 読の 心 ある まじく 也。 

〔夜話 之抄〕 

一 、 或 人の 曰、 陽廣院 殿い まだ 部屋 住の 時、 本 多 安房 守 政 雷 毒 を 可 奉 進，. J いふ 風聞 有て、 御 

父子 樣の御 耳に 立 けれ Vj も、 兩 公ながら 且而御 取 相 もなかり し，. J 也。 安房な ざ 何の 爲に筑 前 

守に 毒 を を 可 飼 哉、 さやう に 申 觸す者 をば 成敗 を 可 申 付，. J、 大殿被 仰し どなり。 大殿 はさ も 

可お 御座、 若殿 は 御 若輩の 時なる に、 名 春の 御 事 VJ 申 沙汰せ し。 兩公御 心根 符合 可感賞 云 

々o 

〔夜話 之抄〕 

一 、 或 人の 曰、 陽廣院 殿い ま： U 十五 六の 御歲、 江戸よ-' 御歸之 時、 越後 國山 下に 於て 浪の付 


まひない は 

まかな：， な 

る ベ し 


陽 4^ 院は腸 

^院の 前 法 

名 

この.^ 災はー 

寬、 水 十八 年 

fii 月 晦日の 

ものな リ 


く 事夥敷 刻、 伴 八 矢，、」 いふ 者 御先 乘 して 歸、 爲 言上 曰、 浪 おびた マし く 着 申 候、 私に 罷通候 

得 共、 御前に は 御 越 被 成 儀 成 難く 覺候 申ければ、 陽 腐院殿 某は罷 越，.」 申 所 を 御 立腹に て、 

汝は人 こ 越えた るに も あらす、 御身 また 汝 にお V- ら せらるべき にあら す，、」 て、 御 IJil- に 被 召、 

夥敷^ 問 を被乘 越しに、 紹鐡御 の 口に 取 付、 是は 如何なる 御 事に 候 哉、 此 難所 を 御 通 可 被 

成 i*: にあら す、 八 矢 言葉 達て 奉 留，. J い へ ざ も、 無 御 承引、 御 ふり 切、 終に 御 越 被 成しが、 

上下，、」 もに 以之外 濡れ 申よ し 0 

〔夜話 之抄〕 

一 、 陽 廣院殿 十八の 御歲、 江 R より 御 歸國之 節、 倶利 伽羅の 坂より 越 屮を御 IS ありて、 何よ 

り いづこまで が 越 中の 內ぞ， >0 御尋 候へば、 あなたより こなたまで 越 中の 內、、 」 御 .5^ 衆 申 上 けれ 

ば、 我等 も餘 程の 大名な り、 百 廿萬石 之 內廿萬 石 は江戶 中への まひない にっか ひても、 殘て 

ぼ 萬 石 これ あれば、 餘 程の 大名，. J 被 仰し どなり。 

〔前 田家 雜錄〕 杉 本義 隣覺書 

一 、 大 献院樣 御代、 芝 筋 出火に 付增上 寺. S 陽光 院様成 御座 候 0 其 節 之 俄、 私 親 九 右衞門 常々 

物：^!^仕候を承申候0 年號 月日 は 承 候 得 共 失念 仕 候。 

一 、 九 右 衞門申 候 は、 增上寺 火 消 之 儀 御 頼 被 成 候 0 就 夫 家中 之 者 共、 何 茂 不殘可 越 旨 御觸 
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に 御座 候。 其 時分 は 龍 口 御屋敷ね 相 詰 申 者 共 は、 手 寄 之 町 屋に惜 宅 仕 候。 九 右 衞門儀 も、 新 

小 田 原 町に Si 在 候 刻、 仲間 之 者 共 互に しらせ 合、 九 人 連に 而增上 寺へ 走り 付申處 に、 本堂へ 

はしご 懸^ 之 候 0 其 際に 御 S を 被 立 被 成 御座、 九 人 之 者 罷越候 を 御 覽、 うへ， 51 あがれく 

,>0 御 直に 御 下知 被 遊 候 0 其 剥 御馬の 廻りに、 御供 之 者 十三 四 人、 本堂 之 上に は 人數廿 四 五 人 

相 見， に 候。 其內 追々 何 茂 Si 越、 其 上 微妙 院樣御 在 江 111^ に 而被成 御座 候 故、 本鄕 御屋敷より 段 

々に 人数 かさなり、 後に は 本堂の 上 ひし， >0 人數 ふさぎ 申、 火 を 防 申內火 も鎭 り、 增上寺 も 無 

恙候由 申 候 0 

一、 御歸に は本鄕 御屋敷， に 直に 被爲入 候。 此節は 九 右 衞門茂 御供 仕候處 に、 長 町之內 に而、 

御 跡 之 方騷動 致し 候 を 御 尋被成 候 得 者、 上使 之 由に 而、 此方 御 人 數之內 を乘ま はり 申 御 旗本 

衆 有 之 旨、 誰 哉 申 上 候 得 者、 此方 も 上使 VJ 可 申 候、 必 通し 申 間 敷， こ 御意に 而、 御先 御 跡 之 

騎^ 一騎 打に 九 人 御座 候處、 御聲 高く、 佐々 木 道 求 を始騎 IHT の爲 打樣惡 しき，. J 御意に 而、 御 

先 六 人 も 三 騎宛橫 に 並び、 御 跡 三人 も橫に 並び、 騎馬 を 爲打申 候。 又 誰 之 指 圆に候 哉、 火 消 

圓座並 飛 口 を 持 申 者 共 も、 皆 横にいた し、 道 幅 一 ばいに 行列 を 立 申 候 故、 乘込申 御 旗本 衆、 

跡へ も 先へ もぬけ 申 事 難 成、 御行 列 之 中に 挾まれ 被 參候。 御行列を成稃靜にど御^>5に而、 そ 

ろ/.^、、」 被 成 御座 候處、 長 町の 行當り 之 屋敷 之 前より、 右 之 御 旗本 衆、 駿河臺 の 方へ 被乘拔 


候 由、 九 右衞門 物語 化 候 0 

一 、 右 火事 之 儀に 付、 橫山外 記 殿御 物語 候 は、 增上寺 火事 以後 翌 H か、 本 鄕御尾 敷， 御見迥 

衆多 御座 候而、 御 對面之 刻、 御 見廻 衆 被 申 上 候 は、 昨日 者 筑前守 殿、 墦上^ 火 消 之 依 御 賴 に 

御座 候處、 早速 御 越 被 成、 其 上 御寺 茂 危く候 處に被 出御 精、 御 家 屮茂烟 の 中に 罷在、 嚴敷防 

ぎ 申！^ 由、 於 殿中 是 のみ 御沙汰に 御座 候 旨 被 申 上 候 得 者、 微妙 院 £1  御意に、 身は尤 共不存 候、 

筑前守 若輩 故に 而候、 火 は 相手に 難 成 ものに 候、 若筑前 守な ビ 怪我 を 致し 候而 は、 公 依 之 御 

爲も よろしから や 候、 筑前 守が 樣成 大名 は、 難 防 候 者 其 分に 燒候 而、 本の 如く 增上寺 を 建て 

上げる が、 大名の 御 奉公に 而候 VJ、 御 挨拶 被 遊 候 得 者、 一 座衆重而，こかく巾上？^ら無之由、 

外 記 殿 物語 を 承 候。 

右 之 趣 就 御尋、 私 親 九 右 衞門並 橫山外 記 殿御 物語 之 趣、 覺申通 書記 掛御目 申 ，攸0  ^書 等に 化 

3^ 候 物 者 無 御座 候、 以上。 

十二月 十日  杉 本 三 丞 

大野 木 舍人樣  、 

〔天 寛 日記〕 

一 、 少將 光高 様ね 大姬君 御輿 入 之 後、 江戶桶 町より 出火 有 之 候 節、 風烈 にて 大火に なり 候别、 
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爲 上使 能 勢 治 左 衞門殿 を もって、 光高 樣， Si 上意に は、 風强く 候而、 次第に 大火に なり、 增上 

十； IT 危く被 思 召 候 間、 火 を 取 防 候 樣御頼 被 成 候 旨な り。 依 之 即刻 御 出 遊され 候 0 其 節 御 途中に 

て 何人 やらん、 上使に 而候間 罷通候 由に て、 御行 列 を 乘切可 中，. -被仕 候 時、 光高 樣 御意に は、 

手前 も 上 吏に て 罷通候 VJ 被 仰 候へば、 其 仁 脇道より 被參候 0 誠によ き 御 當話ど 諸人 奉感候 0 

さて 增上 寺へ 卸 着、 上下 ビも 必死の 樣子 にて 防留申 候。 上^^にも御滿足なされ、 諸人 も 御手 

柄， こ ゆ 候。 然る 處 翌日 御城に て、 酒 井 雅樂頭 殿ね、 利 常 公 御 逢 被 成、 被 仰 候 は、 昨 H 火事に 

て 筑前守 御 頼、 增上 寺へ 罷越、 火 を 防ぎ 候 SHI 承り 候。 然ざも m 前 守 儀 は、 若き 者に て 候 ゆ ゑ 

尤成事 に 候へ，，、」 も、 沙汰の 限り 成 儀 ど 叱り 申 事に 候 0 向後 右 様の 儀 被 仰 付 候，. -も、 昨日の S 

に は 御 1  坐 有 間 K 候。 其 子細 は 火事に て 萬 一 過ちな ざ 仕 候て は、 御 奉公に は 相 成 まじく 候。 其 

卸舉公 こ. よ、 上 寺杯燒 侯は> -、 何 ケ度も 作り 候て 上げ 可 申 候。 筑箭守 儀 は、 何事 ぞ有之 候 

時 は、 御 奉公 仕 ものに て 候 所、 火事 杯に て 過ち 仕 候て. は、 無 儀に 候。 重而は 左様に 御 心得 

可 被 下 旨 仰 候 所、 岐殿 はじめ、 各 手 を 打 中され、 御 尤々々 ど 御 感じ 有 之。 其 段 早々 被 建 上 

閱候 所、 中納言 申され 候 所、 尤 至極に 思 召 候 0 昨日 筑前守 を 御 賴被遊 候 儀 は、 御 之 旨 上意 

有 之 候 由。 SII 

〔夜話 之抄〕 


ie^ は 前 田 

«5f 紅よ I 力 


一 、 或 人の 曰、 此巳前 增上寺 火事の 時、 陽廣院 殿御 請 取に て 御 出 之 刻、 跡より 二三 千 石 も 可 

取 身上の 旗本 衆、 上使々々，、」 て 奉り、 御供 中，^ 突拔 通る 時、 ^廣院 殿、 身 も 上使に て 有 之、 

通し 申 間 敷 旨 に 付て、 若者、、，、」 も 遮留 ければ、 其 道 を VJ ほる 事不 叶して、 脇道より 住れ し， こな 


0 


〔松 雷 公 夜話〕 

一 、 S 廣院樣 御 時分、 增上 寺近邊 大火 之 時、 俄に 上使^ 之 由に 付、 何事に 候^な ざ 思 召 候 

處、 Sf 上寺邊 大火 子に 候 間、 御 人数 被 差 出 候樣に VJ の 上使 也。 因^ 上使 御 送， り 被 遊、 直 

に 御. Wil にて 御上 下被爲 取、 御 火事 装束 被爲 召、 追 付 御 出、 追々 御供 屮も かけ 着 申 旨、 享保 

五 年 庚 子 二月 廿 R 拜聽仕 候 Q 

〔桑 華 字苑〕 

一、 微妙 院様* 筑前樣 の 御前に て、 小 堀 遠 江 守 比 能き 釜 を ほり 出し 申 候 VJ 語られければ、 筑 

前 守樣御 あいさつに、 古田 織 部 は 天下の そうしゃ うなれ V- も、 終に ほり 出し をせられ たる 沙 

汰 不承 VJ 被 仰ければ、 少場 さめて 在け り。 後 微妙 院樣、 先：：： 筑前遠 州， 21 の あいさつ は、 さり 

て はき つ き 事 を 被 申たり、 乍 去き び はよ か つ U ど 御 笑 被 成 候 由 0 

〔桑雖 字苑〕 

加，；：； 藩 史料 第三 編 正 保 二 年  •  一三 一 


三 二 


一 、 或 時 光高 公 小 堀 遠 州 を 茶の湯に 御 招待、 遠 州 あいさつに、 御茶の、 溢 出 來可申 上 e なし、 

併 御 露 次の 御 さう じ餘 りに きれい 過 申 候。 光高 公の たま はく、 しからば ぶ さう じなる がよく 

佚 哉。 ils^w のい はく、 ぶ さう じなる は猶 あしく 候、 光高 公 左 あらば きれいなる どぶき れいな 

る，. J の 間が よく 候 哉， こ。 遠 州の 曰、 それ も あしく 御座 候，. J 被 申け る。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 光高 公、 陸奧守 殿な ざへ 家 光 公 御茶 被 進 候 時、 西の 九の 方の 御 露地 入の 節、 正宗 被 申 候 

は、 W 々廣き 事 野の 樣に 御座 候 也 0 光高 公 は 不都合に 被 思 召 候て、 御 答の 御挨 機な かりし 

til G 事 

〔夜話 之抄〕 

一 、 陽 廣院殿 は 取 分け 萬に 御 要 心 有しが、 就中 若君 誕生 之 前 は、 猶以の 儀な りし， .Jo 其 子細 

は、 其 頃 御 入魂 之 旗本 衆な ざ 屋敷へ 被參て は、 兒 小姓、、，、」 も 通に 出る 刻、 右の 人々 贵 殿な、 ざ \ 

は頓而 輩に 成 可 申 ど ざれ 言 ざ も 申、 すべて 陽 廣院殿 を 諸人 譽の、 しり、 或は 天下 は 陽廣院 

殿へ 波べ きな V- 申せし 故、 いかう 御 氣遣被 成け る，. J なり。 御 逝去の 節 も 人々 不審せ し，.】 云々。 

頓死の 性に よ" n ^速に 鉢ノ  y る 敫沙院 殿 も、 或 者の す、 めに よりて、 金 性 九な Vj 御懷 中の 事 も あり 

る. t2J 疋ぁリ と 或 人 申せし 也 C  flKrl  P 

し，、」 なり 0 


〔高 s. 雑談 抄〕 

一 、 陽廣公 御代 江 の 樣子を 聞に、 當 世より 事 多き 事 は、 第 一 淸泰院 様 御座な され、 むづか 

しき 事 は 2g 置、 五節句に は 御 老中 御廣 式へ 御 出、 其： S りに は 表へ 御 音信、 勿論 正月に は 太刀 

御 持参 御 鱧 被 仰 上、 其 外 御 威勢 故に 方々 御勸も 多く、 殊に 陽 廣公御 部屋 住に て 御人少 にあり 

しか V- も、 能将 明、 物の 間違な ざ はさして なかり しビ かや。 紹鐵 一 人して 御用 間れ しに、 御 

屋敷に て 勤 前 は、 成程 口に 居て 御用 を 達し、 六 ケ敷事 は 脇より は且而 見え ざり し。 其 子細 は 

御 隱密之 儀 は、 陽廣 公年 紹鐵 VJ 指向 ひに て 御 相談 相濟、 大形の 儀 は紹鐡 直筆に て、 御前に て 

調 御用 を 達する 程 ゆ ゑ、 外より は ひそく ど 氣遣敷 VJ いふ 事 もなかり し VJ かや 0 

〔重輯 雑談〕 

一 、 前に 言 通に、 次第の 不 問 年號の 前後 を不顧 故、 老中の 体 昔 今の 差別 を 記す。 尤各 別の 休 

たらく 也。 先當國 にて いは ゾ本鄕 の 御亭へ 御成の 時、 陽廣公 老中の 前 を 被 通に、 卒皮手 を 御 

つき、 膝 を不被 付に 御 通 あるに、 土 井. 酒 井の 面々 疊に手 を 突 le- 伏 也。 上使の 時も殊 外に特 

れり 0 脇々 は 如當國 にこ そ はな けれ、 老中より 諸侯 方 をば 急 度 被 敬、 陪臣 にても 家老 をば、 

旗本 衆より 數 にあ ひしら はれけ る、 さも 可 有事 也。 

〔夜 S 之抄〕 
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一 、 紀伊亞 相 公 は 下へ ちかく 被 成、 年寄 中 も殊之 外心 安 相 見え 候 由、 陽 廣院殿 於 御前 竹田遨 

庵 申 上らる。 殿 被 聞 召 それ は 能 儀に 候、 上下 之 間近く 候 はで は、 萬 不可 成 儀 ど 被 仰し VJ 云 々o 

〔桑 華 字苑〕 

一 、 筑前守 樣御家 ，こく * て 御 入國の 時、 金澤 御城に て 前 田 刑 部 を 御前， 被 召 出、 其方 は 毛 利 

長 門に ゅゐ しょ 在 之 や VJ 御尋被 成、 少ゅゐ しょ 御座 候て、 前々 より 御 目 を かけられ 候 VJ 巾 上 

る。 江 11； にて 長 州、 其方 事 我等に 念 比に 被 申 間、 此旨 其方， 云屆 たる VJ 云 を、 長 州ね 可 申 造 

Sb 被 仰 付、 則 飛脚 周 防の 國ね 遣す。 進物 ざう がん 燈ニ 掛、 長 門 殿より 卷物 多く 拜領 す。 

〔懷 S 夜話〕 

一 、 陽 廣院樣 御 若き 時、 御 側の者 共吉 原ね 罷越 候義、 度々 御 異見 を 被 加 候へ 共 不和 止。 其 後 

御意 被 成 候 は、 吉原， 罷越候 VJ て、 御 刑 罸に被 仰 付 事に て は 決 而無之 候。 然共此 儀 を 承、 致 

安 培 罷越候 者 は、 騰病 者，. J 可 被 思 召 由 被 仰 出。 此 御意の 後 御 家中の 者 共、 吉原， £i 行 ss- ひし VJ 

相 止し 也。 

〔癸 巳 雑誌〕 

陽廣公 御意、 近習 衆へ 被 仰 出け る は、 事の 外し だらくに 不作法なる 詰 様 VJ 被 思 召訖、 相嗜可 

然候、 如 此被仰 出、 重て 無作法に 候 者、 迷惑に は 被 仰 付 候 間、 其 VJ て も 向後 心得 可 化 どの 由 


云 々o 吉田 助談略 

〔懷惠 夜話〕 

一 、 陽廣院 « 御將^ 御 好 被 遊、 谷 與左衞 門 11;^ へ M 嘴 度々 御 相 に 爲被召 候。 或 時 御 相手に て 

候 時分、 御前ね水：i5^ど上申候處、 與左衞 門 右 之 栗 を 引 寄、 手に 取候而 口， に 入 申 候。 御 近 の 

衆し ぬ VJ 申 を 心 付、 迷惑： 牛 伏 仕 居 申 候 0 栗 は 袂に入 申 候 0 御前に は 何の 御 構な く、 させ/^ 

VJ 御意 被 遊 候 ゆ ゑ、 を 上さし 申 候 0 御 將^_1 濟返出 之 後、 御 近習 之 衆ね、 其方 共 心得 惡敷 候、 

與左衞 門 常の 時 先程の 樣成事 有 之 物に 候 哉、 將 雄に 指 入せ き 候て、 現に 成 居 中 ゆ ゑに 候。 夫 

ゆ ゑ 御 相手に も 被 遊 候。 45 の 敬 ひ 申 候 は、 3、 御 慰に も 不被爲 成 候 由 御意 被 遊 候 由。 

〔懷审 5 夜話〕 

一 、 陽 廣院樣 御 次に て、 何 茂 御 慈悲 深く It^sg を 取々 申 候內、 或 者 誠に 難 有義、 あ G 殿 « 御总 

に 候 は マ、 枠 之 ほ にても 切 可 申 Hi, 申 候。 此债 御閒被 遊、 本 之 者に て 無 之 ど、 御顔 をし が めら 

れ、 殊之殊 御 惟み 被 成 候 由。 

〔國初 S 文〕 

1 、 陽 廣院様 小 松ね 御 越 被 成、 淺井繩 手 .； 卷 始終 御 聞 可 被 成 由に て、 半 右 衞門殿 被 召 fgr 山 

代 梳迄御 出 被 成、 御 尋之義 段々 逐一 に 被 申 上候處 に、 御歸 被成路 次に て、 御 召 御座 被 成 候 Q 
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一 三 六 

御 羽織 御手 づから raa 被 成 候 0 其 刻淼權 太夫 殿御 小姓に て 御供 仕 罷在候 由 之 事 0 

〔享 保雜 志〕 

一 、 少將 光高 公の 御 時、 吉田大 藏が持 弓 を、 公方へ 御 献上 之 事 有て 被 取 出 有け る を、 泊番之 

若者 共、 ひそかに 兩 三人 行て 引見。 其內ー 人 無心 得 引見に、 握 下に 虫 入 有て 引 折たり 0 何 茂 

驚 に 彼 者 曰、 此上 は不及 力、 腹 を 切て あやまり を 可 謝 VJ 身 作ら ふ 0 伴な ひし 者 共、 弓 を 祈 

たる は 其方 なれ、 ども、 伴な ひて 來しは 我々 茂 同事 也、 其方 一人 切腹して、 我々 a のがすべき 

か、 何 茂 切腹 せんどて 用意す る 0 番頭 聞 付、 先 押 35 言上に 及 0 光高 公 被 聞 召、 私に 引見 處不 

調法 なれ 共、 握 下に 虫 入 は 心 付ざる 事 も 有らん が、 若 不知して 公方に 而引 折て は、 我 面目 を 

失 ふ 事 也 0 今 折た る は 此方の 幸 也、 迷惑せ しむべ からす ど 被 仰ければ、 人々 かんるい を 流し 

け る ど 也。 

〔可觀 小說〕 

一 、 陽廣公 東都の 御屋 形に 被 成 御座 候 時、 一 つの 白鷺 をす 一 S しめ 給 ふ。 K 馴良 にして、 ，爱 に は 

放ち 畜 にしぬ。 御 庭 中に 居 VJ いへ ざ も、 公 外より 還り 給 ふ 時 出て 迎ひ、 外へ 出 給 ふ 時 は 起て 

送りぬ。 諸人 奇怪の 思 ひ をな す 0 邸 內を翱 翔 すれば、 衆 こ VJ ぐく 是を 知て 崇敬す 0 公も甚 

鍾 愛し 給 ふ。 或 時士人 某が 許へ、 東都の 浪 士來訪 へり 0  士人公 命を舉 じて 使に 出て 不在 0  ^ 


士 常に 心安き が 故に、 留守ながら も 其 許に 待ちて 居ぬ。 時に 一隻の 白 R 小 庭に * 遊ぶ。 浪士 

謂く 野鳥な り， --、 杖 を以其 5}s を 打つ に、 一 打に して 倒れぬ。 浪士大 に び、 生 人の 來るを 待 

て、 共に 食 はん VJ 思 ひ、 其 S を 燕 居の 釘に かけ ぬ。 暫く 有て 主人 外より 歸り、 ：很士 ，こ 相 話 

す。 扨 釘に 懸 たる 鷺を 見て、 大に駭 き、 公： 牛 生御鍾 愛の 趣 を 云 0 浪 士も甚 恐怖し、 急ぎ 始終 

を 書記し、 組頭 を 以て 言上し、 主人 は盩 居し ぬ。 公開 之 仰 出る、 は、 其者必 S 居さす ベから 

す。 K の^ 御 不便に 思 召 どい へビ も、 K 故 各 迷惑 致し 候義、 御 本意に 非す 候。 か 樣の義 有 之 

も、 畢竟 御 數奇被 遊 過 候 故 VJ 御 後悔 被 遊 候。 向後 は 御 畜鳥杯 可 被 差 止，、」 思 召 候 之 HI: 被 仰 出 候 〇 

聞 人 感泣 を 催さ る は 無 かりけ るよ し。 私に 謂、 公 御 盛 德の事 、 于 今人：： に臉 炙す，.」 雖、 此 

鷺の 一 事 衆美聚 る、 こい ふべ し。 百 歳の 後 VJ い へ ざ も、 臣 子の 身 VJ して 聞 之て 豈 感泣 追お の 情 

に堪 ふべ けんや。 古人の 所謂 明君 賢主 は 爲畜產 不害人 ど、 公誠に 優々 爲之矣 0  , 

〔可 観 小說〕 

1 、 陽 廣公或 時 御醫師 覺與へ 御意 被 成 候 は、 士には 大臣 小 臣有。 先 小身の 士は、 何 にても 一 

藝を 好み、 上手に も 成て、 人の 師匠 をす る 位に は不 至， こも、 遊藝は 善人 也。 大" 之 子 は、 後 

に は 其 家の 執政 もす る 故に、 是は 格別 也。 然に 何藝を 好む も、 名聞 を 第 一 にし、 誠に 蹴 鞠 

な Vj 用に も不立 事を强 ちに 數奇、 上京して 飛鳥 井な ざに 逢て、 蹴 鞠の 免し を 取、 國， 歸 りて 
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は 小 臣の蹴 鞠す き 共 を 集め、 免狀 取た る， こて 羨まれて 嬉敷思 ひ、 手跡 は詣藝 の主ビ て、 學問 

の K によし、 然二筆 道の 稽古 VJ て 八幡 山ね 上り、 瀧 本坊の 弟子に なり、 其身大 E 故 師匠 も譜 

ひ、 殊之外 ほむる を 嬉しが ト人 人に も 語り 悅ぶ。 ケ様之 事 は 人に 寄 事 也。 大身に は不 似合、 

其 身 能 意 得 可 仕。 凡 我等 前 之 事 は、 御前 沙汰 V- て不 口外 事 作法 也 ◦ 乍 然か樣 之^ は、 其方 杯 

念 頃 成 者ね は 語りても よし ど 被 仰 候 由 0 是 は定而 ®: 田當玄 蕃部舍 棲の 時、 內藏 助，. J 云 時、 右 

之 様子 も 有 之 思 召に 不叶、 覺與は 先. W 蕃別 而悃意 故に 付 如此歟 ど、 推量 之よ し 0 

〔今 枝氏藏 文書〕 

W 々此 たき 物 勸作之 由 申 候 間、 なぐさみ 候べ く 候。 具 成 事 は瑪介 口上 申出し 候。 

其方 久々 被 相 詰、 萬 事 我等 事大 切 被存、 おも ひより 之 段 も 不殘申 上、 まんぞく 申 事 候。 ぢき 

ぢ きに は 禮も 申が たく、 これ 以後 猶以 我等 あしき 儀 も 候 はゾ、 時 を うつさ やい けんして 可 給 

候。 一人，、」 して ほねおりの だん、 中納言 殿へ 次 而以可 申 候、 謹言。 

二月 十二 日  . 

-id  部 殿  ちく せん 

〔微 陽兩 公造 事〕 

1、 陽 廣院様 後藤 顯乘 方に、 產後 額に 附候 無双 之 妙 藥有之 段 達 御聽、 御家屮 流布 壮候樣 に 被 


成 度 候 由 被 仰 4- 候。 M 乘 御請 申 上 候 は、 家 之 秘藥に 御座 候 間、 御前 迄に は 御傳受 可 化 候 0 廣 

く は 御免被 下 候 樣に舉 申 上 候 0 重而 御意 被 遊 候 は、 諸人の ために 思 召 候、 御 傅 受に不 及 候 由 

被 仰 出 候。 顯乘 至極 難 有 奉お、 則可舉 it 候 由 申 上 候。 依 而澤田 次 郞右衞 n 傅 受被仰 付 候。 其 

後 次 郞右衞 門 迄に 而は、 隱 便に 被 思 召 候 由に て、 觀昔之 下 堂 子 安別 當に誨 可 申 旨 御意に 而、 

今以子 安堂より、 此 藥御國 中へ 出し 候 事。 

〔殘涵 拾 玉 集〕 

一 、 正宗， s: 光高 公 を 招請の 時、 正宗 光高 公の 御 脇差の 鍔 を 見て、 » 々見 さう 成 御 IS にて 候、 

不苦は 御 脇差 共に 拜見 仕度、、】、 一 向所 望 有 之 候へ 共、 何の 替 たる 物 にても 無 之 候 ど 被 仰 候て、 

終に 脇差 御 収不被 成，. J 也。 脇差 御 取 候 は > -、 御 腰 明 申 V- て 出さん，.」、 金 百 枚 計 G 結構なる 逍 

具を挤 へ、 勝手に 近習 者に 爲持 置、 待 掛て居 申 候 由 也。 後 利 常 公 御 聞 候て、 出來 したり，、」 被 

仰、 御蔭に て 御 悅の由 也。 

〔續漸 得 雑記〕 

一 、 陽 廣院樣 御 刀 は 兼卷、 鐵 捲卷懸 のりう ご、 御 鞘 常 之 通、 御 鮫 見事 成 物に て、 表 は 白し、 

裏 は 塗た るな り 0 

〔夜話 之杪〕 
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1 四 〇 

一 、 陽廣院 殿御 前に、 旗本 衆 中 河 市左衞 門， こい ふ 仁 居て、 吉田大 內藏に 弓 所望 せらる。 殿 も 

御 覽可被 成 VJ 有て、 大內藏 矢 九 筋 持 出、 八本まで 當り候 時、 殿 芋 風 御 立 被 成、 九 本 目 之 矢 を 

ば 御 もなくて 奥へ 入せ 給 ふ。 其 時 中 河 殊之外 感歎せられ し，. J 云々。 

〔前 田家 雜錄〕 

一 、 松 le. 新太郞 光政の 家 來熊澤 次郞八 は心學 者な h-o 後 浪人して 剃 髮了海 VJ 號し、 京都に 居 

住す。 門弟 彼 を 崇敬して 藤樹 先生， こ稱 す。 居 宅 門前に 藤の 木 あるが 故に、 光高 公心學 を御崇 

敬、 佐々 木 道 求 を以、 竊に金 澤わ被 召 寄、 堤 町に 旅宿暫 居住す。 利 《：？ 公 追： H 御聽被 遊、 好 

は 誰に 何 にても 聽 くが よし，. J 御 噂 之 由 也。 此了海 は 昔 於 金澤、 前 田 三 左 衞門ど 致咬难 たる 坂 

部 市 右 衞門父 次 郞兵衞 被 放 御 扶持、 上方ね 致 流浪、 後江 州に 居住、 儲た る 男 是熊澤 次郞八 也。 

〔抉 草〕 

一、 利 常 公 小 松 御隱居 後、 金澤 御城 本丸に 有 之 石の 內、 御 庭石 御用に て、 瀧 長兵衞 取に 被 造、 

則 人足 召 連、 石 川 門迄來 る處、 番人 曰、 何方り も 斷無之 故 入る 事不 成，. J 云。 依 之 長 兵衞、 本 

多 安房 • 橫山 山城 に 申達る 處、 當 御城の 事、 光高 公より 兩人 に 被 預置事 なれば 光高 公 御意な く 

て、 御城 中の 草木の 葉 にても 私，. J して 上げ 難き 旨 申 故、 長 兵衞も 空しく 歸 つて 言上す。 安房 • 

山 战は早 飛 卿 を以、 江卢 ，£i 此事 注進す。 時に 光高 公より、 兩 人に 御 書 被 下て 曰、 中納言 殿御 


通用 ど あらば、 臂大手石垣の^^石にても、櫓を壤しても可上之，この御文言にて、 御 端 書に 歌、 

声の 葉 を 落せば 雁の 聲 立て、 たが はぬ 子 は 親の ゎづら ひ。 

〔殘 a 拾 玉 集〕 

一 、 陽廣院 光高 公の 歌 は、 秋の 雁の 越の 海上 を 渡り 來る 時、 若き 雁 共の 芦の 葉を咋 はへ させ 

て、 海上 遠く 翅翼 疲れたる 時、 咋は へたる 芦の 葉 を 海上に ならべて、 其 上に く 休み、 又 立 

上る 時咋 上て 飛 0 其 時 芦の 葉を咋 はふる 事 を 嫌 ひて 聲を 立る 時 は、 葉な く 成て 海上に 休む 便 

りなし。 依て 若 雁 疲れて 死す る、 親 雁の 歎く 箬 也，.」 云 心 を 被 遊た る 御 歌 VJ 云。 芦の 一お を ふく 

める 雁の lg 立て 、心なき 子 はお やの ゎづら ひ。 

利 ク9 公 小 松， に御隱 居の 後、 金 澤の御 庭の 立 石 御用の 3 口にて、 個 源 太 左衞門 入夫 を て來る a 

城 中の 番衆其 旨 を 不知 VJ て不入 之。 佃 小 松， 21 歸て其 旨 を 言上す ◦ 利 常 公 番人の f: 守 尤の旨 御 

意 也。 其 時 光高 公 東 武被成 御座、 此事を 御 聞、 番人 不心得 也、 小 松より 御用 VJ あらば、 縱ひ 

金城の 殿閣 を こぼち 給 ふ 共、 いなむべき 故な し、 增 して 立 石 等に 於て を や、 事の 實不： ： を不計 

は 不覺の 旨 也 ど、 年寄 衆ね 御 親 翰 を 被 遊、 其 時 如何 思 召 けん、 右の 歌 を 御詠 じ、 御端^^に被 

遊 被 下たり， >0 云 々0 

〔桑 華 字苑〕 
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一 、 或 時 筑前守 様. 淡路 守樣. 飛騾守 檨被爲 御座 時、 中 納言樣 より 高 田 慶安を 以て 被 仰 下。 自 

然の事 在らば、 三人の 者 共 は、 我等 を 旗本に して 先手 を せん VJ 思 ふべ し、 我等の 在る 間 は、 

其方 共に 屮々 先 はさす まじ、 何 ど 存 する 可 申 上 VJO 筑前守 樣御兩 人 樣の御 かほ を 御覽被 成、 

慶 安に 御む かひ、 何分に も 御 下知 を まもり 可 申 VJ 御請。 中 納言樣 御 満足の 由。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 利 常 公江 戶に被 成 御座 時、 京の 町人 银屋善 四郞出 被 仰 付、 御用の 取次 仕 候。 或 時 光高 

公. 淡路 守樣. 飛 iS 守 S 御 三人 御機嫌 伺に 被爲 入、 御 次に 被 成 御座、 右 善 郞を 以て、 御機嫌 

伺に 罷出候 段 被 仰 上 候。 其 旨 申 上 候へば、 御意に、 三人の 者 共， は、 事の 出來 たる 時 は 何 VJ す 

る，、」 尋ね ど 被 仰 候。 善 四郞存 は、 是は承 違 か，， J 乍存、 問 返し 奉る 事 も成不 申、 御 次， s: 罷 出い 

か，；， 可 申 ど 乍存、 危抹 にして 可 申 上 VJ 存、 御 三人 樣ね舉 向、 右 御意の 通 を 私の 承 違に も 御座 

候 や VJ 申 上 候へば、 光高 公 被 仰 候 は、 是は 乍假初 大事 之 儀 也、 御請 早速 可 被 申 上，.」 被 仰 候へ 

ば、 御 兩方樣 は 光高 公 を 御 伺 被 成 御座 候へば、 光高 公 御意に、. 事の 出 來仕候 時分 は、 何樣御 

下知に 可 舉隨儀 V」 被 仰 候。 善 四郞肝 をつ ぶしながら、 其 段 申 上 候へば、 左右 云た るか どて、 

御 料理 を 可 被 進 候、 通 候へ VJ 御意に て、 御 居間え 御 通に て、 利 常 公 は 御自身 御 献立 を 被 遊、 

能々" 御機嫌に て、 御園に て 御茶 も 被 進 候。 御 料理の 時、 御究 屈に 有らん かど 御 出 不被遊 候 


御 出入 G 衆 沖 一 も、 毎日 御機嫌 伺に 被 參候衆 有 之 故、 其 内より 幸に 御 相 作 被 仰談候 方々 も 

有 之し 也 0 

〔夜話 之抄〕 

一 、 或 時 陽 质院殿 • 淡 州 公. 飛 州 生 御兄弟 三人、 微妙 院殿 御屋敷に 御 詰 ありし、、」 き、 微妙 院 

殿より 御 三人 衆へ 御 使に て、 只今 何事 にても 有 之 刻、 公方より 御 憑 候 は > -、 軍法 はいか ゾ可 

被 成 候 哉、 微妙 院殿は 御 年寄 候 得 ごも、 御 三人 方に は 御 ft 有 まじき よし 被 仰 出 0 飛 iS 守 殿 先 

逢而御；^」^^可被仰，.^被成候處を、 陽 廣院殿 以之外 御 g 〔にて、 則 御 被 仰 上。 小納言 殿御 下 

知に 候 は > -、 於 私 は 人に 先 を させ まじき 由 ど 云々。 大殿 御機嫌 能くて、 追 付 御 三人 之內 へ、 

芦屋の あられ 釜 を 被 遣 候 時、 また 飛 it 殿 指 出、 是は私 拜領可 仕，、」 て、 取 給 はん ピ仆給 ふ 時、 

陽廣院 殿此返 は 我等 申 上 候う へ は、 此釜は 誰へ も 造 候 事なら す，、」 て、 無理に 御 取 被 成しぐ」 

云 々o 

〔夜話 之抄〕 

一 、 或 人 曰、 於 小 松 微妙 院 殿御 咄衆を 被 喚て、 陽廣院 殿は此 地へ 御 越 候而、 城 之 5S 子 いづく 

を 肝要に 被 春 候 や VJ 御尋 有し かば、 日 外 御 入 被 成 候 節、 就中 三 之 九 石垣 を 殊之外 御 € "被 成 候 

ど 申 上げれば、 さも あるべし、 筑 前なら では 此 虎口 合點 致され まじき VJ 仰ら れ、 御滿 足が り 
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被 成け る， >0 なり 0 

〔3- 申 雑書〕 

一 、 武康 曰、 御 上屋 布陽廣 公へ 御 振 廻に 御 越、 事の 外 御機嫌 能御歸 有て、 九 里 氏 を 御 使に 被 

遣ければ、 陽廣 公に も 御 大慶が り、 右の 御 使者に、 卷物常 休より は 多 被 下、 御 満足の 体 也け 

る。 歸て其 趣 を 申 上る に、 又陽廣 公より 御 使 a  、有け る。 御 返答 を 被 仰て、 おれ も筑 前に は 

負 間布ビ 仰に て、 御衣 桁に か、 り 居け る 御衣 類 を、 一抱 被 遣け る。 此內に は、 尤御小 釉* 御上 

K な ざ は 云 ふに 不及、 御 下帶も 有け る， >0 ぞ。 微妙 公の 御風 儀 VJ 陽廣 公の 御風 儀、 前々 より 記 

す VJ ほり 格別の 体に て、 御 一風 づ、 ありて、 每度 感興し 奉る 事、 VJ りぐ に 有 之、 此 頃の 物 

語 後々 は 知人 も 有 間 布、 遺恨 也 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 肥 前 守樣. 筑前 守樣御 同道に て、 御座 敷より 御 庭， に 御 出 之 時分、 筑前守 様 御先ね 御お り 被 

遊、 御 緣の下 飛石の 上に 御座 候 御 草履 を 御 直し、 肥 前 守 様ね 召せられ 候。 肥 前 守 ST 左様に 

は 不被成 物に 候，，」、 御 時宜 御座 候而、 御 召 被 遊 候 0 藤 田氏咄 0 

〔桑蒂 字苑〕 

一 、 或 時 公方 大 いうい ん樣 より、 光高 樣ね初 鮭 を 被 進 之。 其 を 鹽に被 仰 付、 早 飛脚に て 小 松 


利 ゥ9 公ね 被 進 之。 四 五日 過て 又 娃を御 拜領被 成、 御 料理 被 仰 付、 御 家 ま S 中， に 被 下、 則 御 膳に 

付る。 筑前^ 是を不 上、 今 枝 民 部 如何 申 上る。 最前 小 松ね 被 進た る 鮭、 遠路に てい まだ 小 

松， 參着 すま じ、 利 常 様より 先に 鲑を 上る 事、 御 本意なら す，、」 御意に て、 其時不 上、、」、 村 田 

先 吉左衞 門 語る 0 

〔紛漸 得 雑記〕 

1 、 陽廣公 VJ 淡 路守樣 御兄弟 御 ST 何方に 候 哉濱邊 御遊 覽被爲 入 候砌、 よ ほ、、，、」 の 舟 陸に 上り 

有 之 候 を、 淡 路守樣 御 推 被 成 候處、 容易に 脇へ 参り 候。 人中に て か 様の 御 力業 被 成 候 事、 陽 

廣院樣 御意に は不 入御 樣子 也。 翌日 御兄弟 樣象戯 御 指 被 遊 候 時、 淡 路守樣 步を御 突 被 成 候へ 

ば、 陽 廣公御 指に て 御 押へ 被 遊 候て、 御手 被 引 候へば、 淡路守 樣彼步 をお し 可 被 成 ど 被 成 候 

つま、 歩 動き 不申 候。 其 時陽廣 公、 それ 見やった かど 御意に て、 御 笑 被 遊 候 由。 彼 御 押へ 

被 遊 攸步、 將雄 盤へ めいり 込 候よ し。 淡 路守樣 御 力量 御 自慢 被 遊 候に 付、 如 此被遊 候 由。 陽 

廣 公の 御 力量 夥敷事 之 3 曰、 古人の 咄候， こて、 佐々 木 左 兵衞話 0 

〔夜話 之抄〕 

一 、 ある 人の 曰、 陽廣院 殿の， こき 江卢於 御屋敷、 或 者の 脇 指 失たり。 其 脇 指 書院の 緣の 下に 

有しが、 脇 の 柄に 破寸袋 を懸て 置ければ、 陽 廣院殿 被 聞 召、 此盜人 をば、 早速 可顯、 屋敷 
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中 掃除 坊主 共の 脇 指 を 集よ ビ 仰ければ、 即時に 脇 指 ざ も 集りぬ。 其 時 寸袋を 右の 集た る 脇 指 

，、VJ もに 掛て 御覽 有ければ、 其 中に 能く 合た る 脇 あり。 其キ： を 引出して 尋られ しに、 無 疑 其 

坊主 盜 たるに 極り し VJ な bo 御 智慮の さ， >0 き 事に あらす や。 

〔懷惠 夜話〕 

一 、 陽 廣院樣 は 理の御 迅き御 生得 也。 獅々 の 首に 付た る 鈴 を 如何して 取 候 はん ど、 御 出入 之 

衆 執々 批判 仕 候處、 御 出 被 遊、 何事 を 詮義被 致 候 哉，. J 御閜被 成、 言下に、 夫 は 付た る 者に 爲 

取 候が 能 候 VJ 御意 0 何 茂 御 當話を 感じ 奉る，. J なり 0 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 或 時 定家卿 筆に 而、 歌の よみかた 之 書記 候文の 懸物、 京 極 安智 被 求、 事 之 外 珍 敷物に 而、 

微妙 院樣， St 被 懸御目 候。 勝た る 物に 候 故、 御 覽置被 遊候樣 に陽廣 院樣， ^被 仰 進、 必御 5^ 被 遊 

まじき 旨 被 仰 遣 候處、 陽 廣院樣 御覽被 遊、 珍 敷物に 候 問、 何，、」 ぞ御寫 置 被 遊 度 被 思 召、 脇 田 

九 兵 衞なざ へ 御 相談に 而、 則 御 自ら 御 寫被遊 候 所、 御 寫仕廻 被 遊 候 時分、 い 寸風御 筆 御 収落墨 

付 申 候 0 事 之 外 御迷惑が り、 如何 可 被 遊 哉：. づ 御意に 付、 九 兵 衞申上 候 は、 私持參 仕、 如何 5^ 

にも 宜敷 $ 水に 可 申 上旨 申に 付、 左 候 は ゾ宜樣 に 仕 候 得，.」 御意に 付、 則持參 仕、 右 之 御 樣子微 

妙 申 上 候 得ば、 左 樣之事 可 有 御座 被 思 召、 御 寫不被 遊 候 樣に被 仰 進 候。 安智へ は 可 


先 は 室 鳩 


然 « に 可 被 仰 遣 候 間、 此段申 上 候樣に 御意に 付、 Si 歸其趣 申 上 御 安 被 遊 候 Q 安智ね 微妙 院 

樣 より 御 使者 を以、 右 之 旨 趣 被 仰 遣、 餘り珍 敷物 故、 筑 前守寫 申 候處、 墨 を 附麁抹 の 義に御 

座 候、 寫不申 樣被仰 越 候へ 共、 右 之 趣に 候 Shi 御 斷被仰 遣、 墨之附 たるま S に 而被逍 候。 安智 

御 u 上 之 趣 御開 被 成 候而、 御 使者に 御 逢 被 成、 被 人 御念 候 趣 御 答 御座 候而、 5^ 是は御 使者へ 

之 物： おに 候、 か に 墨附候 而も、 落し 申義最 易き 事に 候 間、 被爲落 何事な く 御 返 可 被 成 所、 

御 貞信成 御 事 奉 感心 旨 御 申、 見事 成 御 様子に 御座 候。 其 巳 後 墨 を 御 おどさせ 候 而又被 逍、 被 

懸御 H 候 旨に 候 0 九兵衞 物語に 御座 候 旨、 成 事に 候， 寸脇田 氏咄。 

〔可觀 小説〕 

一 、 陽廣 公の 御 時、 南光 坊天海 を 招請の 事 あり。 御 書院 棚の 飾に 御 什物 之 公任 之 朗詠^ 被爲 

候。 天 海、 公の 御 度量 を 窺 見ん，. J おも ひ、 右 朗詠 集 を 幾度 も玩覽 し、 W 被 申 上 候 は、 近頃 

見事 成 ものに 候、 拙 僧拜受 仕度 存候旨 申 候へば、 御 笑 被 成 候而、 則 御 附被成 候 旨 被 仰 候。 天 

海お しいた き、 その 儘 携へ被 罷歸候 時分、 御 式 臺に而 御小將 衆， St 挨俊 にて、 是は 今日 拙 僧 

が みやげに て 候 間、 追 而可有 御上 之 旨に 而、 右 朗詠 集 相 渡 返 出に て 候。 其 後天 海此事 を. S. 出 

し、 少將公 御 度量 御す ぐれ 被 成 候、 御顔 面 少も變 じ 不申候 て 致嘆稱 候よ し。 ll^o 五日 

〔殘褒 拾 玉 集〕 
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一 、 光高 公， は、 或 時 上野 慈眼 大師、 南光 坊の時 御 招請 被 遊、 御 書院 に、 前に 云 ひたる 定家 

の侨勢 物語 を 御 飾 S 被 遊 候處、 南光 坊被申 候 は、 是を 愚僧に 被 下 候へ ご 也。 光高 公 即^に、 

易き 御用 取て 御 越 被 成 候へ 被 仰 候 0 其 御 樣子少 も 御 思案の » 無 御座 候 由 0  a 御響應 濟御歸 

候 時分、 懷 中して 被 立 候。 御 式 裏にて 御 暇 乞 申、 御 式 a を 被 出 候が 被 立歸、 今朝 罷出候 時分、 

何ぞ しか ど 仕た る 土產物 上申 度奉存 候處、 失念 仕 申 候。 今朝 之 持 參物を 只今 差 上 候，. -て、 懷 

中より 右の 本 を 被 取 出、 是は 則定家 親筆の 伊勢 物語、 天下 一 部の 名物に て 御座 候、 御 重寶被 

遊 御 秘藏可 被 成. +被差 出 候 を、 光高 公 御 笑 被 成、 御 慰に 緩々 御 as 候へ，. -被仰 候へば、 御 近習 

衆 VJ 呼 候而、 御大 事の 御 道具 糙に御 渡 申 被罷歸 候。 光高 公 御意に、 身が 器量 を 試さん 爲、 お 

ざけ をめ さる VJ 被 仰 御 笑の 由。 利 常 公 御 聞 候而、 筑前守 出來 された る， こ御悅 有た る 由。 大師 

も、 御藤 にても 御所 望 申， >0、 其 儘 御 取御歸 候へ，. J 被 仰 候。 大度 成 御 識量ど 被感候 由。 

S 草〕 

一 、 光高 公 御代、 御 家中 面々 勝手 方 困窮 及 難儀 段 被 聞 召、 和州奈 良の 有德の 町人、 御 家中へ 

銀 子 贷渡可 申 間、 急 度 年寄 衆 裁許に て、 返濟の 時節 無 相違 檨 に，. J 約す。 然るに 何 角 延引に 成 

だ 打、 予が父 正 勝 事、 歌學 はな かりし か 共、 事に 觸 歌な ざ はロ輕 によ まれし 也。 されば 此貸 

銀を奈 -M いし，.」 名目 を 付て、 今日明日 待け る內、 春よりの 催し 終 秋 迄に 移り もて 行 時に、 


正 勝 歌、 ならが しの 稍に 秋 は 來れ共 まだ かりがねの 聲は 聞え す 0 此歌 諸人 譽仁 りし，、」、 予幼 

少の時 物語 をし、 自賛 せられし を侧 にて 聞し が、 其 後 は 此歌も 忘れけ る處、 去る 古き 人 

書の 中に、 右の 歌書 付、 此歌由 比 氏の 作 也、 中 院通村 卿、 此歌を 開 給、 當 時の 名歌 也、 今 世 

選集な V- あらば、 これらなん 必ゃ もる まじき 歌 也 VJ 宣し 由、 覺 書に 有 0 爱 にて 昔 Ja^ の自 K を 

思 出 記 之。 彼 卿 は 借 銀の 歌 は 知 不給也 0 

陽 廣院殿 光高 公 敎戒の 御 百 *::。 

君 

养 K は 六つの 半に おき そめて くれて 五つに いねた るぞ よき。 

秋 冬 は 五つな かばに おき そめて くるれば 四つの 半に ぞ ぬる 0 

しばらく も 月 日 の おん， yJ 天地の まこ 、こ の 道に はなる ベ からす 0 

天よりも うけし 心 を こ 、 ろに てあきら かにす る人ぞ 人た る。 

いにしへ の 聖の道 をよ く 聞きて およばぬ まで も 身に はお こな へ。 

我 こ 、ろた ヾ して こそ は 國民を あらたに す ど は 云べ かり けれ 0 

訟を 聞て た  す は 常の 人な からぬ やうに 道 をお こな へ。 
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1 五 〇 

こぼれお つ 軒端の かや も 立す して 木 をけ づらぬ は 君の 家 哉。 

みなし子 をめ ぐむ 心の ふかき 世 はいかで か 民 も 背き はつべ き。 

よき 人 をよ きど 見ながら 用 ひぬ は是ぞ まこ，^ の おこたれる ゆ ゑ。 

家に まづ おし へ して こそ その後に 法度 を 背く 者 は 罰すれ。 

氣 にあ ふ も あはぬ いさめ も先づ 聞きて 捨てる すてぬ は 君の 心よ 0 

主たる 人 軍の 道 を 聞くならば 七 書の 旨 を ふかく 知る ベ し。 

上 は 上下 は庶 人に いたる までむ よく は 家の つ マく ゃゐ 相。 

お ほく 見て 惡し きを 捨て つ 、しみて おこな ふ 時 は悔ぞ すくなき。 

學 なくても し 能き 事 をす る 人 は 灯 もたぬ やみの よの 道。 

百 千々 の 文の 道 をば よめる 共 身に おこな はぬ 人 は 人 か は。 

色好み 美食 このみに 酒 このみ 利欲 好み は 家の 滅 Co 

君， >0E こ、 ろ ひ， >0 つに もつならば 其 賞罸は 正し かるべ き。 

上 ど 下道 をお こな ふ 時に こそ 神の めぐみ は 有り VJ こそき け。 

主たる 人 あやまち あらば ひそかに も 筆に いはせ ていさめ 有べ し。 


國ひ， こつ 一 つの 城 を もつ 人 は 文を學 びて 道 を しるべし 0 

朝 起て 先 は 主人に 目見えして » その、 ちに 用 をた すべ し。 

主人より お ほせ 出し をよ く 聞ても る 、所の 外 を f:! せよ。 

主 の 事を释 る VJ 間く ど 其 人 に 奥の 心 は ゆ る す ベ からす 0 

人 は R 腹 立が ほの なきやう にたし なみて こそ 物 はい ひよ き。 

VJ が もな く 主人の 前 を 遠の け ば 次第 に 物 は 云 ひにく、 なる 0 

かしらた る もの は 我 身 の 依怙な く て すなほ 成 ベ き 人 を 取 立て 0 

勇む ベ き 武士た る 人 は 軍法 をし るが 上に も 知りた るぞ よき。 

^は 只 武士た る もの 、足 なれば 獸 ながら 恩の ふかさよ 0 

さりが たき 私用たり VJ も先闕 きて 人の 訴訟 を閒 てた、：^ せよ。 

かう まんに 奢る 6 の 出く るは& にこ 、ろ 汕斷 する ゆ ゑ 0 

盜人は 用心 すれば いらぬ もの 侫 かん もの にこ、 ろ ゆるすな。 

財 .3::; は 只う ち 捨て ねが はく はすこし 成 VJ も 文 を 達せよ。 

5 にもす こしの 利 をば 目に かけや 惣勝 する は 良將の わざ。 

なが 刀大 さし 物に おも 具足 癖 馬 をす く 武者 は 武者 か は 0 
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誰 VJ て も 物す きだての 付から は 奢の 種 VJ なる も稱 なし。 

侍 は 心丈夫に たくましく 上 や はら かに 華奢 成る ぞ よき。 

すゑて 見よ 武士た る 人は大 鷹の 鶴 を も 取て なりの 華奢 さよ。 

愚なる 人い VJ けなき 人 新 座 もの 行儀作法 を敎へ 立べ し 0 

てる時VJ曇れる時の使する人の目利の肝要^o聞くo 

つね <\ 'に將 に 第 法よ く 尋ね 事に 及んで ま Vj ふべ からす。 

さきの 事跡に 來る もの 問 ふ VJ き は 見て 來 しこ VJ を 中に かたるな。 

我 か  > り 敵の か、 り を 見る か、 り 是に功 者の 入事ぞ かし。 

か  > る 敵 引べ き 敵の 色 を 見て 大將 に來て 早く 云べ し。 

云 ひつく る 使の 事 を 打 捨て 立身す る は私ぞ かし。 

早く 引き 輕く歸 りて 大將に 敵の てだて を 云ふぞ かん 要。 

大將の 前にて 利口 云 ひ 散し よく 見て 來ぬ はふ かく 成べ し。 

鳥 さわぎけ だもの はしる 所に は  > ひ を つくる もの VJ こそき け 0 

淼 はやし やま 里に 細き 道、 ひつく ベ き 所 VJ ぞ きく。 


組頭いた すべ き 身の たしな みは 先づ 依怙 負な きが 第  一 0 

主人より 御 下知の あらば 御請して 其 組々 に 早く ふるべ し。 

5S- 法の 左り 右り の そな へ をば かねて 定 よくみ のめん く。 

よき 人 は 深く かんじて 惡 きをば いけん をい うてな ほらぬ はさけ。 

主人より 御尋 あらば 人々 の 能き も惡 きもす ぐに 云べ し。 

咄之者 

はなしす る 人の 作法 をよ く 見れば 惡きは 多く 能 はすくな し。 

上たり し 人の 詞を 請けて こそ 咄 はする， こ聞傳 へ けれ 0 

先 出で 、座敷の S のぬ けぬ こそ 噺の 者の 肝要 ぞ かし 0 

古き 事覺 えて 云ふぞ おもしろき 咄の種 は 書物なる ベ し。 

理づ よなる こどの は 計い はす VJ も咄の もの は あや をく は へ よ。 

役 人 

役人 VJ なる ベ き 人の 心 持り ちぎ を 先に S きて こそい へ。 

我が 役 を，. > ちぎに 勸め行 ひて むづ かしぶり をす る ぞいむ ベ し。 
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我 役 を 先 さし K て 人の 役に か、 りたがる は 役 はつ めじ o 

他の 人の 役 をつ どめぬ 不 奉公 見て 笑 ふ稃我 をた しなめ。 

つね <.x- に 預る もの 、手 廻し を 能くして おく はき V" くな りけ り- 

小々 將 

心よ く かたちの 能き は 小々 姓の 我 身の 爲の 果報な り けれ。 

其 かたちぶ た ごな り も 行儀 さへ 能き は 主人の 氣には 入 もの。 

ほう 杖 や 柱から 紙 la; 障子に 寄 か、 らぬは 行儀なる ベ し。 

我よりも 年の ゆきた る 人 は 只 親 VJ 思 ひて？ 軋 をつ くせよ。 

式し やうの 铫子 ひさげ に 高 盛 や 数寄屋の 通 ひ是ぞ 能くせ よ。 

前髮の ある も あらぬ もた しなめ や 耳に きたなき し はぶきの こ ゑ 

湯 を あびて 身に わろ き 香の なき 樣に 伽羅 薰 物の 匂 ひた やすな。 

薰物も 伽羅 も 丁子 も 沈香 も ほのかに きくが なつかしき 哉。 

取 分けて 小々 姓 衆の 脇 指 や 刀の 柄 を あたらし くまけ 0 

わけ もな きみ だり 咄 にげら/ ^-^yj したる 笑 は心淺 しも 0 

朝 ご，、」 に髮 をす きつ 、鏡見て^：！てはな毛に心ゅるすな。 


手 足の 爪 も か 、らぬ やうに せよ たまりたがる は黑き 招な り Q 

口中の わる 香の あらぬ 樣 にせよ 侧成 もの、 深き 迷惑 0  一 

朝お きて やう じっか はぬ 其 先にい き 吹かけ て 物語すな 0 一 

ふ ざころ に 書付な ざ は 無益な り 落 散る 時の 爲を思 へ ば。 

きる 小袖 ゑり は 街つ き革栲 白げ る時ぞ ひざ もぶ たつく。  i 

足袋 は 只 皮の 句 ひの なき 程に あたらしき こそ 見ても みよ けれ 0- 

腰に さす 扇の 要ぬ けたる はこしに さしても 見ぐ るし き 哉。 一 

酒 はた ゾ老も 若き も吞ぬ こそ 第 一 なれ や 兼て たしなめ。 

い VJ けなき 時より 文を學 ぶべ し老 てく やみの なき VJ こそき け o! 

目  附  一 

小々 姓の 目附の 者の 心 持 酒 をのまぬ は 第 一 ぞ かし。 

身の程 を か へ り 見つ 、も 座 を 去て 心 しづめ て 行儀た  せよ。 ， 

常々 に ifw  口論な き 樣に心 をつ けて 目 を も はなすな 0  - 

小々 姓の みだり 咄に つき 合て 馴々 しき は 見ても 見ぐ るし。 」 

小々 姓の む ざ つき 合 ふ 故により 中の よしあし 有 VJ 知る ベ し 0 
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1 五六 

宿々 を か はり に 廻りつ 、其 日の 懈怠 ある は 曲事。 

中の よき あしきの 有 は 申 事 云 ひ 出す ベ きも VJ ゐ 成べ し。 

狀 ふみの 取 あっか ひに 念 入て 他所より 來るは » も 改め。 

何方も 昆ゅ る 所に 吳 座敷き てめ ざ，/ J にぬ るは橫 目な りけ り。 

小々 姓の 小 もの 仲間 ぞうり 取し だらく 者 は 主に 屆 けよ。 

掃除 坊生 

人よりも 先に 起つ 、雜巾 や 羽箒 は猶 こしに 絶すな。 

目の 早き 掃除 奉行 も 非 を 入れぬ やうに 座敷 を はき 拂 せよ。 

人に ロハよ くつ か はれぬ 坊主め は 打た、 かる 、箬 VJ 知る ベ し 0 

少づ 、物 を盜 める 坊主め はやが て 斬らる \- 相 VJ 知る ベ し。 

はき 拂ひ我 身の 役 をつ VJ むれば 思 ひも よらぬ 祿を 求む る。 

見ん 人の 笑 草に ぞ書 あつむ 我が つれぐ の ほの 言の葉。 ， 

〔前 田家 雑錄〕 杉 本義 隣覺書 

1 、 光高 公 御遊 獵之節 越 中 氷 見に て 御詠歌。 

田 子の 海 浦 山 かけて 詠れば 大和に は あら じ 氷 見のから 島 0 


又 いづれ の 春に て 有 けん、 野 田 桃 雲 寺 御參ぉ Q 時。 

色に 香に 何 かわす れん 梅の 花 も，^ の 根ざしの 深き 心 を 0 

又 ある 時の 御詠歌 0 

筆に さへ 及ばぬ 富士の 面影 を 水に はう つす 田 子の 烺。 

〔給 漸得雜 記〕 

一 、 陽 腐 公 御作の 一 本 種. 自論 記. ぼ 首の 御 歌 等の 事、 大^院 様より 何ぞ 御作 被 上候樣 御所 SS 

にて、 一 本 稲 御 撰 被 爲上候 旨。 

〔可觀 小說〕 

一 、 陽廣公 御作の 一 本 種. 自論 記. ぼ 首 御 歌 等の 事、 自論記 は 淺井源 左衞門 一 政 ii£ (^耶 學問 

を 好申義 御；：^ 被 遊、 御 自作 之 物 拜見被 仰 付 候內、 自論記 其 一 也。 ： 政 はじめは 御 近習 御 勤 候 

所、 病身に >L 脂 成 御斷申 上、 引 籠罷在 候へ，、，、」 も、 不絕懇 に 被 遊、 右 之 御 自作 も拜 a 被 仰 付 候 0 

毎度 夜分 深 S に 及 候而、 手水し 袴着し 拜見 之義、 秋涯 十歲內 外之義 にて、 愤に S3 申 候 0 一本 

IS は 井上 三 太夫 祖父 六左衞 門、 御 小將御 納戸 役 相勤覺 i 能 在 候。 大«院 樣理學 御 好 被 遊、 陽质 

公 御 學問好 之 御 聞 被 遊、 何ぞ 御作り 被 上 候 様に 御所 望に 而、 一 本 械御撰 被 爲上候 sb、 六 左 

衞門並 佐々 木 道 求. 板 津檢校 等 語 申 候， こ秋涯 話。 K»l 御詠歌 は に 御作 之義、 横 山山 城守拜 
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見 之 後書 狀有之 候に 付、 疑 無 之 事。 

〔續漸 得 雑記〕 

陽 廣公御 初 作 

世上^^衰如晝夜。 物 來事去 思 無 邪。 當時 風景 之予 意。 秋 有 月 兮霧有 花。 

〔績漸 得 雑記〕 

陽 廣公玉 泉 寺 天神 御 勸請百 韻 御 連歌 

猶 句へ 神ます 庭の 梅の 花  光高 公 

松み ざ りたつ 玉垣のう ち  白 桂 

鴛の上 毛の 霜， ^雪，. J けて  昌 桂 

〔繽 漸得雜 記〕 

夜氣平旦のこy^ろを  陽廣公 

おき 出て 物に まじらぬ 朝の まの こ 、 ろ や も VJ のこ ろなる らん 

〔續 漸得雜 記〕 

一 、 松 雲 公 御 抱 守吉田 覺右衞 門、 御 次に て 御 小々 姓 一 色數 馬に、 繪を 書て 遣し 候に 付、 御 次 

賑 はしく 候に 付、 陽廣公 何事に て にぎやかに 候 哉 VJ 御尋に 付、 其 段 申 上 候處、 御 取 寄 御覽被 


^光 院は陽 

廣院の 前 法 

名 


^木 = 附.^ 


遊 候處、 ：iij を 幾つ も 書 遣し 候に 付、 則 御 $s 御 自筆に 被 遊 候て 被 下 候。 

一 色に さても 數ぉを かく 繪 かな 

右 一 色 方に 重寳 して、 于今取 持いた し 候 也。 

〔關：！！；政^^^古兵談〕 

陽光 院樣の 御詠歌 

老て猶 かひ 有人の 年の 緒の ひかれて われ もまに あは  や。 

いど ひつる 心の 風 も 絶 はて 、^！^にまかする花の色かな。 

四月 六日。 德川家 光 使 を 遣 はして 前 田 利 常 を 慰問せ しむ。 

〔德川 實紀〕 

四月 六：：： つ，， J めて 小 松中納 言の も ビ へ、 松； 牛 伊豆守 信 綱つ か はされ、 光高が を 弔せられ- 

夕暮に 又 阿部 S 後守忠 秋 をつ か はさる 0 

一 小 松中納 言の も VJ へ 、 松 平 伊豆守 信 綱 を もて 鶴 をつ か はさる。 この ほ Vj さう じ なれば 

開葷 のた め 下さる >  VJ ぞ 聞え し。 

四月 十 一 日。 德川家 光 使 を 佥澤に 遣 はして 前 田 光高の 葬儀に 列せ しむ 

〔德川 赏紀〕 

加 ！=； 藩 史料 第三 編 正 保 二 年  1 五 九 
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四月 十 一 日 松； 牛 筑前守 光高が 喪 を 封地に 送りて 埋葬す るよ し 聞え ければ、 使 番齊藤 左 源 太 利 

政に 暇 下されて 加州に つか はされ、 香 銀 五 百 枚た まふ。 

四月 十九 日。 前 田 光高の 遺骸 金澤に 着す。 

〔三壶 記〕 

御 遺 儀 加州へ 送 奉る 事 

御 S 骸を金 棺に納 奉り、 金澤へ 送舉る 0 御供の 人々 は、 靑山織 部. 宮崎彌 左 衞門. 脇 田 小： 牛 • 

石黑左 近. 伊崎 彥 兵衞. 矢 部 覺左衞 門. 氏家久 兵衞. 加 藤 半 右 衞門. 長 谷川 三右衞 門. 古 江 五兵 

衞、 其 外御步 行. 料理人 • 板前、 根々 にて 御靈供 を備へ 奉る。 廣德 寺より 出家 一 人相 具し 舉り、 

金澤べ 入らせ 給 ひ、 天德 寺へ 移し 奉り、 御 葬送 之規式 相濟、 御 遺骨 高野山へ 送 b 舉る。 其 時 

の 御供に、 金澤 より 前 田 志 摩 守 殿、 小 松より 小幡 下野 殿 VJ 有之處 に、 下野 殿 病 氣に取 結び、 

寺 西若狹 ど相究 り、 富 山より 近 藤 甲斐 殿、 大聖 寺より 才監物 御供な り。 其 外步行 • 料理人 何 

も 御供 をな し 奉り、 高野山 天德 寺に て 御 法事 御 執行 御 位牌 • 石塔 造 立し 舉り、 何も 罷歸ら る 

〔給 漸得雜 記〕 

一筆 致 啓上 候 0 筑前 守當月 五日 於江戶 死去に 付而、 死骸 昨 十九：：： 金 澤參着 候而、 當地 於天德 


院法^^被中付候。 作 善相濟 次第、 遺骨 高野山， に爲差 登、 於 貴 寺 法事 御 執行 候 《 可 仕 3:!、  E, ば 

守 方より 被 申 越 候。 前 田 志 摩 守. 小幡 下野 守、 造 骨 を もり 可能 登 候 旨 被 申 付 .，.^0 さ.：^ こ S 者、 

貴地 此地爲 諷經御 下向 被 成 候 事、 必御 無用に 御座 候。 爲其以 飛脚 申入 候、 恐惶謹 一；  一一 口  0 

卯月 廿日  本 多 安房 守 判 

橫山 山城 守 判 

高野山 天德院 御 同宿 中 

〔政 隣 記〕 

一 、 四月 五日 光高 公 御 逝去、 無 御 病氣御 頓死、 御 造骸金 澤天德 寺，^ 舉移、 江 1^ より 之 御供 廣 

德 寺 之 出家 一 人、 靑山織 部. 宮崎彌 左 衞門. 脇 田 小 平 • 石黑左 近. 伊崎 彥 兵衞. 矢 部^ 左衞 門. S 

家久 兵衞. 加 藤 半左衞 門. 長 谷川 三右衞 門. 古 江 五兵 衞等、 天德 寺に 而御 葬送 之规式 調、 御 s« 

は 高野山， 舉移、 御供 從金澤 前 田 志 摩 了 心、 從小松 は 寺 西 若狹、 富 山より 近 藤 ゅ斐、 大 

より 才 S 物 等、 從將軍 家 御 香奠 銀 五 百 枚、 上使 以资藤 左 源 太 殿 被 進 之。 上使 天 ffi 寺， £： 參^ 也 0 

御請 〈女！^. 山城 上 之 如 左 0 

從 公方 《爲 松： 牛 筑前守 御 香奠、 銀 子 五 百 枚 被 下、 謹 而舉拜 上 候。 則 作 善 執行 仕 候 0 上， お-之 

趣 松 ギ肥前 守 殿， Si 可 申 聞 候、 以上 0 
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本 多 安房 守 

橫山 山城 守 

齊藤左 源 太 殿 

四月。 淺井 一 政 等 前 田 光高に 殉死す。 

〔政 隣 記〕 

御雜送 以後 殉死 之 面々。 

後 井 源右衞 門。 御馬 廻 組、 是は元 和 年中より 利 常 公 被 召 出、 光高 公 御 幼少 之 時、 爲副傅 今 枝 

K 部に 被 加 奉仕す。 其舊 功之 好みに 依て 殉死 仕 由 也。 後 井 備後守 之 後 也。 

小笹善 四郞。 御馬 廻 組、 是は寬 永年 中す まふの 盛 成 時分、 山城 阈鳥羽 之 里より 被 召 出 相勒。 

其 後 御 厚恩 を 蒙りし 故、 殉死 仕 由 也。 

〔重 雑談〕 

一 

一 、 正 保 二 年 四月 五日 陽 廣公御 逝去に 付て、 淺井源 右 衞門藤 一 政 殉死。 忌 明て 其 子 政 右 gl 

ts^^ 彌八郞 を 召して、 千 三百 石の 領を千 石 VJ 三百 石 VJ 兄弟に 被 下、 歸 宅せ しに、 御 夜 詰に 

急に 又 召て、 政 右に 別 知 を陽廣 公より 被 仰 付 置け る を 御 失念 被 成 候 VJ て、 改て本 知 其 儘 政 右 

に、 政 右 部屋 住の 知 三百 石 を 彌八郞 に 被 下、 何 ぞ思召 有て 如此 か、 伹御 失念 赏か、 多分 は 


思 召^て の ss. なる ベ し。 政 右 事 は、 別錄の 系圜の 類に 記す。 彌 八 郞は菊 地 大學直 辰^ 嗣，、 J 成、 

武康 VJ 云。 隱居 の^は、 十六 郞^ 辰 人道 是空 VJ 云、 武康 後に 又 十六 郞，、 Jffi す。 元 祿六年 

加增 して 三千 七 石 VJ なる、 內五； &石 は孚カ 知 也。 直辰隱 居の 時、 武廄領 本領 共に 三千 二百 

ffo 內五 百 石に 與カ知 也。 武 

？ 康 は？^ 井家よ リ配 知。 

五月 六 日 0 前 田 光高 の 遺骨 を 奉じ て 使者 を 高野山 に 赴かし む。 

〔續漸 得 雑記〕 

一 筆 令 啓上 候。 陽 廣院殿 造 骨 高野山ね 被 指 上 候 付、 前 田 志 摩 守. 寺 西 若 狹守指 添 被 申 候條、 於 

御 當山贵 寺 作 善 可 有 御 執行 3:1、 肥 前 守 被 申 候條、 可 被 成 其 御 心得 候 0 此度筑 前 致 供 候 淺井源 

右衞 i:. 小 笹善四 郞骨料 相 添 遣 申 候條、 彼 者 共 之 骨 を も 被 籠 置 候 而尤, 候 0 法事 之樣子 委細 兩 

使 口上 可申述 候、 恐惶 謹言 0 

五月 六日  本 多 安房 守 判 

橫山 山城 守 判 

高野山 天德院 御 同宿 中 

五月 十日。 金澤天德院に前田光高の^；^悼法會を營む。 

〔三い Si 記〕 
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利 齋は利 揮 

なる.、 へ し 


於 金澤御 法事 之 事 

五月 十：：： は 尊靈の 三十 五日に て、 五日の 大法 會を 天德 寺に して 御 執行 被 成け り 0 導師の 智識 

は、 其 S 《天 德寺泉 滴和尙 遷化に て、 未だ 後 住 も 不定。 愛に 小 松 玉 龍 寺 八 代 目の 大 德岩 S 

文 堯和尙 は、 惠學和 尙に玉 龍 寺 をゅづ り、 金 澤へ隱 居せられ、 寵淵寺 VJ 云。 是を 導師に 被 仰 

付。 然る ゆ ゑ は、 第一 天 德寺泉 滴 和尙の 門弟に て、 大 支の 一流な り。 此 時節 御領 國の 暫 洞宗の 

知識 達 を 竹 ® 下にな し、 祖 意の 活 法を唱 へ、 法 問 有事 なれば、 年若 成 智識 は 成が たし。 此和 

鲁 

尙其頃 一 の 大老な り、 北國 無双の 智識 也。 金澤 にて 源峯 居士. 利齋大 姉の 御 夫婦の 御 位牌 も 

まします ゆ ゑ、 前 田. 橫山. 今 枝 家. 岡嶋 家、 何も 崇敬の 御 事に て 撰 出され、 御 廻向 を こそ せら 

れ けり。 尊 靈の御 戒名 は 陽 廣院殿 前 羽 林 莊巖天 良 居士  VJ 號し舉 る。 御 分 國之儀 は不及 申、 上 

方の 惣祿の 智識 達、 諷經 納經使 僧の 群集 筆紙に 盡 すに 不及、 非人 施行 獄 含の 關、 罪科の 輕 

重 押な ベて 慈 助 を 施し 給 ふ 寧、 難 有 かりけ る 次第な り。 

〔政 隣 記〕 

一 、 五月 十：：：： 光高 公 依 三十 五日 之 大法 會御 執行、 導師 者 龍 淵 寺 之 文 堯和尙 也。 天德寺 滴 和 

尙 遷化に 而 無住 故 也。 奉 號陽廣 院殿前 羽 林莊巖 天良大 居士 与。 

五月 十一 一日。 故 前 田 光高 夫人 淸泰院 臨月なる を 以て 慕 府醫師 を 遣 はす。 


本文 閏 五月 

十三 日と す 

る もの 前 C 

と 異な リ 


〔徳川 赏紀〕 

五月 十二 日大姬 御方產 月に よって、 醫员大 膳 亮三悅 を 加贺の 邸に 附置 かしむ n- 

五月 廿九 ：II。 故 前 田 光高の 次子 离菊丸 生る。 

〔德川 K 紀〕 

五：：：： 廿 九日、 大姬 G 御 方 安 產し給 ひ、 男子 生れ 給 ひし かば、 愿. 紀兩卿 本 城に 使して 贺 せらる。 

〔越 登 贺三州 志 tt 議 餘考〕 

閏 五月 十三： n 陽廣 公の 小 君 萬 菊 丸 を 生、 涛 If !f  ，此免 身あって より 小 S を 淸泰院 ど稱 す。 

〔三壶 記〕 

萬 菊樣御 誕生 之 事 

< ^て 淸泰院 殿 は 恩愛 別離 之 御 涙に、 御衣の たも の ひる 間 もな し。 御 若君 は 三 歲の御 時 なれ 

ば、 何 之卸辨 もまし まさす、 いたいけ にお はし ませば、 御 愛さう をな されて、 しばし が ほ V- 

の 忘れ 草に、 露の間の 御機嫌 も 直らせた まひ、 御 ゑみ 顏を見 奉りて、 女中た ち は 心 よげ に 安 

坊の m.^ ひ をな す， こいへ ざ も、 又 思しめ し 出されて は、 心の 月 も かきくもり、 時雨る、 雨に 御 

たも ，この ひる 間 もな し。 月日 を 送らせ 紛ひ、 IE 五月 十三 日に 御 安 產をぞ なされけ る。 殊に 御 

若 なれば、 _ss: 菊 様，.」 申 奉り、 伴 八 矢に 諸事 御用 ざ も 承、 守護 仕候樣 にど 被 仰 付、  洋小 

加？ IX 藩 史料 第三 編 正 保 二 年  1 六 五 


1 六 六 

松より 子 小姓 ごして 宮城 左 平 太. 佃 源 八. 神 戶左兵 衞. 橋 爪 長 三郞. 行 山 丹 助 を 被 召 寄、 萬 菊 « 

へ ± へ 事る。 是に 付ても 御 ゅ上樣 之、 尊 靈の御 事 を 御 忘れな さる、 隙 もな く、 なに、 付ても 

しんきん を 卸な やました まへ ざ も、 せめて 御兄弟 まし ませば、 たが ひに 御 たのもしく おはし 

ます を賴 こ、 御 なぐさみ、 月日 をお くらせた まひけ り。 

閏 五月 三日。 前 田 孝 知 遁世の 志 を 以て 金 澤を發 し 上國に 赴く。 

〔前 田貞醇 文書〕 

前 田 志 摩 守 小 松 用 所 御座 候 由に 而、 昨夕 此地罷 出、 大聖 寺より 今 晚申越 候 は、 近年 陽廣院 

御 懇に被 召 仕、 殊に 母祖 心に 別 而被爲 懸御目 候 御 儀、 恭奉存 候 間、 资而之 御寧 公に、 一 代遂 

出家 捧 御茶 堂 可 申 旨に 而、 上方へ 罷登 候、 不慮 之 仕 合に 付、 爲御 案內以 飛脚 申 上 候 0 此旨被 

立 御 耳 可 被 下 候、 恐々 謹言 0 

閏 五月 四日 子 之 刻  田 出 雲 守 

山 崎 長 兵衞殿 

〔政 隣 記〕 

1 、 前 田 志 摩 於 高 野剃髮 道心す。 名 を 了 心，. -號。 


六月 十三 日。 前 田 綱紀 父 光高の 封 を 襲ぐ。 

〔Je 川 H 紀〕 

六月 十三 H、 洒井 fS 岐守忠 勝. 松； 牛 伊一 リ； 守 信 綱 を 加州の 邸に 御 使し、 故 松： 牛 筑前守 光高が.： g 

封 W 二 萬 五千石 を、 長子 犬 千代 丸に 襲が しめらる。 され ビ犬 千代 丸 未だ 幼年 なれば、 祖父 中 

納言 封國の 政， を 治む ベ し V！ 仰 下さる。 

〔<^"KHB 中古 文書〕 

今 十三 R 爲 上使 酒 井 岐守殿 • 松： 牛 伊豆守 殿 を以、 筑前跡 職の 義、 犬 千代 幼少に 候 得 共 無 相^ 

被 仰 付 候。 我等 老後 病 者、 辛 勞被思 召 候へ 共 可 見 立 3:11、 重 上意 之 趣、 難 有 仕 合に 候 0 右 

之 趣 人 持物 頭、 其 外面々 可 被 申 聞 候、 謹言。 

六月 十三 日  肥 前 利 常 判 

本 多 安房 守 殿 

橫山 山城 守 殿 

〔三壶 記〕 

犬 千代 丸 殿御 家督 之 事 

將軍家 光 公 は、 筑前守 光高 公の 北の 御 方の、 餘り 御な げきせ つなり VJ 上聞に 達しければ、 尤 
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道理 至極せ り、 年の 盛.. J いひ、 文武 二道に して、 北國 筋の 大將 日本一の 大名な り、 我等 も 愛 

惜^^の  > い 深し， >0 いへ ざ も、 老少不定 は 上下 をへ だてぬ 事 なれば、 なげきても せんなし 。筑 

前 守 も VJ の わらん ベ に なられたり VJ おも はるべし。 犬 千代 永代 三ケ國 別儀な き 旨 被 仰 出、 此 

上に はか へらぬ 執着 を ひるが へし、 犬 千代 機嫌 能 成長なる べき やうに 守り 立た まふ 事、 亡 父 

も滿 足た るべき よし、 祖 心-あ ふみな ざへ 御 ふくめられ、 北の 御 方へ 上使 どして 被 仰ければ、 

. さすが 北の 御 かた も、 御尤ビ おぼし 召、 御 心 を，. J り 直させ 給 ひ、 御 禮被仰 上け り。 十二 ひ VJ 

への 紅 錦 繡の御 小袖 をめ しかへ させられ、 淸泰院 樣ど號 し 奉り、 御，、」 し 十九 歲の 花の 御 盛 を 

か、 る 御 事、 天上の 五衰 V」 いふ も かやう の 御 事なる べし VJ、 諸人 釉を しぼりけ り。 あ、 下々 

に は 何 をな げかん、 おろかなる 事 ざ もや ど、 念佛 申す 外 はなし。 

〔續漸 得 雑記〕 

1 、 加 賀様御 家督 御 祝義樽 * 江戶 に而 上申 候。 町より 年寄 分 五 人 江 芦ね 參候。 御城より は 町 

中， Si は 不被下 候。 かみや 武 兵衞. 淺野 屋次郞 兵衞. 越 前屋親 喜右衞 門. 香 林坊喜 兵衞. 道 金 彌 

右衞 門、 此五 人の 者， に 被 下 候。 

一 、 犬 千代 樣， に 御 次 目 之 御 祝義、 金澤 町中より 指 上 入用 覺 0 

一 、 銀 子 十 枚、 御禮銀 四百 三十 目、 朱 封 銀。 


1 、 御 ft 五 ST 刺 鮪 五十 刺. 鯓 二十 速. 鰹 二十 i^.wj 布 二十 束 • 大根 二十 把。 

一 、 御 樽 一 一荷、 加贺菊 酒。 

1 、 九 【：： 四十 五 匁 者 江卢參 上申 町 年寄 五 人 路銀。 但 一 人に 付而 

一 、 八十 六 匁 は 上下 之 駄賃。 

一 、 六十 目 は 上下 道中 之 遣、 但 日數廿 n にグ。 

一 、 四十 三 匁 は 江戸に 而逗 §H 日數 十日 之 遣。 

三 口  \ 百 八十 九 匁。 

右惣 町より 余 荷 之義、 肝 煎 中 令 相談、 入用 可 相 調 者 也。 

正 保 1 一年 六月 廿 三日  長 瀨五郞 右衞門 

4- 澤町 肝 煎 中 

六月 十九：：：。 大聖 寺 侯 前 田 利 治 金 澤に牒 して 萬 石 以下の 士 綱紀 就 封の 賀 

使 を を 派す る こと 勿ら しむ。 

〔古文 隶 大全〕 

今度 筑前守 殿 領分、 犬 千代 様， は 被 仰 出 候 付而、 早々 家中 之 者 共 飛脚 措 越 無用 之 由、 中納言 殿 

被 仰 候。 其 故 者、 御兩上 御 禮相濟 以後 自是可 申 遣 候 間、 其 節 家中 之 者 は、 不殘急 度 祝 tgss 
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上尤候 o 今度 之 儀 者、 一 萬 石 以上 先 飛脚 差 越 可 申 候 0 其方 兩 三人 之 儀 者 格別 候 之 間、 早々 使 

者 を以、 家中 之 者 共 目出度 奉 存候旨 可 被 申 上 候。 爲其申 遣 候、 恐 々謹言。 

六月 十九 =  松 飛鞾守 

橫山 山城 殿 

長 九 郞左衞 門 殿 

本 多 安房 守 殿 

八月 廿ー 日。 前 田 綱紀 德川家 光に 謁して 就 封の 恩 を 謝す。 

〔德川 實紀〕 、 

八 0: 廿 一 日 故 松 平 筑前守 光高 長子 犬 千代 丸、 襲 封の 謝恩に 登營 あり。 淸泰院 御 方、 次子 萬 菊 

丸 引 具し まう 登ら るれば、 留守居 杉 浦 內藏允 正友迎 VJ して 遣 はさる。 犬 千代 九. 萬 菊 丸 VJ も 

に 奥に まう 登り、 犬 千代 丸 は黑木 書院に 召して 御對面 あり 0 久 信の 太刀 • 銀 千 枚 • 時 服 五十 • 

綿 千 把 献ゃ。 次に 祖父 小 松 中 納言利 常 卿 も、 太刀お 代 銀 二百 枚. 時 服十献 じて 謝恩し、 飛 w 

守 利 治 も 太刀 代に 八講布 そへ て献じ 謝し 奉る。 次に 大納言 殿黑木 書院に 出 まし、 犬 千代 丸 

より 正恒の 太刀. 銀 五 kn 枚. 時 服 一 一十. 八 講布献 じ 謝し 奉る 0 かくて 兩 御所 奥に 入らせ 給 ひ、 萬 

菊 丸 拜謁ぁ b、 太刀 馬 代. 銀 百 枚. 時 服 二十 献じ、 大納言 殿へ 太刀お 代. 銀 百 枚. 時 服十捧 ぐ。 


御所より 犬 千代 丸へ、 新 藤 五國光 G 御 脇差 を奧 にて 賜に b、 大納言 殿より 萬 菊 丸へ 丹州國 ^ 

の 御 脇差 を 遣 はさる。 今 = 故 筑前守 光高が 遺物、 秋 田 正宗の 刀 上 ゃ爛の 舉；蹈. 肩 銜此村 を 奉り、 

大納言 殿 へ 1:^ 川國 次の 脇差. 面影 VJ い ふ 茶 i 亞を献 す。 

九月 十一 一日。 前田貞 里金澤 城代 を 命ぜら る。 

〔前 田^ 藏 文書〕  . 

1 、 正 保 二 層 酉 九月 十二 日曉、 於 江 ir;g: 田 玄蕃頭 被 仰 出 趣 0 

一 、 佥澤 御城 代 被 仰 付 候 間、 御城 之 儀 諸事 可 申 付 候。 か 様に 被 仰 付 候 どて、 御城に 臥 中 事に 

て は 無 之 候 0  ^者 之 僅に 候 間、 氣分能 時分 は、 折々 に罷 登、 諸事 可 申 付 候 

一 、 御城 代 被 仰 付 候，/」 て、 何 樣之儀 候ても、 御 國に迄 可被爲 §：^， この 事に は 無 之 候。 左 核 之 時 

は 先へ 可 被 召 加 候 0 又 御用 候て 江 な V、J へ も 可 被 召 寄 候 0 其 段 は 心 易 存可申 御意 之 由 申 波 0 

1 、 河內 .玄 幕な Vj 寄 合 候 刻 も、 氣分能 節 は 可罷出 候。 病 者 之 儀に 候 間、 必々 氣分惡 敷 折節 は 

罷出問 敷 候。 左様 之 時 は、 今日 之 寄 合に は 何々 御用 有 之た る VJ、 寄 合濟候 跡に 成 共 承 候へ 者 

能 候 問、 押而 出 候 事 仕 間 敷 旨、 御意 之 由 申 渡。 

1 、 御城 外 番帳付 は、 各 別 風 吹等氣 遣なる 刻 は、 御 本丸 番人 之 內兩人 宛 御 番所へ 造 相改、 尤 

に 被 思 召 由 之 事 0 
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一 、 二 之 丸 番所 之 £i、 諸事 申 付人 追 而可被 仰 出 之 旨 御意 之 由、 河 內. 玄蕃被 申 事 0 

I、、 金 澤へ歸 承 候 事、 二 之 九， づカ番 帳 も不付 候條、 御 本丸 定番 衆 之內、 折々 遣 相 改可申 由 御 

意に 而有之 旨、 玄蕃被 申に 付、 則 御城 番 衆へ 申 渡、 折々 相改 候ても 證 もな き權に 付、 日々 御 

本丸 番衆 參、 谷 別に 帳 を 付 置 候 事。 

九月 十 人 日。 橫 山康玄 残す。 

〔撗山 家譜〕 

橫山大 膳 康£0 越 中 守 山 之庄に 出生 仕 候。 幼名 三郞、 後大膳 年改申 候。 慶長ー 一年 瑞龍院 樣ね御 

目 見 申 上、 同 九 年 被 召 出、 御 知行 千 石 被 下 之、 御 近習 相 勤 申 候。 同 十九 年 父 長 知 御 國を返 申 

刻、 g: 山 州.^ 科に 屛居 仕、 大坂御 陣之砌 父子 同道 仕 * 康支は 江 州大津 に相留 り、 長 知 は 越 前 

, 口 越、 微妙 院樣ね 御 目 見 仕、 金 澤ゎ罷 越 御 留守 相 守り、 康玄は 直に 御供 仕 候處、 御^ 廻 二 

組 御 預被成 候。 元 和 元年 大坂冬 御陣之 刻、 岡 山 表に 而相戰 落 居 之砌、 大坂方 四 宮五右 衞門狸 

々緋の 羽織 を 着し、 銀の 山刀の 指 物 を 指、 槍 を 提げ 堀 を 前に 取り、 小高き 所に 登り、 士卒 十 

騎餘り 後に 控候 を、 康玄 遠方より 見 請 之、 鞭を揚 堀を驅 越、 槍 を 合 候處、 互に 犄角之 戦に 而、 

暫 勝負 無 之 候處、 終に 康玄打 勝 候而、 十 騎餘之 士卒 共に 首級 を 得、 則 微妙 院様ね 指 上 候 得 者、 

甚 御成 悅被 遊、 過分 之 御 恩賞 被 下 之、 御 家老 職 被 仰 付 候 ◦ 且亦諸 士軍賞 被 下 候に 依而、 康玄 


之 俱之中 岡 山 表に ぉゐ て；^ 功之 者ね 被 下 之 候 ( 

0 一  枚. 御 道 服 一 つ. 御 帷子 二つ。 

銀 一 枚. 御 帷子 二つ。 

同 斷 

御單 一 つ. 御 帷子 二つ。 

鐡砲之 者 六 人 


御 帷子 

同 斷 

同 斷 

同 斷 

同 斷 


0 


资藤兵 部 

長 谷川 吉右衞 門 

相 武左衞 門 

塚本^^右衞門 

森 田 源 丞 

山 本 又 助 

吉田久 右衞門 

水澤 德兵衞 

荒 尾 松 右衞門 

長 崎 新 右衞門 


•J:^ 永 七 年金 澤之 御城 御燒 失に 付、 將軍 家ね 御 達 被 成 御 造 營有之 候。 其 苒び大 坂 之 戰功を 御 

穿懇被 遊、 有功の 侍に 御 恩賞 を 被 下 候 0 是を武 州に 異說仕 候。 微妙 院樣. 陽 廣院樣 御 出府 之 

上 被仰披 在之樣 に申來 候に 付、 御 父子 樣 江戸 表， は 御 出府の 節、 康 i 御供 被 仰 付、 御着の 後數 
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日 有 之、 御 留守居 を將軍 家ね 被 召 候に 付、 康玄罷 出 候樣に 微妙 院樣 御意に 依而、 殿中ね 罷出 

候處 Hi 々御尋 之 趣、 土 井 大炊助 殿 被 申 聞 候に 付、 巨細に 申 分け 仕、 御 別儀 無 御座 候。 其 後 御 

父子 «御発 城 首尾 能 相濟申 候。 瑞 龍院樣 より 初 知 千 石 被 下 置、 微妙 院檨 より 兩度御 加 增知拜 

颁被仰 付、 都合 九 千 石 內ニ千 石孚カ 知に 被 仰 付、 拜領之 仕 候。 瑞龍 院樣. 微妙 院 ss. 陽 廣院様 

御 三世に 奉仕、 享年 五十六 歳に 而、 正 保 二 年 九月 父に 先達 而 死 仕 候。 

〔金澤 市中 古文書〕 

一 、 大膳殿 知行 高 九 千 石 也。 部屋 住 之 內被召 出、 但 微妙 院樣 御代に 成 候 而也。 

一 、 岡 山 口 働 之 後 四千 石 御 加增、 都合 九 千 石 也。 五十六 年 死去 之 由。 

一 、 大膳殿 は 高山 南 坊^に て 候處、 南 坊南蠻 へ 御 送 之 時、 大 膳殿奧 離別 也 0 其 後 今 枝 民 部 殿 

息女 嫁娶 也。 

一 、 左衞門 殿， Si 山城 守 遺跡 相 續被仰 付 刻、 父子 之 知行 引合 三 萬 九 千 石 之內、 二 萬 四千 石左衞 

門. は 被 下、 六 千 石 右近 殿、 四千 石 主 膳 殿、 二 千 石 隼 人 殿ね 被 仰 付 候。 然共 三千 石 之 分、 如何 

之 儀に 候 哉 不被下 候に 付、 橫山 伊織 江 11^ ね罷 越、 今 枝 民 部 殿 迄 申入、 樣々 之 5^ 共有 之。 其以 

後 三千 石 被 下、 左 衞門殿 知行 高 二 萬 七 千 石に 成 候 由。 

一 、 左衞 門 殿 奥方 は、 備 前日 i!^ 伊 右衞門 息女 也。 


1 、 左 衞門殿 舍弟有 之、 十四 五 之 時 死去 之 由、 名 は 生計 VJ 申 候 旨に 候。 

一 、 女子 之 兄弟 は、 橫山武 右 衞門母 計 也。 

一 、 左 衞門殿 死去、 大膳 殿， は 相 續被仰 付 候 時、 二 萬 七 千 石 之 內ニ萬 五 千 五 t: 石 被 下、 千 五 S 

石 權八郞 殿ね 分 知 被 仰 付 候。 權八郞 殿 は 左 衞門殿 存生 之 內に被 召 出、 千 石 被 下 候。 其 上 ，£i 御 

配分 知 千 五^石、 都合 二 千 五百石 被 下 置 候 ◦ 大膳殿 知行 高 右 之 通に 候處、 後なら し 知に 被 仰 

付、 出 高 を 以三萬 石 之 高に 御 直し 被 下 候。 

一 、 權八郞 殿へ 大膳殿 知行 被 下 候 時分、 三 萬 石 無 相違 被 下、 其 上 自分 之 知行 二 千 五 W 石 も 其 

ま 被 下、 三 萬 二 千 五 石 之 高 也 0 

一 、 故 左 衞門殿 は 五十 五 之 時 死去 也。 

〔甲 申 雑書〕 

一 、 於大 坂、 岡 山 口の 働の 者に は 五百石、 黑 門口の 手柄に は 二 fH 石 宛 加 增を被 下け る。 各騎 

馬 も 迚て從 者 共し、 匹夫なら ぬ 面々 なれ ざ も、 自分く 手柄 耳に て、 匹夫の 働 どの W にて 右 

の 通なる 內に、 橫山大 膳康玄 は家來 ビ も 引 廻し、 七 八 人 も 手に 合せけ る 故、 相應 G 働， て、 

是 には拔 群の 加增 五千石 を 被 下。 

〔桑 華 字 苑〕 
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一 、 宽 永の 比 橫山大 膳. 奧村河 內. 今 枝 K 部. 西 尾维人 \ 四 人、 土 井大炊 殿ね 茶 iJS に 行。 大炊 

殿御 城に 御 隙 入御 歸 しれす、 佐 久間將 監を亭 生に 御 頼、 くわいせ き 出る 0 去 共 能 時分に 大炊 

殿御 * 御 隙 明 御歸御 あいさつ、 公用 わたくしなら ざるに 依て、 將監に 亭主 賴申處 に、 能 時分 

に 隙 を 仕 明 罷歸申 候、 手前 をば 我等 可 仕，. J 被 仰、 くわいせ き 過て 茶ぐ わし 出、 大膳座 上なる 

が、 茶ぐ わし を 取て 腰懸， Si 出る 0 殘る 三人 も大 膳に 付て 出る。 » 茶の 過て 歸る 0 後 大炊殿 

將監 殿ね、 大膳： びた る 事 を 仕たり、 何ビ 仕た る 事 ぞ，^ 御尋。 將監の 曰、 我等 もい ぶかし く 

奉¥、  くふう ±1 見 申 候。 大膳は 高山 南 坊に茶 湯 を 極た る，.， -承及 申 候、 いはれ のな き 3?- は 仕 間 

敷 候。 我等 存寄申 候 は、 貴公 は 御 隙な し、 唯今に も 御用 被 仰 出 候へば、 萬 事 を捨御 登城 可 被 

成 VJ 御意に 付て、 御手 前 をい そぎ 申 か， >0 奉存 申 上られければ、 大炊 殿、 » も尤 なり 大膳 

も 上手 其方 も 能 氣を被 付たり VJ 御 ほうびの 由。 

一 、 或 時 二 代 目の 今 枝 E 部少 ね、 御 小姓 衆 誰彼 四 五 入 茶の湯に 行、 大石 齋宮座 上な り。 茶ぐ 

わし 出る，、」、 齋宮、 右の 橫山大 膳大饮 殿に ての 事 を 思 ひ 出して や 在 けん、 茶ぐ わし を 取て 腰懸 

.si 出る 0 其 日 雨 ふるに K て もみ ぢ がら かさ 在。 片手に ちゃぐ わし を 持てから かさ ひらきえ 10 

VJ かくして やうく からかさ を ひらき、 片手に 持、 片手に はちゃぐ わし を 持て 出 たれば、 內 

ろじの さる 戶 こ， かけがね おりて 在、 すべき やうな きに 依て、 足に てかけが ね をはづ したり 


ビ、 作意な き 人の する 事 は 如此。 道 を 行 も 中， >」 云 寧に なりて は如此 なるべき か VJ なり 0 

〔™ 窓 夜話〕 

一 、 橫山大 膳. 條原織 部 江 戶に被 相 詰 年、 江 lil 火事の 事 有。 大膳は 御上 屋鋪、 織 部 は 御 下 尾 敷 

に 居る。 常々 申談 じけ る は、 何事に よらす 急 成 事 あらば、 互に 知らすべし、、」 申 談る。 然 所に 

御上：^ • 敷の 近所 出火 也 ◦ 陽 廣公は 御 勤に 御 出 被 遊、 途中ょり御上：：^^敷ね御^？^^也。 大膳織 部 方 

,2: 案內 せられす、 織 部 聞付而 馬に 乘 てかけ 來る、 途中に て 御 目 見 仕、 則 御先 乘被仰 付、 御上 

a 敷に 來 る。 大膳は 御上 屋敷に 而御 右筆 を 呼 寄、 大 あぐち を かきたば こ をのみ、 小 松， の 注 

進狀を 調へ させら る、 0 織 部 直に 大膳 前ね 出 申け る は、 兼而 互に 申談 たる 儀 を 違 へられ、 か 

様の 大切なる 事 を 不被仰 聞、 漸 われら 承 付て はせ 參 じたり、 如何の 御 所存に 候 哉 承 W 候 はん 

ビ、 大 膳の 侧 へね ぢ、 甚 いかれる 姊 也。 大膳織 部 を はた VJ にらんで、 推 參也ど 被 申。 織部彌 

いかりて 脇 刺を拔 かん VJ する。 大膳少 もさ はがす、 大 あぐち にて たばこ をのみ 居る。 人々 寄 

り 織 部 を 引 立る 0 大膳 顔色 少しも 違 はす、 注進 狀を 好み 居られた る »、 半生の ご ，こし。 織 部 

を 虫 VJ もお も はぬ 鉢 也。 器量 誠に 違た る 事 也， >0、 見た る もの 感じけ る VJ 也。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 江戶 にて 篠原織 部 詩て 居候 所，^、 橫山大 膳 御 使より 被歸、 暑氣の 時分い かう 暑き，. J て、 
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左右の 袖口より 扇の 風 を あ ふぎ 入らる、 砵、 在 合 人々 の挨俊 も、 暑氣 にて 御難 儀 可 被 成 V」 崇 

衆 木の 儘 敬の 牀。 核 *jS 胸に 當 りたる か、 其 儘 膝 を 立直し、 大 膳に 向て、 其方 大 坂の， >0 き 敵の 實衆， s: 付 

たる 働， >u て、 御 加 增被下 候 を 鼻に 掛、 慮外なる 仕方 ごわめ く、 理. 不赛成 * 也。 大膳も 脇差に 

手を掛 て、 手前に 向って 慮外 成，. J 申さる。 誰彼 取 付 ひしめ く 中、 利 常 公より 御意に は、 織 部 

無分別 法外の 仕方 也、 大膳 堪忍 可 被 致，.」 有て、， 織 部， 5i の 被 仰 出、 其方 大坂 にての 働 は、 御上 

にも 御 家 巾に も、 皆 人の 知た る 事 也、 當時橫 山 大膳を 何者 ど存候 や、 御 家老 被 仰 付 置 候へば、 

御 家に て 御上に 次での 大膳 也、 夫に 向て 只今の 仕方 は 法外 至極 也、 向後 能く 此 道理 を 合点 可 

仕 VJ 被 仰 出 候へば、 織 部 即座 奉畏、 迷惑 仕 候 折込 申 候 由 也 0 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

1 、 或 人の 咄に、 志賀與 左衞門 太鼓の 上手 也、 加州の 故 大膳は 太鼓の 弟子 也 0 江 は 被參候 

時分、 與左衞 門 死で 二 代 目 與左衞 門 也 0 大 膳連參 候へ ど 被申參 候。 對 面お 之 太鼓 所望、 小 ま^ 

を 打たり。 大膳被 申 候 は 打 損じ 也 VJO 與左衞 門 も 小 左 衞門も 違 無 之、 如何 VJ 不 合点 顔色 也 〇 

與左衞 門 申 は、 親 敎の通 違 も 無 之 候 故 打損不 申，. 大膳被 申 候 は、 其方な ざ 打 损ひ申 事 は、 

人の 耳に 立 様 成 事に て は 無 之 候 VJ 被 申 候 0 左檨に 候へ ば 位 違 に 候 哉 、 何方 違 候 哉 承 度 VJ 申す 0 

大链被 申 R は、 ；！ み 大き 成 由 也。 與左衞 門 申 は、 是も 親の 敎申 候に a 不申 由、 少しせ きたる 


脉 にて. s. 候 o 大膳被 申 候 は、 定めて 其方 は 刻み ひきく 小さく 可 有 之、 夫 を 親 與左衞 門 了簡し 

て、 大 刻に 敎へ s、 能き 時分に 可 iavj 思 ふ內、 與左衞 門 死た るに ぞ可有 之 候。 身が 習 候 は 小 

别也。 其方 程の 上手が 位 を 違る 事に て はなし 被 申 候。 與左衞 門 未だ 情 を 張て、 罷 SI 候て 仲 

間 致 儀 候。 四 五日 立、 仲間の 者 申 候 は、 左 樣の事 有 問 敷物 にても なし、 定めて 親父の 心得 

有べ し、 思 出して 被 見 VJ 申に 付、 左 あらば VJ 又 小左衞 門を賴 みて、 同道して 大膳. に 見迥、 先 

a 御意 候 儀に 付、 親 物語の 筋少々 存當り 候 儀 も 御座 候 0 鬼 角 私の にて 御座 候 間、 御免 可 被 

遊 候。 夫に 付 御物 語 承 度 旨 申に 付、 大膳 尤，. J 被 申、 小鹽の 外に も 大事の 依 も 色々 咄在之 候 G 

S 師弟 相續に 付て 心得 可 有 之 事 也。 面白き 咄也。 

〔乙夜 之窨 物〕 

一 、 或 時 利 常 公より 橫山 山城に 御 尋被爲 成、 其方 子供 大膳並 式部、 生得 何 核の 心得の 者共ぞ 

可 申 上 VJO 山城 御請、 大膳 はいか やうに 被 召 仕 候 共、 御 うらみな V、J 申 上る 生得に て 無 御座 候 0 

式部 依 は 被 召 仕樣に て、 大 膳より まし 申 儀 も 可 在 御座 候。 又 被 召 仕樣に て、 御 うらみ を も 可 

申 上：： m 性 に て 御座 候 VJ 被 申 上 0 

〔金， 澤古 志〕 

享保紀 聞に、 橫山 山城 守 長 知 子息 大膳 康玄 は、 常に 大酒 家に 付、 心 易く 出入け る 者 山城 守に 

加 H 藩 史料 I. ル三編 正 保 二 年  一七 九 


1 八 〇 

申け る は、 何， こて 異見 不被成 候 哉、 かやう に 大酒に て は、 御 短命に 可 有 御座 VJ 云。 山城 守 返 

答に、 我等 は 異見 仕ざる 覺悟 なり 0 子細 は大 膳義、 せがれながら 愚鈍に も 無 之 生 付に 候へば、 

是 程の 事 心 付ぬ 华： もな く 候へ ざ も、 相 止 不申は 病 氣ど申 者な り 0 我等 異見 仕た る 上に て、 大 

酒不相 止相果 候て は、 大 膳に 疵を付 べし 被 申け る VJ 也。 然に 果して 短命に て 候 ひき。 伍 五 

十六 歳に て 病死、 左 あれば 短命に は 非す VJ いへ り 0 按に大 膳康玄 は、 正 保 二 年 九月 十八 日 父 

長 知に 先立 歿せり、 故 短命 VJ いへ るな らん。 其 子 左 衞門忠 次 も 五十 五歲 にて 歿す。 

〔金 澤古蹑 志〕 

橫山康 玄舊第 

三 #\ 記に 云、 元 和 六 年 十二月 二十四日の 夜 城 中 奥方よ， - 出火、 本丸 表 奥方の 屋形燒 失、 利 光 

卿 北の 丸 山 崎 美 濃 屋敷へ 被爲 入、 翌日 橫山大 膳 屋形を 明けて 持 へられ、 利 光 卿 並 若君 達 御 入 

被 成、 大膳は 下屋敷へ 引越け り 云々。 御作 事 奉行 辻 助左衞 門. 松 江次郞 兵衞舉 りて、 S 中に 

作 事 取合せ、 正月 下旬に はや 立 家に 成、 三月 中に ふすま 障子の 繪樣 まで 出來 し、 卯月 上旬に 

御 移 徙相濟 けり 云々。 按に右 第に 翌年 四月まで 利 光 卿 居 給 ひたりし VJ 聞 ゆ。 三 州 志 as 餘考 

にも、 元 和 六 年 庚申 十二月 二十四日 夜 金城 火炎、 公 北の 丸 山 崎 美 濃 家に 炎 を 避け、 明日 橫山 

大膦 襄玄の 家に 移り 給 ふ VJ あり。 來因槪 覽附錄 に は、 其 頃 橫山長 知 新 丸に 第 あり、 元 和の 火 


^に微妙公北の九出崎^^^濃第轉座、 其 明日 公曁び 二三の 公子、 此大膳 第へ 移らせ 給 ひ、 大膀 

は 下 第へ 返く。 翌年 諸士 年； 如の 俄 f 鼢は、 新 丸の 大膳 家に て 受け 給 ふ，.」 云 ふ VJ 載たり -0 今按に 

鍵 鬚 餘考に 大膳厳 支 ど 記し、 來因槪 寛に は 大膳長 知 VJ する は. i& 、り 也。 長 知 は 元 和- 兀 年に 叙 ® 

して 出城 守を拜 任す。 元 和 元 二 年の 士 帳に、 三 萬石橫 山山 城 守、 五千石 は 橫山大 膳 ど あり 0 

大脗 康玄は 山城 守- 45 知 3 長男な り。 慶長十 年利 長 卿 被 召 出、 釆地千 石 賜 之 U 大坂城 ^：; に fs- 功 

を顯せ るに より、 四千 石 宛 兩度加 恩 ありて 九 千 石拜領 し、 正 保 二 年 九月 十八 = 父に 先 だち 歿 

す、 享年 五十六 0 同年 士 一月 長 知 致仕し、 康 i の 長男 忠次 承祖 して、 長 知の 家祿を 相 給せ り。 

三 州 志 來因槪 覽附錄 に 云、 橫山第 新 丸に 在し 故、 後 迄 も 新 丸 家 VJ 人々 橫山氏 を 呼びし，、」 也 0 

横. E 氏 後 今の 學校境 內に第 地 を 賜り、 元 祿九年 今の 第 へ 轉 居す 0 

九月 一 一十 日。 能 登に 於け る 土方 領の物 成 を その 家臣より 加賀 藩の 老ほに 

報ず" 

〔加 越 能 御 鑰圖覺 書〕 

正 保 1 一年 能 州 土方 河內守 知行 所 高 物 成 之 帳 

能 州 鹿 £5 郡之內 0 

大泊 W 高 計 百 四十 石 五斗 一 升 四 合、 西柴山 東海 旱損 所。 
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東 ： ぼ 村。 九十 八 石 五斗 九 升 七 合、 西柴 巾、 柬海旱 招 所。 

花園 村。 十 一 石 一 一斗 九 升 一 一 合、 柴山は ゑ 山少々 有 0 

山 崎 村。 二百 十二 石 二 斗 三 升 七 合、 は ゑ 山 柴山。 

熊 W 村。 百 八十 一 石 三 斗 八 升 一 一 合、 は ゑ.^ 柴山 水冷 所。 

佐々 波： so  ニー 6 二十 五 石 四 斗 六 升 七 合、 西柴 山、 東海 旱掼所 0 

庵 村。 四 ほ 八十 六 石 二 升、 西柴 山、 奧はゑ 山、 東海 旱損 所。 

江 之 泊 村。 二 ほ 四十 七 石 五斗 九 升 二 合、 西柴 山、 柬海旱 損 所。 

大野 木 村 Q 一  一 百 六十 一 石 三 升 一 一 合、 西 iE+ 山、 東海 旱損 所。 

八幡 村。 九 _c 十九 石、 柴山 少旱損 所。 

川 田 村。 八十 九 石 四 斗 一 升 四 合、 柴山旱 損 所。 

祖 m 村。 十 一 石 一 斗 一 一升 五合、 西柴 山、 東海 旱损 所。 

石 崎 村。 七 石 七 斗 一 升 1 1 合、 西柴 山少、 東海 旱損 所。 

瀨嵐 村。 百 六十 一 石 三 斗 七 升 一 一 合、 西柴 山、 東 內海鹽 入所 0 

谷 內 村。 三^ 二十 石 二 升、 柴山は ゑ 山旱損 所。 

別 所 村。 百 七十 八 石 三 升 九 合、 は ゑ山柴 山水 損 所 G 
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深 浦 村。 三十 九 石 二 斗、 南柴 山、 北 內海旱 损所。 

外 村。 一 一 fa 石 八 斗 一 升 一 一 合、 西 は 5- 山、 東內； 入所。 

田 wo 三十 二 石 二 斗 五 升 八 合、 西 は ゑ 山、 東 內海。 

橫兒 村。 三十 七 石 六 斗 闲 升、 西 は ゑ 山、 東海。 

以上 二十 ケ村 

能 州 羽咋郡 之內。 

白 石 村。 三百 三十 五 石、 柴山は 5- 山少有 之、 水 損 所 0 

福 水 村。 二百 九 石、 柴山は ゑ 山少有 之、 水 损所。 

祌，^ ffi 村。 三 W 六十 二 石 八 斗 九 升 六合、 柴山旱 損 所。 

原 村。 五十 三 石 三 斗 九 升 一 一 合、 柴山 水冷 所。 

四 町村。 五 fH 九十 一 石 一 斗 九 升 八 合 七 勺、 入相 柴山旱 損 所 0 

太 田 村 ◦ 四 は 三十 六 石 三 斗 九 升 九 合、 入相 柴山旱 損 所。 

千 路 村。 七十 六 石 八 斗、 柴山。 

敷 波 村。 三 W 四十 石 五斗 二 升、 柴山旱 損 所。 

針山 WO 三十 四 石、 柴山 旱损所 0 
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上 棚 村。 三 六十 八 石 三 斗 三 升 五合、 はえ 柴 山水 拟所。 

二 所宮村 ◦ 西 五十八 石 六 斗 四 升、 柴山旱 指 所。 

阿 Si 見衬。 六 百 七十 二 石 五斗 二 升 五合、 は ゑ 山柴山 旱损所 0 

野 村。 六十 石 八 斗、 東 草 山、 西 海旱报 所。 

安部屋 村。 五十二 石 九 升 六合、 東 草 山 松林 少、 西 海 旱損所 

松 木 村。 W 十九 石 六 斗、 柴山。 

豐 後名 村。 八十 二 石 五斗、 柴山。 

佛术 村。 三百 石、 は戶 "山 草 山旱損 所。 

以上 十七 ケ村 

同 鳳 至 郡之內 Q 

鹿 島 村 0 五十 九 石 四 斗 四 升 六合、 西 は ゑ 山、 柬內 海。 

鵜 S 村。 百 九十 八 石 五斗 四 合、 柴 山少、 北東 內海。 

大 町村。 五 百 三十 八 石 六 斗 五 升 五合、 柴山、 東內 海。 

川 島 村。 四百 四 石 二 斗 五 升 五合 五 勺、 柴山は ゑ 山、 東內海 

天神 谷 wo 七十 五 石 三 斗 五 升 四 合、 はま 山。 


上 il: 川 wo ぼ 九十 五 石 七 斗 四 升 五合、 水冷 所 0 

下 川 村。 三 1 十八 石 1 一斗 一 升 五合、 は ゑ 山水 冷 所。 

七 海 W  t: 八十 三 石 七 斗 二 升 五合、 は.. ^山。 

0 村。 六十 四 石 一 斗 九 升 六合、 柴山 0 

藤卷 村。 八十 四 石 八 斗 八 升 七 合 五 勺、 は ゑ 山水 冷 所。 

中の 谷 wo 六十 二 石、 は ゑ 山 0 

岩 車 衬。 三 w 一  石 五斗、 柴山、 南 内海 鹽 入所。 

鹿 波 村。 四 五十 三 石 八 斗 三 升 三 合 五 勺、 柴山、 南內海 S 入所。 

竹 村。 六十 石 五 升、 柴山、 東海 釀入 M 弋抬 所。 

院內村 0 一 一 百 九十 八 石 一 斗 五 升 八 合 五 勺、 は ゑ 山 旱^ 所。 

黑 川 村。 kn 三十 九 石 五斗、 は ゑ 山水 冷 所 ◦ 

川 內村。 七十 六 石 二 斗 六 升 六合、 は ゑ 山水 冷 所。 

伏 til '村。 t: 1 石 三 斗 八 合、 柴山旱 損 所 0 

大野 村。 四 H 三十 六 石 五斗 九 升 六合、 柴山旱 損 所 0 

時國 村。 二百 十六 石 二 斗 三 升、 は ゑ 山旱損 所。  、 
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黑 島 六十 六 石 一 斗 九 升 四 合、 草 山、 西 海。 

以上 二十 ニケ村 

能 州 鈴 郡 之內。 

眞脇村 二  W 三十 五 石 一斗 四 升 三 勺、 草 山、 南海 旱损所 0 

以上 ーケ村 

合 六十 ケ村 

鹿 島 郡 之 分。 

高 \ 四千 三 ki: 六十 六 石 七 斗 二 升 五合 

羽 咋郡之 分。 

高グ 四千 三百 九十 三 石 七 斗 一 合 三 勺 

鳳氣至 郡 之 分。 

高 \ 四千 五 K« 七十 七 石 九 斗 二 升 三 合 

鈴邵之 分。 

高 ダニ 百 三十 五 石 一 斗 四 升 三 勺 

高 都合 一 萬 三千 五； A 七十 三 石 四 斗 九 升 


村數 二十 ケ村 


村數 十七 ケ村 


村數 二十 ニケ村 


和 


ケ 村 


此內ー 萬 石  御 印 高 

千 五 百 六十 五 石 七 斗 七 升 三 合 越 中より 能 州， nt: 地 之 時、 物 成 詰の こみに、 古 肥 前 守 殿 

より 請 取 申 分 0 

二 千 七 石 七 斗 一 升 七 合、 右 同時 荒に 御 付 渡し 被 成 候 分。 今程 毛 付に 巾 付 候。 

物 成 « 合 五 千 七 百 三十 三 石 九 斗 一 升 五合 

右 之 田 方 都合 六：.：： 四十 一 町 七 R 四 畝 十一 一歩 

同 CIm 方 都合 二  六十 三 町 一反 三 畝 十一 步 

土方 河 內守內 

正 保 二 年 西 九月 廿： n  吉田武 兵 衞重治 判 

本 多 安房 守 殿 

橫山 山城 守 殿 

十月 三日。 德川家 光、 前 田 利 常に 鶴 を 贈る。 

〔徳川 K 紀〕 

十二月 三日 小 松 黄 門 並 松-牛 越後 守 光長. 松 平 長 門守秀 就. 松 新太郞 光政へ 使番 もて 鶴 を 給 

ふ 0 
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十月 十四日。 加賀 河北 郡 若松 村に 於いて 罪人 を 火刑に 處 す。 

〔泥 見 摘寫〕 

正 保 年中、 河北郡^^松村ぉ姓下女主人の妻を毒飼ぃたし殺候義相知、 其 所に 而火 あぶりに 被 

朱書に 云、 村 井 兵 部 家來齊 藤右衞 門下 女、 生 人の 女に 毒 飼 仕 及斷、 跳 明 之 上い たづら 者に ij^ 

り、 河北 郡 松 村 之 者に 付、 正 保 二 年 十月 十四日 於 若松 村 火 あぶりに 被 印 付。 

十 一 月 卜 日。 德川家 光 使 を 遣 はして 前 田 利 常の 病 を 問 はしむ。 

〔德川 實紀〕 

-寸 1 月 十日 4 松 中 納言利 卿小瘡 なやむ よし 聞え ければ、 御 侧中根 登.^ 守 正 盛 御 ffi して、 ， 

子 遣 はさる 0 

是歳。 長 連 賴の釆 邑能登 鹿 島 半 郡の 十 村 組を定 む。 

〔能 州 郡方舊 記〕 

正 保 二 年 鹿 嶋河西 半 郡 十 村 役 

十 W 高 村 太 郞左衞 門 組 0 


高 .M 村 肝 煎 

ク 江お 肝" i3 

尾 崎 村 肝 煎 

東！ ij^ 場衬 V4I な； 

最勝 吋 刀 J 月 

井田 村 肝 煎 


大 

窪 


和 


次 郞 


左 衞 


藤 兵 

室 


P 

屋 


二 宫村肝 煎 

メ 十七 ケ村 

十 村 能 登 郡 下 村 上野 組。 

鹿 島 路村肝 煎 堂ケ崎 

金 丸 村 肝 煎 宫  內 

能 登 部 上 村 肝 煎 市  樂 

西 mr 場 村 肝 煎 六 郞 丸 

ズ八ケ 村 
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小金 森 村 肝 煎 豊 

"^田. tt" お ルず  善 

水 白 村 肝 煎 大 

淺 井村 肝 煎 右 

芹 川 村 肝 煎 兵 

德前村 肝 煎 太 


左衞門 

右衞門 

兵 衞 

兵 衞 

衞 門 

郞 兵 衞 


月 


曾禰村 

能 登 部下 村 肝 煎 

後山 村 肝 煎 

，ま rr 寸 f  5 


與 

永- 

兵 一 

平 


兵 衞 

內 


八 九 


十村^^木紂源五組。 

末 坂 村 肝 煎 

ォ 4^  F  ？月 

瀨 戸村 肝 煎 


黑氏村 


兵 

次 

01\ 


\ 八ケ村 

十 村 高 田 村 次 郞兵衞 組。 

三階 村 肝 煎 池 

満仁村 肝 煎 渡 

伊久留 村 肝 煎 與 

吉田村 肝 煎 源 

杉 森 村 肝 煎 又 

田 鶴濱村 肝 煎 岡 

三 引 村 肝 煎 吉 

深 見 村 肝 煎 吉 


左衞門 


兵 

右 衞 


島 

HI 

1: ジ 

次 
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羽 坂 村 肝 煎 

大概お や, 

花見 月 村 肝 煎 

1 靑村肝 煎 


太 郞左衞 門 

和  泉 

金  吉 

兵太郞 


町 屋村肝 煎 兵 

温 井村 肝 煎 左 

七 原 村 肝 煎 中 

t  ネ月舁  / 

高 田衬肝 煎 三 

川尻 村 肝 煎 右 

白 濱村肝 煎 宗 


近 

屋 

五 6 

i 訂  HJ 

四 


花木 右衞 門 

木の ま、 


ダ十 五ケ ネ 

«,、  一  fin, ネ n!  JH« 

かネ B  ..HK 

T>^!i  fs/ ネ 刀 IH: 


五 郞兵衞 

甚左衞 門 

田  畑 

右近次郎 


豐田 村 肝 煎 

ヒ ：=- ォ F お" 

JJ  J ネ刀、 .Hu 


六 郞 兵 衞 


ん 


花 本右衞 i: 


グ七ケ 村 

合 五 卜 五ケ 村 

能 登 郡 水 n 村 肝 煎 大老 義、 寬文七 年 同 郡 十 村 笠師村 太左衞 門 跡 組へ 引越 十 村 役 被 仰 付、 大老 

病死 後 枠 勘 七十 村 役 被 仰 付 相 勤 候 所、 御田 地方に 付 不屆有 之、 元祿十 一 年 八月 於 所 方に 御 刑 

法被 仰 付 候。 右 大老 義 三輪 氏、 親 者 養老， ナ 云。 大老 二 男 も 養老. +云、 水 白 村に 殘り肝 煎 役 相 

勸。 同氏 酒 井村 萬 兵衞、 寬文七 年 十村久 江村 道 閑 代り、 跡 組 十 村 役 被 仰 付、 三年 相 勤 候 得 共、 

病身に 付 返 役 相 願、 同 十 年役義 御免 除に 付、 同 十 一 年 离兵衞 跡 組、 芹 川 W 肝 煎 兵 衞十村 役 被 

仰 付、 代々 相勸申 候。 笠 師村勘 七 跡 組、 元祿 十二 年 四月 四日 小 牧村肝 煎 宇八郞 へ、 勘 七 持 高 

居 敷 共拜領 に而、 十 衬役被 仰 付 候 0 宇 八 郞義も 三輪 氏に 而候 *o 右 宇 八 郞元祿 十三 年 十月 

十五 日 迄、 小 牧村宇 八 郞孚書 上 候 所、 御 改作 所 等、 笠師村 宇八郞 r チ書上 可 申 旨 被 仰 渡 候。 
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是歳。 前 田 利 常 越 中 射 水 郡 一 宫を 再建す。 

〔寺社 來歴〕 一 宮慶高 寺 由來書 

當社 開闢 者、 養老 一 一年 行 基 菩薩 之 草創、 元 正 天皇 之 勅願 所に 而 御座 候 旨 申 傅 候。 本社 者 文珠、 

脇 座 者 不動. 藥師 に而、 南北 兩谷 四十 九坊在 之候處 に、 先年 亂世 之砌 より、 一社 一 寺に 罷成 

候。 講堂 勅使 之舘 礎石 于今 御座 候 0 先規 より 廻國 六十 六部 之經、 當 社に 納來り 申 候 御 

一 、 正 保 ニ年從 微妙 院樣、 本社 *拜 殿. 三 社 之 御輿 御 建立 被 爲成候 御 事。 

1 、 犬 千代 樣爲御 祈禱、 從 微妙 院樣、 慶安 三年に 寺社 領十石 御 附被爲 成、 則 御 一 行于今 所持 

仕 候 0 寺 居 屋敷 者、 地 子 屋敷に 而 御座 候。 毎年 正 五 九月 御祈禱 相勸、 御礼 指 上申 候。 代々 御 

目 見 仕 候 御 事。 

一 、 先年 之緣起 致燒失 候に 付、 先師 代に 新に 考書 仕置 申 候 御 事。 

一 、 養老 二 年より 當年迄 九 百 六十 八 年に 罷成候 御 事 ◦ 

右 之 外由來 並に 緣起 記錄御 寄進 狀等無 御座 候。 以上。 

越 中 一 宮 眞言 宗 

iaf 享ニ年 七月 廿 七日  慶高寺 祐 玄 


正 保 三年 

正月 廿 一 ：：：。 橫山 山城 守 良知 卒す。 

〔ss 山 家譜〕 

橫山 山城 守 長 知 

濃 州 多 藝郡直 江 之庄に 出生 仕 候。 幼名 三郞、 後大 膳、 又暫 武藏、 其 後 叙爵 被 仰 付、 山城 守に ナ 

申 候。 七 歲に而 丹 州被罷 越、 永 谷 山圓通 寺に 登り、 大衆 之內綱 天に 懇接學 字 讀書仕 候。 天 正 

十 年 於 越 前 府中 瑞龍 院樣， ^被 召 出、 御 近 邊相勸 申 候 ◦ 同 十 一 年 柳 ケ瀨之 刻、 * 方 敗 に 依而、 

衆 VJ 共に 後 殿 仕 返 申 節、 敵 大勢 馳來り 頻に打 候に 付、 槍 を 揮 ひ 其 驍骑を 突 落 候處、 瑞龍院 £^ 

親の あたり 御 覽御感 被 遊 候 0 秀吉 公高 德院樣 御領 內越前 府中 を 被 除、 加州 石 川 河北 二 郡御拜 

領に 依而、 瑞龍院 樣松任 之 御城ね 御 移 被 遊 候 節 御供 仕、 松 任に 居住 仕 候。 此時初 知 二 ぼ 石 被 

下 之。 同 十 一 年 佐々 成 政大軍 を以、 末 森 之城責 申に 付、 御 父子 樣 急に 御 出- ii? 之 湖、 於 Si 幡未 

明 之 頃 高 德院様 被發、 瑞龍院 樣被後 候處、 御 旗 を 御 陣頭 之沙 上に 竪、 火 を^ 下に 揚中 候。 其 

時 瑞龍院 ffi 前 鋒に 御座 在孚、 各馳 往而忽 東西に 御 陣張申 候 0 於 其 末 森 血戰數 剥、 成 政 之 兵 倍 

發候 付、 長 知 先鋒に 罷在、 稻垣與 右 衞門. 上 坂 又 兵衞等 前軍 之士 サ松を 臥 相 待. &所、 瑞他院 
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機 亦 兵 を 城 中より 被 出合、 打而被 K 之 候。 長 知 略 幾許 也 孚御感 悅被遊 候 0 敵 敗北 之 比、 瑞 

龍院樣 二の丸に 御着 被 遊、 御 使 を 以每度 被 召 候に 付、 隨命御 侧に罷 在 候 故、 首級 を 得 不申候 0 

天 正 十三 年 御 父子 樣苒び 越 中に 兵 を 被 出、 佐々 成 政 i4> 御 合戰、 鳥 越 之 城 を押而 御座 被 成 候 時、 

先驅之 侍礪波 表に 亂入、 E 屋を燒 働、 鯨波 を 擧而、 成 政 之 勢 木 船. 鳥 越 之 二 城より 蜂起、 惣軍 

懸 合せ 勇戰數 度、 互に 入 交り 勝負 を爭 候處、 高 德院樣 如何 被 成 御座 候哉罷 越し 奉 窺候樣 に、 

瑞龍院 樣之蒙 命 馳參候 道に 而、 越 中 勢 之 返 散に 出合、 印牧 次 郞兵衞 孚槍を 合、 長 知 脇 下に 疵 

を 蒙り 候 得 共、 件 之 御 使 相 勤 申 候。 秀吉 公成 政 之 領分 越 中 川 西 三 郡 を 瑞龍 院樣御 拜領に 付、 

同 國守山 之 域に 御 移 被 遊 候 節、 松 任より 守 山へ 罷越相 勤 申 候。 天 正 十五 年 豊前國 岩石 之 城 M 

之 時、 瑞« 院樣 搦手へ 御 向 被 成 候 節、 長知曁 陰山 三右衞 門. 太平 宗左衞 門孚、 三人 先鋒に 進 

み、 長 知 槍を以 突立 拉き候 之處、 敵將 終に 降 參仕候 0 此日數 級 之 首 を 得、 備高覽 候處、 瑞寵 

院 i 御成 悅被遊 候。 右 御 凱 陣於御 途中、 長 知 之 兄 長 秀を被 召 候 付、 長秀 急に 馳參 候處、 稀 村 

三 郞四郞 家 來石川 權右衞 門 与 申 者に 泥 を 蹴揚候 付、 右 權右衞 門 惡ロを 吐 申 を、 長秀 聞付不 申、 

長 知 其 雜言之 咎を譴 め 杖に 而撻之 申 候。 或 夜 三嶋某 今一 人 何某 二人〕 チ 共に 下宿 仕 候 節、 半途 

に而相 分れ、 頭之淸 水， Si 立 寄 手 洗 申 刻、 後より 不意に 刀 を 打懸候 付、 何者 成 芋 寄 向 候 處に續 

而 打懸、 相 共に 斬へ 口、 終に 彼 者 を 斬殺 候 得 共、 長 知 暈 倒 絕氣仕 候 付、 瑞龍院 様 被爲勞 之、 廣 


瀬 w 部 を 被 付 K 介抱 被 付。 部 は 其後畏 知に 致 給仕、 終に 家臣 芋 成. S: 候。 天 正 十五 年瑞 龍お 

« 御 陣之 後、 M 功之 爲御 褒美 御 家老 職 被 仰 付 候。 同 十八 年上 州 松 枝 城資之 時、 御 父子 様 並 

上 杉 家 与、 大兵 を 以城之 四方 を取圓 み、 數 日責戰 候處、 城 中火 矢 鐵砲を 飛 候 事 如 雨、 大兵 進 

み 兼 候 付、 高 德院樣 之 鐵砲頭 長 田 權右衞 門、 本丸に 向 ひ 竹 束 を 候。 瑞龍院 様に 茂 仕 寄 を 長 

知に 被 仰 付に 依而、 御先， は 進み、 權右衞 門より 七 間餘り 先に 竹 束 を 列候 故、 * 方 是に氣 を 得 

而谷 進み、 勢に 乘而 攻戰 候處、 駿河守 父子 降 參を乞 申 候 0 八 王 寺 御 陣之刻 一 番に城 を 乘越候 

處、 城 中より 槍 を 以長知 之 膝 を 突 候 得 共、 走懸而 登り 越、 悉く 斬殺 即時に 落 居 仕 候。 瑞龍院 

知 之 振舞 甚御感 悅被遊 候。 此時太 田 伹©、 長 知 之 非 先登 芋 爭候得 共、 證人 数多 依 在 之、 長 

知 先登 分明に 御座 候 0 慶長四 年瑞龍 院樣、 守 山 之 城より 金澤之 御城， Si 被爲 入候砌 御供 化、 ゆ 

妻子 金澤ゎ 引越 申 候 0 瑞龍院 様 御 異心 を 企 給 之 旨 讒訴 之 者 有 之 候 付、 權現樣 被 聞 召、 小 松 之 

城主 丹 羽 五郎左衛門 殿に 討伐 之 將を被 仰 付、 金 澤ね發 向 之 由、 細 川 越 中 守 殿より 申 * に 依而、 

K 州ね 越 申 披き仕 候 樣に長 知に 被 命 候 付、 權現樣 に 奉謁、 品々 御 尋有之 候處、 逐 一 申披き 

仕 « に 依而、 御 別意 無 之、 爲浮說 事 御領 掌 在 之、 和議 御調 被 成 候。 同年 於 余： 澤八 坂、 禪宇 一 

寺 を 建立 仕、 先祖 之 烦所年 仕 候 ◦ 往昔 勸學之 師綱天 を 相 招 候處、 乃 來應仕 候。 併 綱 天 は mi 衣 

無 出世に 而、 住職 難 仕 旨 辭退申 聞 候 付、 丹 州 圓通寺 之 僧融山 長老 相 招^ 基孚仕 候。 後に 隱居 
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仕、 長 知 居 地 之內に 庵室 を 結び、 融山院 芋號申 候。 後世に 至り 石 川 郡 泉 野 寺 町， 罷越申 候 0 

家 之紋、 其 初 は 三 ッ柏葉 之 由 承傳申 候。 長 知 先に 越 前ね 移り 候砌、 同國大 大岫 山岫慶 寺に 

g: 罷在申 候。 惯網天 茂 又 愛に 來り 苒會仕 候。 長 知 寺 を罷出 候砌、 綱 天 一 句 を授年 仕、 又 FH 字 

を 畫候經 帷子 を附 仕 候。 是を戰 場に 肌着に 仕 候 付、 其 後家 之紋に 相改申 候。 慶長五 年 濃 州 

關 ケ 原御陣 之砌、 能 美 郡 小 松 之 城主 丹 羽 五 郞左衞 門 殿 兵 を 出し、 路程 を 塞ぎ 兵糧 を 掠 候に 依 

而、 奉行 富 田 越後 烈敷戰 申 所、 長 知 返し 合せ 取 挾み 而相 戰、 敵 を 靡し 申 候 0 夫より 大聖 寺 之 

城主 山 口 蕃守宗 永：. ナ 相戰、 一 番 に金ケ 九を乘 取、 本丸 を責破 候處、 山 口 父子 自殺 仕 候。 此 

時金ケ 丸に 建 並置 候 大身 之 槍 十七 本 を 分 取 仕、 其 場 之 所用に 仕 候 由、 今に 所持 仕 候。 右 落城 

に依而 台德院 様より 御 書翰 を 被 下 候。 (略) 

此外台 德院様 之 御 眞翰四 通 拜受仕 候。 慶長七 年 太 田伹馬 誅伐 被 仰 付 候 ◦ 長 知 但^ を 斬 付 候 得 

共、 伹 ^^を 執 而長知 を 刺 候處、 懐中 之 鏡に 當而聲 候之處 を、 續而 打殺 中 候。 瑞 龍院樣 御手 

检を被 提御覽 被 遊 候。 且亦 半田 勘 右衞門 罪科 有 之 候に 依而、 守 山 之 御城に 而長 知に 殺. 5?" 被 仰 

付 候。. 其 度に 御懇 厚之 蒙 仰 候。 伹馬 知行 一 萬 五千石、 並 肩 銜之茶 入 を 拜領被 仰 付 候。 右 茶 入 

之 濫觴 は 泉 州 之 千 利 休 致 所見、 是を 賞美 仕 候 而小肩 衝^ 名 付 申 候 を、 高德 院^ 被 爲求之 御 

秘藏被 成 候處、 秀吉公 御 一 覽有 之、 厚 望 被 成 候 得 共 秘而御 贈り 不被成 候處、 今 爲忠赏 拜領被 


仰 付 候 321、 御 懇之被 仰 出 之 上. S 戴 之 仆候。 右 等 之 趣 を 長 知 自記 化 條而、 世々 相 傅 家 珍：： T 仕、 

右懷中 之：： お 共に 今に 所持 仕 候。 慶長八 年 大聖 寺 之 城 を 長 知に 可 被 下 3:1、 瑞龍院 « 度 々被 仰 出 

候 得 共、 堅く 御 齚返申 上 候に 付、 爲御 城代 兄 長 秀に在 城 被 仰 付 候。 同十^：年證^^之^^に依而、 

蒙 御勘氣 制髮、 名 を 道 哲、、 」 相改、 松 山寺， 罷越赞 居 化、 同 十九 年 她子戲 ^一 rsfs^ 治 を 速、 山 

州. E 科に M 居 仕、 名 を 夕 庵，、」 改申 候。 無 比 a 山に 獨居 仕、 時：：： を 送り 候處、 豊 R 秀賴 公將 

軍 家に 鉢循、 束 西に 兵 を 被 集に 依而、 權現様 長 知 を 被 召 慕 候箏： ^度、 秀賴 公茂 又 郡 國を可 被 

充行之 3:3、 强而被 相 招 候 得 共、 二心 之 所存 曾 無 之、 微妙 院樣大 坂に 趣給ケ is 而 W 悅、 幸に 徵 

參之蒙 命、 二子 曁 家僕.. h 共に 馳參 候途に 二子 を留 ss、 長 知 は 越 前淺生 、# 迄罷越 候處、 其 忠誠 

を 御 感悅不 斜蒙御 懇命 候。 加州， ei 罷越、 郡 K を 撫育 可 仕 之 旨 御意に 依而、 御 0 守に 在、 旅 

*、 長 治 は 御陣之 御供 仕 候。 慶長 十九 年瑞龍 院樣御 逝去、 玉，：：水院£^高岡之城ょり加州に御移 

之 節、 於 西 之 丸 新造 被 仰 付 候砌、 長 知 宅に 暫く 被 成 御座 候。 元 和 元年 大坂冬 御陣之 刻、 微妙 

院 御進發 御供 被 仰 付、 於 岡 山 表 敵 之備を 突崩し、 首級 を 得 候 而献之 候 0 民屋 を 放火 仕、 堀 

田 iss 丸 を 資敵眛 方齊く 進み、 三軍 入 交り 相戰 候處、 城 中火 起り 候 而愈亂 軍 之處、 長 知 再び 

御 旗 を標し 味方 を 取纏め 備を成 申 候。 此時秀 頼 公生 害 有 之 候。 權現樣 本 多 佐 渡 守 殿 を以、 

知有備^？^を御褒美被成候。 微妙 院樣御 凱陣之 後、 諸 士之軍 賞 被 行 候に 依而、 長 知 之 家僕 巾、 
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於 圆書丸 有功 之 者に 被 下 之 候。 

銀 二 枚、 御單 一 ッ、 御 帷子 ニッ 

銀 二 枚、 御 帷子 ニッ 

同 斷 

同 斷 

同 斷 

同 斷 

同 斷 


木 村 櫂兵衞 

松 山 助 右衞門 

長 谷川 五 右衞門 

廣 瀨 宇 右衞門 

伴 太 左衞門 

伊藤 左 源 太 

岡 本 左 門 


家僕 之 中高 澤^ 右 衞門. 中 川 久左衞 門. 渡 部大學 • 田 中 八右衞 門. 堀 田 重 兵衞、 外 旗 持 一 人、 於 

圖書丸 討死 仕 候 0 元 和 元年 陽 廣院樣 御 誕生、 御名 指 上 候 樣に天 德院様 之 蒙 命、 犬 千代 樣 I 奉 

尊名 候 0 依 之 本 多 佐 渡 守 殿 迄捧書 候處、 達 台 SI 大歡院 樣並御 臺樣御 欣然 被 思 召 候 段、 佐 渡 守 

奉書 を 以申來 候。 同 三年 於武 州、 微妙 院樣 御屋 形ね 台 德院樣 御成 之 節、 御太刀 等 父子 三人 之 

者 与 献上 仕 候處、 白銀 等 拜領被 仰 付 候。 微妙 院樣參 議中納 言に 被 任 候 刻、 叙爵 被 仰 付 山城 守 

孚申候 0 同 六 年大坂 天守 臺 微妙 院樣 御手 傳之刻 、長 知. 安房 守兩 人に 御 舉行被 仰 付 候。 元 和 八 

年 天 ii^ 院御 建立 之 砌御舉 行 被 仰 付、 御寺 成就 仕 候。 寬永五 年 於武州 微妙 院 御 尾 形， Si 、 台德 


院樣. 大撳院 « 御成 之 砌、 父子 三人 之 者， に A 銀 等御銘 々様より 拜領被 仰 付 候 Q 御 知行 度々 御 

加 培 被 仰 付、 都合 三 萬 石 拜領之 仕、 瑞龍 院樣. 微妙 院樣. 陽 廣院樣 .松" 中 ：4 院极御 四 世に 奉仕、 享 

年 七十 八 歳に 而隱居 被 仰 付、 嫡孫 忠 次に 家督 被 仰 付、 爲隱居 知 嫡子^ 支 之 支配 一 _3 五千石 内 

二 千 石 與カ知 共 拜領之 仕 候處、 翌正保 三年 正月 病死 仕 候。 

〔錦 里 文集〕 

山 州 剌史橫 山 君 傅 

君 姓 小 野。 氏橫 山。 諱長 知。 小字 三郞。 其 先 出 於敏達 帝。 父譁 長险。 你杉野 氏。 以永祿 戊：^ 

某月 某日。 生 於 濃 州 多 藝郡直 江庄。 七歲。 投丹陽 永 谷 山 圓通禪 寺。 學字讀 書。 聰敏過 人。 天 

正 十 年。 長 隆携往 越 前。 仕 前 田 氏。 使 長 知 委質瑞 龍 公 ◦ 時 年 十 有 五。 明年 癸未。 ；牛秀 吉與柴 

田 勝 家 戰于江 州 柳 瀨。 長 隆與長 知 從前田 氏。 陣于 一 方。 長 隆爲司 旗旌。 第 敗 也 ◦ 長 降 樹旗逆 

敵餐勇 不撓。 敵 兵 猶豫不 進。 旣而敵 察 我 兵少。 競 進 急 撃。 長 隆奮敏 苦戰。 乘殺数 s^。 大创而 

死。 時 年 四十お 五。 長 知 屬瑞寵 公。 殿衆而 返。 短兵急 接。 反擊數 四。 斬 其 驍騎。 瑞箭公 鋭視。 

ISO 柴田氏 殲焉。 高德公 併有 賀州。 當是之 時 0 佐々 成 政 在 越 中 0 與高 德公鎮 北陸。 高 

徳公 築城 能 州 末 守 山 ◦ 使 奧村永 福 守 之。 天 正 甲 申 九月 ◦ 成 政 大兵 來襲 0 其 鋒太銳 0 急攻 一 日 一 

夜。 城 將蹈。 永 福 吿急賀 州。 高 德公與 瑞龍公 馳往救 之。 到雞幡 ◦ 衆 有 異議 中沮。 夜 且半高 公 
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俄發。 倉卒 之 際 瑞龍公 不及知 而後。 長 知 急執認 旗。 走 進軍 前 植之沙 上 0 擧火其 下。 我 衆望 見。 

以爲瑞 龍 公 在 前 鋒。 勇氣倍 *o 高 德公亦 大喜。 其 到 末 守。 血戰數 刻。 成 政 兵氣頗 張。 長知與 

稻垣上 坂 及 前 軍士。 伏 館 相 待 0 敵 衆 勢沮。 瑞寵公 出兵。 城 中 併 » 敗 之。 是 日長 知 略 居 多。 

瑞龍公 嘉知其 可用。 明年 從攻鳥 越 城。 與成政 勇士 印牧 某。 合 館 被 創。 天 正 十五 年。 秀 吉西征 

島津氏 0 令瑞龍 公與蒲 生氏攻 岩石 城。 長知與 陰山 大平 兩士。 進逼謙 門。 相 共 健闘 0 長 知斬馘 

甚夥 0 一  日長 知 兄 長秀。 與石川 某 有 違 言。 長 知 走 進。 以杖撻 之。 某 大辱之 恨 之。 规長知 .M 夜 

P ^之。 長 知 傷甚。 猶自撃 殺 之。 長知賀 性沈毅 0 儼 然.. 有 威容。 奉 上 弗懈。 臨 事 多 策略。 瑞龍公 

嘉 其材。 擧爲 家長。 年始 及 弱冠。 而 一 府以爲 得 其 宜矣。 秀吉之 東 伐 也。 高 德公及 端 寵公。 將 

北陸 兵 0 由 信 州 入關左 0 始攻松 枝 城 0 銃砲 雨 飛 0 衆 兵難 進。 長知爲 先鋒。 急 列 竹笆逼 城壁 0 

先諸士 二十 餘步。 我 衆 依 之。 鎧附競 進攻 陷 之。 其 圍八王 寺 城。 長 知 先 衆 登陣。 爲餘所 刺。 墮 

石 壁 間。 奮激 復登 0 衆從之 入。 遂拔其 城。 是役 也。 太 田 但馬誣 長 知 非 先登。 然 攻城 之 諸士。 

同證長 知爲先 無異言 0 慶長 庚子瑞 tt 公攻 大聖 寺 城。 長 知 率 山 田 氏 佐 藤氏 及 家 衆 若干 0 先登 金 

丸。 被創數 所。 進入 子 城。 遂陷 之。 長 知 之 勇 功。 於是乎 大矣。 間 一 歲。 太 田 但馬得 罪。 公 命 

長知誅 之。 長 知 手； 25 殺 之。 太 田勇懌 之士。 公 自提鎗 臨視。 褒其捷 勇。 悉以太 田祿賜 之。 牛 田 

某 有罪 0 公 復令長 知戮之 0 公之 讓國於 黄 門 公也。 移 居 越 中高 岡 城。 頃 之。 長 知 有 故 ii-sgo 恐 


悚 斷髮。 贽居 邊邑。 公 怒 不己。 故 通 北 地。 屛居山 科。 以石 名！^。 以^ 其 志。 慶長 s-i 成 夏 五：：：：。 

公之 ^也。 有事 於大坂 ◦ 東西 聚兵。 幕府 召募 長 知。 豐秀賴 亦 誘以州 郡。 欲 招致 之。 長 知不應 0 

嘆 EnQ 我 受前田 氏 之 恩 深矣。 豈有他 慮 哉。 聞 黄 門 公之 赴大 坂。 大 喜。 率康 治 二子。 馳而 

迎之。 到 越前淺 生津。 a.: 黄 門 公 旌旗。 拜于馬 前。 願執覊 if 再爲 家臣。 黄 門 公感其 忠誠。 許 賜 

舊祿。 謂 長 知。 北陸 之 K 動： 亂。 汝可 往賀城 鎮撫 郡：： 巴 ◦ 使 康支長 治 從我陣 間。 遂令 瀧氏祌 

tl^ 氏 二部 曲。 假隸康 支 聽其指 麾0 是年 東西 講和。 諸 州罷兵 ◦ 明年 大坂苒 構 難。 K 門 公俊 出兵 

攝陽。 命 長 知爲前 鋒。 幸 渡邊氏 後藤 氏 ◦  © 戰數合 0 勇 震 三軍。 城陷。 大兵 齊進。 お 衆 极亂。 

長 知 率 騎士。 左右 分列。 長知復 標旗 指揮 0 收 兵爲備 0 軍容 整 正 ◦ 可觀 可畏。 黄 門 公大 爲稱赏 0 

公之 眷遇 日隆。 幕府 使 本 多 正 信 褒長知 有備。 是歲闺 六月。 幕府 有 sbo 賜爵 朝散大 夫。 任. E 州 

刺史。 可 謂特恩 也。 長 知 歷仕瑞 龍 公黃門 公陽廣 公三 世。 執國 政。 治績 著于 ra: 方。 正 保 三年 正 

月廿有 一 日。 歿於金 澤私節 0 年 七十 有 九 0 有 子 男 八 人。 長康 玄繼。 爲 執政。 次長 治 0 次與， め C 

次長 淸。 與治 十二 歳。 召 仕 幕府。 賜 釆：： EP 無 子 0 以 弟知淸 爲嗣。 其 次 某某 四 人。 與長治 同化 

黄 門 公。 有食祿 Q 女 九 人 皆歸名 族。 橫山氏 之 餘澤。 被 子孫 者 可 謂 盛矣。 

〔讀橫 山 長 知傳〕 

1 、 ^杉 野 氏。 野 字，".？^ 加、 杉 氏な り。 

加 藩 史料 第 三 ： 獼正保 三年  二 〇 一 


出 談こ西 十本 

■CC 同 と 征五文 

リ年 なの 年 は 
に リ隙秀 天 
も 此の 吉正 


二 〇 二 

一 、 長 知 屬瑞龍 公より 稱其壯 勇まで 三十 一 字、 他の 書に 於て 未 之 見、 其 據處考 ふべ し。 

1 、 石 川 某、 疑く は 種 村 三 郞四郞 の 事な らん。 

1 、 康 繼爲 執政 非な り 康玄は 先父 卒、 其 年 父返隱 し、 嫡孫 承祖， こなる。 

右 明治 十七 年 十一月 二十 一日 記  橫山政 和 

〔關屋 政 春 古兵 談〕 

1 、 高麗 陣の どき、 秀吉公 九州 名 護 屋に御 在陣、 利 家 公. 利 長 公 も 名 護 星に 被 成 御座 時、 橫山 

山城 兄の 橫山 因幡 VJ 同道して 他行す 0 因幡 は 三十 間 程 先へ 行處、 步 行若黨 一 人 因幡 脇 をす り 

通り ざまに、 瑪の蹴 上を懸 る。 立 屍り て 因幡 を 散々 惡 口す。 因幡 も乘 反して 何者 ぞなざ 云處 

へ、 含 弟 山城 來り 何事 ぞ VJ 云。 しかぐ VJ 云。 山城 聞て 誰が 者 か は 知ね 共、 當家來 の 者 VJ 見 

えたり。 盧外者 VJ て 事の 外に 打擲す。 翌日 稱村四 郞三郞 方より 使者に て、 昨日 我等 家來 道中 

にて 盧外 仕に ついて 御 打擲 被 成 候 由、 御 尤に存 候。 則 其 者 扶持 を 放し 申 候 間、 其 心得 可 被 成 

候。 返事に、 昨日 道中に て 盧外者 有 之に 付て 打擲 仕 候。 貴様 御 家來の 由、 就 夫 御 扶持 放され 

候 St 被 仰 聞、 得 其 意存候 返事す。 其後稃 有て 御 本陣へ 出、 御 夜 詰 過ぎて 下宿す る VJ て、 宿 

は 近し、 草履 取 一 人 宛に て 二三 人 傍輩 同道に て 出る。 山城 は 小便す るに 下に 居る。 殘る衆 は 

宿 近に 依て、 さらばく VJ て 歸る。 然 所に 後より、 何者 共な く 山城 を 二 刀 切、 右の rL^ 先より 


PTa の 事ば 俊 

長 七 年 五月 

JI 日に 在り 


筋 に、 三つ がらみ の 所 迄 切 先 は づれに 切。 山城 拔 合せ、 我 も 數ケ所 を ft、 相手に も 数ケ所 

手 負 はす。 然共 山城 深手なる 故に ころぶ。 其 を 見て 死た る，、」 思 ひ 返く。 山城 未だ 死なぬ ぞ、 

比 興 者 VJ ヾめを させ VJ 言葉 を懸 る。 心得たり VJ て 歸る處 を、 起 ざまに 橫を拂 ふ、 相手 G 兩股 

切て 落す。 のつ けに 返す 處を押 付 ど、 S め を さしたり。 草 艇取は £嘩 よ， 告げに 行 0 其に 依て 

各 かけつけ 見ければ、 夥しき 疵中々 本復な ざ は 思 も よらぬ 姊 なれ 共、 正氣 正しき に 依て、 其 

を賴に « 治 をし ければ、 5^^なく本復したり。 利 長 公 御 滿足不 大方、 其 時 迄 山城 二 千 五 W 石領 

しける が、 五千石の 御加墦 にて 七 千 五百石に 成たり。 後 聞けば、 稱村三 郞四郞 若黨打 挪に逢 

ける 時、 三 郞四郞 に 申け る は、 今日 不慮の 仕 合に て橫 山山 城に 打擲せられ 申 候、 男 成 不中候 

間 御 暇 を 可 申 上 候，、」 斷 りければ、 三 郞四郞 一 段尤 也，. J て、 刀 を VJ ら せたり ど 云々。 古兵の 語 

也。 ffi 此節は 橫山大 膳、 こ 云。 

〔關 政 春 古兵 談〕 

1 、 太田但 IJ^ を 御成 敗、 橫山大 膳 II 山山 崎 閑齋兩 人に 被 仰 付、 大膳は 親類に 勝： 半左衞 門、、」 

云 者 利 長 公の 御馬 S! に 有 之、 潜に 此旨を 知らす る。 S 大膳ど £： おど、 其 

石お 一の 御用 被 仰 付た る 帳を大 膳持參 して、 御城の 廣 間にて 伹 lii? に 見す る。 但瑪 座して 片膝 を 

立、 大脇 Si を 差て 帳 を披き 一 覽 する 處を、 大膳は 立ながら、 菊 地入逍 重代の 物 切の 刀に て拔 

加， 5:^ 藩 史料 第 三 編 正 保 三年  ， 二 〇 三 


二 〇 四 


昌 山寺に 松 

山寺 

法壽 は法受 


打に 眉間 を 切。 大物 切 も 其 時 何 か 仕たり けん 一圓 不切。 伹 ffi 大脇 指を拔 放し 橫に拂 ふ。 犬 

膳 鼻紙 皆 切れ たれ 共、 身に 不當。 5 ま；^^ f と， 當 後より 勝 尾 半 左衞門 がけに 切る、 是 

も不 切。 半 左 衞門を 利 長 公 ビゃ思 けん、 御 情けなき 事 VJ 云 儘に、 後ろ を 拂ふ。 半 左衞門 右の 

肩先より 腕へ 懸けて 少手を 負 ふ。 其 間に 向より、 大膳疊 みかけて 切、 後より 半 左衞門 切、 則 

た、 き 伏る。 利 長 公 は 御 長刀の 鞘 をはづ し、 御 出 被 成、 主の 目 を がし、 不 ：15 なる 奴ビ被 仰、 

御 長刀の 石 突に て伹 をつ かせ 給へば、 其 時 伹馬物 は 不言、 かぶり を ふりたり，.」 聞 及 也。 或 

人の 云、 利 長 公御內 おにて 大 膳に、 誰 にても 心 易き 者 ー兩人 同道せ よ て、 依て 半 左 衞門を 

同道す る。 » 家來 石垣の 普請の 帳 を 調 上た る を、 調 仕立樣 あしき， こて 散々 叱り、 大方 手 討に 

もすべき 林に て 大蘭を 上げて、 叱りく 御 式 代 を 上る。 伹馬何 を 御腹 立 候 哉 云。 大 膳か樣 

なる 不調法なる 帳の 調 樣有之 物に 候 や、 御覽 候へ，. J て但 馬の 前へ 帳 を 出す。 是に 依て 大 膳が 

氣 色せ きたる 鉢も不 見、 家來も 一 人 其 場 へ 召 速た る もの 也。 大膳 思盧不 後事， 傳 へ たり。 

〔乙夜 之 書物〕 

一 、 橫山 山城、 利 長 公 御意に ちが ひ 御 家 を 立 返た る 事 子細 不知、 曰！：： 山寺へ 入て 落髮 して、 上 

意次 第に 切腹 可 仕 VJ 申て 居た る處 へ、 三輪 法壽 見廻 來て 曰く、 拆も 不慮なる 事な り、 皆々 人 

のさ、 へなる べし、 口 階き 次第な り、 仰 分られ 可 申立 事な り、 急に 取 つめられて は 何 を 申て 


才 野はォ の 


もせん 在べ からす、 弓鐵 砲を備 へ、 何者 來 りたる 共：^ 立、 ％ 固に 持つ め、 思 召の ま、 に 御 申 

分 可 被 成 VJ 被. S. ければ、 山城 何 VJ て 左様に 可 仕、 御 ぞうり 取 にても 御 使に 被 下 候 は  > -、 其 前 

にて 切腹 可 仕 覺悟ど 被 申ければ、 法壽 それ は御尤 にて 候 得 共、 餘 りに むねんなる 黟ど 被 申 0 

然 所に 本 多 安房 高 岡より 來り、 山城 御 國を立 退く に 極る。 才野 伊豆 來 りて、 御 妻子 は 何 VJ 被 

成，、」 云。 前 田 對！^ 1- に、 我等の 女 も 式部 女 も 當分預 て 可 行 VJ 存 る。 ^豆が 云、 いやく それ は 

惡く 御座 候 0 蒲 生 彌左衞 門 會津を 立 返 申 時、 妻子 をし う VJ に 預け 置 申 候 を、 跡に て 妻子 を 押 

へられ 難義 仕た る 例 あり。 誠の 時對馬 殿、 貴殿 VJ 殿樣 VJ もお も ひかへ たま はんや、 唯々 いづ 

く  i15 でも 御 同道 g- 尤， /J 申に 付て、 尤に なり、 可 も 同道になる 0 

〔- M 漸得雜 記〕 

一 、 慶長 十九 年の 頃橫 山山 城 守 長 知 流浪 ゆ ゑ、 殊之外 困 なりし。 或 夜 夢に、 左の 手に 燭を 

秉り、 右の 手に 玉 を 握り 行きけ るに、 倒れて 燭も 消え 玉 も 破れたり。 覺 めて iis- 色 あり。 傍 

に 浪人 者 有て 聞 之、 甚吉 夢の よし 告げて 即座に 歌 をよ む。 今までの ぼしき 事 を 打 捨て よ 

り 祿を玉 はりに けり。 此年 大坂陣 起り、 越 前 鯖 江に て 被 召 出、 苒び三 萬 石 を 領す。 

〔金澤 古文書〕 

一 、 圆 通院 殿慶長 十九 年 二月 御 國を被 立 返 候 由 也 0 此 子細 は、 慶長 十六 七 年 より、 故 肥 前 

加お 藩 *f 料 第 三 11 正 保 三年  二 〇 五 


二 〇 六 

樣 御前 惡敷樣 に 候。 此故は 如何 樣之儀 共不. so 其 頃 故 肥 前樣御 g 居に て 富 山に 被 成 御座 候 0 

毎年 御鷹 之 鳥 御 家老 中へ 被 下 候處、 外 之 面々 へ は 如 例 被 下、 山城 殿 計へ 不被下 候に 付、 此義 

を 無念に 被存、 剃髮 して 松 山寺へ 被 引 籠、 御 家老 仲間 衆 迄、 私儀 存念 有 之、 致剡髮 寺，^ 引 籠 

お。 上 之 思召惡 敷、 如何 樣 にも 被 仰 付 義に候 はゾ、 檢使は 御 草履 取に 而も 可 被 遣、 速に 切腹 

可 仕 VJ 申 越 候に 付、 何も 驚き 松 山寺へ 被罷越 候へ 共、 對面も 無 之 候 故、 右 之段爲 言上、 安房 

殿 早馬に て 富 山へ 參上、 利長樣 御機嫌 を はから ひ、 山城 事 か樣之 次第に 候、 御 取 立 之 者に 候 

處、 沙汰 之 限 之 仕形に 御座 候. +被申 上 候へば、 以之外 御 立腹に 而、 切腹 可 被 仰 付 程に 御意 之 

處、 安房 殿 被 申 上 候 は、 尤不屆 之 仕形に 候へ 共、 山城 程 之 者 を そこつに 切腹 被 仰 付 段、 天下 

之 間え 如何に 御座 候 0 先 一 旦ぃ かやう にも 御な だめ、 御 下知 被 仰 付 可 然ど被 申 上、 御 國を立 

返玻申 首尾に 成 候 0 御 立腹 之 所 を 御な だめ 可 被 申 上た め、 安房 殿 態 r チ富 山へ 被 罷越鉢 之 由 也 0 

山城 殿御 前 惡敷成 候 は、 其 時分 之 出頭 人 奧村攝 津守讒 申 上 候 故 之 由 候 0 上 口より 之 沙汰 迄、 

此攝 津守惡 人に て 我 威 を ふる ひ、 惣而 我儘なる 仕形 之 由に 候。 大坂 御陣之 時分 働惡 敷、 後 は 

浪人して 京都に て 果候由 也 0 山城 殿 右 之 通に て 上方へ 被 返 候 時分、 本道 は 遠慮 も 有 之 由に て、 

宮 腰より 舟に て、 越 前三國 迄の がれ、 三 國森田 何某い かやう の 筋目に 候 や、 山城 殿 目 かけ 有 

之、 御宿 可 仕 ど 申 候て、 先 森 田が 所に 暫被 居候。 大膳 殿. 式部 殿 も此時 同道に て 被 S 候 由 也 0 


大 Si 之 町人 y 仗屋源 次、 山城 殿 入魂 之 者 故、 右 之 樣子開 付、 舟に て 三 國迄迎 に參、 鶴賀迄 山城 

守 父子 を 伴 ひ參候 0 鶴賀に 1： 滯留 候へ 共、 此 分に 而も 不事濟 義に候 間、 大 は 御 越之樣 にぐ」、 

源 次 申 候に 付、 大 迄 被 越 候 0 然共大 律 は 押 立た る 所に 候へば、 居住 遠慮 之. S にて、 坂 本 

被 引越 候。 其 時 大膳殿 兄弟 は 坂 本に 置、 山城 殿 は 叙^, Si 被 引 籠、 其 時 道哲ど 名を改 被^、 

制髮の 心得より 叙 山へ 被 引 籠 時分 迄 は、 夕 «VJ 申 候。 W 叙 山に 問 居して 被 送 候處、 同年 之 冬 

大坂事 おこ b 候 時分、 山城 殿 歸參被 仰 付 可 然，、 」、 公方 様より 御 內意も 添 申 故、 急に^s參之^^« 

上方へ 申 參候。 是は慶 長 十九 年 十月、 利 常 檨大坂 表へ 御 發向之 時分に て、 出城 入 近 asz.^^ 御國 

へ 被 越 候處、 道に て 利 常 様へ 行 逢 ひ 奉り、 越 前今庄 にて 歸暴之 御 目 見 有 之 候 o5tg 敝ぃ 1】， 

其 時 御意 は、 此度大 坂より 御 歸陣迄 は、 三ケ國 山城に 御 預け 被 成 候。 心 之！^ に 仕： み 可 仕 _,^o 

御 K 守 居 御 賴被成 候 由、 御 直の 御意に て、 直に 金澤へ 被歸候 0 大膳 殿. 式部 殿 は、 坂 本より 大 

ほ 迄 被 出 有 之 候處、 大 坂へ 御供 可 仕 str 山城 殿より 申來、 大 律より 直に 大 坂へ 御供 也 0 右 之 

通 故、 山城 殿 は 翌年 元 和 元年の 夏陣に 御供、 前年 冬 は 御 留守居 也 0 大膳 殿. 式部 殿 は 冬 夏 兩度 

共 御供 也。 a 陣之 時大膳 殿、 岡 山 口にて 疆々 皮 之 羽織 着た る 武者 之 首 被 取 候 由 也 0 

三月 十五 日。 大聖 寺 侯 前 田 利 治 加 賀江沼 郡 山中 醫王 寺に 土地 を 寄進す。 

〔加贺 古文書〕 

加贺藩 史料 第三 褊 正 保 三年  二 0 七 


山中 藥師 屋敷 爲增地 五 百步、 先 地 引合 七 百 七十 步令 寄進 所 如 件。 

正 保 三年 三月 十五 日  飛 驊守ネ 治 

醫王寺 法 印 

四月。 加 賀* 能 登 • 越 中 一 國 一 帖の高 辻 帳 を 製す。 

〔金澤 古文書〕 

三 ケ國御 帳 一 國 一 帖に仕 御 帳 奥 書調樣 之覺。 

加 賀國四 郡  • 

惣高合 四十 一 US? 三千 七 百 六 石 六 斗 一 升 

內九 ぼ 五十 七 石 九 斗  寺社 領分 

田 方 一 一 萬 千 一 一 百 十六 町 六 反 八 畝 

方 五 千 九 百 八十 四 町 七 反九歃 十五 步 

物 成 合 十九 千 三百 六十 六 石 六 升 

本 高之內 

一 一十 六 萬 千 四百 八十 六 石 一 一斗 六 升 松 平 犬 千代 領分 

1 一 萬 一 一千 四百 十六 石 四 升  松 早 淡路守 領分 


六 萬 五 千 七 ftt 十 石 八 斗 四 升 

七 is 三千 四百 六十 三 石 四 斗 七 升 

ダ 

新田 高 

合一^ 六 千 四百 八十 二 石 六 斗 五 升 

田 方 六 百 七十 一 町 九 反 二 畝ー步 

cm 方 四 k« 一 一十 四 町 八 反 四 鉞 七步 

物 成 五 千 百 二十 二 石 九 斗 二 升 

新田 高之內 

八 千 七 百 二十 二 石 七 斗 一 升 

七 K 七十 石 一 斗 八 升 

五 千 六 百 十七 石 七 升 

千 三 W 七十 二 石 六 斗 九 升 

能 登 國四郡 

惣高合 二十 二 萬 五 千 六 石 一斗 五 升 

加お 藩 史料 第 三 編 正 保 三年 


松^ 飛 騵 守倾分 

松 平 肥 前 守 領分 


犬 千代 領分 

淡路守 領分 

飛 驟 守 領分 

肥 前 守 領分 


5 
九 


ニョ 

內千八 六 石 八 斗 二 升  寺社 頒分 

田 方 US!: 千 三百 三十 八 町 六 反 七 畝六步 

方 三千 六 R 六十 一 町 七 反 三 畝 二十 四步 

物 成 九 萬 千 五 六十 七 石 八 斗 九 升 

右高 之內 

一 一十 一 莴千四 三十 1 一石 八 斗 四 升 松 平 犬 千代 領分 

一 萬 三千 五 七十 三 石 三 斗 一 升 土方 河內守 領分 

外 

新田 高 

合 一 萬 五 千 六十 九 石 四 斗 三 升 犬 千代 領分 

田 方 八 百 二十 二 町 三 K 一  畝 十五 步 

方 t: 八十 八 町 九 反 八 畝 一 步 

物 成 四千 六 九十 八 石 一 斗 六 升 

越 中 國四邵 

惣高合 五十 九 萬 1 一千 四百 十五 石 六 斗 八 升 


內千 三百 六十 八 石 二 斗 八 升  寺社 領分 

田 方 三 萬 三千 五 百 十五 町 一 一反 九 畝三步 

CE 方 五 千 九 百 七十 九 町 八 畝 一 一十 九步 

物 成 二十 二 千 四百 五十石 四 斗 - 

本 高之內 

三十 三 iBT 二 千 三百 六十 八 石 三 斗 一 升 

九^ 百 三十 七 石 九 斗 二 升 

四千 三^ 二十 二 石 八 斗 九 升 

十六 is? 五 千 五 s 八十 六 石 五斗 六 升 

新田 高 合 六^ 八 千 三 (：： 一 一石 八 斗 一 一升 

田 方 三千 九 四十 三 町 三 段 八 畝 一 步 

方 六 百 十 町 一 反 四 献三步 

物 成 1 一 萬 二 千 六 百 七十 五 石 六 斗 三 升 

新田 高之內 
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犬 千代 領分 

淡路守 領分 

飛 驊 守 領分 

肥 前 守 領分 


二 1 二 


三 萬 五 千 三百 八十 石 三 斗 三 升 

一 萬 四千 二百 六十 石 七 斗 二 升 

一 K 八 千 六 百 六十 一 石 七 斗 七 升 

加 賀越中 能 登 三ケ國 

總本高 

都合 百 一 一十 四 萬 四百 九十 八 石 四 斗 四 升 

內 四千 百 三十 三 石  寺 

田 方 六 萬 六 千 七十 町 六 反 四 畝九步 

,::m 方 一 萬 五 千 六 百 1 1 十五 町 六 段 1 ー畝士 ー步 

物 成 合 五十 萬 四千 三百 八十 四 石 三 斗 五 升 

右高 之內 

八十 离五千 一 一 百 八十 七 石 四 斗 一 升 

十 一 萬 二 千 五 百 五十 三 石 九 斗 六 升 

七 萬 三十 三 石 七 斗 三 升 

二十 三 萬 九 千 五十石 三 升 


犬 千代 領分 

淡路守 領分 

肥 前 守 領分 


松卒犬 千代 領分 

松 卒淡路 守 領分 

松 平 飛驪守 領分 

松 平 肥 前 守 領分， 


一 萬 三千 五 w 七十 三 石 三 斗 一 升  土方 河內守 領分 

外 

新田 高 

都 八 " 九 萬 九 千 九 w 五十 四 石 九 斗 

田 方 五 千 四百 三十 七 町 六 反 一 畝 十七 步 

方 千 二 W 二十 三 町 九 反 六 畝 十 一 步 

物 成 合 三莴ー 一千 四百 九十 六 石 七 斗 一 升 

右 新田 高之內 

五 九 千 二 ぼ 七十 二 石 四 斗 七 升 

一 萬 五 千 三十 石 九 斗 

五 千 六 W 十七 石 七 升 

二 萬 三十 四 石 四 斗 六 升 

正 保 三年 丙 戌 四月 吉日- 

五月 一 一十 日。 前 田 利 長の 三十 三回忌 法 會を越 中高 岡 


松 平 犬 千代 領分 

松 平淡 路守 領分 

松 平 飛騵守 領分 

松 平 肥 前 守 領分 


ーム 

加 is; 藩お， 料 第 三 褊 


正 保 三年 


ニー 四 

利 長 公三 十三 阿 忌 之 事 

正 保 三年 五月 廿日 は 瑞龍院 殿昌山 英賢大 居士の 三十 三回忌に て、 內々 より 御寺 御 墓所の 御 造 

營を 美々 敷 被 仰 付、 御 慕 所の 掃 拭 並 御茶 湯 灯明な V- の御爲 に、 ゑび 坂の 繁久寺 を 御 建立 有て 

被 召 置、 御分國 中の 曹洞宗 大衆 千 人の 都合な り。 其 外 諷經の 衆 幾 百 人、 五月 朔日 より 廿 H の 

御満參 迄、 日々 夜々 の 勤行、 一 部經頓寫、 懺法施餓鬼^^香招經法問朝參首楞嚴金剛般若波羅 

密、 一 々次第 殘所 なく、 高 岡 様へ 御 奉公 せらる、 人々 は、 卯月 廿日より 相 詰て 御番を 勤ら る 

v^o 津田 玄蕃に 宫越釆 女. 市 川 長 左衞 門. 北 川 久兵衞 三人、 諸事 御 入用 詰問き、 御 一 門 衆 御名 

代の 御燒 香、 御 人 持物 頭 一 人 も不殘 參詣也 0 廿 ！ 日 .廿 二日. 廿 三日 御 能 被 仰 付、 出家 衆 其 後 

御 郡 中の 百姓 等 見物 被 仰 付。 勿論 施行 米 百 石 を 非人に 施し 給 ひ、 千 萬 重の 御 報謝 共 言 £2 に 絶 

する 所な り。 不及 委細 略せし む 0  - 

七月 十日。 前 田 利 常 就 封の 暇 を 賜 はりた る 以て 德川家 光に 辭 見す。 

〔德川 實紀〕 

七月 十 H 次に 小 松 中 納言利 常 卿 就 封の 辭見 あり、 御 S 下され、 . 鷹 三据. 鶴 1 ー据. lill 一 一疋 t はし 

給 ふ。 大納言 殿より は吉 則の 御 脇差 を 賜りし VJ ぞ。 

七月 十一 一日。 前 田 利 常 江 戶を發 して 小 松に 向 ふ。 


七 n は 九 n 

なる ベ し 


〔政 隣 記〕 

一、 利 常 公 七月 十二  H 江戶御 發駕、 下 通 八月 二日 小 松 御 城。 

從兩御所^2爲上使松ギ侨豆守殿.松平和泉守殿を以、 一 昨 九日 就 被 下 御 暇、 翌日 爲御 f お 城之 

處、 御前 ，£: 被 召 出、 重€:^}!^上意、 殊御盃 頂， s、 御酒 御し い 被 成、 淸泰院 様. 犬 千代 菊 £s、 

在國屮公方5^被成御請取候。 我等 病 者に 候 間、 無氣遣 緩々 心 を 延可遂 養生 之 it、 御 S 御；^ 

々被 仰 開、 殊鶴 捉之贸 K. 奧 鶴. 御馬 稱々 拜領 候。 其 上前 田帶刀 儀、 御 奉公 仆候樣 仕度 3:1、 内 

々isteK 迄 .5. 入 候處、 被 Si! 上 問、 我等 存所尤 被 召條、 則 可 被 召 出 旨、 是又御 直上 意 候。 於 

二 之 丸大納 (n 樣.^ < ^御 目 見、 御 指 料 之 吉光御 脇 御 拜領、 H# 次第 候。 無殘所 化合 候 之條可 

心安 候 ◦ 爲其申 ^3 候、 恐々 謹言。 

七月 十 一日  肥  前 

本 多 安房 守 殿 

〔三^ 記〕 

小 松 K 門 利 常 公 御 國之事 

去年 天^ 大 居士の 御 逝去、 萬 菊樣御 誕生 候 等に 付、 正 保 三年 七月 迄 御 暇 相延、 七月 七 n に 御 

いどま 出ければ、 其內に 御上 尾 敷 之 御用 ざ も 今 枝：^ 部に 被 仰 ig、 十二 日に 御 發足被 成、 高 
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へ 入らせられ、 英賢大 居士の 御 墓所 御 參詣、 五 七 = 御逗 3H 被 成、 淨願寺 川の SKI^ 等 之 俄、 舉 

行人に 被 仰 付、 諸 奉行 ざ も 御用 等 奉り、 追 付 御 立 被 成、 八月 二：；： に 小 松へ 御 S 城 被 成け り 0 

七月 十六 日。 前 田 綱紀 奇魚を 德川家 光に 献ず。 

〔徳川 實紀〕 

七月 十六 日 松 平 犬 千代 九より、 加州 金澤 浦に て 網 引 得たり て、 よしへ いふ 负を献 す 0 

人月朔 日。 前 田 利 常 京師 項 妙 寺に 藏 する 日蓮の 筆蹟 を 装 濯せ しめし もの 

成る。 

〔頂 妙寺藏 文書〕 

奉 修飾 元祖 眞翰六 拾餘軸 並塞敎 等。 

夫 法王 輿于世 也。 言 無言 之 言 0 以赴差 萬 機 故佛敎 起焉。 敎之淺 深 依 根 之 優劣。 所以 有半 有滿 

有權 有實焉 0 然後爲  一 0 是開顯 也 0 妙法 也 0 伏膺之 徒。 悉遂本 誓矣。 鶴 林 巳來。 立宗申 論。 論 

師人師 0 淼々 如稻 麻。 亦 似 竹 葦 0 或以 小破 大。 或 執 偏 亡 圓 0 或崇 櫂蔑實 0 彼々 人情。 而深奧 

之 妙 旨 未 有以敷 暢矣。 粵吾祖 速 公 0 宿屬 冥薰。 不俟親 承 0 玄悟圓 意 0 宴 天機 秀發 之師也 0 誰 

若 此師乎 0 兼 亦 注 於 懸河而 沾于群 品。 至 若 下 於 龍 管 而逗于 後緣。 斯言若 墜將來 可 悲矣。 誠 哉 


累代 嗣法 ◦  K 兹大 化。 漸至于 今。 四百 歲也。 世 名靈. 藥然弗 墜满。 雖然。 逮于 近世。 龍 M 

將 fs。 卷軸 亦摧。 殆爲盡 靈寳。 US 綿素愁 ie。 = 益 深 焉。 於 是前贺 能 越 州 太守 黄 門松： 牛 氏 肥 

守 利 常 卿。 ffi 依 有 願 頓令甚 安之 工匠 ◦ 速 企 靈寶之 再興。 其 功 不日 而 成矣。 誠 奇哉美 哉 ◦ 

非 太守 之 恩 光 0 莊嚴何 容易 乎 0 其 志願 如何 者。 欲 令 幼 孫 松； 牛 氏 犬 千代 公 並 离菊 公。 a: 保 金剛 Q 

壽堅 盤石 0 拂 不祥 之 災忠於 千里 外。 施 仁政 之 徳用 於 諸 邦內. - 誠 哉 現世 安穏 ◦ 法王 之 金言 ◦ 怨 

敵 摧滅。 諸佛之 fS, 剞。 痫消 不死。 衍王守 鍵。 令 KTI 無 患 多 開 擁護 也。 然則 志願 尤深。 守護 何 本 • 乎。 

功徳 尙有 餘慶。 願主 利 *5 卿 並 門 葉 等。 共登壽 城。 擧國豊 寧而巳 云爾。 

三 ui 太鼓 飞 nr 明 闩 正中 山 法 華 |^寺 中， 十八 世 s^、  S 完 n  ^4 

ffl 供 三 4r 丙 戌パ月 洛陽 項 妙 寺 中興 八 代ず， E  F  r> 

施主 分 法眼 本阿彌 光市 

工匠 菊 澤 0 藏 

奉 再 典 大聖 眞翰 六 拾 餘軸並 犁-敎 等 

正 保 三年 II 仲秋 朔 U  n  . ^判 

本願 主 松. 牛 氏 肥 前 守 利 常 卿 

施主 分 法眼 本 w 彌 光甫 

八月 卜 七日。 近 江大津 着米の 取扱に 關 する 覺書を 菱屋源 次に 與ふ。 
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二 一  八 

〔國初 造 文〕 

覺 

一 、 大津 着米 如 跡々 米 改並升 廻 以下 御 橫目罷 在、 其 上を以 御藏 入 可 仕事 0 

1 、 御米拂 之義、 其方お 寄 之通拂 立、 直 段 は 御藏 御拂 並に 可被遂 算用 舉。 

一 、 欠 米 御藏 並に 可；^ 算用 事。 

一 、 御 米 拂庭帳 之 上に、 御 橫目以 印判 銀 子 取 立、 如 跡々 月々 に 京 御藏 屋敷へ 相 渡、 切手 可 被 

取 §。 

一 、 今津米 從當年 御藏 並 其方 藏へ、 半分 宛 每年藏 入 可 有事。 

右 今度 被 仰 出 候條、 無 相違 樣に可 被 相 心得 者 也。 

正 保 三年 八月 十七 日  前 田 內藏允 

大 津 菱屋源 次 殿 

人月廿 三日。 近 江 今 津村弘 川の 年貢米に 對 する 皆濟狀 を與 ふ。 

〔國初 造 文〕 

正 保 元年 分 江 州 今 津弘川 年貢米 之 事. 

草 高 1 一千一 一 百 六十 石 1 一斗 八 升 一 一 合 


、 千 八十 四 石 六 斗 二 升 五合 

內 

五十 九 石 六 斗 二 升 五合 

高 三 H 石 之 物 成 

四十 九 石 六 斗 一 升 五合 

八十 五 石 三 斗 - 升 


m 米 之 利 足 同藏入 


八 R 九十 石 七 升 五合 

四十 石 四 升 五合 

右 遂党用 $1： 濟如件 

正 保 三年 八月 廿三 日 

今 Si 甚右衞 門 

九月 上旬。 前 田 利 常 小 松 城に 新 殿 を 構 ふ 

〔新 山 3 畔書〕 

加 藩 史料 第 三 編 正 保 三年 


京 升 定納、 口 米 運 水上，、」 も 

口 米 運 貸 水上 代官 引 

角 倉 方， Si 遣 之 

竹 生, ^ 花王 坊今津 曹澤寺 寄進 米 肝 煎 給 一 作 

不納 用捨 分 道 引取 代 並梳爪 五兵 衞 扶持 方 共 

人、 湾藏ス  i 


nr 


〇 


二 一九 


ニニ。 

一 、 當 歳陽廣 公の 御 事に 付て 御 歸國、 七月 江戶御 立、 八月 二 H 小 松 御着、 御 居間の 脇 御座 布 

を 被 立、 奉行 は 佃 源 太 左衞門 也。 御大 ェ渡邊 伊右衞 門. 與四 兵衞御 指圖を 仕、 御 好濟、 早速に 

急いで 出 * す。 追 付 子の 繪樣迄 も 美々 布 調 ふ。 其 間に 稻垣三 之丞、 年寄た る 徒 加 藤 新 

左衞門 *武 部 久左衞 門な ビ同 道して 上京、 公家 衆の 息女 京 極 殿 VJ 云 御 召 仕の 女中 を 具して S 

り、 九月 上句 徒 移 也。 佃ク めに 云け る は 御 本丸 御 居間の 脇に 明 地 あり、 植木 花畑な ざ 被 仰 付 は 

せで， る。 如何なる 御 思案 ぞ 思 ひける に，、」 語りし。 此京極 殿御 子 を 誕生して、 鶴 松 公，.」 云 

け わ 共 御 早世 也。 

九月 十三 日。 前 田 貞里祿 千 五百石 を 加 賜 せらる。 

〔前 田い M 醇藏 文書〕 

同 九月 廿 六日 荒木 六 兵 衞爲御 使者 御 加增被 下。 被 仰 出 趣 は。 

i  、 近年 仕 S 役 被 仰 付 候處、 相談 之 儀 等、 ろくに 申 候 由 被 聞 召 上 候 事 0 

一 、 御 加增少 分に 候へ 共、 犬 千代 樣御 幼少に 候 故、 御 儘に 不被爲 成、 則讚岐 殿. 伊豆 殿へ 御 相 

談被仰 入、 其 上 を 以被下 候 事。 則 御 兩人被 仰 通、 民 部より 六兵衞 迄の 披露 狀持 參候而 見せら 

るゝ 0 

1 、 犬 千代 様へ 先 御 鱧に 使者 を 上、 罷歸 次第 小 松へ 御禮に 可參事 0 


一 、 與カ分 御 知行 も、 當分は 自分に 可 仕事 G 

1 、 與カ. 自分 之 侍共來 年よ...^ 可 申 付 事。 

一 、 以來追 而御取 立 可 被 成 候。 此 分に は 被 成 被^ 間 敷 候條、 彌御舉 公 可 申 上 VJ の 御 事 0 

爲加坍 千 五 kn 石、 內七 百石孚 力、 本 知合 七 千 石 全 可有領 納狀、 如 件。 

正 保 三年 九月 十三 日  犬 千代 

利  常 

前 田 出 雲 守 殿 

右 御請 

御 加增御 一 行 謹而致 頂戴 候 0 殊^^々難有御誰共、 忝 仕 合 冥加 之 至 奉 存候。 犬 千代 様， に 先 御 ie 

可 .5. 上 St 舉得其 意 候。 早速 江 へ 使者 上申 候 0 右 之 通 御前 宜被仰 上 可 被 下 候、 以上。 

九 月 廿 六日  前 田 出 雲 

荒木 六 兵衞殿 

卜月廿 四日。 德川家 光、 前 田 利 常に 鶴 を 贈る。 

〔德川 赏紀〕 

十月 廿 四：：： 小 松 黄 門 へ 小姓 番組 頭 石 川 播磨守 惣長御 使して 鶴 を つか はさる 0 

加 貸 藩 史料 第 三 0 正 保 三年  ニニ 一 


ニニ 二 

十 一 月 一 一日。 前 田 利 常の 女 春姬、 本 多 政 長に 嫁す。 

〔袂 草〕 

本 田 安房 M へ 春 姬樣御 入 輿 は、 同 三年 丙 戌 十 一 月 二日 也。 

〔政 隣 記〕 

* 姬 樣金澤 より 小 松， 御 呼 越、 此姬於 金 澤竹田 市三郞 宅に て 御成 長に 付、 松原 ロ惣 構の 門 を 

塞、 « 夜 往來を 禁止す。 此 故に 不明 門 VJ 云 0 然共小 松， 御 呼 越後、 晝の內 御門の 出入 を 被 許 0 

拆又本 多 長 松 政 長に 御 嫁娶、 十 一 月 二日 御輿 入。 御行 列、 長柄 十 筋猩々 皮 覆 入、 鐵砲 十挺疆 

々緋 袋、 御供に 岡嶋兵 庫. 大橋又 兵衞. 原 五 郞左衞 門 .淺 野 藤 左 衞門. 佃 源 太左衞 門. 福 田彥左 

衞門 等。 本 多 安房 守 政 重 ハ^ I 野 町 之 端， は 御迎に 出る 0 

十 一 月 十五 日。 幕府 前 田 利 常に 重臣の 子女 を證 人と して 江戸に 置く こと 

を 命ず。  / 

〔本 多 家 代々 記錄〕 

證人御 指 出 事 並 相 止 事 

一 、 諸 國の證 人 江 表， 21 被 指 出に、 其 家々 の 重臣の 子弟 も 指 出さる。 正 保 三年の 被 仰 出 左 之 


通り。 

犬 千代 殿 家中 證 人事 

本 多 安房 守 K 子ろ く、 横 山 左 衞門伯 ゆく に、 長 九 郞左衞 門實子 娘つ る、 此 三人 は定 詰に 差 置 

度由^^^^ー上聞^候處、 其 通 可 被 申 付 旨 候。 此外前 田 對馬從 弟娘 まれ、 ^田玄 #實 子 勘 十郞、 成 

瀨內藏 助 娘つ る、 並 小 幡宮內 實子市 正、 奧村 因幡 養子 權佐、 村 井 兵 部 養子て ふ、 奥 村 河內實 

子 g: 郞 兵衞、 前 田 出 雲 養子 はつ、 德原織 部實娘 まつ、 大昔 主 -iJJ 娘 あぐり、 右 十 人 三番に 什、 

證人 as: み 度 由、 是又 言上 之 通 可 仕 被 仰 出 候。 其 心得に 而可被 仰 付 候、 恐々 謹 一一-一 no 

正 保 三年 十一月 十五 日  杉 浦 內藏允 判 

酒 井 紀伊守 判 

松 平 肥 前 守 殿 

右 之 通 證人被 指 出 候處、 宽文四 年 四月 被 仰 出 候 家中 證人之 儀、 從此 以前 雖括上 之、 御代々 御 

相 給 之 上 は 御 心 易 被 思 召 候 0 且又 當年於 日光 山 東照宮 五十 年 冋之御 法事 首尾 能 御 執行、 御成 

不斜 候。 諸家. S. 證人被 成 御免 候 旨、 直に 被 仰 含 候 段、 稻葉 正則. 阿部忠秋. 酒 井忠淸 よ..'、 裔 

山 幡 守. 板 倉內膳 正. 石 丸石 見守， は 被 仰 渡 候 事。 

十一 一月 十四 ：！：。 能 登 鳳 至 郡 總持寺 塔 頭の 六院、 寺領 の收納 方に 關 する 協 
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約を爲 す。 

〔國初 遺文〕 

1 、 總持寺 御領 分 之 內本地 九十 三 石 二 斗 之 定納、 京 升 俵に 而從先 規直納 に 被成來 候へ 共、 當 

納ょり 斗懸 俵に して、 御 代官 納被申 樣に被 成 度 旨、 尤舉存 候。 左様に 御座 候へば、 京 升 俵 を 

斗懸 にな ほし 申 通、 帳面に 理り書 仕り、 前 帳 引合 申樣 にも 可然候 はん 哉 0 

1 、 御寺 領分 御 代官 星 野 源 五 郞義、 從先 奉行 被 申 付 新地 二百 石 餘之ロ 米、 帳面 を 除 而被出 置 

候。 然共當 年よ、 り 帳面に あら はし、 十 石 二 斗 七 升 五合 星 野 忠兵衞 に 被 遣 度 之 旨、 右 切 米 高に 

相違 無 御座 候 は  > -、 左 樣に被 成 候 而も、 同事に 可 有 御座 候 哉 0 是以先 帳 引合、 米 高 別義無 

之 樣に可 然奉存 候。 

一 、 御寺 御 右筆 神 田 與三右 衞門御 扶持米 二 石 七 斗 被 遣 度 之 由、 如何様 共 御意 次第 舉存 候。 

右爲御 相談 被 仰 下、 一 卷拜見 仕 候 0 猶以 御寺 僧 衆 被 成 御 談合 可 被 仰 付 候、 以上 0 

正 保 三年 戌 十二月 十四日  嶋田勘 右衞門 判 

小 森 又兵衞 判 

六 院 御 納所 方 

A 書 


右 表書 之 通 六 院之以 衆評、 寺 奉行 衆， に 令 相談、 如 此相究 所 如 件。 

普 藏 院 洞 察 判 

.  妙 高 庵 林 佐 判 

正 保 三年 十二月 廿 二日  洞 川 庵春碩 判 

傳法舰 春 致 判 

如意 庵祖建 判 

芳春院 文意 判 

星 野 忠兵衞 殿  ， 

十一 一月 十五 日。 前 田 利 常 越 中高 岡の 繁久 寺に 知行 所 附を與 ふ 

〔越 中古 文書〕 

知行 所 付 之 事 

一 、 十九 石 五斗 八 合  中 郡 經田村 

免 三 ッ五步 

一 、 三十 八 石 九 升 二 合  同 西 二 塚 村 

免 三 ッ四厘 
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お 鼓 は臭享 

二 年な リ 


合 五十 七 石 一 斗 五 升 

本 高 

五十石 三 ッ六步 五 S 

口 米定納 一 石に 付而 八升充 

夫 銀 定納百 石に 付而百 四十 目充、 伹朱 銀、 春秋 兩度。 

右 除 山 竹 木、 全 可 令 收納者 也。 

(利 J 常) 

正 保 三年 十二月 十五 日  ま 

高 岡 繁久寺 

〔寺社 來歷〕 繁久寺 由來書 

當 寺問闢 者、 永 祿五年 射 水 郡 南條之 城主 加納中 務公發 起に 而被致 建立 候。 則 南 條に在 寺 仕 候 

由. S. 傅 候 0 其 後 高 岡ね 引越 罷在 候處、 正 保 三年に 伊藤 內膳舉 に而、 爲 瑞寵院 S 御 腐 守、. 微妙 

院樣寺御建^^-被爲成、 寺 領地に 罷成、 御 一 行 頂戴 仕、 年頭 之 御札 被 仰 付 候。 則 寺 S 鋪拜 領地 

に而 御座 候。 從永祿 五 年、 至 當歳百 二十 四 年に 罷成 候。 

十一 一月 廿 五日。 歩 • 若黨 以下の 衣服 佩刀に 關 する 制限 を定む 


〇 


〔國. 利 ® 文〕 

一 、 かぶき もの 其 科 不輕事 。 

一、 かち. 若黨 衣類、 さや. ちりめん-ひら 嶋* はぶた へ. きぬ • つむぎ. 木綿 *布 着用 可 仕 s^o 

一 、 かち. 若 道 服 之 ゑり *か つばの ゑ.？ 着物の 釉 へり. 上 帶* 下 帶. ^に 不仕物 之 事。 

びら う V- 銀 子 一 枚 金 一 ー步  若黨 小者 

しゅ ちん 同 

りんす 

しゅす 同 

\レ んす同 

け  ん同 

右不殘 着仆候 者、 奥 書如定 過料 可 出 ◦ 

一 「弓 鐡砲之 もの、 きぬ • つむぎ. 木綿 • 布 之 外 不可 着 事。 

一 、 小者. 中間. ざう り 取、 木綿 • 布 之 外 不可 着 事。 

一 、 なでつけ 仕 間 敷 事。 

1 、 下々 かたな は、 つか • さやかけ 三尺 五寸、 わきざし はっか • さやかけ て 二 尺五寸 たるべ 
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し 0 是 より 長き は可爲 曲事 事。 

右 可 相守此 3n。 若 ss^ 犯 之 輩 於 有 之 者. 

其 身 は可爲 死罪 之 事。 

正 保 三年 十二月 廿 五日 

過 料 

、 知行 百 石 

、 石より 三 ぼ 石 迄 

、 三 ぼ 石より 五百石 迄 

、 五 H 石より 千 石 迄 

、 千 石より 千 五百石 迄 


、 千 五百石より 二 千 五百石 迄 

、 二 千 五百石より 四千 石 迄 

、 四千 石より 五千石 迄 

、 五千石より 七 千 石 迄 

、 八 千 石より 九 千 石 迄 


米 

同一 

同 

同一 

同一 

同- 

同一 

同 


紙面 之 過料 主人 可 出 之。 重 過 之 者 は 、定之 過怠 一 倍、 


印 


三 

七 


俵 一 

俵 一 

俵 


十五 俊 

二十 俵 

二十 五该 

三 十 俵 

三十 五 後 

四十 俵， 


ぃ宫と 己る 牌 玉^ 淨 

'、上 MLLii 所);!; 寺 神- 
り ^^寺年]^5： と 院 と 寺 
文 天な 永し の 吹 4> 
に滿リ 六す: 位め £ 


以 上 

十一 一月 晦日。 大聖 寺 侯 前 田 利 治從四 位下 侍從に 叙任 せらる。 

〔ffi 川 實紀〕 

十二月 晦日 從四 位下 侍從に 叙任 せらる. 者 六 人 0 松 刑 部賴 元は 大輔 になり、 播 磨« 降 は 守 

になる。 其外松：牛飛|8守利治.松}^1.土佐守忠義.高家品川內膳正高如.大洋兵部大輔基將なり0 

是歳。 加 賀石川 郡 上野に 田地 を 開く。 

cfk" 夕 ず 言」 

一 、 正 保 三年 田 中 覺兵衞 与 云 浪人、 利 常 公， £ 一一 n 上、 寺 村 之 石 «v」 云 所より、 別に 川 を 堀 上 

げて、 土 淸水之 山 之 腰 を 堀 廻し、 牛 坂 之 上野，. J 云 淸水野 を 田地に 發す。 

是歳。 金 澤玉泉 寺 を 再建す。 

〔寺社 來歷〕 玉 泉 寺由來 

宽永 十六 年 二月 玉 泉院樣 十七 年忌 御 弔より 御 位牌 所に 御 定被成 候。 

一 、 正 保 三年 當寺御 立 被 成 候。 承應 三年 之 甚寺領 六十 石 御 寄附 被 遊 C 

〔北 華 文 翁〕 
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此： は大逮 

なり 


リふ來 三 同る 本元 明 
もれ 年 じ ： 文 年年 
亦リ遊 との 1:1 ェ 
誤と 行 承前 非し 明 
ない の應 I こなて J は 


二三 〇 

玉 泉 寺 天 満宮上 梁 文 

^^永九年十 一 月 念 八日。 神殿 冋祿。 靈像如 本。 職 生 驚異。 遷于假 殿。 潘奏再 造於闺 主。 時國 

務^^繁而未采。 至 正 保 年中。 黄 門 利 常 公。 神 像 一 幅 安于假 殿。 乃 i ぉ祌之 0 窗而。 羽 林 光高 公 

之 平日 所 珍 敬 也 云々。 

家 見聞 集〕 

明年 一 一月 廿 四日 玉 泉院殿 三十 三回忌に 付、 此冬ょり相模國藤澤山淸淨光寺住持遊ハ^^上人金澤 

へ 來 りて、 泉 野 玉 泉 寺に 宿し、 百日の 間 別時 六 時の 念佛 し、 越年して 及來年 也。 今年 玉 泉寺屋 

敷 替被仰 付、 本屋 敷 は 淨土宗 淨覺寺 に 渡り、 劎 口の 見 付に て 三千 步 屋敷 を 被 遣、 御寺 御 建立。 

〔金澤 古蹟 志〕 

玉 泉 寺舊地 

昌披 問答に、 玉 泉 寺の 舊地は 祇園の 邊成覺 寺の 所な り，. J 見， 2:、 三壶 記に 云、 宽永六年^^养寺 

，こ 云 寺號を 除て、 玉泉寺^改められ、 寺の 向 ふ， こ橫町 • 野 町の 際まで 寺の 門前に 被 下ければ、 

夥 敷地 子 を 取上げ、 寺の 造 用に 成しけ り。 然 に明曆 元年 玉泉院 殿の 三十 三冋 忌に ならせ 給へ 

ば、 前年より 玉 泉 寺 屋敷 替 命せられ、 本の 寺 屋敷 は成覺 寺に 渡り、 其 時 門前 地 は 被 召 上たり 

VJ あり。 按に此 也 を 玉 泉 寺の 寺 地 どなし、 愛に 菅原 天神の 社殿 を も造營 ありし は、 元 和 三年 


なり。 宽文七 年の 上 梁 文に、 元 和 三 丁 巳 之 秋。 擇地 於， M 野。 « エ^ 構、 不幾 月而ぉ 成矣。 ど 

見ね、 延 二 年の 由來 書に も、 玉 泉 院殿之 御 願に 依る、 元 和 三年 之 秋 越 屮淨禪 寺に 被 仰 付、 

當地， £i 天神 御勸 請、 則 淨禪^ 前 住別當 所に 有 之、 宽永元年迄祌^^相»、、」ぁり。 さて 淨 を 

玉， M 寺 ど改稱 し、 玉， M 院殿牌 所、 こなし、 今の 地へ 轉 地して、 更に 造營 命せられ たる は 正 保 三 

年な り。 延賓ニ 年の 由來 書に、 宽永 十六 年 二月 玉. M 院殿 十七 年忌 御 弔より 御 位牌 所に 被定、 

正 保 三年 當寺御 建立 被 成、 こ ありて、 成覺 寺由來 書に、 正 保 K 年玉 泉 寺 上げ： 敷 七 ^1 七十 九步 

三尺 五 寸の內 四百 九十 六步 一 尺八 寸拜領 被 仰 付 ど 昆， £i、 正 保 四 年 八月^, 禪寺等 育 和-: 1： 上 ホ齊 

に、 野 町 玉 泉 寺，. J 並に 罷在 申樣 に、 左 之 方 明 地之內 五十 間 四方 拜領 仕度 ど 云 々o  K 書に 玉& 

寺 渡 殘之内 を以千 五十 步可被 相 渡 VJ ありて、 此 地面 は慶 安四 年に 寶勝 小！ 千 \5 和 尙へ页 に 賜 

り、 今 少林 寺の 寺 地 也。 されば 三壺 記に、 明曆之年玉^3^院殿の三十三回忌に付、 前年より 玉 

,M 寺： 敷： 命ぜられ、 舊寺地 は成覺 寺へ 賜る， >0 ある は 過 聞に て 年 暦 其 れ るな り。 

正 保 四 年 

1 一月 九日。 金 澤の魚 問屋に 誓紙 を 命ず。 

〔加贺 40 文書〕 
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二三 二 

前 書 

一、 御 肴 賣渡代 銀 二 ヶ月 相延候 は、 3、 御 定利足 被 下 候 様に 可 申 候。 相滯候 者、 誰々 に不 寄、 

不恐權 門 を、 急 度 可 申 上 候 事。 

一 、 浦 方より 肴 請 取、 不移 時日 代 銀 渡し 可 申 候。 遲々 仕、 ffi 之 者 共 迷惑に 罷成候 者、 私共 越 

度に 可 被 仰 付 候 事。 

一 、 最前より 度々 如 被 仰 付 候、 御 侍 衆. 町人いた みに 罷成候 檨に肴 高直に 仕 間 敷 単。 

右 書つ ねの ごどく。 

魚 問屋 兵 右 衞門. 又 右衞門 可爲致 誓紙 旨 被 仰 出 候に 付而、 前書 之 案 紙 被 下 候 0 則 靈社上 卷之誓 

紙、 n 付 判 元 見 屆申候 間、 前書 之寫 進上 申 候。 御前 可 然樣に 可 被 仰 上 候 0 

二月 九：：：  宮木釆 女 

脇 田 九兵衞 

津田 玄蕃殿 

葛 卷舉人 殿 

一月 廿ヒ 日。 ト松ー 針 屋市左 衞門等 魚 問屋た る こと を 許さる。 

〔加賀 古文書〕 


萬覺 it 

一 、 正 保 四 年 亥 二月に、 當地魚 問屋 京 町 一 針 厘 市左衞 門. すがな みや 彌三 右衞門 候 所に、 

私^^先年ょり御上使{15仕義に候間、 右 魚 問屋 私 手前 御上 使 {i? 之 御 扶持 同前に 可 仕 之. S 被 仰 出 

之 由、 町 御 舉行衆 被 仰 付に 付而、 同 二月 廿 七日に 忝舉存 御請 仕、 同 三 月 朔 n:i より 跡々 inM な 

みに 七 歩の 口 せん を 取仕切 申 候。 就 其 御 運上 銀. 七十 枚充、 ：， 毋年 yit 可 申 之 由 被 仰 付、 同年よ 

り 指 上申 候 0 

一 、 殿様 同年 三月 末に 江 戶御發 足 被 爲成候 付、 魚 問屋 究 書付 之 義御町 奉； & 樣へ御 斷巾上 候へ 

ば、 此段前 田 內藏允 様へ 被 仰 上、 則內 藏允樣 より、 金 澤町御 奉 行宮 木釆女 核. 長 瀬 五 郞右衞 門 

樣被仰 遣の 所に、 右兩御 奉， t 衆より 金澤魚 問屋 究之 書付に 御 返事 被 遣に 付、 其 文書 私 手前へ 

引 請、 則 書付 調、 同 八月 朔 日に 上げ 申 所に、 前田內藏允樣御ぅら書被遊被下候^:^。 同 八月 五 

n 之 晚魚肝 煎へ 右究 書付 之 品々 被 渡、 同 六日より 御 定之通 裁許 仕 候 也。 右 何れも 文 跡 書お 

事 有 之 候。 

一 、 负：^ 中へ K 付 之 銀 子、 二 ヶ月 切に 御究被 成、 相 延者御 定之利 足 をく はへ 取 可 巾 3:1、 其 上 

滯申銀 子不隱 可 申 上 之 旨、 慶 安一 一年 三月に 津田玄 蕃樣. 葛卷藏 人様 被 仰 渡、 則 上 卷替詞 被 仰 

付 上申に 付、 銀 子 二 ヶ月より 相 延申候 分、 御 公儀へ 書 上、 利 足 取 申 候。 然 ^.」 も本银 さへ 切々 

加賀藩 史料 第三 編 正 保 四 年  二三 三 


二三 四 

に 調 兼 申に 付、 いか、 S 可 有 之 ど 御 町奉行 へ 淺野藤 左 衞門樣 御 斷申上 候 へば、 其 分に も 可 仕 旨 被卬 

渡に 付而、 同 四 年 正月より は 請 取 不申候 也。 利 足 取 立 申 銀 高 

一 、 九十 四 匁 六 分 五 厘  慶 安一 一年 五月より 十一 一月 迄の 間に 取 申 銀 高。 

一 、 三： 五十六 匁 四 分 一 一 厘 同 三年 一 ケ年 分利. 銀 高。 

右 之 通 迄 取 申 候 0 同 11 年 正月 も 少取申 候へ ざ も、 右 之 通 故 此分は 何も 相 返り 申 候。 萬 事 c:^ の 

ため 如 此書置 申 也。 

利 そく 取 立 申 品々 S 

右御定 也。 二 ヶ月 切 之 日より 廿日 迄 は 何時も 利 足 取 不申候 0 併 十五 y より 廿： n 迄 は 半月 之 分 

也。 利 足 取 申 も 有 之 候。 大 かたは 廿日 迄 は 取不申 候。 此 段され ざ も究. 9 はなく 候 0 十四日 迄 

の 間 はかた く 何方よりも 取不申 候。 何事 も S のた め 也 。右の 利 足 取 申 も 藏人樣 へ 御 斷申上 候。 

一 、 慶 安口 年 九月 廿日 御 町奉行 藤左衞 門樣. 藏 人様へ 書付 を 以申上 候 は、 當地 魚屋 ざ も 浦 方 

へ參、 负鳥之 類 買 候而、 其 浦 方より すぐに 他所へ 遣し 申候義 は、 最前 申 上 候 通り、 荷物 同前 

に 御座 候 間、 少も かま ひ 無 御座 候。 但主宿 へ 取よ せ gg、 手前に て 賣殘申 候 分 問： へ 出し 不申、 

他所へ 遣し 申 候 者、 ロ錢 出し 申 樣に被 仰 付 被 下 候樣に VJ 申 上 候 事 0 然れば^^屋中藤左衞門^ 

へ被？^：寄、 樣子御 尋被成 候 所に、 あい もの 中 被 申 候 は、 くつや 申 所 も 尤に險 間、 書付 之 通り 


直 治 共 

LL 今 枝 氏 


に 可 仕 ハナ 何 茂 被 申 上 候。 其 分に 候へば 相對 をいた し、 下にて 事 濟義に 候 問、 此 お：： 付 之^ 相對 

にて 濟 候へ VJ、 藤 左衞門 被 仰 « に 付、 書付 之逋魚 Eg 中が てんに て 究申候 也 0 

一月。 前 田 利 常 加 賀江沼 郡 山 代 温泉に 浴す (J  • 

〔今 枝 家譜〕 

正 保 四 年 二月 直恒 於江戶 i^iK 之 由 達于贺 州。 時 微妙 院殿爲 保 « 济江 S3 郡 山代溫 fs。 直 治往彼 

地。 請暇 至 東武。 

一月 十三 日。 金 澤の魚 問屋 ロ錢 運上 等に 關 して 誓約す。 

〔加 古文書〕 

乍 恐 申 上 候 

1 、 私共 問屋 被 爲仰付 候に 付而、 請 人 御供田 ゃ吉 兵衞. 蠟燭ゃ 仁 右 衞門を 相 立 巾 候 御 事。 

1、 ルー に而喪 かひ 仕 物 之內、 鰓. 鮒. 海老 • ざこ • きすな ビに は、 口 錢申間 敷 候 御 S -。 

一 、 余. 澤者 直に 沛 方へ 參 候て、 其 者 直に 振ぶ H 仕 者 之 手前、 口 錢取申 間 敷 候 御 

1 、 他國 並御國 によらす、 负 c:? 之 通 荷物に、 口 錢取申 問 敷 候 御 S ？.。 

一 、 含 .gt 魚 問 尾 之 外に、 商人 他國 より 罷歸候 刻、 干负 之た ぐ ひ 荷物 之 付合に 什罷 越、 其 者 之 

見 世に て W 、申 分 は、 口 錢取申 間 敷 候。 伹魚還 方へ おろしうり 仕 候 は、、、 口 餞 取 可. S. 候 御 事。 

加 Si 藩^ 料 liM 一一  編 正 保 四 年  二三 五 


二三 六 

一 、 あい もの 浦 方 之 者 K かひ 之義、 跡々 の ご ，.0 く はんそう 仕、 其 上 魚 や 中へ 私共より S 掛 

銀 も、 其 人に より 少 宛お、 かけ、 せんぐり くに 可 仕 候 御 事 0 

一 、 浦 溶より 持參仕 候 肴、 一 刻 も 早 賣拂、 六步の ロ錢を 取、 代 銀 相 渡し： S し 可 申 候。 惣而浦 

:® 之 者 迷惑 不仕 候樣 に、 裁許 可 仕 候 御 事。 

一 、 御 運上 銀、 當年者 月 茂 立 申 候 間、 百 枚 上 可 申 候。 來 年より は 一 ケ 年に fa 二十 枚 宛、 每年 

翌年 之 正月 屮に指 上 可 申 候 御 事。 

右 之 趣少も 相違 仕 間 敷 候、 以上 0 

正 保 四 年 三月 十三 日  魚 屋 六 兵衞判 

なおい 屋 太 郞兵衞 判 

町 御 奉行 樣 

三月 十九 日。 前 田 利 常 小 松を發 して 江戸に 向 ひ、 途武 藏鴻巢 にて 從者石 

黑權平 人の 爲に 殺さる。 

〔三壶 記〕  • 

正 保 四 年 三月 十九： n 御發 足被爲 成、 同廿 九日に は 關東鴻 巢に御 泊、 九ッ 半に 御 發足被 成け り 0 

其 sffK つ 夜道 を 御 好 被 成、 晝は 緩々 御 休息 有て、 宵 出々々 に 出させ 給 ふ 故、 提灯の 光 は 上下 


暗 天の 星に 異ならす o 然るに 鴻&を 出させ 給 ひて、 本 SES^ へ 一 町 半 計に 成る 時分、 遙-, ^御 跡 

夥 敷亂れ 合、 人 群 高く 鳴 渡る 0 古市 左 近. 竹 田 市 三 郞御乘 物に 付き 申されければ、 喧嚷， 相 聞 

え、 騒 励 仕る 由 申 上らる/ 利 常 公 御 is 出し を 明 させ 給 ひて、 誰ぞ間ぃて參れ，.」御^=ぬの 

處に、 竹 田 巿三郞 川 豊右衞 門 田 又 八. 坂 野 市 求： 走りけ り 0 其 問 御 を 立 置て 人 聲を聞 

けば、 人.^ 追 ひ 尋る聲 のみな り。 御供 巾畏 りて 待ちけ る 所へ、 竹 田 市 三 郞大梳 市右衞 門，^ 

同心して 來り、 御駕 G 際へ より、 市 三郞申 上け る は、 市 右 衞門被 由 上 候へ，、」 有ければ、 市 右 

衞門申 上る。 石黑權 fe. を 飛 驊守樣 御 家 來江守 彥左衞 門 若黨が 切りて 逃げ 申 候。 權平は 未だ 存 

命に て 御座 候。 其 起り は 御 押への 御 跡に、 湯 原八丞 岡 志 i-. 大橘又 兵衞. 一木 ^角. 佃 源 太 

左衞門 木 六 兵衞. 石黑權 平、 其 次に 私. 脇 田 三郞四 郞如斯 段々 に 掛 にて 御供 什る 處に、 鞍 

0M 一  疋に 黨 一 人. 中間 一 人に て 引、 權平乘 掛の右 之 脇.^ 追 懸け、 橫 合に nr 手の cm の 中へ * 

通す。 權平 は旣に 倒れん VJ 仕る 所に、 權 1^ 馬より 飛 下り、 刀 を 拔き追 行 申候處 を、 提灯 持 

て 可れ も追懸 候へば、 閬の 夜に て 所々 に小笹 藪. 桑原な V- 御座 候て、 しばし 尋 候へ 共 見 付 K- 申 

候處 に、 彼 ssf: 立 S て 櫂 平 を 三ケ所 切って 逃げ、 權平は 倒れて うめきの S を 聞 付け、 何れも 

寄りて 鴻巢へ 連行 申 候よ し 申 上る 0 利 常 公 御意に は、 其 中間め は ど 御意の 處に、 市 右 衞門申 

上る 0  を ひき 御先 を 心懸て 脇道 を 走 申候處 を、 見 付て 捕へ 置 申 候 由 申 上る。 早々 江 R へ fa 

加 ！=； 藩 史料 第 三 _0 正 保 四 年  二 三 七 
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0 


し、 籠へ 入 置 可 中 3:11 御意 有て、 御駕を 急ぎ 本鴻巢 へ爲入 給へば、 はや 明 六 ッにぞ 成りに ける 

御機嫌 以之 外に 變らせ 給 ひて、 朝 御 膳 を 上る 所 なれ 共、 御 膳 も 不被召 上、 うそ を あそばし、 

おびん の 髮を逆 まに 立て 御座 被 成。 其內に 御供 中 御辨當 被下罷 出る。 せパ時 宮城 越 前 殿御 使者 

進物 持參 し、 岡 島 兵 庫， 御 披露 被 成、 御 返事 被 仰 聞 候へ，. J 申ければ、 兵 庫 聞いて、 か 樣之時 

節 なれば 御 披露 難 成 候、 先々 御 歸被成 候へ、 是 迄の 御 越 は 急 度 可 申 聞 候 由 被 申、 使者 は giJi 

少行 はかち 一 る 0 石黑權 平方へ、 左 近. 市 三郞家 鱧に 念 頃の 步行、 其 外つ き 添て 看病す。 未： U 御 發驚不 被 成 

內に、 河 合 左助參 着、 市 三郞. 左 近に 申しけ る は、 櫂 平の 手 は 大事に 御座 候、 三ケ 所の 疵ざも 

い ゑ 合た る 如く 也、 是れ內 へ 血の 引た る 所 也。 鴻 ss^ より 百 人 計り 人足 を 出し、 相手 を 尋ね 中 

候 由 語りけ り。 利 常 公 御 出被爲 成、 靜 まりかへ つて しづく， >0 御 驚 を やりければ、 岡 島 兵雕 

御 駕の先 を 走 廻り、 小聲に 成りて、 此 中に 飛 騵 樣 衆の 御座 候 はゾ、 御 跡へ 下り 給へ ど 申され 

けり。 飛 騵 樣 より 御 步行八 人、 御 迎の爲 御供 致しけ るが、 承る VJ て 皆 々見え隠れに 御 跡に さ 

がる。 犬 千代 樣. 淡 路樣衆 は 御供 を 勤け り。 漸 半里 計 も 御座 被 成、 市 川 理左衞 門 を 召れ けれ 

ば、 理左衞 門 御み すの 際へ よる。 御 直に 何 哉らん 奉りて 御先へ 取って 出で 走りけ るが、 厳の 

渡しに て 出向 ひ、 又 御簾 際にて 御 返事 申 上る。 後に 是を閒 きければ、 今 枝 K 部 方へ 參り、 公 

方 « 御醫者 外科の 了 伍 哉らん を賴 み、 權 平方へ 早々 可 遣 旨 被 仰 出。 然共其 日の 暮合權 ： 牛 相 


る。 ^?:て江11^ へ 御 參着被 成、 0; 田 i 蕃方 へ 御 飛脚 立て、 江 守 彥左衞 門 若 黨. い 親兄弟 並 請 人、 

六 七 人 火 罪に 被 仰 付。 彼 黨は板 橋の 一 里 山に 上りて、 股 を 切て 書 sa を to にて 仕 K、 私 親； S 

人 等 御 赦免 被 成 被 下 候へ VJ 書 置て、 自害して 死け る を 板 橋の 在所より 注進す 0 利 め 公め 御；：： t 

に 立て、 親受人 何れも 助 候へ ど、 重而御 飛脚 立 けれ ざ も、 三世の 如來 M 後の 弓に て、 皆 殺さ 

れて 跡になる。 巾 間 をば 江 にて 御成 敗 被 成、 江 守 彥左衞 門 は 御名 代 G 御迎 ながら、 御 使者 

に參り 骨折て 閉門す。 去共頓 而御赦 C んを 蒙る 也 0 此石 黑權； 牛 先祖、 昔 伏 見に 御 在 城 之 時 御用 

承る 町人、 當 地へ 參り金 澤の眞 中 繁：： ：： 之 所に 御 尾 敷拜領 し、 むさし 庄兵衞 ど 申け り。 むさし 

が： y の 棟梁 也。 此 者の せがれ ゆうに やさしく、 を ざり 子に 被 召 出、 心 は 人に 愛敬せられ、 上 

を 敬 ひ 下々 によき に 取つ くら ふ 者 なれば、 諸人 申惜 みけり。 餘り御 近所に 徘回して、 K 成に 

狎れ ける 事、 拙き 戒行哉 ぞ 申しけ る。 

四月 朔日。 前 田 利 常 能 登 羽 咋郡氣 多 神社の 法式 を 定めて 神人 社僧に 與ふ" 

〔氣多 神社 藏 文書〕 

能 州 一 宮 法式 

一 、 神社 祭 禮佛事 勤： t 不可 有 怠慢 事。 

一 、 天下 泰" 牛國家 安全 之 祈念 可 抽精誠 事。 
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二 四 〇 

一 、 寺社 作法 之義、 專可相 守 古法、 若 新 儀 於 在 之 者、 以 衆評 任 道理 可 沙汰 付、 罪科 人 其 外 諸 

牢人 一 切 不可 抱 S 事 G 

一 、 .3 林 竹木猥 不可 伐採 事。 

一 、 當社 小破 之 時、 以 寄附 之 領分 可 加 修理 事 0  • 

右條々 堅 可 被 相 守 者 也。 

正 保 四 年 卯月 朔日  禾  常^ 

社家 中 

長福院 

六月 三日。 本 多 安房 守 政 重 卒す。 

〔本 多 氏 由緒 帳〕 

一、 十一 世 組 父  本 多 元祖 安房 守 政 重 

政 重 義佐渡 守 一 一男 御座 候處、 文祿ー 一年より 奉仕 家康 公. 秀忠 公、 慶長ー 一年 八月 有 故而武 州江戶 

立 退、 半年 程 伊勢山 田隱 棲。 然處大 谷 刑 部 少輔依 招 出京、 同 四 年 備前浮 田 黄門秀 家卿應 招、 

領知 1 一 萬 石。 同 五 年金 吾 中 納言秀 秋 卿 以杲藏 主、 備前 a 嶋 恩賜 之 由に 而被 招。 亦 從瑞寵 院樣、 

以岡田 S 右衞 門被爲 召、 則 及 御請 候。 因 玆杲藏 主 失 面目、 所詮 可 捨命孚 申 聞 候 故難默 止、 ^ 


双方. 不趣、 高 野 淸水与 申 所に 在 是歲 安藝 國主福 嶋左衞 門大夫 殿頻被 召、 へ 越、 

領知 一一 i 石。 同 七 年 藝州立 退、 無 程 從瑞龍 院樣以 稻葉左 近 被 召 寄、 領知三 萬 石 被 下 之、 本 多 山 

城に 了 5^ 名 乘罷在 候。 间九年 奥州 米 澤上杉 景勝 殿 實子無 之、 家臣 直 江山 城 守 女子 有 之、 ：J:3^ 勝 殿 

之爲 養女、 政 重 を以配 之。 以後 男子 も 於 無 出生 は、 上 杉 家相 續有之 度 之 SB に 付、 瑞他院 S 御抬 

悅奧 州， に 被 造。 右 養女 無 程 死去、 上 杉 家に も實子 出生、 旁以慶 十六 年 米澤返 去。 夫より 上 

京 能 在 候處、 從瑞龍 院樣以 御 使 度々 就 被爲召 候。 則 其 年 歸參、 本 多 安房. +相 名乗 申 候。 同年 

八月 十二 日本 知 三 萬 石 拜領、 但追付 五 萬 石 可 被 下 之條、 先 可 相 越 之 旨に 而、 五お 石 之 御 判 物 

mi 之。 同 十八 年 瑞龍院 樣越中 一 國可被 差 上旨に 付、 以政重 佐 渡 守へ 被 仰逍、 上野 介 達 御 glo 

此時江 P 駿河 奔走 及 七 度、 無 相違 越 中國如 前々 可 被 進 由 就 上意、 二十 石 全 御領 掌。 瑞龍 

院様御 底、 今度 は 政 重 功 勞故孚 御懇之 御意。 依 之慶長 十九 年 微妙 院様、 御 加 增拜領 被 仰 付。 

右 之 者 小 松 御城 御 預可被 成 由 候 得 共、 此 義は舉 M 辭、 瑞 院樣御 逝去 以前、 微妙 院樣致 御供、 

越 中高 岡へ 可 相 越 由に 而、 政 重 御座 近く 被 召 寄、 御 遺言、 若 不經年 大坂於 御 出陣 は、 御 家臣 

共雖有 之、 老兵 行步 不可 任 心、 幸 其方 功 者、 旁以士卒之下知萬^^被成御頼32?.|御怠。 同 十九 

年大坂 御陣有 之、 十月 十四日 微妙 院樣從 金澤御 出陣、 政 重 御供、 翌年 二月 七 = 御 ^國0 同年 

重 而就大 坂 御陣、 四月 十八 日同斷 御供、 八月 中旬 御歸國 0 右 兩度共 諸 卒政重 下知. +被仰 出、 
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兩^ 之 御供 無 恙相勤 o 依 之 骨折 候 間、 慰 見 候 得 14. 被 仰 出、 宗半 W 銜 御茶 入 微妙 院 御手 自拜 

領、 數度御 直 御懇之 御意、 且又 家臣 於 大坂岡 山表鏠 高名 御 穿靈被 成、 元 和 元年 六月 御 褒美 物 

被 下 之。 同年 六月 叙爵 被 仰 付。 同 二 年 家康. 秀忠 公， 2： 御 目 見 仕 候 上 は、 御 國他國 之義に 不附， 

S 事 可 致 差 引 旨 御意。 同 八 年上 野 介 正 純 蒙 御 勘 氣候得 共、 政 重 事 少も氣 遣 仕 敷 St 等 御意 之 

趣 、十一 月 酒 井 雅樂頸 殿. 土 井 大炊介 殿 奉書 到來 0 正 保 四 年 三月 隱居被 仰 付、 同年 六月 三日 病 

死 化 候。 將又宽 永 十 年 旗本 同姓 本 多 故大隅 守政久 跡目 之 子 四 歲に而 死去、 依 之 斷絕。 然處同 

年政靈 三お 帶刀政 相 被 召 出、 江 R へ 相 越 五千石 被 下 之。 當時駿 州 靜岡往 住 本 多 彌五郞 家に 御 

座 候 0 

1 、十一 世 祖母  西 洞 院參議 時 直 卿 女 

延 .M 八 年 十二月 廿 八日 病死 仕 候 0  , 

〔可 « 小說〕 

一 、 慶長 十九 年瑞 M 公御祸 中、 本 多 安房 を 高 岡ね 被爲 召、 色々 御咄 しの 次第、 天下の 義、 畢 

關 東，、」 大坂 可爲御 楣候。 安房 は 功 者 之 事に 候 間、 御先 手相 勤、 諸事 御 指 引 御 賴思召 候 旨 

御意に 候處、 安房 申 上 候 は、 凡 軍 之 勝敗 は 兵の 多少に 不 H 事に 候へば、 萬 一大 坂 方 利 運 之 軍 

に 候 は  > -、 如何 可 奉 心得 候 哉 VJ 被 申 上 候處、 其 儀 は 兼 而肥前 も 覺悟有 之 候、 大坂勝 軍に K は 


前 田 綱紀の 

談 なり 


マ 必戰死 之 心得に 候 旨 御意 被 成 候へば、 左様に 候へば 都 而之意 得 相 濟候旨 御請 候 由。 一 m 舰 

御 自筆 LL 御 記し 被 遊 候 一 册 御前に 有 之、 其 第 一 ケ 

條に此 事 有 之 ほ、 或 人 之 物 mi 之 由 有 澤氏之 話。 

〔松せ-公 夜話〕 

一 、 台？ J 院 殿秀忠 公に は 御つ りひげ 御座 候 由、 井伊 掃 部 頭 殿 にもつり ひげ 有 之 候。 此掃部 殿 

大坂御 it 之 時、 家來之 者搶を 合せ 申に 付、 高き 所， あがり、 iij;r より 下 立、 检を 杖に つき 見物 

して 被お 候處、 本 多 安房 守 Ml 足輕ー 一 百計 召連罷 越、 IS 援 いたし 候處、 部 殿 手前 取 込 被 申 候 

^、 承 付 不被申 候 0 安房 守 申 候 は、 掃 部 は 腰がぬ け 候 や、 人の 挨俊も 間 付ぬ は ど、 大昔に て 

無^ 申 候 而罷歸 申 候 Q 其 以後 對面之 節 挨拶；^ 之 候 sb、 癸 巳 正月 十  一 n の 夜 拜聽仕 候。 其 以後 

も度々御意御^^候。 

〔甲 申 雑書〕 

1 、 何れの 時分 何れの 處 たる も 不知、 仍不 eivj 云へ 共、 時の 風を閜 を重寶 に 思うて 開 書す る 

也。 太 の 御世 か、 本 多 政 重 城 普請の 奉行の 內，. J して 行ける， こ 云 々o  S 勝の R の 時 か、 若 は 

當國へ 仕へ ける 時 か。 其 請 取の 場に 蹯居 しけ るに、 政 重が 家來、 政 重が 检を 立て 居る。 其 所 へ 

ric2 正則 見過け る。 如 此時は 陪臣 は 各へ 槍 を 伏す る姊な るに、 政 重が 僕 左 s!^ の 事 を も 不知け 

るか、 其 槍 を 立て 居け る を、 正則 見て 以ての外に 氣色 損じて、 立て ある は 誰が 檢ぞ， .J 問 は 
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る、 に、 政 重が 檢 答 ふるに、 盧外者 也、 手 討に せん 思 はる、 顔色 見えて、 刀に 手 を かけ、 

近々， じ 政 重が 際へ 三度 迄 立 寄け る を、 政 重 もつ くば ひ 居ながら 心得て、 先をば被討間布^0思 

ひて、 刀に 手 を 掛けて 正則の 顔 を 見詰めて、 少 も油斷 せぬ 顔つき 故に、 正則 も 成 問 布 ど 思 ひけ 

るか、 ま (場 を 立 返き、 其 を こせ て 槍 持が 方より 取 寄、 其检を 正則 自身 踏 折て 捨て 被歸。 政 

重 ロ惜き に 思 ひけれ 共、 可爲樣 なき 勢に てこ そ は 有 つらめ、 其 分に して 置け る。 其 刻 政 重 

が 家人 村 井二 郞左衞 門 VJ 云 者 供して、 側に 居て 危き 目に 逢 ひける VJ、 後 迄 も 語りけ る VJ て、 

村 井が 物語 聞け る 人の 咄 也。 此村 井後に は 御 家へ 被 召 出 0 此 物語 少は違 あるか 0 併此 頃の 人 

の 風俗、 場 を 踏みた る 仁の 仕形 は此位 也。 又 福 島が 狂氣 同事の 休たら く は、 是に は不限 儀な 

れ共、 此ー事 にて 馀は 可， 知。 城 普請の 犬なる 近年 ありし を 思 ふに、 伏 見に は 非 じ、 越 高 田. 尾 

名 護屋. 駿府. 江 11;*大 坂 二 一條 等の 內か。 然 らば 當 御代に 成りての 事な らん。 太閤の 御代に し 

ては不 符合。 鬼 角に 此 所に は不立 入、 ロハ 何事に もせよ、 政 重が 出 居て、 檢を 可伏處 にて 不伏 

を、 福 島 見て 立腹の 上の 仕形 心得れば 事濟か 0 彌重 而可尋 明記 也 0 

〔三壶 記〕 

御屋形 大形 出來 し、 掃 拭 以下 相濟 ければ、 春 日つ ぼね 御 家の 様子 見て 參れ VJ 上意 有に 付、 御 

上屋敷へ 被參、 御け. しゃう の 間. 御 產の間 • 地震の 間-長つ ぼね-御 臺所 .is 殿. 物置 等、 殘る }^ 


なく 見物な り 。然るに 御產 の問* 御廣 敷の 住居、 春 日 つぼねの 案に相違して、 奉行 人 を 呼びよ せ 

て、 此御 所の 立 様 勝手 左右に 成りて、 殊之外 あしき ま \、 事： 所 は 立 ぼし 可 S.S1:!I、 大昔に て 

いかられければ、 舉 行人げ うてんして 十 方に くれ、 頭 を さげて 物 も 申さで 有りけ る 所へ、 本 

多 安房 守 政 重、、」 び來 りて、 なう いかに 舂日 殿、 今租 天下 大平 にして、 御靜 なれば こそ、 か 

、る 御 家 も 世に あらめ、 = 本國 にか、 る 御 家の あらば こそ、 いつのこう を以. g^:" 殿の このま 

れ候 や、 又 半年 も懸 りて、 か 様の 御 ころ は出來 せん、 遠盧 まし ませ VJ 申されければ、 つ 

ぼね 聞いて、 是非，、」 もに VJ 申す にあら す、 左樣 ならばよ からん VJ 申 事に てまし ます ぞ、 あら 

見事 成御屋 かた や，.」 て、 頓而 登城いた さる、。 其 頃 天下に はやり もの、 めった 捣 弓中將 ^# 

n 局に ひぜん かさ どて、 うへ こす 人 はな かりし に、， 本 多に めいりぬ る ど、 人 感じ 申け り。 

〔續漸 得 雑記〕 

1 、 安房 守 政 重、 老後に は大夢 居士 自稱仕 候。 此 安房 守 或 宵 之 間に、 同職 横 山山 城 (—畏 知 

方へ、 w 之 內御出 候 as に， こ 申 遣 候 0 此 時分 宅地 も 向 合に て 程近く、 隨分 互に 懇意に 化 候 故、 

平生 少々 人 召 速 往來も 仕 候 ◦ 其 時 も 山城 守 近習 兩 三人 召 連、 步行 にて 參 候へば、 座敷 G 與屮 

に 火鉢に あたり 有 之ながら、 城州少 用事 有 之 申 遣 候、 是 を御覽 候へ、 n ハ 今江戶 より 飛脚 參候 

VJ て、 飛脚 箱 も 脇に お 之、 則狀を 出し 候 0 山城 守 見 申 候 得ば、 十 萬 石 可 被 下 候 間、 公儀へ 可 
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罷出 e -、 左 樣はマ 御 老中 を 可 被 仰 付，. J 申 趣 之 御 內證に 候 。借々 目出度、 一段 之 5 &之 sin .E 城 守 

挨 桜：！： E 之 候 所、 我等 杯が 行きて 能き ものに は 非す，. -て、 則 其 火に て 右 之狀を 焚き 棄 ける。 是 

を 見 給 ひ 候 得 VJ 迄 申 候 旨。 此咄は 則 山城 守 申出し 候て は 感申候 を 承 候 ど、 私共" 衆の 內徒 

小 K« 藤 四 郞兵衞 i+ 申 者 有 之、 其 者 之 親 四 郞兵衞 へ每も 物語 候 3n 四郞 兵衞權 私兄藏 人へ 申 

聞 候， こ、 藏人申 候。 只今 存付候 得ば、 定而 上野 介 殿 配流の 後 杯、 佐 州 君 跡 御 取 立の 爲中來 り 

候 哉、 下 造成 義 ながら 承傳候 處如此 御座 候。 萬 一公 俄邊 にて 御 心 當被遊 候 事 は 無 御座 候 哉 0 

お 方 にても、 其 子孫 VJ して 別而可 申出 事 にても 無 之 候 得 共、 承 合 申 度 迄に 如斯 御座 候。 

一 說に 安房 守 御請に 不及事 は、 如是の 意趣に は あらす、 罪 を 恐怖す る 也。 其 罪 を 恐怖す る は 

己 罪 はに あらや、 兄 上野 介讒を 以て 罪 を 得れば、 己 も 欺て 召 寄られ、 終に は 保つ S ^を 不得事 

を 計り 知りて、 辭を設 て 其 召 を 避る のみ 0 誠心，.】 直 道に は あらす どの 說 なり 0 未詳 其 信僞如 

何 0 

〔責而 者 草〕  , . 

本 多 安房 守 は 加 K 中 納言利 常 卿の 家老な り。 東照宮より 遣 はされ 候 人に て、 思盧 ある 人な り。 

越後の 小 栗 五 郞左衞 門 は隣國 云 ひ、 常々 安房 守 を 慕 ひ、 或 時 安房 守 江 1!^ へ 出府-. -て高 田 を 

きり ナる 時、 五 郞左衞 門出 向 ひ、 幸の 儀 ゅゑ屋 舗へ 寄られ 候へ，. -の事 なれ 共、 城內 なれば 夫 


よ ひ 本の 

ま V 


へ は參る まじ VJ て、 達て こ VJ はり 候に 付、 町屋 にても てな し、 五 郞左衞 門が 子 大六若 戴の 時 

成る が、 房 州へ 逢 はせ ける に、 房 州挨梭 に、 能き 生 立 珍重の 事に 候、 併 御 生 人に も 因り 候べ 

き、 越後 守 核に て 御 分の 御子 息に いたし 候へば、 理發宜 く 相 見え 候 間、 其 所心附 かれて 守 

立ら れ候 様に VJ 申け る 由。 大六 後に 美 作 守に なり、 奢 長 じて、 巣して 主人の 仇、、」 成る。 安 125 

守.？；： 者 ゆ ゑ、 未 來の義 を 察し、 五 郞左衞 門 あいさつの 所ち が ひ 申さす 候、、」 感じけ り。 總 じて 

古人 智惠 ある 人 は、 當 分の 事より は 後の 義を 守る に 心を附 けし VJ なり 0 

〔賴漸 得 雑記〕 

1 、 中 納言利 常 公 御 摘 子 光高 公、 將取 家へ 始めて 御 被 仰 上 候 付、 御 家老 本 多 安 守.， 山 

山城 守 を 初、 宗徒 之 老臣 江 11^ へ 被 相 詰、 利 常 公安 房 守. 山城 守 を 召して、 明日 筑前守 致 城に 

付、 殿中 之規式 相； t、 三 家並 門 葉 之 方々 へ も 可 相勸。 此度は 光高 一 代の はれ 場 どなる 條、 太 

儀ながら 殿中 其 外に も 致 屬從、 先々 にて 會釋 可然 被 仰 渡。 兩人 謹て 舉畏、 御請 申 上 候。 ^ 

= 光高 公 御 登城 之砌、 彼の 兩人何 VJ 致しけ るか、 御供に は不罷 出、 少將公殿中御甘：^^能御仆 

廻、 其 外方々 御勸被 成御歸 館、 中 納言樣 へ 御 鱧 被 仰 上 候。 利 常 公 兩人之 家老 共は彌 供に 被 成 

か、、」 御よ せひの 思 召に や、 御 自慢の 御樣子 也。 少將 様、 いや 兩人 は不 致馬從 VJ 被 仰 上 候處、 

中納言 « 御氣 色被爲 t=、 兩人を 被 召 出、 急 度 御 居 底 り、 皆 共 は 昨 n 申 渡 3：1 を 背き、 供いた さ 
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ゾる 由、 何，、 J 思 他 仕け るぞ、 遙々 下向す る 事 何の 爲 にや VJ、 以之外 御 怒 也。 兩人頓 せして、 

暫 御請に およばす。 重而何 VJff 不致 屬從ぞ V」 御 愤り頻 也。 其 時雨 人頭 を あげ、 私共 御供 可 仕 

は不存 候へ 共、 御 直に 被 仰 渡 候 上、 先 御請 は. 5. 上 候 得 共、 鬼 角 難 心得 致 控申由 巾 上る。 

利 常 公 御 面色 爲替給 ひ、 借 は 少將が 供 を 不足に 存候 哉、 能 年 はいに て VJ、 以之外 御 怒り 也。 

其 時 安房 守、 山城 守 何 VJ 存 する ぞ、 我等 共の 存候 は 相違いた す 也。 少將樣 御 若年に 御座 候 

得 V* も、 御發 明に 被 成 御座 事、 乍 恐 御殿に も 不被及 御 器量、 世間に も 申惯す 程の 御 事に 候 0 

此皮始 而御鱧 被 仰 上方々 御勸 之砌、 私 原 を 御供に 被召述 候に おる て は、 加 贺少將 殿 こそ 發明 

人の 沙汰 すれ V- も、 いまだ 公儀 も 難 成に や、 白髮 かう ベの 家老 共の、 右左り を 抱へ て 後見 を 

して ありく よ、、」 申 候 は、：^、 大き 成 不調法 0 身不 竹ながら 御 威光に て 世間に 無 S 白髮 共に て 候 

へば、 遙々 VJ 御國 より 被 召 寄 相 詰 罷在申 所、 御供、 こ 申 もの は、 御 家の 旗頭 杯が 步 供して、 童 

部 之宫參 杯す る樣 に付隨 ひて うろ 付 申 il;- にて は 有 間 敷， 存じて、 兩人は 罷出不 申 ハナ 被 申 上け 

れば、 中 納言樣 御顔 色 解けさせられ、 夫 を 思 ひて こそ 皆 共 を 呼 越し たれ、 光高 こそ 梨 報の 人 

よ、、」 被 仰、 御 祝 G 御酒 等樣々 物 給り、 兩人を 色々 御 饗應有 之， こ 也。 誠に 名 を 知られた る 侍 程 

有て、 しほら しく 御請 被 申 上たり VJ て、 御 家中 皆 感じけ る VJ ぞ、 君視 手足の 如くす る 時 は、 

臣視 腹心の ご， じくす，. J かや。 難 有 主 從の御 會釋、 一皮 軍配 を揚給 はば、 何れも 懸命の 忠戰 


相 公 は 前 田 


佐 州に 本 多 

佐 波 守 正 信 


を ぐべ く、 目出度 かりけ る 御 家の 有様 哉，、 J 被 申 候。 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 本 多 安房 守 债§ 夢大 献院樣 御代、 毎度 御前に て 色々 御咄. E. 上 候 0 あまり 申 過し 候、 三し、 

酒 井^ 岐 殿な ざ 御 笑止が り 被 成 候 由、 岡 田 豊前殿 相 公 様， に 被 申 上 候。 亦 中 過し 候而、 微妙 院 

樣. 陽廣院 52 御 爲に宜 事 多く 有 之 候 由、 右 同時に 御意 也。 

〔可觀 小說〕 

一 、 木 多大 夢 は 先 視 代々 參河國 人に て 一 向 宗門 也 0 加州， 2： 仕 t!: 之 後、 本願 寺 末寺 w 光寺 を « 

那 VJ 定めり。 或 時 佐 州 君 年忌に 付、 其趣申含^^、 六月 七日 參詣 之處 に、 住持 失念いた し 作 善 

の 用意な し。 大夢其 日 主 僧への 施しの 爲に、 判 金 五 枚 令懷中 之處、 右 之 趣に 付大に 憤り、 早 

速專 光寺 を 出で、、 直に 伴 八 矢 宅へ 赴きて、 麵 は缺； i^*s。 しかぐ の 趣を吿 て、 且懷 巾より 

右の 判 金 取 出し、 志 は 同じ 事に 候、 あの 如きの 坊主に 施さん より は、 御手 前へ 進 候 問 所用に 

可被壮 候。 扨 今：" より 改宗し、 身共 屋敷 之 內に有 之候蟬 宗大乘 寺に 歸依可 仕 候よ し 被. H. 候へ 

ば、 八 矢 承 之、 我等 は 日 逮宗に 候 得 共、 今：：： より 御 同然に 大乘 寺檁那 ，こ 成りて、 死しても 御 

心安く 一  所に 葬られ 可 申 VJ て、 其 日より 同宗 同 寺 VJ 成り、 次男. 源 兵 衞ねも §3 命して 同^せ し 

む 0 

加^ 藩 史料 第三 編 正 保 四 年  二 四 九 


二 五 〇 

〔加 陽諸士 言行 筆記〕 

一 、 陽廣公脇田！^^丞如鐵を御使，.-して、 安房 守 殿ね 被 仰 遣 候 は、 何事に よらす 御 心得に 成 候 

儀 は 被 聞 召 度 候 間、 申 上候檨 に，. -の事 也。 安房 守 殿 被 聞、 » 々若き 殿 « に は 尤成義 に 候、 何 

之 可 申 上 儀 も 無 之 候 得 共、 心 付 候 儀 は 可 申 上 候、 但 其方 誓詞いた し 候 哉 被尋。 其 儀 無 之た ナ 

申 被^ 歸、 其 段 申 上、 誓詞 之 願 上 可 然，. J 被 申に 付 申 上 候處、 尤之 義，. J 被 仰 出、 則 誓詞 被 仰 付、 

重 而被遣 候處、 安房 守殿對 面、 思 召を感 せられ、 可 申 上品 もな く 候 得 共、 御 若年 故 申 上 候、 

何事に よらす 御 隱密之 事 は、 いか 樣之事 にても、 御 心より 外ね 御 浪不被 成 物に 候、 隱申事 は 

左^, 抵之： て は 相 整不申 候。 乍 去不依 何事、 萬に 一 つも 宜事は 無 之 物に 候 間、 隠 事 は 毛頭 無 

之樣御 心得 肝要に 候。 此外申 上 候 蓊無之 VJ 被 申 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

1 、 中 納言樣 越 中へ 御鷹 野に 被爲 入、 新庄に 御座 被 遊 候而、 其 近 邊御遣 被 遊 候 所に、 百姓 

：乘御 目通り を V- ほり 疾 へば、 にくき やつ， て、 さん <\ 'に 御うた せ、 籠 舍被仰 付、 四 五日 

過 御 W 柄 之 鶴 を 武部九 郞兵衞 に爲御 持、 本 多 安房 守 方へ 被 下 候。 九 郞兵衞 金 澤へ參 り、 安房 

守へ 案 內申罷 越 候處、 安房 守 上下 着 仕、 難 有 頂戴 仕 候、 此鶴 料理 仕 申 候而、 其方 も 相伴 化 候 

/  、、」 被 申、 無 程 振 廻 出し 申 候。 汁 は 鶴の 句 ひ 計りに 而、 鶴の 身 一 切 もな く 候^ 九 郞兵衞 .5. 


候 は、 鶴 無 御座 句 ひ 計りに て 候 ど 申 候 得ば、 左 樣に可 有 之 候、 其方よりも、 生 鶴 は 給が たき 

故、 身 は 我の みにくれ 候 得，. J 料理人に 申 付 間、 有 之 間 敷 候 0 是 をく はせ 可 申，、」、 主の 椀の 內 

に 箸に はさみ、 二 切 三 切是給 候へ，. J たま はり、 扨新庄 にて 少 御機嫌 惡敷樣 に 相 聞 候、 笑止に 

候 ど 被 申 候。 九 郞兵衞 被 中 候 は、 御前に 百姓 乘打仕 候 を、 御うた せ 籠 < ^被 仰 付 候、 にくき 

やつめ、、」 何 茂 申 候 .Es. 候へば、 兎^^不運成所へ出申ゃっにて候、 殿、、」 存 候へば 乘打 はせ まい 

VJ 被. S. 候。 W 御 ため、 御請 くれぐ 被 申 候 0 九 郞兵衞 其 段 罷歸、 竹 a 市 三 郞を以 申 上 候 

得ば、 九 郞兵衞 御前に 被 召 出、 安房 悅申候 哉 ど 御意に 而、 右 之 次第 共 笑 申 上 候へば、 少御思 

案 之 御 様体に て、 安房 申 候所尤 候、 乘打 はせ ぬ はす、 其 者 ゆるし 候へ， こ 御意に て、 助 沪り申 

候 VJ 承 申 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 屮納言 樣未 金澤に 御座 被 遊 候 節、 子小將 すき 被 遊、 子 柄 能 候へば 他國 より 茂 被お 抱 被 K、 

御 近習に 被 召 仕 候。 安房. 山城 申 候 は、 御 國に御 人 多、 御 普 代 も 多 御座 候處、 他國 より 被 召 

置、 御 近所に 被 召 什 候 も 如何に 候 間、 此義兩 人 仕 可 申 上. + 相談に 而、 登城 被 致、 申 上 度義候 

間、 兩人罷 出 候 由、 取次に 而申上 候 得ば、 何ぞ急 御用，.」 思 召、 急に 御 出、 兩人 被お 出 候處、 

右 之 段 中 上 候 へ ば、 以之外 御機嫌 惡敷、 推 參成義 くそ を 喰 候 得，. J 被 仰、 奥 へ 御 入 被 遊 候 所に、 
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兩人 S 立 仕、 罷出候 得ば、 いか、； -思召 候 哉、 兩人之 者に 振 廻 を 爲喰可 申 ど、 浅 香 左 京に 被 仰 

付 候 故、 左 京 下 Si? 迄 追掛、 其 段 申 候 得ば、 安房 申 は 終に 給付 不申物 を 給 候へば 腹 ふくれ、 御 

振 廻 もく はれ 不申， >」、 乘 物に 打 乘歸申 候に 付而、 其 段 申 上 候へば、 兩人腹 立 仕 候 哉 ど 御 怠に 

而、 おもかげの 御 壺御取 寄、 御自身 口 を 御 切、 茶 二 袋 御 取 出し、 御 a 所より 御 肴 1SS 宛 御 添 候 

而、 兩 人へ 被 下 給 可 申 ど、 御 使に 安房へ は大橋 市右衞 門、 山城へ は _ 化 木 六 兵 衞被遣 候。 山城 

は 上下に 而罷出 頂戴 仕、 御請 申 上 候 0 安房 は 市右衞 門に 逢不 申、 可 得 御意 候 得 共、 先刻 御前 

にて 給付 不申 もの を 被 下 候へば、 食傷 致し 臥 有 之 由、 使 を以申 候へば、 市 右 衞門申 候 は、 御 

底に 被 印 渡御 使に 御座 候 故、 左 樣之儀 難 申 上 候 間、 是に而 覺悟申 候へば、 其 時 左 候 は > - 

是へ 通， 0 候 得 ど 御 申、 寢 所ね 被 呼 申 所に、 御 使 之 段 申 候 得 者、 拆は御 合点に 而 御機嫌 も 直 候 

哉 VJ、 肩 衣 取 寄 着 代、 兩稀 頂戴 御請 御 申 上 候 由 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 御 B 居 前、 從 公方 樣御餌 柄 之 鶴 御 拜領被 遊、 御 家中 御 披き之 節 、安^. 山城 兩 人前に は 飯 

椀 付 申 間 敷 由 御意に 付、 何 茂す ゑ濟申 時分、 飯 鉢に 飯 椀 を そへ 爲御持 候而、 兩人は 年寄 故、 

の あた S か 成る を 能 候 半 間、 是を給 候へ， こ 御意に 而、 兩人 忝が り 申 事 限り無 御座，. -申 候。 

〔可 観 小說〕 


一 、 微妙 公 小 松 御 E 居 之 時、 本 多大 夢に 御茶 可 賜 V- て、 或 年の a 御 W 院に而 御茶 被 下、 風呂 

先の 小 屏風 杉 骨の 間に、 狩 野 探 幽へ御 好 被 成、 松原の 景色に 雁 ss« 等 松 G« に 群 ゐる体 を 

圆 せり 0 此槍 を大夢 言の 外 ほめ、 御 好み を舉感 よし 申 候。 御 近習の 衆へ、 大夢は 何 挨梭候 

哉 VJ 御 尋被成 候に 付、 右 之 趣 申 上 候へば、 御 さ： 色 勝れて 御み え 被 成 候。 追而 何れも 大 夢へ 尋 

ねけ るに は、 水鳥の 松の梢に 群居 候 は、 見 も 聞 も不仕 s?- に 候、 難 心得 事に 候、 其 心の 体 は 如 

何の 故に 候 哉 VJ 申ければ、 古歌に、 

腾の 昔の 越路の 道の 遠ければ 羽 を やすめん VJ 米 島の 松 

承 候へば、 此意 にて 御 好み 被 成た る もの VJ 存候旨 被 申 候 0 郡 氏 話。 . 

或 人 云、 二十 一 代集卷 末の 內に 越路 より 飛つ かれた る 臈の昔 は 羽 を やすめん VJ 米濱 のまつ、 

大夢被 申 候 御 歌 は、 此 集の 歌に て 候 はんよ し。 

〔續漸 得 雑記〕 

一 、 本 多 彌兵衞 殿 親父 は、 大 夢の 嫡子 也 ◦ 大 猷院樣 上意に、 安房 男子 多く 持たら ば 一 人 越せ 

VJ の 御 s5-、 舉畏 Sti に而、 下宿して 常に 出入いた し 候 石 川 茂兵衞 ハチ 申者參 候へば、 安房 守 被 申 

は、 今 日 上意に 枠 共の 內 一 人 可 被 召 仕 芋 被 仰 出 候 間、 嫡子 を 可 上 VJ 思 ふ ハナ 被 申 候へば、 茂 兵 

衞 承り、 成程 可宜 候、 少ぬけたそぅな^0申候へば、 安房 守、 いかいた わけ を 云 iSKSvj 笑 被 申 
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候。 其、 3 後 安房 嫡子 を 同道に 而、 殿中， £i 罷出、 枠 共之內 一 人 上 候 様に 上意に 付、 嫡子 を 上申 

候、 二 男 三男 之 內上可 申 候へ 共、 嫡子 は以之 外ぬ け 居候へば、 五 萬 石 取 候 而も、 三 ケ國之 仕 

^不仕 得 候 間、 中 納言爲 に 御座 候に 付、 嫡子 を 上申 候、 上様に は 御 ひろく 御座 候 得ば、 五 萬 

石. 三 萬 石 取 中 者 一人、 御用に 不立候 而も 御 事 も 欠かれす 候 間、 嫡子 を 上 候 由に 而被召 仕 候 

也 0  . 

〔高 ャ雜 談〕 

一 、 本 多 安房 守 政 重 g 萬 聱堀內 膳 j^ll -.J 云 者 有 常々 半 狂氣の » にて、 不宜 首： ：5rv」 も 有 之 候 ゆ 

ゑに、 折を以 妻女 を も 可 取 返 VJ 思案し ける が、 或 時 白 晝に內 膳、 安房 宅へ 見廻 けれども、 颜 

色 仕形 不見請 事 V- も 有 之に 付、 安房 は 留守 VJ て 內膳を 返しけ る。 其曉 がた、 內 膳が 宅に 不在 

合を考 へて 人 を 遣し、 彼 妻女 を 取 返しけ るに、 內膳歸 宅して 聞き 立腹し、 暮 合に 安房 亭へ來 

る。 其 装束 下に はくさり 帷子 を 着、 袴 羽織 鉢卷 をして 異相の 脉 也。 畫入來 せし を、 安房に き 

かせ ざり し を、 政 重立 腹し、 定而暮 合に 內膳 可來之 間、 必 通し 候へ ビ堅申 付設け る ゆ ゑ、 家 

來共爲 方つ きて、 則 安房に 達しければ 是へ 通し 候へば 可對 面， >0 いふ を、 異樣之 鉢 何 VJ も 見 

分が たく 候、 氣違ど 見え 申 候、 御對面 はふつ VJ 御 無用 之 由、 家老 共 再三 申入る どい へ V. も、 

同心せ ざる に よりて 無 了簡、 不遁成 瀨內藏 助 , おへ 曰お 知 音の 阿部 甚右衞 門 方ね 案內 しければ、 


兩入 早々 に馳來 抑留 すれ V- も、 政 重 不聞人 ゆ ゑ、 兩 入より 橫 山山 诚守 知 方へ 達す 0 長 知 其 

^：^馳來て ，>0むれざも不聞。 何 條事も 有 まじ、 谷 御 入 は却而 様子 も あしく 候 間、 御 ：® 候へ どい 

へど も、 三 輩 も不： so 安房 は 其 比病氣 なりし が、 秘藏の 助 包の 小脇 指 を 取 寄、 星 目釘 を 小刀 

にて 拔き、 つか をはづ し、 中心 を 紙に てつ、 み、 其 上 を こよりに て さら /(--i 卷 いて、 其 こ 

よりの 先 を、 ふ VJ んの 外へ 見 ゆる 程に 引出し、 脇 指 をば ふ VJ んの 下に 押入 敷いて、 其 上に 枕 

して 伏す。 蠟燭 をば 指 止、 油 火 成程 細々 ど 立て、 座敷 も くらき にしな し、 後に 腰 鮮風を 立、 

小坊主に 腰 をうた せて 居る。 山城 は前廉 より 心得 も ありし や、 股 立 紐 にても、 だち を ，こり、 

いかなる 心に か、 刀 をば 小々 姓に 渡して 脇へ 遣し、 脇 指 計に て腰屛 風の 陰に 隱 る。 成 瀬. 阿部 

は 兩刀を 差、 も、 だち VJ りて 長 知 VJ 一  所に 蟄居す。 偖 內膳被 通よ VJ い へば、 本 多が 一 老^ 井 

伊賀 千 石 手燭 を， >0 ぼし 罷出、 先刻 安房 寐入罷 在、 ロハ 今 目覺申 « 故、 御 出. S. 聞 候へば、 病中 平臥 

に 候 得 共、 御 目に 可懸 VJ 申 候 間、 ぁれへ御通候へ^.^云0 內膳、 安房殿可有御^^.、」«哉、 ^依 

に 候 V」 て 立ち、 先へ 燭を 持た る 笹井を 後より 切る 0  ^井 も拔 合せて 先太 刀 を 討つ 0 其 內政重 

家 * ども 大勢 走 付て、 內膳を 切 殺す。 燭も 消え、 * 方 打 も 有 之 故、 愤.^ は 脇へ て 居る。 其 

後 誰 la? 先太 刀の 爭 ある 處に、 饰井は 誰が いか 樣に 申す， こい ふ 共、 先太 刀 は 我等に て 候、 0 

口 大きにて 紛 なく 候、 己 後 吟味の 爲に扇 を さしこみ 置、 同士 討危く 脇へ しさり 候 どい ふに よ 
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りて、 扇の ある 疵は 我等 先太 刀，. J いふ 程に、 見よ どて 寄 合 吟味し ければ、 扇の 入た る疵 最上 

の大疵 にて ありし ゆ ゑ、 撿人 ^ 井が 働 を 感じけ り。 此時笹 井一 太刀 打つ VJ ひ VJ しく、 脇差 を 

si に S いて、 扇 を さし 入れし VJ ぞ。 早 態なる 事 也 0 さて 安房 家來に は、 同士 討 か、 內 膳が 働 

たる か、 手 負 七 人. 死人 一人 ありし。 內膳 殺害の 段、 安房 は 憚りて、 山城 方より 言上 仕け る 

に、 亂氣 VJ いひ、 無 了簡 首尾 なれば、 さやう になくて は不叶 事，. J の 御意 どぞ。 政 重. 長 知が 仕 

形 frg^ あるべ けれ Vj も、 下 慮 察しが たく、 深き 意眛も 有け るか。 

〔前 3 家 雜錄〕 

一 、 本 多 安房 守 政 重、 奥州 景勝に 而直 江山 城 守 兼續聱 養子の 時、 前 妻 は 兼繽女 也、 後妻 は 兼 

續 弟小國 大和 守實賴 女，. J 也。 

六月 十 一 日。 江 戶本鄕 邸に て 小姓 河 田 市十邵 自害す。 

〔三壺 記〕 

鷹栖松 雲が 事  ， 

同年 六月 十  一 0: に、 神 田の 御屋敷へ 江！ 薩摩小 左 衞門を 被 召 寄、 あや ビりを 被 仰 付、 御 一 門 

方 御 出入の 衆 朝より 御入來 有て、 御 振舞 過、 • 別而犬 千代 檨，. -萬菊 樣* 岩 松 様 何も 御 入 被 成、 牛 

や な. ビ を樂屋 より 出し、 懸御目 なぐさめ 奉る、 御中 入の 時分に 成て、 子 小姓 中間に ひそ 


I 


ひそ さ、 やき 出て 止 事な し。 又 小屋/,^ にも 走 廻り さ、 やきけ り。 あや り も 過、 御 客 衆 も 

何れも 御歸 有て、 御 小姓 之 內河田 市十郞 自害の よし 御 耳に 立ければ、 如何 樣之 子細 ぞゃ 無心 

元 Sb 御意 被 成ければ、 狂氣 にて よも あら じ、 前 田權之 助に 參 委細 之 承りて 參 れ，、 J 被 仰 出。 

權之助 畏て川 田 巿十郞 長屋へ 参る。 市 十郞未 存命な り、 御意 之 通 申されければ、 市 十 郞淚な 

がら W 々難 有 御意 哉，. J、 手 を 合權之 助を拜 し、 一 々物語 を ぞいた しける。 御茶 堂 應栖松 雲 事、 

御存知 之 通 御前 牀も 宜しければ、 子 小姓 一 所に 相 詰、 何れも 隱 心なく 咄申處 に、 餘り寵 恩に 

おごり 付て、 澤田 五郎八に 執心のお も ひやみ がた く、 我等に 中 を あっかへ VJ 偏に 赖 申に 付、 

無 是非 私 五郎八 內談 いたしければ、 五郎八 申け る やう は、 我 御 奉公に 被 召 出、 江 芦へ 被 召 寄 

に 付、 父お：： 紙 を 申 付たり 。命の 用に は 事に よりて 立べ し、 御法度 も 時の 品に よりて 傍 ffi のた 

めに 破る 事 も 有り。 衆 道 之 儀 はかり 初めに も 破る 事な かれ、 毛頭 是を 破るならば、 生々 世々 

の 不孝た るべき 旨 申 渡す。 一 命の 用 は 承るべし、 此儀 御免 あれ， 仝 KO 其 通 松 雲に 申 渡し、 お 

も ひ VJ まれ VJ 申 處に、 松 雲 不機嫌に て 打 過、 何 ど 哉らん 手前に 疎々 敷 成る 0 たわけ 者 哉 VJ 

# る處 に、 松 雲 を わきへ なし、 市 十 郞進而 五郎八，.」 密通す るよ し 松 雲 かたりな して、 中間の 

人々 も不 25，、」 やお も ひけん、 何れも 我に 辣遠 いたしけ り 0 又 かへ り忠の もの；^ て、 推 i 之 通 

市 十郞に 知らせければ、 何の 坊主 首 を はねん 事 は、 鼠 を ころす よりい VJ やすし。 女子 同 の 
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もの を 手に かけて せんなし、 しょせん 言上 せんにし かじ。 され ざ も 命 を かばいて 言上 もせん 

なし、 私 も少は 御法度 を 背き 奉る 所 も 有り、 身 をす て、 御 尋之節 申 わけいた さん VJ、 態 VJ 半 

死に 成りて 待 居たり。 是 こそ 松 雲 度々 の 手紙な り ，.0 て、 權之 助へ 相 渡す。 櫂 之助罷 立、 御前 

へ づ y^  VJ 上り、 有の ま ， に 申 上る 0 殊之外 御 氣色替 り、 其坊生 を先づ 討ち ころせ ど 御意 有て、 

長 谷川 少 太夫 承り、 松 雲 所へ 參、 上意に て 有 ぞ覺悟 さし ませお 坊 VJ いひければ、 ゆるした ま 

へ VJ 手 を 合する 所 を、 一 討に 打 ふせたり 。早々 小 松へ 御 飛脚 立ちて 家 g 所し、 子 も あらば 殺 

害 可 申 付 旨、 前 田 內藏允 奉りて、 女子 はは だかに して 追 出し、 松 雲い もう ど 去 方に 奉公し、 

此頃 煩に て 引 籠 有け る を、 是も 衣類 道具 を捨 させ 追 出す 0 され V- も 男子 はな かりけ り 0 川 田 

事 は 觀妙院 子に て、 至 而ゅふ 成 子な り VJ て、 先年 を V* り 子に 被 召 出。 根本 武士の 筋に て、 歷 

々にて 有け る ゆ ゑ、 一命 を かろんじて 申 わけ をいた し 相手 を 取 事、 わが あに 取りて は 成が た 

かるべし、 鳴 呼惜哉 VJ ぞ申 ける 0 はたして 市 十郞も 死たり 0 

〔菅家 見聞 集〕  / 

一 、 六月 十 一 日 江 戶神田 御屋敷 御 一 門 方御尋 來、. 薩摩小 左衞門 あやつり を 被 仰 付。 此節御 小 

將河田 市 十郞自 is! す 0 吉田權 之 助 を 以御吟 * 之處 に、 澤田 五郎八 VJK 栖松雲 VJ 密通 之 事に 依 

てな り。 則 松 雲 御成 敗 被 仰 付。 


七月 廿ー 一日。 越 屮礪波 郡 般若 野嚴 照寺展 屋敷 を 賜 はらん こと を 請 ひ、 次 

いで 許さる。  *  ： 

〔國初 a 文〕 

乍 恐 越 屮利波 郡 般若 野^ 照 寺 居 屋敷 之義に 付而、 御 理申上 候。 

1 、 私 先祖 之 寺 屋敷 は、 般若 野 之 內福岡 VJ 申 所に て 御座 候へ 共、 右 之 福 岡庄川 VJg^ 成 申 候 故、 

双 之 在所 宮森村 VJ 申 所へ 罷越 候へば、 則 村 中より 居 屋敷 寄進 仕、 私 迄 數年罷 在候處 に、 去年 

より 地 子 米 出 候へ VJ 百姓より 申 候 0 私贫 僧に て 迷惑に 奉 存候得 共、 Kw 姓 任 申 Sti 地 子 米 出 申 候 0 

當國 古府 勝 典 寺. 井波 瑞泉 寺. 私共に 三 ケ寺之 先祖 は、 何 茂 兄弟に 而 御座 候 C 然共今 1  お 私 身牀、 

右兩寺 同前に は 無 御座 候へ 共、 且は本 寺ね たいし、 且は 外聞 VJ 申、 右 屋敷 之義 迷惑に 舉存候 

間、 般 野之內 せり 谷 野に て 百 間 四方、 御 慈悲 を 以拜領 仕度 候。 寺 家門 前な》」 も 御座 候 故、 

乍 惮申上 候。 若 又 W 間 四方 難 被 下 被 思 召 者、 何分に も 御意 次第に 拜領 仕度 舉 # 候。 

右 之 趣、 御 次 而を以 被 仰 上 被 下 候 者、 難 有 可奉存 候、 以上。 

利 波 郡 般若 野 

正 保 四 年 七月 廿 二日  嚴照寺 判 

伊藤 內膳殿 
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長屋 七 郞右衞 s: 殿 

右 表書 之 屋敷、 田 畠に 構な く 候 は ゾ可被 相 渡 候。 嚴照 寺就罷 出、 少宛 新開 可 仕 由に 候へ 者、 

尤候 間、 其 通 可 被 申 渡 候、 以上。 

津 i 蕃判 

奧 河內守 判 

橫 左 衞門判 

長 九 郞左衞 門 判 

葛  维人判 

前 出 雲 守 判 

伊藤 內膳殿 

長屋 七 郞右衞 門 殿， 

八月 朔日。 小 松 魚 問屋の 營 業に 關 する 規程 を 定め 認可 を 求む。 

〔加贺 古文書〕 

乍 恐 申 上 候。  . 

一 、 负問， fe- ロ錢之 儀、 金澤. 富 山な みに 六 步に可 仕 候 0 不及申 上、 魚 鳥 通り 荷物に 口 餞 取 申 間 


一 、 御 運上 銀 七十 枚 之 銀 子、 金澤 なみに、 每年 翌年 之 正月 中に 指 上. e. 様に 被 仰 付 可 被 下 候 御 

一 、 魚屋 方 之 外、 當地 商人 他所より 罷歸候 刻、 干魚 之 類 荷物 之 付合に 仕 Si 越、 すぐく に W 

申 分 は少も かま ひ 無 御座 候 0 伹 魚屋 方 並 ふ b 责之 者に おろし 寶に仕 候 者、 金澤 なみに 口 餞 出 

し 申 « に 被 仰 付 可 被 下 候 御 事。 

一、 こい. ふな 之 分 は、 口 錢取申 間 敷 候 。其 上 魚屋 之 外、 浦 方より 肴 かひよ せ、 自分に 造申義 

少も かま ひ 無 御座 候 御 事。 

一 、 负屋方 並 ふり K 之 者 方々 へ罷 越、 负鳥 かひ 候而 自身 ふ b 寶仕 候義 は、 少も かま ひ 無 御座 

候。 過分に かひ 罷越 候而、 問屋へ 案內不 申入、 すぐく みせに 而賣不 申候樣 に、 金澤. 富 山な 

みに 被 仰 付 可 被 下 候 御 事。 

右 之 通 被 爲聞召 屈、 被 仰 付 被 下 候 者、 有難 可舉存 候、 以上。 

正 保 四 年 八月 朔日  くつや 次 郞右衞 門 判 

淺野藤 左 衞門檨 

神 tl^ 藏人樣 
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如斯 八月 五 = 晚に魚 肝 煎 被 仰 渡、 同 六 = より 御 定之通 裁許 仕 候。 

人 月 三日。 京都 紫 野芳春 院修營 の 爲藩吏 を 派遣 出發 せし む。 

〔關 屋政赛 古兵 談〕  . 

正 保 四 年 京都 紫 野龍寶 山大德 寺の 內、 劳春院 破損 御 奉行 服 部 五右衛門，. - 政 春雨 人に 被 仰 付、 

御大： 丄頭兵 右 衞門を 御 添、 足輕 三人 御 付、 亥の 八月 三日 金澤罷 立。 同 十一 月廿 五日 金澤へ 

着、 其 間 透々 に 紫 野邊を 見物 仕たり。 

八月 十三 日。 火災に 際する 金澤城 警衞の 部署 を定 む。 

〔國初 造 文〕 

當地 自然 火事 出 來之砌 之義、 最前 如 御意、 御馬 廻 中 は 堂 形， は 御 出 可 有 之。 伹 御城 御當番 之內 

に而 者、 縱御 非番に 候 共、 面々 御 番所，^ 御 出 可 被 成 候。 何 茂 御名 之 下 御 判 形 候 而可被 越 候、 

恐 々謹言。 

H^a^ 四 fe- 八月 十三 日  富 永 勘ケ由 左衞門 

江 守 半兵衞 

九月。 越 中 射 水 郡 古 國府勝 興 寺の 寺 領を增 加 寄進す。 


も 住リ王 男 光 
の 持將保 茛寺昌 
た M 三 昌^ 院 
リ寺 年に 如 は 
しのよ て 六本 


〔考據 摘錄〕 

上略 其 後 正 保 四 年 九月 於 射 水 郡 矢 田 村、 IH 二十 五 石 御 加 增被成 下、 前： 锁 八 ロニ 百 石 之 寺 領，、 J 相 

成 申 候。 其 節 如何 之 趣に 而御判 物 不成下 候 哉、 何れに も 其 節より 收納仕 候 0 承應 三年 八：：：： 七 

日に 御 寄附 之 御 判 物 被 成 下 候。 且 光昌 院 VJ 御座 候 は、 則 勝 興 寺 之別號 に而、 其 節 は 寺 號院號 

兩^ 相 申 候 0 

右 者 今般 寺 領之御 印 等 御 書物 御 取 調理に 付、 初發 よりの 手續爲 念書 上申 候、 以上 0 

戌 正月  勝 興 寺 SH 守 居 佥刺多 膳 印 

寺社 御 奉行所 

十月 朔日。 七日 市 侯 前 田 利 意の 爲に 加賀 藩より 殿閣 を 興 造せ しむ。 利 意 

將に婚 せんとす る を 以てな り。 

〔三壶 記〕 

前 田 右近 大夫利 房の 屋形 修造 之 事 

同 十月 朔 日より、 前 田 右近 殿 奥方の 作 事 初る。 先年 大和 守 利 廣の造 營之屋 形 年 ふりて、 おび 

た、 S 敷 破損す。 其 慕に 右近 殿 嫁娶の 祝儀 可 有 VJ て、 犬 千代 九 殿より 御 入用 修造 被 仰 付、 御舉 

行 佃 源 太 左衞門 奉り、 御 大工 伊 右 衞門江 UM<H 理兵衞 召 連、 指圆を 究めけ しゃう の 間. 長 局. 
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二 六 四 

,錯 殿. 雪 隱. 物 二階 •  土 藏迄 事新しく 造作し、 十 一 月 晦日に は 戸障子 張 付繪樣 金具 迄 か、 S や 

く.^ に出來 す。 其 頃 御上 屋敷に、 御 飼 鳥の 大交 籠並惣 廻の 駒 寄 等 迄、 古き を 取 返け 新 敷出來 

す。 後藤 木工 左 衞門. 中 村 次 右 衞門御 材木 相 調へ て 相 渡す。 慕へ かけて 事鬧 敷、 森權 太夫. 卞： n 

山 織 部 勘.：^ 承 屈、 右近 殿へ 御 入用 相 渡し、 事濟 にけ トノ 0 同 慕に 至りて 前 田 右近 大夫殿 佃 源 太 

左衞門 方へ、 其 時の 作 事 奉行 山 岡 市 郎兵衞 を 以爲御 使者、 吳服 一重に^ を 添て 被 送、 年寄ら 

れ、 遠路 之處每 H 曉 より 慕へ 懸けて 通 ひ 相 詰、 早速 出 來大悅 之 旨 口上 有。 細に 其 由 申入 候處 

に、 源太左衞門承り、 此拙子何方ょり何を諝けたる事ゃぁる、 それは犬千代^^ へ 御上げ あれ、 

拙 子 は 三十 六 俵より 千 石まで 度々 に 被 下、 用に も 無 御座、 中 納言檨 への 御舉公 こそ 化 候へ、 

右近 殿への 奉公に て 無 御座 由 申 相 返す。 いかに 申ても、 左 樣には 御 使者に 被 申 間 敷，.」 て、 S3 

守の よし 申て 使者 を 相 返し、 進物 取りて 歸 けり 0 翌年 春 一 一月、 利 常 公 佃 源 太 左 衞門を 被 召 上、 

奮 冬 右近 方 より 何 かもら ひける や ，>0、 品 川 左 門 を 以御 尋候處 に、 何々 ビ有 のま にぞ申 上る 0 

御 耳に 立ちければ 御機嫌 能、 銀 子 十 枚 被 下、 難 有 致 拜領、 歸 宿して 右近 殿 被 下物 を 相 返した 

る 事、 今更 仕 合した る VI て よろこび かぎりな 力り けり- 

〔御 日記〕 

1 、 十九：：： 諸 大名の 綠組を 被 仰 付。 其 衆 は、 


送 取 は 受取 

なるべし 


松-牛 丹 波 守 娘 を 前 田 右近 大 夫に。 前後 略 0 

十一月 廿 一日。 德川家 光、 前 田 利 常に 鶴 を 贈る。 

〔德川 赏紀〕 

十. 一月 廿ー 日 小 松 中 納言利 t ① 卿へ 書院 番頭 水 野 下 總守定 勝 もて 鶴 を 給 ふ。 

是歳。 領國の 搶圖を 幕府に 上つ る。 

〔高 方 S 帳〕 

正 保 四 年 領國繪 圆を& ^府に 上ぐ。 

正 保 三年に 萵： y 帳、 並 同 四 年に 输圖 上り. 申。 

是歳。 大 坂の 船舶 初めて 領國に 回漕す。 

〔改作 方勸仕 帳〕 

上方 船， 初 而御國 ね 廻 申 事 

1 、 正 保 四 年上 方 船、 初而木 Si 故 助 市 才覺に 而御國 ね 廻し 申 候。 大坂船 裁許 木屋助 市せ がれ 

並に 升屋 市郞 兵衞。 右 之 船 裁許 之 者に 者 御 合力 無 之 0 但 船頭 方より 送 取. S. 候 リ 

加？：： 藩 史料 1^ 三 編 正 保 四 年  二 六 五 


右兩 人と は 

木 屋助市 枠 

及び 升屋市 

郞兵衞 なる 

べし 


、 二十 人 扶持 


二 六 六 

大坂 御藏 宿 

備前屋 了  牧 

同人せ がれ 

善 左衞門 

一 、 御 合力 米 十五 石  木屋助  市 

右兩 人、 御 登 米 一 石に 付 四 分 宛之藏 賃銀 被 下 候 事 ( 

慶安 元年 


b 


三 歳 は 四 歳 

なるべし 


正月 十日。 前 田 利 常の 子 鶴 丸 生る。 

〔本 藩 歴譜〕 

鶴 丸 君 ill 慶安 元年 正月 十日 加州 小 松 城に て 生れ 給 ふ。 御 生母 京- 栎樣。 i^t 曰 四 年 八月 八. - 

卒せら る、 御 年 glo 法號 孤月 院潭 氇凉秋 童子 云、 桃 雲 寺に 葬る。 g 謂 嫌！！ だ郜 S ほ^。 

〔政 隣 記〕 

K 安元 戊子歲 正月 十日、 京 極 殿 腹に 御 男子 御 誕生。 御 三 歲に而 御 早世。 御 父 利 常 公。 被號鶴 

, ^ム so 

も屏 


正月 十九 日。 能 登 羽 咋郡获 谷 村の 百姓 等 免の 低減 をき 願す。 

〔能 登 古文書〕 

乍 恐 能 州 羽 喰 郡 之 內获谷 村 ；6 姓 申 上 候 ◦ 

高 

1 、 五十 三 石 六 斗 九 升 七 合  获嶋村 定之內 

內 

十九 石 二 斗 五 升  作 人 竹 生 町村 孫 助 

免 七步九 りん 五毛 

十六 石 一 斗 六 升  作 人 获谷村 七 左衞門 

免 一 つ 五步五 りん 

十八 石 二 斗 八 升 七 合  获嶋村 本 高 

免 四つ 成 

右の 御高、 宽永 十七 年に 御なら し 免 一 つ 九步六 りんに 丸 毛 道 和 様へ 相 波、 正 保 三年 迄 右 之 通 

に 御 取 被 成 候 所に、 去年 御給 人 神尾數 馬樣. 吉田逸 角樣. 多 田 次 郞左衞 門樣. 幸 田慶」 胼樣へ 相 

波 申 候 所に、 御免 相 五つ 御 付 渡しの 由、 お ざろ き 入 候。 去年 度々 御な げき 申 上 候 通、 ふけ. あ 
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わらに て 御 M5 候へば、 年々 不足 參候ゅ ゑ、 連々 かじけ W 姓に 而、 跡 御免 相に 而 さへ 不罷成 候 

所に、 か 樣之高 免 御 付 渡し 被爲成 候に 付而、 年內 度々 御な げき 申 上 候 得 共、 御 承引 無 御座 候 

に 付、 私 同名 之 內竹生 町村 孫 助 ど 申 百姓、 年內十 一 月に いねかり 上 置 申 候。 今 私 一 人に 龍 成、 

身 之お きかた も 無 御座、 迷惑 仕 候 御 事 0 

一 、 左様に 御座 候へば 获嶋村 本 高 御免 相 同事 VJ 被 仰 出 候 0 私共新^御田地^o本高VJ、 上中下 

ならし 率 樣に被 爲仰付 可 被 下 候 0 左様に 無 御座 候へば 退轉に 成 申 候 間、 所に も 有 付 申樣に 

被 爲成被 下 候 は，. -、 難有恭 可奉存 候、 以上。 

正 保 五 年 正月 廿 九日  羽 喰 郡 之 內获谷 村 七 左衞門 印 

御 目安 場樣 

閏； 止 月 十日。 德川家 光、 前 田 利 常に 鶴 を 贈る。 

〔德川 實紀〕 

正月 十： ：！ 小 松 中 納言利 常 卿 • 松 率 越後 守 光長へ 鶴 一 隻 づ、、 松 平 万千 代 以下 四 人へ 雁 一 隻 

づ 、使番 もて 給 はる。 

閏 正月 十 一 日。 金澤に 於け る 絹 及び 絲の判 賃を定 む。 

〔小 松 偶 記〕 


ffi 並 糸 判 賃銀 子之覺 

一、 Si 一  疋に 付而、 如 跡々 判赏銀 三分 宛 取 可 申 候。 練 親 之義茂 同前 之？ 5.。 

1 、 侍 中に 而仕 親、 判賃 同前 之 事 0 

1 、 竪橫糸 之 蚊 尾、 絹 同前 之 事。 

一 、 はした 四尋 より 內者 運上 有 之 間 敷 候 事。  . 

1 、 堅 糸 ぼ 目に付、 三分 充判 賃銀 取 可 申？ &0 

一 、 S 丁 矛 四十 目に 不及分 者、 運上 有 之 間 敷 候 0 四十 目より 上賣 申に ぉゐて 者、 地 • 他國 共に、 

百 目 に 三分 充之 算用 判 賃取可 申 事。 

一 、 荒 まじり 在鄉 出し 糸、 其 儘 他國， 賣遣候 義無之 事 Q 

一 、 同在鄕 出し 糸、 少に而 茂 繰 分け « 申に おる て 者 、地. 他國 共に 百 目に付 三分 充判 K 取 可 申 

事 0 

1 、 同在鄕 出し 糸 其 儘 地に 而賣買 者、 運上 無 之 事。 

右 ケ條書 之 通 相 遠 無 之樣に 裁許 可 仕 者 也。  ， 

正 保 五 年 問 正月 十 一日  富 田 內藏丞 

石 川 忠左衞 門 
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大納言 は德 

川 家 綱 


安江 町 賴判押 S 梅屋 忠兵衞 

三月 三 =。 前 田 利 家の 第五 十回 忌 法 會を行 ふ。 

〔壬 子 集錄〕 奥 村 因幡 覺書  . 

正 保 五 年 高 德院様 五十 御 廻 忌 御 法事 御 奉行。 前 田 三 左 衞門. 前田對 i:T. 小幡 九內. 奧村 EI 幡 0 

〔壬 子 集錄〕 

高徳 院 tt 五十 年忌 慶安 元年 11 一月 三日 御 法事 之 次第。 

初日 早朝 粥 前 諷經、 日中 懺法榜 嚴咒、 日暮 陀羅尼 坐禪。 

二日 早朝 粥 前 諷經、 日中 頓寫楞 嚴咒、 日暮 陀羅尼 坐禪。 

三日 早朝 粥 前 諷經、 日中 法 門 施餓鬼、 滿 散楞嚴 i 几。 

御 法事 之 次第、 閑居， e 相尋 候處、 右 之 通に 御座 候。 御舉 行者、 年代 久故 失念 之 仕 候。 

間 六月 十 一 日  寳圓寺 

五月 廿 五日。 前 田 利 常 柳營に 上りて 就 封の 辭 見す。 

〔德川 實紀〕 

五月 廿 五日 小 松 中 納言利 常 卿 就 封の 辭 見し、 鷹 馬 を 賜 ひ、 また 米 澤觚簞 VJ 名 付し 茶 入 並に 巢 

廳をも 下され、 大納言 殿よりも 御 協 差 を 賜 ふ。 


五月 下旬。 前 田 利 常 日光に 社參 し、 次いで 封 國に歸 る。 

〔三^ 記〕 

. ^納言 利 常 公 根、 律 越 御 歸國之 事 

正 保 五 年の 秋 改元に て、 慶安 元年に 成。 其 年 正月 閏 有て、 出替 りの 舉 公人 閎 正月の 二日 迄 切 

りに 主人に 暇 を こ ひ、 すでに 罷 出る もの 有て、 御 下屋敷の-か？ 場に、 七 n さかさまに つり. 越 御成 

收被仰 付。 其 後 四月 は 大權現 様の 三十 三回忌に て、 將軍樣 御 參詣、 御 一 門 其 外 天下の 諸侯. 公 

家 • 門跡 不殘、 參勸之 衆 は 日光 へ 直に 國 元より 參詣 して 江戶 へ 參 勤す。 歸國の 衆 は、 = 光より 國 

元へ 被 歸 時節な り。 利 常 公 は = 光 道中 もせき 合、 其 上 八條の 宫被爲 入、 初ての 御 對而。 其 

後門 跡 衆 御 振舞 旁に、 五月 下.^ に 江 御 發足底 に 日光 山へ 御社 參 にて、 直に 倉ケ 野へ 被爲入 、 

それより 信 濃の ffl 中の 御 泊の 翌朝、 誰々 は 御供、 誰々 は 本道 罷越 候へ， こ 被 仰 付、 极 越に 懸 

らせ給 ひ、 田 中の 橋 を 打 渡り、 西の 山ぎ わさして 出御 有 0 犀 川の 河 上 高 水に て、， 荤 毛の 御 小 

荷駄に 召して 川 越させ 給 ひ、 山へ か、 らせ給 ひけり。 一 騎 打の 山 坂の 谷へ 下りて は峯に 登り、 

傅. ぬ 其 外 不自由に て、 岡 島 兵 庫 は 牛に 乘 つて 御供な り 0 馬の 沓に事 を かき、 牛の くつ を懸る 

も 有、 相 田 村の 御 辨當に 飯米 も あら ざれば、 粟 飯 を こしら へて 下々 に 用 之。 其 夜の 御宿 飯 田 

より 北に 當 りて、 上野 VJ 云 所な り。 御 本陣に 肝 煎の 家、 此頃作 事して 屋根板. 敷 壁の 下地 を 出 
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來 ノ、 未だ 壁 をば ぬら ざり しに、 屏風 R 障子 立 廻し、 御 本陣に めされけ り。 御 次番諸 役人 は、 

御 g 間り 1^ の 下 中庭 こ、 星 をいた、 S き 夜 を 明す。 それよ h 御 發駕被 成、 其晚は 越後の 山の 

下、 靑s卜右衞門所に卸，^l-なりo 道中 喰 物なくて、 下々 飢に 望み、 山道 如何，. -思 召し、 市 川 

五助に 被 仰 付、 菓子 を こしら へ 半途 迄 持 出し、 供 廻に 可 被 下 旨 御意に 付、 御 泊り にて 用意し、 

桶 並 ftw 隨な ざに 取 入 爲持罷 出づ。 され Vj も 可 上 所な し、 あま かさり が だけの ふ もどに 淸 

K 涌 出で 有ければ、 御先の 御供 中 一人 づ.^ のみて 行く 程に、 御先つ かへ て 半時 計 御馬 を 立 さ 

せらる。 其 折 を 得て 御先へ 市 川 五助 谷峯を こし 罷 過ぎ、 行列の もの ざ もに 菓子 を 手渡しに あ 

た、 ナり 0 然る 听に 俄に あま かざり. まな 板が だけの 間より 黑雲 上り、 一 天を立^ひ、^5^翱の 

雨し の をつ くご VJ  くに ふり、 雷電お びた、 S 敷ひゾ きければ、 葷 毛の 御馬 も ffi き あや ふければ、 

利 常 公 御 ゆかたに ぬり 笠 をめ し、 御杖に て 御 ひろ ひなり、 御 袖より 瀧 をな がして 御 あゆみな 

り。 然る 所へ 大所 云 村、 其 日の 御辨當 場に て 有け るに、 此 在所 之 末に 大河 有り、 飛 iS ど 信 

濃， こ 越後 ど 三 ケ國の 山 あ ひに て、 千 筋の 川の 落 合に て、 糸魚 川へ 流れけ る姬 川の 上. -に 

双方け わしき 大山の 谷々 より 瀧 をな がして 急に 落け る 川 なれば、 峰，. - みねに ひどし く 成て、 

大所の はねばし を橋臺 共に つき 流す 0 其 通り 岡 島 兵 庫 飛脚に て 利 常 公へ 申 上る。 然者 大所，. - 

まりなるべし、 誰ぞ遣 はし 大形に 宿 札 をうた せよ，. -、 古市 左 近に 被 仰 出。 御 近所に 小 澤九右 


I 


衞？： 御供す。 古市 小 澤に被 申 渡。 九 左 衞門畏 て 御先 を 走 廻りて、 お 鳥 見の 松 野 iS 右衞 門、 裁 

領山田 九 右 衞門兩 人に 申 渡す。 兩人 御先へ 走りけ り 0 然る 所に 中 川 彌左衞 門. 青木 主計 兩人 

爲御 迎參り 行. 逢て、 何程 是へ 御座 有 之た るぞ VJ 尋ねければ、 十 町ば かり 此に 御座 候 由 申 けれ 

ば、 K なく 懸 付て 、 千度 一 度の 所の 御供な り、 是は 橋の 落 懸る時 渡り 濟し、 其 跡に 橋 落ちて 殘 

る もの 足す りして 居たり けり。 宿 礼 兩人參 りて、 武本三 七. 古市 左 近. 河口 長 太郞. 別 所 三 平. 

竹 田 市 三郞は 面々 に 宿 札 打、 ra 源 太 左 衞門. 白 井 半： 牛に 異風 衆. 射手 衆 打 込、 其 外 それ A 、に 

一軒に 十 人計づ S 打 入、 其 外 は野陣 にて 何も 外に ふしに けり。 七つより 天氣晴 上り、 御 本陣 

に 入らせた まひけ り。 深山の 事 なれば、 飯米 不自由 成 所に、 岡 島 兵 庫才覺 にて、 近鄕へ 飛脚 

を 在所より 遣し 取 あつめ、 御供 中に 出入 二日 分の ふち 方 を 相 渡し 申さる、。 鍋に 事 かき、 鍋 

一 つに て 幾度 も 飯炊き、 家具 一 つも 用 ふべき 物 あら ざれば、 ふきの 葉 VJ かし 葉 を道惠 ぬりの 

椀 どて 用 之。 長 九 郞左衞 門 使者 進物に、 御 籠の もの 二十 人 召 つれ、 右 所に 參卷し 有 之。 又 

木 小 刑 部 使者 進物 爲持、 是も 大所に て 指 上る。 其 外 は 川 向 ひの 山の 腹に、 御迎衆 VJ 使者. ざ も 

数 人並 居たり。 利 常 公 御 居間より 正面に、 少左 へより てまつ 直に 見えければ、 古市 左 近に 

あの 音信 物 をば、 何共して 此方へ 取 付よ VJ 被 仰 出。 左 近 奉り 小 渾九右 衞門を 呼 被 申 渡。 九 右 

衞門御 露地の 緣之 下に 畏り 承る。 利 常 公 御意に、 先繩を 一筋 何共して はれ VJ 被 仰 付。 畏て候 
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二 七 四 

VJ 余-子 權右衞 門 を 呼び、 弓矢 を もたせ、 笠 間 新 助 同道 川の 緣へ 出で、 矢^に 細繩 をく、 り 付 

け、 金子 一 筋 射 やりければ、 向の 峯に羽 ふらせて 立ちければ、 迎の 衆より て 是を取 傅 へ 、 液 

引繩を 引導き、 先 一番に 富 山の 侍 從利次 殿の 御 進物、 桶 ど 箱，.」 を結付 け、 五十 間 計の 川の 上 

をく りこす 0 屮稀 にて 水に ひたる に、 香の物の 入 箱 一 つ 中に て 落ちて、 みなぎる 水に うき 沈 

み、 岩の か V- にた、 き 付けられ、 み おんに 成って 桶は殘 りて、 松 岡 四 郞兵衞 御前の 緣の はな 

迄 持 參す。 別 所 三； 牛 御 そばに 立ち 何ぞ/ \-VJ 有りければ、 淡路樣 より tts- にて 御座 候、 香の 

物 一 箱 川へ 流れ 申 候 由 申 上 。鮮に てよ いは VJ 御意 被 成。 その 次に 竹の 葉^ 一  つく、 り 付けて 

こしける を、 山 田 九 郞左衞 門持參 仕候處 に、 何方よ h ノ何ぞ ，こ 御意 被 成 時、 律 田玄蕃 方より 生 

ffi にて 御座 候 由 申 上る。 何より 能き 物 を こした るよ し 御意 被 成、 それより 次第/ (^に 狀箱進 

物く りこし、 御 本陣に 御菓子 肴 山の ご VJ  く 積みに けり 0 然る 所へ かます，. J 云 物に、 米 一斗ば 

かり 入れ、 岡 島 兵 庫. 新 七 郞左衞 門. 小澤 人せ 子. 笠 間に 申 付け、 川 向 ひに 市嶋左 次右衞 門は濱 

引爲 持、 足輕 小者 十 人ば かり、 山の 坊 VJ 云 在所に 有 之 由に 付、 御 扶持 方 遣す 間 遣し 候へ，. J 申 

來る 0 三人 聞いて 川 向の 衆に 大昔 上げて 申 渡す 。川 向の 衆 耳 を かた ふけ 顔 をし がめ きけ ざ も、 

川の 流のお VI 百 千の いかづちの 鳴る ごズ】 くな、 り、 きこえぬ よし VJ 手 を ふる。 何れも 氣の 毒に 

思 ひけり。 笠間新助畠，？；紙  一 ^^取出し、 大 石の 面に ひろげさせて、 草の葉 を もみ 出し、 汁に て 


山の ほてつ ^o書付けて、かますに結付け川向ひ へ渡す。 何れも 寄 合 開きて 見る 砵は、 あかし 物 

がたり を あんす るか、 連歌 誹諧の 句 を 工夫いた せる 有さ まなり。 中に も 小 ざ かしき もの、 云 

ひける は、 山の 坊に 鐵炮 衆の 見えければ それへ 渡せ，.」 云 事なん めれ VJ、 爲 持て 造寸處 に、 後 

に 左 次 右衞門 S 一に 請 取、 定而御 扶持 成べ し VJ 心得て 給 候 由 申け り。 中 一 日御逗 a にて 御發足 

被 成、 水い まだ 脇の 下に 少 さがりて 深 けれ ざ も、 川 越に 江 より 堅 田 勘左衞 門. 林 孫右衞 門、 

御 先番の 足輕等 はだかに 成りて、 山 本 伊 兵衞. 市 川 五助. 子 姓 衆 乘懸を 引 通し、 御供 巾 川越濟 

みて、 利お 公 御お をのり 入れさせられ 打 上り、 靑海 にて 御 辨當被 召 上 其 nzwl- へ 入らせら る。 

翌日 御發 篤、 金澤迄 御着の 曰 御召替 にめ され、 淺野 川より 笹嶋豐 前 家の 前 九 人 橋に か S らせ 

たま ひて、 本 多 房 州へ 入らせられ、 御 竹 樣の御 安產之 節、 漸肥立 給 ひける を 御對而 あそばさ 

れ、 才川河 13- 町に て 御供 中 は 行列み ださす 待 請けて 御供し、 小 松へ 入らせた まひけ り。 

〔政 隣 記〕 

一 、 五月 下 化 利 常 公江 戶御 發駕、 日光 山， 2： 御社 參、 直に 御歸 城。 此時信 州 田 中 之 端より 西の 

山際ね 指て ね づ越通 御 通、 越後 山の 下靑 海， に 御 出御 歸。 於 金 澤に本 多 安房 宅 わ被爲 入、 素 

樣に 御對面 0 

七月。 前 田 利 常 仙 洞 下賜の 職人 歌合 繪卷を 越 中高 岡瑞龍 寺に 寄進す。 
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予は森 田 平 

次 


〔-M 漸得雜 記〕 

一 、 越 中高 岡瑞龍 寺に、 黄 門 利 常 卿 寄附した まふ 職人 歌合 繪卷 物三卷 あり。 則 利 常 卿の 御 書 

付 あり。 上 卷は高 倉 大納言 永慶 卿、 中卷は 飛鳥 井 參議雅 章 卿、 下 卷は白 川 三位 雅陳 卿の 筆 也。 

此繪卷 物 は、 慶安 元年 三月 小川 坊城 大納言 俊完 卿、 院使 して 江 府下 向の 時、 仙 洞 御所より 

此卷物 を 利 常 卿へ 賜る 爲、 俊完 卿へ 持たせ、 江府の 館に 於いて 拜 戴し 給 ふ を、 同年 七月 瑞龍 

院へ 寄附し、 永く 當 寺の 什物 なし 給へ るよ し、 御 書付の 文中に 見えたり。 瑞龍院 は 則瑞龍 

寺に て、 當時瑞 龍院， >0 稱 する 故 也。 然る 處 宰相 綱紀 卿の 時、 彼 繪卷物 を模寫 命せられ、 副本 

VJ なし、 文庫 中へ 納め 給へ り。 明治 四 年の 春予 御家錄 編輯 御用 VJ して、 御文 庫の 書籍 を 悉く 

取調の 際、 摹 本の 繪卷物 比較の 爲め、 瑞寵寺 御 納の本 を 取 寄 比 校す るに、 繪圖 及び 調書の 筆 

勢まで 其眞 を模寫 し、 實に 何れが 眞 何れが 寫な るか 見 別が たき 程な り。 是偏 へに 公の 萬 事 御 

念 を 入れさせ 謄寫 せしめ 給 ふ 故なる ベ し 0 

幕 本箱 上書 寫 職人 歌合 三卷。  , 

此 歌合 者。 後水尾 天皇 所 賜 我 小 松 黄 門 也。 公 辱 ® 恩 之餘。 納之瑞 龍 » 寺。 傳 永世。 余 後 謄 

之。 以藏 秘府。 感恩之 深 不能 止 也。 

貞享初 元 嘉-牛 二十 有 一日  臨慶背 綱紀 謹識 


九月 一 一十 日。 德川家 光、 前 田 利 常に 鶴 を 贈る 爲使ネ を 命ず. - 

〔徳川 實紀〕 

九月 二十日 小姓 組 番 北條 右近 大夫氏 利、 加州 金澤の 御使舉 り、 い VJ ま 給 ふ 0 これ 小 松中納 

言 利 is 卿 へ 鶴た ま はる ゆ ゑな り 0 

秋。 金澤 及び 小 松の 士の 窮乏 を 救 はんが 爲貸銀 を 許す。 

〔政 隣 記〕 

1 、 今年 秋 金、 澤小松 侍 中 勝手 方御吟 *、 御 « 銀 被 仰 付。 

十月 廿 三：：：。 前 田 利 常の 女松姬 生る。  . 

〔壬 子 集録〕 

一 、 陽春 院樣、 慶 安元 年子の 御 年 御 誕生、 日 は 十月 二十 三日、 御 十九 歳に 而、 宽文六 年 正月 

十八 n= に 御 死去 0 御袋 様 は 五. 條殿。 

〔家 譜〕 

松姬、 慶安 元年 十月 二十 三日 生。 母 五條 局。 

十月。 前 田 利 常 加 賀江沼 郡 山 代 温泉に 燥 浴す。 

加贺藩 史料 第三 編 慶安 元年  二 七 七 


な- 廿安關 山 
見 九 二し 代 
よ 日 年て 溫 
の 二 は 京 
條刀 魔に 


〔參議 公年 表〕  . 

1 、 十月 微妙 公江お 郡 山 代の 温泉へ 御 入 0 

十二月 朔 ：！：。 加 賀石川 郡宮腰 村の 田 畠を檢 地し、 その 圖帳 を附斑 

〔御 條目等 書 上 帳〕 

加 賀石川 郡 宮腰村 御 檢地御 圖帳之 事 

當 高 

合 九 四 石 一 一斗 四 升 六合 七 勺  田 畠 屋鋪共 

內 

三十 石 は  寺 中佐 那武明 神社 領 

二十 石 は  生計 御 扶持 

七十 六 石 1 一斗 五 升 は  宫腰 町中 屋敷 

三 石 四 斗  御船 か， こ ひ 場、 同 番人 屋敷 

五 石 八 斗 は  かも ふり 舟 屋敷 

五斗 は  福嶋 淸兵衞 屋敷 

1 石 四 斗 は  鍛冶 七 人屋 敷 


ズ百 三十 七 石 三 斗 五 升 

殘而  . 

合 七 W 六十 六 石 八 斗 九 升 六合 七 勺 

内 

六 石 五斗 八 升 三 合 三 勺 佐 那武社 領出分 

右 除 江川 道 塚 打 渡 所 如 件。 

慶安 元年 十二 月 朔日  靑地四 郞左衞 門 判 印 

圑 七 兵 衞判印 

稻垣三 郞左衞 門 判 印 

小幡 彥四郞 判 印 

服 部 五 右衞門 判 印 

藤 村 太 郞右衞 門 判 印 

百姓 中 

十二月 朔： ：！。 金 澤卯辰 人幡の 神主 厚見 紀伊 守、 加 賀石川 • 河北 郡の 神職 

を 支配 する 由緒 を 言 上す。 
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C 國 if も J 

卯 _紋 八幡 神職 諸 神主 致 支配 事 

御 尋に付 書付 上申 候 

1 、 私 義越中 守 山より 古 肥 前 樣御當 地ね 御 越 被 爲成候 刻、 御意 を以 御供 仕、 御祈禱 所に 被爲 

仰 付、 则御當 地中 Si 神主、 並 河北-石 川 兩郡中 在々 所々 に 有 之 神職 之 者 共、 無作法に 無 御座 « 

に 可 申 渡 旨、 御 ま を 以于今 相替無 御座 候 事。 

1 、 越 中 利 波. 中 郡. 氷 見庄之 神主 共 之義、 往古より 私 下 派 之 者 共に 而 御座 候 事。 

一 、 御 公義 樣ょり 御用 等 御座 候へば、 私 方 迄 被爲仰 付、 則 面々 に 中 渡 候、 以上。 

慶安 元年 十二月  一 H  八幡 祌生 紀伊守 

〔金 澤古跪 志〕 

舊 神官 厚見 氏傳 

厚見 氏 は 越 中 國射水 郡 海老 坂 物 部 八幡の 神職 與利幾 丸の 裔孫 にて、 ；兀祖 豊臣金 道 は文祿 三年 

七月 十七 日從七 位下に 叙し、 備前 守を拜 任す。 右 口宣 案 于今所 藏す。 利 長 卿 守 山に 在 城し 給 

ふ 頃、 海老 八幡宮に 於て 御祈禱 等の 義相勸 たり。 金 道に 二子 あり。 長男 祐正は 呼名 紀伊 VJ 稱 

し、 慶長四 年 八幡宮 を 卯 辰 山へ 勸 請の 時 供奉し 來り、 則 卯 辰 八幡の 神官に 命せられ、 金澤市 


中の 諸 社 神主 及び 石 川. 河北 兩郡諸 神職の 惣縮方 を 命せられ、 明 W 二 年 七月 四 n 從六 位上紀 

伊 守を拜 任す 0 

右紀 伊守祐 正の 弟 豊後正 盛 は、 越 中高 岡 關野稻 荷 社の 神官に 命せられ、 越 中 三 郡 G 諸 神社 神 

生の 裁許 命せられ たり。 利 長 卿 高 岡 在 城し 給 ふ 頃、 御 印を载 たる 女 奉書 文、 于今 高^ il 氏に 

傅 * す。 其^ 如 左。 (略) 

右舉書 文に て 兄 祐正は 加州の 諸 神主 を 裁許 命ぜられ、 弟 正 盛 は 越 中の 諸 神主 を 裁許 命ぜられ 

し 事 知られけ る。 祐正は 厚見 氏 VJ し、 正 盛 は 關氏ど すれ ざ、 兄弟 兩家 同姓な り ◦ 高：： E 氏の 管 

君雑錄 に、 卯 M 八幡 神職 は 以前 は 姓を與 力，. -號 す、 金 澤へ來 て 厚見 氏に 改，. J あり。 又 高 岡 氏 

は、 慶長 十五 年の 頃關 氏に 改む、 初 は與カ 丸，、」 稱 す，. - いへ り。 按に高 岡の 稻荷 神社 は、 贞享 

二 年の 由來 書に、 瑞龍 公高 岡 御 在 城の 剥、 於 御城 中 希有 之義有 之に 付、 別而 御お- ^ 敬 被 成、 爲 

御子 孫繁 HE 京都 稻荷 山より、 慶長 十五 年始て 此 地へ 御 勸請社 御 建立 被 仰 付，、」 記載し、 慶長十 

五 年 四月 利 長 卿の 御 願文に も、 頃 年以來 頻旱辩 而不熟 百穀、 惱亂 土-氏 而 非常 者、 吿 神主 正 盛 

除 邪 難、 可 祈國中 靜謐、 定格 鱧、 奉 爲稻荷 御正 鉢 寄附 而應肥 前 守 利 長謹而 仰、 永久 爲武述 子 

孫 再 拜々々 ，こ 載 させ 給へ り。 右高 岡稻荷 神社の 事に 據て 推考す るに、 慶長四 年 三 月.：— 出物 部 

八幡 VJ 阿尾 城內 なる 榊 葉 神明の 兩祌靈 を、 金 澤卯辰 山の 麓に 更に 社殿 を 造 立命せられ 勸請し 
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給 ふ も、 前 田家 繁：： ：： の 御 祈願に て 物 部 八幡の 神職 豐臣金 道が 長男 次男 を兩 社の 神官に 命ぜら 

れ しも、 利 長 卿 思 食 ありての 事な り どい へり。 

十一 一月 六日。 前 田 利 常 神社に 對 する 法令 を 布く。 

〔國事 雑杪〕 

覺 

一 、 社 頃 神 £1- 並 社 爲造用 被 付 置 候 0 社 人 自分に 取 遣、 宮手入 も 於不仕 者可爲 越度 事 0 

1 、 社頒之 神主 不覺悟 之 於 作法 者、 社 人 取替 可 申 事。 

1 、 社 人中 猥成 作法 之 ？.。 

一 、 繼 R 之 社 人 之 事、 頭 並 奉行所に も理可 相称 候 0 爲私不可立^^候0 付、 新 社 取 立 候 節 も 右 

同前 之 事。 

1 、 例 歲祭鱧 不可 怠 事。 

1 、 夜中に 祭 之 外む ざ 人 集 之 事。  " 

一 、 社颁 rs* 之 御代より 何程 被爲 付、 御 印 有 之 候 者、 頭より 改 帳面に 書記 可 被 上 事。 

一 、 社屋 敷 並 社 人 居 屋敷 拜領之 御 印、 其 外 證文有 之 者、 帳面に 書記 可 被 上 候 事 0 

一 、 社 人 之內に 出入 有 之 侯 者、 頭 社へ 斷博明 可 申、 自然 相 濟不申 候 者、 奉行所， 相斷事 0 


人 奉 月 疫^ 岡 
行よ 安重 
たり 元 (多元 
リ寺 年せ陳 
し 社 九に に 


右 堅 可 相 守 51::、 中 納言樣 御意 之 趣 也。 

慶， お 元年 十二月 六 H 

十一 一月 十六 日。 加 賀石川 郡 佐那武 社の 神主 等 神社 法， M に對 する 請 書 を 上 

つ る ◦ 

〔國 初^ 文〕 

1 、 今度 神社 御 法 皮 之 旨 被 爲仰出 趣、 一 々lil に 承 屈 候。 於已來御制法之條々違背仕間敷御^^0 

一 、 爲御社領田地ニ町之所、從利家樣天正十^年に御印、並氏子付之御印兩通5^^;仕候御^.。 

一 、 從中納 言 様、 寬永 十五 年 御 繼目御 判 頂戴 仕 御 事。 

1 、 御宮 厘 敷 神主 居 尾 敷 之 儀、 往古よりお 來申 義に而 候へば、 御代々 御 竿入不 申に 付而、 別 

而御 書付 無 御座 候。 

右 之 趣少も 相違 無 御座 候、 以上。 

一- 

慶安 元年 十二月 十六 H  寺 中 神主 權 丞 

同  將監 

岡 《 巿郞 兵衞樣 

葛卷 藏人樣 
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十一 一月 廿 六日。 降雪 多き を 以て 十 村 等に 百姓 を 保護せ しむ。 

〔司 農 典〕 

雪 積り、 近年の 大雪に 候條、 跡々 村 廻いた し、 百姓 共 之 家 損 不申樣 可 申 付 候 0 幼少の 人 又は 

年寄 行 步不成 者 之 手前 は、 人 多 も 有 之 者 之 方より 心 を 付、 雪 をのけ 介抱いた し 候 之 様 可 仕 候。 

雪 之 內飢申 者 無 之樣宜 支配 可 仕 候。 頭 振 之 儀、 郡 御 奉行より 被申鲷 事に 候。 紙面 見屆候 者、 

致 判 形 可 指 越 也。 

子 十二月 廿 六日  園 田 左 七 

河北 彌左衞 門 

毛 利 又大夫 

中 村 助 左衞門 

中村彌 兵 衞 

園 田 左太郞 

御 扶持 人. 十 村 中 

是歳。 加 賀石川 郡本吉 に米廪 を 建つ。 

「 ：..，， 询 己 J 

き！！」 


一 、 石 川 邵本吉 に 米 藏数間 を 建、 奉行 小澤 九右衞 門. 澤崎 太左衞 門。 

〔新 山 3 畔書〕 

一 、 小 松 御着 已後 御用 ざ も 被 仰 出に、 先 本 吉の驛 に 御 米 藏を可 建 3::、 小澤 九右衞 門に 被 仰 渡、 

向野， 所に て 持へ 、 加 古 左 太夫 崎 太 左衞門 二人 舉行 にて、 日 帳 付 相 添、 大工 木 挽 裁許に 

て、 本吉へ 舟に て 回し、 早速に 成就して、 後 又 小 澤舉て 嶋の 御告 請 被 仰 付、 御 好 等 を 承て、 

數 W 人の 人足 を以、 荒屋 布の 地形 をなら し、 土砂 數百艘 の 舟に て 運 入、 盛 上 之 造らる 0 

是歳。 前 田 利 常 小 松 城內葭 島に 亭榭を 造る。 

广 1 一一 Tcr.i11m.J 

„ ^嶋御 露地 普請 之 事 

先年 ® 崎に 御 書院 建 させられ、 牡丹 与 藥其外 、橫地 善 九郞. 池 上 又 右衞門 預り是 を 守 ◦ 御 書 

院 には與 力の 者 番を勸 有け るに、 廻り/ \ 'に 辨當 を持參 して、 其 中に 小， M 彥左衞 門，. J て、 成 

田 半 右 衞門與 力 有、 至而家 貧乏な り。 此者 幼少の 時 は、 岡 嶋古備 中 寵愛の 子 小姓 小羧 齋宮 VJ 

申け るが、 備 中家數 多に 別れて 牢 人いた し、 成 田 半 右 衞門與 力に 成、 s« の 番を勸 めしが、 

手前す りきり て、 辨當 蔬菜な り VJ て相番 Vl も 笑 ひけり。 別 而掃掛 坊主い ろく あて 言 申け り 0 

彥左 衞門閬 かねて、 先 坊主 を 打 切て、 相 番共を 切 まくる。 皆 悉く 切 まくられて ちり < ^に 成、 
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逢左^^？門は自害す。 その 時より 廻り 振舞 停止 せらる、。 其 喧嘩の 注進 今度 遨中 山の 下にて 御 

耳に 立つ 0 其 御 書院の 外 は 小 にて 草深く、 获雜生 茂りた る を、 地 を 三尺 削りて 捨、 土舉 

行 近 藤 加左衞 門、 五十 餘艘の 小舟 を以 、赤土. 黑土. 砂. 砂利. 石 を 運び入れ、 地形 六尺 ^上る。 

惣 廻り 稱 下の 石垣 は、 前田彌 五作 奉行に て、 杉 野 茂： 牛. 後藤 木工 兵衞. 桑原 彌七築 之。 人足 は 

{ぉ 城釆女 方より 二百 人、 小澤九 右衞門 二： 白人 召 抱、 四百 人の 小者 共 每日罷 出、 御意に 應 じて 

岸 藤右衞 門. 市 嶋左次 右 衞門. 池 田 長左衞 門. 山 田 九 郞右衞 門 召 つれ、 追 廻し 相 勸む。 宮城 內 

藏允 は、 能 州より 濱松 のこび たる を 舟に 積 廻し、 ©嶋 にて 上 之、 池 上 又 右 衞門は 金 澤へ被 遺、 大 

名 小名の 嫌な く 露地 を 見廻り、 御意に 應 する、 木 竹 石 等を宮 のこしへ 廻し、 舟に て 嶋へ K 

廻す 0 金澤 衆より 石. 植木. 手水 鉢. 石燈 籠お も ひ に 進上す。 分 部 卜 齋. 小 原 少九郞 御前 を 

はなれす、 木の 立 振 を 目 明して、 御意 を 請けて 植 させけ り。 分 部 左衞門 はくし 野より 松 を 

見立て、 数千 本^ 嶋へ 舟に て 積 廻す 0 每 日く 出御 有 之 被 仰 付ける 程に、 永 大學 • 竹 部 九 

郞 兵衞. 九 里 覺右衞 門. 笠 間 新 助、 其 外 時に よりて 上 木金 左衞門 等に も、 御 普請 之 事 御 頼、 臺 

所 小者 を 召 つれ、 普請の 助成 せらる、 0 其 外 若き 小姓 衆、 一 人も殘 なく 引綱に 取 付、 九 里覺右 

門 木 遣に 任せ、 木 を 引 石 を 引、 やつ やの 聲 天地 も ひ くば かりなり。 池の さやかけ 作り 

s.i 敷. り 數々、 印 子の 金具 採幽 が繪、 筆紙の 及ぶ 所に あらす。 漸 成就し、 金 森 宗和を 初 兮-澤 


老屮 より 次第く に、 何れも 御茶 被 下け り。 追 付 山 代へ 御？ お 治に 被 成 御座 候。 其 内 江 沼 郡 中 

の 樓の木 を，. J ら せられ、 嶋の惣 廻り 塀の 內に植 させら る、 中村彌 五作 • 同小 左 衞 門 に S 嶋 

を 御 預け、 足 輕十人 小者 二十 人付：. y、 雪の ふせぎ 等 被 仰 付。 

是歳。 本 多 政 長の 臣本多 兵 庫 死刑に 處 せらる。 

〔三.：^ 記〕 

利 49 公 小 松へ 被爲着 城、 御機嫌 能 品々 御用 共 被 仰 出、 其 中に 先 本吉の 御倉 を 小 九右衞 門. 

崎 太左衞 門に 被 仰 付、 其 用意 ざ も 大形に 出來候 時分、 小澤 九右衞 門に ®; &メ Q 御^? 1 之 依 被 

仰 出、 惣舉 行に て 其 外 小 舉行數 多 被 仰 付。 然る 所に 金澤 より 當本多 安房 守 登城 有 Q 去年 六月 

三 n に 前 房 州 政 K 病死に て、 大乘 寺に て 大法 會 執行、 快 性 院殿大 麥道仲 居士 ど號 し、 堂 を 

造營 有て、 祷 究め 美盡 して 孝養 修行 申ば かりなし。 追 付 江 tn^ よ b 御 折紙 到來 し、 無 (猫 名跡 

長 松 殿に 被 仰 付、 當 安房 守是 なり。 然るに 利 常 公房 州に、 大夢 秘藏の 古筆の 義御 « 有。 安房 

守 左 « 之 物 は 御座な き 旨 被 仰 上。 利 常 公 御意に は、 第 一 家の 重寶 なり、 なき こ，， ) よも あら じ、 

長 松せ がれ なれば て、 家老 共 不知 事 あら じ VJ、 年寄 出頭 人 ざ も 被 召 寄、 御 吟味 被 仰 付。 然 

所に 大夢注 生 之 刻、 居間より 用 單笥ー つ 本 多 兵 庫 取 出し、 宿へ 爲持 遣す 由 注進せ しもの^。 

顿而 兵^ 御 吟味 之處、 右 之 通露顯 す。 顿而 大野 花 坂の 松原に て 殺害 被 仰 付。 家老 共 松 田 助 右 
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衞門. 恢井雅 樂. 蜂 岡 伊賀. 大橋 新丞は 閉門 被 仰 付 0 され ざ も 頓而御 赦免に て與 力に 被 仰 付 。此 

兵 庫が 事、 寺 田 庄左衞 門 VJ て 家久敷 もの、 子な り。 寺 田 左 京 ど 名 付、 せがれより 近習に 召つ 

かへ、 殊外 出頭し、 本 多 名字 を致拜 領有ければ、 追 腹 可 仕 ものに て 有 之 所に、 無 所存 成 心底、 

天魔の 入替 りけ るに や VJ、 諸人 申なら しけり。 此年 六月 四日に、 安房 守 內室於 竹 姬樣御 病死 

にて、 利 常 公の 御い をし み、 安房 守 殿へ 御 愁傷、 御尤 VJ ぞ 聞え ける 0 され 共 忘れ 形 身の 姬 

君 を殘し ！、 御成 長 之 節 前 田 三 左衞門 殿の 一 子 三 苦 殿へ 緣組 どぞ 聞え ける。 

慶 安二 年 

一月 十 A 日。 前 田 利 常 その 養女 犬 姬に化 被 田 一 一 百 石 を 給す。 

〔舊藩 文〕 

は ひ 田 して 二 ku 石の 所 まいらせ おき 候。 永く 收納 有べ く、 仍 くだんの ご どし。 

慶 安二 年 二月 十八 日  犬 千代 

犬 千代 在江戶 にっき 一 判 かくの ご VJ し。 

VJ  し 常 

,0 ヽ ュ いこ/ 


一 一月 廿ー 一日。 前 田 利 常 その 養女 犬 姬を前 田 直 里に 嫁せ しむ。 

〔前 WAS 藏 文書〕 

一、 慶 安二 年長 故 九 郞左衞 門 迚賴娘 犬、 利 常 公 御 養子に 被 成、 同 二 年 二月 廿 二日に い 只 里方へ 

1. 二百 石け は ひ 知 被 下る。 

一 一月 廿九 日。 前 田 利 常 加 賀江沼 郡 山 代 温泉 旅屋番 堀ロ宗 也に 知行 を與ふ 

べき こと を 大聖 寺 侯 利 治に 通ぜ しむ。 

〔國初 遺文〕 

山 代 湯 致 他 屋番之 間、 宗也持 高 田地 之內、 高 1 一十 石 之 所 遣 置 候 様に、 飛騵 守に 可 申 候、 謹 一一 一一 no 

二月 二十 九 H  肥 前 利 常 判 

玉 井 市 正殿 

渡 邊八右 衞門殿 

〔國. 初 S 文〕  ， 

宽文十 一 年 堀 口 彌三郞 由緒 書 

1 、 祖父  堀 口 伊 右衞門 
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(II 乂 安二) 十 

二 ガの誤 


生 國类濃 之 者に 而 御座 候。 最前金森法印に罷^^候處、 渡 邊治部 ど 一 所に 被 召 寄、 御 知行 四百 

石 被 下 s、 ゆ 衣 衆 被 仰 付、 高 德院樣 ，2 御 奉公 仕 候。 其 以後 御 暇 申 上、 堀監物 方に 知行 八 ぼ 石 

取？ g 有、 後牢 人让、 御 國之內 江 沼 郡 山 代， 2 引 籠 病死 仕 候。 

一、 父  堀 口 草 也 

せがれ 之 刻、 堀監物 方に 小々 姓 仕、 知行 二百 石に 而罷 お、 其後牢 人仕橫 山山 城 方に 牢人 分に 

五十石に 而 ffi 有、 不足 を 申立 返申處 に、 山城 構 被 申に 付 久々. Jjf 人 仕、 江 沼 郡 山 代， は 引籠罷 

有、 利 常 様 御指圖 に而、 先 飛 iS 守樣 より 御 知行 二十 石 被 下、 翌年 御 加增十 石拜領 仕、 都会 三 

十 石 被 下 置 候處、 三ケ年 以前に 山 代に 而 病死 仕 候。 

一、  歲四 十九 堀 口 彌三郞 

利常樣 へ承應 三年に 被 a 出、 明曆ニ 年に 御 知行 百 石 被 下 置 候。 

享保錄 云、 代 湯 は 其 先 微妙 公 及び 大 寺の 利 治 君 入湯し 給 ひ、 御屋形 並 湯 所の 園 御揚尾 等 

作 事 被 仰 付、 番には 堀 口 宗也を 被 仰 付、 湯 本の 惣 支配 を 致しけ り 0 然に或 年 越 前の 但馬守 

殿 山中へ 入 溢 被 致、 山 代へ も 御 出 有 之、 此湯は 奇麗に 昆ゅ、 此に 入湯すべし， こ、 堀 口 宗也を 

呼出し、 g£ 之內 外に 奇麗 成圍 有て、 鎖 をお ろし 有 之 は 如何、 早々 明け 可 申、 彼 所に て 入 せ 

ん VJ ありし に、 宗也 承り、 彼 所 は 先年 中 納言殿 入湯 之 砌出來 被 申 付、 私預 り、 圍の鍵 は 大聖 


寺 役人 共の 手前へ 渡り、 此方の みに て は 難 明 旨 申處、 然ば 飛脚 を 立ら る の 事に 付、 宗也 

出、 鍵の 大^ 寺に 有 之， こ 申 上 候 は 全く 偽に て、 實は 手前に 預り 居候。 中納言 殿より 急 度 預け 

らる どて、 鍵 を も -r^ 前へ 渡し sr.a 候へば、 此度 仰に 背き、 假令 如何 樣の 迷.？ 一、5 被 仰 付 共、 是非 

に 不及義 ど^ 悟 仕 在 候 由、 近 衆まで 申入 候處、 宗也申 分 一通 は 其 理有之 候へ 共、 但 Hi? 守 

事 は短氣 者に て、 其 由 申入 候 時 は、 如何様に 申出べき 義も難 知 0 宗也申 分 は、 尤 なれ 共、 ま 

げて as に 任せ 然べ し VJ あれ 共、 宗也 更に 承引せ ざるに 付、 其 旨 達 候處、 以之外 成 不興 氣 にて、 

早々 此地を 立 出、 急に 歸られ たり。 宗也町 端まで 罷出 見送りけ るに、 近習 衆 は 定而手 にも 

致さるべし VJ 危く覺 しける に、 何の 貪 着 もな く、 布 上下 五具宗 也へ 賜りたり。 右 之 趣 微妙 公 

の 御聽に 達しけ るに、 何の 被 仰 出 もな く、 三 ヶ月 計 過ぎ、 小松^ 島の 御亭 にて 人 持； g 分へ 御 

料理 下され、 此 時宗 也 も 召され、 御 料理 等 下されて、 嫡子 彌三郞 を 石に 召 出され、 公事 場 

鍵番仰 付ら れ、 佥澤 公事 場の 並び 紐 屋坂 御門の 方に 居 尾 敷 賜り、 愛に 居住す。 其 子 彌太郞 

の 時、 故 あり 追放 せらる 0 今 山 代の 湯處 に、 堀 口 貞右衞 門 て 大聖 寺 徒 組の 者 あり 0 是は彼 

宗 也が 孫 也 ◦ 宗也義 御預所 を、 一命に かけ 急 度 相 守た るが、 何らの 仰 出され もなくて、 其 子 

を 召 出され、 牢鍵番 を 命 せらる VJ は、 實に 御名 將の智 にて 難計處 也。 

按に 微妙 公山 代 温痕に 入湯し 給 ふ は、 正 保 四年是 初めなる か。 今枝譜 に、 正 保 1: 年 二月 直恒 
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于 江府. 炳銜之 由 達于贺 州、 時 微妙 院殿爲 保養 洛江沼 郡 山 代 溫 湯、 直 恒柱彼 地、 請暇 至東武 0 

家 見聞 集に、 慶安 元年 十月 山 代 御 入 gEVJO 又 山 崎 小 右衞門 筆記 云、 慶 安二 年 二月 廿 八：：： 中 

納言樣 山 代 御 治 被 成 VJ、 右 諸 葡記を 以て 勘考すべし。 

〔加賀 古文書〕 

加州 山 代 温泉 緣起 

加州 江 沼 郡 山 代の 温泉 は、 其 由 來を尋 ぬるに、 聖武 天皇の 御宇 神 龜ニ年 どか や、 行 基 僧正 錫 

を 越路の 雪に 飛ばして、 白山に ょぢ 登り 給 ふ 時、 初而愛に浴して^^の靈なる事を知，0、 手づ 

から 翳 王 善 逝 及び：：：： 光. 月光 十二 神 將の像 を 刻み、 是を岩 宇に 安， 5g し、 温泉 鎮護 どなし 給 ひ、 

山 は靈方 VJ 呼び、 寺 を藥師 VJ 號 せし 由。 夫より 數百歲 の 星霜 を經 て、 其 地 荒れす たれ、 跡 を 

だに 知る 人な かりし に、 長德 年中 花 山 法皇 北陸に 御遊 幸の 折、 加 陽の 吸 坂に 至り 給 ふに、 遙 

かに 山の 根より、 一 條の 氣氤氮 VJ して 甑を 蒸す が 如し。 法皇 是を奇 なり VJ し、 其 氣の發 する 

所 を 尋ね、 温泉 を 得て 誠に 澡浴 まし ましし に、 身心 爽快な り。 其 夜の 御 夢に、 老翁あって 語 

つて 曰く、 我 瑠璃 淨剎 より 來て、 迹を此 所に 垂 る。 此泉 は是吾 悲願 力 を 以て 游 出し、 方便 力 

を 以て 護持す。 昔 行 基 已に闢 く  VJ いへ ざ も、 荒 塞して 年 久し。 今時 到り 緣 熟す、 願く は 仁者 

これ を典復 せよ，、」。 法皇 愕然 VJ して 夢 醒め、 其醫 王の 吿なる 事 を 知 り^ひ、 即ち 精舍を 創建 


し、 山 代 鄕內の 一 莊を 寺領に 究めて、 號を 改めて 藥王 寺，、」 云 ひ、 且伴ひ 給 ふ 所の 妙覺 比丘、、」 

ぃへる4^ど殘し、 護阈 安： H 法を修 せしめ 給 ふ。 是 より 以來、 浴 者絡繹 どして 八方より 集り、 

利益 迚緬 VJ して 萬 代に 濡ふ 0 其 後天 文 年中 越 中 朝 倉 義：？ ：$、 同氏 敎景を 遣 はして 加州に 亂 入の 

頃、 當寺 兵火に 罹り 灰燼す。 佴数 1; の 靈像存 する により、 茅 葦 を 結んで 縫 かに 風雨 を掩 へり ◦ 

時なる 哉慶長 五 年、 前 田 贈 亞相利 長 公大 寺 城 を 攻滅 し、 歸跻此 地 を 過ぎ 給 ふ。 寺 生 幕下に 

至り、 當 山の 開闢 を演說 せし に、 やがて 恩命 を 下し * 今の 院地 並に 若干の 山林 田園 を 賜 はり、 

晨香夕 俊の勤 め をな さしめ 給へ り。 宽永 年中に 至りて 小 松 s〈 門 利 t め 公、 故 拾 S 利 治 公 を 以て、 

江 沼 郡に 守たら しめ 給 ふ ◦ 利 治 公 少年の 時 感得し 給 ふ 所 G 佛像 あり、 爲に 一 宇 を造營 せん，、」 

欲し、 先づ 良材 を 城苑に 集め 給 ふ 所に、 俄に 東 武に勤 仕し 給 ふ。 是に 依って 其 後 村 井 長 之に 

命じ、 彼貯 ふる 所の 堂 材を山 代に 移し、 當 寺の 靈像等 を 安 S あらしむ。 即ち 今の 藥師堂 是也。 

^時 賜 はる 所の 親 翰、 櫃に藏 めて 重ん する 事な り。 後 に備 へんが 爲に、 不文 を 顧みす 誌し 

K  く而已 Q 

右山 代 温， M 並 藥師緣 記 一 卷は、 藥王 寺の 舊藏 にして、 何人の 作なる 事 を 知らす。 且 書記し 

たる 年號 月： n も詳 ならす 候 得 共、 山 代 温泉の 由来、 此 一 卷の 外に 書俾 へし 書 は 一 切 無 之 候 

也 U 
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二月 4. 日。 金澤卯 辰入幡 社の 神主 厚見 紀伊 守、 社 地の. ffl 來を上 巾す。 

〔國事 雜抄〕 

金澤 五社々 地 之由來 

神主 紀伊守 

一 、 千 五十 步、 八幡 か n 棟數 五つ 之 御宮 屋敷 並 私 HHt; 敷 共に。 右 慶長四 年に、 橫山 山城 守 殿御 奉 

に而、 卯-奴 山荒 地 之 內を以 致拜領 候。 其 以後 元 和 一 一年 之 秋、 御 檢地舉 行成 瀨內藏 介 殿. 加膝宗 

兵衞殿 ..E 木 久左衞 門 殿 • 堀 掃 部 殿より、 樣子御 尋被成 候に 付而、 山城 守 殿より 右 御 奉行 衆 被 

遣 候。 折紙 私 手前に 所持 仕 候。 御 印 は 頂戴 不仕候 0 

安江 八幡 社 人 久 兵 衞 

一 、 二 fc 十步、 宫 屋敷 並 社 人 居 屋敷 共に。 右從先 規有來 候。 慶長九 年に 御屋敷 奉行 石 川 茂： 牛 

殿.^ 野將監 殿， 御 理り申 上 候 へ ば、 御 竿 被 指 除 候。 其 後 元 和 一 一年に 長 原 土 佐 守 殿御 檢地之 刻 

も、 彌竿被 措 除 候。 御 印 は 頂戴 不壮 候。 

田 井 天神 社 人 將  監 

一 、 從先規 お 來候宮 山之內 引なら し 御宮 建立 仕、 其 內に社 人 も罷在 候。 何れ 之 御代に も拜領 

不仕 


-fe!^ ば 永 原 


紀ゅ守 は 卯 

辰 八幡 神主 


山上 春 日 社 人 長 兵 衞 

犀 川 神明 社 人 播  磨 

右 之 通少も 相途無 御座 候。 被 爲仰出 候へば、 一 々el に 承 屈 申 渡 候。 ，1^ 後 御 法 皮 之 趣 相 守 可 申 

H あ、 以上。 

慶 (女 二 年 三 = ^十 =  八幡 神 生 紀伊守 

葛 卷藏人 殿 

岡 島 一 郞兵衞 殿 

三月 中旬。 前 田 利 常 江戸に 向 ひて 發す。 

〔本 藩 御 年譜〕 

1 一年 己 三月 中 化 微妙 公 御き 勤。  - 

三月 廿 三日。 金 澤の魚 問屋 次 那右衞 門 その 營 業に 關 して 誓紙 を 上つ る。 

〔加贺 古文書〕 

靈 社上卷 誓紙  - 

一 、 御^ぶ" 渡 代 銀、 二 ヶ月 相延候 者、 如 御 定利足 被 下 候 樣に可 申 候。 相滯候 者、 誰々 に不 寄、 

不恐權 門 を、 急 度 可 申 上 li: 事。 
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一、 浦 方よ. 0 肴 請 取 候 は、. -、 不移 時日 代 銀 渡し 可 申 候。 遲々 仕、 浦 之 者 共 迷惑に 能 成 候 者、 

私 越度に 可 被 ゆ 付 候 事。 

一 、 最前より 皮々 如 被 仰 付 候、 御 侍 衆. 町人いた みに 罷成 候樣 に、 肴 高直に 什 間 敷 候 事。 

慶 安二 年 三月 廿 三日  魚問堡 右衞 p 

祌 Ir^ 藏 人様 

淺野藤 左 衞門様 

三月 廿 三日。 前 田 利 常 小 松 葭島亭 に 於いて 老臣 等 を 饗す。 

〔前 田い：：； 5£藏 文書〕 

三月 廿三： n 之 朝 於 K 島 御 振舞 事。 

前 ffl 三 左衞門 前 田 出 雲 守 前 田 內藏允 撗山 左衞門 津 田玄蕃 葛 卷位ャ 人 前 田 櫂 助 靑 

山將監 永 K 土 佐 守 

i  、 先古 御 書院 迄、 日出 以前 何も 罷出 也。 御門に 鐵炮 之者罷 有、 げた. からかさ を 渡、 供 之 者 

不召 i^、 是 より 小 澤九右 衞門案 內被申 候。 

1 、 五ツ^ 分 新 御 書院へ 利 常 樣被爲 入、 荒木 六 兵 衞方迄 御案內 に而、 何れも 御 書院へ 越、 

其 節 御- m 地 之 者、 せき だ、 からかさ 面々 に 相 渡。 (下略) 


一 、 御 齊を以 .3. 上候處 に、 是 より 商に 御寺 作 之 御亭有 之、 御^ 進 日」、 被 成 御座所に 而 

候、 ！e\ 龍 越. E 御意 之 s^。 (下略) 

四月う 五日。 前 田 利 常 小 松 多 太入幡 社に 制札 を與 ふ。 

〔御 判 書 寫〕 

禁 制 

1 、 地內 殺生、 伐採 竹 木、 並 Kffis. 代 々寶 物、 政 火 盗賊 亂妨 藉之 事。 

右 此趣相 背 輩 於 在 之、 可 行 罪科 者、 仍 下知 如 件 ◦ 

慶安ー 一年 四月 十五 U  肥 前 守 利 常 判 

四月 廿 八日。 前 田 利 常參覲 せし を 以て 德川家 光に 謁す。 

〔御 曰 記〕 

四 月廿 八日 

一 、 參勤御 目 見 之 衆 

价十. 八講五 匹. 金 十 枚  松 平 肥 前 守 

四月 廿八： =。 金 澤城惣 構の 土 居 及び 堀 等に 關 する 規程 を む。 
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〔國初^^文〕 

一 、 惣構剪 採 竹 木 

一 、 同所 竹 子 取 候？！ -0  . 

一 、 同 惣構之 土 居並 川 除 之 上、 道 を 付 通 候 事。 

一 、 同堀へ醒芥其外むざ^o物を捨候事o 

一 、 堀 之 土砂 森 口 六 左 衞門. 大山 五郎 左 衞門兩 人へ 無 斷取候 事。 

一 、 明 屋敷 之 植木、 同所つ ち を 取 候 事。 

1 、 諸人 屋敷 廻：？^ 水道、 せ "(外 川 除 之 石 は づし候 事。 

右 條数相 背 族 於お 之 は、 可 相 捕 奉行 人並 御 橫目出 候 之條、 下々 堅 被 申 付 候^ 

度 可 被仰觸 候、 恐 々謹言。 

卯月 廿 八日  長 九 郞左衞 門 

卷举人 

橫山 左衞門 

津田 玄蕃 

奧 村河內 


御 組 中 へ 急 


べぁ以 ら良 母姬御 
し リ 乂れ久 妙に 姬 
し 此ズ: 寺:！ し 樣 
なのる |-- 院乂  （t 
る: 噴 Z お 葬 1/' 其 春 


前 田 出 雲 

六月 四 H。 金 澤畏久 寺 屋敷の 地 子 銀 を 免除す。 

〔舊藩 S 文〕 

從御姬 御斷に 付而、 日蓮 宗 長久 寺 屋敷 三百 五十 四 步四尺 一寸 之 所、 地 子 被 成 御 赦免 候條、 

被 S: 其 怠、 右 帳面 引 可 被 申 候 ◦ 爲 其如此 候、 恐々 謹言。 

F^-六月四日  長 九 郞左衞 e::s 賴 判  • 

前 田 出 雲 守贞 a! 判 

*^ 卷ホ人 HHI 治 判 

熊 谷 久右衞 門 殿 

宮崎太 左 衞門殿 

六月 廿 四日。 小 松の 絹 肝 煎 等 その 營 業に 關 する 誓紙 を 出す。 

〔小 松 ffi 記〕 

靈社上 卷起證 文 前書 之 事 

一 、 小 松 町中 絹^ 申 相場 糸目 並 代 銀附、 少茂 僞不申 上、 有 樣書上 可 .5. 事 0 

1 、 在鄕並 脇々 より 出. S. 候 紹 買 申 候 者、 其 糸目 附り代 銀 買主 有様に 書 上 可 申 事 0 
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一 、 買 月 切 之 出、 肝 煎 方へ 相 渡 可 申 事。 

一 、 御召賴 たけ. は， 並 織留、 跡々 如 御定、 相違 無 御座 樣に念 を 入 可 申 事。 

一 、 御お 賴之內 わ、 越 中糸 杯少茂 まぜ、 公儀 を 椋申義 化 間 敷 候。 附り 判押不 ゆ， 船 ノ仕間 * 

一 、 當町絹 問屋 手前 御穽藤 以後、 被 召 上 候 御 絹 御 算用 之義、 私 手前々々 より S 買 仕 * 候 0  * 

場 並 糸目 代 銀、 有様に 書付 上げ 可 申 候 事。 

右 之條々 於 相 背 率 者、 ふ 茂 我々 舉 願如來 上人 之 蒙 御 罰、 今生に 而者 白癩黑 《 之 諸. が、 1^ 

而 無間地獄に 墮在 仕、 永劫 浮世 更 御座 有 間 敷 候。 依 而如來 之 御 奥ね 各々 指 上 血判 如 件 

六月 廿四 n  丹  ^0. 

六月 廿 六日。 道晃法 親王 書 を 以て 前 田 綱紀の 江戸に て 震 害 を 受けし こと 

なきや を 問 ふ。 

〔見聞 雜志〕 . 

當月 廿日 其 許 大霊之 由 承 及 驚 申 候。 犬 千代 殿. 萬 菊 殿御 無事 蟹 承 度 候，" 爲 ii。 於此 

地 事 外 之 由 承 及 候 故、 其方 迄 申 候。 可預御 心得 候 也 0 

六月 廿 六日  f 


今 枝 は 部 ざのへ 

入 月 十三 日。 前 田 綱紀の 弟 萬 菊 丸 歿す。 

八：：^ 十三 n 松 平 犬 千代 丸の 同 母 弟 萬 菊 丸 頓死す。 よて 小 松中納 一一 一一：： 利 常 卿の も VJ へ、 松 平 伊豆 

{.7 信 綱 御 使し、 同じ 事に て 在 江 月の 諸 大名 は登營 す。 

十五 日ず：： 菊 九の 事に よて、 月次 G 朝 會停廢 せらる 0 

〔壬 子 集錄〕 天徳院 書付 

慶安ニ 年 八月 十三：：： 

娃番院 殿 轉英宗 機 童子 

〔三^ 記〕 

寓， 菊 樣御隱 れ被成 事 

慶，： 二 年 三月 中旬に、 中 納言利 常 公 東海道より 江戸 御麝 勤被爲 成、 御 登城 御 目 見 之 方々 の 御 

勁、 先例 之 通 目出度 相濟。 卯月の 初 之 頃より、 江戸 中 度々 地震 ゆる 事、 一 日に 二三 度づ、 の 

^3.も有、 又；：：： に 一度の 事 も 有、 御上 屋敷に， 中 方 は是に 驚き、 地震の ゆる 度 每に萬 菊樣を 

抱舉 りて、 地 しんの 間へ 去る 事 度々 に 及べり。 い VJ けなき 子 を 驚かす 事 は、 驚 風の 起る 1," な 
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三 o  二 

り o  THV の 卸 t もまし まさ や 御機嫌よ かりし 御 時、 r ナ風 か、 へて 走租 に、 頓而驚 風の 御 心地 出 

さ^ 給 ひて、 四月 五日に 終に 御 かくれな されけ り。 御兄弟 まし ませば、 何？？ に 付ても 御た よ 

りに 思召處 に、 穴 > ^敷なら せた まへば、 御 母君の 御な げき 言語に 絕 する 所な り。 殊 ：处 御 祖父 利 

常 公 は、 一入 御難 儀に 思 召、 御 出入の 人々 にも、 長生して か、 る 愁傷 之 儀に 心 きん をいた ま 

しめ、 迷惑 成 推量 可 有 旨 被 仰、 何も 御 尤，. J 奉 存旨被 仰。 »っき舉る^?^^3^共に、 御 S 物 を 被 

下國/ 1^_§も有り、 尼に 成 も 有しな り。 御 小姓 V- もに は、 御 遺物 どして 御 腰 物 一 腰づ 、被 下 

其 上に 慕に 被 下 衣類 鼻紙 代 等 も 被 下、 加州へ 御返し 被 成。 主君に はなれ 奉りて、 せんなく 歸 

國仕 isr、 哀 なりし 有さ まなり 0 宮城 次-牛 太 • 神 tl^ 太 兵衞. 橋 爪 五郎三郎 • 山 丹 助. 佃 源 八、 一 所 

に 卸い，.」 ま 被？ Sao 巾に も 佃 源 八 は、 直に 高野山へ 參詣 いたし、 御 位牌 を天德 寺に 立 まいらせ、 

法事 を 執行し、 日 牌 上げて 小 松へ 罷歸 る。 高野山より 具に 前 田內藏 迄へ 申來る 0 又 江 G: にて 

永 順 方へ 申來る 0 然る ゆ ゑに 利 常 公の 御 耳に 立、 又 淸泰院 樣の御 耳に も 立ちて、 何も 源 太 左 

衞 門に 奇特 之 至，.」 被 仰 出 也 Q  / 

〔金澤 文書〕 

萬 菊 就 御 遠 去、 當十 八日 之 飛札 到 來令披 覽候。 犬 千代 樣 御前、 堅 御 隱密之 故、 不及相 立 御 

耳院 fe>。 


ち 糊 5^-」^ 

1^ せす との 

意な リ 


八月： h 八日  今  K  ^ 牛 

龜甲 屋與助 

九月 十日 3 ク  15 山 侯 前 田 利 次參覲 せし を 以て 登營 し、 物 を 德川家 光 及び 家 

綱に 獻ず。 

〔御 日記〕 

九月 十日 參勸御 目 見 

銀： C 枚. 綿 把  松 平淡 路守 

大納言 樣へ 

銀 二十 枚. 加 贺染卅 端  松 平淡 路守 

九月 廿ー 一日。 德川家 光、 前 田 利 常に 鴻を 贈る。 

〔德川 實紀〕 

九 H 廿ニ  ：！： 小 松 中 納言利 常 卿へ 御 側 中 根 登 岐守正 盛 御 使して、 銃. にて 打留 たま ひし 鴻を つか 

まさる 0 

九月 廿 六日。 大聖 寺 侯 前 田 利 治に 就 封の 暇 を 賜 ふ。 
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〔杵 I き。 〕 

九 廿 六日 松 平！： 幡 守. 松 率飛騍 守に 在所 へ の 御 睱被下 0 

十一 一月 七：！：：。 德川家 光、 前 田 綱紀に 鶴 を 贈る。 

〔德川 實紀〕 

十二月 七日 松 平 犬 千代 丸へ、 使 番川勝 丹 波 守廣綱 もて 鶴 を 給 ふ。 

十一 一月 A 日。 大聖 寺 侯 前 田 利 治 加 賀江沼 郡 山代溫 泉の 旅屋番 堀ロ宗 也に 

知行 拾 石 を 加^す。 

〔隨初 遗文〕 

爲加增 十 石、 引合 三十 石 以持高 之 內令 扶助 訖。 全 可 知行 狀如 件。 

慶 安二 年 十二月 八日  利  治 半 

堀 口 草 也 

是歳。 米 銀の 貸借に 關 する 利子の 制限 を定 む。 

〔慶長 以來定 書〕 


一 、 f9 之 年より 米 之 利 足 一 年に 二割 半 之 事。 

一 、 同年より 鈒子之 利 足 十二 ヶ月 二割 之 事 0 

一 、 三步 三 割 半 四 割 ◦ 

一 、 御法度 之 文 言 有 之 借狀之 事。 

右 之 分利 足 捨に而 本 銀に て 請 取 可 申 事。 

一 、 四 割より 上 之 本手 捨可申 事。 

右 之條々 被 仰 出 者 也。 

慶 安 三 年 

； 止 月 一 一日。 江戸 本鄕 邸の 小姓 等^ 町に 歌舞伎 を觀覽 す。 

〔三壺 記〕 

利 常 公年 頭 之 御 鱧に 御 登城 之 事 

慶安 三年の 正月 二日に は、 早朝に 式 正の 御 膳の 上に、 はや 朝 御 膳 被 召 上。 御 登城 VJ して 先 御 

上屋敷へ 御 出 有て、 御 下屋敷 緩々， >0 人々 似合の 祝 ひに て 休息す 0 年內 より 町彥作 歌舞伎の 

座に 新 かぶきの 用意して、 上方より 珍 敷 見物の げいしゃ ざも罷 下る VJ 風閒 也。 今 = は 屮納言 
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t、 方々， 卯禮共 相濟、 御上 屋敷に て 御 膳 上らせ 給 ふなれば、 終：" の 御 守な り 0 いざや^ 町 

へ ゆかん，、」 て、 上下 不殘 見物に 出に けり。 別而子 小姓 衆 一人 も不 残、 彥 作が 二階の 棧 敷に 弓 

手の 座敷 ふさがりけ り。 歌舞伎 初 まり 装束 新 敷、 事 珍 敷 組合の 其 中に 源 左 衞門， こ 云 ふ 三十 計 

り 男、 女 出立に 成、 置 手拭 をし やん， いた、 S き、 二八 二 九ば かりの 女性 を 天女の ご，. - くに 出 

た、 せ、 柬 寺の 野へ 若菜つ みに 出づ る，、」 て、 三人 舞臺へ 出で ければ、 定而三 尊 來迎. - 哉らん 

は是 なるべし VJ、 人 皆 有が たくお も ふ 顔ば せな り。 然る 所に 好色に めでぬ る 大名、 * の 野に 

遊 典に 出で、 彼女 性 共に 二つ 三つ 問答の 上に 酒宴 はじまり、 土器め ぐる 折 ふし、 源左衞 門. 3 

あがり 扇子 を ひらき。 

面白の 海道 下り や、 何ビ 語る も， せじ、 加 茂 川. 白 川 打 過ぎて、 思 ふ 人に は あは だ 口 どや 

四の 宮 河原 や 十 善 寺、 關山三 里 を 打 過ぎて、 人 待 本に 付 どなん。 見渡せば せた の 長撟打 

ノ、 纾地條 原 やかす むらん、 雨 はふら ねざ 森 山 や、 小 野の 宿 やすり はりた うげ、 山の 

M 道、 今宵 は 愛に 草枕、 かりねの 夢 は頓而 さめ かけ、 ばん は， こ 吹け は釉 寒む き 伊吹！.^ に不 

破の 關守、 tn: ざ、 ぬ 御代 こそめ で 仁 けれ。 

如 t 舞 納カサ れ V6、 幾千 人の 見物，、，、」 も、 そよ やげ いしゃう ぅゐ のきよ く ヌは五 £5 の 舞姬カ 

、 きる よ 死！：？ る まちよい くど 聲々 によば はる は、 いかづちより はおび た 、，し。 是 世の中に 


流布す る 所の、 源 左衞門 海道 下りの 基な り。 是非 もな く 面白 かりけ る 事に や、 天が下に 流 

布して、 五十 极 轉の麥 取 座頭まで、 今. W は 愛に 草枕、 かりねの 夢 は頓而 さめ かけ，.」、 少？ -た 

ぎ を 似せて まふた にも 典 有 顔に 賞 翫す。 定而 末世の 勞氣 をす くひた ま はんため、 歌舞のお け薩 

のかり に 源 左衞門 VJ あら はれつる 哉 VJ、 皆 執着 かぎりなし 0 源左衞 門 海道 下の はじめ なれば 

記しけ り 0 

三月 五日。 江戸 城^ 丸の 輿 造に 就いて 前 田 利 常 等- 資を 助く。 

〔徳 川お 紀〕  , 

三月 五日 西 城 構造に より 諸 大名より 献物 は、 尾 張 大納言 義 K 卿より 栴材ニ 千 本. 板 二 千 枚. さ 

はら 檢材五 ^ 挺、 紀伊 大納言 賴宣 卿より 姆ー 一千 五 西 六十 六本 *板 一 萬 五 千 枚. 松 千 四^ 三十 四 

本. 板 五 千 枚. 柑材千 本. 樅 板 二 萬 枚、 水 1^ 中 納言賴 房 卿より 竹 大小 一 萬 三千 本、 小 松 中納言 

利 常 卿より 鐵 三千 K 目、 (中略)、 松 平淡 路守利 次より 鐵千 貫目、 藤 堂大學 頭 高次より S 千 枚、 

松： 牛 飛 IS 守 利 治より 同 三 S 枚、 (下略 )o 

三月 廿九 日。 前 田 利 常の 江 戶本鄕 邸 類 燒に權 る。 

〔徳川 赏紀〕 

三月 廿 九：！： 本鄕邊 出火し ければ、 日光 門 主 を VJ はせ 給 ふ。 御 使は對 K 守 重 次な り。 また 小 松 
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货 門の 別 墅 もこの 炎に 確ければ、 阿部豊後守 忠 秋して ど はしめ 給 ふ。 

四月 三 en 小 松 黃門利 常 卿別墅 さきに 燒 ければ、 茶 #=1 肩 付 • 衾 蒲團. 蚊 謝、 並に 雪 舟 及 土 佐 某の 

窗屛風 二 双つ か はさる 0 

〔三虚 記〕 

御 下屋敷 火 * 之 事 

慶安 三年 四月 十九 日 之 午の 刻の 事 成に、 天氣 よくしてから 風 はげしく 吹け るに、 本鄕 五町目 

の 加 賀の御 下屋敷へ 行く 道筋に、 富士塚 どて 小山 有り 0 其き わに 小 家 有て 火 を 出し、 其 火の 

粉 長屋 を 打 越し、 御 式 臺の斑 破風、 獅子に 牡丹の ほり 物の 內へ吹 付たり 0 下より は 見え けれ 

V. も、 中々 ：5 すべき やう はなし。 天井の 內に 年々 の 微塵 三尺 計つ もりて 有け る、 それに もえ 

は、 こけ- r 屋ね のうら をった ひて、 先づ 天井より 御 書院. 御 居間 • 御 臺所 へやけ 通る。 その 內 

に屛 風. 唐紙 一 面に 火懸 りて、 一 軒 も 不殘燒 失して、 御 亭の御 土藏、 御 居間の 御 土藏、 吳服土 

藏に火 入りて、 いんこ 坂より 下なる 子 小姓 長屋 ビ も 押 通して、 御作 事 小屋 板 角の 御 材木、 そ 

れ より 中 町 • 馬場 兩町、 百 人 小屋. 長柄の もの、 長屋 is、 七ッ 時分に やけ 濟、 御屋 形の 虹 梁 共 

に、 今 を 盛 VJ もえければ、 犬 千代 樣の御 土 藏ニッ の 上に、 火 消 衆人 山 をつ み 重ねて ふせがる 

、o 利々" 公 は 其な かばに、 御 露地の もの ざ もに 植木 を ほらせ 給 ひて、 愛 かしこ 御指圖 にて 植 


安元 は 三 

の 誤な リ 


させら る、 0 古市 左 近 はみだれ 髮 にはち 卷 して、 ゆかたに 手拭 帶 して、 長刀の さや を 取りす 

て 杖に つきて、 SH^ 形の 迥りを 走 廻りて 下司 せらる、。 日 も 暮 合に 成ければ、 惣迥り 樅 板を以 

て、 ^？：柱等ひたく  ，>.ー立て打園む0 內は ほのほに あか けれ V* も、 圓の外 くらければ、 奧村 R 

幡 より 提灯^ 張、 蠟燭を y】 もし 惣 廻りに つらせら る 0  ：：： も 慕れ 利 常 公 は 飛 if 守 利 治 殿の：： Ht: 形 

にいら せた まひけ り。 其 時の 火事に 麈 一 ッ のけす して、 手 VJ 身に 成 申されし は、 武部 九郞兵 

衞 源 太左衞 門. 御料 理人卒 井 權右衞 門 也 ◦ 其 外 小身 衆に 多お 之よ しき こえけ り。 其？， - 日に 

は 松； 牛 安藝 守 殿. 前 田 右近 太夫 殿. 織 田 出 雲 守 殿. 溝 口金 十 郞殿. 小 堀 左お 殿. 岡 ffl 將監 殿、 其 

外に 本多帶 刀. 橫山內 記、 何れも 人足 ざ も 被 遣、 千 五 百 人 餘の着 帳な り。 御 0 分足輕 小人 相 

加へ、 燒柱 灰なビ を 取 返け、 釘 纖を拂 ひ 捨て、 .E 懸りを かたはしより 堀 出し、 地形 等 をなら 

させて、 先 御 式 1 ッ御立 前に 建てさせら るべき どて、 地形 をつ くらせ、 石す ゑ 等をぞ すゑ 

にけ り。 其 間に 材木 は、 佃 源 太 左 衞門每 日 kn 輛 ばかりの 牛車に て 差 寄、 数千 人の 大工 松原 半 

右 衞門. 西 村彥兵 衞惣舉 行、 其 外 請 取々々 の 小 奉行 幾 人、 くらき より くらき に 至りて いそ 


き： 


〔松 梅 語 園〕 

一 、 慶 安元 之- S 江 IIM^ 鄕之 御屋敷 燒失仕 t^s=。 御屋敷 御門 前に 上 之 足輕の 家より 出火 壮候" 
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富 士：： ： 方 ど 中風つ よく 吹き、 御 色 代 之 はふの 狐格子に、 Sll の 火付た る を 吹 付けて、 是ょり 

燒入、 餘 所より 見て あれ は/ Z-VJ 申せ 共、 上に 居 者 共 は 不知、 終に 御 書院 之 上天 井迄燒 通る 

時に 見付けて、 消さん VJ すれ V- も 思 ひも 不寄燃 上る。 中 納言校 御覽被 成、 其 ま、 御. お 地へ 御 

出 被 成、 熊 高 野つ、 じ 等 を 御 近所へ 見 ゆる 者に 爲御植 有て、 火 之 所 は 御 構不被 成、 古市 左 

近 御.：^ 間の 御棚に 有 之 、 御 目 貫. 御 小 刀 柄な ざ 入た る 御 簞笥を 出す を 御 覽被成 、 御 に らま へ 被 

成に より、 取 出るな VJ 心得て、 火の 中へ 投入る を 御覽被 成、 不知 顔に 而依被 成 御座、 人々 御 

道具な Vj 取 出さん ど する 者な し。 後人々 此事 承り、 何- VJ ぞ思召 之 有事 ど 不{# に存 やる VJ 也 Q 

此時 大火 消 被參、 御門の 內， に 入らん，. J す 0 御門に 有 之 者 ざ も 斷申不 入 付而、 外が はの 長：：^: の 

腰板に かぎ を 懸け、 大繩を 付け、 一 放に 引放樣 にして 備 へて 被 居 VJ 云へ 共、 御 長屋に は火不 

付に より、 是を 捨て 內へ 入れ 有。 高 機 勘兵衞 達御聽 故、 火涫衆其まy^入可申、 大拂土 藏を被 

防 樣に可 仕 孚被仰 付。 火 消 衆 入りて 御 土藏を 防がる. - 内に 少し 脇に 足駄 土藏 VJe. す 御 土藏へ 

火 入り 不殘燒 る 。火 消 衆 御 露地 植木 之 御 裁許に 而、 御 家の 火 消す 事 少も不 被 仰 付 事 勘 被： S 也。 

伴 八矢少 やけ V」 仕、 以之外 御機嫌 損じ、 一 人 も 火に 構 申 間 敷 VJ 御意。 

〔政 隣 記〕 

慶安三 庚 im; 歳 四月 十九：！： 午の 刻、 江戶本 鄕富士 塚 之 小 家より 出火、 御屋敷 中悉 類火、 利 t の 公 


は 利 治 公之 御邱， に 入 給 ふ。 依 之 御 式 御作 事 奉行 は、 松 ffi 半 右衞門 •§： 村彥 兵衞. 富 田 七兵衞 0 

〔御 判 物倾知 目録〕 

口上 之覺 

一 、 權現 ム：： 德院 大献 院檨御 三代 之 御朱印、. 肥 前 守 致 頂戴 候。 然處慶 安三 年 i ぬ 三月、 本 

鄉之屋^額火に^^候刻燒失仕候^^。 

一 、 右 御 三代 之 御朱印に は、 三 ケ國統 肥 前 守 致 頂戴 候。 其 後 HI 居 仕 候 刻、 同姓 淡路 守に 十 K 

石、 飛 IS 〈小に 七 萬 石 分遣 候。 今度 御朱印 之義 如何 共 公儀 被 仰 付 次第 奉,：^ 候。 乍 去淡路 守. 飛 

iS 守に 內談 相尋申 候處、 兩人共 御朱印 面々 に 頂戴 仕度 旨 申 候 問、 可 然樣御 相談 被 成 可 被 下 i^o 

1 、 江 州 高 W 郡 之 內今津 • 弘川兩 村に お ゐて高 二 千 二お 六十 石 二 斗餘、 從先规 烦知仕 候 0 今日 

被 載 御朱印 被 下候樣 仕度 存候 事。 

. 右 之 通 御 老中へ 被 仰 入 可 被 下 候。 委細小笠1^山城守殿.永井伊贺^-殿へ中^59候。 此 Sufi 御 申 

入可紛 候、 以上。 

四月 廿 三日  松 平 加贺守 使者 

岡 田 I-:- 前 殿. 本 多 美 作 殿へ 御 rn 上 W 之寫。 

四月。 前 田 利 常 後 大聖 寺 侯 前 田 利 治の 邸に 假 住し、 その 新造の 齊院を 

加， な 藩 史料 第 三 編 慶安 三 年  三 一一 


三 ニー 

毀た しむ。 

〔三壶 記〕 

飛 守 殿御：； Ht- 敷 を こぼつ 事。 

飛 iS 守 利 還 は、 ss 中 響 f 御 相伴： i て、 算 SS 外 御 S3 ，思 召、 御 

書院. 御 次 之 問 等を赛 正. 二月へ 懸て 作らせ 給 ふ。 御 道具 は 五 七 年 以前より、 舛 還の 次左衞 門、 

異國の 産物 を 取 かへ 引替へ 御 披見に 入れ 調 上る 。御座 敷 印 子の 金具、 家の ほり 物、 荣幽. たは 

I が？ かた ふけて 書 t はす 唐繪、 草花の 繪様、 金銀 をのべ 敷、 誠 前代 有べき， 4 

え ざり し。 丁寧 成 御 If 入れ けれ f、 未だ 暴？ 指 合 ひて 御 振舞 もなかり しに、 ^ 

常 公 入らせ 給 ひて、 餘 り陰氣 にて 有 之 間、 座敷 をた，. ませ 可 申 旨 古市 左 近 奉りて、 御 大工 半 

次 並 直 衞に被 申 渡、 大工. 足輕警 人 召 つれて、 彼 御 農 を 其 S 內に S け、 跡 をなら し、 

S 地 I へて 少御重 も J けり。 何れもけ つかう 成 御屋敷 を、 手の 付 所 も 知ら f しい、 

f ど は 云 ひながら 冥加 恐 敷 sf ぞ申 ける。 利 治 公 は 何分に も 御意に 入 S にく 日々 

夜々 に 被 仰 越 由ぞ閜 えけ る。 

五月 朔ロ。 德川家 光、 前 田 綱紀の 泡瘡 平癒 を す。 

〔德 川赏 紀〕 


五月 朔日松 平 犬 千代 丸， M 瘡平 ilS を ほが せ 給 ひ、 御侧屮 根？：：； 岐守 正^ 御 使して、 小 松屮納 i:: 利 

常 卿へ^ 服 一 一十つ か はさる。 

〔松 公 夜話〕 

； 、 相 公 樣御^ 瘡の御 時分、 大猷 院樣御 出頭の 女中 S 橋 殿 ど 申 を、 最初より 御酒、 相 濟申迄 

御附 §^ 被 遊 候 0 是は御 年寄に て は 無 之、 唯今の 御 客 あいしら ひな ざの 棘に も 候 哉、、」 被 思 召 候 0 

其 外お こわ 殿 並 今 御 一人 |§ 是等茂 出頭 之 衆に 候處、 御 疱瘡の 御樣子 見て 可參 由に 而、 ハゅ nz 

御 使に つか はされ 候。 大猷院 様 は 萬 端の 儀 別而御 勝れ 被 遊、 御代々 の內の 御名 將、、 」 被 思 召 候 

由、 右 同時に 御意 御座 候 0 

〔夜話 之抄〕 

一 、 當邦君 御 疱瘡 之 前日、 長 庵. 淸腐 .玄 德 三人 談合 ありて、 朝 御灸被 成し 處に、 # 一より 御灸 

熱さし、 翌日 御 疱瘡 VJ あら はれ 奉る ゆ ゑ、 此由家 嚴品川 左 門を以 微妙 院 殿へ 申上處 に、 殊之 

外 御機嫌よ く、 此 年月 御念 願 之處に 候條、 御 満足に 思 召 候。 唯今 鶴 を 御 持參被 下、 御 料理 可 

被 仰 付 候 間、 左樣に 心得 可 申 3：11 家 嚴に被 仰 渡。 其 故 面々 殊之 外にき ほひ、 悅 si- 限な し。 御灸 

熱より 出、 其上醫 師衆仆 損て 候 ゆ ゑ、 惣樣愁 可 申に、 御 一 言に て 諸人 競 ひ、 却而悅 申せし 也。 

三 輩も仆 ffivj て、 後まで迷惑せられし^0云々0 

加 K 藩^ 料 第 三 編 魔 安三 年  三 一 三 


三 一四 

五月 朔日。 金澤 城の 石垣 地震に よりて 崩壊す。 尋 いて 幕府 その 修理 を 許 

す。  ， 

〔國事 雑抄〕 

御 输圖奧 書 

右 之 通 I 月朔曰 逢に 而、 石垣 續仕由 I 元 申 I。  SS 言上 候 f 破靈 所、 以 

逑々 修理 申 付 度舉存 候、 以上。 

松 平 加 賀 守 

〔國事 耀き 

金澤城 今度 大風 雨 洪水 之 時、 811 一ヶ所 崩 付 I 直 豪、 舊六ケ 所 環 付 il 度 由、 

繪圖之 通 得 其 意 候 0 如 元 可 有 普請 候、 恐々 謹言 0 

慶 安三 寅 十月 三日  阿部 紫 馬 i:P 

阿部 豊後 守 

松 1^ 伊豆守 

松 平 犬 千代 殿 

五月 四日。 前 田 利 常 柳營に 登り 就 封の 辭 見す。 


〔德川 實紀〕 

五月 四日 小 松 中 納言利 常 卿 就 封の 辭見 ありて、 大講堂 どい ふ 爷\ 條 目、、」 いふ 茶 入、 並に K 三 

据 .lii? 一 一匹た まふ。 

五月 五日 J 小 松の 役夫 等 江 戶木鄕 邸 式臺の 建築に 着手す。 

〔三お 記〕 

建 家 木の S -  御 式 a 建 家 之 事 

五月 四 日 に 市 嶋左次 右衞門 は、 賤嶋 小^ 百 人 召 つ れ 江ー户 へ 到着す。 松原 半左衞 門. 富 田 七兵衞 

に 被 仰 付、 五日に 足代^ 爲仕可 申 旨 被 仰 出、 左 次 右衞門 召つ れ來る 小者 fo 人に 足輕 五十人 指 

加、 御大 ェ橫 江太郞 兵衞罷 出で、 指圆を 以て、 足代 を こそ 立てに けれ 0 人足 廻し、、」 して 汕田 

長 左 衞門. 山 田 九 郞右衞 門 • 松 富 田 下司に 隨而、 端午の 日朝 七ッ より 取掛 り、 澤： ゆ 水 千 本枸九 

太 千 本、 三 間 七 寸角五 百 本、 二 間 六 寸角五 百 本、 鉸五千 丁に て、 さんばし を四ケ 所に 掛け、 

足代の 天井 は 馬場の ご VJ  くに 立濟 し、 七ッ 時分に 仕 廻し に、 夕邊 着きた る 人足 共 骨折な り、 

今から 成 共 休息し、 明日 は 建 家 なれば 何も 可罷 出、、」 て、 其 n の 御 普請 は 止に けり。 

〔ニー  15, ぷ -111a 」 

御式<1^難而利常公御歸國之事 

加！：：； 藩 史料 第 三 編 慶安 三年  三 一 五 


端午の 翌日、 御 式蕞の 小屋 を 取 ほぐして 足代の 廻りに 備へ K、 七日に は 利 常 公 出御 有て、 即 

時に 立 柱 虹 梁 を 組 上げ， はや 葺 下地に 成ければ、 其 日の 內に 屋根 を葺 立、 所々 に 壁の 下地 を 

組 入、 御 小姓 衆. 歩行 迄惣 が、 りに 小 壁の 下地 を かきに けり。 三日の 內に壁 も 塗り、 跡より 足 

代 ざ も を 取の けたり C 其內 に御發 驚の 御用 意 相 調、 十三 日に は 御い どまの 爲御 上使 松； 牛 和 泉 

殿 被參、 十九 日に は 飛騵守 殿御 S 形より 御 發駕被 成 候。 東海道に か らせ給 ひ、 尾 張の あつ 

たよ.^ 御舟に めし、 太 田へ 上らせた まひ、 關が 原に 御陣 をす ゑら れ、 同廿 八日に は 小 松へ 御 

歸着被 成け り。 

五月 十九 日。 前 田 利 常 江戸 を發し 東海道より 歸國 の途に 就く。 

〔政 隣 記〕 

一 、 五月 十三 ほ 利 常 公 御 歸國之 御 暇 上使 松 le. 和 泉 守 殿、 同 十九 日 御 發駕、 上 通 尾 張 之 熱 田よ 

り 御舟に て 太 田， 上り 給 ひ、 關が原 御 通、 廿 八日に 小 松 御着 城。 

六月。 前 田 利 常 小 松 城 中 土 居の 庭園 を 修め、 士 人の 家計 を調查 して 救濟 

の 法 を 講ず。 

〔三 K 亞記〕 

小 松に て 中 土 居 之 御 普請 並 俊 約 被 仰 付 事 


同年 六月より 宮城 內藏舉 行に て 市嶋左 次右衞 門. 岡 本 善 太夫. 池 ffl 長左衞 門に 御-; s 地 御 小人 街 

預け、 中 土 居へ 御 出 被 成、 御 普請 被 仰 付。 秋 中に 成りて、 余 澤* 小 松の 侍 大身 小身 共に 大 

きなるす りきり 人 を御吟 * 被 仰 付、 除 知. 人. すべ 等、 ^^家を賣り道具を拂ひ、 あ る ひ は 御 el^ 銀 

拜 波 仰 付。 何共 申 ひらきの 成りが たきもの 自害す る も 有り。 跡目 不被仰 付人 も あり。 子 小 

姓 衆に は 家老 を與 力に 被 仰 付、 儉約之 儀 を 被 仰 渡 も 有 0 足 輕を付 させられ 儉約被 仰 付 も 有 Q 

足 輕等は 手前よ きもの 五 七 人 有 之て、 御 ほうび 銀 一 枚 •  二 枚 被 下 も あり 。其 上に 給 人 ざ も 手前 

に、 百姓 ビ」 も 年々 に 未進つ もりて、 給 人 損料 有 之 者 有て、 t: 姓 屮御吟 * 被 成、 御 借 米 を 被 仰 

付、 未 继等を 收納被 仰 付 も あり。 それより 百姓 ざ も 耕作に 情 を 入れ、 油斷 なく 作付た る もの 

ならば、 指して 未進 も 有 間 布 VJ 思 召、 委細に 被 聞 召、 難 a に 及ぶ 在々 へ 作 <： ^等 も 御 付 被 成、 

御 取 立 VJ ぞ 聞え ける 0 

「ク， Hrro 

广.. ，.|,«5： き 11」 

一 、 是年小 松 金 SS 諸士 勝手 方 を 吟味あって 貸 銀 を 賜 はる。 

九月 十 入日。 前 田 利 常 等 江戸 城 西 丸 移 徙を賀 して 物を献 つる。 

〔ig 川 K 紀〕 

九月 十八 日 西 城御遷 りを賀 して、 尾. 紀兩 邸より a 子 十飭. 屏風 十 双づ. -、 水 邸より 质蓋 十、 M 

加 is; 藩 史料 第 三 編 慶安 三 年  】 一二 七 


H 一  八 

風 五 双、 紀 宰相 光贞 卿より は 衣桁 五、 水 1^ 中 將光簡 卿 は 蟇 子 二 i 防、 小 松 中 納言利 常 卿は褥 

三. 刀架. 櫛 箱 谷 一、 松； 牛 越後 守 光長 は 重箱 十、 松： 牛 犬 千代 は 家具 千 人前、 (中略)、 松 一 牛淡路 

守 利 次 は 屛風五 双、 松^ 飛 驊守利 治 は K 籠 三十、 (下略)。 

十月 十九 日。 前 田 利 常 越 中 射 水 郡 一 宫に 土地 を 寄進し 綱紀の 安全 息災 を 

祈禱 せし む。 

〔御 寄進 狀寫〕 

犬 千代 爲祈禱 越 中 氷 兑庄矢 田 村之內 二十 俵 之 所、 爲 一宮 神領、 令 寄附 訖 0 然則長 日 懇祈不 1^ 

怠慢 者 也。 仍 寄進 狀如件 0 

慶安 三年 十月 十九 日  利  常？ 

慶高寺  . 

〔寺社 來歷〕 

贞享ー 一年 一 宮慶高 寺 由來書 

一 、 正 保 ニ年從 微妙 院様、 本社. 拜殿. 三 社 之 御輿 御 建立 被 爲成候 御 事 0 

一 、 犬 千に 樣爲御 祈籍、 從 微妙 院樣慶 安三 年に 寺社 領十石 御 附被爲 成、 則 御 一 行于今 6. 持 仕 


十月 十九 日。 前 田 利 常 能 登 羽咋郡 大福 寺に 土地 を 寄進し 綱紀の 安全 息災 

を祈禱 せし む。 

〔御 寄進 狀 .；？|〕 

犬 千代 爲祈 tt、 能 州 羽咋郡 大福 寺 村 之 內高ー 一十 石 之 所、 大福 寺 觀音並 六社爲 寺社 領令 寄附 訖。 

然則長 日懇祈 不可 有 怠慢 者 也。 仍 寄進 狀如 件。 

慶安 三年 十月 十九 日  利  常 判 

大福 寺 

〔41  ザ 社 來歷〕 《享 二 年 由來書 

^北：： は 七堂伽^ 寺 家 十二 坊有之 由申傳 候。 雖 然斷絕 年久、 中 典 開山 は 北 之坊、 元龜 三年に 堂 

社 H 建 草^ 取 立罷在 候。 從高德 院様北 之坊， ^度々 御 祈 禱被仰 付、 堂 社 修理 被 仰 付 候 節、 被 成 

下 御 宵 候。 慶安 三年に 田 故玄蕃 能登國 廻り 之砌、 右 之 品々 被 聞屆、 御 書 等 微妙 Kgs 被 入御 

m 候處、 « 屮將様 御祈禱 之、 寺社 領高 二十 石 被 遊 寄附、 御 判 物 被 成 下 候。 同 九月 場 小 右 

衞 iZ 奉に 而、 觀昔堂 修理菅 ： 蒉被仰 付 候。 同 十 一 月 堂 社寺 御 造 營可被 仰 付 候 由に 而、 山上 善 右 

衞門 下、 指 n 繙 w 仕 入御 覽候。 其 後 材木 被 仰 付、 承應 元年に 富 木， は 到着、 叫-磨 元年 迄お 之 

加 史料 第 三 編 慶安 三 年  三 一九 
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候處、 高 岡 瑞寵寺 御 建立に 付、 先 御 借り 分与 御座 候而、 右 之 材木 彼 地 > ゆ 被 遣 候。 七 年に 從中 

將 as 観 昔 堂 並 講堂 丄ハ 社之宮 一 宇. 拜殿. 鳥 井二、 右 御 造 營被仰 付、 今以 破損 修理 被 仰 付 候。 

十月 廿人 日。 前 田 利 常 能 登 鹿 島 郡氣多 社に 土地 を 寄進して 綱紀の 安全 息 

を 祈 藤せ しむ。 

〔御 寄進 狀寫〕 

犬 千代 爲祈 禱、 能 州 鹿 ^ 郡 明 神 野 村 之內高 二十 俵 之 所、 並 神主 兩人居 尾 敷、 爲 所ロ氣 多大 明 

神社 領 4. 寄附 訖 0 然則長 日懇祈 不可 有 怠慢 者 也 0 仍 寄進 狀如 件。 

慶安 三年 十月 廿 八日  利  常步 

神主 式部 丞 

神主 右 衞門尉 

〔神社 來歷〕 享ニ 年， 由來書 

言 S 本 七 愿御本 城より、 天 正 十七 年に 所 ロ宫山 を、 城郭 地に 御 見 立被爲 成、 氣多 本宮を 

明 神 野， つし 御遷、 社頭 御 建立 被爲 成、 明 神 野 荒 地 開 次第 御社 傾に 可 被爲成 32、 御朱印 被 成 下、 

則 高 二十 三 石 御社 領に御 付 被爲成 候。 其砌謙 信ー亂 以後 神 生 中絕仕 候に 付、 所 口村 百姓 中支 

に t ぉ處 に、 慶安 三年に 小 松 中 納言樣 諸 社 領御改 被 爲成候 時分、 右 H 姓宮之 入用 等 も 不仕候 


故、 二十 三 石 之 社 領被召 上 候。 御朱印 は 所 口村 百姓 方に、 于今 所持 仕 巾 候。 慶. 安三 年 十月 廿 

八 = 之 日附、 從中納 言 樣高十 石並兩 神主 居 屋敷 御社 倾之御 判 之 物 一 通、 兩 祌キ； 致 ra 戴 所持 仕 

巾 候 0 

十月 廿 A 日。 前 田 利 常 能 登 珠洲郡 法 住 寺に 土地 を 寄進し 綱紀の 安全 息災 

を 祈らし む。 

〔御 寄進 狀寫〕 

犬 千代 爲祈 •、 能 州 珠洲邵 法 住 寺 村 之內高 三十 俵 之 所、 爲吼木 山 法 住 寺領令 寄附 訖。 然則畏 

0:懇祈不可怠悛^^也。 仍 寄進 狀如 件。 

慶安 三年 十月 廿八 H  利  常 判 

法 住 寺 

〔寺社 來歴〕 ^享ニ 年 由來書 

常 山 品々 寶物、 微妙 院 a 入御 覽、 表具 辩同袋 箱 等 被 仰 付、 寺領御 寄附 被 遊 候。 其 外 講堂 一 宇. 

鐡 (—白山 宮 一 宇. 拜殿 一 宇、 從 微妙 院樣 御代 破損 御 修现被 仰 付、 今 以右之 通に 御座 候。 

十月 廿 入日。 前田利常山城酬恩庵に常住料を寄進し尋ぃ で悉く5^^^ゲ」新 

加 藩 史料 第 三 編 慶安 三年  三 二 一 


三 ニニ 

〔寺領 御 寄附 御 折紙 «〕 

爲酬恩 庵、 常住 料 米 五十石 每 年令 寄附 訖。 永 不可 有 相違 者 也。 御 寄進 狀如件 0 

慶安 三年 十月 廿 八日  利 常 判 

方  丈 

〔寺院 來歷〕 

一 、 元 和 元 乙 卯年 小 松 中 納言樣 大坂御 發向之 節、 當寺御 本陣 一 = 御 滞 §H 被爲 成、 一 休 制 法 等 

上覽、 翌旦御 出 被 遊 候 0 大坂御 陣中. 2 御 見廻 御 目 見 仕 候 0 

一 、 酬恩庵 御 再興、 小 松中納 言樣慶 安三 庚 寅年、 至當年 三十 六歲 0 屮納 言檨京 御屋敷 御 留守 

居 高 田 彌右衞 門 殿 へ 被 仰 付、 京都 材木 层菱屋 十左衞 門，， J 申 者 請 取 申 候。  - 

一 、 御 先祖 之 御 牌 面、 當 庵に 相 立 候 事、 先年 古市 左 近 殿 • 品 川 左 門 を以申 上候處 に、 願 之 通 相 

叶、 至 唯今 燒香相 勤 申 候 0  , 

一 、 再 與被仰 付、 出來以 後小松 御城 下へ 爲御 鱧、 當庵 輪番 相勸候 故、 其 時 之 役者 宗晋. 宗玄 VJ 

中惯 參上仕 候 節、 大應. 大燈. 徹翁墨 跡 一 軸充、 中 納言樣 へ 献上、 其 上 御 目 見 仕、 黄金 五十 枚. 

綿：： 十 把 拜領仕 候 。外に 白銀 百 枚. 絹 五十 疋. 綿 二十 把、 右之宗 晋. 宗 す- 拜領 仕致歸 寺、 一山 之 


衆 中 m 戴 仕 候。 

； 、 中 納言樣 より 當腐 常住 料 米 五十石、 毎年 御 寄附 御 墨 付、 慶安 三年 致 頂戴 所持 仕、 今以右 

之 米 拜領仕 候 ◦  , 

右 由 來如此 御座 候 以上。 

大德寺 派 禪 宗 

m 城 薪酬恩 h 庵 役者 

い M 享 三年 丙 寅年 七月 十八 日  宗  探 印 

15 十月 一 百。 幕府 富 山 侯 前 田 利 次に 暇 を 賜 ひて 國に 就かし む。 

〔御 日記〕 

間 十月 二  R、 御 暇 被 下 候 衆、 松 平 右 京大 夫. 松 平淡 路 守. 松 平 越後 守。 (下略) 

十 一 月 十三 日。 前 田 利 常 能 登 鳳 至 郡 道 下の 農 三 郞左衞 門、 同 郡 諸 橋の 次 

郞兵. 衞、 珠洲郡 延武の 延武、 同郡大 谷の 賴兼を 扶持す。 

〔能 至 郡 道 下 村 孫 左 衞門藏 文書〕 

任 天 正 十 年 十月 十 H 先 判 之 旨、 能 州 鳳 至 郡 道 下 村之內 を以、 十五 俵 令 扶持 者 也 0 

慶 (女 三年 十 一 月 十三 日  利  常 印 

加？ 2； 藩 史料 第 三 編 慶安 三年  三 二三 


三 二 四 

道 下 三 郞左衞 門 

〔能 鳳 至 郡 諸 梳 衬次郞 兵衞藏 文書〕 

任 天 正 十 一 年 十一 一月 朔： ：！ 先 判 之 旨、 能 州 鳳 至 郡諸梳 村之內 を以、 一 一十 俵 4^ 扶持 者 也。 

慶安 三年 十一月 十三 日  印 

諸 S  ニ郞 兵 衞 

〔能 登 珠洲郡 延武村 延武藏 文書〕 

任 天 正 十六 年 九月 廿六 = 先 判 之 旨、 能 州 珠洲郡 若山內 を以、 十五 俵 令 扶持 者 也。 

鹿 安三 年 十一月 十三 日  印 

若山延 武 

〔國初 遺文〕 

lii 天 正 十三 年 十 一 月 十六 日 先 判 之 旨、 能 州珠洲 郡大谷 村之內 を以、 十五 俵 令 扶持 者 也。 

慶安 三年 十一月 十三 日  印 

大谷賴 兼 

十 一 月 一 一十 日。 前田利常能登鳳至郡阿岸中村の農高右近、同郡^^月の彥 

同 郡 大澤の 內記を 扶持す。 


〔能登a至邵小.EW高，^近藏文^s〕 

仆天正 十 年 十月 十：" 先 判、 能 州 鳳 至 郡 中 村之內 を以、 十倏令 扶持 者 也。 

慶安 三年 十 ： 月廿 U  印 

中 村 高 右 近 

〔能§^膿^邵*:月村彥藏文^^ 

任 天 正 十六 年 九：： T 晦 H 先 判、 能 州 鳳 至 郡 皆 月 村之內 を以、 十 俵 令 扶持 者 也 ◦ 

慶.： 三年 十 一 月廿 U  印 

〔能登HT"^^-郡火澤村內記藏文書〕 

任 天 正 十六 年 九 ：！！： 晦 H 先 判、 能 州 鳳 至 邵大澤 村之內 を以、 十五 倏令 扶持 者 也。 

(利 常) 

慶安 三年 十 一 月 廿日  印 

大澤 內 記 

十一 一月 廿 四日。 富 山 侯 前 田 利 次 先に 綱紀の 病 を 祈ら しめたる を 以て、 越 

中 礪波郡 植生 社の 神職に 銀 子を與 ふ。 

〔越 中古 文書〕 

加贺藩 史料 第三 編 麼安 三年  三 二 五 
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犬 千代 様當 a 御 泡. 於 被 爲遊候 刻、 從淡路 樣御祈 禱被仰 付 候。 爲御 布施 銀 子 一 枚 被 造 候條、 社 

家中 御 配分に 而可有 御請 取 候。 御請 之 案文 別紙に 進 之 候、 恐惶 謹言。 

十二月 廿 四日  堀 田 掃 部 ®H 曰 判 

佐々^ 左衞門 判 

通 生 社家 衆屮 

十一 一月。 前 田 利 常の 女辰姬 生る。 

〔木 藩歷 li〕 

辰姬、 慶安 三年 十二 生、 承應 三年 三月 三日 死去、 御 年 五歲。 

〔壬 子 集錄〕 

おた っ樣、 慶 安三 、の 御 年、 四 歳に て 御 死去、 母 五條 殿。 

是歳。 前 田 利 常の 側室 京 極 殿 小 松より 京師に 還 さる。 

〔三壺 記〕  ， 

京 極 殿 K 洛之事 

古市 左 近 は 江 t!^ より 御い，、」 ま 被 遣、 京都へ 被罷 登、 三位の 局に しばらく 休息して 有之處 に、 

小 より 御 妾 Q 姬君京 1^ 殿 を 上京 V」 して、 稻垣三 丞被指 添 都へ 送らせ 給 ふ 。古市 左 近 出向 ひ、 


相談お て 送 w けて、 左 近 も 三 f ボー も 同道して 小 松へ 被罷歸 けり。 京 if 殿御 股に 御 出生 G 御 若 

君 を、 鶴 松 殿 ど 申す が、 はやく 御隱 まし/ て、 其 愁傷の 忘る、 問 もお はし まさす、 御歸洛 

まします 心の 內 おも ひやる こ そ哀な れ VJ  、 いづれ も 釉をぞ ぬらしけ る 0 

慶 安四 年 

正月 一 一日。 小 松 城 中に 能 を 演じ 市人 を 召して 觀覽 せし む。 

〔小 松 記〕 

慶. 义四年 正月 

1 、 二日 .四：：： 兩日之 御 能、 町中 之 者 共に 爲御 見被爲 成、 殊に 御廣 間へ 被 召 上、 御 $ ^子 .御<:2{ 

被 下 候 ◦ 當 町より 上申 進物 之 事。 

進 上 

御 » 一荷。 鰹 百 節。  小 松 町中 

一 、 御能兩 H 悠 町中ね 爲御見 被 成、 殊に 御 廣間迄 被爲召 上、 御菜 子 • 御 食 被 下 候義、 難 ^奉 

お 候 0 乍 W 御 色 代迄爲 冥加， づ舉, ：^、 爲悠 名代 罷 上申 候。 御 次 を以可 然様 被 仰 上 可 被 下 候、 以上 ◦ 

正月 四日  町 年寄 拾  人 

加！：；； 藩 史料 第三 編 慶 安四 年  三 二 七 


三 二八 

町 肝 煎 拾 人 

/  ®i 野 藤 左 衞門殿 

祌 ir; 藏人殿 

正月 十五： I：。 能 登 鹿 島郡宫 前の 熊 甲 社に 土地 を 寄進す。 

〔能 «應 嶋郡宮 前 村 熊 甲社藏 文書〕 

能 州 鹿, T 熊 來庄之 內熊甲 山大明 神、 仔 先 規宫前 村 田地 之內 を以、 一 反 之所舉 寄附 訖。 神事 祭 

？鼢 以下 不可お 怠慢 狀如 件。 

慶安五 年 正月 十五 日  村 井 兵 部 少輔長 朝 判 

神ま伹 馬 

正月 十六：：：：。 小 松の 酒 商 等 城 中に 納 むる 酒に 圏し 誓紙 を 上つ る。 

〔小 松 記〕 

S 屋中 誓詞 前書 之 事 

、 御城 52 ね 被 召 上 候 酒、 惡敷 御座 候 由に 而御穿 § ^被爲 成 候義、 酒 主 並 酒屋 中 承り K 入 申 候。 

上り 洒之 者 御 心 見上げ 候而、 十分 念 を 入 申 候 得 共、 左 樣之義 御座 候 御；^、 何も 迷惑に 舉存 

候。 是 以後 被 召 上 候 酒 之義、 、枘以 吟味 仕、 念 を 入 指 上 可 申 候。 ほ然 酒に 手 を 仕 候歟、 又は 水 


杯 入 巾、 手く ろ 化：^ お 御座 候 を 承 付 候 者、 內 輪より 早速 御斷 可. 5. 上 候。 爲其 誓詞 仕上げ 申 候 0 

右 之 趣 於 相 行者 忝 茂。 

正 H ^十六：：：  當町 洒 ISi 中 

正月 廿； 一日。 前 田 利 常 能 登 羽 咋郡相 神の 農彌 六、 同 郡 土橋 村 新兵. 衞、 同 

郡 巾 川 村 太 郧左衞 門、 鹿 島 郡 中島 村 太 左 衞門を 扶持す。 

〔能 登 羽 昨 邵相祌 村 彌六藏 文書〕 

能 州 羽 昨 郡 扣神村 之內を 三十 後 之 所、 從前々 令 扶持 訖 U 先 彌五郞 依 奉公 之忠聞 屈、 爲加坩 

十 俵 引合、 四十 俵 之 所充； S 者 也。 

慶安四 年 正月 廿 二日  印 


hj  」 ヽ 


〔能 §^跌 至 郡 小山 村 高 右近 藏 文書〕 

能 州 羽咋郡 十： 村之內 を以、 三十 俵 之 所 令 扶持 訖。 天 正 十 年 之 先 判 依 令 燒失改 也。 

i ほ) 

慶 ^-g: 年 正月 廿ニ  U  印 

土橋 村 新兵 衞 

〔能 《 羽 咋郡中 川 村 太郞左 衞門藏 文書〕 
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任 天 正 十 年 八月 十五：：： 先 判 之 旨、 以能州 羽 咋郡中 川 村之內 十五 俵 之 所 令 扶持^ 也。 

(利 3 

慶 安四 年 正月 廿 二日  H 

中 川 村 太 郞左衞 門 

〔能 登 文書〕 

任 天 十 年 九月 朔日先 判 之 S1«I、 以能州 鹿 « 郡 熊 來鄉內 三十 俵 之 所 令 扶持 者 也。 

(利 常) 

慶 安四 年 正月 廿 二日  印 

中嶋村 太 左衞門 

1 一月 一 一日。 金 澤卯辰 人幡の 神主 厚見 左 京、 配下 神社の 居 屋敷の 由来 を 寺 

社 奉行に 上申す。 

〔國初 遺文〕 

居 屋敷 由緒 御改 に 付 而申上 候 

一、 千 五十 步餘  八幡宮 神主 左 京 

棟 数 五ッ之 御宮 屋敷、 並 私 居 屋敷 共に。 

右從 S: 長 様、 慶長四 年に 橫山 山城 守 殿御 奉に 而、 卯 辰 山荒 地 之內に 御宮 御 立 被 成 候 0 社 人 居 

共に 致甲領 候。 卸，：^ 頂戴 不仕候 0 其 以後 元 和 一 一 年に、 御 檢地御 奉行 成 瀨內藏 助 殿. 加藤宗 


兵衞殿 •«» 部 殿. 山 本 久左衞 門 殿、 様子 御 尋被成 候に 付、 山城 守 殿へ 御斷申 上：^ へば、 右 御 

奉行 衆へ 被 造 候 折紙、 私 手前に 所持 仕 候 ◦ 

右 之 外 三十 三步猜 地、 毎年 御 地 子 銀 上げ 申 候 0 

•1 、 二 安江 八幡 社. <  土 佐 判 

宮 M 敷、 其 內に社 人 も罷在 候。 

右從先 规有來 候、 慶-^{十九年に御檢地御舉行石川茂：牛殿.後野將監殿に御斷申上« へ ば、 御 竿 

被 as 除 候。 其 後 元 和 二 年に 永 原 土 佐 守 殿御 檢地之 刻 も、 御 竿 被 除 候。 御 印 は 無 御 旌«、  £5 

上 0 

一 、 一 一 七步餘 當宮厘 布  天神 社人將 監判 

5： 社 人 居 屋敷 右 之 內に罷 在 候。 

1 、 二百 四十 五步 古 御宮 屋敷 

右 之 古 御宮， お" 敷 明 申 時、 少々 きゑん 仕候處 に、 慶長ニ 年 御 檢地御 奉行 藤 村 太 郎右衞 門 殿. 服 部 

五 右衞門 殿御 竿 被 入、 田 井村 百姓 方，^ 地 子 出し 申 候。 右山 之內田 井村 領分、 天祌御 か：： 從先规 

來候、 以上。 

右而々 下 神主 手前 相改、 如此 書記 上 中處如 件。 
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慶安 W 年 二月 二  n  八幡宮 神 生 左 京 判 

岡嶋市 郞兵衞 K 

サ：？ 卷藏人 殿 

一 一月 十 人 日。 蟹銀行使^^^の調查を寺社に命ず。 

〔國事 雑抄〕  、 

近年 似 銀 取.！ 3 化 候 者、 樣子 書付 可 被 上 之 旨、 寺社 方. £： 急 度 可 被仰觸 候。 爲其 申入 候、 恐々 謹 

言 0 

慶 安四 年 二月 十八 H  今 枝彌； 牛 次 

橫山 右近 

奧村 因幡 守 

岡 嶋市郞 兵衞殿 

is? 卷藏人 殿  / 

右三人 衆より 如 此申來 候條、 御 一宗 中 被 相改、 面々 書付 御 取 S 候而、 頭 寺より 之 書付 可被抬 

上 候。 越 中. 能 州ね も 急 度 可 被仰觸 候、 恐々 謹言。 

二月 十八：：：  .  葛 卷藏人 


岡 id 市 郞兵衞 

近年 似 銀 取 遣什義 御座 候 者、 可. S. 上 St 被 仰 出 候 通 奉 得 其 意、 下 神主 中 吟^ 化 候へ 共、 似 銀 取 

造化た る 神主 無 御座 候。 以來 脇より 巾 出 候 者、 如何 共 可 被 仰 付 候、 以上。 

慶 安四 年 二月 廿日  八幡宮 神主 左  京 

岡 « 巿郞 兵衞殿 

S 卷藏人 殿 

二月 十 一 日。 小 松の 彫刻師に 命じ 銀座に 使用す る 印判 • 極印 を 製せ しむ。 

r 卜 丘：.：：：， n:n 

靈社 起證文 前書 之 事 

一 、 今度 品々 之 銀座 印判^ 申義、 私に 被 仰 付 候 0 則 御請 仕 候。 出來次 に 相 渡 可 巾 候 御 事。 

一 、 銀 子に 打 申 極印、 最前 親權 太夫に 上卷 誓紙 被 仰 付、 金澤. 富 山 銀座， は ほり « 而逍申 候 0 今 

以 私に 被 仰 付 候 之 旨 畏舉存 候 御 事。 

一 、 印判. 極印 私 自分に 調、 似 符似銀 仕 間 敷 御 事。 

も 之 印判. 極印 共に、 如何 樣之 者に 而茂囑 託 nz 一 姚申候 共、 彫 申 義者不 及 申、 其者當 座に 御 

公 设樣， に 御 斷可申 上 候。 自然 隱置、 餘人 より 被 聞 召 上-候 者、 私儀 者不 及. 上、 一類 共に 曲事 
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に 可 被 仰 付 候。 右 之 通 於 相 背 申 茨  0 

慶安四 年 三月 十  一 U  近江屋 權 太夫 判 

同  吉兵衞 判 

三月 廿 六日。 小 松の 桶屋 等、 桶の 賣價 に關 して 誓紙 を 上つ る。 

〔小 松舊 記〕 

當町桶 厘 中 誓詞 前書 之 事 

一 、 年 內金澤 桶 厘 共 化 上げ 申 桶 之 直 段、 私共 被 仰 付、 桶 之 帳 被 遣 候に 付、 直 段 も 品々 付 札 仕 

上 中 候處、 付 札 之 內五匁 六 分 安き 所 一 ケ所、 二 匁 八 分 高き 所 一 ケ所 御座 候に 付、 御 突 鑿被爲 

成、 不念 成仆上 迷惑 申 候。 人 杯に 被 賴申義 者 毛頭 無 御座 候。 隨分 大事に 舉存、 何れ 茂： f 屋共 

致 寄 合、 町 fHK 段 を も 聞 合、 吟 * 仕 念 を 入 申 候 得 共、 餘日無 御座 時分に 而、 夜 明 仕 候 故 帳面 

見 そこな ひ、 何共 迷惑 仕 候 御 事。 

1 、 是以 來之债 者、 念 を 入 K 段 付 可 仕 候。 手前 商賣之 桶 又 脇 K 之 直 段 合致 吟味、 毛頭 依怙 最 

臭不 仕、 有様に 直 段 仆上可 申 候 事。 

右 之條々 於 相 背 者  0 

慶.：^-^:年三月廿六日  小 松 町中 桶屋中 


四月 十日。 江戸 上野 附近の 火災に 前 田 利 常 束 照宮を 守護す。 

〔《 川 S 紀〕 

四月 十  一 n 昨夜 G 火 東 叙 山に 近 かりし に 小 松 中 納言利 常 卿 御宮 守護の ため 速に まかりた る を 

..c て 小姓 組潘頭 安藤 5： 贺守重 元 御 使して 慰勞 せらる。 

四月 づ 七日。 前 田 綱紀 江戸 束 照 宫に銅 燈籠を 寄進す。 

江 1^ 上野 金 俊 龍 御 寄進 也 

銘之寫 

舉獻銅 俊 籠  兩  基 

武藏國  柬叙山 

東 照 宮  廣 前 

慶 (女 四 年 四月 十七： n 加賀. 能 登. 越 中 三 國主菅 原 姓 松ギ犬 千代 丸。 

右  一 くだりう しろに 

冶士 鳥居 曜： 正 言 

四月 一 一十 日。 德川 家光薨 ず。 
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〔新 出田畔 書〕 

一 慶安 E: 年 三月 公方 就 御 不例、 大名の 參勤 例より 早く 各參府 也。 四月 frn: 御 * 界故、 

衆の 御 暇 沙汰な し。 仍江 11^ 中以の 外の 詰 人 也 0 銘々 當 分の 氣遣、 又は 眉 を ひそむ る 体に て 在 

け るが、 或 時 各 登城 候樣に VJ 、 諸 大名 へ 老中より 申來 り、 諸 K 方 登城 &0 糊 M 巧 ：| 迄 ル«殘^,。  乂ま 

ダ 油 も .i^ タ と リ 

考 § れ嘖 江戶 中に 此事 無隱 故、 皆 人 耳 を 傾く。 其 曰に ¥: り 登城 有て、 二 時計 過ぎ 

て 何れも 舘 あるに、 老功の 町人 下 1^ へ往 き、 世上の 休を考 へ： y 占 を 聞き、 大名 衆の 歸るを 

見て 宿々 へ歸 りて、 妻子 共 を 呼 集め、 心 易く 酒 も 茶 も 緩々， >0^^ 候へ、 天下 は 一段， >0 御靜 謐.？ さ 

其 を A 小 何、、」 云 ふに、 度々 如 此刻を 伺 ひ 見る に、 大名 衆の 供の 者の 足早く、 さながら 飛鳥の 如 

くにしざる も ざ ろなる は、 騷布 事の 驗也。 又靜 なる 時 は、 供 中の 足 昔し VJ/,^ ど靜 かに.；；： 子 

揃 ふ。 今般 御城より 被歸 衆の 供の 足音、 借 も/ \» 見事 聞 事に にして、 柏 子 揃 ひたり。 

く 釋 門な ざ 唯 有事 也、、」 語 聞かせけ る VJ 也。 公 御 歸舘已 後、 屮村 久悅. 古市 左 近 御前に あるに、 

御咄 G 上に、 老中 G 被 云 は、 大名 共當 春の 御 暇を不 出、 押 留各在 江 に 可 仕 や、 叉 例の 通替 

之 衆に 御 1^ 可 被 遣 や VJ 相談 ありし に、 御 一 門 方 始め 何の 挨桜 もな し。 仍予 進出で、 rE'e.-o 如 

何 思 F:? にや、 我々 存 する 所 は 竹 千代 檨 御機嫌 能 御座な され 候 上に、 何方に 誰 やの 者 か 野心 を 

可存、 急ぎ 御 暇 被 遣可然 候。 それを；^ル何ど申すに、 交替の 面々 の人數 多く 在货 い； J し 候て、 


不闘 いさか ひ L". 嚷な * ざ 出來候 は、 s、 品に 因て 小 が 大事に 可成 候。 小事の 大 に は 成り 安き 

物に 候へば、 早速の 御 暇御尤 VJff す VJ 云 ひければ、 三 卿 方 も 老中 も、 尤也、 御 暇 衆 は 早々 御 

E 被 造 に 可お 之，. J の 事に 究 りて、 各 返 出せし，、」 御意 ありし 故、 兩人 御尤の 仰，、」 感赏し 奉り 

ける。 s^- 段々 に 御 暇に て m 國衆 江戶 を被發 ける。 fISS 、る， 濯 T て 妙 0 るべ 

〔夜話 之抄〕 

一 、 大 » 公 御 他界 已後、 微妙 院殿小 松へ 御 歸城被 成、 二三 日 ありて、 長爐之 座敷に 伊藤 內膳. 

菊 地大學 など 罷在處 へ、 品 川 左 門 を以、 於當地 用ム. ど尋 候へ，》」 も、 無 之 は理に 候。 江 11^ にて 

今度 公方 御 他界 之砌、 登城せ し處 に、 小 出 大和 守 番所に 殊之外 顔色お 、ころへ、 氣分不 宜» に 

て、 常の ご VJ  く 居 事 も不成 哉、 橫 になり て 居候に 因って、 此方より、 見. S. 處御 顔色 も あしく 

候、 此節被 入御 情 御 勤 之 事、 御 苦 身ながら 御 尤に候 どて、 使を逍 しければ、 思 召 付ら れ忝存 

候、 御 籠の ご V- く、 御 番所に も 中々 たまられ 可 申 ど は不. •； ^候へ ごも、 唯今の 時分 ゆ ゑ 何 ，こぞ 

VJ^、 今朝より 押而 出 候、 何十 人 もな く國持 大名 衆 登城いた され 候へ ざ も、 御 使 被 下、 

私 氣分御 尋被成 候 は、 貴殿 ど 松 平 伊豆守 殿 唯 二人に て 候 被 申 越 候。 漸江 11^ にも 人 はこれ な 

し VJff 候へ VJ 被 仰 出 候 VJ 云 々o  • 

〔殘饉 拾 玉 集〕 

如賀藩 史料 第三 編 慶 安四 年  三 三 七 


三 三 八 

一 、 家 光 公 薨去の 時、 一 七日 時分より 歟、 利 常 公 そろ 御 露地 普請 被 遊 候。 江 11^ 中に 沙汰 

の 限り ビ申 候。 此品を 御 家老 も、 御 出入の 御 心安 衆 も、 取沙汰 を 申 上 候へば、 御意に は、 拙 

者 は 御 奉公 思 ひ 庭 普請 爲致 候、 難 心得 御沙汰，. J 被 仰 候。 御 出入の 衆、 如何の 思 召 VJ 被尋候 

へば、 御意に は 拙者 申 付 候 故、 旗本 衆 も そろく 普請な V- 致すべし。 中 納言殿 さへ 如此 なれ 

ば不苦 中べ し。 拙者 不 致ば 仕手 は 在 之 まじく 候 0 其 時 は 江 11^ 中の：：： 雇の 者な ざ 難儀 致し、 

火 を 付け 盜を 致し、 追剝な Vj 可 有 之 候 0 然れ ばいかい 騷動 あらん 御意に 候。 御 老中 方 も 聞 

被 巾 候て、 奥の手 は 不知 御 方ビ御 @- の 由、 時勢に もよ るべき 事共 也。 

五月 下旬。 金 澤小立 野に 於いて 水車 を 用 ひ 火藥を 製す。 

〔本 藩 年譜〕 

五月 下.：？、 小 立 野 石 引 町 波 着 寺の 邊 にして、 鐵炮 の藥を 水車 を以厨 かしむ。 此起本 は 浪人 高 

S  ； 兵衞， こ 云 者、 此 製法 を 工夫し、 御 扶持米 を 給 はらば 此事可 勤 VJ 申す 故に、 會所 へ 召 出し、 

其 製法 を 問 ひ 尋ね、 異風 組 和 田 勘 右衞門 及び 大工 山上 善 右 衞門少 聞 之、 相 共 計 之 を、 遂に 高 

K に不 s?s して 水車 成就す。 高原 本意 を 失 ひ 無聊な り。 後橫山 左衞門 家に 仕 ふ。 自 此以來 商人、 

油 を はたく に 水車 を 用 ふる は 模之也 0 小 立 野調藥 所、 經七年 而後 移土淸 水。 

七月 廿 入日。 前 田 利 常、 由 井 正 雪 等 陰謀の 顕末を 藩 吏に 報ず。 


〔慶 安四 年抄〕 

今年 H より 秋へ かけて、 由 井 正 雪. 丸 橋 忠彌惡 逆御吟 *、 正 雪 は駿河 府中に て自 す。 忠彌 

は於江！^^生捕、 同類 悉く 罪科 被 仰 付訖。 其 節 利 常 公より、 金澤 老中へ 被 造 候御喾 如 左 0 

此 書中 之 通、 小 松 之 者 共に も玄蕃 方より 急 度 可 申 聞 候、 以上。 

從跡々 在 江 ITU 牛 人 之內、 由 井 正 雪. 丸 橋 忠彌、 今度 催 惡黨、 企 盜賊之 由 訴人 有 之、 丸梳 同類 六 

七 人 被 召 捕 Q 正 雪 は 最前に 駿 州に 相 越 候に 付、 被懸 追手 候處、 於 彼 地 令自. Sfi 由に 而、 右 就 御 

1. 箱 根 氷之關 所へ 一 兩日 往還 不通 候。 其 許へ 相 聞 候 者 可 爲氣遣 候。 併 別 條無之 候 間、 

得 其 意、 下々 迄 神妙に 可 申 渡 候、 謹言。 

七月 廿 八日  肥 前 利 常 

年寄 中 

〔微妙 公 夜話〕 

1 、 由 比 嘯 雪. 丸 橋忠彌 一 卷之 時分、 內藤外 記 殿御 出 之 節、 世上 別事 も 無 之 候 哉 、微妙 公 被 

仰 候 得 者、 外 記 殿此中 浪人 共 騒動に 付、 紀州 殿御 印 物 右 浪人 共 方に 之， ナ 取沙汰 有 之 候而、 

紀州殿 も 御迷惑が り、 老中 も 如何 之 事，. -被申 候 由 を、 a ^取沙汰が 之 候 由 御 申 候 得ば、 から 

，こ 御 笑、 末々 町人 共な V- は、 譯を不 存候而 左様 之 事 を 可 申 候。 各な ざ 近 不足なる 事 を 被 申 
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候。 今：：： 公方 様 御 立 候 故、 三人 衆 も 手前 共 初、 何 茂 尊敬 仕 候。 公方 樣を つぶし 紀州殿 をた 5 

せて は、 此肥前 も 三日 は 爲持申 まじく 候 0 多分 陸 奥. 薩 » も 左 樣に可 被存候 0夬 程 之 事 合點せ 

ぬ 老中に は 有 之 間 敷、 しかれば 左樣之 沙汰 は、 武士 之 沙汰に は 有 之 まじく 候。 何 か氣之 毒な 

る 事に 紀州可 被 思 召 候 哉 ど 御意 候。 一座 之 御 旗本 衆、 御 尤成事 VJ 被 申 候。 其 後 紀州樣 御 聞 御 

悅被 遊、 御 老中 方 も尤成 事、 肥 前 殿 一 言に 而江 中 之 浮 說止申 由、 御 申 候 由に 候。 不破： 平 左 

衞門咄 0 

〔松 梅 語 園〕 

1 、 或 時 後藤 程乘御 見廻に 參、 御前に 罷出 0 御機嫌 克 時分に 而、 替事 もな きか、 何方へ も不 

參ゃ VJ 御尋 也。 程乘申 は、 何事 も 不承 候、 先日 紀伊樣 へ參、 御前へ も^ 出 候 得 共、 替 事も不 

承 候 ど 申 上る 0 紀伊 殿へ 參 たらば 申せ、 世間の 御 謀反 VJ 申なら す、 人が 知って は 不成物 じ や 

VJ 申せ， >0 也 0  乘も笑 ひて、 世間に は 誠にむ ざ 仕た る 事 を 申 候、 一向 左 樣に而 は 無 御座 事 

を  一 一： i に 申，.」 申 上ければ、 笑止く  御 笑 也。  ， 

入月廿 一 日。 前 田 利 常 江 戶本鄕 邸 成りた る を 以て 之に 移る。 

〔慶 安四 年抄〕 

慶 安四 年 辛 叩 年利 常 公江 P 御參 勤、 利 次 公の 御屋 形に 御 住居 有りて、 神 田 御屋敷 去年 火事 跡 


〇 


之御作^^被仰付、 成就に 付、 八月 廿 一 日 御 移徙。 

九月 廿 三日。 金澤惣 町ギ寄 頭の 制 を定む 

〔績漸 得 雑記〕 

一 、 慶 安四 年金 澤惣町 年寄 頭 可 被 仰 付 旨に 而、 町中 所久敷 町人 御 撰 被 成、 二十 人 年寄； § 被 仰 

付、 關取被 仰 付。 其 內十人 は當時 年寄； §、 今 十 人 は 二番 代 1. つ 相定。 二人 充ー 番 より 五番 迄 組 

介 相 勤。 當時勸 之內、 死去 人 又は 氣等 にて 御 斷申上 候砌、 二番 代之內 より 段々 相 勤 中 に 


相 定0 辛 卯 九月 廿三 

一番 材木 町 

尾 張 町 


より 年寄 頭 初 而被仰 付 候。 惣 町中 年寄 頭 之 覺。； 


田 井 や 市兵衞 

森 下 や 八 左衞門 

三番 堤 町 藥ゃ 庄兵衞 

同町 三ケゃ 九 郞兵衞 

五番 河原 町 ffi や 十 兵 衞 

同町 S 繪ゃ 又 右衞門 

二番 替組 

1 番 中 町 鶴 や 郞右衞 門 
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m 番 


今 町 

材木 町 

一女 江 軋 

尾 張 町 


出 雲 や 彥右衞 門 

紙 や 六 右衞門 

沒 や 次 郞右衞 門 

渾 幡ゃ與 三 右衞門 


1 夢  W 木 町 


石 浦 や 伊兵衞 

三 四 1 


三 四 二  ， 

三番 竪 町 今 市 や 仁兵衞 四番 袋 町 茶 や 太兵衞 

五番 堤 町 玉 鉢 や 孫兵衞 六番 新 町 金屋 次兵衞 

七 番南町 中 や 彥右衞 門 八番 今 町 金 厘 太 郞右衞 i: 

九番 今 町 福 久屋次 郞左衞 門 十番 南 町 紙屋 七 郞右衞 門 

十月 一 一日。 前 田 利 常 口 切 茶 等 を 德川家 光に 献ず。 

〔德川 實紀〕 

十月 二：：： 小 松 中 納言利 常 卿より、 口 切 茶 並 二種 一荷 献す 0 

十 一 月 四日。 伽 耶院札 を 有せざる 山伏 及び 諸勸進 人の 入 固 を 禁ず。 

〔國寧 雜抄〕 

伽 耶院礼 を 持不. E. 山伏、 並當 S 以來、 從他國 相 越 候 諸 勸進人 御 停 化 候條、 可 被 符其意 候 0 自 

然左樣 もの 於 有 之 者、 宿 借 申 間 敷 由、 寺社 方 急 度 可 被相觸 候、 恐々 謹言 0 

慶 安四 年 十 一 月 四日  奧 村河內 守 

田 玄蕃頭 

長 九 郞左衞 門 

前 田 出 雲 守  一 


一  郞兵衞 殿 

葛 卷藏人 殿 

寄合所ょり如此巾來候條^^パ造候0 何も 下山 伏 • 下 神 生 中へ も 急 度 可 被 申 渡 候 0 右 紙而御 a 候 

名 下 判 形 候 而可被 相 越 候、 以上。 

十 一 月 五日  岡嶋 一 郞兵衞 

卷藏人 

大學院 

不動 院 

左 京 殿 

大 和 殿 

十 一 月 十日。 小 松の 天 i: 屋山 上屋 長 右衛門 をして 誓紙 を 上つ らしむ。 

一 、 小 松 天 种座山 上屋 長右衞 門、 正 保 二 年 六月 九日に 相果申 候に 付、 其 年より 五ケ 年 之 問.^ 

長 兵衞、 右 長 右 衞門仕 候 如 誓詞 仕 候而、 今 長右衞 門に 罷成、 終 誓詞 不仕 候に 付 相改、 只今 誓 
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詞仕 候に 付 前書 之 so  , 

天罰 起證文 前書 之 事 

、 小 松 銀座 封賃. 褂賃： ：袅 判賃、 親子 兄弟に 而 御座 候 共、 座 庭 帳に 相 添 上げ 可 申 御 事。 

、 手前より 贋が ね 包 を 出し 申 間 敷 候 御 導。 

、 紙 .筆. 墨 取 盜申間 敷 候 御 事。 

、 銀 子相改 封付ホ 刻、 善惡有 核に 可 仕、 親子 兄弟に 而 御座 候 共、 依怙 《貭 仕 間 敷 候 御 事。 

、 卸 土 藏ね罷 上り 包 申 銀 高、 親子 兄弟に 而茂 他言 仕 間 敷 候。 其 上 諸方より 上り、 善 惡念を 

ス可申 欲 率 

， sg: 寸 ^兩 1^= 之 俄、 其 時々 相場 次第に 兩替 仕、 上げ 可 申 候 御 事 0 

• 御 土 藏，^ 罷 上り 申 刻、 御隱密 がまし き 御 事 承 候 共、 他言 仕 間 敷 候 御 事 0 

右 之條々 於 相 背 者、 H$ 茂  0 

囊四年 十一月 十 曰  Hi 屋 長 右衞門 


同 手代 甚右衞 門 

同  六 右衞門 


御會 所樣 


町 御 舉行樣 

1 、 右 之 通 御佛之 判に 而 御座 候、 並 請狀之 事。 

十 一 月廿 八日。 能 登 鹿 島 郡 和 倉 温泉の 湯 稅に對 して 領收 書を與 ふ。 

〔故 新錄〕  • 

慶 安四 年分 小物 成 方、 能 州 鹿 郡 和 倉 村、 溢 貸 銀 子 之 事 ◦ 

合 七十 目 者  朱 封 銀 

右 之 銀 子 御土藏 へ 指 上、 御金 舉行原 八 郞右衞 門. 千秋 太 郞左衞 門 切手 之 表に 而相 济訖 a 近而御 

印に 此 手形 取替 可 遣 候 者 也 ◦ 

慶 安四 年 十 一 月廿 八日  富 田 內藏助 判 

石 川 忠左衞 門 判 

觀昔町 少五郞 方へ 

十一 一月 十七 日。 今 枝 民 部直恒 歿す。 

〔諸士 系譜〕 

今 枝 K 部 直恒、 實 伊 右 衞門忠 勝 五男。 度々 加俸、 合 一 萬 二 千 五百石。 陽廣公 傅。 宽永十 

四 御 家老。 後 松 .ぉ4 公 搏。 慶安 四十 ニニ 十七 死。 室 前 田 源 峰 女。 
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〔錦 B 文集〕 

朝 散 太夫 內史今 枝 君 墓碑銘  . 

君 氏 今 枝。 it 重 直。 小字 彌八 0 世 爲濃州 士族。 中略。 寬永四 年 卒於私 第。 享年 七十 有 四。 

葬 之 金 澤野田 山麓。 君娶： 牛 松 氏。 無 子。 以 娃直恒 立嗣。 直恒勸 慎な； 亮。 宽和有 才略。 黄 門 公 

甚嘉 之。 選 於 衆擧爲 家相。 故 羽 林筑州 公之 傅。 與聞國 政。 筑州公 聰明 秀發。 ： "就 月 將。 仁聲 

威望。 軒 諸侯 之 右。 大 默觸數 稱直恒 輔導 有 方 0 正 保 乙 酉。 筑州公 庵逝于 東武。 今 羽 林 公年 

债三歲 也。 黄 門 公 働 謂直恒 曰。 我 老遘斯 難。 天 之 棄我。 我 俊 何 言。 然國乃 祖先 之國 也。 我 可 

以我私：^^我祖先乎^ 其 汝克敬 嗣傅我 孫。 其 保 其 護。 殺 我 邦家。 直恒 稽首 泣 血而受 命。 誓絕鄕 

思 0 保； g 訓護。 鞠躬 s-g-o 越 七 歲歿東 武寓舍 0 病 革 也 0 黄 門 公枉駕 臨視。 執 手 悲訣。 君 之 

遇 可 ii 盛矣 0 遂命男 近義。 復秉國 柄 繼保傅 之 任。 近 義腽勉 «厲0 夙夜 匪 懈十有 一 年。 羽 林 公 

德器早 就。 英釋 四馳。 萬 治 辛丑以 幕府 之 * 命。 始 就領國 0 三 州 之 士民愛 戴 畏敬。 莫不沐 恩 滞 

而虑 威風 0 詩 云 魔 不有 初鮮克 有終。 直恒. 近 義堂構 相承。 輔養 之勞可 謂^ 終 者 0 而其聲 華 行 

實 0 馬 や」 乎累 葉。 蓥復今 枝 氏 餘蔭之 未艾者 也。 初 直 恒欲爲 君擇善 地。 改卜幽 S 而不 *o 洛之 

艮隅高 野之墟 0 群 山 繁紆。 瀏乎淸 泉 0 葱 然茂樹 0 瑕 丘之樂 0 佳 城 之欝。 於是乎 在。 近 義多方 求 

贿 之。 遷 祖考 祖妣。 考與妣 之 四麥。 成 先 志 也。 且因其 山 屬台嶺 0 爲營 一 梵刹。 鳥 革聚飛 0 


輪^^<可觀0 役 運お 石 a 泉 州 sl。 其 首 ◦ 龜 其跌。 銘其祖 之 功行。 夫 有 先人 之^ 而 不知 之 不^ 也。 

知 而不傅 之 不仁 也。 不仁 不智何 以立人 之 朝。 而示後 之 人 乎。 此近義 之 所以 汲汲 於鐫刻 也。 直 

恒娶前 田氏對 Hi? 守長柯 之 女。 有 子 E?^ 五 人 0 近 義其嗣 也。 次 某。 次 某。 長 乎 近義者 二人 早 UQ 

女 四 人 適 名士お。 近義 s 余。 請 爲之銘 者 數矣。 辭不得 巳。 爲 書其颠 末。 併述餘 慶延于 後嗣。 


0 


有 iSM 「枝。 根 濃 陽。 士林抽 ffio 英氣 維揚。 蜜拔姊 川。 陷堅 摧强。 殿 長 a 兵 .0  St 小 牧猜〕 崎い 

ffi 之 姓。 太夫 之 ffi。 卓^ 榮選 0 烜赫 令望。 臨慶 之國。 玆垂 休祥 ◦ 是橋是 梓。 不柔 不剛。 輔 a- 

so 條葉 騰^。 台 嶙西載 0  . ^廻 水 長。 宵 支 宅。 蕭蕭白 楊 0 勒辭貞 石。 永世 無疆。 

十一 一月 廿 九日。 前 田？ 3( 里 閉門 を 命ぜら る。 

〔私 用^さ〕 

a 雪は貞 一 一 、 慶安 g; 年 十二月 卜 七日 出 雲拜知 上。 下屋敷へ 引 籠。 依 之 右 樣子爲 可 被 お、 飛 IS 守 利 

治 公より 神 谷 治 部 余： 澤へ被 造、 同廿 五日 玉 井 巿正も 下着。 

一 、 於 江 納言樣 より、 小 松 者 御 飛脚 被 造、 荒木 六兵衞 十二月 廿九 = に參 着、 上屋敷へ 可 

移 之 也 ◦ 依 之 其 夜 上屋敷へ 移 閉門 ◦ 

〔前 M 利 治 消息〕 
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出 雲 守 は 出 

tK な る ベ し 


尙々 さても/,, ^少氣 成 儀み かぎり 申 事に 候。 又は 我々 を 世に なし 物に 被 ^ 事 口 惜敷候 0 併 其 

方の がれざる 中に 候へば、 何 VJ て 見 捨可申 や。 心 を大佛 程に 御持尤 候、 以上。 

今度 其方 除 知 金 之 儀に 付、 色々 愛 元へ 取沙汰 相 聞 候に 付 不審に 存、 先 神 谷 治 部 ゆ 遣 候 0 此儀 

中納言 殿、 諸家 中手 前 も 宽申樣 に VJ 思 召、 被 仰 渡 候 VJ 存 事に 候。 此方 行詰り 何共 不罷成 候 は 

.，>， 四十 貫目 や 五十 貫目の 事に て 左樣の 働、 去 VJ て は 其方に 不 似合 覺 悟に 候。 其方な ざ、 中 

納言殿 爪の 端 にても 有 之 候 故、 尙以 笑止に 思 召 被 仰 付 候 VJ 存候 0 幸 拙 子 在所に 有 之 上 は、 我 

々を 世に なし 者のう かれ 者 VJ 可 被 存どは 不存。 た，. J へ 千 賞 目 二 千 贯の儀 にても、 一たん は 愛 

元へ 走 込 談合 も 可 有 之 事 を、 中納言 殿御 目 利に て、 未 若年に も 有 之 候 を、 三ケ 國の仆 S 人の 

人数に も 御 入 候に、 左樣 に少氣 にて は 御 目 利 もちが ひ、 又は 諸人 存事も 其方 爲 如何 ど存 候。 

併 觸樣な Vj の惡 敷、 國に當 候な Vj  、て、 左様の 義 にて 有 之 を も不存 候。 其 段 にても、 尙 以中 

納言 殿に めんじ、 又は 我々 も 物の 數に無 之 候 得 共、 愛 元に 居 申 候 間 我々 にも めんじ、 堪忍 尤に 

候。 金の 事に 候 者 はやく 上方へ 申 遣 候。 彌 返事 次第 追々 調申樣 に、 さた 可 申 付 候、 恐々 謹言 C 

極月 十九 日  松 飛 iS 判 

前 田 出 雲 守 殿 

〔前 田 直 i:sc5〕 


1 


御^ 筆 御 蒈謹而 頂戴、 其 上 御 使者 神 谷 治 部 被 仰 合 御意 之 趣、 楚 以忝仆 八：： K 加 至極 奉存 候。 然 

者 今度 私 # 寄 之 通 御座 候而 逼塞 仕 候 者、 幸 御 在 城 之 儀 候 間、 可舉 得御內 意候處 に、 其 俄 無 御 

座 候 段 御意 承、 K 舉存 候。 如 御 誌た くわへ 銀 者、 御 家中 宽申樣 に，、」 思 召、 被 仰 付 候へ ビも、 

近年 愛 許 上下 事 之 外 行 詰 造 書 仕 候 付、 i& 銀 所持 不仕候 故、 御觸も 御座 候而、 M 々存立 之者餘 

多 可 有 御座 體、 々承 及 申 候 間、 不盧之 儀 御座 候へば 御爲 如何 奉存、 私儀 は 御 家 子に 而、 他 

所へ§^越^<?にも無御座候へ者、 御 外聞 別儀 御痤有 間 敷 候條、 此段中 納言様 被 聞 召 上、 惣樣之 

銀 於 御数 免 者 可然確 ケ舉存 候。 又 私 急 度 被 仰 付：^ は > -、 御斷. S. 上 度 もの も 遠慮 仕、 御 家中 

しづ まり 申 候へば 御 爲，. J 一  重に奉^:^:、 右 之 化合 御座 候條、 此上は 私 ffi 御 捨可被 下 候。 加樣之 

儀 巾 立 候 は  椎參 に奉存 候而、 幸 VJ 如 此御斷 巾 上 候。 憚 を も 不顧存 意之 通 申 上 候。 御 懇之御 

誰 之 品々、 お 難儀 是非 を 不得申 上 候 ◦ 此旨宜 被 仰 上 可 被 下 候、 恐々 謹言。 

十二月 十九 日  前 田 出 雲 守 

祌谷治 部 殿 

〔前 田^^ 書 i^〕 

一 、 我等 架 候 は  > -、 傳兵衞 多分 供可仆 C は， 悟 VJ 見 及 候 ◦ 第 一 何十 人共仆 候ても 何の 用に も不立 

事 候。 ク に 申 は、 人 聞 候て はお かしく 可 有 之 候へ 共、 我等 常に 心 を 候て 聞 S 候 趣も^ 之 
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候。 定而不 入 事に 情 を 入候樣 に、 人々 可存 候へ 共、 一度 は御舉 公之 用に 可 立 c:^ 悟に 候。 無 左 

もの も 御用に 立 候へ 共、 其 は 人に より 候。 又 * 違 事 候 0 我等 果候上 は、 又 勝に 傳 K 度 候へ 共、 

其 時分 人 は 其 心 持に より 申 趣 候 故、 事 付 S 用に 立 事に 無 之 候 問、 傳兵衞 寫：. ^又 勝 成人に した 

がい、 申 傳候樣 に ，こ 存候。 人 は 死 候 事 は 一 向に やす さ 物、 いきて 忠を つくす 事 はしに くき 道 

に 候。 此段傳 兵衞は 知た る 事に 候へ 共、 分 を も 不知 もの、 惡ロを 可 防た め、 a り 候 趣 同心 仕 

兼 可 申 候。 死て 捨候身 を、 いきて 身 をす て、 惡ロ をお い 候て、 又勝に奉公申¥5^は、 我等 供 仕 

候より 上 之 忠に而 候 間、 能々 異見 被 申 聞 可 給 候。 各 も 可 被 分別、 又 勝 成人 之 上に 候へば、 此 

趣不申 K 候。 幼少 之 者 候へば、 別 御 扶持 被 下、 成人 候ても 人並 之 御舉公 申 候て は 不足に 候 0 

其 身 幼少より 御収 立、 其上備 前， は 我等 代に も 場 無 之、 御 奉公 不申 候へば、 三代 之 御寧 公 又 勝 

に 積 候。 其 身 尤各取 立 可 給 事 は 不及申 候。 右傳度 申 事 候。 各 別之舉 候へ ざ も、 わけ を 不知 

人 は、 さぞお かしく 可 有 之 候。 せめて 又 勝 代に 一廉 御 奉公 を 申 候へ かし VJ 計 候、 ；^。 

霜月 日  出.  雲 

大谷瀨 兵衞殿 

山中 權左衞 門 殿 

大ハ介 伊 左 衞門殿 


飯； 三 郞兵衞 殿 

〔前 田 M:::- 里 書：.^〕 

我ら.：^ じ やに 候 ゆ へ VJ  のへ ig 申 候 0 

は III 門 一 、 はて 候？ 5- せひな く 候。 その 方 はわ かく 候 ま \ 九 郞左衞 門 ざの 御 さ しづし だいに、 いづ 

かたへ も 御 こし、 もつ VJ もに 御 入 候 0 

^^m^^  一、 な-./ たらいで き：^ て も、 ちいさき 子に 候。 あ VJ め も 下されす、 其う へ われら 御爲 にち が 

べし 

い. S. 候 ゆへ、 御な げき も 不申上 候 ま、、 子供 之 事た のみ 入 申 候。 そくさいに そだち-候 は、 ゝ、 

な \ たら はしゅつけ、 又む すめ V- も は あまにな り，^ も、 さなく 候 は、 ^ 御內の ものに 下され 候 

^情 は >g  やうに VJ、 九 冗左衞 r 並 さ ひやう へ ざのへ たのみお き 申 候。 われら はて 候う へ は、 さやう に 

、、ク  さたな しにな され 候が よく 候 ま、、 その 御 心へ 候べ く 候 0 又は、 こ， ねん に 御. S. 候て たま 

わり 候べ く 候。 

一、 ひやう ばん VJ 申さう し、 二 はこ それへ いだし 候へ VJ 申お き 候。 いかにも 能々 御た めお き 

候て、 なべたら 十五 六に なり 候 は >-、 御 渡し 候べ く 候。 又 ひきいだ しに 入お き 候す こ しづ、 

のさう し は 御 わたし s?,6 しく 候。 がくもん もこ、 >0 の 外す き 候て、 よくが くもんい たし 候 VJ 御 

き、 K はヾ、 一 いろづ ゝ卸 わたし 候べ く 候。 がくもん ぶすきの ていに 候て は、 やうに たち 申 
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さす、 ばちの あたる 物に 候 ま /-、 やいて 御す て 候べ く 候。 さたの なきやう にかくして 御お き 

候べ く 候？ £100 

十二月 日  いづも 判 

なべたら は、 參 

〔前 田 貞里書 is〕 

谷 如 被存候 我等 病 者 故 調 候。 

一 、 々奉公 被 候 儀能存 候へ 共、 我等 條 t た t り 無 之 故 取 立 候 事 無 之、 第一 無念 第二 無 

面目 候。 家 « 中 も 同前 不便 存候。 能 心得 申 聞 可 給 候 事 0 

一 、 兩殿 へ 可. S: 出品 も 無 之 候 間、 せがれの 時より 我等に は不似 過分 之 御 知行 被 下 sa、 剩御 

加 S? 迄拜倾 忝舉存 str 又は 何 之 御 奉公 も 不申上 迷惑 仕 候 由、 遗書相 調 候。 中 納言樣 へ は拜領 

之 大燈之 御掛物 並から かねの 百 目 銃 鐵炮ニ 丁、 加 賀守樣 へ は 從陽廣 院樣被 下 候染付 御茶 碗. 

梨 子 地 之 小 鞍？ £ 皆 具 上 候 間、 仍以九 郞左衞 門 殿へ 御尋申 候て、 御指圖 次第 上 可 被 申 候。 則與 

頭 三 左 衞門殿 へ 添 狀も調 置 候 事。 

一 、 今お はせ がれ 出來候 間、 跡目 之 儀 何 ぞ可申 上 樣：， TiJ 存衆も 可 有 之 候。 尤に 候へ ざ も、 

幼少 之 分 並 借金^ 之 者 は、 跡 は不被 仰付樣 能存、 其 上不應 御意 我等に 付、 申 上 は 笑止 候故不 


5. 上 候。 if; 子供 成人 中 候 は、 出家 比丘尼に 成 給り 候樣 に、 こ、 九 郞左衞 門 殿御 父子 «i ^候。 皆 

々跡！ n 之， な ざ 少も無 之 儀 候條、 早々 身代 有 付 之 才覺候 様に，、」 可 被 申 渡 候 事。 

一 、 母^？-ぃかにも不便候へ共、 右 之 仕 合に 候へば 不申上 候。 何 被 成 候，、」 も 我等に はなれられ 

候 上 は 無 是非 僅 候 間、 名 を 知人 も 無之樣 に、 同 は 上方へ 被 參候樣 に 申 S 候 間、 可 被 得 其 意 

«。 乍去是も手前不如意之我等跡候へば可難成，.^^^候。 此谁も 不成候 は、 無 了簡 儀 可. £5. 儀 も 

なく 候 間、 如何 樣 も 成果 可 被 申 候。 不及 是非 候 0 又 御 はつ 事、 同前 候 事。 

一 、 借金 銀. 買が、 り埒 明候樣 に、 第一 賴候 0 いかに 精 を 被 出，.」 もすべき K お 之 問 敷 候 問、 常 

に 無 如 在 四 五 人 之 衆 相談 被 申、 中々 用 町立 道具 は 有 之 間 敷 候 へ f、 似合く に 逍可被 巾 候。 

う b 申 は あまりに 見 苦 候。 乍 去 それ ビても 不埒 明 候へば、 無 是非 候 問、 埒之立 候 樣被仕 可 給 

候 事。 

一 、 九 郞左衞 門 殿御 父子へ 造 書 調 候。 早々 進 之 可 被 申 候。 九 郞左衞 門 殿へ るすん 壶 並大藏 

射 之 弓、 左 兵衞尉 殿へ 左 瑪助射 之 弓、 兼 空 上人へ は 卷物相 添 進 之 申 候 事。 其 外 何も 形見 造 度 

候へ 共、 先 條之通 候 得 者不及 了簡 候 事。 

1 、 詐判之 箱 二 有 之 候。 女 所へ 可 被 相 渡 候。 やき 桐 之 箱 一 、 是は母 所へ 渡 可 給 候 事。 

一 、 跡 書 共 並 分 も 無 之 反古 共 可 有 之 候。 不殘爲 燒捨可 被 申 候 事。 
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一 、 我等 取 S 候 儀 は、 別紙 之 通に 可 被 仕 候 事 ◦ 

右い？々 a 入 候 0 余 は 常に 如 在 無 之 衆 相談 被 *、 九 郞左衞 門 殿へ も 被 相尋、 可 然様に 被 仕 可 給 

候 0 存生 內懇之 儀 も 無 之、 死後に 又 色々 申 情 を 爲盡候 事、 不及 是非 候、 以上。 

極月 日  出 雲 贞重判 

土 谷 瀨兵衞 殿 

山中 權左衞 門 殿 

土 谷 伊 左 衞門殿 

小 田 傳兵衞 殿 

〔前 田 貞里書 置〕 

申 置 之 事 0 

一 、 我等 取 置 之 趣、 いかにも かるく 沙汰な しに 被 申 付、 儀式 やかましき 事は馀 無用、 死骸 は 

野 田 之す そ 野 之內、 人目 無 之 所に 埋可被 置 候 事。 

一 、 法事 も不入 事に 存候得 共、 餘 如何に 候 は、. -、 三十 五日 時分に 成り、 隱密に 而少唯 一 日 可 

l^^^^o 右 クー A 被 違 ri^ は マ、 後世 之可爲 遺恨 候。 寺 は 何方 にても 不苦候 0 伹 我等 は 不應御 

苜者之 趣、 其 上 以後 VJ て も、 理を まげ 御意に 應る事 は 不及覺 悟 候而、 被 仰 付果候 は、 3、 寶圓 


利 重 は貞重 

の^なる ベ 


し 


寺 へ は 無用 之 事 0 

1 、 家 賴之上 一 人 も 落 髮不仕 候 樣に堅 可 被 申 付 候 事。 

右 之 外 寄付 別紙に 有 之 候 間、 追 而可爲 披見 候、 以上。 

十二月 n  出  雲 

山中 種 左 衞門殿 

大谷伊 左 衞門殿 

小 田 傳兵衞 殿 

〔佥澤 古路 志〕 

前 田 出 雲 利 重傳話 

武家 t4.K 記に 云、 加州 贸門公 小 松に 被爲 入、 前 田 出 K4 は 金澤の 大老 を 勤めけ り。 御 仕 K の 事 

共 小 松へ 訴 へければ、 外の 御用 多く 不被仰 出 ◦ 发に 先年なら かしの 御 銀， こて、 諸士 不勝手の 

者拜倾 し、 知行の 內を除 知して 濟 しける に、 借 銀皆濟 すれ，，、」、 如何の 間違に や 除知不 ：s、 諸 

士 難儀し ける が、 いか 成 者の なし けん。 

なら かしの 木末の 秋 は 過 ぬれ Vj まだ かりがねの 音ぞ 聞えぬ。 
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三 五六 

な V」 、狂歌 をよ み もてはやしければ、 出 雲 聞いて かやう の 外聞い かがな り、 最早 御 參勸も 近 

ければ、 小 松へ 參り 是非に 願 はん て、 數ケ條 を 書 上げて 小 松へ 參り、 御前へ 出で 右の 書附 

を 指 上ければ、 御覽被 成、 せがれめ が ど 御意に て、 書附は 御投被 成。 出 雲 何共 不申 上、 風， >0 

立ちて 御 次へ 出で、 人々 に 何の 挨拶 もな く、 直に 金 澤へ歸 り、 所存 有 之 由に て 妻 を 長 如 庵 方 

へ 返し、 本 多 房 州へ 斷り ける は、 我 諸 士の爲 を 思 ひ、 小 松に 至り 御 仕 S の延々 成 事 を 奉 願け 

る處、 かやう くの 被 成 方 也。 我 若輩な り、 こいへ ざ も、 今 家老の 列に 有りて 輕 から や。 然る 

にせ がれめ な， ざ の 御意 は、 思 召 有りての 事 VJ 存ャ。 下屋敷へ 引 籠 申 也。 左 候 は Y 定而撿 使 

被 仰 付、 切腹 可 仕 ク」存 候 由 申、 子息 又 勝 II を 引 連れ、 下屋敷へ 引 入り、 家來中 何れも 暇 を 

遣す 間、 今日中に 家 を 明け 可 立 返 旨 申 渡し、 皆 散々 に 成 けれ 共、 御 一門の 事 なれば 此 分に は 

成 難し， こ、 何れも 彼方此方に たよりて、 主人の 先途 を 待ちけ る ビ也。 出 雲 は、 家老の 者 其 外 

近？.：： 織に 七 八 人に て、 下屋敷に 引 籠る 0 其 內黃門 公は參 勤し 給 ひける が、 江 11^ にて 被 仰 出け 

る は、 出？ < ム殊之 外 立腹の » 也、 淡路. 飛 it にあつ かひ 候へ VJ の 御意 也 0 淡 路様は 江 戶に居 給 

ひ、 出 雲 方へ 書狀栺 越さる。 飛 騵 樣は 御在所より 御 出、 松 任まで 御 越、 御 使者き 以 出-か： A へ 被 

仰 越、 今般 引 籠 被 申 仕形 尤千萬 也、 黄 門 公 も 今 は 殊の外 御難 義に思 召、 我等 兩 人に 扱 候へ .0 

御意 也、 ^じ 直して 被 出 候へ、 御 留守中 御城 下へ 御 越の 義は、 遠慮 被 成 不被罷 出 候 はゾ、 幾 


日に 而も 此 所に 御滯 被 成よ し 被 仰 を、 出 s 返答に、 誠に 難 有 次第 也、 別の 所存 を 以引籠 候 

にても 無 御座、 諸 士爲め を 存じ 訴 へけ る處、 御 貧 着 無 之 候 へ ば、 諸士の 上に 有て 其 任に 不叶、 

上に 思 召 も 其 通 なれば 有りて 甲斐な し、 所詮 檢使を 引 請 切腹，、 Jff 候 也 。今般の 願 一 々被 仰 出、 

諸 士の爲 めに 能 成 候 は マ、 御 出 被 下に 不及 お出 可 申 候。 若 又 我等 を 御たら し、 罷出候 様に 被 

遊、 願^^相叶不中候は>-、 た VJ ひ 此方へ 御 出、 首 を 被 刎 候 共 罷出申 問 敷、、】、 存じ 切た る 返答 

なり。 委細 御 聞 W 被 成たり、 願の 義は 御請 合 被 成、 早 可 被 仰 出、 し 御 延引なら ば、 七 S 石 

の 御身 上 を 被 懸ても 御 願 可 被 成、 VJ かく 不被罷 出時 は 御爲も 如何 也 ど、 苒往の 御 使に て、 十 

n 餘り滯 被 成たり。 此上 にて 出 雲 出、 願事 段々 一色 も 不殘被 仰 越、 飛 驊樣も 御： S 被 成け 

KVO 是ょり 人々 出 雲に 眼 を 替る也 0 出 雲 は 生 付 温和に して 實姊、 天然に 威 有て、 人に 將 たる 

の 器：：：？； 備 はれり 0 那波 道圓出 雲が 人 VJ なり を 春めて、 北國 一 番の 人物 也 VJ いへ り。 其 後出 雲 

が 門前に、 何者かしたり けん 高札 を 建たり 0 

ゆるぐ 共よ もやぬ け まじ 金 澤に出 雲の 守の あらんかぎり は。 

江 にて 淡 路様御 見廻 被 成け るに、 黃門公 被 仰け る 0 今般 飛 e きつう 骨 を 折りて 出 雲 を漸に 

出しけ る、、」 なり。 我等 も 死 場 近し、 安房. 山城 も 年寄たり、 末々 犬 千代の 爲 めいか 、こ 心許な 

かりし に、 出 雲が やうな 者 共が 出來て 安堵す る VJ 御意 也，， JO 此 一 事 黄 門 公 m-D 召 有て 被 成懸た 
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三 五八 

る 事 也 VJ、 心 有 者 は舉感 也， >0 い へ り。 按に、 なら かし VJ て 諸 士へ城 付 銀 を 贷附の 事、 拾 i::!.; 名 

言 記に 載たり。 其 傅 話に 云、 利 常 卿 御意 被 成。 筑前 上方より なら かし VJ て 銀 子 を 家中へ かり 

て す、 若き により 合點 ゆかす。 一旦 は 如何にも 能き やうに あらん なれ 、、，/」、 後 は大に 家中つ 

まるべし 0 成5«^^:古しき金をかりては、 人々 心に 油斷 なくつ、 しむに より、 手前 仕直す 道理 あ 

り VJ 御意 被 成、 小將 頭の 裁許に 四千 石 御城 銀 どて 四百 貫目 程 御 出し、 御 IS 廻 御城 銀 ドーて 御 liij 

廻 頭へ 五 Kn 貫目 程 出、 又 諸 頭 中へ 組の 人数に 應 じて 百 B 銀，. -て 出る 0 是は 何に 而も 急 成 御用 

懸の 時、 無 利 先 かり、 百日 目 急 度 返上 仕。 かやう に 御城 銀 出ても、 强く 催促 付て、 かりて 多 

くて ならざる に 付て、 千秋 太 郞左衞 門. 原 八 郞右衞 門に 被 仰 付 千 貧 目 出る 0 返上 方は彌 以て 强 

く 催促 付る， こい へど も、 出す 事 又 不成者 多に より、 自分 人数 御 積り 有て、 分限に より 食 を^ 

申 積り も あり、 又 雜水を 給申圖 り、 野菜 肴 を 不給圖 り も 有て、 知行 米 を 追いだ し、 是 にて 御城 

銀の 利 あげ 本 入な ざ 仕る やうに 被 仰 付 0 此の 積り にも 外 不合者 は、 知行 不殘御 取 上 有て、 人 

數に應 じ 五 入. 扶持. 七 人 扶持 被 下、 御城 銀 返上 濟 みて 本 知 を 被 返 下 也 0 右 之 通 にても、 す.^ 切 

不絕 により 御 苦 勞被遊 也 0 是は 上方 銀 利 足 年々 他國 へぬ ける 也、 御城 銀 出れ に 利 足 御藏に お 

て、 他國 へぬ けざる 御 工夫， >」 聞え たり，. J あり。 御城 銀， こい ふ は、 城附 銀，.」 も 呼びて 用金な 


こ 鹿の と の 加 

と ,ぐ0能ぃヒ51:|： 

亦 郡?? へ 河 
【》 れ：^ リ 北 は 
じる の 次 fli に 


是歳。 前田利常領內の^作法：？：^施に着手す 

〔改作 法 勤 仕 帳〕 

御 郡 中段々 改作 被 仰 付 年月 之 事 

、承應 元年 十月より 明 暦 二 年 十月 迄 能 美 郡 

、 慶 安四 年より 明 料 元年 迄 

、 同 斷 

、 同 斷 

、 慶 安四 年 二月より 明 暦 元年 迄 

、 慶 安四 年 正月より 明 » 三年 迄 

、 萬 治 元年 九月より 改作に 被 仰 付 

、 萬 治 三年 九月より 改作 被 仰 付 

、 承 應ニ年 二月より 明 潜 元年 迄 

、 同 斷 

、 宽文十 一 年より 改作 被 仰 付 

、 承應 元年 十 =：： より 同 二 年 迄 
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石 川 郡 

加 賀 郡 

礪波郡 

齊ハ君 

新 川 郡之內 百八ケ 村、 淡 路守樣 先 御領 知 

同 郡 之 內六ケ 村、 飛 驟 守樣先 御領 知 

羽 昨 郡 

能 登 郡 

同 郡之內 五十 九ケ 村、 長 故 九 郞左衞 門 先知 

鳳 至 郡 

三 五 九 


三 六 〇 

一、 同 斷  珠洲郡 

〔廳舉 通 載〕 

慶安 元年 御領 國惣御 檢地被 仰 付 候處、 大分 出 高 有 之 村、 石 川 郡に 而 十四 ケ村、 其 年 御 納所 仕、 

翌年 半 納所 も 不仆、 未進に 成 居 申 候 ◦ 同 三年に 十四 ケ村、 刈 上に 被 仰 付 村々。 

乾 垣內村 上 林 村 中 林 村 馬替村 橋 爪 村 北 ffi 塚 村 藥師堂 村 有 松 村 圓 光寺 村 

寺 地 村 田 井村 牛 坂 村 笠 舞 村 牛 前 村 

グ 十四 ケ村。 

右 村々 へ 御 奉行 御 出、 足 輕御附 被 成、 其 村々 百姓 手懸 させ 不被 成、 御 郡より 平夫爲 出、 刈 上 

に 被 仰 付 候。 有 物 御圖り 立、 四步は 百姓へ 被 下、 六步は 御免 相に 御 圆り被 成 候 待ば、 百姓 共 

難儀 仕 候に 付、 慶 安四 年 ゆり 直し 御 檢地被 仰 付. 高 減り 申 候。 同年より 十四 ケ衬並 其 外 も少 

々御 改作 被 仰 付 候。 

〔御國 改作 起 本〕  , 

一 、 御 改作 以前 は、 年々 之 作 毛 之 上を以 見 立、 其 上に て 免 之 上げ下げ 之、 豊年に は 多く 免 

上り、 凶年に は 免 少し 下る。 一 段 之 田に は 何程 出 來申候 哉、 爾々 存知た る 者 もな く、 田 を 作 

る 百姓 も 知る 者 稀に 而、 百姓 共 心 付 申 爲に被 遊 候 哉、 年々 御領 國中 所々 ー步^ 被 仰 付、 自 


然 、こ 御領 國中之 地心 を 御 知 被 遊、 百姓 共， 茂 一 步に何 有 之， 三 K 事 心 付 申 » 之 由 語 被. S. 候 

〔三 記〕 

加州に て 御 分領御 改作 御 心 見の 事 Q 

同年 I 田 太右衞 門. 村 m 長 助 水. E 太 左衞門 VJ 申 もの 三人、 秋 fflwra 大石 田へ 御用 有て 被 造、 

江 1!^ へ罷 S て 言上 仕る 處に、 御機嫌に 應 じ拜領 な》」 被 仰 付、 加州へ 御用 被 仰 付、 御返し 被 成 

けり。 金澤 にて 江 守 半 兵衞. 堀 與左衞 門 を 上 奉行に て、 右三人に 足輕 十五 人 被 下、 石 川. 河北 

兩邵 之內、 難 ffi 之 在々 を 野 廻して 耕作 被 仰 付、 作 食 農具 人 の 入用 被 相 渡、 御 取 立 被成處 に、 

立 毛の 地 を 約に いたし、 江 堀 野 毛 石 塚 等も發 開し、 寸地も 損 毛 無 之 樣に爲 仕候處 に、 過分の 

未進 等 S 出來 すべ き 道理な く、 其 年の 風俗 を 他に くらべ て 見る 所に、 作 毛 倍して 見えければ、 

其 翌年より 陀羅尼 寺 村の 九 郞左衞 門、 嶋尻 の 刑 部、 嶋のニ 郞右衞 門、 出 村の 又右衞 門、 二 

塚の 又 兵衞、 其 外 三 ケ國之 年寄た る 長 百姓 ざ もに、 奉行 人 を 立て 被 仰 渡、 段々に御作<:^^y被 

相 渡、 五三 年 之 內には 御分領 一統の 御 改作に ぞ 成に けり。 誠 難 有 被 成 様 哉，、」、 武士 も t: 姓 も 

H$ 奉存、 誠 を やおして 業々 を勸 めければ、 農 人 VJ いへ》」 も 義の道 有に や、 未進 毛頭 仕らざる の 

みなら 中、 分際 相 慮に 高 物 成 を 全くして、 未進 隱田 私曲の 申 分 はな かりけ， 
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〔现鹿 集〕 

一 、 慶 安四 年の 頃 御 家中 侍 中 何 茂 不勝手に 成、 御領 國 百姓 も闲窮 して、 貢 米 も相滯 り、 未進 

论昔銀 質 物 も 多く、 田^1£にも精を不入、 年々 お，. J ろへ、 其 頃 は 初秋より、 御 家中 侍 中よりも 

知； 2§ 村々 へ、 W 促 VJ て 人 を 遣 はし 置き、 せ たげ 取りし 也。 其內は 催促 人 を 百姓 方より 贿申、 

夫 二ても 運滯 せし 者 は、 呼 寄せて 拷問 或は 水せ め 杯に し、 しめく、 り 責め 取りし 也。 强き W 

姓 はこた へし か V- も、 弱く か はり もな き 者 は 高を賣 り、 家財 農具 を 代に かへ 年貢し、 其に て 

も 不足 ゆ」 し 時 は、 未進 米 どて 贷 米に 成りし 也。 右 之 趣 を 常々 利 常 公 聞 召し、 不便 成 事に 被 思 

pn、 兼 而之御 工夫に 付、 百姓 手前 一 々吟味 有て、 押 領の者 は 夫々 咎に被 仰 付、 無據 不勝手の 

者 は、 年々 の 御 貸附物 未進 米 捨に被 成、 其 上に 作 食 米 御 貸し、 米 出 來の時 奉行く を附 ffl か 

れ、 村々 の 地の 善 惡御吟 *、 御 取 上 一村く の 出 來米御 聞屆、 永代 給 人 を 百姓.. ナ 取合な く、 

未進 米 も 出 來不致 様に 被 遊 度 被 思 召、 先 かじけ 百姓 なれば、 石 川 郡の 內 山の 內三 十一 ケ村、 

卸 こ、 ろみに 被 仰 付御覽 有べ き VJ て、 尾 添 村. 中宮 村より 中の 峠まで 被 仰 付、 奉行 人 は 松 崎 三 

郞左衞 門. 園 田 佐 七. 岡 本 小左衞 門、 與カ 二人、 足輕 三十 人 被 仰 付、 » 村の 高に 應じ、 又 百姓 

一 人く の家內 親兄弟 妻子 家來等 人瑪の 食物、 並 H 冬の 着類、 鹽 味噌 農具、 其 外 養 ひ 杯の 代 

. ^二 至る まで、 一々 指 詰圖り 渡し 被 下 也。 年々 御 救の 御 敷 貸 米. 未進 米、 又 給 人よりの 未進 


米、 不殘捨 に 被 仰 付、 其 外 之 銀 質 物 御 穿 Is- 被 成、 高利 之 分 は 拾り、 御 定の利 足 ： 步 七より 

上の 高利 は 御 取 上な し 0 御 定の利 足の 分 は、 貸 主 は 御城へ 被 召 寄、 舉 行人 之 前にて 濟し被 下、 

其內 11 りに もなら ざる 押領 者、 高 借 銀の 者 をば、 ：d 出し 姓 どて、 手，.」 身，、」 ばかりにて 追 出 

し、 御 收納滯 なく 請 合.^ 百姓，、」 入 替に被 成し 也。 三十 一 ケ村之 御 入 銀 九十 貫目 餘、 御 土藏ょ 

り 出し 被 下し 也。 右 之 通りに 被 成、 作り 付 精に 入れし に、 作 も 々に 出來 成就せ しなり。 W 

十月に 至り、 來赛の作<2^米、 村々 に藏を 建て、 作 食 奉行 を附け 納め 置かれ、 养に 至り 取 出し 

渡し 遺 はさる 、也。 お 作 米 も 滯る者 は、 是を追 出しに 被 成 也。 右 之 通 事 調 ひし 故、 右三人 

の 奉行の 上 奉行 ど はな けれ ざ も、 前 田 七 郞兵衞 御 改作の 義相 t 板、 御 总を可 伺. E 被 仰 渡 也。 夫 

より 五十 ケ村. 七十ケ 村、、」 手 分して、 段 々奉行 人. 與 力. 算用 者. 足輕 等に 至る まで 被 仰 付、 加 

州 四邵相 ie、 越 屮は山 本淸三 郞に與 力. 算用 者、 能 州 は 郡 奉行 兩 人に 被 仰 渡 也。 十 村 共 を も 小 

松 御城 御 次へ 被 召 寄、 御懇之 御意 之 上、 拜領. 御 料理 杯 被 下。 右 之 通に て 姓 成立に 依て、 三 

ケ阔 一統 御 改作の 法相 極り、 是 より 諸 給 人中の、 向後 百姓へ 催促 ど 申 義被相 止、 悠 じて 御改 

作の w 姓へ、 給 人、 こ 取合な き樣 堅く 被 仰 渡 也。 

〔高澤 草稿 集〕 

御國御 财用符  <：： せざる 根元 を考 るに、 其 品 表裏 ニッ より 事 起る VJ 見えたり 0 其 一 ッには 御 家 

加 藩 史料 第三 編 麼 安四 年  三 六 三 


左 門 は 品 川 

氏久 越 は 中 

村 氏 


三 六 四 

風 廣大に 成り、 御 財 用 多くい る ゆ ゑな り。 又 ひ つ は 御 郡 かじけ、 年々 無 是非 御 K 米 出で、 

御 損失 ある 故な. いにしへ より 此御國 は、 御 取 筒 多から ざる 土地 ど 見えたり。 しかる を亂 

世戰 功の 御 恩 貪に、 段々 多く 御 知行 出 ありて、 御 察 所 入は少 分な れビ も、 御 國風惣 て S 朴に 

て、 御 財 用 出方 すくなく、 夫に て 漸く 出納 御 符合く らゐ にても ありし なり 0 微妙 公 元： 

思 召 ありて、 御 改作 を 始められたり VJ 承りお よびたり。 此御 改作に て、 御 家中 侍 中 は 定免こ 

成りて、 人々 取 筒、 累年なら して は 大分 減少の つもり なれ ざ も、 其 以前 ビ違 ひ、 凶作の. 了 

所 不納の 愁 なく、 毎年 同事に 收納 する 事 ゆ ゑ、 難 有 御 法 奉存、 心服した る樣 子な り 0 又お 

姓 は 過分の 敷 借 御す まし 被 下、 難 有さの あまり、 其 上 凶作の 年 は 見 立 引 免 可 被 仰 付よ しゅ ゑ、 

大 かたせい 一 ばいの 上げ 免に 仕た る 様子な り 0 それさへ 微妙 公 は、 無理 成 免 上げせ ざる やう 

に 御意 ありし 由葡 記に 見えたり。 

〔御 直言 覺書〕 

一、 改作 方 之 御用 被 仰 付 候 節、 百姓 中 之 儀 を 彼是 御意 被 成 候 時分、 左 門. 久越， ぬ 御 咄被遊 g 

は、 一 向宗は 土民 之 宗旨に は 一 段宜敷 候。 色々 之 六 ケ敷事 申 聞 候 而は合 點不仕 候。 之 者 

に は 手 短に 敎 候が 宜敷候 0 惣而 親鸞 上人 は利發 成人に 而候 0 每日之 御坊 參、 夜之內 より 参詣、 

I 之內に 仕舞 候而、 人々 え かせぎに 取 掛申候 0 晚茂 かせぎ を 仕舞、 夕方 御坊 參 仕」： 此方 之 


分國 は、 大形 一 向 宗に而 候。 門跡 も國 守， はは 不背 様に 被 仕 » に 候 由 御意 被 成 候處、 左 門 .久 越 

御意 之 通に 御 鹿 候。 久越 御請に は、 南無 阿 彌陀佛 孚申候 得ば、 佛に罷 成 候， づ存 候。 是が實 之 

一 向 宗に而 御座 候 由 申 上 候。 

〔御^ 言覺 書〕 

一 、 或 時 左門久 越ね 御意 被 成 候 は、 姓 共 を 程近 指 置 候 杯 ど 申 者存之 由に 候。 夫 者 何 茂 しら 

ぬ やつの 申 事に 候。 加樣之 大き 成 仕置 を 申 付 候 時分 は、 次第 を 立て 遠く 指 S 候而 は、 物事 埒 

明 申 義に而 は 無 之 候。 百姓 等に 而茂、 上， Si 近く 成 候^ 存候 得ば、 悅競ひ 志 迄 遠 ひ、 進. S. 物に 

て 候。 左 候 得ば 仕置 等 も 仕 能 候 0  口脇 白き やつばらが、 土民 を 程近 指 ffi 候 芋、 我等 之 事 を 譏 

申 承 候 由、 御意 被 遊 候。 

〔御 直言 覺書〕  一 

一 、 改作 方 之 御用 を、 第 一 伊藤 內膳重 正. 菊 地 大學直 辰 相 勸候。 改作 奉行 は 山下淸 三郞. 河北 

彌左衞 門 .HI 田. 佐 七 杯 相 勤 申 候。 此 外に 茂 有 之姊に 御座 候 得 共、 其 儀 は糙に 覺不中 候。 此等 

之 人々 は 朝 茂 年寄より は 早く 罷出、 十 村 等 を 集？^ き、 夫々 御用 之 筋 を 申 付け、 又は 人々 之 手 

前 を も 承 屆申姊 に 相 見え 申 候。 右 之 十 村 共 は、 裏 御 式臺之 脇、 板 之 間に 筵 を 敷 候 而有之 所に 

相 詰 g§ 在 候 ◦ 其 所ね 改作 奉行 罷出； ^之、 御用 之 品 承 屈 又は 申 付 候 鉢に 御座 候。 其 腐， s: 久越杯 
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：能 出、 御用 之 筋 承屆、 御前， 參出、 幾度 も 注來仕 候。 其 所 は 御前， 茂- 积近 御座 候に 付、 久越 

並 十 村 等 之聲茂 聞え 申 候 0 品に より 久越 大聲を あげ、 呵申事 茂 御座 候。 其 時分 は、 何事に 而 

候 哉、 又久 越が 負 候 哉 杯 御 笑 交に 御意 被 成 候。 

〔御 K 言覺 書〕 

一 、 小 松に 而は御 仕置 方 之 御用 多 御座 候に 付而、 朝 茂 早被爲 成、 御 晝奧御 居間に 被 成 御座、 

御手 水. 御 髮等茂 被 爲揚、 御 膳 茂 其 所に 而被召 上 候。 又 御樣子 次第、 表 之 御 居間ね 御 出、 其 所 

に而 御手 水 • 御髮. 御 膳 相 濟候儀 茂 御座 候 0  . ^御 居間ね 御 出 被 成、 御用 初 候 時分 は、 左 門. 久越 

御 膳之內 より 御前ね 罷出有 之 候 0 勿論 對 馬. 因幡. 支^、 其 外 御 役人 共、 且又 輕き 人々、 十 村 

で：： 姓 迄茂罷 出、 夫々 之 席に 相 詰、 彼是 御用 勤 申 候。 尤八時 頃 迄 は、 其 所に 而 御用 被 聞 召、 相 

濟候 得ば 御 奥ね 被 爲入候 0 御用 多 御 時分 は、 夕 御 膳 茂 表 御 居間に 而被召 上镇茂 御座 候。 惣而 

朝 茂 御用 相 勤 候 者、 遲罷出 候 得ば 不應 御意、 御 呵被遊 候 Q 

1 、 小 松 は 毎度 夜に 人 御用 被 聞 召 候。 因 玆暮時 以前より、 晝之通 御 役人 中 何 茂罷出 候。 御 居 

間 並 御用 相勸候 席に 燭を立 候而、 追 付表 御 居間ね 御 出 被 遊、 御用 被 聞 召 候。 是は 勿論 御用 之 

多少に より、 四時 比 又は 九 時分に 茂 相濟申 候。 

〔御 直言 覺書〕 


一 、 小 松に 相 詰， 罷在候 十 村、 其 外 百姓 之 內に茂 出 有 之 者 共， に は、 正月 は 御 所に 而御 料理 

被 下、 且又 籍をか  み VJ 申 候而、 大きに 仕 候 を 一重 宛 被 下 候 0 御 料理 之 上に は、 酒 を 爲給候 

« に，. - 御意に 而、 改作 舉行等 取持爲 給、 其 上に 而ぅ たはせ 候樣に VJ 御意 被 遊、 ； g などうた ひ 

申 候 0 其牀 御前， 聞え 候に 付而、 加 古 八郞. 同 長 口 芋 申 小坊主 被 召 仕 候、 此者 共に 樣子見 

て 參候樣 に.， ナ被仰 付、 此人々 附候而 Si 在、 兒屆達 御 S3 候 0 時に より 私共に 茂 見て 參 候へ， こ 被 

仰 付 茂 御座 候。 惣而十 村 等ね は、 御 褒美/ ナ して 被 下 候 品 は、 皮 羽織に 而御痤 候 0 村 邇仕候 

時分 風 ふせぎに 可 仕 旨、 改作 奉行 迄 被 仰 出 被 下 之 候 0 又久越 直に 申 渡 候 者 茂：^ 之 候 0 

〔微陽 兩公御 遺事〕 

一 、 微妙 院《 御領 國 改作 被 仰 付 御 時分、 ^姓 共 御 憐愁被 m.^ 召 候條、 何 ^ ^に 而も 田地 方 之義、 

候 は > -;^ 出 可 申 上 候 由 可 申 渡 旨、 伊藤 內膳. 前 田 七 郞兵衞 等へ 御 に 候。 依是御 家中 諸士 

放 « 之 事、 田 cm«廢 仕 難 溢 之 趣、 姓 共 奉 願 候 ◦ 達 御聽御 立腹 被 遊、 耕作 無 爲に被 仰 付 度 御 

素 意、 畢竟 侍 之 成立 御用に 相 立 候 思 召 候。 か 樣之義 不覃御 許容 之 旨 被 仰 出 候 事。 

〔御國 改作 起 本〕 

一 、 御 改作 之砌、 小 松 近邊之 在々 ね、 御 家中 之 K 切々 入 込 所有 之、 田 申に 付、 K 野 御 法 

度に 可 被 仰 付 候 哉、 但免を 御 用捨 可 被 遊 候 哉 与 窺 被申處 に、 小 松 近在 迄 も 無 之、 金澤 近在 も 
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其 通 VJ 思 召 候 0 數十年 之 間 如何 仕 候 哉， チ被仰 出 候 得ば、 誰 御請 申 上 候 者 も なくなり 申 候。 只 

今 は 何方 ^ir 年々 見 立 を 乞 免 切、 異名に 鷹 野 免 VJ 申 由 語 被 申 候 事 0 

是歳。 津田勘 兵 衞重次 歿す。 

〔5: 田 氏 由緒〕 

一 、 八 世 之 祖父  渉 田 故 勘 兵 衞重次 

瑞他院 樣慶長 二 年 被 召 出、 御 知行 五 百 五十石 被 下 Is、 同年 十 一 月 百 石 御 加增、 御大 小將 組に 

而御 奉公 申 上 候。 被 召 出 候 之 節 名 半 四郞、 其 後 大學に 相改申 候。 同 六 年 微妙 院樣小 松 被 成 御 

座 候 刻 被 爲附、 御 部屋 住 之 御 奉公 相 勤 申 候。 同 八 年 二 Si 石 御 加增、 御 小 將頭被 仰 付、 同 十四 

年 父 道 供 隱居舉 願 候處、 拜領知 五 千 五百石、 並 御 鐡炮足 輕共勘 兵 衞に被 爲附、 大聖 寺 御城 番 

相勸申 候。 其 節 名 和 泉 守に 相改、 其後武 州ね 御 使 罷越候 刻、 微妙 院樣以 御意、 勘兵衞 に相改 

申 候。 勘 兵 衞に被 下 置 候 御 知行 五 百 五十石 道 供， は 被 下 i ^候。 勘 兵 衞大阪 表 働 之 儀、 元 和 一 一年 • 

寬永八 年 御 吟味 之 上、 兩度 御加增 三千 五 ぼ 石 之內、 千 五び 石與カ 知、 同 十三 年 千 石 御 加增、 

都合 一 莴石之 御 知行 頂戴 仕、 慶 安四 年 病死 仕 候。 


一 一月 廿 七日。 前 田 利 常の 女熊姬 生る。 

〔壬 子 集錄〕 

一 、 御く ま樣 親の 御 年、 御 誕生： n 二月 廿七 H、 御袋； g 正院 殿。 

〔家 s〕 

熊姬。 承應 元年 二月 二十 七日 生、 母 は 寺 尾 氏、 正德五 年 二月 八 rn 歿、 享年 六十 四。 

一 一月。 廣瀨助 左衞門 及び 黑川作 左衞門 等、 逃走せ る 盗賊 を 越 前に 於いて 

摘 縛す。 

〔廣瀬 助 左衞門 由緒〕 

慶 安五 年 二月 盜賊人 越 前ね 欠落 仕 候に 付、 黑川 作左衞 門. 廣瀨助 左 衞門並 御 足 輕五人 被 指 添、 

追手に 被 候。 方々 相尋、 水 落 長 泉 寺に 而 盗賊 人 見 付、 無 、儀 召 捕、 せがれ 並 ，女. 其 身共 四 

人 召 捕 巾 候。 盗賊 見 付 候ば、 越 前 家老 中，^ 案內 申、 差圖 次第 可 仕 旨、 當地御 年寄 中より 紙面 

被 逍攸。 然共 夜屮孚 申、 遲々 仕 義不罷 成、 何方ね 茂 不及案 內召捕 申 候。 助左衞 門義、 越 前 家 

老中， り 之 紙面 持參可 仕處、 召 捕 候 時分 薄手 三ケ所 fi、 見 苦 敷 御座 候に 付、 黑川 作左衞 門持參 

仕 候。 其 節 越 前 家老 中、 不承、 其 場に 而 御馳走 も 不致候 由 被 申 聞、 御 返；^ 請 取 g^K 之 上申 候 
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同年 八月 云 

々は 廣瀨助 

左衞 門の、、 

とな リ 


、 、の 月に 小 

蕴なリ 


處、 當應 之爲御 褒美、 黑川 作左衞 門に 銀 子 一 枚、 助左衞 門に 銀 子 二 枚 被 下 之 候。 同年 微妙 院 

as 從江 In^ 御 歸城被 遊、 右 之 前 尾 彌被聞 召 上、 首尾 能 仕 旨 御意に 而、 同年 八月 御 知行 百 五十石 

被下，^^、 組 外 組に 被 仰 付、 其 上 私宅 作 事 被 仰 付被爲 下、 足 輕五人 御預、 其 後 御 印 之 御 書 出 を 

以、 右 之 五 人並 才料之 者 十三 人 御 預被爲 成、 重而九 人、 以上 二十 二人 裁許 仕罷在 候處、 微妙 

院 御 逝去 被 爲成候 以後、 萬 治 二 年 定番 御徒 組に 被 仰 付。 寬文十 一 年 七十 歲に罷 成 申に 付、 

右 役義御 赦免 被爲 成、 延寶ニ 年 病死 仕 候。 助 左 衞門儀 幼少より、 外祖父 廣瀨故 藤 左衞門 養育 

让、 御舉 公に Si 出 申に 付、 廣瀨を 名乘申 候。 

四月 一 一十 日。 前 田 綱紀 銅 燈籠を 江戸 上野 德川家 光の 廟 前に 上つ る。 

〔古文 章 大全〕  ， 

舉拜上 銅 燈籠兩 基 武州東 » 山大孅 院尊 前 ◦ 

加 賀能登 越 中 三國主 松ギ犬 千代 丸 

S 安五 年 四月 廿日 

四月 晦日 。 前 田 利 常江戶 より 歸國の 途 越中^ に 於いて 木村彌 兵. 衞を自 双 

せし む 0  1 


I>w 家 見開 集〕 

承應 元年 四月 下， W 利 常 公 小 松， は御歸 城、 此時御 使 番高概 勘 兵 衞£ 御 進物 小 拂舉行 與カ木 村彌 

兵衞、 ：5 州 於 丹 波 ひ？ 御旅 宿に L "唯。 然共 双方 押 分て 無事。 同 四月 晦日 越 中 之 i; グロ 御着 之 日、 

大橋又 兵 衞に被 仰 渡、 木 村 彌兵衞 切腹す、 高 槻は無 別義。  、 

〔三 逢 

慶 安五 年 四月 下句に は 小 松， に御發 駕被爲 成、 信 州 丹 波 島 柳 島 六左衛 門 所に 御陣を 召され、 道 

中 S1 梳掃拭 御馳走の 方々 へ 御 進物 を 被 遣。 信 州 松 代の 城 水 野 大和 守 殿へ 八講布 十疋被 造、 御 

使 番は高 棚 勘 兵衞、 御 口上 を 承り、 小 拂舉行 山田彌 五左衞 門. 木 村 彌兵衞 に 白 布を爲 包、 K 斗 

添へ て 渡され 候へ、 請 取 可 申 旨 申達す。 山 田彌五 左衞門 承り、 此方 は 小 拂.、 」 御 進物 品々 取 込 

にて 候 間、 夫に て 紙 を 御請 取、 坊主 共に 爲 Q 御 越 候へ，. J 云 ふ。 高槻 聞て、 私共 は あなたへ 參 

り、 御 口上 巾 達する 役人 也。 其方 包みて 渡せ VJ 云 ふ 0 彌五 左衞門 開いて 御尤に 候へ 共、 江 芦. 

小 松な.， どに て は 左 S に 致し 候へ 共、 愛 は 旅 泊の 御 事な り。 紙 は 御 右筆 所に 有り、 のし は御臺 

所に^ り、 受取りて爲包御持參ぁれ^,-云ふ0 高概 聞いて、 W 々合點 の ゆかぬ 男 哉、 たはけ 者 

共な り ど 云 ひ 捨て 御 次へ 入る 所 を、 木 村 彌兵衞 聞き 兼て、 如何に 勘 兵衞、 何 VJi": ふぞ VJ て、 

脇 刺 拔て追 懸る。 藤 重宗句 それに 有 合せて、 木 村 をいだ き §H,,Q たり。 宗句脇 指に 手 "陬 りて、 
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少し 切りて 血 を 流す 0 去 共 木 村 脇 指さ せて 押 VJ>- め、 御 耳に も 立 間 敷 所に、 宗句を 御前に 

召され 候 由、 Si: 田 內藏助 奉りて 呼 申され けれ 共、 手の あか を 拭 ひ 包みけ る ま、、 是非に 及 は 

や 御 耳に 立ち、 竹 田 市 三 郞.津 田內藏 助. 奥 村 因幡 殿 杯に 被 仰 渡、 中 直させ 可 申 由に て、 兩人 

呼び付け 中 直り、 盃の 取り か はせいた させ、 事濟 みに けり。 去 共 木 村 彌兵衞 心 は 解け やらす、 

道 巾 所々 にて 心 懸けれ ざ も、 勘兵衞 運ゃ强 かり けん、 何の 異義 もな く、 越後. 越 中の 裸 へ 八 ッ 

時分 御着に て、 何 茂 宿々 に 休息す。 卯月 晦日 七ッ 半の 事 成に、 大橋又 兵衞舉 りに て、 木村彌 

兵 衞を御 本陣に 被 召け り。 杉 浦 仁 右 衞門兩 人 木 村に 申 渡さる，.。 今度 丹 渡 島に て、 他國^o云 

ひ 我 なる 仕 合、 上 を 恐れぬ 所 也、 切腹 可 仕 旨 被 仰 出。 我 も 人 も、 侍 はか 樣之樂 有 物 也、 男 

道 之 寧 なれば 彌兵 衞可爲 満足 どい はれし 時、 彌兵衞 承り、 尤之 次第 也、 高槻勘 兵衞は 如何に 

ど尋 申されければ、 大橋 又兵衞 申け る は、 勘 兵 衞も被 仰 付 間 心 易 思 はれよ ビて、 杉 浦. 大橋 • 

木 村 三人 同道して、 木 村 宿所へ 被參 けり。 折 ふし 河 合彌助 は、 大筒の 鐵炮の 言上 仕り 加州 

へ 下る。 木 村 山 田に 指 加へ 同役な り。 彌 五左衛門 河合彌 助に 申け る は、 御用 有りて 召れ なば、 

此彌五 左衞門 こそ 可 被 召 寄に、 彌兵衞 を 被 召 事 無心 元 ま /-、 參りて見ん^oて出にけりo 十 間 

計に て 彌兵衞 に 行き 逢 ひければ、 木 村 は、 いかに 彌五 殿、 拙 子 は 被 仰 付 候 也、 不及 是非 所な り。 

我 四十に 餘り 五十に 及ぶ、 今程 幾程 有りても 別に 替る事 あら じ VJ、 宿へ 入り 行水いた し、 大 


さ ゑん 場 本 

のま- * 


橋 殿に 申 上 度 御座 候、 父方へ 狀を 書き 遣 度 ど 申しければ、 夫 程の 御 暇 は 安き 事、 狀を 緩々 被： 

調よ ビて、 宿の 後 さ ゑん 場に 緣取敷 並べ、 何 茂 着座して 待ちたり けり。 木 村 は 親の 方へ 狀ー 

通、 娘の？^ 申 遣す。 女の 方へ 名 殘の文 一通、 朋輩 中へ 連判 借 銀 之 事 一通、 三 通 事 念 比に 書き、 一 

敷 皮の 代に 木綿 ふ どんに 着座して、 自我 偈 一 卷讀み 上げ、 拙 子 未だ 切 股 を 知らす、 先年 日 s_ 

市 郞右衞 門 切腹 之 時分 見て 候、 手ぎ は 不調法 なるべし、 介錯 は 誰人ぞ 尋ねければ、 大梳又 一 

兵 衞被中 は、 我に か はらぬ 家 ® 松 永 宗右衞 門 を 申 付たり、 よく 心得て 仕れ 0 畏而宗 右 衞門は 

左の 脇に 畏 る。 彌兵衞 申け る は、 同じく は高槻 一 所に 被 仰 付 被 下 候へ、 一 目 見て 一 度に 仕り： 

度し，， 」 云 ふ 0 又兵衞 申さる に は、 具足 を 屑に 懸けぬ 法 も あれ、 毛頭 僞 なし、 はや 55. 濟み可 申 

VJ 云 ひければ、 御 老姊の 御 誓文 疑 申に 候 はす、 咄 たき 者 共 御先へ 參り 一 人 もな し、 勘 兵衞の 

樣子 無心 元 奉 弃由申 所ね、 長 谷川 少太 夫參 りければ、 木 村 急 度 見て、 いかに 少太、 勘 兵衞は 

如何，. J 尋 ぬければ、 勘兵衞 はは ゃ埒 明て、 見 屈 是へ參 候 由 申ければ、 彌兵衞 聞いて お 嬉し や、 

去ば 長 谷川 殿 去年より 御式臺 にて 每日 咄、 只今 懸御目 事 三世の 奇緣 也、 其方 介^ ffi 入る よし 

ければ、 少 太夫 辭 返す。 大橋殿 頼に 候間少 太夫 仕れ。 畏て候 て 弓手の 脇に かしこまる 0 

宮崎豊 左 衞門か 渡 邊七左 衞門か 村 上 五 郞兵衞 か、 三人 之內 一人に 而も 逢 ひた けれ 共 見えす 

，こて、 脇 刺いた マき 心 本に たつる、、」 長 谷川ぬ き 討に 致しけ り。 大橋又 兵 衞被申 は、 高 概勘兵 
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衞は wi: にて、 早 小 松へ 罷越 也。 木 村に i 仝 誓文して 聞かせ、 安堵いた させたり。 何れも，： 1： 後 

は 仕 も 遂げざる 空 喧嘩 無益 也、、」 て、 何れも 宿々 へ 引 入け り。 木 村 彌兵衞 父 は 木 村 惣右衞 iZvj 

て、 前 田 重 丸 殿の 家老 也。 せがれ を 山 崎 長門與 力に 被 召 出、 江 11^ 御供に 參 りけ り。 父 惣右衞 

門 法 » して 寺へ 引 籠 申な り。 极本此 申 分、 山 田彌五 左衞門 仕出し けれ 共、 彌兵衞 に 譲りて か 

ま は ざり ける を、 能き 思案 £ て 春に けり。 翌年 江戸へ 御參 勤の 時、 善 光寺の 渡しに て、 高概 

は 長 谷川 少太 夫乘 りたる 舟 を、 荷物 を 載せ 間 敷 どて 爭 ひける が、 長 谷川 少 太夫. S. 様、 いかに 

勘兵衞 殿、 木村彌 五兵 衞， こ此少 太夫 は 違 ふべ し。 餘り おごり 給 ひなば、 少 太夫 命 は ffi より は 

輕し、 同道 申さん ど 云 ひければ、 高 槻少も かま はや 脇へ 参りけ る を、 おどな しき VJ 是も人 皆 

春に けり 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 高概 勘兵衞 は、 八 百 石に て 微妙 院樣 御代 御使番 相勸、 事 外 高 上 者、 しさいら しき 者に て 

候 0 有 時 猥成樣 子お 之、 奧小將 の 內へ齙 書 遣 申 候。 然 所に 右の 如く 化 候 方 兩人有 之、 則 奥 小 

將 仲間 故、 ケ樣く  VJ 咄 出し 候へば、 今 一 人の 者、 私 方へ もケ樣 ど、 別 書狀取 出し 爲見、 大 

笑 仕 候 0 不屈 千 萬に くき 事に 候 間、 返書 は兩人 連名に て 可 仕 申 合、 御 執心の 方 いづれ にて 候 

哉、 一 人に 御 極 可 被 仰 聞 候 ど、 連名の 返事 遣 候へば、 勘 兵衞殊 G 外 行 當難義 致 候。 其 後 時々 


笑 草に 而 候。 藤 田咄に 候。 微妙 院樣御 逝去 以後、 餘り久 敷 問 は 無 之、 御 暇 申 上、 他 國ゎ罷 越 

候 0 上方に 後^ 在、 道 也 VJ 申 由に 候。 

六月 十九 日。 加 賀石川 郡 村 井の 十村與 三兵衞 職務に 關 する 誓紙 を 上つ る。 

〔日 w〕 

靈 社上卷 起請文 前書 之 *。 

1 、 從御 公儀 様、 御邵 中ね 被 仰 出御 用 共、 私共 組 下 ぼ 姓 中ね 急 度 可 申 波 候。 乍 承 如 在中 上る 

:c 姓 共 御座 候 は > -、 其 時々 に 吟味 仕、 有 姿 可 申 候 事。 

一 、 組 下 在々 男女に 不寄、 ゆ ゑな き 牢人拘 5^ 申 間 敷 候。 假令其 村 西 姓之內 に、 少し ゆかり 有 

之に付抱^^候共、 村 中 どして 吟味 仕、 作法 難 心得 牢 人に 候 は  、其 旨 御 奉行所， P 注進 候樣 に、 

小な 姓 中 わ 可 申 渡 候 御 事。  . 

1 、 在々 川 除. 用水 御 普請 所、 人足 翻り 村々 當り分 之義、 依估： 員 仕 問 敷 候。 只今 不仕 候而不 

叶 御齊請 所、 又 末 わ 御 指 延被遊 不苦所 可 有 御座 候 間、 左 樣之段 有 姿 可 ゆ 上 候。 付而 跡々 より 

御 郡， 被 仰 出 候 御法度 之 筋目、 一 々不殘 可 申 上 候 御 事。 

一 、 其 村 並 ニケ村 ニニ ケ村中 して 可 仕 川 除. 用水 御 普請、 ^作 時分 迄 松 K、 御 郡 中： 牛 人夫 入 

申 様に 仕 間 敷 候。 正 二月 中 急度吟 * 仕、 諸 百姓 開 作手づ かへ 無 之 様に 可 申 波 候。 其 上人 數多 
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入 申 程 成 御 齊請有 之 候 は、 3、 諸 百姓 問 作に 指 合不申 以前に 沙汰 可 仕 候。 付而川 除に 入 巾 松の 

木 杭 木 品々、 並 在々 火事 家 所々 より 御 材木 申 上 被 下 候 時、 其 所， 2:罷越、 可 入 分 村 肝 煎 小； C 姓 

手前 吟味 仕 可 申 上 候。 少 も餘慶 申請、 私用た そくに 仕 間 敷 候 御 SJ-O 

一 、 糾下 W 姓 中、 問 作 無油斷 情に 入 候 様に 申 渡し、 立 毛 i 刈 取 申 時分 迄 度々 見廻、 其內 無念 仕 

kr 姓 共有 之 候 は 急 度 可 申 上 候。 付、 常々 其 身不應 作法 仕 候 百姓 有 之 候 は、 3、 承 次第 有 是 

亦 可 申 上 候。 毛頭 見 隱聞隠 申 間 敷 御 事。 

一、 私共 組 下 否 姓 中、 いか 様に 出入 御座 候 共、 双方 申 分 能々 承 屈、 其 上 御 目安 場 様/御 郡 奉行 

s,si、 有様に 可 申 上 候 0 毛頭 依怙 是貭仕 間 敷 候 御 事。 

1 、 組 下； d 姓 中、 御作 食 米 並 御城 米/御城 銀、 何れ 之 御 奉行 樣. 御代 官樣 より 借用 仕 候 共、 其 

時々 有 樣に可 申 上 候 御 事。 

一 、 御藏 米. 御城 銀、 何 茂 ほ 姓 中 借り 申 刻、 私共 並 村 肝 煎、 小 姓 共 印判 を 請取來 り、 證 文に 

押 間 敷 候。 百姓 手 透 次第に、 一 人. 一 一人に 而も 召 連、 御 S 御 奉行所に 而、 證文に^^判爲致可申 

候。 付、 十 村 中仕 上げ 申 書物に、 名代 指 越 代 判 爲致申 間 敷 候。 御 公儀 難 去 御用 之義 御座 候 か、 

相 煩お 之 候 は  > -、 其 旨 書付 仕、 名代 指 越 代 判 之 御 斷可申 上 候 御 事。  ， 

1 、 御 郡 奉行 樣並 御內 衆ね も、 私共 之 義は不 及 申 上、 與下 百姓 中 男女に 不寄、 金銀 米 餞 酒 ft 


可 造の 次 由 

字脫鳅 

御 借 は； « ^が 


缺字 作なる 

べし 


其 外 何に 而も、 私 依 « 物 持 參什間 敷 候 。付、 諸 w 姓いた みに も 成不. E. 由に 而、 手 廻 だての 御馳 

走 毛：， § 化 問 敷 候。 與下 Kn 姓 中ね も、 此 it 堅 可 申 渡 候 0 其 上 何に 而も K 物 被 成 候 は > -、 脇 Mffi 

段 有樣に 中、 少も 安く， つり 可 遣 申 間 敷 候。 駄賃 銀、 往還 如 御 定之請 取 中 様に 可. S. 渡 候 御 串0 

一 、 ^:^共與下ね御惜被成候御城米.御城銀借用仕、 則 かり 名を附 手前ね 請 込、 Kn 姓 中 之 外， に 

毛 .gK し 巾 間 敷 候 御 事。 

一 、 御 定十村 扶持 之 外、 小 t: 姓 手前より 何に 不寄、 私儀 禮物取 申 間 敷攸。 其 上 村 肝 煎 小 姓 

,21 非 分 巾 懸仆問 敷 候 御 事 Q 

一 、 組 下 走り f:: 姓 御座 候 は、 ：-、 跡 諸道 具 物 以下 猥に無 之 様に、 十 村 並 村 肝 煎、 小百姓 中 出 

合 縮り 申 付、 早速 御 注進 可 申 上 候 御 事。 

一 、 組 下 小；，：：： 姓 之內、 似 <:! 之 云拘 ながら 田 c£ そこくに 仕、 少の請 口 仕、 kn 姓に 片付 不申 # 

に：^ 之 者 は、 十 村 吟味 可 申 上 御 事。 

1 、 御城 米. 御城 銀 諸事 御 « 物、 小百姓の 內ね相 加り、 少茂 W 用 仕 間 敷 候 御 事。 

1 、 私與 下の Kn 姓の 內ね 入、 たのもし 仕 間 敷 候。 假組 下の 內に而 無 御座、 他所 之內， に 人候而 

も、 竹而 たのもしの 人 數に罷 成 申 間 敷 候 御 事。 

右 之條々 相 背中 間 敷 候 ◦ 於 違背 仕 者、 も  0 
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囊五年 六月 十九 曰  石 川 郡 村？ 村 與 三兵衞 

七月 一 一十 日。 前 田 利 常 越 中高 岡の 繁久 寺に 守廟の 料を扶 寺す。 

〔國初 造 文〕 

高 岡 御廟 領之事 

一 三十 一 石 1 1 斗 五 升 田地 二 町 四 反。 火 VJ もし 五 人、 伹 一 人付 四 反 八 畝 宛。 

一 ィ石四 斗  田地 八 反 五 步切米 0 內火 VJ もし 頭 藤 一 、 五 石 四 斗 三人 扶 #^0 

1 、 三 づ七石  田地 二 町 七 反 八 畝。 掃除 者 十八 人、 伹內頭 一 人 は 一 一反 三 畝、 殘卜 

七 人 者 一 反 五 畝 宛。 

合 高 九十 石 

右人 員に 令 扶持 訖 0 以來 有闕時 者、 撰 其 者 被 入 之、 無 懈怠 樣可有 下知。 依 寄進 狀如 件。 

慶 安五 年 七月 廿日  . s?>  哲 =- 

繁久寺 

八月 四日。 前 田 利 常 越 中 神 通 川 川尻の 漁場 所 屬を定 む。 

〔國初 遺文〕 

神^ 川尻、 東 之 湊者附 東お 瀨、 西 之 湊者附 西岩瀨 可漁獵 0 雖替 川筋、 自今 以後 可 爲如此 定者也 0 


慶 安五 年 八月 四日  判 

西岩瀨 十 村 肝 煎 

人 月 十四 n。 奧村河 內榮政 京師に 歿す。 

〔奧村 家譜〕 

榮政 河內。 

天 正 十八 年 0 生 于越巾 守 山城 下放 生ゅ舘 0 初稱 勝兵衞 0 後改 ：^^ 蕃。 ゆ 山 崎 氏 閑齋畏 鏡 女。 ま 

長 八 年 十四 歲。 利 常 公賜祿 一 千 石。 同 十 一 年 娶富田 氏。 越後 重 政 女。 41。 男 同 十九 年 攝州大 

坂 之 役。 HI 于 先鋒。 元 和 元年 同所 之 役。 屬于 先鋒。 得 首 一 級。 元 和 六 年父榮 明卒。 利 常 公 賜 

世祿 一 萬 三千 六 百 五十石。 命 一 隊將。 同 九 年 公方 家 上洛 ◦ 利 常 公 到于大 g:。 榮政從 之。 同年 

四月 榮政私 r か 失火。 利 常 公恤其 炎。 賜定家 卿 小 倉 山莊之 色紙 一張 5JM。 及 杉 大木 千 丁。 宽永 

三年 利 《め 公之 女。 嫁于森 右近 大夫 忠廣。 爲謝釣 命。 令榮 政到武 陽。 納拜之 後。 秀忠 公賜黑 

m-o 家 光 公 賜 鹿 毛 馬拉時 服。 同年 公方 家 上洛。 後水尾 院幸 於ニ條 城。 時爲 大路 之 護衞。 利 か 

公 將令森 列塑ニ 本。 公 在 大^。 逆旅 恐 難 遽辨。 榮政承 命。 馳到于 京師。 多少 經略。 不數日 

而得 之。 ^飾 合于公 意。 頻稱榮 政 之 才略 矣。 此時淼 忠廣賜 宴 於榮 政。 且賜利 光 刀。 榮政逢 之 
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於 利 常 公。 公 好 其 名字 偶 合 0 故獻其 刀。 111， 同 七 年 秋 利 常 公. 光高 公 0 光 臨 于榮政 之 宅 0 

同 八 年 四月 十四 n 金城 火。 榮政之 宅 亦 嬰餘煙 0 先代 所傳之 口宣 0 及 公家 所 賜 之 書 判 印章。 文 

武器 物。 茶 堂 之 珍 wo 蓮燬 u 矣。 唯餘于 先年 所 嬰 定家卿 小 倉 山 之 色紙 一 幅 耳。 ^||^^而後爲 

遺物 獻 之。 父子 所 賜 之 奉 祿之命 書。 訴其燒 失 而後 更賜 之。 同 十 年 光高 公尙 大姬？ if 院 其 

乘 輿。 酒 井 雅樂忠 世 與利常 公有 受與之 鱧。 榮政 爲擯收 之。 gmMi 寸 1111^5。 利 同年 除 

no 光高 公.^ 榮政行 追讎之 儀。 賜 時 服 0 同 十 一 年 公方 家 上洛 0 攝州大 坂 城郭 造營功 成。 遂入 

御焉 0 利 常 公 在 京師 0 令 榮政爲 幣使。 獻 酒肴 以賀 之。 時 列國之 侯伯 0 未 有 其 儀。 故當路 W 豫。 

且 不達 之。 榮政述 公之 敬意。 而言意 暢達 於 是啓之 0 公方 家 好 公之 恭勸 0 允 榮政納 甲。 S 時 KO 

公稱之 。其 後列 侯 之 幣相貫 魚 云 々o 同 十二 年利 常 公。 承 公方 家 之 命。 築 江 府筋違 橋 之 石 壁 0 

榮政 幹焉。 功成而 公方 家 允 納拜。 賜 白銀 及 時 服。 同 十八 年 光高 公 初 歸國。 令 榮政爲 使節 0 到 

于武陽 以拜謝 Q 公方 家 賜 時 服。 同 十九 年利 常 公之 第三 女。 嫁于八 條智忠 親王。 J_ &ぽ |s 殿 榮政爲 

從衞乘 輿 0 自女院 御所 入 于八條 殿 0 其 間榮政 扈從之 0  IgM ，子 合卷 第三 日之贺 0 賜 布 衣  一 so 

旣俊 命于小 松。 利 常 公 賜 秀則刀 0 同 二十 年 光高 公 光 臨 于榮政 之 第。 情意 懇款。 而懷所 安于棚 

茶器 而還 矣。 後更賜 茶器 I。 戶ほ 同年 綱紀 公 降誕 0 榮政承 光高 公之 命 0 行 鳴 弦 慕 目 之 儀七晝 夜。 

公賀 之 賜 白銀 五十 枚。 小 君 賜 白銀 三十 枚。 翌年 許歸北 越。 時 綱紀 公 賜 宇^ 刀。 光高 公 慰其勞 0 


有 徵ニ男 榮從之 命 Q 榮攻旣^1。 榮從 到于武 陽。 未 仕而卒 病死。 慶 安元 年利 常公徵 三男 榮張 ◦ 

同 二 年 賜 祿ニ千 十 石。 料 (や. 好 ^ 針。 石 四 男榮相 ffis. 武都。 到 榮政殁 後。 利々 兴ム特 g 祿 一 千 石 0 

是 榮政寵 遇 之餘澤 也。 同 四 年武陽 賊徒 由 比 正 雪 .九 橋忠彌 者。 將 作亂。 事 發而所 族矣。 此時 

利 常 公 在 江府。 馳 使節。 4^ 榮政爲 留守 于金澤 城。 承應 元年 疾病。 將求 翳療於 京師。 爲請而 上 

洛。 然遂 不治 0 八月 十四日 卒于洛 下 逆旅 0  jtj^ お 十 火葬 於 紫 厳。 卜 冢於野 田 0 浮： S 氏 追 稱永昌 

院竹廢 宗淸。 女子 嫁 近 藤 甲斐 光賀。 

人月廿 七日。 前 田 利 常 石 川 郡の 十 村 等に 作 食 米の 取扱に 關 する 规定を 示 

、、一。.' 

〔十 村 舊記〕 

一 、 作 食 米 高、 別紙に 印 を 遣 候 事。 

一 、 作 食 米 利 足 二 和 利 也。 切 米 は 藏に入 置、 百姓 共 面々 之 名 を 指 札に 仕、 奉行 人. 糾十 村相符 

を 付 K、  Kw 姓 共に 借 渡 候 刻 者、 指 礼 之 通り 渡し 可 申 候 0 利 足 分 者、 堂 形 上 奉行に 可 相 渡 

一 、 作 食 借 渡 候 時分 は、 十 村 共 可 爲見計 事。 

一 、 納米 あらためて 可然 い. h 存候 時分 は、 幾度 にても 奉行 人，、」 致 相談、 子 見 屈 ffl 候に ぉゐて 
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41 W に 同じ 


三 八 二 

者、 姓 中 ドーして 早速 可爲斑 之。 藏無障 候に、 米惡敷 候て そこね 候 者 其 分 也。 藏の 難に て 米 

そこね 候に お ゐては 利 足之內 を以、 不足 之 分た しっか はし 可 申 候。 但米 そこね 候て たし 候 分 

は、 奉行. 十 村 帳に 付 上 可 申 事 0 

一 、 作 食 米、 十 村 共催 促 仕に およば や、 早速 納候樣 に 心得 可 仕事。 

一 、 公藤 之 用 あり V- いふ，、」 も、 早速 西 姓 隙 明 候 樣に可 仕 旨、 郡 奉行 並 代官に 申 付 候條、 其 通 

可.^ ひ gl^ 事。 

一、 十 村 肝 煎 役、 第一 縮り のために 候條、 百姓 中 かたくし めし を 仕べ し。 若 公儀に そむき、 

い たづら^ 有 之 者、 急 度 公儀， 21 可 申 上 候。 於 疎略 者可爲 曲事に 付、 小百姓 成立 候 樣に可 入 情 

候 事。 

一 、 十 村 之 外 之 義、 郡 奉行 代官 申 付 候 共 承引 仕 間 敷 者 也 0 

常) 

慶 安五 年 八月 廿 七日  P 

石 川 郡 十 村 肝 煎 中  / 

九月 一 一日。 加 賀石川 郡 松 任 古城に 建てられ たる 米蔵の 勤務に 關し村 肝 煎 

より 誓紙 を 上つ る。 

〔日 S 


保 人 は 聖人 

なるべし 


起請文 前書 之 事。 

一 、 松 仔 古城に 御藏 出來 仕に 付、 畫は村 肝 煎 二人、 夜 は 右 之 肝 煎に 人足 二人 宛、 相 詰 可 申 候 

御 s.。 

一 、 御藏 御 材木 並 切 は づれ竹 木に 不寄、 少も取 隱し申 間 敷 候。 其 上 a 夜， こらに、 番急度 可 仕 

候。 若し 無沙汰 候而、 ぬすまれ 申に 付而 は、 何分に も 曲 言に 可 被 仰 付 候 御 

一 、 御藏 御 普請 人足 出 申 刻、 ： 牛 夫 無油斷 情に 入、 御 普請 仕 候 樣に可 仕 候 0 若 平 夫 油斷仆 にお 

ゐて は、 村 肝. 煎 越度に 可 被 仰 付 候 御 事。 

1、 御藏 御用 之 釘. かすがい、 少も 取ち らし 不申樣 に 可 仕 候 御 事。 

1 、 大工 衆 逍具不 寄 何、 猥に不 仕 候 様に 可 仕 候 御 事。 

右 之條々 於 相 背に、 忝 も 八幡 犬お， 1- 薩. 天満 大き 在天 祌 部類、 舉願如 來保人 之 御-," 可^ 蒙 者 也 

依而 起^文 如 件。 

慶 安五 年 九月 二日  組 下 肝 煎 

御 郡 御 舉行樣 

九月 十五 日。 前 田 綱紀 能 登 鹿 島 郡 石 動 山 天平 寺に 土地 を 寄進す 

〔能 志〕 

加！：；： 藩 史料 第 三 編 承應 元年  三 八 三 


0 


0 


三 八 四 

天 正 十九 年利 家 卿 先 判 五十石、 今 又 百石附 之、 引合 百 五十石、 以能州 鹿 崎 郡 多 根 村 之 內令寄 

進訖。 全 可有領 知狀、 仍如 件。 

慶 安五 年 九月 十五 日  犬 千代 

犬 千代 就 在 江 1:^ 一  判如此 

利  常 判 

能 州 石 動 山 天平 寺 

九月 廿 五日。 前 田 利 常 寺社 奉行の 職務に 關 して 命 を 下す。 

〔國事 雑お〕 

覺 

一 、 寺社 勤行 祭觼無 懈怠 樣可申 渡 事。 

一 、 寺領. 社領 者、 宮寺之 祭禮並 修理 等の ために 付 置 事。 

一 、 諸 寺の 住持、 不作法 成 義於有 之 者、 穿 S 之 上 を以、 住持 入替 申べ し。 跡 出家 中み だり な 

る 族 無 之^ 可 申 付 事。 付、 非 法 執行 事、 令 停止 之條可 吟味 事。 ， 

一 、 諸 寺 之 後 住 並 新 寺 取た つる 義、 私 VJ して 不致 沙汰。 其 宗旨 之 頭 寺令吟 *、 舉ハ^^^斷相極 

候5:^可申付事0 


一 、 吉利支 丹 宗門 <；9 々可 相改、 最前 彼 宗門 か はる，、」 いふ も、 色々 方便お 之 候 問、 念 を 入べ し 0 

初 而寺を 求め 候 もの、 急 度 可 吟味 事。 

一 、 法度 を そむく もの、 或 者 分國を 追放し、 或は ゆく ゑ しらざる.； S '人、 社屮抱 置べ からす、 

^^左様之ものかくし^候者、 可爲曲 SJf. 旨 可 申 付 事。 

一 、 佛 法會之 外、 夜 巾に 人 を 集、 夜 談義 不 執行 樣に可 申 付 事 0 

一 、 山伏 a 進之義 者、 伽 耶院札 次第 可 申 付 事。 

一 、 諸宗 出入 之義、 其 頭 寺より 一 宗中令 相談、 大形 之義は 下にて 濟， に 5. 付べ し。 ぉ不相 » 

義者、 奉行ね 相 斷候樣 に 可 申 渡、 斷 次第 遂 吟味、 早速 可 埒明事 0 

一 、 寺社 屮 ーケ 年に 一 兩度 廻り 可 申 事。 

一 、 奇社方 修理 普請 申 付 候 剥、 兩人か はるぐ 折々 出様 子 見 計、 奉行 人 無 油 斷樣に 可. S. 付 

右條々 相 守、 諸 寺社， に 可 申 渡 者 也。 

(利 常) 

慶 安五 年 九月 廿 五日  印 

岡 « 一  郞兵衞 殿 

お 卷藏人 殿 
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秋。 前 田 利 常 小 松 城內葭 島に 数寄屋 を 築く。 

〔三 奪 記〕 

承應 元年 江戶 より 御 歸國之 節、 御 大工 伊 右 衞門を 山 崎へ 被 遣、 遠 州の 指 圖之數 寄屋を 指圖被 

e 付、 御 大工 八 右 衞門を 南都へ 被 遣、 利 休 指圖の 数奇屋 を寫 させ、 直に 上方より 小 松へ 歸看 

す 0 此 二つ の 御數重 を、 九 里覺 右霄 本淸 一二郎に 被 仰 付、 其 年 秋 中 へ 懸て爲 作らる 、。 

御橫 目に 篠原大 學を被 仰 渡、 作 事 毎日 見廻り 申さる、。 利 常公每 H 御 出被爲 成、 山 崎 松屋 源 

三郎 すきや を 遠 州 座？ 申け り 。其 時に 山 本 淸三郞 に ほ 石の 御加增 にて、 二百 五十石に 成り 

御 小姓 組に 被 仰 付。 

〔越 登 賀三州 志踺鬚 餘考〕  I  I 

承 應元 年 壬 養 四月 微妙 I 城、 誓に 茶室 を 造 事 ニ區、 其 一 は 小 置 州 好み 其  一 f 

休の 法に 傚 ふ。 

十月。 小 松の 同心 廣田源 太夫 切腹 を 命ぜら る。 

〔三壺 記〕 

小 松 町 同心 廣田源 太夫 事 

同年 十月 上 3 之 頃、 小 松に て 侍 屋數に 明 家 有り 0 是は 子細 有て 跡目な きの 家な bo 然る 故に 


たや 番に いやしき 佗人お 之、 うかれ 妻 を 5:^ き、 町人 ざ も 四 五 人出 入して 酒.：； を 催す 0 近所の 

もの 是を 見て、 人 あつめす る 寧に くき 仕 合 ，こて、 幾度 もし かり けれ V- も 事共せ す。 見れば 町 

人 見えつ る VJ て、 源 太夫に 申 けれ V> も 其 あらため もな く、 結句 源 太夫 は、 いはれ ざる 吟味 哉 

VJ あざ笑 ふよし を 聞いて、 近所 之 もの 腹 を 立、 頓て 書付 を以 言上に 及ぶ。 利 常 公 聞 召、 殊之 

外 成 御 立腹に て、 ^野 藤 左衞門 へ 被 仰 付、 町人 同類，..」 も 四 五 人 取て 籠 < ^被 仰 付、 岡嶋 兵^. 平 

^志 麼に被 仰 付、 家財 關 所し 符を 付け、 御吟 * の處 に、 町人，，、」 も、 廣田源 太夫 も 兼而 存知 之 

處 にて、 私 ざ もい たづら に 出合 仕る に 候 はす、 たや 番は rn 用す ぎの もの なれば 折々 や V 一 ひ 遣 

巾 候。 又 n: 用 を 頼 度 時分 は、 此者餘 人 を や VJ ひくれ 候 ゆ ゑ、 目 を 懸申候 由 中 上る。 淺野藤 左 

衞門 は、 終に 左様 之 出合 仕事 不存候 由 申 上らる. /-。 廣田源 太夫 は 藤 左衞門 殿へ 中 入た る. 

上る。 色々 御 吟味 候 處に源 太夫 は 町中よ，. > まひない を 取て、 不吟咏 する よし 上聞に 達す。 にく 

き 仕 合な り ，こて、 源 太夫 父 午 切腹 被 仰 付、 たや 番人 御 追放に て、 町人 ざ も いづれ も 小 松に て 

歷々 成 もの ざ も なれば、 出頭 衆より 宜被仰 上け るに や、 頓て御 赦免 被 仰 出、 忝舉存 けり。 此 

说田源太夫^^-、 町中より 銀 子 十 枚づ、 の 合力 銀 を 被 下、 さして 分際 もな き舉 公人に て、 町人 

，こいへ Vj も歷々 の もの V* も を、 家來 同事の あ ひしら ひ、 脇より 見ての 見ぐ るし さ、 然れ V- も 

町人 は猶 以て 頭 を 地に 付けて、 ばか いんぎんに うやま ひけり。 成程 位高に 犬へ いなれば、 町 

加 is; 藩 史料 第 三 編 承應 元年  三 八 七 
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人 共う やま ふ， >0 心得た る こそ、 おごりの いたす 所 なれ ど、 諸人に くまぬ もの はなし。 

是 歳つ 金澤城 中に 時鐘 を 置く。 

〔本 藩 歷譜〕 

承應 元年 壬 -&、 時鐘 を 鑄て 城 西に 置かる 0 

〔御 K 言覺 書〕  ， 

1 、 承 應之比 ハチ 覺申 候。 金澤 に初而 時鐘 被 仰 付 候。 有 時 久越於 御前 申 候 は、 今程 金澤 にも 時 

錡 被 仰 付、 宜 事に 御座 候 由 申 上 候 得ば、 何 之 能事 有 之 候 哉、 時鐘 無 之候而 茂、 成々 に 成 申 物 

に 候。 の 中 作法 等 宜成候 故、 時鐘 茂 無 之 得ば 難 叶 物 之 様に 何 茂存候 a 金澤 にて 有 之、 小 松 

に は 未. S. 付 候 得 共、 何，.」 ぞ 用事の 欠候事 も 有 之 候 哉，， ナ 御意 被 遊 候。 *i 〈時 久越御 尤成儀 之 由 御 

請 申 上 候。 

是歳。 大聖 寺の 足輕 盜を爲 して 摘 へられ 火刑に 行 はる。 

〔三壺 記〕 

大正 持に て 夜盗 共 捕 事 

同年 大正 持 御領 分 在々 所へ、 五 人 七 人の 同類に て 夜盗に 入り、 縛り S きて 取て 出る も あり、 

切 ころして R て ほく 時 も あり。 御吟昧 有て，/」 ら へん VJ すれ Vj もしれ ざり けり。 有 時下 粟^村 


の 肝 煎へ 押よ せて 切 ころし、 家に 火 を 懸け 立 返く 時 も 有り、 又 潮 *i 村の 肝 煎 兵 左衞門 所へ 七 

人 忍び入る 所 を、 亭主、 心得たり、 來國 光の 二 尺八 寸是に 有り、 一人 も あます 間 敷，、」 て、 刀 

をぬ き 出で ければ、 返 散して 見え ざり けり。 ^時 江 iJX, 詰の 足輕の 家へ a 入、 女，、」 子供 二人 切 

殺し、 家の 內に埋 て 家財 を 取、 まるげ 取て 行く。 玉 井 市 正 • 織 田 左 近 其 外、 にくき 次第.， VJ もな 

り、 いかにもし てあら はさん VJ、 日々 夜々 の 談合の 處に、 下 粟 律 村の； 6 姓、 其燒 込い 夜 人 か 

げを 見て、 大正 寺へ あ VJ を 付 入り 見て あれば、 渡邊 八右衞 門拜領 の足輕 町へ 入る VJ 見屆 て、 

凤：^束なくはぉもへ ざも、 卒度 家老 衆へ 內 通す。 渡邊八 右衞門 所に 馬 捕 0 耳の きこえぬ もの あ 

hyo 三年 耳 ふさがりて 更に 物 を 聞く 事な し。 此 もの 常に 人々 G 言 をき けば、 預り 足輕ざ もい 

たづら する，， J おも ひ 入りて、 猶耳 きこえぬ 牀 なりけ り。 盜人共 二三 人 寄 合 ひて、 彼 足 輕. い ($ 

へ 馬 捕 を つれ 行きて、 道具 を もたせ 來 りけ り。 猶 中間 は 知らぬ 姊 にて 何 を 預けて おかれた る 

や VJ しらぬ ていに もてなし、 是は 大事なる べし VJ、 俄に 耳 あきに 成りて、 渡邊 八右衞 門へ ひ 

そかに 品々 の 事を吿 知らせ、 我此 三年の 間 耳 をつ ぶして 罷 有る どい へ ざ も、 誠の 耳饕 にて 候 

はす、 それ 故 言葉の 末 を 聞き 請けて、 委細に 申 上る よし 申ければ、 八右衞 門、 よくこ そ 知らせ 

たれ、 » 耳 をつ ぶして をれ ど、 しばし 思案 せらる、 所へ、 御 家老 衆より 登城 あるべき よし 申 

來る 0 八右衞 門い そぎ 登城して 相談 を 聞き 屈け、 我等に 御 まかせ 候へ VJ て や ざへ K り、 大將 
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VJ か しづく 水 長 右衞門 VJ 云 ふ 足輕を 居間 迄 呼び、 愛へ 近く よれ、 御用 可 中 渡 どて、 近く，. J 

呼びければ、 足 輕脇指 をぬ いて わきに き、 そばへ よりけ る 所 を、 八 右衞門 押へ て繩を 懸け 

て、 奥の 露地 へ つれ 行き、 柱に く、 り 付けて S き、 又 中 林 彌七郞 を 右 之 通に してから め 取り、 

同所に く、 り 付け 置き、 四 人 迄 捕へ てく、 り 付け、 又 二人 は 式 +"5- に 帳 そろばん E き 勘定して 

有りけ る を 押 ふせ、 手 わけして からめ 取る。 六 人 之 內に盜 人の子 供 二人、 是も 家々 にてから 

め 取り、 十九 人籠舍 させ、 御 吟咏被 仰付處 に、 一 々白狀 に 及ぶ。 然る 所に うしほ づ兵 左衞門 

所へ 入りた る 事 を 物が たり、 いそぎ 兵 左衞門 をめ しふ を 以て 呼よ せらる。 兵左衞 門お も ひけ 

る は、 先年 金物. 土の 物に ふるき 道具 有 之ば、 早々 可. S. 上 どの 御 ふれな り、 來國 光の 御 たづ 

ねか VJ おそろしながら 罷 登り 候へば、 夜盗の s!- を 尋ねら る. いかにも 盗人 申す 通に て 御座 

接。 則其國 光の 刀 を 指 上申す，. J て 指 上る。 手柄 をいた し 盗人 を 追 返す 事 、比類な き 次第な り 0 

刀 を 上ぐ る 代 VJ して、 銀 子 五十 枚 被 下て 歸， 0 けり。 さて 九 人の 夜盜ざ も、 下 口  _ い 山際へ なら 

ベて 火 罪 被 仰 付、 幼少の 男子 を盜人 V- もの 目の前にて 前 を 討ち、 おや/、 になげ 付ければ、 

其： J:: を か へて、 くろやきに 成りて 死にけ り。 それより 盗賊 人 少しもな く、 御領 分の もの ざ 

も 心 やすく 臥に けり。 其 翌年 は 飛 iS 守 利 治 公、 御 所 入 不如意に て、 中納言 へ 御意 を 得さ 

せ 給 ひて、 一 萬 五千石 分 御 家中 金 澤へ被 召 寄 人々 は、 玉 井 市 正 .織田 織 部 ..H 比 五兵 衞. 水 越 三 


II 


右衞 門. 杉 谷 九左衞 門.； 牛 野 源 左 衞門. 水野內 匠. 長屋 五 郞左衞 門. 長，.^ 源右衞 門に 毛 利 又 助. 

渡^^八右^^^！門、 綱 利 公より 扶助な し 下され、 忠 勸油斷 なかり けり 0 

是歳。 前 田 利 常 越 中 新 川郡大 岩山 日 石 寺 を 祈願 所と す。 

〔寺社 來歴〕 大 岩山 日 石 寺由來 

1 、 S 安五 年從 微妙 院樣、 加 賀守樣 御 祈願 寺に 被 仰 付 御 事。 

1 、 不動 堂並拜 殿. 奧院. 鐘 突 堂 御 建立、 山林 竹 木 居 屋敷 並寺領 知、 從 微妙 院様被 仰 付 候 御 

一 、 客殿 庫^ 以下、 寬文ニ 年に 御 建立 被 仰 付 候 御 事。 

承應ニ 年 

正月， T 五日。 前 田 利 常加賀 河北 郡大熊 村の 十 村 兵 右 衞門を 扶持す。 

〔加賀 古文書〕  \ 

加州 河北 郡 持 高 之內、 一 町 三 反 三十 ニ步、 物 成 二十 俵 0 

右 者 所し まりの 爲令 扶持 者 也。 

承 應ニ年 正月 十五 日 

十 村 肝 煎 大熊村 兵 右衞門 

加賀藩 史料 第三 編 承 應ニ年  三 九 一 


三 九 二 


正月 4> 六日。 越 屮新川 郡 陀羅尼 寺 村の 十 村 九 郞左衞 門 等 扶持 を 給 は 
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〇 


广 T^.KrNrr 一  IP. 


る を す 

三 十 俵 

二十 俵 

二十 俵 

二十 俵 

二十 俵 

二十 俵 

四十 俵 

二十 俵 

二十 俵 


物 成 

间 

同 


右 之 通、 私共 持 高 之 內致拜 領_ 

人 候 共、 身 を 痛 可 申 与 不奉存 • 

一 正月 十六 nz 


ご 


斤 II Kr 

菊" 君 

同 郡 

北 君 

石 川 郡 

中 郡 

同 ^ 


ら にじ 付 


同 郡 

石 川 郡 


江 

戶 

田 


上 村 

匕 匕、- 寸 


御 印謹而 頂戴 仕 


九 郞左衞 門 

三 郞左衞 門 

兵 右衞門 

庄兵衞 

次 郞右衞 門 

又 兵 衞 

< ^兵衞 

五兵 衞 

難 有 H<4V:; 加 至極^ 存候。 此 上お^ 水 之 中ね 


ネ 


ネ 


出 村 

中 村 

^ ネ 


難 有 奉存候 0 乍 憚可然 « 被 仰 上 可 被 下 候、 以上 _ 


伊藤 內 膳樣 

W 本淸 三郞樣 


菊 地 大學樣 

正月。 十 村 等 郡內巡 廻に 際し 鏠を携 ふる を 許さる 

〔十 wffi 記〕 


覺 

、御 鍵 一本 御馬 一疋 

、御 ii 一本 

、御 一疋 御 縫 一木 

、御 键： 本 

、御 鍵： 本 

、御 Si  ： 本 

、御 鎚： 本 

加 藩 史料 第三 編 承 應ニ年 


卢出村 

宮丸村 

田 中 村 

An?  寸 

下條村 

C 匕 匕 i 寸 

T\ 有. kr 

御供田 村 

熱 野 村 

田 井村 


又 右衞門 

覺 兵 衞 

次 郞右衞 門 

瀨兵衞 

右衞門 


丘 

五 


兵 

兵 


三 九 三 


三 九 四 

一 、 0S  一  k  04  一  H 

符 its  ！  ^  i  I ス 

1 、 御鐽 一本 御^ 一疋 

一、 御鏠 一本 只今 富 山 御領 

1 、 御 鍵 一本 

右 承 應ニ年 正月 小 松に 而拜領 仕 候。 御 郡 廻り 申 時分 爲持可 申 被 仰 出 候。 

〔元 祿六年 出 村 又 八 書 出〕 

御 扶持 人 十 村 御城 中高 足 仕 候義、 並 御 料理 顶戴被 仰 付 候 年 號御尋 に 御座 候。 高足 之 義は留 も 

御座 候へ 共、 私共 先祖 慶長 年中より 十 村 役 被 仰 付、 正 保 之 比より 御 改作 被 仰 出 候御檨 子に 而、 

右 御用 相勸、 御城 中へ 罷 登り、 小 松 御城 御 夜話 等に も罷 登り 御 次， に罷 出。 承應 元年 1^ 出 村 又 

兵衞. 田 中 村 角 兵 衞十村 頭に 被 仰 付、 同 二 年 右 兩人御 扶持 •  頂戴、 同年 御お. 御 槍 等 も 拜領被 仰 

付 攸義、 先祖 之 者^ 書內に 御座 候。 右 之 趣に 而御次 等へ も 度々 罷出候 義に候 得 者、 高足 仕 « 

義 ど舉存 候。 • 

〔^！^^通載〕 


嶋尻村 刑  部 一 

二 塚 村 又 兵 衞 

一 

だらに じ 村 九 郞左衞 門 一 

上 飯 野 村 三  助 一 

Ivu  ^  一二 良. ki 紅 P: 


1 、 承 應ニ年 正月 於 小 松、 十 村 共 之 內御鎚 拜領被 仰 付 候 0 其 節 御 wsr 付扣 等、 出 井村 次郞 十；ロ 

方に お 之 候。 其 後 十 村へ 御 键等拜 領之義 無 之 候。 貞享 年中 十 村 由緒 御 改有之 候。 尤 微妙 院 

御代 御 扶持 被 下 候 者 共、 御 郡々 より 書 上る 0 右 帳 而之扣 別册に 有 之 候。 

一 一月 十五 日。 鯨の 浦 方に 漂着した る 際 分配す ベ き 比率 を 能 登の 十 村に 諭 

す 0 

〔丄 5i??M 一一に」 

浦 方 寄 觫 割符 御定 

1 、 五步、 K 寄 申 在所 0 四步、 K 寄 申 左右 六ケ 村， s:。 一  步、 寄 觫 在所 後三ケ 村， に0  \ 十ケ村 

割符 之 事。  - 

三 ケ國浦 方 寄 鯨 有 之 時分 割符 仕樣 御定  一 

一 、 鯨 寄 候 居 村ね 十 步之圖 を 以五步 可 被 下 候 事。 

右 居 村： m ならび 兩脇 三ケ村 宛六ケ 村， に 二 步宛。 三ケ 村つ ゾき無 之、 二 ケ村在 之 候 而も 同前 之 

一 、 居 村 近所 I 方 三ケ村 一 步宛可 被 下 事。 

右 之 趣 被 仰 出 候條、 可成 其 意、 鯨 寄 候 は >\ 御 在國之 時分 は、 早々 小 松 可 申 上 候。 御 « 守 之 
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三 九ふハ 


間 はまと 訓 

み 港 狩.^ い 


宇川に^ 川 


tJHm 岡 s  - ー寫ぉ 曾る 0 

IIS  H. 針 t 夜 矿ズ 


刻 は、 此方ね 可 及 案內者 也。 

承 應ニ年 二月 十五 n 

能 州 四 邵十村 中 

一月 十 A 日。 德川家 綱、 

〔德川 實紀〕 

二月 十八 日 松： 牛 犬 千代 はじめ、 御 使 もて 鶴 給 はる もの 五 人。 

一月 十 人 日。 能 登 鳳 至 • 珠洲 一 一郡の 間 役人 を 命ず 

能 州 奥 郡 間 役人 

輸 a  安藤 加 右衞門 

甲  村 肝 前 一 左 籐兵衞 

宇出^  彌三 右衞門 

木 十 村 五 郞右衞 門 


/ 


中 


宇 


眞 

立 


居 


壁 


奥 


〇 


山 

ネ 


0 路 村 肝 煎 孫 右衞門 


叶 ^ 

う 村 

.1^ 月， -8" 

.4r 月. IB: 


右 近 

河 內 


三 右衞門 

淸左衞 門 

六 兵 衞 

次 郞兵衞 

勘兵衞 


斤  ITT  寸 HI .3 


饭 3 上 m- 飯 3 町 淸 兵 衞 

三 崎  重 左衞門 

七 郞左衞 門 

S  0  權丞 

鹿磁  藤 右衞門 

,rs  ^  十お  ^  き P 


0 島 

の ろ し 

高 屋 

皆 月 

刃 也す 

9 ス 


十 村 七兵衞 

長  丞 

十 村 九 郞右衞 門 

五 右衞門 

肝 煎 九 郞兵衞 


ネ 


右 之 通 被 仰 付 候條、 御 定之通 間 役 取 立、 金 森 長 右衛門. 松宮 權右衞 方へ 可 相 渡 候、 以上 0 

承 應ニ年 三月 十八 日  伊藤 內膳判 

山 本 淸三郞 判 

菊 地 大學判 

安藤 加 右 衞門殿  - 

右 姓 中 

一月 十九 日。 前 田 利 常 能 登 七 尾の 永見屋 助右衞 門に 先例に よりて 宅地 及 

び 田地 を與 ふ。 

〔能 登 文書〕 
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三 九 八 

任 天 正 十 年 九月 先 判 之 旨、 居 屋敷 分 ぼ 五十 步並 田地 三 反 令 扶持 訖。 全 可 進 返 也。 仍如 伴。 

R 常) 

承 應ニ年 三月 十九 m  判 

能 州 七 尾庄 氷 見屋助 右衞門 

三月 廿 一 日。 前 田 利 常 先例に 據り能 登 鹿 島郡鵡 浦の 右衞 門に 一 宫 神事の 

鵜 を 捕 ふる が爲 土地 を 扶持す。 

〔國 初遗 文〕 

任 天 正 十三 年 先 判 之 stl、 能 州 一 宫 神事 爲鵜 田、 二 反 之地充 行訖。 全 可 進 返 也、 仍如件 0 

承 應ニ年 三月 廿 一日  .  判 

能 州 鹿 島 郡 鵜 浦 右衞門 

三月 廿ー 一日。 前 田 利 常 能 登 羽咋郡 上田の 舞々 三郎 太夫に 居 屋敷 を與 ふ。 

〔國初 遣 文〕 

於 能 州 羽咋邵 押水庄 上田 村 居 屋敷 三百 五十 步之 所、 任 天 正 年中 先 判 之 32 宛 行訖。 諸 役 等 無 相 

述令免除^^也。 仍如 件。 

承 應ニ年 三月 廿ニ H 


舞々 三郞 太夫 

•W 磨 十四 年 ffi 蹟等 調書 云、 能 登 國羽咋 郡 上田 村 舞々 三郞 太夫 御 印 引 屋敷 高 - 石 七 斗 五 升。 按 

に 右 は 天 正 年 屮高德 公判 書 を W 諸 役 免除 被 命處、 書 紛失 等に て 更に 微妙 公より 賜りた るな 

るべ し。 されば 右三 郞 太夫 は、 高德 公の 時 扶持し 給へ る 幸 若 太夫に て、 天 正以來 羽咋郡 上田 

村に 居住した る 者な らん か。 

四月 入日。 西本願寺 光 圓書を 前 田 利 常に 致して 越 中 射 水 郡 古 國府勝 興 寺 

の 殊遇 を受 くる を 謝す。 

〔越 中古 文書〕 

尙々 勝 興 寺へ、 過分の 屋敷 被 遣、 色々 御 懇之通 具 承、 萬 事 大慶 不過之 候 ◦  -3: 追而可 申入 候、 

以上。  . 

近： n 江戸へ 御 立 之 由、 御 苦 身 令 察 候。 爲御 見廻 以使礼 申入 候。 仍 扇子 二 箱 進 候。 書 昔 之 

驗迄 候、 恐々 謹言。 

卯月 八日  本 門 光圆判 

小 松 中 納言殿 玉 床下 
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四 〇〇 

四月 廿 三日。 前 田 利 常參覲 したる を 以て 德川家 綱に 謁す。 

〔御 日記〕 

四月 十二：： ：o 小 松 中 納言利 常 參勸之 由 也。 

四月 十八 日 0 小 松 中 納言去 十二 日就當 着、 上使 松； 牛 伊豆守 信 綱 を 被 遣。 

四月 廿 三：： ：0 今日の 參勸衆 御 f おは、  . 

金 十 枚. 抬十. 八講 五十 疋. 鮫廿 本. 虎 皮 五 枚。  松 平 肥 前 守 

六月 廿ー 一：！：。 前 田 利 常 越 中 礪波郡 中 田 川の 浚渫 を 命ず。 

〔國 初遗 文〕  . 

辨財天 之 上、 中 田 川 ど柳瀨 川へ わかれ 候 所、 た、； -今は 大分に や なぜ 川へ 水來、 中 田 川へ すく 

なく 水 落 候よ しに 候 間、 中 田 川 水 多餘候 様に、 瀨を さらへ させ 見 可 申 候、 以上 0 

- .  (利 常) 

六月 =p  二日  印 

二 塚 又兵衞 

0. 出 乂右衞 門 

下 條 瀨兵衞 

越 小 地名 考云、 庄川は 水源 飛 IS 國 高山より 出で、 五ケ山 之 山中に て 数 川 合流し、 K 川の 地に 


て 初て 山 を 離る 故に、 此 處を庄 川の w 喉な り VJ 云。 依て 此地を 辨才天 前 ど 呼べり 0 是庄川 

第 一 の 普請 所に て、 堤防 堰壤の 構 堤 容易から す。 

一 、 寶暦 十四 年 傷 等 調書 云、 庄辨才 天 .庄 金剛 寺 村倾. 庄川 中島 東西 十 間 程 南北 二十 間 程 也 0 

松 竹 槻棬等 生 茂 居候。 惣川之 中に 成、 洪水 之 節 も 水 乘不申 候。 

1 、 三壶記 云、 天 正 十三 年 十 一 月廿 七日 殊之外 成 大地震に て、 木 船の 城 を ゆり 沈めたり 0 此 

日の 地震に、 庄 川の 河 上 山 一 っ闕 て、 庄 川の 水口 をふさぎ ければ、 庄川は 河原に 成たり 。老功 

の 者 申 は、 此水 一度 は 流れ出るべし 。其 時 川緣の 在々 は 押 流されん 事 必定 也 VJ 云 ま、 に、 增 

山. 宮 山. 佐賀 野へ 立 退き たれ ざ、 水口の 闕山兩 方に きれめ 出來 し、 水 自然 流れ出で たり 0 

此時庄 川の 水口に 辨才 天を勸 請して、 今に 辨才天 山，.」 呼べ り VJ 云 々o 

一 、 越 中 地名 考に、 或 書記 云、 往古 は庄の 辨才天 前より、 西の方 高瀬 村を經 て、 野 尻 川. 福 光 

川へ 落 合、 川 崎 村の 北淸水 村. 本鄕 村に て 一川，， J 成、 是 より 小 矢 部 川 VJ 唱 へり。 然るに 應永三 

年 六月の 洪水に、 遙か 東の 方へ 決水して、 中 村 川. 千 保 川へ 落 重りし VJ い へ， 00 

閏 六月 廿 入日。 百姓の 取扱に 關し能 登の 十 村 等に 令を傳 ふ。 

〔筒井 氏舊 記〕 

一、 開 作 地 在々 御 借物 等、 急々 取 立 百姓 之 勝手 惡、 迷惑 仕義、 縱御舉 行. 御 代官 中より 申 渡 
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四 〇 二 


餘魔は 多分 

の 意 


靑 山 織 #t  # 


候 共、 品 取 立 申 間 敷 候 事。 

一 、 りちぎ 成 百姓 は、 公義 を 大事に 存、 手前 無 之 候ても、 御 收納方 を 《 にいた し、 R 今上 候 

半 VJ 申 者 可 有 之 候。 又大 ちゃく 成 百姓 は、 作り 餘慶 候ても、 納所 難 成 可 申 候 間、 左 e の 所 能 

々念 を 入、 見合 次第 百姓 成立 候 樣指引 可 仕 候 事 0 

一 、 . ^々耕作 かせぎ、 無 油 斷情を 出 候 様 可 申 付 候 事。 

右 被 仰 出 候 趣 可 得 其 意 候、 以上。 

壬 六月 廿 八日 

御 扶持 被 下 候 十 村 中 

右巳 七月 十九 日 宇 出 に而 S 戴、 御 本紙 は 宇 出 » 御 土" 

七月 三日。 前 田 利 常 翥を德 川 家 綱に 献ず。 

〔徳川 實紀〕 

七 nc 三日 小 松 中 納言利 常 卿より、 鳥 羽 僧正 書 馬の 軸物 を献ゃ .0 

九 弓 十一 一日。 富 山 侯 前 田 利.^ 日光 社 參の爲 に 暇 を 賜 ふ 

〔御 日記〕 

九月 十二 日 松 • 牛 淡路守 B 光 參詣之 御 暇 被 下 之 0 


> 有 0 


木 文 は 誤な 

る ベ し 利 常 

此^ 在府な 

れば なリ 


九月 廿 四日。 大聖 寺 侯 前 田 利 治 就^の 暇 を 賜 ふ。 

〔御 日記〕 

九月 廿 四日 御 暇 出 申 衆 は、 

御 小袖 二十  松 平 飛驊守 (以下 人名 略) 

右 之而々 明廿 五日 登城 可 仕 之 由 也。 

十月 十六 日。 德川家 綱、 前 田 利 常に 鶴 を 贈る。 

〔德 川實 3i〕 

十 一 月 十六 日 小 松 中 納言利 常 卿. 松 平 越後 守 光長へ 御 使して 鶴 を 給 ふ。 

〔德川 實紀〕 

十一 月廿 九日。 け ふ 小 松 中 納言利 常 卿 はじめ、 封地に 鶴た ま はる もの 四 人。 

十 一 月 十 入日。 德川家 綱、 前 田 綱紀に 鶴 を 贈る。 

〔德川 實紀〕 

十 一 月 十八 日 0 け ふ 御 使 もて 松 平 犬 千代 はじめ、 鶴 賜 はる もの 四 人。 

十 一 月廿 九日。 金 澤の酒 肝 煎 酒價を 定めて 屆 出づ。 
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〔小 松 德記〕 

就 御 尋乍恐 申 上 候。 

一、 g ート .；^「，4| 此代取 込 銀 七 分 宛、 

一 S  -  ？ み  1 巧 今 升 米 二 升 四 合 代。 

右 者當月 十：：： より 直 段 極り 申 候 0 米 之 直 段 一 懐 を 小 舛六斗 五 升 与いた し、 朱 封 十六 匁、 此步 

一 割半掛 候而、 こま 銀 十八 匁 四 分に 成 申 候 0 此銀右 六 斗 五 升 之 舛數に 割 候 得 者、 小舛 一 升 之 

米 二分 八 厘 三毛に 當り申 候に 付、 定之ニ 升 四 合に 掛申候 得 者、 六 分 八 厘 与 成 申 候。 然處 跡々 

之 御 算用に 茂 六 厘. 七厘まで は 五 厘に 立、 八 厘. 九 厘 は 一分に 立來 申に 付而、 七 分に 賣申 候、 

以上 0 

承 應ニ年 十一月 廿 九日  金 澤酒肝 煎 太 郞兵衞 

町 御 奉行 樣 

是歳 領內十 村の 一 部に 收納 代官 を 命ず。 

〔媳 生氏覺 書〕 

一 、 承應ー 一歳より 十 村ね 御 代官 被 仰 付、 萬 治 元年 御領 國 一 統十 村ね 御 代官 被 仰 付、 侍 御 代官 

とり 申 候 0 

是歳。 大聖 寺 侯 前 田 利 治の 從士を 減じて 加賀 藩に 屬せ しむ。 


今年 は承應 

二 年 


^部ば 渡邊 

なるべし 


午 左衞 門と 

わる は 平 左 

衞 門なる ベ 

し 

由 井 は 由 比 


〔慶 安四 辛 卯年 云々 抄〕 

今年 大正 持 利 治 公 御 勝手 就 不調 知行 高 

玉 井 市 正 

水 野內匠 

織 田 八 太夫 

平 野 源 左衞門 

改 田 午 左衞門 

宮北 彌兵衞 

由 井 五兵 衞 

^ 田 喜 左衞門 

毛 利 義太夫 

長 屋 源 右衞門 

佐 賀 次 郞兵衞 

山 本 孫 右衞門 


五百石 

三百 五十石 

三 百 石 

二で：： 五十石 

二百 石 

二百 石 

五十石 

W 五十石 

百 五十石 

百 石 


富 山より 被 召 寄 面々 
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萬 五千石 分 侍廿四 人金澤 へ 被 召 寄 面 々o 

織 田 織 部 

渡 部 八 右衞門 

五百石 鶴 見 勘 助 

三百 石 江尾才 記 

三百 石 水 越 三 右衞門 

二百 石木 村 宇 左衞門 

二百 石 杉 岡 九 左衞門 

百 五十石 河 地 九 右衞門 

百 五十石 吉田 治 右衞門 

百 五. 十 石 小 森 四 郞兵衞 

百 石 佐 久間長 右衞門 

百 石 毛 利 亦 助 

四 〇 五 
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那 古尾 藏人  松 平 久兵衞 

丹 羽織 部  馬場 孫 左衛門 

堀 才之助 

承應 三年 

正月 四日。 越 中 礪波郡 井波 町 本年の 豆腐 稅を 定め、 又 猥に之 を 製造 販賣 

VT る ， J  -LU を 林 1^ ず 〇 

〔越 中古 文書〕 

承應 三年 分 井波 町 豆腐 役、 朱 封 銀 七十 目に 御請 可 仕 旨、 書付 上 候 之條、 則 申 付訖。 豆腐 寸法 

並賣直 段、 跡々 より 可爲如 有來。 自然 役人 之 外、 猥 豆腐 商賣仕 もの 於 有 之 は、 相 改急度 可 申 

上。 右 運上 銀 來る十 一 月 中に 指 上可遂 皆濟、 追 而御印 申 下 可 遣 之 者 也。 

午 正月 四日  小 寺 甚右衞 門 判 

田 二 郞左衞 門 判 

井波 町 源 右衞門 


肯吳 ゼ廿ニ 文政 
なろ 七年^ 隣 
h  I  n 十ズ お雪 B 
ベの 附ニ承 I こ 
し は と 月應此 


；止月 十一 一日。 前 田 綱紀 柳營に 於いて 首 服し、 諱を綱 利と いひ、 一止 四 位下 

左 近衞權 少將に 叙任 せらる。 

〔te 川 實紀〕 

正月 十二 日 松； 牛 犬 千代 服 加 へられ、 御名の 一字 給 はり、 正 四 位 少將に 叙任し、 加 贺守綱 利 

，に，. -稱 す 。よって 綱 利より 國 安の 太刀. 金 五十 枚、 綿 五 ぼ 把 さ、 げ 奉る。 御盃 に來國 次の 

御 脇差 給 はる。 祖父の 中 納言利 常 卿 も 太刀 • 金 十 枚. 時 服 十 さ S げ 謝し 奉る 0 一門の 輩 もお な 

じ 0  . 

〔古文 章〕  . 

松； 牛 加 贺守正 W 位下 少將被 仰 付 候條、 口宣 儀傳奏 衆へ 被 申入 相 調 候 之 樣尤に 候。 恐 々謹言。 

正；：：： 十二：：：  阿部 豊後 守 

松 平 伊豆守 

酒 井 雅樂頭 

板 倉 周 防 守 殿 

〔御 H 記〕 

一 、 十二： n 松； 牛 犬 千代 元服 御禮、 官位 被 仰 付。 
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金 五十 枚. 綿 五 百 把. 御太刀 國安 献上。 

御 諱字並 御 脇差 一 一字 國俊 拜領。 

正 四 位少將 松 平 加 賀守綱 利 

金 十 枚. 小袖 十. 御太刀 秀光 献上。 

小 松中納 言 

〔金^ 市中 古文書〕 

今： Z 犬 千代 元服 被 仰 付、 御 字 被 下、 名乘綱 利、 正 四 位 少將加 賀守被 成 候。 中將 にも 可 被 仰 付 

被 思 召 候 得 共、 其 段 就 難 被 成、 一 階 御 進 被 成 由 上意 候 0 於 御前 首尾 無 殘處、 大慶 不過之 候 0 

右 之 通 家中 之 面々 可 申 聞、 何 茂 二 九ね 寄 合、 酒 を 給 悅可申 候、 謹言。 

正月 十 In  肥す 

本 多 安房 守 殿 長 九 郞左衞 門 殿 

前 田 三 左衞門 殿 橫山左 衞門殿 

前 田 對馬殿  小 幡宮內 殿 

前 田 丹 後 殿 律 田 玄蕃殿 

奧村 因幡 殿 


〔三壺 記〕 

犬 千代 樣御 任官 之 事 

承應 三年 甲 午 正月 十二 日 犬 千代 樣御年 十一 歳に て、 加 K 守 四 位 少將に 御 任官 被爲 成、 利 常 公 

VJ 御 同道に て 御 登城 被 成、 口宣の 御 書 御 頂戴 あそばされ、 公方 樣 より 來國 次の 御 腰 物 御拜領 

被 成、 御上 尾 敷に て 御 一門 御 出入 衆、 千秋 萬 歳の 御 祝儀 萬々 之 俄、 神 田 Q 御： lie 敷へ 入らせら 

れ、 御 一 門 御 出入 衆不殘 御來驚 有て、 京都の 役者 も 相 詰たり。 五々 三の 御 振舞の 上に 御酒 盛 

に 成、 役者 立て 仕舞 を 仕る 0 御代 を 治め 給 ふ 事 六 萬 八千歳，. J かや 0 御 祝言 半の 時分、 蓬萊山 

の 御 1^ の 臺中納 言 様より 加 賀守樣 へ 進 せらる. 其 時 太郞作 正宗の 御 腰 物. 愛染 國 俊の 御 脇 

差 を、 岡 田將監 披露に て 御 頂戴 あそばさる /-。 百 嫁の 侍 從利次 公より 來國行 御 腰 物、 安藝 侍 

從 光盛より 二字 國俊、 彈正忠 光廣より 長 谷 部 國重を 被 進。 少將樣 より 公方 樣へ 粟田口 國安、 

中 納言樣 へ 一文字、 淡 路檨へ 新 藤 五 國廣、 安藝 樣へ 長吉、 禪正樣 へ 二字 國俊、 何 茂 御 脇 指 を 

御 進上な り。 利 常 公より 公方 樣へ、 備前秀 光の 御 脇 指に 御 襟 肴に て 上させら る。 今 枝 部 を 

初 時分 御屋敷に 有 合 ふ 人々、 御步 行. 算用 人 を 御 振舞 被 下。 此 迄 御 幼君に てまし ますに、 か 

く 御成 長なら せられ、 此御 祝儀に 逢 ひ 奉る 事 誠 以難有 奉存事 かぎりなし。 それより 中年 三年 

過、 萬 治 元年 十二月 廿 七日に 四 位の 中將に 任せられ、 綱 利 公 ど 申 奉る。 千秋 离歲 萬々 歲 VJ 上 
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下押なら ベ て 悅び舉 る。 

〔慶 安四 辛 卯年 云々 抄〕 

承 應三甲 年 正月 十二 日 京都より 口宣 下着 御 項 戴 可 有 之 33 にて、 綱 利 公 御 登城、 于 時御歲 十二 

也。 利 $^ 公 御 同道 也。 公方 様より 爲御 祝儀、 來國次 之 御 腰 物 御 拜領、 « 御禮 粟田口 國安之 御 

刀 御 献上。 利 常 公より 備前秀 光の 御 脇 刺 並 御 樽 肴 御 献上 之。 此時在 江戶之 御家來 下々 迄 御 振 

舞 被 下 0 利 常 公より 綱 利 公へ、 太郞作 正宗の 御 腰 物、 愛染 國 俊の 御 脇 刺 を、 岡 田將監 殿を以 

被 進 之。 富 山 利 次 公より 來國行 御 刀 被 進 之。 安藝 光盛 公より 二字 國俊御 刀 被 進 之。 同 御 嫡^ 

正 光廣より 長 谷 部 國茂刀 被 進 之。 綱 利 公より 利 常 公へ 一文字 御 刀 被獻。 利 次 公へ 新 藤 五國腐 

御 刀 被 進 之。 安藝 少將 殿へ 長 吉御刀 被 進 之。 同彈 正殿へ 二字 國俊御 刀 被 進 之。 

四月 廿 七日。 前 田 利 常 就 封の 暇を受 く。 

〔御 日記〕 

一 、 廿 七， 日 御 暇 被 下 候 衆。 

銀 五 H 枚 抬 五十  松 平 肥 前 守 

四月。 領内の 神主に 組合 を 組織すべき を 命ず。 

〔阈事 雑抄〕 


加^せ は 綱 

紀中納 一； H は 

利 常 


—：i ：々 


のちり 神主 候 は、 、加 賀守檨 御領 分 相改、 組合 可 被 申 付 候。 中納言 樣御 歸國已 


承應 三年な 

リ とわり 


前に 帳 可 指 上 候、 以上。 

加 賀守樣 御領 分 越 中 神主 共 組合 申 付、 人々 爲致判 形、 兩人之 奧判を 調、 帳面 二 册可指 越 候 Q 

帳面 調 樣之義 は、 案 紙 遣 候 間 可 有 其 意 得 候。 帳面 出來候 者、 早々 可 有持參 候、 恐々 謹 一一 一一 so 

四月 廿 五日  St- 木 右衞門 判 

葛 卷藏人 判 

爐生神 生 

. 高 岡 稻荷神 生 豐後殿 

〔國事 雜抄〕 

1 、 今度 組合 之 義被仰 出 候而、 其方 VJ 我等 一  所に 與合被 仰 付 候。 然所私 下 神主 共 之 義に付 

て、 以來 何様 之 出入 又は 御法度 相 背 申 趣 御座 候 共、 我等 手前に て 致 吟眛、 其方へ は少も かま 

はせ 申 間 敷 候。 則 寺社 御 奉行 檨、 旁 茨木 右衞門 殿. 山 森 吉兵衞 殿、 何 茂 御前に て 書付 相^ 巾 上 

候 儀 は、 違背 申 間 敷 候 ◦ 爲其 一 筆 如 件 ◦ 

承 鹿 三年 十二月 廿 一日  黑津舟 神 生 瀨 兵 衞 判 

寺 中 神主 
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將 監殿 

權 丞殿 

七月 廿九 日。 諸 給 人の 下 代 を 知行 所に 遣 はす を 禁ず。 

〔理麈 集〕 

爲 御意 急 度 申入 候。 三ケ國 改作 地 村々 ね、 諸 給 人中より 下 代 等 遣 之 申 間 敷 候。 滯儀 於お 之 は、 

其 手 合く 改作 御 奉行 迄 可申斷 候。 向後 改作 地， S 下 代 共 遣 之 候 給 人 有 之 候 者、 百姓 方より 急 

度 可. S. 上旨 被 仰 付 候 間、 右 之 趣 被 得 其 意、 御 家中 一 統に可 被 相觸旨 被 仰 出 候、 恐 々謹言。 

承應 三年 七月 廿 九日  奥 村 因幡 

津 田玄蕃 

前 田 三 左 衞門殿 

本 多 安房 殿 

前田對 15^3- 殿 

長 九 郞左衞 門 殿 

奧村 河內殿 

橫山左 衞門殿 


小幡宮 內殿 

七月。 前 田 利 常 千 岳 和尙を 以て 加賀 河北 郡 傳燈寺 村傳燈 寺の 住持たら し 

む 0 

〔寺社 來歷〕 傳燈 寺由來 

S 應. =:i^ 發寺問 山 佛林惠 ：：： 禪師、 時代 は延慶 元年に て 御座 候。 自是至 今年 數凡三 W 七十 八 年 

に 成 申 候。 開山 之 傳記等 無 御座 候 故 委細 不申上 候 0 從 中興 開山 之 由 來申上 候 0 微妙 院樣小 松 

に 御 在 無 之 御 時、 千 岳 者 余 澤泉野 寺 町 少林 寺に 罷有 候。 從 微妙 院樣被 仰 出 者、 千 岳に 不替弟 

子 一人 指 1?^^ 得 與申來 候。 其 時 千 岳より 爲使僧 弟子 P^M を 小 松へ 遣 申 候。 然處從 微妙 院樣、 

^田 故 玄蕃を 以被仰 出 は、 傳燈寺 を 千 岳に 可 被 下 思 召に 候 間、 千 岳 如何 可 申 候 哉、 早々 罷歸 

千 岳に 御意 之 趣 可 申 伸 之 旨 被 仰 渡 候。 其 時 見 寵申上 は、 傳燈寺 之義、 根本 紀州 由^ 之 興國寺 

法 國師之 派に 而 御座 候 得 共、 R 今 者 傳燈寺 本 寺 紀州由 良 之 興 國寺茂 從紀州 « 再興 被 成、 拙 

共 本 寺 妙 > ゆ 寺 末寺に 被 仰 付 候 間、 千 \$ 違背 者 申 上 間 敷，. J 存候得 共、 早々 罷歸千 岳に 御意 之 

趣 可 申 聞 V」 申 上 候 0 重 而^ 田 故 i>i 蕃を以 被 仰 出 者、 傳燈寺 本 寺 由 良 之 輿國寺 さへ 妙 心 寺 末寺 

に 成 申 上 者、 傳燈寺 之 儀 者 不及申 事に 候 間、 罷歸千 岳に 御請 上 候 得，. J 被 仰 渡 候 0  W 見 « 罷 

歸、 千 岳に 御意 之 趣 爲申聞 候 處に忝 奉存、 千 岳 小 松へ 伺 公 仕 御請 申 上 候。 右 之 趣 微妙 院樣被 

加賀藩 史料 第 三 編承應 三年  四 一 三 


四 一四 

聞 召 上、 茅葺 古寺 御 種捨、 御 再 與新敷 御 建立 被 成、 其 上寺領 四十 石 御 加增、 先知 引合 百 石 之 御 

1 行 千 \iwE (戴 仕、 承應 三年に 千 岳 入 寺 仕 候 0 傳 燈寺者 微妙 院檨御 取 立 被 成、 千 \1S に 被 下 候 故、 

傳燈 寺屮與 開山 者 千 岳に 而 御座 候 0 千& 住持 之 內小松 へ 御 召、 度々 時 服. 御藥子 並に 味 雲亭ど 

三 字 有 之 額 を 拜領仕 候。 拆又千 岳 金 澤に罷 有 候 時、 從 天子 紫 衣 頂戴 仕 候。 右 種々 忝 奉存、 老 

衰仕候 得 共傳燈 寺に 六 七 年 住持 職 相勸申 候。 漸及 八十 歲 申に 付、 住 待 職 難 勤 を以、 至當 御代 

に B 居 之 訴訟 申 上候處 に、 千 Is 願 之 通 弟子 見 龍に 後 住 仰 付 候。 見 龍 永々 住持 職 相勤罷 有候處 

に、 延资四 年に 隱居 之訴 a 申 上 候 得 者、 早速 願 之 通に 被 仰 付、 拙 僧 後 住に 被 仰 渡 候。 拙 僧 迄 

三代 相續仕 住持 職 相 勤 申 候。 開山 時代より 山林 竹 木 共に 附來、 if 目 正 御座 候。 于今 支配 仕 候 0 

制 礼 茂 被 下 置 有 之 候。 

一 、 緣起 寄進 狀等無 御座 候 以上。 

貞享ニ 年 二月 十二 傳燈寺 活 堂 判 

不破彥 三 殿 

富 田 治 部 左 衞門殿 

〔三壶 記〕 萬 治 元年 微妙 公 就 薨去 傳燈寺 千 岳 追悼 文 

去承應 W 午 之 秋 七月。 不意 呼 令 登城 Q 彼 隱居吿 曰。 當城 有故剎 Q 名 曰傳灯 Q 雖然 屋盧湫 溢、 


柱石 倾斜。 唯存故 基而巳 ◦ 若 作 和 上 終焉 地 者。 即可作 新矣。 天心 之餘咽 于老： 狀。 不獲 答而首 

肯焉。 同 八月 上句. 匠 作 $^ ち 打 鼓 普請。 善盡美 0 翌年 三月 落成 矣。 不移 時日 入 寺 0 

A 月 七日。 前 田 利 常 越 中 射 水 郡 古 國府勝 興 寺に 寺領所 附を與 ふ。 

〔勝 興寺藏 文書〕 

寺 領所附 之 事 越 中 

1 、 高 九十 一 石 一 一斗 五 升  氷見庄 矢 田 村 

免 五つ 

一 、 高 七十 五 石  同庄 古府 村 

a- 五つ 

高 \ 百 六十 六 石 二 斗 五 升  \ 

本 高 二百 石  1 

外 口 米定納 一 石に 付 八 升 宛 

夫 銀定納 kn 石に 付 ぼ 四十 目 宛 

但朱封 銀 春秋 兩度 0 

右 除 山川 竹 木 全 可 令 收納者 也。 
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古府 は古國 

府、 光昌 院 

は 勝 興 寺の 

住職 


(利 ta) 

半 


承應 一二 年 八月 七日 

氷見庄 古府 光昌 院  一 

八月 七日。 前 田 利 常 越 中 射 水 郡 永 見光禪 寺に 寺領を 寄進す。 

〔寺院 來歷〕 廣享ニ 年 光禪寺 由來書  一 

一 、 當 寺開關 者、 嘉 B 元年 開山 者璺山 和尙之 上足 明峯和 尙に而 候。 已 前より 傳候墨 付 之 物 無 一 

之 候 故、 檀越之 發起人 茂 知 不申候 0  一 

一 、 微妙 院樣寺 領之御 一 行拜領 仕、 則 年頭 之 御 目 見 今 以被仰 付 候 0  一 

〔御 寄進 狀寫〕 

越 中 氷 見 光 禪寺地 子 米 六 石 八 斗 之 所、 爲寺領 令 寄附 畢 0 全 可 有 收納者 也。  一 

承應 三年 八月 七日  判 

光禪寺 

八月 十一 一日。 越 中礪波 郡の 十 村に 諸 給 人の 收納 する 免 率を錄 進せ しむ" 

〔三百 ニ條葡 記〕 

急 度 申 遣 候。  _ 

一 、 加賀 《す樣 御 分領、 正 保 三年. 四 年 諸 給 人知 行 所 一 統、 三步免 上げ 申 樣被仰 付 候 0 右 之 免 今 


以用松 不仕給 人 書 出 可 申 事 o 

； 、 先 免之內 五步. 七步 用捨いた し 候 給 入、 右三 步^ 于今收 納仕候 も、 先 免 之 內或者 不足、 或 

先 免に 收納仕 候^、 其 段 無 相違 樣書上 可 申 事。 

一 、 諸 給 人 收納之 衬免書 出 可 申 事。 

1 、 右 帳面 御 急に 候條、 早々 相 調 可 指 上 者 也。 

八月 十二 日  伊藤 內膳 

菊 地大學 

利 波 郡 十 村 中 

AH: 十六 日。 領內に 於け る 少額の 取引に 錢貨の 使用 を 命ず。 

事す あ〕 

定  _ー 

一 、 少 分之賣 K 之義 は、 御分國 一 統錢づ かひに 可 仕事。 

一 、 銀 子 之義、 今迄 之 ご く 極印 銀. 取 込 銀 VJ も VJ り やり 可 仕事。 

1 、 錢 近日 上方より 御 取 寄、 問屋 可 被 仰 付 事。 

右 被 仰 出 者 也。 
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承應 三年 八月 十六 U  富 永 勘 解 由 左衞門 判 

脇 田 九兵衞 判 

町 年寄 十 人 

本 町 肝 煎 中 

參 

〔御 言覺 書〕 

一 、 承應 年中 之始迄 は、 御領 國中錢 遣に 而無 之、 白銀 を 細に 切 9g きっか ひ 申 候。 又は 米 を 小 

舛 にて 計 候 而賣物 等 買 整へ、 H 用 を 達 申 候 0 承應 三年 之 比、 御領 國中 も錢 遣に 被 仰 付 候 0 其 

時分 久越申 上 候 は、 萬 i 只 物 整 候に は 結構 成 儀， >0 申 上 候處、 世間 錢 遣に 成 申 候 故、 此方 之國中 

其 甬1 に 不申ォ i 得ば 用事 整不申 候。 然共 買物 自由に 成 候 は、 おの づ から 末々 迄體安 候に 付 

f^、  .*^5-日に至陵而輕き下々迄、 勝手の 爲に は、 見て 置 候へ、 宜 かる 間 敷 候。 久 越が、 鼻の 先 

之 能事 迄 を 申 候 由、 御意 被 遊 候。 

入 月 十七 日。 前 田 利 常 越 中高 岡稻荷 社に 改め て 社領を 寄進す。 

〔寺社 來歷〕 

高 岡稻荷 御供 料由來 

宽永 十四 年より 十八 ケ 年後、 稻荷御 ft 御供 料 被 仰 付 子細 左 之 通り 0 


trj^  ICR ガ 


尋 


利 越屮. S 被 爲遊御 出 候砌、 於 稻荷社 御 祈 S 折々 被 仰 出 候。 利 長 御勸 請之義 委曲 御；： St に 

、 舉申 上候義 者、 深 思 召 を 以御自 直 作 之 御 神 牀御勸 請 被 爲遊候 趣 上 候處、 御社 領之義 御 

に 付、 宽永 十三 年 迄 御 神 供米 料 之 S 地 も 御座 候 得 共、 寬永十 年 御供 米 料 之 田 はた 三千 步 

計 御上 わ 御 取 場に 而、 あはら 村 御高へ 取 結に 相 成 候而、 五社 之宮修 覆料宫 地、、」 も 打 込 之 地而、 

五 千 步之御 竿 除に 而御 寄附 御座 候。 御社 領は無 御座 候 32! 申 上 候 得 者、 祌祭 並に 月並 御 祈 之 

砌、 ^ 物い か >-VJ 御 尊に 候砌、 私 先祖より. 5. 上候義 者、 無祿之 社家 故 格別 tt 物 之義者 相献兼 

候 趣 申 上 候處、 右 稻荷社 之義、 格別 之 趣 を 以追而 御ユ， 汰可有 之 旨に 候條、 前々 之 通 無 怠慢 御 

祈 禱相勸 候 様 被 仰 渡。 其 後小松 表に お ゐて御 詮義之 上、 宽永 年中に 御 取 揚被成 候 か はり， こし 

て、 上 31 村 御高 之內 十二 石 五斗 御社 領御 寄附 爲仰付 候條、 右收納 を以、 御祭？ お 並 月並 御 祈 B 

之 砌備物 等 相 辨可申 旨 御意 を以 頂戴 仕 候。 御 判 物 左 之 通り。 

社 領所付 事 

一 、 十二 石 五斗  中 邵上關 村 

免 三つ 五步 

外に 口 米定納 一 石に 付 八 升 宛 但し 朱 封 銀 

夫 i 定納百 石に 付 百 四十 目 春秋 兩度 
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右 除 山川 竹 木 全 可 令 收納者 也 ◦ 

承應 三年 八月 十七 日  印 

高 岡稻荷 神主 豊 後 殿 

右 御 定之通 社納仕 候處、 明^ 三年 中 郡 之 間 平均 免 被 仰 付 候に 付、 稻荷 御社 領免 相增 候に 付 

御 印 物 左 之 通り。 

社 颁所付 事 

一 、 十二 石 五斗  射 水 郡 上關村 

免 四つ ー步 

定納五 石 一 斗 二 升 五合 

外 夫 銀 口 米 等 如御定 

右 之 通 可 有收納 候。 追 而御印 可 被 下 所 如 件。 

明 暦 三年 十二月 十二 日  奧村 因幡 判 

田玄蕃 判 

菊 地 大學判 

前 田 對 H^s- 判 


高 岡稻荷 神主 豊後殿 

九月 十日。 錢貨と 銀貨との 交換 比例 を定 む。 

〔國事 雑抄〕 

定 

1 、 少分 之？ 之義 者、 御分國 一 統餞づ かひに 可 仕事。 

一 、 銀 子之義 は、 今迄 之 ごどく 極印 銀. 取 込 銀 もに VJ り やり 可 仕事。 

二、 錢ー 贯文 に咐、 極印 銀 十八 匁 之 直 段に り やり 可 仕事。 

1 、 錢屋 手前より 賣 出し 候 直 段 之 外、 一 步之 利子 あ ひ を 取う り 可 申 事。 

一 、 御藏， 上 候 錢之義 も 可 爲極宜 段 事。 

右 之 趣 被 仰 出 候條、 堅 可 相 守 者 也 ◦ 

承應 三年 九月 十日  小 幡宮內 判 

• 奧 村 因幡 判 

^田 i 審判 

長 九 郞左衞 門 判 

金澤 町中  . 
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九月 十  一 n。 越 中礪波 郡に 一 作 五 歩の 平均 免 上 を 命ず。 . 

〔改作 方 根元 舊記類 集〕 

利波邵 在々、 當作毛 能 候 付て、 手 上 1^ 之 儀 御意 次第に 上 可 申 由 訴訟 申 上 候 通、 相 立 御 W き，. - 

くに 被 E§ 召、 應 勝手 可 申 付 旨 被 仰 出 候條、 當 一 作五步 平均 免 を 上 可 申 候。 爲 百姓 中 無 高下 S 

に 可致收 納所 如 件。 

午 九月 十一 日  菊 地大學 

伊籐 內膳 

利 波 郡 十 村 中 小 ぼ 姓 中 

九月 廿ー 日。 大聖 寺 侯 前 田 利 治、 米 澤侯上 杉 綱 勝の 姊を娶 る。 

〔御 日記〕 

九月 廿 一 日 

一 、 今日 上 杉 播磨守 姊松平 飛 驪 守へ 祝言 相 調。 

九月 廿七 z:。 後光明 天皇 崩 ぜしを 以て 幕府 前 田 利 常に 特赦 を 行 はしむ。 

〔古文 章〕 

主上 崩 卸寸而 被ほ汝 候。 然者 於諸國 在々 所々、 存其旨 罪科 之 輩 可 赦^ nn! 被 仰 出 候。 雖不及 申 


大納言 は 利- 

家 

中納 は 利 


候 此節候 問、 大科之 外 者被赦 之尤存 候、 恐々 謹言 Q 

九月 廿 七日  阿部豊後守 忠秋 

松 平 伊豆守 信 綱 

酒 井雅樂 頭忠淸 

松 平 肥 前 守 殿 

九月。 加 賀石川 郡 一 一 俣 村 等に 於け る杣 百姓の 由 來を錄 進す。 

〔國初 造 文〕 

乍 恐 石 川 郡 之 內才川 奧四ケ 村杣： C 姓 申 上る 0 

1 、 大納言 樣 御代より 諸 役 御 捨免御 印 頂戴 仕忝舉 候處、 中 納言樣 御 書 を寬永 十三 年 之^ 

頂戴 仕 候 御寧 0  Z 

一 、 大納言 樣 御代より、 度々 御 陣に而 被 爲召遣 候 0 東 陣. 唐陣. 大坂兩 度 之 御陣. 大坂御 普請 

も 被爲召 出、 今 以中 納言様 之 木登り 杣 1 一人 被 爲召出 候 御 事 0 

一 、 其 h 何方に 而も、 御分國 御用 義に 御座 候へば、 三十 人に 而も 五十人 而も、 御用 次第 被爲 

召 出 候 御 事。 

右 之 通 相^ 無 御座 候、 以上 Q 
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二 又 村 肝 煎 太 兵 衞 

金 谷 村 肝 煎 次 郞 兵 衞 

日 尾 村 肝 煎 八 郞左衞 門 

見 定村肝 煎 次 郞 兵 衞 

御 算用 場樣 

月 四日。 錢貨と 銀貨との 交換 比例 を 改定す。 

〔阔事 雑抄〕 

定 

一 、 少分 之義 は、 御 分 國餞づ かひに 可 仕事。 

一、 錢ー 貫 文に 付 極印 銀 拾 七 匁 三分 之 直 段に 取 やり 可 仕事 0 

1 、 御藏ね 上 候 餞 之 儀 も 可 爲極直 段 事。 付、 錢 手前より H 出し 候 直 段 之 外、 

い を 取、 うり 可 申 事。 

右 之 趣 被 仰 出 候 條堅可 相 守 者 也 0 

承應 三年 十月 四日  X-  宮 f  ^Jtv 

奥 村 因幡 判 


歩 之 利 あ 


津田玄 判 

長 九 郞左衞 門 判 

金 澤町屮 

十 一 月 十六 日。 用水の 修理 及び 黃 蓮の 採取に ii する 规程 を定 む。 

〔日 解〕 

用水 御定 

高 千 石 之處、 五 ぼ 人 入 候 者 百姓 可 仕 候 ◦ 外 五 百 人 入 候 者 給 人より 可 被 成。 外人 足 入 候 者. 牛 夫 

被 仰 付、 日用 銀 可 被 下 候 3:110 

1 、 用水 人足 遣 は、 其 組 六十 村 共に 被 仰 付、 其 上に 御 横目 御 付 被 成、 人足 數 帳面に 記お、 後 

日 可 上旨 被 仰 出 候。  ノ 

一 、 用水 材木、 扶持 之 十 村 並 其 十村吟 * 仕り、 材木 もら ひ 申 處に相 極り 申に 付て は、 山舉行 

衆ね 帳面 調 上げ、 材木 請 取 段 仕、 打 銀 之 內を以 御 土 藏ね上 可 申 旨 被 仰 出 候 0 

1、 黄 蓮 堀 候 事 最前 御 赦免 被爲成 候へ 共、 左樣に 候へば 黄遝 すたり 候 問、 十 村 共み つくろ ひ 

堀 候 由。 大分 小 分に よらす 賣 上させ 可 申 候。 御 奉行 を 被 仰 付 候へば、 ぼ 姓 共す み. &樣に 相 

候 間、 十 村 共 見 計 可 申 付 候。 直 段 は 何 ほ、、，、」 に 而も、 百姓 损不 仕、 忝存 候^に 可 仕 候。 ^1 
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無 之 組 有 之 候 得ば、 跡々 は， はせ 篇に相 聞 候。 必左樣 之 義仕間 I。  I 有 之 山々 

れ可申 1、 轰に可 相 心得 候。 代物 十 村？ 次第に、 篇 I 方より 相 I 様に 被 印 I、 

十 一 月 十六 日 

伊藤 內儀 

三 ケ國十 村共惣 判 

十 一 月 十七 日。 前 田 利 常 能 登 鳳 至 郡 鹿 機の 藤 右衛門 を 扶持す。 

〔能 登 鳳 至 郡 鹿 磯村 藤 右 衞門藏 文書〕 

能 州 鳳 還 鹿 I 之內 を以、 ^ハ kll 衞三反 百 步之所 si 也。 

承 崖 三年 十 一 月 十七 日  常) 

鹿 礎 藤 右衞門 

十 一 月廿ー 百。 前 田 利 常加賀 河北 郡 大熊村 兵右衞 門の 扶持 を^ 加す。 

〔加贺 古文書〕 

加州 河北 郡蓄 之內爲 加增六 i 六十 八步、 田地 引合 一 一町。 右 者 所し まりの £ 食 持 者 也。 

承應 三年 十一月 廿 二日  S- ぎ 

大熊村 兵 右衞門 


十 一 月廿 六日。 前 田 利 常 加 賀石川 郡 吉野村 彌兵衞 を 扶持す。 

〔阔. 文〕 

加州 石 川 郡 持 高 之內九 反、 物 成 十八 俵 ◦ 

右 者 所し まりのた め 令 扶持 者 也。 

承應 三年 十一月 廿 六日  印 . 

吉野村 彌 兵 衞 

十 一 月廿 七日。 家中 靑ハ牛 諸 士の行 狀に駙 して 訓戒す。 

〔御定 書〕 

御 家中 諸 侍 若者 共、 惡敷 友に まじらざる やうに、 常々 異見 可 仕 候 0 親々 難 巾 義於有 之 は、 M 

頭， Si 致 相談、 能 成立 候 やうに 可 相 心得 旨、 被 仰 出 者 也 0 

承應 三年 十一月 廿 七：：：  田. 蕃 

奧村 因幡 

十 一 月廿 七日。 加 賀石川 • 河北 一 一郡 秋收の 成績 可なら ざる を 上 巾す。 

〔十 村^ 記〕 
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四 二八 

乍 恐 石 川 郡. 河北 郡 十 村 共 申 上 候 0 

1 、 當年秋 入惡敷 御座 候に 付、 稻 ほせ 不申、 御 米 や はら かく 而 御藏 入 成 兼 申 候。 然共 只今 迄 

者、 隨分， ナ ほし 候而 御藏 入 仕 候 得 共、 今程 者 雪 も 御座 候に 付而、 籾 ほし 申 義も罷 成 下. 》.、 御 

公領 分 御 納所 手間取 候 間 奉 得 其 意 候。 や はら か 米 之義、 御拂 米に 茂 被 仰 付 可 被 下 候。 其 上水 

入所 之內 所々 より 籾、 殊之外 や はら かに 御座 候而、 御 米に 成 不申候 分 は、 先 籾に 而御米 相應 

程 御納， ほ 被 成、 天氣 次第 御 米に 仕 候 様に 被 仰 付 被 下 候 者、 f» 姓彌々 難 有 忝 可舉： ^候、 以上 0 

承應 三年 十 一 月廿七 口  石 川. 河北 十 村 共 連判 

伊藤 內 膳 殿 

江 守 半 兵衞殿 

富 田 內藏殿 

十一 一月 三日。 前 田 綱紀 金 澤玉泉 寺に 寺領を 寄進す。 • 

〔御 寄進 狀寫〕 

以分 國之內 六十 石 之 所、 含 寄進 訖。 全 可 有寺納 之狀、 仍如 件。 

承應 三年 十二月 三日  加 賀少將 綱 利 

加 賀守就 在 江 11^ 一  判 如此。 


小 松 中納言 利 常 

玉， M 寺 

十一 一月 三日。 前 田 綱紀 越 中高 岡瑞龍 寺に 改めて 寺領を 寄進す。 

〔御 寄附 狀. お〕 

以分^ 之內、 從 先年 寺納之 地相 改、 加而三 ぼ 石 之 所 令 寄附 畢。 全 可 有所務 之狀、 仍如 件。 

承應 三年 十二月 三： n  加 賀少將 綱 利 

加 賀守就 在 江 一  判 如此。 

小 松 中納言 利 常 

V^T  一，  K 

十一 一月 三日。 前 田 綱紀 越 中高 岡繁久 寺に 寺領を 寄進す。 

〔御 寄進 狀^〕 

爲瑞 M 院殿 御廟 守、 寺 領以分 國之內 五十石 之 所 令 寄附 畢0 全 可 有 寺納、 仍如 件。 

承應 三年 十二月 三日  加 賀少將 綱 利、 

加贺守 就 在江戶 一 判如此 Q 

小 松 中納言 利 常 
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四 三 〇 

繁久寺 

十一 一月 三日。 前 田 綱紀 加 賀石川 郡 傳燈寺 村傳燈 寺に 寺 領を增 加 寄進す。 

〔御 寄進 狀寫〕  - 

以分國 之內、 爲加增 四十 石 先知 引合 百 石之處 令 寄附 訖〕 全 可お 寺 納狀、 仍如件 0 

承應 三年 十二月 三日  加 賀少將 岡 利 

加 賀守就 在 江 一  判如此 0 

小 松 中納言 利 常 

傳燈寺 

十一 一月 三日。 前 田 綱紀 金 澤經王 寺に 寺領を 寄進す。 

〔御 寄進 狀寫〕 

以分 國之內 五十石 之 所 令 寄進 畢。 全 可 有寺納 之狀、 仍如 件。 

承應 三年 士 一月 三 H  加 賀少將 綱 利 

加 賀守就 在 江 11^ 一  判如此 0 

小 松 屮納言 利 常 

經王寺 


〔寺社 來歷〕 經王寺 由來書 

承應 三年 十二月 三日 從中納 言樣、 五十石 之 寺 領被仰 付、 則 御 印 所持 仕 候 0 

十一 一月 三日。 前 田 綱紀 能 登 鳳 至 郡 道 下 村寶泉 寺に 寺領を 寄進す。 

〔御 印書 s〕 

天 正 十 年 十月 任 先 判 之 st、 能 州 道 下之內 を：^ 十 俵 令 寄附 畢。 全 可お 寺 納狀、 仍如件 0 

承應 三年 十二月 三日  加 賀少將 綱 利 

加 賀守就 在 江 11^ 一  判 如此。 

小 松 中納言 利 « 

寶泉寺 護摩堂 坊 

十二月 三日。 前 田 綱紀 金澤天 德院に 寺領を 寄進す。 

〔御 寄附 狀寫〕 

以分國 之內、 五； 6 石 之 所 令 寄附 畢。 全 可 有寺納 之狀、 仍如 件。 

承應 三年 十二月 三日  加 賀少將 綱 利 

加 賀守就 在 江 1 判 如此。 

小 松 中納言 利 常 
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四 三 二 


天 


德 


この 升 は 新 

京 升と い へ 

ども 寬 文の 

新 京^と 異 

なリ 


〇 


十一 一月 四日。 諸 給 人の 收納に 新 升 を 用 ひしむ 

〔三百 ニ條舊 記〕 

一 、 當 年貢米 古 升に 而納候 給 人 於 有 之 は、 新 京 升を以 百姓へ 爲廻、 出目 不足 之 分 指 引算 用 可 一 

仕 候 0 向後 古 升に 而收納 仕 間 敷 旨、 給 人中， 2： 被 仰 出 候條、 右 之 趣 姓 中へ 堅 可 中 付 者 也。 一 

承應三 午年 十二月 四日  奧村源 左衞門  ； 

菊 地大學  一 

伊藤 內膳 

明曆 元年 


正月 廿 一 日。 前 田 利 常 能 登 羽 咋郡相 神 村 彌六を 扶持す" 

〔能 登 古文書〕 

能 州 羽 咋郡相 神 村 持 高之內 を以、 所し まりのた め 田地 一 町 三 反 百 牛 ハ| 一一 一^^ i 年 flgl?^ 聞令扶 

持畢。 仍如 件。 

(利 常) 

承 應四年 正月 廿 一 日  印 


劍は设 の 鶴 

來 


十 村 肝 煎 相 神 村 彌 六 

一月 十 人 日。 能 登 鳳 至 • 珠洲ー 一郡の 百姓に 上書の 手續を 示す。 

〔能 登 古文書〕 

能 州 * 兩郡； 白 姓 中、 若 書付 上 度 もの 候 は > -、 珠洲郡 山村 延武. 鳳 至 郡 道 下 村 三 郞左衞 門. 同 

郡諸梳 村ニ郞 兵衞、 右 之 人々 手より く 可 相 渡 3n 被 仰 出 者 也。 

承 應四年 二月 十八 日  奥 村 w 幡判 

Si 田 支蕃判 

t 田 ¥  = か步 

橫山 左衞門 判 

百姓 中 

一月 一 一十 四日 玉泉院 夫人の 三十 三回忌 を 金 澤玉泉 寺に 行 ふ。 

〔三壶 記〕 

明 M 元年 二月 廿 四日 は 玉泉院 三十 三回忌に 爲當 給へば、 其 前年 玉 泉 寺 屋敷 替を被 仰 付、 本屋 

敷 は淨土 寺淨覺 寺に 渡り、 劍 口の 見 付に て 三千 步屋敷 を 被 遣、 御+; 1:^ 御 建立、 殊 Is- 天 ffi 天神 堂 

を 第 一 に 御 造 營被成 0 其 祥月に は 御 法事 被 仰 付 御 執行 有て、 利 常 公 も 小 松より 御參詣 有て 御 
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四 三 四 

燒禾： ： 被 遊、 御 下， Z 被 成け り。 金澤御 老中 寺に 相 詰、 御門の 外 迄 御迎に 出られ、 御 目 見せられ 

けり。 

三月 四日。 能 登の 製， 鹽 者に 貸與 したる 米穀に 對し 返納す る鹽の 比率 を復 

會增 額す。 

〔筒井 葡記〕 

能 州 II 代、 米 一 懐に 付鹽 六懐充 上米 候 得 共、 濱中 之た め 近年 一 俵充御 用捨 被 成 候。 s 一 ：1 お ほ 

く 出 來之由 就 申 上、 先年の ご，、」 く 六 俵 充被仰 付 候條、 可 得 其 意 候 也。 

承 應四年 三 0: 四日  田玄蕃 

奧村 因幡 

前田對 馬 

能 州 溶 方 si 中 

三月 四日。 前 田 內藏允 知 辰 残す。 

〔前 田 氏 家譜〕 

前 田內藏 允、 知：：^、 倉 松、 吉包 0 母 妾 春 慶院。 元 和 五 年 七月 五：：： 山城 國鞍 に而 出生、 宽永 


五 年 十歲之 時、 父 知 好卒後 加賀國 ゎ來、 金 澤西町 之 敷に 居住。 其 後 火 之 節 額 依 之 田 

井口 江 御 局 屋敷ね 移、 從利常 公 鶴 見 左 門 高 成 を以被 召、 奧村 因幡 易英 後見に 而三ケ 年 之 問 

御 賄 被 下。 同 八 年 七月 廿 五日 十三 歲之 時、 新 知 二 千 石 被 下、 同 十 年 樹正院 樣御设 女、 竹屋中 

納 ff 光長 之 娘^ 緣組被 仰 付 0 同 十 一 年 五月 廿 三日 十六 歲之 時、 樹正院 樣御遠 去。 同 六月 廿六 

n 御 同所 樣之御 知行 千 五百石 御 引 足、 先知 都合 三千 石 被 下、 內千石 與カ知 被 仰 付。 同 十二 年 

六月 十七 歳 之 時、 樹正 院樣之 御屋敷 高 岡 町に 有 之、 此 御屋敷， は 移 婚姻 相 整。 同 十八 年利 常 公 

小 松 御 隱居之 節 御供 被 仰 付。 同廿 一 年 七月 七日 廿六歲 之 時、 御 加 墦知千 二百 石 被 下 之、 內五 

K= 石 與カ知 被 仰 付。 後小松 御城 代、 其 外 諸事 御用 被 仰 付 0 承應 元年より 江 11^ 御 留守中、 折々 

^澤 わ罷 出、 御 家老 職 並 之 御用 相 勤。 同 二 年 二月 十三 n 三十 五歲之 時、 右 御 加坩之 折紙 被 下 

之、 先知 都合 五 千 四 石、 內千 五百石 與カ知 被 仰 付 ◦ 同 四 年 正月 七：：： より 瘧之 に 煩、 三月 

四日 三十 七 歲に而 死去、 金 澤寶圓 寺に 葬、 野 田 山に 慕 有 之、 戒名 左 之 通。 

惠林院 殿華隱 常春 居士。 

三月 十 一 日。 錢貨と 極印 銀との 交換 比率 を定 む。 

〔國事 雑抄〕 

覺 
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四 三 六 

一 、 少 分之義 者、 御分國 一 統餞づ かひに 可 仕事 0 

一、 錢ー 贯 文に 付、 極印 銀 十九 匁 之 K 段に 取 やり 可 仕。 付、 御藏， 口上 候 錢直段 同前 之 事- 

一 、 錢屋 手前より 賣出候 直 段、 一 貫 文に 付 十九 匁 一 一分 之 事。 . 

右 御 定之通 如此、 與 中ね 可.^ 渡 者 也 0 

承 應四年 三月 十一 H  前 田對^  f 

津田 支蕃印 

. 奧 村 因幡 印 . 

小 幡宮內 印 

金澤 町中 

三月 十三 日。 能 登 鳳 至 • 珠洲ー 一郡に 於け る拂 米の 相場 を定 む。 

〔gl 井 舊記〕 

覺 

一 、 能 州 * 兩邵 米拂直 段、 金 澤町其 月 之 相場に 二 匁 增之事 0 

一 、 畠 方 御 收納米 之 代、 直 段 同前 之 事 0 

一 、 小物 成 米 代、 石に 付而 二十 八 匁 之 事 0 


右 之 通 御定に 候。 K 而特御 極 有 之 迄 者、 此 St 可 相 心得 者 也。 

承 應四年 三月 十三 日  津 田玄蕃 

奥 村 因幡 

5£  田き Is* 

三月 一 一十 日。 前 田 利 常 越 中高 岡瑞龍 寺に 制札 を與 ふ。 

制 礼  高岡瑞 M 院境內 

1 、 猥： M 採 竹 木 事 ◦ 

一 、 殺生 之 事。 

一 、 牢人隱 置 事。 

右 堅 令 停 4- 訖。 若 途犯之 輩 於 有 之 者、 可 處嚴科 者 也。 

承 應四年 三月 二十日  利  常 判 

春。 加 賀， 能 登 • 越 中 三 州の 町 夫を定 む。 

〔國事 雑抄〕 

覺 
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四 三 八 


、四千 人 

、 一 萬 二 千 人 

、七 百 人 

、千 五 百 人 

、 三千 六 百 人 動お 1  年敎 


ト-^ 叮 

金澤町 

石 動 町 

高 岡 町 

七 尾 町 

輪 島 町 

水 島 村 

野 々 市 村 


Idlm に內ニ 百 人 

SKn ゾ明曆 二 年增， 


三 

千 


千 人 

人 

四千 人 

六 百 五十人 

二百 人 

百 五十人 


松 任 町 

宮腰町 

氷 見 町 

负 g: 町 

宇 出 町 

中 居 町 

&幡村 

竹 橋 村 


、 七 百 五十人 

、 五十人 

、 二百 五十人 

右明歷 元年 春 被定之 ◦ 

四 弓 卜 二日。 前 田 利 常 先に 參觐 せし を 以て、 登城して 物 を 德川家 綱に 上 


〇 


ノ る 

四月 十二  u 

參勤 御^ *。， 


八講布 五十 疋. ^十. 金子 十 枚 Q  小 松中納 言 

四月 十 入日。 德川家 綱 使 を 以て 前 田 利 常の 病を訪 はしむ。 

〔德川 實紀〕 

四月 十八 H 小 松 中 納言利 常 卿 により、 書院 番頭 稻葉 伊勢 守正吉 もて 訪 せらる。 

四月 廿 一日。 前 田 利 常 越 中高 岡瑞龍 寺に 寺 領所付 を 給す。 

〔越 中古 文書〕 

寺 領所付 之 事 

一 ケ村之 草 高 四十 八 石之內  越 中 利 波 郡 

一、 K= 九十 二 石 三 斗 七 升 四 合  手 洗 野 村 

免 五 ッ七步 七厘 

定納" r:n 十 一 石 

折紙 高 三百 石  免 三 ッ七步 

右 除 山川 竹 木、 夫 銀. 口 米 如 定全可 被 收納者 也。 

(利 常) 

承 應四年 四月 廿  一 n"  印 

高 岡 瑞龍院 
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四 四 〇 


越 中 利 波 郡 

畠 中 村 


同 


四月 廿 一 日。 前 田 利 常 越 中 礪波郡 今 石 動永傳 寺に 寺 領所付 を 一 

〔越 中古 文書〕 

寺 領所付 之 事 

一 ケ村草 高 三百 七十 二 石之內 

一 、 二十 三 石 八 斗 七 升 九 合 

免 六 ッ六步 二 厘 

一 ケ村草 高 二百 十 ； 石之內 

一 、 1: 石 八 斗 七 合 

免五ッ 八： § 

草 高 合一 一十 八 石 六 斗 八 升 六合 

定納 十八 石 二 斗 五 升 

折紙 高 五十石 

右 除 山川 竹 木、 夫 銀. 口 米 如 定全可 被 收納者 也 A 

承 應四年 四月 廿 一 日 

今石勸 永傳寺 


ん 


矢 部 村 


三 ッ六步 五 厘 


(利 常) 

印 


四月 廿 一 日。 前 田 利 常金澤 永久 寺に 寺 領所付 を 給す。 

〔御 印 所 付寫〕 

寺 領所付 之 事 

1 ケ村& 高 五 百 四十 九 石之內  越 中 利 波 郡 

1、 三十 四 石 九 斗 六 升 七 合  頭 川 村 

免 五 ッ五步 

定納 十九 石 二 斗 三 升 二 合 

T 氏 Kifs  免 三 ク八步 四 厘 七 毛 

ザ 都 1nls-m1»7-  內ニ步 四 厘 七 毛 着米 免 

右 除 山川 竹 木、 夫 銀. 口 米 如 定全可 被 收納者 也。 

承 應四年 四月 廿 一日  印 Z 

金 永久 寺  一 

〔寺院 來歷〕 良 享ニ年 由來書 

微妙 院樣爲 御用、 寬永四 年に 淺野川 寺 屋敷 被 召 上、 則 寺 屋敷 爲替地 九 百 六十 一 步、 於 卯" M 山 

只今 之 屋敷 拜領仕 候。 且又 門前 屋敷 五 反 被 召 上、 爲替地 御寺 領 _A 石 被 下 置 候處、 慶安 年中 俱 

利 伽羅 長樂寺 住持 秀照 死去 仕 候處、 跡 職 之義に 付秀照 弟子 共 及 諍 論 候處、 微妙 院樣相 立 御 耳、 
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本 X は 四 H: 

十八： H の 慰 

52： に對 する 

もの：. i は あ 

ら ざるべし 


中旬 誤な 


白山 造營の 

事 今年 Li 初 

まれる 企圖 

にわら ざ る 

は 七月 十 B 

の條 V ^見て 

知るべし 


四 四 二 

當寺 住持 秀緣 を惧利 伽羅 長樂寺 住持に 被爲仰 付、 永久 寺 者 右； C 石之內 五十石 被 召 上、 秀照^ 

子 傳堯を 永久 寺 住持 被 爲仰付 候 0 

五月 廿 六日。 前 田 利 常 大聖 寺 侯 利 治 を 遣 はし、 その 病 を 問 はれた るを德 

川 家 綱に 謝せし む。 

五月 廿 六日 

一 、 松： 牛 肥 前 守 氣爲 可被爲 問、 爲 上使 久世 大和 守 を以、 御^子 を 被 下、 爲御禮 同氏 飛 驊 守 

登城。 

六月。 加 賀藩加 賀石川 郡 尾 添の 百姓に 白 山嶺 上の 神祠 を造營 せし む。 

〔三 K 亞記〕 

明曆 元年 三月 中旬に 利 常 公江 戶へ御 參觐被 遊、 綱 利 公 も 御^ 君 も 御對而 にて 御機嫌 宜敷 御座 

被 成、 例年の ご， こく 諸方の 御 勤 御 登城より 打 續相濟 けり。 然る 所に 淸泰 院樣 より 利 常 公， 51 被 

仰 上、 加州 白山の 社 御 建立 可 被 成 由 被 仰け るに 付、 佥澤 老中へ 被 仰 入、 寺社 方 破 ffl 舉 行人に、 

御 大工 橫江太 郎兵衞 被 相 添、 白山へ 被 遣指圖 を究、 尾 添の 者 杣取申 付、 材木 等 も 伐 寄 御用 意 

せし 所に、 越 前 領島. 牛 首の 者 共、 十六 ケ 村の 名主 牛 首の 藤 兵 IS 大將 VJ して 何も 罷出、 加州よ I 


此の 事 六 8 

に ある-、 と 

七月 十日の 

條參照 


越 前 守 は 松 

平 光 通 


り此社 建立の いはれ なし。 是は越 前の 社 なれば、 中々 其方より いら ふ 事お も ひも よらす ど諍 

論に 及ぶ。 尾 添の 者 共 は 十六 ケ村を 討た やし、 社 を 建立 せん、、」 云。 いやまて しばし、 下にて 

埒の明 事 有べ から， す ど、 奉行 人 御 扶持 人 大工 其 ま S 撫 ？^、 金 澤へ歸 而其通 御 老中へ 中 上る。 

又 尾 添より 何も 金澤 へ參、 私 どもに 御 任せ 被 成、 御存知な き 體に被 仰 付 被 下 候ば、 十六 ケ村 

の 奴 原を悉 滅却して、 此方 存分に 達し 可 申 旨う つたへ 申 上ければ、 老中い かって、 にくき 奴 

原の せんぎ 哉、 下 して 申 分 仕儀 有 之ば、 悉張 付に 懸 ん，、 J 申されければ、 無 是非 山 へ^りて 

はがみ をして ぞ 有に ける。 

七月 三日。 越 前 藩、 加賀石 川郡愿 添の 百姓が 白 山嶺 上の 神 祠 を 造？； S せん 

としたる に 抗議す。 

〔白. E ，論 一 件〕  _~ 

爲御 立願 今度 越前國 白山 社頭 御 造 營可被 成 由に て、 人夫 少々 登山 之 由 申 來候。 左 候ば 此方， に 

可 有 御 斷義、 如何，.^ 存內、 越 前 守 御 暇 被 下歸國 に付而 申達 候へば、 御 立願，、」 有 之 上 は、 いづ 

れの國 に 社頭 造 營も可 有 之 事歟。 然 共古來 より 國之守 譴修複 申 付 來義、 其 上 今 は從 公儀 御 

預け 領の 事に 候へば、 左 樣之分 越 前 守 若く 候而難 心得 候 間、 寺社 舉行 衆へ も 相尋、 可 爲其上 

之 儀 候條、 無 子細 可 有 御造營 候ば、 幸 籼取牛 首 • 風 嵐 之 者 仕來、 遷宮： 牛 泉 寺 院執 之義 
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四 四 四 

從前之 例に 候へば、 所 之 者 を も 申 付、 人足 等 御馳走 可 申 由、 越 前 守 被 申 候條、 左^ 御 心得 可 

被 g; 上 t1is<、 以上 0 

七月 三日  使者 波々 伯 部 九 郞兵衞 

七月 十日。 加賀 藩の 老臣 等 越 前 藩の 抗議 を 江戸の 前 田 利 常に 報ず。 

〔白山 爭論 一 件〕 

明曆 元年 未 七月 三日 越 前より 之 使者 口上 之 趣、 同 七月 十日 奥 村 因幡. 禅 田 支蕃. 前田對 Si? 方 

より江 戶へ 言上 之 SSQ 

白山 堂 御 家中 舉加 にて 立直させ 可 申 旨 被 仰 出、 大工 請. 取に いたし 材木 伐 出 候 儀、 日用 以下 も 

尾 添 村 之 者 共 請 取に、 稻垣三 丞相 極 候 通、 當春 雪中に 堂六ッ 分の 材木 伐 置 候に 付、 去月 立 

させ 可 申 VJ 仕 候處、 越 前領牛 首. 風 嵐兩村 VJ 尾 添 村 VJ 此 以前より 論 有 之 由。 就て は 今度 牛 首. 

風 嵐より 妨可申 旨に て、 越 前領之 百姓 白山 堂へ 罷上り 有 之 由 申に 付、 尾 添 村 之 者 共に 檨子相 

尋 候處、 右 之 通 紛無之 故、 尾 添 村 越前領 出入 も 仕出し 候へ は 如何 敷 奉存、 白山 領當年 作 事 

不申付 候 間、 請 取 之 大工 共に も 可 罷歸旨 申 渡、 尾 添 村 之 者 共に も 其 通爲申 聞、 作 事 手 初も不 

仕樣 止 S 申 候。 

1 、 去年 大工 太 郞兵衞 罷越仕 候 繪圖上 之 申 候。 


^勢 守の 守 一 

字は衍 


此 狀は十 

四 R 申 刻 江 

戶 着な リ 


一 、 白山 堂 之義に 付而、 今月 三日 松 ギ越前 守 殿 家老 本 多內藏 介-狼 伊勢 守、 有賀小 右衞門 方よ 

り、 爲 使者 波々 伯 部 九 兵 衞与申 者 小 松 迄 SS 越、 前 田權之 助. 永 原 土 佐 方 b  口上 S 書 仕 持參申 

入 候 付、 土 佐. 權之肋 申 候 は、 用 所》」 も 中 付 候 者 共 金 澤に罷 在 候 間、 爲中 聞^ 而返事 可 仕 旨 申 

入、 使者 相" &し候 0 則 越 前よりの 口上 覺書上 之 申 候 0 

一 、 越 前への 返事 未 申 遣 候。 如何 返事 可 仕 候 哉。 白山 堂 破损之 3:1、  CiS 添 W 之 者 共 申に 付、 材 

木內々 用意 化 候樣 にど 奉行 人 申 渡 之 旨に 候、 唯今 建立，、」 申義 にて 無 之 候。 ケ樣 にも 可 申 遣 

候 哉。 右 之 通に 得御內 意、 越 前 守， 2i 之 返事 仕樣 御意 之 通、 早速 可 被 仰 下 候。 爲 其以繼 飛脚 申 

上 候、 恐々 謹言 0 

七月 十日  奧村 因幡 

.  律田玄 * 

前 田對^ 

御 小姓 中  ^ 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 江 III に 微妙 公 被 爲入候 節、 御國 より 早 飛脚 參候。 白山 之 事 越 前 VJ  ，論 之 義申來 候へば、 

遠 藤 数 馬 を 召 候而、 松 平 伊豆守 殿へ 參 候而、 白山 之 義如此 申 越 候 0 越 前 守 殿 年 に 候 故、 不 
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了 に 御座 候。 只今 公方 檨 幼少 之 節に 候 間、 從 此方 如何様 之 事 候 而も、 貪 着 仕 問 敷 候 由、 巾 

遣 候 旨 可 申入 候 由 被 仰 付 候。 右 之 趣 伊豆守 殿へ 数 馬罷越 申入 候へば、 御 尤千萬 成 思 召 候。 明 

n 言上、 中間 中へ も 可 申 談候。 鬼 角 宜敷越 前 守 殿へ 可 申入 候。 御 忠義 之 思 召 威 心 仕、 不始于 

今義に 奉；： 候 由 申來候 旨、 藤 田內藏 允咄承 候。 

〔今 枝 直 方 筆記〕 

一 、 白山 公事 之 節、 家嚴 微妙 院殿 之爲御 使、 老中 を 廻 候。 其 刻 御 U 上 之 趣 は、 上様 未 御 幼少 

に 御座 候、 且亦越 前 殿 I も 若 御座 候。 我等 年老た る 身，. - して、 何 角，. J 申 はいか に 候 間、 今 

の 內は其 分に 致 こらへ 罷有候 0 我等 孫の 代に 成、 訴訟 申 上る ために 我々 堪忍 仕 候 段 を、 證據 

人に 引 可 申 候 間、 さやう に 御 心得 可 被 成 旨 被 仰 遣 候 也。 

一 、 微妙 院 £S 諸事 御 無造作 成 御 事、 皆 人 于今閒 傳へ申 通に 候 0 夫 故御國 役人 中 も 一 統 無造作 

成 事共に 候 0 先年 白山 之爭論 初て 仕出し、 加州 中宮 村. 尾 添 村よ b 遷宮に 致 登山 候 者 共 を、 越 

前領 白山の 麓の 村の 者 共 大勢 隱れ罷 在、 加州 御領 之 者 共 大勢 追 下し 候。 其^ 少々^ 付 ゆ 者 共 

もお 之 候に 付、 其 品 委曲 十 村 共より 御 算用 場へ 及 注進 候 故、 其 趣 御 在 江 芦に 付、 早 飛脚 を以 

て、 t-ila, 表へ 言上 有 之 候處、 御 飛脚 到來 言上 仕候砌 は、 御 露地へ 御 出 被 遊、 藤 ffl 內藏助 は 御 


腰 物 を 持 出 候。 然處 飛脚 到 來之言 上箱、 品 川 左 門 取次に 而 ash 候へば、 早 開 候 は 御 怠に 

付、 左門披 25 上 候へば、 ；牲御 覽之上 遠 籐數ぉ を 被 召 出、 即時に 松 平 伊豆守 殿へ 御 使 越、 

御 口上に、 加州 白山へ 尾 添. 中 1ぱ 村 之 者 共 致 登山 候へば、 越" ¥領 之 者 共 大勢 罷出、 加州 之 者 共 

を 追 下、 理不盡 之 仕形に 候 へ ども、 大勢に 被 追 立 引返 候 0 依 之 加州 兩村之 者 共、 重而其 意趣 を 

代返 可. S. 爲、 登山 可化孚 皆々 相 望 候へ 共、 役人 共 承り 堅 相 止 S 候 由 申 越 候へば、 氣遣義 は 無 

之 候へ 共、 公方 樣も未 御 年若に 御座 候處、 ケ樣之 仕形 有之樣 にいた し 被 申 候 越 前 殿、 不心得 

た ナ存候 由 被 仰 遣 候。 則 內藏允 御 腰 物 を 持 罷在承 候。 無造作に して 速成 事共、 ケ « 之 所 御 口上 

之 御 使、 當 世に は 決 而無之 事に 候 0 夬故 末々 風俗 も、 皆 順々 手 短 埒明申 事に 候 由、 內藏 物. ほ 也。 

七月 一 一十 日。 加賀 藩の 老臣 白 山嶺 上 神 祠造營 の 事に 關し越 前 藩に 回答す。 

〔白山 爭論 一 件〕 

一筆 令 啓 達 候 0 先日 小 松 迄 御 使者 被 指 越 由 候へ 共、 金 澤に罷 有、 御 使ね も 不懸御 E 候。 然者 

白山 建立 之 義付而 被 仰 越 通、 委細 承 屆申候 0 社頭 破損 仕 候 間 致 建立 度 3In、 尾 添 村 百姓 共 申 故、 

其 分に 巾 付 候。 惣而御 隣 國之義 候條、 境目 等 之 出入 無 之樣に VJ、  SI 々中 納言巾 付： み 候。 此度 

も 尾 添 村 之 百姓 共、 申 分 御座 候 得 共 聞 入不申 候。 寺社 御 奉行 衆へ 可 有御尋 由、 其 段 は 如何 

にも 御 勝手次第 存候。 彌造營 可 仕 VJ の義候 者、 自是御 相談 可 申入 候。 可预北 (御 心得；^、 恐愧 
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謹言。 一 


匕 M: 廿日 


津田 i 蕃 

小 幡宫內 

前 田對馬 

長 九 郞左衞 門 

本多內 藏助樣 

» 伊 勢樣 

有 賀小右 衞門樣 

七月 廿ー 一日。 越 前 藩の 老臣 更に 白山の 事に 就いて 書 を加賀 藩に 致す。 

〔白山 爭論 一 件〕 

先日 小 松迄以 使者 申入 候 付而、 速署之 御礼 令 拜見候 0 最前 使者 口上 之 趣 御 聞 屆被成 候 由、 尤 

存候 0 御 隣 國之義 候條、 境目 等 出入 無之樣 に、 連々 被 仰 付 候 旨 被 入御 念義 共に 御座 候。 猶期 

後 音 之 時候、 恐惶 謹言。 

七月 廿ー 有賀 小 右衞門 


« 伊勢 

本 多 內藏助 

長 九郞左 衞門樣 

前 田 對馬樣 

小幡宮 內樣 

禅 田 i 蕃樣 

奧村 因幡 樣 

A 月 十一 百 今 枝近義 白山の 事に 關し 幕府に 使した る 顚末を 在 金 澤の老 

臣に告 ぐ。 

〔白山 一件〕  Z 

今度 白山 出入 之義、 酒 井 讃岐殿 三人 之 御 年寄へ、 內證之 爲御使 私 被 造 候 御 口上 之覺 

一 、 加贺國 白山 之 社頭 破損 仕 候 付而、 致 修理 度 由 所 之 者 及斷候 故、 其 分に 申 付、 去 年少々 材 

木なビ 切 s、 當 H 雪 消、 大工 一 人 尾 添 村の 百姓 四 五 人 召 連、 伐 候 材木 見 可 申た め 白山へ 登 

り 申 候處、 越 前 領之者 共 大勢 集り 有 之、 尾 添より 登り 申 者 を 見 付、 事 之 外さ わぎ、 打殺 可 申 

體ゅ ゑ、 此方 は 小勢 之義、 旁 內陣迄 不参、 加賀 室より 罷歸候 事。 
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一 、 其 後小松 迄、 越 前 殿 家老 共より 以 使者、 口上 覺書之 通 申 越 候 事。 

一 、 加賀の 白山， >0 申義 は、 古 來紛も 無 御座 候 0 書籍 等に ものり 申 由 候.' 先年 柴田三 左 衞門越 

前 打 入 之 刻、 佐 久問玄 蕃，. J、 にごりす み 川 を 限 b 境目 V」 申談 候，， 」 哉覽、 石 川 邵之內 白山の 麓 

十六 ケ衬越 前領に Si 成 候。 併 尾 添. 荒 谷 • 中宮 三 ケ村 今以加 賀領に 御座 候。 先規 より 尾 添 村 之 

ぼ 姓、 白山 之 別當什 候由來 分明 之 旨 申 候。 金澤 より 四 里 上に、 下 白山 VJ 申 神社 御座 候。 其よ 

り 八 九 里 上白 山 之 麓に 尾 添 之 在所 有 之、 尾 添より 三 里 上 檜宿宮 申 社 御座 候。 又 三 里 上に あ 

ま 池、 又 三 里 上に 內陣、 其より 十 町 程 西 へ より 御前 之 社 御座 候。 檜 宿宮. あま 池 迄 は 越 前領之 

もの かま ひ 不申候 0 內陣. 御前 兩社迄 越 前 領內に 候、 加賀 より 造 營爲致 間 敷 ど 申 事 0 

一 、 五十 餘年 以前、 靑木紀 伊 守へ 申 候て、 越前領 より 御前. 內陣兩 社 建立 仕 候 付而、 尾 添 之 者 

共. &分 仕、 つち をうた せ 不申候 事、 於于 今. E 內に隱 無 御座 候 由 申 候へ 共、 久敷義 故 其 節 之 

子 造に ゃ存候 0 廿年計 以前、 松 1^ 伹馬 殿より 右 之 兩社御 建立 之 刻、 尾 添 之 もの ざ も 本 多 安房. 

橫山々 城 方 迄及斷 候へ 共、 立願 御座 候へば、 筑 紫の 架奧 州之果 よりも 建立 什 習に 候。 殊隣國 

之義、 何 角 申 ぶん 仕 不入義 に 候。 重而又 破損 仕 候 者、 此方よりも 修理いた すべく 候 間、 且而 

かま ひ 申 問 敷 旨 申 付 置 由に 候。 先規 より 越 前領の もの 杣取 遷宮 を も 仕來る 由、 只今 色々，.」 そ 

れ をこう に 申 物に て 御座 候 はん 存候 事。   


一 、 縱 あなたより 申 分 御座 候 共、 斷之品 可 有之處 に、 十六 ケ村之 者 を 相 催、 弓 .鐵 炮を 持、 石 

倉 をつ き はり 番を 置、 加州よりの g ，立 妨可申 由、 理不盡 之 裁許に 御座 候。 其 上越 前 殿 家老 三 

人より、 使者 口上 覺書之 通 も、 少 おっかけ たる やうに 聞え 申 候。 定而越 前に は、 加賀 より 卒 

爾之 建立 企 候へ 共、 白山へ 登り 申 もの 追 下し、 建立 を もやめ させ 候な Vj  、可 申 成 候。 此段は 

急 度 御 訴訟 申 上 候 はで 不叶義 候へ 共、 當家 御代々 別而御 厚恩 受申候 0 今程 公方 樣御 幼少に 候 

へば、 何様 之 義をも 致 堪忍、 公儀 御苦惱 がまし き 義申上 間 敷，、」 常々 覺悟仕 候。 其 故 此度は 無 

心 を やめ、 表 向 御 訴^ 不申上 候 0 併國之 用に 不 立山 申ながら 境目 之義、 其！ a 打捨 S 申 段 も 

難 成 候 0 以來 公方 樣 御成 仁 被 遊 候 は  、急 度 訴訟 可 申 上 候。 內々 其 御 心得 被 成 可 被 下 候 s.。 

一 、 此上 にも 彼兩社 此方より 之 建立 を め 置、 越 前 殿より 修理 被 申 付 候へば、 あなたの 理運 

之 樣に罷 成、 以來御 訴訟 も 難 成 候 間、 若 左樣仕 合に 候 はゾ、 ロハ 今 どても 又御訴 Sli 申 上 義可有 

御座 候 事 ◦ 

一 、 越 前 之 もの 共 如何 樣之義 を 仕懸候 共、 且而 取合 申 まじく 之 Slni 堅 申 遣 候へ 共、 姓，. J 申內 

にも 山中 之 もの は、 猪. 猿 同前の やつばら にて、 此方 之 下知 を も 事に より 用 不申候 間、 若 越 前 

の者，>0た y^きぁひ申樣成義も可有之候哉難計候o 內々 其 御 心得 被 成 可 被 下 候 事。 

一 、 右 御 口上 之 趣、 松 平 伊豆 殿 委細 御 聞 屈、 越 前よりの 口上 覺書、 並 大工 太 郞兵衞 害 付 を も、 
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一 

能々 御 覽被成 候 。太 郞兵衞 書付 爲御 心得 寫進之 候。  ， 一 

大、 没 は泰澄 一 一 、 先年 鶴來之 B 居 被 上 之 候、 大澄 大師 自筆，. J やらん 白山 之 緣記可 有 之 候。 其 外 尾 添 村 百姓 一 

先規 より 白山の 御 もり 別 當に付 申 由、 由 來證據 に 可成 義共 能々 相尋、 被 聞 屆可被 申 上旨 御意 

一 、 十六 ケ村之 者 共、 于今は b 番をす ゑ 用心 仕 體に候 哉、 人 を 遣 彼 在々 の樣子 能々 御 聞 屈、 

可 有 御 由 上 候。 卒爾に 不功成 もの 被 遣 候ば、 あなたに け ざり 結句 惡 事に 可罷成 候。 不 及申大 

事に 候條、 能々 可 被 入御 念 候。 越 前 殿より、 自然 修理な ざ 御 申 付 候 はん， >0 の 支度 候 者、 早々 

可 有 御 注進 候。 右 一 局、 越 前にての 取沙汰 を も 御 聞屆尤 候。 

一 、 尾 添 村 百姓 之 書付 之內 に、 五十 三年 以前 北 村宗甫 白山 建立 之 刻、 靑木紀 伊 守へ 申斷、 越： 

前領之 もの 共立 申 由 書 の せ 申 候。 宗甫 • 紀 伊 守 如何 樣之仁 にて 候 哉、 御 聞屆候 て 委御 書付 可 被 - 

指 越： 

一、 右 之 一 局 伊藤 內膳. 菊 池 大舉兩 人 被 相談、 畢竟 は 公儀 沙汰に も 可罷成 候條、 證據に 可成 義： 

可 有 言上 3 曰 御意 候。 十六 ケ村之 もの 共お ごり、 弓 • 鐵炮な ざ VJ り あっか ひ 候義、 何より 以 公義 

b 之 非 義候之 故、 是ー ッ にても こなたの 申立に 成 事 候。 左 樣之段 委細 御 聞 屈、 具 可 被 仰 越候タ 

1 、 白山 之 输圖、 加賀. 越 前. 美 濃へ か、 り 申體、 山內 十六 ケ村 • にごりす み 川 • 尾 添 村 • 中 宮* 


荒 谷. さら. 吉 野. 鶴來. 白山 等 具に 御 記、 道のり 迄 書付 可^ 御上 候。 

一、 右一 卷 之義、 其 地に て 色々 取沙汰 有 之. H 風閒仕 候。 此 紙面 之 通 一 圓沙， 汰無之 様に、 能々 

可 被 入御 念 候。 尾 添 其 外在々 の もの 共 被 召 寄、 様子 御尋候 共、 是又 沙汰 なきやう に、 堅 可 被 

仰 付 事 肝要に 候、 以上。 

八月 十二 日 申の 刻  今 枝 民 部 判 

前田對 stl- 殿 

沐田 玄蕃殿 

奧村 因幡 殿 

肇 

是歳。 小 松の 商 金 平屋、 酒 • 酢 等 を 城 中に 納入す る を 以て 誓紙 を 上つ る。 

〔加賀 古文書〕 

誓紙 前書 之 事 

1 、 御城^へ 酒 Ms 々並 かす. 酢 御上げ 被 成 候 付而、 私共 取 あっか ひ 申 道具 少もそ さう に不 仕、 

念 を 入 可 申 候。 其 上 何 にても、 ざく がまし きもの 一 切 VJ り あっか ひ 仕 間 敷 候 0 不及 申、 人に 

たのまれ、 ぞくた く を，、」 り、 毒の たぐ ひあしき もの 手に も 取 申 間 敷 候。 其 外 はう ばい 共の 中 

に、 あしき もの，、」 り あっか ひ 仕 候 を 見 付 候 は  > -、 少も かくしお き不 申、 早速 相斷 可. &s^o 
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る 刀 I： [然 二るな， に-十 
な/お 一ら 年 こ 許 馬衬 

る許般 ばに と さ 及 若 
べしに 本 在 承れび 干 
しす: 帶文リ 應た棺 名 


四 五 四 

右 之 趣 於 相 背 者、 も 梵天 帝 釋四大 天 王、 惣而 日本中 六十 餘州 大小 神 K、 伊豆 箱 根 ZZ 所 

權現. 三お 大明 神. 八幡 大 菩薩 • 春日大 明 神. 天滿大 自在 天神、 神 冥 罸親額 春嵐 各 可： 能 蒙 者 也。 

仍 起請文 如 件。 

承 應四年  金平 や 五郞右 衞門內 ふく 血判 

外 十 人 速 血判 

, 明 曆ニ年 

正月 十三 日。 十 村等隨 意に 帶刀 する こと を 許さる。 * 

〔上田 源 助 « 記〕 

1 、 十 村 帶刀之 儀 者、 明 潜 二 年 正月 十三 日 小 松 御 在 城 之砌、 巾 村久悅 殿方に 而刀措 候 義被仰 

出 候 所、 帶刀 之義者 勝手次第に 被 仰 付 置 被 下 候樣、 其 節 御請 申 上 候 事。 

三月 廿ー 一日。 金澤に 於いて 近 藤傳吉 • 中島 九 郞兵衞 互に 相爭 ふ。 

〔浪見 摘寫〕 

利 常 公 御代、 近 藤 傳吉. 中 嶋九郞 兵 衞喧曄 の 起 は、 近 藤 傳吉は 近 藤 治 右 衞門删 麵§ 御 一一 男に て、 

二 石 被 下 御 奉公 申 上 險0 大嶋 彌左衞 門弟 子に 而、 素 翁の 上手 也。 則 免 を 得て 翁の 師を する 


處、 弟子 大勢 有。 中 九 郞兵衞 は 御 小 將組ニ ぼ 石 被 下。 佐 久間伊 右 衞門は 佐 久問彌 右 衞門子 

に 而佐久 間 市 右衞門 兄、 ^^島又八は^島七兵衞弟にて浪入也。 福 田 彌右衞 門に 御 小將組 三百 

石 被 下 ◦  土 山 四 郞兵衞 は 御- 廻 組 二な 石 被 下、 是和田 次 郞兵衞 K 父 也。 、ゆ 田 八 S は S: 田次郞 

右衞 門弟に て © 人 也 ◦ 後藤 太 右 衞門は 某の 子に 而 浪人 也。 木 村 市 十郞は 御馬 廻 組 木 村 甚左衞 

門 二 石 取の せがれに て 十五 歲也。 右の 人々 何れも 傳吉 弟子に 而、 別 而心易 申 合、 會：： ：G 寄 

合せし 也。 市 十郞は 器量 はさの み 勝れね 共、 心 ざま 読し く 聞え けり。 津 田八丞 VJ 兄弟の 契約 

す。 此の 事相 弟子の 中に、 知る も 不知 も 有け り。 太 右衞門 常々 申しけ る は、 市 十郞は 若衆 ど 

云 ふ 者に 非す、 V- こに も 人の ほる、 所 はなき VJ 云 ひける。 然るに 明 暦 二 丙 申 中 春、 於 稻 古所 

交紛仕 ふ。 市十郞 太 右 衞門合 手の 番に當 り、 互に 挑み 諍 ふ 時、 木 村の 餘後 藤が 額に 中り け 

れば、 面の « 折れて、 竹刀の 先にて 疵付血 流れければ 、後藤 W も 糙に被 遊たり，、」 て 血 を 拭 ふ 0 

木 村 竹刀 を 捨て. Hi- り 寄り、 是は 御 目 は 無恙ゃ て、 血留を 付け 樣々 介抱す。 後藤 は爲 

差 事に 非す、 却 而雖致 迷惑、 色々 愛らしき 心 入 共 成りければ、 其 節の 介抱に 心 を留て より、 執 

心 止 事を不 得、 中嶋九 郞兵衞 は別而 心： ：5 ければ 彼に 媒を賴 む。 中 鳩 心得て、 則 市 十郞が 元へ 

行きて、 爾々 ロ說 さければ、 木 村 我等 式 左 樣に思 召 事 不淺、 乍 去 津田八 丞ど申 切； < りし 筋目 

あれば、 於此 事； させ 給へ ビ云 ふ。 中嶋、 扨々 左 樣に候 哉、 何れも 心 易 中の なれ 共、 後藤 
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も 不知 ぞ有 けん、 我 も 不知け り て、 後藤に 委く 語りければ、 太 右 衞門申 は、 我等 も K に^ 

聞 傅へ けれ 共、 思 ひ 難 止 故に 貴方 を賴 みし 此上 は、 津田 方へ 行て もら ひくれ 候 a にご、 一 

向に 歎き 賴 みける 故に、 中嶋も 彼是 相談、 往來 事繁き 故に、 父 甚左衞 門 « れ開 きて 心う き 

事に 思 ひ、 近 藤 傳吉. 土 山四郞 兵衞. 福 田 彌右衞 門.^ 島 又 八. 佐久問 伊右衞 門を賴 み、 父 も 一 

同して 評義 し、 扱 を 入れて 津田八 丞共知 昔 を きらせ、 此の上 は 心 をな だめ 給 はれ，、」、 甚左衞 

門 諸共に 後藤 方へ 行きて 云 ひ 聞せ ければ、 先 は 師命を も 重んじ、 且惣樣 一同 申 所 さすがに 違 

背 難 仕、 無 是非 領掌 しければ、 互に 無爲に 成に けり。 »數= 過ぎけ る處 に、 近 藤 傳士： ： ゆ 田 • 

木 村に 合宿して、 事 を 不時の 稽古に よせて、 IS: 田. 木 村 を 呼んで 竊に 出合せ、 如 元 云 ひか はす 

世間に 沙汰 あり。 後藤 是を 聞き、 甚 憤りて 中嶋を 呼んで、 爾々 の 沙汰 を贵方 不知 事 不可 有 

ど 怒りければ、 中嶋が 云く、 其方 申分尤 也、 我 曾而此 沙汰 を不 聞、 鬼 角傳吉 殿に ひ、 委く 

尋ねて 其 上の 時宜に 可 寄、 必疎忽 の 振 廻 不可 有，.」 云 ひて 立 別れけ り 。翌日 三月 廿ー 一日の 早朝、 

近 藤 方へ 中嶋 行きて、 少 用事 有り， ひ 入れたり。 傳吉は 常の 事 なれば、 何 心なく 呼び 通し 

けり 0 中嶋 着座、 此程 田. 木 村 VJ  一  * して 苒會 させ 給 ふ VJ や、 此事覺 え 給 ふべ し VJ 脇 指を拔 

き、 左の 肩先 を 丁，、」 切る。 傳吉是 は 存も不 寄 VJ 云 ひながら、 脇指拔 いで 中島が 眉間 を 切 付け、 

脇 指 は、 き 本 二 三寸より 折れて けり。 中島 も 目に 血 入りて、 少猶豫 する 內、 近 藤 あたり を 見 


れば、 三 gl 尺 脇に 兄 郞左衞 門 大脇刺 有 を、 及び か、 りて 柄 を 取て 引 寄ければ、 IS-^i-EI^S^ 

にか、 りて、 身計拔 たり。 幸 ど 起き 歸り樣 に、 及び か、 り 切りければ、 ^裟懸 に 一 刀で 切留 

めたり。 父 治 右 衞門兄 四 郞左衞 門 も 勝手に 居 けれ 共、 程遠ければ 是を 不知、 SJi. 過ぎて 父兄 並 

家來共 集り、 一家へ もしら せ 門 を 堅めたり。 利 常 公に 御 在 江 11^ 故、 老中より 委細 一一 一-:: 上候處 に、 

傳吉は 手 疵可爲 養生，. J て、 父 治右衞 門，. J 佐久間 彌右衞 門に 御預。 傳吉は 彌右衞 門 小 w 也。 此 

時 松； 牛 家 へ も 御 內意有 之、 各より 侍 • 足輕等 被附警 固し けり。 是近藤 家へ S きたる 故 也。 傅士 M 

手疵 癒えて 後、 橫山外 記 5|§5 に 御 預け、 外 記 御用 有 之、 江 へ 被 召に 付、 不破彥 三へ 御预 

け、 其 年 御歸國 以後 御 吟味 有 之、 g: 田 八丞. 後藤 太 右 衞門兩 人 切 股 也。 福 m 彌右衞 門. 土 山 四 

郞兵衞 • ^島 又 八. 佐 久間伊 右 衞門四 人 は 御 追放、 木 村 市 十 郞は能 州へ 御： d 籠、 數ケ年 經て後 

甚左衞 門 死後 被 召 返、 跡目 被 仰 付、 後 左 兵衞也 ◦ 近 藤 傳吉は 御隱密 にて、 宮 腰より 船に 乘せ 

て 西 國へ被 遣。 其 後の 事 知者な し。 宫腰迄 送 人、 不破彥 三 家 來並與 力 不歿、 其 外 近 藤 治右衞 

門 • 木 村 甚左衞 門. 佐 久間源 右衞門 也。 御 荷物 VJ 號し、 大長 持に すかし をして Eii- に 入れ 出す 

，，J 也。 但警 固の 人々 は 翁の 鞘 を 外し、 鐡 砲に 火繩を 挾み、 嚴 重の 行赃 どい ふ 也。 

三月 廿 九日。 富 山 侯 前 田 利 次の 小姓 相鬪爭 す。 

〔新 山田畔 書〕 
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暴 二 年 三月 廿九 n 越 ss 下 騒動の 事 あり。 利 次-奉 小姓 共 吟味して f 抱 中に、 其 比 

ま 尾 原 左內， ぁ本秦 二人に 上越す 出頭 なく、 悃に被 召 仕、 廿歲 に餘る 時分なる に、 又速 水 

助 I 美 ふ 霞の 小姓 I 抱て、 此若 S 續あ なき 御 襲 也。 fm 

曼々： 及ぶ。 其の 比 I は、 5 姓の 目 付ながら 頭 也。 又 I に 上田 市ず 云 ふ 兒小管 

i 橋 本 は 大目 付 也。 仍て 上田 是に隨 ひて 勸む。 上田 は梶 原が 仕 立の？ る を、 申 上げ 

て 被 召 出 故、 梶原は 先の 主 也、 寄 親 也。 右の If 鬼 やせん 角 やせな 案じ 煩 ひ、 は I 人 

の 目 こず、 家中に 隱 なき 体 故、 予置が 恩 I り.^ れ共、 又 主君に 背き 奉る 事 は 重罪まぬ 

案して、 橋 本に 其の 事 を f ける に、 mi. 予も梶 f 一所に S 公に 

出で 無 他事、 ，上へ 達する 事 無用 也 4 々にし かりけ る 故、 上田 聞き、 御 尤には 候へ 共 

主命 を 背く 事 恐 入る 所に 候、 脇より 聞え 候 は.^ 同罪 S べき 曰 ひける が、 頓て 書付 を調ハ 

て 申 上る。 利 次 公い かなる 思 召に か、 何共 不被仰 付。 其內に 1 不知、 主 殿より 申 上げた る 

由 家 t  st。 置. 速 水 御前 何 幕らん 疎々 布 成りければ、 倍 II へたるなら き 

ら得、 ま 殿 を 左內惡 みけれ 共、 I は 夢にも 不知して、 此 if 不宜思 ふずる は不 S 

お〕 事は穩 便に 可 難 成 も、 其 時に 書付 を 以て 初て 言上に 及ぶ 。利 次公閒 召し、 梶原を 

被 召て Is 書付 I 內に被 下、 汝不， 思へ 共、 隨分取 立て、 mo  i 


に は 他國者 を^ 不 抱，、」 の 御 制止 なれ 共、 それ を も 不承 引 右 之： 迎也。 ロハ 今 急 度 申 付る 物なら ば、 

予目 違た る VJ て 外聞 も 不宜。 仍て 今度 は 赦免す る 也。 向後 堅く 嗜み 候へ，、」 被 仰。 wffi 忝 御^ 

申 上げて 返 出し、 歸 宅して ける 0 梶原 老母 一 人 在りて、 妻 はなし 0 左內 母に 向 ひ、 主命 を 背 候 

由 人に 被訴無 是非 候 0 仍て訟 人 を 討 殺して 自害 可 仕，.」 存也。 母 者 人 をば 京へ 送り 可. &、 御用 

意 候へ、 iK ふ C 母 聞いて 京へ，. -は 何事 ぞ、 武士の 家に 生れて 左 樣の事 不可 有、 只 一所に 自害 

を せんに 何の 苦 か 可 有 や、 早々 智略 を 回し 候へ V」 云 ふ。 棍原悅 び、 廿 九日 鼓より 秋 山 志 摩 助 

方へ、 梶原. 橋 本 和睦 S 振 廻， こ 究めければ、 其 前に 埒 明ん、 >」 て、 下女下男 共に 暇 を 造し、 衣類 

銀 子 を 取らせ、 宿々 へ 行き 支度して、 明日 は 二 上の 社. 大山 sfi りせ よ、 立願れ 之ぞ、 、ヒー 一一 n ひ 付れ 

ば、 何れも 生命 ど 云 ひ、 旁悅 びて 下宿す。 其 後上 田 市 佐 を 呼び、 掃除 坊主 林 清、、」 速 水 助 佐、、」、 

左 內が家 來上坂 次 右 衞門申 合、 市 佐に 葉 子 肴 を 令 食、 今度 我等 を 註 進せ し 返 f 軋 を 申さん、 ^ 

悟せ よ VJ て 手取り 足 執り 繩を 掛け、 手々 に 雜* のみ. 雜. 鎌な Vj を 以てな ぶり 殺に して、 面の 皮 

を 剝ぎ臺 所の 庭へ 拋 出し、 左 内 は 早九ッ 時分に なれば、 秋 山 方へ 行かん，. J て 母に 暇 乞 を 仕り、 

家 來の上 坂に 申合せ、 速 水. 林淸に 跡の 義示 合せ、 暇 乞して 行く。 速 水 ど 林 上 坂 は、 早 左 

內は秋 山 方へ 着ぬ らん、 いざ 母御 前 覺悟什 給へ，. J て 小脇 指 を 出す。 ゆ 取りて 各 能仆廻 候へ VJ 

て 心 元に 刺 立る。 速 水仍て 留め を 刺して、 茶の間の 圍爐 裹に認 5^ きし 炭 五 俵 移し かけ 火 を 
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掛け、 大形 姿 も替る 頃、 次 左 衞門は 秋 山 方へ 案內 に可參 VJ て やり、 助 佐. 林 淸は上 坂が 秋 山 着 

かんど 思 ふ 比、 最早 火 を 付けん どて 松明に て 所々 に 火 を 燃し 付け、 五百石の 身上に は 過分の 

家作の 亭夥布 燃 上る。 秋 山 方に は梶 原. 橋 本 を 呼び、 相伴に は 徒 與大森 五兵 衞、 無類の 小歌 謠 

ひ を 召 寄せ、 料理 過ぎ、 互の 宿意 を 殘す間 布 どて、 盃取か はし 酒宴になる。 斯處へ 上 坂 來 り 

左 內に逢 度し VJ 云 ふ。 左內 立ちて 宿 を 仕 廻 ひたる か..」 問 ふに、 早 火 を も 付けた るに て 候 半、 

能 仕 廻 候 VJ 云 ふ を 聞き、 心得た る VJ て 座 布へ 歸り、 主 殿 介に 用 有 VJ て 呼 立て、 地へ 出で、 

今度の 一 卷鬼 角に 堪忍 仕が たし どて、 大脇指 を 拔く。 生 殿 心得たり ど拔 合せ、 相 討に 兩人同 

.&-^)^a4<』>o 此 首尾 聞 なれし と は 違 ひたり。 主 關へ主 殿 4* 呼出し、 左 內手づ から 主 殿.^ 切 伏た るに、 上 坂 留めの 事 

^Ifif  ^1 へば、 留に不 及切リ 離れたり と 云 時、 所 方よりの 申 付に，、 そ 有 つらめ、 上拔 刀.^ 拔さて 左內. ^切 

云 上坂兩 人の 樣子を 見て、 自害 を せん VJ 仕る 處を、 秋 山. 大森 二人して 押へ、 捕 繩を云 ひ 

付る 時、 未の 上 一刻 御城 中火 事よ ど 呼 はる 聲頻 にて、 何れも 驅 着る 處に、 御城に て はなく、 梶 

原が 宅 也 VJ て、 皆々 火 本 へ 走 付て 見れば、 門 を 開き 中庭に 酒 一 一 樽の 鏡 を 執り、 柄抄を 立て、 速 

水鎗を 持ち 林淸は 長刀 持ちて、 入る 者 あれば 上下の 無 構 突 伏 切 伏 酒 汲みて 呑 働け る 0  mlml、 

ぉ；^?^?^我！^^||§:;;、ん^^|^^。切..死人九人.手負士ー人，.^云ふ。 富 田右衞 門が 給 人 一 人 尸 T 上 

より 突 落さる。 徒與の何の淸右衞門，>0云ふも討れたる^0云ふ0 火 盛 過 時分、 いざ/、  VJ て 速 

水. 林淸刺 違へ て 死にたり。 吟味 共有て、 林淸が 一 咏七人 成敗、 れ C なし、 左內. 主 殿 は 五 


:c 石 〈兆、 速 水 は 二百 五十石、 何れも 他 國者共 也。 富 山 騷勸、 こは是 也。 

一月。 加 賀石川 郡 湯 涌 村より 湯 稅を徵 する こと 初めて 見 ゆ。 

〔温 故 集錄〕 

加 加：：； 國石川 郡 涌 村 役 銀 之 義御尋 

石 川 郡 涌 村 揚役銀 上、 初年 號相 知不申 候。 明 曆ニ年 三月 定 小物 成 取 立 帳而、 御 印に 而成被 

爲下、 小 松に て 私 親 五 郞兵衞 に 被 仰 付 候。 帳面 之內に 涌 村. 沿 役 銀 百 七十 二 匁 VJ 御座 攸0 

n ハ今以 其 通に 取 立 申 候 0 何れも 定 小物 成、 其 時分 一 統に被 仰 付 候 奉存候 0 定而 中宮 村 役 

銀 も、 右 之 時分 之 御 帳面に 御 書 出 可 被 遊 舉存 候。 其 時分 被 爲下候 御 帳面 は、 御 公義より 箱 

共に 被爲下 候。 其 上書に は承應 三年，.」 御座 候 得 共、 明 暦 三年に 御成 替被爲 下 候 枝奉存 候へ 共、 

委細 は 相 知不申 候、 以上。 

十月 十七 日  田 井村 ニ郞吉 

加州 產物 記に 云、 湯 涌 温泉 何 頃より 出 初 候 哉、 謂 等 も 知者 無 之。 惣而 切疵. 頭痛 其 外 温瘡. 打 身 

等"； S に 功 能 有 之。 河 合 良 温 の 温泉 記に 云、 加 贺州石 川 郡 湯 涌 村有 温， M 出 焉0 諸 沈 舸敗疾 之 者。 

浴而獲 治者、 何菅 萬億數 也。 至 若 其 瘡疥與 折 傷 撲損諸 症。 則 其功驗 駛峻。 甚於 SB 之 灌雪也 云 Q 

俗 傳。 養老 年間 泰澄。 披檢莽 於 硫黄 之 山 也。 遂到此 曰。 後世 知 我者舰 于此。 乃 穿 地 則靈， M 
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迸 出 hi ス 爾來救 治 民 疾苦 者 0 至 今 千 有餘年 0 猶 一 日矣 0 蓋聖 SE 現 瑞之所 由 然也云 0  、溢 室 之 側 

民 舍爲伍 0 舍皆 頗宏壯 0 南邊 li- 者 曰 理兵衞 0 北 者 曰 新 右衞門 0 柬者曰 半 左衞門 0 曰 五兵 衞 0 

半 左 衞門則 理兵衞 之 族。 別 立 門戸 者 也 0 北 隅 者 曰 九 兵衞。 五 1^ 與 之 利。 以待^ 客 0 客 至 則 

授 一 室 居 之。 炊 S 供給 隨其 欲。 以爲 生業 也 云 々o 

按に、 享保. 元 文中に 撰み たる 享元 塵餘 志、 及び 加州 產物記 等に、 石 川 郡 湯 涌 温泉の 濫條 等、 

其 謂 聞 傳者無 之 由 記載 すれば、 養老 年間 僧泰 澄が 事 を 云へ る は V 元 文 以後の 俗說 にて、 全く 

輓 近の 妄誕 なる 事 著明な り。 

五月 一 一日。 前 田 利 常 越 中 新 川郡大 岩山 日 石 寺に 寺領を 寄進す。 

〔金澤 市中 古文書〕 

越 中 新 川 郡 大岩村 日 岩 寺 之 不動 者、 靈驗 殊勝 之 本尊 也。 雖然古 來寺領 無 之 0 今 加 賀少將 綱 利 

. 朝臣、 武運 長久 息災 爲 祈禱、 若 荷 谷 村 之 內を以 二十 石 之處令 寄附 畢。 全 可 寿納、 彌無 怠慢 可 

被抽 丹誠、 仍 寄進 狀如 件。 

明 暦 二 年 五月 二日  中 納 言 禾常^ 

大岩 不動 御 房  . 

五月 三日。 加賀 河北 郡 竹 橋 *津 幡の驛 馬に 關 して 令す。 


〔國初 f は 文〕 

覺 

一 、 侍 町 入金 澤， は 之 屈 米、 百姓 « に 付 通り 候義 無用 候。 竹 橋 幡兩宿 之 re を以、 余澤， は 可 相 

5。 

一 、 一 ケ： ：！： 之內、 十日 は 竹 橋、 廿日 は律幡 より 馬 可 相 通 事 0 

一 、 田地 持 之 者 共、 自身 g ^具 取、 耕作 可 情 出 事。 

右 之 通 被 仰 出 者 也。 

明 曆ニ年 五月 三日  奧村 因幡 

津田 玄蕃 

田對 li^ 

津幡  ffl キ 

五月。 前 田 利 常 就 封の 暇 を 得て 小 松に 歸 城す。 

〔政 隣 記〕 

一 、 四月 利 常 公 御 暇 出、 五月 御發 小 松， 御歸城 ◦ 

六月 廿 四日。 百姓 自 から 勵 精す る を 以て 改作 奉行 を 置かざる こと を 吿ぐ。 
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Lt. 村傳 記〕 

一 、 改作 御 舉行之 儀に 付、 最前 御 印 を 十 村 中， S 被 下 置 候 得 ざ も、 此頃 百姓 心得 能が てんいた 

し、 御 奉行 を 付 させられ 候よりも 增 りたる 鉢に 付而、 御 奉行 も 不被仰 付、 右 之 御 印 被 召 返 候 

.s、 百姓 中. 可 申 觸旨被 仰 出 也。 

明 暦 二 年 六月 廿 四日  前 田 » lijl- 

律 田玄蕃 

十 村 中 

七月 五日。 百姓の 借物 を 禁じ、 藩 有 金 縠の貸 附を乞 ふこと を 許す。 

〔三百 ニ條舊 記〕 

一 、 是跡 度々 被 仰 出 候 得 共、 彌 向後 御領 國中諸 百姓 脇 借 仕 間 敷 候。 萬 一 借 候 は 而不叶 首尾 有 

之 候 者、 其 十 村 を以御 公儀ね 斷、 御城 銀 米 かり 候へ VJ 申 渡 候へ VJ、 七月 五 t" 御 夜 詰に 久越樣 

を 以被仰 出、 同 六日に 川 西 十 村ね 觸渡儀 申 渡 申 候。 此義重 而此旨 猥之義 候 得 者、 曲 言に 可 被 

仰 付 旨、 同 七日 菊 地 大學樣 を 以被仰 出 候。 

右 明：^  二 年 小 松に 而 先祖 覺 帳に 有る。 


七月 六 n。 耕作 を勵 まざる 百姓 を 打殺す を 得べき を告 ぐ。 

〔三百 ニ條 ffi 記〕 

一 、 ；白 姓 之 下人 之內、 作不仕 徒者 之義 者、 打 ころし 候ても 不苦候 由 申 渡 候 欺 覺中候 哉。 ，2 後 

彌右之 通に 心得 候へ VJ、 七月 六日 之御晝 詰に 中 村 久越樣 を 以被仰 出 候。 

明 »1 一年 小 松に 而 先祖 覺 帳に 有る。 

人 月 七 0。 明年 以降 百姓の 吉初銀 上納 を 要せざる べき を告 ぐ。 

〔五十嵐 五考 補遺〕 

御公領 分 吉初銀 御免 除 被 成 候 0 明 暦 三年より 上げ 申 間 敷 被 仰 出 候條、 可成 其 意 候 也。 

明 曆ニ年 八月 七日  前田對 li^ 判 

奧村 因幡 判 

律 田 i 蕃判 

利 波 郡 百姓 中 

右 本紙 は 村 源ニ郞 方に 持傳 へたる 由、 元 文 四 年の 寫 あり 0 又 承應ニ 年の 反古に。 

一 、 承應 三年 分御吉 * 銀 只今 指 上 度 由、 百姓 中 御 斷申上 候處、 御 取 置 被 成 間 敷 由 被 仰 候 

ごも、 百姓 ざ も 勝手にて 御座 候 間、 是非 VJ も 御 取 立 被 成 可 被 下 VJ 御^ 言 申 上 候條、 御 受取 被 
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成 被 下 忝 奉存候 0  W 來 にお ゐて何 角 申 上 候 者、 此 書付 を以 何分に も 越度に 可 被 仰 付 候。 爲其 

迚判 書附指 上申 所 如 件。 

承 應ニ年 十月 廿 八日  帛與 三淸村 九 左衞門 

坂 井助 右 衞門樣 

承應 三年 分隱 田地 御 吉初銀 指 上申 御 事 

高 十七 石 

一、 一分 八： g  朱 封 銀 也。 但四分 半 入，. J も。 

右吉 初 銀 指 上 m 所 相違 無 御座 候、 以上。 

午 正月 九日  三淸村 九 左衞門 

林 勘助樣 

右 之 如く 來年之 分、 今年の 十月に 御給 人，^ 指 上し も あり、 村々 の 便利に 任せし，. J 見えたり。 

〔五十嵐 五 考吉初 銀考〕  , 

吉初銀 VJ 云 ふ は、 春中稅して上たる事^見ぇたり。 草 高 一 石に 付  一 @1 なり。 高^^庄助所持夫 

銀 受取 書。 

宽永十 年分 五十里 村道 重 村 卷夫銀 之 事 


高 三 石 八 斗 二 升 五合に 付而 

1 、 三 MA 毛 1 i  吉初銀 今 極 §£M 衬 鐘 m 

一 、 一 匁 六 分 七厘 四 毛 夫 銀 今 極印 

右四步 半分 受取 所 如 件。 

两 卯月 四日  深 町 新九郞 

小 林 九 郞兵衞 

好 曰く、 四步半 VJ は 銀 目 一 匁に 付 四 厘 五毛の 入 目 VJ 見ね にり。 宽永 十四 年 IE 三 =：: 三：：： 定廿 

三條 の內、 吉初銀 三月 中、 # 夫 銀 五月 中、 秋 夫 銀 年 切、 代官より 可 指 上 0 若 u 限 於相延 者、 利 

^t^^n-^-R^O 萬 冶 以前 御定書 。按に 前項 

R^pf  II 利 足 銀 子 二割と ぁリ。 

微妙 公 小 松 城に 隱 居の 後、 正月に 吉初 VJ 稱し、 十 村 及び 百姓に 酒 を 賜 ふ。 其 記 左の 如し 0 

正月 十 村 を 初、 三 ケ國を 取 立 申 百姓 共、 小 松御臺 所へ 被 召 寄、 吉初 VJ 御意 被 成、 御 振！！ 御 

酒 被 下、 其 上に 百姓 共 藝盡し 仕、 罷歸申 時、 大き 成 御鏡傳 一 重充 頂戴 仕 也 0 1 =1 三百 人 ，积 

宛、 十日 程も罷 上る か- VJ 覺申 也。 拾纂 名言 記 

八月 十七 日。 前 田 利 常 村 肝 煎 • 十 村 等の 事に 關し 諮問す。 

〔廳 通 載〕 
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是月 は大盡 

なり 


一 、 明 M 二 年 八月 十七 日 御 夜 詰に、 中 村 久悅殿 奉に 而、 三 ケ國村 肝 煎 給 米、 何方より 取 候 I 

御 尋被成 候に 付、 村 中より 取 申 由 申 上 候。 

一 、 同 御 夜 詰に 中 村 久悅殿 奉に 而、 十 村 扶持 何程. +被仰 出 候に 付、 御 知行 同事に 御 扶持 被 下、 

人數 しまり 方， こして、 锹  一 丁に 京 升 二 升 宛 取 申 由 申 上 候 事 0 

一 、 同 御 夜 詰に 中 村 久悅殿 奉に 而、 十 村 武具 等 は 所持いた すか 御尋に 付、 拜領之 武具 "iij 具 

並に 所持 武具 等 御座 候 由 申 上 候。 遠 所 並 村 廻に 罷出候 衆、 鎚等爲 持 候 かど 御 尋被成 候 得 共、 

村 廻に 罷出候 節 は 爲持不 申 ど 申 上 候 事。 

一 、 八月 十八 日 御 夜 詰に 久悅 殿. 市 三郞殿 を以、 向後 未進 有 之 候 者、 給 人 共より 屆 無之內 に、 

此 未進 を 何故 未進に 罷成 候、 追而 仕出し 申 候ビ、 十 村より 給 人 之 宿へ 達 E 可 申 11:1、 三ケ國 

十 村 中， Si 可 申 渡 皆 被 仰 出 候 事。 

一 、 八月 十八：：： 御 夜 詰に 久悅殿 奉に 而、 當年手 上 免 致 候 義入情 VJ 被 思 召 候。 十 村 殿 申 上 

候義、 何に 而も 心中に つ  >  み 申 間 敷 与 被 仰 事。 

右 覺書は 明 暦 一 一年 也 0 此か條 之內押 野より 寫取候 品 も 有 之 事。 

A 月晦 n。 歩^ を 越 中 礪波郡 石 坂 出 村に 行 ひ、 以て その 規模 を 示す。 

〔河 合錄〕 


步 ヌ 之 事  . 

一 、 歩 I 刈 は 免 相 を 極る 法 也。 惣高之 出來米 何程 有 之 を 計り 見る 爲め也 0 

其 法、 明 « 二 年 八月 晦日 礪波郡 石 坂 出 村 吉兵衞 ra地_ 別 上田に 被 仰 付、 向後 一 步 i 別之圆 り如斯 

芋 被 仰 出 候 趣、 則 格 帳に 有 之、 左 之 通り 0 

明 « 二 年 八月 晦日 山 本 又 四 郞被仰 付、 御 郡 中 田地 出 來米御 覽可被 成 に 付、 礪波邵 石 坂， 出 

村 吉兵衞 田地 t 別 上田に 被 仰 付 候 事 ◦ 

一 、 上田 1： 步莉  此錄五 升 七 合 

一 、 中 田四步 i 別  此 a 五 升 一 合 

一 、 下田 四步 此 S 三 升 二 合 

步數 \ 十二 步 

0  \ 一  斗 四 升 

右 一 步に藁 數ニ把 平均 一 反に 付 六十 束。 

右 之 籾 高、 高 橋 作 右 衞門. 坂 井 忠兵衞 に 爲致申 候 ◦ 

右 一 步^ 之 籾、 御 扶持 人 島 尻 村 刑 部 相 見 仕、 免圖り 上げ 可 申 旨、 御意に 付；^ 米 圖 候覺。 

1 、 五合 八 勺 三才 右一 一 折に して 一 步に當 り、 此米 一 反 當りー 一石 九 升 八 勺。 但三ほ 六十 步 一 K 
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にして 0 

內ニ斗 四 升 一 合 六 勺  口 米 夫 銀 

伹夫銀 石に 付 二十 八 匁 宛に して  一 ^^八斗五升七合0 

此米 免に 仕 候 得 者 十二 免三步 0 此 內六步 百姓ね 被 下 候而、 四步 御收納 にして、 五ッ 成に 可 

被 召 上 分。  ， 

右 之 通 中 村 久越を 以被仰 出、 向後 一 步 i5 圖り 如此 0 

八月。 金澤 本願 寺に 芝居 を 構へ 歌舞伎 を 興行す。 

〔政 隣 記〕 

1 、 八月 從江 歌 舞妓 座 日向 太夫 加州 わ來 り、 於 本願 寺 芝居 を 構へ、 歌舞伎 を 典 行す 0  $ 

貴賤 見物す 0 

九月 四：： ：！。 百姓の 怠惰 を 戒め その 監督 を嚴 にすべき を 十；^ に 令す。 

〔三百 ニ條舊 記〕 

覺 

1 、 今度 田地に 出來米 何程 有 之 物に 候 哉、 可 被 聞 召 候 上、 古 免 願 海 寺 村、 今 問 水 役 村、 其 外 

所々 一 步 被 仰 付 候 所に、 高 免 者 其 免に 應じ、 下 免 は 其 免に 應じ、 御 納所 之 一 ばいに 餘り米 


有 之 候。 然者； n 姓 之 手前 不成、 かじけ 候 もの は 皆々 い たづら ものに て、 酒杯 を くら ひた ふれ 

申 ゆ ゑに 候 間、 組々 十 村 中より 不殘 一 人く に 申 開せ、 合点いた させ 可 申 候。 なまが てんに 

仕 者 は、 追 出し 可 被 仰 付 候 間 得 其 意、 十 村 中より 可 申 上 候。 組々 之： C 姓 ゆ ゑな き 事に かじけ 

候 者、 十村不 裁許 故に 候。 如 斯被仰 出 候 上 者、 十 村 大事 之 義に候 間、 能々 可爲 心得 候。 いた 

づら者 有 之 候 者 兼 而可申 上 候、 以上。 

申 九月 四日  伊藤 內膳 

十 村 中 

九月 十 一 日。 大聖 寺 侯 前 田 利 治參覲 せし を 以て 德川家 綱に 謁す" 

〔御 日記〕  - 

九月 十 一 日 參勤御 鱧。 

加賀染 三十 端. 銀 十 枚  松 卒飛驛 守 

九月. H 二 H。 能 登 四 郡 内に 於いて 鐵炮を 放つ を 禁ず。 

能 州に 而鐡炮 打 候義、 相 立 御 耳に 候條、 改作 所へ 猥に入 込 候 事 各吟昧 不仆義 沙汰 之 限 之 被 
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津 5 宇右衞 

門 は 口 郡の 

奉行な リ 


仰 出、 向後 四 郡 共 鐡炮爲 打 申 間 敷 旨 御意に 候條、 可 被 得 其 意 候、 恐々 謹言 0 

九月 十三 日  田玄 

奥 村 因幡 

前 田對馬 

本 多 安房 

富 田 治 太夫 殿 

近 藤 次 郞右衞 門 殿 

〔能 州 郡方舊 記〕 

能 州 四 郡 鐵炮打 多、 農 人夫 共 野 邊へ氣 遣 敷 存出兼 候 旨、 其 上鐵炮 におお 鳥お- 

網 さし 共 鳥取不 申、 迷惑が り 候 Sb 相 立 御 耳に 候 得 者、 四 郡 共 鐵炮打 候義御 停止 

難 有 舉存、 隨分情 出し、 網 さし 鳥 取 可 申 候、 以上。 

九月 十八 日  田 宇 右衞門 

羽咋. 鹿 島 十 村 中 

九月 廿 三日。 前 田 光高の 後室 淸泰院 逝去す- 

〔古 案 記〕 


-不申 候に 付 • 

被 仰 出 候 問、 


〇 


一 » 令 啓 達 候。 淸泰院 殿 五 七日 御不豫 之處、 俄に 差 喆、 稲々 雖御 養生 候不相 叶、 昨 御 逝去 

候。 公方 樣御 愁^ 不 大形 候 ◦ 其方 心底 御 推察 之 御 事 候。 此由可 相 達 之 旨、 依 上意 如斯 候、 恐 

々謹言。 

九月 廿 四日  阿部豊後守 忠秋 

松 平 伊豆守 信 綱 

酒 井雅樂 頭忠淸 

〔古 案 記〕 

九月 廿 四日 之 奉書 致拜見 候。 就 淸泰院 殿御 逝去、 忝 上意 之 趣謹而 承知 仕 候。 御 is 小 上使 被 進、 

養生 之 儀械々 被爲 入御 意 候 旨、 於 拙 子 忝 奉 # 候。 至于 老後 加 樣之仕 合 迷惑^ 候。 右 之通宜 願 

御 披露 候、 恐々 謹言 Q 

九月 廿 九日  松 平 肥 前 守 

酒 井 雅樂頭 殿 

松卒 伊豆守 殿 

阿 部 豊 後 守 殿 
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〔古 案 記〕  、 

淸泰院 様 御 逝去 絶 言語、 御 同意に 存 候。 加賀守 殿御 愁歎 之 由 候 得 共、 氣色替 義無之 候 間、 第 

1 可 御 心安 候。 折 柄 淡 州 方. 飛 州 方在府 故、 萬 指 引 之 由に 候。 御 在 國之內 に 候 へ ば、 今 枝：^ 部. 

靑山 將監等 諸事 可 難 計 芋# 事に 候。 御 造 骸之義 は、 一 昨夜に 入傳 通院へ 御 越 被 成 候。 御 葬 g 

も 於 寺 內有之 由に 候。 從 公儀 松 f^: 富 州. 曾 根源 左 衞門 被爲付 候、 恐々 謹言。 

九月 廿七： n  水 戶中納 言顆房 

小 松 中 納言殿 

〔德川 實紀〕 

九月 廿 1 一 日淸泰 院^ 雄 鎖 物 脑酵ぃ 松 御 方な やみお もらせ 給 ふ よし 聞え け れ ば 、 夜中 內藤 式部 少 

輔正次 を 加賀の 邸に つか はさる。 

廿三 nc この 曉淸 泰院御 方う せ 給 ふよし 聞 召 驚かせ 給 ひ、 御 頭痛な やませ 給へば、 墙宗悅 直ト： ：； 

御藥舉 る。 又 御 方のから をば 傳 通院に おくり、 松 平 加賀守 綱紀より 法事 行 ふに より、 寺社 奉 

行 松 平 出 雲 守 勝隆. 留守居 本 多 美 作守忠 相. 酒 井. 紀伊守 忠吉、 勘定 頭 曾 根源 左衞門 Ti  口 次. 村 越 

次 左衞門 勝吉、 目 付 は 一 人づ、 寺に まかり、 其 事つ かさざる べし， >0 仰 付ら る。 タ かけて 諸大 

名 まう のぼり 御氣 色う か、 S ふ。 


廿 iln: 御 忌に より 三緣山 G 御 まう でな し。 御氣 色う か ふ 輩 昨日の ごごし。 又 昔 樂停禁 七日 

たるべ き 旨 仰 出さる 0 

廿 五日 三 家 まう のぼり、 明日より 御 精進 VJ かせ 給 ふべき 旨 聞え 上らる。 松； 牛 加贺守 綱紀. いも 

VJ に、 酒 井 雅樂頭 忠淸. 松； 牛 伊豆守 信 綱. 阿部 S 後 守 忠秋御 使し、 » 銀 五 千枚紛 はる。 今宵 傅 

通院に おくり 進ら する により、 寺社 奉行 松； 牛 出 雲 守 勝 留守居 本 多 美 作 守忠相 供奉に まか 

り、 步 行頭 久貝賴 ゆ 正 倫. 神 尾內膳 元淸、 所屬引 つれて 護送し、 目 付 小 田？ 兵衞順 M は 御先に 

まかる。 © 斑 も 同じ。 又 御 精進 永く 遊ばさるべき 盛盧 なりし に、 三 家より あながちに 聞え 上 

らる、 Sb により、 明朝より 御開 暈 ある 旨、 酒 并雅樂 頭忠淸 もて 仰 出さる。 

廿八 H 此夜淸 * 院御方 葬儀 行 はる S によりて、 松 平 加贺守 綱紀 鈍色の 狩 衣に 濃な しの 烏； £ 子 

を 着し 參拜 す。 

廿 九：：： 同じ 法事 始 により、 酒 井 雅樂頭 忠淸. 松； 牛 伊 S 守 信 綱 寺に 參る。 三 家 は 御所に 使舉 り、 

御け しき 伺 はる。 

十月 廿 九日 松. 牛 加賀守 綱紀 開葷 すべ き 仰 下され、 傅 役 もて 鶴 を 下さる。 

〔壬 子 集錄〕 如來寺 書付 

明曆 1 一年 九月 廿 三日 
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淸泰院 殿 法 譽性榮 大禪定  神 儀 

右 被 仰 渡 候 通 御 戒名 書 上申 候、 以上。 

間 六月 八日  如來寺 秀譽判 

永 原 左 京 殿 

〔水 tl^ 家 家譜〕 

女子。 名大 姬君。 初 名 絲姬。 實水 to. 威 公 女。 寛 永 八 年 辛 未 十二月 十日 爲大猷 公 養女。 時 五 歳。 

九 年 壬 申 五月 十日 入城 中 0 十二月 十三 日 許嫁 松 平 筑前守 光高。 十 年 癸 酉 十二月 五 Hf ね 成 0 生 

二子 0 長 加賀守 綱 利 0 次 萬 菊 丸 ^三。 光 高卒 後爲尼 0 號淸 泰院。 明 歷ニ年 丙 申 九月 二十 三日 逝 0 

年 三十。 二十 五日 葬于 小石 川傳 通院。 法名 法譽 性榮。 

〔水 1^ 家々 譜〕 

0  s,^o  so 名 喜 佐。 寬永四 年 丁 卯 十二月 五日 卒 于江戶 邸。 一 弓 ニレ .ulfe 

葬 于四谷 勝 興 寺。 法名 月溪貞 心。 號玉 寶院。 S. 月 匹- IS- 了^ 寸 一 月 一 一 +七 1^ 

于 山手 邸。 八 年 辛 未 十二月 爲大猷 公 養女。 改名 大姬 0 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 淸泰 院樣御 逝去の 御 時分、 傳 通院へ 被爲 入、 御 葬送 之 御 儀式 御座 候。 其 御 場 わ 相 公樣並 


御 总は前 田 

M じ 


n 曰榮は 性榮ー 


淡路 飛 K 守 先達 而御出 被 遊 候。 御 火： i£ 之 脇に 御 を 敷お 之 所に 御着 座 被 遊、 御雞 送の 

御供 御行 列に は、 相 公 樣も御 加り 不被遊 候。 相 公 樣には 藤色の 御 K 垂被爲 候。 殘御 兩方樣 

は、 常々 の 御直垂 にて 御座 候。 御附人 « 原 治 左衞門 殿、 其 外 御 侍 衆、 額に 三；^ の ど 申 もの 

を あて 御供 岜。 上 ^ 衆. 御 年寄. 女中 も、 御寺まで 被參 候へ 共、 御 葬 場， に 御供 は 無 之 候。 輕き 

女 屮兩人 御供 有 之 候。 何 哉 iS 役儀 有 之 事に 候 由。 己 亥 四月 六 H の 夜 御意 也。 

〔三^ 記〕 

淸泰院 樣御遠 行 之 事 

明 « 二 年 八月 廿 三日に 綱 利 公の 御 母君 御 違例 之 所に、 醫 術の 法 は 誠に 天下 をう ごかし、 天祌 

地祇に 宿願 有て 殘所 なし いへ ビも、 天上の 五衰 のがれが たく、 御 年卅歲 にて 御 遠 行 あそば 

しければ、 御 果報 天下に ならびなき 御 事 なれ ども、 十九 歳に て 恩愛の 御 別れに 御 心 をいた ま 

しめられ、 せめて 忘れ形見の 御 若君 を、 御成 長の 程 を、 二葉の 松の 千代 かけて、 見 まくお ぼ 

しめされ ける 御 心の 程 こそ 御 痛 はしけれ VJ、 上下 萬 人の 愁 たん 筆に も 申つ くしが たし。 御め 

しっか ひの 女中 ざ も、 唯生殘 りたる 命 を うらむ る 外 はなし。 御 遺骸 を 金棺に 納め 奉り、 傅 通 

院へ移 奉り、 一七 日 之 御 法事に 千 部の 御 經讀誦 にて、 大法 會を御 執行 有り。 御 戒名 を 淸泰院 

殿 法 眷： n 曰 榮大姉 VJ 號し舉 る 0 御 召 仕の 女中 何れも 樣をか へらる、 中に も、 今 井. 松 村. お 崎 は、 
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四 七 八  一 

公方 様. 天壽 院樣. 高田樣 への 御 使 等 勤められければ、 しばし 其 ま 勤めら る 。御 局 永 順. じゅ 一 

さい、 其 外の 人々 へ、 御中 屋敷に 新宅 被 仰 付う つり、 傳 通院に て 御影堂の 御前へ H" 々の參 m 

なり 0 さて 小 松に て 先年 越 前の 高瀬より 智識 を 召よ せられ、 小 庵 を 結び、 當 分の 間 御 先祖の 一 

御 位牌 を 立 させられ、 御 崇敬 有け るに、 其 智識 遷化の 後、 g: 田 玄蕃取 持ちて 金澤 より 智識 を 

被 召 寄 有 之け るに、 淸泰 院檨の 御爲に 俄に 寺 を 造 立 被 仰 付、 瑞鳳寺 VJ 號し、 則 淸泰院 樣の士 

月廿 八：：： は 三十 五 H にあたら せ 給 ひて、 金澤. 小 松の 智識 被 召 寄、 御 法事 執行 被 仰 付 。中納 言 

S 御. 參詣の 御 事 なれば、 金澤 より 御 老中 不殘 參詣、 別 而奧村 因幡 .g: 田 支蕃、 初 中 後の 惣御舉 

行に て、 諸 ss-s 許 被 相 勤、 後々 に 至 而卯辰 山の 如 來寺を 小 立 野へ 引越し、 御寺御影堂金銀^^ 

ちりばめ 御 造營被 成、 何も 參詣 不懈。 此の 如 來寺は 台德院 様の 御 位牌 を 立 させられ、 御？ 敬 

之 筋目 なれば、 御 菩提 所 VJ ぞ 成されけ る。 

〔松 梅 語,〕  ； 

一 、 淸泰 院樣ね 公儀より 被 進 候 御屋敷 は、 牛 込の 末 高 田に 有 之 候。 御 逝去 巳 後 御屋敷に 被 IHS 

候 御 附衆も 引取 申、 此方より 被 附置候 御 奉行. 足 輕等も 急に 引取 候樣 に，. J 之 事に 候 由。 其 段 

利 常 公 御 聞 被 成、 御 不快に 而、 御 老中へ 兼 松 小 右 衞門被 遣、 淸泰院 殿御 屋敷 御 追 立 被 成 候、 

如何之^^-に候哉、、」被仰遣候へば、 35^ 張 大納言 殿御 望御拜 傾に 付、 能瀨 治左衞 門， は 申 渡 候、 其 一 

—  Illn  n  叙 


義に而 可 有 之 It 申來 候。 彌 御機嫌 敷、 御用 番之御 老中へ 御 越 被 成、 淸泰院 殿： 敷、 筑前守 

家來共 大勢 お 候處、 急に 追 立 被 成 候に 付、 行當. -難義 いたし 候。 淸泰院 殿御 拜領之 地に 候 

3. 犬 千代 筑前 屋敷 之義に 候。 左 候 得ば 手前へ 御 相談 も 可 有 御座 義之 所に、 曾て 不承 候 段 

難 心得 候。 尾 張 御 取 立 之 由。 然ば 屋敷 望 次第 取 勝 VJ 泰存 候。 左 候 得ば 此方に も 了簡 御座 候。 

此段承 度 参事 候 旨 被 仰 候處、 御 老中 御行 當、 右 之 趣 御 自分 S3 へ不 申入 義、 同役 中 無念 之 仕 合 

に 御座 候 0 仰 之 通御尤 至極に 候、 申 談自是 可 申 進 間、 左樣御 心得 被 下 候 様に 御 挨拶に 而、 御 

お 被 成 候 所、 松 平 美 作 守 を以、 同役 中 無念 之義 迷惑 仕 候、 御 家中 被 sis 候替 地、 何方に 而成 

共 御望 次第 御 拜領之 樣に可 申談候 間、 早速 御 見 立 被 成 可 被 仰 上 候 由申來 候。 御 返事に は、 委 

細 被 仰 聞 候 通 致 承知 候。 取 勝之樣 に被存 候に 付、 左 候 は > -存寄 有 之に 付 相 伺 申 候。 此 上は替 

地 被 下に 及不. S 候 間、 右 之 御屋敷 指 上申 候 皆 被 仰 上 候 0 然ば替 地 御 拜領不 被 成 候 得ば、 底意 

解 不申候 ，こ 御 老中 思 召 候 哉、 重而 御望 被 成 候樣に 再三 申來 候に 付、 左 候ば 所 は 何方に 而も 無 

構 候 間、 御波 被 成 候 様に 被 仰 遣 候而、 駒 込 之 御屋敷 御請 取 被 成 候。 右 之 御屋敷 は 牛 込 .x 八 

幡之邊 也。 張 にも 外に 而被 進、 右 之 御 尾 敷 は 其 後 小身 衆 大勢へ 渡 候。 其邊 を淸泰 屋敷，、」 

申 候 Q 

〔松 梅 語 園〕 
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一 、 松 平 筑前守 後室 淸泰院 殿 逝去 之 時、 江 R 廣德寺 書付 淸泰院 殿 ど 被 調 候 を、 様 書に 可 仕 33 

寺社 奉行 申せ ざ も、 出家 之 作法 檨 書に は 難 成 ど 也。 伊豆守 聞いて、 尤也、 然 らば 向後 公方 S 

を 殿 ど 可 被 調、 只今 S 何も 樣 VJ 被 調 候義難 心得， >0 也 0 是 によりて 樣 書に する 也。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 筑前守 様 御 逝去 一 兩年 有て、 俄に 御 客 有 之 候而、 御 伽羅 御用に 候へ ざ も、 折節 御前に も 

拂 底に 而、 御 土藏， は 取に 參候間 無 之 候 故、 御意 被 成 候 は、 淸泰 院樣. 參 候而、 被 下 候 様に 可 

申 上旨、 いさい 被 仰 進 候處、 淸 * 院樣御 返答に、 伽羅 御用 之 由、 安き 御 率に 御座 候 0 乍然筑 

前 に 御 離 被 成候而 は、 左 樣の品 何方に 御 S 被 遊 候 も 御 存不被 遊 候 0 御 近習に は 無 御座 候 間、 

御 急の 御用，、」 被 仰 進 候へば、 御用に 御 立 被 成が たく 思 召 候 旨 被 仰 進 候。 中 納言様 御開 被 遊、 

偖々 此方の あやまちに 候、 御 返事 御尤， >0 御意に 而、 御 落 淚被遊 候。 竹 田 氏咄。 

〔今 枝 文書〕 

返々 下々 の 物 V- もまで、 おぼしめしつ けさせられ、 もくろくの ご VI  くいた ヾ き！，？ どて、 

かたじけなが り まいらせ 候、 ま 事に/. \» 御 心に かけさせられ 候て、 ひ VJ しほ かたじけなが 

り f  0 御艘も 申つ くしが たく 存 まいらせ 候 0 なほ めでたく  fe>o 

此 御使歸 候よ し、 一 筆 申入まい らせ 候。 まづ/ ^そこ ほ V- それさ ま 卸き げんの よしう け 給：； お 0 


めでたく うれしく ぞんじまい らせ候 o こ ほざめ づ らしき たばこぼんく だされ ま 事に み 

事に て、 VJ り <\- ながめ 入 まいらせ 候。 ならびに そこ ほ ，ざに ていたし 候 どて、 ぬのめが み. き 

ぬまで 色々 くだされ 候。 事お ほき 御中に、 ひ VJ しほ 御 心 ざしの ほ Vj 御 うれしく ぞんじ 候、 い 

づれも そくさい にて さ ふら ひま いらせ 候 0 御 心 やすくお ぼしめ しなされ 候べ く 候、 めで 

たく， J&o 

中 納 言 樣  淸泰院 

〔加 K 古文書〕 

返々、 そこ ほ、、，、」 御き げんの 御 事、 一 しほ めでたく 存じ fo 私事 もはや 常の ご，、」 くそく さ 

いに さ ふら ひ (？ 0 御 氣遣被 成 まじく 候、 めで 度 bo 

御念 頃に 仰ら れ、 御 ふみく だされ、 かや/ \» かたじけなく ぞんじ fo 仰の ご VJ  く 時分 がら、 

世 もこ VJ の ほか あっさに て 御座 候へ V- も、 御機嫌よ く 御座な され 候よ し、 かた <\ 'めでたく 

よろこび ぞんじ 御 やしきに も、 御う もじ 樣. 御 ひも じ樣、 御 そくさいの 御 事、 めでたく 

悅 f  0 お ほせく だされ 候 ご VJ  く、 私事 ひ ど 頃 はち VJ 氣分 あしく 御座 候て、 もり S 仙槃 たべ 

今 ほ V, すき/^  VJ よく 御座 候 ま、、 御 心 やすく 思 ぼしめ され 候べ く 候、 めでたく 

筑 前 づ TK* 
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四 八 二 

まつ； 牛 ひだの 守 御 返事 

〔續漸 待 雑記〕 

.1 、 劳荐 院樣江 11^,^ 證 人に 被 爲入候 時、 家 康公御 屏風の 繪に吉 野 山 を 書て 下に 《 を 燒模樣 あ 

り。 家廉公 被？ - ンは、 此繪は 宜敷繪 さう なれ ども、 不付事 を 害た る 者 也，、」 御意 也。 芳 * 院樣 

聞 召、 士 ri 野 山 しげる 棺の くらければ ひる も 鵜 舟の か、.^ り燒 なり、 ^申 古歌の 心 やらん ビ被仰 

也。 家康 公御感 有て、 則 其 屛風を i 方 春 院樣， は 被 進し，. -也。 

ggffi 祗^ 付 紙 

,,5 義存疾 は、 淸泰 夫人 御 入 輿 後、 御 居間に 晝 鶴川篝 火之圖 あり。 陽 廣公御 as 被 成、 晝篝ゾ 

に 而鵜を 仕 ふ 圖御笑 ありければ、 淸泰 夫人、 夫 は 古歌 を 御存無 御座 故に 候。 御大 名 は 和歌 

を も 御 心得 候 は 急，、」 仰ら れ御 あやまり、 夫より 御 歌 を 好ませら る， iwo 

大井 川岸の 茂み も 深ければ、 晝も鵜 舟に.. - ぼす 篝 火。 

九月。 加 賀石川 郡 泉 野と 寺 地 山との 間に 新田 を柘 く。 

〔菅綱 記〕 

一 、 九月 金 S 直 野より、 寺 地 山き 松？ 伐り 斷、 藝に 新田き く。 豫市右 衞門. 君 

勘 三 W  • 金 森 ft 右衞門 . 久世. 牛右衞 門. 和 田 平兵衞 • 葛 野 藤 太夫 等 勤 之。 


十月 十三 日。 大阪の 商人 等加賀 藩の 登 米 船 運賃に 關 する 約定^ を 提出す。 

〔國 s 造 文〕 

御 雇 船 之 義に付 指 上申 一 札 之 事  • 

一 、 越 中より 大阪 まで 御 屈 米 百 石に 付 運賃、 米 十七 石 五斗に 御請 可 申 上 御？ i^-o 

一 、 加贺 より 大阪 まで 御屆米 石に 付 運賃、 米 十七 石に 御請 可 申 上 御寧。 

一 、 石に 付 前 銀： 白目 充御 借し 可 被 下 御 事。 

右 之 通に 被 爲仰付 被 下 候 は、 可 奉忝存 候。 御 一展 船之義 者、 成程 能 船. 吟昧仕 立、 其 上に 而御 

舉行 衆へ 御 見 分に 入、 船， 數 何程に 而も、 二月 中に 當地 川口 出船いた させ、 御國 本， に 四月 中に 

參着仕 候 a に 可 仕 候。 請 人 之 義は志 方 源 兵衞. 伊丹 屋又 右衞 門. 桔梗 屋七 右衞 門 相 立 可 *、 後 

日 之 證文如 件。 

明 曆ニ年 申 十月 十三 日  川崎屋 左衞門 

吉 文字 屋 喜 兵 衞 

小島 屋 長兵衞 

.  山本瀨 兵 衞殿 

近 岡 屋彌右 衞門殿 
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竹 屋六兵 衞殿 

十月 廿 一 日。 駕籠に 乘る 者の 制限 を定 む。 

广 や ismj 

一 、 十月 廿  一 III 命あって、 明年 二月 朔日を 限り、 千 石 以下の 者輥を 停止 0 

十 一 月 A 日。 前 田 利 常 小物 成の 稅額 を定 む。  • 

〔上田 源助褒 記〕 

小物 成銀 取 立 樣之覺 

一、 間  役 一 人乘 より ヒ人 迄、 一 人 六 分 宛、 八人乘 より 一 匁 宛。 

一、 械  役 渡海 舟 は 一 人 七 匁 宛、 獵舟は 一 人 五 匁、 徽 舟に 而も 商 仕 候 は、 S 渡海 舟 

並に 而 引水 まなし 0 

一、 破 損 舟 一番 舟 は 無 役、 二番 舟 は 半 役、 三番 舟より 九 役、 獵舟は 正 •  二月 無 役、 

三月 半 役、 四月より 九 役 0 

一 、 新 舟 網 舟 共に 其 年 は 半 役、 翌年より 丸 役。 • 

一、 昔 り 舟 他國 他領より 借り 申 分 九 役、 御領 分より 借 申 分 貸 主 方より 御 役 可お 

貸 主 方より 其 所の 散 役 取 立 人より 切手 を 取 可 相 渡 事。 


乘 下し 船 

» 屋役 

室 尾 役 

汕 ■ 役 

炭 竈 役 


他國ね K 申 分 は 三月 迄 無 役、 四月より 丸 役。 御 似 分之內 わ？ 11::«は> -、 

其 年より K 主 返轉、 買主 方より 役 銀 可 上。 但資券 狀添上 可 申 事。 

他國 より K 申 分 は、 其 年 半 役、 翌年より 丸 役。 御 做 分より S 只 候 は 

主 方より 丸 役、 賣主 先役 返轉。 但買券 狀添上 可 申 事 Q 

十 人 乘を乘 下し、 二十 人 乘に仕 登りに は、 十 人 之 坩械分 共に 本 役。 

宿 方 一 軒に 付 十五 匁 宛。 

衍 方 一 軒に 付 十 匁 宛。 

B 1 つに 付 八 匁 宛。 但 水車 0 者 十六 匁 宛、 請 S 1 人に 付 三 匁 宛。 

竈 一 つに 付 十三 匁 宛。 

家 一軒に 付 五 匁。 


一、 S 冶 炭 役 

右 之 通 取 立方 被 仰 渡 候。 

1 、あ こ 網 舟 一艘に 付 ニ极宛 0 

一、 いわし 細 綱 同 斷五匁 宛。 

一、 大網 一 筒 1 一十 目 0 

右 者 明 «ー 一年 十 一 月 八日 如斯小 松に 而相極 申 候 ( 
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十一 一月 一 一十 日。 前 田 利 常 加 賀石川 • 河北 一 一郡の 百姓が 槪ね 貢租 を 比 C 濟し 

たる を 賞す。 

〔十 村舊 記〕 

一、 石 川 • 河北 兩郡在 々五 百 十二 ケ村 之內百 九十 八ケ 村、 當月 十四日 迄に 皆 濟仕候 由 聞：^ 候 0 

高幷免 大形 致 手 上 候 所、 早速 皆 濟之儀 心得よ く 情 を 出 候 故、 當年は 一 人手 柄 仕 候 也。 

(利 常； 

明 暦 二 年 十二月 廿日  印 

皆濟 村々 西 姓 中 

十一 一月 廿 六日。 前 田 利 常加賀 河北 郡 百姓の 貢租 を皆濟 したる こと を赏 す。 

〔加贺 古文書〕 

河北 郡 當月十 1: 日 迄 皆 濟仕殘 百 三十 四ケ 村、 同廿 三日 迄 皆 濟仕候 由 聞 屈 候。 高 並 免 大分に 致 

手 上 候處、 皆濟之 義心 得よ く 精 を 出 故に 候。 當年は 一 入手 柄 仕 候 也。 

(利 常) 

明 曆ニ年 十二月 廿六 印 

皆濟 村々 百姓 中 

是歳。 越 中高 岡 瑞龍寺 を 興 造す。 


惠比 坂ば 海 

老坂 


〔三壺 記〕 

越 中 瑞龍院 再興 之 事 

高 岡の 肥 前 守 利 長 公 G 御 菩提 所 並 御 墓所 御 造 營可被 成、、」 て、 正 保 年中に 山門 をば： 久問彌 右 

衞門 御舉ハ にて 成就す。 御 慕 所 並 塔： § 之 繁久寺 御 建立 成りに けり。 此 御寺 は 昔の 守 山に 御 在 

城 之 時、 患 比 坂の 繁久 寺、 三し 御參 おの 寺なる を、 御 慕 所に 移させ 給 ふなり。 W^I: 年中に 御 

大 K 山上 t: 右 衞門善 廣に被 仰 付、 漢朝 G 金山 寺の 指 圖をェ 地 を 爲作御 23 有て、 品々 御 好 出 來 

之し 御舉 行人 特々 高 岡に 相 詰、 諸 役人 共油斷 なくい そぎければ、 北國 無双 3 大伽 成就せ り 0 

大方 丈に は 御本尊に 尊 靈の御 位牌 を 奉 建、 額 は 則 瑞龍寺 ど 隠元 禪師の 手跡 也。 御佛 殿に は 

佛 の释迦 如來、 兩 脇に 大 現-達 摩の 兩 尊者、 並 文 珠. 普賢の ニ大 菩^、 額 は 右 同筆に て大佛 

殿，.」 ぞか、 れ たる。 蟬 堂に は陳如 尊者 を 安置して、 額 を 枯木 堂 ど 打 たれた 、り。 大， 胆裡に * 駄 

天、 額け 講釋 堂どぞ 書かれけ る。 衆 察 は 茶 堂、 小 方丈 は式臺 也。 小 庫 iH^ は 飯 7::;ゃ歴、 浴室 は isK 

にて 拔多 婆夢靠 者、 淨頭 は雪隱 にて 鳥 首 婆 摩 明 王、 鐘樓 堂の かねの 銘は、 隠元 _称師 筆跡 也。 山 

1： に は觀昔 菩薩 • 十六 羅漢、 鎭守堂 に は 大慈大悲 の 觀音薩 趣、 龍 天 白山 勸 請し、 本 寺に は 三 

西 石 永代の 寺領 をよ せられ、 塔 頭 • 繁久 寺に ぼ 石、 東漸 庵. 法 性 庵 *林« 庵. 龜占庵 *康 見 寺 等 

に、 五十石 ニニ 十石づ S. 寺 領を付 させ 給 ひ、 御茶 湯の 御茶 毎年 星 野 上 林より 新 おや ♦ に爲詰 上さ 
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午よ リ申は 

承喊 三年よ 

リ明曆 二 年 

まで；：？ リ 


本文 は 三 壷 

口と 5^ 築始 

おの 年な 異 

に マ 


せらる/ 日々 夜々 の渴 仰油斷 なかり けり。 午 未 申の，. J し 三年 懸て御 普請 なれば、 言語に 絶 

する： if::- 々しさ、 天下無双の 大 伽藍、 職掌の 御寺 造り、 北國に 珍ら しき 御 5!- なり，. J、 昆る 人目 

をお V- ろかす。 誠に 御代 を繼 がせら る、 報恩 謝 德の御 心 ざし、 甚深 無上の 御 孝養 有が たかり 

し 御： お  10 漸く 御 法事 等相濟 ければ、 追々 に 御 一門 並 御 老中より、 御佛 殿の 御 かざりの 佛具、 

所々 の 設物ざ も 寄進、 中々 筆紙に 盡す事 及が たき 夥敷御 事。 

〔浪見 摘寫〕 

越 中高 岡 瑞寵寺 御 建立、 善 盡美盡 筆に も不及 結構 也。 自然 之 時 は 御城に も 被 成、 手づ かへ な 

き隨 に、、」 の 御 事 は、 山門に 上り 見れば 六 七 里 眼前に 見え、 御 墓所 は 寺より 引下り て 往還の 下 

邊、 下れば 妻 手 也。 下略。 

〔寺 ft 來歷〕 

瑞龍 寺由來 

當 寺者慶 長年 中 瑞寵院 樣富山 御 在 城 之 時分、 御意 を以 開山 廣山和 尙從金 澤蜜圓 寺 御 招被爲 

成、 其 後慶長 十八 年に 高 岡ね 引越、 寶圓寺 號 一 宇 創建、 瑞龍 院樣御 逝去 之 後 瑞龍寺 * 改り 

申 fe- 由。 寺領知 三百 石 寄附 被爲 成、 即御 一 行 並 御 制 法 之 御 判 物 御座 候。 其 巳 後明 曆ニ 年より 

苒與之 御 普請 始り、 寛 文 三年に 御寺 成就 仕 候。 寺 屋敷 惣步數 三 萬 三千 六 百 四十 三步、 拜 領地 


に而 御座 候。 內 三千 六 西 九十 步者下 t5 道折迥 し、 千 五 W 步者 東漸 敷、 千 .r:: 步者龜 占 

敷、 千 •。 步者法 性 庵 屋敷、 千 ぼ 步者林 洞 庵 屋敷、 何茂拜 領地に 御座 候。 

1 、 當寺塔 司 柬漸院 •* 占 庵 • 法 性. 妮. 林 洞 庵 者、 微妙 院樣 御代に 被 仰 付 候。 

〔高 岡 il 闘 由來〕 

1 、 瑞龍寺 御 關は、 瑞 龍， 院« 富 山 御 在 城 之 時分、 御^ を 以^ 山 廣山和 〈： ^御お 被 成、 鹿 十 

八 年 高^へ 右和尙 引越、 法圓 寺与號 一宇 御 建立、 瑞龍 院樣御 逝去 之 後、 瑞龍寺 芋 寺 號改申 候 Q 

御 再興 之 年 號並御 奉行 等 之 事 

1 、 山門. 錡樓御 建立 正 保 年中 0 御 奉行 佐 久間彌 左衞門 • 山路 九 郞兵衞 。御大 .1: 山上 右衞門 • 

黑田 太右衞 門。 

1 、 大方 丈 御 建立 明 暦年 中、 立 前 御 奉行 奧村河 內殿. 银島 市右衞 門. 中 村新丞 一。 加 御 奉行 近 藤 

数 •  か T. 澤崎 太右衞 門。 御 大工 山上 善右衞 門. 中 村 半 次。 

一 、 小 方丈 書院 共明輕 年中。 御舉行 富 田 七 兵衞. 澤崎太 右衞門 ◦ 御大 ェ右兩 人。 

一 、 衆 寮 明 暦年 中。 所替御 建立。 

1 、 御佛 殿御 建立 萬 治 年中。， 

一 、 大靡裹 御 同斷。 御 奉行 前 田賴母 殿. 小 西 吉右衞 門. 林 忠左衞 門.^ 島 市 右衞門 • 松 崎 十左衞 
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門.寺西新七.使^£5庄右衞門。 御大 ェ右兩 人。 

一 、 小 庫裏 御 建立 菓治 年中。， 御舉 行中 田 助 佐. 坂 野 市丞。 御 大工 同斷。 

1 、 .H 門. 鐘樓. 惣 門,！： 治 年中 所特御 建立。 御 奉行^ 島 市 右 衞門. 寺 西 新 七. 银島 庄右衞 門. 松 

江 元 助。 御 大工 同斷。 

一 、 降 頭 ，廻 席. 鎭守 堂. 風呂屋. »堂. 裏門. 柵 門寬文 年中に 至 出來。 御 奉行 寺 西 新 七. 印牧 庄 

大夫 .^^s 市右衞 門. 杉 江 兵 助。 御 大工 山上 善右衞 門. 中 村 新丞。 

右 御 S: 興 は、 正 保 年中より 追々 諸 堂 御 建立 被 仰 付 候。 明 歷ニ年 二月より 御 普請： 初め、 宽文三 

年 五月 迄 御寺 成就 仕 候。 

1 、 寺領三 W 石 御 寄附、 則 御 一 行 並 御 制 法 之 御 判 物 御座 候。 

一 、 寺 屋敷 總步數 三 萬 三千 六 t: 四十 三 步御拜 領地 之內、 三千 六 百 九十. 步下 ijiT 道 打 廻、 千 五 In 

步 東漸 院 屋敷、 千 百 步龜占 庵 屋敷、 千 }ci 步林洞 庵 屋敷、 千 ki: 步法性 庵 屋敷。 

一、 山門 額 高 岡 山 一、 方丈 額瑞 « 寺 一、 大雕裏 額 香賴堂 

一 、禪堂 額 枯木 堂春睡 一、 降 頭 額 降 頭 一、 風呂屋 額 浴 室 

一、 佛殿額 大雄 殿、 但黄 乘隱元 書、 印 1 IQ 

1 、 祝聖. 修正. 陛 座 此 三枚 春 睡、 名な し。 


1、三^石 瑞龍 寺。 五十石 ^頭 知識 東漸 院。 三十 三 石 塔 司： 牛 僧 林 洞 «Q 三十 三 

石： 占：^。 三十 三 石 同 法 性 庵 0 

是歳。 百姓自から手上高を申請して貢租の額を增す.- 

1 、 明 二 年 手 上 高、 御 奉行 御 見 圖り無 御座、 村々 より 御 改作に 被 仰付攸 故、 あせ くん K し 

中に 付 上申 候 C 書付 村々 肝 煎 小 松へ 罷越、 御 斷申上 候。 村々 へ 被 下 候 御 印に も、 ^姓 方より 

上る に 付 無檢地 ど 被 成 下 候。 

〔改作 方^ 記 附錄〕 

1、 明 艘ニ年 三ケ國 一統 手 上 免、 郡 々， に 御 奉行 餘多御 出、 一手 合に 十 村 三 四 人 宛 被：^ i^r 作 

立 毛 御 見 闘 之 上、 類 免 見 分、 上 免 被 仰 付 候 0 高 免の 村 は 步留に 被 成、 厘の はね 上 免 迄 上げ 巾 

候 0 

是歳， 給 人の 收納 すべき 免の 率を增 加す。 

广 rl . 木？  J!a〕 

一 、 三 ッ 三 步 加州 先年より 御給 人に 被 下 免。 
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一、 三 步 明 »  二 年より 增？ ％ 被 下 候。 其 年 は 御藏 返 米 被 下、 同 三年より 所 付 御 直 

ズ三 ッ六步 

一 、 三 ッ六步 五 厘 越 中 先年より 御給 人に 被 下 免。 

一 、 二 步四厘 七 毛 着米 免 

ダ三ッ 八 步九厘 七 毛 

一、 二 步 三毛 越 中 明 曆ニ年 增免被 下 候 。其 年 は 御藏 返 米 被 下 候 。同 三年より 所 付 御 

直し 被 下 候。 

三 口 \ 四ッ 一 步 但能州 も 越 中 同前 也。 

一、 三 ッ五步 能 美 郡 先年より 御給 人 被 下 免。 

1 、二  步 明曆ニ 年より 增免被 下 候 0 

ズ三 ッ七步 か樣に 御座 候 得 共、 加州 免三ッ 六步， 有 之に 付、 明 » 後御紛 人に 渡る 

は 三ッ六 步、. -被下 候。 

〔改作 雑 集錄〕 

承 應ニ年 九月 御 家中の 人々 釆地、 平均 免 を 以て 增給 はる。 先知 免 は、 能 登. 越 中 三 ッ九步 、加 


三年 H! は 吹 

作閒： ^ょリ 

！ J- してが ft; 

應ニ 年な リ 


州 は三ッ 五步、 小 松の 士は三 ッ六步 なり 0 然るに 此 度越屮 ra: ッ 一 步、 加州 三ッ 六步、 小 松 衆 

に は三ッ 七步： 牛 均に 被 下。 依 之金澤 より 惣 代の 御體 VJ して、 前 田 丹 後長 時 小 松に 參 上す。 小 

松 衆 は 萬 治 元年 金澤へ 引越 後 も、 加州 免 元の 如く 被 下 之。 死後 跡目の どき、 一統 Q 通り ギ均 

免に て 被 下 之。 

〔拾 S 名言 記〕 

三年 目の 暮に十 村 共に 被 仰 付、 百 姓 ざ も 手前 以之 外に 仕 ffi し、 殿 樣御損 被 遊に、 其 f 軋に kr 姓 

ども働可^£*か VJ思召之由、 前 田七郞 兵衞. 伊藤 內 膳な V- 十 村 共に 申 渡す。 十 紂共も 近年の 作 

十分 満ち 申 事 も、 殿樣御 慈悲の 下る 故 也。 內々 下にて 申 合 候 間、 彌惣 姓 中に 申 聞け、 免 を 

上げ、 少し 御 恩 を 報じ 申す より 外 は 無 御座 VJ て、 百姓 ごも 方より 免五步 三ケ國 ，こもに 上るな 

り。 是を手 上 avj 申 也。 偖 五 步の內 三步、 御 家中 侍 ざ もに 被 下て、 三步 免拜領 VJ 申 也 0 其 迄 

は： 半 均 越 中. 能 州 三ッ八 分、 加 賀知は 三 ッ三步 也。 是 より 御 家中の 半 均 免四ッ ー步. 三 ッ六步 

に 成な り。 其 上に 小 松 者に は 越 中 知行 新 川まで 被 下、 遠方なる VJ て 小 松 者 は 加贺國 三ッ七 

步被下 也 。余 澤に被 召 寄ても、 小 松 者 は 三 ッ七步 被 下 也 。造 跡に 成て は 三 ッ六步 被 下 也 0 其 

後 は 改作 奉行 出來 て、 如 # ^例 於 今 御 家中 侍、 日 水 損 無 構 御 收納米 を 御 足 被 下 候 事 は、 ：：： 本國 

中に も 無其隱 0 右手 上 免 五 步內ニ 步御殘 被 成 候 事 は、 御藏へ 御 收納被 成 計に は あらす。 ：：： 損 
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水 損の 事 ハゅ年 可 有 之た めに、 ニ步 御收納 米に 被 遊 VJ の 御 なり。 ロハ 今は夥 敷：：： 水 掼川崩 等、 

奠大 なる 御 損 被 成、 御 家中 拜領仕 義忝難 有 義，. -て 奉賀 也 0 

明曆 三年 

正月 十一 日。 金 澤寶圓 寺 等の 祠堂銀 取扱 を 町人 紙屋 武兵衞 に 命ず。 

〔会澤 文書〕 

覺 

1 、 四 貫 三百 五十 目 二分 四 厘  寶圓寺 祠堂銀 

一 、 二 貫 二 八十 八 匁 五分 六 展 玉 泉 寺 祠堂銀 

一、 二 貫 五 Kn 三十 七 匁 九分  經王寺 祠堂銀 

合 九 貫 百 七十 六 匁 七 分  朱 封 本 銀 

右 年中 一 和 利に かし 付、 一 和 利 之 內ニ步 其方に 被 下 候。 八 步之利 銀 年々 取 立、 寺社 舉 行方へ 

可 相 渡 候。 若 借人 之 內取立 候 義不成 もの 有 之 候 は  > -、 斷可申 上旨 被 仰 出 者 也 0 

明曆 三年 正月 十 一 日  津田. W 蕃判 


メ^ 田對馬 判 

紙屋 武兵衞 

正月 十九 日。 江戸に 大火 あり、 辰 口の 加賀藩 上屋敷 類燒 す。 

〔關屋 政 * 古兵 談〕 

一 、 明 群 三年 正月 十八 日 江 月本鄕 御屋敷 G 內、 大門 東の 方 Q 長屋の 內に僑 居. い 時、 山 鹿 勘 右 

衞 nMKl^m% "、し 來て、 雄鑑 の講释 する 約束に て、 千 田 次 太夫 は九ッ S 分よ. -來て ¥ して 

居る。 出 鹿 氏 未だ 來ら ざる 內、 八ッ 時分に 本 鄕八町 目の 後、 丸 山 邊に火 s-^iK ふ。 風 事の 外 

强し。 則 大門の 上へ 上りて 見る に、 火 本本 妙 寺 VJ いふ 法柴寺 也。 火先 飛ぶ 樣に 本鄉 ； 丁目の 

邊 へ 出で、 溢 ね燒 出る。 是 はく  ノレ い ふ 內に今 枝 K 部 被 出、 此火は 御上 屋敷！ |o 口 へ は無氣 遣、 

此 御屋敷へ は、 風 はよ けれ 共 火 本へ 近く 候 間、 非番 衆 は 不殘何 茂此尾 敷に 被 居 尤，、 」也0 風 乾 

の 方より 息も不 成程 吹たり。 火先 扇 像 成て、 駿河 ^？-須 田 町 お 15 韓， 事 G 方へ、 海 

端 迄も燒 行く » 也 0  » 本鄕は 一 町 目より 風上へ、 町並 そろく ど燒 上りて は 風下へ 火先， M: く 

に 依って、 金 助 町 天神 前の 茶屋 も燒る 0 か樣に 風上へ 火 あがりて、 本 鄕六町 目へ 火 移り 候 は 

ば、 御屋敷 も 風下に 成 可 申 ，こて、 御 家中の 衆本鄕 五町目の 町屋の 家の 上へ あがり 防げ 共、 町 

人 は 一 人 もな し、 何共 防ぎ 難し。 然 所に 馬に 乘り、 茶色 0 皮 道 服に 杉 立の 散し の 在 を 着し、 

加 |< 藩. 料 第 三 編 明曆 三 年  四 九 五 
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金の ふくべ の 鞘の 鐽を爲 持、 上下 十二 三人に て 町 を 上下 駆 廻る。 此方の 衆に 向 ひ、 谷 は 誰 人 

の 衆な ざ 問 ふ。 加 賀守家 K ど 云 ふ。 加賀守 VJ は 誰ぞ。 松 平 加 賀守者 共 也 0 御手 前 は 火 消 衆な 

らば、 家の 上へ 御上り 候へ。 我々 は 火消しに 家の 上へ 上る VJ 云 ひければ、 返事 もせす 追分の 

方へ 行たり。 後 聞けば 有 賀藤十 郞、、 J 云 ふ 火付 也し ど 聞え たり 0  W 火 は本鄕 五町目の 御城 道の 

切に て 留る。 御屋敷 坤の 角の 場に 火付て、 大門の 方へ 三十 間 程 燒る。 去 共 今 枝 部. 靑山織 部 

な V- 眼前に て 消し 留る。 最早 心安し、 さらば 御上 屋敷へ 御 見廻に 行け，/」 て、 各 同道して 出け 

れば、 夜の 六ッ 半時 前な らん、 圆 なれ 共 火事の 砌 なる 故 あかるく、 筋 遠 橋 迄 行き たれば、 橋 

燒 落ちて 不被 通。 其より 歸る VJ て 見れば、 本 多能 登 守 殿の 土 藏へ火 入りた る VJIS- えて、 窓よ 

b 火先 出る すさまじ/ 其より 御 弓 町へ 行きければ、 早 火 は鎭る 0 閣 さに 難儀ながら、 漸く 

水道 橋へ 出で、 本 鷹匠 町 を 通り、 一 ッ 橋の 渡り 松 平 伊豆守 殿 前へ 出で、 御屋敷へ 行く。 去 共 

火事 神 田 e 切に、 石 町 • 本 町. 京 町迄燒 け、 鐡炮洲 端 迄にて 留 る。 御 尾 敷 無恙目 出. 皮、 御 所 

にて 御料 现被 下、 歸宿 仕ければ 五 半時に 成る 0  / 

一 、 翌： n 十九 日當番 なる に 依って、 未明に 用意し、 M 七兵衞 馬に 乘 つて、 筋 違梳は 落ちた る 

に 依って、 水道 橋へ 懸り、 本 鷹匠 町 を 通し、 林道 春の 前へ 出で たれば、 道 春は燒 けて、 廣小 

路久保 源兵衞 殿な ざも燒 ける。 神 田 橋 並に 升形 は 無恙、 燒 跡に 切 殺された る 死人 多し。 


一 、 御： 敷 は 昨夜の 人の 入 込に て、 色 代 も よごれければ、 四ッ 時分 迄 も 掃除す る。 去 共餘所 

より 使者 も 御兒迥 もな し。 昨： z 火事に 逢た る 衆の 方へ、 御 見廻に 使者 被 遣。 政^ は 村 上次郞 

左衞門 殿へ 御 使者に 當り 行きた るに、 燒 跡に は 人 一人 もな し、 何方へ 參 る、、」. も 不知 ビ云 ふ。 

土 尾 對馬殿 無二の 知 音 故、 若對馬 殿に 力 御 入 候 哉，、」、 其 時 對ぉ殿 屋敷 代官 町なる 故、 愛へ 行 

きたれ v. も居不 給、 先 も 不知、 不及 是非 對馬 殿よ、 り 歸る。 竹 橋 を 渡る 時、 小石 川の 方に 火事 

在り VJ て、 ；^來 の 者 立 0 りて 乾の 方 を 見る。 政 * も lit を 留め 見れ 共、 火事 共 魔 埃 共不見 分、 

いや 火事に て はなし、 ほこり 也。 風强 きに 依って ほこり 强 し。 風 も 昨 曰 G 風より は 强し。 

に 火事な ど出來 候はゾ たまる 物 かな ざ、 人々 言 ひける を 聞きて 歸り、 村 上 殿 在所 知れす、 尋 

可 中 樣も右 之 通に 無 是非 歸る VJ 申 上る 0  W 少し 間 有て 小石 川 火？ J 出 *v」 云 ふ。 政：^ 云、 昨今 

如 此の 仕 合 在り、 火事に て は ある まじ ど 云へば、 家の 上へ 足輕 上りて、 火事に 極り 申 候、 二 

つに 成って 燒中候 VJ 云 ふ。 さらば 見 手 被 遣よ VJ て、 中 川 八右衞 門- £:T に乘り 駆て 行き、 早歸り 

て、 ロハ 今 水 11^ 橋へ 火褂 りたり VJ 云 ふ。 不破 伊織 來 りて、 水 橋へ は 御 使者に 成りて 參 候へば、 

氣も無 御座 鉢に 候 VJ 被 申 上。 然 所に 今 枝 民 部、 番所 を 廻りて 被 申 渡 は、 此 大風に 此 大火 

事 は 唯 事に 非す、 第 一 火 を 防ぎ だて は必 無用に 候。 御 道具 も燒 けても 不苦 候、 其 ill 燒き可 被 

申 候。 殿 樣の事 は不及 申、 下々 迄 も 無 恙出候 事專ー に 候。 御 ％ 一所に て 何れも 食 を 早く 喰 可 申 
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候 、こ 也。 » 色 代の 上へ 村 上 助 右衛門. 前 波 甚右衞 門. 政 春 三人 上り 見合 はする に、 天 壽院様 御 

殿へ 火掛 b 申 時分に、 早大 名 町 松 平 新 太郞殿 近所， 口火 掛 る。 又 下馬の 邊 にも 燒 上る。 拆 御城 

二の丸に 火掛る 0 其より 御城 中不殘 天守 迄も燒 上る。 前後村上VJ政^^^は色代の上にて見るo 

拆 大名 町 不殘 數寄屋 町の 邊迄燒 くるに、 此方 御屋敷. 越 前 殿な ざ は 別儀な し。 其 内に 本 鷹匠 町 

よりの 火先、 土 井遠 江 殿へ 來， りて 越 前 殿， は 付く。 其 時 村 上 も 政審も 下へ おりて、 一 3^ 御門の 方 

へ 行き たれば、 早 殿 樣は糟 毛の 御馬に 召し、 上下 三百 計り も 在らん 歟 御供 仕り、 裏の 御門よ 

り 御 出 被 成、 誰 やらん 十二 三人 程 連れた る 馬上 三人、 越 前 殿方より 大和 橋の 方へ 返る 0 先 は 

殿 御 出 を 見て 駆けて 通る。 一 一番 司の 人、 出合 頭に 殿様に 行 合 ふに 依って、 通す まじ VJ 支る。 

通る 人の 云 ふ、 上樣の 御使番 なる ぞ V- 云 ふ。 此方の 衆是を 聞て 通す。 鍛冶 橋 をニ騎 連に て大 

和 橋の 方へ 褂 通る 0 御使番 にて は 有 まじき が、 早き 當話を 云 ひたる VJ 也 0 拆道三 河岸 を 御 通 

り， 火の粉 夥敷、 常 盤 橋の 內 にて は、 小 笠 原 右近 殿 前より 來る者 共 多く、 中々 押し も 分け 難 

し。 升形の 內に は、 諸道 具 引 散して 捨 たる は、 算を亂 したる 樣 なり。 御- iil' の 口 は 村 上 小 七 郞. 

片岡助 右衞門 取り、 常 盤 橋 を 御 出 被 成 候へば、 昨：！： 十八：：： の 火事に、 橋の 外 は 不殘燒 けたる 

に 依って、 野へ 出た る樣 にて 心安し。 去 共 橋 共皆燒 けて 御 通 被 成 難し 云 ふ。 和 泉 殿 橋の 下 

新橋，、」 云 ふ は 無 何事、 是を御 通り 可 被 成 どて、 本 町 町 へ 御 出 被 成、 燒死 たる 者 道端に 無 


w 方 本の ま 


限、 人 VJ は不 見、 木の かぶの 燒 けたる 樣 にて、 能く 見れば 人 G 死た る 也。 新 SI は 無 Ms„ -御逋 

り、 下 谷へ 御 出、 無緣 坂より 本鄉の 御屋敷へ 御 入 被 成 候。 右 傳馬町 御 通りの 時分に、 御城の 

方に 大きなる 鐵炮の 音す。 是は 御城の 鐡炮の 藥に火 G 移りた る 昔，、」 後に 聞え、 又 夜の 五つ 時 

分に、 保 科 肥 後守樣 芝の 御屋敷に て、 鐵炮の 藥藏に 火 入りて 夥敷 鳴りた る，、」 云 ふ。 是 は本鄕 

へ は 不問 也。 

〔關屋 政 春 古兵 談〕 

一 、 廿 H 九 半時 時分に、 御 敷の 內 馬場の 方に 煙 出で、 火事よ 云 ふ。 何方 G 佐々 木 道 求より 

火 出る。 御屋敷 中 上 を 下へ 返す。 去 共 風な し、 天氣 長閑 成 東の 方より 少 吹く。 飛 it 樣御 出、 

然共火 消 道具 もな し、 手 振に てあきれ たる 計り 也。 其 內に靑 山 織 部 • 高 橋 傳右衞 門 • 松 宮宗右 

衞門 家に て §3 る。 村 上 次 郞左衞 門 殿、 昨日 十九 H より 御屋敷の 內村上 助 右衞門 方へ 被 參候而 

居 被 申、 a 廻り 給 ふ 様子 一段 見事 也。 政 春 居 申 御門へ も « に駆來 り、 若 公儀 火 消很衆 被參候 

共、 加 贺守手 廻に て 火 消 申 候 間、 御 入 被 成に 及不申 どて、 公儀 衆 入 申 間 敷 ど 申 付ら れ候。 火 

消 番衆も 道 迄被參 候へ 共、 早 火 消え 申に 付て 道より 被歸， こ 後に 承り 候。 御： 敷へ は 誰も 不被 

參候。 

1 、 中 門の 向、 同心 衆の 裏 鐡炮的 場の 邊は、 十八 日 • 十 九日の 燒 出され ども、 車 長 持の 上に 
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縫 • 長 r>. 太刀 を拔 身に して 立て、 其 脇に 女房 小童 を ，おき、 晝夜不 S におめ きさけ ぶ- 其 隙に 

泥坊よ VJ 云へば、 惣樣 寄り、 知 も 不知 も 喚ぶ 尊 聞え、 天地 も^く、 榊 s> 式部 殿 塀の 外 鬼 紫 を、 

火付 吾る か VJ 大身の 鏠を拔 身に し、 三十 人 計 宛畫夜 廻る。 寒き 5^ 手足 も 縮み 龜ゑ、 辛 風 吹い 

て すさまじ 0 

1 、 十九 H 慕 前に、 深 川 泥坊 追拂被 遣。 堀 與右衞 門 .靑 山 織 部 丄咼田 勘右衞 門、 御 小姓の 中 

川，,^右：^^1門.片岡助左衞門等也。 泥坊 も 皆 何方へ 行きた るか、 一 人も不 居、 皆曉 方に 歸 る。 

〔御 直言 覺書〕 

一 、 明輕 三年 酉 正月 十八：：： • 九日 兩曰江 11^ 大火 事 之 由 注進 早 飛脚、 正 廿 四日 晝前 大形 同時 

小 松，^^ 着 仕 候處、 殊之外 無 御 心 許 被 思 召御樣 子に 而候 0 其 次 之 御 左右 を 御 尋被遊 候。 追 付 

前田對 馬. 橫山左 衞門を 江戸， 被 遣 urc 被 仰 出 候 0 淡 路守樣 に は 其 節 小 松に 御 有 合 被 成 候 0 火 

事 之 儀 富 山に 而御閜 候 而御越 被 成 候 哉、 其 段 は 覺不申 候。 淡 路守樣 にも 江 戶ね御 越 被 成 候 

隨 に.^?.^、 小 松 御城より 直に 御 發足被 成举" にて、 御城に お ゐて御 茶漬 を被爲 乞、 御 腰に 從 

付 被 成 候 金子 御用 之 由に 而、 古市 主計 其 比 孫 三 郞其段 申 上、 一歩 を 二百 紙に 包み 淡路守 様，^ 

S 上げ、 御發 足に 御座 候 0 然 所に 荒 井 之 御關所 指留候 由に 而、 道より 御 歸被成 候 0 ざな たに 

て も 江 S よ b 御 下知 無 之 御 面々 は、 御 越 被 成 候 儀 成不申 由に 候。 微妙 院樣 にも 江 之 御樣子 


次^^御參勤！^^被遊」=被仰出候5;:共、 御 在 國之御 面々 江 より 御 下知 無 之候而 に、 御 m 所 相 通 

不申 3= 申來、 御 參勤之 御用 意 は 相 止 申 候。 江 兩皮之 御 飛脚 參候 以後、 相 公 より 御手 « 之 

內近 藤き 三 郞を御 使に 被 造 候。 公方 樣には 無 御 別 條两之 丸ね 被 S 入 候。 加贺 は 無 御 滞本鄕 

之 御 M 敷， に 御 返 被 成 候 由^ 上 其 節 喜 三 郞申候 は、 公方 樣には 西 之 丸， に 被爲入 ハナ 中 御沙汰 

に而 御旅 候 共、 上野，、」 も、 又井伊掃部ー§殿：：^敷.酒井|5岐守殿下：^^敷乂は河越«、、」も、 色 

々に 取沙汰 仕 由 申 上 候。 右 火事に 付而、 金 揮より 前 田 三左衞 門. 長 九 郞左衞 門 *橫 山左衞 門. 

小 幡宮內 杯、 小 松， £i 段々 致 伺 公 候。 本 多 安房 守 は、 前廉 より 小 松 ，£: 參居 .3. 牀に 御座 候。 前 田 

對" £^奧 村 幡 .is: 田 i 蕃は小 松に 相 喆罷在 候 0金澤 より 致； i 候 者 共、 追々： t 速 御前ね 被 召 出、 

御 挨拶^ 之 候。 三 左衞門 • 宮內は 御前 近被爲 召、 密に 御意 も 御座 候。 九 郞左衞 門 は 江 til' に 如 M 

樣成事 有 之 候に t\ も、 其方 事 は 此方より 不申遣 候 は > -、 佥澤を 明 申 間 敷 候。 追付罷^8候^^に，、」 

御意に 御座 候。 

1 、 右 之 後江 tl^ より 飛 IS 守樣早 飛脚 到來、 白木 之 御 狀箱參 候に 付而、 左 門 御前， に 致持參 入御 

S 候 得ば、 御 披見 被 遊、 左 門 を被爲 召、 飛驟守 方よりの 書狀 に、 江 之牀 何，、」 も合點 不参、 

兵亂之 林に 和 見え 候。 然所加 賀守様 方に 人數 少候而 何， こも 可 仕樣 無 之 候。 四：：： 四 夜夜 之 n を 

S 不申 由中來 候。 猫め， - 、 人 之 者 を 我 者に する 事 を 不知 故にて 候。 か S 之 時節 杯、 
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四 夜 寢不申 候 VJ て 何程 之 事 か 可 有 之 哉與、 御機嫌 惡敷被 成 候。 

一 、 右 之 比 今 枝 民 部 方より 早 飛脚 を以、 江戶之 御樣子 段々 言上 仕 候 0 其 紙面に、 加賀守 を 

水 戸 樣殊之 外御懇 にて、 御大 切に 被 思 食 鉢に 候。 江戸に 与 風化た る 事 出來候 は、..^ 幸 御屋敷 頼 

に而候 間、 御 一 手に 御成 可 被 成 候。 其 上 御樣子 次第、 水 11^, に 御 同道 可 被 成 候。 水戶之 城は殊 

之 外 要害 宜候。 此 城に 御 籠 被 成 候而、 江 llv^ 之砵御 見合、 諸 國之樣 子 を も 御 考可被 成 候。 其 

上に は 又 如何 樣 にも 御 思案 出 來可仕 候 由、 民 部に 被 仰 聞 候 旨 言上 仕 候 由に 御座 候處、 民 部が 

水 11^ 殿 を賴に 存牀に 候、 如此に 候へば、 加賀守 は水戶 殿へ 最早 人 S にどら れ 候に づ申 物に 候、 

是は こわい 人に て 候、 大事 之 儀に 而候 由、 左 門， 御意 被 遊 候。 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 酉の 年 正月 十八 日. 十九 日江戶 大火の 時分、 十九 日 龍の 口 御上 屋敷 御 類 燒0此 時相 公 《 御 

十五、 御馬 上に て 御 立 返の 節、 大和 橋へ 御 懸り被 遊 候 得ば、 あなた， J り 森 美 作 守 殿^ iiill 

節 t 且 l^^l^li ，事 御行 合、 人 込に 而 よけ 申 道 無 之 候に 付、 相 公 様 御先 供 之 者 ど、 实作守 殿 

共の もの VJ、 鳶口に 而打合 申 候。 其 內に相 公 様に は 御 通り 過 被 遊 候。 御 御供 を 切 b、 

，乍 守 殿 は 卸 i り 被 成 io 夫より 常 盤 橋， P 御懸 りの 時分、 升形の 邊 にて 女中 乘物 相兒ぇ 申 候 C 

込& おし 合 申內 に、 乘物を 押つ ぶし、 其 上に 段々 人 込 合、 乗物み じんにく だけ、 大勢 乘 物の 


同年 は享保 

八 年 

御^！；^は前田 

St 辛 


うへ 、のぼり 申 候。 其 內に乘 物 も 見え 不. &候 0 定而 女中 はふみ ころされ 可 申、、」 被 思 召 候 由、 

右 同年 十二  =： 十八 H 御意 也。 

一月 十 一 日.， 給 人の 居 屋敷に 關 する 法規 を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕 

覺 

1 、 親 跡： Z 兄^ 被 仰 付、 知行 高より： iSCig 敷步數 不足 仕 候 共、 兩年不 致 收納候 以前、 ：£:• 敷 S: 似 

仕度 lb 書付 取次 被^ 問 敷 候。 然 共：！：、、」 ぞ 兄弟 一 所に 在 儀 難 成 斷に候 者、 其 趣 組頭 奥 書に し 

るし 取次 可 被 上 候 事。 

一 、 親兄弟に 懸り罷 在 候 者 被 召 出 候 共、 右同斷 事。 

一 、 射手 • 異風. 與カ • 御鷹 飼 • 御 奉行 小 算用 之 者、 右 同 斷之事 。 

一 、 新 參被召 出 候 面々、 他 國者は 勿論、 御國之 者に 而も 親兄弟に 懸 りお 不申者 は、 被 召 出 其 

身勝手 次第 居 HSJ 敷 可 被 下 事。 

1 、 親兄弟 有 之 候ても、 其 屋敷 ； 所に 罷在候 儀 難 成、 浪人 之內 より 別家に 罷在候 者、 其 身斷 

次第 御 尾 鋪可被 下 之 事。 

. 以 上 
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酉 二月 十 一 = 

二月 十五 日。 小 松 郊外 梯の 天滿 宫造營 成る。 

〔管 家見閒 集〕 

明解 三年 iST 小 松 懸橋之 川緣に 天神 之 社 御 造 立、 御本尊 は _ お 相 丞御ほ 筆 之 御影な り 0 京都 北 

野より 沙門 能 順 を 被 召 寄、 別當に 被附、 社領百 石、 外に 月次 連歌 之 料 米 三十 石 被 宛 行。 當社 

大工 棟梁 山上 善右衞 門、 楝札は 傳燈寺 之 千 岳 和尙、 楝札之 月日 は 明 暦 三年 二月 二十 五： ：！、 施 

主 は 加 越 能 三州從 三位 中納言 兼行 肥 前 守菅原 朝臣 利 常。 大ェは入ほ自橫山喜^！^十七代、 山上 

善 右 衞門尉 喜廣。 . 

〔三壺 記〕 

明 W 三年に は、 小松褂 橘の 川 緣に天 満天 神 堂 を 御 建立 被 仰 付、 御本尊 は 忝 も&: 相 一の 御 自筆 

にあ そばし ig 給 ひける を、 御 求め 出され、 久々 御 秘藏被 成 置、 山 本 彌次右 衞門を 御 使 どして、 

京都に て 表具 被 仰 付、 此 堂に 安 s£ せ.， つれけ 、り。 御 大工 山上 善右衞 門に 指 圖被仰 出、 善盡： し 

盡し、 御造營 成就して 松 梅 櫻 植木 共、 並 神前 かな 灯籠、 其 外 之 具足 ざ もお も ひくに 御 家中 

より 寄進せられ、 柴山內 記 • 生 駒 三 九 郞に被 仰 付、 寄進の 品々 帳面に 記し 奉 入御 披 so  W 京^ 

より、 於 北 野 歌道 之 宗匠、、」 いはれ し 能 觀* 能 順. 能說， >0 て、 父子 三人 被 召 寄、 御移徙に^3歌^： 


S0O 則 能 順 沙門 を 被 召 E、 別 $s に 被 仰 付、 掛 村に て：，：： 石 之 社領被 付、 ：：； 次 之 歌い 料 

三十 石 被 宛 行 0 御 家 之 元祖 ii?: 原 根： 兀の 御社 なれば、 御子 孫榮久 Q« 礼 を 千 和？ £ に 被 仰 付 0 

謹 上 W 拜敬 啓。 加 越 能 三 州 使 君。 爲北 野天 満天 神 之 支 孫。 依 是於于 加 £2 新府。 擇地潔 處而 

新 建营原 社。 加 之 又 營玉樓 余 • 殿 之 寺 0 召 能 順行 者爲看 司。 表 太宰府 中 觀仳ュ U 寺 乎。 至矣 

矣。 于然 遷宮 三日 以前。 倐忽而 就 予見 請 立 柱 上 梁 札。 依 國命難 忍。 不及 揶械。 作 便 語 之 文 

而充 于社楝 礼。 更不畏 菅君之 靈鑑。 不 Si: 世俗 之 人口。 一  筆 句 下 者 也。 越 庶幾 愛憐 W 比丘 短才 

不敏 棄照鑑 矣。 

銘 曰 

能 美 故 郡。 賀陽 新府。 懸橋之 北 ◦ 

安 宅 之 東。 相 地 潔處。 建祉河 、涞。 

0 是 菅 君 宗 鹿。 最其松 氏寺 宮。 

柱徹 黄土。 楝 «  0 空。 

神 ffi 爲靈 驗。 流 如 矢 月 如 弓。 

祌 影爲淸 操。 松自 靑梅自 紅。 

寺 臨 水際。 殿 並 境 中 ◦ 
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希 願人滿 足。 恭敬 衆 盈豐。 

戴 之 則 如 有 冥顯。 仰 之 則 尊 無始 終 所。 

庶幾 者 

要 衞蘭省 花 盛。 必依檀 信 節 崇 0 

か 一 ， 

國家 安泰。 佛法 紹隆。 

塊不割 雨。 條不鳴 風 Q 

明曆三 丁酉 春 一 一月 廿 五日 

大功 德主 加 越 能 三州從 三位 中納言 兼行 肥 前 守菅原 朝臣 利 常。 

大工 入 自橫山 喜 春 十七 代 山上 善 右 衞門尉 喜廣。 

前 三 住 妙 心 現 傳燈千 岳 叟切謹 誌焉。 

〔金澤 古蹟 志〕  パ 

山上 善 右衞門 喜廣傳 

喜廣 は金澤 大工の 鼻祖な り。 曰 1： 披 問答に 大工に 二流 あり、 建 仁 寺 流. 永 fe. 寺 流 ど 云。 建 仁 寺 流 

は橫山 權頭吉 春より 山上 氏へ 傳來 せり。 永 平 寺 流 は 平內吉 政より 安田 氏へ 傳來す ど い To 


三壺 記に、 明 W 三年に 利 常 卿 加 賀國小 松梯天 滿宮を 建立し 給 ふゆ、 御 大工 山上 祷右衞 門に Si 

圖被仰 付、 善美 を盡し 造營方 落成す ◦ 槐礼 をば 傅 俊 寺 千 岳 和 尙に被 命、、」 ありて、 右槐 礼に 大 

ェ人^^自橫山喜*十七代山上善右衞門尉^廣、、」書載せたり。 小 松 城考に 云、 明 « 元年 天 滿宮 

を 梯河洛 に 新に 建立な り。 本社 は- 匠 山上 善右衞 門に 命じ、 京 北 野天 祌社狀 を 四 分 ： に 縮 造 

す 云。 奠器も 亦 北 野の 諸 器 を 模作し 寄納 あり。 其詳 なる 事 は 天祌社 記に あり，、」 い へり。 ,^ 

淺視庸 の 藩國職 fl 考に、 山上 善 右 衞門は 寛 永 五 年に 召 出され、 察 米 五十 倏賜 へり。 其 後 微妙 

公壺 曲尺の 義を尋 給へ り。 七堂伽藍の 地所 等 を 指 上て、 委細 申 上げる に W 御成 あり。 依て 正 

保 三年に 知行 百 石に なし 下さる。 其 子 伊 左 衞門ど 云。 伊左衞 門の 時に 至て は 切 米に て 賜りた 

,OVJ ぞ。 按に寛 永 四 年の 士 帳に、 未 相： f 不申衆 ど ある 人々 の內 に、 三十 石 能 州 大工 衆 森 五郎 

右衞門 V, あり。 一本に は 木 村 五 郞右衞 門 VJ あり。 此 外に 穴 生 は 三 石淸兵 衞、： C 石 久左衞 門、 

七十 石 辛： 兵衞、 五十石 源 兵衞、 五十石 淸右衞 門、 四十 石 三右衞 門、 人数 六 人知れ 商 六" C 十 石 

,.0 あり。 但し 金澤 大工 VJ て 給 知の 者 は 無 かりし ゆ ゑに、 寬永五 年に 山上 善右衞 門 をば 召 抱え 

られし VJ 聞 ゆ 0 舊藩中 は 御 大工 VJ て 扶持 切 米 を 賜 はれる もの 數人 ありて、 平 大工の 惣裁 をな 

したり 0 

三月 十日。 喧嘩 口論 及び 火災に 關 する 法規 を定 む。 
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〔御定 書〕 

定  1 

一 、 喧嘩 口論 之 節、 親子 兄弟 其 外 雖爲知 音、 其 場へ 出向 仕 間 敷 候 0 勿論 荷据之 於ィ之 者 

本人より 可 爲曲言 事。 

一 、 出入に 取む すび 有 之 輩，. -、 無 故 儀 一 咏仕間 敷 事。 

一 、 於 城 中 申 事 之砌、 脇之番 共む ざ ど 立 さはぎ 申 間 敷 事。 

一 、 ii. 嚷 口論 之 刻、 組頭 共 罷出可 裁許 事。 

一 、 火事 出來之 刻、 其 場. ^親子. 兄弟. むこ. しう， こ • こじう，. お ぢ* おい 並 家來之 者、 此タ. 

出 候 事 堅 令 停止 候。 火鎭候 共、 其 日 其 夜 之 內に爲 見廻 使者 を 遣 間 敷 

1 、 火事 城， 2 遠、 氣遣無 之 節 者 登城 仕 間 敷 候。 伹 早鐘つ くにお ゐては 可罷出 事。 

一 、 . ^事 成， P 近 i 共、 居 尾 敷 火 じたに 候 は、 S 不及罷 出、 自分 之 火 を ふせぎ 可 申 事。 

右 於 相 背 曲 言 可 申 付 者 也 0 

明 暦 三年 三月 十日  „^  P 

三月 十七 日。 前 田 利 常 能 登 鳳 至 郡總持 寺の 寺 領を增 加 寄進す。 

〔御 寄進 狀寫〕 


is. 以能州 跌至邯 之內加 七十 六 石 七 升 一 K 口、 先知お 合 四 W 石 之 所 令 寄附 者 也。 仍如 件。 

明： i; 三年 三月 十七 日  巾 納 言 利 <：? 判 

總 持 寺 

以總持 寺領四 fC 石 之內、 三十 石 之 物 成 令 寄附 于當院 畢0 右 全 可お 寺 領者也 0 仍如 件。 

明 W 三年 三月 十七 日  中 納 言 利 常 判 

仆方 0 院 

一月 廿ー 百。 前 田 利 常 金澤の 老臣 等に 執務の 心得 を 諭す" 

〔ffi 治 巳 前定 書〕 

一 、 押 立た る 儀 者可爲 一 統 連判 候、 輕品々 不及 連判、 如 別紙 其々 可 有 裁許 候 ◦ 仍 SH 守 巾 之 依 

者、 當分輕 用事 も、 依 事 安房. 九 郞左衞 門. 左 衞門相 加 助 可 申 事。 

1 、 縱不及 速判義 も、 難 心得 儀 は 可 有 相談 事。 

一 、 用番如 跡々 替々 可 相 勤 ◦ 伹九郞 左 衞門者 可 用捨 事。 

一 、 伊豫. 民 部 者、 寄 合 中 之 役儀 雖令 用捨、 可 及 相 談義 於 有 之 者、 聊無遠盧可申談候^^。 

一 、 用人 中 可 相 達 用 寧、 如 別紙 申 付 候 間、 及 相談 儀 者 無遠慮 可 申談事 Q 

■gl::; 藩 史料 第 三 編明曆 三年  ， 五 〇 九  ， 


五一 o 

一 、 當 留守中 之 儀 一 入 出 情、 萬 端 無滯樣 裁許 尤之 事。 

一 、 在 江 tl^ 之內 者、 跡目. 緣 組. 屋敷 等、 其 外 不ロ 義は不 及 申 越。 但 十月 以前 死去 人 之 事、 自 

江 IT; 茂 可 申 付 候 條可申 越 事。 

附、 十月 以後 死去 人、 並不依 何內々 承 置 可然品 者、 內證 に而可 申達 事 0 

一 、 當 年之银 者、 先 如 前々 跡目 之 品、 何 茂 存寄之 趣 別紙 可 申 越 事。 

一 、 S3 守 中 寄 合 之 義可爲 如先規 候。 併 急用 又 者 用事 繁多 之 節 者、 式日 之 外 何 ケ度も 寄 合 可 有 

相談 事。 

一 、 公 • 場 出 座 之 事、 可爲 跡々 之 通 候。 但、 公事 場 奉行 人 江 1^ へ 申 越 用事 有 之 節 者、 何 茂 具 

に遂 吟味、 存寄趣 候 は、 S 可 申 越 候 事。 

一 、 自然 江戸に 何 廉之事 有 之 共、 下知 無 之 以前、 不寄 誰々 不籠越 様に 可 相 心得 事 0 

右 相違 有 間 敷 候。 此外隨 兼々 申 付 旨、 無 滯樣可 申談者 也。  ， 

酉 三月 廿 三日  印 

本 多 安房 殿 

長 九 郞左衞 門 殿 

gs 山 左 衞門殿 


前 田 對 殿 

OS 治 巳前定 書〕 

一 、 公^ 御用 御法度 事。 

一 、 吉利支 丹 宗門 改之 事。 

一 、 女 過 書 判 形 之 事。 

一 、 家中 緣組之 事。 

1 、 參宮 又は 爲 養生 上京 或 湯治 暇 之 事 Q 

一 、 養子 望 候 者 之 事。 

一 、 望 屋敷 之 事。 

一 、 何に よら や 侍 中 訴訟 之 事。 

一 、 外より. S. 來 浪人 之 事 0 

一 、 他國ど 出入 之 事 0 

一 、 侍中國 中立 退 候 刻 之 事 ◦ 

加賀 藩^ 料 第 三 編 明曆 三 年 


五 


五 一 二 

一 、 侍 巾 曲 言 並喧嚨 等 仕出、 當座 裁許 無 之 不叶儀 之 事。 

一 、 侍 分 殺. W 申 付 事 0 

右 可 有 裁許 候 0 但吉利 支 丹 宗門 改、 女 過 書、 國之內 暇 等 之義、 一統 不及 is- 判 、安房. 九 郞左衞 

門 可 有 a 許 候。 其外輕 用事 之 儀 者、 對^. 因幡 可 申 付 候 0 委細 來夏歸 城 之 節 急 度 以定書 可 申 渡 

候 間、 可 有 其 心得 候 以上 ◦ 

H 三月 廿 三日 

本 多 安房 殿 

tt 九 郞左衞 門 殿 

橫山左 衞門殿 

前 田 對馬殿 

奥 村 因幡 殿 

三月 廿 七日。 組頭た るべき もの 、心得 を 示す。 

〔萬 治 巳前定 書〕 

覺 

一 、 向後 御 家中 御 之 儀、 急 度 御正 可 被 成. +被思 召 候 付而、 今度 年寄 中 其 外 役々 を も御究 


^府は 下 文 

る *^ 是 とす 

べし 


被 成 候 S!P 

一 、 年寄 中 之義者 勿論、 其 外 御 家中 之 風俗 宜、 心得も惡無之^^にど被思召候。 然者其 組： 如 共 

a: 之 頭 を も 被 仰 付 Ki^i 者、 萬 事 風俗 宜、 組中之手本にも§^成候52に心»可仕^^0 左 

K に 無 之攸得 者、 組頭 被 仰 付 候 詮も無 之 年 被 思 召 候 事 0 

一 、 組 屮之者 共、 心得 惡敷無 之 様に、 此段 能々 相 心得 可 申 候。 人々 惡をも 能 考徵、 御 tsM^ 

刻：：： ！ハ に 巾 上 樣に可 仕事。 

一 、 與屮之 者 共 介抱 化、 成立 候 様に 相 心得 可 申 事。 

1 、 共 心得 練 略に 仕 候 は > -、 御 聞 a 急 度 可 被 仰 付 候 事。 

； 、 猶以： ^々御 仕 S 之 儀 可 被 仰 出 候 Q 唯今 被 仰 聞 候 通、 與中 人々 召 寄 爲巾聞 依，.？ は不被 m5 召 

候。 連々 語 申 樣に可 仕事 0 

三月 廿 七日 

一月 廿 七日。 前 田 利 常 小 松を發 して 參覲 の途に 着く。 

〔政 隣 記〕 

一 、 利 常 公 下 通御參 勤、 三月 廿 七日 小 松 御 發駕、 四月 二日 御着 府、 綱 利 公 廐 迄 御 迎に御 出 0 

一月 廿 八日。 前 田 利 常 能 登 羽 咋郡氣 多 社の 社 領を增 加 寄進す 

加お 藩 史料 第三 編明曆 三年  五 1 三 


0 


五 一 四 


從估券 S  *r 

大宮司 二人 

神人 十九 人、 神 子 一 人 


畏ー 

正 一 

藥ー 


覺 院 i 


〔御 寄進 狀寫〕 

能 州 一 宮社領 之 事 

一 、 五十石 社家 社 惯共可 執行 也 

一 、 六十 五 石 

一 、 は^ 十 石 

1 、 六十 五 石 

一、 十 石 

1 、十 石 

1 、 十 石  地藏院 

三 1.1 Id  UI  ff^ 1 一 百 石先規 社頜。 

A  An 三， f ョ寸 H^ril' 百 五 拾 石 今 加 之。 

右 令 寄附 訖 0 紙面 之 通 可 配 納焉。 御供 並 祭祀 勤行 等 不可 有 怠慢 者 也。 仍如件 一 

明 W1 一， 一 年 三月 廿 八日  中 納 言 利 常 判 

社官 社僧 中 

四月 七日。 前 田 利 常 江戸に 着す。 

〔御 日記〕 


ra: 月 七日 小 松 中 納言當 着 o 

四月 廿 五：：！。 小 松に 於いて 茶 商ん の 問屋に 納 むべ き 役 銀を定 む。 

广 ん vrrl; 一 a 」 

當御地 茶 ii: 屋龍助 町 山田屋 茂右衞 門. 大文字 町 茶屋 孫 右 衞門兩 入、 御 銀 四十 枚に 

定 役に 望、 則 被 仰 付 候 之 間、 兩人 方に 而 ぶ：：： H 可 仕定書 之覺。 

一、 上 茶. 地 茶 見 世ぶ：： 並 ふり 賣仕候 人々 より、 去年 御請 如 申 t 候、 K 本 銀に 四 步宛之 御 役 銀 

之 事。 

一 、 他國 より 煎茶 持 參仕資 申 候 者、 其 宿より 吟味 仕、 W 銀 高に 四 步宛御 役 銀 之 事。 

1 、 買 K 茶當 地に 而資候 者、 問屋 方ね 相斷、 K 本 銀 高に w 步宛御 役 銀 之 事 0 

一 、 在々 より 當地 茶責 出し 候 者、 問屋 方に 而賣買 可 致 候 0 脇々 に 而直寶 i 只^ 間 敷 候 事。 

一 、 湊. 安宅 兩 所より 舟に 而他 國， Si 下 候 茶、 此外御 役 はづれ 所， 2： 出 申 茶、 去年 御請 如. S. 上 候、 

茶 一 駄に付 銀 子 一 一 匁 五分 宛 可 出御 役 銀 候 事。 

右 之 通 * 組 中 .M^ 家 借家 迄 御觸被 成、 御 役 銀之義 者、 兩 問屋 方， 相違 無 之 被 相 渡 候 被 仰 越 

候、 以上。 

明 暦 三年 四月 廿 五日  金津屋 宗左衞 門 

加賀藩 史料 第三 編明曆 三年  五 一 五 


五 1 六 

村井屋 五 郞兵衞 

地方 肝 煎 中 

散 町 肝 煎 中 

四月 廿九 日。 加賀 藩の 老臣 等、 幕府の 日蓮 宗不受 不施派 を 禁止した る 旨 

を告 ぐ。 

〔萬 治 巳前定 書〕 

覺 

一、 向後 不受不 施 日連宗 寺院 寺 請に 取 申 間 敷 候 0 去 十五 日從 殿中 北條 安房 守 殿. 高木 伊勢 守 

殿. 保 田 若狹守 殿. 石黑太 郞左衞 門に 就 被 仰 渡 候、 其 趣 委細 立 御 耳 候處、 御領 國中 男女 下々 迄、 

不受不 施 之 宗門が へ 可 申 渡 由 被 仰 出 候 事。 

一 、 不受不 施受不 施に 宗門 を かへ 候 旨 申 候ても、 內證 不受不 施に 仕罷在 出家 も 有 之 候 間、 此 

段 被 入念 申 渡、 不受不 施 之 出家 受不施 之 宗門に 改候樣 に、 常々 寺社 奉行 可 被 致 吟味 候。 不受 

不施之 寺院 僧 中、 曾 而御構 は 無 之 候。 檀方之 輩 自今 以後 右 之 宗旨に 罷成儀 御 停止 被 仰 付 候へ 

者、 おの づ から 彼 寺院 斷絕候 旨、 北條 安房 守 殿御 申 候 由の 事 0 


一 、 不受不 施 を かへ 候而 w 之 宗門に 改候 由、 其 身 並 寺院 之 書付 を 取 可 被 出 候。 寺 之 * 者、 寺 

社舉行 へ 申 渡 可承屆 S5^。 

右 之 趣 被 得 其 怠、 御家來 下々 迄 急 度 可 被 仰 渡 候、 以上。 

, し  黃山左 S  SJ 

gi: 四月： P 九日  キ I   

長 九郞左 ©i: 

本 多 安^ 

今 枝 民 部 殿 

四月。 前 田 利 常 改作 法に よりて 收納 の背濟 となれ る こと を^ 府 に.^ ず。 

t> ；;： ： 君榮名 記〕  1 

一 、 丄 まに S 仰 初年、 三 ケ國惣 皆濟仕 候義早 飛脚 參候處 に、 聞番呼 候へ ど 被 仰、 "は mrt 

膳？.^ 出疾 へば、 松 率 伊豆 〈ケ 殿へ 罷越 候而、 只今 國 許より 早 飛脚 指 越 候、 內々 申入".^ 候- n 姓ソ 

收納 之義、 無 相違 皆 濟仕申 候 3S 申 越 候、 御案內 申入 候 由 可 申 孚被仰 出 候。 內膀 も、 是は早 夜 

四時 過に 候處、 明日 にても 不遲事 芋 奉 存候得 共罷越 候へば、 取次 も 不合點 なる 顔 付。 大 かた 

ヒま 夜半 鼓、 一 リハ 守 殿 も 御休み 可 被 成芋存 候處、 暫 候て 書院 之處に 段々 火 を 立 申 «o ぃカゾ 

VJ ぃチ R へば、 伊豆守 懸御目 御 返答 可 申 候 由、 通 候へ，. -て罷 出 候。 伊豆 〈—殿御^、 御國許 

加賀藩 史料 第 三 編 明曆 三年  -J 一，" 


次り りい; 今 係 本 

第- U ン、 1ニ 其 く 文 

す是 之と せ 出る 四 

月に もす' 氛 L も 月 

に據 と /おのに 
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方內々 被 仰 聞 候 通に 御 申 付候處 に、 惣^ 濟仕候 32 早 飛脚 到來候 旨、 » 々珍甫 御 滿 足 1 お 人 奉お 0 

今夜： も 達 上聞 度 候 得 ざ も、 及 深更 候 間 明朝 言上 可 仕 候。 上 8 にも 御 な=悅 に 可 被 思 召 御 

手 I？ 成 義ど奉 威 候 ぼ 御 返答 被 仰 聞、 罷 1§ 申上候 » 々大 W 之 儀 芋 初 而れ候 し、 SJra 內 R も. s- 

候 3:1、 藤 田 內藏允 殿咄承 候。 

〔前 田 家譜〕 

明 W 三年 四月 封 內の田 制 及び 税制の 法 成る を、 留 後より 健步を 以て 報す。 利 *E 即ち 人 をして 

之 を 老中 <ム卒 ず 豆 守に 吿 げしめ て 曰、 嘗て 內吿 する 所 税制の 法、 久しく 大將" ％ 及び 執 trss 

をな す。 而 して 今 其 成る を留 後より 報す。 敢て之 を 家に 宿せす、 即ち 以て 執， に 開す ど 云々。 

〔御 御 改作 起 本〕 

一 、 或 人 云、 御 改作 之義 者、 中 納言樣 御隱居 以前に 御 心 付 被 遊 故、 安房 守 殿. 出城 守 殿 わ t 內 

談被遊 候 得 共、 か 樣之義 能 義，. J は 無 御存知、 御 欲の 深き 故 土民 を 御贫り 被 成 候^ 計 御 了簡に 

而、 安房 守 殿 はゐね ふりに 而、 山城 殿ば かり、 末 之 手 岡に 成 申 事 を 御 工夫 被 成、 侮 度 之 ハ站請 

に 付、 つかへ に 成 申 事 計 被 仰 上 候 由。 御 夜話 之 時、 安房 殿い びき を 御 かき 被 成 候 故、 御前に 

御 覽不被 遊 様に、 安房 殿の 御 脚 を 山城 殿御つ き 被 成 候へば、 しびれ 京へ のぼれく，. -て、 鼻 

の 先 どひた ひこつ-まき 御つ け 被 成 候へば、 今夜 は 夜 も 更候間 御 思案 被 遊、 追 而可被 仰 出 S に 


而止. s. 由 被 申 候 事。 

〔御 直言 覺書〕 

一 、 明 « 元年 之 春御參 K 前、 川 左 門 朝 御城ね 罷出候 時分、 御前 近 被 爲召具 之、 御 居 問、、」 表 

之 御 居間 ど Q 問， に 御 側近 被爲 B 候。 其 時分 私 御前に 相 詰 罷在候 得 共、 御 E 密之 御用 芋 舉；： 返 

候 得ば、 其 可 在 申 御意に 御座 候。 左 e: 能 致 合點、 す： i^. 對 liij.w 幡わ 可爲巾 候。 此 改作 

方 之 依 は、 数十 年 勞仕、 色々 工夫 を 以申付 候處、 此 節に 至り 成就して、 大慶 安洛成 に 候。 

此仕 K の 元 を VJ  く， こ 合 點仕間 敷 候 ◦ 終に 唯今 迄 誰 茂 不申聞 候 0  ^蕃. 對： iilt- 因幡：；^ 茂、 推 5- に 

は 何年 存候 哉、 w 姓 共 之 仕 は 心 易 儀， >」存 候 哉、 一 圓 左様に 而は無 之。 此三 ケ國は 一 校 國，、 」 

而、 從信長 之 時分、 一 向宗之 門跡 信 長， 敵對 して、 北國之 一 揆發り 候 0 信 長より 所々 夫々 縮 

之 * 生 を 被 指 § ^候。 加賀. 越 中 は 別而； 6 姓 心 だて 惡敷、 國主， 茂 手 ご はり 申 候 0 能 州 は 左程に 

茂 無 之 候。 取 分 石 川. 河北 殊之 外大 ちゃく 者 共、 山 入に 一場く に罷 在、 何度 申 時 は 早 取 籠. S. 

候。 就 夫 石 川. 河北 は 世間に 茂 荒物 孚申 候。 佐久間 i 蕃を被 ss:.^ 候。 石 川より 上 之 方に、 柴田 

修理 持 分に 而有之 候。 柴田 * 佐 久間は をぢを ひに て 候 故、 a にゅ談 仕 ：.^ 被 仕 候。 越 中 は 佐々 

內藏 助、 能 州 は 大納言 殿， S: 給 候 0 其 以後 三ケ國 此方 之 領分に 成、 大納言 殿. 故 肥 前 殿 無 油斷嚴 

敷 被 中 付 候。 我等 之 代に 成候而 は、 次第に 治り 鬧敷事 無 之、 國之仕 ^ 迄に 成 « 故、 何、、」 ぞ仕 
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様 茂 可 有 之 事： 存、 大 ちゃく 者. 手 ご はり 候 者 をば、 首 を 刎ね はりつけに 申 付、 嚴敷 仕：. S 什 候 

に 付而、 次第に 宜成申 候而、 其 後 は 氣遣仕 程 之 儀 は 無 之 候。 然共 油斷は 成不中 候。 最前 は、 

侍 中に 遣 i;^ 候 知行 分 茂、 中々 定之 通に 納所 仕事 は 無 之、 半分 程 茂 未進 仕 迄に 而、 侍 中 殊之外 

致 難儀、 年々 慕に は 侍 中より、 夫々 知行 所ね 催促 人 を 遣 置き、 所 方 を資申 候 得 共、 中々 埒明 

不申 候に 付而、 百姓 を 呼 寄せ、 すね を 挾み、 梯子に あみつ け、 水 を 呑ませ 责 候。 就 夫 加 様 之 

儀 を氣之 毒，.」 お、 色々 工夫 を 以申付 候 得ば、 加州. 能 州 之 六グ敷 所々 茂、 下知に 順 ひ 心 易 成 

候。 能 州 は 人柄^ 義に候 故、 心 易き 國 にて 候。 最早 改作 之 法 茂埒明 候に 付、 ，M 後 無 相違 收納 

仕 候 tt、 免 を 定め 所 附を侍 中. s: 逍候。 最前 は 何廉致 違背 候處、 唯今 は 所に より k:: 姓 之 方より 

免 上 可 申年 申出、 手 上 免 を 願 候。 是は 百姓 中心 當て 直り、 此方 之 氣に入 様 仕度 芋お 故に 而候。 

是が唯 之 事に 而成申 物に て は 無 之 候。 我等 數十 年苦勞 して、 色々 工夫 を 以申付 候 得ば、 おの 

づ から 致 成就 候。 改作 方 之 儀、 加賀守 自身の 仕置に 罷成候 時分、 後々 に 至り 無 相違 樣に可 仕 

候。 加賀守 年若に 候 間、 何 茂 儀 別 而無油 斷心掛 可 申 候。 何 茂が 內に 茂、 仕 K 方 之 用事 不仕時 

分 は、 替役之 者， 21 可申傳 候。 百姓に は 油 斷之成 申 事に 而無之 候。 舉行 役人 之 心 之 內を察 候而、 

其 様子に より 早 心 を替へ 申 物に て 候。 唯今 此 上に 成候而 は、 厳 敷 致 跡々 の 様に 仕 茂 不宜候 Q 

又 和 過 候 得ば 早 奢り 申 物に 而候 0 此所 仕置 之 肝要に 侯0 最早 此方 之お iii に 罷成條 に 候 間、 此 


上は餘 §g 敷不 仕が 宜敷 候。 郡 方 之 事、 是程心 易 仕 候 is、 加 《 守， e 大成 働， ナ存 候。 追 而此等 之 

用事 勤 候 者 を 可 申 付 候。 郡 方 仕 K 之 儀、 隨分無 油 斷加贺 守 能 致 承知 候 核に 相 心得、 何 茂 可 申 

談候。 未 左 門に 茂 終 不申聞 候 得 共、 筋 大形に 茂 合點仕 可罷在 候， 3、 御 怠 被 成 候。 左 門 其 時 御 

請に、 乍 W 御尤成 儀に 舉存候 旨 申 上、 落涙 之 姊に而 御前 を 立 候。 其 以後、 右三人 之 御請 は 

承不申 候。 惣而 御用 之義に 付而、 三人 之 者 名 を 御意 被 成 候 時分 は、 何時 茂 +>i 卞ぉを 先に 被 仰、 

其 次に 對ぉ. 因幡 与 御意 被 成 候。 惣而 於御國 御用 之 儀 は、 i 蕃は楝 取 之 樣に相 見 中 候。 改作 方 

御 仕 K 相 J£、 侍 中ね 所 附被下 候 時分、 右 調 候 御用 前 田內藏 允. 被 仰 付、 主 付 相勸. &候 C 

〔御 直言 覺書〕 

1 、 有 時 左門久 越ね 御意 被 成 候 は、 松： 牛 伊豆守 殿爲 上使 被參候 時分、 郡 方 之 仕お 之 事 被 問 及、 

名 * 成 仕 S にて 候 由 被 申 候 而被感 候に 付、 後々 如何 可 有 之 哉 r ナ 申入 候處、 後々 に 至 攸而茂 相 

違お 之 問 敷 芬存候 由 被 申 皆、 御 咄に而 御座 候。 又 有 時 松： 牛 越後 守より 茂、 改作 方 之 被 成 52 之 

儀、 御 役人 中 迄 尋に參 候 由 達 御聽候 得ば、 其 刻 越後 守 殿 之 林に 而、 此方 之 4、 似 は 成 中 問 敷. S 

御意に 而、 御 笑 被 遊 候。 

五月 十四日。 加賀藩 江戶辰 口に 於け る 上屋敷の 替 地を受 く。 

己， 1 . 
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五三 一 

五月 十四 nz, 

一 、 松 平 加 賀守上 尾 鋪の替 地に、 東門 跡 那須衆 三人の SHJi 鋪 拜領。 

七月 九日。 加 賀藩江 戶本鄕 に 於け る 旗本 同心 厘 敷の 地を受 く。 

〔御 日記〕 

七月 九：： ：o 本 多 丹 下 • 朝比奈 左 近. 坪內惣 兵衞、 右三人の 同心 屋鋪を 松： 牛 肥 前 守に 被 下、 爲御 

ま £ 松-牛 加賀守 登城。 

〔松 ま ：5 公 夜話〕 

1 、 淸泰院 樣御厘 敷 牛 込に 而六萬 坪 馀有之 候 之處、 淸泰 院樣御 逝去 以後、 S ほ^ In 埤尾 張樣御 

拜領也 0 朔望廿 八日な V- の 內に而 候 哉 1+ 御 覺被遊 候 0 微妙 院樣 御前， は 品 川 左 門， 潘出、 n ハ今溝 

口 源 右衞門 殿御 出、 牛 込の 御屋敷 尾 張 殿ね 被 遣 候 旨、 只今 承り 候 由 被 申 候 段 申 上 候 得ば、 微 

妙院様 御意に、 それ は 曾 而御合 點不參 候 由 被 仰 出 候 得ば、 源 右 衞門殿 難 心得 候 得 共、 惜に承 

候 由 申 候 旨、 左 門 申 上 候。 然處彈 正 樣御出 之 由 申 上 候 得ば、 彈正 よべ ，>0 御意、 追 付 御 居間， に 

御 通り 候 得ば、 只今 如 此被聞 召 候、 御 閒無之 哉 芋 御意 候 得ば、 彈正様 被 仰 候 は、 唯今 尾 張 殿 

へ參 り、 即懸御 目 候處、 今日 右 御屋敷 御 拜領之 由 直に 被 仰 聞 候 由 御 申 上 候 得ば、 左 候へば 無 

相 逸事に 候 VJ 御意に て、 以外 御機嫌 損じ 申 候 0 拆 御意に は、 東 鑑に在 之 和 田 軍な V- も、 屋敷 


辰 口の 上 M 

敷 は 木 年 正 

月 十九 ：：！權 

災 


の 事より おこり 中 « に 候な ざ VJ 御意に 付、 何 茂 gi: 申 候。 其 外 彼是 御意.. ピも 御座 候 由。 追 付，： 則 

田帶刀 呼に 遣し 候へ、 岩 崎 I 一 翻 度より お 梅 殿 • 近 江 殿へ、 龍；^ |# 城 かやう に 而は無 

之 候處、 如何 之 御 m に 候 哉 GSti 文に て尋に 遣 候 得， こ 被 仰 付。 そ-い 以後 刀 殿御 出、 御，$^^^；^ 

へ 共 決し 不申候 0  刀 殿御. &候 は、 兎角 右 御屋敷 被 指 上 候 得ば、 事濟申 に 候. H 被 巾 上 候 得 

ば、 左 候 は 其方 松 •  牛 伊一 守 殿， £1 罷越 申達 候 得， ナ被 仰、 パ殿即 伊豆 殿， に 御 越、 . ；；： 御 敷 之 

子 御 申 候 得ば、 言 之 外 御 違 逆にて、 未 御上げ 無 之 候 段 贫而心 付 不巾、 淸泰院 « 御 逝去： J 後 

追 付 上り 申 VJ 迄 相 心得、 不念之 至に 候 由 御 返答に 御 申 之 由。 其 以後 あなたより 御 一一  II 之樣に 

なり、 右 之 御替地 は 何方に 而成 共、 御望 次第 御屋敷 可 被 遣 StJ に 付、 左 樣に候 は、 S 近 藤 登 之 助 

殿，； 1： 同心 屋敷 を、 不 殘本鄉 御屋敷ね 御 添 御望 之 由。 此所ニ 萬步。 相殘る 四お 步は駒 込に 而御 

望 之 旨。 且又 前 田帶刀 屋敷 所持 不仕候 間、 右 御 拜領之 內に而 三千 坪 被 遣 度 sluggl 機れ は れ 

に ハ聽 価お メ御願 之 所、 其 通に 御 拜領被 遊 候。 但脇々 に而は 同心 M 敷な ざ 御請 取 候 ば、 引 S 

御 拜領之 御 方より 被 遣 候 得 共、 右 之 趣に 付 中 納言樣 より は 不被下 候 由、 右 之 段々 享保ニ 年 七 

月拜 as 代 候 事。 S 入 組た る 儀に 候 間、 多分 相 a 之 儀 可 有 御座 ケ奉存 «o 

〔松 雲 公 夜話〕 

1 、 右 御屋敷 之條、 外に 而申候 趣 書付 申 候 事 も 御座 候に 付、 左に i^ISS 中 候 Q 
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淸泰 院檨御 逝去 被 遊 三年 目に 當り、 牛 込の 淸泰 院樣 御中 屋敷、 尾 張 大納言 樣御拜 領被成 度 3:1 

言上 有 之 候處、 御 老中 御 合 點に而 御 取次 被 成 候 由、 中 納言樣 御 耳に 入、 未明 之 事 成に 御 居 間 

書院へ 御 出 被 成、 淡路を 呼に やれ 御意 也 。其 時御氣 色、 何 樣唯事 は 不舉存 、何も： 能 出御 前 

に 祗候仕 候。 淡路樣 御前， £： 御 出 被 成 ど 其 儘 御 召、 何 哉覽御 相談 被 遊 ど、 岡 田將監 呼に 造 可 .5. 

旨 被 仰 哉被爲 入、 御 膳 上る 也。 將. 被 參又御 出、 淡 路樣御 三人に 而御 相談 有而、 將 S 殿 被 S 

也、 後 承れば 松 平 伊豆守 殿ね 御 使に 被 遣 由 也。 犬 千代 牛 込の 中 屋敷 望 申 衆 有 之 « に 承 及 候、 

左様に 御座 候 哉、 此屋敷 上申 覺無 御座に 付而、 家來共 住宅 仕 候、 虛實承 度 將監を 賴被遣 由 被 

仰 遣 ど 承りたり。 將監殿 其 日の 七 時 過 被歸、 被 申 上 候 は、 伊豆守 殿御 返事に は、 被 仰 下 通り 

致 承知 候。 尾 張殿此 屋敷 拜領 仕度 旨 付而、 何 茂 得 上意 申 候。 然處未 御上 無 之段聊 不存、 u ハ今 

承 驚 入 候。 私 一 人の 御 返事 可 仕樣 無 御座、 仲間ね も 申達、 自是御 返事 可 仕 由 也。 W 追 而御老 

中より、 將監殿 呼に 參、 御 返事に は、 被 仰 越 通 委細 承知、 何 茂 行 當り申 候。 此 屋敷 淸泰院 « 

御拜領 故、 御 逝去 以後 上申 箬 計 心得、 一往 尋に 進不申 事、 何も 無念 之 至に 候。 然共右 之 仕 

合 早 上聞に 達 申 候 間、 何、 こぞ 御 思案 之 上 を以、 宜樣に は 什 度 旨申來 0 利 常 樣御聞 被 成、 此度 

は 塚 原 治 左衞門 殿御 賴被成 仰 遣 候 は、 將監に 被 仰 越 通 具に 致 承知 候。 此 屋敷 は 淸泰院 殿拜領 

付而、 死去 之 後上り 申 や：： ど 被 思 召 候 由、 心得が たく 候。 天下 之 御 制 法、 一 度 親に 被 下物、 子 


四せ 歩 は 六 

や 3 歩な ろ ベ 


し 


の 物に 不成御 誰に 候 得ば、 淸泰院殿御死去之後此屋敷上り不中？^^、 犬 千代 は 幼少の 事に 候 得 

ば私不 念に 候。 又 親に 被 下物 子の 支配に 成箬 に於而 は、 此 屋敷に 限 上 可 申 子細， こ は不ぉ 候。 

即：： •  取 前 上不. S. 所、 治 左 衞門存 之 上に 付而、 只今 赖申進 候 由 被 仰 遣 也。 御 老中 至 被 成 先非 御 

悔、 何共 跡ね も 先へ も不 行事に 成 由 也。 W 御 老中 御 相談 之 上に 而、 直 而被仰 越 候 は、 仰之逋 

委細 至極 也、 此儀は 唯 鼓 前 上る VJ ばか.. -存有 之、 不 念より sf. 發り達 上 ii、 何れも 迷惑 仕 也、 

牛 込 御 M 敷の 步數 程、 何方に 而成共 御望 被 成 可 被 仰 上 候、 達 上聞 御 存分に 可 化、、」 被 仰 越。 是 

にて 利常樣 御腹 御 居 被 成、 被 入御 念 被 仰 下、 委細 致 承知 候 0 此上 は追而 屋敷^ 申に 而 可お 之 

候 0 其 節 は si:^: 由に 而事濟 0 終 而後 西 は 本鄕を 切、 東 は 天 澤寺を 切、 近 藤 « 之 助 を 切、 中御屋 

傲 御望 叶 也。 牛 込 御屋敷 四 萬步有 之に 依而、 駒 込に 而殘 所御拜 ffi 被 成。 此時 ^田 又 勝 殿御：： 

敷 無 御所 持に 依而、 八 ぼ步 苗木 山 谷の 上に 而御 取、 中將 様より 又 勝 殿， 被 遣 也 0 右 小 込御屋 

敷 之 事、 以^田 將監被 仰 遣、 未 御 老中より 御 返事 無 之 以前に、 成程 御隱密 に而、 人々 組 一如 心 

得 之 ほに 具足 持參 仕た るか ど あり。 御 射手 之 內靑木 彌八ど 申 者 有り、 御舉公 被バ出 二三 ヶ月 

之 内、 急に 御供に 被 召 速、 無 足に 而は有 之、 持 參不仕 由 申 候 0 殘者 何れも 持參 仕た る 由 申 上 

候 0 是も存 たる もの 無 之處、 御屋敷 事 御 存分に 成り、 事 靜に濟 也。 靑木彌 助成 1 程 B 密に 而、 

金子 一 枚 古市 左 近 奉に 而、 具足 可 仕 由 被 仰 被 下 也。 此時 後れた る 者 は、 彼 組頭 G 物語 之 « に 
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尋 たる 事 は、 御意なる 事 を 人々 さ VJ る 也。 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 右 之 御屋敷 事濟、 御上 被 成に 極る 、松原 半左衞 門. 西村彥 兵衞兩 人に 被 仰 付、 牛 込 之 御 

屋敷 御 長屋 引取 可 申 候。 此時鍵 を 持せ 申 間 敷 候。 杖 突 申 まじ 0 物に 腰 を 懸有之 下知 仕 まじ 0 

何方より 小屋 は 何 VJ て I： 明 取 候 由 尋に來 る 共、 如何 成 事 VJ も 不存， こ 申べ し。 若 奉行 無 之 哉に づ尋 

る V」 も、 左 樣之者 一 人 も 無 之 VJ 可 答 候 0 一  日 之 內に不 殘取而 明 屋敷 VJ 可 仕、 引越 足輕の 妻子 

は、 下の 御屋敷 足輕小 尾へ、 付 札 を以其 n 之內に 取り • 惣 而足輕 中、 江 相 詰 有 之 役人、 

御 長柄 之 者、 其 小 15 共、 兩 奉行 申 付、 雜具 朝之內 に取濟 也。 W 四つより 御 長 尾 毀 取、 御作 事 

b 取 入に、 以上 人夫 二 千 計に 而、 一 日 之內慕 時分 は 掃除まで 仕る 也。 翌日 未明に 遠藤數 liis- に 

被 仰 付、 右 御屋敷 今：：： 御上 被 成 由 被 仰 遣 也。 御 老中、 是は 如何に 早速 成 事 かな て 御 感之由 

也 0 又 御 長屋 毀 取砌、 尾 張 S より 尋ねに 來て、 御屋敷 は 上り 申 哉，^ 聞に 來り、 何も 不^由 申 

に 付而、 誰 ぞ舉行 衆 有 やど 問 ふに、 奉行た る 者 一 人 もな し、 皆 役人 計 答 ふ。 尾 張 もく 

きこえた る 事 哉、、」 て 御感被 成た る 由、 良 後に 取沙汰 有 也。 右 之 覺書御 家中 方々 に 所持 仕 候 由 

承 及 申 候。 

〔江戸 諸 邸 歩数〕 


tun-  I  ,,=•  RH 


1 、 江 戶本鄕 御上 M 敷 歩数 之^ 

十 萬 三千 八 ぼ 二十 ニ步 

P 一  や =2-\7| ス7| -/ J タ 

五 千 七 六十 ニ步 

1 、 駒 込 御中 屋敷 步数 

二 萬 六 六十 步 

1 、 御 下： 敷步数 

二十 一 萬 七 千 九； 白 三十 步 

一 、 深 川 御藏 屋敷 步數 

二 千 六 H 六十 步 

四 ケ所御 i:Hii 敷步數 

都合 三十 二 萬 八 千 二百 二十 ニ步 

七月 廿 九日。 前 田 出 雲貞里 歿す 

〔ん 1 田 氏 系 岡〕 

前 田 出 雲 貪 里 馳鼓鍾 
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辭病ビ へ 二 元ら m 二 魔 
せと ら出日 年れ 門 月 安 
し 稱れ座 寄 七 、ズ ぉ廿四 
な し し^合10?^^1^九年 
リ て も 命 所 廿應ぜ 日 十 


三 二八 

微妙 院樣 御代 元 和 八 年 十 一月 廿 一日、 備前 遺領之 內を以 四千 五な 石拜領 Mlf^gl^lglfJI 

浦 y 仰 S 、里? きノ お？。 可 致 宽永七 年お 微妙 院樣. 陽 廣院樣 被 遊 御成、 其 節 出 雲 ど 改名 被 仰 付。 同 十 

一 年 十二月 廿 三日 佐 竹 五 左衞門 知行 分 千 石 被 下 之、 先知 都合 五 千 五百石 拜領 仕。 11^1  。五 左 

其 後 居 屋鋪御 « 小屋 後ね 所 替被仰 付。 マ 孝 陽 廣院様 御代 同 十七 年 御城 代 被 仰 付、 

同 十八 年 ^八 n 所 御用 被 仰 付、 松 雲院様 御代 正 保 三年 九月 十三 日、 千 五百石 御加增 知拜領 

仕、 內ヒ 石 與カ知 被 仰 付。 右與カ 知之義 は、 御內 意之 趣 を 以與カ 召抱不 申、 先知 都合 七 千 

石、 全 收納仕 候。 其 以後 身に 罷成、 承應 元年 十二月！^ 1?^ 御斷巾 上、 寄 合 所， り 出 座 不仕候 0 

元 和 三年 五月 五日 出生、 明 » 三年 七月 廿 九日 病死、 年 四十 一 、 法 號南桂 院叢月 道 林 居士、 葬 

地 野 田 山 Q 

生^ 長 谷川 太 郞兵衞 女、 1^， 處名榮 0 寬文 三年 十二月 廿 五日 病死、 年 六十 九、 法 號栢樹 院本 

源自性 大姊、 * 地 寳勝寺 境内、 元祿 十三 年 六月 廿七 n 野 田 山に 改葬 0 

妻 赏者 長九郞 左. a 門連賴 女、 名 犬。 慶安 元年 正月 七日 微妙 院 « 御 養子に 被 成、 本 多 安 

政 長 方に て 用意 方 被 仰 付、 同 二 年 二月 廿 二日 婚儀 相 整 申 候 0 爲粧田 二； 白 石 被 下 s^、 寬文 元年 

四月 十八 日 病死、 年 二十 八、 法號 光照 院 玉顔 宗金 大姊、 葬 地 野 田 山 0 

〔金澤 古 K 志〕 


前 ffl 備前 第 

延 M 金澤 li を考 ふるに、 富 田 治 部 左衞門 第の 向なる 邸 地 を 前田備 前、 こ記载 し、 前 口 四十 六 

二 尺 VJ ありて、 後地 は御貨 家，. J 載せたり。 其 隣 地 は 前 田 對：^ VJ あり。 前 田家 略譜に、 高 iiK ム 

六 Ef- 利桌、 * 名利 g:w、 幼名 御世 松、 又 乙 松 丸、 長 而稱七 兵衞、 又改稱 《前。 慶長 三年 三月 十 

六 n 生于 山城 伏 見 0 同 五 年 五月 使 神 谷 信 濃 守 近 孝 撫育 之、 E: 稱神谷 氏 Q 同 十六 年 十 一 月 賜 五 

S 石、 改稱前 田 氏。 同 十九 年 十月 於 江 州 大律賜 五千石。 元 和 六 年 八月 二： n 卒、 二十 三歲。 生 

ゆ 名 阿下 代、 越 前お 野 坊圓福 寺 女 也 VJ あり 0 壬 子 集録に 載た る 橫出外 記覺ま I に、 前 田 當備前 

a 父 備前殿 は、 高 德院樣 六十 二の 二つ 子の よし 御國 にて 申 習し 候， こ 見え、 橫山志 に、 

備前 殿御 袋 はお， い 申し、 芳壽 院樣召 仕の もの、 由 VJ あり 0 さて 靑地 ^幹." 本 藩 略譜に、 

利い 只 子 利 ま、 幼名 又 勝、 長稱出 雲、 娶長氏 連 頼 女、 明 W 三年 七月 廿 九：：：： 卒。 其 子貞親 自稱備 

前、 姿 長 氏 左 兵 衞元連 女、 寶永ニ 年 十月 十三 日 死 VJ 載たり Q 右延 S3； 金 圖に 載せた る 前 E 備 

前 は 一 一代 備前也 Q 

入月廿 五日。 小 松 郊外 梯天滿 宫に於 いて 初め て 月次 連歌 を 輿 行す。 

〔お 家 見聞 集〕 

明 « 三年 八月 廿 五日 於懸橋 天神、 始て 月次 之 連歌 御 興行。 
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賦何田 執筆 北 野能觀 

千世の 秋 神ゃ吿 けん 松の 聲 

天 満月の すめる 瑞籬 

水淸き 御池に 浮ぶ 霧晴て 

砌 に 羽 吹 鶴 あまた 也 

ひかり 指眞 砂の 上ゃ廣 からん 

そ ぎし 露の 朝け 靜き 

雨の 後 軒端の 竹の 風 過て 

釣簾卷 上る 釉の凉 しさ 

見 る も 影 あら は 也 飛 灯 

流 の 末にな びく 草 々 

岸傳 ひさして 小舟 や 下す らん 

住 一村 や 近き 川づら 

くら かりし 山の あは ひも 明 離 

岸より 嶺の雪 や 消なん 


匕 匕 

ム H 


孝 一 
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九月 四 ：！：。 前 田 利 次 江戸に 參覲 せし を 以て 登城す。 

广 ^  11 1  一一 5 」 

九：：！： 四：：！ 參勸 御禮。 

御 袷 三 ま. 金：； i:T 代  松 平淡 路守 

九月 廿 三日。 淸泰院 の 一 周忌 法 會を行 ふ。 

〔政 隣 記〕 

一 、 九月 廿 三日 淸泰院 殿御 一 周忌、 江戶傅 通院 及 加州 於 如 來寺御 執行。 

〔德川 實紀〕 

九 zi: 廿 三日 淸泰院 御 方 周年の 法 會松平 加賀守 綱紀 執行 ふに より、 酒井雅 樂頭忠 淸參拜 し、 ま 

た 阿部豊後守 忠秋 もて、 傳 通院に 香 銀 二百 枚 布施 せらる。 

九月 廿七： ：！。 前 田 綱紀 江戸 城 天守 臺造營 の 命を受 く。 

〔徒，. -言」 
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九月 廿 七日 御 普請 被 仰 付。 

御 天守 石垣 御^ 請  松 平加賀 守 

〔ii 川 實紀〕 

九月 廿 七日 來年本 城 構造の 助役 を 命ぜら る 0 天守苒1^は松1^加賀守綱紀、 內 大手 ニー 丸 門. 中の 

門. 逮也喰 違 は 細 川 越 中 守 綱 利、 玄關 前門. 富 士見鹽 贿郭門 は 丹 羽 左 京大 夫 光重、 切手 門. 中 

仕切の In は 卢田釆 女 正 氏 言、 梅林 坂 上下 門 丄ニ丸 喰 違は眞 田 內記信 政、 この 輩 迄 は 石垣の 助 

ル乂 なり。 相； iijtt 門 守忠胤 • 內藤豊 前 守 信 照. 水 谷 伊勢 守勝隆 は、 その 諸 門 造 立の 助役つ かふ ま 

つるべ し VJ なり 0 但 1 萬 石に 百人づ 、人夫 出す ベ し VJ なり。 

十月 廿ー 一日。 明年 一 一月 以降 藩士 中小 祿の 者の 乘舆を 禁ず。 

〔政 隣 記〕 

1 、 十月 廿 二日 之 御定 に、 來年 二月 朔 日より、 千 石 以下 之 者 乘物御 停止 之 3^:1 被 仰 渡 0 

十月 廿 五日。， 前 田 利 常、 德川家 綱に 口 切 茶 等を献 つる。 

〔德川 實紀〕 

十月 廿 五日 小 松黃 門より 口 切 茶 並に 鶴を献 す。 


十二月 朔日。 小 松に 於け る 牢獄 チ ^ 人の 爲に 請狀を 提出す。 

〔小 松 « 記〕 

籠番 兵衞 &者被 召 K 候 に 付 御請 合狀之 事 

一 、 此吉兵 衞惜成 者に 御座 候に 付、 私共 御請 人に 罷立、 籠 番御舉 公に 出し 中 候。 御給 銀 之 儀 

者、 御 扶持 方 共 一 ケ 年に 付 百 二十 目 宛に 相定候 ◦ 然處 當月朔 日より 御 奉公 仕 候に 付、 當 n:. 來 

、正. 二 ヶ月 分、 右 御給 銀 月 割に 仕、 二十 目 唯今 被 下 候。 來 年より # 取替、、」 して 八十 五 匁 可 被 下 

候。 殘而 三十 五 匁 者、 慕に 可 被 下 御 定に而 御座 候 御 事。 

1 、 籠番之 «、 晝夜 共に 無 怠 3^ 爲相勸 可 申 候 御 事 ◦ 

一 、 能舍人 方， は、 綠者 親類 如何様 之 者に 而茂爲 致 出入 申 間 敷 候 ◦ 假令狀 に而茂 通路 爲壮. s.ra 

敷 候 0 附り、 儀禮物 一 切 爲取申 間 敷 候 御 事。 

1 、 吉兵衞 何方より 茂 構 無 御座 候。 自然 不屈 之 儀 御座 候而 欠落 仕 候 者、 五 n 之 內に尋 出し 急 

度 相 渡 可 申 候。 御給 銀之義 者、 其 時 之 依 御沙汰、 如何 樣共指 引 可 仕 候 御 事。 

1 、 吉兵衞 宗旨 之義、 吉利支 丹 宗門に 而者無 御座 候。 一 向 宗旨、 小 松に 而淨德 寺 門徒に 而御 

座 候 御 事。 

右 紙面 之 外 何 樣之義 御座 候 共、 私共 御請 人に 罷立. S. 上 候 上 者、 急 度 相 捌 可 ゆ 候。 爲其御 狀 

加！！；； 藩 史料 第 三 編 明 暦 三年  .  五三 三 
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明 « 三年 十二月 朔日  長 谷川 少 太夫 組 本 座 御 小人 加 右衞門 

石 川 郡 平 加 村 長 左衞門 

町 年寄 升 屋七郞 右 衞門殿 

永 山與兵 衞殿 . 

十一 一月 五日。 小 松に 於いて 問屋 を經 ずして 煙草 を賣 買す る こと を 禁ず。 

〔小 松舊 記〕 

當御地 たばこ 賣買之 儀、 此跡申 觸候得 共、 頃 直 賣直買 有 之 由、 問屋 衆より 斷に付 m -而 巾 進 候。 

爲念候 間、 何 茂 組 中 裏 家 借家ね 茂 彌被仰 渡 候。 以來 相違 有 之 候 得 者、 其 人 迷惑 可 仕 候條、 能 

々可 被 仰 渡 候、 以上。 

# 十二月 五日 •  金 §5： 屋宗 左衞門 

村井屋 五 郞兵衞 

本 町 肝 煎 中  . 

地方 肝 煎 中 

散 肝 煎 中 

是歳。 越 中高 岡瑞龍 寺の 塔 頭に 龜占庵 • 法 性 庵 を造營 す。 


仕上 申 候 共、 請狀収 返し 不申內 者、 何 迄 茂 御請 人に 罷立 申處如 件。 

〔寺社 來歷〕 

一 、 龜占庵 者、 瑞他寺 御 造 營之內 明 « 三年に、 微妙 院御 建立 被 仰 付 候。 則 米 三十 俊被爲 下、 

其 以後 萬 治 一 一年に、 從加賀守樣御寺領三十石之所付御印致頂^^候。 

一 、 法性應 者、 瑞龍寺 御 造 營之內 明 « 三年に、 微妙 院樣御 建立 被 仰 付 候。 則 米 三十 俵被爲 下、 

其 以後 萬 治 一 一年、 從加 賀守樣 御寺 領 三十 石 之 所 付 御 印 致 頂戴 候。 

一 、 林 洞 庵 者、 瑞 W 寺 御 造 營之內 微妙 院樣御 建立 被 仰 付 候 ◦ 年號者 申 傅 無 御座 攸付不 奉；：^ 候。 

萬 治 一 一年 從加賀 守 様 御寺 領 三十 石 之 所 付 御 印 致 頂戴 候 ◦ 

一 、 東漸 院者、 瑞龍寺 御 造 營之內 微妙 院樣御 建立 被 仰 付 候。 年號者 申傳無 御座 候に 付 不舉存 

候。 萬 治 二 年從加 贺守樣 御寺 領 五十石 之 所 付 御 印 致 頂戴 候。 

1 、 瑞寵寺 由來書 ◦ 當寺塔 司 東漸 院. 龜占庵 • 法 性 庵. 林 洞 庵 者、 微妙 院樣 御代に 被 仰 付 候。 當 

寺拜 領地 之 內千五 R 步 東漸 院 屋敷、 千 百 步宛龜 占 庵. 法 性 庵" 林 洞 庵 屋敷に 御座 候。 

萬 治 元年 

正月 十 一 日。 馬 廻の 士に 命じて 火 防の 爲金澤 城下 を 巡邏せ しむ。 
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〔河 湖 雑記〕 

s::^ 元 戊戌 正月 十 ； n 御 iJiT 廻 高 知 之 面々、 爲火 用心 町 廻 三月 朔= より 十月 晦日まで 可 相勸ほ 

被 仰 出、 二手 合に て 一 日 一 夜 四 人充十 二番に 被 仰 渡。 其 後 四手 合に なり  一 H 一  夜 十六 人充三 

番に 勤。 

〔國 事： ：0： 披 問答〕 

一 、 風 廻 は 何 IS 初り 候 哉。 答 云 萬 治 元年 正月 十一 日 新 命 也。 每歲 三月 朔 日より 十月 朔日 迄、 

liil 廻 組 高 知之內 より 御城 下町 中火 之 元 巡察、 是を風 廻 与 云。 但 本名 者 町 迥ど稱 す。 正 月 人数 

を定、 一組より 四 人 宛 之內、 二人 二手 合に して、 一 晝夜四 人 宛、 十 二番 g: 十八 人 0  w 宽文元 

年 手 合 二して、 一 晝夜六 人 宛、 三番に 風 廻， >0稱 す。 寬文八 年 正月 向後 町 廻 ど 可稱 St 奥 W 伊 

豫. & 波す。 

二月 九日。 加 賀石川 郡の 十 村 等 その 職務に 關 して 誓紙 を 上つ る。 

〔改作 所舊 記〕  ， 

天罰 起請文 前書 之 事 . 

一 、 今度 本 高 之內、 御 知行 出に 罷成候 米 高、 帳面に 伊藤 內膳樣 奥 判 被 成、 御 代官 衆ね 被 遣 候 

處、 米高少 相違 之條有 之に 付而、 御斷を も不申 上、 名代 ざ も 手前に 而^に 申 付、 其 段 御吟眛 


被 成、 則內 膳樣， に 可 被 仰 上旨 御座 候 得 ざ も、 此度之 俊 者 先 其 分に 被 成 御免被 下 候。 是以來 SS 

事し まり 可 仕 旨 被 仰 渡 候處、 誓紙 を 以申候 御 事。 

1 、 御 公儀 « 諸事 御用 等、 私共 名代に 裁許 爲致候 得ば、 仕 落 も 可 有 御座 候 間、 向後 御公^ 核 

へ 上申 帳面、 並 W 姓 前 諸事 吟味 之義、 十 村共罷 出、 委細 承 屈 御用 相 勸可巾 御 事 ◦ 

一 、 帳面 判 取 之 依 は、 猶以 K 判 可 什 候。 若 御用に 懸り有 合 不申候 十 村 は、 其 者 之 名代に 爲調、 

當 地に 有 合 申 御 扶持 人、 並 餘仁之 十 村ね 爲見 候而、 帳面 以下 上 可 申 候。 其 十 村 御用 所より 

歸、 上 置 申 帳面 共 見 W 吟味 可 仕 候。 若 違 御座 候 者、 それぐ 御 取次 迄 御 斷可中 上攸。 

右 之 通 是以來 相 背不申 ffi に、 互に 吟昧致 可 申 候。 名代 共 誓紙 之 儀 者、 私共 手前に 取 ！^屮 候、 

以上。 

明 » 四 年 三月 九日  - おしの 太 兵 衞 

の、 市 次 郞右衞 門 

ふちの 上 三 郞兵衞 

田 井 

何 も 十 if 

三月 十四日。 加賀 藩の 助役 を 命ぜられ たる 江戶城 天守 臺の 築造 工事に 
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手す。 

〔政 隣 記〕 

一 、 去年 正月 江 tr^ 大火 事、 御城 等 類燒に 付、 今年 御 天守 以下 御殿. 門. 御藏 等、 如 先鋭 可被修 

造 由 被 仰 出、 諸侯 歷々 ね 御 配當、 綱 利 公ね は 御 天守 臺被仰 出。 依 之 御 分 國中御 老中 及び 人 持 

御馬 廻 中、 並 在々 所々 より 人夫 を 被 召 寄、 其 員 五 千 人、 爲御 普請 料 銀 五 千 K 目 可 上 之 IT 金 

澤， Si 被 仰 遣。 右 銀 道中 才領人 原 田 又右衞 門. 津田孫 十郞. 中 村 新丞. 平 井次郞 兵衞、 下 裁許 足輕 

五十人 被 指 添、 下道 中 を經て 江戶に 到着す 0  W 牛 無 之 荷車 五 w 輛調 之、 名 を 第 八 ど 名 付、 土 

砂 木 等 載せ、 人足 を以引 之。 其 外 普請 之 具 品々 記す に 不遑。 御 普請 事始 三月 十四日 也。 天守 

臺從 公儀 之 御舉行 は久世 大和 守 殿、 從 此方 樣之悠 縮 御 奉行 本 多 安房. 奧村 河内. 長 左 兵衞. 奧 

村 因幡、 右次 之 奉行 青山 織 部. 菊 地 大學. 富 田內藏 允、 石垣 爲築 奉行 竹 田 市 三郞. 古市 左 近 • 成 

瀨市 正. 神尾數 馬. 中 村 物 衞門. 津田宇 右衞 門. 茨木 右衞 門. 山 崎 半 左 衞門. 三 滞 勘右衞 門、 御 

賄 方 原 田 又 右 衞門. 近 藤 次右衞 門、 石 奉行 大窪忠 左衞門 • 金子 權右衞 門、 材木 舉 行宮 崎 豊右衞 

門 • 今 一 人、 石 引 奉行 阿部 甚右衞 門. 森 川 伊織、 下 場 廻 葛 野 藤 太夫. 澤崎 太左衞 門、 栗石 支配 郡 

勘 三郞. 西 村 六 右 衞門. 上 村 八左衞 門、 作 事 奉行 奥 村 a 三郞、 荒物 奉行 並 料紙 支配 木 村 新兵 衞. 

村 田 久左衞 門、 手 木 舉行卜 谷 增右衞 門. 森 口 六 右 衞門. 今 一 人。 


o 


用 木から 竹 

と は 所^ 七 

木の、、 とな 

るべ し 元 和 

二 年 七月 ニー 

日の 條€_ ^一 


四月 十三 n。 越 中 神 通 川 以西 諸 村に 擅に 用材 を 伐採す る を 禁ず- 

〔三百 ニ條 « 記〕 

川 西 在々 山 方 • 里方 共、 持 山 並 屋舗迥 田畑 あせく ろ 迄 之 御用 木 • から 竹、 下に 而 伐採 巾 義跡々 よ 

り 堅 御法度に 付而、 雑木. 小 竹に 而も、 切手 不取伐 不申様 申 付-み、 山 廻り 之 者 廻 候 得ば、 猶以其 

方 共 組 下 百姓 中， 急 度 可 申 渡 候。 爲其申 遺 もの 也 Q 

戊 四月 十三 日  篠 島 豊 前 

五 郞兵衞 少右衞 門 

かもん 與兵衞 

淸兵衞 二 郞右衞 門 

三 郞右衞 門 喜 兵 衞  一 

五月 入日。 小 松に 於いて 問屋 を經 ざる 茶 • 煙草 • 木綿。 繰 綿を賣 買す る を 

禁ず。 

C 國寧 、 

一 筆 令 啓上 候。 
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1 、 能 美 郡 在々 より 當町致 持 參賓買 仕 候 茶 • たばこ、 跡々 より 究申 問屋に 而 M 買 可 仕 候樣可 

被 仰 渡 候。 自然 脇 3：; 仕 候 共、 問屋 わ 相斷、 其 上に て 寶買可 被 仕 由 可 被 仰 付 候。 

一 、 木綿. 繰 綿年內 より 御 運上 相 究候。 就 其 御 役 等 も 不仕候 商人、 他國 より 在々，^ 入 込、 すご 

く 村 傅に 罷越資 由に 候。 左 樣に有 之 候へば 當町御 運上 之つ かへ にも 罷成候 間、 當町 商人 

之 義是以 來札を 爲持賣 候 様 与存候 間、 自然 札 持不申 商人 之義 者、 在々 に て 借 不仕 候樣、 

御與 中， に 可 被 仰 渡 候。 

右 之通從 伊藤 內膳 樣、 各々， S: 可 申入 旨 御意に 付 申 進 候。 尙以面 上 可 得 御意 候、 恐惶 謹言 0 

戌 五月 八 =  宗 左衞門 

五 郞兵衞 

八日 市 新 右 衞門樣 

黑 谷 庄兵衞 様 

はねた 五兵 衞樣  / 

犬 丸 宗右 衞門樣 

瀨領 兵 衞樣 

金 平 ニ郞右 衞門樣 


伊 は 伊藤の 

略 


利^ 


〇 


二 曲 市郞右 衞門樣 

川. m 村 十 左 衞門樣 

五月 廿人 日。 越 中 神 通 川 以西 諸 村に 命じて 鷄の 尾を賣 上げし む 

〔三百 ニ條 ffi 記〕 

鶴の 尾 御用に 候 間、 鳥 持 合 候 もの 賣上可 申 候 0 直 段 者 十 村 中圖り を以、 銀 一 匁に 五 W 羽 宛 代 

銀 相 波、 桑 島 彥右衞 門. 栗 田 與右衞 門に 相 渡 銀 高 可 受取 之。 至急 御用に 候 間、 早々 可 寶上 候、 

以上。 

五月 廿 八日  伊  內膳半 

越 中 川 西 十 村 中 

六月 三日。 德川家 綱、 保 科 正 之の 女 を 前 田 綱紀に 嫁せ しむべき を 命ず。 

〔古文書 大全〕 

今朝 於 御前、 保 科 肥 後 守 殿 息女、 加賀 守へ 緣邊被 仰 出 候。 我々 大慶 此事候 0 家 屮而々 ね 茂 可 

被 申 聞 候、 謹言 0 

六月 三日.  肥  前 

前 田 三 左 衞門殿 
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五 四 二 


信^ は衬井 

出 雲 親 長 


長 九 郞左衞 門 殿 

橫山左 衞門殿 

小幡宮 內殿 

〔壬 中 雜篇〕 

明 » 三年 六月 三： n 爲 上使 松 平 豆 州 信綱來 臨、 微妙 公 御 歸國之 御 暇 被 進 之、 則爲御 f 軋 微妙 公. 

當公御 登城 之處、 保 科 肥 州 生 御 息女 當 公へ 御 綠邊之 儀 御 直 被 仰 出 0 〇 同 十三 日より 御 內證之 

御 普請 被 * 之、 信 齋並奧 村 因幡 庸鱧奉 之 0 

〔德川 實紀〕 

七月 三 曰 保 科 肥 後 守 正 之 家計 窮迫た るう へ、 こたび 女子 婚儀 行 ふよし 聞 召、 金 一 萬兩 恩賜 あ 

り 0 こ は 正 之が 女子 を 松 平 加賀守 綱紀 定婚 せし によて なり。 

六月 廿 三日。 加 賀石川 郡 佐 那武社 湯 立 執行の 事に 關 して 上申す。 

〔國 5& 雑抄〕 

御 尋に付 申 上 候。 

一 、 昔 者 御社 領 過分に 御座 候に 付而、 神 子 社 人な V- も 在 之、 湯 立な ざ も 仕 候 VJ 及 承 申 候。 其 


昨：！ 3 とわる 

は廿七 n な 

れ ども 入舆 

は 什 六 n な 

るべ し 


後 右 之； S 領なざ も 返轉 仕、 神事 も絕々 に罷成 申候處 に、 大納言 樣御入 國之節 御社 領被 爲附候 0 

其より 至于人 r 祌 祭 f お 無 怠慢 相 勤 申 候。 湯 立 之 義も每 年 仕 候へ 共、 其 節より 于今 山伏 を 雇 仕 

來中候 0 神道 書物に、 山伏 仕 候 作法に 御座 候 ども、 又は 不仕候 物に 而 御座 候 も 不存候 0 自餘 

にも 湯 立 什來候 故、 拙 子 共 方 も 雇 仕事に 御座 候。 自餘 不存、 佐那武 社に ぉゐて 神主 自身 湯 立 

仕候義 者、 昔より 不及承 候、 以上 0 

明 歷四年 六月 廿 三日  河 崎權丞 

河 崎將監 

卷藏人 殿 

山 森 吉兵衞 殿 

森 權 太夫 殿 

七月 廿 六日。 前 田 綱紀 保 科 正 之の 女を娶 る。 

〔Je 川 赏紀〕  . 

七月 廿 八日 保 科 肥 後 守 正 之の 女、 昨日 松 平 加賀守 綱紀が 許へ 入 輿せ し を ほが せ 給 ひ、 近 江 局 

御 使して、 綱紀に 時 服 三十 • 三種 一 一荷、 妻に 卷物 三十 • 三種 一 一荷、 父 黃門利 常 卿 へ 卷物 1 一十 上 二 

穂 二 荷 賜 ふ。  • 
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ニニ 壶記〕  ， 

加 賀守綱 利 公 北の 御 方 御輿 入 の 事 

萬 治 元年 戊戌 七月 廿 六日に、 保 科 肥 後 守 正 之 公の 姬君を 綱 利 公 へ 御嫁娶 VJ ぞ 聞え ける 0 內 々將 

軍 様より 御 祝儀 可 被 仰 入 旨 上意 之處、 先年 筑前守 光高 は、 公方よりの 御 祝儀に て、 例惡敷 

罷成候 之 問、 此度は 直々 に 祝儀 可 被 成 旨 被 仰 上に 付、 其 通りに 成に けり 0 天下の 諸侯より 御 

念頃次第に御馳走^-て、 辻が た^ 長柄な V- を 出され、 芝の 御屋敷より 神 田の 御屋敷 迄、 道筋 

地理 を 撰び 五色の 砂 を 敷、 美々 敷 事 筆紙の 及ぶ 所に あらや。 尋の 常の 嫁娶 だに 貴賤 群集 をな 

す 事 なれば、 御 夫婦 共に 天下の 御 孫に てまし ませば、 諸人 御馳走 は现 なり。 行列 諸 役人 等 は 

記す に 及ば や、 御前 樣之御 家老， こして 澤野十 兵衞、 加州より は久 見忠兵 衞兩人 を、 御奧方 

の 御 家老に 被 仰 付。 御 料理人 長 谷川 所 右 衞門を 頭分 して、 千里 六 兵 衞丄咼 橋 傅右衞 門 *大 次 

次 兵衞、 御 歩行に 荒木 久左衞 門 • 鈴 木 源左衞 門. 侨方 佐左衞 門. 守屋五 右衞門 • 松 本 庄右衞 門、 

小 手役に 日 野 彌右衞 門、 此等 芝より 御供 仕。 則 神 田に 小馬 を 被 相 渡、 御 扶持 方 • 知行 • 御 下 

行 それぐ に 被 造。 御 廣敷御 番人 前 田 兵左衞 門. 上 木 半 兵 衞. 土 田作 右衞門 • 河內半 助 • 寺 西 十 

藏* 島 七左衞 門御廣 敷に 伺 公す。 其 翌年 久津見 忠兵衞 代人， して、 山ロ彌 五兵 衞 加州より 引 

越、 渾 野 十 兵 衞に相 司 被 仰 付。 御輿 入 之 日 當綱利 公 は、 御 天守の 御 普請 所に 被爲成 御座 之處 


佐々 木 道 求 

諱は定 治 


に、 屮納言 利 $5 公 御屋敷に 被爲成 御座、 何事 も 御 下司 被 成、 慕に 至 而網利 公被爲 入、 

掌の 次第 千秋 萬 歲の御 こ ぶき、 目出度 かりけ る 御 事共な り。 

〔前 田家 雑錄〕 

一 、 萬 治 元年 保 科 肥 後 守 正 之 卿の 御 息女、 相 公樣， Si 御 婚觼相 濟候。 此時利 常 公より、 佐々 木 

道 求ね 品 川 左 門 を 以被仰 遣 候 は、 加賀 守成 長 婚鳢相 調 候義、 身共に 續而は 道 求 ffi 足 可仕孚 w-^ 

召 候。 依 之 御太刀 馬 代 被 下 候 旨 可 申 聞 由 御意 之 趣、 左 門 道 求， に演述 0 道 求 は 相 公樣御 幼少よ 

, -舉附 勤 仕 之 故 也。 

〔肺肝 鈔〕 

一 、 諸家 源秘錄 に、 羽 州 米澤之 城主 上 杉 播磨守 藤 原の 綱 勝 どて、 三十 萬 石の 大名 也 0 內室は 

奥州 會 若松 之 城主 保 科 肥 後 守 源 正 之 卿 之 息女 也、 ぉ舂 VJ ぞ申 ける。 此內室 母の 毒 飼に て卒 

去の 子細 は、 右 正 之 卿 は、 其 頃 肩 を 双ぶ る 大名 もなかり ける VJ 也。 御 c:^ 數多 flo 嫡子 長 門 守 

正 a 四 品 侍従に 被 任、 次 は 上 杉 殿の 內室、 三番 目 は 大助殿 どて 後從四 位下 侍 從筑前 守 正經、 

四番 はお 松 殿 VJ て 松 平 加賀守 綱紀 公之 內室 也。 五番 目 はお 宮殿 VJ 申、 後年 稻葉美 濃 守 正則 之 

長子 丹 波 守 正道の 室 どす。 六 番目 新 助 殿 VJ 稱し 早世 0 七 番目 は 當肥後 守 正 信 也、 幼名 十四 郞 

殿 ど 申け る 0 斯て 本腹 妾腹 之 出入 ゅゑ繼 母の 嫉深 くして、 我 子 を 却て 被 殺け る こそ 淺 ましき 
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事 なれ 0 本妻， KJ 申せし は、 內藤左 馬 助 政 長の 息女 也 0 又 妾 VJ 申 は 會津に 有 之、 西方に 出生 也 0 

惣領長 門 守 殿 は、 明" 胺 三年 酉 正月 十八 日 • 十 九日の 江 炎上 之 節、 保 科 殿中 邸も燒 ければ、 長 

門 守 殿 を 始め、 母子共に 品 川 東海 寺の 寺 中へ 御 返き、 體 く 相 住居 有け る內 に、 上 邸は燒 ざれ 

共、 中々 屋敷 狭くて 大勢 住べき 樣 なし て、 普請 を 企て、 漸く 其 月末に 成就 也 0 依て 新營に 

移さるべし VJ 有る 所に、 長 門 守 御風 氣 重く 成って 養生 不叶、 十八 歳 之 二月 東海 寺の 內 にて 卒 

去 也。 其 後 間 も しづ まり ぬれば、 會津 腹の 息女お 松 殿、 松 平加賀 守へ 緣組 究、 婚禮： "限 成 

りければ、 御兄弟 衆 一所 打 寄 給 ひしが、 元來姊 のお 春 殿、 本腹 ビ云 ひ、 惣領 VJ 申、 上座に 有 

けれ 共、 本妻のお も はくに、 姊 云 ひ 我 子ながら も不緣 にて、 小身 上 杉ね 祝言し ける も 不便 

也 0 又繼子 云 ひ 妾腹 たれ Vi も、 お 松 殿 は 仕 合に て、 加賀へ 嫁す る こそ ロ惜 けれ VJ 思 ひける 

に 惡心を 思 ひ 出して、 後悔の 種 VJ ぞ 成に ける。 去ば 今日 加 賀へ入 輿の 出る を 相 待 所に、 奥方 

にて は 御 立 振 廻 有 之て、 女中 大きに 騒ぎけ る 折 柄 も、 兄弟 膳 を 取 違へ ければ、 上 杉 殿の 奥方 

こそ 因果の 道理に 責 られ、 實 母の 毒害に 預り、 俄に 氣色違 ひて たまらす、 我家に 歸られ ける 

其 時に、 直にお 松 殿の 輿 も 出しけ り 0 偖 祝言 は 目出度 調 ふ い へ も、 彼お 春 殿氣色 段々 重 

り、 三 rz 目に 終に 空 敷 成 給 ふ、 痛 はしき 御 事 也。 右の 如く 本妻 欲心 出た る は、 我 子の お宮 を 

加賀の 家へ 送り、 末 繁昌に 暮 さん ピ の 心に て、 繼 子に 毒 をば 飼 ひける 也。 斯 てお 养殿 死後 


家 遇 は 今 枝 一 

民 部近義 


に、 父 肥 後 守 殿 立腹 あり、 穉 敷穽？ ^いたせ て、 先 奥方の 女屮 一 々<^.義 有 所に、 彼^£-終に.；^ 

顧して 拷問に かけられ、 白狀 申け る 故に、 其黨 多くして、 家中 男女 七十 人 計 難義に 及びけ り。 

勿論 當座 斬罪 切腹の 者 有、 醫師な ざ <:! せ 十四 五 人 有し 也。 後お 宮殿 も 稻ー某 丹 後 守 殿 へ 祝 ー？：ー：：ぉ、 

又加賀 のお 松 殿 も、 宽文六 丙午 四月 廿四 ni 初 產の時 卒去。 其 外 肥 州 御 息 迄果、 今 肥 後 守 正 信 

計りに 成 給 ひ、 勤 候せられ 發明 にして、 仁愛 を 專に國 民 をよ く勞 せらる、，. こ 云 々o 

〔壬 申 雜篇〕 

一、 同廿ー 日 加 贺守樣 上 之 御舘 御 移徙、 小 松 樣には 御 新宅へ 被爲 移。 〇 サニ  = サ三 =： 御 近 具 

來る 0 

一 、 廿 六日 御 入 輿、 未明に 下女 五十 餘人 來、 四つ 時分に 女中 卅七人 乗物に て來 り、 午 之 刻 御 

舆入、 此時は 前後 御供 輿 四 丁. 御乘替  一 丁 也。 〇 御供に は 本 多作 州. 石 谷 將監。 〇 御輿 は 北 原 

« 女 渡 之、 奧村河 內請取 之。 御 员桶は 田 中 三 郞兵衞 渡 之、 家 嚴請取 之。 flfls:^^ 領之。 

一 、 御輿 供之內 此方に 留る面 々o 

六 石 澤野十 兵衞。 百 石 柳 下 甚左衞 門。 

百 石 荒木 久左衞 門 Q 切 米 取 三  人。 

御 料理人 四  人。 小役人 一  人。 
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小者 丄ハ尺 • 下男 共に 十五 人。 

此 外に 千 一 一 百 石を領 する 遠山 伊 右 衞門可 被 指 越よ しなれ ざ も、 微妙 公より 御 無用，. J 被 仰 人 

不來。 

一 、 道 作 辻 堅 以下 從 公儀 被 仰 付、 金 助 町 之 辻 堅 は 松年彈 正大 弼主 より せらる 0 各 子 持 筋 を 着 a 

一 、 右 祝儀 一 卷、 松； 牛 雲 州. 本 多作 州 被 取 持 也。 是は肥 州 公 へ も、 此方へ も 御 入魂 ゆ ゑ 可 被 取 

持 旨、 御 老中 御指圖 のよ し。 〇 當 公へ 老中 並 人 持 組頭より 御 進物 献也。 小 松 公へ は 金 lit 代、 

鶴 か 白鳥 か 一 羽 宛 上 之 华：： に究ら る。 其 外 は 例年 御 禮餞之 通 上 之 ◦ 御前 樣へ は御禱 代、 肥 州 公 

へは銀.^^代進之。 ほ 、人 蘭 ¥sfgsls^i#J 御輿 入 之 時分、 湯 島 • 本鄕. 金 助 町 之 者 共 

御馳走 申 上 由に て、 銀 子 被 下 之。 

銀 肝 枚 • 三 荷. 鯓五百 枚  湯 島 六 町へ 

同前  本鄕六 町へ 

銀 十 枚 三 荷. 鱗 二百 枚  金 助 町へ  ， 

一 、 七月 廿八： n 御壻 入之箬 なれ も、 上 杉 播州 之 御室 御 卒去に よって 相延、 是は 御前 樣之姊 

君 也。 

一 、 八月 十八 日 之晚、 微妙 公より 御前 樣へ、 明日 之 御 土産に 被 成 候へ VJ て、 銀 子 百 枚 • 御 樽 二 


荷 被 進 之。 御 召 仕 之 女房 四 人へ 銀 五 枚 宛 被 下 之 0 

一 、 十九 日 御 入御 持參之 品々。 


含： お 代 • 給單十 

珍十卷 

右 微妙 公より。 

金馬代.^^廿 

綿 二  ^ 把 

金 Bil' 代 

金瑪代 

右當 公より 0 

一 、 微妙 公 御供 奥 村 因幡- 


同 御前 へ 。 

肥 州 主へ ◦ 


へ。 


大之助 殿へ。 

新 助 殿へ。 


當公 御供 奧村 河內. 家^、 御前 様 御供 青山 將監. 山 崎 半 左衞門 木 

右 衞門. 久津 見忠 兵衞. 澤野十 兵 衞.步 供 十五 人、 御 迎には 本 多 安房 也。 〇 兩公溝 口金 十郞 殿に 

て 御 装束 を 被 成。 〇 御 相伴 は 松平彈 正大 弼主 .淺 野 又 六 郞殿. 松 平淡 州 主 .淺 野 H 州. 松 平 ffi 州. 

本 多作 州. 小 堀 仁 右. 岡 田將監 ◦ 〇 御供 之 而々、 肥 州 公 御 取 込に 候 問、 金十郞 殿に て 御 振舞 可 

被 下 候 由、 微妙 公より 御 a にて、 何も 金 十 郞殿被 振舞 之 0 〇 肥 州 公より 當 公へ、 御 引出物 ど 
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して 長 光 刀 glfat 安吉 小脇 指 l^t 枚 被 進 之 0 大之助 殿吉岡 一 文字 刀、 新 助 殿 來國行 刀 を 被 進献。 

〇 肥 州 主より 奧村 河內へ 近景 刀、 ^§ 因幡へ 了戒 刀、 f 九 g 家".^ へ 長 谷 部國信 刀、 將 監へ景 

秀刀 I 枚 賜 之。 〇 八月 廿ー 日 肥 州 公 此方へ 來臨、 守 家 刀 lg 信國 小脇 指 御 持参に て、 當公 

へ 被 進 之。 〇 同日 來國次 刀 ぼ 1^ 大之助 殿へ、 安吉 小脇 指針 g 新 助 殿へ、 當 公より。 靑江次 士ロ刀 

計？』 目 贯笄俱 利 伽羅 龍、 代 金 十五 枚、 作 祐乘、 大之助 殿 へ 、 行 光 小脇 指針 枚 新 助 殿 へ 、 微妙 公よ 

り 被 出 之。 〇 來國行 刀 赚 北原釆 女、 延壽刀 I 笄之 紋蜘、 代 二十 五雨、 作 宗乘、 田 中 三 郞兵衞 

へ、 當 公より 被 下 之。 伹御入 輿 之 =當 公 御前へ 被 召 出、 御盃之 上に 拜領 也。 義景 刀^ 今 村 

四郞、 雲 次 刀 £ 笄棘 かぎ、 代金 一 枚 五兩、 作 宗乘、 成瀨 生計へ、 當 公より 被 下 之。 〇 當 公よ 

在 江 trs 老中へ 被 下物。 ^1 而 OA 月 十四日 微妙 公より 則 重 刀 針 _M 松； 牛 雲 州、 長 義刀枚 S 本 

多 乍 州へ 微少 公より^ 遣 之 〇 廿六 日より 三つ 目まで、 方々 より 馬 代. 檎代 進上 之 0 金銀 四十 枚 

In:- 十 賞 目， VJ 云 々o 委細 之 帳 は 先年 持 けれ ざ も、 公儀へ あげて 漸々 脇より 是を寫 したる を 

幸 どす まで 也。  V 

月 十日。 本 月より 十月に 至る まで 小 鷹 を 使用す る こと を 禁ず。 

〔御定 書〕 

跡々 如 御定、 八月. 九月. 十月 小 廳遣之 儀 御 停止 候。 縱 御免 之 面々 に 候 共、 作毛^^^し候事堅御 


"J 月 麼ふ爲 
下 安る 水藥 
旬 四： 車 
に 年と な 造 
在 五 は 用の 


停止 之 問、 御 組 中， 2： 急 度 可 被仰觸 候、 以上。 

右 之 通 寄 合 中 申談、 人 持 組頭 中， に 相 達 候 間、 被 得 其 怠、 何 茂 御名 之 下に 御 判 形 候 而可被 指 越 

候、 以上。 

八月 十日  前田對 

八月 中旬。 加 賀石川 郡土淸 水に 於いて 水車 を 用 ひて 火藥を 製す。 

〔河瀨 雑記〕 

明 W 三 丁酉 年 秋 

小 立 野 水車 藥合 所、 聊 火事 之 儀 有に 依て、 町の 內 にて 鐵 炮の藥 合する 事 御 止。 

萬 治 元年 戊戌 八月 中旬 

金 澤土淸 水に て、 水車 を以鐡 炮の藥 4 口 所 出 來。 

九月 三日。 前 田 利 常 封國に 就かん が 爲德川 家 綱に 辭 見す。 

〔德 川 實紀〕 

九月 三日 小 松 中 納言利 常 卿 先に 就 封の 暇た ま はりし か， ぐ」、 加賀守 綱紀 天守 臺の 移：： 築舉 りたる 

により、 おのれ も 封地に 赴かす、 しばく 經營の 地臨督 せし に、 臺礎旣 に吿歧 によて、 £1 封 

せん 、こてもう のぼり たれば、 勞詞を 加 へられ 鷹 ニ聯給 ふ。 
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戶 の 日 

は詳 ならす 


五 五 二 


御意 は 前 田 


〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 微妙 院樣御 逝去の 年、 江 R 御 發駕の 當曰御 客 有 之、 御 能 御座 候。 其 最中に 相 公樣に は、 

先 御 膳 上り 候樣に 御意に て、 いつもの 御 溜 所に て 御 膳 被 召 上 候。 未 御 湯も濟 不申內 に、 はや 

御 發駕の 由に て 御 出 被 遊 候。 相公樣 いつも 蕨の 驛迄御 見送りに 御 越に 付、 御上 下被爲 取、 御 

装束 被 遊 かへ 御 出 被 成 候處、 もはや 御 跡に ならせられ 候。 竹 町 は 御供の 御行 列に て 御 通り 被 

遊が たく、 茶屋 町， は 御 廻り 御 急ぎ 被 成、 唯今の 御中 屋敷 板 橋 口 御門の 前の 道へ 御 出 被 遊、 今 

の 御 籠 町の 方 を 御 見 かへ り 被 遊 候 得ば、 御先 供の 御馬な ざ 見え 申 程に 御座 候。 其より 御先 

へ わらび 迄 御 越 被 遊 候。 其 時 初 而右之 道 有 之 候 を 御存じ 被 遊 候。 微妙 院樣に はか やうに 急に 

御 發驚被 遊、 御供 之 者 も 常に 心 懸不申 候 はで は、 御供に は づれ申 事な ざ 度々 御座 候 由、 每度 

御意 之 事。 

九月 廿 三日。 淸泰院 の 三 周忌 を 江戶傳 通院に 營む。 

〔徳川 實紀〕 

淸泰院 御 方 11^ ノ將三 周に よて、 松 平 加賀守 綱紀 小石 川傳 通院に て 法事 執行に よて、 かしこに 

松 平 伊豆守 信 綱代參 せしめられ、 香華 銀 二百 枚つ か はさる。 

九月 廿 三日。 前 田 利 常 小 松 城に 還る 


〇 


此月は 大！^ 

なり 


0 


〔前 田 家譜〕 

萬 治 元年 九月 二十 三 n 利 常 江 戶 より 至る。 

九月 晦日。 加賀 藩の 助役せ る 江戸 城の 天守 臺 竣功す _ 

〔德川 實紀〕 

八月 十八 日 松； 牛 加贺守 綱紀より、 天守 察の 角 石 をけ ふ 安置せ し 皆 注進す。 

九月 晦 H 本 城 經營の 地 を 巡視し 給 ふ 0 助役の 蒙拜 謁す。 松 平 加賀守 綱紀に は御乘 物より 下^ 

ひて 御詞 かけられ、 綱紀 先導して 天守 臺御覽 あり。 

十月 九：：： 松； 中 加賀守 綱紀 天守 臺石壘 成功して 拜 謁し、 勞詞を 加へ 給 ふ 。其 家 司 本 多 安房 守. 長 

左 衞門. 奧村 河內. 奧村 因幡. 今 枝 民 部 等、 銀 百 枚. 時 服 十. 小 釉六づ 、給 はり、 その他の 家 司、 

銀. 時 服 給 ふ 事 差 あり。 

〔湯 淺家傳 書〕 

先 = 爲御 案內以 飛札 如 申入 候、 御 天守 臺御 普請 相濟、 去月 晦：： ： 公方 樣丁 場，^ 被爲 成、 一段 怆 

合 能 出來仕 由、 御懇之 上意に 而 存候。 仍爲御 祝儀 御 矜三稀 • 兩樽 令進覽 候。 稱期後 昔 之 節 

候、 恐惶 謹言。 

十月 四日  松 年 加 賀守綱 利 
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宛名 缺 

〔三^ 記〕 

御 天守 臺之事 

萬 治 元年 戌の どし に は、 御城 見 付の 御門より、 方々 の 橋々 の 御門 • 橋 臺等 修理 破損 造營の 儀、 

天下の 諸侯 請 取く に 被 仰 付。 別而御 天守 臺の 石垣 は、 加贺守 殿へ 御賴被 成ければ、 加州へ 

被 仰逍、 郡 中の 人足、 其 年の 收納 高に 應じ被 遣、 扶持 方 銀 相 渡り、 五 千 人の 都合 被 召 寄。 御 家 

中より 御 入用 割符して、 知行 高に 應じ取 立 先 四千 貫目、 原 田 五右衞 門. 中 村 新丞. 津田孫 十郞. 

平 井 次 郞兵衞 に 裁 料足輕 五十人 指 添へ て 江戶へ 到着す 0 是は 先當分 普請 道具 品々 の 御用 意の 

爲 聞え けり 0 年內 より 御上 屋敷に ぉゐ て、 一尺 五寸 廻りの 五十 尋. 七十 尋の 大綱 を、 諸國 

麻苧 を 買 集て 幾 百 本 ，>0 なく 被 仰 付、 空車 計 を 十 人 にても てあつ かふ 臺鉢 VJ 云 もの を 五 百輛裕 

0> 七八寸 廻りの くろがね 延べ たる 大鏈繩 を 幾 筋 VJ なく ねらせら る。 樫 木 を 以て 地 車. 蟬車共 

を 數十箇 作り S せられ、 其 外 藤 葛に て大持 籠數萬 丁、 鐵 てこ. 木て こ數萬 本、 御 普請 道具の 其 

外に、 人足 以下の しゃう ぞくの 爲、 今 織の 羽織 五 百 人前、 だて 染の 帷子 數千 人前、 手拭 等に 

至る 迄 美々 敷 持 S かせら る 0 其 外 外 居. 杉 重. 赤飯 桶、 御 賄 之 御 道具、 大釜. 小 釜 それ <\ 'に 御 

點を 合せて 用 次第に 用 之、 筆紙に 及が たき 所な り 0 先年 大坂御 普請、 筋違隨 度々 の 御 普請に、 


九左衞 門の 

氏^ 脫す 


天下の もの 共 目 を 驚かす 事共 御覺有 之に 付、 御氣 をく ばり 被 成 置かせ 給へ ざ も、 久世 大和 守 

御內書 を以利 《5 公へ 被 仰 上け る やう は、 此大 火事に 世間 も 簡略た るべき 所に、 此御 普請の み 

ならす 諸 國の請 取 丁  も數 多な り 0 美麗の 御 事 を 被 遊な ば 何方もいた さるべし 0 然ば 幾ば く 

の费 なり。 必 質朴に 何事 も 美れ いがまし き 事 指 置 被 成 可 然旨被 申 上に 付而、 装束 等 は 御用に 

立 ざり しなり 0 御 普； g 場の 脇に 御 小屋 を懸 させられ、 每日御 膳 被 召 上、 利 常 公. 綱 利 公 毎日 丁 

場へ 御 編 笠に て 出御 有て、 もみに もんで いそがせ 給 ふ。 

〔三^ 記〕 

有 增御役 付 之 事 

惣 御寧 行 本 多 安房 .奧 村 河內. 長 左 兵衞. 奥 村 因幡 其 次の 御 奉行 は 靑山織 部. 淼川勘 解 由. 菊 地 

大學 *澤 田 宇 右衞門 石垣 爲 築の 奉行 人 は 竹 田 市 三郞. 古市 左 近. 三 崎 半 左衞門 • 成瀨大 舉. 神 尾 

數瑪御 小屋の 御 賄 は 原 田 又 右 衞門石 は 大窪忠 左衞門 • 金子 權右衞 門、 材木 は宫崎 豊左衞 門、 

石 引 奉行 阿部 甚右衞 門. 森 川 伊織、 丁 場 廻 は 伊崎 太 右 衞門. 葛 野 藤 太夫に、 栗石 は 郡 勘 三郞. 

西 村 六右衞 門. 上 村 八右衞 門、 作 事 奉行 は 奥村彥 三郞、 荒物 奉行. 料紙 奉行 村 田 久右衞 門. 木 村 

新兵 衞、 御 扶持 人 御大 ェ渡邊 伊兵衞 •« 田 覺左衞 門. 橫江 太郞 兵衞. 中 山 甚六、 其外數 年利 巾 

公の 御 召 仕の 御 大工 中 村 悠左衞 門 を 初 VJ して、 黑田左 平 次. 田 部 治 兵衞. 九左衞 門. 安田 八 兵 
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衞. 山 田 六 郞右衞 門 等 不殘相 詰 動 之。 先年の 天守 臺は、 慶長十 一 年に 御城 御 取 建 之 節、 淺野 

安藝 守 殿 請 取に て、 伊豆 石に て 高 八 間 半に つき 立ら る。 此度は 御影石 を以、 高 七 間 半に 二十 

一間 四方な り。 小 天守の 臺長 十八 間に 橫 十二 間 也。 石 船 着の 河岸ば たより 御 天守 臺の きわ 

迄、 材木. 板. 角 物を以 底より 積 上、 かすがいに 付ての ぼり 坂に して、 修羅み ち 玉の 盤の 上 を 

走る ご VJ  くに 持へ て、 七千餘 人の 人足に て 引 上、 地 車に 懸けく り 上て きづきければ、 四 尺 五 

尺 七 尺八 尺の 角 石 VJ て も、 大坂 てこの 羽 さきに 掛て、 菅の小 笠 を あっか ふご くに 見えに け 

り。 利 常 公の 御 召 仕の 石 切 勘 七 を以、 惣石 切の 目 明に 被 仰 付、 美 濃 屋の少 次 郞を以 大坂手 木 

の：：： 用 頭に 御定、 未明より 七つに 至て 利 常 公. 綱 利 公. 利 治 公 出御 被 成 被 仰 付 故により、 物の 

見事に 出來 す。 四千 人の 石 切 を以、 臺の 四方に 足代し、 上 削り をいた しければ、 誠に 盤の 面 を 

鉋を以 削り 立た る ご VJ くな り。 九月 上旬に は、 天下の 修理 職 木 原 木工 頭目 明に て、 渡 邊伊兵 

衞. 橫江太 郞兵衞 田 覺左衞 門. 中 山 甚六. 中 村惣右 衞門罷 出、 すみ 圖を つきて 相 渡す。 先年 

の 天守 臺 一 尺八 寸の ひすみ 有、 此度は 一 厘の ひすみ なし。 渡邊伊 兵衞根 石よりか ねを卷 くど 

見えけ るが、 天下無双の 名人 也，. J、 天下の 修理 職譽 ければ、 末代 迄の 面目 也 御 大工 伊兵衞 

喜 悅の眉 を ひらきけ り。 其 時の 人足 ざ も 寄 合て 語け る は、 御 天守の 石垣 ざ も を 取の けし 時 見 

て あれば、 年々 に 佐 渡の 一 澤 より 御 運上の 金銀 どて、 たばこ 盆の 大さ成 吹ぬ きの 上 銀 V- も、 


何 共な く 積 重ね、 又い つの 世よりの 御用^らん、 金 錢數^ 贯 有之處 に、 大虹梁 Vj も を燒た 

て、 は 金銀 を VJ ろかし ければ、 わき 合て 丸 かしに 成、 五 人 • 七 百 人. 五十 七十 人 にても て あ 

つか ふ 0 其 中に 竹 田 市 三郞. 古市 左近舉 行に て、 千 人に て 引出し、 御城 御 本丸へ 引 入れ 此 

かね 金銀 わき あ ひて、 まだらに 見えて、 五 尺 ニニ re のな がれ か、 る 垂氷ざ も 有 之 を、 新. げんの 

ふに て 打お V」 し、 筵に 包み 持 運ぶ。 目 ざまし き 余 銀 也。 砂に まじ はり 玉 かね は 幾千 石 も 可 有 

之 を、 利 常 公 御 老中へ 被 仰 上、 つ  まやかに 是を撰 出す 物なら ば、 尙 年中 は此 普請 成就 成 難 

く 見えければ、 御 かねの 儀 御用 VJ して 御 求 被 成事最 安し、 地形 堀の 埋 土に 可 被 成 旨 御 相談 

の處 に、 御 尤の御 事な り、 早々 埋 土に 被 仰 付 可然旨 有し かば、 市 三郞. 左 近に 被 仰 付、 其より 

金銀に 御 構な く、 堀候內 又は 地形に 盛に けり 0 右 引出した る やけが ね は、 三の 丸に て かね 吹 

数百 人 被 仰 付、 皆 吹 わけて 大判. 小判. 丁 銀に 成 どか や 。昔より 御代々 天下 御 普請 多 けれども、 

か 樣に余 - 銀の 山 を 見た る 事 はなし、 いか なれば か樣に 金銀 多く まします 哉ビ 問ければ、 老功 

の もの 申樣 は、 天下の かね 山 VJ 云 事 も、 天 正の 末慶 長の 初より 國々 に出來 す、 必其國 の 米 高 

直に 成。 御 運上 VJ 號 して 天下へ かね を 上け 奉り、 又國の 守護より 諸 役 を 掛て取 上る。 范 より 

外に 金銀の 费 なし。 世の中に かね 多く 成る 程に、 かねに つれて 世 問の 花 麗彌增 り、 唯 はみ 物 

の みぞたい せつに 成、 頼 寡 孤 獨依之 餓死す V. 一語る。 
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〔松 雷 公 夜話〕 

一 、 御 天守 臺御 普請 出來之 時、 嚴有院 樣被爲 成 上 籠 被 遊 候 0 此 時相 公樣御 十六の 御 年 也 0 御 

先立 被 成 候 様に どの 事に 御座 候。 御 草履 召 申 儀 難 成 由に 付、 御 天守臺 石垣の 邊御 門外より、 

御 はだしに 而御 先立 被 遊 候 0 石 壇 を 御 登り、 上 迄不殘 上覽、 御 下り 被 遊 候 時 も 御先 立 被 遊 候 0 

夏 之 義故御 足袋 も 不被爲 召、 栗石に 而 御難 義被成 候。 VJ かく 公方 樣の 御先 立 は、 何れに 而も 

御 草 质成不 申 候 間、 當時肥 後 守 樣並松 平 下總守 殿な ざ、 上野 增上 寺. 紅葉 山 等 御成 之 時分 御先 

立 被 成 候 間、 御す あしに 而 御難 義可被 成 ど 被 思 召 候 由、 己 亥 正月 廿 四日 御意 也。 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 右 御 普請 初の 日 は、 微妙 院樣に は 御 出不被 遊、 相 公 樣迄御 出 被 遊 候 0 きやりし 六 人 0 疆 

々皮の 羽織に 而、 其 外 も 目立 申 装束に 候。 詹の者 も 二三 千 人 有 之 候。 神 田 橘の 脇 御堀の 上石 

垣 五十 間 計 崩し、 其 下まで 船に て 石 を 廻し、 其 所より 石 を 引揚申 候。 聽 *， 數又 今の 

11^ 田 山城 守 殿 屋敷 向の 方 御堀の 上石 垣 も 崩し、 御堀に 大 材木に て 橋 懸り申 候 0 ばいりん 坂 之 

邊も 石垣 崩し、 十 間 計の 橘 懸り申 候。 七月 廿 九日 i^glM の ばいりん 坂の 邊 石垣 崩し 中 所 

へ、 大石 を引懸 候處、 石少々 ひづ み、 鳶の 者. 役 小者 坂より なだれ 候而、 多く あやまちいた 

し、 死人 も 御座 候。 此所 にも 小屋 懸り申 候。 後に は 神 田 邊の 小屋 はこ ぼち 申 候 由、 右 同時 


〔政 隣 記〕 

一 、 石 切 四千 人、 御 扶持 人 勘 七惣石 切の 檢見 を勸。 手 木の 者 頭 は 美 濃 屋少次 郞是劝 者 也、 其 外 

關柬 西國の 上手 數 多し。 大工 御 扶持 人 渡邊伊 兵衞等 0 

右 御 普請 初り、 每日利 常 公. 綱 利 公. 利 次 公、 無 御 懈怠 御 普請 所ね 御 出、 御手 自手木 を 取 給 ひ 

被 勵 之。 霧 M を經て 十月 初 成就す 0 

右 石垣 築 立、 合口 出入 等を吟 * 可 仕たぬ、 爲 檢見從 公儀 御 大工 頭 木 倉 木 T: 罷出改 之。 公より 

は 渡邊伊 兵衞罷 出で 木工に 相 見し、 右土臺 成就の 上、 根 石より 城 樓臺迄 かねの 手 を 引、 公 依 

御 奉行， Si 渡 之。 公の 御請 取の 丁 場 何方も 無滯、 不日に 被遂 大功 由、 御 舉行久 世 氏 被 成 之、 丁 

場 無 異儀被 請 取 之、 伊兵衞 曲尺の 手 功 者 成 由 被稱美 0 利 常 公 は 九月 御 S 國之御 暇 被 進、 右 御 

普請 未成 就內 御發駕 0 天守 臺は 十月 初悉功 成、 十月 九 H 丁 場 を 公 ffi, に 被 相 渡 0 翌十 日朝 金澤 

年^：^中を初、 御 普請に 加り 候 人々 御 普請 舉行 迄、 公儀 御 式 蔡迄被 召 出、 今度 御 普請 中、 何も 

骨折 申 由 御懇之 上意に て、 右面々 應 身代 銀 子 各 拜領、 何も 國本 b 罷： g 休息 可 仕 由 被 仰 出；^ 出 

す。 夬 より 直に 面々 江 R 御 老中， 御 鱧に 祗 公す 0 右 之 段々 相 達 綱 利 公 御 耳に、 從綱利 公 も 時 

服 銀 子等 面々 拜領被 仰 付、 御國， に歸 休息 可 仕 旨 被 仰 出、 何も 十月 十一 日 江 を 立 金 澤に赴 0 
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十月 十一 一日。 前 田 利 常 小 松 城に 薨ず。 

〔德川 K 紀〕 

十月 十七 日 小 松 中 納言利 常 卿 大病に より、 こふ 儘に 在京の 醫員武 田 道 安信 重い そぎ 加 賀に赴 

くべ し， >0傳 へらる 0 

十八 日 小 松黃門 この 十二  n! 卒去の よし 聞え ければ、 松： 牛 加賀守 綱紀の も VJ へ、 松 1^ 伊豆守 信 

綱 をして 弔 せらる 0 

廿 一 日 小 松 中 納言利 常 卿 卒去に より、 小姓 組 番頭 小 出 越 中 守 尹 威 を 加賀國 にっか はされ、 香 

銀 五 }e 枚 賜 ふ。 

廿 三日 松： 牛 加賀守 綱紀が 喪 制 を VJ はせ 給 ひ、 御 側 內藤出 雲 守 忠由御 使して 菓子 を 給 はる。 

十一 月 十八 日 松； 牛 加賀守 綱紀 開葷 によて、 阿部 豐後守 忠賴御 使して 鶴 をた まふ 0 

〔たも VJ 草〕 

一 、 利 常 公文 祿ニ癸 巳年 御 誕生。 童 名 犬 千代 丸、 利 長 公爲御 養子。 慶長六 年 秀忠公 姬七歲 に 

て 御輿 金澤 御城へ 人。 大久保 相 模守忠 近. 青山 常 陸 介忠成 御供 Q 同 十 年利 常 公 十三 歲 にて 御 家 

督、 金 澤御在 城。 同年 任 侍從、 初て 松 平 姓 を 賜、 筑前守 利 光 .0 改。 同 十九 年 甲子 攝州大 坂 表 

御 出陣、 眞田 丸に 向、 和睦，.」 成 御歸。 翌年 卯年 夏の 亂、 將軍 秀忠公 御先 手に て 岡 山に 陣す 0 


同年 は W5 治 

元年 


首 数 三千 餘：^ 取。 同年 任 宰相、 家老 本 多 安房. 橫 山山 城諸大 夫に 叙し、 御： st^。 宽永三 甲子 

年上^、 屮納 言從 三位 叙位、 于時肥 前 守，、」 號。 同 十六 年 六.^ 筑前守 光高へ 三ケ國 御讓、 小 松 

へ 御 ほお。 利 常 公 十三 歲 にて 御 家督、 金 澤御在 城 三十 三年。 四十 六歲 にて 御隱 居、 小 松に 二 

十 年 御 在： go 六十 六 « にて 御 逝去、 ^治 二 年 戌 十月 十二  mo 

〔三^ 記〕 

小 松 黄 門 利 《め 公 御 逝去 之 事 

同年 利 常 公 は 保 科 肥 後 守 正 之 公に 御意 被 成け る樣 は、 今 は 思 置 事 ：处 に 御座な く 候。 加 贺守事 

^公に 打 任せ まいらせ 候へば、 諸事 今 枝 民 部に 被 仰 渡 被 下 候 様に VJ 御 申 合 候 所に、 正 之 公 も 

當年は 御 天守 a の 御 普請に 被 入御 情、 長々 御 滯留被 成、 御 苦 勞之御 事に て 御座 候。 綱 利の 事 

御 心 ID^ 被 思 召、 早速 御 歸國被 成 候へ ビ 御い，.」 ま 乞 被 遊。 九月 上旬に 御發駕 にて、 小 松へ 御歸 

城 被 成け り。 金 澤の御 老中 を 初、 人 持. 物 頭. 諸 奉行 人 追々 に 御 目 見に て、 御機嫌 殊外能 被 成 

御座 之處 に、 二の 九 橋 爪の 御 番所に 樂書 仕置 候 旨、 御 目 付より 達 上聞、 俄に 御機嫌 替らせ 給 

ひ、 御番 衆御吟 * にて 中々 きびし かりければ、 其 日 其 時の 當番供 廻 下々 迄 御 せんさくに 成り 

て、 三輪 淸右衞 門 若黨の 書きた るに 究り て、 御成 敗 被 仰 付 事濟 にけ り。 それより 御機嫌 直ら 

せられ、 十月 十二 日 は 玄緒之 御 祝， >0 て、 例よりも 目出度 折からに、 伊藤 內膳は 御 改作 之 御 
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用 近年 被 相 勤、 御領 國の 人民 豊饒に 成る、 數 年の 思 召 立 も 成就して 御 大慶に 思 召、 內膳御 知 

行 五 ぼ 石 御 加 增被仰 下、 難 有 奉存、 末代 迄の 面目 諸人 うらやみ 尤也。 御 1^ 詰 も 過ぎ、 詰 衆 宿 

々 へ f、 小夜 詰に 成、 しばらく 御用， VJ も泊番 衆に 被 仰 置、 奥へ 入らせ 給 ひ、 御用 所の 下 

にて、 御 目 舞の 御 心 持に て そこに 其 ま、 座し 給 ひ、 左 門/、 ど 二 聲御呼 被 成け る を、 當番別 

所 三 平. 武本三 七 走り 寄て 見 奉れば、 はや 御正 氣ま しま さや、 御 歳 六十 一 一歳に て 事た えさせ 給 

へば、 兩人 驚き 奉.^、 品 川 左 門に 人 をつ か はし、 岡 本 平 兵衞召 つれられ 針 を 立 まいらす る 0 

其內に 三の 丸 • 枇杷 島へ ふれければ、 加 藤 正悅. 藤 田 道 仙 息繼ぎ 急ぎて 走り 來り、 御 脈 窺ひ舉 

る 。其 內に小 松 中 は 不殘人 持 衆. 子 小姓 衆 を 初、 何も 登城せ ざる 入 はなし。 金澤御 老中へ 飛脚 

到着いた しければ、 其 夜の 內に はせ 來る 人々 幾千 人、 所々 の 破損 御 普請 等、 御 分 國の浦 方 作 

業 を 止め、 あつ， ，」 ばかりかん じつ 、ゝ 十 方に くれたる 有樣 はた VJ へん 方 はな かりけ り。 本 多 

政 長. 橫山忠 次. 奧村 腐禮. 前 田 孝 憲.» 田 政忠、 其 外 御 人 持 衆、 何も 御 相談 有て 御 f は骸を 入棺 

なし 奉り、 御 居間に 御佛壇 をい VJ なみ、 寶圓 寺より 老僧 一 人、 小 松國松 寺の 住持 相 添、 每日 

毎夜 御靈 供御 茶 湯 香 花 を 捧げ 奉り、 灯明 上げ 讀經 して、 江 戶へ御 飛脚 上ければ、 御返簡 次第 

に 葬送 可 執行 VJ て、 鳴を鎭 めて 待 居たり。 

〔御 直言 覺書〕 


一 、 微妙 K 樣御 頓死 被 遊 候に 付、 御 造 嵌 御城に 被 成 御座 候內、 其 御 席 之 御 次に て、 御 近 や：： に 

被 召 仕 候 者 共 三 四 人、 左 門始打 寄、 御 頓死 之 を何庞 申出、 M 而乍恐 奉 侮 候而、 彼是 申 候 時 

分、 左 門 申 候 者、 御 頓死 被 遊候债 一 入御 殘多 御？^ に而 候。 常々 加 賀守核 御 年に 御座 候に 付、 

御^之 御 仕置 晝夜被 掛御心 候御樣 子に て、 何 彼 之 御 序に は遞 かった く， こ 御 怠 被 成 候。 改作 

方 之 儀 は 之 通に 罷成、 侍屮， 被 下 11^ 候 御 知行 無 滞收納 仕樣に 罷成候 上に は、 侍 中 之 御 仕 s:^ 

御 収掛可 被 遊 御樣子 之處、 淸泰 院樣御 逝去、 其 上 江 iiM< 火事、 並 殿 主 蕞之御 普請、 加 賀守樣 

御 娘 « 杯に 御 取 込 被 遊、 御 S 國茂遲 候。 來年御 參動迄 之 內には 段々 可 被 仰 出處、 近 比 乍恐殘 

念 成 御 僅 孚申候 0 

〔可觀 小說〕 

1 、 微妙 公の 薨逝 は御卒 死に 相 究り候 得 共、 何 ぞ御覺 有 之 候 哉、 五三 日 も 前に 被 仰 出、 京 

都， り 醫師を 召に 被 遣 候 0 未 下向 無 之內御 逝去 被 遊 候 0 其內御 國の醫 者へ も 一 兩 輩被爲 伺候 處、 

何の 御 滯も無 御座 候 旨 申 候而返 出仕 候處、 御 近習の 衆ね 御意 は、 下手 共なる よし 被 仰 候。 十 

1 日 御 夜 詰に、 古市 左 近 承り 候而、 伊藤 內膳 以下 御 加 增可被 下 候 旨に 而、 四 五 人 も 御 一 行 被 

仰 付 候。 其內內 膳ね 之 御 一 行に 先 御 判 被 遊、 御 家老 前田對 御 渡 被 成、 明日 もしれ ぬ義に 

候 間、 今 晚可遣 候 旨 御意 被 遊。 對馬御 判 物 を 見 候處、 御 判の 點無之 候に 付、 如何 之 義，. J 存、 
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御 點被遊 候 様に 可 申 上，. J 存、 立歸御 居間の 口 迄 持參仕 候へ ざ も、 又 存寄候 者、 御 失念 可 被 遊 

箬之 事に て は 無 之 候。 定而又 御 加 增可被 下 候。 其 時分 御 點可被 成 VJ の 御 思案 可 被 成 候。 只此 

JITS 戴 可爲致 VJ 存、 則內 膳へ 御 渡 候。 翌日 御 逝去に 付、 其 儀 別 而存當 候 は、 命の 點 VJ 云 事 有 

之 旨、 兼而 人の 咄 しに 承り 候。 今 は內膳 家に 有 之 候 由。 對 ：^^ 後任 駿河 守、 隱居 後源隨 VJ 申 候 0 

直に 物語 承り 候。 

〔甲 申雜 書〕 

一 、 御 逝去の 樣子聞 召、 淡 路守殿 小 松へ 御 越 諸？^ 御 申 付 也。 高 岡の 瑞龍寺 早々 被參、 御院號 

瑞龍寺 被 付、 兼て 御 在世の 時より、 瑞龍院 へ 御 越 あるべし、 Sf 師をも 其方へ 御賴 有べ し VJ の 

御 約束 どて、 小惯 V- も を 御棺の 回りに 番をさせ、 其 身 も 不離して 附被 居け る 0 其內 段々 に 江 

戸へ 使者 飛脚 をつ かひ、 江 よりの 御 左右 を 各 待け る VJ 也 0 

〔块 草〕 

一 、 利 常 公 御 嫡男 筑前守 光高 公， • 浦 »秀*  二  sR 淡 路守利 次瞻母 • 三男 飛 is 守 利 治 i 母. 女子 龜鶴 

森 右近 大夫 室. 女子 小姬 早世. 女子 御 萬 松 半 安藝 守 室. 女子 御 富八條 親王 室、 右 七 人 御 同腹 Q 飛 

g 守 利 明？ I 麵 讀 § 嫌 編！ ^な. 女子 京 極 腹 早世. 女子 御 松饈. 松 ギ越中 守 室. 女子 御熊 龍. 保 科 

筑前守 室、 此外 女子^ I 本 多 安房 政 長 室。 


〔三 逢 記〕 

追 股 衆の 

竹 田 市 三郞. 古市 左 近 兩人は 江 1^ に 御 殘し被 成、 綱 利 公へ 勤 仕 致し、 御機嫌 G 御 樣子を 折々 注 

進 可 仕 由 被 仰 K 有 候け るが、 御 逝去の 御 飛脚 江卢へ 到着す 0 离 を 捨て 兩人は 鼓 夜 共な く馳 

來り、 十 一 月 十九 日に 小 松へ 歸 着す。 市 三 郞內室 は 淺野大 助 娘に て、 幼少の 時 父母に おくれ、 

御城に て 幼き a より 成長 迄 そだち、 市 三 郞へ被 遣、 恩愛の 中な りしが、 武士の 娘な わば 心剛 

にして、 道中 迄 市 三郞へ 飛脚 遣 はし 其 文に。 

殿 御 かくれ 被 遊 候 -、 筆に も 申盡し 難き 御 事、 御 心の 內 同じ 思 ひに 存舉 り？ 0 然れば 

H 顷の御 心がけ、 おろかに はまし ます まじ けれ ざ も、 かなら や 御 衍へ御 越 候 御， 虹" 用 こ，^ 

f  0 五 郞左衞 門 はち かむ かひに 出、 御 目に か、 り f  0 我 身 事 は 去年の 御い VJ まご ひよ 

り、 わかれ VJ 思 ひ 定め 候へば、 今更 V- は存 まいらせす 候。 其爲 一筆 申 f  0 

VJ 書て 市 三 郞に出 あ ひ、 文 を まゐら せければ、 市三郞 披見の 後 硯を乞 ひ 返事 致さる、。 

御文の 通り、 殿様 。御 率 こ VJ の はに も 申 奉るべき 樣 候 はす。 其方 思し 召の 通り は 心 易く 

思し 召 候へ。 五 郞左衞 門：：！ 上に いさい. S. 入 

, ^書 VJ>- め、 使に 渡し、 夫よりも 兩人は n: 道に て 御城 迄 直に 上り、 御 次に て 人々 に對 面し、 
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1 期のお さめに 御上 下 を拜領 せん VJ、 河合傳 次に 御 召 下し K 具 取 出させ. S 戴し、 是ぞ 納めの 

拜 領ビ、 淚を 流し 着し つ、、 御靈 前に 向 ひ 謹んで 燒香 なし 奉り、 御 次の間へ 出ら る、。 其 問 

に湯漬 裕へ兩 人に すゑければ、 是も おさめの 飮食 なり ど 項 戴せられ、 箸 を 取り 何 茂 御 暇 乞. S. 

ごて、 市 三 郞は立 出で、 乘 物に 乘り 直に 日蓮 宗三 光寺へ 急ぎつ、、 敷 皮に なほり、 我 主君の 

同宗に 罷成 、黄泉 旅行の 御供 致す なれば、 以來， 禪宗 たるべ し。 今 存生の 內代々 の 宗門 なれば、 

是 にて 露命 を 落すな り ビ て、 懷 中より 辭世， >0 見えし 物 取 出して 三方の 上に 置き、 何 茂へ ー禮 

して、 脇 指 取て 戴き、 腹 十文字に 切る 所 を、 和 田 十 郞右衞 門 刀 を 振 上げ、 三千世界 を 一 刀の 

の 上に 滅却し、 千 萬の 妄想 を 一 刹那に 脫 して、 大 案の 身 VJ なれり。 竹 田 氏の 手際の 程、 東 

は g: 輕 の果、 西 は 壹岐對 馬 迄 取沙汰し、 其 かくれな かりけ る。 辭 世に 曰、 

君恩 難謝斷 生命 ◦ 鮮血 淋满濯 梵天。 四十 三年 閣浮 夢。 無明 醒 一  時 問。 

君が いにし 死 手の 山路の 道 芝 も 思 ひきる に はさ はら ざり けり。 

原 三 郞左衞 門 は 先年 三十 人 衆 ぼ 二十 石に て 被 召 出、 原 太 左衞門 養子 也。 然るに 依て 養父の 跡 

目 は 望 も 絕て思 ひも よら ざり し 所に、 太 左衞門 死去の 跡 二 ぼ 石 被 下ければ、 餘 りの 忝 さに 此 

恩 生々 世々 有難し、 自然の義もましまさば御供せん^0思ひけり0  ffi 田 助 右 衞門是 を 聞て、 心 

に は 思 ふ 共 口に はい はぬ 廣ロ なり VJ 制しけ るが、 誠に 言葉 を不捨 して、 いさぎよく 御供 致し 


ければ、 別けて 諸人 感じけ り。 掘 作兵衞 は、 先年 佥澤 にて 御 能の 時、 永 大學 幼少：； 時、 橫 

目につき 登城す。 又或兒 小姓 乘物 にて 登城 也。 永 原乘物 を、 今 一 人 Q 兒 小姓の， お 押 やりて、 

主の 乘物を やらん，. 堀 作 兵衞彼 若黨の つら を 思 ふ ざまに 打た き、 永 IS い 乘物を 先へ 押 

立 やりに ける。 其 翌日 彼 若黨、 作兵衞 宿へ 來 り打果 さんどす る 所に、 人數多 有て 取 さへ、 

黨は衍 へ る。 其 晩に 作 兵衞御 5 に 立ければ、 彼 主人に 被 仰 付、 件の 黨御 成敗 被 仰 付。 作 兵 

衞は難 有しく、 此御 恩い つの 世に か は，/」、 兼て 思 ひ 定めて 追 腹 致しけ り。 定めて 我 年寄て 

行が けの 駄賃 ど 人々 思 ふべ し、 世に 名 を留ん VJ 思 ふ 人々 は、 御 年寄られ 候 共迚立 さん 云 

儘に、 いさぎよく 腹 十文字に かき 切る。 吉崎由 右衞門 心得て、 乾坤 を 太刀の 先に 分 破して、 

名 は 海老 町の 煙 VJ 立に けり。 古市 左 近 は 城に て、 竹 田 VJ 1 所に 金 棺に燒 香し 舉り、 市三郞 一 

所に 暇 乞して 御城 を 立 出け るに、 富 山 利 次 公より 御 尋の條 々有 之 由に て、 御 家來兩 人出 M ふ 0 

中 土 居の 宿所へ 先立 入り、 檨子を 承らん VJ 有ければ、 兩人 申け る は 別の 義 にて は 更にな し、 

年 來申談 する 通り、 加 賀守樣 御 幼少に 御座 候 所に、 御 恩 深き 祖父 利 常 公に おくれさせ 給 ひ、 

陽廣院 の 御 別れより 此度は 一 入愁傷たるべし。市三郞.左近を江戶に付^被成事、利^^公の 

御 心 を 添る 檨に思 召ての 義共 也。 然れば 利 常 公の 御 恩 を 思 は マ、 せめて 淡路に 對而迄 存命せ 

ら るべ し，， J の 御 使に 我々 罷越候 上 は、 1 時 成 ども 見放し 申 儀 難 成， と、 左 近に はなれす 在る 0 
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左 近 承り、 御意の 通り 御尤 にて 候、 VJ かく 可 舉而拜 VJ しばし 留り待 居たり。 左 近 心に 思 ふ 様 

は、 御供す るに 留る V」 云 道 あらば こそ、 遲速は 御供に 成 間 敷 にても なし、 利 次 公に 日頃の 御 

よしみ あれば、 御 目に 懸り御 鱧 等 も 申 上げ、 寬々 御供 致さん ど、 即 根に 思 ひ 定め 居たり ける。 

其 內に利 次 公 御來驚 有ければ、 左 近 先 づ畏り 奉る，. J 御請. S. 上ければ、 利 次 公 も 御 安堵 被 成、 

町 宿へ 御 入 被 成け ho 左 近 は 御 葬送の 御供 を、 三 宅 野 迄 相勸、 御 造 骸を國 松 寺へ 送り 奉り、 

燒香 心靜に 相勸、 人々 に 暇 乞 ひ、 いさぎよく 追 腹 を ぞ被遂 けり。 誠に 尊靈御 在世の 御 時、 別 

て 御念 頃に して、 此 人に 非す して は 有べ からす，. J 也。 命 は義に 依て 輕 しど 云 事 誠 成 かな。 

不堪 Sa 惠赴 黄泉 0 贵命切 遮 時 gr 遷。 三十 四 年 風 一 陣 0 吹 開 物 外 花 天 0 

〔袂 草〕 

1 、 利 常 公 御 在世、 原 故 三 郞左衞 門 ど 御 相撲の 者 l^f」 は， と 喧嘩 仕、 相 手を切 殺。 然に 相手 常々 

不屆者 どて、 三 郞左衞 門 御 助命 也。 此御 恩を不 忘、 御 一 代 迄の 命 ど 常に 存究相 勤む。 さて 萬 

治 元年 利 常 公 御 逝去 也。 此三 郞左衞 門に 女子 一 一人 有、 姊は 古河の 城主 土 井遠 江 殿 內堀助 八 

に 嫁す。 今 一 人 は 妾腹に て 十六 歲、 末 三 郞左衞 門 方に 在 之。 安井 故 源兵衞 §^插 、左 ぼ戶 御^ ■、」 

l^glpl^ 三 郞左衞 門 VJ 別懇 也。 其 節 三 郞左衞 門 安井 方へ 來て 云、 我等 事 一 度 御 恩を以 唯今 

迄 存命す。 兼て 存念 故 御供の 事 を 願 候處、 其方 一 人 迄にて は却而 如何に 候、 並み も 於 有 之 は 


通た るべ し V」、 老中 被 中閒。 大形，：： 達すべ し。 就 其 我に 一 人 娘：^、 死後 路頭に 立ん 口 

w し 0 是 - っ此 世の 殘念也 0 他國 にて は 下女 はした 仕ても 不苦。 幸 其方 武江 住人.^。 無心に 

候 へ ざ も 江 ux- へ 召 速、 內室 G 腰 本に 召 仕 給れ，、」 云。 源兵衞 閒、 等 ra なし，、」 云 へ f、  ^^死の£!- 

唯今 迄 不承 0 遗 恨ながら 尤 也。 息女の 事 能 こそ 申され たれ。 我 男子 餘多 所持す。 幸 江 In' に 召 

連、 嫻子源 之 一  所に すべ し、 U 本 一 の 嫁 い へ ば、 三 郞左衞 門 1^ を 合せ 悅び、 追忖彼 娘に 

引合、 親子の K 紘 させ、 我 は 假の親 也、 此の 人異の 親なる ぞ、 必孝 行 にすべし，、」 申 八. n む 0 其 後 

竹 田 市 三 郞* 品 川 左 門. 古市 左 近 • 堀 作 兵 衞なざ 並 出來、 三 郞左衞 門 思 G.ai にて tg 死す 源 兵 

衞江 罷歸に 付、 彼娘の義兼て老中へ物語も仕^^に付、此度同道ど心得用怠も仕處、當座に至 

り 江 to- へ參 まじ， こ 云。 色々 敎訓 すれ ざ も 不問 C 老中へ 此段 巾 斷、 唯今 行當 り難義 に^ 候、 M 

ごぞ 母へ も 公儀 を 以被仰 渡 被 下 候へ VJ 云。 老中 思案 あれ ざ も 事 不行。 于時 老中の 曰、 鬼；^ 此 

良 / もら. <H^as、 エ m ド l^F^ 貌 V 一 ほ  10 三 郞左衞 門 名跡 定て可 被 仰 付存故 也。 又 母 ョどょ Jfr.= 'ゥ ゝ 

^ もら KJI^BE  tE/z-^r^^^i も此 1^,=^.^ 種と 思 ひ 手放しせ ざる も 尤也。 曰！^し名乂^^^ 

娘 爲には 次第に 候。 さあら ば 仰に 任せ 可 申 候。 自然 此娘 不所存に も 候 は？、 何時 にても；^ 

し 被 下 候へ， >0 申、 源 兵 衞は江 戶罷歸 也。 源之丞弟宇兵衞籠|?_4.^.|!1。鲫，^、。||^||£0と！^侈 

せ 。世 余 澤に在 合 候 由 也 0 此者 名跡に も 可 申 上 間、 一所に すべし ど 老中 官； へ、 ざ も、 宇兵衞 同心 

^ ま、.^ 旬 走せ ぼ (目 歩 子將、 ゾノノ お 三 rari^ 御橫 目^ 役。 原 氏と は 元來筋 a 有 も亦こ.^^^+0  n5  ) 

せす J 翁 和枝橫 目前 髮有。 ネ丄三 四 6 之 歟可尋 。杉 山 市 丞が舍 弟な リ。 r 力 名^し 敏ダ付 も 
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f 郞左衞 門に 改、 一  所に 成。 M 之 f  霊 郞左衞 e: 謂き I, 

ど 兄弟 VJ 成に 付て、 源兵衞 方より 土 井 殿 屋敷 助 八 夫婦へ、 故 三 郞左衞 門が 遗物、 或は 當三郞 

左衞門 夫婦よりの 取次 も、 源兵衞 夫婦より 書 通 を以相 す。 助。 A« "り ％ の.. 物と て W 小 角 豆な ど 送 

る 源丞 と^ 談： f せ の 事な も即腹 立し、 

女子 二人 れ 付て； 111 由へ 其 後 遠 江 殿 勝手 無力に 付人す ベお 之 0 助 八 浪人 ど 

成、 古河より 江 11^ へ 引越、 本 鄕に借 宅す。 程近き 故、 彌 源兵衞 ちなみ 深く 成、 勝手 方 雑お な 

f 見繼 ぐ。 助 八 名 を改、 茂 助に 成。 l^^^^s^^^^is^JiK 

？、 ざ お ifl い li£  、供 おは i: しお 翁 ひ^ 計 i お？ IP ま？ SI 脚き S 

遲^^\也。 其 內詞の 端.^ 聞けば、 此 うばの 內ー 人內儀.？^-。 何れも 仟.^ けし、 t 、& -1,,, J  く V 

奧へ請 じ 人る。 在所に て は 常に 畑.^ 作、 其 4;^ て 齡« す 恥ぱ 2 お。 其 後 茂 助 娘 於 ふり、 手跡 中立に て 館 

林樣御 母堂 l^gf 桂 被 召 出、. 剩 出頭 仕、 茂 助 も 被 召 出 o|g 。の番 綱吉公 天下 を 知 玉 ひて、 於り 

う. 萬 次郞. 小 四 郞をも 被 召 出、 偏に 生を替 へたり。 然に 如何 成 事に か、 中 比 於 ふり 綱+" 公 御 

意に 背、 一類 御， 尋 の處、 加州に 原 三 郞左衞 門 て 養 方の 兄弟 有 之 由 言上に 付、 俄 公儀よ b 被 

仰 渡、 於 ふり 殿 を江戶 御中 屋敷 引、 御 長屋の 內へ押 込、 ^、。tl!j 鲜 一月 追 付 三 郞左衞 門迎に 

參、 御 國へ召 * 罷歸。 三 四 年 も 過 御 赦免に て、 亦 一位 樣召 仕、 年經て 尼に 成 云々。 妹の^ 

りう 殿 又 出頭に て、 御屋敷 被參 刻な ざ 上使 同事 也 0  f?f い 源 世.^ ゲ忾 ；^, ！! S 兄弟 何も 一 位 様に 奉^、 


三 莨 之哀木 

の！ g 


n^xy-th  く  YhKPJ^f ン、 ，出^.^  f こ d>s 或 人 曰、 堀助八始め安見ほ1?方に^公す。 化 .： 

段々.^^ー身し ？ 《iL.t^c:s<^f し J;^^.5i!s.:F し 成 故 三 耶左衛 門姊妹 *^J1^。  «£ 進 人ャ 

〔< ^澤古 志〕 

左近^^死ぃ後、 览文 元年 S5、 三千 六な 三十 石 を 弟 主計 相 給し、 奏者 役 を 勤、 延齊 三年 四 

死す 0  S 書な き 故家斷 絶す どい へり。 平次按 に、 野 m 山に 古市 氏の 慕 地 あり。 主計 s^i" 小 碑 陰 

記に 如 左 載 之 ◦ 

主計 君。 姓淸 ffio 氏 古市。 諱^ 宗 Q 後 改名 務本。 其 先 世 領知州 古市： 巴、 因以爲 氏。 ^視父 ■ 父 

同 稱播磨 守 0 相繼居 古市 城。 父 胤 家。 仕 于近衞 藤 信 尹 公。 任 內史。 轉除左 親衞。 叙 W 朝散大 

夫 0 娶丹波 赤 井 氏 0 有 子。 男 三人 女 一 一人。 長 服 □。 有 故爲浮 ：s。 次 胤 重號左 近。 次 則胱宗 也。 

宽永十 有 九 年。 歳次 壬 午 二月 十 有 七日。 產 于伊贺 上野。 數 歲來賀 州。 從服 舉仆 ^門 公。 被 

寵 眷居恒 左右。 稍 長 賜 食祿五 石 0 黄 門 公即世 也。 亂重三 良 之 哀焉。 今 羽 林 公 令 胤. K 爲胝重 

嗣 0 食其祿 三千 六 百 石。 旣而 □ 爲典謁 0 延寶五 年 ral 月 十 有  一 no 歿于 佥澤私 f か。 一， ケ年 三十 有 

六 0 以 间 月 某日 0 葬 之金澤 東南 野 田 山。 配 奥 村 席 ま 女 0 生 一 女。 不 $1:® 品 川 K 幸 謹；；：. io 

右 碑石 雨露に 磨滅して、 文字 旣に滅 」し せし を、 漸く 勘 して 愛に 载 す。 古市 氏の 來歷此 碑文 

にて 知られけ る 0 配奧村 氏の 碑 陰 記 あり VJ いへ ざ も、 文字 全く 滅 C して 詳 ならす。 自餘の 碑 

石 追々 轉 倒せし が、 い つし か 紛失して、 今 主計 夫婦の 碑石 緩に 殘れ り。 赏に 嘆息せられ ける。 
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五 七 二 

〔三壶 記〕 

御 葬送 附品川 左 門 事 

江戸より 御 飛脚 到來 し、 早速 葬送 可 執行 由 被 仰 下、 能 美 郡 三 宅 野に 相 極る 0 品 川 左 門 は ゆ J も 

御供 仆る上 は、 纏 速の 是非 有べ からす、 正 敷 尊 霞の 五^ 皆络の 佛牀を 現じ まします 上 は、 我 

もさ ま を かへ、 存生の 內 は御靈 前の 御 灯 を 捧げ 奉る より 外 はなし どて、 法 》  , て 日夜 &ー， -,、 

怠。 其內に 高野山の 常 灯の 火 も、 山本彌 次右衞 門持參 し、 三 宅 野に 火屋 を 立で 垣 を 結 ひ 廻し、 

四 門 を 建て 白 土に て 上ぬ り、 白 緩の 水引 等 其 規式殘 る 所な く善盡 して、 御名 代の 御 燒香は 奥 

お 闲幡に 被 仰 付、 富 山 侍 從利次 公 を 初め 奉り、 利 治 公 御名 代の 燒香は 神 谷 治 部、 其 外 御  一 

老中、 何 茂 三 宅 野に 充満す。 山 崎 逢 助. 國澤少 次郞. 杉 江 兵 助. 別 所 3 四 人 を 要 f 名 付 

く 御前 宜しき 人々 成 故に、 落髮 して 三 宅 野の 御供 役 義等相 勤む。 導師 は寶圓 寺、 念 歸は國 

松 寺、 其 次第 规式 夫々 に 相濟、 何 茂 下向 返 散 也。 杉 江 次 郞左衞 門. 野 村 半兵衞 夜通しに 野に 明 

して ネ 守る。 《 離 穢土 欣求淨 刹の 御 有様 を 見屆舉 り、 翌日 御 遺骨 を靈 器に 納め 奉り、 國松寺 

へ 入 奉りて、 高野山へ 御 送 行の 御用 意どぞ 聞え ける。 斯て品 川 左 門 は、 今 は 思 ひ 置 事な し、 

高野山への 御供 を、 竹 田 市 三郞. 古市 左 近 諸共に、 黄泉の 長き 旅 泊の 御 奉公 を 勤めん，， 、內室 

子供達に 遺言し、 枇杷 島 を 今 を 限り ど 立 出で、 金 澤へぞ 趣きけ る 。矢 田 治 左 衞門. 小島 九左衞 


門. 岡 水 小兵 衞. 樱井左 七. 河 ffl 八 郞兵衞 、其 外不殘 前後左右に 作 ひて、 tji: 靈 御ぶ 期；」 御 時 我 を 

けれ 共、 御；^ 命 G 御顔 を拜し 奉らす、 定て御 待な さらん， こ 心の中に、 懸^ を 心 1^ に 打 渡 

り、 通りに 輿 を やる。 Hisa 馴し 天神の 石の 塔 を 見上げつ、、 重ね 上に し 塔 なれば、 f 

てぞ兌 SI- ぬる。 行衞は 北のお.^ なれ や、 いつも 冬に は黑 S の、 晴間 稀なる 越路 かな。 愛 は 小 

島の 里 なれ や、 海人 C 笛 Gig も 程近し。 名 は 福 島， こ 聞き ぬれ ど、 兑ればまだらに^$^1^の、 消え 

行く よりもつ たなき は、 ういてんぺんの 世の中 VJ、 有し 昔 を 思 ひ 出。 昔 は此. E 際より 海邊ま 

では 七 里 半、 板 g;- の鄕 VJ 申しつ、、 手 取 川 は 山際 を 安宅の 西へ 出し，/」 かや。 次第く に 波よ 

りて、 川 は 直に 海 を 出で、 湊の里 をな せり，. J 聞く。 斯替り 行く 世の中 を 常 ど S ふぞ迷 ひなる。 

波 昔の ごどく 風 荒て、 ，つき を 身に つむ 湊な り。 渡し舟に 乘ん， て、 

是ゃ此 彼き しならん わたし 守 死 手の 山路の 道し るべ せよ。 

斯く r:i すさみ 舟より 上り、 山々 の 奥よりも 積る 白雪 は、 白山の 類 ひかな、 山 は 動かぬ 形 を あ 

ら はし 古今に 到る 0 分野 は是ぞ 妙なる 山 やみの 替ら ぬ色ぞ 誠なる。 弓手 や 妻 手の 村々 の 秋の 

かりほの 仕 廻 ひつ、、 冬籠りして 見えければ、 顔 淵が たのしみ を さ こそ，. J 思 ひやる 內に、 松 

任に 入 り ぬれば、 暫く 茶 湯 を 物し、 下々 迄飮食 をい，. J なみければ、 はやく 野々 市 を 立 出で、 東 を 

詠 むれば 野 田の 松 本 はやしげ り、 是は當 所の 高野山、 浮世の 隙 を 明らかに、 樂み 極め はかり 
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五 七 四 

なき、 命の ほ V* けの 住み 給 ふ 心の中に 觀 念し、 はや 金澤に 人り ぬれば、 淺野 川口 材木 町の 

町家に しばし 休ら ひける 0 懸る 所に 脇 田 善 左 衞門參 りて、 折節 天氣も 晴れて よかり ければ、 

御 仕 合な ど 挨拶 是有り 、 装束 改め 御寺へ 同道 也 0 寶圓 寺に は 中庭に 疊を 敷き、 廻りに 垣 結. 

ひ 廻し、 幕 を 打ち 待懸 たり。 品 川に 脇 田 介 添して 客殿に 上り、 手水う が ひ心靜 かに 相濟 し、 佛 

前へ 向 ひ 尊 靈の御 牌 前に 畏 りて、 心靜 かに 回向せられ、 火鉢へ 立 寄り 手 を あた、 め、 しばし 

脇 田， こ 物語して 居られけ り 0 尊 靈の御 在世に は、 御領 國は 申に 不及、 京. 大坂 江戶、 其 外 

御 P= 聞の 者、 此 人の 収 次に はづ る、 事な し。 夫に 依りて 今 を 最期の 事 なれば、 大 かた 寺へ 參 

詣し、 客殿. 衆 察. 姆 下に 列座す。 夫より 品 川 立 出で、 老中 を 初め 人 持物 頭、 次第く に 暇 乞 

有りて、 中庭へ 下りて 幕の 內へ 入り、 河口 八 郞兵衞 に 指 料の 備前長 光 を 形見に 見よ，. -て あた 

へ、 則是 にて 介錯 仕れ，. をつ か はし、 事 濟て品 川 被 申 は、 我 加 様に 期延て 御供 申 事、 臆し 

て遲 引に 及ぶ VJ 思 ふ 者 有べ し。 然 らばい か 樣の死 仕た るぞ覺 束な しどの 人口 を 恐 るれば、 幕 

を 揚げて？： を 開き、 山門の 外 迄み ちくた る 者 共に 見物 させよ、 こ、 矢 田 治左衞 門. 小島 九右衞 

門に 被 申 付、 門 を 開き 幕 を 揚げて 諸方 を 急 度 詠め やり、 白 小袖に 上下 着し、 西に 向 ひ 三方の 

上なる 脇 指 取りいた ヾき、 つ ひに 子 共 さへ 見ぬ 玉の 肌へ を 押 はだぬ き、 弓手の 脇に 押 立て、 

ゑい P つど かけ W して 引 廻し ければ、 河口 振 上る 太刀の 光 諸共に、 夢幻 泡 影の 跡の 如し。 知 


る もしらぬ も 押な ベて、 釉を しぼらぬ 人 はなし、 別て 與 力に 召 仕 G 者 共、 紅：^,、」  め 難く ぞ 

兑 えに ける。 齊ー@ 寺に て菲 送し、 ^^骨を納め、小松阈松寺へ送り、 御靈骨の侧に^きにける。 

高野山への 御供に は、 五 人の 追 腹 衆 段々 に 行列す。 問 十二 パ 四 = に 高野山へ 送 行なし 奉る 0 

小幡 宮內. 九 里 右衞門 • 野 村 半 兵衞. 笠 問 新 助. 杉 本 次 郞左衞 門. 今 枝 伊 兵衞. 加 古 八 兵衞、 其 

外 御 * 行 御料 S? 人 御供に て、 泊々 にて 國松 寺讀經 御靈供 灯明 上げ、 高野山 天德院 にて 御 法事 

執行し、 御 石塔 御 位牌 造 立し 舉り、 敷 小 松へ 被歸 ける 0 哀 成りけ る 御 事 也。 

〔营 君榮名 記〕 

一 品 川 左 門 殿 加 贺守樣 ，2 御 附被遊 候、 常々 御意 被 遊 候 は、 微妙 公 御 心 を 加贺守 様ね 御う つし 

被 成 候 は、 左 門に 而 御座 候 由、 御意 を 何も 承 候。 右の 仕 合 兼々 被 仰 渡 も 重々 有 之 由に 候。 夫 

故に 左 門 殿 追 腹の 心得 無 之 候 ◦ 然處に 一 ヶ月た ち 追 腹 可 仕 由、 於 寶圓寺 追 腹。 其 時分 材木 町 

に 借 宅、 明日 追 腹 芋 申 前日、 藤 田 內藏允 殿 三十 郞 どて 幼少の 節、 暇 乞に 參候 處對 面に 而、 御 

自分 は 加賀守 様へ 幾 久敷御 舉公可 有 之 候 0 手前 は江戶 より 申來、 追 腹 仕 候 事 加 賀守樣 御爲に 

宜敷候 3ni に 候 0 加 贺守樣 御 爲に成 事に 候 得ば、 早々 切腹 可仕+ 舉存、 明 切 K 仕 候 由 咄に而 

御座 候 由、 藤 田 內藏允 殿咄承 候。 

〔三壶 記〕 
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五 七 六 

脇 田 » 之 助 事 

品 川 左 門 追 股の 節、 脇 田 善 左衞門 介抱し、 先途 見 屈 申 事 謂 ある 事 也 0 善 左 衞門惣 領猪之 助い 

まだ 幼少の 時 被 召 出、 其 頃 を どり 子 御 取 立に て、 一 入 ふり か、 り 能、 心根 殊更 御意に 入、 律 

田 竹 田 市 三郞に つ マき し 御 寵愛に て 有りけ るに、 寬永 十七 年に 小 松 へ 御 入城の 年 九月 

七 3 に〕 辆 死す。 別けて 不便に 思 召、 病中の 養生 旁 御念 観の 御 事共 筆紙に 盖し 難し。 猪 之助菩 

提の爲 VJ て 祠堂米 を 安樂 寺. 法 船 寺. 極樂 寺三ケ 寺へ、 靈供 茶， 溢 料に 被 下にけ り。 末代に 至 迄 

寺 返 轉ぉ匆 也、 其爲に VJ 思 召、 永代 三ケ 寺へ 附 けさせら る。 誠に 難 有 御 事、 古今 稀 成 次第，^ 

て、 善 左衞門 一同 共 冥加 深く 恐 入所 也。 初 中後津 田玄蕃 承りに て、 初 は 御 代官 被 仰 付、 百 石 

代官 付、 利 足 を収立 年々 寺へ 遣 はせ しが、 公用 繁多な り，. J て S: 田 ^蕃. 伊藤 內膳舉 りに て、 善 

左衞門 裁許 仕 候へ，. J 被 仰 渡け り。 加 樣に御 愛執 深き 故、 猪 之 助に 似た る や，. -て、 弟 熊 之 助 を 

.^^召出、 §5 之 助 知行 被 下け り 0 去 共い まだ 御 執着 あまりぬ るに や、 宮城 內藏允 を 召れ 急ぎ 

京都へ 參り、 猪 之 助に 似 仁る せがれの あるならば 召 速 可 來旨被 仰 渡る。 內 藏允畏 りて、 方士 

が 楊 贳1^ の 魂魄 を 尋ねて 蓬 萊宮に 至る 心地して、 都へ 上り 尋ねければ、 白 川 神職 伯の 子 を 猪 

之 a に a たり，、」 て 召 具し、 小 松へ 歸 着し、 御 目 見 致させければ、 誠に 御意に 應じ、 品 川 左 門 

ど 召れ 御 寵愛 大形なら す。 然るに 脇 田 善左衞 門に 被 仰 出け る は 此品川 左 門 をせ がれ W 之 助 


存じ、 隨分 介抱 致し 可 申 御 s に 付、 之 助. 能 一之助に か へ て.，、 愛想 不斜、 先途 を 見 屈 被 申 

けり。 S 期-の 有 « 物語り せられて は、 幾度 か 袖 をし ぼられ しも、 H に理り しられけ り 0 

〔三 t」 記〕 

御 S 物の 事 

公方 樣ね 

目 莨 芥子、 .f. 刀 柄 七夕、 

J^^s^n 梨 子 地 蒔 給の 箱に 入。 

漢^ 御茶 人  袋 二つの 漢 島金襯 

定家筆 伊勢 物 SS 

、本 壶  ゑく ぼ 

、 中古 茶 入 野 田 遠 州 所持 

、 靑磁ロ 寄香爐 ひし ほの 手 

、 鶉の 繪 

、 土 佐 筆 昇 風 源氏 馬 


水 中納 言 様 

保 科 肥 後守樣 

同 大 之助樣 

同 新 之助樣 

同 肥 後 守 様 御內室 


、 紹 鶊ロ廣 茶人、 定家筆掛物書出むかしを^0て 


松 平安 藝守樣 
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五 七 八 


左 之 刀 本の 

ま V 


、 古今 銀爲遠 筆、 新 渡壺、 小判 五千兩 一 

、 天 野文琳 

、 土 佐 筆屛風 扇子 押繪  一 

、 古今 集公賴 筆、 銀 一 一 百 枚 

、 き n 國協 sp、 靑磁ロ 寄香爐 

、延壽 刀  ： 

、 青磁 口 寄 香爐、 來國俊 脇 指  一 

.、 古瀬 戶肩銜 針 や、 定家掛 物、 江戶本 


同 御前 様 

同 彈正檨 

同 御 內室樣 

おいち 樣 

淺野 因幡 守 殿 

淺野又 六 殿 

左弘行 刀、 吉光 小脇 指、 


一千 貫目 


利 次 公 

、 古瀬 衝、 一 休 一 行 物住吉 玉 g: 島、 橘 本壺、 左 之 刀、 行 光 小脇 指、 銀 千 貫目 

利 治 公 

、 後 拾遺 集  利 治 公 御內室 樣 

、 歌書 卷物、 銀 三百 枚  おむ め樣 

、 贯之 集、 小判 千兩  綱 利 公 御前 樣 

、 pftr 掛 物寂逮 a 紙、 井戸 茶碗、 靑江 刀、 左 安吉 小脇 指 


前田类 守 


^势 物； r お. 效、 一 、 佥子百 枚 


於 

女 


ま 


姬 君 

照 院 


樣 

も 


6 


、 拾 爲相 筆、 新 渡壶、 小判 五千兩 

、 長 恨 歌^ 圓 

、 伊勢 物語 爲相筆 

、 土 佐筆大 源氏 屏風 

御 家來， 2： 被 下 御 遺物の 覺 

、 金子 三十 枚、 御 道具 十 枚 前 田 三 左衞門 < 

、金子 二十 枚、 御 道具 七 八 枚 前 田 丹 後。 

、金子 二十 枚 宛 前 田 主 膳. 小幡 宮內. 前 田 主 殿. 大昔 生 liT。 

、 金子 十 枚、 御 道具 五六 枚 宛 前 田內藏 允. 前 田： 牛 太夫. 前 ra 櫂 之 助 • 前 田七郞 兵衞. 前 田 木 

ェ之 助. 小 幡三郞 兵衞. 村 井藤 十郞。 

、 金子 十 枚 宛 奧野宇 兵衞. 小幡 右京. 前 田 主 水. 松： 牛久 兵衞. 神 谷 治 部. 九 里 覺右衞 門 .岡& 

甚七 • 岡 島 五郎 兵衞. 本 保 加右衞 門. 本 保 大藏。 
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一、 金子 三枚、 御逍具 二三 枚 宛 栗 田 四 郞左衞 門. 栗田權 兵衞. 寺 西 孫 市. 堀 四 郞三郞 .高 畠 i 

水 • 田邊六 兵衞. 田邊助 六. 松 六左衞 門。 

一 、 金子 十五 枚、 御 道具 十五 枚 本 多 安房。 

一 、 金子 十五 枚、 御 道具 七 八 枚 宛 長 九 郞左衞 門. 橫山 左衞 門. 前 田對馬 .a: 田 支蕃. 奥 村 因 

幡. 奥 村 河內。  • 

一 、 金子 五 枚、 御 道具 二三 枚 宛 靑山 將監. 寺 西 若狹. 永 原 土 佐. 山 崎 長 門. 永 原 左 京. 富 田 治 

部 左 衞門. 成 田 半右衞 門. 永 原 大學. 笹島豊 前. 竹 田 五 郞左衞 門。 

一 、 金子 五 枚 宛 岡 島 兵 庫. 山森吉 兵衞. 菊 池 大學. 茨木 右衞 門. 靑山織 部 • 神 尾 數馬. 脇 田 九 兵 

衞. 富 永 勘 解 由 左 衞門. 江 守 覺左衞 門. 寺 西 主馬 允. 大橋又 兵衞 .srg 八 之丞. 伊藤 內 膳. 

淺賀左 京. 中 村 惚左衞 門. 青地 四 郞左衞 門. 岩 田 內藏助 • 森權大 夫. 淺野 藤左衞 門. 山崎半 

左衞 門. 江 守 半 兵衞。 

一 、 金子 五 枚、 御 道具 二三 枚 宛 伴 雅樂之 助. 別 所 三 平. 古市 孫 三郞。 

一 、 金子 三枚 岡 田 三十 郞. 高 澤牛之 助. 神 保 長 八. 山 崎 虎之助 • 杉 江 兵 助. 國澤 主馬。 

一、 金子 五 枚 御 道具 二三 枚 山 本 久左衞 門り 

一 、 金子 三枚 神戶治 太夫. 丹 羽 平 兵衞. 福 田 彥左衞 門。 


、 余-子： ：- 枚、 御 造 具 ； 枚 五雨 二 枚 苦 田 左 近. 半田 治兵衞 ..E 崎 小右衞 izo 

、 佥子 三枚 吉田 忠左衞 門. 三輪 藤 兵 衞* 杉 浦 仁右衞 門 .55: 田 宇右衞 門. 赤：： 主 殿. 佐々 木 道 

求. 石黑^ 左衞門 • 前 田 八 左 衞門. 野 村 治 兵衞. 告田； 牛 兵衞. 坂 井 與右衞 ！：• 福 左衞 

門 ニニ 浦 勘右衞 門. 日 K 淸 兵衞. 駒 井 主 水. 古 江 次 右 衞門富 田 治 太夫。 

、 余： 子 二 枚、 御 道具 一 枚、 五 兩ニ枚 富 田 善 左衞門 • 荒木 六 兵衞. 神 藏人. 河 a 平左衞 門. 

佐 藤 久右衞 門 .le. 岡 小左衞 門. 杉 本 治 郞左衞 門 • 高 田 彌右衞 門 • 成田彌 五兵 衞. 田 透 佐 五 

右衞 門. 大 石す 一哲. 加 藤 正悅. 西 村 六右衞 門. 遠藤數 お.^ 田 助 左衞門 ..H 本 又 郞 .畏 谷 

川 大學. 長 谷川 惣 兵衞. 高 田 勘 右衞門 • 谷 與右衞 門 • 藤 田 道 全 0 

、 金子 二 枚 笠 間 源 六. 鷹栖 勘右衞 門. 靑木與 兵衞. 安井 源藏. 堀 田 淸左衞 門. 久 Si 兑忠兵 衞* 

加 古 八 兵衞. 中尾宗 兵衞. 野 村 半 兵衞. 今 枝 伊 兵 衞. 淸水甚 助. 山本淸 三郞. 鯧田八 右衞 

rtno  一 

、 小判 十雨 山 本 治 太夫. 半田 六 郞左衞 門. 原九郞 兵衞. 坂 野 市 之丞. 根來三 右衞門 .大^ 傳 

兵衞. 齋田彥 助. 佐 藤 儀左衞 門。 

、 金子 一 枚 宫部彌 三 右 衞門. 野 村覺之 一 • 岩 田 重 左衞門 • 長 田 市 左衞門 .澤 崎 太 左衞門 • 中 

村 小 左衞門 • 西 脇 勘 左衞門 • 今 枝 助 太夫 *阪 田 小： 牛 .菊《 五左衞 門. 安達 彌兵 衞. 福 3¥ 
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五八 二 

八. 疋田治 部. 上 村 八左衞 門. 稻垣三 之？ 水 一. 窪 田 彌八郞 •« 野 又右衞 門. 今 村 治 太夫. 櫻 井 

九 右 衞門. 疋田： 牛 兵衞. 高帛權 兵衞。 

一 、 銀 子 十 枚 山中 喜齋. 千 宗室. 岸 玄旦。 

一 、 銀 子 五 枚 長 谷川 德左衞 門. 勝 見 作右衞 門. 分 部ド齋 .5^- 田 又右衞 門. 中 村長 右衞 門. 手 崎 

權 之丞。 

一、 小判 五雨 加 藤 牛 之 助. 中 村 半 右 衞門. 今 藤 加 左 衞門. 市 島 佐 左衞門 • 小 又 九郞. 石 川 次 

郞助。 

1 、 銀 子 一 一十 枚 おた け。 

一、 金子 十 枚 前 田 美 濃 殿御 袋. 前 田 三 左 衞門內 方. 高 壽院. 九 i 覺右衞 門 母 • 堀 三 郞兵衞 後 

家 • 田 中 六兵衞 母. 玄 昌院內 方. 靑山將 B 內 方. 多賀 左近內 方。 

一、 金子 十 枚 前 田 熊 之 助 後室 • 奥 村 河內內 方. 前 田 又 勝 母. 成瀨內 藏介內 方. 前 田 平.^ 夫內 

方. 律田內 藏助內 方. 奧野宇 兵衞母 .橫 山 式部 母。 

一、 金子 五 枚 生 雲 院.奧 村 因幡 內 方. 品 川 左 門 後家. 不破彥 三 母. 丹 羽 治 部 母. 永 左 京 內方. 

富 田 監物內 方. 靑木千 太 郞母. 松 平 治 部內方 • 前 田淸左 衞門內 方. 野 村 木工 兵衞 せがれ 加 

右衞門 後家 ，三 輸作藏 母 • 長屋 長 五 郞內 方。 


一、 金子 三枚 岡 島 市 郞兵衞 娘 二人 0 

一 、 金子 十 枚、 御 道具 は 江戸に て a 合 可 遣 御 娘子樣 御袋 方 0 

一、 金子 三枚 淸 泰院樣 御袋 方 • 淡 路守樣 御 局 .廣 島 御前 樣御局 • 八 條樣姬 君 樣御局 • 高 尾. 今 

井 • 松 村 • 瀧 野 • 岩 崎。 

小 松に 居 殘り被 申 衆 

赤 井 曜右衞 門 • 小 杉 久右衞 門 • 根來善 左衞門 • 島 田 淸左衞 門 • 今 井助 太夫 .脇^ 助 右衞門 • 藤 村.^ 

郞 右折^. 不破八 兵衞. 安藤 助 左 衞門. 宇田 治 右衞門 • 河 村 彌右衞 門 • 池 上 又 右 衞門. 橫地善 九 

郞. 岩 田 十 左 衞門. 加 古 佐 太夫. 水上 左 太夫 • 岡 田 五 左衞門 • 杉 野 善 三郞. 中 村 彥左衞 門. 河 合 助 

八. 岡 島 馬 左衞門 0 

^二十 一人。 

金澤 引越 之 次第 

一番 九 里 覺右衞 門 組。 二番 大橋又 兵 衞組。 三番 湯 原 八之丞 組。 ■ 

御遗物 は、 右の 外 御念 頃の 衆な ざ 兼て 被 仰 置 衆 中へ、 御 帳面の 通 被 遺 0 略 也 0 

〔三壺 記〕 

法 勝 寺 千 岳和尙 追悼の 事 
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五八 四 

御 逝去の 御 跡 御城 代に、 當分橫 山 左 衞門忠 次 在 城せられ、 諸事 御用 人 窺に 隨 ひて 夫々 に埒明 

にけ り 0 小 松. 金 澤の御 年寄 衆詮義 有て、 御 跡の 儀 共、 上下 御 扶持 人 等、 殘る者 は 小 松に 留 

め、 引越 者 は 可 引越 由 被 相定、 齋藤長 兵 衞於割 場 夫々 に 申 渡す。 中に も 御 暇 を 被遣姊 田四郞 

三郞 は、 常に 尊 靈の御 櫛 を あげ 申に 付、 高野山へ 御供の 義被申 渡の 所に、 御免 あれ， こ辭 退す 0 

是は 下々 迄 も 望みて 恭奉存 所 也。 然るに 唯今 辭 返の 所 は、 天の 恐れ を不輕 次第 ビて、 追 付 切 

腹 被 仰 付 0 日頃の 私意 專 あら はる、 所 也。 傳灯寺 千 岳和尙 は、 尊靈の 報恩 奉 謝に 限りなく、 

せめて 寸志 を 以て 追悼の 頌を 書き、 御 牌 ^ に 納め 奉る。 (中略)。 

右 件の 一 紙 尊 靈の御 牌 前に 備へ 奉りて、 回向 追善 申 奉りけ り 。かくて 利 常 公 は 御 逝去 被爲 成、 

綱 利 公 はい まだ 御 幼若の 御 事 也、 保 科 正 之 公の 御 後見な り どい へ 共、 國の 風俗 善 惡の事 委細 

に 御存知 まし まさねば、 金澤 老中 寄 合 ひて、 今此 時節 御 政道 別て 一 大事 也。 若 御成 長 有りて 

御 國入被 爲成迄 は、 諸事の 縮 等 ゆる かせに すべから す，.. -、 我意 不 道の 輩 をば、 江戸へ 注進せ 

られ 滅却せ しめ、 跡目 等の 滯有之 を も 注進 申、 御 一 行 被 成 下、 寄 合 所に て 頂戴せ しめ、 何 茂 

安堵の 思 ひ をな し 奉る。 誠に 御代々 の 人々 ど 云、 又は 御 一 門 中の 事 なれば、 忠節 私な く 賢慮 

をめ ぐらし、 公義 御 自分の 御 入用 御納 物は會 所へ 申 渡し、 末々 無滯相 勤、 御 郡 方 御收納 の義、 

諸 奉行 手前く の 勘定 は、 御 算用 場に て吟咏 す。 其 外 御作 事 御 普請 方、 御 下行 被 下、 足輕以 
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下-い 共、 割 場に 於て 請拂、 寄 合 所 御用 所，、」 號 して 諸 私行 參っざ ひ、 老中へ M ひ 命に まかせ 

相&巧 ひ、 せ； 夜の 汕斷 なかり けり 0 宽永 十六 年. 十七 年 小 松へ 御隱 居の 刻、 富 山. 大正 持 ニケ所 

へ 金 より 引越 者 G 跡、 侍 屋敷 所々 に 明 地 有て 物淋 敷、 當君 いまだ 幼少に て久々 御 國入も 無 

之、 さして はれが ましき 事 もな し。 武家 町方 も 家宅 漸 破損に 及ぶ。 然る 所に 俄に 小 松の 大小 

名 引越、 金淨中 所々 の 明 地へ： f 形 を 建、 思 ひくの 作 • をい VJ なみ、 4- 澤 居住の 人々 も、 近 

々殿 « 御 入國被 成、 時節 旁 以て 指 ffi 事 難 成、 江戶 大火 事の 後、 諸々 器財 雑 具 共 跡々 に 倍して 

千金 を费 す。 其 時節 小 松. 金 澤入込 普請せ し 故に、 材木な、 ざ は 申に 不及、 大工. 木 引. 鍛^ 等に 

至る 迄、 高 K 成 はかりな し。 又 あら 物 等 底を拂 うて 賓 出し、 千金 を 出し 是を 求む。 利 t め 公 

御 若年の 御 時の ごどく、 むかしに 立 かへ り、 又 萬 歳の 初り，、」 萬， k 末 たのもしく、 快 樂の思 ひ 

をな し舉 りけ り 0 

〔«漸 得 雑記〕 

一 、 明治 十 一 年 五月 廿 六日、 前 田 正三位 公 御墓參 VJ して、 お：：： の 御 暇に て 金 澤參着 成、 七 

月 上句 江 沼 郡 山中 温泉 御 出の 節、 小 松 近 邊三宅 野に 有 之 微妙 公の 御 灰 塚， 口 御 參詣有 之處、 廢 

藩 後 御 灰 塚の 圍內 外の 松 木 等甚伐 荒し、 此儘 にて は往々 存在の 程 も 難 計、 石碑 を 立、 碑石に 

來由 記し S 可 然，. J の 事に て、 余： 澤 御旅 宿ね 御歸舘 後、 永 山-牛 太ね 被 命 碑銘の 御代 文 出 來すど 
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雖、 微妙 公 御 造 骨の 地 葬 地、 野 田 山 ども 高野山 VJ も 判然 致さす。 御 家譜の 記載 方 疑惑の 次第 

有 之 由に て、 八月 三日 御 住居 掛寺西 成 器より、 御旅舘本多邸まで罷出候樣に^の書狀到來に 

付、 則參 向す るに、 右 埋葬地の 義 尋問 有 之に 付、 記憶の 趣 申述、 尙諸舊 記 取調 可 申 旨 及 答 候 

處、 何分 至急 取 11 方 御賴被 成，. J の 事に 付、 左の 通 相認、 同 五 = 御旅館へ 持 參す。 

一 、 先 件の 舊記 共に 據て 勘考 仕る に、 三 ま 記に 御 火葬の 翌日 御 遺骨 を靈 器に 納め、 小 松國松 

寺に 移し、 十一月 四日 高野山へ 送り 奉る， >0 ある もの は、 御 分骨 を靈 器に 納め、 小 松なる 國松 

寺へ 移し、 夫より 高野山へ 送り 奉りた る ものな り。 又 自他 群 書に、 御 骨 十 一 月 四 = 金澤 齊圆 

寺へ 被爲 人、 同 六：：： より 七ケ nz の 間 御 法 會 御 執行、 御 墓 を 野 田 山に 奉 築 VJ ある もの は、 御 全 

骨に て、 拾 慕 名言 記に も、 御 骨 三 宅 野の 御 火屋より 直に 寶圓 寺へ 被爲 入，.. -載 たれば、 御 火葬 

は 十一月 三 H にて、 翌 四日 御 全 骨 は 三 宅 野より 直に 寶圓 寺へ 移し 奉り、 御 分骨 は 三 宅 野より 

先 づ國松 寺へ 移し、 同日 高 野へ 送り 奉りた る こど、 三壶 記. 自他 群 書. 拾 慕 名言 記の 三 書に 載 

たる 月日， >0 事實 どに て 著明な らん か。 御 分骨 を 高野山へ 御 納の事 は、 是ょり 先陽廣 公の 御 例 

なる ベ し。 彼 公の 事 も三壺 記に、 少將 光高 公江 戶 御屋敷に て 御 逝去、 造骸を 金澤へ 送り 奉り、 

天德院 にて 御 葬送の 規式 相濟、 御 遺骨 を 高野山へ 送り 奉る 0 御供に は金澤 より 前 田 志 摩 守、 

小：^ より 小幡 下野，、」 在 之處、 病 氣に取 結び 寺 西若狹 VJ 成、 富 山より 近 藤 甲斐、 大聖 寺より 才 


監物、 其 外 歩行. 料理人 何も 御供し、 高野山 天 院 にて 御 法 御 執行、 御お 牌 石塔 造 1^ 一し、 

何も 罷歸る VJ 記載し、 此時本 多. 橫山 兩國老 より、 K 野 山 天徳院 への 書狀彼 寺に 所藏す 0 其 

文。 (文 略す) 

右 陽廣公 は、 御 S 骸金澤 天德院 境內へ 御土菲 なし 舉 りたる 事 は、 諸蔡 記に も 諸人 も 知る 所な 

り。 然るに 三壺 記の 表に は、 微妙 公，、」 同^、 御 S3 骨 を 高野山へ 移し 奉りた る 事の み を 記載し、 

天 德院の 境內へ 御造骸 埋葬の 事 を 省け り。 又 御 火葬に なくして、 御 造 骨 を 高野山へ 送り 奉る 

VJ ある も、 後人 疑惑 を 生やべ き 事 なれ ざ も、 旣に其 時の 兩國老 の書狀 にも、 遺骨，.」 載 たれば、 

其 時代 は 落 齒等を も 遺骨，. J 稱 したるな らん。 然れば 微妙 公の 御 造 骨 も、 野 田 山へ 御納 ありし 

は御全！^：！にて、 高野山へ 御納 ありし は 御 落齒な V- にゃあらん 0 旣 に三壺 記に、 殉死せ し 品 川 

左 門の 齒骨 を、 微妙 公の 御靈 骨の 近邊に 納め、 高野山へ 御供す ど あるな ど にても 著明な らん 

か。 尙御 衆評 を 仰ぐ。 

一 、 今度 御 建築 相 成 御 灰 嫁の 碑文 中に、 能 美 郡 河 田 村 目 明 野，、」 ある もの、 御 改正 相 成 可然。 

河 田の 隣邑に il 目 谷 村 VJ 云 ある を 以て、 彼 邊の村 K は、 盲 谷に 對 したる 目 明 野な り ど 云 傅れ ざ 

も、 全く 僻邑の 悝 諺な り。 御 灰 塚の 地名 は、 前件に 載た る 諸記錄 V- もに も、 皆 三 宅 野，. J 記载 

し、 三 宅 野 は國府 村の 近邑 にて、 往古 加賀 の國府 なる 舊 地な り。 三 宅 は 官舍の 遺 地、 盲 谷 は 
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官 倉の 遺 地に て、 御倉 谷 を 後 ft 盲 谷 VJ 誤り、 三 宅 も 日本 紀に屯 倉な》」 ありて 御 家の 意な り 0 

今諸國に三宅，>0云地名ぁるも、皆其遗地なりど云 へり0又此能^^郡なる三宅野御灰塚の地は、 

河 田 村に S すれ ざ も、 三 宅 野 は 河 田. 垣田兩 村に 屬 すれば、 碑文に は 能 美 郡 德梳鄕 三 宅 野 御 

記載 相 成 方可然 哉、 河 田 村 三 宅 野 載られて は、 後々 地理 誌 家の 議論 起り 不可 然 哉に 奉 存候。 

明治 十一 年 八月 五日  森 田 平 次 

前 田 利 常行狀 

〔耳底 記〕 

一 、 利 常 公 御 幼少の 時、 慶長五 年 石 田 一 亂、 利 長 公 御進發 二度目、 小 松 丹 羽 加 賀守長 重 ど 御 

和睦、 阿方より 坂 井 若狹子 質に 御座 候 由、 此方より は 御 家老 中 にて、 利 長へ 申 上、 利 常 

公 を 小 松へ 御 遣し 也。 此 時お 猿 樣芋申 0 利 長 公 はい まだ 御對 面な きなり。 小 松に て 長 重、 利 

家 公の 御 末子 VJ て殊之 外しつ し 申され、 御對 面の 度 毎に、 V- うで も 後 は 三 ケ國の 太守に 可成 

器量 まします。 利 長 公 は 若く まします、 御子 出生 成べ けれ、 ざ、 何 VJ 有ても 後に 三 ケ國は 取 給 

ふべき VJ 申され 仁る VJ 也。 人 を 見る に は 至て かたき 事 也、 長 重 は 誠に 名將 にて 有け る，^、 後 

に 人 皆 申け る ど 也 0 

〔耳底 記〕 


一 、 屮納 >•:: 利 御 幼少の 時 は、 前 田源峯 居士に 利 家 § より 御預 K 有け るに、 御 妾腹 なれば 

誰 知人 もな し。 小 松に 御 坐 有け る內 に、 乳母 抱 奉りて、 其 頃 高 野より 學淸， こ 云 坊主 小 松， に來 

り 居る 0 此者 人相 を 見る 事 上手 成に 依て、 つれ 來 りて 見す る。 學淸手 を 打て、 W て 目の 

屮 人に にして、 大名の 相 有。 是は 人の 惣領 なり。 末子 にても 後 は 惣領に 成べ し。 能く 育よ 

VJ 云。 乳 ゆ 驚きて、 されば ケ樣/ 利 家 公の 御 末子の 由 を 申す。 されば 社 ロハ 人 ど は 見えす、 

能く 守 立よ，. J 云。 御 守 を 望ければ 則 守 を 書て 進上す。 後 高 野に 歸り、 能 州へ 折々 來 る。 小 松 

へ 立 寄れば、 必御乳 ゆ 御 守 を 望て、 每歲 後に は 高 野よりも 越け る，. J なり。 後に 不計 数多の 兄 

を 指 置、 利 長 公の 御 養子に 成 給 ひ、 學淸が 惣領に 成べき VJ の 相 を 思 ひ 合せたり。 學淸 を當地 

に 留め 給 ひて、 小將 町に 侍の 家の 明きた る 有、 是を被 下て 學淸 愛に 住み、 終に 寺號を 望て 遍 

照 寺 號 す。 後 寺 町ね 移りて 高 野 遍照寺 四 代 先 也 Q 

〔三壶 記〕 

利 長 公 者 加州 能 美. 江 沼 兩郡御 加 增の御 禮，. J して 御 上洛 あそばされ、 秀賴 公へ 御 目見え、 伏 見 

之 御所に て家康 公へ 御 對面被 成、 しばらく 御 逗留 被 成、 追 付 御い，. J ま 被 進、 加州へ 御： S 阔被 

成け り 0 其 時小松 前田對 馬屋 形へ 入らせられ、 御 姊子樣 VJ 御 ものがたり、 ゆるく あそばし 

佐 美ん I 原 や 安宅 近所 御鷹 野 被 成、 其內に 御用 意 有て、 諸橋大 夫に 御 能 被 仰 付、 金澤 より 御 一 
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HJ.IS,J 子供 s、 夜 を 日に つぎはせ 來 b 見物な り。 町人 共 白洲に 並居て 見物 共お びた  し。 御 

中 入 之 時分の 事 成に、 美少年 数多 並居た る 中に、 十歲 にもたら せた ま はぬ ほどの 少人を 乳母 

,,」 おぼしき 女の 介抱して 御手 を 引、 見物の 座敷に おはします 0 生 田 四 郞兵衞 見舉 りて、 此若 

殿 者 誰 殿の 子なる ぞ、 ゆうき 骨柄 餘 にか はらせ 給 ふ。 對 HiJ 殿の 御子 之內 にて は 何 ど 申 御子な 

る ぞ？〕 たづね 申 けれ ざ も、 しだぐ VJ おち も 申さす、 あざわら ひて ぞ 居たり ける 0 生 田四郞 

兵 衞重而 申 やう は、 是は唯 人の子に て はなし、 眼の 見入 他に こ，. - なり。 いかにも 大名の 子，. J 

見えさせ 給 ふ。 是非に なのりて きかせよ，^ 申ければ、 おちの 人 申け る は、 も， -山 にて 御 そだ 

ち 被 成しお さる さまに て 御座 候 申ければ、 四 郞兵衞 手 を 打て、 さて こそ ロハ 人，. J は 見 まいら 

せ はす、 » 々珍 敷殿樣 哉、 大納言 樣の 乙の 御 若君，. J 承 及 奉れ ざ も、 御 目見え は 初な り- 當 

年 者 IF 歳に ならせた まふ ぞ。 當年 九つに ならせた まふ，. J 申ければ、 かきいだ き 奉 h 'て..^ 人 

の 上 一 坐に s;^ 奉り、 是： 御座 候へ ビて、 御 そばに かしこまる 。頓而 利 長 公 も 出させられ おさ 

る 殿 を 御 籠 有、 あれ はたが 子，. J 御 尋之處 に、 生 田 四 郞兵衞 申 上る、 おさる 樣 にて 御座 候 由 申 

上け ；、 是へ/^,>0被^-、 御 そばへ よらせた まひて かしこまりた まひければ さて 成 

I  、 たしたり 0 眼の 大き 成た くまし き 作り 哉， >0 被 仰。 上 木 半 兵衞を 召され、 なん ぢ此 子に 付、 

朝夕の 賄 方 善 部に 念 を 入、 あやまち なきやう に 可 仕 旨 被 仰。 其 外 大寵忠 左衞門 *靑 木 を 御 守 


中：^ は 利 

货筑前 守 は 

光高 


に. 權內ビ 云 御 さう、 り-,^ りつき まいらせ、 追々 に銜 守な V* つけさ せらる y-o 若君 ゆの 御よ ろ 

こび、 其 外 何も 萬悅 いたす。 其 中に つぼねが よろこび は I：： 人に すぐれて、 幾千 萬の 事 をお も 

ひ 出、 うれしな きに 釉の ひるま もな し。 聞 人 共に 感涙 をな がしけ り 0 利 長 公 は 余澤へ 御^ 城 

なされけ り 0 

〔松 梅 語^〕 

一 、 中 納言樣 に、 九藏 やらん 御子 小將、 器 liSf 勝た る 者に て、 其 比 餘り無 之 程 之 小 將に候 0 

筑前 樣兼而 御^被 遊 度 被 思 召 候而、 竹 田 市 三 郞迄御 內談被 遊。 市 三 郞易御 事、 御機嫌 次第 可 

申 上 11 曰に 而、 或 時 申 上 候 得 者、 中々 成不申 候、 去 共 深き 所望に 候へば、 直に 可 被 申 聞 候、 人 

傅な ざに 而 遣す 者に 而者無 之 VJ 御意に 付、 其 段 申 上 候 得 者、 何程 大望に 而も、 御 直に は 可 被 

仰 上 樣無之 事、 是非 もな き 事 VJ 御意に 付、 市 三郞、 御尤 に舉存 候、 去共宜 時分に 御前に 而私挨 

梭可申 上 候 間、 其 時 何， >0 ぞ被仰 上候樣 に， >U 被 申 上 候 得 者、 然 らば 何 VJ ぞ宜樣 に 御 頼 被 遊 候 由 

御意に 而 候。 或 時 小 堀 遠 江 守 殿御 夜咄 に而、 筑 前守樣 にも 被 爲入候 而御咄 被 遊 候 時、 九藏に 

茶 持 參候樣 に 中 納言樣 御意に 付、 御茶 持 出 候 得 者、 今一 つ， こ 御意に 而、 又 筑前守 上 候 時、 

市 三郞御 敷居 際に 有 之、 內々 の 義被仰 上 候樣に VJ 被 申 上 候 得 共、 筑前樣 何 之 御意 も g: 無 之 候 

得 者、 中 納言樣 何 ぞく  VJ 御意 被 遊 候 時、 市 三郞、 九 藏義御 K 被 遊 度 由 申 上 候 得ば、 望 かく 
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御意 候 時、 筑 前守樣 にも 市 三 郞申上 候 通，.」 被 仰 上 候 得 者、 可 被 進 旨 御意に て、 其 後 御 客 相 

濟、 筑前樣 御 歸被遊 候 時分、 御 跡より 可 遣 旨 御意に 而、 追 付參候 所に 千 石 被 下 候。 押 付爲御 

禮罷出 候處、 其 段 市 三 郞被申 上 候 得 者、 知行 何程，. J らせ 候ビ- 御意に 付、 千 石 被 下 候 由. S. 上 候 

得ば、 》 々しわき 事に 候、 二 千 石 は VJ らせ可 申 VJ 思 ふたに VJ 被 仰、 何ぞ VJ ら せて 可 返 皆 御意 

に ュ跌得 共、 御 夜 詰濟候 故、 只今 は 何も 無 御座 候 31 申 上 候 得ば、 御物 ffi 見 可 申 3：!1 に而、 見 候 得 

共 何も. 很應之 物 無 御座 候 。御衣 桁に 御 小袖 三つ. 御 革袴懸 り 御座 候 申 上 候 得ば、 其い かう 共 

にどら せ 可 申 33 御意に 而、 御寢 所へ 召 候 而御目 見 被 仰 付、 隨分能 勤 候へ、 筑前は 若く 候 間、 

諸事 大切に 可 仕 候 0 重 而 此方へ 參候義 無用，.^ 御意 被 遊 候。 御 K に 御 mm 被 遊 候樣に 御座 候 は、 

深き 思 召 共有 之 事 之 由、 竹 田氏咄 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 以品 川氏從 微妙 院殿家 嚴へ被 仰 出し 候 は、 當公 後々 御 仕 S を 如 御身 被 成 候 はゾ、 疾三 B 

は 可 失 間、 唯今の まね は 必不被 成 候 樣に可 相 心得，. -云 々o 正 之 公 後に 被 仰 は、 肥 前 殿 は » な 

らば 人の 不見 先手 一 一三 も 先 を 打 人 也。 加 賀守殿 杯 は 如 定石 實に被 爲打可 然也。 

〔微妙 公 夜話〕 

1 、 淡路守 飛 it 守 樣卸兩 人より、 中納 言樣， 御 訴訟 被 成 候。 御 5?? 銀 多く、 何，. -も御 ifc 


被 成 候 問、 御 銀 御 被 下 候。 分限よりも 人 も 多 候 問、 少々 加贺守 ね 御 ffi、 其 知行 を 以御除 

知に 被 成、 夫に 而御返 辨被成 度 之 33 被 仰 上 候。 其 段 相 調、 御 預之御 家 來名ビ も 御^ 付 上 候 得 

ば、 淡路 守. 飛 iS 守に、 惡敷 もの Vj も を 加 贺樣ね 遣 候 ひて、 何 之 役に も 難 立 候 間、 成 能 者 共 

を^ 候 得 VJ 御意に 而、 書付 は 御覽無 之、 金澤 老中， に 御波 被 成 候 0  t5 山. 大正 持より 御預の もの 

共、 御用に も 不立故 金澤， に 被 遣 VJ 存、 氣も ふるく 仕罷 在候處 に、 此御 一 言に 而 金 澤， Clgi 越 候 

者 共 かた を ひろげ、 何 茂 恭悅申 候。 是 にて 御預之 侍共疵 も付不 中、 難 有 僅、 こ 御名 將を 舉感 候。 

〔加 陽諸士 言行 筆記〕 

一 、 微妙 公 御隱居 後、 士十人 計陽廣 公より 御 書付、 瑪迥頭 明 御座 候 間、 可 然者御 指 圖可被 下 

旨、 小 林 檢校を 以被仰 上 候 得ば、 暫御 思案、 筑 前に 家督 相 渡 候 上 は、 主 目 利 次 弟 VJ 御 書付 御 

返に 付、 其 後陽廣 公ね 小 林 申 上 候處、 御行 當の 御姊 に而、 某 若年に 候 得ば 御 指 11 可 被 下 候 僅 

芋 思 召て、 又 右の 書付 御覽 候へば、 御 爪に て 右の 內 二人 御 點被成 候。 » は 此者共 可 然思召 候 

哉 VJ、 則 頭に 被 仰 付 候。 御 家中の 人に も、 中納言 檨 より 諸 圖被成 間 敷，、」 御总之 上、 筑 

前 様 思 召 次第， ナ被存 候。 彌諸 事嗜、 筑前守 樣に御 威光 も 付 候，.」 也。 

〔山 本源 右 衞門覺 書〕 

一 、 有 時江卢 御屋敷，^ 中納言 樣被爲 入、 御 式 臺に新 敷 御 番帳紙 有 之 を 御覽被 遊、 筑前 « に 被 
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仰 候 は、 番帳之 次第 高 知 を 先に 書 申 候、 高 知 之 者に 茂、 親 祖父より どらせ 來候故 無 是非 知行 

を 多 遣 候へ 共、 小身 者に 而も 高. S に 培た る 者 有 之 候 問、 番帳杯 は 器：；； m 次第 書 度 者な り。 老中. 

組頭 杯の 調 申に は、 高 知 を 先に 書 申 主人 見候而 は、 はたらきの 有 者 共 を 先に 可然 VJ 御 申 

被 遊 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 大姬樣 If  g 御輿 入 候 而後、 尾張樣 より 筑前樣 を 御 振 廻 被 成べき 由 被 仰 遣 候 0 今 枝 民 部 を 

以中 納首樣 へ、 如何 仕べ し，、」 御 伺 被 遊 候へば、 御意に は、 愿張 殿な ざ 筑前召 寄られ 候、 何 か 

ど 難 申 事に 候 VJ 御意に 付、 筑前樣 御 鱧に 御 越、 御 nz 限 も 相 極り、 明 後： nvj 申 H、 中 納言樣 今 

枝 民 部 を 被 召、 尾 張 殿へ 筑前 近日 被參候 由、 入らざる 義 ど 御意 被 成。 民 部行當 り、 最前 私 を 

以て 御 談合 被 成 候へば、 尾 張な Vj 召 寄らるべき， >0 有 之 を、 いなど は 申 難き 事 VJ 御意 被 成 候に 

付、 日限 迄 御 極、 すでに 明後日に 相 極り、 殊に 御 造作 茂 御用 意 共 大方 相 調 候 由 承り 候 0 只今 

に 成 如何 御 申 可 被 成 哉 VJ 申 上 候へば、 持病 指お こり 被參間 敷， >0 申 遣 然るべ く 候。 造作 を 被 成 

候 寧 は、 筑前 不被參 候ても、 御馳走 を 請 申 事 は 同前、 表 向 參候義 は 能く これ 有 間 敷 VJ、 御 頭 

御 ふり 被 成 候 0 民 部 罷歸、 其 筑前樣 へ 申 上 候 得ば、 其 通 被 仰 遣 候。 

〔松 梅 語 園〕 


一 、 微妙 院 ig.^ 時 釘 隱しを 御 大工に 爲御打 被 遊 候 時分、 なげし にあて が ひ、 ろく を 極め 御 目 

にかけ 候へば、 御覽被 遊、 少 脇へ 寄. 5"，、」 御意に 御座 候。 八幡 久悅も 御 側に 罷有、 御 大工 も 曲 

尺 當申候 故、 ろくに 御座 候 旨 申 上 候へば、 VJ かく 脇へ 寄 相 見え 申 候 間、 又 曲尺 を 當見可 申 旨 

被 仰 候に 付、 かね を當候 得ば、 一 分 計 脇へ 寄 有 之 候。 何れも 舉感。 久悅. ^上 候 は、 W もつ よ 

き 御 目 金に 而候 由、 何も 感じ 舉候旨 申 上 候へば、 故 肥 前 守 殿め がね 强く候 旨 御意 被 遊 候 0 其 

思お は、 御 目が ねの つよき 利 常 樣を御 目立 被 遊、 御 國を御 讓被遊 候 故、 肥 前 守樣は »强 き 御 

目 金 V」 申 思 召に 而被仰 候。 度々に古肥前守^3之義を被仰、 殊之外 御 満足が り、 忝孚思 召 候 御 

様子 舉見請 候 旨、 藤 田 氏 はなし 0 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 上 通 御歸之 節、 安房 守 も 在 江 11!, 故、 筑 前守樣 安房 守 被 召 連、 品 川 迄 御 見送 御 出 被 成 候 節、 

中 納言樣 御乘物 之內に 御寢成 御座 候 を、 脇 田 三 郞四郞 御供 仕、 St 之 先 を 明 候 得ば 御 目覺。 筑 

前 樣御出 VJ 申 上 候 得ば、 御 より 御 下り 御 暇 乞 被 成、 安房へ も 御 會釋被 成 候 ば、 存之外 御 

暇 はやく 御 拜領、 御國中 何れも 悅待請 可 申 ど 申 上 有。 惣樣淡 路* 飛 驪 様 御 逢 之 時 は、 御乘 物に 

召ながら 御 通り、 筑前樣 に は 御 下り 御座 候 U 

〔微妙 公 夜話〕 

加贺藩 史料 第 三 編 萬 治 元年  玉 九 五 


五 九 六 

一 、 江戶ね 御 參勤之 時分、 高 岡瑞寵 寺の 御 墓ね 御參 Si 被 遊 候 0 御供 仕 何 茂つ くば ひ罷 在候處 

に、 何やらん くどく  VJ 被 仰 候。 殿 樣は御 經を御 讀被成 候 哉 芋 存罷在 候へば、 次第く に 御 

聲 高に 成 候而、 何 VJ 思 召、 しらみ あたまの 者 を 御 やしな ひ、 大國御 ゆ づり被 遊 候。 程近く ば 

每月も 參詣可 仕に、 所 隔て 常に ま ゐらす 候，. -被 仰、 御 立 被 成 候へば、 黑姊の 御上 下に、 御淚 

の懸り ぬれ 中 候 を 見 申 候て、 我等 も 落 淚仕候 由、 C 父 瀨兵衞 咄申候 0 

〔松栴 語 園〕 

一 、 中 納言樣 筑前守 樣へ御 家督 被 遣 後、 佐々 木 道 求 を以御 異見、 筑前守 我に 生れ、 益 文 武備 

る を 御大 赏也 0 併 切々 家 來に詞 を懸る 也。 爲將者 はむ ざ，^ 詞不懸 者 也。 我氣に 入りた る 者に 

は、 金銀. 米錢. 衣服 等 を以、 念 頃に 目 を 懸る物 也。 子細 は 鬧敷時 は可與 物な き 其 時 之 言 也 0 

將之 一 言に 而 士卒 死を輕 する 物 也，. J 仰 遣。 各 これ をかん する 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 或 人の 曰、 青山 織 部 藤 孝 江 卢保科 肥 州 主 御屋敷に ぉゐ て、 家老 成瀨 主計，. -雜談 の 時、 陽 

廣院 殿の 御 煩 之 時、 御 養生 被 成け る は 事の 外 御氣づ まりの 上なる ゆ ゑ、 微妙 院 殿より 御 使 を 

. ^立、 御 ^Isr つい へ 御 頃 R 由 被 聞 召 候 間 、今：：： より 目な し V- ち を 被 成、 御 慰 可 然，. J 被 仰 遣 忙ー亥 

陽廣院 殿よ き 年 をして 目な し.、 どち は 成 間 敷ビ被 仰し か-さも、 微妙 院 殿の 御意の 義に候 間、 先 


被 仰 上 は 光 

高な り 


御-:;^」^|^被成御尤〇ょし何も巾上に付て、 御 返 £5. 被 成、 それより 目 r.; し ざち な V- 被 成、 一向 御 

くるひ 被 成 候に よりて、 御氣 分す きど 能被爲 成し 由 語ければ、 主計 乃ち 正 之 公に 右の 由 申 上 

る。 正 之 公殊之 外被 悅て、 流石の 黃門 公な り，、，」 讚美 被 成、 御 息筑州 正經主 御病氣 なりし § 一ぶ、 

何事 にても して 御 氣の晴 候 やうに，. J の 儀に て、 毎度 御 くるひ 御氣 色よ く 成！^,、」 云 々o 

〔微妙 公 夜 &i〕 

一 、 少將 様，^ 御 家督 被 進 後、 鹿 嶋檢校 を 以被仰 上 候 者、 見物 場. 傾城 町， に 加お 者 多 參り候 由、 

殿中 にても 又は 江 tn, 中に も 沙汰 仕 候 由 承 候に 付、 目 付 共 遣 候 ひて 樣子爲 見 候處、 手前 之 者 無 

御座 候。 御前 腿に 被 召 仕 候 もの 共 多 參候由 申 候 間、 少々 可 被 仰 付 候 哉 VJ 被 仰 上 候 得 者、 利 常 

公 御 ii 被 成 候而、 筑前守 左 樣に被 存候は > ^家來 共 不便 成 事に 候。 拙 子 も 左 K 之？^ 數皮問 候 得 

共、 手前 存に は、 家久 代々 役に も 立、 骨折 申 者の 子孫に て、 加增 VJ らせ申 渡 候 得 共、 ロハ 今 は 

知行 も少分 どらせ 可 申餘慶 なく、 朝夕 不便に 存 候。 せめて かやう の 事に て 茂 たのしませ？^ 候 

へば、 悅 候て 奉公 も 能 仕 候 ◦ 筑前守 おもわくに 而者 家來共 不便 成 事 被 仰 候。 檢校 承、 其 通 

少將 わ 申 上 候 得 者、 手前 存寄 候。 重 而此段 可 申 上 VJ 御意 被 成 候 ◦ 侍 共 承 難 有 芋 申 候。 

〔菅 君榮名 記〕 

1 、 或 時 御 下屋鋪 より、 今 枝 E 部 殿御 用 有 之 召 候。 被罷出 候へば、 加贺 守樣、 人に 物 を 被 下 
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候？^を御存知不被遊候而は、 御大 名 はならぬ 事に 候。 御 近習の 者に 可 被 下 候. E、 金 一 步ニ ナほ 

切 紫 帛に包 御 渡 被 遊 候。 加 賀守樣 御 十 歳の 時分 ^4. 覺申候 由、 ま 口田 右 衞門咄 承 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 微妙 公 御領 國中、 神社 佛閣御 建立 被 仰 付候而 は、 皆以爲 加贺守 武運 長久 ど 御 害 付 させ 被 

成、 W こそ 御 長命 萬 端 御中 典 被 遊 候 事、 微妙 公 御 祈願の 故 老人 共、 亡父 瀨兵衞 も 左 S に咄 

申 候 0 

〔懷 ffi 夜話〕 

相 公 は 綱紀 一 、 相 公 様 御 十五 六の 時、 微妙 公より 松； 牛 伊豆守 殿 迄、 加賀守 若輩者に 候へば 氣隨 にも 可成 

哉、 生 立 御 心許なく 候 間、 御 近習に 相 詰 候 様 被 成 度 思 召 候 由 被 仰 遣 候處、 伊 S 守 殿御 答に、 

被 仰 下 候 趣 承知 仕 候、 併 大名の 氣隨成 事 は 少も不 苦 事に 候。 御 謀反 さへ 無 之 候へば、 其 外 は 

如何 樣 にも 不苦候 0 御 若年 之 內御近 仕、 少の御 過 にても 有 之 候へば 如何 敷 候 間、 御 無用に 可 

被 遊 由 被 仰 越 候 也。 微妙 院檨 御眞實 如此思 召に て は 被 仰 遣 間 敷、 如何 之 御 賢盧有 之に や、 伊 

豆 守 殿 大名の 氣隨 は不苦 どの 御 返事 尤成事 VJ、 其 頃 VJ り V- り 申せし ビ 也。 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 微妙 院樣 常に 御^被 爲召候 御 時分、 ■ 相 公樣御 有 合 被 遊 候 者、 毎度 御 紐 御 結び、 御 腰 御 


同年 は享保 

六 年 


あて 被 遊 候 御請 取に て御痤 候。 且又 御 庭へ 御 出 被 遊、 又 助、 こ 巾 小者， Ci 木 G 枝な ど 御 おろさせ 

被 成 候。 侮 P 乂御 ぼに 又 助く， >」 被 爲召候 由。 右 同年 六月 廿  一 n 御意 也。 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 微妙 院様 御代な ざ は、 御 能 曾て 御 無 座 候。 御前に 茂 御 十五までの 內、 有 院樣將 5^ 宣下 

の 御 祝 俄、 並 同 御 疱瘡 以後 御 祝 之 節、 御能兩 度なら で 御覺無 御座 之 由、 折々 御 怠 也。 

〔松 雲 公 夜話〕 

1、 微妙 院樣 御意に、 或 時相 公 樣被成 御座 候處、 いちご 上り 申 候。 いつも 御つ まみ 被 遊、 二 

つ 三つ 被 召 上、 大 かたは 相 公 樣ね被 進 候。 其 時 は 如何の 御 事に 哉、 相 公 にも 不被 進、 表の 

御臺 所， 取 寄 置 候い ちご 上 候 樣に被 仰 出、 即 上り 申 候處、 御 膳 所より 上申 VJ は、 各 別ちい さ 

く 相 見ね 申 候 得ば、 以之外 御機嫌 損、 御い かり 被 遊 候。 いつも 左様の 節 は、 御 左右 之 御髮す 

くく  立 申 候 0 其 時 も 左 樣之御 鉢に 被 成 御座 候。 御用 有 之 候 而も、 中々 御前ね 出 申 者 無 之 

候 0 然處品 川 左 門、 微妙 院樣 御座所より は 見. 不申、 相 公 様 御座所より 御 見， 被 遊 候處へ 

出、 相 公 樣御立 被 遊 候 趣 相 招 申 候 0 何事に か VJ 被 思 召、 御 立 被 遊 候 得ば、 こ VJ の 外 御機嫌 惡 

敷 御座 候 間、 先 御 立 被 遊 可 然旨申 上 候。 此儀は 若 御 そばつ えに 茂 御 逢 可 被 遊 哉 どの 遠盧 にて 

申 上 候 由 0 右 同時に 御意 之 事。 
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〔微妙 公御發 語〕 

一 、 淡 ％讓 ね 御 人 分に、 渡邊 助右衞 門，^」 申も^ 被 遣 候。 其 者 御 代官に て 引お ひ 仕、 S ハ外 私曲 

御 極 候に 付、 御成 敗 も 可 被 成 旨、 村 小 右衞門 を以、 中 納言樣 江戸に 御座 候 節 被 仰 上 候へば、 

以の外 御機嫌 惡 敷被爲 成、 助 右衞門 一 門 は 誰々 候 哉、 淡路 律義に て 是迄申 越 候。 左様の やつ 

をば 引 張 切に いたさい では，. - 御意 被 成、 近き 親類 共 も 迷惑に 及 可 申 體に御 趨候。 民 部に 渡 S 

はいつ 時分よりの 奉公人，. J 御尋、 E 部 も不存 候處、 其 內の當 番人の 內能 存知 候 もの 有 之、 助 

右^門 先祖 は 越 前 府中に 御座 候 節より、 大納言 樣被召 出御 舉公 仕、 似合に 心ば せ も 有 之 由た ナ 

承り ゆ 候。 其 段 K 部 申 上候處 に、 左様の 者の ぬすみ はせ ぬ it:、  鬼^?;氣遠たるべ く候間、 左樣 

に淡路 方へ 可 申 遣， こ 御意に て、 一門 は不及 申、 御 家久敷 もの 共 いづれ も 忝り 申 候。 渡 邊彌三 

郞は 助右衞 門弟に て 御座 候 故、 一入 有が たき，. J 申 候。 

〔微妙 公御發 語〕 

一 、 於 江 III 淡 路守檨 御家來 入江 權兵衞 御 貸家より 出火 仕 候。 中 納言様 達 御 聞、 下々 御 £ ォ藤、 

S3 守に 罷在申 小者 火 無沙汰 仕 候 故 ど 御意 被 成、 籠 舍被仰 付 御成 敗 可成 之 由に 御座 候處 に、 櫂 

兵衞申 上院 は、 尤此者 留守に 罷在 候へ ども、 私 居 申 所に 錠 をお ろし、 其 所より 火 出. a- 候 間、 

私 無沙汰に： H、  》g 者の 儀少も 不存候 間、 私， 仰 付、 此 もの 御 ゆるし 被 下 候 者、 一入 難 有可舉 


存之 lt、 達而御 訴！？ 仏 申 上、 妻子 共の 方へ 書 iS な ざ 越 申 候。 御 待 居 中 «、 四 五日 立、 右の 

小者 に 付、 權兵衞 如何 仕 候 哉，、」 相尋 候へば、 兩人誰 人 やらん 御 越 候而、 籠より 御 出し、 

りょく 主に 奉公いた し 候へ VJ 被. & 由に 付、 委細 其 段 淡路守 « へ 申 上 候へば、 能 出前々 の 

ご，、」 く 御 舉公可 仕の &被仰 渡 候 0 其 翌年 淡路守 様へ 中納言 樣被成 御座 候 節、 櫳兵衞 淡 路守樣 

御 腰 物 を 持、 御 後に 罷在 候へば、 淡路守 へ は 御 挨拶 も 無 御座、 權兵衞 ど 御言 葉 を 被懸、 其 

後、 淡路權 兵衞に CZ を 懸 つか はれよ、 役に. 一 け. 可. & もの VJ 御意 被 成 候 0 權兵衞 忝が り 落：^ 仆候 

由 承 候。 

〔微妙 公御發 語〕 

一 、 淡 路樣御 もり は 生 駒 內膳御 付 S 被 成 候。 有 時 江 ux- に而 何やらん 目出度 折節、 御洒 もり 御 

座 候 0 中納言 様より 筑前 様ね 御 腰 物 被 進 候。 其 夜御寢 間の 次 迄 內膳參 り、 竹 田 市 三 郞に申 候 

は、 筑前樣 へ 今日 道具 被 進 候、 筑前 は 御大 名に 而 御座 候、 淡 路樣は 御 小身に 御 盛 候に、 御 

道具 も 不被進 候 VJ つぶやき 申 候。 御 聞 被 成、 巿三郞 御 呼、 內膳は 酒に 醉參候 哉 VJ 御尋被 成 候 

處に、 左様に は 相 見え 不中、 今 ni: 淡路 様へ 御 道具 不被進 事 申 候，、」 申 上 候へば、 W 々生の^ 大 

切に 存候 者，， 〕 て、 翌日 淡路 へけ つかう 成 御 道具 被 進 候 由。 

〔微妙 公 夜話〕 
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六 〇 二 

一 、 酒 井 讚岐守 殿御 出、 御^之 時分 御 色 代 迄 御 送 被 成 候 0 譜岐守 殿中 門 迄 御 越 之 時分、 何 哉 

覽飛 禪 守 樣へ被 仰 候へば、 御玄 ii より 御 走 付 被 成 候而、 讃岐 殿へ 被 仰 御 歸被成 候。 其 內に御 

4 園の 上に 御 立 御 覽被成 御 入 候。 飛 iS 守 樣何哉 覽被仰 上 候 後 被爲入 候。 左 門々々、 こ 御意、 飛 

騵 守に いふ 事 何もかも 埒 明な 御意 之 旨 。飛 驟 守 樣之御 事 は 能 思 召 候 体 VJ、 別 所 三； 牛 咄承候 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 飛踯守 檨江戶 より 御歸 に、 御 道中より 痢 1:^ を 御 頫の旨 ゆ 來候。 言 之 外 無 御 心 許が り、 段 

々御 飛脚. 御 使 又. 醫者も 被 遣 候。 越 中 境に 御 逗留、 段々 御 快氣、 小 松へ 被爲人 候。 W 御着 被 成 

候處、 見番 な、》」 御 付、 何方 迄 御 越 irh 追々 申來 候。 御 登城 被 成 候 旨 達御聽 哉、 早 御 かけ 出 も 可 

被 遊 与舉存 候へば、 御 料理 被 進 候。 扨 相濟、 御前へ 御 出 候へば、 若き 者う つけた 惯 候て VJ 御 

意に て 被爲入 候。 何 茂 兼 而舉存 VJ は 各 別なる 義 VJ 驚 入 申 候 由、 別 所 三 ギ咄承 候 0 

〔松 梅 圓〕 

一 、 八 條樣へ 御 緣談被 仰 出時 分、 中 村 久悅に 御尋。 八 條殿は 高 家に 而も 小身 なれば、 能き 人 

は 有 まじ VJ の 御意 也。 久悅申 は、 生 嶋玄蕃 VJ 申 御 家老の せがれ 生嶋 R 幡、 能 者 VJ て洛屮 沙汰 

仕。 ？ S 一  分別 者に 而、 八十の 年寄 も 不及事 を 申 VJ 承 候，， J 申 上る 0 歲は VJ 御尋被 成、 十八 歲 VJ 

申 上。 » 々久悅 たはけ を 申 也。 十八に て 八十の 年の 智惠 有ば、 後は大 たわけに S 外 はなし。 


十八 は 十八 相 應が能 也 o さあれ 後々 に は賴！ ^敷 所 も 有，^」 御意 也。 

〔微妙 公 御發： 4"〕 

一 、 中納言 御姬 內、 御 竹 樣，>」 申 候 を 本 多 長 松 方へ 被 造 候 。小 松より < ホ-澤 へ 御嫁娶 の 節、 

道中 長枘 十本 爲御持 可然之 由に 而、 其 段 被 申 上、 左様に 可 仕 候 由 御意に て、 小松^ 所 * 行人 

共 方より、 御. お 柄 は 何 樣に可 被 仰 付 候 哉 VJ、 排 等の 儀 伺 申 候處、 何^に 而も 遣し 可 申 候。 {女 

房 方に つねぐ 長柄 等 多 持 S 可 申 候 間、 道中 さ へ もたせ 造 候 へ ば 能 候 ど 御意 被 成 候。 

〔見聞 雜志〕 

一 、 先年 書付た る ，こ は覺ぇ けれども、 菊 池武康 御物 語 を 開、 且最 末の 殿の 御 詞は沌 たる、、」 &:^ 

えし ゆ ゑ、 衍文 をも不 顧して 書付ぬ 0 何の 比に か 有け む、 侯伯 登城 有し 時、 微妙 公 は 御 § ；ム城 

の 刻、 鐡 御門け の內 にて 尾 張義直 卿. 紀伊賴 宣卿御 兩殿被 連立て 御 返 出に 御往 合、 殿は少 

脇へ 御 立 退 御 時宜 也 0 尾 張 殿 も 急 度した る 御 あいさつ にて、 互に 御先 御 越 候へ VJ て g: 御 ffisH 

候 時、 御 時宜に よりて 跡つ かへ 候 間 御 越 可 然，. -、 賴宣卿 御中 有 時、 尾 張 殿し からば 越 候 ど 

の 御 あいさつ にて 御 越 也。 紀伊殿 も 定而輕 く 御 時宜 有て 御 越 あらん VJ 思 召け るに、 左 は あら 

で 殿の 御前へ つかく，. J 御 越 候て、 殿の 兩 御手 を VJ られ、 いかに 肥 前 殿、 近き K は 御見捨 VJ 

見え、 御尋 にも 不預、 御 うらみに 存候 VJ 被 仰に よ.^、 前後に 大勢の 往來 はあり、 事の 外に 御 
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六 〇 四 

難 俄の 牀 にて、 漸に御 あいさつ なされ、 御 別 被 成け る。 御歸舘 以後、 今日 紀伊 殿に 出合、 »々 

難義 なる あいさつに 逢 ひ、 いふべき 詞も なく、 忝く 存な ざ、 漸に いひ 遁れて 別し 也。 人に 被 

疑 給 ふべき しかた、 人の 何 か うたが ふも斷 也。 いかに 紀伊 殿の 物 せん ，こお も はる、 事 有 VJ 

て も、 我等 あるう へ は、 うむせ ハ すむ VJ もい はせ はすまい ど 仰け る VJ 也。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 江戸 御城の 下乘 にお ゐて， 何時も 微妙 院殿 は、 下馬 を乘 物に 召ながら 御座 候 を、 足 輕》」 

も 二十 人 計 道に 立 塞、 杖 を 組ち がへ 兩 方より はさみた て、 下馬に て 候 御下乘 なされ 候へ VJ 申 

時分、 乘 物の 中 を ふませられ、 其 儘 やれく ビ 御意な されて、 其 杖の 上 を 踏 越て 御 通りな さ 

れし 度々 也 0 或 時 久世三 四郞番 にて、 愛 は 下 にて 候 間、 中 納言殿 にても VJ ほし 申 儀不罷 

成 ど へんば い を ふまれ けれども、 またい つもの 如く やれ /^VJ 御意の 事 も 有し VJ 也。 然處に 

大献公 御 他界の 後 は、 物每に 殊の外 御 遠慮 被 成け るが、 例の ご VJ  く 御 登城 可 被 成 前に、 豆 州 

ロハ 今 肥 前 殿 可 有 登城 候、 下馬へ 出向、 伊豆守 申 は 只今の 節 は 上様に も 御 幼少に 候、 ^殿 は 御 

老人 ど 申、 上に も 御大 切に 被 思 召 儀に 候、 今より 御 ill 前まで 乘 物に 可 被 召 3a 被 中 候へ VJ、 

目 付 衆に 被 申 波。 則 御 登城の 途中へ 出向、 右 之 口上 を 被 申達ければ、 右 之 口 を 慮 あり、 豆 州 

の 心 を 被 察て、 被 入御 念 被 仰 越 候 段別て 忝存 候、 さ 候 は はや 是 より 下乘仕 どて、 ^の 下馬 


にて 下乘 なさ わし VJ 云々。 

〔微妙公夜^?〕 

一 、 微妙 院 殿に、 金澤の 城の 得 あなた こなたく づれ候 を も、 又 石垣な ざの 清 候 を も 御 構な く、 

其 分に 被 成 s、 つねぐ の 御意に も、 國持 大名 G 居城 計 や」 用に 立ん，、」 思 ふは不 第  一 VJ 云々。 

江 tlV 御： 敷 廻り も殊 之外踩 なる 林 也 0 一  年 大猷公 上野へ 被爲 成、 彼方此方 御尋有 之、 あれに 

見えた る 城 構の 樣 なる 屋敷 は、 加 賀の肥 前 守 厘 敷に て 可 有 之，、」、 御 不快の 牀 にて 酒 井^ 州に 

上意 あり。 讚 州 あれ は 柳 原が 屋敷に て 候、 其 あなたに 御座 候 か VJ 覺申候 VJ 被 申 上し かば、 御 

機嫌 も あしから ざり し VJ 也。 ケ樣之 事 を もき かせられて 彌 疎に 被 成け る VJ 云々。 

〔殘满 拾 玉 集〕 

一 、 土 井 大炊殿 出頭 盛の 時、 利 常 公より 毎度の 御 懇意に て、 出 •§ 下り 候へば 其 日より 御 遠 ざ 

かり、 江 1!1 中に 何 か 致 取沙汰 候 を、 御 出入の 何某、 人口に 御 逢の 事 を 被 中 上 候へば、 仰に は、 

夫 は 各の 了簡 違 也。 大炊を 大切に 存 て付屆 致す に 非 や、 將軍様 を 奉 敬 故な り。 不應 御意 者 

此方より 不及付 屆事也 0 御 自分 にても 御 出頭 候 は ゾ、 隨分 此方より 崇敬 致し 可. E-st 御 の 由 0 

〔夜話 之抄〕 

一 、 台 德公御 他界の 節、 江戶在 §H 大名 衆の 屋敷 物騒に 候へ 共、 微妙 院殿は 左樣成 » すこしも 
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六 〇 六 

これな く、 江卢中 を大石 樹を爲 引ら れ、 御 下屋敷 御 普請 被 仰 付。 江戶 中に も 如何の 事，. J 沙汰 

候よ し 御 出入 衆 被 聞 候。 唯今 前 公方 御 他界に て 物騒 折から、 御 普請 等 被 仰 付 儀 御 遠慮 可 有 之 

事に 候 はんや VJ 申 上ければ、 微妙 院殿 被爲 聞、 た VJ へ 前 公方 御 他界 被 成 候 VJ も、 當 公方 被 成 

御座 候 者、 何たる 氣遣も 無 之 候 0 其 故 心易存 普請 申 付 候， こ 被 仰 候。 大狱公 後に 達ム nsl 御悅 

不 大形 候 0 公方 も 殊之外 殿 を 大切に 思 召 候よ しど 云 々o 

〔松 梅 語！ 1〕 

一 、 或 時 江 Itl 火事に 而、 御城 も 氣遣敷 候に 付、 御 人 數大下 先 迄 御 遣 K 候而、 度々 爲替候 « 

に 被 仰 付 0 漸 火事 鎮懸 候に 付、 御 父子 樣御出 被 遊 候而、 暫有之 御 乘物御 取 寄被爲 召、 筑前守 

樣 にも 寒風 强候 間、 御乘 物に 御 召 候 様に 被 仰 入 候而、 御 小夜 着 御 取 寄、 御乘物 之內に 被爲召 

候 而被爲 入 候 0 明 方 火 is 候而、 御 老中 方 返 出の 時分、 橋 爪に 御 乘物有 之 候に 付、 何れも 御 立 

寄 候 得ば、 先以 御城 無 御 別條、 御機嫌 能 恐悅之 至に お 候。 拙者 父子 も 大火に 成 候に 付、 早速 

罷出 候而、 御用 も 有 之 か よ ひより 此 所に 人数 を 立罷在 候。 餘り 寒く 候 故 li^ 上 も 難 成、 如此 

仕 合に 候。 筑前は 若者に 候 得 共、 風 引 候 得ば 不入 事，. J、 達 而申付 候 而，. 」 御意 被 遊 候 得 者、 何 

も 御 尤舉存 候、 御屋敷 近く 候 得 者、 是迄御 出に も 不及義 VJ 御 申 候 由。 此時は W の 口に 被爲入 

候。 竹 田 氏 はなし 0 


〔松 梅^! 1〕 

一 、 何れの ノか、 江 In, 諸 大名 方 之 屋敷、 W 之 高さ 八 尺に 御せ 被 仰 渡 有 之 候。 此方 « 御： i ^敷 之 

義は、 ！s^ャく候而は兒越御難義被成候間、 只今 迄 之 通に 被 SSiS 度 3::、 御 老中 迄 御 願 候 得 共 « 

明不申 候に 付、 度々 酒 井 讚岐守 殿へ 被 仰 入 候處、 岐守殿 も 難 a に而、 ^有院 様， に 申 上、 私 

共 之 心得に 而 上聞に も 不達 VJ 肥 前樣存 体に 候 間、 御 直に 上意 被 仰 渡 候 as に 仕度 sb に而、 則 月 

出仕之^^分、 御用 御座 候 由に て 御 殘被遊 候處、 御座 之 間へ 被爲召 候而、 今般：^ 之 高下 之義ー 

統申 渡候處 に、 段々 斷之趣 被 開 召 屆候得 共、 諸 大名 一統に 申渡義 天下 之御仆 S に 候處、 御 三 

\ を 初め 御 用捨 難 成 候 間、 此度之 義は右 之 趣に 被 相 心得、 仰 渡 を 被 相 守 候樣に 上意 有 之 候 得 

ば、 今般 塀之義 一 統に被 仰 渡 候 得 共、 願 之 趣 御 聞屆被 遊、 願 之 通に 可 仕 候 間、 誠以 難；^ 仕 合 

に 舉存候 3 曰、 御請 被 仰 上 候處、 重而 左様に 而者無 之 候、 重き 御 仕置に 候 故、 御開 屈 難 被 成 旨 

上意に 候處、 近年 者 年寄 耳遠に 罷成申 候、 段々 難 有 上意 願 之 通 被 仰 渡、 忝 奉お 候 旨 被 仰 上 候 

而御返 出 被 遊。 夫より 直に 爲御 艚、 御 老中 方 御 勸被成 候。 依 之 如何 可 有 之 哉 VJ、 御老 屮方詮 

義も有 之 由に 候へば、 存 違に 而も 爲御^ 御 老中 方 迄 被 相 勸候上 は、 願 之 通 御免 可 被 遊 儀 ど 申 

に 而事濟 申 ぽ、 竹 田 氏 咄に候 0 

〔微妙 公 夜 #i〕 
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一 、 嚴 有院樣 御代、 或 時 微妙 院樣成 瀨故吉 右衞門 殿， 御 對談之 時分、 公方 樣者 御い くつに 被 

爲成候 哉 孚御尋 之 時、 御 十八 被 爲成候 旨 被 申 上 候 得 者、 能御歲 にて、 御 仕置 之 儀 老中 任せに 

被 遊 候镇、 御 心得難 被 成 事、 こ 御意に 御座 候 旨、 右 同年 六月 廿九 H 拜聽仕 候。 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 嚴 有院樣 御代、 吉崎^ 之 蠣宜候 間 被 献候樣 に、 小 松へ. S. 來 候に 付、 早速 爲取 可被逍 旨に 

而* 夜中 取候而 上、 早 飛脚 も挤 置、 其 後 » 田玄 申 上 候處、 御開 被 遊 候 而何之 御意 も 無 之、 

二三 日 過 候に 付、 先日 之蠣は 最早 御用に 立 兼 可 申 候、 何 = 比 可被遺 哉、 其 時分 爲取可 申 3ni 被 

相 伺候 處、 拆々 御 失念 被 遊 候、 只今 又 取 而は彌 日 も延候 間、 右 之 かき 未损申 事に 而は無 之 候、 

早速 認可 遣 旨 被 仰 出 候而、 玄蕃は 合 點の惡 敷 事 を 申 候。 百 里 之 所 へ 生かき な》」 取りに 越 候 は、 

老中の 十 方な し VJ 云 者 也。 此度宜 敷 致 遣 候 は  > -、 毎度 取に 可參 候.。 無用 之费 申 物に 候 0 損 

候而重 而不申 越が 能 ど 申 了簡 は 無 之 候 哉，. J 御意 之 由 ◦ 竹 田 氏 咄に候 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 江 大火 事の 儀、 金澤に 相閜ぇ 候へば、 微妙 院樣 御意 被 遊 候 は、 老中 氣が 付不申 候、 S- 

中に 假舞臺 を 建、 能 を させて 諸人に 見せ、 心 を 安 猪 爲仕可 申 事に 候。 太 問なら ば 左様に 可 被 

成 陵。 皆 老中 氣 が付不 申，、」 御 嘴に 御座 候。 藤 田氏咄 0 


のに 海 光 7£ 
側し 僧寺 條 
室て 上 門 殿 
利の 跡 It 
常 女經佛 


i 厘 

一 、 或 《 屮納言 S 御 不快に 而、 御 出仕 御斷の Sb 被 仰 上 候へば、 其 後 御 S 城，」 節 « 并^ 岐殿被 

申 候 0 先 ：！： 肥 前 殿御 出仕 不成 候、 御 氣隨出 申 VJ 笑 ひく 被 中 候 得ば、 左 « に 思 召 候 fr 年寄り 

疝氣 持に 而、 指 出 候 得ば 行 步難仕 候、 是を御 S3 候 得，、」、 御 きん 玉 を 出し 御み せ 被 成 候 得ば、 

一座 G 衆 又々 肥 前 様のお ざけ が 出 申 ど 御 挨按候 得ば、 いやくお Vi けに 而は無 之 候。 是を出 

不巾候 得ば、 中 譯が 立不申 被 仰 候。 

〔松 梅お II〕 

一 、 大猷 院樣御 a 樣御 口人に 而、 上方より 五條 殿 被 下、 四 五 年 も 有て 御 姬樣兩 人 御 出生 後、 

生駒內 膳へ 被 下 嫁娶有 ◦ 服 部 左 源 太 御 付 被 成、 江 In- より 被 遣。 之^の 泊り の 夜、 五條 殿 §sf 

笥 失る。 奥へ 取 入る 時 失る か、 夜の 內に 失る か、 此義 不分明。 左 源 太 犬に 迷惑 仕、 早 飛脚 を 

以 言上。 御 聞 被 成、 少も無 御 構、 可 罷歸旨 仰 下、 早速 以 書付 達 上 fflo 書附御 次へ 出、 御 詰 衆 

被 見而、 W 々中 納言殿 分 もない 事 被 達 上 開 VJ て 笑止が る。 其 刻 小幡勘 兵衞御 次に 有て 聞て、 

W 々中納 言 殿め いよ 成 事な り、 何 を 被 致 も 軍法 之 秘事に はなる、 なし ど 被 威。 坐 中 衆 W は 

故 有事 VJ 見えたり VJ て、 何れもが てん は ゆかね Vj も 申 合さる 、 VJ 也。 

〔松 梅 語 園〕 
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御お 家は德 

川 氏 


1 、 大 ffi 院 « 御 家督 被 成、 赛 日 之 局. 堀 田 加贺守 出頭し、 天下の^お 敬。 于時屮 納言樣 御 自筆 

を以、 私 義當時 春 = の 局. 堀 田 加賀守 中惡候 故、 入御 耳 ^中 旨、 以 書付 被 仰 上。 此 義人々 舉感 

ビ也 0 

〔加 陽諸士 言行 筆記〕 

- 、 大献院 « 御代 被 仰 出 は、 日本の 諸侯 國 郡の 代 立、 御當家 を袼に 仕、 ，M 後 可 仕&ぼ 旨酒 井 讚 

岐守を 以被仰 出、 不殘 奉畏候 3:1 御請 上 候。 中納言^^御請延引に付、 酒 井 被 申 は、 今般 各 仕置 

之懷、 詳に 書記 可 被 ゆ 上旨 被 仰 出 候處、 御 自分 御請 延引 被 成 候、 早速 可 被 上旨 演述に 付、 利 

^公 &に は、 上意 之 趣 違背 仕樣に 候へ 共、 少御 自分に も 懸御目 候ての 儀 芋存致 延引 候。 先以 

拙者 領國之 儀 は、 先祖 利 家 諸事 仕置 仕 候 通、 今 以申付 候 0 然處 今度 御當 家並に 可 相 守 旨に 候 

へ 共、 左 樣申付 候 者、 領 國却而 混亂騷 敷なる ベく 存候 得ば、 此段御 除 舉願度 3:1、 御 序に 仰 上 

可 被 下 候樣に VJ 御意 被 遊 候に 付、 則 右 之 通達 上聞 候處、 御 尤に被 思 召 候 3:! にて 落 去仆候 0 利 

常 公 御 奥意に は、 內府 公. 大納言 樣， >0 は御兩 輪に 有 之處、 今當 家の 御 仕 に 何，. J 隨 はんや ど 被 

思 召 故に、 右 之 段 被 仰 上 候 ど 也。 

〔山 本源 右 衞門覺 書〕 

一 、 於 江 1!1 中 納言樣 へ 御 出入 之 衆 被參、 御咄之 序に 內藤外 記 殿御 申 候 は、 諸 大名 衆 何 茂 諸事 


上^ 之 御風に 被 致 候 所、 こなた， こ政宗 殿に は 左 樣に無 御座 候， こ、 世 問 取沙汰 候. S 被 申 候 へ ば、 

御機嫌 惡 敷被爲 成、 內府. 大納言 VJ 申、 兩 輪の ご， こく 太 間の 時分より. S. 候 ば、 大納首 は 早 

世、 內府は 長生に 而 天下 を 御 取、 身共 茂 御 下に 成 候 得 共、 御 取 立 Q 者 Q 様に は 有 之 問 敷 候 0 

政，； jlJ も 自分に 續 いて は、 其 心得に て 候 半 ど 御 申 被 遊 候。 

〔松 梅： ほ 園〕 

一 、 何 歟、 尾 張樣へ 公方 様より 御 頭巾 被 進 候て、 於 殿 屮被爲 召 候。 有 時 肥 前守樣 紫の 御 頭 

巾 を 召 御 登城 被 遊 候 所に、 御 目 付 衆 御 停止 之義 如何 VJ て、 御 側へ 被參 候而、 御 15 巾 は 御 ％ 無 

之 候 而は成 不申旨 被 申 候 得ば、 扨々 不知 成 事 心 付不申 御意に 而御取 被 遊、 御 口 付 衆 返 被 申 

又 被 S 候に 付、 又 外 之 御 目 附被參 候而、 右 之 通 被 申 候 得 者、 只今 も 誰 殿 被 仰 ii 候、 近頃 不 

調法 之 仕 合に 候、 頭 ひえ 申 候 而難義 いたし 候 故、 忘却いた し 迷惑 候、 早々 取 候、 こ 被 仰、 御 取 

被 成、 又 召候而 度々 右 之 通に 付 達 上聞、 かく 御免被 遊 候 は 而は成 申 間 敷 由に 而、 其 日 御手 

自紫之 御 頭巾 を 被 進 候。 御 歸被遊 候而、 市 三郞此 頭巾 一 つもら はん ，こて、 ひた ど：§ 巾 を かぶ 

り， » 々難義 成 事に 而有 之， こ 御意 被 遊 候。 竹 田 氏咄。 

別 所 三： 牛 物語に、 右 之 趣に 而御目 付 衆 も 度々 被 申 上 候 得 共、 御 承知 被 成 候 由に 而又御 召 被 

遊 候 故、 何共 成不 申、 諸 大名の しまりに 成 不申候 間、 御 老中 方に 被 仰 達可然 3:r 酒 井 IS 岐 
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守 殿へ 被 申入 候 得ば、 讃岐守 殿 被 申 候 は、 皆 心得 あしく 狭き 事 を 被 申 候、 肥 前 殿の まね を 

仕る 大名、 外に 一 人 も 可 有 之 候 哉、 天下の 大老 ど. S. ものに 候 故、 其 通に 仕 K きたる が 一 段 

見事に 候 旨 被 申 候 由。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 江 III 殿中 は 頭巾 を 被る 事 御法度 也。 然るに 御前 能 有 之 時、 微妙 院殿 大勢の 中に て 頭巾 を 

召て 御座 有し 故、 目 付 衆 御 出入の 坊主 を以、 殿中 頭巾 仕る 事 御法度 之 旨 度々 被 申 所に、 御 心 

得 被 成 由 乍 被 仰 不被爲 取 候に 付、 目 付 衆 豆 州へ 兩度迄 右 之 通 申入 候へ V. も、 未 頭巾 を，. J られ 

や 候 間、 重而 申斷、 其 上に 而御 取な く 候 は、 s、 御法度の ご，. J く不 申達して は 成 間 敷 候。 され 

ざ も 肥 前 殿の 義故 一 應窺申 3in 達しければ、 豆 州 氣分以 之外损 じ、 左樣の 心得に て は 御 目 付 役 

成 間 布な り。 S 中 頭巾 御法度 VJ ある は、 肥 前 殿 ご VJ き 老人に 御 ゆるし 可 被成爲 なり。 然るに 

各 被 申通不 S 千 萬 被 申し VJ 云 々 0 

〔松 梅 語圓〕 

一 、 仙臺の 中納言 政宗、 中 納言樣 を 招請の 時、 政宗 殿に 名物の 茶碗 有、 天下に 政宗 茶碗，. J て 

物 也。 政宗 云、 いかに 名物に 而も、 世に 聞 召し 古した る 物に、 茶 を 進す る 事 無 面目、 又 

御 目に 不 きも i5 める 讓に て惡 しどて、 たばこ 盆に 火 入に して 御 出し、 御 相伴 衆之內 より 密に 


御 耳に 被 入 候。 » 大き 成 馳走 VJ て 御 威^ながら、 きせるの はい を 彼 茶碗の ふちに 而 無用 松 御 

た き 也 0 政宗 勝手に 而御 S 有。 去れば こそ 茶な》」 入れ 參ら せたら ば 氣に入 まじき に、 仕 あ 

てた VJ て 悅ぶ也 0 又 相伴 衆 は 笑止に 被存也 0 政 宗此時 中納言 御 脇 Si 御所 望に 而見被 中、 W 

々見事 成 御 腰 物 哉、 老後 之 思 ひ 出に ケ樣の 御 腰 物 さして 見 度 VJ て 頻に被 申、 今 御 出し 有る か 

-.J 各 御顔 を 被 けれ. ビも、 不聞 振に 而被成 御座 也。 其 後 相伴 衆此義 .5- 出さ るれば、 中納言 

樣御 聞、 我等 き，. J て 左様 之 事に ぬかれ 申 事に あらす、 脇 刺 を 出したら ば、 彼 家 之 相 傳來之 

脇 刺 を、 我等 腰 明きたり VJ てく れん VJ 思 ふ。 此時辭 退 も 成 まじ。 又 家の 珍 物 受るも 如何。 其 

上世の 聞え も禪 おる 事 なれば 如何 VJ 思 ひて、 不聞 姊に而 有し 被 仰。 後に 閜 けば 其 支.：^ に而 

道具 出して 有 VJ 也 0 政 宗聞而 扨々 人 之 腹 を 見ぬ き、 おそろしき 事 VJ 御 申、 こ 也 0 

〔山 本源 右 衞門覺 書〕  . 

一 、 中 納言樣 政 宗殿ゎ 御 振 廻に 御 越 被 遊、 緩々 VJ 御咄 御座 被 遊 候 所、 政宗 殿中 納ー Hffi 御 腰 物 

見 度 * 被 申 候。 雲 次 之 御 刀 御 指 御座 候 所、 事 之 外 ほめ 被 申 候。 少御 所望 心に 相 見え、 御 相伴 

衆 も 被お 候 所、 少しも 無 御 貪 着 御歸、 御上 屋敷へ 御 立 寄、 御 相伴 衆 茂 御上 屋敷， に 被 參攸。 其 

節 被 仰 候 は、 今 H 拙 子 雲 次の 刀政宗 望の 休に 被 申 候 間、 遣し 可 申 哉 V」 何 茂 可 被お 候 得 共、 定 

而政宗 所持の 名物の 貞宗の 刀 を 可 給 姊に存 候 故、 遣不申 候，.」 御意 被 遊 候 0 其 後 政宗殿 勝手に 
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六 一 四 


ひざ は非義 


居. a. 候 衆へ、 御 相伴 衆 物語 候へば、 まの 家に 傳 b 候 貞宗を 中納言 殿へ 進度 VJ、 袋に 入れ 次 迄 

取 出 被 申 由 被 申 候 0 めいよ 成 儀，、」 何 茂 被 申 候 由。 

〔桑 苹 字苑〕 

一 、 伊達正宗 或 時 利 常 公. 御茶の 湯に 御 越、 御相客^^馬支蕃殿.佐久間不^其外 一 兩人、 何れ 

も 明 六つ 時分より 御 出御 待 被 成 候へ 共、 せう 客の 正宗 殿お そく、 やうく 五つ 過に 御 出、 案 

內 者御路 次の 方， は參 候へば、 いや く 先 御 色 代. 可參 .0 て、 大門より 御 色 代，^ 御 入。 然處 に、 

御馳.1^-に御茶の湯過可被懸御目、、」て、 大應十 も VJ 計 御 色 代に すゑて 居る 所へ、 正宗 殿御 座 候 

て 下に 御ね まり、 扨 もく 見事なる 御廳共 かな、 是は 何、 是 はいか やう VJ 一  々に 御尋。 其 所 

へ 利 常 公 御 出 被 成 候て、 是 ははし 近し、 何れも あなたに 御 待な り、 先 あなたへ 御 入 被 成よ VJ 

被 仰。 正宗 餘 りに 御鷹 ざ も 見事に 御座 候 間、 是を VJ  く， ，」 見物 仕 VJ て、 其 所に 緩々 ど 御座 候て 

私の 儀 は 利 家. 利 長. 貴公 御 三人 被懸御 目、 忝 御 心安 舉存 候、 何のき やくじん も 無 御座 候、 能 

御 家觼を 一 人 御 持 被 成 VJ 可 被 思 召 候。 明日に も 何 樣の儀 御座 候 共、 一 番に懸 込 御用に 立て、 

御 目に かけ 可 申 候。 併 公方 樣へ御 ひぎに おいて は、 又 御先 を 申請、 一 番に取 懸可申 候 被 仰、 

からく  VJ 御 笑、 » 御 座敷， £i 御 入。 

〔袂 草〕 


一 、 永 七 年の 七 H 藤 u 內藏 允咄。 江5-にて光高公へ朝數寄に政宗御招：^1、 利 45 公 も 御 勝手 

へ 御 越。 早朝の や： に候處 五つ 時、 ^^路ょりの^^を御色代ょり御通、 尤御 父子 樣、 こもに 御迎に 

御 出 G 處、 御廣 間にて 刀 刺ながら 下に 居て 御咄、 火事の 節 手配の 事 被 申出。 是を 次而 に、 我 

等義江 1!^ へ隨分 人数 多く バ速 候、 若 御人數 入用に 候 は  >  何時に て も 御用に 立 可 申 候。 然》」 も 

公 俄へ 御 背き あらば、 其 時 は 我等 は 御 相手に 候 間 其 御 心得 あれ VJ 也。 利 常 公夫 は 仰に 不及、 

其 段 は 相互に 候 VJ 宣 ふ ，、」 なん 0 

〔山 本源 右 衞門覺 書〕 

1 、 江 II； 本鄕御 下屋敷 富士 見御亭 にて、 御 出入 衆 御 咄被成 候 節、 織 田 左衞門 殿御 中 候 者、 あ 

の 富士の 山の頂に 池 有 之、 水 も 出 申 由 不審 成義， >0 被 仰 候。 一座 之 御 衆 も、 誠に あれほど 高山 

に 水 出 申 茂不. 5^ 成 義ど被 仰 候。 其 時 中 納言樣 御意に は、 左衞門 其合點 不被存 か、 人 0 あたま 

も 血 之 候 VJ 同事に 候 VJ 被 仰 候へば、 一座 之 御 衆、 扨々 頓 作成 義 感心 被 一義に 御. M^o 

〔松 梅 語 闘〕 

一 、 辰 之 口 御屋敷に 而 年頭 御 客 有 之 候而、 小 堀 遠 江 守 殿. 岡 田 將監殿 始將々 、御 旗本 衆 御 詰 候 

所へ、 子 小姓 衆 迄 御供に 而御出 被 遊、 御 坐 敷 を 御覽被 成、 御床に 御 具足の 餅 有 之 候、 是は取 

不申 か、 早く取候S;^にVJ子小將衆へ御意に候得共、 幼少 之 衆 中々 手に あ ひ不申 彼處、 右 御 出 
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六 一 六 


相 公 は 前 田 


之 御 方々 へ 、 子供 中々 成 申 間 敷 候、 少手 傅く  御意 被 成 候 得ば、 何も 御 立 候て 御 かき 被 成、 

御 勝手 へ 御の け 被 成 候 由 0 野 村 氏咄。  ， 

〔松 梅 語 園〕 

1 、 或 時 小 松 檢校御 咄之序 申 上。 織 田 出 雲 守 殿 ど 御前 樣 よく 被 爲似、 殿中に 而孚風 御 時宜 申 

上に も 疑 敷 御座 候/ ナ、 御 旗本 衆 被 申 候 ど 承 之 由 也 0 中 納言樣 御意に、 S 州に 似たら ば、 定而 

我 もた わけ V.- 見える VJ 御 笑 也。 

〔松 梅 語 11〕 

一 、 仙 棗政宗 云く、 手前 常に 小 松 中 納言殿 を 急 度 尊敬 仕事、 何れも 不審に 諸 大名 衆 も 可 被；：^ 

候 g;: 共、 日本 第一 之 貴 は 天子 也、 二に は 上様 也、 第三に n: 本 一番 之 大名 ど 云 は 肥 前 守 殿の 事 

也。 其 故に 我等 崇敬 申 也。 扨 其 次に は 手前な り VJ 被 申 候。 

〔松 公 夜話〕 

一 、 中納 言樣， に 岡 田 豐前殿 被 ゆ 上 候 者、 御 家に 而御客 衆ね 出 申 御： あ i 以之外 大きに 而、 今^ 外 

に は 曾而無 御座 候 由 被 申 上 候 得ば、 中 納言樣 御意に、 大き 成が 宜敷 候。 其 子細 は、 被 給： S 衆 

の 勝手に 候 0 給 不被申 衆 は、 大きに 而茂 ちいさく 候 而も、 少被請 候 間 同事に 候 33 被 仰 出 候。 

是は 御尤成 御意に 候 由、 即豊前 殿 相 公 樣ね被 申 上 候 0 御前に も、 成程 其 通りに 被 思 召 候に 付、 


于今其 分に 被 遊 K 候 由、 右 同時に 御意 也。 

〔i6 卓て 伩話〕 

1 、 W 上 次 郞左衞 門 殿御 出、 御咄之 序、 紀伊守 殿 は 作 義成御 方に 而、 先 n,,: 罷越巾 K 爲御挨 

桜、 私宅へ 御 出 之. S 被 申 上 候處、 微妙 院様 御意に、 紀伊守 殿 は 生得^き 故に 候 U 惣而 大名 は 

左^^に不勸ものに候。 の 衆， £： 折々 致 合力 候へば、 移に 不參候 而も 不^^:: 候。 紀^ 守 は 夫を仆 

間 敷 ゆ ゑ、 左様に 動 中 由 御意 被 遊 候 sto 

〔残 廳拾玉 翁〕  . 

一 、 利 常 公 土 井大炊 K を 御 招請の 日 相 極り、 御馳走に 作り 松の 能 を御植 させ 候 はん どて、 江 

R 中 を 御 才覺、 無 之 どて、 鎌 倉の 一 乘院に 有 之 作り 松 を 御所 ar 千 六 百兩の 御？ i 金に て 事濟、 

御 取 寄の 事い か ど 何も 案じ 申 候 を、 大き 成 修羅に 乘 せて 氣遣 をして 御屋敷ね 引付る。 御 招 

請の 日の 朝漸 來り爲 御植、 今日の 御馳走 は此松 計り ど 御意 0 御 相伴 衆 は 勝手 衆へ、 鎌 倉の 一 

乘院の 秘藏の 作り 松 を漸致 所望、 今朝 是ね 引付 申 どの 御 普爲聽 故、 正 御 客へ 々被 巾、 江 VI 

中に も是 沙汰 也。 實は鎌 倉に て 根本より 引 切て、 根な しに 引て 來り候 由 0 其 儀 は 御 お. こ 也。 

頓て枯 中 VJ 也 0 

〔殘囊 拾 玉 集〕 
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六 一八 

一 、 井伊 故 掃 部： § 殿 武邊膝 節 咄有之 候へば、 利 常 公 御 云 消 被 成 事 度々 也。 或 時 又 御城に て 例 

の 咄有之 候へば、 利 常 公 掃 部 殿 際にて 御 足を投 出され、 御 股 を 御自身 御 撫被成 候。 淡路守 

早 掃 部 頭 側ね 御 立 寄 被 成 御 坐 候へば、 利 常 公 御 立 被 遊 候て、 膝 節 聞 候へば 腰が 痛む ど 御意。 

掃 部 股 立の 由。 隆奧守 殿， は 肥 後 守樣. 掃 部 頭 殿な， ビ御 振舞の 時、 掃 部 頭 殿 肥 後 守 樣へ被 申 候 

以參 本の ま 一 は、 屮納 言樣ね 能々 悅申段 御 K ，被 仰 入 可 被 下 候。 急 度以參 申入 候 程の 事 にても 無 之 候、 亦以 

參申上 候 は 遠慮に も存候 間、 忝が り 候ど舉 S 候 由 也。 肥 後 守 様 御 合 點は不 行，. J も、 其 後屮納 

言 K へ 其 段 被 仰 候へば、 さう あらん 被 仰 候 由。 是は少 御 奥意 有 之し か 0 掃部は赖^^敷者也、 

筑前 守な ざ 萬 一 の あらば 後楣 にも 可成 者 也 ど 御意 被 成 候 ひし を、 掃 部 殿 早 傳へ閒 て 右の 通 

の 由 也。  - 

〔可 w.^ き」 

一 、 大欲 公 蓬 御 之 後、 微妙 公 仰 候 は、 井伊 掃 部 頭 は 扨 も 利根 者 也、 大猷院 « 御 ^命 之內 は、 

我等 一 目 を も かけぬ 樣 にし、 只今 はこ ぼれ 懸る樣 にす る 也、 御 幼君 故に、 我等な どが 氣 を収、 

腹 を 立ぬ « にす る は御舉 公也 £ て、 御意 被 成 候。 

一 、 微妙 公 或 時 井伊 掃 部 頭 殿御 見廻、 御着 座 之 所へ、 公 御覧 斗 鮑 御 持 參也。 掃 部殿是 は^ 義 

ぐ」 謹 而御戴 被 成 候。 公御挨 機に、 日 外 上檨忝 上意 有 之 時、 我等 耳に 聞え 不申 所、 御 自分 脇よ 


り 上意 之 趣 被 仰 開 候而、 S 一に 奉 承知、 一代 之 *^ 志 を 得 申 候、、】 御 S 之 時、 掃部殿左^：^に御意被 

成 候 義は無 御座 候。 却而致 迷惑 候，. J 有 0 奧村 州 話 ◦ 

1 、 酒 井 Isfe 守 殿 毎々 御 見迥、 或 時 は 微妙 公 御 式， •：； ャ： 迄 爲御迎 御 出 被 成 候。 W 々忝 どて 手 を 御 

取 被 成、 書院， に 御 通 もお、 又は 御 庭， Si 御 出 被 成 ◦  S3 州 書院ね 御 通 之 後、 緩々，、」 して 御 出 靡 被 

成、 御 出に 付 路次之 掃除 申 付、 御 出 も 不^ 不罷出 候 どお ふせの fs- も； 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 或 人の 曰、 いにしへ 於 江戶、 當酒井 雅樂殿 g いまだ 河內 守に て 有 之 刻、 微妙 院 殿へ、 御 

振舞 候 はん て、 內藤善 资を以 被 仰入處 に、 善 齋河內 殿より 直に 讀岐 殿の 息 修理 大夫 殿へ 往 

きて、 河內殿 微妙 院 殿へ 御 越 候 間、 貴殿に も 御 出 候檨に 被 仰 旨 申入ら る 處に、 畏入候 則 

可參芋 ありし かば、 善 齋此由 家嚴に 申に 付、 家嚴 奈何 ど 思 ひながら 立 御 耳ければ、 微妙 院殿 

被 聞 S 殊之 外御悅 にて、 善齋 仕形 あしく 候へ ざ も、 我等 爲を思 ひ 如 斯様 子 大慶，、」 被 仰し、、」 云 

々o 

〔閑 窓 夜話〕 

一 、 板 倉內膳 正重矩 若き 時、 利 常 公， 21御 見廻 之 時 は、 外の かたぐ、 こ 違 ひ 被； S 節、 必次之 間 

迄 御 送 有て、 ざう でも 內膳は 只 人で はな L、 是非 後に は 御 老中に は 成人 ぞ、 奇妙な 相が ある 
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.  六 二 〇 

VJ 被 仰し VJ 也 0 はたして 御詞の 如く 也。 

〔^君 榮名 記〕 

一 、 由 比 正 雪. 丸 橋忠彌 一 卷之 時み、 內藤外 記 殿御 出 之 節、 世上 別事 も 無 之 哉 年 微妙 公 被 仰 候 

者、 外 記 殿此中 浪人 共騷 動に 付、 紀州 殿御 印 物 右 浪人 共 方に 有 之 取沙汰 有 之 候て、 紀州殿 

も 御迷惑が り、 老中 も 如何 之 事^ 被 申 由、 專 取沙汰 仕 候 由 御 申 候 得ば、 からく  VJ 御 笑、 末 

々町人 共な V- は、 譯を不 存候而 左様 之 事 を 可 申 候。 各な ざ 近頃 不足 成 事 を 御 申 候。 今：！！ 公方 

襟 御 立 候 故、 三人 衆 も 手前 初 何も 尊敬 仕 候。 公方 様 をつ ぶし 紀州 殿た せて は、 此肥前 も 三 

日 は 爲持申 問 敷 候。 多分 陸 奥. 薩摩も 左樣に 可被存 候。 夫 程の 事合點 せぬ 紀州 殿に 而無之 候。 

夫 を合點 せぬ 老中に は 有 之 間 敷 候。 然ば 左樣之 沙汰 は 武士の 沙汰に は 有 之 間 敷 候 0 何 か氣毒 

なるこ VJ に 紀州殿 可 被 思 召 年 御意 候。 一座 之 御 旗本 衆 御 尤成事 VJ 御 申 候 0 其 後紀州 殿御 聞 被 

遊 候。 御 老中に 尤成 事、 肥 前 守 殿 一 言に て 江 中 浮 說止申 候 由に 候。 不破平 左 衞門殿 咄承候 0 

〔御 直言 K 書〕 

一 、 讃岐守 殿御 招請 之 時分、 大松亭 与 申 御 亭に而 微妙 院樣御 咄被遊 候。 此 屋敷 は 元 大久保 相 

模守殿 屋敷に 而候。 是に有 之 松 杯 は、 何 茂 相模殿 時分の 松に 而候由 御 咄被遊 候。 本鄕 御屋敷 

御 居間より 相 見 候 所に、 深山 孚申様 成 所の 御 泉水に、 掛 作の 御亭 御座 候。 探幽に 達磨の 緒 を 


被 仰 付： 2:^^^^>磨亭^申候。 御 居 間 年 直に 御 見通 被 成 候 樣に被 仰 付 候。 ？ 1^ 岐守 殿御 招？ i の 

時分、 右の 御 亭に而 御 子等 出 申 候。 讃鼓守 殿 被 仰 候 は、 是は御 露地 に は 無 御 候。 W 

々ふるびた る 見事 成 «孚 被 仰 候。 御 相客 內藤善 齊被申 候 は、 是は 山， ナ相兌 申. S 御 挨機被 中 

候 得ば 、 微妙 院 御意 被 遊 候 は、 仰の 通に 候、 是は SE 正 ケ 谷，^」 も 可 申 由 被 仰、 御 笑 被 遊 候。 此 

邊は 相 校 殿 時分 之 樹木に 而候由 被 仰 候 Q 

〔桑 華 字苑〕 

一 、 なべ 嶋信濃 守 殿 微妙 院樣， Si 御物 語の 由。 侍 は 判 を 餘り念 を 入て、 うつくしく t のに 仕 Si 敷 

ものな り。 我等 今度 嶋 在陣 の內、 旁々 より 使者 飛脚 を 請、 其の 返 狀に判 常よりも そ さう に 

id たらば、 陣中に て 何 VJ やらん 不 念の やうに 人 も 思へば ロ惜く 存じ、 いつも 仕た る ご VJ  くす 

ゑ 中 候へば、 狀 K 多く 候に 手間 を 取、 何 VJ もなん ぎ 仕た る， >0 被 仰た るよ し。 

〔松 雲 公 夜話〕  - , 

一 、 岡 田 豐前守 殿 は 御 家の 事 を別而 心に 被懸、 實に御 取 持 被 成、 文才 茂 有 之、 本^！ぃ綱目分而 

数寄に 而、 に 覺居申 由 常に 御 申 候 0 公義 評定 等 之 時分 も、 何れも 存寄を 申 衆 無 之、 井上 河 

內守 殿, lts^+ ま、 內 stll^ ⑩帖 。中に 茂 文才 有 之に 付、 每度豐 前 守 殿，. - せ，.^ 合 * 由、 御物 ：4" 中 上ら 

れ候 0 微妙 院樣へ 御 出入の 御 旗本に 茂、 御 一門 樣 方に 茂、 御意 を 押 返し、 無遠^ 料簡 を 被 申 
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上 候 御 方 は in て 無 之 候 0 尤御 相談 被 遊 候 衆 茂 無 之 候 得 共、 豐前 殿， はは 毎度 御 相談 被 遊 候處、 

別而 御せ，？ < 口 被 成 候 0 時に より 微妙 院樣 御意に 入不 申、 御 不興 成： 3^ も 有 之 候 得 共、 終に 豊前 

殿 得心 無 之 « を、 御 挨拶に 御尤な V.  7- 被 申 上 候 事 は 無 之 候。 それ 故猶更 微妙 院樣 御意に 入 候 

由。 嚴有院 様 御 泡瘡の 時分、 御酒 湯 御濟、 別而 目出度 御 事に 候 間、 加 賀守樣 に 而御能 御 典 行 

御 祝 可 被 遊 候 0 豐前殿 は 如何 被 存候哉 与、 品 川 左 門 を 以御尋 被 成 候處、 私 はせ て 左様に 不存 

候、 御 誕生 VJ は 各 別 違 候の 間、 其 時の 御 祝 程に は 御座 有 間 敷 ど 御 申 候 得 者、 中 納言樣 に は 御 

誕生より 重き 御 祝儀に 候。 其 子細 は、 御 誕生 は 又 段々 御 次々 茂 御 誕生 可 被 遊 事に 候 得ば、 假 

令 御 逝去に 而も 不苦 候。 當時御 泡 瘡に而 若 御 かけ 被 遊 候 時 は、 天下 くらやみ，^. S. ものに 候 0 

左 得-ま 此 度の 御 儀、 至極 重き 事に 候 0 豐前は 何く 申 候 共、 此皮は 重き 御 事の 旨、 K 門 を 

以 御意に 候 得 共、 鬼 ft 豐前殿 は 御合點 これな く 候 0 其 段 左 門 申 上 候 得ば、 豐前は 如何 樣に申 

候 VJ も 其 分に いたし、 御 能 可 被 仰 付 33 御意に て、 御 能 有 之 候。 ケ 8 に 御せ り AM 被 申 候 衆 は 誰 

茂 無 之 候 由。 享保 三年 戊戌 八月 十日 拜聽仕 候。 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 右 之 外に は、 前 田 日向 守 殿ね は 折々 御 相談 之 品 茂 御座 候 由 0 是は 一 器量 有 之 御 方に 候 由、 

右 同時に 御意 被 遊 候 ◦ 


〔松 s 公 夜話〕  • 

一 、 微妙 院 « 御代、 或 時 金 森 出 雲 守 殿、 ざな たや 覽を 御同逍 にて 御 出 被 成：^ 節、 御 料理 御意 

に 應じ不 申、 御料 现之 間に 被 成 御座、 こ，、」 の 外 御機嫌 5S じ 御い か.^ 被 遊： 其 時分 は 藤重宗 

句. 後藤 演乘 • 枯梗屋 六左衞 門、 其 外 たれかれ 並 前 田 日向 守 殿な..，」 も、 御 料理 之 問に 御 入 交り 

御， M 候而、 鮪な》」 御 盛 被 成 候 0 右 御い かりに 付、 諸 役人 何 茂 驚 立 さはぎ. S. 候。 御 料理人 

佐 左衞門 VJ 申 ものうろ た へ 、 御 鰌の 入 候 鉢 を 持ながら うつぶしに た ふれ、 おき 上り 得 不申候 0 

それ を 御覽被 成、 御機嫌 被 爲直御 笑 被 遊 候。 御 側に 相 公 e 被 成 御座 候へ 者、 佐 左 衞門何 VJ い 

たし 候 や、 加 賀尋候 得 御意 被 遊 候 0 即御立寄何VJ仕哉^o御尋被遊候得ども、 御^：：？出不申候 

に 付、 兩度 まで 御 尋被遊 候 得ば、 御 使 がら，、」 申、 佐 左 衞門彌 うろた へ、 御請 は 無 之、 うつぶ 

しながら 跡， りし さり 申 候。 諸人の 中に 而見苦 敷 興がる 仕形 ゆ ゑ、 それ を 御 as 被 遊、 彌御笑 被 

成 御機嫌 直り、 其 W 後 は 指而御 料理の 御吟 * も 無 之 相濟申 候。 if な ざ 其 邊に打 散. S. に 付、 何 

茂以の 外さ はぎ 申 候。 何 茂 立 寄 掃除な ざ 仕 候 由。 享保五 年 庚 子 正月 十三 日 拜聽仕 候。 

〔懷惠 夜話〕 

一 、 微妙 院樣 御代、 龍の 口 御 尾 敷に 被 成 御座 候 節、 輕き 者の 內犯 科の 者 有 之、 藤堂大 學頭屋 

敷， は 駆 込 候。 御 屆有之 候 得ば、 受取に 可 被 遣 由に 付、 御 家來逍 候處、 放し W 人に 而相渡 候 Q 
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受収中 時、 右 科 人 刀 を拔、 散々 切 廻. り數 人手 負 出來、 漸切 a 巾 候。 此義 に付大 殿，.」 御中 殊 

之 外惡敷 御座 候 0 然處數 年後、 龍の 口 御屋敷 近所 夜中 火事 有 之、 早速 鎭り申 候。 其後內 藤善齋 

申 御 出入の 御城 坊主 御 見廻 申 上、 先 H 御屋敷 御 近火の 砌は、 大學， は a 廻 ，潘 出 候處、 御屋敷 

近き 由 御 聞、 人 數も被 遣、 樣子 次第 御身 も 出 Is. 可 仕 由に て、 其 身 も 捲 被 申 候。 私 も 參り懸 り、 

り 申 事 不相成 見合 罷在候 0 其 內火鎭 り 申 候 故 其 儀 無 御座 由、 御物 語 申 上 候へば、 大 SHid 様 

に 被 中 哉 V- 繰返し 御 s、 殊之外 御機嫌よ く 候 0 其 後 御 登城の 節、 御 支 關に而 大學殿 被 下 候に 

御行^ 被 遊、 側近く 御 寄、 火事 之 節 之 儀 善 It- 物語に 而承候 由 御^被 仰 入 候處、 御：^^^敷御近所 

之義、 且は 大火に： 能 成 候へば、 公儀 御爲 VJ 存じ 人数 を も 出し 申 了簡に 候處、 早速 鎮火 大慶の 

御 挨俊申 上 候。 其 上に 微妙 院樣、 重而 御意 被 成 候 は、 手前 儀 も 老人の 事に 候 問、 加 贺守事 

萬 端 御 介抱 赖入候 由 被 仰 候へば、 是は不 存懸儀 被 仰 聞 候、 肥 前 殿 被 仰 事共 不存、 誠し から や 

候 由 被 仰 候へば、 何が お、、，/」 け を 可 申 哉、 ま、 實賴入 候 由 御意 候へば、 何が^ 思 召 寄 御 賴被成 事 

に 候へば、 ；g 分 存寄事 候 は >-、 御城 邊 にも 御 介抱 可 申 由 御請 合 被 申 候。 其 後 善齊を 以て も 御 

挨按被 仰 越 候。 手前 人が ましく 35 召、 肥 前 殿御 賴 過分 成 事の 由、 殊の外 辱が り 被 中 候。 家中 

者. 領分ね も、 郤而 加州 者ね 如 在 仕 間 敷 由、 急 度 被 申 渡 候 旨、 先年 御 射手 組 河 緣« 之 苦 父彌三 

左衞 門、 伊勢 參宮の 節 禅の 御領に 一宿 仕 候處、 殊の外 馳走 仕、 申 渡 有 之 故 加州の 御 衆ね 如 在 


仕ら や 候. ws.!^ 由 o 

〔殘缝 拾 玉 集〕 

一 、 « 田 加 K 守 殿 は、 浪人の 時 堀 田 小 十 郞ど申 候て、 利 常 公， 子 小姓 を 願 被 巾 «由0 五 |G 石 

被 下 候 は > -可參 £ 申 候。 三 k:: 石 被 下， この 事に て不濟 候。 後に 利 <；9 公 御意に、 堀 田が 見，、」 もな 

きつら をす る 0 先年 舉公願 候 節、 千 石 にても 二 千 石 にても 抱 K 候へば、 あの つら は 見ぬ に殘 

念 ど 被 仰 候 由。 堀 田 殿 は 手前に 直 を 付て、 奉公人に 班 を 付ら れ しご、 意趣に 龍て 居られし ど 

云 へ り 0 

〔見聞 雜志〕 

一 、 堀 田 賀州は 微妙 公 VJ あはす。 此 時の 後 も 肥 前 殿 奉公 顔 心得が たし、 何 ぞの時 は 第 一 の 無 

心 元 仁な V- やうに tHJp 事 を 聞 召 程に、 御手 入 を 被 成 VJ いへ Vj も、 曾而く 不受、 殿 ど は摺ち 

がふ やうに せられし ゆ ゑ、 信々 にくき つらつきの 奴 也、 先年 手前へ 七 百 石に て舉 公に 出ん 

いひし 時、 ； g 脑 5^ 餘储 I おな 不 色の 黑か りし かば 抱 ざり し。 其 時家來 にせば、 今のに くき つら 

を昆間 敷物 を VJ て、 御 立腹 被 成 けれども 無益。 塞に 器量の 程 は 前後 見合て 可 知、 此義. 知 

所 也 0 

〔微妙 公 夜話〕 
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一 、 酒 井 讀岐守 殿御 心得 御座 候 故、 何方 哉らん 寺 方 之 舉加帳 被 遣、 御 三人 方 始何茂 a 入 候 間、 

先進 之 候、 御 施 入 可 被 下 由 申來候 0 御 見廻 衆 VJ 御 咄被爲 居候 所へ 申 上 候へば、 安き 事に 候、 

從是可 申 進 候、 帳面 留置 候 由 御 返答 被 成 候而、 何れもへ、 此 坊主め は 大金 持に 可罷成 r^^o  0 

州 賴に而 手前 奉加に 付 申 候に、 如何程 すくなく 共 金子 千兩 より 少し は 成 まじく  左 g は 5,, 

陸奧. 薩摩其 外 諸 大名 も 我お らじ 付 可 申 候 。左 候 は、；， 大分の 金子 成 可 申 ど 仰ら れ候 0 何れ 

も 承 居 申 衆 之內、 識岐守 殿. e 被 申 候 哉、 翌日 奉加帳 御 返 可 被 下 候、 追 而可進 之 旨 取 返に 參り 

申 候 由。 脇 田. 小 寺咄承 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 明 S 年中 江 11^ 大火 事の 節、 酒 讚州當 御屋敷へ 被參、 御菓子に 蜜柑 出ければ、 取りて 五 

六 袖に 入れて、 かやう に 仕 候 事 卑き儀 VJ 可 被 思 召 候へ V- も、 左様に て は， S 之、 惟 今の 折 いら 

脇に. に ケ樣の 物 これな く 候 0 加 賀守殿 なれば 社い かやう の 菜 子 も 御 さ、 へ、 宿へ 取て 參り給 

はん VJ 存、 如此 にいた し 候，， J 被 申 候 也 0 さて 家嚴を 呼びて、 御家の不燒は先以珍重成^5.にて 

は 候へ ざ も、 しかしながら 加賀 殿な ざの 御上に は、 ケ 様の 時なら では 諸人の 艱苦 を も 御存な 

き 物故 此御 家燒て 不自由 成め に 御 逢 は、 能き 御 功に 候 得ば、 是 より は 如 rs- 程 能事 にても 候 

はんも 不存 候。 加 K 殿の 御身 上に は、 此御家 程の 事 は 小 分に て 候へば、 旁以燒 申た る：^ まし 


v-^ 候 問、 お S: 澤に 候， こも、 御 不自由 成 核子に いたし 可然 候、、〕 被 巾 也 0 其 後：： W 川 左 門 を以、 

讚 州に 入のお そき 人に て、 . ？；： 惠も無 之 か，. J 存 候へば、 面白 も 御 申 候、、」 申 上 候へば、 K 

部 等が 目に は 見， にざる 人な り、 中々 あれ ほざなる 者 もまた お まじく 候、 大狱 公に も IS 岐には 

七不思議 有 被 仰し、 野人 さう にて 花 車に、 不挨梭 に 見えて あいさつ よく、 是 等の 類 七つお 

VJ 被 仰し VJ 云 々o 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 於 殿中 松 •  牛 大和 守 殿、 諸 大名 衆 之 中に て 大阪御 陣之咄 な ざ 致、 人 も なげに 有 之 牀を御 S3 

被 成 候て、 大和 守 殿 之 側へ 御 寄 被 成、 御 足 を まくり、 盧外ケ 間 敷 » を 大和 守 殿 も 御 13 じ、 颜 

色替 り、 旣に事 出 來可申 姊に相 見え 候處、 淡 路守樣 末 坐に 被 成 御座 候而 笑止に 被 忍 召 候 得ば、 

何事 も是 なく、 大和 守 殿 も 堪忍の 鉢に 御座 候。 其 後 十日 餘過候 得ば、 淡路守 大和 守 殿へ 御 

逢 候 得ば、 肥 前 殿へ 參候而 申 分 御座 候 得 共、 公義 を 憚り 參不申 候。 可 然様に 御 心得 可 被 下 候 

旨 御 申 故、 先日の 御樣鉢 御覽候 故、 是 はいな 事 ど 思 召、 其 後 安藝 守樣へ 右の 樣子 御物： お 被 成 

候 得 者、 夫 は 先日 中納言 殿の 拙者 を以、 大和 守 殿へ 被 仰 候 は、 犬 千代 幼少に 候 問、 殿中な》」 

に而 介抱 賴人由 被 仰 候。 大和 守 殿 大悅に 候 間 可 爲其義 ，こ、 安藝 守 様 被 仰 候。 ケ 樣之義 御手 便 
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IS  大弼は 

淺野吉 長 

(綱 晟) なれ 

ども 時代 遠 

ヘリ 本文に 

岩 松と ある 

は 安藝 守 光 

n!S にして 安 

藝守と ある 

は その 父但 

HI 守 長 as に 

乂も わる.. へ 

し 


筑前守 は 光 

高 


「公 每 Kins,! 

一 、 松 平 長 門 守 殿 於 殿中 出仕 之 節、 足袋 之 紐 VJ け 申 候。 大ふ VJ りに て 行 歩 等不. rm 由に 付、 中 

納言樣 御 al^ 被 遊、 紐 を 御 結び 被 遣 候。 長 門 守 殿 itT がり、 其 節より 御 家來之 に 被 存» 之 由。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 冇時岩 松 様， 51 正ね 御 越 被 成 御歸、 市 三 郞を被 召、 松 近習に 遣 申小將 共、 W 々むさき 装 

束に て 遺 申 ど 御意 被 成 候。 安藝 樣 御指圖 にて、 諸事 御 心 まかせに は 被 遊が たく 候 は，^ VJ 申 上 

候へば、 土 藏に是 ある 卷物 一 長 持 取 出させ 候へ ，.0 御意に て、 昔 渡りの、》」 んす. しゅ ちん 百 四 五 

十 卷物是 有 候 を、 此卷物 岩 松 かたへ 遣 申べき 旨 御意に て、 則 右 之 長 持 取 寄 可 申 ど 御意に て 御 

うつさせ、 其卷物 共、 卷の表 二 尺 計 宛 堅に 切 さき 遣べ し VJ 也。 安藝 殿 はし わき 人に て 候 間、 

主の 土藏ね 入れ 申さる ベ きま、 、 切 かけ 遣し 然るべ し VJ 仰 候よ し。 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 織 田 出 雲 守 殿筑前 守樣へ 御前 被 違 事 有。 佐々 木 道 求 を 以中 納言樣 より 被 仰 遣 は、 雲 州 事、 

我々 一度 上 之 御 不審 を 蒙て 居た る 時、 無心 元 て、 本鄕 我等 門の 近 邊に宿 を 借り、 隱れ 居て、 

申 分立て 後、 不{ 仝 知 鉢に 而 宿所へ 被歸。 ケ樣の 志の 者を麁 末に 仕事 不可 然 VJ 被 仰 遣。 畏奉存 

，こて、 早速 呼に 被 遣、 御 料理の 上に 而何 なく 御 默し被 成 而被歸 也。 後此 m 傳開、 以の外 忝 


がり 被. £••、」 也 o  . 

〔微妙 公 夜話〕 

一、 或 時江戶 にて 清 口金 助 殿御 出、 御 對而、 御 SI りの 所に て、 金 助 は 初心に て 不調法に 相兑 

候、 少吉 K へ 行 候て よから う，、」 市 三 郞に被 仰、 御 笑 ひ 被 遊 候 0 

〔夜び i 之抄〕 

一、 或 人の 曰、 台 德公御 他界 之 節、 微妙 院殿不 被 得 台聽、 金澤へ 大身 者 之 證人ざ も 十 ； 人 呼 

寄られ、 大猷 公へ 被 上し 也。 依て 殊之外 御 満足が りの 由，. J 云々。 

此時 武具 を 可 有 御挤、 金城 火事に すき，、」 無な りぬ、 且は御 奉公 可爲ど IS 州まで 達 而被仰 入。 

乍 不始于 今御滿 足 被 成 の 上意 VJ 云々。 

〔微妙 公 夜話〕  . 

一 、 岡 ffl 豊前 殿御 子息 將監 殿、 中 納言樣 わ被參 はなし 被 申 候 節、 中納言^!2御怠被成候は、 0 

前 殿の 儀 小身に は 候へ、、，、」 も、 上に もよ く 思 召、 老中 何 茂 談合な》」 も 被 致、 人 も 用 申 候。 责殿 

親 ほ に はなるまい VJ 御意 被 成 候へば、 如 仰 親 儀、 御前 樣を始 御 懇意の 仕 合、 中々 親の： 1^ 似 

は 何事 も 成 申 儀に て は 無 御座， - -奉存 候。 乍 去 私心 得が たき 權 御座 候。 私 _ ^御座 候 時分より、 

是非く 妻 を 持. e. 様に 申 候 間、 此義 はお そ/.、 候ても 不苦義 ど 申 候へば、 腹 を 立、 左 候 者 勘 常 
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を も 可 仕 由 申 候。 如何 之 心得に て 候 哉 ど、 于今 合點不 參，. 」 被 申 上 候へば、 » 々存の 外分 別人 

にて、 親に まけられ 申 人に て 無 之 ど 御 ほめ 被 成 候 ◦ 其 後 中 納言樣 御機嫌 宜御咄 の 節、 竹 田 市 

三 郞申上 候 は、 先日 將監殿 妻子 持 不申事 御 ほめ 被 遊 候 儀、 御 家來の もの 共い まだ 若く 前髮な 

V, 御座 候 ものに も、 祝義仕候様に^o御指圖にて被仰渡候o 其 外 御 家中 御 圆 にて 方々 被 仰 付 

候 俄、 何 VJ も 合 點參不 申 由 申 上 候へば、 いまだ 合點 ゆき 不申候 哉、 親 や 主 はは やく 祝儀 をい 

たさせ 成が よき ぞ。 其 身 は不持 かろくして 居る がよ き VJ 御意 被 成 候。 何も 舉感 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 微妙 公 或 時 內藤外 記 殿へ 御咄 に、 家來 共に 物 を らせ 候而、 悅申者 はっか ひ 能 候、 物 を 

VJ ら せて 茂 不悅者 はむ づ かしく 候 0 夫 は 意味 を 以てつ かひ 不申 候へば 合 點不致 候。 左 の 者 

を 大欒 の 用に 立て 申 VJ 御咄 候へば、 外 記 殿 奉感、 今程 左様の 心 付 有 之 まも 無 之世屮 御 申 候 

由。 藤 田內藏 允咄。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 微妙 公 御 居間 書院. 御 勝手、 空地 之 所々 盆 山の ご，. -く 築山 被 仰 付、 御手 廻 扶持 衆 木石 を述 

び 並：： 請 仕 候 節、 大橫目 內藤外 記 殿御 見廻 候 所に、 是へ VJ 被 仰 候 故、 御 通候而 御- m 地 被 仰 付 候 

ぐ」 卸 申 候/ば、 今日 天氣能 慰に 申 付 候、 あの 普請 仕 候 者 共 は、 手前 家 來の內 暦々 之 者 共 之 次 


三男に 候。 國 許に？^ 申 候 得 者、 親 をいた ぶり 氣隨に 成 故、 輕く呼 出、 《兑 お 江 P へ 召 迚候。 

^^き者身からしに^：請させ候旨被仰候得者、 外 記 殿御 頼 母 敷義に 候、 いづれ も 御 並 "代 衆 故、 

何 を 被 仰 付 候 而，， 御 心安 被 召 仕 候 旨、 返々 感御申 候 由 0 

〔松 公 夜話〕 

一 、 石 谷 織 部，. J 中 御 旗本 衆、 微妙 院樣 御代 御 出入に 御座 候處、 曾て 御意に 入不. e. 候。 朔 な 

ざに 御 出 候而、 御 客 衆， s: 對 顔の 御座 敷 御 緣頗な ざに 御扣 御座 候 得ば、 微妙 院樣御 目の 上に 御 

手 を 御 覆 ひ 被 成、 能 見え 申 所に 候 得 共、 あれ は；^ れに候 哉な ざ、、 ひた， こ 御 客 衆， 御 尋被遊 

候 0 御 客 衆 もさす が 織 部 殿に 候 被 申 上 儀 も 成が たく、 にこく 御 笑 ひに 而御鹿 候 由。 織 部 

殿こ^oの外被致迷惑候樣子にて、 毎度 はやく 御 立 被 成 候 由。 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 本 多 帶刀殿 も S5f 座 丘 i 御意に 入不申 候。 顔の ねぢ たる 樣 なる 生 付に 候 故、 今 井. 松 村 

な V, はね ぢ右衞 門 殿， ,0 申 候 由 0  . 

〔續 漸得雜 記〕 

一 、 利 光 公 福 島 丹 波， 十 萬 石、 渡邊 草庵ね 五 萬 石、 龜田 鐡齋， ^五 萬 石 可 被 下 32 被 仰 渡 候へ ど 

も、 先主 構 ふ 故なら や，， 」 也。 牢人 之內、 三人 共に 二 W 人 扶持 被 下 也。 夫 故 右三人、 何事 も あ 
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らば 加州ね 參り、 埋草共 可成 常々 申 候 ど 也。 徂 丹 波 御 構 無 之 候 得 共、 年寄 故 御斷. r 不罷越 

候 也。 

〔菅 君榮名 記〕 

一 、 伊藤 內膳殿 ■ 父 伊藤 掃 部、 別 所 三 平 a 父 孫 次郞殿 は、 台德 院樣御 近習に 被 召 仕 候。 兩人 

被討果 候。 東 武實錄 にも 委記之 由。 其 孫 共 は 御 家，^ 被 召 出 候 故、 內膳殿 は 先達 而被參 候に 付 

而、 後 三. 牛 被 召 出 候 節、 幼少に 御座 候 間、 內膳 殿ね、 三" 中 事 は 其方 古份 輩の 筋に 候、 介抱 候 

樣に VJ 微妙 公 被 仰 付 候 故、 別而 懇意に 被 仕 候 旨、 別 所 三^ 咄承 候。 

〔微妙 公御發 語〕 

一 、 中 納言様 江- 户へ 御 立 可 被 成 廿日 計 以前に、 侍 共の 子供に 弓 をよ く 射 申 者 ども 御 吟味 被 

成、 十 人 あまり 御 召 出 候 0 其 內大窪 五 郞左衞 門， 久德 彥左衞 門. 奧村彥 三郞. 不破甚 助 四 人 は、 

江 への 御供 可 仕 由に 而、 俄に 排罷越 候處、 越 中 境 御 泊に 而、 御 知行 四 人に 被 下 候。 是 にて 

御 家中 子供 弓 稽古 仕、 情 を 入 申 候 故、 能 弓 射 申 者 多 出來、 又 御供な V- に 被 仰 出 候へば、 き ほ 

ひ悅申 事に て 御座 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

1 、 江戶 御參勸 Q 砌、 极來善 左衞門 大病に 而 御供 も 不仕候 所、 越 中 境に 御 止宿 被 遊 候 夜、 あ 


れ は根來 善 左 衞門か VJS 召 候、 氣分能參候ゃどの御^！：：^故、 屮々 參巾 成 林に は 無 御^ 候. E 巾 

上！^ へば、 Sil に 御 次， £1 參候様 御 SS 候。 死た る 物に 而可有 之 候。 今度 江 R 供 不仕候 を、 殘 念に 

存 たる 物 ど 思 召 候 由 御 に 候。 翌日 越後 名 立の 驛に御 IS 被 遊 候 所へ、 根來 奔左衞 1： 死去 仆攸 

事相 知、 巾 上 候へば、 夫 見よ 死た る物ピ 昨夜 被 仰 候。 不便 之 事に 候。 跡目 無 相^、、」 ら する，、」 

早々. 候へ，、」、 年寄 屮へ被 仰 渡 候 旨、 別 所 三； キ咄承 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 後 膝 覺乘に は 御 懇に被 遊、 小 松へ 參り申 候 時分、 大分 銀 子. 絹 細な ざ 被 下 候。 京都へ 持參 

仕申候而、^s山下八瀨•大ie之^姓共に、右銀.絹納等をVJらせ申候。 覺乘に 御 具足. 弓 • 鐵炮 • 

餘も被 下 候而、 于所今 持 仕 候。 その 名殘 にて、 八瀨. 大 原の ぼ 姓今以 出入、 情な どくれ ゆ 候 

故、 返 鱧 も 仕 申 由、 如何 之 事 やらん 不存 旨、 後藤 演乘咄 承 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 小 松に 而 年頭 御禮之 節、 御風 邪 故 一 統禮に 被 仰 付 候。 御前に 屏風 立、 御禮人 列座 濟候 而、 

御 屛風を 取拂申 候〕 御 頭巾 を 御 取 被 遊 候 故、 玄蕃殿 其 儘 ど 御 挨楼被 申 上 候へば、 一統 f 軋 さへ 

如何に 候へ 共、 寒 氣御痛 候 故 VJ 御意 被 遊 候。 何 茂 落 淚仕候 由に 御座 候。 常々 年； §御1  軋、 大年 

の 夜より 御座 候 0 次第 も 無 之、 出 次第に 候。 大 坂より 竹 屋市郞 兵衞參 あはせ、 侍 中の に罷 
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出 候。 前 田 杏 殿 奏者に て、 竹屋三 郞兵衞 被 申達 候へば、 年頭から ニ郞兵 衞加增 さした は 目 

出い くど 御 笑 被 成 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 中納言 樣 御鷹 野に 御 出 被 遊、 晝 時分 御供 中へ 御菜 子 被 下， こて、 何 茂 芝草 之 上に 畏 在、 

赤飯 被 下 候 所、 御 H 匠 宇 野 七 郞右衞 門 御鷹 を 居 畏有之 候。 ひざの 脇に 四五寸 計りの 竹の 筒 有 

之， お を 御覽被 遊、 小々 將 衆を以 何に て 候 哉.. J 御 尋被遊 候へば、 事の 外 迷惑 仕 体に 御座 候 を、 

せり 懸 取次の 者被尋 候へば、 痳病 を 强く煩 候に 付、 是を はめ 罷出 候へ 共、 つくば ひ 申に つか 

へ 申に 付、 はづし S 申に て 御座 候，. J 申 候へば、 御前 近く 御 聞 被 遊、 极 々奉公に 情 を 出し 申 も 

の VJ 御意に 而、 小判 三 兩拜領 仕 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 少將樣 より 御 口上 之 御 使に、 小 塚 監物を 中 納言樣 へ 被 遣 候。 御前へ 被 召 出、 御 返事 直に 

被 仰 付 候。 竹 田 市 三郞を 召、 御め しおろ しの 小釉 を、 監物に^0らせ可申由被仰付、 御 納卢奉 

行に 中 渡 候。 御 小袖 二つ 廣 ぶたに 入、 御前へ 爲持被 出 候へば、 納戶に 有 之 分 不殘出 可 中 由 被 

仰、 いかう 三つに 有 之 候 御 小袖、 不殘 拜領仕 候。 人足 七 八 人に 爲持 遣し 申 候。 

〔前 田家 雑錄〕 


一 、 sg.E.E 城.：^. 祌： ま：： 二人 は、 利 長 公 御 取 立の 御 家老 也。 出城 守 は 新 凡 家，、」 云、 岡齊は 高 

岡 家、 こ 云て、 御 家中 過半 は、 双方の 荷擔人 どして 互に 不和な りし を、 利 常 公 御に 夫 を以 和睦 

す VJ 云 々o 

〔擢 萃錄〕 

1 、 微妙 公 今の 堂 形に て 通 矢 被 遊 候。 百箭 御通し 可 被 成 ，こて、 度々 被 爲射候 共、 八 九十 迄 

は 通 候而、 W 箭には 終に 満不申 候。 或 時 堂 形 御 米倉 裁許の 天 野 藤 太夫， こ 云 ものに、 矢 目 被 仰 

付 候 0 北； 時 九十 二三 本通り 候而、 今 少罷成 候 時、 其內 一本 答 不申 候。 御意に は、 ロハ 今 之 矢 は 

0 一に 通り 候 VJ 思 召 候、 何 VJ てこた へ 不申哉 VJ 尋候 へど 御意に 付、 御 近お 衆被尋 候 得ば、 天 野 

申 候 は、 通り 不丰 侯、 はき 矢に て 候 由 申 上 候。 去ども糙に通り候ど再三御^:、》に付、 二三 度 も 

問 返し 候へ 共、 鬼 角通り 不申 候、 はき 矢 無 紛候由 御請 巾 候。 以之外 御機嫌 あしく、 弓矢 を 御 

なげ 被 成 御 入 被 成 候。 其 後 何 茂 藤 太夫へ 申 候 は、 何にも 成 不申義 を 申 候、 通り： S ど 巾 候 ば 

宜敷 候、 今少しに 成 候て 殘念 成義、 御機嫌 も そこね 申 由 申 候へば、 藤 太夫 申 候 は、 左^2にて 

無 之 候、 御前に 通り 候 や 不通 候 哉 御 覽難被 成 候に 付、 矢 目 被 仰 付 候。 然れば 此方の 目 は 御前 

の 目， >U 申 ものに て 候 0 然處 通り もせぬ 矢 を 通. り 候 VJ 申 候 儀 は 譯立不 申 候。 又 夫 程 はき 矢 を も 

通り 矢 之 內へ御 入 被 成 度 候 は > -、 矢 目 不被仰 付が よく 候 由 申 候處、 其 後 御用 候 問^ 出 候 樣，. - 
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.  六 三 六 

の 御意に て 候 故 、ロハ 事に て は 有 之 間 敷 VJ 覺 悟して 出 候へば、 藤 太夫 儀 俾義に 御 奉公 相 勤 候 0 

依 之 御 羽織 二 被 下 候。 且又 律儀 成 儀 能 御 見 屈 被 遊 候 間、 向後御米方之儀勘定に不及候3!:1御^:| 

にて、 天 野 一 人 勘 i 凡 無 之 候 0 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 御 隱居已 後、 越 中 御 廳野之 時、 御 W 柄の 雲雀 十充、 脇 田 九 兵衞. 黑坂 苦左衞 門 被 下。 左 門 

方より 申 越 候 は、 御意に、 雲崔は 年寄 候 得ば 藥に而 候 間 給 可 申 候。 御^に 不及 候， こ 也。 此後 

市 三郞. 左 近 被 仰 付、 折々 兩人 方へ 可 被 下 御意 之 由、 兩人難 有. +落淚 仕 候。 

〔松 梅^ 園〕 

一 、 中 納言檨 御 在世中、 御鷹 野 • 御 道中. 御 入湯 之 刻、 大身 小身に よらす 進物 上る に、 不苦御 

印 頂戴 仕 也。 進物 奉行 は與カ 又は 御徒 也。 多く 上る 時 は 其 夜の 中、 少き時 者 二三 日 有ても、 

御供 中へ 不殘 分而被 下、 尤 御請 も 不入也 ◦ 或 時 小林撿 校に 御意 被 成 は、 道中な どに 而 進物く 

る、、 夫 を 供 中へ 分て， こらす る を、 何れも 忝 ど 云 由。 いかにも 左右 也。 我 も 供の 者 骨 を 折る 

に， >0 らせ度 VJ 思 ふ 所へ、 くる、 により 悅 なり VJ 被 仰 0 此 御意 承、 拜領仕 者 共！ ^奉 存，. J なり 0 

〔松 梅 語阅〕 

1 、 一 年 御 下 nig 敷に、 新 御 書院 VJ て、 遠 州 御 相談に 而出來 、御 客 御 招請 之 事 有。 御腊 過る V- 御 


豪ての 簾 喜 fil 
姬利矢 中 多 前 
常人 11 秀守 
のに 秀家は 
姊し家 御宇 


御供 には子 小 IS 衆、 W は 當番の 御手 廻、 御 客の 時 は 通 子 小 將-ん 宛 也。 其 =廢 瀬 八十 郞 

番に而 御供に 出る。 御前より は 川口 長 太 郞御腰 物 持^出、 御手 廻 は 外より 場へ 廻る 也。 

殿 « は 舟 之 間より^ に 御 出 被 成處、 御. 5^ 地 〇內 御 客 掌 ほの 後 藪の 內に、 役人 一 入^^ぉして居。 

御 にて 御う ち、 是程急 普請 に^々 にくき やつ 哉，.」 御 怒。 お，，、」 ろ きて 逃走。 决切れ ，こ の 御意。 

八十 郞 あつ V3 申、 脇 刺 を拔追 ひ、 旣に打 懸ん， こする 處に、 御 直に 八十 郞く， こ 召に より、 御 

前へ 向き たれば、 御手 を 御 振 御 招 被 成に より、 追而 御前へ 伺 公 仕。 逃た るか VJ 御 总 により、 

私少 a く、 追 付 兼 VJ 申 上ければ、 お 、こ はい 事に 逢た VJ 御意 也。 切たら ば 無 奥に てあらん VJ、 

八十 郞 物語 也。 宇 野 五左衞 門. 矢 野 所 左 衞門兩 人、 御 長屋 前より 御 露地へ 廻る どて 是を 見る 

により、 彼 者 を VJ らへ來 候 得 共、 御前の 樣子 承りて はなし 遣す，. -也。 

〔松 梅 語圓〕 

一 、 瀧 野 V」 申 女中、 備 前守樣 より 御簾 中樣に 付て 參 たる 女 也。 年寄た る ゆ ゑ、 大姬 安 ® 

之 御前 様、 其 外 御 一門 樣 方の 奥への 御 使 之 役 也。 御咄 序に 小 林に 被 仰 は、 瀧 野 は定而 若年よ 

り 男女の 道 は 知 間 敷 也、 人に 生れて 不便 成 事 也。 汝は 盲目 恥 かる まじ、 尋み よど 御意 也。 す 

時 瀧 野に 思 召の 旨 あり、 ケ樣の 御意 ど 語る。 瀧 野泪を 流し、 忝 御 尋也。 我等 十八の 年、 備前 

守 « 御前 樣 御供 仕 i 能 越、 內々 宜敷事 も 有らば 緣 にも 御 付 可 被 下 孚被仰 候 得 共、 私 生 付 御開 及 
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六 三 八 

も おん、 人並なら ぬ 者 故、 望 無 御座 由 申 上る 0 其 * なれば 覺も無 御座 候 得 共、 巳に 五十に 餘 

り 左樣之 彌無 御座 由 申 0 檢校申 は、 左樣申 上たら ば、 若 似合 之 茶吞友 だち 杯 被 仰 付たら ば- 

如何；^ んど 云。 瀧 野 申 は 望 無 御座。 然ば 若き 時分、 備 前守樣 御な ぶり 被 成た ス. 義 は，. J 云。 左 

a 之 覺も無 御座 候 ど 被 仰 上 可 被 下^ 申に 付、 其 通達 御 耳。 御意に、 左 樣には 有 まじ けれ 共、 

其 身 望に 無 之から は、 今に 成て 不 入物 か， >0 御意。 檢校 御意の 通 VJ 申 止ぬ。 名 * 成 御 事な り。 

〔山 本 S 右 衞門覺 書〕 

一 、 小 松に 而 鳩に 御 普請 被 仰 付 候 節、 御供 罷出候 侍 中に 茂 御 植木 を 爲引候 得，. -、 品 川 左 門 

に 被 仰 付 候 所に、 一先に 山 岸 三十 郞 居る 所に、 三十 郎には 左 門 何共 不申、 誰かれ 參 候へ ど 人 

指 仕 候 を 御覽被 遊、 左 門 #、負 之 者 を 遣 候，、」 思 召 候 哉、 其 夜 三十 郞御 召に 而、 大橋又 兵衞， ^相 

舉行 仕、 明 ：31 より 中 土 居に 松 を爲植 候へ VJ 御意に 而、 忝が り 申 候 0 

〔松栴 語 園〕 

一 、 小松^ 嶋御 書院. 御 數寄. 御 露地 等 御 普請 之砌、 御手 廻 御 射手. 御 異風 御供に 出、 其 ま S 於 

御前 石木 爲御引 被 成、 及暮 まで 骨折に より、 右 御 書院に 而每日 御 料理 被 下 也。 御 並 = 請 仕 廻、 

新作 御 書院に 而、 金澤 老中 御 一 門 衆より 先に、 鶴 御 汁に 而 御茶 被 下 也。 

御啩物 一休 • 住吉. 玉津 島。 御茶 入 利 久埋木 0 御 勝手 方 小」 春擧か はら ひわの 御褂物 0 


御茶 堂 山屮 4- 齋 0 

一、 御茶まで、 御 葉 子 被 下 前に、 御拜領 の瓢之 御茶 入御 自身 帛に 御の せ、 左 之 御手に 御す ゑ、 

右 之 御手に 而御 頭巾 御 取 被 成、 拜領之 茶 入 成 間 何も 戴 可. て 御意な. -。 何も 諫而 頂戴す 0 

此 御茶？， 1 人 持 組頭 相濟、 小 松 之 御 小將. 御 "：^? 廻. 御 射手， 御 異風、 何も 右 之 通 御茶 被 下 也。 右老 

中 御 振 廻 之 日、 掛作 下の 御 泉水より 指 渡 七 八 寸計龜 浮上り、 向の 中 鳩の 岸へ 上 b 甲 を 干而居 0 

分部卜齋來て尋るは、古市左近奉にて射手者誰が御供，.」申0大^^藤右衞門.毛利维之助与申上 

る。 维之 助に 弓 持て 可罷越 VJ 申に より、 御 本丸に 參り 弓矢 持參 什處、 向の 岸へ 龜 上り 申 間、 

從是射 取 可 申 の 御意，. J 左 近 申。 畏る て懸 作の 高欄の 下に 半時 計 窺 居 ど 云へ ざ も、 人聲に 

依而不 出。 -R 有て 中嶋の 向橋の 下に 而、 德兵衞 VJ 申 御 露地 者 やすにて 突 §3。 御 S 被 成 後、 左 

近 承に 而、 御 勝手 御 料理 所へ 廻り 居 可 申 御意 也，. J 申 渡 故、 則 i 能 越 0 良 有て 御 料理 出、 御酒 出 

時分、 左 近 承に 而御食 可 被 下 由 申 渡 0 宮城 內藏御 振 廻舉行 故、 汁 椀に 食 を 入、 鶴の 御 汁懸、 

上に 大き 成 嫌鮮を 置、 箸 計 添て 渡。 請 取 H 〔戴 仕 所へ 御 出 被 成、 二 間 程 先に 御 立に 付、 左の 膝 

を 地に 付て、 謹で 被 下。 御 人 被 成、 左 近へ 迄 御禮申 上、 はや 歸れ 御意 左 近 申に 付 退出、 難 

お 御 事 也。 

〔松 梅 語圓〕 
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六 四 〇 

一、 正月 御 具足 之 餅、 三ク： EI 過不^ 內 より、 大御式  <チ 御 小 小 將屮. 射手 異風 中な ど、 御 番之時 

分 御 鏡 诉の處 ね參、 後の方より かき 取 候 而燒給 候。 後 は 半分 迄 も 取 申 候。 或 年い か、 S 致 候 S 

らん 取 申さす 候 を 御 K 被 遊、 今年 は 具足の 播に 鼠が つかす 候、 如何 之 * に 候^ 氣懸 りなる，. - 

御 怠 被 遊 候に 付、 何れも 申談、 其 夜よりか き 取り 申 候 0 

〔松 梅 語圓〕 

一 、 屮納言 ^御 在世に は、 正月 御 具足 餅、 三日 過 ど 番所く に 崩 取、 燒給申 故、 上の 飾 も 取、 

又 千 破 多き 所より 小刀に て 切 割 取 程に、 ゎづ かに 殘る迄 也。 或 時 江戶御 居間 書院の 次の 長圍 

爐襄 に而、 御手 廻. 御 射手. 御 小將. 朝 夙に 寄 合て、 御 具足 餅 いろりに 並燒 立、 旣に可 喰 所へ、 

御 書院の まいら 戶 明く を 見れば 殿 也。 はつ 云， つて 人々 逃る 0 市 三 郞を召 御用 被 仰 付、 ，被 

成 御座 內、 彼 餅 ふす ぶり 出、 いろりの はたに は 御 通 子 小 將河田 市 十郞， 栗 田 畏三郎. 神 田才三 

郞畏 居、 颜色 あかく 成 靑く成 迷惑が る 姊御覽 、市 三 郞に其 ふす ぶる 物 取れ.^ 被 仰 出 故に、 ち 

り^こ 山^に して 取て 坊主 共に 被 渡。 何 之 被 仰 出 も 無 之 故、 後々 迄 此事不 止。 御前に も 或 時 

は 御 取 寄、 爲燒 上る 事 も 有。 

〔松 梅 語圜〕 

一 、 或 時 之 御 道中 御 泊 宿に 而、 毎夜々々 御 次へ 若き 御小將 御手 廻 之 衆 集、 色々 遊び事い たし 


居、 すま ふ .4：：： 引樣々 の 事に 而夜明 迄 くるひ、 以之外 やかましく 候 故、 竹 ra 市三郞 な..，、」 組： § 衆 

迄、 あまりに 大 狂 ひ、 御.：^ 成 候 事 も 成 申 問 敷 候、 少靜に 有 之 S に VJ 申談、 其 夜より 何も 狂 ひ 

止み、 心 に 有 之 候處、 翌夜 御意 被 遊 候 は、 若き 者 共 t い 臥 候 哉、 夜前 は以 Q 外靜に 候、 いか 

ゾの寧 に 候 哉 VJ 御意に 付、 市三郞 比日 あまり やか ま 敷、 御寢成 * も 御- S 可 被 遊 ど、 ffl 共へ 申 

談 候而、 しからせ 申 候 被 申 上 候 得 者、 拆々 不入 事、 此間 あれら が 狂 ひ 夜 を 明し 候 故、 氣遣 

なく. ぬ 入 候 0 夕べ は 狂 ひ 不申候 故、 氣 遣に 而 ねられす 候。 隨分狂 ひ 夜 を 明す 樣 にいた させ 候 

得 VJ 御意に 而、 又 其 1^ より 大 狂に 成 VJ、 九 里 氏咄す 0 

〔松 梅 園〕 

一 、 昔 下 御屋敷 御 式 臺に付 申 御 書院に、 團塌之 間 ど 申 有。 此御 勝手 之 間 を 火 ® 之 問 ど. &也 0 

此間之 番人 は、 小身 成 御 小將. 御手 廻 衆 等番仕 也。 夜 詰 過 申 VJ 等しく、 蠟燭の VJ もし さし を 取 

出させ 灯させて、 碁 ♦ かるたな V- 打而 居る。 後に は 非番 之 者 共、 御 長屋より 參り、 夜 明 迄 遊 有 

之 也 Q 御橫目 終に は 達 御聽。 古市 左 近 御前に 有 合、 御意 被 成 は、 火 袋の 間に 而 若き 奴 原 夜 詰 

過る， >u 寄 合 博 变仕由 申 0 惣而 昔より 酒の 醉は 給醉 て、 能 上戶は 寢入而 首を切 事 も 不知、 惡上 

は 口 をた、 き、 へだ ふれ 腰ぬ けの 樣に成 也。 去に 依て 自然 之 時の 役に 不 立。 ばくち こき は 

夜目 を不寢 により、 物 之 用に 立つ 物 ど 被 仰 御 笑、 何 之 被 仰 出 も 無 之。 御 横目 も S 而不申 上、 
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六 四 二 

每夜寄 合に より g: 田 玄蕃、 如何に 左様 之 御意に 而も 是は餘 りなる 事 て、 或 時 寄 合 有 之處， 2： 

不計參 たる 牀 にて 仕懸、 何れも 逃る 處を 押而 番人 共し かり、 自是御 局 敷に 而 ばくち 止 VJ 也。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 御 草 K 取 半九郞 VJ 申 者、 御 露地な、 VJ へ 御 出 之 節、 毎度 御供に 罷候 0 或 時 品 川 左 門に 被 仰 

候 は、 半 九 郞儀身 廻む さくらし く 候 間、 VJ らせ可 申 HE 御意 被 成 候 0 左 門 心得に て 料簡 はかり 

がた く、 晚方半 九 郞に何 を 被 下 可 申 哉 ど 伺候 得ば、 御 聞 被 成、 先 木綿 一 疋 十二 匁、 裏表 之染 

！ S 三.^ 五分、 わた 三 匁、 以上 十八 匁に 而は、 大方き れいに 成 申べ く 候得ビ も、 小 判 三兩 どら 

せ 候へ、、，、」 御意 被 成 候。 ケ樣に 細なる 義迄も 御存被 遊、 驚 申 候 V」 左 門 常々 物 也 0 

〔加 陽諸士 言行 筆記〕 

一 、 微妙 公 夕 御 膳 御上り、 竹 田 市 三郞被 召、 谷 與右衞 門に 加增 くれん，、」 思 ふ 也， こ 御意。 市 三 

郞奉、 1^ 御 儀 可 奉存、 明朝建部九郞兵衞に御意之通可申渡候樣^o申上o 何 VJ 存じて 左 はいふ 

ぞ、 與左衞 門 ロハ 今 呼に 遣 可 申 候 0 惣て人に物をくれん^o思ふ時は、 即日が 好、 思 ひ 忘ん か、 

亦 其 身 不調法な ビ 仕出さば、 志が 無になる 。惡く すれば 後に は VJ らせ VJ もな く 成 物 也 VJ 御 笑 0 

其 日 御 夜 詰に 被 下 由 也。 

〔前 田家 雑錄〕 


一 、 利 <sc ム江 t:^ 御 參勤之 刻、 越後 山 Q 下 御 通り 被 遊 候處、 高波に 而、 御^之 而々 上下 共に 波 

に 被 打倒れ 流る。 御 道具 持 も 倒れて 御艙を 波に 被取處 に、 前 田對： 御供な りしが、 踏 ± りか 

の御餘 をお つ 取、 御 跡より 走る VJ 也。 御 召の- iil- 逸物 &、 浪^き 處御 乘拔、 翁 は，.」 御 f$ 之處 に、 

是に 持參候 St 對 © 申 上る 處に、 其方 は 身が 一 番 翁の 代り も 可 勤 者&， こ 御意 有け る、 こ 也。 又 或 

年中 仙 近 御歸之 刻、 太 田の 川 連日の 雨に 洪水に て、 一 日御逗 §H、 水少 引て 翌日 御 越 也。 いま 

だ 水 高く、 步 渡り は 危し。 然共 御馬に 而可被 渡 旨兼而 御意 故、 前 田 對瑪依 御 出前に 水練 を 人、 

水の 淺深大 石の 有 所々 を 見せて、 渡しよ き 所に 竹 を 建 させ、 夫 を 印に 各 歩 渡りす。 然に 御：^ T 

に而御 出、 あの 竹 は 誰が 立 候 哉 VJ 御尋 故に、 水練 を 入、 淺深大 石 有 之 難 波 所々 に 竹 を 立 申 候。 

竹より 川上 を 渡り 被 遊 候樣に VJ、 對 -iil^ 申 上候處 に、 枠め が VJ 御意に 而、 川の 下の 惡敷所 b 御 

lli? を 御 乘込被 達候處 を、 對馬御 li5:T の 口に 取 付、 そこ は惡敷 候，. J て * 反し 候 を、 推參成 VJ 御馬 

の 鞭に 而、 初に 一 つ 後に 二つ、 兩 度に 對^ が 頭 を 御た、 き 被 遊 候 得 共、 夫に 不構 理不ャ おに 御 

!Ji:T を牽 も. ビし、 川上へ 引 入 候へば そこ を 御 渡し、 其 身 も 御供 を 勤む VJ 云 々o 

〔山 本源 右 衞門覺 書〕 

一 、 江 より 御 歸國之 刻、 越後 山 下 御 通りの 節、 波 餘程立 申 節に 而、 御供 衆 大形 山の 方へ 付 

申 所に、 今 枝 伊兵衞 海の かたに 付 御供 仕 候 所に、 波高く 成り 餘程 ぬれ 參候。 11- の 御殿へ 被爲 
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入、 御 目 通に 罷出、 伊 兵 衞に通 ひ 爲致可 申，. J 被 仰 出、 擺 出御 通 仕 候 所、 子 小將共 御前に 食 を 

給 申 故、 飯 鉢 を 持 出つ ぎ 申 候 所に、 御 笑 候而、 伊兵衞 心 者、 女 や 子 小 將には 食 を 多くつ ぎ 

巾 物に 候。 少充 つぎ 申 事 * 心 故 ど 御意 被 遊 候。 是は晝 山の 下に 而、 波 S 參り候 方へ 御供 仕 候 

故 か， >u 被存 候。 勇 申 事 候 0 

〔山 本源 右 衞門覺 書〕 

一 、 中 納言樣 ふ. たん 上り 申 御 膳 も、 木 具にて 三 汁十榮 計に 而 御座 候 所、 岡 島 兵 九 里 覺右衞 

門 御膦番 にて、 兩人申 候 は、 結構 成 事 茂、 上り 候へば 何程 排上候 而も 能 候へ 共、 此內 二色 三 

色なら で 上り 不申候 0 尾 張樣. 紀 伊檨. 水 戸 様 御 膳 は、 二 汁 五 菜 計 承 候。 御 出入 之 町人 共、 

あなたへ も 罷越者 共 左様に 申 候 間、 此義は 少し 御 聞に 達し 度 相談、 小 林檢校 を以. &上候 所、 

御意に は、 覺右衞 門. 兵 庫合點 をせ ぬか、 三人 之 御 衆 は 公方 樣御 一 門 2^ にて、 今日 位 ぞくに は 

身 V- も不成 共、 知行 は 又 身共が まねが 成まい。 結構なる 事 被^ 候 者 一 興く  0 又 あの 衆 まね 

を われらが すれば、 其 事に 懸る 商人 共が 身す ぎ不成 候。 大名 は 大名の 樣 成が よし、 小身 は 又 

其 位々 に 致た るが 吉、 是を 分限 相應 VJ 申 也。 孔子 も 愛 を 大事に 被 申 置 候 VJ 御意 被 遊 候。 御名 

言 を 兵 庫 も 覺右衞 門 も 其 外 承 申 者 共 奉感、 賣人共 も かり 申 由に 御座 候。 

〔微妙 公 夜話〕 


私 は 山 木；^ 

右衞門 


一 、 小 松に ぉゐ て、 竹 田 權兵衞 に 御 能 仰 付ら れ御兑 物、 御 家中に も 御 兒せ被 成 候 節、 御 E 通 

h に 罷在候 者 Vj も、 何 茂 手 を 付 頭 計 を 上 見物 仆候を 御 S 被 成、 品 川 左 門 を被爲 召、 た、 み 多 

く 御 取 寄 被 成 重ねさせ、 其 上へ 御上 被 成 御见物 候へば、 下々 迄 頭 を 上げ 手 を も 付不. a. 見物 仕 

候。 早 御作 ，、」ゅ0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 出 本 瀨兵衞 屋敷 拜領之 願書 付 上 之 申 候 所に、 屋敷 步數は 身上 當り程 有 之 候 哉 ど 御 被 遊 

候 故、 不足 仕 候へ 共、 御城 を も 廻り 候 樣に仰 付 候 故、 遠方 は 迷惑 仕 候 間、 御城 近 を 願 申 候 由 

申 上 候へば、 小身 成 者、 靑菜 一 本 も 植申處 無 之 候 而は不 成 物に 候、 城の はづれ 可お 之 候、 宮 

內見計 ひ VJ ら せ 可 申 候 之 由 御意 に て 、 御城 代 小 幡宮內 殿 も 出 見 分、 此通可 被 下た チ繩張 御波 候。 

唯今 私 迄 ffi 居 之 所に 候。 如 斯細成 事 迄 御 心 付 被 遊 候 VJ、 亡 父瀨兵 衞咄承 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 汀 t:^ より 御 歸國之 時分、 越後 山 之下邊 にて 事の 外 あつく、 御供 中 袷 を 着用 仕 候。 山 崎 小 

左 衞門拾 有 合 不申候 哉、 何， >】 して 有 之 候 哉。 K 斗 目 腰 明の 裣を着 仕 候 0 人々 笑 申 候 0 何 を 申 

候 哉 VJ 御意 被 遊 候 故、 其 段 申 上 候へば、 いやく 苦 ケ間敷 候。 男 は 時宜に あまれ ど 申 事 候 間、 

一段 尤 御意 被 成 候 由、 中 西 小 右 衞門咄 承 候。 
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〔微妙 公 夜話〕 

一 、 小 松 近 邊御廳 場亂に 殺生 仕 候 間、 重而急 度觸、 彌 法度 强、 野 廻 茂 無汕斷 出し 申 様に 御意 

被 遊 候 0 四 五日 有 之、 御法度 場之內 おしま 村に て、 若 城 小兵 衞雁を 1 一つ 鐵炮 にて 打 申 候 所 を、 

野 廻 見 付 宿 迄 付 屈、 追 付 御前ね 其 段 書付 上申 所に、 御覽被 遊、 小兵 衞は 鐵炮 inn 仕る か、 呼 

に it. 失へ 由に 而御召 被 遊 候。 小兵 衞定而 切腹 可 被 仰 付か、 御 扶持 を も 被 放に 而可有 御座，^ 存 

切、 登城， 士， お 所に、 御 次ね 被 召 寄、 小兵 衞 おしま 村に て 雁 を 二つ 打 申 由、 玉 二つに て 打 申 候 

哉 VJ 御 t©o 小兵 衞申上 候 は、 つなぎに 打 申 由 申 上 候 得 者、 极々 能 打 申， こ 御感被 遊。 雁 は渡懸 

にて、 今時分 は 料理に 茂 難 成 物に 候。 鐡炮の 中が 浦 山 敷，. - 御意に て、 小兵 衞難有 義，. J 後々 迄 

咄申候 0 

S 草〕 

1 、 藤 田內藏 曰、 利 常 卿 武者 咄被成 を 承る は、 必品川 左 門、 » は 中 村久越 也。 或る 御 夜話に、 

信 長 公所々 働の i£s- な ざ 御物 語の 時、 御 側に 子 姓兩人 有、 一 人 は 耳 を 澄し 承る、 一人 は 眠り 居 

る 0 御機嫌 惡く、 御 傍に 有る 御 枕 を 頭へ 拋打給 ひ、 役に立 間 敷 奴，. J 宣 ひしが、 終に 外 e へ 出、 

一 生 立身せ ざる VJ 也 0 

1 、 又 曰 利 常 公 度々 宣、 士に 依て 平生 ど 戦場 ど は 違 ふ 物 成り。 大坂 落城の 時 町： ：！ にて、 御旅 


家 厳 は 今 枝 

近義 


木い お 者 ざ も 御？； 候 間、 御先へ 參り かせぎ 候へ VJ 宣ふ 時、 n!s 利發 なる 者 思 召 G 外にぶ く 相 

見え、 亦 常に 物お そに 見， にし 者 殊の外 利發に 成悅び 進みし 也。 S の 上 ど は逮 ひたり， こ 御 怠 有 

し 也。 御耻敷 なり VJ 語らる 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 微妙 公 御 勤より 御 K 之 時分、 御中 式 臺へ被 爲入候 節、 御 出入 御 見廻 懸攸御 方々、 御 式 a 

板 之 問 迄 御 出 迎御入 候。 其 = 雨後 故、 道 所々 惡敷候 故、 御供 中 わらん じ を はき 申 候。 不 入御 

意 候^、 御手に てま かげ を さし 御覽被 成、 何 茂 御 客 衆へ、 あれ 御覽 候へ、 伊勢の 大神樂 の 太 

鼓 打の ざまの ごどく、 主に 耻を か、 せ 申 候。 あれら は 手前 家來 にても、 歷々 の 子供に 而、 國 

に 候へば 親 をせ ぶら かし 候 故、 召 連 候へば 主に も あだけ 申 候， こ 仰ら れ、 被爲入 候。 射手 

風な ざ川緣 市丞. 毛 利维之 助 .松^ 七 右衞門 .大雍 藤 右 衞門. 不破 g: 郞 三郞. 不破久 米 之 助、 わ 

らじを はき 申 候 Q 何 茂與カ 陪臣の 子 共に 候。 歷々 者 も 無 之 候に VJ 存候 ど、 大 S 藤 右 衞門咄 承 

候。 かやう に 御座 候 故、 御 旗本 衆 御 家 * 中 を、 末々 迄 盤 勤に 被 成 候 由 承 及 候。 

〔ギ申 雑書〕 

一 、 家 嚴或時 京都 御用 を 務め 歸 りたる 侍の 在け る 0 此 者に 御褒实 物 可 被 下 候 様に 致 度、、」 申 上 

ければ、 兩人 はいか  ある 事 を 申 物 哉、 先 どらすべき 物 をば どらせ、 其 上に $ ^用 合 不 あ 
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らょ、 其. e は 頸 を 切ても 不苦 候、 VJ らせ 候へ，/ J 御意に て、 銀 子 被 下。 微妙 公の f いき 方女斯 

云々。 

〔加 陽諸士 言行 筆記〕  ， 

一 、 京 買手 役、 高 田 彌右衞 門 可 被 仰 付 候 由に 候處、 御前に 居 合 申 人 之內、 彌右衞 門 特之外 勝 

手すりき り、 巾々 京都へ 被 造 候 VJ も罷成 まじく ビ申 候へば、 微妙 公 御意に、 其 は惡敷 批判、 

人 をつ かふ は 心 をつ かふ 物に 候。 利根 成 者 候 間 可 遣 孚思召 由に 而被仰 付。 罷登候 節宗乘 之み 

っ匆  一 i り、 祐乘之 目 貫 一 具、 緞子 十卷被 下、 是は H 候 而も 早速 うれ 可 申 候 問、 銀に いたし 

遣 ひ 候へ ど 御意 0 金銀 可 被 下處、 御 家 來他國 へ 被 遣 節、 手前 不罷成 与 申 者の 例に も 如何 ど 思 

召 候 故、 右 之 通なる 也。 

〔微妙 公 夜話〕 

1 、 高 田 彌右衞 門 京都へ 被 遣、 不依何 御 道具 被 召 上 候 0 此節彌右衞門に誓約可巾付候^^,.-、 

御 年寄 中より 被 申 上 候へば、 おのれが 金に 而何を 仕 候 而も 無 御 構 候，」 此方 之 ー錢に 而も 椋収 

申 侯 は > -、 胴 切に するど 申 付 可 遣 之 由、 不及 誓約，. J 御意 之 旨。 脇 田 九 兵 衞咄承 候。 

〔松栴 語 11〕 

一 、 中 納言檨 江 tl^ 御 詰 之 時、 高木 筑後守 殿御 咄之 序、 御 家中 若き 者 共、 見物 場 其 外 町 風 いいへ、 


： 化 vj も 云す 猥に柱 來仕之 由 江 中風 聞 ごて、 御 制 道 可 然，、 」 巾 上ん 計に 被 巾 上。 御- & 答に いか 

にも 其 通に 候、 ^江戸の 案內を 知り 能 候。 若た わけ を 盡し候 は ゾ、 早々 扶持 を 放 候 得ば、 

早速た わけ しれ 知行が 德に成 候 故、 制 道は不 仕， こ 被 仰。 筑後 殿御 尤 VJ 也 0 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 前 田 肥 後 殿 之 由、 早 飛脚に 而江 11^ へ 申 來候。 其 節 御 庭に 被 入、 例の 御 出入お 之 御 旗 

本 衆 大勢に て 御 咄被遊 候處、 金澤 老中 言上 之 紙面 到來、 則 入御 覽。 何の 御意 も 無 之に 付、 ^ 

蕃如 M 可 被 仰 渡 候 哉 被 伺候 得 共、 御 返答 無 之、 御 旗本 衆に 御而被 遊^ 而、 佥澤 より 飛脚 越 

候、 同名 肥後義 家中の 侍 共 VJ 申 分いた し、 何も 致 成敗 候 321 申 越 候 ど 迄 御意に 而、 其 已 後 も 何 

の 被 仰 出 も 無 之 相 濟申候 旨、 竹 田 氏 咄に候 0 

〔山 本源 右 衞門覺 書〕 

一 、 中 納言樣 於 小 松、 御 家中 年頭 之 御 御請 被 遊、 御 居間へ 被爲 入、 以之外 御 W 被 遊 《 由 中 

村 休 悅に被 仰 候 ◦ 休悅 承、 大勢 之 御 人に 而 御座 候 間 御 尤ど申 上 候 得 者、 大勢に は！； もせす 候、 

天下 を 取る 時 はいか  可 致 哉。 大分の 知行 あのた わけ 共に VJ らせ きたる，， JS ひ、 闲 りたる 

御意 被 遊 候 由 a 

〔微妙 公 夜話〕 
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1 、 或 人の 曰、 微妙 院殿 は、 人の 得 かた を それ <\ 、に 御 見 立な されて 被 召 仕 候 ゆ ゑ、 御 奉公 

も 仕よ く、 御 自分に 被 召 仕 者、 または 御 家 久しき 者の 子 V- も 御！^ 負な されし， ^なり。 

〔微妙 公 夜 ^i〕 

1 、 微妙 院殿は 人に 御 褒美 被 に、 下より 積り て 申 上る 處 御意に 不入、 思 召より 多 時 は 其 を 

ば 其 儘に 被 成 て、 また 外の 者に 積て 上 候へ VJ 被 仰 出 VJ き、 例の 事なる ゆ ゑ、 初 銀 子 五十 枚 

VJ 書 上た る VJ きけば、 後に は 銀 子 1 一十 枚 か 三十 枚 つもりて 申 上、 其內 御意に 入し を 被 仰 出、 

御自身 物 を 御へ らし 被 成た る 事 これな し， iK々o 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 或 人の 曰、 微妙 院殿被 仰し は、 たわけ 者に 跡目 を 被 遣 は 惜く被 思 召 候 得 ざ も、 譜代 者の 

他へ 行きて、 あさましき 有樣に 可成 段 不便に 被 思 召、 跡目 被 下 候。 當羽林 君の 御世に は、 た 

わけ 者に 跡目 被 下敷ら るべ き， >.J、 御 心 元な く 被 思 召 旨 御意な りし ど 云々。 

〔^君 榮名 記〕 

一 、 微妙 公 御茶 入御 被 遊^ 而、 今 枝 伊 兵 衞御納 より 持參、 箱より 取 出し 上申 候 得 者、 御 

覽 御返し、 又 茶 入 を 上申 候 0 段々 左樣に 仕、 御前に 罷在 候內、 品 川 左 門 殿 罷出被 申 上 候 者、 

* 蕃中上 候 旨に 而郡舉 行 願 之 事 被 申 上 候 者、 夫 は 御 郡 奉行 共に 鮎 姊を賀 ひ 申 候 故、 玄 か 左 


に 取次 申 候 由 被 仰 候。 す： 蕃 御用 被 勸候處 も、 事之外近く候故開ぇ申候^^  *i ^殿お に 御前 

出、 只今 之 御意 承 候、 成程 遠 所 奉行 共參候 時分、 鮎の すし を 吳申候 0  ； 5^* に 御用 も 仰 付 候 

故、 御成 光 を 以吳申 候。 左 候 得ば 御 爲を彌 大切に 舉存 候。 輩 G:iS 負 可 仆樣無 御座 候 0 是は 

尤ク に 無 之 而者不 相 成 事 芋、 年寄 中僉議 決定 申 候 山、 繰返しく 被 申 上 候。 御 だまり 御 間 

被 成、 / ナ風御 立 被爲入 ざまに、 問いた わい や、 玄蕃も 年寄りく V- くな りた わい、 よき やうに 

せよ VJ 御意に 而被爲 入 候。 伊兵衞 W 々物う き 所に 罷在 孚存、 御茶 入 仕 廻く 承 候 由。 昔の 年 

寄 衆 は：； 1- 强成 事に 候 旨、 伊兵衞 はなし 承 候。 

0 お 君榮名 記〕 

一 、 前田對 殿、 〈八 丈の 綿 入 羽織 着用 罷出 候へば、 年若なる 人不 似合 思 召 候^、 まかげ を 

さして 御 覽、 あれの 若殿 は どなた じ や 御意に 候。 夫 を 被 聞 候て 翌日 も 着用、 毎日/. \ '着用、 

後に は あつくな り 汗 をな がして 着て 罷出 候。 其 後 御前に 召、 御 W 柄物 被 下、 御懇 Q 御 怠 有 之 

候。 其 翌日より 無 着用 候。 氣强成 事 を 御 感被成 候. +  、 脇 田 九 兵 衞殿咄 承 候 0 

〔微陽 兩公御 造 事〕 

一 、 微妙 院樣大 坂 御 歸陣之 年、 高 岡邊， に 爲御放 K 被爲成 御座 候。 一 H へ わり ど 申 在 鄕之砌 に 

而、 御先 供 原 五 郞左衞 門に 被 仰 付、 路.£ 之お 土 取 可舉上 由に 候。 適 上 之 候 所、 御手 御 si、 
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御 楊子 を以 泥土 之 味 御 試 被 遊 御 檨脉に 候。 御 歸館之 後 郡 御 舉行被 召 出、 宜 田地 之 it 御 怠に 而、 

新 に 被 仰 付 候 御 事。 

〔管^^榮名記〕 

1 、 飯 田 忠左衞 門 郡 舉行被 仰 付 候 時分、 此所は 上田、 此所は 中 田、 此處は 下田，， h 申候處 に、 

何/ ナ 仕候而 委細に 存候 哉/ チ御尋 被 成 候へば、 土 をな めて 見 申 候へば、 上田 は あまく.、 中 田 は 

すく、 下田 はに がく 御座 候よ し 申 上 候。 拆々 それ 程に 心懸候 事、 無比 類 事 与 御 感被遊 候。 御 

役人 は 心 懸違申 候 由、 小 泉 勘 十 郞咄承 候。 

〔政 隣 記〕 

微妙 公 御代 御領 國中檢 地 竿 入 之 節、 奉行 大勢 被 仰 付、 多分 石.  一 一 f« 石 宛 打 出し 歸 候處、 中 

孫 右 衞門義 能 州，^ 罷越 候而、 千 石 之 地に は 五百石、 五百石 之 地に は 二 石 計 宛 打 込 罷歸候 0 

此義 何れも 承り、 只事 は 有 間 敷 VJ 申 候處、 孫右衞 門ね も 律義に 勸候 旨に て 御 褒美 等 被 下 候て 

後に、 惣檢地 奉行 被 仰 付、 御 式 臺邊に 相 詰罷在 候。 或 時 御 近習 之 者ね 御意に は、 中 孫 右衞門 

存知 候 哉 ど御尋 之處、 此頃之 役人 故 誰も 不知 由 申 上 候處、 式 臺に詰 居候 間、 罷越 近付に 可成 

候。 あの 樣成 律義者 は、 若き 者 は 見知 候て よし 御意 被 成 候。 

〔菅 君榮名 記〕 

一- ■  I (JI 


ベ そ 子る 年 門の 山 
しのと 故の 1ェ 子 木 

兄 わ ： 生苋 51?、 瀨 
な る 、 1^ 文 右: i さ 
る はに な 四衞衞 


一 、 ^年の 慕、 金 一 步代 御文 E の 蓋に 入、 御前に おかれ、 人々 召 出 被 下 候 時分、 つかみ 次第 

つかみ 項^. 返 出仕、 何 茂 片 手 をつ き、 片手に てっかみ 申 候。 個 源 太 左衞門 出、 兩 手に てす 

くひ. &候 故、 5^1:片手にてっかむに、 あれ は，、」 御意 候へば、 はつ V」 申て 兩手 にす くひ 申 候ー步 

を 懷屮へ 入、 又 片手に てっかみ 頂 返 出仕 候。 扨々 にくき やつ，.」 被 仰 御 笑 被 遊、 御機嫌よ く 

御座 候 .5、  ^所 三. 牛咄承 候。 

0 せお 榮名 記〕 

一 、 微妙み 薨去の 年、」 し 父 瀨兵衞 に 子 は 持 候 やい. T 御 尋被遊 候 故、 一人 所持 代 候 旨 W 上 候へば、 

いくつに 成 候 哉 年 御尋候 故、 二 歳に 成 候 旨 申 上 候 得ば、 それ は 幼少 成 者、 何の 用に も 立不申 

候。 御 一 生の 內に被 召 仕 候 事 は成不 申， ナ 御意に 候。 伊藤 內膳 殿な ど 脇に 聞て 居 被 申て、 成人 

の 子に 候 は  可 被 召 出 被 思 召 候て 御尋の 鉢、 難 有事 孚 何も 被 申 候。 左 候へば 其方 は 被 召 出、 

微妙 公， 御 奉公 申た る VJ 申 物に 候 間、 親の 忌日より はお もく 精進 可 仕 芋 申 付、 其 通に 心得、 

又せ がれ 源 太に も 代々 申 置 候 事に 候。 

〔微妙 公御發 語〕 

一 、 少將樣 へ 御 家督 御 ゆ づり被 成 候 而後、 中 納言樣 へ 御 相談 被 成 候 は、 國の仕 E、 第  一 VJ 申 

事 公事に 而候 Q 橫山大 膳 能 者 候 間、 公事 聞に 可 被 仰 付 候 哉 VJ 御 伺 被 成 候 得ば、 中 納言樣 御意 
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候 は、 何事 も 有 之 候 者、 大勝 武者 舉行可 申付孚 手前 存候、 公事 ど 申 者 勝 申 者は舉 行人 能 ，こお 

も ひ、 まける 者 は 身の あやまり を 不辨、 奉行た う 人 かたがり、 或 依怙 ひいきい たすな V- 、存 

ものに 候 0 武者 奉行な 爲致申 もの は、 左様の 役人へ はかけ 申 儀 VJ は 不思召 候， こ 被 仰！ 大 

膳に 被 申 付 候 VJ も 請 申 間 敷，、」 被 仰 候 0 後々 承 候 得ば、 其より 以前に、 以 御內證 VJ  く 武者 奉行 

御 申 付 ffi 之 由に 御座 候。 

〔微妙 公御發 語〕 

一 、 中納 一一 一 SI^ 御 年 IS き 時分より 被 召 仕 候權內 VJ 申 御 草履 取、 後に は 多 S 權內 VJ 名字 付、 御 露 

地方へ 被 召 仕 候。 或 時 御 露地，^ 御 出 候て、 權內御 呼候處 に、 町へ ^ 出 居 不申由 申 候へば、 暫 

く 御 立 §H、 權內親 * 候而 三十 三年 か VJ 思 召 候。 今：：： 證 月に 候 間、 定而 寺へ 參 たる ものに て 候 

はん 問、 相尋 候へ VJ 御意に 而、 尋に遣 候へば 其 通に て 候。 能覺、 下々 の 義迄御 心 ど 何 茂 申 

候。 權內に は HI- 仕 候へ よしに て、 銀 子 三枚 被 下 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 御徒 衆 之 內澤田 新 八 事、 微妙 公 御意に 違候而 閉門 被 仰 付： み 候。 御 參勤被 遊 候 故、 小 松よ 

り 御發 ST 金澤淺 野屋に 御旅 宿、 御 立 被 遊 候 而町端 迄 御 越 候 所に、 金鎖 橋の あなたへ 新八罷 

出、 田の 際につ くば ひ 罷在候 0 何れも あれ は 御 折檻 人、 いか  存候 所に、 释-近 成 御 兑付被 


SL&f^、 お 田 新 八 か、 こ 御意 故、 其 通 Q 由. S 上 候 得 者、 あれ は m 門 させ 候、 何、、」 ぞ 出候战 

VJ 尋て參 候へ ど 御 怠に 而、 御駕籠 立 申 候。 新 八に 相尋 候へば、 御 在 國中は 御免 も 可 被 遊 か，、」、 

御 能 在 候 處に無 御免、 昨日 御發 I お 被 遊 候。 若 は 金澤に 而も 御" 可 被 成 か 舉存 候へ 共、 夫 

も 無 御座 候へば、 最早 來年迄 は 頼 もつ き 申 候 0 左候へば相果申方^?，こ奉存候0  ft 卞：： 可 仕より 

は、 御 目 通に 罷出、 何 茂に 切 殺された るが 御 憤 もやみ 宜敷 害、、」 舉存、 出 居 申 候. S 中 上 候に 

付、 其 段 申 上 候へば 御 聞 被 遊、 一年 閉門 させても 足の いらぬ やつ じ や、 猿の 皮の 毛 巾畚を さ 

げ. S. が、 于今 所持 候 战，、 J 尋候 へど 御意 候 0 尋申 候へば、 是に 御座 候由懷 中より 収 出し 相 渡 巾 

候。 入御 IT 攸處 に、 是を さげ 御供 可 仕 之 由 御意に 而、 江 へ 御供 御 奉公 申 上 候。 ひ 切た る 

事 は 御免被 成 候 事 も、 間々 に 有 之 候。 其 節に おなじく 御供 仕 申 候 由、 鼴江华 左 衞門咄 承 候 0 

〔松 梅 語 園〕  z_ 

一 、 下 通 御 道中に 而、 板 垣 小平步 御供 仕、 殊之外 草 臥 申 姊御覽 被 成、 小：牛^：七鞋きれ中，こ御^:? 

被 成 候、 御 召 之 草鞋，.」 らせ， f- 御意。 忝 て 戴き はき かへ、 又 一 里 計つ  き 候 得 共、 終に さが 

り ゆ 候。 堀 勘 左 衞門義 草 臥 申 VJ 御覽被 成、 是には 御： ii:T 御 貸 候。 拆其晚 の 泊り に而、 板： a 一は わ 

らじを どらせ 候 得 共、 不岩乘 に 而不續 0 勘 左 衞門は 岩 乘に而 續 候 故、 -iiT にの せた， こ 御意 也 0 

不岩乘 にも 御言 葉 被 K 候。 是には 色々 の 思 召 有 之 由。 
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〔微妙 公 h 伙話〕 

一 、 俱利 伽羅 長樂寺 は、 御 通 之刻罷 出、 前に 其 時節の 薬物 を 置 御 禮申上 候。 畏樂寺 ど 御詞被 

懸 VJ、 何の 御意 も 無 之に、 御供 中 V- つ， こかけ 寄、 進物 をば ひ 合 取 申 候。 長 樂寺者 御意 を 聞 VJ 

逸足 出し 逃 込 被 申 候 0 左な くば 踏 付 可 申， >0、 亡父 瀨兵 衞咄申 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 小 松 わ 御 隱居之 後、 御 家中より 切々 獻 上物 什 候。 御 書 杯 茂 被 下 候。 則 岡 島內膳 方より、 

樹木の 祧を 一 籠 上げ 申 候 所、 御 a 被 遊、 桃 は 手前 きら ひに 而給不 申 所に、 いな 物 を くれ 申 VJ 

御意 被 遊 候へ 共、 內膳 御前 御 近 1: 衆に 取 持 申 者 茂 無 御 坐 哉、 其 段 申 聞 候 方 も 無 之 候に 付而、 

四 五 H 過 又 右 之 桃 を 上げ 申 候 得 者、 御 15 被 遊、 內膳 りちぎ 者に 而、 近習 仕 者 共へ 手 人 無 之 VJ 

おぼし 召、 » 々見事 成 桃 を 度々 くれ 申 VJ 御 満足 之 段、 御 書に 而被仰 遣 候。 誠 御名 將ど申 御 事 

に 御座 候 0 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 或 時金澤 生駒內 膳より、 小 松へ 蛤 を 指 上 候 所、 被 召 上 候 得ば 御 あたり 被 成 候。 然所又 十 

日計 立、 蛤 を 同人より 献上 仕 候 故、 何れも 如何 可 有 之 ど、 氣 毒に 乍存 入御 覽候 所、 流石 內膳 

程お、 近習に 心 易者 無 之に や VJ 御意 也。 九 里 氏 物語。 


〔微妙 公 夜話〕 

一 、 上 木 殿 ど 申 女中 御前に て、 此間私 方へ 熊 野 比丘尼 參り、 地 3^ 極樂" ^を 懸. S. 候 由 申 候へ 

ば、 御 S に は 御 a 可 被 成，.」 て、 中 土 居の 御 鹿 敷に 懸 させ、 比丘尼 其 わけ を，、」 き. S. 候。^ 番人 

,1 其 外在 合 申 者 共 何 茂 見物 候 得 VJ 被 仰 候。 何 茂 §i 出 見物 仕 候よ し 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 山 本 瀨兵衞 御用 候 33、 小 松より 召 候 而罷越 候。 取敢す § お 越 候 故、 いつも 何 にても 輕物上 

申 候 を 打 忘て 參候 間、 何 ぞ有之 候はゾ 借し 候へ、 調候而 返し 可 申 由、 御 所 舉行佐 藤 久右衞 

門に 中 候 へ ば、 今朝 何方 やらん より、 榮螺 一 折 上り 有 之 由 貸し 申に 付、 上げ 申 候 所、 H 故 一 

つ 二つく さき 有 之 候 を 御覽被 遊、 生に 物く る、 にくさり 物 くれる 事 有 之 物に 候 哉 VJ、 以之外 

御機嫌 惡敷 候。 久越罷 出、 さんぐ 御 叱 之 段 申 聞 候に 付、 近頃 迷惑 仕 候、 急に 召 候 故、 献上 

物 打 忘罷越 候に 付、 御臺 所へ 參り 候而、 佐 藤 久右衞 門に 何 ぞ有之 候 はゾ借 候へ、 相 調 追 付 返 

し 可 申 候 由 申 候へば、 榮螺を かし 申 候、 心せき ろく/^ 見 屈不申 候而、 少 あしき 有 之 VJ 不奉 

存候 32 申 上 候。 其 段 久越申 上 候 得 者、 それが 申 わけに 成 事 か、 それ はた わけの 披露に て 候。 

久右衞 門 はいな が 不遁者 故 頼 申 候へ 共、 久右衞 門 ごい ふやつ、 親 を かぎり 子 限、 おれが 物 入 

用に 立つ を 借し 申 やつに 無 之 候。 夫 を 重 寶に臺 所 奉行に して SM く を、 いなが 一門 VJ て 身に す 
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る は、 彌 たわけの 至極に 候 0 早々 調 越 候へ VJ 御意 故、 金澤へ 早速 申 遣、 榮螺収 寄 上 候處 に、 

初の 榮 蝶より 大に而 新 敷 見事、 くれ 候 目 錄に印 を 押て 遣 候へ、 久右衞 門の は ごに 瀨兵 衞を懸 

けたる は VJ 御 笑 被 遊 候。 昨日の 御 叱、 今日の 榮螺の 見事なる VJ て 御 慰に 成 候 VJ て、 久越申 聞 

笑 候 由、 c 父瀨兵 衞咄承 候。 

〔菅 君榮名 記〕 

一 、 御 料理人 長 谷川 德左衞 門、 先年 東海道 被 爲入候 時分、 關ケ原 御 泊の 日、 道に て はこべの. 

見事 成 有 之 故、 乘懸 馬に はさみ. a,. ^候。 關ケ 原に は # も 無 之に 付、 燒干 鱒に はこべ をた、 き 

入た る 御 汁 上申 候 得ば、 度々 御 か はり 被 召 上 候て、 御前に 召、 こ の 外よ き 御 汁に 候、 如何 

仕 候 而存付 候 哉^ 御意 故、 御先ね 參り候 時分、 道ば たに 見事 成 はこべ 御座 候 間、 關ケ原 は 多 

分 希有 之 間 敷孚、 はこべ を 取り 乘懸に 付け 罷越候 0 案の 如くよ き 肴 無 御座 候 間、 右 之 御 汁 仕 

候 由 申 上 候 得ば、 我 役 を 心懸候 事き V- く 被 仰、 御： ま 笥に有 之 候 金子 包ながら 被 下 候。 金 一 

分 五十八 切 御座 候。 御 汁 一 つ 仕 候而、 大分の 金子 もら ひ 申 候 与、 長 谷川 德左衞 門 自讚を 承 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 上 村 孫 市 百姓 を 打擲 仕 候へば 死 申 候。 此義を 承 屈 候 どて、 公事 場へ 呼 寄尋申 候 所、 孫 市 

i お 立、 其 首尾 は不 申、 手前 似合に 男 道相勸 候。 各 は 我より よはき やつ を 仕 伏、 种 取りた る さ 


へ自 ^顔に 候。 手前 は 我より つよき やつ を 相手に し、 首 も 半分 取 かけられ 候 を、 はね 返し 討 

取 巾 候 0 あたま も 十文字に わられ 申 候，/」 て わめき、 譯立不 申 候 0 此段奥 村 源 左 衞門殿 言上 之 

所、 こらへ て 其 分に せよ、 物の 道理 を合點 する やつ なれば、 我等 程に 取 立 申 者に 候 ，こ 被 仰、 

其 分に if に 成 候 由、 別 所 三 平 咄承候 0 

1 、 小 松に 被 成 御座 候 時、 從江 R 色々 之 御用 有 之、 早 飛脚 足輕四 人に 而參 着、 達 御 gr 其 飛 

脚 は 何方に 居候 VJ 御尋、 御玄關 前 罷在候 由 申 上 候 得 者、 其 飛脚 之 者 早々 搦 候而、 ^所 部屋へ 

入 g^、 嚴重可 申 付 候 旨 被 仰 出 候。 如何 之 罪科に 候 哉 VJ 人々 申 候 所、 一時 計 過、 先程の 飛脚 足 

輕 弱り 申 義も可 有 之 候、 湯 漬爲給 可 申 旨 被 仰 出、 則 被 下 候。 晚 方に 成、 如何 之 牀に而 有 候 

御 尋有之 候。 草 臥 候 哉 たわいなく 臥り、 只今 目 さめ 罷在候 旨 申 上 候へば、 繩を VJ き 申 旨 被 

仰 出 候。 其 後 御意に は、 » 々早々 參り、 重寶成 奴に 候、 精 を もみ 申 者 安堵 什 候へば 死 申 物に 

候 故、 其 通 申 付 候。 最早 不苦 候、 食 を爲給 返して 爲休可 申 旨に 而、 銀 子 三枚 被 下^ 歸 候。 不 

存寄義 ドー 申 由。 

〔重 輯&き 

一 御隱居 以後 於 金澤、 何某 1^ ハ • 草履 取 主人へ 口答せ し 故、 手 討に せん VJ せし に、 彼 者 手 向て 
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六 六 〇 

能く 働く に、 下女 二人 出で、 昔 今の 例の 悲 さは、 下女 主人に 取 付 さへ ぎる に 因て、 以外 邪魔 

に 成り、 徒者 は恣に 能く 働て、 主人 も 危き程 なれば、 可爲 なく、  二人の 下女 を 一太 刀 宛に 

切 殺して、 徒者 を も 無難 仕 廻、 其以 後小松へ 書付 を以、 尤無 了簡 仕 合 乍 申、 女 二人 H 一切 害 

候 段、 不調法の 仕 合、 天道に 盡 きたる 儀，. J 存候、 切腹 被 仰 付候樣 に，.〕 願 ひ 言上し ければ、 以 

の 外に 御機嫌 损ね、 殊の外の 御恚 にて、 申 度 を 申 上、 沙汰の 限なる 仕 合 被 仰 出。 偖 右の 

者 能く 働た る を 被 思 召、 女 にても 二人 取 付て は、 思 ふ 儘に 難働義 也。 下女 徒者，. J 密通の 子細 

など 有りて、 取 付た る も 難 計 事 也。 早く 女 を 仕 廻たら ば、 数 筒 所の 手 を 負 間布處 に、 女，. J 存 

じ遠盧 したる 故、 早く 成敗せ ざる を以、 手 姆も數 多 負 ひたる，^ 見 ゆ。 大 なる 手柄 者、 何 どぞ 

年寄 ざ もに、 不死 樣に 療養 申 付 致させ 候へ，. J 被 仰 出。 御大 將の御 一言に て、 彼 者 一方ならぬ 

手柄 者に なり、 女 成敗の 事 無 了簡 儀ながら、 讚談 にも 可 遇に、 此の 難 もな く、 國中 こぞり て 

譽 めけ る。 {是 に 早速 細なる 處に御 心 付、 手柄 者に 被 成け る 事、 難 有名 * の 御-. I ならす や， 竹 

田忠張 P 五 申け る。 

〔微妙 公 遺事〕 

一 、 渡邊七 左衞門 は、 橫山 左衞門 殿家來 にて、 輕き 者に 候 所、 盗人 を 一 町 計 追懸討 S 候 0 大 

野 源 兵訢は 上方より 參候 能役者 之 家 來に候 0 傍輩 生 人 を 切り、 二階に すま ひ 罷在候 を、 使よ 


り 罷^ 候て 二階へ 押 込 討 3H 申 候。 不破五 郞兵衞 事 は、 父 足 輕に而 御 材木 番人に 候。 盗人 御材 

木 を 盗 取 候 を、 五 郞兵衞 聞 付け 打 切 申 候。 何 茂 三人 共 被 召 出、 子孫 も 于今罷 在 候。 甲斐々々 

敷 者 は 御 稱类被 召 仕 候 由。 常々 E 取 不申候 は *1 にて 候、 鳶を飼 E 候 者 は 無之孚 御意に 候 旨、 

脇 田 小 平咄承 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 江 湯嶋 天神に ロハ 今 喧嘩 有 之 由 達御聽 候へば、 射手. 異風 番人の 內片岡 七 郞左衞 門. 不破 

四郞 三郞兩 人、 早々 天神に 罷越、 此方の 者に 候 は > -、 召 連れ 罷歸可 申 候 由 被 仰 付、 越 候 所、 

他所の 者に て 此方の 者 は 其 日 一 人 も 參合不 申 候。 罷歸其 段 申 上 候へば、 一 段/ \ ど 御機嫌 能 

候 由、 片岡七 郞左衞 門 咄承候 0 

〔松 梅： 洁園〕 

1 、 江戶へ 被爲入 候、. こ、 御 番割御 張 紙に 而御廣 間に 張 有 之 候。 或 年 野崎宗 八. +今枝 伊 兵衞ど 

御番 張に 無 之 候。 然所 不構每 日く 御 番に出 申 候 得 共、 終に 御意 も 無 之 候。 御： S 國被成 候 時、 

被 仰 出 無 之 候 得 共、 御 道中 御供に も 罷出候 而相勸 候處、 靑海 川に 而御 Hi? の 脇に 御 刀 持の 御子 

小將 ころび 候 を、 伊 兵 衞手を 取て 引 上 候。 宗八存 候 は 扨々 苦々 敷 事 を 仕 候、 晚程 は定而 御成 

敗 も 可 被 成 ど 存罷在 候へば、 川 を 御上 被 遊 候而、 伊 兵衞. + 御意に 而 御つ かひ 被 成 候 C 宗八は 
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六 六 二 

夫より よ ほ V, 行き、 草鞋 切 候 故 店に 有 之 わらん ぢを 取り、 はき 候處， s: 被 爲入候 故、 代 を不置 

走 出御 供 致 候 得ば、 老女 一 人跡より 草鞋の 代 を 不置盜 人め VJ 申 追懸候 故、 可 仕樣 無 之、 懷中 

に 有 之 候 小 玉 銀 を 一 つ 取 出、 是 VJ 申し 投げて 參候得 者、 一 町 計 被 爲入候 而被爲 召、 此山 入に 

いちご 可 有 之 候、 取りて 參候樣 に VJ 被 仰 渡 候 0 足輕 小者 召 連い ちご 取り、 境の 御 泊に て 上 之 

候。 夫よ b 如 前々 兩人共 御つ かひ 被 遊 候 0 野 村 氏 はなし。 

〔菅 君榮名 記〕 

一 、 野崎惣 八. 笠 間 源 六郞、 何事 之 達御聽 御機嫌に 違 候 哉、 江戸へ 御 參勤、 御 番帳出 申 候 節、 

右兩 人名 は 無 之 候。 御 番も成 申 間 敷 哉 i +、 組頭 山 崎 左衞門 殿ね 相尋 候處、 如此 時分 引 込 申 候 

得ば 出 S 無 之 者に 候 間、 不構罷 出 可 申 候 0 若 御 VJ がめ 被 成 候 は  > -、 手前 指 阅之段 可 申 上 候 由 

被 申 候而、 御 番相勤 候。 翌年 御 歸國に は 東海道 御 歸被成 候 0 御供 仕 候 外 之 者 は 被召仆 候へ 共、 

惣八. 源 六 は 御 詞も懸 り 不申候 0 大 井川に 而高水 如何 孚申上 候 得 共、 御馬 上に 而御渡 被 成 候 

節、 御 步衆御 刀 筒 持 申 候 者、 ながれ 可 申孚仕 候 を、 源 六 御 刀 筒 を 取候而 かたね、 川 を 渡 申 候 

へ 者、 源 六 ころぶな，^ 御 詞に懸 り 申 候。 惣八 うらやましく 存&< 而、 =. 向へ 上り K 得 V6、 御 li:. ヅ 

の沓籠 さがり 不參候 故、 脇の 茶屋に 有 之沓を 引ち ぎり 參 候て、 御中 間 VJ 惣八 VJ して 沓 を，， J ぢ. 

申 候。 茶屋の 女參 候而、 錢を越 候 得 VJ わめき 申 候へ ざ も、 だまりて 沓 うち： H 廻、 前 巾着より 


一十 文 計 取 出し、 やかましき やっかな ど つらへ ばらり ビ なげ 付 巾 候へ 者、 御-: ITr 上よ b 御 ST 

惣八 いかい 事 じ や ビ御詞 か S り、 夫より 兩人 御前 度り 申 候 由、 野 崎 惣八咄 承 候 0 

〔出 本源 右衞 iZSS 書〕 

1 、 中納言 « 小 松に 御座 被 遊 候 節、 くし 村 茶屋に 遊女 七 八 人 在 之 候。 小 松より 若き 者 共參り 

遊 申 《o 或 時 小 松 町人 共 之 子供 七 八 人參、 り、 不殘 一 所に 寄り 酒な ざた ベ 遊 中 所へ、 小 松より 

侍 衆の 子供. 牢 人な ざ 同道に 而罷越 申 候 得 者、 此跡飛 iS 守 様 御 迫 A 持に て 候 者、 筋氣を 痛め、 

くしへ 引 籠 罷在候 家 を 借、 右 町人 共 女 共 を 集 申 候 0 然 所に 跡より 參候侍 衆 腹 をた て、 いざ 邪 

魔 を 入 可 申 VJ て、 草履 取 共 は ゑび 町の 松原 迄 遣 置、 右 寄 申 家へ 大き 成つ ぶて を 打 中 候へば、 

是 はらう せき 者 VJ て、 亭生刀 を さし 棒 をつ き、 大戶 より のぞき、 中々 追 懸る事 は 成 問 敷 V」 逃 

返り 申 候へば、 彼 遊びに 參申 町人 共、 脇 刺 をぬ きつれ 一度に 罷出、 らうせ き 者の がさ じ VJ 申 

所 を、 外に 居 申 候 衆、 心得たり VJ て 追 まくり、 大方 町人 共 は 手 を 負 ひ 逃 入 申 候 0 侍 方に は 一 

人 も 手 負 無 御座、 小 松へ 引取 申 候。 其 節 小 松 町奉行 神 11^ 藏人. 淺野藤 左衞門 方， £:、 右 案內巾 

早々、 兩人 くしへ 參り樣 子 見 屈、 翌朝 致 言上 候 ◦ 彼らう せき 致し 候 子供 親 並 一 門 共、 にがく 

敷 事 を 仕出し 候、 其 身 は不及 申、 一類 共 迄 も 迷惑 可 仕旨存 難儀 候 所、 御意 被 遊 候 は、 手前 召 

仕 申 候 侍 共の 子供が、 町人に お Vj されて はこまい。 深手に て 死. S. やつら は ffi たるべく 候。 深 
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六 六 四 

手の者 は 看 いたし 候 様に VJ 御意に て 御座 候。 右 親類 共 は、 拆々 難 有事 どよ みがへ り 候 様に 

申 免 申 候 事 0 

〔懷惠 夜話〕 

一 、 微妙 院樣 は、 惣而 何事 も 御 分別 被 遊 候 事な く、 竹 を 割る 如くに 物 を 被 仰し なり。 然るに 

ミ： ipfeJDtt^  siHTULNV ノ. 955a>.^lp:n 淸左衞 門 兄 二 ほ 石。 藤 田 安 勝 云、 杉 山勘 左衞門 御次番 也、 三十 計 W 

天 IPMJ-®^ 曰； の 時 御 射手 杉. W 勘 左 €p に而能 男、 御 番等勤 中 鉢殊外 K 鉢に 相 見え 候。 三 浦 訕右衞 i: ぇ御预 

滅 。先 衞 §M き 競吓、 御鎗 奉行 松 平 半左衞 門殿步 行の 士，. -致 口論 候に 付、 切腹 被 仰 付 候 S は、 

御 思案の 御樣 子に て、 竹 田 市 三 郞を召 候而、 爲 切腹 候 はで は 成 間 敷 候、 其 段 申 渡 候 様に 御意。 

市三郞 御請 申 上、 御前 を 立 候 得ば 御 呼 屍し 被 遊、 惜き 事に 候へ 共、 公義 御 制禁の 事に 候へば、 

腹 爲切候 はで は 成 間 敷 也。 無 了簡 事に 候 間、 切腹 可 仕 由 可 申 聞 旨、 三度 迄 御 呼 戻、 御 分別 御 

決定 被 遊 候 0 勘 左衞門 (段 申 渡 候へ 者、 難 有 思 召、 兼 而覺悟 仕、 御 小屋 等 も 仕 廻 K 候 段 申 

候て、 潔く 切腹 仕 候 由。 

右 口論の 首尾 は、 喧嘩 口論 停止 之 由 公義よりの 制札、 御 普請場に 立 居 申 候。 又 御 私の 御定に 

も、 御供に 罷越候 者 共、 御 普請場 見物に 罷出間 敷 由 被 仰 渡 有 之 候。 然處勘 左 衞門、 傍 « 二三 

人 同道に て、 大石引 候 を 見物に 出 居申處 へ、 松 本 半 左 衞門殿 先 供 九 人. 馬 廻 十 入 計 馬上に て 被 

參 候。 Mls_ お 道の 折 廻の 所に、 勘 左 衞門立 居 申 候に 付、 先 供 はいく，. J 聲を懸 候 へ 共、 未 


少く哉 候 突 除 申 候。 勘 左衞門 左に く， こ 跡へ しさり 候て、 其 Si 刀に 手 を 懸候。 ト|が§^!?從 

右 從の者 も、 刀 を 拔可申 ど 身 構 ひ 仕 候處、 半左衞 門： 上より、 場所 惡敷候 無 構、、」 被 申 候。 勘 

左衞門 ，に も 傍 共 指 留申候 ◦ 則 罷歸達 御聽候 所、 右 之 通に て 切腹 被 仰 付 候。 此段 近而 伊豆守 

殿 聞 被 申 候て、 御 K 言 可 申 上 候處、 残念 成 事に 候、 相手 被 仰 付 候 上 は、 從の者 も 切腹 可 申 付 

の 由の 處、 且而 夫に 及不 申、 いか 樣共 あなた 了簡 次第 たるべく 候。 手前 家來 者、 公 御制禁 

に 違背 候 故に 申 付 候 ◦ 半 左 衞門從 の 者 杯 相手，. J 申に て は 聊無之 候 旨 御意 之 去共竽 左衞門 

殿 家 來も切 害 被 申 付 候 由。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

1 、 利 常 公 小 松より 金澤 の足輕 番人 を 召せられ、 其方 歲罷寄 候へ ざ も、 無 懈怠 御 私 公 相勸ゆ 

候 事、 祌 妙に 思 召 候 由に て、 金子 十雨 被 下 之 候に て、 人々 競 ひ 御 奉公 情に 入相 勸候由 也。 

〔微妙 公 夜話〕  一 

一 、 近 藤 加 左 衞門は 御 露地の 御用 相勸申 候。 菊に やしな ひ 仕 候 事、 七月 末より 仕 候 方 宜候由 

上方に 而申， >0、 中 村 久越申 上 候 故、 其 通に 可 仕：. リ被仰 付 候。 或 時御國 おへ 御 出御 覽被遊 候へ 

ば、 やしな ひ 仕 候 体に 候 故、 如何，、」 御 尋被成 候處、 加 左衞門 かたより やしな ひ不 仕事 惡敷ど 

て、 仕 候 由 申 上 候。 さん <\ - 御機嫌 あしく、 にくき やつ 御 叱、 あたま を 御杖に て 二つ 御た 
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、き 被 遊 候 而被爲 入 候。 1=- 違の 柴垣 を 御 廻り 被 成、 御 後 影 を 見え 申 時分、 加 左衞門 あたま を 

なで、 御 露地の 共に むかひ、 御 生 は 無 是非 物に 候、 傍輩なら ば 安房 殿 にても、 ロハ 一 打に 可 

仕 物 を ど 申 候 を、 御 ig 被 成 御 入 候。 snl 御用 精に 入相 勸候由 被 仰 出、 御加增 五十石 被 下 候 33、 

近 藤 小 左 衞門咄 承 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 萵澤牛 之 助に 御 加 增百石 被 下 候 所に、 親 平 右 衞門橫 山 左衞門 方に 罷在、 陪臣の 事に 候 得 

共、 身に あまり 難 有 どて、 小 松へ 夜通しに 罷越、 御 肴 上 度 US 出頭 衆 を 頼、 かなた こなた VJ 仕 

候內、 はや 御 耳に 立、 牛 之 助 親； 牛右衞 門悅、 夜通しに 金澤 J り 參り候 由、 左 樣に悅 申に はで ：11 

石 之 加 は 如何 候 間、 今 百 石 らせ 候へ VJ 御意に 而、 以上 二百 石 御 加 增被下 候 由 0 

〔加 陽諸士 言行 筆記〕  . 

一 、 利 4£ 公 或 時 御 參勸之 節、 供 利 伽羅に て 木の 枝 透 奉行 下座 仕。 何者 御尋、 しかぐ V】 申 

上る。 御用 出 情す ，こて、 五十石 御加增 即座 被 下、 遠 所 御用 懸 りの 者 共油斷 せす。 

〔松 梅 語 11〕  . 

1 、 大阪已 後 御 穿 » 被 成、 並々 の 者 御 知行 二百 石 宛 御 加 增被下 候。 天下に 無 之 結構 成 御加增 

之 由 申 ^ 候。 其 已後ま 而大阪 之 高名 批判 被 仰 付、 御 加 恩 之 者 も 御座 候 0 ケ 樣之義 公義より 微 


田 分 はた は 


橫 HI は 山 本 

瀨化ハ 衞なリ 


妙院 御不藩 御座 候內之 由、 有澤氏 はなし 0 

〔加 陽諸士 言行 筆記〕 

一 、 利 常 公 御代、 御小將 頭. 御^ 廻 一 S 等， Si 御 役 料 知 を 被 下 時 之 御 « に、 組 G 者 をば： S 度 呼 寄、 

AISi にても 振迥、 親しくせ ねば 樣子も しられぬ 也 。物 も 入る ベ き 間 御 役 料 知 を 被 下， この 事 也 0 

〔微妙 公 夜話〕 

1 、 微妙 院様 九月 末 御： S 國の 節、 淺 間の 下にて 殊の外 寒き 日に、 三人 申合せ 帷子 を 着用 御供 

仕 候。 是はケ 様の 手 輕き事 常々 御 好 被 遊 候 得ば、 御感 にあ づかり 可申圖 りなり しが、 御 aw 被 

遊 候て 何 之 御意 も 無 之、 其 夜 御 泊り の 宿に て 被 仰 出 候 は、 今日 帷子 着用に て 御供 仕 候 者お 之 

候、 御前に は 殊の外 御 寒く、 御 綿 入の 上に 御 小夜 着 を 御 懸被遊 候處、 不岩乘 にて 道 を 苦に い 

たし 候 故 VJ 被 思 召 候、 若き 者 沙汰 の 限り VJ 御し かり 被 遊 候よ し。 

〔殘 囊 拾 玉 集〕 

1、 利 公 侍 帳 を 御 覽 被 遊、 一 枚く 爪 彈き被 遊、 あの 田 分く  VJ 御意に て 終の 紙 を 御^ 济、 

犬 千代 は 能き 人 持 じ や、 手 がら じ や 御意の 由。 . 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 小 松に て 御作 事 御座 候 節、 橫目 にて 罷出候 所に 御 出 被 遊 御 IT 天井 綠 ほそく 幼稚に 候 ど 
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て、 御 大工 渡邊倂 兵衞を 事の 外 御し かり、 張 立 候 天井 を 下より 御自身 御 つきやぶり、 是皆打 

こ はせ 御意に て 候 故、 はつ 申 かけ 上り、 材木 切 を以、 棚の つり 候 而有之 を、 微塵に 打破 

候へば、 やめ-/^ ど 御意 被 成 候 0 こ はし 不申所 VJ 相 見え 申 候。 其 儘 被 爲入候 0  W 々不典 成 寧、 

麓 忽千萬 ど 何れ へ も 被 申 候。 迷惑 至極 仕、 御 次 へ 罷越 候而、 品 川 左 門 殿 を 待て 在 而逢申 候 0 

只今 御供、 被 成 御 覽候通 麁相成 事 仕、 迷惑 仕 候 由、 何分に も宜 a 入 候， ナ 申入 候へば、 左 門 没 

被 申 候 は、 此間御 好に て 出 來宜候 由 被 仰 候 棚に 候 0 不興 成 事に 候 0 乍 去 被 爲入候 時チ、 瀬 兵 

衞 めが 棚 を 微塵に 仕 候へ 共、 あの やうな 事 はしから ぬが 能 候。 若き やつ を 火の 中へ も 飛入樣 

にした てねば、 いそが はしき 時に 用に た、 ぬ ど 御意に 候 間、 御し かり 被 遊 まじく 御 申 聞 候 旨、 

瀨兵 衞咄承 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 江 戶御尾 敷 時 趣り 足輕、 今夜 八ッ 時に 廻り 申 者 呼 寄 樣被仰 出 候 0 割 場 奉行 召； 罷 出候處 

に、 御 露地 之 坂 之 御門 番人 を嚴敷 起し、 火の 廻 申 付、 深寢 成し 由 斷成事 VJ.^ 申 候 0 奇特 成 事 

に 思 召 候 旨 被 仰 出、 金 一分 三 切 被 下 候 旨、 藤 田 內藏允 殿咄承 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

1 、 御 次に 澤田治 左 衞門殿 杯 詰 罷在候 所に、 治 左 衞門殿 片膝 立 鼻毛 を 拔居申 を 御覽。 あの や 


うな； 5:5. を 子供 見お 申 問 败候。 殿 あの やうな たはけ に、 大分い 知行 なぜに 被 下 候， つ 不審に 可 

^候。 あれで も大 坂に て は、 いふ 程の 事よ かった 程に，、」 被 仰 候 由。 祌保八 左 衞？： 咄承 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

1 、 故 飛 驊 守 «、 何やらん 中 納言樣 御前、 以之 外惡敷 御座 候 を、 大橋市 右衞門 御前へ 能 出、 

飛 iS 守 « 御 如 在 無 御座 旨 申 上 候 所、 以之外 御機嫌 惡敷、 其方 は 生駒監 物，、」 咄. S. 故、 « まれ 取 

合せ 申 か、 親子の 中に て 不調法 成 事 を 能 知た る 事 VJ 御意 被 遊 候。 其 時 重而巿 右衞門 上 候 は、 

監 物が 賴申 VJ て、 取合な^ 申 上 事に 而は無 御座 候。 飛 驊守樣 御 如 在 無 御 坐 事 VJ 承 申 故、 御爲 

ど 舉# ケ樣に 申 上 候 VJ 申 候 時、 扨 もく にくき やつめ 哉是へ 寄れ，.」 御 怒、 御 脇 刺に 御手 を懸 

られ候 故、 御手 打に 可 被 遊 VJ 存、 自分の 脇 刺 を 次の間へ なけ、 丸 脇に て 御前へ 近く： 能 越 候へ 

ば、 其 時に 御 脇 刺 を さや 共に 御拔被 遊、 己め に 取らせん どての 事，/ J て、 御 指 出 被 遊 候 を 戴 

仕、 命 を 助かり、 其 上に 御 指 料 迄拜領 仕、 難 有事 ど 感涙 を 流 申 由に 御座 候 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、江 戶 にお ゐて片 桐 石 見 殿ね 茶 湯に 御 越 被 遊の 節、 御裣三 つ 溝 口 余十郞 殿まで 爲持可 申 VJ、 

其 節の 御 召 料 奉行 今 枝 伊 兵衞. 野 村 半 兵 衞被仰 付 候 所、 才許を 付 遣し 申 所、 金 十郞殿 へ Si 越 候 

得 者、 直に 石 見 殿 へ 御 越 申義を 承り、 石 見 殿 へ 罷越居 申 候處、 中 納言樣 者 金十郞 殿， 御 寄、 
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御 袷 御 乞 候 得 共、 右持參 人居不 申、 御機嫌 掼御歸 被 遊 候。 伊 兵衞？ 能 出 致 御 目 見 居 申 所に、 沙 

汰之 限りに 候 御し かり 被 遊 候へば、 伊兵衞 何共 合點不 什、 何事に而候哉SVJ^:^i5申所、 左 

門 を以 段々 御し かり、 伊 兵 衞儀才 許 迄 付 念 を 入 遣 候 得 共、 御 點には あ ひ 不申候 VJ 申 分け 仕 候 

得 者、 才領 二人 ど 持 申 者 四 人 籠 舍被仰 付 候に 付而、 伊 兵 衞存候 は 手前 申 分 は 立 候 得 共、 此分 

に而 者い かゾ， >0 存、 相 司 其 外 御 近習 衆に 相談 仕 候 者、 此分 にて は 難 S 存候 間、 尤 手前より 金 

十郞 殿へ 致 持參、 あれ， は 殿 樣被爲 入 候 VJ 申 付 候 得 共、 未此 上に も 念 を 入 可 申義に 御座 候處、 

御點 にあ ひ 不申段 迷惑 仕 候 間、 籠舍人 御免、 私 迷惑 可 被 仰 付，. J 申 候へ 者、 何 茂 其 段 は 早く 候 

由 申 候 得 共、 是非 可 申 上 ，-1 品 川 左 門に 申 候 得 者、 早速 申 上 候 所に、 伊 兵衞左 « に 申 候 は > -、 

籠 舍人共 ゆるし 候 得 VJ 御意に 而、 事濟申 候。 仕 合 之 由 申 候。 

〔加 陽諸士 言行 筆記〕 

一 、 加賀利 t の 公、 河 和 阜人を 被 召 抱、 目 見の 時、 単 人 長 袴に つま づき 轉 ける を、 近？：： の耀笑 

ひければ、 公 以の外 腹 立 有て、 年寄た る 者 はか 樣の事 は 又も あるべ きなり。 以後の 爲 なれば、 

笑 ひたる 者 共に 鬧を らせ、 切腹 可 申 付 ど 有け る 故、 犟人罷 出、 達而 言 を 申て 赦免 有し 

也 0 

〔松 梅 語 図〕 
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一 、 粗、 村 故 河 內病氣 に 付、 京都に 越沒 生いた すよ し 申 上 御 被ド 0 其 後： に、 前な V, の 

« 成 大名：^ 家老、 お 生に 上京 仕事 遠慮 可 有事 也。 京 は 遊 出 所 多 所に 而、 ^生に は氣を ほうじ 

たるが 能 物に 候。 然共 誰が 家老が 養生に 上りて ケ 樣之仆 形，.」 風聞して、 あれで も 大國之 仕 E 

をす るか V」 申せば、 主 入の 爲 不可 然ズ」 御意 0 

〔微妙 公 夜 a〕 

一 、 奧村 河內殿 屋敷 下 之 石垣 潰 申 候而、 御 年寄 衆 被 仰 渡、 正月 八 より 佐 贺ぉ之 助 v.」 兩人 

出、 普請 出來 候。 微妙 公御歸 城、 小 松に 而右 普請 用 帳 上 之 申 候 所、 以の外 御機嫌 惡敷、 是は 

御存知 不被遊 普請 之 旨 御 叱に 候 故、 御 留守中 御座 候 故、 年寄 共 列座 申^ 候に 付 相 励 5. 候 由 申 

上 候へば、 年寄 共に 知行 もら ひ 候 哉 御意 候 故、 御 知行 は殿樣 より 被 下 候へ 共、 御 守屮は 

年寄 中 列座に 而 申渡義 は、 御意 同事 心得 申 候。 私共の 樣成 末々 の 者 は 勿論、 入 持 歷々. -違 

背 不仕候 由 申 上 候へば、 河內 屋敷の 下 故お たるに 仕 候 哉、、」 御意 候 故、 正月 八日 雪中に て、 お 

たるに も 迷惑に 御座 候へ 共、 御 奉公 故 VJ 奉 存罷出 候、 夫が 御意に 違 候へば 大很仕 候 *、 久越 

に 申 候 3n 申 候に 付、 一 々其 段 申 上 候。 云 ひ 度 ま、 申 候、 水 くら はせ VJ 御 わめき、 、こかく 舉公 

すき じ や、 毎日 朝より 長 圍爐裏 之 間へ 相 詰 候へ VJ て、 五六 十日 計り 何の 御用 も 無 之に、 ^日 

相 詰？ 能 在 候。 御 S の 瓜な ど 被 下 候 どて、 相 詰 罷在者 共 書 立上り 申 候 所 御 點被遊 候。 何 茂 被 下 
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候に、 手前 一人 每度不 被 下 候。 腰 拔者之 樣に而 見 苦 御座 候 故、 七月 十二  H に VJ かく 金 澤へ可 

罷 候、 多分 腹切 可 申、 その 方が 埒明增 ビ存、 小 松に て は 栗 田 權兵衞 方 を ffi に 仕り 罷在 候、 

權兵衞 に？ 能 歸候旨 申 候へば、 御機嫌 直り 申 候 哉 一段 孚申 候。 御 暇 も 不被下 候 得 共、 十二 日の 

朝 早々 に罷歸 候。 早速 達 御聽候 哉、 瀨兵衞 罷在候 哉，. J 御尋、 櫂兵衞 方へ も 尋に參 候 所に、 金 

澤へ Si 歸由候 申 候へば、 中 村 久越承 候而、 よびに 遣 候 樣に寻 被 仰 出、 早 飛脚 參候 0 午前 金澤 

へ 参着、 行水 仕 候 所へ 申來。 湯漬 たべ、 此 行水が 切腹 前の 行水 ど存 越 候。 御 夜 詰 半に 小 松 

へ罷着 候而、 久越を 以其段 申 上候處 に、 左 門 殿の 申 次、 支 捲 殿 被 申 渡 候 は、 おた る 米 を 三十 

俵 被 下 候 0 盆 前 仕 拂も可 仕 候 間、 伊藤 內 膳へ 申閒、 高直 拂に銀 子 相 渡呵申 3!： 被 仰 出 候。 不存 

寄 事、 難 有 S 申 上 候。 今晝 は、 山 本 瀨兵衞 御吒置 候へば、 御 暇 も不被 下に 金澤へ 歸候故 呼 

に參 候、 多分 可 被 仰 付 芋 何 茂 申候處 に、 是はく  申 0 覺 悟に 而罷越 候へば 各 別 之 事に 罷成、 

腹 を さすり く 大分の 銀 子 受取 罷歸 申，. J、  u 父瀨 兵衞咄 候而淚 をな がし 申 候。 

〔微妙 公 夜話〕  , 

一 、 或 人の 曰、 微妙 院樣御 髮を柳 田 四 郞三郞 ，こい ふ 者に 御 ゆ はせ 被 成 所に、 御 氣に不 入ビき 

は 御ぐ しお ほ V. かせられ、 四 郞三郞 に 拋付被 成 を、 また 立 寄 結 直し 候 故、 四 郞三郞 を 大膽者 

ど 何 茂 申 候。 其 頃 Si 田玄蕃 品 川 左 門 を 以申上 候 は、 11 郞三郞 儀 筋目 も 爾，. -不 知者に 候 間、 


誰 にても 餘 人に 御 髮を被 仰 付 可 然，.」 なり。 殿、 口上 之 通 被閒： ^候、 され ざ もす： 蕃 には不 似合 

事 を 申 上 候、 彼 一 人に 不" お、 三 ケ國巾 之 者に は 御 心 被 付 候 はで は不被 成候處 に、 彼 一 人 を 思 

1:^ 候へ VJ 申 段、 W 々沙汰の 限 VJ て 御喷被 成し VJ 云 々0 

〔微妙 公 夜 

1 、 或 人の 言、 一 年 深雪の 刻、 奥 村 又 十 郞易英 千.^ 原監物 重 好 等 江 tri へ 被 遣 刻、 餘な 

るき 故 各 道中 乘物 にて 參度由 御斷申 上ければ、 微妙 院殿聞 召、 篤に て參 度， 申 者 は あれ ども、 

上海 道 を 可 行 VJ いふ 者 は 無 之， 」 被 仰、 御 惡か りし 故、 兩 人ながら a もなら や 馬に て 往し也 0 

ti\ より 

上海 道 を參者 多し ど 云 々o 

〔集 古 雑話〕 

一 、 前 田 源隨老 語られ 候。 我等 若き 時分 は、 苦勞成 事に 逢 申 候。 微妙 公 御意に て、 足 輕を兩 

人 被 遣 候 間、 越 中 ，£i 罷越、 稻の穗 を VJ ら せて 可 參 VJ 仰、 早速に 參り 取て 參 るな り。 御意に は、 

其方杯はかゃぅに っかひこまねばならぬ^.^被仰由なり。 南 保玄隆 はなし。 

〔微妙 公』 使 話〕 

一 、 於 小 松 かぶき 者 有 之、 辻 立な ざ 仕 候 由 御 聞 被 成、 長 谷川 庄 太夫 VJ 申 御 小人 頭 を 被 仰 付、 

町 を も 廻り 申 所、 泥 町 を 通 候 得ば、 侍 共の 子、 此頃庄 太夫 切々 通 申 候條、 少 いため 可 申 どて、 
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二三 人待受 候て、 庄 太夫 通 申 節 あて ざ や 仕、 何 角 申 候て 切 可 申 » に 候。 庄 太夫 直に 御城ね 罷 

上り、 右 之 牀申上 候 得 者、 御意に は、 不謂士 町 を 通 申 事 哉、 なぜに 町屋 計を不 廻して、 あぶ 

なき 事に 逢 申 候 VJ 御意に て、 其 後士町 をば しのびて 漸通. S. 由 0 右 之 親 共 承 候而、 狼籍成 儀い 

たし 候 ゆ ゑ、 いか 樣に可 被 仰 付 茂 難 計 候處、 拆々 難 有 御 事、 何れも 何事 も 有 之 候 はゾ、 一番 

に 驅込可 申 心底， >0 谷 申 候 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 微妙 公 御 暇 被 下 候 御 飛脚 參 候へば、 御 迎に何 茂罷越 候。 城 戸 七左衞 門. 山 田 市左衞 門. 山 

本瀨 兵衞、 三人 同格に 而越中 境 迄 御 迎に罷 越、 待 請 御供 仕 候。 或 年 何れも 承懸 に、 我 先 VJ か 

け 出し 候 故、 瀨兵衞 も罷出 候へば、 前 田對馬 殿に 竹 橋に て 追 付 中 候 所に、 御 迎に參 候 哉、 同 

道 可 被 成 1+ 被 仰 0 ひた 物參 申內、 越 中 境まで 參、 私共 は 例年 是に待 請 御供 仕 候、 御 堅固に 御 

供御 歸可被 成 芋 御 暇 乞 申 上 候へば、 愛に 居 申 事が 有 物 か、 手前，. J 參 候へ，^ て、 前 巾着より 金 

ー步 二十 切 御 取 出、 是を やる、 路銀に して 參 候へ， こ 被 仰 候 故、 夫なら ば可參 かど、 同道して 

參 候へば、 信 州 田 中に て 御駕籠に 參合、 對馬 殿御 目 見 候へば、 御駕籠 立 候而、 余澤之 事御尋 

被 遊 候。 十 間 計 跡に 瀨兵衞 居 申 候へば、 其 所へ 御駕籠 參候ビ 御覽じ 付、 御行な りに 召 候而、 

道中 之 事な，、，、」 御尋被 遊、 御供 可 仕 候 由 御意に 而 御供 仕 候。 其 夜 善 光寺 御 泊に 而、 羅紗 之 御 羽 


織 彼 下、 用 御供 可 仕 候 由 被 仰 出 候。 W 境 へ 七左衞 門. 市 左 衞門參 候而： S 候 » 共： 36 ん不 申、 如 

M  ノ」. 5. 所へ 御供 仕 候 而參。 右 之 段 申 候へば、 腹 立 申 候へ 共、 對 iJiJ 殿、 手前が 是非 參 候へ、 こ 瀬 

兵 衞同逍 候而、 瀬兵衞達而斷候へ共さび敷っれて*^候、 こらへ 候へ 被 仰 候 故、 絕而不 申 候 0 

今時 之 世 中に 存候 へ ばなる 事に 無 之 候。 

〔御^ 言 覺書〕  . 

一 、 後 水：^ 樣^ 舉覺 候。 有 時 微妙 院 様ね 御文 を 被 進 候。 其 時 左 門 を被爲 召、 是を 見よ、 加樣 

の $5- 何の 國持 大名 御 三 卿に 茂 有 之 間 敷 候。 此方の 家 は 遠 候 事の 由 御意に 而、 御機嫌 能 御 子 

に 御座 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 •€ 水田 四 郞左衞 門 御法度 場に て 鷹 遣 ひ 候 由、 御橫目 書付 上 候 得ば、 禅 田玄， 蕃迄被 仰 出 候 は、 

四 郞左衞 門が おれに くれう ビて、 法度 場に て廳遣 候よ し、 如 此橫目 書付 上申 候。 心 ざし は滿 

足に 候 得 共、 無用に 仕 候へ VJ 申 渡べ さ 由 御意に 候。 

〔松 梅： ほ 園〕 

一 、 奧村源 左衞門 公事 場 舉行被 仰 付 候處、 世上に 而源左 衞門は 片口の 最負 つよき 者に 候、 公 

事 杯に は 不相應 の 者 VJ 取々 申なら し 候。 此段御 目 付 書 上 候處、 源 左 衞門呼 可 申 Sti 被 仰 出 候 0 

加 潘 史料 第三 編 萬 治 元年  六 七 五 


六 七 六 

罷出 候に 付、 老中召^？^御前へ罷出候處、 御 怠に は、 源 左衞門 義公樂 場 奉行 被 仰 付 候 所、 口 

につよ き 者に 而、 公事 聞に は 不相應 VJ 何れも 申 由 候。 源 左衞門 S 負つ よき 者 VJ 御 聞 候に 而被 

仰 付 候。 源お 衞門 ひいき 仕る 者 は、 我等の けて は 有 間 敷 候。 左 候 は、 我等の 爲の惡 敷 様に は 

仕 gi 敷 候、 彌 左様に VJ 御意 之 由 0 上下かん じ 申 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 竹 中 德， 能 御 奉公 仕、 手 もよ く 書き 御用に 立 候。 御 取 立 被 下樣に r チ御 年寄 衆より 被赖候 

所、 德 sffl に 立 候 事、 ，こくより 合點に 候へ 共、 家中 大勢に、 大分の 知行 を、 用に 不立者 共に 

遣 候而、 あちらへ 堀 込れ 候。 德齋 一 人責而 おれが 堀 出しにさ せど 御意 候 由、 別 所 三： 牛咄承 候。 

〔松 梅； 暗 園〕 

一 、 內藤外 記 殿御 屋敷へ 御 出、 此間前 田 右近 殿 高 尾 ど 申 傾城 御請 出し 之 由、 殿中に 而も 脇に 

而も 取沙汰 之 由 咄被申 候處、 中 納言樣 御 聞、 若き 者似會 たる 事 を 仕 候。 去共少 身に 候 間、 銀 

な ざ も 造、 氣 * 惡 首尾 も 候ば、 金子 らせ可 申 もの を VJ 御意。 其 後 外 記 殿方に 而咄被 申 候 得 

ば、 右近 はた はけ ど存 すれば 利發 者に 候。 中納言 殿之檨 成銀 を くれ 申 御 生 持 候 はゾ、 幾人に 

而も 請 可 申 もの を，. J、 惡 沙汰 止 申 候 0 

〔松 梅 語 園〕 


一 、 其 後江 御供に 被 召 連 き 者 之內、 本鄉六 丁目 風呂屋に 吉松ど 云 傾城；：^、 是に打 込、 三 

* 線 一 挺. 大脇刺 一 腰に 成、 御屋敷 出仕 難 成 者 橫目申 上に より、 津田 i 蕃に被 仰 付、 何 國へ參 

り 候 哉 人 しれす に 成 也。 御供 之 面々 申 は、 定而御 國へ被 遣、 多分 は 可 有 沙汰、 人 不知に 御拂 

者に 成た る もの VJ いふ。 其 後 御供より 歸り みれば、 御 國に而 不相特 御 奉公. ST 也。 人不 S 議に 

思 ひ、 尋聞 くに、 若き 者 一 度 誤り 有 もの 也、 成程 人 不知に 國へ歸 せ，. J 御 怠に 而、 i 審 潜に 路 

銀 合力に 而御國 へ 御 返 故、 御供 中に 知人 無し。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 境之舉 行に 長 谷川 惣兵衞 VJ 申 者 有 之 候 0 其 者 娘 を 微妙 院樣 御內意 を以、 市 振の 者 方へ 緣 

に 付設 候。 然 所に 微妙 院様御 逝去 以後、 年寄中^5^議有之、 惣兵衞 仕形 何，. -も難 心得 候、 境の 

奉行に て罷 在、 娘 を 市 振の 者 方へ 遣 候 儀 不屈 千 莴成樣 に 候 間、 切腹 申 付可然 詮議 極 申 候。 惣 

兵 衞申候 者、 是には 段々 子細 有 之 事に 候 得 共、 證據無 之 候 故、 此 節に 到 申出 候ても 無詮 事に 

候 32 申 候て、 致 切腹 候。 其 子細 者、 市 振の 者，. J 緣 者に 罷成候 事 有 之 候へ 者、 若 御用 之 節 御 味 

方に 引付 可 爲申御 內意ど 相 聞ね 候。 微妙 院樣御 逝去 以後 此詮纖 有 之、 右 之 様子 御 墨附御 書 

等 も 惣兵衞 所持 不仕候 故、 誠に 仕 者 無 之、 無 了簡 致 切腹 候。 年寄 中 之 詮議 迄にて 如 此候。 仕 

樣も可 有 所に、 未熟 成 詮議に て ケ樣之 儀 共 間々 有 之 St に 候。 
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〔菅 君榮名 記〕 

一 、 江 1^ 御屋 細の 內、 佐々 木 道 休 小屋より 出火、 二三 軒 燒失仕 候 0 御前に 茂 御 露地 御 * 水 之 

緣に S を 敷、 屏風 立 被爲入 候。 御 居間に 有 之 御 道具 共 は、 御 泉水 際に 精 有 之 候。 御 使 番品川 

庄右衞 門 迄 召 候而、 見廻 衆 可 有 之 候、 御 間 前， に 罷出有 之、 屋敷 之內下 長屋 失火 候 S: 共、 家來 

共 打消 申 候 Sb 申入、 御門 內へ入 申 間 敷 之 由 被 仰 付 候。 罷立候 得ば 御 呼懸、 庄右衞 門 は 惡筆じ 

や、 今 枝 伊兵衞 道具 も 仕 廻 候間參 候而、 見廻 衆 之 名 を 帳に 付 申 候へ ど 御意 故、 伊 兵衞參 り. & 

候。 其 時分 御 細工 人 水 谷 少右衞 門、 白 鞘の 刀 を 持て 泉水 際 御 道具の 方へ 參候。 何 じ や，. J 御尋 

候へば、 御 次に 此刀取 落 有 之 候 故、 持て 參り候 旨 申 上 候。 御 聞 被 遊、 おのれが 役に 而もな き 

に 奇特 成 事に 候。 夫 はいな に，.. J ら する，.」 御意に 候 0 翌日 品 川 左 門に 其 段 申、 御 納戶わ 上 S 可 

申 芋 申 候 得ば、 直に 被 下物 を たれが 指 圖可仕 孚被申 候而、 拜領仕 候。 藤 島の 刀に 候。 水 谷 tt 

合惡敷 候。 正宗に 而茂被 下 害に 候。 內は 何やらん 御 存無之 候 得 共、 そこにて きどく ど 思 召 候 

被 下 候 0 是は 微妙 公之 御 器用の 至極の 所 知 VJ、 品 川 庄右衞 門咄承 候。 

〔菅 君榮名 記〕 

一 、 吳服所 大森三 郞兵衞 は、 平 九 流の 小歌 上手に 而候事 被 開 召 及、 小 松ね 參り候 時分、 御 m 

被 成 度 候 st、 內證を 以仰付 被 遊 候 得ば、 近年 は 年寄うた ひ 候 事 も 無 御座 候 得 共、 うた ひ 可 申 


候 由 申 候に 付 而被仰 付 候。 其 上 其方 義 歌うた ひに て も 無 之に、 御な-故 年寄うた ひ 候 依 御 ffi 足 

被 遊 候。 今 年寄 候 間、 茶な ざた て 慰 候へ VJ て、 定家 G 文の 見事 成 御 掛物を 被 下、 于今大 森 

家に 所持 仕 候。 三 郞兵衞 難 有が り、 私の 小歌 は 高直 成 歌 どて 自慢 仕 候 由、 當 代三郞 兵衞咄 

〔管 君榮名 記〕 

一 、 由 比 勘 兵衞山 奉行の 時分、 野 田 山に 松 を 根 廻し 仕置 候 旨 承 付 候て 罷越 候處、 松 取に 參候 

者 十 人 有 之 候へ ざ も、 にげ 失 候て 兩人召 捕 歸候。 本 安多 房 守 殿の 者に て、 靑木 «^::h 巾^ 

人罷 越、 下に 而事 濟申樣 にあつ かひ 候 得 共、 勘兵衞 不承 候 由 禁籠仕 申 候 0 江 II； より 微妙 公 御 

歸城被 遊、 勘 兵 衞を小 松へ 召 候て、 御 奉公 情に 入 申 候 由 被 仰 出。 其 頃 迄 は 勘 兵衞彥 市. +申、 

C 父 勘兵衞 次男 故 配 知 百 石 被 下 候處、 二百 石 御 加增被 下、 都合 三 fc« 石 致 拜領、 名 を も 勘兵衞 

に 相 改可申 旨 被 仰 出 候。 W 又 u 父 勘兵衞 より、 大坂之 時分 榮螺の 張懸の R 指 上申 候而、 御： g 

中に て 一 度 被 召 候。 其 後 被 返 下 之 候。 于今有 之 候 哉 御尋 候處、 幼少に 而 亡 父 相 * 候 故、 委 

細の 義不 奉存 候へ， も、 榮螺の 張 懸の宵 は 所持 仕 候 由 申 上 候へば、 取 寄 可 入御 候 sto 則 入 

御覽 候處、 成程/ -是 にて 候、 秘藏に 仕れ て 被 返 下。 于今由 比 家寶に 候。 外祖父 由 比 勘 兵 

衞咄承 候。 
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〔菅 君榮名 記〕 

一 、 元祖 難 田玄蕃 殿忠三 郞孚申 十三の 年、 極寒の 時分 古筆 を 煤 出し 仰 付 候，. J て、 器に 水 をい 

れ、 古筆 を 御つ け 候へば、 うき 上り 申 候 を 忠三郞 おさべ 御意 候。 はつ VJ 申して 水中 兩 手に 

而押付 居 被申內 に、 御鷹 野に 御 出 被 遊 候。 其 時分 朝 五 時に 而、 其日暮 時分に 御 城 被 成 御 S 

候へば、 いまだ 其 をお さへ 居 被 申 候、 色も替 りて 居 被 申 候。 是 は，^ 御意、 やれく あの 子に 

酒 あつく かんして 吞せ VJ 御意、 さてく 愚癡 またき 男 どて、 御 叱 被 遊 候 得 共、 其晚 一倍 御 加 

Sf 被 下、 其 後出 B に 候。 元祖 支蕃 殿の 咄を、 C 父 瀨兵衞 御 談承候 32 咄承候 Q 

〔菅 君榮名 記〕 

一 、 微妙 公 御 參勸之 節、 小 松より 御供 仕罷越 候處、 泉 野 入口 右の 方 は 松 に 候。 此處 にて 瀨 

兵衞 VJ 召 候て、 向の 松 を 見て * 候へ 御意に 候 故、 はつ ど 申 かけ 出し 參候。 堀 切 御座 候に 付 

飛込 候 得ば、 腰 切 有 之 候 を 漸くに 向， £1 かけ 上り 申 候て、 松 を 見 申 候 得 共、 合 點茂不 仕 候へ ざ 

も 先 かけ 出し 申 候 故、 松の 大小 Si くの 遠近 見 候而、 追 付 申 候へば、 才川 橋の 上に 御 想 籠た 

てられ、 川の 上下 御 覽候而 被 爲入候 處ね走 付 申 候。 松 を 見 申 候へば、 或は 一 尺迥 或は 七八寸 

廻 入 交り 御座 候。 又 間々 は 或 六 七 尺. 九 尺 も 御座 候 旨 申 上候處 に、 被 聞 召 何 之 御意 も 無 之 候 0 

少御 はや ご にて、 聞 請 不申事 も 御座 候 得 ざ も、 押 返し 奉 窺 事 難 仕、 かけ 出し. & 候。 夫より 


井 
樓 

II 

蒸 
籠 


御供 仕、 淺野 屋，^ 被爲入 候。 私 は 加 贺守樣 者に 而、 御： M 被 召仆候 故、 小 松 衆 之 通に 加贺守 « 

よりの 御 料理 は 不被下 候 者に 候。 giJS 翌朝 御供に 揃 申 に 候處、 御用 候 問 出 候^に 被 仰 出 

候。 其 後方々 より 上申 候井樓 菓子 一 組 被 下、 是を たべ、 火の 廻り 申 付 可 被 在 之 山 御^に 御座 

候 故、 泥に 成 候 装束 仕 かへ、 御旅館に 在 候へば、 御 夜 詰 過 m つ 御 右筆 安井 源兵衞 ffi 紙 を 持、 

奥より 出 申 候て、 潸 に御吉 左右.. ナ爲 知、 W 暫有 之、 本 多 安房 殿御 呼、 唯今 御前 ，£i 召 候 由 御 申、 

御？^^引能出候。 常々 律義に 御 奉公 仕 候に 付、 新 知 被 下 旨 安房 守 殿 被 申 渡、 御墨付被下頂^^候 

所に、 情 出し 勸 候へ、 取 立 候 半 与 御意に 候。 尤 御旅館に 罷在 候而、 ^風 罷出候 故、 上下 茂 * 

用不仕 候。 希代 之 珍事，. J 諸人 申 候 由、 C 父瀨兵 衞咄申 候。 

〔微妙 公御發 語〕 

一 、 於 小 松、 御 慰に 鯉 を 御 取 被 成 候 御 S3 川へ、 山 崎 長 門 舟に 而參 り、 たう あみ を爲 打、 鰓 を 

多 取 申 候。 御 目 付 共 書付 を以、 其 段 申 上 候 得ば、 扨々 ちゃう ほう 成 事、 長 門 祖父 は ffl 喪、、」 巾 

武 へん 者に 而召 仕、 大 坂に 而も 武者 大將申 付、 秘藏 存候 者の 筋 故、 大分の 知行 を どらせ K 

候處 に、 長 門もう いやつ、 われら 法度に 申 付 候 所へ 罷越、 魚 を，. J り 申 は、 一番 鍵より 上の 手 

柄， >0 御 悅に而 御座 候。 長 門 承、 彌 武勇 を はげみ 申 候。 松 江 兵 助な ざ も、 長 門に つれられ 參候 

ど 物語 仕 候. - 

加賀藩 史料 第一 二 編 萬 治 元年  六 八 一 


六 八 1 


輒父は 山 本 

源 右衛門な 


〔菅 君榮名 記〕 

一 、 祖父. E 本久肋 跡目 は、 伯父 山 本 五兵 衞 殿へ 被 下 候。 壽福院 様. Si 御 附被遊 候 得ば、 いまだ 

年若に 御座 候 間、 御 女中 様 御 附被成 候 事 迷惑 与 御 斷申上 候 0 其 後 御 代官， 仰 付 候へば、 勘 

定方不 案內に 御座 候 由 又 斷申上 候。 扨 このみ 仕 候 VJ て、 さん 御意に 途ひ、 淡路 守ね 遣 候 

へ、 小 家中に て は 酢に ももろ みに もっか はれ、 鹽 つけさせ ど 御意に て • 富 山へ 被 遣 候。 山 本 

瀨兵衞 事、 牛 之 助 どて、 幼少の 時分に、 五兵 衞富 山へ 參候。 牛 之 助 母 は久助 後妻に て、 梁 田 

元祖 傳兵衞 娃に而 候。 五兵 衞孚は 腹 違 申 候 故、 富 山へ 參候事 もい か  ，こて、 粟田 四 郞左衞 門 

屋敷の 內に 部屋 仕 候而、 牛 之 助 を そだて 罷在 候。 牛 之 助 名 を 瀨兵衞 VJ 改申 候。 其 後 十九 歲の 

時、 老母ぶ らく 相 煩 候 故、 何 VJ ぞ足輕 に 成 共 御 奉公 させ 見 申 度 VJ  、老母 粟田 久左衞 門. 同 四 

郞左衞 門 • 同 權兵衞 に ひたすら 賴申 候て、 小幡宮 內殿不 入に 申入 候へば、 渾 田玄 相談 候 

處、 殿様 御 留守 故 何共 成 申 間 敷 候。 老母 病中 達 而願候 は、 3、 能 州の 小 代官に あき 有 之 候 間、 

夫に 仕置 候て、 來年御 歸城被 遊 御 序に 可 申 上 由。 小 代官に 罷成 候而、 能 州 かぶ VJ へ 罷越候 G 

翌年 御： S 城 被 遊、 御 S の 勘定 帳 上 之 申候處 に、 此山本 瀨兵衞 r 寸申者 は 御存知 不被遊 候、 何者 


候 哉 芋 御尋候 故、 是は山 本 故久助 末子に 御座 候。 粟田 四 郞左衞 門 介抱 仕置 候而、 能 州 小 t 


/ 


官に召 抱 置 候 由、 玄蕃殿 被 申 上 候 得ば、 山 本 五兵 衞富 山ね 被 遣、 佥澤に は久助 子孫 も 無 之 候。 


幸の m 候 問、 金澤. に 召 寄 可 被 召 仕 候 由、 金渾. 出 候。 組 外に 被 仰 付、 其 後に 新 知 被 下 候 故 

に、 微妙院^；^御厚恩に候。 此せ尾 は 御 の 趣，^ 田 先々 玄蕃殿 被 仰 聞 候^、  t 父湘 兵衞咄 申 

〔山 本源 右衞門 書〕 

中 村 久悅. &上候 は、 東海道 折 ケ通承 候に、 只今 國 大名 衆 御供 下々 も罷通 候に も、 はたご ど 

て 飯 を 買て 給 申 候。 御國の 人ば かり 木 貸 ど 申、 自分に 食 をいた し、 晝飯も 腰に 付 通 申 K 由 承 

候. ss. 上 候へば、 惣別 武士の 家に は、 食 を も燒覺 え、 食を腰に付^^も存候^^^-思召。 亂阈に 

ははた ご はなるまい 事 VJ 御意 被 遊 候。 其 後江 戸に 而 沙汰に、 侍 之 道 今にす たり 不申候 は、 加 

贺肥前 殿御 家中 計りに て 候。 日本 共に はたごに 成 候へ 共、 肥 前 殿 家中 迄 腰 兵 ig 付. S. ど 御中 候 

由 0  - 

メ 

〔癸 巳 雑 志〕  ： 

菊 池 武康が 云、 金 森 七 之 助 被 召 出、 一 向宗和 へ の 御 志 V」 也 0 初 知 千 五^石 针 g 歳 被 下 程 終て 

御加增 五百石。 時に 是 程の 御加增 は、 御はづ かしく 思 召 るれ、 ざ、 不. E 由に 可 有 之 ど 思お て 被 

下 VJ の 仰 也。 小 事大 * の 御意なら す や。 

〔續漸 得 雑記〕 
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一 、 太 問の 時、 越後 國堀左 衞門は 政務 宜敷、 世上に て 名人 左衞門 殿，. -呼申 に 候。 微妙 公の 

御 時、 或 日 岡 田 將監被 参 色々 御咄有 之、 左衞門 殿の 事 も 出で、 仕置 名人. 4V5. 候。 此間も 承 候 

へば、 近習 小將 あがりの 內、 出頭の 者 兩人有 之、 萬 事 同様に 相 勤 候處、 或 年 一 人 之 者，^ 加 4? 

千 五百石 一 度に 給り、 一 人 之 者 へ は 何事 も 無 之 候。 其 者曾而 前に 替事 もな く相勸 候。 三年 過 

て 被 申 渡 fe< は、 先年 一人の 者へ 加增 遣し 候 時、 一所に 可 取 もの を，^ 存、 舉公 にも ふて 可 中 も 

のに 候 所、 三年 之 間た め 候 得 共、 曾て 其 様子 も 無 之、 猶更宜 敷 相勸候 0 奇特の 事に 候。 依 

之 遣し 候 3:3 にて、 同じく 千 五百石 加 增給候 旨 咄し被 申 候處、 微妙 公、 將監殿 は發明 人，.」 兼て 

存知 候へば、 存外 成 事 を 被 申 候 0 それ は左衞 門に は 至極 不 了簡に 候 0 左 樣に氣 に 入る 出頭の 

者 は、 大勢の 內 にも 大切 成 ものに 候。 然るに 三年の 間た め 申 杯，. J 申て ためら ひ、 遲く加 4? 吳 

候 事 は 沙汰の 限り 存 候。 若 ふて 候 得ば 家來 一人 捨申樣 成 ものに 候。 ふて る^ 之 事に 候。 ふ 

てす 皮て うかく 勸る やつ は、 何の 役に も 立 間 敷 候， .0 御意に 候 0 同 御代 永 原主稅 は、 土 佐 末 

子に て大學 申 候。 夫故少 知に 候て 相 勸罷在 候。 段々 御 取 立 被 成 候。 或 時 大學を 召て、 御 ffi 

料紙 御請 被 遊 0 御前へ 上 之候處 に、 何 哉らん 一 筆 御調 被 成、 是津田 支蕃へ 其方 持 參相渡 《 核 

に VJ 御 渡に 付、 御 次へ 迄罷出 候處、 御 呼 屍し 被 遊、 右 之 御 書付 を 御 取 返し、 御 引 さき 被 成、 

別に 御調 替、 S 蕃へ相 渡 候 様に， こ 御意に 候 故、 大學 持参し 相 渡候處 に、 支..^ 拜 見し、 猪々 結 


御？^、 御 分へ， 千 五 w 石 御 加 被 下 候 3 "，油 g;^ ぽ成 ま， 御意に 候 ！t、 其 座に て * 渡、 直 

に 御 禮申上 候。 依 之 俄 に 高 知に 罷成候 旨。 最初に 被 遊 候 時 は、 知行 少く思 召 候 故 御 W 彼 成 候 

*o  乂御 減し 被 遊 候歟。 此 公に 限り 御 滅被遊 候 事 は 無之箬 og に 最初より 御 墦被成 候 もの VJ、 

時の 人々. 候 3曰0 

〔松 梅お 11〕 

一 、 江 1!^ に 而將雄 指 之宗桂 • 弟宗與 御屋敷へ 切々 參り、 津田玄 #• 竹 田 市 三郞. W 田 助 左衞門 • 

柳 田四郞 兵衞、 御上 屋敷に 而は 森田庄 九郞. 山 田 市內等 相手に て 將恭刺 也。 中納言 樣御 聞、 又 

坊主め が將^ VJ 見えたり 0 それで 有 合 者 共ぬ かるな 0 將恭に 成る， >u 一向 氣 違に 成程に、 先 脇 

刺 をはづ して 置、 さ すな VJ 度々 御意 也。 去 共 御前に 少も御 構不被 成、 折々 は淡路 飛 禪$^ 

御 出御 見物の 事 も 有、 惣而 二六時中 御屋敷に 盤 有 之、 寄 合 ひて 刺して 居 也。 

〔微妙 公御發 語〕 

一 、 未 金 澤に被 成 御座 候 節、 公方 樣ょ， -御餌 柄の 鶴 御 拜領、 御披 きの 御 料理、 家老 中より 物 

頭 迄 被 下、 何 茂 頂戴 仕た ベ 申處、 金の 土器 二つ 三方に すゑ、 今日は 有難 目出度 S 召 候 ii、 御 

酒 をた ベ 祝 可 申 候。 此 土器 は 野 村 左 馬 初め 可 申 由 被 仰 出 候。 左 馬 難 有 奉存、 場 中， 出 給 初 

申 候。 諸人 左 馬 を 浦 山 敷， >0 存、 左 馬 も K# さ 身に 餘申候 由 申 候 0 
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〔微妙 公御發 語〕 

一 、 神！：^ 主 殿 十五 六の 時分、 松 枝 おろさせ 申 奉行 被 仰 付 候へば、 事 之 外 腹 を 立、 元服 可 仕，. J 

御 訴訟 申 上 候へば、 主 殿 此役を 申 付 事 腹 立 申 VJ 思 召、 あれら は 何事 も 有 之 時 は、 一方の 下知 

を もさせ 申 ものに て K 故、 海 川 けんなん を も 見せ 置 申 爲に院 o 若き 故 合 點不仕 候 VJ 思 召 候， 


〔菅 S 榮名 記〕 

一 、 京都 町人 御用 相 勤 申 者 共、 相 應に御 懇に被 遊 候 旨 難 有が り、 毎月 十二 日に は 芳赛院 の 和 

^！：を呼、 非 時 仕、 廻く 寄 合 申 候。 大 森三郞 兵衞. 桔梗 屋六 右衞 門. 蕃屋庄 兵 衞* ぬし 道惠. 後 

勘 兵衞. 竹 田 權兵衞 •* 藤 勘 右衞門 • 石 井 仁兵衞 に 候。 每歲 十月 十二 日 は 方 院宿番 に 御座 

正月 は 祥月 一 候 0 先年 在京の 時分、 御正 月に 參詣 仕懸 り、 奧村十 郞左衞 門 殿 私宅、 芳春院 雲 秀和尙 非 時 振 

舞 可 申 候、 在京 珍 敷事孚 而則罷 在。 此義も 雲 秀和尙 の 被 咄候而 承 候。 

〔微妙 公遗 事〕 

一 、 微妙 院様御 譏に 候。 百姓 は 肥も不 仕、 瘦も不 仕樣に、 仕置 肝要 之 旨 御座 候 御 事。 

〔微妙 公 遺事〕 

一 、 微妙 公 御意に、 惣而 百姓 は 廳を仕 申樣成 ものに て 御座 候。 肉 能 候へば 鳥 取不申 候。 姓 


肥 過 候へば s 業 を 踩に仕 候 o 肉よ はく 候へば 鳥 取 はなし 申 候、 ぼ 姓つ かれ 候へば 田 畠の やし 

な ひも 什 得不申 候。 又 百姓 こやし をむ さき 物 候 へば、 最早く 農作す たり 申，，」 被 仰 候， こ 、 

田 元祖 支 « 殿御 咄承候 由、 c 父 瀨兵衞 咄申候 0 

〔可觀 小說〕 

一 、 越屮 越後の 山 境に 上の 山 vmK 村 あり 0 三日 市より 境 川の 源 を 越る 也。 微妙 公の 御代、 其 

所の }G 姓 五 人に 鐵炮五 挺 被 下、 其 外 農具 等 被 下、 作 取に 被 仰 付 候。 若 右 之 境 を 何者に 而も 忍 

び 越る 者 あらば、 打 捨に可 取よ しにて、 境 守 仕 候 旨 所 之 者 申 候。 ロハ 今 は 三十 軒 計の 村 也、 越 

後 奥山へ 出 候 旨、 足輕 巿島久 兵衞咄 0 

〔微妙 公 遺事〕 

1 、 井上 兵 左 衞門子 淸左衞 門 親懸之 時分、 網 張に 罷越 候。 夜 之內家 來兩人 先へ 遣し、 跡より 

淸左衞 門 參候而 見 申 候へば、 百姓 共 畠 を 踏 候 V- て 口論 仕、 網 を 取 申 候 0 其 所へ 參候 故、 淸左 

衞門申 候 は、 理非 はいか やうに 候 而も、 侍の 道具 VJ られ 候て は 不罷成 候 間、 可 相 返 之 由 申 聞 

候へ 共、 合 S 不仕候 故、 右 之 張 本の 百姓 打 切、 網 取 返 申 候 0 殘黨追 散し 罷歸、 直に 父 兵左衞 

門 組頭へ Si 越、 段々 申閒 候て、 何分に も 御意 次第 之 旨 申 候。 組頭 大橋又 兵衞、 尤之 仕方に 候、 

其 段 可 中 上 候 由、 委細 言上 候處 に、 兵 左 衞門義 は 武功 も 有 之 者に 候、 子供 も 用に 立 可 申 鉢、 
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一段 之 義、. J 御意に 候。 其 時分 改作 被 仰 付 候砌、 百姓 方 は 六ケ敷 御座 候 故、 百姓 共 もお ごり 氣 

味に 候、 此義 如何 成 可 申 哉 無心 許 VJ、 御 家中に 而申 候へば 如斯に 候。 格別 成 御 義，. J 取沙汰 仕 

候 ss、 堀 部 養 齋咄承 候。 

〔微妙 公 遺事〕 

一 、 微妙 公江 戶 より 御 歸國の 刻、 越 中 白 石 村の 內御 通の 時分、 S! 姓 居 屋敷 之內に 作り 置 候 物 

を 御 IT 俄に 御機嫌 惡敷成 候而、 郡 方 成不申 事、 郡 奉行. 改作 奉行 共合點 せぬ 故，. -て御 わめ 

き、 供の 內に氣 が 付た る 者 有 之 候 か、 尋ょ， >0 御意 候へ 共、 誰も 見 がめ 申 者 無 之 候。 人々 被 

尋候 故、 山 本 瀨兵衞 申 候 は、 白 石 村 中に 而 W 姓 共 居 屋敷に、 ほうき を 畠に 作り 置 申 候、 此事 

にて 疾哉 0 ほうき 木は屋 腰溝緣 な. Vj に梳申 物に 候。 何方に も そだち. S. 物に 候。 白 石に て 見 申 

候 者、 大豆. 小豆 其 外 何 を 植ても 能き 所に 作 置 候 を、 私 は 如何， >o 見 申 候。 此 外心 付 申 事 無 之 候 

由 申 上 候。 夫 を 御 聞 被 成、 瀨兵衞 VJ 召 候て、 成程 それよ く、 小 松參着 候ば、 伊藤 內 膳な V- 

へ 申 聞 候へ， >u 御意 候 故、 小 松に て內膳 殿へ 委曲 申入 候。 如斯事 にも はや 御 心 付 被 遊 候 父 

瀨兵 衞咄申 候。 

〔菅 君榮名 記〕 

一 、 越 中 船 見 邊に今 井村， >0 申 村 御座 候。 奧村十 郞左衞 門 殿 改作 舉 行の 時、 郡 廻り 仕 候 節に、 


^の も 亦 今 

扛なリ 


附て參 り 候 肝 煎 *C 姓に、 小 松の 邊 にも 今 井村，、」 S. お 之、 同名，.？.^ 候へば、 小 松邊" 出 村に て 

御座：^. H 申 候 故、 是は遠 所. の 出 村， こ 申候處 に、 其 事に 御座 候、 微妙 院樣江 11^ より 被 爲入候 

節、 此^ は 田地に 可罷成 所み 御意に て、 十 村 共に 御， $ ^依 候へば、 五百石 出 來可仕 11；： 中 上、 山 

本淸 三郞. 圓田左 七な .VJ 吟味 仕 候。 小 松ね 被爲 入、 今 井村 百姓 子供 一 一十より 三十 迄の 者、 男女 

夫 5§ に 被 仰 付、 略 二十 軒の つもり、 農具. 家財 も 被 下 候而、 家作 出來 被^ 候 。其 時分 明日 Si 越 

候.： ivs- 前 H に、 御城ね 御 i: 寄、 御 居間の 御座ね 被 召 出御 覽被成 候。 品 川 左 門 殿ね、 あれら 御 

g 候へば、 一段 健 成 者 共、 作 善 可 仕 候。 御領 國は 何方も 同事ながら、 御城 近 S より 遠方， 御 

遣 候 故、 不便に 思 召 御 覽被成 候 旨 御意へば、 未だ き 者 共に 候へ 共、 一 同に V- つ、、」 泣 出し 申 

候。 夫 故 于今每 月 十二 日に は 御茶 湯 仕、 村 中 精進 仕 候 由 申 候。 外の 村に て、 精進 仕 候 相尋 

候處 に、 于今 其 通 芋 申 候 旨、 奧村十 郞左衞 門 殿咄承 候。 

〔今 江 組 巨細 掌 記〕 

1 、 微妙 院樣 御代、 小 松より 今 江村 迄の 間、 村 遠に 而往來 人 難義に 付、 居 rHf 敷 五十 步宛被 下、 

村立 被 仰 付、 所々 より 相 集り 申 由。 

〔山 本源 右 衞門覺 書〕 

一 、 金 澤中侍 町 も 町方 も 道 惡敷候 由、 小 松へ 相 聞 候 所に、 以之外 御機嫌 あしく、 惣而 居： hj: 敷 
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の邊の 道な ざ あしく 仕る 事 は、 國 大名 之 領國を あらし 申 VJ 同事に 候 0 左様の 者 共 は 屋敷 取 上 

候へ VJ 御い かり、 金澤 中道 作り 申 旨、 藤 田 內藏允 殿 咄承候 0 

〔微妙 公造 事〕 

一 、 鶴來 より 金澤 迄の 間、 道 作り 候 樣に被 仰 付 候。 奉行 は 人 持 組 堀 與左衞 門 殿. 山 本 瀨兵衞 被 

仰 付 候。 窺 申義有 之、 紙面 調へ、 與左衞 門 殿. 瀨兵衞 判 形 をなら ベ 候 ◦ 若 御 尋之義 共 可；^ 之 

候 間、 瀨兵衞 持 參可仕 候 由 申 候而、 小 松へ 罷越 候へば、 色々 御尋 共有 之 候。 普請場へ 罷出候 

事御尋 故、 鶴來 近き 內は鶴 來に宿 仕 候。 段々 金澤の 方へ 罷越候 故 近所 之 在 鄕へ宿 仕 候 0 六ッ 

時より 罷出、 晚は七 半時 比まで 爲仕候 旨 申 上 候へば、 晝食は 如何 仕 候 哉， >0 御尋 故、 與左衞 門 

は 辨當爲 持 被 下 候、 私儀 は 燒飯被 下 相 勸申候 由 申 上 候 所、 與左衞 門 は 辨當を 振舞 可 申 V- は不 

申 哉 VJ 御尋 に、 成程々々 達 而左樣 に 申 候へ 共 數曰之 義に候 故、 堅斷申 候て 不被下 候 旨 申 上 候 

へば、 たはけ たる 事共に 候、 此 書付の 判 形ち いさき 事に 候へ 共、 いたく も 無 之 事に 候。 辨當 

はく はぬ ば 損に て 候 0 小氣成 男に 候 0 玄蕃 方より 內證 與左衞 門へ 申 遣 候へ VJ 御意に て、 i 蕃 

殿より 被. S. 遣 候へば、 與左衞 門 殿、 されば 左樣に 申處に 迷惑 させ 申 VJ て 腹 立 被 申 候 由、 亡父 

瀨兵 衞咄承 候。 

〔夜話 之抄〕  - 


一 、 或 人の 曰、 微妙 院殿 は、 越 中の 境へ 御 入な さる、，、」 等しく 御 仕？^ の 事の みに て、 例年 他 

事に は 御 心 を 入れ ざり し VJ 云 々o 

〔重 ffi 覺書〕 

一 、 昔の 色々 書物 共 慰に 候つ る どい へ 共、 つまり は 其に 不及 0 第 一 武道 事、 國之仕 K、  ：々 

高 德院殿 まね を 仕度，. J おも ふ，. J 、 度々 御意 之 御 事。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 微妙 院殿於 御 國御煩 被 成 候 刻、 人 見 慶安藥 被 召 上。 慶 安御國 にて は 萬 事 御 徒然に て、 御 

氣色も 滯申樣 に 存じ 候。 御 廳野其 外 御 慰 被 遊可然 VJ 申 上ければ、 殿 聞 召、 勿論 左 も 可 有 候へ 

共、 明 基 三 ケ國の 御 仕置 を 思 召 候 故、 御 徒然 成 事は是 なし。 家 來共も 左 樣の義 中 候 由 被 間 召 

候。 殿 をば 能々 胸中の 廣者 VJ 諸人 存 VJ 見えたり VJ て、 慶安 退出 之 後 被 仰 由 VJ 云 々o 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 小 松に 而 一 季居 奉公人、 申 度 ま、 に 給 銀 高く 取 申 事 有。 是は 小々 姓 衆、 器量 能 者 をば 何 

程 にても 召 抱に 付、 脇へ も 其 通 也 0 此義御 聞 被 成、 長 谷川 庄 太夫. 石 川 次 郞助被 仰 付、 於 割 

場 小 松 中 之 一 季居 奉公人 召 寄、 上中下 を 分て 給 銀 を 書付、 割 場の 印 を 出、 先へ 罷越、 彼 印 取 

出生 人に 爲見 候て、 給 銀 直 切 事な し。 一 兩年其 格 なれ 共、 後 は 公義 無 御 構、 又 本 之 ご ，こくな 
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る 0 然共彼 格 を以召 S により 給 銀 安し。 然處三 四 年 過て、 舉公 人頭 VJ 云 事 出來、 誰 方へ はたれ 

を やれ VJ て、 む ざ VJ 抱れば、 已 後其舉 公人 を 先々 にて はせ め 申 事に 成。 此義御 耳に 入御 機縑 

惡敷、 橫目 を以此 頭御尋 之處、 其 頭 竹 田 市 三郞內 草履 取 仁 兵 衞の由 御 聞、 其 ま 巿三郞 に 仁 

兵 衞可出 由 被 仰 下。 市三郞 驚、 則 仁 兵 衞を繩 付に して 上る 0 即座に 毛 利 半 四 郞に被 仰 付、 引 

張 切に 被 仰 付、 うな づき 橋に 而御 成敗 也 0 小々 姓 中 召 仕 之 族、 不殘罷 出 見 可 申 旨 被 仰 出。 其 

後 三 反 崎 孫 市 草履 取、 仁兵衞片相手^0申に付、 右 之 沙汰 孫 市に 可 申 聞 風聞 有 故、 間 一 日 有て 

走る 也。 孫 市 聊不存 どて 申 分 仕。 此者 年季 者 故 無 請 人、 依 之 右 之 親 籠 舍被仰 付 VJ 也。 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 小 松に H 用 頭 七 郞右衞 門、 日用 被 召 仕 時 此者入 申 也。 公義より 被 下 步相之 外に、 私慾 を 

構へ 步を 取る。 日用 共 腹 立つ ビ いへ ざ も 可 仕樣な し。 或 時 御 急の 御 普請の 時、 日用 共 申合せ 

て不 出。 終に 入御 耳、 御機嫌 損じ、 引 張 切に 可 付 由 吉田傳 七 被 仰 付。 大手 口 橋に 而 御成 敗。 

依 之 其 後 私 仕 者 無 之。 

〔松 梅 語 園〕  - 

一 、 金澤 にて 或 浪人、 友達の 刀 脇 刺 を 借り、 金はゾ きを 取燒 付に して 返す 者 有。 數度 重り、 

已 にあら はれ 入御 耳、 小 松へ 御 召 捕 被 成、 侍 之 見せしめに VJ て、 毛 利 半 四 郞に被 仰 付、 大手 


ロ廣 みに てつり 胴に 被 仰 付。 

〔山 本源 右 衞門覺 書〕 

一 、 小 松に 而奧村 五兵 衞 前に、 火 を 付 可 申 由 札 を 立 申 所に、 近所に もさ わぎ、 町舉行 共 夜： t 

等 之 依 強く 改め 騷勸化 候 所、 五兵 衞召仕 候 若黨、 五兵 衞に申 候 は、 此礼を 立 申 は 私に て 御座 

候 0 御 恨 御座 候 得 共、 私 式 之 儀に 御座 候へば、 別に 意趣 可 仕樣 も 無 御座 候 故、 礼 を 立 申 候。 

此上は 如何にも 被 仰 候 得 VJ 申 候。 則 五兵 衞 方よ.. i 《段 申 上 候へば、 若黨 以下に は 似合 申 事に 

而、 身より 罷出ケ 樣に申 候 は、 奇特 VJ 思 召 候 間、 五兵 衞に召 仕、 目 も 懸て仕 ひ 候 は  > -、 一度 

は tS - にも 立 可 申 VJ 御意 被 遊 候 0  ^々名 譽成御 儀 VJ 申 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 御 長柄 之 四 郞兵衞 ど 申 者、 盗賊に 入 候 而被召 捕、 籠舍仕 候。 御 耳に 相立攸 所、 彼 者義常 

々親に 孝行に て、 其上盜 など 仕る 心 だての 者に は 無 之 VJ 御 聞 被 遊 候。 近所 之 者 其 外に も 相尋、 

盜賊無 紛候哉 吟味 可 仕 旨 被仰出 候に 付、 穿 K 有 之 所、 近所 其 外 知 昔 之 者 ざ も、 何 茂 御意 之 通 

申 候。 然共其 身 は 盗に 入 申 候 0 精々 吟 * 候處、 母 一 人 養 申 候 所、 無力 仕候而 朝夕 給 申 ものな 

く、 母 を 餓死いた させ 申 儀 迷惑 仕、 盗に 入 申 候 由。 此段申 上 候處、 子細 可 S-,.J 思 召 候 故.^ 議 

被 仰 付 候、 不便 成 事に 候、 母に 一 人 扶持 爲取可 申 被 仰 出、 御 扶持 被 下、 其 身 も 御免被 成、 

加 藩 史料 第三 編 萬 治 元年  六 九 コ1 


六 九 四 

本の ご VJ  く 御 奉公 仕 候。 前代未聞 之 儀 VJ 申 候 0 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一、 利 常 公 御代、 西 姓 三人 無實の 罪に て、 一人 鬮取を 以て 斬 候へ ど 被 仰 出 候。 一人 宛 隨取當 

り 候へば、 隨に不 取當者 是非く 死 鬮に替 りくれ 申 候へ ビも、 死 鬮に取 當り候 者 替不申 候 

に 付、 其趣舉 達御聽 候處、 夫 は 鬮幾ッ 仕 候 哉 VJ 御 尋被仰 出 候 故、 三人に 三 ッ鬮を 仕り 爲取候 

申 上る。 重て 被 仰 出 は、 夫 は必す 一 っは不 外、 死 圈取當 申 仕樣 也。 鬮の数 三人に は 四ッ致 

し、 其內 一 ッ死 蘭に 仕り 候 を 取 當り申 者 こそ、 實の死 隠 なれ。 致し 直して 見 可 申 者 也。 依 之 

鬮四ッ 仕り、 三人に 爲取 候へば、 三人 どもに 死闘 不取當 。其 段 申 上 候へば、 夫 見よ VJ 御意に 

て、 三人 VJ もに 御 助け， >0 被 仰 出 候 VJ 也 0 

〔菅 君榮名 記〕 

1 、 毛 利 庄兵衞 前 髮有之 時分 は、 衆 道 事に 而 騒動 有 之、 鶴 松 VJ 申 者 牛 裂に 被 仰 付 候。 唯今の 

つるま 谷 申 は、 其 時分より 名 付 申 候。 此時取 持 申 者、 何 茂 御 刑法に 候。 此內に 三 山 市兵衞 

幼少より 召 仕 候 草履 取 有 之 候。 此者 市兵衞 に御預 置候處 に、 欠落 仕 候に 付、 市 兵 衞に尋 出 可 

申 候。 右 之 者 出 不申候 は 、市 兵衞 曲事に 可 被 仰 付 之 旨 被 仰 渡候處 に、 市 兵衞相 尋不申 候而、 

每 日食 料理 酒 を 給べ、 心安き もの ビもを 呼 集 咄申候 0 何も 相尋 候へ VJ 申 候 得 共、 市 兵 衞申候 


は、 欠落 他 國わ參 候 者 知れ 申 間 敷芋存 候。 、こても 尋付不 申 者 故に、 心 を S し、 老人 は 命 をお し 

みあり き 廻り、 終に 詰 腹切 申 杯 人に 笑れ 候より は、 如此 たべ 度 もの にても くひた のしみ、 

其 後 切腹 可 仕 VJ の覺悟 V」 て、 右の 通に 候。 » 件 G れい K 取 越 前に 罷在、 金澤の 子 無心： 兀ぉ、 

金澤 よりの 旅人に 承 合 候へば、 三 山 巿兵衞 家 來御仕 候 者 欠落 仕 候.、」 て、 三十日の 內に不 尊 

出 候はゾ 、 市兵衞 切腹 可 被 仰 付の 旨に 而、 笑止 成 事 孚咄申 候に 付、 久々 の 生 人 及 迷惑 候而 は、 

生 甲斐 無 之：. 寸存、 夜中に 立歸 候而、 御身の 上に 御難 義の出 來芋承 候 而罷歸 候、 公義，^ 御 出 可 

被 成 Sti 申 候へば、 市 兵 衞拆々 奇特 千 萬に 候、 手前 事 七十に 今少の 身に 候、 年若 成 者生窖 させ 

候 事 は 不便 千 萬に 候 間、 立 返 可 申 候 由に て 金子 十兩取 出し、 拙者 切腹 収 ^31 の 爲に殘 し S 申 候 

金子に 候得ビ も、 炭 二三 俵に 而濟申 事 候 間、 路銀に VJ らせ申 候條、 早々 立 返 候 様に 申 付 候へ 

共、 不存寄 事に 候、 罷歸候 者が 何程の 御意 て 立 返 申 者に 候 哉 合 點不仕 候。 何れも 親類 中 

も、 此上は 申 上 候へ， こ、 色々 市 兵 衞に申 聞、 立 歸申趣 言上 仕 候。 市兵衞 前後の 仕形 も 達 御 

候。 被 仰 出 候 は、 主人の 爲難義 を 承 及 立 歸申候 段、 奇特に 被 思 召 候に 付 御 赦免 被 遊 候 0 勝手 

次第 可 召 仕 申 候 0 市 兵衞義 、御 預り置 候 者爲致 欠落 候 段 は、 不調法に 被 思 候 得 共、 久々 召 仕 候 

者 立 歸候段 不便 芋存 候て、 不省我 身重 而立 返 候 檨申渡 候義、 御前 御 家來を 不便に 被 召 候 も 

同事に 御座 候 故、 市 兵衞義 御免被 遊 候 皆 被 仰 渡、 市 兵衞義 は不及 *、 御 家中 一統 落涙 仕 候 0 
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右の 草 艇取小 幡宮內 殿 不入達 而もら はれ、 尤 侍に 成 候 而少知 も 給 候 由。 宮井富 兵 衞は三 山 市 

兵衞. + 一  類の 旨、 右の 咄承 候。 右の 草履 取の 義御感 被 思 召 候 哉、 御意 被 遊 候 者、 市兵衞 IS 小 

身 者、 取 立 候ても 覺有之 事に 候。 高 知の 者 共 もら ひ 可 申 事 VJ 御 g: 御座 候 故、 小 幡宮內 殿 もら 

ひ 知行 遺 候 申 上 候 得ば、 左 樣可有 之 事 VJ 御意 候 旨、 是は c 父瀨兵 衞咄承 候。 

〔微妙 公御發 語〕 

一 、 毛 利少兵 衞親懸 りの 時分、 他國 より 御 國を望 奉公人 榊 原文 藏ど申 もの、 山 田 又 右 衞門近 

付に て是 を賴、 牢人 にて 又 右衞門 方に 罷在 候。 然 所に 少兵衞 方へ 度々 狀を 造し、 知 音に 罷成 

べきよ し、 左様に 無 之 候 者、 打 はたし 可 .5. な ざ 申 越 候義、 少兵衞 親 承、 頭 迄 申入 s 候 處に御 

耳に 達、 理不盡 の 仕 合 沙汰の 限 御腹 立に て、 右の 文藏 からめ 捕御吟 *、 此書狀 の 使 仕 申 も 

の、 三 田 崎 孫 市 譜代の 草履 取の 由 御聽、 是をも 出し 申 樣に孫 市 方へ 被 仰 渡 候。 此者竭 坂の下 

に 家 を 持、 召 捕に 遣し 候へば 岩乘 者に て 天神の 山へ かけ 上り、 追懸 候へ Vj も 取 失 ひ 申 候。 

後 承 候へば、 天德院 の緣の 下に かくれ、 夜に 入り 越 前金 津邊迄 罷越申 候 由に 御座 候。 此 もの 

尋 出し 不申候 者、 孫 市 可 被 仰 付 之 由 被 仰 渡に 付、 一 門 知 音 衆 御 分國申 追手 を懸、 尋 候へ ビ」 も 

居不申 候。 然 處に當 地より 上方， 通し HtT に 參候馬 かたに、 越 前金 津 近所に て 右の 草履 取、 金 

澤には 替儀も 無 之 哉，、」^ 候へば、 此中三 田 崎 孫 市 殿 申 人の 草履 取 欠落に 付而、 方々 追手 も 


木 文 は 前文 

の 異聞なる 

べし 


か、 り此者 出不申 候へば、 孫 巿殿叫 五日 中に 切腹， こ 承 事鬧敷 事共. こ 語り. S. 候 由。 此段 承、 夜 

通しに 右の 草 艇取孫 市 方へ 參、 夜 門 をた、 き 申 候。 何者 ぞ 、こ. こがめ 申 候へば、 六藏 VJ 申 候に 

付、 門 を あけ 入 候へば、 六 藏申候 は、 金 g: にて 承 候へば、 私 出不申 候へば、 御 切 服い 由 承、 

身. S 置 所 も 無 御座 歸巾候 0 急ぎ 公義， 2 被 仰 上 御成 败被成 候 様に 被 成 可 被 下 候 由 申候處 に、 

孫 市 被 申 候 は、 ^：！！^^はぃまだ若く、 われら は 至極の 歲 な.. 不便成^s-候。 急ぎ 何方へ も ii 越 

候へ、 わかき 者 は 行末 久敷事 よ VJ 被 .& 候へ ども、 是迄參 候 も G が 左樣の 御意，. J て も 何方へ ま 

ゐり可 申 ものに 候 哉 VJ 申 間に、 はや 一門 衆懸 付、 繩なざ も 懸可申 由 ひしめき 候へば、 孫巿さ 

て さて 沙汰の 限なる 被 申樣、 是迄 まゐり 生の 命に か はる もの を、 何，.」 繩 付に 及 可 申 哉 ど 被 申、 

其 gi 翌朝 公儀， 案 內申上 候へば、 其 段 一 々御 耳に 立、 命 を 請た すけ、 孫 市に 目 を かけ 仕 候へ 

由 被 仰 渡候處 に、 小 幡宮內 孫 市に、 此者 給り 候へ 由に 而もら ひ 請、 後人 柄 もよ く 候 故 芋、 知 

行 を も VJ ら せっか ひ 被 申 由に 御座 候。  一 

〔菅 &;: 榮名 記〕  パ 

一 、 微妙 公 御 書物 杯 御 覽被遊 候 事 は 不承 及 候。 東鑑 を御寢 間へ 被爲入 候而御 目の て 御 入 候 

內御覽 候 0 様々 女中 岩 崎な ざ 御前へ 出 申 候 節、 東 鑑にケ 様に 有 VJ 被 仰 候へば、 それに 應じ御 

咄を申 上 候。 此岩崎 は 山 田 仁 左衞門 をば にて、 書物 を 餘程見 申 候 者、 山 田 如 見が 娘に 候 年、 
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不破： 牛 左衞門 殿咄承 候。 

〔前 田家 雜錄〕 

一 、 微妙 院讓 は、 いつも 御床へ 被爲 入候而 は、 東鑑を 御覽被 遊、 時々 御 に而 書物 を 御彈被 

遊 候 0 是北條 の VJ 有之處 に而、 必如此 被 遊、 かの 時 政 以來の 俊奸を 御に くみ 故に ゃビ、 御 近 

習 之 衆 物語 有 之。 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 微妙 院樣は 太 問 之 御 家風 を 殊之外 御 ほめ 被 遊、 何^^御座候へば早御引事には、 太 問 之 御 

事 を 被 仰 候。 甲 陽 軍鑑な V. は 曾 而御覽 不被遊 候。 常々太平記.徒然^::ぃなど御らん、又は猿のほ 

うな.、，、」、 申 草紙 御らん 被 成 候。 東鑑 かな 書に 被 爲寫、 每度御 覽被遊 候。 藤 田 氏 はなし。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 家 綱 公 御 庖瘡被 遊 候 時分、 禁中 御 書中に いか、 S 相 調 可 申 や，. J 伺候へば、 利 常 公 御意に 大 

樹，、 」 書 候へ v,> 御 好な り。 利 常 公 は 常々 御文 盲の 樣 なれ V- も、 即座の 御 好みたり し 由 也。 此後 

は當 時に 至て、 諸國 諸家 公方の 事 を 堂上 方ね 申入る 書中の 文法に は、 必ゃ 大樹，. i 曰く 事 書法 

の樣 成りたり，. J 也。 大樹 は 大將の 唐 名 也 0 

〔松 梅 語圜〕 


1 、 岡田將 in 御 夜 詰に 被參、 御 居間 書院に 而御咄 也。 將監 gH^ 咄を被 申出 0 中納 (一に 樣御 意に、 

先 世間の 景氣 成に より、 學 文は少 はして 吉 0 學文も 役に 不立 もの 也。 仕 52 により 結句 化 S て 

邪魔に 成 * も 有。 世 中 之 義、. 善惡？ 軋義等 は 身に 備 たる 者 なれば、 箸の 元 末 を 知る 程 G 者 は 合 

點 行事 也。 不知 をた はけ VJ 云 也 年 御 笑 0 將監被 申 上 は、 昔より 文武 一 一道 VJ 申 時 者、 學文入 可 申 

ど 也 0 御意に、 夫 は 世に 依ての 事 也。 終に 儒者が 國の仕 をせ ねば 國 不治 例し もな し 0 孔子 

も國々 かせぎ ありき たれ 共、 彼方此方 時に 不合 浪人に 而 死す。 孔子 を 追 出す 國不、 治 かど 思へ 

ば、 四 t: 年 五 fa 年間 保つ。 今時 何の 智者が 云 事の ま、 役に立つ にても なし。 太 間 は 匹夫 なれ 

V- も、 知 武が 勝れた るに より、 百 五六 十 年の 亂世 天下 一 統に被 治 也 Q 是に而 被 見よ 。此方 

召逍候 者に は、 聖賢 一 人 もな し、 皆 愚人 也。 惡敷學 文 を 心得れば 人 を 見下し 凶き 有 0 た VJ 

へば 不調法 者 VJ て も、 人に は 取 所有物 也。 夫々 に 見 付て 仕 ふ 事 は 智也。 此知惠 が あれば、 學 

文せ ね 共 太 問な ざの 樣に學 文 第 一 之 異朝 を も 切 取 也 0 此時學 文 一 つも 役に 不立 どて、 學文惡 

敷 VJ 云に は 非す 0 仕樣 見えたり。 乍 去 大形 は、 人柄 惡敷成 か VJ 覺る VJ て 御 笑 0 將監 承、 御 

尤也、 乍 去 御前 は 太平 記. 東 鑑每度 御覽被 成、 其 外 古筆 珍 敷物 を 被 召 上 御 15 被 成 候、 如何 之 御 

事に 候 VJ 被 申。 夫 は 日本に 住 者 は、 日本 古代の 風俗 を 知た るが 吉 ど35 ふに 依て 見る，.」 御 や 

將監、 夫が 學 文に 而無 御座 候 かど 被 申 0 少御 つまり 被 成が、 いやく 世間の 學文， ，0 云 は、 左 
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肥 前 は 利 常 


様の 事 ど は不思 ど、 良 有て 御意に て 別 之 御 咄に成 也。 

〔松 梅 語 園〕 

1 、 或 時 少將樣 へ、 富 田 善 左 衞門を 以被仰 進 者、 筑前學文に心を^^て、 数寄 一 段 能 W 也。 第 

之 心 は 合點不 仕歟。 我等 家 之 軍法に 第 一 秘傳 有、 御 相 傳可被 遊 ど 也。 筑前樣 忝 被 思お 由 御 返 

答 被 仰 上。 則 善 左 衞門誓 紙 御 申 付、 御 相 傅 之 後、 少將樣 御意に、 中 納言様 はさして 御 學文之 

沙汰 も不聞 召、 我 親ながら 親 者 之 名人，. J 云 ものな らん か ビ、 御咄之 序に 被 仰 候 0 

〔松 梅 語 同〕 

一 、 或 時 御上 屋敷に 而御 出入 衆、 御料 理已後 色々 御 咄有之 刻、 岡 田 豊後守 殿御 申 候 は、 世間 

學文時 花 申 候へ 共、 肥前樣 には學 文の 沙汰 も 無 之 候，.】 風說仕 候。 學問は 諸道に 叶 ふ 物の 由に 

御座 候、 第 一 御 慰に も 成 申 義ど御 申 候 得ば、 御意に は、 惣而學 文 VJ て讀申 書物 は、 我等 杯 之 

様 成 者の 申た る 事共、 書物に のせて 置きた る 事に 候。 各 は 左樣の 了簡 は 有 間 敷，. J 被 仰 候。 

〔松 梅 語 園〕 

1 、 天 徳院樣 御 死去 巳 後、 江戶へ 言上 有。 安房. 山城 御 書 被 調 時、 女 共 死去，. J も輕 めた る義 

也、 又 簾 中 死去， こも 不成。 兩ム 分別 難 成。 此事達 御聽、 則 時 被 仰 出、 犬 千代 母 死去 ど 調可然 

VJ なり。 物 早き 事 也。 板津 左兵衞 執筆 也。 


〔殘瀵 拾 玉 集〕 

一 、 利 常 公太： 牛 記の 四 條繩手 合戦に、 正 行 G 脇に 强兵 弓矢 を 以て 射 伏た る を 被 成、 又義^：^の 

十六 騎の黨 を 御 褒め 被 遊 候。 仍之乎 射手 招：ハ 風 を 御 近 邊に被 召 仕 は、 思 召立是 也、、.) 云へ り。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 利 常 公御存 世の 時、 後に は 坂 井 與右衞 門. 杉 浦 ニ右衞 門口 0 一人なら で 足輕. m 無 之 樣子也 ◦ 

足輕も ニ&; 計なら では 無 之 候 由 0 是は大 坂に て 足輕は 用に 不立 V- の 御意 也。 亦 伊達正宗 は 足 

輕を 多く 持、 大坂 にて 足輕 用に 立し VJ の 由 也。 然ば 名將に 候ても、 其 用の 試み 知 給 ふ 所に 依 

て、 其 心得 違 有事 歟。 且甲州 流 等 備の本 » は 侍、 次で は 足 輕.. 」 申 候。 是 等の 論 は 別に 委く可 

知事 也。 

〔桑 華 字苑〕  、  ノ 

一 、 或 夜 利 常 公 御 夜話の 御 あいさつに、 昔 越 中 新 川 郡に 邊見與 十 郞ど云 侍、 具足の 上に ばん 

Vj り錢を 着て、 繩を 一 把 腰に 付、 縑を 腰に 指して、 出る 度 每に敵 をな びけ あら 勝負して、 敵 

にも 眛方 にも かの ばん VJ りよ， AJ いはれ、 見事なる ふりな り VJ 申 上る。 利 常 公 それ は 一 段 見事 

なるべし、 我等の 下に も 十 人 計ばん ざり 羽織 を 着せ、 物 昆役を させん，. J て、 其 時分 は 御 家に 

場數 多き 衆 あまた 在に 依て、 場數の 多少 或は 其 人 がら を 御 ぎんみ 在て、 十二 人 極る。 それよ 
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り樣 子い ろく か はり、 後 は 金 紙 を 切 さき、 ばん Vj り 簑の樣 子に したる 物の 由 也。 我等 はい 

まだ 不見、 ばん， VJ り魏 VJ は 田み の 事 也。 

S 草〕 

一 、 御 家の 金の ばん， り 爲着玉 ふ 起り は、 逸見 與十郞 ^111  、ゆ ィ着 之。 是を利 常 公 御 13 有て、 

夬 より 被 仰 付し ど 云 々o 

〔寸錦 雑誌〕 

一 、 指 物 之 名、 何 茂 利 常 公より、 文字 松原 內 匠に 書せ 被 下 也。 其 比他國 にて 働；^ 之 を 金の 羽 

織に 被 成、 御國 にて 働 有 之 を 御 使 番に被 仰 付な り。 內匠は 御 右筆 を 勤る。 

〔漸 得雜 記〕 

1 、 微妙 院樣小 松に 御座の 時、 何某，.」 やらん 云 浪人、 荻の 指 物 を 指て 武功 有 VJ 云 を、 小松樣 

御 聞 及、 被 召 抱 度 VJ 有に、 幸 小 松に 來 る。 可 被 召 抱 之 間、 先人 品 を 見よ VJ て、 西 ：^ポ 人 以下 

に 被 仰 付 0 然るに 西 尾、 貴方 御 指 物 は 能 御物 數寄 也、 手前へ 申請 度 VJ 望む を、 如何にも 安き 

儀 也 VJ て 出 之 0 其 後小松 樣此事 を 聞 召、 沙汰の 限り 也 0 其 浪人 は未當 地に 居る 乎、 早々 小 松 

を 追拂 へ、 われが 功 を 遂げた 指 物 を、 西 尾が 望？」 て，， J ら する は、 身代 を 取 持つ ゐせ うにす る 

程の 奴に て は、 何の 用に も 立 まじき VJ の 卸 意の よし。 


江戸 城 天守 

や 望 築造の-、 

と は 萬 治 元 

年に 在リ 一 


〔松 梅 

1 、 或 時 中納言 様、 越 中立 山 之 後に 道 有り、 佐々內藏介*^-濃へ越る道も有、 能 見て 可參， 三し、 

岡 田 助 三郞. 大橋甚 兵衞. 金 森 長 右 衞門被 遣、 芦崎 十三 郞爲 案內 者、 食物 鍋 を 人夫に 爲持、 0 

の 様 成 河 ^ を ひた， >0 行き、 信 州 松 本へ 出る 也。 夫より 歸申 上る は、 黑部 河- g に 付て 能 越、 

松 本へ 出 申 候。 あげろ 越 VJ 申 候、 此道 VJ 承 候。 佐々 越 候 はさら く  g}VJ 申 樣に承 候、 左 £^ 之 

道 は 見え 不申候 0 伹 正月 四日 尾 張內府 公へ 參候時 は、 足輕 二百 人 先に 立ち、 雪 を^ ませて 參 

るに、 山の 谷 雪 吹埋、 陸地のご^oく成るにょり、 却而 道よ く 候 ど 申傳候 St 承 候。 へ 越 « 

道 は 五ヶ谷より 越 申 候。 是は 牛馬 通 候 由 申 上 候 事 0 

〔菅 君榮名 記〕 

•1 、 天守 辜： 御 普請場 御 廻り 被 遊 候 時分、 品 川 庄右衞 門 御先 立 仕 候 而罷越 候處、 天守 《 之 上よ 

り 竹 田 市 三 郞殿申 候 は、 庄右衞 門、 ろくろの 繩切申 候 得ば あやまち 有 之 候、 今少 向の 方 を 御 

案 內可仕 r ナ被 申候處 に、 庄右衞 門不構 由に て、 鐡炮 のまめ まく 樣成 中に 居ても、 不中者 は あ 

たらぬ，. J 御意に 候。 品 川 久兵衞 殿 大阪に 而御使 番相勤 候 時、 每夜 御使番 二三 人 御 本陣に 相 詰 

罷在 候へば、 夜毎に 夜半に 成、 御 袖な し 御 羽織、 御馬に 召候而 御先 手 を 御 見廻り 被 遊 候 VJ 咄 

申 候。 夫 を 思 召 候 哉 4. 存候 由、 品 川 庄右衞 門 殿咄承 候。 
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〔微妙 公 夜話〕 

一、 御 出入 衆へ 大阪咄 被 遊 候 時分、 七日に 手前 馬 之 廻りに 有 之 者 共へ、 軍法 ゆるし 申 候 間、 

先へ 參候而 手に 合 候へ ど 申 候 所、 はつ VJ 申 かけ 出 申 者 は、 十 人 共 無 之 候。 u 顷 火の 中へ も 飛 

入 可 申 VJ 存候 者、 もお く 仕 候 0 勇 氣の者 は 餘に無 之 御意 候。 此御咄 承 候 度 毎に、 只今 存 

命の 者 も 可 有 之 候、 御 恥 敷 事 VJ 汗をかき 申 由、 藤 田 內藏允 殿 咄候。 幼少より 如 此事を 承 候而、 

汗 を 流し 申 候 內藏允 殿 感仕 候。 

〔乙夜 之 書物〕 

一 、 或 時 本阿彌 光佐 利 常 公ね 語て 云。 加藤淸 正の 御物 語、 しづが だけにて 我等 ど 間 十 間 計 先 

に、 くろ 具足 着た る 敵 在。 是を 心懸て 言葉 を かくる。 敵 取 返し あ ひち かづく 處に、 又 右の 方 

より 金の なしう ちの 甲 を 着、 何々 のい VJ げの よろ ひきたる 武者、 長き 鐽を つき かけたり。 む 

かう に 心 在に 依て、 おも ひかけ す ふ 拂 ひたれば、 敵の 鏠 のきた るに 依て ゝ是に はかま はす、 

むかう のく ろ 武者 VJ つき 合、 つ ひに つき 伏 首 を 取る。 拜鄕 五左衛門 VJ 云 者の よし。 五 左衞門 

若黨來 て、 鏠に てっき 合つ き 立たり。 是は 宿屋 七左衞 門，. J 云 もの、 由 後 聞。 右の 方より 鏠を 

つ き懸 たる、 金の なしう ちの 甲 着た る 武者 は 何者 ぞ、 終に きかす VJ 給 ふ 0 今度 御當地 へ 罷下、 

生 田 四^ 兵衞 方， £1 見廻 申て 候へば、 具足の 虫 ぼし を 仕り S 申 右淸 正の 御物 語に、 金の な 


？.! 川 家 光の 

安宅 丸 vHil 

りし は Ic^ 永 一 

八 年 一 


しうちの 甲、 具足のお ざしげ、 少 も相逮 無 御座に 付て、 あまり ふしんに 存、 淸正-;;御物l^sの 

通 四 郞兵衞 に 語り 申 候 へ ば、 淸 正の 键を合 申 事、 まぎれ もな き s;- に 候 得 も、 唯今 何，、」 申て、 

我等 G 淸正 VJ 键を 合た る は 我等 ピ申 事なる べき VJ 存、 いはぬ，、」 申 候。 左 も 在べき 儀に て は 候 

へ V- も、 殘多事 にて 御座 候 ど 申 事に 御座 候。 御 家 ひろく 御座 候て、 加樣 の侍ビ もい かほ ざ VJ 

も かくれても 居 可 申 VJ 申 上ければ、 利 常 公、、」 かくの 御 返事な かりし、、」、 お 卷藏人 其 時 御 小姓 

して、 御 近所に 居て 聞た る， こて 語る。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 あたけ 九 御船 出來、 諸 大名 被 召候而 御船 遊 _ ^之 候 處に、 御 刀 は 何れも 外の 御船に 御 刀 侍 

一 人 入 持 申 as 候 故、 諸 大名 衆 何も 長 脇 指 を 被 帯 候。 肥 前守樣 にも 御 排被遊 候而御 出. S 時分、 

竹 田 市三郞 長き 御 脇 指 を 被 上 候へば、 是は 御用に 立不申 由に 而、 一尺 餘 りの 御 脇 指 御 乞 被 遊 

候に 付、 今日は 御船 遊の 儀、 御 刀 も 別の 御船に 而御刀 持 一人に 御座 候へば、 長き を 御 指 被 遊 

可然 哉， >0 被 申 上 候へば、 何 をこう ざい 成 事 を VJ 御意に 而、 短き を 御 帶被遊 候。 大き 成 御船に 

候 へ ノー レ i 諸 大名 被 乘候故 以之外 狭く、 脇 指帶候 事成不 申、 御三家 を始 何れも 脇差 御 取 候而、 

脇に 被 指 澄候處 に、 肥 前 守 樣には 短き 御 脇差 故 申 事 無 御座 候。 始終 御 指 被 遊 候。 御 歸被遊 

候而、 市三郞 く、 我が 了簡 能 在 之 候。 今日 御船の 內に脇 指帶候 は將軍 VJ 我ば かりにて 有 之 
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たる ぞ VJ 御意 被 遊 候 0 御機嫌 能 候 0 竹 田 氏咄。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 御 客 有 之 時分、 御 居間 書院の 御 勝手にて、 事： 子 近く 被爲 入、 御茶 を 被 召 上 候 所へ、 安藝 

守 樣被爲 入御 咄被遊 候 0 山家 宗佐 御茶た て 居 申 候へば、 あちへ 出 候 様に 微妙 公 御意に 而返出 

仕 候 0 長 谷川 內 匠な ざ 小 將中も 立 可 申.. ナ仕 候へば、 無 構 之 由 御意に 候 故、 其 罷在候 0  W 御 

咄被成 候 は、 安藝 守 殿 世 中に 不慮 之 事 有 之 候 共、 必々 領國を 守り、 手 を 出さぬ 物に 候。 S 初 

に 手出し 候 者、 W にか はれ 申 物に 候。 だまり 有 之、 人々 取合せ、 つかれ を 見て 出て 取 申 物に 

候 由 被 仰 候。 

〔加 陽諸士 言行 筆記〕 

一 、 微妙 院樣或 時 安藝 守 様ね 御意 被 成 候 者、 今時 天下の 大名 二つ 三つに 別れ 候て 取合 可お 之 

樣 子の時 軍法 有、 いか、 ^ 思 召 哉，. J 被 仰 候へば、 安藝 樣 御作 儀 故、 御意 無 之て 御 込り 被 成 候に 

付、 卸 意 こ は、 左樣の VJ き は 方々 より 手 人いた し、 所緣 かか やう 之 由緒 杯 申 者 也。 そな 仁 や 

,s 賀 守よ、 ほま| 而の 大名 なれば、 其 VJ き 前後の 考 なく はやくなる，^ あしき 也。 先 兩方を 扱 ひ 

VJ やかく する 內に、 何方 ，£i 誰が つく， >0 勝の 負る の VJ 申 慣也。 其 時 は VJ く  VJ そこ を 悟りて 

つく ど、 必勝利，、」成もの也^o被仰由也o 


蕃は律 田 

正忠 


〔松 梅 語 Hl〕 

一 、 他國 より 西 田 覺右衞 門、 こ 云 浪人、 伴 八 矢を賴 み金澤 へ來， り、 軍法 を敎ふ 0 於 小 松お 子 多 

し。 屮納言 核 支 霧に 被 仰 者、 家中に fsf 法 を 習 之 由、 隙 なれば 惡敷遊 候より 者よ けれ 共、 是も 

岩！^ 弓鐡炮 稽古に はお VJ り 候。 信 長 • 太 問 御 時代より 手前 家 之 軍法：^ 之、 是を 折角 守る が 第 

一 也。 然ば 一 陣も不 見 浪人の 口す ぎ 軍法 は、 何 之 役に も 立す。 結句 甲斐な し，.」 御意。 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 巾納言 « 御 若年 之 比、 越 前 一 伯 殿 公方 樣御 不審 之義 有而、 旣 に御攻 つぶし 可 被 成 沙汰 之 

時、 密に 御望 被 成、 御 返 治 可 被 成 由 被 仰 上 候 得 共、 狂 氣に相 極て 止ぬ。 此 事大 橋 全 可 語て い 

ふ、 中 納言樣 御 若年より 御名 將之御 器量 也 0 此 御望な ざ は 今時の 軍 者な V- 合點の 行事に あら 

す 也 0 後 聞ば 全 可 云、 ケ樣之 事 江 州 か 信 州 か 一 國も 隔て は 功 難 成 0 隣 國者近 故、 御國 中老 

若 大小 身 浪人 卑夫 共不云 催促 被 遊、 皆 堀之埋 草に 被 成、 手 詰の 勝負 御 本陣 を 以無ャ S に 御乘取 

可 被 成 御覺悟 也。 此事思 召 義理 有 0 一  伯 殿 本 亂心之 事 御 悟 被 成 故 也〕 無 科 者 も 成敗 流罪、 ま 

酒 典に 樣々 惡事、 國民等 違背 之 者 多事 御 推量 御 尤之事 也。 古へ 此格を 用し 名 將有之 也，、」 也。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 高 岡 瑞龍寺 御 建立 被 遊 候 節、 百姓 旦那 共 御 菩提 所に 下.々 位牌 立？^ 申義、 憚 多く 御座 候 間、 
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似合 敷 寺へ 位牌 を 引 申べ し，. J 寺へ 斷巾候 を、 住持 下にて はいか、 S 心得が たき 由に て、 小 松へ 

參 られ、 右 百姓 旦那 共 斷申由 申 上られ 候 得ば、 御意に は、 百姓 佛. 侍 佛ど申 事 候 哉、 佛は何 茂 

一 つ VJ 思 召 候 間、 苦から や 候 事 也。 然ざも 生て 是 ある 內は 差別 有事に 候 間、 旦那 共へ 參 Si 仕 

所 別に 作 遣べ く 候 間、 跡々 の 通に いたし 可 申 旨 御意に て、 住持 まかり 歸 られ、 其 段 百姓 旦那 

共へ 申 渡され 候 得ば、 拆々 佛 になり 候へば、 殿樣も 我々 も 一 つに て 候 哉、 難 有 御 也 悅び 

勇み、 彌 信念に なり、 時々 のでき 物の 初 尾、 並 わら. 薪 木 等に 至 迄、 寺 へく ど 先に 上げ 申 候 0 

代々 の 後 住 も 忝が り、 寺 も 富貴に 御座 候。 ，>0 かく 御名 將の 御言 葉 は、 已 後く 迄も朽 申さす 

候 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 或 時 江 In- へ 上 通り 御 趣 被 遊 候 時、 關ケ 原に て 道 脇に 人 多 在 合 候 を 御覽被 成、 あれ は 何事 

に て 罷出候 哉 ，>0  、 谷 與左衞 門に 御 尋被成 候 故、 罷越 與左衞 門相尋 候處、 東 門 跡 御 通り 承り、 

拜 みに 近鄕 より 罷出申 VJ 申 候 0 其 段 申 上 候へば、 御機嫌 あしく、 こじき 坊主め を 何拜み 申べ 

き や、、」 御意に て、 明る 日 熟 田 を 御 通 被 遊 候 節、 又 昨日の 通り 人 多 罷出申 を 御覽被 遊、 笠 間 孫 

六に あれ は 何事に て 人 多 出 申 候 哉 御尋に 付、 孫六罷 越相尋 候處、 是も 門跡 御 通を拜 みに 出 

申に 付、 其 段 申 上 候へば、 さてく 誰もなる まい、 生佛 は 門跡の 事 VJ 被 仰 候 0 


〔微妙 公 夜話〕 

一 、 遠 州 金星に 御 泊り 被 成 候 御宿のう しろに、 人 多く 群集 仕 候 0 あれ は 何事に て 候 哉、、」、 子 

小姓 共參り 見 巾 候へ ド) 御意に て、 一 兩人參 り 見 申 候て g^al り、 小 寺に 江湖 をつ け、 夫に て わ 

や 付 候、 速のう つくしき が 御座 候 故、 もら ひ 候 得 共 くれ 申さ や 候，、」 申 上 候へば、 如 M 思 召 候 

哉、 銀 子 五十 枚 使者 を 以て 遣され、 ケ樣の 所に て 江湖な、 ざ 申され 候 事 しゅしゃ うに 候、 依 

て 遣され 候 sbo 其 寺に 寄 申 僧 三百 人餘是 有、 何 茂き も をつ ぶし 感じ 申 由、 集 僧 共 本國へ 返り、 

何 茂 物語 仕 候 故、 諸國 にかくれ なく、 御 信心なる 殿樣 VJ 申なら し 候 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 伊藤 內膳檢 地 奉行いた し 候 節、 在々 に 一 向宗有 之、 寺 地 被下罷 在！ 是等御 取 上 地 子に 

被 仰 付 候 得ば、 大分 之 御 銀 あがり 可 申 旨 申 上 候へば、 內膳 は合點 せぬ か、 國々 の 仕 K 大形 門 

跡より 被 致、 我等 仕 K は 少分之 事、 一向 宗 可重寶 く，. J 御意 之 由。 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 廣 « 御前 樣被仰 上 は、 此間境 町に 日蓮 本 地 VJ 申 あやつり 仕 之 由、 少々 爲御見 可 被 下 ，こ 也。 

依 之 町 御 買手 吉村九 左 衞門を 被 遣、 薩摩大 夫に 罷越可 仕 之 由 被 仰處、 此 あやつり 舞 ^3.:*樂屋 

共に 常々 に替、 色々 出來も 御座 候 間、 是を こぼち 持 參候得 者、 三 四ョも 芝居 止不. E. 候 はで は 
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七 1〇 

難 成 旨 申に 付、 九 左 衞門罷 越 其 段 申 上 候處、 御 扶持 人の 御 大工 被 造、 緒 圖に爲 S 御 取 寄、 御 

屋敷に 其 通に 御 建、 薩摩御 呼、 あやつり 被 仰 付、 御 小釉五 • 金子 二十 兩被下 候。 明 H 叉 參候樣 

に 被 仰 付、 御 出入の 衆 見物 也。 只今の 節 日蓮の 樣成 坊主 出不 申、 醫者 は甚仕 合、 大形 之 .が 人 

も 日蓮 祈 禱に而 能 仕 候 半 御 笑 ひ、 此： =： も大 夫に 銀 二十 枚 御 小釉被 下、 難 有，.」 悅。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 傳燈寺 御 修稷被 仰 付 候 奉行に、 宫井彥 九 郞被仰 付 候 時分、 入用の 竹 S 等 請 取 申 事、 佥澤 

に而 受取 申 間 敷 候。 俾燈 寺へ 持 付 させ 請 取 可 申 由、 作 事 奉行に 可申談 候。 金 澤に而 請 取 候へ 

ば、 惡敷竹 も 相 渡 候。 傳燈 寺に て 撰び 受取 申 候に 極 候 は、 3、 撰 出し 申 候。 竹 取て 歸申 事故、 

金澤 にて 能き を 撰び 越 可 申 候 由 御 敎被成 候。 加 賀守樣 御代 初 之 間、 五三 年 も 修理 被 賴問敷 候 Q 

寺 は 他國僧 も參申 物に 候 間、 五六 年 もこた へ申樣 に、 入念 修理 可 仕 由 被 仰 渡 候 3:3、 宫井彥 九 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 利 常 公江 tl^ 本鄕 御屋敷に、 鹿 を 御 放させ 被 遊 候處、 水 R 檨 境の 塀お く 候 故、 飛越 行たり。 

御意に、 夜更 候て 鹿の 啼音を 面白く 思 召 候て 爲御放 候 所、 塀 低く 飛越 候。 ケ S の 事 役人 ざ も 

ひ：！ z: 不申、 沙汰の 限り VJ 被 思 召 K ど 有 之 0 俄に 塀 を 高く 被 仰 付。 依 之 向より 見越 不申 候。 鹿 


は 其 後 何 之 沙汰 も 無 之。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

1 、 瑞龍寺 七 堂 伽お に 被 仰 付 候 時、 山門の 高さ を假形 仕り 置 候 を 御覽被 遊、 是は 一 尺 高し、 

一 尺 ひきく せよ VJ 御 好の 處、 御 大工 山上 善右衞 門、 一 尺 迄 はいか  ，こ 五寸 すべ 建 申 候。 出來 

の 時に 御 iS 被 遊、 人の 目 も 物 じ や、 今五寸 ひきく VJ いへば 能 からん 物 を、 是 にて は 立山 下風 

が當り て、 屋 ねの 上が 損 ぜん VJ 被 仰し VJ、 今以て 度々 楝 木の 邊吹 まくり 候 ど 云へ り 0 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 藤 堂 和 泉 守 殿 利 常 公ね 御 見廻の 時分、 御 心得 申 上 候。 御 家 禮中惡 所ね 罷越 候て、 申 分 

仕 候へば いか、 に 御座 候。 急 度 不參候 樣に可 被 仰 付 候 儀 は、 黑 札. 白 礼 を 極め 門の しまり 仕 

候 由 被 申 候へば、 思 召 寄忝存 候、 其 儀 拙者 は疾 より 承 候へ ざ も、，， 其 分に 致：， S 候。 子細 は あい 

つら は 遠方 拙者 一 人 を 賴に參 り 居 申 候。 拙者 も あれら を 賴み居 申 候 故、 隨分慰 も 致し、 無懈 

怠 動 候樣に VJ 存候。 前方より、 罷出候 時分 は 大勢 五 人 も 七 人 も 同道 仕 擺 越 候へ、 必す 後れ を 

取罷歸 るな、 一人 參候は  越度に 可成 VJ 申 付 置 候 故、 終に 拙者 もの 申 分 致した る 事 御 問お 之 

間 敷 候。 夫 故 緩 かせに 致 置 候 御意の 由。 終に 前方 被 仰 渡 もなかり し 也 0 此御咄 は "ふ 村 六 右 

衞門惜 に 御意 を 承 候 由 申 候 事 0 
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七 一 二 

〔耳底 記〕 

二  、 利々 の 公 或 時江戶 にて 御 花 5£ へ 御 出、 あそこ 愛 御 1:- 有、 林 之內に 梅の こ、 ろよ く  たる を 

御覽被 成、 御 近習の 者 を 召 候て 仰ら れ ける は、 山 作りし 理右衞 門 を 呼 候て、 あの 花 を 一輪 も 

殘らゃ 皆 もがせ 候へ、 殊之外 « 敷 どの 御意に て、 理右衞 門參り 候て 花 を もぐ 也。 御 露地 を 御 

打め ぐり、 花 共 をみ なく もぎ 候て 捨 させ 給 ふ。 其 頃 御 家中 之 面々 花 を 好き、 染 井の 花屋よ 

り 色々 の 花 を S 只 ひ 賞 翫す。 是ょり 花 好 ひし ビ止 たり。 一年 計 立ければ、 御屋敷 中に 花 を IS ぶ 

人な し。 以後 御意 ありけ る は、 若き 者 共江戶 詰し 候て 物 入の 上に、 いはれ ぬ 花 好し 候て 銀 子 

を 費す によって、 我 大分 勘 略して 取らせたり 。今 は 銀 も いらす、 却而悅 べし 被 仰し VJ 也。 

〔耳底 記〕 

一 、 金澤 後野 川口に 上の 味噌 藏ぁ り、 今の 奥 村 市右衞 門屋鋪 なり。 かるが 故に 其 邊を昧 t»藏 

町 ど 云。 或 時 味噌 藏の 前に、 白き 犬 一 疋 首の 際 を 手 負て 伏 居たり。 知った る 者 も あらざる に、 

利 45 公 御意 有け る は、 眛 噌 藏の 前に 犬 手 負て ある VJ 聞、 若者 V- も 見て 參れ 被 仰。 何某 參り 

見合、 其 通 申 上る 0 聞 召、 倍々 惜き 番人め 哉、 夜中の 番はケ 樣の事 を も 知べき s^: 成に、 犬の 

切らる を 知らざる は 夜 能 臥る 故 也。 汝參 りて 犬の 被 切た る寸を 取て、 其 番人 足 輕めを 其 切 

口， こ 同じ 事に 切て こい VJ の 御意な り。 何某 畏て 走り 行、 右の 番人の 足輕を 呼出し、 犬の 切 口 


の 寸を収 て、 夫， 秆 切て けり。 此の 沙汰 隠れな く、 金 澤中之 町 亭主 番共、 夜々 いねす して 大 

事に 勸 ける どなり。 

〔高澤 草稿 集〕 

微妙 公 淡路守 £^2: 仰 ありし は、 領分 四民 共に、 t9 住 富める £g にして K く 事 はならぬ 物な り。 

其 子細 は、 悠而 人相 應に おごる 心 は 付 ま VJ うて はなれす、 身上 之 多少に も よら ャ。 たどへば 

百 石 取 侍 どな 三 五十石 取 侍 ど、 方 左程に か はる 事 もな く、 舉公 もお なじ 事に して 居れば、 

K» 三 五十石 取 は、 其三五十石は餘りてたまる^1^なれざも、 左 もな く、 其 三 五十石 は 常住お 物 

思 ふゆ ゑ、 彼 相應に 奢侈 心 付 ま VJ うて、 曾て 餘る 事な し。 又 百 石 取 は 常に 百 石 VJ 思うて 居 

る ゆ ゑ、 格別 貧 にもいたら す。 是も相 應に少 宛 は 奢る ゆ ゑ、 畢-党 貧乏になる 所 は 同じ 位 也。 

百姓 も 町人 も 同じ 事な り。 其 內侍は 身近き 物 ゆ ゑ、 頭々， は 申 付て 嚴敷儉 約 を 守らす る ssf- 肝 

要な り。 百姓 は數 多に て、 儉約を 守らす る 事 手の 廻り かねる ゆ ゑ、 此度 改作 VJ いふ を はじ 

め、 定 免に てせい 一 ばい 取上げ 置て 、年数 重る うち、 必四： a 共に 貧 福 中位に して gg くが よし。 

福 過れば 必 奢りて 花 車になる。 侍 花 車に 成れば 武氣 薄く 成り、 百姓花^£!.になれば^^5-ぉこた 

る。 又 貧苦に せつなければ、 百姓 農 をう VJ むな り。 しかし 中位に して iS  く 事む づ かしき 物な 

hyo 其 子細 は惣而 人間 は、 其 身 相應に 奢る 心が 付 ま VJ うて はなれぬ ゆ ゑ、 身上の 高下に もよ 
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七 一 四 

ら ぬな り。 千 石 • 萬 石の 大身 も 皆 同じ 道理な り。 是を 中位に して gg く 仕樣 は、 先 常にお こたら 

す 頭々 に 申 付て、 儉約を 守らす る 事 肝要な り 0 夫 にても 年久敷 立てば、 必貧 者 多くなる 物 

なり。 そこにて 米 銀 にても 出して 救 ふが よし。 是又 彼の 福 過れば お；：」 りて あしきな り。 侍 は 

身近き 物 數も少 き 事 ゆ ま、 常の 儉約嚴 敷 申 付 可 行 屈 事。 

〔微妙 公 夜話〕 

1 、 或 年上 海道 江 戶へ御 越 之 節、 n 坂に て 所の 名物に て 候 間、 わらび 餅 上 候 はん VJ て 上申 所、 

御 扶持 人の 御 棄子 師 共の 仕 候 VJ は、 格別 風味 も 能 候 間、 是を仕 候 者 はいかなる 者に 候 VJ 御尋 

被 成 候へば、 七十 計 成ば ヽが ねり 申 候 由 申 上 候 得ば、 夫 を や ひ參り 候へ VJ 被 仰 出 候 0 即御 

菓子 道具 入 候 御 長 持 の 上に 毛氈 を 敷、 のせ 候て 參 べき 旨 被 仰 出 候 故、 其 通に して 參り 候處、 

道中に て、 肥 前 殿御 通、 跡にば、 を 長 持に 乘 せて 通り 申 候、 何者に 候 哉 ど 所々 沙汰 仕 候處、 

馬 かた 共 見知 あれば、 = 坂 わらび 傻仕 るば、 にて 候， >0 申、 猶々 不審 仕 候。 然處に 一度 も わら 

び 餅 不被仰 付、 江卢わ 三日路 計に 成 候て、 右のば に 銀 子 二十 枚 被 下、 籠に てお くらせ 御 返 

し 被 遊 候。 罷歸り 候砌、 又 道中に て 以前の 婆々 こそ 罷歸り 候へ VJ、 馬 繼每に 様子 を尋候 得ば、 

大分 御 銀 被 下 候て 難 有 罷歸候 VJ、 婆々 道す がら 語 申 候。 VJ かく 肥 前樣の 御意に さへ 入 候へば 

人に 成 申 VJ て、 其 後 茶屋 はたご や 其 外物 賫に 至る 迄、 御馳走の  > ひざし を はげまし、 日本 國に 


此 ss- 相 聞 得 申 候 由 c 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 ； に 寺 11:^ 之 候。 此 住持 遷化、 弟子 坊主 兩人、 衣類 手 道具 銀 子等 長 持に 入 候而、 

組合 之 寺 方 封印、 右兩人 弟子 預り罷 在 候 所に、 或 夜 盜人入 候而、 兄弟子 を 殺 巾攸。 子 起 

合 1^」 へ 共、 右 之 体 を 見 申 候 而逃申 候へば、 追懸 あたま を 一 刀 切 申 候へ 共、 にげ 延緣の 下へ © 

れ、 翌朝 近所の 寺 方へ 案內申 候。 右 金銀 諸道 具 盜取參 中 候。 彼 手 ft 中 候 坊主 公事 場へ 呼 出 候 

而、 奧村 因幡 殿 被 出 被聞屆 候。 出 本 瀨兵衞 儀 御 横目 役に 而： 倫 出 候。 此 坊主 申 候 は、 兄弟子 寢 

申 處少々 間 も 御座 候 所に、 ばた く， こ 申 候 故 起 出 候へば、 盗人 血 刀 ふり 申 候 故、 恐し く 逃 出 

候 所に、 追掛 後より 切 申 候 旨、 あたまに 八九寸 計の h 佌 ft 申 候。 の 下へ かくれ 罷在 候。 其 後 

人 一昔 も しづ まり 候へ 共お そろし く、 夜 明 申迄聲 も立不 申、 夜 明に 罷出 兄弟子 を 見 候へば 切 

殺、 諸道 具 金銀 盗 取 申 候 由 申 候。 此 趣に 候 間、 小 松へ 瀬 兵衞罷 越候而 言上 候 様、 因幡 殿 被 

申 候而、 罷越 言上 申候處 に、 是は手 負 申 弟弟子め 同類に 候 間、 拷問 可 仕 由 御意 候 故、 右 申 上 候 

通に、 弟弟子 手 負 申 候 而罷在 候 口上 之 段々 重 而申上 候 へ ば、 辯 ロ不申 罷歸、 因幡 へ 可 申 聞 候、 

H 幡は 合點可 仕，. - 御意 候 故、 御 無理 成 事，. -奉存 候而、 まかり 歸、 ^幡 殿へ 右 之 段 申 候へば、 

rE-VJ も 合 點は不 參候得 共、 殿樣の 御意に は 奇妙 成 事 候 間、 吟眛仕 見 可 申 候、 明日 公事 場へ 出 
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七 1 六 

候 « 御 申 候 而罷出 候。 翌 公事 場へ 右の 坊主 呼 出、 因幡 殿御 申 は、 訴人 有 之、 其方 申合せ 兄 

弟子 殺し、 金銀 盗 取 申 候 由 申出 候。 此上は 白 狀可仕 候。 有体に 申 候 は > -、 出家の 事 命 は 御免 

可 被 遊 候。 陳じ申 候 は、 S 拷問 可 仕 候。 其 上に 白 狀に而 は 死罪 無 違 事 候 旨、 段々 御 申 聞 候 へ ば、 

左 候 は > -白狀 可 仕 候 0 浪人 者 兩人申 合、 兄弟子 ころし、 金銀 盜取申 候。 先住の 遗 書に、 兄 

弟子 は 後 住の 体に 承 及 申 候 故、 右の 兄弟子 相果候 は、 寺 も 取 可 申、 左 候 は 諸道 具 銀 子 も 返 

し 可 申 候。 左な くば 金銀 分 取に 可 仕 由、 右兩 人の 浪人 申 候 故、 同心 仕 候 0 疵無之 候 は > -、 御 

吟味に むづ かしく 候 半 ど、 少疵有 之可然 VJ 兩人申 候 而切申 候 由、 一 々白狀 仕 候而、 同類 兩人 

も 召 捕 禁牢仕 候。 因幡 殿も是 はく VJ 御 申 候而、 此段小 松へ 罷越可 申 上 之 由。 罷越. 上 候へ 

ば 被 聞：^、 則 御前ね 被 召 出、 みたかく  VJ 被 仰、 尻餅 御 かち 六尺 計り 御す り 出、 R 幡は何 

いうた ど 御意 候 故、 罷歸申 聞 候へば、 合 點は不 參候得 共、 殿樣 御意に は 奇妙 成 事 候 間、 吟味 

仕 見 可 申 候 由 申 候而、 翌日 罷出、 右 申 上 候 通に だまし 申 候へば 白 狀仕候 旨 申 上候處 に、 奇妙 

成 事 さらく 無 之 候 0 手疵の 見様 を合點 せぬ 故に 候 0 一  尺 程 疵口 有 之 候， .0 先 B 申 候 時 聞く ど、 

其 坊主 目 同類 合點 したる ぞ 0 丸き あたま を、 疵口 八 九 寸切申 程な ぐり かけ 切 申 候而、 鉢 わ 

れ不申 事 は 無 之 候。 鉢に あたり 申候而 は、 死なす ども 夢中に 成 可 申 候。 公事 場へ 出 巾 候て、 

言語 あざやかに 申さる、 物に 候 哉。 夫 は 申合せ、 上 を そ ど 引 申候疵 VJ はや 合點 したる ぞ。 能 


如此 事に 心 を 付よ の 御意に て、 我を折た るか VJ 御 笑 被 遊 候て、 因幡が 申ても 奇妙 は 少しも 

なき ぞ、 おなじ 人間 じ ゃぞ、 心 を 付る VJ うか VJ 見る VJ の-違 じ や ぞ，、 J 御意 被 遊、 御機嫌に て、 

同類 三人 共生 胴に せよ VJ 被 仰 出 候 ど、 C 父 瀨兵衞 咄申候 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 微妙 公 被 仰 候 は、 舌 切 雀 VJ 申む かし を 子供の 語 申 候 は、 物 知た る 物の 作りた る ものに て 

候 0 あのむ かしに て 人間 は 濟申候 0 ぢ、 が 慈悲なる、 は  > -が不 慈悲なる 0 ぢ> -が輕 きお 籠も 

ら ひたる は 少慾。 ば、 が 重き 葛籠 を もら ひたる は 多愁、 ぢ、 が 宿 迄つ > -ら 開かぬ は 約 を 違 

へぬ 也、 ば が 道に てつ >-ら ひらきぬ る 事 は 約を變 じたる 也。 是 を合點 すれば 世上 は 濟む事 

VJ 被 仰 候 由。 藤 田 內藏允 咄承候 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 大 K 院様 御代、 出仕 日に 林道 春罷 出、 御大 名 衆へ あたり 物 を 申 候而、 何 かど あたりて 御 

S 候て、 ざやく， こ 咄申候 を 微妙 公 御 聞、 道 春 を 御 部屋へ 召、 何事 を 被 申 候 ど 御 « 候へば、 

日長に も 御座 候 故、 御前 何 茂 御 慰に、 あたり 物 を 申て あたらせ 申 上 候。 夫 は 何 ぞピ御 故、 

虎の 首に 鈴 を 付、 千里の 野に はなし、 此 鈴の 取樣 いか、 S 可 仕 ど 申 率に 而候旨 申 上 候へば、 夫 

は あたり 物に 而もな し、 安き 事 じ やが VJ 被 仰 候。 道 春む づ かしき 物 ど 被 申 上 候へば、 道 春 夫 
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は 何 を 被 申、 最初 虎の 相 口 之 者 有 之、 鈴 付 申 物に 候 間、 それに VJ らせ たるが 能 候 由 御 笑 候へ 

ば、 道 春 扨々 VJ 感心 申され 候よ し、 脇 田 九 兵 衞咄承 候 0 

〔金澤 古蹟 志〕 

物 吉兩族 諍 論傳說 

山 本 基庸撰 微妙 公 夜話 錄に 云、 癩人共 相 摸，， 」 九 位 之 介 VJ、 物 もら ひの 境目 を 諍 論いた し、 下 

にて あっか ふ VJ い へ VJ も 靜らす 。其 段 御聽に 達しけ る處、 領 境の 事 は國持 大名 も 大事に 仕 也、 

双方 堪忍 不 仕事 尤 なり。 手 取 川原に ぉゐて 四方 百 間に 鹿 垣 申 付、 此地を 貸 渡すべし。 愛に て 

双方 雌雄 を 決し 切 死 致すべし。 尤檢 使. X 出し 見屆候 やうに いたさすべく VJ の 御意に て、 其 段 

被 仰 渡 候處、 双方 共 思案 致した るが、 堪忍 仕べき よし 申 上げ 仁り けり。 此由則 御聽に 達しけ 

る處、 鬼 角 事の 次 手に、 今度 埒明 可然旨 重て 被 仰 渡 VJ いへ V- も、 是非 堪忍 可 化 由 申 上け り 0 

左 候 は 以後 一 言 も 彼是 申 間 敷 旨、 双方， こも 證文爲 仕 候 やう 被 仰 出、 則證 文相 調 SS 上け る Q 

何の 用に も 立ぬ 癩ざ も、 此度幸 に 悉く 切 死に させ、 死骸 手 取 川へ まくり 流し、 圃 中の 掃除 を 

なし、 領 內を奇 魔に すべき ど 思 ひ 居し に、 双方共堪忍が迷惑す^o御笑被成たるょしo 今 枝 伊 

兵衞咄 承る VJ あ bo 右 は 利 常 卿 小 松 城に 養老し 給 ふ 頃の 事な りビ聞 ゆれば、 慶 安. 承應の 頃な 

らん か。 利 常 卿の 頓敏、 貴賤 上下の 情に 通じ 給 ふ實に 驚くべし。 此傳 話に て 見れば、 相 摸 ど 


九 位 之 介、、」 の 兩支別 ありて、 祝 僅な ざの 勸進方 をす る も、 利^:か卿0時世以前ょりの事にて、 

相 摸 VJ いふ も 九 位 之 介 VJ いふ も、 彼 祖先の i: 名 を 以て 稱號 、こなした る ものな らん 0 さて 前件 

の 双 方^論 之 事件、 今 枝 直 方 自記に は、 或 人 曰、 此前 にて 穢多 ざ も 公事 を 仕、 理非 明な 

靑は 粟生  りかぬ る 時、 穢多 ざ も 申け る は、 かやう に埒 明かね 候 は、 s、 兩方申 合し 石 川 郡 靑の河 ffi にて 

討 * し 可 申旨訴 へければ、 菊 池 直 辰 公事 場 奉行た るに 付、 如何 可；^  VJ て 微妙 公へ 申 上け るに、 

聞 召す VJ ひ， こしく、 是 こそ 珍敷而 白き 事に て あるべし、 其 儘に 捨 K き果 させ 候へ，、」 仰 出さる 

により、 直 辰 其 通 申 渡しければ、 いつ VJ なく 音な しにな りて、 互に 引 入し、 蹇に珍 敷 御 a 判 

VJ 云々，， J あり 0 菊 池 直 辰 は 菊 池 大學、 こて、 直 辰が 直談 を 其 儘 載せた る なれば、 是は その 實說 

の 如く 聞 ゆ。 山 本 氏の 記載せ し 今 枝 伊 兵 衞の傳 話 は、 過 聞の 事 も あらん か 0 徂し今 枝 直方自 

記に、 穢多 共 VJ ある は 過 聞なる べし。 物吉 VJ 穢多 VJ は 異なりけ り。 さて 右 直 方 自記に て 見れ 

ば、 物吉 共の 諍 論 は 菊 池 大學直 S 公事 場 奉行の 時な bo 藩國 職員 考に、 橫山 右近 守 知 VJ 菊 池 

大學直 辰 VJ 兩人 にて 公事 場 奉行 勤む。 橫山は 前 錄に正 保 三年より 勸之 VJ あり。 菊 池 は 家譜に 

离治ー 一年 當 役に 成る VJ あり い へり 0 今 按に此 は 家譜の 口お なる ベ し 0 

〔加 陽諸士 言行 筆記〕 

1 、 江 御上 屋敷 御 長屋 は、 何 茂 窓な し。 依 之 世上に、 加 贺の目 くら 多 門 VJ 異名す。 微妙 公 
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之 召に は、 御 長屋 腰に 而若喧 嚷於有 之、 窓より 見た る 者、 早速 懸付不 .5. 候 は ゾ叶間 敷 候 0 

及遲々 男 道 もす たり 可 申 候 0  ^0かく外ね見ぇぬ様に致5g可然，，Jの御意o 

〔前 田家 雜錄〕  . 

一 、 利 常 公 小 松の 城 を 御幸 塚， S 可 被 寄 御 願 を 可 被 仰 上 思 召 立 候。 此儀本 多 安房 守 政 靈聞 候 

而、 御前， 出て 申 上 候 は、 加 樣の御 願 も 御前 樣御 在世に は 無 滯調可 申 候。 然共 御前 近年 は 

御 病 者に 被爲成 候。 若 御 不慮 之 事 も 候 者、 其 後者 御幸 塚が 御身 代の つぶれ ど 成 可 申 候。 左 候 

得 者 御代々 の 御領 國、 他の物に 成 可 申 ど 申 上 候 得 者、 御 得心 被 成、 此御願 ひ 御 指 止 被 成 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 利 常樣御 若年 之 御 時、 金澤 御城 未 御 普請の 手合不 申に 付て、 御 普請 御 取 立 可 被 成，. J、 安 

房. 山城， 2 被 仰 出 候 事 有。 兩臣被 申 上 候。 此城も 目出度 地形に 候 得 共、 能 美 郡 御幸 塚， 2i 御 移 可 

被 遊 か VJ 被 申 上。 利 常 樣暫御 思案 被 成、 御意に は、 女 共 煩 重きに より 不 入物 ど 御意 也。 兩お 

御前 を 返 出の 後、 VJ かく 御 智惠か 御 勝 被 成たり VJ 奉賀 申 由。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 利 常 公津 幡に御 休 之 節、 覆 盆 子 御上り 可 被 遊 由に て、 取て 上 候へ 被 仰 出 候。 愛 許に は 

無 御座 候。 二三 里 も 取に 上り 不申候 はねば 無 御座 VJ 申 上る。 » も殘 念の 事 也、 急ぎ 澄 盆 子 付 


候へ ど 被 仰、 あの 山此 山，、) 御 指 圖被遊 候て 御 立 候。 跡に 滓幡中 寄て、 御指圖 G 所々 に- m 盆 子 

を 付 申 候。 依 之 此後其 山々， 人人 候 事 無 之。 御旅屋 向の 城 山の. H 也、 御 奥意 有之歟 云 々o 

〔微妙 公造 事〕 

一 、 長 崎より 大阪 迄、 滓々 浦々 船數 大小 付 立、 此舟共 を 借 可 申 芋 申 候 は、 S かし 可 申 哉 承り、 

持主 を 付立參 候へ，.」 被 仰 渡、 罷越 帳面に 仕 立 上 之 申 候。 此船 共の 內、 浦々 に 五艘 三艘、 去 方 

へ 約束 仕 S 候 故 難 借 VJ 申 者 御座 候、 其 趣 書 附上之 申 候。 骨折 申 候 由、 拜領物 を も 仰 付 申 

候。 二三 ヶ月 相 過 候而、 御用 有 之 由 御 夜 詰に 召 候 0 何 之 御用 も 不被仰 出、 御 夜 詰濟申 候。 参 

行人 中 村久越 も歸申 姊故尋 候へば、 左 門 殿 未 御 歸無之 候、 左 門 殿 も 御 5S 候 は 見 八 尸 候へ 

VJ 申 候而參 候。 例 之 幸 若 小 左 衞門も 歸申候 後、 左 門 殿御 出御 诱引、 御.： ^問へ 召 て、 先頃 上 

申 候 帳面 御 出し、 此 船の 內、 外へ 先約 之 方 尋被成 故、 隨 分相尋 候へ 共、 少去 方，、」 ゆ 候て 不中 

聞 候 旨 申 上 候へば、 其箬 VJ 御意、 帳面 御 なげ 出し 火中せ よど 被 仰 出 候。 下書 迄燒 失. S. 候。 其 

時分 は 口外 不仕 候、 年月 久敷 事故 咄申候 由、 t 父 瀨兵衞 申 候。 

〔金澤 古蹟 志〕 

御 小人 目 附傳話 

微妙 公 夜話 錄に 云、 利 常 卿 小 松に 於て 御意 被 成 は、 金 澤の侍 共 妾 をば 方々 の 小 家に 召？^、 か 
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こ ひ 女 ど是を 申よ し 聞 召、 沙汰の 限りなる 事 也、 小人 目 附を申 付、 誰々 圍ひ S 候 哉、 書付 を 

以て 可 申 上 皆 仰 出されたり。 御 小人 目 附共其 旨 承りて、 方々 の 小屋 共 聞 出し、 惜に 知れた る 

人々 六 人 書付 指 上け るに、 津田玄 蕃へ仰 出されけ る は、 此 書付 六 人の 內に、 妻子 を 持ちた る 

者 候 や VJ の 御 尋也。 玄蕃思 ふやう、 此御 容体に て は、 妻子 を 持ち、 其 上に かこ ひ 女 を 置て は、 

定て 御谷 も 仰 付ら るべ く 存じ、 彌ど は覺ぇ 申さ 卞 候へ ざ も、 此人々 は 妻子 を 持 申さぬ か VJ 覺 

え 候よ し 申 上たり。 一 兩日 過ぎて、 此 書付に 御爪點 遊され、 是々 は 妻子 を 持たり、 妻子 持 共 

の 園 女 は 聞え たる 事 也。 子細 は 定めて 山の 神 ざ もが 政道 を 致し、 內には 難き ゆ ゑ 外に S た 

る義尤 なり。 妻 を 持たざる もの は、 いか やうに も 手前に 抱 置べき 箬 之處、 外に かこ ひ 5^ は、 

榮熠 なる きなり、 と 仰 出されたり。 諸 承り、 存知 寄ざる 思 召 御 尤なる 義な り、 萬 人の 分別に 

及ばざる 義ビ 感じ 奉りけ る。 其 後 どかく の 仰 出され もなかり しか V -、 夫より 妻子 持 も 圍女を 

止め、 妻子 持たざる 者は尙 以て 仕らす VJ あり。 按 に目附 はいに しへの 目 代に て、 是を橫 目 VJ 

もい 〈り。 村 井 長 明の 陳善錄 に、 利家樣 御意 被 遊、 橫目 VJ 云 事 定る事 あし y-o 信 長 公の 時始 

め は 被 仰 付 候へ ざ も、 頓て 無用に 被 成 0 其 故 は 押 立橫目 は、 結句 依怙 過ぎて ひいき ある 者 也 0 

いらざる 事 を 聞 出し、 秘藏の 者な Vj も あしく 思 ひ 候 也。 結句 かげより、 あれこれに 手 を 廻し 

聞 合せば、 實證 知らる 者 也 VJ 御意な り 0 德山 五兵 衞. 齋藤刑 部. 寺西宗 與. 村井豐 後な ど 感じ 


申 ど あり o 利 常 卿の 代に は、 大橫 目、 こて 人 持 組 Q 大身 を も 目附に 命せられ、 宽永四 年の 士帳 

に、 御 a 所 御 橫目衆 また 奥方 御 膳 所 御橫目 衆な V- 見ね、 此外會 所橫： ^な V- も 置れ たるよ し 也 0 

御 小人 B 附は 下々 の 事 を 聞 召さん 爲 めに 命ぜられ たる ものなる ベ し。 

〔享 保雜 誌〕 

一 、 利 常 公 御 若き 時、 御伽 衆 御物 語 申 上る 0 御 國は宜 候 得 共、 雪 降 申に 難 義の由 申 上 候處、 

御意に、 冬 三月 心安く 寢るは 何にも 替が たし 御意の 由。 まこ に 良將は 常に 第 を 胸に 持 ど 

は、 如 斯の事 をい ふか 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 江 に 被 爲入候 湖、 津田玄 蕃申上 候 は、 御領 分 之 人 多く 江戸へ 參り、 方々 に g^;:^ 候 間、 

御 國へ御 呼 集 可 被 成 哉 ど 伺 申 候 得 者、 其 儘 置 可 申 候、 國之者 江 戶へ多 參有之 候、 幸 之 儀 一段 

之 事に 候。 何ぞ VJ 中 時 は、 本國に 一門 有 之、 生國 へは歸 りたがる 物に 候。 扶持 を も くれす に 

江 1:^ に 多 居 申 は、 一段/ --VJ 被 仰 候 。•  - - 

〔松 梅 語 園〕 

1 、 中 村久悅 上方より 參、 色々 御咄之 序に、 越 前 船橋 は 荷物 をお ろし、 雨ふりな ざに は 迷惑 

之 由 申せば、 中 納言樣 御 聞、 船橋より 半道 上へ 上れば、 大形 步涉 り，. J 御意な り。 他國之 • よ 
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く 御お 知 也。 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 或 時 越屮境 11 守 長 谷川 惣兵衞 被 仰 付、 姬 川に 舟橋 懸見可 申 由 也。 依 之 江 t!^ 御 下， 2 之 時、 

越 中 浦より 船 を 廻す。 获田與 三兵衞 VJ 申 は、 维人親 也。 糸魚 川 之 城より 見て、 越 中 より 舟 

夥敷 廻る、 何事なる や て尋る 0 所の 者 申 は、 小 松 中納言 殿より 糸负 川へ 舟橋 被懸ど 申。 與 

三 兵 衞閒、 如何に 我等 小身に 而も、 惣兵衞 此方へ 可 及斷事 也。 懸 さする 事は不 成、 押 而懸る 

ならば 鐵炮を 以て 打 ,0 いふ。 惣兵衞 申 は、 理不 霊に 可懸 は 不申。 中納言 境に 着て 及 御斷、 

於 御 承引 可懸〕 無 御 承引ば 惣人數 之 助 舟に し而 川尻に 可 置 VJ 存也 どて、 早 飛脚に 而 注進す。 

黑部川 K に 而御聞 被 成、 左^ならば 押 而懸る 事 無用 被 仰、 境へ 御着、 物？ 兵衞 右の子 細 申 上 

る 0 與 三兵衞 申處尤 VJ 被 仰、 明日 朝 四時 過 川端へ 御着 、如 例 荻 田 • 郡舉行 御馳走に 罷出、 舟 

川端に 着 御 目 見 仕 居 を 御覽被 成、 前 打 与 申 御馬 を 召に 依而杀 出，^〕、 御前 を 御つ まげ 御 liij- に 召 

すに より、 拆は川 を 御 渡し 被 成 VJ 御供 中 も 心得 而は あれ 共、 行當可 仕樣なければ、 尻 を 高く 

つまげ、 或は 脚半 を VJ  く 者 も 有、 » 一文字に 御乘 込被爲 越、 御供 中 も少々 おくればせに は あ 

れざ も、 無恙 越て、 是はく ど 人々 存棘 也。 糸魚 川 町 を 其 御馬に 而御通 あれば、 御供の 者 

胸の 邊迄 ぬれ 申 姊に而 御供 仕 也。 小 林 甚左衞 門 方へ 御 入 被 成、 何の 無 御 構、 获田 • 郡 車 行に 


る 文 元 中 白 
間八 年と 山 
な' 年よ II 公 
いに リ 明 事 
ふ 至 寬濟最 


も 時 服 如 例 被 下、 小 林に も 銀 子 如 例 被 下 也。 荻 田 無 面 0 林に 越後に て. E. 故、 御 W の 小 林を與 

三兵衞 人 共に 疑 ひ、 小 林 手前 以之外 六ケ敷 に 御 5 に 入に より、 m 而江 1:^5 下，： E 之 刻、 小 

林 御意に 違た る 由 被 仰 出、 糸魚 川 御宿に 御 入不被 成、 御 晝休靑 海に 替る 也。 小 林 上に はお々 

敷牀 に而、 下に は 忝が る 也。 

〔微妙 公 夜話〕 

1 、 江 にお ゐて御 出入 衆、 御前に て 色々 御 咄是有 0 先祖より 取 來儀は 御 指 K、 浪人 G 身に 

いたし 候て は、 手前 杯 何程に か へ 申べき や VJ 御 申 被 成 候へば、 或は 一 萬 石 計 にても 御 在 付 

可 被 成 哉 ど 申 方、 四 五千石 計 共 申さる. 方 も是有 候へ V- も、 夫 は 皆 分限な しに 被 申 候、 我等 

賣 物に 成 候 は > -、 四 n 五十石 迄 は 取 可 申，、」 被 仰 候。 ^々先祖より 取來 0 みに て、 一分 G 身 Si 

を しられぬ VJ 御意 被 成 候 0 其 時 岡 田 將監殿 申さる、 は、 渡 奉公 を 被 成 候 は  > -、 傍輩 付合 は惡 

く 可 有御痤 被 申 候 得ば、 御 笑 被 成、 夫 はさう あらう す，、」 御意 被 成 候 0 四百 五十石 vjG 御 

は、 御 家中 は瑪 持の 進 返に 候へば、 T は 持 申べ し， >0 の 思 召に 候 哉，. J 申 由。 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 或 人 之 云、 江 1^ 富士 見御亭 は、 白山 公事 最中に 御 建立 被 遊、 出來 候而、 御 老中 方 御 招請 

に 而右御 亭へ御 越、 » 々珍 敷 御物 數 寄に 而候、 駿 河の 富士を 御床に K 御 掛に候 r チ御挨 梭に候 
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得ば、 何 VJ 御 申 候、 富 士は駿 河に 而候 か，. J 御意に 而、 伊豆守 殿へ 御 向 被 成、 富 士は駿 河に 而 

候 か VJ 又 被 仰 候 得ば、 伊豆守 殿 外 之 事に 被 紛申候 由 0 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 微妙 院樣御 勸に御 出 可 被 遊 手 思 召 候 時分 は、 御髮を 揚られ 候而、 左右 之 御 « を 御む だき 

被 遊、 態 あしく 被 成 御 出 被 遊 候。 度々 見 請 候 旨 福嶋 氏咄。 

〔懷惠 夜話〕 

一 、 微妙 院樣不 斗 或 時 御 無 刀に て 御 次 > は 御 出 被 遊 候。 御 近 l,M 之 者 御 脇 指 を 上 候 得 者、 大 

事 無 之 候、 其方 共 亂心仕 候 得ば、 脇差 さして 居候ても、 若き 者 共， 成 事に 無 之 候 ゆえ、 指 候 

ても不 指ても 不苦由 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 春 日 神 生 子な く 相 果申候 0 掃除 坊主の 內 筋目の 者 有 之、 御 暇 申 上 神主に 成 申 候 0 江 芦よ 

り御歸 城の 時分、 春 日 前へ 装束 仕罷出 候而、 御 目 見 仕 候。 御覽被 成、 殊勝に おじ やる，. J 御意 

候 0 御供 中 ざつ VJ 笑 申 候へば にげ 込 申 VJ、 川緣市 丞咄承 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 难井 ゆに 而錢御 まかせ 候 得ば、 三十 計 成 大男の 山伏 罷出、 子供に ひら はせ 不申、 皆々 取 


申 を 御 IT あれく，、」 御 怠 被 成 候 故、 片岡七 郞左衞 門 かけ 出、 後より 引た ふし 候へば、 ころ 

り VJ た ふれ 申 候 を 御覽被 遊、 大廳が 鶴 取りた る は VJ 御機嫌 に 御座 候 由 0 

〔微妙 公 夜話〕 

1 、 神 保 長 八に、 われが 祖父 脇 田 九兵衞 方へ 心安き 者 共 寄 申 候 時分、 し はき 殿様，、」 いふか，、」 

御尋候 故、 いや 左様の 事 は 不承 候、 御物き らし VJ は 申 由 申 上 候へば、 左 核に は 申 間 敷 候 ど 御 

意 候 故、 誓言 をた て 申 候へば、 夫 はいな 事に て 候、 年寄 候へば こ ，この 外し はくな り 候 0 むか 

しに 違 ひ 加 增其外 VJ らせ事 も、 二三 度 も 思案す る。 むかし は 思 ひ 寄 VJ 其 儘つ か はし 候，、」 被 仰 

候 由。 神 保 八 左 衞門咄 承 候。 

〔微妙 公 話〕 

1 、 越後 山の 下 駒 返 親 不知の 近所 靑 海の 問屋 十右衞 門、 碓井 近所 坂 本の 問屋 佐 藤 W 左衞 門な 

K 事の 外 御懇に 御座 候 由。 私共 覺申候 迄 存命 仕罷 在、 一 宿 仕 時分、 其 儀 申出 難お がり、 0 

をな がし 咄申候 0 右 之 仕 合 故、 御家來 中へ も 馳走 仕 申 体 候。 

〔松 梅 語 園〕 

1 、 天守 臺惣 奉行 久世 大和 殿 也。 有 時七ッ 半時 分に 大和 殿より、 御 家老の 內 一 人 明：" 五つ 時 

過に 可罷越 VJ 也。 民 部 は 中 納言樣 御屋敷に 有 之、 靑山 將監者 加賀様 御屋敷に 有 之 故、 奉書 之 
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趣 取次 御請 之 案 紙 調、 民 部 方 迄 遣 之處、 民 部 則 左 門 を 以申上 候 所、 左 門に 舉書爲 H 御閗被 

成、 身共 內に 家老 VJ 巾 者 持不申 候、 家 來の內 一人 遣 可 申候孚 御請 可 調 由 御意、 其 通 調 造 之。 

然共誰 參候哉 不知 候。 御 夜； 1K 過、 御手 水 之 時分、 左 門 伺候 得 者、 家老 はなし、 民 部 成 ども 造 

せ VJ 御意 也 0 安房. 因幡 等 在 江 戶に候 得ば、 右 之 通 被 仰 御 心 持 有之歟 0 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 江戶 御城 御 天守 臺御 普請 之 時、 公儀よりの 御 奉行 久世 大和 守 殿 也。 右 石垣の 御用； lift* 

町人、 みの屋 庄次郞 孚申者 也。 或 時 微妙 院樣 • 相 公樣御 同道に 而御^ 城、 御 普請場 御 の 時、 

石 共 多く 路の邊 に 在 之、 石の 面 言 之 外見 事に ならし 申 候處、 微妙 公 御意に、 庄次郞 加 樣に石 

の而 細に ならし 申に 付 はか 取不申 候、 あらく いたし 候 而も 不苦旨 御意 被 遊 候 待ば、 私 は 最前 

より 左 樣に申 上 候 得 共、 細に 仕 候樣に 御意に 付如斯 御座 候。 何 を 御意 被 遊 候 哉孚は かりな 

く 申 上 候處、 其 段 被 聞 召、 何の 御意 も 無 之 旨、 享保ニ 年 拜聽仕 候。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 利 常 公 上 通り 御 通りの 節、 淸見 寺の 前 御 通 候て、 あの 松 K 景氣 よからん、 御 覽可被 成 ど 

て、 淸見 寺ね 被爲 入、 此寺 中間 を 打て 見よ VJ の 御意 也。 拆 和尙、 上向の 松 二三 木 切 給へ、 

氣不 見不宜 どの 事 也。 和尙 迷惑 仕 候、 不被爲 成 旨 被 申 候へば、 御機嫌 ffi じ 御 辨當不 被 召 上 候 


て 御 出 也 o 畢竟 は 御 奥意 有 之歟。 寺 中 爲御打 候て 松 を 切せ 候 は  > -、 寺 を 御 立 置し 可 被 成 どの 

事 也し に、 和尙 働き 無 之 故 乎 云々。 

〔可觀 小説〕 

1 、 琵琶湖の 竹 生 島 は 一 石山に 而、 船に 而參候 も 上り口 は 只 一 ケ 所有 之 休に 候。 某 西 近 江 海 

津邊 より 舟に 而罷越 候 時、 島の 半 腹 絶壁 之 所に、 そ なれ 松の 見事に 枝 たれ 候 松 有 之 候。 S 

申 候 は、 此松は 千 K 松 共 中 納言松 ，こも 稱候 sis 申 候に 付、 其い はれお 之歟 VJ 尋 候へば、 加贺中 

納言 御 上洛 之 時、 一 度此 島へ 被 成 御座 候。 其 節 は此松 別而！ ^子 も 見 に 候 故 御 目に SH り、 

金澤 へ 指 越 候 様に 今 律. 海 律の 者 共 へ 被 仰 付 候。 其 節 指 上 候ば ^  、 千贯御 褒美 可 被 下 被 仰 渡 

候 得 共、 如何様に 仕 候 而も こぎ 申義難 成、 御 斷申上 候 0 此故此 名 付 申 it 申 候 0 

〔微妙 公 夜話〕  - 

1 、 微妙 院樣 常々 御 たばこ 被 召 上 候 御 火 入 は、 大き 成る 蓋^ 之 釣 付の 御 火 入に 而、 御き せる 

一本、 御 たばこ 盆 は 無 御座 候 ◦ 何 ぞ不應 御意 事 御座 候 而被仰 出時 分 は、 御 きせるに 而御火 入 

を 御た き、 態 VJ 御機嫌 惡鋪 様に 外樣， 相 聞 候 樣に被 遊 候。 每 度の 事に 候 旨 福 島氏咄 に攸。 

且又 强く御 立腹 被 遊 候 時分 は、 御 びんの 髮 たち 申 候 旨、 日 比 物語に 候。 

〔御 K 言覺 書〕 
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一、 惣而 夜に 人候而 は、 御 手燭 • 御 燭臺出 候 得ば、 御 たばこの 火 入 は 御 勝手に 引 申 候。 撤 K の 

火に 而御 たばこ 被 召 上 候。 晝 夜に 不限御 たばこ 盆 は 出不申 候。 御 火 入. 御 たばこ 入. 御き せる 

迄に 而 御座 候。 

〔辛 卯隨 筆〕 

一 、 微妙 公 小 松に 御座 有し 頃、 花火 をく/ -ら せて 御 慰の 事 折 々なり。 此 役人 は 分 部 ぼく 喪 ど 

云 0 此 ぼくさい 秘藏の 花.^ の 方 VJ して 求 出た る ゆ ゑ、 先年 書記た る 後 なれば 少な がら 愛に 亦 

己 《:，- 勿. =£1。 

玉 火 

十 匁 ゑんし やう 0 十 匁 ゆわう 0  二 匁 はい 0 一  匁 樟腦 0 

右の 玉 火の 藥燒 酒に て かため、 よき 天 氣に干 申 也。 玉の ふ VJ さ 〇是 ほざに 候。 

1 匁 七 分 五り ゑん。 二分 七厘 五毛 ゆわう。 五分 五り は。 八 分 二 厘 五毛 てつ。 

繩 火 

四 匁 四 分 ゑん。 二 匁 三分 八 厘 七 毛 ゆ。 三 匁 三分 は。 四 匁 四 分 てつ。 

車 火 


"成 は 目覺ー 

るな リ 


1 匁 ゑん 0  二 匁 五分 §o  二 匁 五分 は。 四 匁 てつ 0 

やま ぶ き 

三 匁 三分 ゑん。 八 分 二 厘 五毛 ゆ。 二 匁 二分 は。 八 分 二  ：13 五毛 てつ。 

右 書記た る 五 稲の 末、 なを 餘方も 有た る さま なれ、、，、」 も、 きれう せて なし。 のこりおしき ^也。 

〔甲 申 雑書〕 

一 、 菊 池 武康が 老人に 聞 置け る VJ て 語け る は、 昔の 風情 今に 各 別 也 0 尾 州 那護屋 の 城 tn 請 諸 

侯 方へ 被 仰 付、 微妙 公 も 御 越に て、 或^ 何方へ やらん 御 越、 其 頃 世上に はやりけ る 何やらん 

天 目 ドー 云 ふ、 佘程大 なる ざんぶり 鉢に て、 十五 盃上 り、 大酒 宴に て、 此數 上 は 何程 上り、 

如何様に 有り W る も御覺 なき 位に て、 暮 前に 御歸、 出頭の 子 小姓 河合內 匠が 膝 を 枕に 被 成、 

御寢 なりけ るに、 淺野 殿より 御 家來の 寺西備 中が 方へ 狀を被 越、 池 田 三 左衞門 殿：： ハ今 其へ 御 

見廻 可 有 之 由に て、 御 隙 入 も 無 之 やど 被尋 Q 各存 する 處、 あの 如くに 御醉の 上に は、 被爲成 

間 布の 間、 御 隙 入の 由 申 遣 可然の 相談に 究 る。 併 一 應申上 可然， こて 申 上ければ、 池 田 殿御 出 

あらん V" ある を、 酒に 醉 ひたる ，.0 て 否 VJ は 云 難し、 何 VJ ぞ して 見ん VJ 仰に て、 御丧 成に 付、 

n ハ 今の 御樣子 にて は、 中々 ならせられ 間 布 由、 達て 申 上げ けれ V- も、 無 御 承引、 御 出 候へ ど 

被 仰 遣、 御 同道 衆 も 多く、 夜 明まで 御酒 盛 有し。 此体 なれ V* も、 御 年 よられて は、 中 酒 を も 
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まどん は辨 

惯な り 


て 上ら ざり ける、 名 譽の御 事 どぞ 0 

〔御 直言 覺書〕 

1 、 微妙 院樣 朝夕 之 御 膳、 杉 木 具 あ ひき 椀に 而被召 上 候。 御菜 數之極 茂 無 御座 候。 御 料理人 

中 村長 右衞門 • 勝 見 作右衞 門杯考 を以仆 林に 御座 候。 御 汁. 御菜 不應 御意 候 得ば、 別の 物 を 見 

出 候へ VJ 被 仰、 持 K 御 汁 • 御菜 出 申 候。 畢$ ^御 汁 一 つ 御菜 一 つか 二つに 而被召 上 候。 其 外 は 御 

勝手ね 引 候樣に 御意 被 遊 候。 御 膳 所 御 居間ね 近、 盛 立 仕 候 所 は猶更 御前 近 候。 小 松に 而は 

大形 御 目 通 芋 申 極に 御座 候。 江 戶に而 は 少年 御前より 筋 違 申 候。 

〔松 梅 語 園〕  、  . 

一 、 微妙 院« 小 松に 被 成 御座 候 時分、 御 進物に 鰥到來 申 候、 入御 覽何之 仰 出 も 無 御座 候 故、 

御 a 所へ 遣 置 申 候。 其 夜前 田 對馬御 夜 詰に 罷出、 御用 相 勤 罷出申 候處、 御蔡， 所 奉行 右腕 有 之 

事を對 1^ へ 申 聞 候 得 者、 先程 入御 覽何之 被 仰 出 も 無 之 候 者、 御 吸物に 認申 付、 何れも 有 合 候 

者へ 爲給可 然旨被 申 付。 則 御 K 物に 認、 對^ も 給、 其 外 之 者 共 も 給 申 候。 然處暫 間 有 之、 先 

刻 參り候 鯉 御用に 候 間、 可 指 上旨 被 仰 出 候に 付而、 對 •iij 指 圖に而 御 吸物に 仕、 皆々 給. S. 候 段 

達 御聽候 得ば、 さたの 限り、 人の 物を斷 なしに 取 申 候、 早々 對 馬に ま V- はせ 可 申 3:11、 則 鰓 二 

つま ざ ひ 申 旨對馬 物語に 候。 此對馬 は 後 駿河守 VJ 申 候。 


〔松 梅 語 11〕 

一 、 江 戶に而 或 時 客 有 之、 御 料理 漸濟候 時分、 御 料理 G 間に 上に 淡路 守樣. 飛 驊 守樣. 前 田 U 

守 殿、 其外橫 山家. 本 多 家 G 衆 並居、 御料 理參 候。 御 膳部 等 も 御 客の 通に 而候 處、 屮 納言樣 

出 候而御 33、 以之外 御機嫌 あしく、 いろりの 際に 被 成 御座、 御 料理 御 乞 被 遊 候。 則 上申 候處、 

御 椀 • 御 肌 等 々下ね 御 下し、 塗 木 具 御 本膳、 二の膳 共 足 を 御手 自御押 折 被 遊 候而、 御投出 

し、 御 椀 等 下に 御 S 被 遊 被 召 上 候。 淡路守 初 何れも 御迷惑 被戍 候而、 漸御退 被 成 候 ◦ 其 巳 

後 御客^ 之、 御 勝手， は 御 越 被 成 候 時分 は、 代り 御 料理の 間い ろり 際に 御座 候而、 御 膳な 

しに 御 椀 下に 御 置 候而、 御給 仕 も 無 之 直々 に 御 替も御 乞 候而參 候。 竹 田 • 九 里. 野 村咄。 

〔松栴 語 園〕 

一 、 S5 島に 美 濃 八 谷姊爲 御植、 美 濃より つるし 姊仕者 被 召 寄、 せ 干つ るし 柹を被 仰 付。 成 時 

此姊の 皮は捨 るか VJ 御尋 。定而 左樣 にも 仕 候 哉， こ 申 上る 。姊の 皮 御前へ 上 可 申. H 被 仰 出に 付、 

成程 奇麗に 仕り 上る 0 菓子 師才 次に 被 仰 付、 此皮 干て 粉に 仕、 米 をい りて 粉に 仕、 柹 つき VJ 

申 M 子に 仕上る 樣に 御 好 被 成、 則 出 來す。 上りて 被 仰 出、 下々 此 皮可捨 事に あらす、 其 心 

故に 食物に 事欠 也 VJ 御意 也。 人々 至極 仕、 御 露地の 者 ざ も 其より 此皮を 貰ひ歸 なり。 名 1^: 成 

事御存 也。 
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〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 同 御代 將軍 宣下 御 振 廻の 御 時分、 御 料理 之 間に 而御重 引の 品、 竹 田 市 三郞致 持參、 御前 

ね 上 候 得ば 御覽被 遊、 これが 持參成 もの か 御意に 而、 右の ご，， J  く 何 茂 立 込 居 申 上ね、 御 天 

井に も あたり 申 程に 御 重 VJ もに 御 なげ 被 遊 候 得ば、 皆々 つむりな ，ざへ あたり 申 候。 微妙 院樣 

御 時分に は、 度々 加 樣の事 御座 候 由、 右 同時に 御意 也。 

〔微妙 公 夜話〕  ， 

一 、 或 年 江 11^ 御 道中に て、 何時に 而も 餅を燒 せて あがり 可 申 候 由、 火鉢に 炭お こし 荷 ひ、 御 

料理人 中 村長 右衞 門、 之 前に 爲 持て 參候。 御 好 之 時々 餅燒 上申 候。 御駕籠 際の 御供 人に も 

被 下 候 由、 不破平 左衞門 殿咄承 候。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 微妙 公 或 時 內藤外 記 殿に 御咄 に、 手前 隱 居の 身に て、 每日木 具に 而食 致し 候 事 奢 候 儀，. J 

存、 ぬり 膳部に 可 仕 VJ 申 付、 一 曰 二日た ベ 候へ 共、 むさき 樣 にて、 其 後 又木 具にて たべ 申 候。 

過分の 事に 候へ 共、 責而是 程の 事 は 如 此，. -御 之 由、 藤 田 內藏允 殿咄承 候。 

〔桑^！^字宛〕 

一 、 或 時 微妙 P 几樣、 越 中， は 御鷹 野に 御 越 被 成 0 今石勸 にて 御旅屋に げんじの 屛風 立て 在。 利 


たいめい 本 

のま、 


常 公 條：！ e 宗 閑に むか はせ たま ひ、 此繪は 源氏 どみ えたり、 大形よ き繪 なる が、 何やらん かつ 

か， つ あしき やうに 見 ゆる、 宗閑何 VJ おも ふぞ， >0 御意。 宗閑 かしこまり 御意の ご，/ J く、 給 は 源 

氏^^；；：むらさきにて御座候。 拆 もたいめ いの 御 目通り は 谷 別 G 儀に て 御座 候。 如 仰此御 W 風の 

繪も、 手本の 繪 VJ 見， ぬ 申 候 へ 共、 かつ かう 惡敷 御座 候。 上方に て 何方に 御座 候 源氏の 屛風 も、 

かっかう あしく 御座 候に 付て、 各 かやう の 儀 かう しゃなる 者 ども、 せんさく を 仕た る 事に て 

御座 候 0 昔 土 佐が 筆に、 源氏の ちいさき おし ゑ 御座 候 を、 其ち いさき 一 枚 を、 加 様に 屏風い 

つ はいに かき 申に 付て、 何 VJ しても 小を大 にう つし 申に 付て、 かっかう あしく 御座 候 か せ 

ん さく 仕た る は、 かやう の 物に 明暮 なれ 申ての 上の 儀に 候。 唯今 御 被 成、 はや かっかう の 

惡敷を 御 S:? 被 爲付候 事 は、 ふしぎなる 御 事，. J かんじ 奉る。 

〔桑舉 字苑〕 

一 、 御歸 りに くりからの 峙 にて 御 休 被 成、 宗閑申 上る。 加 賀の國 を 大き 成 國ビ舉 存候處 に、 

越 中の 國の おびた ヾ しき 儀、 中々 目 も 屆不申 候。 加 樣の國 々を しろしめす 殿 樣は、 入 間にて 

は 無 御座 VJ 申、 其 上 在々 宿々 ふっき 安泰に て、 家作 等 諸人の 心 やすく 見， 21 申て い、 乍 恐け つ 

かうな る 御 仕 かんやる。 利 常 公、 如 申 大國預 りて、 せめて 萬 民の 心安き 樣に 思 ふ 外 他 

事な し，、) 御意 0 其 時宗 問 謹而、 W も 難 有 御意に て 御座 候。 加樣の 大國の 御主 樣、 御領 國を我 
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物 ご不思 召、 御 預り被 成 候 VJ は、 我々 鉢の 心中 VJ は 各 別の 儀な り。 京都に て 我等の 屋敷、 お 

もて 口 四 五 間 うら， 2 廿間計 御座 候。 此 屋敷 は、 天の 星まで も 屋敷の 上 は 我等の ほし，^ 存て居 

申に 付て、 我家の 上 を 鐡炮を 打 通す を 聞ても、 腹 を 立 申 候。 加 様の 御 國を御 预り被 成た る，. J 

おぼしめ す 御 心より 被 仰 付 御 仕置 なれば、 萬 民の 心安く 罷有も 道理に て 御座 候 ど 申 上たり 0 

此宗 は 京都の 町人に て、 歌學者 源氏 讀 なり。 宗閑子 今 村宗永 出頭して、 小 松に て 風 氣を煤 

ひ 死たり 0 父子 VJ もに あいさつ，， J はちが ひ 大惡人 也。 

〔加 陽諸士 言行 筆記〕 

一 、 或 時 於 江 R、 中 村 權丞御 相手に 而御將 薬 被 遊 時、 大地震 振、 江 ^騒動す る。 盤の 駒 振 

落、 取て 上る， .0 いへ 共、 黃門樣 少も御 驚不被 遊に より、 權 一 も 其 指 終。 御 勝 被 遊て 後、 ご 

く 大きなる 地震 也， >0 御意に 而、 方々 御見舞 之 御 使者 被 仰 付 候 由 也。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 微妙 公 中村久 越に、 人 をつ かひ 候 事 を 存候哉 VJ 御意に 候。 久越不 奉 存候由 申 上 候へば、 

其方に 能し りたる 事に 而可被 仰 聞 候。 其方 は 能 物 を 書 申 候。 筆は麁 相に 結 ひたる が 能 候 や、 

念 入た るが よく 候 や VJ 御 尋被成 候 故、 念入りた る 能く 御座 候 孚申上 候 所に、 夫 は あら 筆 能 候 

哉、 又つ かひ なれたる 能 候 哉 御 尋被成 候 故、 つか ひなれ たる 能 御座 候，. J 申 上 候。 W 其つ か 


ひ 入 宜き筆 をば 如何 仕 候 哉、、」 御 尋被成 K 故、 夫 はよ くぬ ぐ ひ、 さや を 仕 S 候而、 人の 物を賴 

候 時分 取 出し 書 申 候 0 めた 物に つか ひ 申 候へば、 頓而先 切 用に 立 不申候 由 申 上 候へば、 又 筆 

は 其 書 申 物に より、 こ はき や はら か 成 大小 杯 も 違 申 候 哉、 何 にても ひどつ に 候 哉， こ 御 fs^ 被 成 

i^, 故、 紙に より 又 文字の 大小に より、 こ はき や はら かなる、 お ほき さも 大小 有 之 申 上 候へ 

ば、 其 筆の 心に て 合 點可仕 候。 惣 而家來 共の 內を見 立 申 候に、 生得う つけ はやす 筆に 而 用に 

立不 申、 生得 利發 成る 者 を 見出し 仕 申 候 0 それ は始は 筆の ご く 能 無 之、、」 も、 此方の 心 入 も 

不存、 又 家 來の心 もしら す 候へ 共、 次第に 様子 を覺 候而、 宜敷 用に 立 候。 夫 をめ た物づ かひ 

候 得ば、 人の 元氣 もつ  かす、 頓而 一:^ 者に 成 申 候 而死申 候。 筆の ごどくに やすめ 置 候 心得に 

て、 加增な V？ 一ら せ、 心安 事に つか ひ 候而、 何ぞ 用事の 有 之 時に、 誰は是 によから う、 彼 

は是 によから う VJ 役 を 申 付 候へば 用に 立 候。 其事濟 候へば また 褒类を 申 付、 心安 樣に 致し 置 

候へば、 人も久 敷つ  き 用に 立 候 0 能 ^ てめ た物づ かひ 候 事、 頓而仕 損 も 出來、 人 を 失 申 候 0 

其方が 筆 をつ かふ 心に て 能合點 せよ、 人に は 得手 不得手 も 有 之 物に 候。 筆の 紙に 應す るが ご 

VJ  くに 候ぞ VJ 御意 候。 不破； 牛 左 衞門殿 W 部 殿 VJ 巾 時、 御 側に て 承 候 由。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 利 常 公 正宗 VJ 御 心安 かりし は、 或 時 茶の湯に 御 呼の 所、 正宗 脇差 乍 措 御 入 候。 利 常 公 

加賀藩 史料 第三 編 萬殆 元年  七三 七 


七三 八 

御挨 俊に、 御 心安く^、 丸腰に て は 出 申 候へ ざ も、 懷劍 は每も 入れて 罷 在，. J 被 仰 故、 正宗の 

仕形 不都合に は 無 之 候 ひし 也 0 是ょ b 別て 御 心安く 御成 候 VJ 云 0 但 外へ 御 兩方御 同道に て 御 

越の 節 也し， >0 も 云。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 利 常 公 伏 見に て、 茶 湯の 聞， は 有 者の 紛有之 親が、 露地の 物 数寄 は、 最前 被 成 御 覽 候、 其 

後久 敷不上 御茶 候 可被爲 入，. J 御 約束 也。 奉畏候 て 大き 成 木 を 伐 取、 其 跡， 小さき 木な V- 植 

ゑたり。 心 易き 人々 是は 如何 VJ 申 候へ ざ も、 不聞 入して 仕 K す。 » 被爲入 候て 御 覽 被 成、 » 

も W も 功 者 哉、 能 致したり て、 御機嫌 能 御歸被 遊、 銀 廿枚其 外 品々 被 下 之 候 由、 彌 名を發 

したる 也。 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 證島御 數寄屋 に而、 金澤 老中 を 初 御茶 被 下 候。 其 段 小^者 共 四 五 人に 御茶 被 下 節、 今 = 

の 客に は 六 ケ敷者 有 之 由に 而、 御自身 御 かざりな ども 被 遊 候 を、 御 近習 者： B ハ、 誰に 候哉不 4^ 

に存候 所に、 市 川 長 左衞門 上座に 而 御座 候 所、 大雨 降 申 節に 而、 笠 を かぶり、 脇 を も 見す 足 

ば やに 御 數奇へ 參る。 御 會席を も 被 下、 御茶 相 濟罷出 候 節、 笠 を も着不 申、 雨に ぬれ 心 しづ 

かに、 御 露 也 を そこく 迄 茂 拜見仕 罷歸申 候。 夫 を 御 勝手より 御 33 被 遊、 されば こそ 長左衞 


門 六 ケ敷客 vj 御^被 遊 候。 此長左 衞門義 は 出頭いた し、 古 fflss 部 方へ 茂 切々 御 使に 故 肥 前 

被 S3 候 者，、】 承 申 候。 

〔享 保雜 誌〕 

一 、 將取家 光 公 御代、 利 常 公， Si 於 御數寄 St: 御茶 被 進。 利 {：9 公に じり 上り を 入 給 ふ 時、 戴て 入 

給 ふ を、 家 光 公 御 有て、 御茶 過て 御醇 候處、 利 常 公 御請に、 御前の 御手の さはり. &處故 如 

此候、 此 は 私家 來横山 刑 部 i+ 申 者に 習 候 由 被 仰ければ、 家 光 公御感 有け る V」 なん 0 此時御 

同道 松 • 牛 陸 奥 守 殿 津 摩 守 殿 也 0 御 数寄屋 御門 入口 迄 御 草履 取 一 人、 夫より 內は御 一 人 

也。 此時御 草履 取 伴 八 矢 を 被 召 連、 御茶 濟候 時刻 八 矢 御 草履 を 持、 お iH 寸 殿御 is い K 取 も 一 戴 

に 御揚地 門の 際へ 向 申處、 御 堅め 役人 中、 嚴敷入 申 間 敷 Stti 固足輕 等お さへ 候 ば、 生 人 を 

はだしに 致命 有 之 者 か VJ、 八 矢 眼 を 見張り、 脇 指 を そり 打 內へ入 申に 付、 ^^！^讦殿草：^取是 

に 引 fi 入 巾 由。 陸 奧守殿 草履 取、 中々 此 跡に 入 事 成が たく、 外ね 立 去され 申處、 御 三人 御 同 

道に 而 御：^」 出 之處、 陸 奥 守 殿御 草履 無 之、 是はど 被 申 候 故、 御 指 圖に而 此方 御 持 草^、 八 矢 

取 出し 上 候 得ば、 御影に て はだしに 成不申 VJ て御歸 り、 陸奧守 殿御 草艇取 成敗 被. e. 渡 0 先 其 

前に 右の 草质取 役人 召 連、 加 賀守殿 草履 取へ 禮に 參可然 Sti にて、 目 錄被遣 。右の 目 錄持參 役 

人 指 添、 翌日 罷越 候而、 昨 H 之 御 草履 取 小屋 相尋 候に 付、 早速 得 御 內意候 得ば、 無 構 八 矢 小 
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屋へ敎 遣 候 之 樣被仰 出、 八 矢 小屋， は敎遣 候處、 八 矢 其 時 五千石に 而、 神 田 御屋敷に Si 在、 玄 

關前與 力 等 相 詰 美々 敷 鉢、 陸 奧守殿 役人 見 候 而大に 驚 入た る » に而申 候 は、 私共 輕き 者に 而 

候、 八 矢 殿に 御 直に 御 目に 褂り 候義 如何 敷 候 間、 先 罷歸陸 奥 守 ，£i 相 達 可 申 Slin 申、 t4 り 右 之 趣 

陸 奥 殿に 相 達 候 得ば、 陸 奧守殿 被 聞、 八 矢 事 聞 及た る 者 也、 夫 を 被お 連事感 入た る 事 也。 此 

度 之義は 我等が， 現り 也、 草履 取 し 可 申 旨に 而、 其 後 陸奧守 殿御 式 ね 御 鱧に 御 越、 八 矢ね 

も 御 態- 戲之御 口上 御 申 置 候 由。 此 物語 竹 田巿三 郞咄、 不破平 左 衞門聞 申 由、 山 本源 右衞 門ね 

年 左 衞門咄 申 33、 源 右 衞門金 岩 平 助 宅に 而 物語 也。 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 御 上洛 御供に、 中納言 樣大津 御屋敷に 而 御茶 湯 被 成 て、 築山 泉水 被 仰 付、 近：：： 御 客 之 

御用 意 也。 然處小 堀 遠 州 大津御 見廻に 被參、 留守 なれ， さも 御 庭 一 覽被 致、 御大 名 之物數 寄に 

は 小さき 事、 あの 大山 ど 潮水 御 目に 不見か VJ 被 申。 慶 安. 石 黑釆女 聞、 御 歸£ ひ，、」 しく 御 耳に 

入。 中 納言樣 御 聞 被 成 御 笑、 至極 て 泉水 築山 御 崩し、 不斗御 出、 御 書院の 向 稱御懸 直し 中 

を 御 切拔、 格子 小 間に 仰 付、 湖水. 叙 山. 靡 崎 ニニ 上 山 一 目に 見 ゆる 様に 被 成、 先 遠 州 を 御 招 

請。 宗甫 見て 手 を 打、 是で こそ 大名の 御 露地 なれ、 如 形 泉水 如 形 山 被 仰 付たり VJ て、 ほめ 被 

申 返 出 也。 跡に » も 和尙に 成 者の 器量 は 別の 事 VJ 御意 也。 江 御 HiJ 場の 壁に 表具 被 成た る 御 


物数^^,,\ 此御心 持 か。 

〔松 梅 語阅〕 

1 、 出 崎に 傘 能 張、 利 休 弟子に 而、 昔侘 をいた しつる。 此 数寄屋 今に 有. H 御^、 御大 ェ太郞 

右衞 門 被 造、 様子 爲御 見、 ^島に 御 造作 被 仰 付、 山 崎 之 御数 寄 や，. J いふ。 是に而 御 近お. い 者 

御茶 被 下。 御掛 物東坡 竹、 但後脇 田 九 兵 衞に被 下。 御签大 講堂、 御茶 入声 C 物、 盆 立 盆 はくる 

くの 四角 ぼん、 御茶 道 品 川 左 門。 右 御 會席は K 島 古 御 書院に 而被 下、 御茶 は 御数 寄 ：$； に而 

被 下、 御 露地 之 案 內者分 部 卜 齊被仰 付、 氣付 所に 而卜齋 立留、 何れも 氣 を付而 御物 数寄 舉威 0 

五 人 iSS に而ー 日に 三度 ほど 也 0 

〔松 梅 語 園〕 

一 、 御 家の つくもが みの 御茶 入の 譯、 京都より 賣 に來、 御 求 可 被 遊 旨に 而候 處、 金子 Kii 枚よ 

り まけ 申 事 難 成 旨 申 候。 伊藤 內膳御 使に 而、 御隱 居の 事に 候 得ば、 百 枚 VJ 申 御 道具 は 難 被 召 

上 候。 責て 一 枚 負 候に VJ 被 仰 付 候 得ば、 奉 畏候由 申 上 まけ 申 候 所、 » 々早速に 申 候、 代佥 

相 渡 其 上に、 金子 三枚 VJ らせ可 申 旨 被 仰 渡、 直に 小 堀 遠 江 守 殿へ 內膳被 造、 右の 樣子^ 細 巾 

入 K 而、 名 を 付 被 遣 候 樣に可 申入 旨に 付、 內膳持 參候而 右 之 趣 申入 候處、 遠 江 守つ くもが み 

VI 被 付 候 0 竹 田 氏咄。 
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〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 利 t ① 公江 戶 にて 茶碗 を 被 召 上 候 有 之。 道具屋 判 金 五 枚， こ 申 茶碗 を、 二 枚に 御 附被成 候。 

道具 展申候 は、 無 » 成 御 K 切 被 遊 様に て 御座 候。 小 堀 遠 江 樣. 佐 久間將 S 様な ざ 御 出入の 御^ 

子に て 御座 候、 被 掛御目 御 覽可被 成、 判 金 五 枚 VJ 申より 下 に は 不仕御 道具 VJ 申 上る。 重而 

御意に は、 道具屋に 惡敷 心得 也、 _ 此方 は是 より 能 名物の 道具 を 多く 所持す る 也。 然ざも 道具 

は 堀 出し 仕た， >o 思 はねば 慰に 不成 候。 五 枚の 茶碗 を 二 枚に 求た， こ 思へば、 名物の 道具より 堀 

出し 仕た VJ 思 ふ 自分の 目 利 を 自讃に て、 其 道具 を 重 寶に思 ふ。 人に 茶 を 振舞ん も 一 段 快く 面 

白き 也。 五 枚す る 道具 VJ は 思へ V- も、 夫 を 負けて 中納 言に 堀 出し させて くれ ど 被 仰 出。 然れ 

ざ も 道具 厘 申 候 は、 私 買 出しに 合 候て は、 損が 見え 申 候へば 不罷 成， ^申。 亦 御 怠に、 执々 に 

くき 奴 かな、 左 候 は 町奉行ね 御斷 り、 肥 前 守が 申 事 を 不承 者 ど 可 被 仰 入，. -也。 道具 IIHii 申 候 

は、 拆々 無 是非 次第に 舉存 候、 私の 損 は 知れた る 事に て 候へ V. も、 本 を 落して 左 候 は， S  二 枚 

に 御請 申 上 候 どて 指 上 候へば、 即刻 代金 渡 被 下 候て、 扨々 早速 承知 仕り、 御 満足に 被 思 召 候 

^0て、 御 料理 被 下 之 候 上、 先刻より 段々 思 召の 程 を 奉 承知、 御 満足 被 思 召、 一 入 茶碗 御秘藏 

に 思 召 候、 爲御悅 被 下 之 候 VJ て、 加 賀染五 端 • 小松藉 三疋. 小判 三十 兩、 右 道具屋， Si 拜領被 仰 

付 K0 道具屋 難 有が り、 仲間 ざ もへ 普爲聽 仕り 候 故、 能き 道具 さへ 有 之 候へば、 先 利 常 公へ 


入御 ま、 W 段 を御附 候へば 早速 ft けて 指 上 候に 付、 其 後 能き 道具 V」 も 多く 御手に 入 巾 由。 然 

ども 其 道具の 位 K に 御 求 被 遊 由- 3 事 Q 

つ 家 雑錄〕 

一 、 利 公 或 時 木、 #屋 の 御茶 入 を 久敷御 不被成 由に 而、 御土藏ょり被取出御SS有之^3IJに、 

昔より はお もき a に 思 召 候、、」 て、 中 を 御 覽 被 遊 候へば、 御 濃 茶 入て お 之 也。 木 giisiQ 御茶 入 

に而 御茶 被 遊 候 事、 十 年に も廿 年に も 御 覺不被 遊 候。 但出申 事 も 有 之 候 哉 VJ 御尋 之處 に、 

竹 中 故 是三を 初、 何 茂 覺不申 旨 申 上る 處に、 誰 哉 覽申上 候 は、 大阪始 G 御 出陣 G 時、 戰 場の 

事 は 兼 而難計 候、 去 共 目出度 御 歸陣被 遊 候樣に VJ 御 祝 ひに、 長 如 庵に 木 S; 屋 Q 御茶 入に 而御 

茶 被 下 候 Sti 承 及 候 由 申 上 候 ◦ 夫より 年數を かぞへ 候へば 三十 二 年 先に 而候 0  S 物 名物た るに 

より、 茶 を 持 申德も 有け るか。 其 茶 を故是 三に のませ 御覽 あるに、 其香少 も替ら や。 依 之 

々少宛 頂戴 什 候 由。 其 節 御意に、 物 は 吉光等 高値 成 もの なれ， ざ も、 是， 积の徳 は問不 及、、」 御 

意に 而、 漢の茶 入 を 御 秘藏被 遊 候 由 也 0 

〔故人 物語 拔書〕 

1 、 微妙 公 古田 織 部所 持の がき ばらの 茶 入御 望に て、 方々 御尋の 所、 京都の 町人 所持 化 候， こ 

て 指 上申 候 0 右 茶 入 新 身に て、 さの み 高 代の 物に も 無 之 候へ 共、 御大 名 御尋の に 候 どて、 
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余-子 五 枚 VJ 申 上る。 微妙 公 右 茶 入御 被 遊、 いかにも/,^ がき ばらの 茶 入な り、 いよ/^ 御 

望に 候 間、 代物 は 金子 百 枚 可 被 遣 由 被 仰 出。 町人 存之 外にて、 殊之外 有難り 罷歸り 申 候 0 其 

以後 小 堀 遠 州被參 候に 付、 右 之 茶 入御 見せ 被 成 候 所、 成程/ \- がき ばら 茶 入に 御座 候、 代物 

いか 程 計 被 出 候 哉 VJ 被 申 候 所、 金子 百 枚 VJ らせ候 由 御意 被 遊 候。 遠 州 被 申 候 は、 » 々此卸 茶 

入 も、 はや 唯今よ、 り 天下の 名物に 罷成候 由 被 申 候 VJO 

〔松 梅 語圓〕 

1 、 或 時 京都 町人 珍 敷 軍書 入御 覽候 得ば、 一 遍御覽 被 遊 候而、 御棚へ 入 ffi、 四 五 ：《 立て 右 之 

軍書 返 候 哉，/」 御意に 付、 未 相 返 申 由 申 上 候 得 者、 早々 返し 候へ、 扨々 何にも ならぬ やくたい 

なき 書物に 候 間、 此通申 聞、 金子 VJ らせ返 候 樣に被 仰 付 相 返院。 いつの 間爲 御. 一;i5f 被 遊 候 f^、 

御寫 殺 被 遊 候而、 珍 敷 書物 之 由 御 秘藏被 遊 候。 竹 田 はなし。 

〔菅 君榮名 記〕 

1 、 無 準 和 尙之懸 物、 小 堀 遠 州より 東 福 寺 之 什物の 內 所望 候 處に、 寺修覆 仕度 候 間、 金 三百 

枚 被 下 候 は 指 上 可 申 候 由、 先入 御 K 候 旨參り 申 候。 內々 御望の もの 候 故、 別 而御滿 足 被 遊 

候、 代物 金 三百 枚に 而は 拙者 床に 懸申事 不足に 候 間、 五 百 枚 被 遣 候 0 遠 州 も 御 尤成御 義に候 0 

是に而 五 百 枚の 御 道具に 候 0 住持 も 難 有が り、 京. 江 In, の 取沙汰に 御座 候 旨、 今 枝 伊 兵 衞咄承 


〔微妙 公 f3 事〕 

1 、 大 « 和尙の 筆、 梅溪 G  二字の 掛物 は、 大阪 より 御： S 陣の 時分、 御 as 被 遊、 其 後に 御所 

に 御， 1- 候處、 寺の 什物 上がた く 候へ 共、 御 家 有限 寺 かぎり、 現 米^ 石 毎年 被下攸 者、 寺の 

爲に 御座 候 間 可 上 候. E 被 申 候へば、 奇特なる 被 申樣に 候、 其 通に 可 被 成 旨 に而、 今にいた 

り大阪 着米 百 石、 薪の 酬恩 庵へ 被 遣 之。 年々 に 高 K なる 御 近 具に 申成攸 由、 今 枝 伊 兵 衞咄承 

候。 

「了  ns^ ヽ. AO  j 

1 、 從後水尾帝利クホ公御拜領の宇^保物語の義、勅使を以御拜領に候哉、^^ハ竹尾御1;-候に付、 

永原權 太夫 • 品 川藏 人. 武田藏 人 • 別 所 三； 牛 等、 微妙 公 御代の 義 存知 候 者 共 二十 人 計， Si 御 候 

得 共、 覺悟無 之に 付、 今 枝 故 民 部. 大橋故 又 兵衞等 日記 仕置 候 由に 候 間、 相尋候 に 被 仰 出 

候。 若 勅使 相 知 候 は 小川 坊城 殿に 候ば 芝 山八郞 兵衞、 白 川 殿に 候 は 品 川藏人 方より 樣 

子 可 承 候 旨 被 仰 出 候。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 利 常 公 毎年 何 やか や 探 幽に繪 を 多く 被 仰 付、 代 銀 を 三 w ケ年不 被 下、 大分の 御用 を 勤め 
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たる 也。 或時此 近年 探 幽に被 仰 付 候 繪代不 被 下 V- 御 S 也。 勘定 仕る ど 云 も 六つ かし、 五十 K 

目 銀 子 を 取 寄 申 候。 十 貫目 箱を氈 にて 包み、 靑 細引に てからげ、 大八車 ニ兩 に三筘 VJ  ニ笳を 

積 候て、 御徒 使に て、 探 幽の宅 を 二 町 程 此方より、 狩 野 探 幽が宅 は 何方 どひた ど 尋て參 り 渡 

せ， >0 被 仰 付。 其 通りに 仕 候へば、 其 比江戶 中の 沙汰に、 加 贺の肥 前 守 殿より 金子 を 車 二 雨に 

積て 拜領仕 VJ 申 候 由。 實は繪 代 を 積り しょり 下 直に 當り 申た る 由 也。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 利 常 公 御 出入 仕 候 狩野拨 幽か 年若き 時分、 躍り 地 藏を御 好に て、 だてなる 校樣に 掛物爲 

御 書 候て、 御 客の 時分 御亭に 被掛候 を、 御 客 衆御覽 候て、 扨々 珍敷圖 にて 御座 候、 筆 は 何れ 

にて 御座 候 や、 能出來 ど被譽 候へば、 是 は探幽 めに 書せ 申 候。 探 幽が霜 は 掛ても 被 見 かど 存 

候 V 一 御意。 江戶 中に て 肥 前 殿、 探 幽が書 を 被掛， >0 て 混 物 時 花 仁る VJ 也 0 

〔見聞 雜志〕 

一 、 先考の 被 語け る 事共の 中に、 一 年 微妙 公大 相國 入道 淸盛 公の 筆の 大乘妙 典の 內 一 卷御求 

出 有て、 箱 を 被 仰 付に て、 薛 繪に淸 盛の 紋を せらるべき どて、 方々 御尋有 けれ ざ も 不知。 其 時 

先考の、 如 斯事は 道々 にて、 狩 野探幽 存知た る 事 も あるべ ければ 尋可申 やど 言上し ける に、 

尤也 呼びて， こへ，，」 仰に ついて、 召 寄て 尋 しに、 度々 此事は 詮議 仕 候へ、 ざ も、 淸 盛の 紋 どて は 


申 傅 も 書った へ も 候 はす ，、」 いふ。 かやう くの 事 也、 しからば いか やうの 事 かしから む、 こ s: 

ける に、 箱の 上より それ， こしれ 可然物 は、 兵 雕の經 -wa しかるべく おえ： こ いふ。 されば VJ 

思 ひ、 尤の事 也 どて 則 御 耳に いれければ、 いかにも 可宜 物，、」 御意に 應 じて、 其 闘 を 被 仰 付け 

る VJ 也。 ^延山 久遠 寺へ 御 寄進お ける- VJ 聞け る、 此法花 經，、 J 也。 

〔諸 翁 雑 志〕 

源 義經の 妾靜の 長刀 は 小 鍛冶 宗 近が 作に して、 御代々 御 秘藏の 御 道具 故、 御 居間に SSiS ける。 

家 光 公御廳 野の 節、 雁 を 御 かけ 遊され しに、 いか  せし にや こみ 本より 打 をれ たり。 何れも 

これ は御讓 りの 大切の 御 道具なる を、 よしなき 事に て 損じたり な V- 、申け る を、 堀 W 正盛是 

を 聞いて、 各に はいか、 の 了簡に て 左樣惜 まる、 にや、 白 を 交る 時 今 G 如くに をれ たらん 

に、 御用 心に 持 せらる 、御 長刀の せん もな き 事 也。 幸 ひ VJ 折た る こそ 吉事 なれ、 惜 むにたら す 

VJ 申さる、 0 其 御 長刀 を 鍛冶 山城に 被 仰 付て 打つ ぎしに、 少しも 疵 になら す、 ためし 見る に 

其 切る、 事 恰も 瓜 を わるが ご VJ  くな， り。 今 以御秘 藏の御 道具 也 0 此 時分 迄 は 三尺 餘り の大長 

刀に て、 小形の 長刀 は、 志 g: 三郞兼 氏な どが 打 出した る 初めな り。 されば 志、 形 せし を 

見れば、 靜が 長刀の 形な り VJ て、 靜形 VJ いふ は 誤り 也 VJ、 增春 申されし。 亦靜が 長刀 ど 云 ひ 

て、 小 松 屮納言 利 常 公の 方に も同銘 なる 物 ありし かば、 いづれ が 54、 偽な らん， ，」 5. 沙汰せ し を 
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利 常 聞 給 ひて、 汝等は 愚なる 事 を 申 もの かな、 靜は義 經の妾 也、 定而其 時 は 義經座 側に 有り 

し 長刀 を 以て 働きた る 成べ し。 判官 一 振の 長刀の みならん や、 いく 振 も 有るべき 事 也。 是等 

に 限る ベから す、 名物 は 世上に 領の 有べき 也 どて、 彌秘藏 せられし ど 也。 

广； 一一：！」 

1 、 御代々 御 甲 唐 冠 は、 御 家 來不破 民 部 は 日 根 野 織 部 孫 也、 織 部 方より 利 常樣へ 上る 0 其 時 

の 御 書 于今不 破覺丞 方に 有。 覺丞は 民 部 孫 也。 唐 冠の 御 甲 は、 往昔 秀次 公へ 日 根 野 方より 上 

る 也。 秀次公 御 生害の 後、 又日极 野へ 返りた るか。 覺丞咄 也。 

〔殘囊 拾 玉 集〕 

一 、 利 常 公， は 正宗 咄に 被參候 時分、 御國 元の 鍛冶、 ざ も 能き 刀 脇 指 を 打 申 由、 新 身 御所 望 申 上 

度 ど 御 申 候 0 利 常 公 即座に、 兼卷. 家忠. 勝 國等之 新 身 白 鞘の 大小 廿腰御 出し、 皆々 能く 切れ 

申 候、 御 近習の 若き 衆に 爲御指 候へ，.」 被 仰 被 進 候 由 0 

〔俊 新 秘策〕 

一 、 御幸 塚の 土藏 に、 同じ 樣に 威し ぬる 甲冑 五百領 あり VMKO 此 事に 由緒 有事 也。 微妙 公 或 

年 京都 之 具足 屋に、 右 之 甲冑 御 跳 被 成 候 皆に 而、 一度に 五 ほ 領持參 いたし、 其 段 御 聞 被 成、 

甚 御機嫌 そこね、 誰 取次 候 得ば 加 樣の義 仕 候 哉、 聊御覺 無 之 候、 取て 歸り候 様に 被 仰 出 候 0 


是足師 卞の外 致 迷惑、 损失も か、 り 候 間、 何卒 被 召上瀠 に，、」 願 候 得 共、 御 許容 無 之、 毎：：： 小 

松に 相？ i 候 得 共 難 叶、 せ 敷 取りて 申 候 0 其 段 御 聞、 町人の 事に 候へば、 代金 之 依に て 迷.？ 一、5 

仕 候は尤 成る 事に 候 0 代金 は追掛 取らせ 候樣に 御意に 而、 途屮迄 飛脚 を 以代佥 相 渡 候。 具足 

師存の 外の 仕 合に 而代余 請 取、 左 候 は 五 ki: 領町指 上：. ナ逗 5H 仕 候。 乍然 具足 は 御用に 無 之 旨 

仰 出候リ 町人 は 半途に 而殘し ig 可 申 芋、 達 而辭返 仕 候 0 其 段 申 上 候 得ば、 左8^1に候はゾ^^所 

の * 藏， s 入 納可申 候 0 必小松，sl入申問敷，.^被仰出候o 幸 御幸 塚 之 御藏 明 有 之 候に 付 入 K 可 有 

之 候 sbo 

〔松 梅 語 園〕 

1 、 或 時 微妙 院樣 御意 被 遊 候 は、 與カ共 具足 持 申 間 敷 候、 被 仰 付 被 下 候 間、 人々 乳繩 S 取 可 

巾皆 被 仰 出。 是は 難有義 VJ、 何も 與カ共 乳 繩を取 指 上申 候 0 則 具足 被 仰 付、 段々 出來 申に 付、 

兼 而被仰 付 候 與カ共 具足 出 來可被 下 候 哉 VJ、 奉行より 相 伺候へば、 事 之 外 御機嫌 根 じ、 いつ 

左 樣之事 被 仰 出 候 哉、 やくたい もな き 事 仕 候。 麁 末成 義に候 間、 何方へ 成 共 遣 K 候 得，、」 御意 

に 付、 皆々 御 土 藏へ入 置 候 0 是は兼 而與カ 具足 被 仰 付 度 思 召 候 得 共、 俄に 被 仰 付て は 目立 申 

に 付、 右 之 通 被 仰 出、 時々 出 來仕候 樣に候 旨、 前 田氏咄 0 

〔微妙 公 夜話〕 
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七 五 〇 

一 、 板 橋 口 御 猪 鹿 狩 之 時分、 筑 前守樣 にも 供 舉被遊 候、 御成 之 前日 今 枝 民 部， は 肥 前 守！^ 御尋 

被 遊 候 は、 明 H 筑前は 何の 刀 を 指 被 申 候 哉 VJ 御意に 付、 民 部 申 上 候 は、 此間御 詮義に p= 度々 

御た めし 被 遊 候 半 由に 候 旨 申 上 候へば、 其 刀 は 新 身に 而候、 尤切は 何程 能 候 而も 曾て/^ 不 

入 事に 候、 何れ にても 家に 傳來候 名 有 之、 人 も 知た る 刀 を 被 指可然 V,- 御意 被 遊 候 0 御 家御搏 

之 御 道具 共、 何れも 大事 之 御 道具に 候 故、 猪 鹿 御 切 被 遊 候義は 如何，. J 申 上 候へば、 夫 は 下 t 

得 成申欉 也、 切 まじき VJ 思はゾ 格別、 切ん，. J 思 は  能 道具 持 可 被 申 0 其 故 は^ 鹿 を 切、 自然 

打 折 候 は > -、 ひろ ひても こられ 間 敷 候。 捨て 來る 時、 新 身の 名 も 無 之 刀 を筑前 守が 帶 て、 打 

折た る ど 有 之 時 は、 無 面目 事に 候 0 家に 傅へ 人 も 知りた る 道具 なれば、 人口 無 之 候 ど 御意 被 

遊 候。 九 里氏咄 0 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 大欲 院樣板 橋 御 鹿 狩 之 節、 筑 前守檨 御供に 御 出 被 遊 候。 御 脇 物 は 大物 切ち やう 木の 御 腰 

物 を 御 指 被 成 候 由 被 仰 候 段、 微妙 公 御 聞 被 成、 不可 然思召 候。 ちゃう 木は黑 瀧の 長が 指 料、 

物 切に 御座 候へ 共 下作 物に 候 0 何ぞ 上作の 物 SS 可 被 申 候。 若 鹿な V- 切られ、 打 折 申 候 時分、 

下作 物 は 如何 ど 存候由 被 仰 候へば、 筑前守 樣も御 感心、 左 文字の 御 刀 御 指 被 遊 候 由、 脇 田 九 

兵 衞殿承 候。 


相 公 は 綱紀 


： 、 K 永 七 年 五月 御當所 居住 刀 鍛治兼 若 甚六 は、 微妙 公御尋 被 遊 受領の 儀 可^ 願 St 被 仰 出、 

即八條«ノ近衞^2,2:御^^被爲遣、 京都に お vQ て黑坂 吉左衞 門. 九 衞 門. 被 仰 ST 官物官 

錢物並 諸 入用 拜領被 仰 付、 其 上京 都へ 罷越申 候 時分、 足輕. 小人 御 添 被 下 候。 則銘 相改、 越屮 

守高ギ VJ 受領 化、 京都 仆廻中 時分、 八 條宮樣 より 御 服 一 重、 近衞樣 より 御 服  一 ffi 拜傾仆 候 0 

重て は 法 橋に 可 被 成 下 由 被 仰 渡 候。 京都 首尾 能 相 仕 廻 申 候。 

〔松 雲 公 夜話〕 

二  、 以前より 御 家に 有 * り 候 御 道具の 內、 表御納 の 帳面に は^ 之 候而、 其 品相兒 え 不申分 

有 之 候。 先年 微妙 院様 御代、 からかねの 花 生かけ 多く、 何の 役に も立不 申、 數年 すたり 物の 

様に 古物 共 VJ 一  所に 有 之 候 由。 誰に て 候 哉、 古物 御拂候 時分 拜領仕 候。 签屋五 郞左衞 門 所， 

口の かけ K しに 遣 候 得 者、 是は見 覺候御 家に 有 之 名物の 御 花 生、 から 物 紛無之 候。 C 分の 花 

生，.」 御 申 越 候 得 共、 心得が たく 32 申 越。 彌；^ 議有 之、 御 拜領の 御 道具に 紛無 之、 また 差 上申 

候。 相 公 様 御 覺御咄 の 旨、 富 永 物語 承知 仕 候 Q 

〔山 本源 右 衞門覺 書〕 

一 、 月 拂，.」 申し 而、 方々 より 輕き御 進物、 下緒 • 柄 糸. 扇子. 筆墨 之 類、 月の 晦日く に 挾笳之 
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蓋に 入れ 上り 申 候へば、 何れもに VJ らせ 御意、 御 次に 而 配分 被 下 候 0 年 拂ど申 は 十二月 廿 

日 過に、 御 家中より 上り 申 候 遺物 道具 等 長 持 之 蓋に 入 上り 申 候。 一 腰く 御 iS 被 成、 是は誰 

に VJ らせ 候へ、 是 は御納 II： 'に 入 置 候へ VJ 被 仰 候 由。 藏田內 藏允咄 承 候。 

〔集 古 雑話〕 

^隱は 空 印 一 、 當御 家に 牧溪の 庭 鳥の 繪ー 一 幅對 有。 最前 は 雄鳥の 繪 一 幅 有。 微妙 公 御代 酒 井 { や  御 

見廻に 被參、 微妙 公， e 被 申 上 候 は、 御 家に 牧溪の 庭 鳥の 繪御 所持， >0 承 申 候、 少拜見 仕度 VJ 被 

申。 殿樣 安き 事 て、 則掛 させ 被 懸御目 也。 利 常 公 思 召に は、 是は 名物 故 所 せらる、 VJ 思 

召、 御 勝手にて は 御機嫌 不宜旨 0  W 《仝隱 事の 外 ほめ 被 申 候 故、 彌 所望 VJ 思 召 候へ 共、 御秘藏 

故 其 分に 被 遊 御座 候處、 S 隱被申 候 は、 此御掛 物 W 々見事 御座 候。 就 夫 私 方に 此 雌鳥の 繪所 

持 仕 候。 私 義は少 身 者に 御座 候、 殿樣， ^上 可 申 候 間、 二 幅 對に可 被 遊 候。 私ね は 代り 何に て 

も 二三 幅 可 被 下 VJ 有 之に 付、 事の 外 御機嫌に て、 達 而御申 候 間 可 申請 VJ て、 代り 御 掛物四 五 

幅 も 被 遣 候よ し 也。 于今有 之。 此御懸 もの 東 山 殿 所持に て 表具 は 安阿彌 VJ やらん 物 數奇、 印 

も 有 之 由 候。 長 田 兵 左衞門 はなし。 

〔可觀 小說〕 

一 、 稻葉美 濃 守 殿 III より 被 進 候 唐物 孔雀の 香爐、 後藤 程乘 献上 仕 候。 唐物 麒麟の 香爐、 右 


仰 出 は If 紀 

なリ 


足利義 政の 

法名 は 喜 山 

なリ 


いづれ も 名物に 候 。殊に 孔« は 我國へ 二つ 渡 來の內 に而、 無比 類 物に 候 由。 前々 より 御香爐 

の內、 此 孔^より 勝れた る も 候 哉、 玄蕃 • 兵 部， 可相尋 St 被 仰 出 候處、 靑磁 獅子 並 亦 槍 猫の 香 

爐は、 柬山 殿御 物の 由、 最 名物の 旨 申 候。 勝 劣の 儀 は 如何 可^ 御座 哉 之 旨 申 上 候。 御代々 公方 

家より 御 拜領御 道具 及び 名物. 准 名物 等、 兼て 被 仰 出 記 注 仕、 今日 指 上 候。 就中 大傳太 御太刀 

は、 高 德 公自太 ^ 御 拜領、 淺井 一 文字 は台德 公， 淺井備 前 守 殿より 傳り 候處、 自台德 公 微妙 

公 御 娘 禮の節 御 拜傾被 成 候。 此外 平野 藤 四郞. 富 田鄕等 不可 枚擧。 漢 の富士 茄子 御茶 入 は、 太 

問より 高 德公御 拜領也 Q 牧 溪の鷄 の畫爲 名物の 3S、 其 證有之 哉の 旨 御 尋有之 候。 兵 部 云、 件 

の 繪之事 は、 世間 流布の 名物 記に も 載 之、 且天 山賊き § の 印 有 之 候條、 可爲 名物 候歟 0 元來 一 

幅 は 酒 井 讚 岐守殿 { 仝 印 御所 持の 所、 或 時空 印 御 持 參候而 御 合せ 候處、 表具 迄 も 符合に 付、 則 

空 印より 被 進 候 旨 言上 候 ど 被 仰 出 候 。其 儀 尤御覺 被 成、 { や： 印より 被 進 候 は 雌 之 様に 被 思 召 候 0 

此時 微妙 公より は络 印老， S: 可 被 遣 旨 互に 御辭 退、 良久し く 有 之 由 0 此 Sti 申 開 候 所、 年寄 中に 

も 相尋可 上旨に 而、 相尋 候處、 奥 村 伊豫 並 兵 部 も 如 御 誰覺申 候。 然共本 多 安房 申 候 は、 右 空 

印老 より 被 進 候 節、 安房 在 江 に 而覺申 候。 あなたより 參候は 雄に 而 御座 候。 右の 通 符合に 

付、 御 兩所相 共に 御辭 返の 所、 空 印 被 仰 候 は、 最早 及 老年 候 間、 遺物 VJ 被 思 召 候樣に 有 之、 

其 上に 而御留 被 遊 候 ◦ 其より 以前、 於 小 松 島御掛 作、 金森宗 和.^ 御茶 被 下 候 其 節、 件の 雌 

加賀藩 史料 第 三 編 萬 治 元年  七五三 


七 五 四 


仰 出 は 綱紀 

なリ 


の 方 を 被 爲掛候 由 言上 有 之 候處、 其 節 御茶の 手前 は 何れに 而候 哉、 且 相伴 は 誰に て 候 哉御尋 

候處、 相伴 は 安房 VJ 律 田 先々 玄 蕃正忠 にて 御座 候。 中 村久越 馳走 可 仕 旨 被 仰 出、 挨拶に 出 

有 之 候。 御茶 者宗和 手前 御所 望 被 遊、 微妙 公 も 御 出 座 被 遊、 御茶 茂 被 召 上 候 由 言上す。 塔 印 

より 御懸物 進上の 時代 は、 大火 事 以前に 而、 御 十三 歳 頃に 候 哉 VJ 思 召 候 被 仰 出 候處、 尤大 

火事 以前に 而 御座 候、 時代 糙に 覺不申 候。 大様 被 仰 出 候 御年齡 VJ も存候 sbo 其 日 稻葉美 濃 守 

殿 も 御 出に 候 0 是は御 庭 御 見物 有 之 度 候 由 0 其：：： 御 同道 可 有 哉 之 旨、 小 堀 孫 兵 衞を以 本-印 老 

より 被 仰 遣 候 由 0 いまだ 御 老中 不被仰 付 以前に 而 候。 » 又 安房へ 本-印 老御盃 被 下 候 節、 御！^ 

を 持 勝手， 可 申 VJ 仕 候處、 美 濃 守 殿御 出、 安房 不 i 御 乞 被 成 候に 付拜 伏いた し、 猶可罷 立 VJ 

什 候處、 微妙 公 不苦義 に 候、 慮外 可 仕 被 仰 付、 時宜 之處 に、 舟 越 伊豫 守 殿御 座 候 故、 伊豫 

守 殿 迄 相 渡 候 由 0 ケ樣の 儀 迄 は 覺候得 共、 時代 はしか VJ 覺不申 候 由 言上 也 0 

〔可觀 小說〕 

一 、 年次 ど號 せる 十二 律の 事、 六月 廿 七：：： 奧御納 mjs 色 方に、 年次 之寫ど 記せる 十二 律お 之 

ば、 御覽の 上に、 是は 先年 中院 殿より 板 Si: 檢校 を以、 此方 所持の 十二 律、 故內府 殿の 時分よ 

り 御閒及 候。 當時 堂上 方に も斷絕 候條、 被寫置 度 旨 御 懇望に 付、 則 被 遣 候。 若 其 寫に而 候 哉、 

表御納 III に 件の 十二 律 有 之 哉 可 相 尋旨被 仰 出 0 則 御 土 藏に有 之御舉 行持參 上之險 0 其 銘に云 0 


恩 徳院化 持 § 

名 年次 

應永 十九 年 八月：：： 敦 秋作 

抑此 十二： g: は、 今 於 天下 音律 可轧に 於て は、 是を 以てせ すん ばな しがた きの 由、 先年 中院殿 

, に 被？ S 候 時分、 被 ffi 新院叙 の處、 希有 之 物の US 勅 誰 有 之、 寫を被 留官庫 VJ 云。 微妙 公最御 

愛玩 VJ 云。 四 辻 少將公 詔の 家老 淺野權 左衞門 光延 罷越 候に 付、 年次 十二 律の 事 奥 村 兵 部相尋 

候處、 於 京都 承 合 候に、 糙成記 錄に而 者 無 之 申傳候 由に 而 御座 候 ◦ 彼銘に 御座 候 恩德院 者、 

往昔 西 八 條の邊 に 有 之 候。 彼院 破滅に 及 候而、 什物 等 遍照心 院へ集 之 云 ◦  は敦 秋が 兄、 

敦秋は 今豐筑 後守宣 秋が 先祖 國 秋が 末子 VJ 云。 又號 年次 者、 一 年に 一 竹つ  切、 十二 年に し 

て 成就す、 依て 爲稱號 VJ 云。 於 京都 茂爲 名物 之 旨 其 沙汰 有 之 哉相尋 候處、 尤無 比類 物の 由 及 

沙汰、 樂人等 も翁而 名物の よし 存知 候 由 光延 申 候。 

〔國事 雜杪〕 

進 上 

若松 あめ 一 箱  金澤町 銀座 彥四郞 

甸 卩 

右 飛脚 を 以上 申 候、 以上。  、 
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二月 廿 五日  富 永 勘 解 由 左衞門 

中 納言樣 ，2 若松 飴 被 上 之 候 書付に 御 印 被 成 候 間、 可^^頂戴候。 將又 今度 被 仰 付 候 吹 分 銀 子、 

來る廿 八日 時分 持 參可有 之旨尤 候。 油 斷無之 檨可然 候。 委細 山 田 方より 可 被 申 候、 恐々 謹言 0 

二月 廿六 =  勘 解 由 左衞門 判 

. 銀座 彥四郎 殿 

〔金 澤古蹐 志〕 

若松 飴の 傳 

觀昔 町^ 屋傳 記に 云。 越 前 國朝倉 氏の 末裔に て、 其 祖九郞 左 衞門景 紀は朝 倉 義景の 叔父 也。 

景紀の 三男 景乘、 越 前 堀江の 鄕に 居住し、 堀江 源 太兵衞 VJ 名乘、 柴田 修理 勝 家に 隨從 す。 勝 

家滅. C の 後 加 賀國に 寓居し、 天 正 十二 年 能 登 末 森 合戦の 時 討死す Q 其 子 勇四郞 河北 郡 鈴 見 村 

に 幽居し、 剃髮 して 名勇甫 稱し、 中 納言利 常 卿の 御意に 應じ、 毎度 召させられ、 恩賜の 御 

判 書 今に 傳來 す。 房 甫のニ 男 を 彌兵衞 VJ 云。 利 常 卿の 命に 依て 寛 永年 中 上京し、 明の 沈 惟敬 

來朝 せし 頃、 大坂 藥種屋 齋 へ相傳 せし 藥 飴の 方 十 一 品、 京都 中 嶋淨雲 傳授し 居た る を相馎 

し來 り、 若松 村に 於て 大明 飴. 延壽飴 等 を 製 合し 差 上たり。 是 より 世人 若松 飴 VJ 稱し、 其 名高 

く當國 の名產 どす。 彌兵衞 の 甥 善 兵衞藥 飴の 製 合 を 傳受す 0 善 兵 衞の子 傳右衞 門、 元祿 元年 


に S9 松より 金澤へ 出、 卯^ 八幡 町に お 住し、 藥飴 をぶ：： 弘め、 城內 ニノ 丸廣式 向い 御 川 飴 を 製 

造す。 故に 世人 御用 STuHt ビ 呼べり。 同 十二 年 正月より、 每春 嘉例 どして、 寶船の^^！：をニノ九 

廣式 向へ 献納す。 元 文 三 庫に 觀ー IS 曰 町へ 居 宅 を 移し、 是 より 世々 愛に 居住せ り。 利 t め 卿 判 書 窝。 

觸並大 角 豆到來 之、 悅入事 候、 ^：^。 

七月 六日  利  常 判 

勇甫へ 

火箸 ニ對  若松 村 彌 兵 衞 

右擧 之候條 心得 可 申 聞 者 也 

六月  利  常 判 

今 枝 與右衞 門 殿  - 

內 藤 淸兵衞 殿 

桉に元 祿四年 二月 加州 產物 取調 中に、 加賀郡 若松 村 冬より 春まで 飴 を 製す、 則 松 飴 ど稱す 

ありて、 元祿 元年に 飴屋 傳右衞 門 金澤へ 出た る 後 も、 尙其庶 家 松に 居殘 り、 若松^ どて 

を 製造せ しに や。 金澤 家柄 町人 金屋 彥四郞 より 利 常 卿へ 献上 目錄 に、 若松 あめ Ui 飛脚 を 

以上 之 VJ 載たり 0 三 州 名物 往來 VJ 云 ふ ものに も 若松 飴 を 記載し、 從前は 加 K の 名產， こなした 
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り どい へり 。或 云む かし は 食品 も 今 違 ひ 質素に て、 石 川 郡 野 々市 煎餅. 河北 郡 若松 飴 VJ て兩 

品 共に 名物 ごな して、 藩 公まで も 召 上られし かざ、 後 追々 華美に 移り、 野々 市 せんべ い. 若松 

あめな Vi 賞^す る もの もな く、 遂に 絕 えて 今 は兩所 VJ も 其 名 さ へ 知る ものな し VJ い へり。 

〔微妙 公 遺事〕 

一 、 微妙 公 或 年 越後 新 潟. のったり へ 御 鹽を被 遣、 御 拂可被 成 候。 惜成者 藏衍相 極 候 様に、 山 

本 瀨兵衞 被 遺 候。 あなたへ 參 候而、 藏宿承 立 申 候。 所の 者 共 は 事の 外悅 申。 W 承 合 候 得ば、 

鼸 K 段姊、 運賃 藏敷其 外 入用 考見申 所に、 御徳 用 無 之 事に 候 故、 其 趣 委細 申 上 候へば、 支蕃 

殿 迄 被 仰 出、 以之外 御機嫌に 違 候而、 辯 口なる 事 を 申 越 候。 腿 藏宿糙 成 者 極 候へ ど 被 仰 付 候。 

損 徳 の 事お のれに 誰が 考 へ，. J 申 候 哉 VJ、 以の外 之 御意 候 故、 早々 藏宿縮 仕、 證文等 上 之 中 候 

へば 宜候芋 御 驢被遣 候。 少々 舟 着岸、 藏入見 屆罷歸 候。 後に 承 候へば 子細 有 之 事 VJ、 瀨兵衞 

咄申 候。 

〔袂 き 

一 、 利 常 公に ひら 野. 小，？ ゲ て 名馬 二 疋有。 年 野 は M 利 長より 被 進、 小り うよりも 上な り。 

元は 越後 侍 百 一里 八 右衛門 馬、 利 長 御所 望 也。 上方 御 出陣 三駄 山へ 御 引取の 時、 殿 長 九 郞左衞 

門人 數を、 小 松 城 生 丹 羽 g 人數を 出し 追討に す。 長が 勢 敗す。 利 長三駄 山に 御 膳 被 召 上、 此 


事 ig^JP お を 其^ 捨 られ、 甲 を 乞 給 ふ。 銀ぃ鯰：！^^の甲を召、 右： 牛 野に 召、 茂り 立た る 秋 田の 中 

を馳紛 ふに、 御 -ir^}- 地 を 行く 如くな り ど、 西尾难 人物 語す。 こ.？っは秀忠公ょり利^;9<ム拜5、 

是は 元，； 戸野 丹 波 所持、 乘 おに 難 成 七 度 在鄕へ 下しけ る。 I ほ ま つ。 平 

〔微妙 公 夜話〕 

一 、 微妙 公 御 E 野に 御 出 之 時分、 御 15 之 足音に て、 此所は 上田、 此所は 下田、、」 御总 に而、 御 

尋 候へば 御 考に無 相違 候 由、 宮井彥 九 郞咄承 候。 

〔松 S 公 夜話〕 

一 、 微妙 院樣或 年の 冬 東海道 御 通りの 御 時分、 參 河 遠江邊 にて 鶴 を 御 合羽 させ 被 遊 候。 宇 野 

七 郞右衞 門な ざ も 合羽せ 申 候。 由 比 五 郞左衞 門 御供に 罷越、 是も御 鹿に つき 出、 咎め 申 も 

の 有 之 候 得 者、 かたはら へ 招き 候而、 過分に 金子 被 下 候 故、 何 茂 咎め 申 もの 無 之 だまり. S. 由、 

七 郞右衞 門 度々 申 上 候 旨、 享保五 年 庚 子 七月 六日 御意 也。 

〔松 梅 語 圆〕  ， 

一 、 金 澤小立 野 御 廳野之 時、 淺野 川の か はらに 鷲 居 申 を 鐵炮被 遊 候 得 者、 かすり 當り、 河- g 

を 羽た、 き ありき 候 を、 あれ VJ ら へよ VJ 御意 之處、 梶川 彌左衞 門 二三 間 有が け を 飛、 右 之 

を VJ らへ 御前 持參 候處、 何も 御意 不被 成。 其 節宜き 御意 も 有ば、 諸人 此後は ケ^ 之が け 等 飛 
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可 申年 思 召、 御考 推量 也。 十 年 計 後に、 俱利 伽羅 猿が 場に 而、 先年 梶川飛 申が け も是程 

可 有、 能 飛ぶ VJ 大橋又 兵衞に 御意 也リ 

〔拾纂 名言 記〕 

一、 利 常 様 小 松へ 被爲 入、 兩 年に 一年 づ、、 越 中へ 御 K 野に 是非 一度 宛 御 越 被 遊 時、 新庄の 

御 鳥 見 善 太 郞ど申 百姓 半分の 者 有、 是を 御供に 被 召 連、 御馬 際にて 越 中 一 國の 物語 御開 被 遊、 

諸 代官. 十 村 肝 煎 ざ もの 奸曲を 不殘御 聞 被 成、 其 外 越中國 境の 案內、 其 年の 作 毛 村々 の過不 

足、 無殘御 直に 被 聞 召 上。 雖然 御鷹 野 御馬 先 誰もな く、 何も 御 跡に 參る により、 彌ど聞 物 者 

なし。 折々 人 承る VJ て も、 不苦事 は 御 尋被成 事 も あり。 御前 近 者 は 橫目か VJ 推量 仕る。 御前 

遠 者 は、 鳥 案內申 上る に 付て 御 か は ゆがり なり、 出頭 仕る VJ まで 存有 之な り。 又 御 家中 沙汰 

に 不審 有。 昔 大納言 様より 此 1^ 御代々、 越 中 は 數度御 巡 見 被 遊 ざ も、 終に 能 州 一 國は御 S 見 

不被 遊、 淡 州樣. 飛 州 樣も瀧 谷より 奥へ は 無 御 巡 見。 孫 四 郞樣の 御 持の 御國 なれば、 如何 有 か 

不知， >J 皆 人 申 沙汰 仕な り 0 

〔微妙 公 夜話〕 

1 、 微妙 院樣小 松へ 御 隱居被 遊 候 以後の 事に 候。 青山 織 部 內熊野 才之助 fill 門 中宮へ 湯治 

仕 罷有候 所に、 其 時分 迄 御園に 鹿 無 之 候。 金 澤之人 鹿 を 見 申 者 は少く 御座 候。 微妙 院樣中 


宮邊 に、 鹿 爲御放 被 遊、 子 を 生 段々 鹿 多く 成 申 候。 或 時 才之助 中宮 の 邊に替 りたる t?<^ を 

振 立 出 申に 付、 あやしく 存、 鐵炮に 而打留 申 候而、 所の 者 呼 見せ 候 得 者、 所の 者 肝 をけ し、 

是は 微妙 院樣爲 御 放 被 遊 候 鹿に 而候。 御 聞 被 遊 候に 唯 事に 有 問 敷 候。 早々 御 5^: 用 場へ 注進 可 

化 旨 申 候 故、 才之助 肝 をけ し、 終に 鹿 を 見 申 候 事 無 之 故 如 此候得 共、 兎お 其 分に は 難 仕 K 事 

に 候。 早速 罷^ 織 部へ 相 達、 其 巳 後い か 樣共货 尾 次第， ナ S 悟 極め、 早々 金澤へ gi:a、 右之樣 

子 織 部へ 申入 候へば、 織 部 も 肝 を 消し、 是は 大方なら ぬ 事に 候 間、 早速 小 松へ 罷越 言上 可让 

旨に 而、 不取敢 金 澤罷立 候。 夜 更候而 之 事故、 寺 井 迄罷越 一宿いた し 候。 織 部  <： め々 伊勢 を 信 

仰 被 仕 候。 然處に 寺 井に 罷在 候內、 暫 iAJ ろみ 被 申 候 夢に、 白 張 装束 化 候祌主 一 人 r 泥 越、 才之 

助 事 申出 氣遣仕 間 敷 候、 首尾 好 濟可申 候。 其禮に は鲍十 上げ 可 申候キ ありく ど 夢に 見え. S. 

候。 其 ま、 起き、 夫より 罷出小 松へ 參候處 に、 御用 も 御 聞 被 遊 候 時節 故、 右 之 段々 年寄 屮へ 

申入 達 御聽、 かく 不調法 至極 成義、 鹿 を 見知 不申 事故ながら、 麁忽成 義に候 間、 如何 «共 

可 申 付 旨 被 申 上候處 に、 Sti 趣 御閒被 遊、 其 身 不存義 に 而打申 事に 候 得ば、 無 是非 事に 候 問、 

其 分に 可 指 S 旨、 早速 結構に 被 仰 出 候。 織 部 事 之 外 難 有が り、 年寄 中もケ 様に 可 有 VJ は不存 

候處 に、 結構に 被 仰 出 候 間、 當座御 鱧に 何ぞ指 上可然 候、 早速 上げ 候 « にど 被 申に 付、 Si 當 

り 可 仕樣 無 之 故、 御臺所 奉行 上 木金 左衞 門へ、 何に 而も 御 ま S 所に 唯今 在 合 候 御れ、 借用 仆皮 
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旨 申 造 候 得ば、 心得 申 旨に 而 十 を 臺に積 出 申 候。 不意に 鲍有 合せ 候 儀、 寺 井に て 見 申 候 夢 

想に少も違不申候0ぁらたなる義^0 八々 存、 織部彌 伊勢 を 信仰 仕 候。 才之助 も 難 有が り 中 候。 

糙成事 之 皆 藤 田 氏 はなし。 

〔松 梅 語 園〕 

1 、 微妙 院様小 松に 被 成 御座 候 時分、 山より 野ぶ すま VJ 云 物 を ，こらへ 打殺 持參 候。 則 微妙 院 

樣 入御 覽、 奥の 小將 共に 爲見俊 候 様 被 仰 出、 藤 田 三十 郞 家へ も參 見物 仕 候 。顔 はか はお その 

如く、 胴 も 同じ 比に 而、 恰好に 應じ 川お その 如くなる 尾 有 之。 胴の 左右 はねの ごどく、 四 

に ひらたき 稱き物 出、 夫に 網の ご VJ  く 毛 生 有 之 候。 其 四 负に爪 付き、 それが 則 足に 而候。 三 

尺 四方 ほ V- の ものに 候 由、 籐田 氏咄に 候。 

〔正徳 丙午 集 書〕 

又 小 松 君の 御 時に、 何方 If 铭ぉ" 餘讀。 と. "よ.？ やらん、 白魚の 白 干 を 取 寄られ、 S 水 海水に 多く 

まかせられし より 後、 御領 內に 白魚 段々 に出來 て、 年に より 時に より、 他國の 魚に 不劣 程の 

白魚 あり 0 小き は數 多な り。 され. Vj も 子 を 孕みた る は 見す。 是 も蘅麥 がら を 泥水に 付 く 時 

は、 乃ち どせ うに 化生す るの 類 か、 僉人 知事 なれば、 干 白魚 を 蒔れ たる 事 は不珍 也。 

〔眞僞 一 統志〕 t  ，  .  、• 


一 、 微妙 公 御代-い 時、 京都 職人 指物屋 淸左衞 門、、』 申 者、 度 御 夜？， 出、 御伽 被 仰 付 0 久敷 

其 年 は 逗留 仕、 御い、 こま 被 下 歸京之 時、 淸左衞 門に 何 ぞ可被 下物に 可 化、、」 て、 生^ 香 を 一 つ 

被 下 候 0 淸左衞 門 候而、 天下に まれなる 物 拜領、 近 比 忝 義奉存 候。 於四條 河- g 兑物？ is^ 候 

は  > -、 京 中の 奇観に も罷成 事。 殊により 堂上， Si も 相 聞、 淸左衞 門 一生涯の もうけに 可罷 成、、」 

御請 申 上、 人足 や，. J ひ大 1^ に 仕 罷歸候 0 然 所に 中河內 谷間に 而、 W 飼の 時 取 放し 申 候 0  w 姓 

七 八十 人 も 一 雁 ひ、 様々 尋ねさせ 候へ 共、 終に 捕 得不申 候。 二三：：： も逗 32 仕 候而尋 候へ 共、 颜 

も 不見罷 成、 穴 H 敷 又金澤 へ立歸 り、 此段申 上 迷 一 s、5 がり 申 候へば、 御 笑 被 遊、 金子な ビ被 下、 

京へ 罷歸申 候 0 以後く まで も 申出し 候。 疋田氏 心 易き もの よし 談話に 御座 候。 其 孫は淸 

十郞 VJ 申 候 0 是も 物語 仕た るよ し 0 

十月 廿 三日。 會津侯 保 科 正 之、 前 田 綱紀の 後見と なる。 

〔梅花 無 盡藏〕 

十月 廿 三：：！ 將軍 家より 保 科 正 之 君 をして 松 雲 公の 御 後見 被 仰 付。 依 之同廿 七：：： 頭分 以上 は 誓 

詞被仰 付、 綱 利 公御爲 竦に 奉 存間敷 之 趣、 前書 六 ケ條有 之 由。 

〔御定 書〕 

加 賀守様 御意 之覺 
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七 六 四 


肥 後 守 は 保 

科 正 之 


組 中行義 作法 能 様に、 萬 端 相 心得 可 申 候。 前田對 馬. 奥 村 因幡.^ 田玄 蕃御國 諸事 御用 被 仰 付 

候 0 申 渡 儀 組 中 面々 承引 仕 候樣、 兼而 組頭 心得 尤被思 召 候。 

肥 後守樣 御意 之覺 

何 茂い まだ 無 御 存方多 候 得 者、 加 賀守樣 より 御 使者 被 遣に 付、 御 一 傳被成 候。 侍 中 諸事 作法 

能樣 に、 加贺守 樣被成 度 思 召 候。 其 段 者 組頭 心得 次第、 如何 樣に茂 能 様に 可成 儀に 候。 御國 

仕 前田對 馬. 奥 村 因幡. 津田 支蕃、 何事に よら や 申 渡 儀、 組 中 致 承引 候 樣に被 相 心得 尤候 0 

* 蕃儀者 近年 iig 中 之 儀に 候 得 者、 存程無 之 儀 可 有 之 候。 l:蟠•對！iiir 者い まだ 若き 者に 候 得 者、 

若お も はくちが ひの 事 も 可 有 之 候。 惡敷義 を も 能 様に 取な し、 能事 を 取 立 申 様に、 各 年寄 組 

頭 之 儀に 候 間、 其 心得かん やうに 候。 其 段 第 一 加 賀守樣 御爲に 候。 苦 被 申 渡 «不 致 承引 者 候 

得 者、 加 賀守檨 御 年若に 候條、 急 度 可 被 仰 付 御 心得に 候 間、 被 得 其 意 尤に思 召 候。 

十月 廿 七日。 金澤の 公事 場に 關 する 法規 を定 む。 

〔古今 定書〕 

公事 場之定 

一、 毎月 二日. 八日. 十四日 .廿 一 日. 廿 六日、 朝 五つよ， り 相 詰、 晚者用 所让舞 次第 可 罷歸事 0 

一 、 理非 落着 申 渡 刻 者、 前田對1H^奧村因幡•律田玄蕃へ斷、 式日 一 人 充罷出 相談 可 巾 付 •。 


一 、 批判 難 仕出 入：^ 之 刻 者、 對5i^因幡•*l三人共に罷出可致相談s^o 

一 、 公事 當日、 誰々 によらす 用 所 無 之 者、 公事 場へ 出 間 敷 事。 

一 、 ^近 之 侍 にても、 公事 對決之 刻 者、 刀 脇 指 者 番所へ K、 丸腰に 而可罷 出？ 

一 、 召 封 之 日限、 無斷 及遲， 參者、 曲 言 可 申 付 事。 

一 、 町方 出入 町奉行 之 手前に 而難決 理非 儀 者、 公事 場へ 罷出 和談 落着 可&付 事。 

1 、 寺社 方 出入 同 斷之事 。 

1 、 籠 舍 人 賄 之 儀、 請 人. 主人 • 親子. 兄弟 其 品に より、 或は 公事 場より 可 申 付 事 Q 

右條々 不可 有 違背 者 也。 

(網 紀) 

萬 治 元年 十月 廿 七日  印 

橫山 右近 殿 

菊 池 大學殿 

十月 廿 七日。 前 田 綱紀 領國の 施政 及び 江戸の 事務に 關 して 老臣 等の 部署 

を定 む。 

〔御定 書〕 

覺 
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1 、 國之 仕置、 別紙 書付 之 通 中 納言殿 如 在世、 本 多 安房. 長 九 郞左衞 門. 橫山 左衞 門. 小 幡宮內 

,21 申 付 候條、 存寄之 通 無遠慮 可 令 相談 候。 

1 、 月に 兩度 宛、 四 人 之 宅， は 寄 合、 其 日 之 亭主 用 之 僅 を しらべ、 無 滞 檨に可 仕 候。 5： 急用 有 

之 時 者、 何 ケ度も 寄 合 可 申 事。 

一 、 中 納言如 在世、 前田對 馬. 奧村 幡/ 律 田 玄蕃、 月 切に 月番 定 s、 國中 仕置 存寄之 通 無 遠 

盧萬端 可 申 付 候。 並 伊藤 內 膳. 菊 池 大學、 是又如 前々 諸事 可 致 相談 事 Q 

一 、 江 萬 端 用 之 儀、 中 納言殿 如 在世 之、 今 枝 民 部 可 申 付 候。 並 靑山織 部 是又如 前々 諸事 可 

右 可 相 守 此旨者 也 G 

(綱 紀) 

戌 十月 廿 七日  印 

本 多 安房 殿 

長 九 郞左衞 門 殿 

橫山左 衞門殿 

小 幡宮內 殿 

5£ 田 爹 Btj 


奥 村 因幡 殿 

田 玄蕃殿  . 

今 枝 K 部 殿 

〔御定 書〕 

覺 

1 、 闽元江 R 用所改 申出 儀 者 各 別、 其 外 諸 中 納言殿 被 申 付^ 通 相違^ 間 敷 事。 

一 、 五三 ケ年 之內訴 1^ 払 之 義申上 間 敷 候 。急切 之 條者不 依 何事 其 組頭 致 吟味、 前田對 . ill. 、#田玄 

蕃.， 取、 村 M 幡わ申 聞、 三人 並 組頭より 今 枝 民 部. 江 tn;, ナ頭迄 可 申 越 候 0 何ものに よらす K に 申 

越 儀 者、 承引 有 間 敷 事 C 

一 、 江 11^ に 如何 樣之義 有 之 候 共、 指 圆之外 扶持 人た る もの 相 越 間 敷 候 0 左 樣之節 家中 面々 よ 

り 使者 飛脚 越 候義、 對 liiT. 因幡 .玄 蕃， ほ斷、 差 B 次第に 可 仕事 ◦ 

右 之 趣 可 申 付 者 也。 

(綱 紀) 

戌 十月 廿 七日  印 

本 多 安房 殿 (以 T 七 人 略) 

〔釉ー 雜記〕 
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七 六 八 

寄 會之刻 料理 之 事 

一 、 用 所 はやく 仕舞 候 者、 料理 給 不申可 致 退出 候。 用所濟 緩々 芋 咄居申 間 敷 事。 

一 、 在 合 之 肴 一 汁 一 一菜 之 外、 鹽辛か 精進 物之內 一 つ、 香 物 可 出 候 事 0 

1 、 鶴. 白鳥. 他 國肴. 木 具 停止 之 事。 

一 、 酒 ニ遍之 事。 

一 、 後段 之 振舞 無用 之 事、 但 夜に 入 候 迄 用 所 濟不申 刻 者、 何 にても 一 稀、 其 外 吸物. 香 物. 酒 

右 同斷之 事。  * 

右 不可 有 違背 者 也。 

(網 紀 J 

戌 十月 廿 七日  印 

本 多 安房 殿 (以下 七 人 略) 

广ー^*^.!«5*^,ーー6  J 

覺 

一 、 公義 御用 御法度 之 事。 

一 、 吉利支 丹 宗旨 御吟 * 之 事 ◦ 

一 、 他國 VJ 出入 之 事。 


1 、 女 過 * 如 前々 判 形 可 仕事。 

一 、 三千 石 以上 之 者 緣邊之 事。 

1 、 參宮並 國內ね 湯治 爲 養生 上京 暇 之 事。 

一 、 侍 共 曲事 並 嘩等 仕出し、 當 座に 裁許 無 之 不叶義 之 事。 

一 、 侍共國 中立 返 候 刻 之 事。 

1 、 自然 百姓 共 大勢 申 合 出入 有 之 刻 之 事。 

右^田對；ii^奧村因幡•津田+>l蕃•今枝民部相談可申仕候o 此外不 依 何？ 5^、 四 人より 申聞條 於お 

之 者、 可 致 談合 者 也。 

i 紀〕 

戌 十月 廿七 n:  印 

本 多 安房 殿 

長 九 郞左衞 門 殿  一 

橫山左 衞門殿 

小幡宮 內殿 

十 一 月 一 一日。 諸士の 遺跡 相 續に關 する 法規 を定 む。 

〔釉奥 雑記〕 
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七 七 〇 


大學は 菊 池 

氏 


覺 


一 、 御 家久敷 もの/^ 跡目 無 相違 可 被 仰 付 候。 伹其親 不屈 之 仕 合 有 之 者 谷 別 之 事。 

一 、 新參 者、 其 身 御 奉公 次第、 跡目 可 被 仰 付 事。 

一 、 養子 之 義加賀 守 樣立御 耳、 御意 を 以被仰 付 もの は、 實 子可爲 同前 候 事。 

一 、 十五より 內之 せがれ、 親 知行 分三ケ 一 可 被 下 候。 

佴、 御 家 久敷者 並 親 別而御 奉公 仕 者 は 各 別 之 事。 

一 、 遗物上 之 刻、 死去 人 何も 何 代 先より 御 家に 罷有、 父. 祖父 知行 高、 其 身御舉 公之 品等、 芋 

頭致吟 *、 様子 委細 書付、 遺書 共 各 三人へ 相 渡、 三人 存寄之 通 添書 を以江 tl^ へ 可 書 上 事。 

一 、 跡目 不仰付 者 並 減 * 者、 正月より 六月 迄の 內 死去 候 は、 、其 年 知行 物 成 少も被 下 間 敷 候 0 

七月. 八月. 九月 之內 死去 候 は 半 物 成 可 被 下 候。 十月. 十 一 月. 十二月 死去 候 は > -、 物 成不殘 

可 被 下 事 Q 

一 、 跡目 無 相違 被 仰 付 者 は、 何月 果候 而も 其 年 物 成 不殘可 被 下 事。 

右 御 家中 死去 人跡 目 之 儀、 其 許 相談、 爲 心得 有增 書付 可 遣 旨、 御 內意付 而如此 候。 追 而御印 

可 被 遣 候。 委細 大學 口上 申 含 候、 以上。 

十一月 二日  今 枝 民 部 


« 田 對馬樣 

奥 W 因幡 

Si 田 i 蕃樣 

十 一 t.p 六：：：：。 本日より 前 田 利 常の 法 會を金 澤寶圆 寺に 營み 十四日に 至り 

て 終る。 

广 ®  S き tx  〕 

一 、 御 骨 十  一 ni: 四 H 寶圓 寺， は 御 入 0 御 法事 同 六 曰より 七 曰 惣舉行 長 九 郞左衞 門. 靑山 將監、 相 

次而岡 島甚七 0 御 家中 香奠、 本 多 安房 等 三人 鳥目 五百疋 宛、 一 萬 石 以上 三百 疋、 三千 石 以上 一 一 

百疋、 千 石ぶ 上 ぼ疋、 小將 ."fT 廻. 使番. 組 外 • 定番. 射手. 異風. 歩行. 御 E 師. 與カ .此 分 千 石よ 

り 五百石 迄 五十 疋、 二百 石 以上 三十 疋、 百 石 以上 二十 疋、 百 石 以下 十疋、 五十石 以下 並 切 米 

取 は 香奠 無 之。 伹百疋 代 銀 十 匁之圖 り。 御 家中 参詣 は 六日より 十四 = まで、 組 一如 以上 長 

〔政 隣 記〕 

一 、 從將 軍家爲 上使 小 出 越 中 守 殿 被 遣、 右 御寺ね 御 越、 御 香奠 銀 fa 枚 御 偏、 初日。 

十一月 廿 一日。 前 田 綱紀 初めて 除服 登營 す。 
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る 萬た な 二 績本リ 父 
も 石る る；] の 文 は 
誤と なな 廿事遣 皿 
ない リミ虽 八は領 父 
りへ 十 じ 日 十 相 な 


七 七 二 

〔德川 實紀〕 

十一月 廿ー 日 松； 牛 加賀守 綱紀 喪 制 はて 、 まう のぼり 拜 謁し、 しばく の 御 懇問を 謝し 奉る 0 

父 小 松 中 納言利 常 卿が 養老の 領十萬 石餘、 綱紀が 原 封に 合せて 百 二 萬 二 千 七 W 石餘 所領た る 

べき 旨 聞 命 あり。 家 司 本 多 安房 守 始め 三人 御前に めして、 綱紀い まだ 弱齡 たれば、 家 司 も 

心 いれ 輔佐す ベ きょしの 御 詞を給 ふ。 

十 一 月廿 九日。 小將 *馬 廻の 組頭 をして 毎月 兩次會 合 協議せ しむ。 

r い：. Ts^ 己 J 

广 T>t»^ さ  一 PJ 

1 、 十一 月： h 九 H 命 あり。 以來 小將. 馬 廻の 組頭 毎月 兩度 宛、 於 私宅 令 參會、 公事 等 無 滯可勤 

VJ 也。 是を寄 合 日 ど 云。 公事 場の 式日 も 定る。 惣而 支配 有 之 頭 共、 段々 寄 合 を 極め 相 勸る事 

に罷 成る 0 

十一 一月 朔日。 江戶 邸に 於け る 賄 方の 法 规を定 む" 

〔萬 治 已前定 書〕  / 

一 、 御用に 付 宿 わ 不罷歸 者、 職人 並 御 出入 之 町人 時分に 參り懸 り 候 者、 靑山織 部. 靑地 四郞左 

衞門. 坂 井 與右衞 門. 會所之 者 共指圖 次第、 賄 爲給可 申 事。 

一 、 御 振舞 並 方々 御 音信 御菓子 肴 之 儀 は、 靑地四 郞左衞 門. 坂 井 與右衞 門指圖 次第 可 給 事。 


1 、 御兑舞衆，に御^£院休息之問に而御菜子御振舞出候？^ 富田越後.橫山離人可^:?95^次ぉ 

f  o 

一 、 使者 之 問， に 御 子 吸物 御 振！！ 出 候 儀 者、 奏者 番 より 可爲斷 次第 寧。 

1 、 肥 後^. 彈正樣 其 外 御供 之 者へ、 御菓子 御 振舞 爲給候 儀 者、 番頭 可爲斷 次第 事。 

1 、 中小 將. 御 次番其 外 御 次 相 詰 候 者 共、 御 夜 詰 長 時分 は、 飯に 而も かゆ にても 輕々、 こ 挤«^ 

一 、 御 客 或は 火事 等、 其 外 夜 更候迄 御 番人 起居 申 時分 は、 頭共斷 次第、 飯に 而も かゆ にても 

輕々 ど 排爲給 可 申 事 0 

1 、 御 賄 方、 諸 奉行 人 於致吟 *、 猥 無情なる もの、 並 殘肴葉 子等 奉行 人 不斷む ざ、、」 取 散 者 

有 之 者、 其 品に より 御 扶持 方 を 押、 或 過 銀 可 申 付 事 ◦ 

1 、 御 賄 奉行 手前 切に 相改、 御菓子 肴 等 損 不申樣 見 計、 つか ひ 可 申 事。 

一 、 於 御 臺所御 賄 方 其 外、 對御爲 御 賄 奉行 申渡義 承引 不仕者 有 之 者、 今 枝 民 部. 靑山織 部，^ 

急 度 可相斷 事。 

1、 御用 人 之 外 猥御臺 所， に 入 込不申 様に 急 度 可 申 付 候。 御 賄 爲給候 刻 不作法 無 之 様に 可 代 
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一 、 行 俊 数 別紙 定之通 相違 有 間 敷 事。 

右 被 仰 出 之 通 違背 有 間 敷 者 也。 

戌 極月 朔日  今 枝 民 部 

奧 村河內 

本 多 安房 

江 戶御賄 奉行 

十一 一月 朔日。 金澤に 於け る 防火 • 放 銃の i$ ^に關 して 命を傳 ふ。 

〔國事 雑抄〕 

覺 

1 、 火事 番、 高 知 取 候 者 二人、 很頭 一 人 十五 日替 二番 定置、 火事 無 之 候 共、 風 吹 氣遣成 時分 

は 打 廻、 火 之 用心 可 申 付 事。 

1 、 金澤夜 廻、 御小將 .御瑪 廻 之內五 人、 足 輕十人 指 添、 毎夜 方々 廻 可 申 候 0 但 月夜に 下々 挑 

灯 燈候義 無用 之 事。 

一 、 金澤侍 屋敷に 而、 鐵炮打 申 事 御 停止 候。 卯 辰 山. 才 川. 淺野川 之 岸三ケ 所に 而、 廣き的 場 

を 立 置、 稽古 仕度 者 は、 年中 不依 何時 爲打可 申 事。 


從：：.^-は江戶 


1 、 HSB 如 跡々 可 申 付 事。 

1 、 御 一 門 樣方御 年忌 御 法 之 = 限 御 施物 等、 夫々 より 極 E 、從是 不被仰 遣 候 共 可お 執行 sa.o 

右 無 相^ 急 度 可 被 守 旨 御意 候、 以上。 

戌 十二月 朔日  今 枝 K 部 

奧 村河內 

本 多 安房 

前 田 對馬殿 

奧村 因幡 殿 

津田 支蕃殿 

士 一月 七日。 加 賀藩諸 土の 富 山 侯 前 田 利 次に 對し半 頭 歳暮 等に 祝^ を 表 

する を 停む。 

〔御定 書〕 

從當御 家中、 向後 淡 路守樣 ね 年頭. 歲慕御 祝儀 之 儀 者 勿論、 常 之 御 見廻 使者 飛脚 被 上 候 儀、 可 

被 致 無用 之 由 御 斷被仰 入 度 3«1、 從淡路 守 樣被仰 下 候 間、 被 得 其 意、 御 組 巾，^ 可 被仰觸 候、 恐 

々謹言。 
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いる I こ よは 御 
ふ、 派リ 近目 
^^逍加日付 
のせ 賀 幕-求 
ズ  おら 藩府と 


父な リ 


七 七 六 

十二月 七 n:  前 田對馬 

^田 支蕃 

奥お £lI 

十二月 廿 入日。 將軍德 川 家 綱、 前 田 綱紀に 命じて 祖父 利 常の 遣 領を繼 が 

しむ。 

〔政 隣 記〕 

1 、 御 支 祖父 利 常 公 御 隱居料 二十 二 萬 石 及 小 松 之 城、 公 御 相 續可有 之 旨、 從將軍 御 直に 十二 

月廿 八日 被 仰 渡 。依而 御馬 代 三百 枚. 綿 二百 把 御 献上。 故に 小 松 城ね 金澤之 老中 替々 相 詰、 其 

後橫 山左衞 門暫爲 城代。 翌年 前 田 三 左 衞門爲 城代 引越、 延寶ニ 年 迄定詰 之處、 死去に 付爲代 

前 田 平 太 失 被 遣。 

閏 十一 一月 人 日。 諸士の 風俗に 關 する 令を發 す。 

〔御定 書〕 

覺 

一 、 御 目 付 衆 對御家 鱧、 不作法に 不仕、 諸事 いんぎんに 可 仕事。 


父は視 父な 


小 松 は佥澤 

なるべし 


0 


1 、 於 町中 も 不作法 林；^ 之 間 敷 事。 

： 、 .t- うた 高 聲猥之 仕 合 在 之 間 敷 事。 

一 、 山野に 而 遊山が ましき 率 仕 間 敷 

一 、 家 飑之者 共に あした はかせ 申 間 敷 事。 

惣而 跡々 より 被 仰 出 候 御法度 之 趣、 毛頭 無 違背 相 守 可 申 事。 

萬 治 元年 関 十二月 八日 

閑 十二月 十日。 前 田 綱紀、 利 常の 遺物 を 德川家 綱に 上つ る 

〔德川 實紀〕 

問 十二月 十日 松 平 加賀守 綱紀 襲 封 を 謝し、 父 黃門造 物 朱 判 正宗の さし ぞへ、 漢 飄^の 茶 士ぱ、 

京 極中納 S 定家 卿眞蹟 の 伊勢 物 語 を献じ 云々。 

閏 十一 一月 十 入日。 幕府 目 付の 吏 を加賀 藩に 派遣すべき を告 ぐ。 

〔德川 K 紀〕 

十一 一月 十五 日 使 番下曾 根 三十 郞信 由. 書院 番妻木 傳兵衛 頼 熊 は 奥州 仙臺、 侦番石 川 彌左衞 

門贵 成. 小姓 組 內藤新 五郎 正方 は 加州 小 松 (中略) の 目 付に さ れ、 暇 賜 ふ。 

「由 S 雜己. 一 
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爲其國 御 目 付 石 川 彌左衞 門. 內藤新 五郎 被 指 遣 之 候。 存其旨 可 被 申談者 也、 謹言 _ 

十一 一月 十八 a  阿 豊 後 守 

松 伊豆守 

酒 雅樂頭 

本 多 安房 殿 

橫山左 衞門殿 

長 九 郞左衞 門 殿 

小 幡宮內 殿 

奧村 因幡 殿 

前 田 對馬殿 

田 玄蕃殿 

閏 十一 一月 十 人 日。 德川家 綱 封國の 施政に 就きて 命 を 前 田 綱紀に 

〔釉 襄雜 記〕 

條 々 

一 、 家中 之 輩並國 中仕 置 之 義可爲 如 前々 事。 


從四位 は 正 

e: 位なる ベ 


し 


附、 町人^姓等不网^候樣仕^可申？？^。 

1 、 萬 家老 之輩遂 相談 仕？^ 可 有 之、 難 相 究儀者 可 受保科 肥 後 守 指圖、 依 事 之 品 可 致 言上 事。 

i  、 於 隣 國何篇 之 義雖令 出來、 無 下知 而 不可 出合、 可 受肥後 守 並 目 付 之而々 指圖 事。 

1 、 家 屮緣邊 之義、 知ハ  1^ 三千 石 以上 者 可 言上 之。 縱雖爲 小身、 依 其 仁 鉢 申 上 之 可 相 結 事。 

1 、 幾 5^ 一 支 丹 宗門 之義、 S 前 度々 如 令 制 禁彌以 堅 可 申 付 事 ◦ 

右條々 可 相 守 此旨者 也 ◦ 

莴治 元年 間 十二月 十八 曰  印 

加 賀 少 將 殿 

間 十一 一月 廿 七日，。 前 田 綱紀 左 近衞權 中將に 陞任す。  ， 

從 g: 位下 行 左 近 衞權少 將菅原 朝 R 綱 利 ◦  -  • 

正 二位 行權 大納言 藤 IS 朝 K 公理 宣。 

奉 敕件人 宜令轉 任 左近衞 權中將 者。 

萬 治 元年 後 十一 一 廿 七：：： 大外記 兼 掃 部 頭 造酒 正中 原 朝臣 師定舉 

〔前 田家 雜錄〕 
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七 八 〇 

上 卿 四 辻 大納言。 

萬 治 元年 後 十二月 廿七 = 宣旨 

左 近衞權 少將菅 IS 綱 利 朝臣 

宜任 左近衞 權中將 

藏 人頭 左 近 衞權中 將藤原 實道奉  . 

是歳。 諸 土の 困窮 を 救 ふが 爲に買 上米 を 行 ふ。 

〔又 新齊 = 錄〕 

一 、 萬 治 元年の 暮、 御 家中 爲 助成 御 召 米始る 0 奉行 原 田 又 右衞門 *大 石齋宫 也。 これより 御舉 

行 代り、 二 年に 御 召 米 有 云 々o 

是歳、 小將 組の 士市 川彌 五兵 衞を誅 せし む。 

〔^家 兒聞 集〕 

一 、 今年 慕 御 小將組 市川彌 五兵 衞御 成敗、 此事奧 村 因幡 宅に 而申渡 0 御 使. +頭兩 人 押 込、 取 

手足 輕森川 五郎 右 衞門孚 牛 右 衞門捕 之 殺害す。 彌 五兵 衞常々 不行 係に より、 其 組頭へ 呼 寄 

候 得 共不罷 出、 依 之 如此。 

是歳。 初めて 用人の 職 を 置く。 


「で 嫻で， I 

广 -11  一 n  J 

先年 御用 人.、，】 稱 する は、 微妙 公 逝去 之 後 萬 治 元年に 起り、 伊藤 內 膳. 菊 池 大學. 前 田七郞 兵衞. 

條田 助左衞 門 等 也。 或 年寄 中，.」 連署し、 或 御用 人 迄にして 事濟. -有。 萬 治 一 一年 靑山織 部. 岡 島 

甚七 東都より 來り 加判す。 其 後廢當 職。 又 宽文ー 一年. 三年の 頃より、 奥村內 記. 橫山外 記. 靑山 

織 部 • 岡 fift 七. 脇 田 九 兵 衞此職 を務む 0 是中輿 也 0 初め 御用 人廢る は、 條田 は， 嘩に 而果、 

菊 池 は 公事 場舉 行、 岡 島 は 算用 場舉 行に 移り、 靑山 一 人た る 故に 廢す 0 宽文九 年 加へ 用人 VJ 

云？^ 起り、 富 永 小右衞 門. 齊藤 中務. 熊 谷 九右衞 門. 近 藤 新 左衞門 等、 靑山. 橫山. 岡 ft. 脇 田 四 

用人に 加判たり。 伹 本職 は 差別 あり。 後 熊 谷 は 病死し、 富 永/近 藤 は 延寶ー 一年に * じ、 « 藤 

は延寶 三年に 免じて、 加へ 用人 も 遂に 絶す。 

萬 治 二 年 

正月 朔日。 諸 土の 藩侯に 上るべき 祝義 及び 鱧錢の 額を定 む。 

〔古今 定書〕 

1 、 歳暮 御 祝義、 自分 知 一 一 萬 石 以上 御小釉 二、 同 一 萬 石 以上 一荷 一種、 同 三千 石 以上 御 肴 一 

種 充可上 事 0 
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一 、 端午. 袁陽御 祝義、 自分 知 一 萬 石 以上 御 肴 一 種 充可上 之 率。 

一 、 口 切、 自分 知 一 萵石 以上 御翁兩 種、 其 外 御 肴 一 種 充可上 之。 但鶴. 白鳥. 初 鮭 等 上 候 之 儀 

無用 之 事。 

一 、 御 奉公 被 召 出 候 者、 親 又 親 無 之 者 は 兄 一 人充、 太刀 或 鳥目. 肴、 應身 » 可 上 之 事。 

一 、 跡目 新 知 拜領之 御禮、 自分 知 一 萬 石 以上 銀 馬 代. 御小釉 二重、 同 五千石 以上 銀 代. 御 小 

釉三、 同 二 千 石 以上 銀 馬 代. 御小釉 二、 千 石 以上 銀 馬 代 千 石、 以下 鳥目 可 上 之 事。 

一 、 御 加 增拜領 之 御 鱧、 自分 先知 一 萬 石、 3 上 銀 馬 代. 小袖 二、 同 五千石 以上 銀 Bi^ 代. 綿 十 把、 

同一 一千 石 以上 銀 馬 代. 御 肴 一 種、 同 千 石 以上 鳥目 可 上 之 事。 

一 、 緣邊被 仰 付 御禮、 自分 知 三千 石 以上 御 肴 一 種 充可上 之 事。 

一 、 一 萬 石 以上 年中 一 一度、 五千石 以上 一 度 之 外、 窺 御機嫌 進物 飛脚 等 上申 間 敷 事。 

右 被 仰 出 之 通 相違 有 間 敷 者 也 ◦ 

萬 治 二 年 正月 朔日  / 

正月 朔日。 諸士の 饗宴に 關 する 制限 を定 む。 

〔御定 書〕 

家中 振舞 之定 


一 、 一 汁 三 i8、 外 精進 汁 一 .鹽 辛. 香 物 可 出 之？ 

一 、 S 可 爲ニ篇 事。 

一 、 吸物に 而も 取 ft に 而も 一 稀 被 出 之？ 

1 、 鶴 • 白： 他 國れ. 木 具 停止 之 事。 

一 、 後段 之 振 廻 無用 之 事。 

右 之 通 相違 有 間 敷 者 也 ◦ 

(辆 紀) 

亥 正月 朔日  印 

正月 朔日。 一 一半 後に 於いて 諸士 以下の 衣服 を 制限すべき を 令す。 

御 家中 侍 下 々並 町人 百姓 衣類 之 事 

一 、 不依 大身 小身、 紗縫 • 縐紗. 平 島. 羽二重 之 外、 物 之 小 釉. 羽織 上 帶は不 及 申、 襟. 釉 

緣 等に 至 迄 一 切 無用 之 事。 但、 奧島. 麁相成 毛織、 勝手 之 爲能物 各 別 之 事。 

一 、 御^ 近 之 小々 姓 衣類、 法體人 羽織 等 は、 唐物 御 赦免 之 事。 並 家中 小々 姓、 紗綾.平^3.奧 

岛麁相 成 毛織 之 類、 是又御 赦免 之 事。 

一 、 * 力 又 家中 之 侍、 羽二重. 絹 之 外 一 切可爲 無用。 但、 生 人 之 VJ らせ候 もの は 谷 別 之 事。 
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七 八 四 

一 、 步者 • 鷹匠 並 算用 者、 編. 紬之外 同斷之 事。 

一 、 弓 • 鐡炮之 者、 紬. 木綿. 布 之 外 同斷之 事。 

一 、 小者. 中間. 草履 取、 布. 木綿 之 外 同斷之 事。 

一 、 百姓、 紬. 木綿 之 外 同斷。 

右當 亥の 年より 二 ケ年過 候 はゾ、 堅 御 停止 可 被 仰 出 候 間、 兼々得^«1ハ意、 有 來候古 衣 谷 別 

新 敷排不 申檨、 年中 兩度充 急 度 可 申觸旨 御意 候、 以上。 

亥 正月 朔 H  今 枝 民 部 

奧 村河內 

本 多 安房 

長 九 郞左衞 門 殿 

橫山左 衞門殿 

前 田 對馬殿 

6^ ネ ほ 聘 Iffs 

小幡宫 內殿 

律 田. 1^ 蕃殿 


正月 朔ョ。 摘 鳥 • 嫁 娶* 遊戯 • 住 器 n:; 等に 關 する 制限 を 令す。 

〔三^  二 條％ 記〕 

一 、 大 ffi.ss.*^* 兄廳 共、 三千 石 以下 之 もの 所持 仕 間 敷 候 事。 

1 、 ^鶴. 雀 维並 天網 はり 候義、 金 澤三里 四方 御 停止 之 事。 

一 、 嫁入 手 道具 之 外、 つ  > -ら， 挾 箱. 長 持. 衣桁 之 類、 ^5綺可爲無用に付、 長 持 廿掉. 乘物十 丁 

之 外 御 停止 之 事。 

一 、 中陰. 年忌 三日より 永 法事 無用 之 事 0 

1 、 かけの 諸 勝負 御 停止 之 事。 

一 、 かこ ひ 女 堅 御 停止 之 事。 

一 、 踊. 辻 相撲 御 停止 之 事。 

一 、 女 を 向 候 もの、 水 あびせ 候 儀 御 停止 之 事。  - 

一 、 家居 金銀 繪 座敷、 其 外不應 分限 花 麗之作 事 有間鋪 候。 佴、 仕掛 候 作 事 は 格別 之 事。 

1 、 上下 共に 刀、 柄 鞘 かけて 三尺 五寸、 脇 指 二 尺五寸 より 長き を さし 申間鋪 候。 付、 朱鞘ん 

いらぎ 鞘. 大 i;. 角 鰐、 其 外 かぶきた る 掠 什 間 敷 候 事。 

一 、 大撫付 .大 すり さげ. 下 ひげ. ほうひげ 御 停止 之 事。 

加贺藩 史料 第三 編 萬 殆ニ年  七 八 五 


七 八 六 

一 、月夜 之 節、 月 有之內 下げ 挑 灯，. J ぼし 不申候 而も、 夜行 苦 間 敷 事 0 

右 之條々 誰々 によらす、 於 令 違犯者、 隨過 之輕赏 曲？ J 可 被 仰 付 候。 過料 之義は 向後 御 捨可被 

成 候 間 n$ 存、 深 被 仰 出 候 筋目 違背 仕間鋪 由、 急 度 可 被申觸 321 御意 候、 以上。 

亥 正月 朔日  今 枝 民 部 

奥 村河內 

本 多 安房  、 

長 九 郞左衞 門 殿 

僙山左 衞門殿 

奧村因 幡殿 

小 幡宮內 殿 

®: 田 玄蕃殿 

正月 朔日。 江戸 藩邸の 番人 • 詰 人に 關 する 法規 を定 む。 

〔萬 治 已前定 書〕 

1 、 御 番所へ 宿々 よ、 り、 菓子. 酒 を 取 寄 給 候 儀 無用 之 事。 


一 、 病人 者 s:,: 文 狀指合 は、 書 附を以 組. S 迄 可 及斷事 0 

一 、 上使 有 之 刻 は、 御 番人 不殘 白洲へ 下、 つくば ひ 可 申 候。 御 拜領物 者、 御 奏者 番持而 御座 

敷 へ 可 出？ 

一 、 常々 進物 御座 敷へ 出し、 並 太刀 引 候 僅、 中小 姓 中替々 可 仕事。 

一 、 夜屮 他所より 御 使者 等 有 之ば、 門外に affi、 御 色 代 番人 出合、 口上 承屆、 御 式 « 迄 通し 

可 巾 候 0 御 國許其 外 他所より、 夜更 下々 ね參候 使. 飛脚 等、 中 門」 お 門番 人 其衍々 迄 送： S 可 申 

1 、 走 込 其 外 不審 成 者、 御門 を 通し 不申樣 切々 番人， 口堅 可 申 付 候。 內， 走 込 候 は  > -、 先沙 

汰 なしに 仕置、 芋 頭. 年寄 中へ 內談可 受指圖 事。 

一 、 余： 銀 を もら ひ 又 奉公 之 訴訟な ざに、 僞 使者 之姊 をいた し參 者、 其外氣 違、 惣而 不審なる 

もの、 々心 を 付 見 VJ がめ 申 分 承 届、 与 頭 或は 年寄 中， 可 申 聞 事。 

一 、 兩 御式臺 前、 足輕又 若黨高 あした はき 申條 停止 之 事。 

一 、 御 邸 中に 而御^ 近 之 面々 に對、 又若黨 小者 高 足駄 を はき、 其 外 盧外ケ 構 敷 砵仆候 は， ^ 可 

爲曲 事事。 

一 、 材木. 植木. 石 は 會所之 者 手形 を以 御門 を 可 出、 其 外 諸道 具 何に よらす、 道具 主 之 手形 無 
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之 候 者 出 申 間 敷 事 0  . 

一 、 御屋敷 之內 小屋々々 在 之 者 罷歸刻 者、 疊表替 、すのこ 緣 な、、，、」 仕 、修理 を 加へ 可 罷出候 0 

但、 上葺. 柱 等 取替 申檨成 普請 は、 作 事より 被 仰 付 可 被 下 候 事。 

1 、 fH 五十石より 下々 は、 表緣會 所より 請 取、 表が へ 其 外 致 修理 罷出 事。 

右 被 仰 出 通 違背 有 間 敷 也 0 

亥 正月 朔日  今 枝 民 部 

ずお if:.  fk" 

本 多 安房 

正月 朔日。 諸士死者の前祿を繼がしめざる^？^及び前祿ょりも減ぜらる 、 

者の 給與 法を定 む。 

〔御定 書〕 

家中 死去 人跡 目 不申付 者、 並 減 申 者、 其 年 知行 物 成，. J らせ 候定。 

一 、 正月より 六月 迄之內 死去 之 者 は、 其 年 物 成少も 遣間鋪 事。 

一 、 七月. 八月. 九月 之內 死去 之 者 は、 其 年 半 物 成 可 遣 事。 

一 、 十月. 十 一 月. 十二月 死去 之 者 は、 其 年 之 物 成 不殘可 遣 事。 


右 之 通 無相途 si^ に 可. s. 渡 者 也 o 

^治 二 年 正月 朔日  印 

正月 二日。 百姓の 藩 外に 出づる 者の 取締 方 を 令す。 

〔三 fc  二 條« 記〕 

覺 

一 、 三ケ國 在々 奉公人 共數 多、 是 跡より 他 國ね罷 越 候 間、 向後 之義 一 村 切に 人數 を改、 十 村 

並 村 肝 煎に 帳面に 記 置、 急 度 縮 可 仕 候 事。 

一 、 於 他國御 家中 之 外、 他所に 罷在 者之義 は、 親兄弟. 一 類 之 方より 急 度 呼 返 可 申 事。 

一 、 伊勢 參宮. 本願 寺參之 者之義 者、 十 村 致 吟眛、 斷之上 を以郡 裁許 之 衆より 通 書 可 被 造 s^。 

勿論 浦 方 船 手 寄 之處、 是又縮 肝要 之 事。 

右 之 通 裁許 衆， は 可 被 申 渡 候、 以上。 

正月 二日  津 田支蕃 

奧村 因幡 

メ  £  p 凿ぉ 

伊藤 內膳殿 
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菊 地 大學殿 

右 之 通 前對馬 殿. 奧 EI 幡殿 .si: 支 蕃殿被 仰 渡 候條、 被 得 其 意、 御 郡 中 十 村 共 小百姓 等 急 度 御 申 

渡、 猥に無 之 様に 尤；^ 候、 以上。 


亥 正月 五 H 


菊 池大學 

&舊內 藩 


里 見 七 左 衞門樣 

武 部四郞 兵衞樣 

安宅 三郞右 衞門樣 

津田 右京 様 

山 本淸三 郞樣 

松 田 太 郞兵衞 樣 

石 野 五兵 衞樣 

津 田 宇 右衞門 樣 

千 福 長 左 衞門樣 

正月 四日。 前 田 利 常の 遺物 を 富 山 侯 前 田 利 次に 贈與す 


〇 


〔政 隣 記〕 

一 、 微妙 公 御 S 物 を、 正 H: 四日 御 使 «藤 生 馬 を以、 利 次 公， に 被 進 之。 其以 後小松. 佥澤御 家來 

,s 被 下 之、 紙面 別に 有。 

正月 六日。 諸 土の 邸： S にて 發炮を 練習し 得べき 期間 を定 む。 

〔古今 定書〕 

鐡炮打 之 ffi、 如 跡々 四月 朔： n より 七月 晦 = 迄 は、 居 屋敷 之 内に 而、 爲 的 打 候 俄 者 御 赦免 

被 成 候。 伹 植木に 泊 候 は 勿論、 あげ 鳥 射 越な ざ 無 之樣、 隣へ 遠慮 可 仕 候 0 左様 之 所 |g 打 中 問 

敷 Sla 被 仰 出 候條、 被 得 其 意 組 中へ も 可 被相觸 候、 恐惶 謹言。 

萬 治 二 年 正月 六日 

正月 七日。 衣服に 關 する 前の 制限 令 を 補 ふ。 

〔御定 書〕 

今度 被 仰 出 候 衣類 之 外、 不依 大身 小身、 白 小袖 紫 裏 御 停止 候條、 可 被 得 其 意 候。 幼少 之 子供. 

法 » 人 は 各 別 候。 但 幼少に 而も、 又 家中 之 者 は可爲 無用 候。 此旨 御糾中 も 可 被 仰 « 候、 恐 

謹言。 

正月 七日  本 多 安房 
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前田對 til- 

奥 村 因幡 

津 田玄蕃 

小幡宫 內 

長 九 郞左衞 門 

正月 十六 日。 寺社 方 門前に 住する 者の 防火に 關 して 令す。 

〔御定 書〕 

覺 

一 、 寺社 方 門前 小 家 多、 別 而火之 用心 惡敷 候條、 無 油 斷候樣 切々 可 申 付 候。 門前 小 家 之 者 共、 

其 住持より 毎日 火 之 用心 油 斷仕間 敷 旨、 せこ 入 候 樣堅可 被 申 渡 事。 

1 、 §: 前 之 者 共 申 合、 夜 明 迄 拍子木 打 門前 中 爲廻可 申 候。 風 吹 申 時分、 其 面々 家々 前へ 人 を 

出し、 別 而情を 入 候 樣可被 申 付 事。 

1 、 寺社 其 外 門前 之 者 共、 佛棚俊 明 並 香爐之 火、 四月 中 迄 は 日 之內仕 廻、 夜分 一 切 火 禁可申 

JRLO 

右 之 通 急 度 可 被 申 付 候。 則 廻り 番出候 間 可 被 得 其 意 候。 委曲 御橫 目に 可 被 相談 候、 以上。 


正月 十六 u  寺社 奉行 

正月 一 一十 日。 領内の 古城跡 及び 名所 を 調査 上 中すべき こと を 令す。 

〔改作 所 花；： 記〕 

古城跡 並 名所が ましき 所 書 上 可 申 旨、 御 寄 合 所より 被 仰 渡 候條、 面々 4> 中 致 吟昧、 一 郡 切 帳 

面に 記 可 指 上 候、 以上。 

正月 廿日  里 見 七 左衞門 

武 部 四 郞兵衞 

石 川 郡 十 村 中 

正月。 江戸 傳 通院に 於け る淸 泰院靈 堂の 造營に 着手す。 

〔政 隣 記〕 

一 、 今年 正月より 江戶傳 通院 淸泰院 樣御靈 堂 を 御 造營、 則 九月 成就。 

一 一月 六日。 家中 諸士の 奢侈 を 禁じ 利得 を 謀る ことな かる ベ きを 諭す。 

〔典 制彙 

1 、 御 家中 侍 衆 之 義惡事 之 噂 申 間 敷 事。 付り、 おごりた る 作法 仕 間 敷 s^o 
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1 、 利潤 手 廻し 讚談無 之、 第 一 侍 役 嗜可申 事。 

一 、 存不付 事 は 各 別、 かぶきた る 鉢 又は 無 f£ 無 之 樣可仕 候 事。 

右 之 趣 自分 之 儀 者不及 申、 せがれ 兄弟 共に 無油斷 不作法 無 之 様に 可 申 聞 候、 以上。 

二月 六日 

二月 入日 前 田 綱紀 相 摸 熱 海 温泉に 澡 浴す。 

〔政 隣 記〕 

一 、 二月 八 H 綱 利 公 相 州 熱 海 御 湯治、 同 晦日 御 歸府。 

1 一月 一 一十 日。 前 田 利 常の 加 賀能美 郡 三 明 野の 灰 塚に 松 樹を植 うべき こと 

を專 ふ. - 

〔小 松舊 記〕 

1 、 三 明 野 灰 御 塚 松 爲御植 被 成 候に 付、 爲御 奉行 宇 野 五 左 衞門被 仰 付 候條、 町 夫 請 取 遣候樣 

に 可 被 仰 渡 候。 植樣卜 齋に相 尋可被 申 候。 合 點不參 候 者 御城ね 罷出候 樣に尤 に 候。 右 之通對 

馬 殿 .ra 幡 殿御 申 付如此 候、 以上。 

二月 廿日  前 田 七 郞兵衞 

淺野藤 左 衞門殿 


城 中と もる 

は 城 下士 邸 

の^！；^なるべ 一 


し 


二月。 小 松に 於け る 諸士の 家屋 を 壊ち て 石 川郡宫 腰に 回漕し、 尋 いで 金 

澤 城下に 屋敷 替を行 ふ。 

〔泥兑 摘 s〕 

1 、 K 治 二 己 亥 二月 小 松 御城 中 之 こぼち 材木 品々、 宮腰 ，£iM 渡り 金 澤へ來 る。 春 夏、 利 常 公 

御 從ほ小 松の 面々 引越 金 澤へ來 るに 付、 諸 役所 を はじめ、 端々 屋敷 替有 之。 公事 場 今年 迄奧 

村 因幡 宅 之 所 也。 今年 地 を 改めて 岡 島備中 隣に 被 移、 先 公事 場 之 跡 は 本： 地、、」 成。 小 松 城代 は 

前 田 三 左衞門 引越、 寬文四 年まで 定詰 なり。 

三月 三日。 諸士 以下の 遺跡 相 續に關 する 規程 を定 む。 

〔御定 書〕  ， - 

1 、 御 家中 死去 人 遺物 之 儀、 向後 跡目 被 仰 付、 繼目之 御 禮申上 候 刻 上させ 可 被 申 候 寧。 

1 、 せがれ 無 之 跡目 絕申 者、 爲 冥加 遺物 上申 度 与 申 殺 候 は > -、 上させ 可 被 申 候 事。 

一 、 跡目 不被仰 付 者 は、 遗物爲 上申 間 舗 事。 

1 、 跡目 不被仰 付 者、 又はせ がれ 無 之 跡目 絕申者 居 尾 敷 之條、 跡 之 かた 付 仕 廻 候 者、 追 付 御 

屋敷 舉行共 請 取 候 樣可被 申 付 事。 

加^ 藩 史料 第三 編 萬 治 二 年  七 九 五 


七 九 六 

一 、 御步者 • 母 衣 者. 御 扶持 方 取、 跡目 公儀に 茂 不被下 候 間、 向後 御 家中 茂 被 仰 付 間 敷 候。 乍 

然御家 久敷罷 在 候 者、 或抽御 奉公 能 候 もの は 可 被 仰 付 候 事。 

1 、 御徒 者. 母 衣 者. 御 扶持 方 取に 而茂、 せがれ 親に もお VJ らす、 其 跡 之 御用 勸 器せ 成 者 は、 

組頭 致 吟味 可 被 召 出 事。 

右 之 通 被 仰 出 者 也。 

萬 治 二 年 三月 三日 

四月 六日。 前 田 綱紀 越 中高 岡瑞龍 寺の 塔 頭 龜占庵 • 法 性 庵 • 林 洞 庵に 寺領 

を 寄進す。  • 

〔御 印 所 付寫〕 

知行 所 付 之 事 

一 ケ村草 高 五 百 十 石之內 

1 、 八十 一 一石  射 水 郡 下關村 

免 四つ 五步 

內 

本 高 三十 石 


1 、 二十 七 石 三 斗 三 升 四 八 口  龜占庵 

本 高 三十 石 

一 、 二十 七 石 三 斗 三 升 三 合  法 性" 他 

本 高 三十 石 

1 、 二十 七 石 三 斗 三 升 三 合  林 洞 庵 

草 高 合 八十 二 石 

本 高 合 九十 石  越 中 免 四 つ 一 步 

右 除 山川 竹 木 夫 銀 口 米 如 定可令 收納者 也。 

萬 治 一 一年 四月 六日 

四月 廿 三日。 前 田 利 常の 子 利 明、 大聖 寺 侯 前 田 利 治の 養子た らんが 爲江 

戸に 赴く。 

〔政 隣 記〕 

1 、 今年 前 田 美 濃 利 明 を、 飛 驛守利 治 公 御 養子 之 依 御 內談、 四月 廿 三日 江戸 下向、 爲傅岡 島 

S 七 を 被 指 添 0 依 之 從利治 公保 昌 五郎の 刀を甚 七に 被 下。 

四月 廿 四日。 金澤 近郊の 禁獵區 域に 橫目を 派して 巡視せ しむべ きを 告.^ 
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殺害 仕 者 は 

可 仕 者の 意 

なり 


〔御定 書〕  . 

今度 御 停止に 被 仰 出 候金澤 より 三 里 四方、 小 K 遣. 天網 張 之 儀 は 勿論、 從跡々 御法度 場 兩野並 

淼下川 を 限 下 口 方、 入 込 申 候 様に 野 廻 御 横目 出 申 候條、 彌御組 中 急 度 可 被仰觸 候、 恐惶 謹言 0 

四月 廿 四日  中 川 八 郞右衞 門 

前 田 七 郞兵衞 

四月。 小 松に 於け る 諸士金 澤に轉 住す。 

〔菅家 見聞 集〕 

一 、 四月 小 松 之 侍 中 金澤， e 引越、 金澤 組々. c: 組 入 被 仰 渡。 

五月 五日。 諸士の 小者 成敗に 園す る 規程 を定 む。 

〔御定 書〕 

御 家中 侍、 小者 殺害 仕 もの 候 は、 ベ、 公事 場ね 相 斷可被 任指圖 候。 若當座 成敗 仕 候 はで 不叶も 

の は、 死骸 其 儘 置、 公事 場ね 斷、 檢使を 乞 可 申 旨 被 仰 出 候條、 右 之 通 組 中， 御申觸 御請 可 被 

上 之 候、 恐々 謹言 0 

五月 五日  津田 i 蕃 

奧村 因幡  i 


今 枝 E 部 

前田對 •iil' 

五月 廿 一 日。 他！： より 來 りたる 傀儡師 等 を 百姓の 宿泊せ しむる を 禁ず。 

〔改作所^^^^〕 

.^sf より 參り S でく るぼう ま はしな ざに、 一 夜 も 宿 を かし 不申樣 に 急 度 可. E. 觸旨、 御 寄 合 所 

より 被 仰 波 候條、 得 其 意、 何も 名 之 下に 判 形 候て 可 指 越 候。 往還 筋 宿 通り 之 分 は、 肝 煎に 書 

付爲 致、 其 十村奧 書に 而 早速 上 可 申 候 0 右 之 通 在々 所々 不殘 可巾觸 候、 以上。 

五月 廿 一日  里 見 七 左衞門 判 

武 部 四 郞兵衞 判 

石 川 郡 十 村 中 

河北 郡 十 村 中 

五月 廿 四日。 諸 士に對 し 百姓 等 慮外の 舉動 ある ベ からざる を 令す。 

〔改作 所 « 記〕 

跡々 御法度 之 通、 御- 陇 近侍 中， は對、 乘打、 其 外 《 外不仕 候樣、 郡 中 在々 所々、 百姓 .^ かたに 

至 迄 急 度 可 申 渡 候、 以上。 
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五月 廿 四日  里 見 七 左衞門 判 

武 部 四 郞兵衞 判 

石 川 郡 十 村 中 

• 河北 郡 十 村 中 

六月 朔日。 若 黨， 小者 • 草履 取に 關 する 规定を 令す。 

〔古今 定書〕 

他 國へ召 iSJ 候 若黨. 小者. 草履 取、 二月 二日 以後、 以相對 暇 を 造、 御 國へ相 返 候 者、 召 S 時 之 

請狀に 主人 指 出 を 添、 面々 与 頭 迄 遣、 頭より 奉行所へ 可 及 斷事。 

一、 二月 二日 以後、 自御國 替人呼 寄 候 內召仕 候 者、 前年 之 給 銀 日 算用に 割、 二 和 利 增銀を 加 

へ 可 相 渡。 佴 三月より 末 者、 三 和 利增當 るべき 事。 

1 、 定之 季不相 濟內令 欠落 者、 請 人手 前遂吟 *、 給 銀 月 割を以 爲辨、 外 輕過銀 可 申 付。 若 取 

逃 贜物有 之 者、 過 銀 內を以 主人 へ 可 遣 事。  - 

一 、 他 國に有 之 面々、 二月 二日 以後に 而も、 御國 より 替者呼 寄 申候內 欠落 仕 候 者、 請 人應分 

際 過 銀 可 申 付。 取 逃 有 之 者 同斷之 事。 

一 、 走 人 請 人 どらへ 出 候 者、 給 銀贜物 共に 主人 可爲 損。 公儀 或 主人 於 捕 候、 給 銀 者 主人 之 損、 


取 逃 瞰物並 過 銀 請 人より 可 出 事。 

一 、 給 銀 贜物並 出し 候 以後 どても、 三年 之 內走人 請 人 方より. 捕 出 候 者、 主人 請 取 候 銀子講 人 

へ 可 相 返 候 0 科 人 者 主人 可 被 下 之 間 殺害 可 仕事。 

一、 居 成に 可 召 仕 旨 被 仰 出 刻、 主人 之 手前 を 立 退 及斷、 如何 « 之 雖爲理 運 奉公人 可爲 越度。 

田.：： H あれ 在 之、 所へ 引 込 不申難 成 仕 合 候 者、 十： S 肝 煎 書付 郡 奉行 添書 を以 主人， 2i 可 相斷。 若 

又 主人 非 分 申懸、 堪忍 難 成 首尾 候 は、 、御 國に而 は 公事 場、 江 In- に而は 割場舉 行へ 可申斷 5^0 

一 、 若 黨. 小者 殺害 仕儀 有 之 候 者、 公事 場へ 斷可 受指圖 。伹當 座に 成敗 仆候は 而不叶 竹 M 之 者 

は、 死骸 其 儘 _.M、 即刻 公事 場へ 檢使を 乞、 其 場 之樣子 誓紙 を以 可相斷 事。 

一 、 御國 追放 可 仕 下々 百姓に 候 は、 3、 公事 場へ 斷可受 指 圖事。 

一 、 欠落 人當 座に 不相 斷、 下に 而濟 置、 以後 奉行所へ 及斷候 者、 聞 入 申 間 敷 候。 伹か はりた 

る 斷は各 別 之 事。  一 

一 、 欠落 人 請 人 死絕候 者、 主人 可 爲損。 但科之 品に より、 親子 兄弟 之 手前 可致吟 * 事 0 

一 、 籠 舍人賄 之 儀、 主人より 可 申 付。 但品 により 親子 兄弟 請 人 或 公事 場より 可 申 付 候。 町人 

は 十 人 r ナ、 百姓 は 其 村より 賄 可 仕事。 

右 之條々 被 仰 出 通 無 相違 可 有 裁許 者 也。 

加賀藩 史料 第三 編 萬 治 二 年  八 〇 一 


八 〇 二 

萬 治 二 年 六月 朔日  今 枝 K 部 

^  田 "M  蕃 

奧村 因幡 

5S:  田 曹 お 

金澤 公事 場 

六月 朔日。 與 力の 知行に 關 する 法規 を定 む。 

〔古今 定書〕 

與カ知 寄 親 知行 物 成 同事 被 下 候 之 間、 內 加州 三つ 五步、 越 中. 能 州 四 つ 物 成與カ へ 遣 候。 其 上 

之 免 者 寄 親に 被 下 候。 明 知、 同前 之 事。 

一 、 與カ明 知 代官、 與カ之 內見計 申 付、 可爲致 裁許 事。 

一 、 明 知 分 免 帳 寄 親より 調、 兩 人加奧 書、 明 知 代官へ 可 相 渡 事。 

一 、 與カ之 者 對寄親 不屈 之 什 合 在 之、 扶持 被 放、 並 死去 人 欠 人 代 召 K 候 儀、 寄 親より 兩 人に 

斷、 聞 屆可致 差圖事 0 

一 、 組 付 無 之 與カ之 者、 明 知 有 之 寄 親へ、 闘 取を以 早々 可 付 事。 

一 、 與カ知 千 石 以上、 十ケ 一 程 明 知に 可 仕 S 事。 


民 部 

因 幡 

對 馬 


一 、 與カ 死去 跡 知行 收納之 俄、 御 呢近之 面々 御 {..i- 同斷之 s^。 

一 、 新 參に被 召出與 力、 正月より 六月 迄 は、 其 年 之 物 成 不殘被 下 候。 七月 以後 者 半 物 成 可 被 

右 被 仰 出 候 通 無 相違 可 有 裁許 者 也。 

萬 治 二 年 六月 朔日  今 枝 

律 田 

奧 ^ 

前 田 

橫山 式部 殿 

條原織 部 殿 

六月 朔日。 金澤 町奉行の 職務に 關 する 法規 を定 む。 

〔御定 書〕 

一 、 不依晝 夜、 人 手づ かへ 不申、 往還 無 滯樣に 常々 堅 可 申 付 候。 附、 駄賃 銀. 荷物 目、 公 

儀可爲 如御定 事。 

一 、 自然 於 町中 喧嘩 仕 者 有 之ぱ、 押 置 早速 町奉行， に 可 相斷。 大勢に 而 抑留 難 成 候 は、 3、 宿 本 
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見 屈、 近所 之 者 共， 2 屈 置、 早々 町奉行， 可 致 注進 事 0 

一 、 町中 火 之 用心、 並 夜番 亭主 番、 無 油 斷可申 付 候。 若 火事 有之别 は、 町奉行 同心. 足 輕召連 

早々 參、 火 を ふせぎ 可 申 候。 火事 鎭候 以後、 火 本 之樣子 聞屆、 燒失 之樣子 聞厕、 燒失 之家數 

對； 因幡. 玄蕃. 民 部，^ 相談 を以、 町 役 可 致 免許 事。 

一 、 町中 出入、 押 立 候 義並難 極 儀 者、 公事 場， 口 可 致 相談 事。  . 

1 、 對 奉公人 慮外 成鉢不 仕樣に 堅 可 申 付 候 0 其 外 常々 作法、 町人に 應じ候 檨急度 可 申 付 事。 

一 、 死去 人跡 職 之 事、 十 人 組. 町 肝 煎 申談、 病中 爲致 遺書 可 ffio 其 身勝手 次第 雜度茂 調 替候儀 

は 不苦候 0  頓死 之 者 有 之ば、 十 人 組， 町 肝 煎より 早速 町奉行， は斷、 町 同心 を 遣、 家財 相改、 

十 人 組 • 町 肝 煎 • 町 同心 相 封 を 付 置、 樣子聞 屆可致 裁許 事。 

一 、 地 子 町 公事 出入 諸 法度 、町奉行より 可 申 付。 伹地子 銀. 地 子 米 取 立候義 者、 如 跡々 淺野屋 

次郞 兵衞. 菊 屋八左 衞門可 申 付 事。 

一 、 町方 買 掛銀滯 候 者、 町奉行より 主 方， 相斷、 其 上に 而茂代 銀 不相渡 候 者、 橫目 を以可 

一 、 賀之事 念 を 人、 請 人 を 立 可 取 置 0 若 請 人 無 之、 盜 道具 質に 取 候 者、 可 爲賀屋 損 事 0 

一 、 不 見知 もの 振寶之 s】 具、 不 K 何 色 買 取 間 敷 候。 買 申に ぉゐて は、 先ね 人 を 遣、 宿 本 見屆、 


其 上に 而代銀 可 相 渡？^。 

1 、 町中 借用 令 • 銀米錢 者、 利 足 一 ヶ月に 可爲 一 步七 事。 

一 、 浪人. 醫師 等に よらす、 宿 かし 候 者、 本國. 先生. 先祖. 宗 Sb 致吟 *、 帳面に 記、 請 人 を 取、 

宿 かし 可 申 候。 行衞 なきものに 衍借候 者 可爲曲 言。 但往 1 夜泊の もの は 格別 之 事。 

一 、 かけの 諸 勝負. 傾城. かこ ひ 女 堅 令 停止。 附、 を V. り. 狂言. 人形 づ かひ、 其 外 不審 成 もの 

宿 かし 申 間 敷 事 0 

一 、 町人. +侍申 合 商賫物 仕義堅 停止 之 事。 

一 、 町人 闘 落 仕 候歟、 其 外 不霧成 » 之 者 候 者、 不拘 時刻 町奉行ね 斷可 .B.Ja.。 

一 、 町方 關所之 家財、 町 同心. 町 肝 煎 立 相、 代替 置、 町中 入用に 遣、 年中 一 度 宛 町 奉 11； 勘定 可 

聞屆事 0 

一 、 年 六十 以上 並 病人 之 外、 町奉行， に 不斷、 乘 物に のり 候義 停止 之 事。 

一 、 本 町. 地 子 町 出入 之義、 別紙 書付 遣 候 事。 

1 、 町奉行 年中 四 度、 金澤 町中 相 廻、 樣 子見屆 諸事 可 申 付 事。 

一 、 町中より 町奉行 一 人ね、 爲 年頭 之 祝儀 銀 子 一 一十 枚 宛、 五節句 鳥目 疋宛。 町 同心 一 人， si、 

年 銀 子 三枚 宛、 五節句 鳥目 五十 疋可遣 之。 右 之 外聊之 物に 而茂受 用 仕 問 敷 Is. 。 
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. 1 、 籠 賄 之 義者十 人 組， Si 可 申 付 事。 

一 、 町 年寄 十 人ね 三人 扶持 被 下 候。 町中より 毎年 銀 子 五 枚 宛 可 遣。 付、 町 肝 煎. 横目 肝 煎 扶持 

は相對 次第 之 事。 

右 被 仰 出 之 通 相違 有 間 新 者 也。 

萬 治 二 年 六月 朔 U  今 枝 

津 田 

え 田 

金澤 町奉行 

六月 朔日。 郡 奉行の 職に 關 する 法規 を定 む。 

〔廳事 通 載〕 

郡 中 之義、 不依 何事 算用 場 へ 相 達 可指圖 事。 

1 、 耕作 情に 入 候樣、 十 村 肝 煎 並 小百姓 中へ 切々 可 申 渡 候 0 諸 給 人 下 代 在々 へ 不遣候 問、 納 

所 無 滯十村 肝 煎 裁許 仕 候 樣に可 申 付 候 事。 

一 、 草 高 掛郡打 銀 申 付、 其 手 合 十 村 方 へ 取 集、 十 村 書付に 郡 奉行 裏書 を 加 へ 、 銀舉行 へ 渡 殺、 


民 部 

玄 蕃 

因 幡 

對 lit 


郡 入用に 拂切候 者、 重 而右圖 り を 以打銀 可 什 事。 

1 、 ffi 中 切々 迥り、 用水. 川 除 並 道 橋 損 候 所有 之 候 はゾ、 ^^用場へ相斷修理可.5.付£^.0 

1 、 用水. 川 除 材木、 在鄉道 之梳懸 K 候 材之竹 木 被 下 候 問、 十 村 切手に 郡 奉行 褢 *： いたし、^ 

奉行 方へ 請 取 可 相 渡 候。 手先 之舉 行人お 之 時 は、 其 奉行 も 郡舉： t 書付 を以、 材木 請 取 可 巾 

候。 人足 並 入用、 又は 林 之 木に 而不罷 成 橋 之 分 は、 郡 打 銀 を 以 材木 可 相 調。 附た り、 

橋 修理 入用 銀 は、 過料 銀 を 以相渡 可 申 事 ◦ 

1 、 郡 中 百姓 出入 之義 は、 算用 場へ 申 聞、 指 圖 次第 落着 可 申 付 

一 、 在々 勸進令 停止、 其 外 費 成 義無之 樣可申 付 事。 

1 、 新開 仕度， こ 申 西 姓 候 者、 其 百姓 書付に、 手 合 之 十村奧 書に、 郡 奉行 襄書を 加へ、 用 場 

へ斷、 指圖 次第 可 申 渡 事 ◦ 

1 、 檢地を 乞 申 巨 姓 候 者、 其 所 之 郡 奉行 相 越、 樣子 見屆、 算用 場へ 可啡斷 事。 

一 、 他國へ參り候男之分致吟味、先に居0不申樣請人を立させ、越中|^大聖寺ロ53へ郡舉行 

過 書 可 遣 事。 

1 、 Kn 姓 相 對を以 地 子に おろし 候義 は、 可爲 勝手次第 事。 

一 、 百姓 火事に 逢 候 者、 松 木 被 下 候 間、 其 手 合 之 十 村に 爲圆、 十 村 書付に 郡舉行 ー，= ^書いた し、 
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山舉 行より 請 取 可 遣 事 Q 

萬 治 二 年 六月 朔日  ，  今 枝 民 部 

奧村 因幡 

津田 i 蕃 

前 田對馬 

郡 奉行 中 

六月 朔日。 寺社 奉行の 職務に 關 する 法規 を定 む。 

寺社 方 諸式、 gg 成 作法 無 之樣、 常々 堅 可 申 付 事。 

一 、 諸 寺 庵 後 住 之義、 師匠 之讓 たり どい ふ 共、 其 宗旨 頭 寺より 令吟 *、 兩人樣 子 聞 屆入寺 可 

申 付 事 0 

1 、 始而 宗旨に 成 候 者、 吉利支 丹紛無 之樣、 跡々 之 宗門 能々 念 入 可 致 吟味 旨、 堅 可 申 渡 事。 

一 、 曲事 人並 行衞 不知 牢人、 寺社 中 不隱置 樣可申 付 事。 

一 、 夜 談議、 其 外 夜中 寺社 中 わ 人集不 仕樣、 堅 可 申 付 事。 

一 、 .E 伏勸進 之義、 如 跡々 頭 山伏 之 礼 を 以可申 付 事。 


1 、 諸宗 公事 出入 之義、 其 頭 寺より 一 宗中 相談、 大形之義は下に而事济候5^^可仆^^0 

1 、 領知有 之 寺社、 無住 之 間與カ 代官 巾 付、 此方より 裁許 可仆候 事。 

一 、 寺內竹木猥伐荒不申^^可仕事。 

右條々 無 相違 可 申 付 者 也 Q 

萬 治 二 年 六月 朔日 

六月 朔日。 作 事 奉行の 職務に 關 する 法規 を定 む。 

〔御定 書〕 

御作 事 方 萬 端 念 を 入、 如 跡 々毎朝 早天に 出、 大工 其 外出 不參 等、 急 度 相 改候樣 可 申 付 ss.。 

一 、 作 料 銀 上中下 相改、 棟梁 之 切手に 當座 奉行 加 奥 書、 御作？ s^* 行 添書 を以請 取、 可相波^5-。 

1 、 宮腰 御圍. 金澤御 土藏 にも 不在 合 竹 木、 少分之 儀 者會所 ， に 相談、 大分 之 满者對 お. 因幡. 

民 部へ 申斷、 以差圖 駒 井 主 水ね 申 遣 可 調 ◦ 松 材木. 御 林 之 竹 御用 之 節 同斷。 但、 山 奉行 

可 申 遣 事。 

一 、 御作 事に 大工 肝 煎 二人 立 置、 諸事 手づ かへ 不申様 可 申 付 事。 

一 、 爲 御用、 方々. に 一 人 二人 充遣候 大工 作 料 之 儀、 手先 之 奉行 切手 之面遂 吟味、 銀 子 請 取 可 

相 渡 事。 
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批板 はへ ざ 

レ .>/ と iTS も 


日用 は日隨 


一 、 宫腰 御園より 金 澤木藏 ね 取 寄 申 材木、 一 ヶ月 切に 請 取、 切手. 入 切手 遂 吟味、 御作 is- 舉行 

添書 調、 木藏 奉行ね 可 渡 S 事。 

一 、 破損 修理 之 儀、 每年 九月 以前 仕 廻 候 樣に可 相 心得 0 附、 丈 木. 批 板. きりくす. 古木 等、 入 

礼 を 以拂申 候 儀、 落札 之 面 御作 事 奉行 見 屈、 拂代銀 は 手先 之舉 行人より、 御 土藏， に 上させ 可 

一 、 宮腰 御園より 金澤 木藏， ^取 寄 候 材木. 御 林 之 竹、 並 所々 御作 事に 逍申 人足、 木 藏舉行 手先 

之舉 行、 一 ヶ月 切に 切手 爲調、 遂 吟味、 御作 事 奉行 奥 判 を以割 場，^ 遣し 可 申 候。 左 候へば 重 

而人拂 御 算用に は不及 事。 

一 、 人足 無 之 刻、 宫腰其 外、 瑪 にて 材木 取 寄 候 は  、駄數 •  お 方 之 切手に、 木藏舉 行. 御作 舉舉 

行 加 裏 判 遣、 代 銀 請 取 候 様に 可 仕事。 

1 、 同. 日用 銀 之 儀、 日用 頭 之 切手に、 手先 之 奉行. 御 普請 奉行 加 判 遣、 代 銀 請 取 候 樣可仕 

1 、 御作 事 場に 有 合 候 古木 等、 御用に 遣 候 分 は 拂捨候 事。 但新木 は不及 申、 古木 にても 切手 

を 以門を 可 出 事。 

1 、 小作 事 奉行 手前、 諸事 無 滯檨に 可 申 渡 事。 


1 、 御城 屮並外 構、 破根舉 へむ 相談 を以、 諸事 可 .3^ 付 

一 、 郑 s.^.hs 乍：^ 之 依 は、 何方に 而も 二 S 端 御作 事 奉行より 可 中 付 候。 

對 -£;r. 闪幡. W^.K 部ね 斷、 無 滞 siS に 奉行 を 乞 可 造 事 0 

一、 何 色に よらす、 御作 事 方 御用 之 依、 諸事 無 滯樣に 可 有&許 事。 

右 被 仰 出 之 通 相 遠 有 間 敷 *^ 也。 

萬 治 二 年 六月 朔 H  ,  今 .^ 

称 田 

奧 衬 

前 田 

金澤 御作 事 奉行 

六月 朔日。 金 澤の本 町 及び 地 子 町に 課する 夫役 を定む 

〔御定 書〕 

金澤町 夫之定 

一 萬 人  本 町 二十 七 町 

二 千 人  地 子 町 七 町 
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會所 は城內 

にもる 一 役 

所の 名稱な 


右 年中 夫 数 如 先 規被仰 出 候條、 出入 之 儀 割 場 奉行 切手 を 取 ss、 於 御 算用 場遂 勘定、 不 有 之 

^ 候 者、 一 人 五分 充之積 を 以銀子 可 上 之。 過 上 有 之 候 者、 同前 銀 子 可 被 下 者 也 0 

萬 治 二 年 六月 朔 =：  今 枝 民 部 

津田 玄蕃 

奥 村 0 幡 

前田對 liiir 

金 澤町肝 煎 

六月 朔日。 金澤會 所の 執務に 關 する 法規 を定 む。 

〔御定 書〕 

隔日に 會所， £i 相 詰、 用 所 無 滯可勤 之。 但 急用 有 之 時 は、 毎日 寄 合 可 申 候。 朝五ッ より 出、 晚 

者 用 所 仕 廻 次第 可罷歸 事。  ， 

1 、 諸方 上り 金銀、 並 佐 垣 九右衞 門. 中 川 平右衞 門. 小幡七 郞兵衞 裁許 之 金銀、 人帳遂 吟味、 

會所之 御 印 可 押 事。 

1、 右 九右衞 門. 平右衞 門. 七 郞兵衞 並 平 田 三 郞右衞 門. 齋藤 主^ 裁許 金銀 拂方、 請 取 人手 形 

に 裁許 人 加 裏書、 留 帳に 記、 會所 押切に、 對 IJiJ. 因幡. す "蕃. 民 部 印判 を 取 可 相 渡 事。 


1 、 布 紙. 蠟燭. 武具 ."i^ 具、 並 «• 桥 物：^: • 荷物 包 料. 炭 薪 等 入拂、 奉行 人手 前 

*、 御 印 押 可 申 事。 

一 、 家具 .肴* 八 WSHf 物. 55 米 • 雜穀. 油 請 取 方、 遂吟 * 入 を 立、 御 印 押 可. E. 事。 

一 、 他國. ^ 荷物、 先々 舉 行人 迄、 送り 目錄 -V 添 可 遣 事。 

一 、 女中 並 細工 之 者. 掃除 坊主 扶持. 切 米. 給 銀、 遂 吟味 請 取 可 波 事。 

一 、 諸方 奉行 人より 申 越 調 物、 念 を 人遂吟 *、 無滯 様に 可 相 波 事。 

一 、 小 算用 之 者、 對上 奉行に 慮外 之 » 有 間 敷 候。 諸事 上 奉行 申 渡 候 俄、 違背 仕 問 敷 

理成 儀. S. 付、 斷不聞 入に ぉゐて は、 對 IJtl-. 因幡. 支 蕃. 民 部， に 可 申閒事 0 

一 、 用 所 無 之者會 所ね 參間敷 候 0 附、 用 所 相 濟候者 早速 可罷： S 事。 

右 被 仰 出 之 通 相違 有 間 敷 者 也。 

萬 治 二 年 六月 朔日  今 枝： a 部 

津 田玄蕃 

前田對 馬 

金 澤會所 
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八 一 四 

六月 朔日。 算用 場の 執務に 關 する 法規 を定 む。 

〔御定 書〕 

覺 

1 、 算用 有 之 候 刻 は、 毎日 朝五ッ より 相 詰、 晚は八 ッ過可 罷歸。 算用 無 之 刻 は 罷出申 間 敷 候 

1 、 諸 代官 算用 仕 刻、 在々 高. 物 成 御 印 帳 合可遂 勘定 事。 

一 、 見 立 檢地乞 申 在々 候 は  致 相談、 早速 可 遺 候 0 左 候へば 引 高. 引 免 見 立檢地 奉行 證文を 

取、 算用 場より 極 高 物 成 代官， に 書付 可 遣 之 事 Q 

一 、 升 廻 欠 米 指 引致 相談、 對" 因幡. 玄蕃. K 部， に 申 聞 可 相 極 事。 

一 、 納所 米 其 外 上り 金銀、 定之日 を 越 候 はゾ、 一 步七之 利 足 を 加へ 可 取 立。 伹斷之 品 尤之儀 

者 各 別事 0 附り、 春秋 夫 銀 は、 如定 百姓 勝手次第 可爲上 事。 

一 、 上り 知 分、 越 中 は 笹島豐 前、 石 川. 河北. 能 美 木 村 甚左衞 門、 羽 昨. 鹿 島 兩郡相 神 村彌六 • 

熊 木 村 太右衞 門、 奥 郡 は 手 寄 之 代官に 申 付可爲 納所 事。 

1 、 御 扶持 方 • 御 切 米 取、 御 知行 被 下 候 は 5-、 早速 下行 所へ 可 申 遣 候 事。 

1 、 御 墨 付 lii 月 晦日 迄 之 御 H 附は、 藏返米 可 被 下 候。 正月 朔： n より 遣 申 間 敷 事 0 


1 、 御藏 返 米 被 下 候 者 は、 翌年 春 夫 銀より 可 收納。 附り、 死去 人 春 夫 銀 請 取、 六月 晦日 以前 

果候は ゾ可爲 其 分 事。 

一 、 御藏 米 は、 八 升 口 米 之 內ニ升 御 代官， つ，： 被 下、 殘り六 升 御給 入ね 被 下 候 事。 

一、 銀； 步ニ步 、米 一升 1 一升 算用 違 は、 過不足 は 委細に 譯を 立、 其 上 を W 引 捨可申 事 0 

一 、 御 代官 算用 違に 而、 W 姓より 収過、 御 土藏， は 上 候 金銀 並 米 之 分 は、 小拂 奉行より 請 取 可 

相 返 候 事。 

一 、 大坂登 米、 相濟 次第 早速 代官 所遂 算用 事。 

一 、 御 買 米、 其 外 之 相場 を 以直段 相 極、 代 銀 無 滞 可 相 渡 事 Q 

一 、 他 國米買 並脇賓 留 申間鋪 事。 

一 、 御調 米、 藏 本能 所に 候 は 其 儘 入 米、 七月 越 候 は 如 定藏敷 可 遣 事。 

一 、 御收 納藏， p£ ，：： ^米 取 候 はゾ、 以借 © 爲着可 申 事。  一 

一 、 小 算用 人 上 奉行ね 對、 盧外ケ 間 敷 牀有間 敷 候。 諸事 上 奉行 申 渡 儀 違背 仕 間 敷 候。 伹無、 

理成義 申 付、 斷於不 聞 入 者、 對 lii?. 因幡. 民 部. 玄蕃. 2 可 申 聞 候 事 0 

一 、 用 所 無 之 者、 算用 場， に 參間敷 候。 附、 用 所 相 濟候者 早速 可 罷歸事 0 

右 被 仰 出 候 趣 相違 有 間鋪者 也。 
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萬 治 二 年 六月 朔日  今 枝 民 部 

炎 415' に 

SI: 田玄蕃 

金澤御 算用 場 

六月 朔日。 算用 場 奉行の 檢 地に 國 する 法規 を定 む。 

〔御定 書〕 

在々 檢地 之定 

一 、 用水 江 代 無 之 分 者 可 指 除。 但江 指な ざ 候 者 除 申 まじき 事。 

一 、 百姓 居 屋敷 之 廻り 唐 竹 藪、 二 尺より 廣き 道、 並 宮石塚 墓所 除 可 申 事。 

1 、 桑. 楮. 茶 之 木. 麻 .苧. 菜. 大根 畠 者、 田 成 之 事。 

一 、 粟. 稗. 赛麥. 大豆. 小豆. 麥. 芋. 菜種 之 畑 は、 御 扶持 人 之 十 村に 誓紙 申 付 爲圖、 遂 吟味 可 相 

極 事 ◦ 

1 、 田地 堺 双方 之 百姓に 誓紙 申 付、 境目 念 を 入、 はいふ を さ、 せ 撿地可 仕事。 

一 、 川 崩 等 永 不納 之 所々 殘高 田地 境、 念 を 入 はいふ を さ せ、 儉地可 仕事。 


一 、 儉地舉 行に 誓紙 申 付、 御 14 用 場 之 者、 並 橫 目差 添 可屮 s,。 

1 、 物 取 申 義者不 及 巾、 少も H 姓 之 費 不能 成 に、 ^^可申付事。 

右 被 仰 出 之 通 相 途有間 敷 者 也。 

ず；： 治 二 年 六月 朔日  今 枝 民 部 

奧村 因幡 

前田對 

金澤御 算用 場 

六月 十九 日。 吉利支 丹 宗門 攻を嚴 にすべき を 令す。 

〔古今 定書〕 

覺 

一 、 吉利支 丹 宗門 之 儀、 密々 今 以可在 之 候 間、 家中 之 輩 • 中間。 小者に 至 迄、 常々 無 油 斷可被 

申 付 候。 勿論 奉公人 出 替之刻 は、 請 人に 念 を 入、 宗旨 を 改可被 召 抱 s^o 

1 、 百姓 町人 者、 五 人 芋 旦那 寺を彌 相改、 不審 成 宗旨 於 有 之 者、 可被遂 驅事。 

一 、 吉利支 丹 御 制禁之 高札、 明曆 元年 八月 相 立 候。 經年 序文 言 見 兼 可 申 候。 新 敷 直 可 立 候 
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萬 治 二 年 六月 十九 日 

六月 廿 三日。 極印 を 施さ V る 松 材の賣 買 を 禁止す。 

〔改作 所 ffi 記〕 

御 拂松並 被 下 松 材木. ばい 木、 又は 百姓 山 を 受候而 伐 候 松、 何も 山 奉行 手前 之 極印 を 打 出 候 

問、 極印 無 之 松 木 之 分、 賣買御 停止 候 間、 此通郡 中 可 被申觸 候、 恐々 謹言 0 

六月 廿 三日  . . 奧 村 因幡 

田玄蕃 

在江戶 今 枝 民 部 

同 前田對 1^ 

武部四 郞兵衞 殿 

千秋 彥兵衞 殿 

七月 朔日。 私に 諸 土の 婚約す る を 禁じ、 凡て 藩侯の 選擇 指定す る 所に 從 

はしむ。  . 

〔御定 書〕 


御 家 巾 s^s,!: 後 不及御 窺、 加賀 守樣御 計に 而可被 仰 付 之 3：： 上 怠に 候。 就 夫：： (今迄 公義ね 御 窺 

被 成 候 知行 三千 石 並 組頭 共 緣邊之 儀、 以 * 下に 而申合 御 伺 之^ 無用に 候 0 幾つに 成 候 娘. 男子 

御 鹿 候、 綠邊被仰付被下候樣に^0計申上、 綠邊之 -望存 之 候 は、 3、 御招月番之^{;方，にそ，>0物語 

に而 可. &談 候。 下に 而. &合立 御 耳 候 事、 必 無用に 可 化 候。 a? 之 通 不被仰 付 依 可 有 之 候條、 兼 

而右之 通 可 爲申聞 旨 御意に 候 0 

萬 治 二 年 七月 朔日 

七月 九日。 花火 を 弄する を 禁止す。 

〔御定 書〕 

花火 御 停止に 候 間、 居 屋鋪之 儀 者 勿論、 其 外 於 所々 花火 不仕候 様に、 ^?|度申觸候問可被得其 

怠 候、 恐々 謹言。 

亥 七月 九日  前 田 * お 

奥 村 因幡 

» 田 支 

七月 九日。 諸士居 邸の 周 圍に櫓 を 構 へ 典の 他 華麗の 造作 を 禁ず。 

〔御定 書〕 
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八 二 〇 

居 屋敷 長屋 之 端 矢 倉 仕 候 儀 御 停止に 候。 最前 如 被 仰 出 候、 惣而作 事不應 分限 花麗之 鉢不仕 

彌輕々 VJ 普請 可 申 付 由 御意に 候、 以上。 

萬 治 二 年 七月 九日 

七月 廿 一 日。 金澤 近郊に 於け る 藩侯の 鷹 場 を 定め 諸 士の捕 鳥 を 禁ず。 

〔 古今 定書〕 

覺 

1 、 小 立 野 者 末 村 を 限、 泉 野 者 有 松 村より 野 端 松 山 之 根 迄、 大桑之 河原 御 廳場之 事。 

1 、 宮腰道 を さか ひ、 粟ヶ崎 道筋 を 切 此內、 並 粟ヶ崎 之 橋 を切宮 腰迄濱 野、 同前 之 事。 

1 、 淼下川 を 切 鵜 之 毛の 橋 迄、 同前 之 事 0 

1 、 右 御鷹 場、 跡々 より 雖爲御 赦免 之 面々、 K つか ひ 候 事 並 鳥 取 候 儀 堅 御 停止 候。 以上。 

萬 治 二 年 七月 廿 一 日 

八月 朔日。 大工 *大 鋸 木 挽 • 板 批* 屋根 葺のェ 料 及び 勞働 時數 をを定 む。 

〔御定 書〕 

大工 手間 料之覺 

1、 一 匁 七 分  伹 大工 自分 賄  上 


一 、 一 匁 四 分  同斷  中 

1 、 一 匁 一 分  同斷  下 

大雜木 引 • 板 へぎ .屋 ね ふき 手間 料 

一 、 一 但大雜 木 引. 板へ ぎ. ヒ 

一 一.^ ョ尸刀  屋ね ふき 自分 賄  J 

一 、 一 匁 三分  同斷  中 

一、 一 匁  同斷  下 

右 御定に 候。 併 當年者 御 國作攀 方 多 候條、 此 手間 料 之 外 大工 一 人 一 日に 三分 墦、 大雜木 引. 板 

批. 屋ね葺 二分 增、 八月 朔 日より 可 相 渡 事。 

一 、 此御定 之 手間 料 之 外に、 少に 而も 高直に 相 渡 候 か、 又は 褒美な ざ/ - 申 候 而厢申 儘、 堅 御 

停止 之 事 ◦  Z 

一 、 相對 を以、 右御定 より 下 直に 雇 候 儀 は 各 別 之 事 0 

一 、 唯今 一展 置 候 大工. 大鋸木 引. 板批. 屋ね葺 、人々 書付 御作 事 奉行ね 渡 置、 作 事 仕 廻 右 職人 上 

候 者、 又 御作 事 奉行， は 可相斷 事。 

1 、 雇 E 候 大工. 大鋸木 引. 板 批. 屋ね葺 、右 之 手間 料に 而は 細工 仕事 成 間 敷 候 旨 申 斷候歟 、或 

は 虛病を 構 不罷出 者 候 者、 其 段 作 事 御 奉行 迄 可 申斷、 其 品に より 可 爲曲言 事。 

如賀藩 史料 第三 編 萬 治 二 年  tO 二 


八 ニニ 

一 、 職人 明六ッ Si 出、 日の 人に 仕 廻 可 申 候。 若 其 時分 違 候 者、 作 料 を 時 割にして 引 可 申 事。 

以 上  一 

丄 

八月 S 曰 

A 月 六日。 加賀 河北 郡津幡 町に 課すべ き 夫役の 員 數を定 む。 

〔改作 方舊 記〕  j 

夫數 之定 

一、 二 西 人  津幡 

右 年中 夫 數如先 规被仰 付 候條、 出入 之義、 其 所 之 奉行 人 切手 を 取 s、 御 算用 場遂 勘定、 不足 一 

有 之 候 者、 一人 五分 宛 之 積 を 以銀子 可 上 之、 過 有 之 候 は、 S 同前 銀 子 可 被 下 者 也 0  ： 

萬 治 二 年 八月 六日  今 枝 民 部 

津 田玄蕃  - 

奥 村 因幡 

前 田對馬 

S 幡肝煎  「， 

八月 十七 日。 壁 塗 • 疊剌 • 張 付 師* 石 切 • 日懷の 賃銀 及び 勞働時 數を定 む。 一 


〔御定 書〕 

壁 塗 手 問 料 

， 一 匁 七 分 但 かべ ぬり 自分 賄 上 

， 一 匁 六 分 同斷  中 

， 一 匁 五分 同斷  下 

疊刺 手間 料 

， 一 匁 五分  伹疊刺 自分 贿  上 

• 1 匁 三分 同斷  中 

，一 匁  同斷  下 

張付師 手間 料 

• 1 匁 二分 伹 張付師 自分 賄 

，一 匁  同斷 からかさ 張 

右 跡々 御定 候。 併 當年は 御 國作事 方 多 候 條- 

石 切手 間 料 

一、 一 匁 二分 石 切 自分 賄  上 

加 is; 藩 史料 第三 編 萬 治 二 年 


此手問 料 之 外 一 人 一 日に 三分 « 之 i^Q 


八 二三 


八 二 四 


n 用 は 日 俯 

なリ 


一、 一 匁 一分 同斷  中  一 

一、 一 匁同斷  下  一 

日用 手間 料 

1 、 八 分 五 厘 日用 自分 賄、 但 日用 廿 人に 食番 一 人 

一 、 日用 頭より 人々 に 札 出 候條、 無札 日用 者 雇 申 間 敷 事。  .： 

一 、 此御定 之 手間 料 之 外に、 少に 而も 高直に 相 渡 候歟、 又は 褒美な v-s 申候而 K:^ 儀、 堅 御 一 

停止 之 事。  一 

1 、 相對 を以、 右御定 より 下 直に 雇 候 儀 各 別 之 事。  一 

一 、 一展 置 候 壁 塗. 疊 刺. 張 付師. 石 切. 日用、 右 之 手間 料に 而成間 鋪旨申 候 者、 塗 は 作 事 奉行、 

疊刺. 張 付師は 町奉行 所、 石 切. 日用 者 日用 頭，^ 爲申 聞、 滯候者 割 場へ 可申斷 事。 

1 、 朝 者 明 六つに 罷出、 日 之 人に 仕 廻 可 申 候。 若 其 時分 違 候 者、 手間 料 時 割にして 引 可 申 事。 

右手 間 料、 九月 朔 日よ 可 相 渡 候、 以上。 

亥 八月 十七 日  ： 

人 月廿ー 一日。 前 田 綱紀 越 中高 岡瑞龍 寺の 塔 頭 東漸 院に 寺領を 寄進す- 

〔寺院 來歷〕 負 享ニ年 東漸 院由來 書 


〇 


當 完ょ瑞 I 御 8 之內、 微妙 I 御 I 被 仰 s。 年 lsli。  二 年に？ 

御 S 五十石 之 所 付 御 印 致 還、 5£。  § 代 御 S 上 候。 

〔御 印 所 付.；？？〕 

知-む 所 付 之 事 

一 ケ村草 高 五 百 十 石之內 

1 、 四十 五 石 五斗 五 升 五合  射 水お 下關^ 

免 四 ッ五步 

定納 二十 石 五斗 

本 高 五十石  2. 免 四 ツー 步 

右 除 山川 竹 木、 夫 銀. 口 米 如定可 <p 收納者 也。 

萬 治 一 一年 八月 廿 二日 

十月 十六 日。 諸 土より 出 銀を徵 し、 他國に 出張の 際 之 を 支給す るの 制 を 

定む。  ， 

〔古今 定書〕 

加賀藩 史料 第 三 編 萬 殆ニ年 


八 二 六 


造 取 はやり 

とりなる ベ 

し 


氣 はい 田 は 

化 桃 田な り 

料 知 は 役 料 

知なる べし 


御 家中 出 銀之覺 

1 、 無 役 並 役 仕 面々、 御用 相勸 面々、 百 石に 付 十匁充 C 

一 、 無 役 並 役 仕 面々 御番不 仕、 老人 幼少 並 一 ヶ月 を 越^ 人、 御番 相勸、 御用 被 仰 付 刻^ 者 之 

及斷 者、 百 石に 付 三十 目 宛。 但無 由緒 理申者 は、 隨其品 急 度 曲事 被 仰 付 事。 

1 、 無 役 並 役 仕 而々、 及三ケ 年長 病人、 Kn 石に 付 五十 目充。 

1 、 在 江 triz 京、 其 外他國 引越 並 之 者 は、 出鈒遣 取な しの 事。 

一、 他 國へ御 使に 參候 者、 日數 多少に 不寄、 出 銀 取 遣 可 仕事。 

一 、 寺社 領.氣 はい 田 並 五十石より 下 之 者 は、 出 銀 御 赦免 之 事 0 

一 、 料 知に は 出 銀 遣 取な しの 事。 

一 、 與カ明 知 出 銀 有 間 敷 事。 

一 、 御 折紙 高 可 應出銀 事。 

一 、 出銀暮 一 度 可 取 立 事。 

右 被 仰 出 之 通 無 相違 可 裁許 者 也。 

萬 治 二 年 十月 十六 n 

十月 十 丸 日。 前 田 綱紀 日光 山 東照宮 參拜の 暇を受 


く 


〇 


〇 


〔e 川 R 紀〕 

十月 十九： n 松： 牛 加贺守 綱紀 H 光山 參拜 G 暇た まふ。 

I 一  月朔 日。 前 田 綱紀 前髮 取の 祝儀 を 行 ふ 

〔政 隣 記〕 

. 1 、 十一 月朔 n 綱 利 公 御前 髮御 執、 御歲 十七。 

十一 月 十四日。 諸 士藩內 とい へど も 他所に 宿泊す る 時 は 之を屆 出しむ 

〔政 隣 記〕 

一、 十一 月 十四日 佥澤 諸士、 御 國之內 にても、 泊に 他所.^ 罷越候 者、 御 老中ね 可扣斷 St 被 W 


〇 


〇 


姬君 は八條 

営の 女子 

式部 卿 は 八 

條宮智 仁^ 

王 


十 一 月 十七 日。 加賀 藩より 八 條宫に 贈る 物資の 支出 方法 を 規定す- 

〔萬 治 己前定 書〕 

一 、 姬君檨 御 召 料 如 跡々 調 可 被 上 之。 若 御 定之外 御用 被 仰 出 候 は > -、 ニ條 御屋敷 之 者 共以相 

談調 上、 追 而成共 此方へ 可 被 申 越 候 事。 

一 、 式部 卿 宫樣御 召 料、 微妙 院樣如 御 定可被 調 上。 若 御定之 外被 造 度 由 被 仰 出 候 者、 此方へ 

加 is; 藩 史料 第三 編 萬 治 二 年  八 二 七 


八 二八 

伺 可 被 調 上 候 事。 

1 、 年頭. 端午. 八朔. 重陽. 歳暮 御 進物、 如 例年に 可 被 調 上 事。 

一 、 御前 御用 御調 物 は、 高 尾. 坂 井 請 取 切手 之 表、 十郞 兵衞遂 吟味、 加 添書 金銀 可 相 渡。 御作 

事 方 諸 職人 切手に、 是 又十郞 兵衞以 添書、 金銀 可 被 相 渡 事。 

一 、 御殿 修理 大分 之義 は、 入用 を圖り 此方へ 伺 可 被 申 付。 少分之 修理 は 十 郞兵衞 見 計、 ニ條 

御 邸 之 者共以 相談 可 被 申 付 事。 

1 、 御 膳 米. 下行 米於大 g: 當座 買に 仕 候 刻、 一 一條 御 邸 之御橫 目、 御前に 相 詰 候御步 行者 一 人 差 

添 遣、 直 段 聞 合、 菱屋源 次に 調 させ、 御 橫目之 者. 步 行者 、京. 大 坂に 而升廻 欠 米 を 立 可 申 候。 

道中 裁領に 者、 御所 之 足 輕應駄 數可被 申 付 事。 

1 、 御 扶持 方、 三 ヶ月 宛 請 取 可 相 渡。 但 路銀. 御 扶持 方に よらす、 返上 銀 於 有 之 者、 十 郞兵衞 

遂 吟味 請 取 置、 追而 算用 可 被 仕事。 

1 、 板前 • 御 蔓所 小者. 本參御 小人、 並御臺 所に 而御賄 不被下 候 は ^ 、如 御定 S 噌. 薪 代 可 被 相 

渡 事。 

一 、 御 扶持 方. 路銀. 跡々 御 扶持 等 之 儀、 別紙 帳面 之 通 可 有 裁許 事。 

亥十 一月 十七 日  今 枝 民 部 


拜 
領 
尾 
敷 


津 

前 

藤懸十 郞兵衞 殿 

宮崎彌 左 衞門殿 

十 一 月廿 五日。 諸 士の邸 第に 關 する 法規 を定 む。 

〔御定 書〕 

1 、 被 下屋敷 步數、 御 定之通 無 相違 様に 念 を 入、 可 打 渡 事。 

一 、 三千 石 以上 之 面々，^ 者、 下屋敷 被 下 候。 居 屋敷 手 寄 能 所に 而可相 渡。 但御眤 近 之 屋敷に 

不交、 遠 所に て 可 渡 事。 

一 、 居！ sg. 下屋敷 共、 與カ知 無 構、 自分 知 之 當り被 下、 與カ 屋敷 者 別に 可 被 下 候 事。 

一 、 御 加 增被下 候 面々、 下屋敷 不足 分、 對馬. 因幡. 玄蕃 • 民 部指圖 次第 可 相 渡 事。 

一 、 高 知 之 跡目 小身に 成 候 者、 下屋敷 知行 當之外 可 取 上 事。 

一 、 地 子 家 数多 所に 而拜領 屋敷 靈申 者、 以相對 引 料 ズ」ら せ 候 者、 何方 にても 可 相 渡 事。 

一 、 拜領屋敷作事不仕明置候者、三ケ年目之正月可取上、但對lii^因幡•._^H器•民部斷聞屈分は 

加賀藩 史料 第三 編 萬 治 二 年  八 二 九 


田玄 « 

村 因幡 

田對 iJi? 


八 三 〇 


條は延^^五 

年 三月 廢止 


わかり は 分 


谷 別 

一 、 親子 兄 * 一  所望 屋敷 被 下 者、 欠 人 候 者 其當り 取 上 候 か、 地 子に 可 申 付 事。 

一 、 親 跡： ni 減、 或 兄弟に わかり 候 者、 25 屋敷 知行 當 分より 廣候 共、 其 儘 可 被 下 候。 若從 公儀 

御定候 飲、 自分に 替 屋敷 仕 候 者、 其 節 者 知行 當 りの 外 餘分可 取 上 事。 

一 、 死去 人跡 目 不被仰 付 候 は、 >-、 居 屋敷 可 取 上 事。 

一 、 上り 厘 敷、 家 其 外 植木 等 あらさせ 申 間 敷 候。 替 屋敷 被 下 者 は、 勝手次第 V, 一 らせ可 申 事 0 

一 、 居展敷 之內地 子に 而貸 候 者、 其 厘 敷 不殘取 上べ し。 下屋敷 之內地 子に て 置 候 は > -、 

貸 申 分 可 取 上 事。 

一 、 地 子 銀 如 御 定出來 返轉、 毎年 遂 吟味 帳面に 記、 淺野 屋次郞 兵衞. 菊屋八 左衞 門に 可 相 渡 

一 、 佥澤 中道 橋 切々 見廻り、 往還 さはり なき 核に 修理 可 申 付 事。 

1 、 侍 町屋其 外、 屋敷 主より 道惡 所作ら せ 可 申 候。 度々 申 渡 候 而も 作り 不中候 者、 對 .：^. 因 

幡. 玄蕃. 民 部. Si 可 相斷。 但 屋敷 主 自分に 難 成 所、 堀端. 土 居な ざ は、 四 人ね 斷割 場より 役人 

11 取、 修理 可 * 付 事。 

1 、 惣 W 之 竹 切 あらし 不 申候樣 に、 切々 人 を 廻し 念 を 入 可 申 付 候。 竹 卷之事 者、 如 跡々 町 


夫 可 申 付 事 o 

一 、 惣構之 竹、 御作 事 奉行 切手 次第 爲伐 可. B. 事。 

1 、 與カ侍 並足 輕. 御 弓 之 者 被 下屋敷、 寄 親 組. は 打 渡、 頭より 其 組 中， に 致 割符 可 相 渡 事。 

被 下屋敷 步 數之定 

一 IS 石より 三千 石 迄 之內、 はした 知行 有 之 者、 五百石 は 上へ 付、 四 九十 石 迄 下へ 可 付 事。 

一 、 千 六 fa 步  一 萬 石より 九 千 石 迄 

一 、 千 四 ti 步  八 千 石より 七 千 石 迄 

1 、 千 二 ぼ步  六 千 石より 五千石 迄 . 

一 、 九百步  四千 石より 三千 石 迄 

. 二 千 九 W 石より 百 石 迄に、 はした 知行 在 之 者、 五十石 は 上へ 可 付、 四十 九 石 迄 者 下へ 可 


ォ。 


、 八 H 步 

、 七 五十 步 

、 六ぼ步 

、 五 は 五十 步 

加？ 1 藩 史料 第 三 


二 千 九 ぽ 石より 二 千 六 百 石 迄 

二 千 五百石より 二 千 石 迄 ， 

千 九 百 石より 千 五百石 迄 

千 四百 石より 千 &石迄 

萬 治 二 年  八 三 一 


八 三 二 


、 五 kE 步 

、 四百 步 

、 三百 步 

、 二百 步 

、 百 七十 步 

、 で： ：！ 二十 步 

、 七十 步 

、 五十 步 

、 三十 步 

、 七十 五步 

、 百 七十 步 

、 千 百 五十 步 


千 石より 八 百 石 迄 

七 百 石より 五百石 迄 

四 石よ h 三百 石 迄 

一 一 百 石 

百 石 

九十 石より 六十 石、 御 切 米 H 俵 迄 

五十石より 御 切 米 五十 俵 迄、 御 歩行 之 者 • ゆ 衣 者. 御 算用 之 者 五十 

俵より 內に 而も 此步數 

御 鐵炮之 者、 其 外 掃除 坊主. 御 餌 指 

人 持 下屋敷 百 石當り 

町 醫者並 

與カ千 石 之當- 


り 


右 之 外 御 切 米 御 合力 銀 被 下 者、 步數知 


1VJ  -  J 


\ィ 


、 人々 の樣 子に 隨ひ、 對 馬. 因幡. 玄蕃. 民 部 


指圖 次第 可 相 渡 事。 


右 被 仰 出 之 通 相 途有問 敷 者 也。 

ず：： 治 二 年 十一月 廿 五日  今 枝！ y 部 

奧村 因幡 

前 S 對 li^- 

御 普請 御 奉行 

是歲。 初て 定番 馬 廻 組の 士を定 む。 

〔政 隣 記〕 

一 、 今年 御 1^ 廻 組 之內百 五十石 以下、 始而 定番 御 廻 組に 被 仰 付 。此時 組頭 三輪 藤 兵衞. 前 田 

八左衞 門. 寺 西 主馬 也 。定番 步 小頭 は 東 江 與次右 衞門. 山 田 市左衞 門. 出口 半兵衞 也。 此時 定番 

步並 定番 足輕 共に 兼而 裁許す。 定番 VJ 云 名 は、 足輕 より 事始 る。 其 後 老人 G 御步 等、 御 EiT 迥 

組の 內に而 之 一 組 を 取定。 定番 足輕は 微妙 公 御代、 足輕 せがれに 跡目 被 下、 其 老父 三人 扶持 

百 五十 目 被 下、 御 番迄を 相 勤、 是を 定番 足輕 VJ 云。 今 之 三人 扶持 被 下 定番 足輕 者、 小 幡不入 

御城 代 之 時、 他より 新 參に召 抱、 御番 迄を勸 さす。 定番 之 名 是等之 Jg- を 起，、」 す。 

是歲。 初て 定番 步を 置く。 
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〔政 隣 記〕 

^ 一 、 今年 新 规に御 步被召 出、 御給 米 廿五石 宛。 其 頭 前 田 木工 助. 富 田 治 部左衞 門、 小頭 上 IS 勘 

兵噺. 條尾： 孫右衞 門. 措 江 半 左 衞門. 岡 田 十 郞兵衞 • 城 曰 七左衞 門。 今年 R 今迄 之步 小頭 は 定番 

步 小頭 VJ 成、 •  中步は 定番 步 VJ 成。 定番 步は步 役 被 指 除、 御城 中番を 勤、 其 作法 定番お 迥之格 

之 如し。 

是歳。 金 澤森岩 寺の 住職 一 一王 座 禪を行 ふ を 以て 追放 せらる。 

〔政 隣 記〕 

一 、 今年 鈴 木 U さ 一派の 二王 座禪 云 事、 時 行 曹洞宗 組 。依 之余澤 堀川 森 岩 寺 住 寺 永正院 追放、 

寺 破 却。 

是歳。 江戶 及び 京に 派遣す る 飛脚の 日數 等を定 む。 

〔御定 書〕 

一 、 江戸， 早 飛脚、 三月 朔 日より 八 GT 晦 n 迄 六十 時、 九月 朔 日より 二月 晦日 迄 七十 四時の 事。 

一 、 右の 御 定に十 時より 早く 參着仕 候 者 は、 銀 二 枚充御 褒美 被 下 候。 十 時より 內は 早く 參着 

仕 候 者 は、 右の 銀 高 割 を 以銀子 被 下 候。 此外 道中 路銀 十 里 二 匁 五分 宛 相 渡 候 事。 

一 、 早 飛脚 道 4. 洪水 大 荒に 而、 往來 無御痤 時分、 逗 仕 候 得ば、 其 所より 往來留 り 候 趣、 且 


又逗 ffl 仕^ 所へ 參 い 刻限、 同所 出足の 刻^、 何 刻より 往 * お 之 由、 其 wii: ほより 文 取 

可 Si 越 候。 逗 3H の內 は、 江 t!^ 御 扶持 方に 二分 宛 {MR 銀 被 下、 i ^出攸 刻限よ. o、 又早^^脚路銀 

に 化 候。 尤逗. 切 仕 刻 引 仕、 相殘る 刻限に 而御定 より 早く 參候而 茂、 御" 谈芙 銀に 不被下 候 

一 、 右の子 細 無 之、 御 定の刻 K に 遞參仕 候 得ば、 早 飛脚 路銀 不造、 常の 飛脚の 路銀に^ 付 候 

一 、 早 飛脚 は 兩人宛 遣 申 候。 品に より 三人 も 遣 申 候。 御領 國中は 一 人造 申 候。 品に より 兩人 

の 儀 も 御座 侯。 

一 、 江戸， S: 中飛 脚、 三月 朔 日より 八月 晦日 迄 八十 四時、 九月 朔 日より 二 n: 晦： n 迄 I：： 八 時 之 事。 

一 、 中飛 脚御定 より 早く 參着 仕候而 茂、 御 褒美 銀 は不被 下、 路銀 十 里に 付 一 匁 六 分 宛 相 渡 申 

候。 逗 3H は 早 飛脚 同事、 江戶御 扶持 方に 二分 宛の 宿 赏銀被 下 候 事。 

一 、 無 子細 御定 より a 參の 時分、 早 飛脚 同事、 ク かの 飛脚 路銀に 申 付 候。 ffi、 中飛 脚 も 兩人宛 

遣 申 候 事。 

一 、 江 lrL^,£K めの 飛脚、 三 H: 朔：： ： より 八月 晦 ：" 迄 十日、 九月 朔：： ： より 二月 晦日 迄 十二：：：、 路銀 

1 = に 一 匁 二分 宛の 事。 
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一 、 常の 飛脚 無 子細 日 數懸過 候 時分、 一 ：：： 五 匁 宛 過 銀 取 立 申 候。 但銀 高の 條御定 に は 無 御座 

候 事。 

一 、 江戸 丄 M. 大阪. 大 ね 詰に 遣 候 者へ 常 飛脚 申 渡 候 節 は、 道中 は 京 *大 坂 *大^： 共、 江 戶御扶 

持 方に 二分 宛 宿 赏銀相 渡 申 候。 尤參着 翌：： ： より、 其 所々 御 定の御 扶持 方 被 下 候 事。 

一 、 右の 所々 ね 詰に 參候 足輕 飛脚 渡 遣 候 時分 は、 早 飛脚 • 中飛 脚 御定の 路銀の 外 mT 銀 相 渡、 御 

扶持 方. 宿賃 は 渡不申 候。 *： かの 飛脚 は 路銀 相渡不 申、 御 扶持 方 並 宿賃. 馬 銀 相 渡 候 事。 

但、 単 飛脚. 中飛 脚の 者 は、 馬 銀 相 渡 候 儀、 戌の 年 橫山外 記. 熊 谷 久左衞 門. 脇 田 九 兵衞. 岡 

お 甚七紙 而を以 申 渡 候 事。 

一 、 飛脚 勤樣 は、 足輕. 小者 共に 同事に 御座 候。 

一 、 江 t!^ 飛脚 又は 詰に 參候 者に は、 相役 方へ 送 狀を添 遣、 參着 刻限 吟味 仕 候。 京. 大 坂. 大津 

其 外へ も、 所々 奉行 中へ 送 狀差添 刻限 吟味 仕 候。 奉行 無 之 所 は、 末に 而參着 刻限 證文 取參候 

一、 京都， に 早 飛脚 三月 朔 日より 八月 晦 H 迄 二十 七 時、 九月 朔 日より 二月 晦 H 迄 三十 六 時、 御 

褒美 銀 は 江 11^ の 割 を以被 下、 路銀 茂 十 里 一 一 匁 五分 宛 相 渡 申 候 事。 

i  、 同所へ 中飛 脚、 三月 朔 日より 八月 晦日 迄 三十 九 時、 九月 朔 日より 二月 晦日 迄 五十 一 時、 


路銀  一：： ：！ ； 匁 六 分相^ 候 事。 

一 、 同所， 2： 常 飛脚、 三月 朔 日より 八：：：： 晦 H 迄 五日、 九月 朔： n より 二月 晦：： ： 迄 六日、 路銀  一 n 

に 一 匁 二分 相 波 候 事。 

1 、 御分國 中飛 脚 路銀 は他國 より 減し、 早 飛脚の 時 十 里 二 匁 宛、 中飛 脚 一 匁 二分 宛、  か 飛脚 

は 荷 K 迄 相 渡 申 候 事。 

一 、 早 飛脚 御褒樊 銀、 御 國の內 も 江 trss を 以被下 候 事。 

一 、 御 荷物 早彌 脚. 中飛 脚. 常 飛脚 共 路銀、 御狀筘 飛脚 同事に 候 事。 

一、 江 戶ね御 荷物 早 飛脚 は、 三月 朔： ：！ より 八月 晦日 迄 は 八十 四時、 九月 朔 H より 二月 晦：： ： 迄 

H 八 時の 事。 

一 、 同所 b 御 荷物 中飛 脚、 三月 朔 tn より 八月 晦日 迄 十日、 九月 朔日 より 二月 晦日 迄 十二：：： の 

一 、 同所， は 御 荷物 常 飛脚、 三月 朔 H より 八月 晦日 迄 十二 ：《、 九月 朔 日より 二 w 晦日 迄 十四 n 

の 事。  ，  - 

一 、 京都へ 御 荷物 早 飛脚 は、 三月 朔 H より 八月 晦： ：！ 迄 三十 九 時、 九月 朔：： ： より 二月 晦日 迄 五 
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十一 時の 事。  . 

一 、 同所へ 御 荷物 中飛 脚、 三月 朔 日より 八月 晦日 迄 五日 、九月 朔 日より 二月 晦 乙」 六日の 

一 、 同所， Si 御 荷物 常 飛脚、 三月 朔 日より 八月 晦日 迄 六日、 九月 朔 日より 二月 晦日 迄 七日の 華。 

右 江戸. 京 等 へ 御手 人に 御 荷物 早 飛脚 被 仰 付 候 節 持參人 は、 中飛 脚に 而早 飛脚に 相 成 候。 才 

領足輕 は 中飛 脚 步に而 越 中 候。 御 荷物 持备 S 人. 才領共 早 飛脚の 時 は、 持参人 は衍繼 に而御 

座 候。 

〔金 潭古蹑 志〕 

早道 飛脚 足 輕规則 

藩 中 は 早道 飛脚に、 早 飛脚 • 中飛 脚 • 常 飛脚 どて、 刻限 日數の 定 あり て 、 K 季 . 冬季に より 路 

銀の 渡 方 褒美の 差 あり。 十一 一 册定書 割場條 目の 部に 定書を 載たり。 萬 治 1 一年 六月 之定 書に 云、 

江戶ね 早 飛脚、 H 五日. 冬 六日 二 時、 此 刻限より 早く 参着 候 者、 品に より 御 褒€ 、被 下、 遲 きも 

の は 路銀 之內 おさへ 可 申 候。 同 中飛 脚 夏 七日、 冬 九日、 此 日限より 遲く參 候 は > -、 路銀 之內 

おさ へ 可 申 候。 同 常 之 飛脚、 夏 十日 • 冬 十二 日、 此 日限より 遲く參 候 は > -路 银之內 おさ へ 可. 5. 

候。 不叶斷 有 之 候 は、 S 各 別 之 事。 京， Si 早 飛脚、 夏 二日 三時. 冬 三 n、 此 刻限より 早く 參着候 は 

く 品に より 御 褒美 被 下、 遲 きもの は 路銀 之內 おさへ 可 申 候。 同 常 之 飛脚、 H 五日. 冬 六日、 


此 ：！： 限より a く參候 は、； - 路銀 之內 おさへ 可 中 候。 越 中 境， 2 早 飛脚、 H 一  日 三時. 夂、 二 日 五 時た 

るべき 事 VJ あり。 又 佥澤割 場 格 帳に、 さ. L 治 二 年 御 定、 江 t:^, に 早 飛脚、 三月 朔 日より 八月 晦：： ： 

まで 六十 時、 九月 朔 日より 二月 晦日まで 七十 四時 之 e:i.。 江戶ゎ 中飛 脚、 三：：； 朔：： ： より 八 n: 晦 

日まで 八十 四時、 九月 朔 n より 二月 晦 口まで 八 時 之 事。 京都 わ 早 飛脚、 三：：：： 朔 日より 八：：：： 

晦： n まで 二十 七 時、 九月 朔：： ： より 二月 晦日まで 三十 六 時。 同所ね 中飛 脚、 三月 朔日 より 月 

晦日まで 三十 九 時、 九月 朔日 より 二月 晦：： ： まで 五十一 時 VJ あり。 又 早 飛脚 褒美 之定 に、 一 

時 銀 十 匁、 1 一時 十五 匁、 三時 一 一十 目、 四時 三十 目、 五 時 五十 目、 六 時 五十 nll、 七， ¥: ハ 十目、 八 

時 七十 目、 九 時 八十 目、 十 時 八十 六 匁、 伹十 時より 上に 而も 十 時 之 御 褒美 被 下。 右 早 飛脚に 

被 遣 もの 御 褒美、 江 京 同事に 被 下 來候得 Vj も、 向後 此定 金澤 より江 tnis にして、 御 國- 他 

國 も 道程に 應じ、 割符 致し 御 褒美 可 被 相 渡 ど あり。 此定は 未 三月 十六：：： ど ありて、 年 « 詳 

ならす。 又 割 場 格 帳に 未 之 年 御 定之內 に 有 之、 早 飛脚 御 褒美 銀、 御 固 之 內も江 tl^ 割 を 以被下 

事。 又 御 荷物 早 飛脚 之 時 は、 御定之 刻限 十 時より 早く 參着仕 候 時分、 一人 三十 ほ 宛 御 褒美 銀 

被ド、 十時ょり內は割を以被ー卜^^^0ぁり。 
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月朔 日。 藩侯に 供奉し 又は 使者と して 藩 外に 往來 する 者の 出 銀 • 人馬 

扶持 方 • 路銀 *馬 銀 • 駄賃 • 宿賃 等の 額を定 む。 

〔御定 書〕 

他國 御供 出 銀 被 下 當之覺 

石より 二 千 九 Kw 石 迄 は、 はした 知行 在 之 時 者、 五十石より 上ね 付、 四十 九 石 迄 下ね 可 

一、 石  二 W 五十 目 

一、 二百 石  三百 十 匁 

一、 三百 石  三百 八十 目 

一、 四百 石  四百 四十 目 

一、 五百石  五 ぼ 十 匁 

一、 六 百 石  五 kn 七十 目 

一、 七 百 石  六 百 四十 目 

一、 八 百 石  六 百 九十 目 


、九 w 石 

、 千 石 

、千 W 石 

、 千 二  K= 石 

、 千 三 百 石 

、 千 四 Kn 石 

、 千 五百石 

、 千 六 S: 石 

、 千 七 百 石 

、 千 八 ぼ 石 

、 千 九 百 石 

、二 千 石 

、 二 千： n 石 

、 二 千 二百 石 

、 二 千 三 f« 石 

加賀藩 史料 第 三 編 


七： d 五十 nr 

八 r:: 目 

八 百 六十 目 

九 一 一十 nr 

九 百 八十 0 

1 贯四， r 目 

一 贯 WE: 

1 貫 六十 目 

一 HI Ifo 目 

一 贯 1 一 百 六十 目 

一 贯 三百 十 匁 

一 贯 三百 六十 目 

一 贯 四百 二十 目 

一 賞 四^ 七十 目 

一 贯五 f.:::: 一十 目 
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、 二 千 四 W 石 

、 二 千 五百石 

、 二 千 六 t: 石 

、 二 千 七 石 

、 二 千 八 百 石 

、 二 千 九 tl 石 

三千 石より 五 萬 石 迄 

、三千 石 

、 g! 千 石 

、五千石 

、六 千 石 

、七 千 石 

、八 千 石 

、九 千 石 

、一 萬 石 


貫 五 fc: 七十 目 

貫 六 百 二十 Rn 

贯六 S 八十 nn 

贯七百 三十 目 

貫 七 Kii 八十 目 

K 八 百 三十 目 


はした 知行 在 之 時 者、 五百石より 上 へ 付、 巧 九十 石 迄 下 へ 可.,： 

1 貫 八 t: 八十 目 

一 一 W 一 一  百 十 匁 

1  一 K 六 目 

一 ー赏七 &三 十目 

三 Rl,:!: 目  ノ. 

三 貫 五 百 目 

三 貫 五 百 目 

四 貫 三百 目 


、 一 萬 一千 石 

、 一 萬 二 千 石 

、 ： TY=I 三千 石 

、 一 ^^千 石 

、 一 萬 五千石 

、 一 萬 六 千 石 

、 一 萬 七 千 石 

、 一 萬 八 千 石 

、 If ル九千 石 

、二 萬 石 

、 二 萬 千 石 

、 二 萬 二 千 石 

、 二 萬 三千 石 

、 二 萬 四千 石 

、 二 萬 五千石 
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四 n 四： C 目 

四 七 目 

五 貫 jfi 目 

五 H 五 西 目 

五 n 七 KIP 

五 貫 八 百 目 

ナ 貫 目 

六 貫 五 百 目 

六贯八 否 目 

七 目 

七 賞 四； r::: 目 

七 貫 ヒ百目 

七 贯九 目 

八贯ー ーナ ：： 目 

八 貫 匹 fHH 
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八 四 四 


、 二 萬 六 千 石 

、 二 萬 七 千 石 

、 二 萬 八 千 石 

、 二 萬 九 千 石 

、 三 萬 石 

、 三 萬 千 石 

、 三 萬 一 一千 石 

、 三 萬 三千 石 

、 三 萬 四千 石 

、 三 萬 五千石 

、 三 萬 六 千 石 

、 三 莴七千 石 

、 三 萬 八 千 石 

、 三 萬 九 千 石 

、四 萬 石 


八 贯七百 目 

九 貫目 

九贯ニ  fez 目 

九 贯五百 目 

九 貫 七 frnHI 

十 貫目 

十 W 三百 目 

十 ま、 五ず n 

十 貫 八お 目 

十 一 貫目 

十 一 貫 三百 目 

十 一 貫 六 fa 目 

十 一 貫 八で 3 目 

十一 一貫 百 目 

十一 一貫 四百 目 


一 、 四お 千 石 

1 、 四 萬 二 千 石 

一 、 四^ 二： 千 石 

1 、 g: お 四千 石 

一 、 四 一お 五千石 

1 、 四， S 六 千 石 

一 、 四 萬 七 千 石 

一 、 四 萬 八 千 石 

1 、 四 萬 九 千 石 

一、 五 萬 石 

與 力 

一、 百 石 

一、 二な 石 

一 、 三 fE 石 

1 、 四 kll 石 
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十二  W 六 KHH 

十一 一 K 九 klB 

十三 貫 目. 

十三 W 四百 ほ 

十三 貫 六 fon 

十三 S 九 fcH 

十四 Kl 一 百 目 

十四 貫 四 目 

十四 貫 七 目 

十五 貫目 

二百 五十 目 

三 ぼ 十 匁 

三百 八十 目 

四百 四十 目 

萬 治 三 年 


八 
四 
五 


八 四 六 

一、 五百石  五 百 十 匁 

一 、 六 石  五 百 七十 目  . . 

一 、 江 戶に相 詰 候不依 大身 小身、 御 役 相 勤 候 者 は、 御 扶持 方 出 銀 之 內を以 可 被 下、 無 役 之 者 

は、 御納 til 之 銀 子 を 以可相 渡 事。  • 

左 之 御 定寬文 七 年闺ー 一月 廿 三日 被 仰 出。 

一 、 跡々 江 tl^ 御供 並 他 國御使 續け候 者に は、 出 銀 增被下 候。 御 步行之 者 並に は、 路銀 3? 被 下 

候。 其 身勝手に も不成 儀、 其 上 細 過 申 候條、 是以來 被 下 敷 候。 伹度々 御供 使に 參候者 は、 

與 K より 其 時々 相 立 御 5 候 樣に被 仰 出 候 事。 

一 、 半年 替 りに 江戸 • 京. 大坂， は參候 者、 出 銀 知行 當可被 下 事。 

一 、 京大 坂 御 奉行に 參候 者、 出 銀 御供 並 可 被 下 事。 

一 、 道より is- 歸 者に 者、 出 銀 半分 返上 可 仕 候。 其 所 迄 參着仕 候 者、 二三 日 過罷： i 候 共、 皆 可 

一 、 道中に 而果申 者、 出 銀 皆 可 被 下 事。 

一 、 知行 六十 石より 上、 他國 御供に 參候 路銀 il- 銀、 出 銀 之 內を以 可 被 下。 無 足 人. 御 合力 銀. 

御 扶持 方 計 被 下 候 者、 並 五十石より 下 御 切 米 取 は、 御納 銀 を 以可被 下 事。 


人^ 御 扶持 方 之 坪ん 

0. はした 知行 在 之 時 者、 二十 四 石 迄 者 下， 付、 二十 五 石より は 上へ 可 付 事。 

上下 五 人 


百 石 

五十石 

二 ぼ 石 

二百 五十石 

三 百 石 


t: 五十石より 四 W 石 迄 

、 四 ぼ 五十石より 六 百 石 迄 

、 六 Kl! 五十石より 七 百 石 迄 

、 七； S 五十石より 八 百 石 迄 

、 八 k:: 五十石より 九 百 石 迄 

、 九 百 五十石より 千 石 迄 

、 千 五十石より 千 三百 石 迄 

、 千 三百 五十石より 千 五百石 迄 
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同 六 人 

問 七 人 

同 八 人 

同 九 人 

同 十 人 

同 十二 人. 乘馬 一 疋 

同 十四 人. 乘馬 一 疋 

同 十五 人. 乘馬 一疋 

同 十六 人. 乘^ 一疋 

同 十七 人. 乘 S 一疋 

同 十八 人. 乘馬 一疋 

同 廿 人. 乘馬 一疋 ， 


八 四 七 


八 四 八 


千 五 t: 五十石より 千 七 百 石 迄 同 

千 七 五十石より 千 九 ぼ 石 迄 同 

千 九 五十石より 二 千 石 迄  同 

一 一千 五十石より 一 一千 三 s 石 迄 同 


、 二 千 三百 五十石より 

、 二 千 四百 五十石より 

、 二 千 七 百 五十石より 

, 二 千 九； C 五十石より 

三千 二  五十石 以下 は 

三千 二百 五十石 以上 は 


一千 四百 石 迄 同 

一千 七 百 石 迄 同 

一千 九 百 石 迄 同 

二 千 石 迄 同 

11 千 石， わ 可 付 事。 

二 千 五 ぼ 石ね 可 付 事。 

二 千 五百石ね 可 付 事。 


廿 一 人 。乘瑪 一 疋 

廿 二人. 乘ぉ 一 疋 

廿 三人. 乘馬 一 疋 

廿五 人. 乘^  ニ疋 

廿六 人. 乘^  ニ疋 

廿七人.乘"£^ニ疋 

廿八 人. 乘^  ニ疋 

三十 人。 乘 馬ニ疋 


三千 七；. ：11 五十石 以下 は： 

三千 七 一. U 五十石 以上 者 四千 石， に 可 付 事。 

五 萬 石 迄 右 同斷之 事。 

、 三千 五百石  上下 三十 三人. 乘 馬ニ疋 

、四千 石  同 三十 七 人. 乘^ ニ疋 


乘乘乘 乘乘乘 乘乘乘 乘乘乘 乘乘乘 
馬 馬歷' 里 §  m       A|  A15  ；!^  Jiu 馬， }4  m 


疋疋疋 疋疋疋 疋疋疋 疋疋疋 疋疋疋 


1 、 四 千 五^石 一 

「五千石 ： 

一 、 五 千 五び 石 一 

一、 六 千 石 一 

一 、 六 千 五百石 

一、 七 千 石 へ 

一 、 七 千 五^石 j 

1 、 八 千 石 一 

！ 、 八 千 五 西 石 ： 

一、 九 千 石 一 

一 、 九 千 五百石 一 

1 、 一 萬 石 一 

一 、 一 萬 五百石 ； 

一 、 一 萬 千 石 一 

一 、 一 萬 千 五百石 一 
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同 三十 九 人 

同 四十 二人 

同 四十 五 人 

同 四十 八 人 

同 五十一 人 

同 五十 四 人 

同 五十 七 人 

同 六十 人 

同 六十 三人 

同 六十 六 人 

同 六十 九 人 

同 七十 二人 

同 七十 四 人 

同 七十 六 人 

同 七十 八 人 
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一 、 一 一 3  二 千 石 

一 、 一 萬 二 千 五 f« 石 

一 、 一 萬 三千 石 

一 、 ー莴 三千 五百石 

一 、 一 莴 四千 石 

一 、 一 萬 四千 五： C 石 

一 、 一 is 五千石 

1 、 一 萬 五 千 五 は 石 

一 、 一 萬 六 千 石 

一 、 一 莴六千 五 t: 石 

一 、 一 莴七千 石 

1 、 一 莴七千 五百石 

一 、 一 萬 八 千 石 

一 、 一 萬 八 千 五 石 

1 、 一 萬 九 千 石 


同 八十 人. 乘 ^三 疋 

同 八十 二人. 乘 馬三疋 

同 八十 四 人 .乘" ぉ三疋 

同 八十 六 人. 乘 Hi? 三疋 

同 八十 八 人. 乘" ゆ？ 三疋 

同 九十 人. 乘馬 三疋 

同 九十 二人. 乘 馬三疋 

同 九十 四 人. 乘馬 三疋 

同 九十 六 人. 乘" 取三疋 

同 九十 八 人. 乘 馬三疋 

同 百 人. 乘 馬三疋 

同 百 二 人. 乘 馬三疋 

同 百 四 人. 乘馬 三疋 

同 百 六 人. 乘 馬三疋 

同 百 八 人 .乘 馬三疋 


八 
五 

〇 


^九 千 五 k:: 石 

K 石 


サ S 千 石 

サ S 千 五 tl 石 

萬 二 千 石 

ず， あ 二 千 五 石 

萬 三千 石 

萬 三千 五百石 

萬 四千 石 

萬 四千 五百石 

萬 五千石 

萬 五 千 五百石 

萬 六 千 石 

萬 六 千 五百石 
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同 

萬殆 三年 


fo 十 人 

&十 二人 

百 十四 人 

百 十六 人 

百 十八 人 

百廿人 

百廿 二人 

百 廿四人 

&廿六 人 

百 廿八人 

百卅人 

百卅 二人 

百 卅四人 

百 卅六人 

百 卅八人 


.乘 馬 三疋 

.乘 馬四疋 

.乘1！^ 四疋 

.乘 馬 g! 疋 

.乘 馬 四疋 

.乘 ^四疋 

.乘 馬四疋 

.乘 馬四疋 

.乘 馬四疋 

.乘 馬四疋 

.乘 馬四疋 

.乘 馬四疋 

.乘 馬四疋 

.乘 馬四疋 


八 
五 


八 五 二 


七 千 石 

一 萬 七 千 五 Kn 石 


1 萬 八 千 五百石 

一 萬 九 千 石 

一 萬 九 千 五百石 

一 萬 石 

一 萬 五 石 

一 萬 千 石 

一 萬 千 五百石 

一 萬 二 千 石 

一 萬 二 千 五百石 

一 萬 三千 石 

一 萬 三千 五百石 

一 萬 四千 石 


同 

同 


百 四十 人 

百 四十 一 一人 

百 四十 四 人 

百 四十 六 人 

百 四十 八 人 

百 五十人 

百 五十二 人 

五十 四 人 

百 五十六 人 

百 五十八 人 

百 六十 人 

百 六十 二人 

百 六十 四 人 

西 六十 六 人 

百 六十 八 人 


.乘 馬四疋 

.乘 馬四疋 

.乘^1^ 四疋 

.乘 馬四疋 

.乘 馬四疋 

*乘 馬四疋 

.乘 馬四疋 

.乘£1| 四疋 

.乘 馬五疋 

.乘 馬五疋 

*乘 馬五疋 

.乘 馬五疋 

.乘 馬五疋 

.乘 馬五疋 

.乘 馬五疋 


萬四千五^：石 

萬 五千石 

萬 五 千 五； &石 

离六千 石 

ず r 六 千 五 石 

萬 七 千 石 

萬 七 千 五百石 

萬 八 千 石 

萬 八 千 五百石 


萬 九 千 五 KM 石 

、 四 ず Z 石 

、 四 萬 五 西 石 

、 四 萬 千 石 

、 四 萬 千 五百石 
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同 百 七十 人. 乘 五疋 

同 百 七十 二人. 乘 五疋 

同 Kn 七十 四 人 .乘 馬五疋 

同 R 七十 六 人 .乘馬 五疋 

同 fH 七十 八 人 .乘 馬五疋 

同 百 八十 人. 乘. iiT 五疋 

同 八十 二人. 乘 五疋 

同 八十 四 人. 乘瑪 五疋 

同 百 八十 六 人. 乘 馬五疋 

同 百 八十 八 人. 乘 馬五疋 

同 は 九十 人. 乘馬 五疋 

同 H 九十 二人. 乗馬 五疋 

同 九十 四 人. 乘 五疋 

同 ほ 九十 六 人. 乘馬 六疋 

同 百 九十 八 人. 乘 馬六疋 
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八 

71： 


百 

百 

百 

百 

胃 

百 

百 

Yi 

Ti 

西 

ほ 

百 

廿 

A 

廿 
ハ 

廿 
四 

十 
八 

十 

ハ 

十 
四 

十 

十 

八 

ハ 

四 

人 

人 

人 

A 

人 

人 

人 

人 

A 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

、 四 萬 二 千 石  同 

、 四 萬 一 一千 五百石  同 

、 四 萬 三千 石  同 

、 ra^BS 三千 五 _c 石 同 

、 四^ 四千 石  同 

、 四 萬 四千 五 w 石 同 

、 四 萬 五千石  同 

、 四 萬 五 千 五 巨石 同 

、 四 萬 六 千 石  同 

、 四 萬 六 千 五 ぼ 石 同 

、 四 萬 七 千 石  同 

、 四 萬 七 千 五百石 同 

、 四 萬 八 千 石  同 

、 四 萬 八 千 五百石 同 

、 四 萬 九 千 石  同 


乘 馬六疋 

%v  ジしヽ PJ 

病 C2, ース 

乘 六疋 

乘 馬六疋 

乘 馬六疋 

乘 馬六疋 

舞 目い l-,rt^ 

乘 馬六疋 

IteiEJ? し、 E 

&? ビヽ tt 

fed  -12 ヽ tu 

舞 目い. 1 , 「.< 


申の 年紀不 

一 V" 


四 萬 九 千 五 w 石 

五 萬 石 

與 力 

百 石 

百 五十石より 1 1 百 石 迄 

二百 五十石より 三 H 石 迄 

三 fz 五十石より 四百 石 迄 

四 t: 五十石よ b 六 百 石 迄 


同 二 三十 人 .乘 馬六疋 

同 二百 量 二人. 乘 .ij^r 六疋 


上下 四 人 

同 五 人 

同 六 人 

同 七 人 


同 八 人 

1 、 他國 御供 並 詰 人、 跡々 者 八 fc 五十石より 千 五百石 迄 一 人 半 扶持、 千 五 W 石 以上 一 人 tt« 

被 下 候へ ざ も、 向後 身代 高下に 者不 構、 二人 扶持 可 被 下 候 由 被 仰 出 候 事。 

1 、 飼料 一 疋に 大豆 三 升 宛 可 被 下 事。 

伹、 乘馬爲 * 不申候 者 飼料 被 下 間 敷 候 問、 聞 屆相渡 可 申 旨 申の 十月より 御定。 

一 、 人馬 御 扶持 方 は、 人縣 過不足 之 無 構、 知行 當之圖 可 被 下 事。 

1-、 御 家中 出 銀、 御馬 乘. 御 K 師. 與 力/御 算用 之 者. 御步 行、 唯今 迄 出銀惣 並に 出、 ； fi 取 候 時 

分少 分に 有 之 候。 向後 取 出 一 統に可 有 割符。 但百 石より 內 六十 石まで は、 KE 石 之 當に十 石に 
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八 五六 

付 一 一 十目お りに 可 被 下 事。 

1 、 知行 取. 切 米 取、 御 指圆に 付御兒 送迎 參候 者、 並足 輕 以下、 御 使 並 之 役 銀 • お 銀. 衍 K 銀 可 

被 下 事。 

一 、 足輕. 御 弓 之 者 被 下人 頭 付 分、 知行 當之外 御 扶持 方 可 被 下 事。 

一 、 參宮. 治 並 煩、 御 暇 被 下 候 者より、 御 扶持 方 引 可 申。 但江 tlu^ 越 人 は、 殘 候 人数 之 分 御 

扶持方可被下^^.。 

一 、 御用 有 之 屋敷に 而御賄 被 下 候 者、 御 扶持 方 引 申 間 敷 事。 

一 、 江 tl^ 引越 之 面々 御 扶持 方、 妻子 扶持 方 共に、 如 前々 之可爲 事。 

1 、 江戸 引越 死去 人妻 子、 御國， に 罷歸候 迄、 御 扶持 方 可 被 下 事。 

他 國御使 路銀. 馬 銀之覺 

上 通。 但人 數乘馬 御供 同前 Q 

一、 生 人 一日 二 匁、 下人 一 匁 六 分充、 駄賃 銀 一 里に 付 六 分 八 厘 四 毛充。 

下 通、 佴人 數乘馬 御供 同前。 

一、 主人 一日に 一 匁 五分、 下人 八 分充、 駄賃 銀 一 里に 付 六 分充。 

1 、 知行 六十 石より 三 ほ 四十 石 迄、 駄賃 馬 一 疋 Q 


1 , 三 w 五十石より 九 f 口 四十 石 迄、 同 ニ疋。 

一 、 九 百 五十石より 二 千 四百 h: 十 石 迄、 同 三疋。 

一 、 二 千 四： C 五十石より 三千 四： n 四十 石 迄、 同 四疋。 

一 、 三千 四 fa 五十石より 四千 九 百 四十 石 迄、 同 五疋。 

1 、 四千^ W 五十石より 六 千 四 四十 石 迄、 同 六疋。 

一 、 六 千 四 W 五十石より 九 千 九 百 四十 石 迄、 同 七疋。 

一 、 九 千 九 Kii 五十石より 一 萬 四千 九 百 四十 石 迄、 同 八疋。 ， 

一 、 一 萬 四千 九 百 五十石より 一 一 萬 四千 九 fs 四十 石 迄、 同 九疋。 

一 、 二 萬 四千 九 百 五十石より 五 _ ，み 石 迄、 同 十疋。 

一 、 右 之 通路 銀. 馬 銀 被 下 候 者、 御 扶持 方 者 取 上 可 申 事。 

1 、 他國逗 5H 之內御 扶持 方 代、 八 百 石 迄 は 一 日 一 人に 四 分 五 厘充、 千 五 W 四十 九 石 迄 は 一 人 

に 三分 四 展充、 千 五 百 五十石より 上 者 一 人に 二分 三 厘充、 馬 飼料. 宿賃 共 一疋に 一 匁 一 分充 0 

1 、 同 御 使 船路 之 所、 海上：：： 數御 扶持 方、 並 銀 被 下、 路銀 者 取 上 可 申 事。 

1 、 侍 分 早 使に 被 遣 刻 者、 路銀. 馬 銀 之 外、 品に より 銀 子 可 被 下 事。 

1 、 侍 下々 共に、 江 u; 往來 可爲下 通、 S 深 時 指圖を 以上 通 遣 者 各 別 之；^。 
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1 、 侍 分 並足 輕 以下、 御 荷物 裁許 日限、 江戶 より 金 澤. 京， に、 三月より 八月 迄 者 十日、 九月よ 

り 明る 二月 迄 者 十二 日、 金澤 より 京， に、 三月より 八月 迄 者 五日、 九月より 明る 二月 迄 六日 0 

伹足輕 以下 御 荷物 持参 者、 江 ta- わ 二日 增、 京， £1 一 日增 0 但日數 相違、 斷之 品に より 可 相 立 

一 、 他國 御供. 御 使 道中 上下、 金 澤迄之 御 扶持 方. 路銀 * 駄賃 可 被 下 事。 

一 、 知行. 切 米 取 共、 御國 使に 者、 御 扶持 方. 路銀 被 下 間 敷 事。 

一 、 江卢ょ b 御鷹 野 • 御 湯治 或： Z 光 御參詣 御供 中、 引越 並 替番之 者に 不依、 如 御定衍 tt. 聘鈒 

被 下、 出 銀 者 被 下 間 敷 事 Q 

御 國使之 時 駄賃 馬之覺 

一、 御 切 米 取 並 知行 九 百 四十 石 迄、 一疋。 但足輕 より 下 之 者に は 被 下 間 敷 候。 

一 、 九 百 五十石より 三千 四百 四十 石 迄、 ニ疋。 

一 、 三千 四" 百 五十石より 六 千 九 百 四十 石 迄、 三疋。 

一 、 六 千 九 西 五十石より 一 萬 四千 九； a 四十 石 迄、 四疋。 

一 、 一 萬 四千 九 百 五十石より 一 一 萬 四千 九 百 四十 石 迄、 五疋。 

1 、 二 萬 四千 九 百 五十石より 五 萬 石 迄、 六疋。 

一 、 御國使 知行. 切 米 取 共に、 宿賃 銀 一 夜に 主人 二分、 下人 一 分充、 並 駄賃 銀 一 里に 四 分 二 厘 


つ、 可 被 下 事。 

御 國使之 刻 宿贷被 下人 數 之覺 

、 t: 石より 百 五十石 迄  上下 四 人 

、 二百 石より 三： C 石 迄  同 六 人 

、 三百 五十石より 四 t: 石 迄  同 八 人 

、 四百 五十石より 六 百 石 迄  同 十 人 

、六 kii 五十石より 八 百 石 迄  同 十二 人 

、 八 t: 五十石より 千 石 迄  同 十四 人 

、 千 五十石より 千 五百石 迄  同 十六 人 

、 千 五 百 五十石より 千 九 百 石 迄  同 十八 人 

、 千 九 百 五十石より 二 千 三百 石 迄 同 二十 人 

、 二 千 三百 五十石より 二 千 七 fE 石 迄 同 廿 二人 

、二 千 七 百 五十石よ. - 三千 石 迄  同 廿四人 

、 三千 五百石  同 廿六人 

、四千 石  同 廿八人 
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、 四千 五 W 石 

、五千石 

、 五 千 五^石 

、六 千 石 

、 六 千 五 ぼ 石 

、七 千 石 

、 七 千 五 石 

、八 千 石 

、 八 千 五百石 

、九 千 石 

、 九 千 五 W 石 

、一 萬 石 


同 

同 


同 

同 


三十 人 

f 一人 

卅四人 

卅六人 

.TN 「ノブ 

四十 人 

g: 十二 人 

四十 四 人 

四十 六 人 

四十 八 人 

五十人 

五十二 人 


右 之 外、 御 使 之 品に より 人數多 召述候 儀、 對馬. 因幡. 民 部. 支蕃可 爲指圖 次第 事。 

P プ 

一、 百 石  上下 三人 


で：：： 五十石より 二 f:: 石 迄  同 四 入 

石 迄  同 五 人 

一 、 三 R 五十石よ..^ 四百 石 迄  同 六 人 

一 、 四 t: 五十石より 六 百 石 迄  同 七 人 

一 、 はした 知行 有 之 者、 他國御 扶持 方 如 御 定可相 渡 事 0 

一 、 御 より 、り 廿日より 內、 跻銀遂 算用 餘叙不 上 候 者、 廿：： ： 過 二 步之利 足、 月 を 越 候 者 

1 ヶ月に 二 步充可 取 立 0 伹 病人 又は 何 VJ ぞ斷有 之 者 可爲各 別事 0 

一、 江戸より 箱 根. 碓氷兩 關を越 御 使 被 遣 者、 知行 収. 切 米 取 共に、 御國 よりの 御 使 並、 路銀 • 

駄 K 被 下、 御 抉 持 方 取 上 可 申 事。 

一 、 兩關 より 內之御 使者、 御 扶持 其 儘 被 下、 先ね 召 速候應 人数、 駄货. 宿賃 御 國使並 可 相 渡 0 

伹兩關 之內に 而も、 急 度 仕た る 御 使者、 他 國路並 路銀. 駄赏可 被 下 事。 

一 、 江 詰 人參宮 仕、 御國， に 直に 罷歸候 者、 下 通 御定之 H 限 御 扶持 方 可 被 下 事 0 

一 、 江 tl^ 詰之內 煩、 御 暇 申 上 罷歸候 者 は、 御 扶持 方 被 下 間 敷 事。 

一 、 煩 申 儀 相 立 御 耳、 御前より 御 暇 被 下 候 者 は、 御扶持方引申間敷^|.0 

一 、 致 御供^ 歸節、 並 代 番に而 罷歸刻 煩 申 者 は、 御 扶持 方 可 被 下 事 0 
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右 御定之 通、 無 相違 可 有 裁許 所 如 件。 

萬 治 三年 正月 朔日 


八 六 二 

奥 村 因幡 

前 田 街 馬. 


わか リは分 

れ なるべし 


金澤御 扶持 方 割 所 

正月 十四日。 江 戶本鄕 邸の 表門 及び 長屋 類火に 罹る。 

〔政 隣 記〕  ， 

1 、 正月 十四日 午の 下 刻、 江戸 gl 島 天神 前より 火 5^、 綱 利 公之 御上 邸 表 御門 並其續 長屋 令 類 

火。 此ゅ橫 山 左 衞門在 江 S-0 

正月 廿 五日。 遣 跡 相續者 に與 ふる 屋敷に 關 して 規程 を定 む。 

〔御定 書〕 

覺 

一 、 親 跡目 被 仰 付、 知行 兄弟に わかり 候 面々 之 儀、 親 屋敷 之步高 を以、 兄弟 應 知行 高、 御定 

之步數 割符 候 而可被 打 渡 候。 自然 餘地於 有 之 者、 請 込 地 子に 可 被 申 付 事。 

一 、 一 屋敷に 而 兄弟 居住 難 成 屋敷に 候 は、 -、 被遂 吟味、 兄 當り分 被 打 渡、 餘り地 請 込 地 子に 

可. &付候 0 弟へ 者 分限 之 屋敷、 別 所に 而被下 候 條可被 打 渡 事。 


1、 御 加 坩被下 候 面々、 下屋敷 並 不足 分 可 被 相 渡 候。 並 親 知行 兄お へ 分 候 仁 之內、 死去 人跡 

目 無 之 手前 之 儀、 下屋敷 取 上 可 被 申 事。 

正月 * 五日  fS:  m  S  .# 

奥 村 因幡 

前 田對馬 

今 枝 民 部 

御 普請 御 奉行 衆 中 

正月 晦日。 日慵の 他國に 出で 、滯留 久しき に 亙る を 禁ず。 

町き 所 • 御作 事 會所. 七 尾 .宫 腰 等御定 書之寫 之內、 御 家中 侍 

並 町人 日用 雇 定之事 ◦ 

1 、 他國へ 日用 雇 召 連 候 組々、 飛脚 等 遣 候 者、 請 人 を 取、 他 國に居 5S 中間 敷 候。 請 人 不相立 

日用 展、 他 固ね 遣 候 義有間 敷 候。 . 

一 、 H 用 一展 候 刻、 請 狀町會 所へ 遣 s、 罷歸り 候 H 限、 町 年寄 共 致 吟眛、 右 請 狀可相 返。 若 日 

限途候 は、 3、 請 人手 前 穿靈可 仕事。 
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.  八 六 四 

一 、 他 國へ召 連 候 日用、 上下 五十 日定之 日限 越 候 は > -、 曲事に 可 被 仰 付 候。 但 H 申 主人 斷候 

は  > -、 = 限 相延候 共不苦 事。 

K 治 三年 正月 晦 = 

正月 晦日。 百姓の 他 國に出 づるを 禁ず。 

〔改作 所花ジ 記〕 

覺 

一 、 在 々一.：： r 姓 並 あたま ふり、 他國へ 一 人 も 造 問 敷」 ko  H 用に やど はれ 參候 共、 他 國に居 どま 

り 申 間 敷 候- 他 國に居 どまり 不 申樣、 一 類 共に 急 度 可 申 付 候 事。 

一 、 從跡々 他國， は參候 者、 十 村 致 吟味、 其 一 類に 申 渡し、 よび！^. J し 可 巾 事。 

一 、 奉公人 暇 を もら ひ、 日用 取. あたま ふりに 成 候 者、 曲 言に 可 被 仰 付 候。 伹、 引 こみ 作 を 仕 

儀 候 者、 各 別 之 事。 

1 、 在々 百姓 4^ あたま 振、 男 之 分 人数、 一 ケ村 切に 十 村 帳面に 記 可 S 事。 

一 、 .2 後お 子 十 歳に 成 候 者、 帳面に 書 加、 他 國ね遣 申 間 鋪事。 

右 郡 中 並 宿々， St 急 度 可 申 渡 候。 每年奉 秋雨 度に 可相改 候、 以上。 

子 正月 晦日  , 


月。 淸泰院 の 位牌 所た る 金 澤如來 寺の 移韓 工事に 着手す。 

〔政 隣 記〕 

サ3治三^^子歲正月ょり、 淸泰院 殿爲御 位牌 所、 淨土宗 如來寺 を、 卯 .：：^ 山より 小 立 野 わ 御 引 上 

御 建立、 宽文ニ 年 九月 御 普請 出來。 

正月。 金 澤の米 價大に 騰貴す。 

萬 治 三年 正月 十八 九日 以來五 七 ケ日之 間、 金澤町 巾に 而米 五斗 之 IS 銀 三十 八 匁 宛に 付、 堂 形 

詰 米 を 三十 目より 內 nzu 町中 米不商 賣，. J いふ。 

二月 朔日。 百姓の 緣 組に 豫め十 村の 承認 を 得しむ。 

〔廳？ ？-通 載〕 

1 、 態 申 遣 候 0 能 美. 石 川 • 河北 御 郡 中 在々 百姓 中、 緣組申 合 候義、 兩 方より 書付 相 調、 十 村 

方へ 相斷、 書附に 裏書 を以 相究、 向後 取 向 可 仕 候 0 無斷 下に 而相 定、 於以來 出入 之 刻 及斷に 

候 共、 取 上、 此方へ 書付な ど 出 候 事 堅 無用に 候 0 奉行所に 而承候 儀^ 之 間 敷 33。 御？：^ 用 場に 

而右之 通 相究、 我等 共 方 へ 被 仰 渡 候條、 面々 組 下 百姓 共に 急 度 可. S. 渡 候。 書付 一 2^ 書を以 相定、 
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十 村 手前に 帳 而に附 K、 以來申 分 無 之 樣尤に 候、 以上。 

萬 治 三年 二月 朔 n  武 部 四 郞兵衞 

千秋 彥兵衞 

石 川 郡 十 村 中 

三月 十 一 日。 百姓の 居 屋敷 田 畠に 竹 木を植 うる 者に 苗 を下附 しその 伐採 

を 自由にせ しむ。 

〔日 曆〕 

急 度 申 遣 候 0 而々 与 下 百姓、 松 杉 其 外 何 木に 不寄竹 木、 面々 定之內 に 植申度 候 は  > -、 公儀 植 

なへ 可 被 下 候條、 御 算用 場， に 可相斷 候。 山 奉行， 2： 可 申 渡 候。 以來 姓 勝手 次 £S 伐 遣 候 樣被仰 

出 候 0 公儀より 勿論 御 構 無 之 候 間、 右 之 通 可 申 聞 候 0 爲^=^*出候、 以上 0 

萬 治 三年 三月 十 一日  伊藤 內膳 

條 田 助 左衞門 

平 岡 小 左衞門 

三ケ國 十 村 中 

三月 十一 一日。 金澤 城下 一 般に 火災 を 注意せ しむ。 


〔御定 書〕 

佥澤屮 屋敷. 町方 • 地 子 町、 其 外 いづれ の 居 屋敷に よらす、 火之迥 無：^ 汰無之 に 下々 可 申 

付。 火事 出來候 者、 火 本 之 儀 は 勿論、 風下 之 隣 二三 軒 之 下々、 急 度 可 被遂御 候 之條、 

右 之 通 被 得 其 意、 被 召 仕 候 下々 堅 可 申 付 候、 已上 0 

萬 治 三年 三月 十二 日 

四月 二日。 一季 居 奉公人の 給 銀 及び その 使役 方を定 む。 

〔御定 書〕 

1 、 一 季者 下々 給 銀、 假相 對に而 約束 仕 候 共、 御 定之外 少茂逍 中間 敷 候。 者 於お 之 者、 

公事 場， 斷申 事。 

一 、 鏠持. 草质 取、 狀箱其 外 輕き者 爲持可 申 事。  一 

一 、 乘物 n*、 居 屋敷 之 普請 並 荷 を もたせ 可 申 事。 

萬 治 三年 四月 二日 

TOInr 四日。 女の Rf 人 を 里子と して 下附 すべき を告 ぐ。 

〔改作 所舊 記〕 
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今日 公 場より 被 仰 出 候 者、 速 水 三 郞左衞 門 草： g 取 之 女、 里子 可 被 下 之條、 もら ひ. S. 度 VJ 申 

者、 ri, 下に 於 有 之 者、 我等 方 迄 早々 可 申 越 候。 爲其申 遣 候 者 也。 

四月 四 H  千秋 彥兵衞 

武 部 四 郞兵衞 

石 川 郡 十 村 中 

四月 廿 一 日。 加 賀* 能 登 • 越 中 四 4.. 四ケ 村の 檢 地に 際し 派遣せられ たる 橫 

目 復命す。 

〔改作 所舊 記〕 

一 、 今度 加州 能 樊郡. 越 中 利 波. 中 郡 • 永 見庄. 能 州羽咋 郡、 以上 四十 四 ケ村御 儉地被 仰 付、 爲 

御橫： rn 罷越、 竿 目間數 以下 見屆申 候。 

一 、 御 檢地御 奉行 中、 諸事 伊藤 內 膳. 笹田助 左 衞門指 園 を 請、 用水. 石 塚. 宅地. 引 物 以下 念 を 

入 申 候。  • 

一 、 道 之義、 大道 通り 計 十文字に ぬき 申 候。 自分 之 田， Si 參候道 はぬ き不申 候。 

一 、 內膳. 助左衞 門、 御檢 地所 其 村ね 每日罷 出、 萬 事 申 付 候。 

1 、 M 田 左 七 情に 入、 四手 合 御 奉行 中 廻り、 相談 之 上に 而御檢 地 化 申 候。 


52 さは 拔さ 

- - て を 外す 

る 意 


ま 


一 、 IS 田 九 郞兵衞 內膳. 助 左 衞門同 SI 化^ 出、 四手 之 御 舉行屮 ffi り 申 候。 步御橫 n 四 人九郞 

兵 衞指圆 を 請、 四手 合 一 日替りに 付 申 候。 

す さ 本の  一 、 山 本 又四郞 情に 入、 竿 取 以下 念 を 入、 こすき 立 申 事、 ぉ樣に 仕樣に VJ 度々. &付、 御 地 

仕 申 候。 御 算用 之 者 桐山吉 兵衞. 坂 井 十兵衞 一 日替りに 野 帳 付 申 候。 

1 、 定御檢 地 御 奉行 水 越 長右衞 門. 林 十左衞 門. 石黑 小右衞 門、 與カ加 藤 又右衞 門. 屮村彌 兵 

衞. 松 IS 八 郞左衞 門、 何も 情に 入御 檢地仕 申 候。 其 內石黑 小 右 衞門手 合ぬ きもの 以下、 公儀 六 

步 .^ 姓 四 步通之 鉢に 御座 候。 與 カ之內 松原 八 郞左衞 門 別 而情を 出 申 候。 

一 、 折 畠 之義、 御 奉行 中 四手 合 VJ もに、 十 村 次第に 仕 申 候。 

一 、 十 村 御所 村 源 兵衞. 福 留村間 兵衞. 田 井村 五兵 衞. 二 塚 村 又 兵衞. 宮丸 ニ郞 g: 郞. 下 條瀬兵 

衞. 白 石 三 郞右衞 門。 田 中村覺 兵衞、 一 手 合に 二人 宛 付 罷出申 候。 

一 、 利 波. 中 郡 畠 折 物 之 儀、 越 中 十 村. 金 澤十村 少宛存 寄 相違 仕 鉢に 御座 候。 赵中十 村 三つ折 

,>.J.S..S は、 金 澤十村 二つ 折，/」 申樣に 度々 せんぎ 仕 申 候。 

一 、 折. ns 之義、 上 帛は田 成、 中 畠 は 一 つ 半折より 三つ半までに 折 申 候。 下 CS は 五つ 迄に 折 巾 

候。 其 外 田 成に 可成 は、 御定之 通に 仕 候。 

一、 十 村 何も 情に 入 中 候。 取 分 御所 村 源 兵衞. 福 留村間 兵衞. 二 塚 村 又 兵衞. 白 石 三 郞右衞 門、 
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ゑんば 繩 ばりな ，ご、 一 入 かけ 廻り 申 候。 

一 、 屮郡 殿. 野 村^ 幡 江村 御 檢地 之砌、 水 越 長 右 衞門. 松 K 八 郞左衞 門 手 合に 付 罷出申 候。 然 

所 野 村渾幡 江村 五六 ケ年 以前 追 出し 百姓 三人、 東 渾 幡 江村 々井目に 有 之 候に 付、 様子 御尋候 

へば、 右 11^ 井目に 川べ りゑ さし 御座 候 0 ゑ さし 切に 井目 繩張 S 申 候 所、 去年 之御檢 地に は 

宅 助、 か 樣之所 も 繩をは づし申 候。 二三 日 以前まで 左樣に 仕置 申 候へ 共、 私共^ 出. S. を 承、 

繩， 2i はりこみ 申 候 由 申に 付、 去年 之義 は，.. -もか くも、 只今 井 繩少も 違 不申候 や、 遠 候者委 

細に 可 申 上 由 申 候 へば、 相違 無 御座 候 由 申 候。 則 東津幡 江村 堺. 井目 百姓 二人 罷出居 申に 付、 

井繩 相違 無 之 候 哉 ど相尋 候へ 者、 糙違不 申 由 申 候。 

一、 在々 に而 百姓 共に、 去年 之 御檢地 は、 當御檢 地 者い か マ 候 や，. J 尋 候へば、 竿 目な Vi い 

かに も 御 じゅん VJ うに 御座 候。 去年より ぬき もの 以下 少違申 候 様に 御座 候。 高 出 可 申 かど 迷 

感仕由 申 候。 在々 にて、 何御舉 行人 通り 申に も、 おごりた る 事 無 御座 候 や，. J 相尋 候へば、 今 

程 御法度つ よく、 左 樣之義 少も無 之 由 申 候。 

一 、 御 鐵炮の 者 十六 人、 一 手 合に 四 人 宛 付 罷出申 候。 何も 情に 入 竿 取 仕 申 候。 其內 にも 杉 本 

市 兵衞. 櫻 井 仁お 衞門. 飯 島 杏 右 衞門ど 申 者、 りちぎに 竿 取 仕、 御 奉公 之義に 候へば、 御 奉行 

人 申 付 候 事 少も逮 背 不仕牀 に 御座 候。 


う 


、 泊り 何 4 立 中 跡、 四 人 之 御曹替 るぐ に 恵り、 申 分 以下、 |篇、 下々 ぶ さほ 

成 事 無 之樣ゃ VJ 吟味 化 申 候。 少も替 事 無 御座 候 由. ST 候。 

右 之 外特義 見聞 不仆 候、 W 上。 

, il^  -  3  田邊 惣右衞 門 

子 四月 廿 一 日 

中 川 八 郞右衞 1： 殿 

四月 廿 一 日つ 大聖 寺 侯 前 田 利 治 卒す。 

〔御 日記〕 

廿ー 日に 松 平 飛 驊 守 利 治 卒す。 于時 四十 三歲。 

〔德 川實 5^〕 

四月 廿ニ曰 11 守 利 i 死せ しにより、 松 S 導 g へ、 書藝羅 I 後 守 裏し 

て 間せ 給 ふ。 

〔德川 實紀〕  ； . 

この 利 治 は 故 中 納言 利 i 三男、 寬永 十一 年 十二月 十五 U 十七 歲 にて 從四 位下に 叙し、 f 

，稱し 御 家？ ゆ るされ、 正 保 二 年間 五月 六 B 加 I のうちに て 力ち 

洽 はり、 三年 十二月 晦 n: 侍從に 任じ、 この 四月 廿ー 曰 四十 三歲 にて 卒し 卜 
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〔續 漸得雜 記〕 

一 、 元祖 飛 iS 守 樣利治 公、 御 若年の 時、 大猷院 様 上意に、 小 松 中 納言は 政道 如何 被 申 付 候 哉 

,>o 卸尋 御座 候。 御 答 候に、 御 式目 之 通 相 守 政道 申 付 候 Jbo 又 0 め は 何 をいた し？ 被 申 候 哉 ど 御 

尋之 所、 領國中 苦 利 支 丹 宗門 相改 中 儀、 常々 吟味 仕 候 由 被 仰 上。 誡御尤 成 御請，. J 申俾候 旨。 

〔松 雲 公 夜話〕 

一 、 實 性院樣 |g は i 御 婚禮の 時分、 水 を 懸可申 旨 何れも 御 申、 何 ども 御 遁れ難 被 成. 尾に 御 

座 候。 t め々 疝氣御 痛 之 由御斷 にて、 御 家 來村井 主 殿 外に 今一 人 御名 代に 水懸 h ゆ 候。 御 幼少 

御总は 綱紀 一 の 御 時分 即御覽 被 遊、 能 御 覺ぇ被 成 候 由、 右 同時に 御意 也。 

四月 廿ー 一日。 諸 土の 下屋敷に 關 する 規程 を定 む。 

〔御定 書〕 

一 、 下屋敷 之 依、 與カ知 共 三千 石 迄 之 知行 高に 候 者、 自分 屋敷 は 三千 石 當步高 被 下、 下，. Si 敷 

は 被 下 間 敷 事。 

卯月 廿 二日 

五月 廿 一 日。 再び 百姓 居 屋敷 及び 田 畠の 樹木 伐採 を 自由にす る こと を 免 

ず。 


1 人 八 夫と 

ある は 一人 

八 分なる ベ 


石の 大さ 一 

尺 は 一 尺 立 

方、 三 丈 は 一 

三十 立方 尺 

にして 三十 

尺 立方 LL む 

ら ざるべ し 


〔國 雜抄〕 

最前 も 如申觸 候、 姓 居 屋敷 其 外 田 畠 之 內に植 K 候 竹 木、 御 公儀より 無 御 候。 巨 姓 勝手 次 

第 可 仕 候。 但 大き 成 木な ど 伐 候 刻、 山 奉行， に 可 及案內 候。 此 Sb 百姓 中へ 可 被 申 渡 候、 以上。 

五月 廿 - n  御 算用 場 

武部四 郞兵衞 殿 

千 秋 彥兵衞 殿 

五月 廿 三日。 戶室 山の 石材 運搬 等に 嗣 する 規程 を定む 

〔御定 書〕 


〇 


室 山 石 御 定夫付 之 事 

1 尺より 一 尺 四寸迄 

1 尺五寸 より 三尺 五寸迄 

三尺 六寸 より 六尺 五寸迄 

六尺 六 寸 よ _ り 九 尺 五 寸， 迄.. . 


冬 一人 八 夫、 K 一人 五夫 

冬 二人、 夏 一人 八 夫 

冬 二人 八 夫、 K 二人 

冬 二人 八 夫、 H 二人 五夫 

冬 四 人、 夏 三人 五夫 


、 九 尺六寸 より 一 丈 三尺 五寸迄 

、 一 丈 三尺 六寸 より 一 丈 六尺 五寸迄 冬 四 人 五夫、 K 四 人 
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一、 一 丈 六尺 六寸 より 一 丈 九 尺 五寸迄 冬 五 人、 S 四 人 五夫 

一、 一 丈 九 尺六寸 より 二 丈 三尺 五寸迄 冬 五 人 一夫、 四 人 八 夫 

一、 二 丈 三尺 六寸 より 二 丈 六尺 五寸迄 冬 五 人 五夫、 K 五 人 二 夫 

一 、 二 丈 六尺 五寸 より 三 丈 迄  冬 五 人 八 夫、 H 五 人 五夫 

右 者 一 尺 六方 之 夫 付、 此 算用 を 以三丈 迄 人力 圖り可 仕 候 寧。 

一 、 人力 付 之 義四夫 迄 は捨、 五夫より は 一 人に 可相究 事。 

一 、 1^ 石 之 義難知 御座 候 間、 御 相 見 御 奉行 衆 芋 相談 之 上 を以、 目 分 傲 次第 人力 付 可 仕 g^( 


引 石 之義、 平 石 同 斷之事 


〇 


石 釣 運び 一 日 道圖り 之義、 tIS^-•鷹巢並宮腰ょり余：澤迄、 H 冬 一 歸宛之^^;^- 

栗 山. 坪 野. 能 州 瀧 石 は、 1!； 室 石 夫懸に 二割 增之 事。 

氷 見 庄之內 小^ 石、 室 同前 之 事。 

鶴 川. 土 合. 氷 見 庄石並 鷹巢石 は、 室 夫懸に 五夫 劣 之 事。 

二十 人より 內釣石 夫 付、 肩 下半 當 りに 候 得 者、 棒 不足 仕 候條、 一 人 宛 懸^ 之 is-o 

俱利石 爲持候 一 日 道圖り 

三月より 八月 迄 一 日 七 里 運 之 事。 


一 、 九月より 一 一 月 迄 一 日 五 M 運 之 事。 

右 之 通、 割 場 御 奉行 衆 御 相談 之 上 を以、 如斯 御座 候、 以上。 

治 三年 五月 廿 三日  人 持 下 奉行 名 

洋田次 郞左衞 門 殿 

村 善右衞 門 殿 

岡 田 十 右 衞門殿  . 

〔佥澤 古 SS 志〕 

usw 石來歷 

此石は 河北 郡 iri 室 山より 伐 出しけ る當國 の產石 也。 靑石. 赤 石の 兩品 ありて、 是を靑 赤 

ttu^,.J 呼べり。 他縣 下に 於て は加賀 御蔭 ど稱す V〕 いへ り。 石 質 俗にして 御 _g 石に 稍 劣る， こい 

へ V- も、 火災に 權る VJ も 破裂せ ざれば、 石 質 御蔭 石に 勝る VJ も 云べ し。 花；： 藩 中 は諸士 並！：： 請 役 

^て、 家祿 知行 高に 割當 して 城內の 普請 役を勸 めしむ。 之 を 人 役 • 銀 役ど稱 し、 大身 は步 役人 

を 出し、 小身 は 役 銀 VJ て 銀 子 を 出す 定め 也。 さて 步 役人 共 普請 奉行の 指圆に 任せ、 la, 室 山よ 

り 石 を 切 出させ、 途中へ 挽 出し gs、 城 中の 石垣 等の 破损 修繕 方に 宛る 國法 也。 故に 城 中の 石 

坑等悉§1:此11£^-石を用ひたり。 此石を 伐 出せし 濫 觸は詳 ならす VJ い へど も 城 中 用の 石 は藩祖 
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利 家 卿の 時代より なり どい へり。 三^ 記に 文祿 元年 二月 下句 利 家 卿 上京 あらせられ、 其 世 

子 利 長 卿へ 仰 かれた る 由に て、 余： 澤 城の 本丸 を 石垣に 築き 給 はん，. J て、 R 室 山より 石 を 伐 

させ 給 ふ 云々。 昌披 問答に、 是 UU 至 山より 御城 御用 石 を 切 出す 初 也 どい へり。 龜：^ 記に 云、 

田 上に 橋 あり、 山への 石 引 道な り。 此石切 出しし 初り は、 文祿 元年 金澤城 普請 を 命ぜら 

れ たるより 起る VJ い へ ざ も、 其 頃の 丁 場は詳 ならす。 微妙 公の 時 は、 中 山村 領の 山に より 切 

出されし VJ いふ。 微妙 公み づ から 人夫 を 下知し 給ふ處 VJ て、 今 中 納言山 VJ 呼べり。 又 人夫に 

餅 M 子 を薛き 賜りた る處 どて、 今 だ ご 坂 VJ 呼べり。 今 は 淸水村 領に丁 51 ありて、 藩士の 歩 役 

人 を 出して、 其の 用 を 勤む い へり。 金城 深秘錄 に、 慶 長の 頃 利 長 卿. 利 常 卿 度々 臨艇 ありて 

陣取し 給ふ處 を、 今以て 御座 山，. J 呼べり。 

六日 朔日。 普請 奉行の 職務に 關 する 規程 を定 む。 

〔御定 書〕 

一 、 御 家中 普請 役、 年中 可 爲三步 事。  /  , 

1 、 役 高 加州 知 三つ 六步、 越 中 能 州 四つ 一 步、 毎年 二月 中に 可 相 極。 與カ 知； 牛 均 同前、 但寄 

親， £1 被 下 一 步免、 可 爲無役 事。 

一 、 人 持. 御 Ei? 廻 共、 ^均 高 千 石 以上 一 ー步銀 役、 一 步 役人 を 以可出 之。 同 九 kw 石 以下、 並 遠 所 


に 有 之お 千 石に 而も、 銀 役 可 申 付 事。 

一 、 役人 入 不申節 者、 出人懸 候^ 均に 繼、 不足 分 は 銀 役 並 小 入用 銀 35 除 可 取 立 事 0 

一 、 寄 親 無 役、 並 寄 親 千 石より 內之與 力 者、 皆 可爲銀 役？ 

一 、 t: 請 場に 而過 仕果候 役人 者、 十日 出 人， に 相 立、 其 以後 家巾惣 かぶり たるべし。 ffl 銀 役に 

而可出 之。 お 其 主人 令 死去 者、 惣 かぶりの 分 引 可 申 事 0 

一 、 病死 之 役人 は、 其 日より 銀 役 之 圖りを 以可取 立、 並 他 國に而 * 中 役人、 替人不 及 遺事。 

一 、 他 國詰役 入、 爲替候 はで 不叶儀 候 者、 往來之 日 數割場 掛に載 可 申 事。 

一 、 御 國之內 遠所逗 S 之 役人、 內 輪に 而 十五 日 替往來 之 n 數、 是又割 場 掛載可 申 事。 

1 、 石 切者 一 人 五 步に可 相 立 事。 

一 、 過 仕 役人 在 之 者、 先手 之 奉行より 普請. $1 所， 斷、 足輕に 而も t が-之、 見 斗 次第 三日 之內者 

出 人に 相 立、 以後 者 割 場 奉行 以 相談、 未進 引 可 仕 候。 e: 遠 所に 而過仕 役 入、 手先 之 奉行 見 

斗、 御 定之通 可 申 付 事。 

一 、 所々 普請 役 出 人 之 切手、 一 ヶ月 切に、 奉行 人より 割 場掛， こ 引合、 可遂 算用 事。 

1 、 地. 他國共 御供 使、 其 外 當分之 御用 懸、 如 御 定時々 以證文 役 引 可 申 付 事。 

一 、 死去 人 者 其 日より 役 引 可 申 候。 若 妻子 無 之、 役 銀 取 立 之 ffi 不罷成 候 者、 孚 頭より 斷之書 
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付 を 取遂吟 *、 前 田對" ilj. 今 枝- 部. 奥 村 H 幡， £： 申 聞 可 指 除 之 0 取 過 在 之 共 勿論 可 爲其分 事。 

一 、 跡目 被 仰 付、 當 分^入 無之內 者、 先 r ナ頭 より 可 致 裁許 候。 与 入 被 仰 付： n より、 當 頭 可 

货まず 事 

一 、 死去 人跡 目 無 相違 被 仰 付 者 は、 前年 之 役 可 相 勤 事 0 

一 、 跡目 減 候 者 は、 被 仰 付 候 前日 迄 親 知行 高 役 相 勤、 御 一 行 之 日より 御 折紙 高 之 役 可 仕事 0 

一 、 en 分 知 取 候 者 は、 被 仰 出 候 前日 迄、 親 知行 分. 自分 知 共役 相 勤、 御 一 行 之 z: 付より、 應御 

折紙 高 役 可 仕事。  . 

1 、 百 石 以下、 役 御 赦免 之 事。 但與カ は 百 石 以下に 而茂役 可 相 勤 事。 

一 、 御 折檻 人. 欠落 人、 役銀過不足^-も可爲^！^ハ分事。 

一 、 役銀赛 打取 立 候 以後、 引 役 在 之 候 はグ、 秋 打 鈒之內 を以、 ：+ 切に 過 上 致 指 引 可 相 返 之 0 

秋 打 指 引 者、 明春 打 銀 を 以可申 付 事 0 

1、 定杖. 着 到 付 共に、 人 持  一 ixf> に 二人 充、 切手 取 二人、 六 芋に 三人、 割 場 懸載可 申 事 0 

一 、 御馬 廻 六 組に 定杖四 人、 着 到 付 二人、 切手 取 二人、 割 場 懸載可 申 事。 

1 、 町 場 杖 役人 1 一十 人 之 外 一 人充。 但 普請場 所に より 役人 五 人. 十 人出 候 共 杖 突 可 遣 事 C 

一 、 食番 十五 人之內 一 人充之 事。 


1 、 於 石山 割出 石步 付、 下 奉行 圖 可 爲目錄 之 通 0 但石 により、 手先 之 舉行並 下 奉行 相談 を以、 

步懸 減 見 圖候樣 可 申 付 事。 

一 、 土 坪 等 もたせ 申、 遠近 往來吟 * 之 ss、 下 舉行並 手先 之舉 行人 相談 を 以可中 付 事。 

一 、 早朝より 大雨 並 洪水、 其 外 普請 難 成 節 者、 其 斷割場 迄、 手先 之舉 行人より 指 紙 を 添、 役人 

可 相 返。 小：. g 降、 多 降 出 候 者 普請 難 成 候 半，、」 程 候 時 者、 先罷 出、 不成 時に 至而、 其 斷差紙 

を 添 役人 可 相 返事 ◦ 

一 、 手先 之 奉行 人より、 役人 相 返し、 ：：： はした に 成、 餘之 所ね 役人 相 波 候 刻 者、 其 奉行 人 請 

取、 切手 之 奥に、 右 之 斷割場 奉行 添書 を以、 一 日 之 出 人に 可 相 立 事。 

一 、 役人 於 普請場 申 事 仕出 候 者、 其 品に より H 數 多少 不參可 申 付 事 0 

一 、 正月 三：：：、 盆 三日、 五節句 可爲惣 休。 但急 御用に 而 役人"：： 仕 候 者、 本 懸に立 用 可 仕事 0 

一 、 所々 奉行 人、 每日懸 候 人数 相改、 不參於 在 之 者、 割 場 並 請會 所， は 相斷、 埋入請 取、 不 

參無 之檨可 仕。 附、 普請 奉行より 手先 之 奉行， 5i 度々 申 渡、 不參無 之 可 仕事 0  - 

一 、 普請 所 仕舞 候 刻、 翌日 人 懸請過 無之樣 に、 所々 奉行 人 ね、 並 U 請舉 行より 念 を 入 可 申 渡 

1 、 普請？^ 用、 一 ケ 年に 二度 充可遂 勘定 事。 
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八 八 〇 

一 、 金澤 より江 戶， は 御 荷物 貫目、 三月より 八月 迄 一 人 七 S 目、 道中 日數 十二 日、 九月より 二 

月 迄 五 W 目、 日數 十四 = たるべし。 若 裁許 人より 不叶斷 有 之 者、 定之 外に も 日 數可相 立 0 御 

荷物 無 之 時 者、 右 日 數之內 二  H 宛 引 可 巾 付 事。 

一 、 金澤 より 京都， は 御 荷物 貫目、 三月より 八月 迄 一 人 七 H0、 道 巾：！ 3 数 六日、 九月より 二月 

迄 五貫目、 n 数 可爲七 mo 御 荷物 無 之 時 者、 右 u 數之內  一 r: 充引可 申 事。 

一 、 銀 役 奉行 佐 垣 九右衞 門. 小 幡七郞 兵衞. 中 川； 牛 右衞門 方， si、 毎年 役 銀 高目 錄調可 遣 事。 

1 、 役 銀 毎年 四月 三ケ 一 、 十二月 三ケ 二、 兩 度に 上させ 可. S. 候 0  c 然 於相滯 者、 一 ヶ月に 二 

步充加 利 足 上 候 樣可申 付 事。 

一 、 諸 寧 小 入用 銀、 喪 藤 市左衞 門. 遠 田淸助 方より 可 請 取 事。 

一 、 普請 道具 排舉 行齋藤 市左衞 門. 遠田淸 助、 同 渡 舉行神 保 源 助、 並 人 持 年頭より、 下舉行 一 

人 充年替 に 可 遣 事 ◦ 

一 、 所々 手先 之 舉行召 仕 候 出 人 切手 滯候 者、 普請 舉 行より 急 度 申 渡、 無 滯様可 仕事。 

引 役 之御定 

1 、 千 石 引 0 人 持 組頭. 公事 場 奉行. 寺社 奉行. 金澤 町奉行. 小 松 町奉行. 高 岡 町奉行. 宮腰町 奉 

行 • 火 消番。 


一 、 五 K:: 石 引。 御.：^5«組ー§.定番糾？？.與カ裁許.組外|?.步行^.算用場舉行.諸方^^;用場舉 

行 • 付 所舉行 • 御 扶持 方 割舉行 • 御 代官。 御 國之內 御 使 0^^^ 

1 、 三 W 石 引。 金銀 土藏舉 行. 金銀 小拂 奉行. 諸方より 上 金銀 請 取 奉行. 出 銀 舉行. 與カ明 知 銀 

舉行 • 御納 舉 行. 御 武具 馬具 奉行. 與カ 武具 奉行. 御 弓矢 鐵炮 道具^ 行 • 御鐵 炮玉染 奉行. 割 場 

舉行. 普請 道具 奉行. 作 事 下 奉行. 同 帳 付與カ • 材木 舉行. 御城 中破 损 奉行. 外 構破损 奉行. 割 場 

普請 道 K ハ 奉行. 堂 形 奉行. 宮 腰. 本 吉* 吉久. 草嶋藏 奉行 • 同 下 裁許. かち 米 並 雑米舉 行. 賄舉行 • 

御 IJis^ 行. 山 奉行. 書物 奉行. 公事 場土藏 奉行 並 取次. 細工 舉 行. 斗 升 舉行。 

一、 無 役 0 御 小姓 頭. 射手 頭 • 異風 頭. 女中. 御 小々 姓. 御 小姓. 寺社 方. 隱 居領. 御 横目. 邵舉 

行. 普請 奉行. 射手. 異風. 作 事 奉行. 御鷹 奉行. 御醫師 • 御茶 堂 • 余 澤町 同心. 奧郡小 代官 * 七：^ 

在 小 代官. 算用 之 者. 御鷹 匠. 料理人. 歩行 之 者. 御 小人 頭 • 十 村 肝 煎. 穴 生。 

他國 御供 使役 引  i 

一 、 大身 小身に よらす 皆 引 之 事。 

一 、 他國逗 a 十一 ヶ月 迄 者 五十 日 引 之圖、 十二 ヶ月より 二十 三 ヶ月 迄 者 二百 日之圖 を以、 役 

弓 一.P 申 事  ) 

一、 ニケ 年より 上 者、 罷歸 十一 一 ケ 月 引 之 事。 
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八 八 二 

右條々 被 仰 出 之 通 無 相違 可 有 裁許 者 也 Q 

萬 治 三年 六月 朔日  今 枝 K 部 

奧 村西幡 

前 田對馬 

金澤御 普請 奉行 

六月 十日。 普請 奉行 • 割 場 奉行の 職務に 關 する 規程 を ^3 加す。 

〔古今 定書〕 

追 加 

受 

一 、 地. 他國 共、 當分之 御 使者 被 仰 付 者、 役人 難 引 分、 其 儘 相 勤、 御用 仕舞 罷歸 日數、 如御定 

三步 共に、 役 銀 之 內に而 引 可 申 事。 

1 、 御藏 返 米 被 下 面々、 夫 銀 代 米 引 申 間 敷 事。  ， 

一 、 死去 役人 者、 一 人 一 日 五分 四 厘 一 毛 八 味 四拂銀 役、 n: 算用 を 以可出 之。 伹 役人に 而も、 

勝手次第 之 事。 

一 、 御 國之內 御 使、 一 夜泊に 而も、 如 御 定役引 可 申 事。 


一 、 寄 親 無 役 之與カ は、 寄 親之孚 頭へ 付、 役 可 相 勤 

一 、 ^^親無；ナ付無役人之與カ、 並 遠 所有 之 無 芋 付 者、 役 銀 引 役 等 S 許 之義、 武藤彌 左衞門 • 生 

熊 仁 右 衞門被 仰 付^。 

一 、 一 步人役 を 以出候 分、 一人 一日に 付 一 步五厘 八 毛 一 昧六 拂充、 二 步役銀 之 內へ加 可 出 iss.o 

一 、 銀 役 • 小 入 川 共、 一 人に 付 七 分充之 事。 

一 、 不參銀 一 人 一 日に 付 一 匁 宛 之 事 0 

一 、 役人 御 國之內 宿賃、 一 夜 一 人 銀 七 宛 之 事。 

一 、 下 奉行 石步付 等に 參候 刻、 間 竿. 大 がね 其外持 參之役 入、 相 見 之 奉行 切手に、 下 奉行 可 加 

判。 相 見 無 之 時 者、 割 場へ 斷 役人 可 請 取 事。 

右 被 仰 出 之 通、 無 相違 可 有 裁許 者 也。  - - 

萬 治 三年 六月 十日 

御 普 請 奉 行 

割 場舉行 

六月 十日。 銀座の 職務に 關 する 規程 を定 む。 
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八 八 四 

一 、 於 銀座、 金銀 之 位相 改、 念 を 入 封 付 可 中 事。 

一 、 若爲似 金銀 於持來 者、 急 度 相改、 早速 町奉行 迄 可 及斷事 Q 

一 、 年中 封 賃銀 之內 を以、 銀座 諸事 入用 拂方 並爲御 扶持、 三人 九 赏目之 被 下 銀 引取、 殘銀町 

舉行迄 及斷、 千秋 太 郞左衞 門.！^ 八 郞右衞 門御納 ね 上 之 可 申 事。 

一 、 當 分之爲 御用、 御國 中. S 手代 遣 之 候。 入用 是又 賃銀 之 內を以 遣 可 申 事 0 

一 、 ® 銀 並留糟 銀、 至 暮上切 不申候 者、 春へ 越 候 而も 不苦 事。 

一 、 銀座 箕用 之義、 入 拂證文 就 無 之、 跡々 之 通、 靈 社上卷 誓紙 上 s、 可遂 勘定 事。 

一 、 五 ぼ01 者 小 松 銀座 手代 給 銀 並 入用。 

1 、 五 £ 目 者 今 石 動 銀座 同斷。 

1 、 五 百 目 者 七 尾 銀座 同斷。 

一 、 六 百 目 者 宇出津 銀座 同斷 Q 

1 、 六 百 目 者 魚 律 銀座 同斷。 

但品々 銀座 賃銀 之 內を以 引取、 不足 於 有 之 者、 金澤 賃銀 之 內を以 可指繼 之。 

右 之 外 滯義候 者、 何に よらす 町奉行 得 指圖、 可 致 裁許 者 也。 


臣 と タ ば (屮木 

な ォ：) 家 [5 は 文 
リ る 中に 藩の 
はの し 侯 御 
陪 名- C の 家 


K 治 三年 六月 十 =  0  判 

K  部 判 

因  幡判 

紙屋 武兵衞 

蠟燭屋 彥四郞 

越前屋 孫兵衞  ， 

六月 十六 日。 一季 居 奉公人に 關 する 規程 を定 む。 

〔三 W  ニ條 S 記〕 

覺 

一、 御 家中 組々、 一 年 切 鏠持. 瑪 取. 小者. 草履 取 於 召 置、 其 者 之 在所 請 人、 並 年季奉公 人 之 年 

數等 委細 帳面 記、 組頭 方より 可 受取。 附り與 力 又 家中 之 者 は、 其 主人より 可 書 出 事。 

1 、 寺社 方. 町方 同斷、 帳面 御 奉行より 可 請 取 事。 

1 、 宿々 在々 同斷、 所々 御 奉行 改 帳面に 記、 請 取 可 申 事。 

一 、 町方. 地 子方. 在々 宿々 頭 振、 奉公人に 可成 もの、 所々 御 奉行 遂 吟味、 帳面に 記 請 取 可 巾 

-In,  0 
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八 八 六 

一 、 御國中 奉公人 他國ね 不罷越 候樣、 所々 御 奉行より 急 度 縮 仕 候 様、 年中 兩度宛 可 申談候 事。 

1 、 他國， 2： 此 跡より 罷越有 之 候 奉公人、 一類 緣 者に 懸呼返 申樣、 所々 御 奉行，^ 年中 兩度宛 可 

申 W 事 

一 、 所々 百姓 等 未進 方に 召 置 候 奉公人、 十 村 肝煎遂 吟味、 其 給 人 勝手次第に 可 召 抱 事。 

一 、 奉公人 無 謂 引 込 申義、 堅 御 停止 候。 但 百姓 等 田地 申 候歟、 又は 年寄 病 候 者に 而、 舉公 

難 成 由 及斷候 者、 十村遂 吟昧、 郡 奉行ね 聞 屆其上 を 以可申 渡 事。 

一 、 町方. 地 子方 同斷之 事。 

一 、 鏠持. 小者. 草 K 取 等、 自分^oして若黨分に成候義、 堅 御 停止に 候。 但、 其 主人 取 上 候 者 

各 別 之 ¥J^。 

萬 治 三年 六月 十六 日  前田對 lis- 

,  今 枝 K 部 

加 須屋八 郞右衞 門 殿 

西 村 六 右 衞門殿 

卒岡 五 左 衞門殿 


角 尾 五 左 衞門殿 

六月 十六 日。 用水 及び 川 除 普請に 農村の 提供す ベ き 人夫の 數を定 む。 

〔三 Kyi 條舊 記〕 

1 、 萬 治 三年 六月 十」 ハ日御 算用 場に、 向後 所々 用水 川 除 御 普請 所 之義、 人足 圖り 內、 水 下草 

高： C 石に 三十 人 懸出申 候华： ：o 但 年中 兩 度. 三度 御 普請 御座 候 共、 初 一 度 出し 候 得 者、 後 は出不 

申 i^: 被 仰 出御 座 候 事。 右 先祖 覺 帳に 有 ◦ 

六月 廿 三日。 守隨 彥太郞 江戸より 來り 秤を檢 すべ きこと を告 ぐ。 

〔御定 書〕 

東 三十 三ケ國 种改之 儀、 從 公儀 守隨 * 太 郞就被 仰 付、 御 國へも 守 隨罷越 及斷候 間、 來 七月 朔 

日より、 此者 次第 組 切に 种 爲改可 被 申 候。 左 候 者 古 に 人々 名 を 書付 取 集、 主人より 家來 一 

人相 添、 守隨 宿へ 爲持遣 爲改、 一 組 相濟候 者、 与 頭より 次々， £： 可 有案內 候。 若 古 g: 隱 is、 後 

日 至 知 候 者 可 爲曲言 候 ◦ 則 公儀 御 定書之 寫進之 候條、 被 得 其 意、 家來 下々 迄 急 度 被 仰 付、 如 

案文 御請 調 可 被 上 候、 恐々 謹言。 

六月 廿 三日  長 九 郞左衞 門 

小幡 iiQ 內 
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奧ぉ 1ず P 

前 田對馬 

本 多 安房 

煩 ®: 田 i 審 

江 戶奧村 因幡 

江 戶橫山 左衞門 

〔改作 所舊 記〕 

萬 治 三年 子 八月 守 隨秤改 公儀 御觸來 り、 翌四年 二月 守隨 手代 金 澤へ來 り 候。 郡 方 は 松 任. 鶴 

來等 にお ゐて S: 改候 事。 

〔無名 錄拔 書〕 

是年 天下の 衡錘を 改定む。 關東 三十 三 州 は 守 隨が制 を 用 ひ、 關西 三十 三 州 は 豊後椽 四 郞が制 

を 用 ひ、 守隨本 藩に 來る。 舊來 の衡錘 を棄擲 して、 新制に 從ふ 天粹. 杠秤 綿 粹等悉 之。 

七月 三日。 前 田 利 明 大聖 寺 侯 前 田 利 治の 遣 領を受 く。 

〔德川 實紀〕 

七月 三日 加賀國 大聖 寺 城主 松 平 飛 K 守 利 治 造 領七萬 石 を、 養子 大藏 少輔利 明に つがし めら 


る o 

七月 十：：：。 金澤 町民の 心得 を 諭す。  ， 

〔古今 定書〕 

覺 

一 、 花火. 流星 • 車 火. 鼠 火. 辻 躍. 辻 相撲. 辻 立 .ry 歌 御 停止 之 事。 

一 、 町々 家 々天水桶 並掛桶 水、 不絕樣 に 可 仕事。 

一 、 十 人 組に. 登り はしご 二 丁 宛、 並： y 桶. 鎌. 熊手. 水 印 以下、 常々 ^可 申 事。 付、 高き 屋根 

に は 小 階 子 さし 置 可 申 事 0 

1 、 風 吹の 時分 は、 肝 煎. 番頭 罷出、 亭主 番の者 同事に、 家々 火の 用心 無 油 斷樣に 堅 可 申 付 

1 、 夜番の 者に、 童 或は 行 步不叶 者、 或は 肓 目な ざ 出 候 者、 其 町人 越度に 可 申 付 事 0 

一 、 町々 木 S/ 日 慕 候 者 大門 を さし、 夜 更候は く  り を もさし、 番人 無油斷 立て 明け 仕 候 

樣可申 付 事 ◦ 

1 、 町中 道 橋 並 水道 廻り、 常々 無 油 斷作可 申 事。  . 

1 、 面々 家々 前に 穴 を 掘 申 間 敷 事。 
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1 、 町屋 二階より、 不依晝 夜 水杯 捨候義 勿論、 小便な Vj 仕候義 堅く 御 停止 之義、 旅人 並 子供 

下々 迄 堅く 可 申 付 事。 

一 、 町人 神 參並諸 見物の 刻、 長 脇 ざし を 差、 奉公人に 爲似 候義御 停止 之 事。 

1 、 町人 嫁 祝の 刻、 節 を 破 或は 礎な ざ 打、 猥の者 於 在 之 は、 十 人 組の 者 共 罷出捕 可 申 ss^o 

一 、 男女 出合 屋 堅く 御 停止。 附、 圍女預 り 申 間 敷 事。 

1 、 町中 緞冶共 細工 所、 地の 上 高く 致 板屋に、 屋根 うら 塗 屋根に 仕、 天水 絶し 申 間 敷 候。 附 

大風の 刻 は 細工 SS 可 申 付 事。 

一 、 惣構竹 木 並 竹 子 伐 取 候義、 御 停止 之 事。 

一 、 明 屋敷の 樹木 並 土 取 候義、 御 停止 之 事。 

一 、 堀 並 水道へ 麈 あぐた、 其 外 口 物 捨申義 御 停止 之 事。 

1 、 町中 水 打 申 刻、 雪な V- おろし 申 時、 往還の 者に 不掛樣 に 可 仕事 0 

一 、 町人 藏宿 米預 候內、 妻子 所 を 離、 遠 所へ 不遣樣 堅く 可 申 付 事。 

1 、 不依 地. 他國 H の 分、 當 町へ 參候 は、 >-、 大原 源右衞 門. 丹 羽 宗兵衞 方 迄 相斷、 其 上に て 商 

仕 候樣可 致、 鷹 宿 者 共 可 申 渡 事。 

1 、 惣て 町人 上下 共に、 高 あしだ はき 候義御 停止。 但、 道惡敷 時分、 歷々 の 町人な V* 用捨 之 


事。 

右 之條々 堅く 相 守 候 si^ に、 面々 組 中へ 急 度 可 被 巾觸者 也。 

萬 治 三年 七月 十日  •  里 見 七 左衞門 

長屋 七 郞右衞 門 

本 町. 地 子 町 肝 煎 中 

七月 十三 日。 公事 場に 於け る 事務 取扱の 規程 を定 む。 

〔古今 定寄〕 

定 

一 、 公事 場，^ 斷於有 之 者、 不依 何事、 年頭 • 裁許 人 添書 を以可 相斷。 與カ又 家中 之 者 は、 寄 親 

主人 之可爲 添書。 但，. ！^頭. 裁許 人. 寄 親. 主人ね 對、 申 分 之 義各別 之 事。  - 

1 、 諸事 出入 落着 申 渡 刻、 其 与 頭. 裁許 人致出 座、 樣 子承屆 事。 

一 、 死罪に 申 付 者 之 親兄弟 妻子 之 儀、 其 頭. 裁許 人より 急 度 相改、 一 門 書付 早速 巧 上 之 ◦ 奉公 

人 者 其 主人、 町人 • 百姓 等 者 其々 奉行 人より 可改 之。 若 妻子 隱 E 、以來 脇より 相^ 候 者、 可爲 

越度 事。 

1 、 盜賊人 等 穿 靈有之 者 之 妻子、 並 諸道 具 者、 裁許 人より 早速 可 致 縮、 奉公人 は 主人より 致 
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i. 公事 場 可相斷 事。 

一 、 何方に 而も 切捨 K 候 者、 其 外 死人 有 之 刻、 近所 之 者 其 樣+見 屈、 早速 其 頭，^ 斷、 委細 以 

書付 公事 場 可 相斷事 ◦ 

一 、 盗賊 人 等 捕 候 者、 其 頭へ 斷、 公事 場へ 可 申 聞。 若手 向當 座 切 殺 候 者、 死骸其ま^^置、 近 

所 之 者に も 樣子爲 見 屈、 急速 檢使を 可 乞 事。 

一 、 年季 者、 十五 歲 より 以上 十 年 之 限 たるべし 0 伹 幼少 之 者 も、 十五 歲成候 以後 年季 同斷之 

一 、 百姓 分 年季に 召 置 候 者、 跡々 より 如定、 十 村 肝 煎 口 入 無 之 者、 欠落 人な ビ いたし 候 共、 

其 主人 斷立間 敷 候。 但 飢饉 年 之 者 は 各 別 之 事。 

1 、 年季奉公 人 令 欠落 刻、 請 人手 前 致 吟味、 給 銀 取 候 分 者、 年季に 割 爲致返 銀、 外 輕く請 人 

より 過 銀 出さすべし。 給 銀 取 不申分 者、 其 品に より 人 代 銀、 請 人より 可 出 事。 

一 、 向後 百姓 分 之 外、 親類へ 爲 助成、 以相對 譜代 窮候 者、 奉公人 親 之 主人、 或 其 所之舉 行， £： 

斷可召 置 事。 

1 、 一 季居之 者、 及 十 年 召 仕 候 者、 請 人 無 之 候 而も 苦 間 敷 候。 若黨 以上、 親類 糙成者 は、 右 

年数より 內に 而も、 請 人 無 之不苦 事。 


1 、 Si 代、 並右之通ss人無之召^^候者、 欠落 取 逃いた し 候 刻、 科之輕 其 により、 諸 親類 

手前 可 致 吟味 事。 

一 、 奉公人 給 銀 を 取 4- 死去 者、 並 無 故 暇 を 遣 者、 返 錄有間 敷 事。 

一 、 藏宿米 盜取致 欠落 候 刻、 跡々 より 如定、 請 人 を不取 S 者 斷立間 敷 事 0 

一 、 主人 用 所 之ぬ 構 虚言、 致 買物 等 4 ^欠落、 其 者 之 證文有 之 共、 生 人手 形 無 之 候 者、 主人 存 

間 敷 候 0 但家來 之 者 手形 を 以可相 渡 旨、 生 人より 兼 而申合 置に お ゐては 各 別 之 事。 

一 、 盗 物質に 取、 請 人 無 之 分 者、 勿論 如定 質屋 之可爲 ©0 請 人 を 取 K 候 者、 贜物賀 屋へ可 相 

渡。 伹本生 於 請 出 者、 本 銀 を 以可遣 事。 

一 、 盜物 振賣買 置、 宿 本 不聞屆 不念之 族 候 者、 買主 可 爲损。 如 定宿 本 聞 屆候分 者、 臓物 買主 

へ 可 相 渡。 伹本生 R 返 候 儀 者、 可 爲本銀 事 0  . 

一 、 臓物 之 儀、 本 主 盗人 を 捕 出 候 分 者、 不殘本 生へ 可 遣。 公 摩 場より 穽墜 にて 捕 候 者、 盜人 

之赚物 者、 品に より 本 生へ 可 相 返、 家財 者 可 爲闕所 事。 

一 、 殺 « 申 付 者 之 妻子、 命 助 置 候 共、 贓物代 銀 妻子 懸間敷 事。 

1 、 殺害 申 付 者 之せ がれ 助 置 分、 男子 者 大形 里子に 可 遣。 但 品に よるべき 事 0 

1 、 靈科之 者 之 妻女 共、 其 品に より 同前 之 事。 
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一 、 金澤 町並 近鄕 にお ゐて 死人 有 之 者、 乞食 姊之者 は 公事 場より 檢使 を不及 遣。 其 所 之舉行 

人爲 裁許、 肝 煎. 近所 之 者， ざ も 可 見 置。 但見 分が たき 者 勿論、 殺害 人 等 者 檢使を 可 遣 事 0 

1 、 於 遠 所 殺害 人 有 之 者、 其 所 之 奉行 人 早速 見屆可 置。 然者 公事 場より 檢使 を不及 遣。 但穿 

靈者之 品に より、 追 而檢使 を 遣 儀 は 各 別 之 事。 

一 、 一 季 奉公人 召 置 之 男 は 十日、 女 は 五日 之 內籠含 申 付 候 共、 賄 主人，^ 相 懸間敷 事。 

1 、 百姓 等郡舉 行へ 申 渡 致 闕所候 家財、 入札に 而拂、 代 銀 奉行 差 出に 公事 場より 會所 迄狀を 

添 可 遣。 寺社. 町方 同前 之 率。 

一 、 公事 場より 取 上 候闕所 道具、 於町會 所拂、 代 銀 町 同心 指 出に 公事 場 之 者 共加奧 書、 會所 

押切 を以 過料 奉行へ 可 渡 事。 

一 、 過料 銀、 人々 指 出に、 公事 場より 會所迄 狀を添 可 遣 事。 

一 、 關所 銀之內 五貫目 充、 公事 場土藏 奉行 請 取 置、 公事 場 之 用 所に 遣 可 申 事。 

右 之 通 無 相違 樣可 裁許 者 也。 

萬 治 三年 七月 十三 日  • 公事 場 

七月 十七 日。 前例の 如く 踊 を 禁止す る こと を 戒告す。 

〔改作 所 « 記〕  • 


覺 

1 、 お，，、」 り. s. 儀 如 例年 御 停止に 候 o 孚下， に 急度觸 可申處 に、 IS お ふくわん 逍梳 通、 在々 男女 

相 まじ はりお、、，、」 り 申 旨、 御橫目 衆より 被. & 上に 付、 御 寄 合 所より お ざ り不. S. 核に 可 申 付 3:： 被 

仰 渡 候條、 得 其 意 芋 下ね 急 度 可 申 付 候。 自然重而ぉざり申^^知候はマ、 其方 共可爲 越度 候、 

以上。 

七月 十七 日  武 部 四 郞兵衞 

千秋 逢兵衞 

石 川 郡 十 村 中 

七月 廿 五日。 來月朔 日より 例年の 如く 淺野 川に 於いて 馬市 場 を 開く ベ き 

こと を §々◦ 

〔國事 雑抄〕  一 

一 筆 令 啓上 候。 仍如 例年 之、 來朔 日より 馬市 被 仰 付 候。 然共其 郡 馬 寄申樣 に、 右 迄 可申談 旨、 

御 寄 合 所より 被 仰 渡 候 間、 如 去年 之、 三歲 より 六 歳 迄、 十 村 一手 合切に、 右朔 日より 淺野川 

馬市 場 迄 引出 候 樣に可 被 仰 渡 候、 以上。 

七月 廿 五日  佐 藤與三 右衞門 
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、  石 野 半 左衞門 

武 部四郞 兵衞樣 

千 秋 彥 兵衞樣 

七月 廿 九日。 在々 を 徘徊す る法義 語に 惑 ふ ベ からざる こと を告 ぐ。 

〔改作 所 ffi 記〕 

1 、 態 申逍候 0 然ば 在々 を 廻り 法義を 語、 何 心 もな き 百姓 共 宗門 を替 り、 色々 さま けに 罷 

成 者 有 之 由、 沙汰 之 限に 候。 W 姓 之 內も左 樣之者 有 之 ぼ に 付而、 御 ^用 場ね 令 相談 候處、 左 

様 之 徒者 有 之 候 者、 急 度 縮 可 申 付 旨 被 仰 渡 候 間、 r.h 々在々 遂吟 *、 是以來 左様 之 者 於 有 之 者、 

早々 召 速 可罷出 候。 脇々 より 知 申 候 は， s、 十 村 共 手前 急 度 被 仰 付 候 樣に可 申 上 候 間、 可 有 其 

心得 候。 此頃迄 左 樣之法 義語申 者 は、 其 在所， は預 置、 以來左 樣之段 爲仕候 は > -、 一 在所 共に 

曲 言に 被 仰 付候樣 に，， J の 縮 之 書付 爲致可 指 上 候、 以上。 

七月 廿 九日  武 部 四 郞兵衞 

,  千秋 彥兵衞 

石 川 郡 十 村 中 

猶 以行 衞 これな き 法 義語之 者に 候 は， ヾ、 當 座にから め 召 取 連 可罷出 候、 以上。 

%f ... 


o 


御 知 〔灯 は 加： 


二 年 は 三年 

なるべし 


七月。 富 山 藩 領を加 賀藩領 の 地と 交換す 

〔改作 方勒仆 帳〕 

1 、 富 出御 ffir ナ御 知行 替は、 ，萬 治 三年 七 パ 相濟。 软ニ 四十 九ケ WO 

御舉行 

加州 方  菊 地 十六 郞 山 本 淸三郞 

富 山 方  富 田 左兵衞 奥 野 淸右衞 門 

右兩方 出合、 繪圖に 取替 之 事。 

〔越 中古 實記〕 

一 、 _g 治 二 年 加州 能 美 郡 二 萬 石 ど、 下 新 川 一 萬 六 千 八 百 石，. J 御 取 其 時 i:3 山 も 諸 役 銀. 地 子 

銀 等 迄 御物 成 に 御 圖り込 相 渡る。 

人月廿 二日。 凶作なる を 以て 造酒の 制限 等 を 令す。 

〔御定 書〕 

覺 

一 、 去々 年より 去年 迄、 酒造 之 儀可爲 累年 之 半分 3:1 相觸 いふ VJ も、 當年打 給 雨 降 洪水に 付、 

耕作 損亡 之 地 有 之 故、 今年 も猥に 米を费 ベから す、 酒造儀江5,.京郡*大阪..5^小^.堺、 並 名 酒 
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之 所々、 其 外諸國 在々 所々、 四 年 以前 迄造來 員数、 其 所々 給 人 御 代官より 入念 改之、 其 半分 

つくらせ 申べ し。 勿論 新規 之 酒屋 一 切 可 令 停止 之。 若 於 致 違背 は、 給 人 御代 官可爲 越度。 萬 

一 密 にお ほく 造 « あらば 訴人に 出べ し。 御 穿 之 上、 其 品に より 御 褒美 之 高下 有 之 而急度 被 

下 之。 且又 あだ をな さ  > -る樣 に 可 被 仰 付 之 後、 酒屋 は 可 被 行 罪科 事。 

一 、 耕作 損. U 之 所々、 百姓 可 窮困之 間、 不草臥 様に 入念 仕置 可 有 之 事。 

一 、 自 先年 如 被 仰 出、 對 土民 不可 成 非 儀。 若 又 作毛不 損. U 之 所、 申 掠 年貢 令 難 s ば 可 被 行 曲 

言 事。 

一 、 在々 所々 雖爲 御鷹 場、 年內 よりか し を 仕、 麥を まくべき 事。 

一 、 鹿 « おはせ 申べ し。 勿論 取來所 は、 尙以可 爲其通 事 0 

右條々 急 度 可 被 申 付 者 也。 

萬 治 三年 八月 廿 二日 

〔政 隣 記〕 

一 、 今年 夏より 秋に 至大 雨、 日本 一統 五穀 不熟。 依 而驛々 人足 料. 驛馬料 一割 增被下 之。 

〔改作 雜 集錄〕 

此年米 •© 一  石 九十 目 1^15 叱 故に 諸道の 驛馬 一 足の 賃錢 一 割の 增 あり 0 


八月 廿 九日。 藩侯 以下 諸 士の武 K ハに關 する 規程 を定 む。 

〔萬 治 己前定 書〕 

^化 

一 、 惣相印 さいの igi^o 

一 、 御 なます 尾 わり おもだ か 0 

一 、 御 羽織 K みの 毛。 

1 、 御-: ^じる し fi みの 毛の 九 事。 

一、 御 腰 さし 銀の さ の 葉の 事。 

一 、 御の ぼり 赤の 親 一は  、長 一 丈 一 一尺。 伹 まねき 地 白く、 梅 輪 內御紋 赤く 

1 、 御 自分 御 家中 共、 足 輕筒玉 目 一 兩丄ハ 匁 兩樣之 事。 

1 、 御 小姓 頭 羽織 黑 らしゃ 之 事。 

一 、 御 小々 姓. 中小 姓、 紫 母 衣 出し 金に 而思 ひくの 事。 

一 、 大小 姓 指 物白紕 段々 しなへ、 金に 而 左右 字、 並 人々 紋 書付 s^o 

一 、 御 次に 相 詰 候 者 共、 羽織 金み の S 事。 佴 三十 計。 

一 、 御 旗 奉行 羽織 もえぎの 羅 しゃ、 腰 七八寸 S 々皮つ ぎ 可 申 事。 
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1 、 御 鐵炮： § 指 物、 ふきぬき、 地 白く 紋赤、 おも ひくの 事。 

一 、 御 弓^ 指 物、 右 同斷、 紋黑く 思 ひくの 事。 

一 、 御 鎚舉行 羽織 黃羅 しゃの 事。 

一、 御 鐵炮足 輕指物 二 本し なへ、 赤，. J 白，、」 筋 違 段々 之 事 0 

一、 御 弓 之 者 措 物、 二 本し なへ、 しろき VJ  くろき VJ 筋 違 段々 之 事。 

一 、 御 使 番黑^ 衣、 出し 金に 而思 ひくの 事。 

一 、 御 Hil 廻.. チ頭 狸々 皮 羽織 之 事 0 

一 、 御 •  梅廻惣 指 物、 金の 小の ぼり、 長 五 尺 は  一 尺の 事。 

1 、 射手. 異風 指 物、 あかねの しなへ、 金に 而丸 五つ 双 之 事。 

1 、 御 歩 者 羽織、 5^^綿地紕白き丸ぢらしの事0 但 小頭 者 こし さし 白き 尾花。 

一 、 人 持 並 組 外 指 物、 おも ひくの 事。 

一 、 御 家中の ぼり、 如 御 定まね きおも ひくの 事。 ノ 

一 、 御 家 中^上 指 物、 並足 輕之指 物 思 ひくの 事 0 

一 、 御家屮 甲、 思 ひくの 事。 

1 、 繾ニ問 半、 黑 ぬり、 先 一 間 金の W 卷之 事。 


肥 後^ は 保 

科 正 之 


一 、 御の ぼり 五 百 本、 內ニ 本 か 三^ 本 御 もたせ 可 被 成 事 0 

一 、 御 長柄 三百 筋、 但 長柄の 者 三 H 人 は 半 左 衞門. 小 右衞門 裁許、 其 外 は 割 場 救 許 之 i^。 

一 、 足 輕千人 程、 伹以來 者 千 五 百 人 程、 內 二百 人 計 御 弓 者。 

右 之 通 肥 後 樣へ茂 御 內談被 遊、 成程 沙汰な しに、 御 自分 御 道具 之 分、 そろ/ に 立不巾 « 

に 可 仕 旨、 御內 意に 候、 以上 0 

子 八月 廿 九日 

人 月。 大聖 寺 藩 領と加 賀藩領 と を 交換す。 

〔改作 方 動 仕 帳〕 

1 、 大聖 持 御領 替は萬 治 三年 八月 相濟。 

御 奉行 

加州 方  岡嶋甚 七. 千秋 彥兵 衞。 

大聖 持 方  武 部四郞 兵衞. 石黑 小右衞 門. 山 崎 權 之丞. 林 九 郞兵衞 • 山 井 甚右衞 門 . 

阿部 權左衞 門。 

十月 十日。 本日より 前 田 利 常の 第三 回忌 を蠻圓 寺に 執行す。 

〔政 隣 記〕 
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一 、 微妙 院殿 三回忌 御 法事、 十月 十日より 十二 曰 迄、 於 寶圓寺 御 執行。 惣御 奉行 奧村 河內. 前 

田 年 太夫。 他國 使者 飛脚 留に 大正 持，^、 村 上 市 郞右衞 門 • 安藤 長 左衞 門. ぉ田釆 女 •«  口 宇右衞 

P 

十月 十五 日。 新開の 田畑に 對 する 納租率 等の 規程 を定 む。 

〔三百 ニ條舊 記〕 

覺 

一 、 お 治 四 年より 新開、 其 年. 翌年 作 取、 三年 目 * 四 年 目 兩年半 收納、 五 年 目より 者 本 收納之 i^G 

一 、 何方に 而も 野 毛 山 並 野 方に 木 苗 を植、 林に 仕 可 然所候 得ば、 勝手次第 木 ffi を 植林に 化 

£ 可 申 候。 以來 まで 其 もの 之 林に 可 被 仰 付 事。 

一 、 最前 被 仰 出 候 如く、 百姓 領分に 在 之 竹 木、 彌 H 姓 勝手次第 剪 採 可 申 候。 但 大木 は 郡 奉行 

指圖 次第に 可 仕事。 

萬 治 三年 十月 十五 日  御 算用 場 

律 田 殿 

金 森 殿 

十 一 月 三日。 金 澤の叮 幅を廣 くす る豫定 なる を 以て： & 事の 際 注意す ベ き 


を 告ぐ。 

〔御定 書〕 

侍 敷 並不依 町方、 小路 之せ まき 所お、 追 而見計 道 廣被仰 付 俄 茂 可 有 之 候 問、 此以 後作 事な 

V」 仕 候 方、 得 其 意 候 様 被 相觸尤 候、 己 上。 

萬 治 三年 十 一 月 三日 

十 一 月廿ー 一日。 奉公人の 藩 外に 出 づるを 禁ずる 條目を 每年兩 次 郡 中に 令 

すべ きを 告ぐ Q 

〔三百 ニ條舊 記〕 

一.、 御國中 奉公人 他 國，^ 不 罷出樣 に、 所々 御 奉行より 急 度 縮 仕 候 機、 年中 兩度宛 可 巾 談 

一 、 他 國に此 跡より 相 越 有 之 候 奉公人、 一類 緣者， 51 掛り呼 返 申樣、 所々 奉行へ 年中 兩度宛 可 

申 談事。 

右 奉公人 之義に 付、 御 書 出內、 此 ニケ條 年中 兩度宛 各々 可申談 旨に 候 間、 被 得 其 意、 御 郡. E. 

可 被 仰 付 候 0 御 披見 之 後 御名 之 下に 御 判 形 可 被 成 候、 以上。 

十一月 廿 二：：：  加 鎖屋五 左衞門 

. 角 尾 五 左衞門 
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西 村 六 右衞門 


加州. 能 州. 越 中 御 郡 御 奉行 中 

十一 一月 十 一 日。 諸士の 衣服に 關 する 制限 を定 む。 

〔御定 書〕 

御 赦免 衣類 之覺 

大身 小身 並 子供 


八で ぅ嶋 

茶宇嶋 

かべち よろ 

ころたん 

お く 


、さ あ や 

、ちりめん 

、の し め 

、あ や 嶋. 

、ね り嶋 

、はぶた へ 

、日本 糸 織物 

、 步. 子 小姓 右 同斷。 

、 御^ 近 之 子 小姓 並 法 » 人 廢物御 赦免、 出家. 町醫者 共同 斷之事 0 


ゝ 


ころさい 

あるみ さい 

s$ る さい 

あるみ VJ いん 

VJ ろめん 

らしゃいた 


一 、 不依 誰々 拜領物 各 別 之 事。 

與 力. 又 家中 給 人並 法牀 人. 步行 小頭. 廳匠 小頭. 同 子供 

一、 はぶた へ 一、 ね ... - 嶋 一、 かたいろ 

1 、 いがらし 一、 曰 本 糸 織物 

一 、 主人より， >0 らせ申 物 は 各 別 之 事。 但御橫 目 見 付 候 は 主人 方， £i 可 相斷候 Q 

步 行者. 廳匠並 算用 者 

一、 き  ぬ 1、 つ む ぎ 一、 あさく さ嶋 

一、 ひ の き ぬ 一 、ぐんない 嶋  一、 口 本 糸 織物 

一 、 武具 • 馬具. 座敷 かざり 唐物 苦 間 敷 事。 

一 、 夜着. ふ VJ ん有來 候 腐 物 は 苦 間 敷 候。 是以來 新 敷 拚申儀 無用 之 事。 

一 、 弓 鐵炮之 者、 細. 木綿. 布 之 外 御 停止 之 事。 

一 、 小者. 中間. 草履 取、 布 • 木綿 之 外 同斷。 伹小 頭分 は紬御 赦免 之 i^o 

家中 子 小姓 

一、 さ あ や 一、 はぶた へ 一、 き  ぬ 

一、 ね り 嶋 一、 ぐんない 嶋 一、 ひのきぬ 
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一、 お く 嶋 一、 ちゃう 嶋 一、 あ や 嶋 

一、 も ん 嶋 一、 らしゃ 板よ h 下 麁相成 毛羽 織 

1 、日本 糸 織物 

又 若黨. 掃除 坊主 

1 、 き  ぬ .一 、 ぐんない 嶋 一、 ひ の 編 

一、 つ む ぎ 

1 、 町人 «.紬 之 外 御 停止、 同 法 鉢 人 同斷之 事。 

一 、 姓紬. 木綿 之 外 同斷。 

1 、 唐 布. 唐 木綿 御 赦免 之 事。 

以 上 

子 十一 一月 十 一 日 

〔御定 書〕 

衣類 之 儀 最前 御觸之 通、 來 正月より 彌堅御 停止 御座 候。 就 夫紛申 分、 有增致 頭書 進 候 Q 被 得 

其 意、 此 外着不 仕樣に、 御 組 中 急 度 可 被仰觸 候。 則 御 橫目出 申 候條、 左様に 御 心得 可 被 成 候、 

恐惶 謹言。 


十二月 十 一 日  中 川 八 郞右衞 門 

津 田 源 右衞門 

在江戶 玉 井 市 正 

十二月 廿 三日。 再び 諸士 衣服の 制限に 關 して 令す。 

〔御定 書〕 

覺 

一 、 御^ 近. 又 家中 共 知行 取 子供 衣類 之 儀、 其 子 奉公 之 品た るべ し。 親懸之 « 親 同前 

1 、 弓. 鐵炮之 小頭、 家中 若 黨並之 事。 

一 、 小者 頭 步行並 之 事。 

一 、 掃除 坊生 頭、 家中 法姊 人並 之 事。 

一 、 知行 望 申 浪人 衣類 又 家中 給 人並、 給 米 望 申 浪人 若 黨並之 事。 

一 、 御 料理人 • 御馬 乘 並伯樂 衣類 步行並 之 事。 

一 、 御 家中 大身. 小身に よらす、 召 仕 候 中小 姓 分、 衣類 給 人並た るべき 

以 上 

十二月 廿 三日 
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十一 一月 廿 五日。 大聖 寺 侯 前 田 利 明、 養父 利 治の 遺物 を 德川家 綱に 上つ る。 

〔德川 實紀〕 

十一 一 月廿 五日 松 平 飛 驛守利 明 は、 t 父 故 飛 驊 守 利 治 遗物行 光の 刀 を 献す。 

是歳。 犀 川の 大橋 を改 架し、 明年に 至りて 成る。 

〔參議 公年 表〕 

1 、 城 南 犀 川の 梁を修 覆す、 奉行 前 田 內藏知 辰. 松 平 治 部康英 也。 水 炎に 因て 難 成、 明年 月 

廿 七日に 成。 又 城 西 堂 形の 地に 調馬 圃を設 て、 自 六月 始て成 十 一 月。 是を堂 形 馬場 ビ 云。 

〔政 隣 記〕 

一 、 今年 金 澤犀川 之 橋被懸 直、 三 丁 程 下に 舟橋 を 渡し、 往來 旅人 を 渡す。 今年 就 洪水 橋 株 難 

居、 橋 翌年 迄不 成。 翌年 四月 廿 七日 成就、 五月 朔 日波 初、 普請 奉行 前 田 內藏允 • 松： 牛 治 部 0 

寬文 元年 ， 

正月 四日。 郡 奉行の 十 村 • 村 肝 煎 • 組合頭に 申 渡す ベ き 心得 書を定 む。 

〔十 村舊 記〕 


一 、 耕作 無沙汰 仕、 納所 等 わ だか まり、 不 ii 公， 沙汰 を 取 持、 物言た ていたし、 同名 を 引 そ 

こな ひ、 之^ 致、 又はむ ざ ピ金澤 出 無用 之 S3； 物 を 仕、 おごりた る牀之 t: 姓 有 之 候 者、 

急 度 可 申 上 0 若 ケ樣之 徒者 を隱 候 者、 衬肝 煎. 組合頭 可爲 越度 事。 

一 、 御代 官給 人より 人 を 遣爲致 賄、 fC 姓 爲費義 候 者、 是又 早速 可 申 上。 附、 似せ 橫目其 外 公 

儀 sgB 之 由、 かり 事 申 相 越 候 者 候 者、 其 品に より 或 ，こらへ、 或 御 奉行， 可相斷 0 勿論 公 僅よ 

り爲 御用 被 造 者、 百姓に 賄 等 » 申 義有之 候條、 何者に よら や 在々. に 參爲致 賄、 E 錢不 仕、 あ 

くれたる 林 之 者 候 者、 可爲 徒者 候 間、 兼々 左 樣に可 相 心得 事。 

一 、 作 食 米 之 儀、 每年秋 初より 十 村 共 縮いた し、 收納 以前 可 取 立。 惣て作 食 米、 f:: 姓爲 化物 

被 仰 付 事に 候 間、 ぼ 姓 中 も 存、 無 滯藏入 可 仕事。 

一 、 諸 百姓 作 食 致 貸 置 候 所、 耕作に 手づ かへ、 時分 過 作 仕 付 候 村有 之 候 者、 村 肝 煎. 組合頭、 

其 組 之 十 村可爲 越度 事。  1 

一 、 作 仆付候 時分、 作 毛 刈 申 前、 十 村 切々 村 廻いた し、 諸 百姓 納所 之 縮 無 油斷吟 * 可 仕 0 附、 

御 扶持 人 十 村、 ^^:复秋三度何れ之組，2:も手合ぃたし、 ^3 事 勢子 入、 諸事 見聞 樣子御 郡 奉行， Si 

可 申 聞 事。 

一 、 其 組 之 十 村 申 付義、 村 肝 煎. 組合頭 違背 仕 間 敷 候。 村 肝 煎. 組合頭より 小 姓. .5. 付義、 
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是又 違背 致 間 敷 候 Q 若 十 村 並 村 肝 煎. 組合頭 非 分 申懸候 者、 小百姓より 直に 御 郡 御 奉行， St 可 申 

動. ST 

一 、 十 村 非 分お 之 3U、 御 扶持 人 十 村 迄 斷有之 義を隱 置、 後日に 相 聞 候 者、 御 扶持 人可爲 越度 

一 、 徒 成 K= 姓、 申立に も 成 間 敷 を、 公儀 を 掠 申 ぼ 姓 手前 は、 其 組 之 十 村 • 御 扶持 人 吟味 仕、 御 

郡 奉行， Si 可申斷 候。 律義 成 百姓 公儀 をお それ、 可 申 上 義をも 不申上 もの 者、 十 村. 御 扶持 人 見 

聞樣 子、 御邵舉 行ね 可 申 聞 事。 

一 、 收納 方た まり 申 百姓、 後日 相 聞 候 者、 村 肝 煎. 組合頭. 其 組 之 十 村可爲 越度 事。 

一 、 御公領 御 代官 並 給 人、 對西姓 非 分 申懸義 者不及 申、 費成義 いたさせ 候 は、 >-、 御給 人 方， 

十 村より 申斷、 不致 承引 候 者 御 郡 奉行ね 書付 を以可 相斷。 惣而^^l姓を介抱ぃたし、 费成義 無 

之 様、 十 村 可 相 心得 事。  ， 

一 、 十 村 村 廻りいた し 候 時分、 每年 春秋 兩度、 右 之 通 村 肝 煎. 組合頭に 可 申 聞 事 0 

右 御 頭書 之 通 被 得 其 意、 御 郡 中 十 村 並 肝 煎. 組合頭， に、 春秋 兩度急 度 可 被 申 渡 候、 以上 0 

萬 治 四 年 正月 四日  御 算用 場  ， 

武部四 郞兵衞 殿 


千 秋 彥兵衞 殿 

正月 四日。 地 黄 煎 及び 刻 煙草の 營業を 禁じ その 税を 除く。 

〔改作 所蕩 記〕 

地 货煎. たばこ 刻 御 停止に 被 仰 付 候 間、 御 郡 中 可 被 申觸候 0 勿論 小物 成、 裁許 十 村 中， に、 右兩 

頭 之 役 銀 収立爲 除 候 樣に可 被 申 渡 候、 以上。 

正月 四日  御 算用 場 

武部四 郞兵衞 殿 

千 秋 彥兵衞 殿 

〔金 澤古蹈 志〕 

地 黄 煎 之 事故 

龜尾 記に 云、 地黃煎 町の 邊 はむかし は 六 斗 林，. J て、 茂れる 森なる 不毛の地なる を、 悉く 伐 開 

き 田畑 VJ なし、 或は 村 家 を 建て、 其 初め 此 地に て地黃 の製藥 をな さしむ。 依て 古地 黄 煎 町 ど 

呼び、 今に 至り 地黃煎 町の 名 あり いへ り 0 平次桉 に、 右龜尾 記に 載た る傳說 は责& なる ベ 

し。 地 黄 は 和名 抄草 類に、 本草 云地黃 一名 地髓 見， 延喜 典藥蔡 式に、 加 賀國地 黄 四 斤 十 

一 兩、 薯瘦 一 斗 云々、 附貢調 使 送 寮、 な ざ 見， e: たれば、 上代より 當國は 地 黄 を 國產の 一 品 
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なし、 典 菊 祭へ 貢ぎた る 事 知られたり。 さて 地黃煎 ど いふ こ VJ は、 三代 赏錄卷 四に、 內 ii^ 正 

大 神の 虎生の 卒傳 中に、 裳て 出自 禁中、 向 作地货 煎之處 云々 VJ 見ね、 春 記に 長 暦 三年 十月 廿 

日 丁 fir 地 (煎 使 事、 以 出納 資任遣 云頭辨 許な V- 見ね たり。 地 黄 煎 いへ る もの は、 地货を 

煎じ 詰た る藥 水に て、 昔 は 今 夏季に 枇杷 葉 を賣 あるく 如く、 郡 地の 村落まで も 地 黄 煎 を 持 

出 商 ひたり けん。 地 黄 煎 町の 地 は、 即ち 地 黄 煎を此 地に て 製造せ しゅ ゑ、 地名に 呼び そめた 

る ものな り VJ いへ り。 按に地 S 煎 どい ふ もの を、 郡 地の 諸 村落な ざへ 資 あるきた る を 停止せ 

られし 事、 改作 所舊 記に 彼是 その 達 書 を 載せたり。 

正月 十日。 初て 火 消 役 を 置く。 

〔政 隣 記〕 

1 、 金澤火^？-之節火涫役孚云事、 正月 十日より 出 來。 

- 0 成 瀬 內藏助 • 玉 井 市 正. 生 駒 內膳. 淺香左 京 a 

二番 葛卷藏 人. 橫山 式部. 堀 與左衞 門. 中 村 惣右衞 門。 

右 一 ヶ月 十五 日 代り 當番 非番 を 定め 相 勤 0 

右 火 消 役 之 事、 前 田 平 太夫. 成 瀨內藏 助 二：？ 卷藏 人. 堀 與左衞 門. 生駒內 膳. 仙 石 庄左衞 門. 寺 西 

若狹•西尾$人•神尾數li^^中村惣右衞門、 此人々 萬 治 三年 之 頃 余 澤町廻 を 兼て 相 勤。 


； 止月廿 五日。 諸 土の 使役す る 下人 給 銀の 率を定 む。 

〔萬 治 己前定 書〕 

役 小者 

一 、 は 十 匁より 九十 目 迄。 但、 江 其 外 他 國詰仕 候 者、 十五 匁 之 坩銀、 江 1^ へ當 坐： S 造 候 者 

五 匁、 京へ 三 匁。 

0 持 

一 、 Si 十 匁 上。 百 目 中。 九十 目 下。 伹、 江 R 其 外 他 國詰仕 候 者 十 匁 之 銀、 江 

へ 當坐歸 遣 候 者 五 匁、 京都へ 者 三 匁。 

馬 捕 

一 、 百 目 上 0 八十 五.^ 中。 七十 目 下。 但、 右同斷 0 

乘物 かき 小者  パ 

一 、 九十 五 匁 上。 八十 目 中。 四十 五 匁 下。 

あらし こ 

一 、 五 拾 目 上。 四十 目 中。 三十 五 匁 下。 
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右 相違 有 間 敷 候。 伹相對 を以、 御定 より 給 銀 少分召 K 儀 者、 可爲 勝手次第 候、 以上。 

萬 治 四 年 正月 廿五 =  公事 場 

〔金澤 古蹟 志〕 

馬 捕 之來歷 

サ 55： 治 三年 七月 家屋敷 立 引 料の 定 書に、 本 座 御 小人、 御 草履 取、 御" ぬ 捕 給 銀 七十 目，. J あり。 右 御 

5^|捕どぃ へる は、 御 仲間 VJ も 呼べり。 藩 公の 召 及び 贷.： is- の 御者な り。 舊藩 中は瑪 奉行の 裁 

許に て、 御 腾の御 仲間 ビ稱 し、 上等の 小者な り。 諸 士の馬 捕 を も 仲間 VJ も別當 VJ も 呼べり 0 

按に諸 士の召 仕へ る 下僕の 次第にても、 馬 捕は鎗 持の 引 次に て、 上等の 小者 也。 藩 公の 下僕 

も、 三十 人 組 小者の 指 次 は 御馬 捕 仲間 小者 也。 ^^捕は1^5^を取极ふゅ.^の名稱にて、 仲間の 名 

はむかし は 中間 ど 書たり けん 0 白山 莊嚴 講中 錄貞治 二 年の 條に、 佛眼坊 の 中間 又次郞 男，. J 見 

ね、 汲 古 北 徵錄に 載せた る暦應 三年 十一月 得 江 九 郞頼員 申 軍 忠狀に 中間 源 四郞、 同 二 年 十二 

月の 軍 忠狀に 中間 左 近 次郞信 忠，. J あり。 此の 外記錄 共に 中間の 名 彼是 見， はたり。 此は 小人の 

上等に て、 若黨 VJ 小者 VJ の 間なる 者 ゆ ゑに、 中間 VJ は 呼び そめた るに や。 また 之 を舍人 VJ い 

へり 0 和訓 菜に 史秦紀 の 註に、 舍人 立覼內 小吏 官名 VJ いふに よれる 成べ し。 大甞會 記に も 織 

の舍人 VJ いひ、 東鑑 にも 御厩の 舍人 V」 見， si. たり VJ あり 0 徒然 草に 姆 尾の 上人 道 を 過 給 ひける 


に、 河に て BJ;? あら ふ をの こあし/^，、」 いひければ、 上人 立，、」 まりて 尋ね 給 ひければ、 府生殿 

の 御； iij に 候 VJ 答へ けり VJ ある も、 馬 捕の 舍人 也，、」 彼 註 書に いへ り。 また 或は 世 入 馬 捕 をば 別 

當 ど呼 ベり。 此 はいに しへ 御牧の 別當 VJ て、 牧監 の稱號 より 移りた る 俗名 也。 牧監は 御牧の 

宫人 にて、 延 w.ii:Tg- 式に、 信 濃. 甲斐 • 上野の 三國は 任 牧監、 武藏國 は 任 別 當，、 J 見ね、 政事 要 

略卷廿 三に 载せ たる 武藏國 司への 官符 に、 立野牧 云々、 即隆孫 藤 原 道行 宛 其 別當な Vj あり 

て、 彼 齋藤別 當實盛 も 越 前國の 生れな りし か v.、 近年 御領に 付けられて 武藏國 長 井に 居住し、 

御牧の 別當ど 成りし ゆ ゑに、 齋藤 別當ど 世に 稱 す，.」 い へ、 り 0 されば 後世 係りの 御者 をば 別 

當ど 呼べる もの は、 甚過當 の僭號 なり VJ いへ り。 

一 一月 廿ー 一日。 肥料に 供す る 鰯を領 外に 賣 出す を 禁ず。 

〔廳？ ^通 裁〕 

諸 沛 に而捕 候而、 こえに 致 候 砂 鯛、 御 分 國之外 他領 他 國へ遣 候 俄 御 停止に 候 ii、  ^許 分 急 度 

可 被 申 渡 候、 以上。 

宽文 元年 二月 廿 二日  御 箕用場 

武部四 郞兵衞 殿 

千秋 彥兵 衞殿 
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前文に は廿 

二日と ぁリ 


〔河 合錄〕 

燥 物他國 出御 制 禁等之 事。 附り、 御領 國中 ffi 廻 之 節 之 取 捌 方。 

一 、 物 者 耕作 第 一 之 品に 而、 自然 不足 仕候而 は、 自ら 作當 りに 成 申 候 故、 改作 方に ぉゐて 

厚世 話 可 致 事 也。 去る に 仍而、 御領 國中 出來 之干驗 等、 他 國出者 前々 御 制禁之 事に 被 成 居候 0 

其 根元 等 末々 少々 略記す。 

諸 浦に 而捕 候而、 こえに 致し 候 砂繊、 御 分 國之外 他 國ね遣 候義御 停止に 候 間、 裁許 分 急 度 

可 被 申 渡 候、 以上。 

寬文 元年 一 一月 廿 一日  御 算用 場 

武部四 郞兵衞 殿 

千 秋 彥兵衞 殿 

一 、 右 申 渡 を 根元 どして、 前々 他 國出不 被 成譯に 成來り 候內、 寬政九 年 詮義之 上、 御領 國に 

而 格別 餘 計干溺 出來、 他 國律出 承 屆候時 者、 三步 半口 錢可取 立 旨 等、 御 算用 場より 談 有之義 

も 有 之 候へ、、，、」 も、 其 後 享和ニ 年 重 而左之 通 申談有 之。 

御領 國に 而出來 ほし か 餘計有 之 候へば、 他 國律出 仍願承 屈、 且» 出 承 屈 候に 付而 者、 三步 

半口 錢取 立候義 等、 去る 巳年 一 統巾觸 候 得 共、 元來郤 而！^ 物之義 者、 一 圓他國 出 不相成 


趣 御定も 有 之 碗、 中古 詮義之 趣 有 之、 承 W 候拫合 もお 之 付、 前段之^巾談^^候へ共、 

遂詮義 候 所、 中古 等 ホ談殺 候 趣 者 不相當 事に 候條、 往古 御定 之通彌 有相途 問敷義 に：^。 仍 

之， M 後 ほし かに 不限、 都而 * 物他國 出 一 圓雖相 成 候條、 被 得 其 意、 末々 心得^ 不仕 « に 

急 度 可 被 申 波 候。 且又 御領 國迴之 分 は、 是迄之 通 各より 改作 奉行へ 相談 有 之、 ^於 手前 被 

承 屈、 縮 方 可 被 申 付 候、 以上。 

戌 五月  御 算用 場 

右 之 通 御 郡 奉行 等へ 一統 申 渡 候に 付爲 承知 申達 候。 以上。 

五月 四日  御 算用 場 

改作 御 奉行 中 

一 、 右 之 通りに 而、 他 國出は 願 出 候へ ざ も 不承 屆譯に 相 成 來り候 所、 天 保 十四 年 諸 浦，》」 も 過 

分に 干繊 出來、 不承 屈て は 獵師共 難 漉 至極いた し 候に 付、 見 計を以 SEW 有 之 候ても 可然 

場へ も 內談を 遂^、 諸 浦より 願 之 分、 時々役所に而指留^^、 程 能 承 屈 候 義も有 之。 翌弘 化： 兀 

年 及 場 達、 以後 一 圓他阈 出 不相成 趣、 場より 觸出有 之。 

一 、 弘化四 年 * 驗大獵 に而、 干麟 過分に 諸 浦 出來に 付、 他國 出願 出 候へ》」 も 不承 W 內、 ： お々 

之 大獵に 付 遂詮義 候 所、 礪波 郡に 而者 何れ 植付 濟迄聞 屈 相 見合 申樣 中間、 彼是 兒 合申內 W 付 
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も相濟 候に 付、 他國出 承屆候 事。 礪波 郡よりも 最早 聞屆； ^之 候 而も 不措支 Sb 申 間る。 

一 、 他國 出願 は、 改作 奉行 閼屈候 上、 御 郡 奉行へ 其 聞屆物 を以願 出、 御 郡 所より 場 達；^ 之 候 

而聞屆 になる 也。 

1 、 干 織 御領 國中 SS 廻し は、 干 鰯 買 人 等より 願書 付 指 出、 何方へ 積 上 H 申 度 どか、 何方 誰. 

候に 付 積 廻し 度，. J 歟願出 候に 付、 改作 所に 而襄 書に 而、 願 之 趣 承 屈 候條、 此 寄付 を以 出 

入御 郡 所，^ 可 相 願 旨 調 渡す。 扣 改作 所へ 取 s^、 右 裏書 物 を 以御郡 所へ 願 出 候 得ば、 出入 御 

郡 所に 而承 屈る 也。 

三月 一 一日。 百姓に 金銀 米穀 を 貸して 利を收 むる を 禁ず。 

〔改作 所舊 記〕 

先年 御 郡 中 開 作に 被 仰 付 候 以後、 百姓に 金銀 米錢等 かし 申 镇堅御 停止 之 所に、 t: 姓に 物、 

並 月 を 延利足 をく はへ 賀 物に 仕な し、 又 者 品 を 替貸置 取 立 候 者お 之 由に 候。 急度可被遂^1开靈 

候 得 共、 此度之 儀 は 御 赦免 被 成 候 間、 取 立 候 分不殘 百姓 共ね 可 相 返。 若 ^し 不申者 有 之 候 者、 

子孫へ いたり 相 聞 候 共、 曲 言に 可 被 仰 付 候。 

一 、 給 人米預 り候藏 宿、 去暮惡 米に 入 替候由 沙汰 有 之 候條、 所々 藏宿 手前 可 被相改 事。 

右 之 通 被 得 其 意、 御郡舉 行中， St 可 被申觸 候、 以上。 


岡 ft 甚七等 

は 算用 場舉 


三月 二日  前 田 七 郞兵衞 

整 田 助 左衞門 

奧 村囚幡 

奥 村河內 

前田對 

京都 伊藤 內 膳 

田 宇 右 衞門殿 

三月 六日。 s:^ 村の 荒 地 • 野 方 及び 下. ne に 桑苗 を植 うべ きを 諭す 

〔改作 所 舊 記〕 

在々 荒 地. 野 方 並 下 畠に 桑苗つ け、 百姓 朥手可 然候條 、十 村 共 見 屈 爲植： ^様に 可 被 巾 渡 候。 0 

檢地舉 行. 御 扶持 人 • 十 村 指 添 遣、 步ズ いたさせ K、 向後 其所檢 地^ 之 候 共、 田 成に 申 付 間 敷 

候 間、 得 其 意、 御 郡 中， £： 可 被申觸 候。  . 

三月 六日  御お 用 場 

武部四 郞兵衞 殿 
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九 二 〇 

千 秋 彥兵衞 殿 

三月 十日。 百姓 地 を 侍 及び 町人に 貸與 する を 許す。 

〔廳事 通 載〕 

最前 申 鯛 候 通、 百姓 地 侍 並 町人に 下し 申 儀、 彌 W 姓 勝手次第に 可 被 申 付 候。 向後 構 無 之 候、 

以上。 

三月 十日  算用 場 

武部四 郞兵衞 殿 

千 秋 彥兵衞 殿 

〔東西 手引〕 

宽文 元年 武家 • 町家へ 相對 おろし 地 勝手次第 VJ 申御觸 あり。 其 後 同 六 年相對 おろし 御 停.： 之 

三月 十三 日。 加 賀石川 郡 倉 月 用水 下の 村民 等、 上流 油 車の 移轉を 命ぜら 

れんと する に對 して 陳情す。 

〔温 故 集錄〕 


御ク 9 水 水 下 w 姓 願書 付寫 

乍 恐 倉 着用 水 下 十三 ケ村之 村々 百姓 共 御 斷申上 候。 

1 、 私共 村々 草 高^ 八 千石餘 御座 候處 に、 耕作 時分 用水た てに 出 候 刻、 十三 ケ 村の 村々 よ 

り 人足 三百 人 程罷 出、 其 外 懐な ど 大分に 持參 仕、 川せ ぎ 仕 候 御 事 0 

一 、 右 用水 通 候內、 牛 右衞門 殿上 地 步數ぼ 二十 ニ步 之處、 金澤 町人 油屋 三人 油 取 をた て 商い n 

仕候處 に、 右 用水 入用 人足、 私共 無 構、 右 油 車 衆 方より 無滯水 下し 可 申 旨、 是跡 私共 方へ 斷 

に 付、 七ケ年 以前より 右 油ぐ る ま 衆 をた のみ、 私共 方より は 用水に 少も 構不. S. 候へ ざ も、 去 

年 迄 用水 少も滯 申義無 御座 候 御 事 ◦ 

一 、 右 牛 右衞門 殿上 地 油 車 所、 今度 取 立申檨 に？」 被 仰 付 由に 御座 候。 油 iaf 立 申 候へ 者、 右 巾 

上る 通 十三 ケ村之 村 々より 用水た て 申 刻 は、 取 わけ 野 作 之 時分に 御座 候へ ども、 人足 共お 速 

罷出 普請 仕 候。 其 上 切々 水な V- 出 申 候へ 者、 其 度々 に 出 用水 口 を 仕な をし 申に 付、 大分 之 

人足. 俵な V 入 申 候 間、 御 じひ を 以右牛 右 衞門殿 屋敷 油ぐ る ま、 立 不申候 様に 被 仰 付 可 被 下 

候。 左様に 御座 候へば、 私共 過分 之た そくに 罷成申 候 間、 御 相談 を以右 油ぐ る ま 居 成に 在 

申 様に 被 仰 付 被 下 候 者、 可奉存 候、 以上。 

萬 治 四 年 三月 十三 日 
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西 念 新 保 村 

南 新 保 村 

北 廣岡村 

下 安江 村 

上 安江 村 

直 江村 

近 岡 村 

tiv^ 極 田 村 

大友村 

割出お 

長 田 村 

二  口村 


九 ニニ 

四 右衞門 印 

九 郞右衞 門 印 

九 郞兵衞 印 

五 郞兵衞 印 

六 郞右衞 門 印 

甚右衞 門 印 

三 郞右衞 門 印 

彌巿郞 印 

太 郞兵衞 印 

與兵衞 印 

助 右衞門 印 

市 郞右衞 門 印 


武 部四郞 兵衞樣 

千 秋 彥 兵衞樣 


右水下^:1姓^,」も申上候通相遠無御座候に付奧書仕上中候、 、以上。 

田 井村 五 兵 衞 判 

淵 上 村 三 郞兵衞 判 

〔温 故 集錄〕 

倉 月 用水 御 常 水 之 由來書 

一 、 倉 月 用水 之 御義、 古來者 御城 火 除 堀. +申 候而、 岩 谷 牛 右衞門 殿上 地 二十 二 步之水 溜 M 

に而 御座 候。 然處私 先祖 與助芋 申 者、 正 保 年中に 舉願 上； S 者、 右火除御堀拜^被^^仰付候は 

右 御 場 之 代りに 川 堀 仕、 御 常 水 相 通し 申 候而、 右川 筋 御堀 之 跡に 油 車 相 建 候而、 油 商？ n 

仕度 SB 與助儀 奉 願 上 候處、 段々 御 詮議 之 上、 右 御 常 水 全く 相 通じ 申 儀 御請 可 上 旨 被 仰 渡攸に 

付、 乍 恐 御 普請 會 所ね、 右 御 常 水 無滯相 通じ 可 申 旨 御請 上 之 ゆ。 則 右水 溜 御堀 之 代りに 川 堀 

替仕、 御 常 水于今 無滯相 通し、 油 車 相 建 油 商寶仕 候。 依而 右水 下 御高 八 千石餘 之處、 御 常 水 

を 用水に 用 ひ 申 候。 然所其 後 七 八ケ年 過て、 又 候 私 車 川下 ，£1、 兩人油 車 相 建 申 度 由に 而、 油 

車 相 建 申 候。 依 而御常 水 川筋に 者、 上下 車 三 兩与申 義御定 之 趣、 御 普請き 所より 被 仰 渡， ナ巾 

事、 前 々より 申 傅に 御座 候。 然る 所 莴治四 年 小 松 御 引越 之 御 家中 武士 方 居 屋敷へ、 私 居 屋敷 

共に 被 仰 渡御 座 候處、 右 御 常 水 水 下 百姓 中より、 油 車 居 成 之 願書 付^ 上申に 付、 段々 於 御せ，〕 
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請 會所古 來之御 詮議 御座 候處、 用水より は、 右 御 常 水 之 義乍恐 於 御上 者 格別 之譯茂 可お 御座 

候に 付、 右水 下 願 之 通、 私油^51.居屋敷共に居成に被爲仰付候0 其上右水下ょり35上5.候願書 

付、 私 先祖， は 拜領被 仰 付： み 候。 右 書付 拜領之 砌被仰 渡 候 者、 以來 何等 之 義に付 彼是， 申義出 

來候節 者、 右拜 領水 下 願書 付 を 指 上申 候 而奉願 候へ 者、 御 普請 御 會所之 古 來之御 帳面 御 しら 

ベ 有 之 上 者、 右^:か水堀格別之譯合も相知可申旨被爲仰渡候^.1.>申傳に御座候。 依 而右拜 領之書 

付、 于今 相傳私 所持 仕 在 申 候。 右川 筋 由 來荒增 申 傅へ 如此 御座 候、 以上。 

年號月 =  牛 右 衞門橋 町 油 M 源 兵 衞 

〔温 故 集錄〕 

右 牛 右 衞門梳 町油屋 源兵衞 書付 は、 草案なるか年號月日^Jぁりて、 其 年 B 未詳な り。 按に元 

祿 三年 火炎 記に 牛 右 衞門橋 町、 同 九 年 地 子 肝 煎 裁許 附 及び 同 十 一 年の 書付に も 牛 右 衞門梳 町 

VJ 記載し たれば、 彼 言上 書 も 元 祿の顷 ならん か。 元祿 以後 は 橋 名 は 牛 右衞門 橋ど稱 すれ、 ヾ」、 

町名 は 油 車 ど 呼べり。 或 云 昔 は金澤 市中に 水車 を 以て 燈油を 製す る三ケ 所に あり。 此 なる 油 

車， こ 後野 川 小 橋の 水車 及び 扉 川下 元 車 ど三ケ 所なる を、 文政 一 一年より 郡 方 松 任 等に て 製造す 

る 事に 成りた るに 依て、 三ケ所 共に 止みたり ど 云。 彼 油屋源 兵衞傳 書に 云、 元祖 は 多 田 五郎 

政晴 VJ 稱し、 攝州多 田 氏の 後裔 也。 後 加 贺國能 美 郡 河 合 村に 住し、 河 合 藤 左 衞門宣 久，. J 改稱 


し、 祿 年 朝倉宗 滴加贺 國へ發 向の ffl 戰 死す。 其 子孫 町人，、】 成、 坪 野 尾 源 兵 衞，、 ) 名乘、 松 

任へ 出で 始て 種汕を 製造す 0 其 子孫 與助 金澤へ 出で 木 倉 町に 居住し、 種油 を 商 だす。 然所正 

保 年中 谷 牛右衞 門の 揚地を 申請、 倉 月 用水 を 取 入れ、 初て 水車 を 建て 稀 油 を i« 造す。 是金 

澤 にて 種油 を 製造す る 起原な り。 夫より 代々 GI 元 を 勤め、 御诚內 Si 役所の 用事 を 承る 雖、 

s« 九 年の 火災 後 此の 地 を 返 去し 竪 町へ 移轉 す，.」。 今 も 子孫 綿して 多 田 源 兵 衞，、 」稱 せり。 

按するに多田のー兀祖源兵衞、石川郡松任に居住し、彼地に於て水^^を以て種油を製せし故に、 

会澤へ 出で、 初て 水車 を 建て 油 を 製した るなる べし。 松 任の 水ポは 早く 寬 永に 起れ り。 三 宅 

邦 か 橘 園 文集に 载 たる 三 宅完典 行狀に 云、 高祖 祐#府 君。 宽永 十五 年 新 卜 宅地。 子孫 顿 之。 

前是： 巴 末 水碓。 君 巧 思 始造水 W 十。 設機 確。 邑尺頼 其 利。 乃椎稱 以市爲 稱號。 ^J。 されば 松 

任の 水車 は、 三 宅が 祖先の 創立す る處 にて、 故に 尾號を 車屋，. J 呼べり 0 金 澤の油 $ なる 水 碓 

も、 彼 を 模擬した る ものなる 事 知るべし。 又顯 川の 上、 は 源 寺 前の；：^ 地なる 川 除の 水 口 を 

油瀨木 VJ 呼べり。 此 用水 をば 支蕃 川， >0 云。 或云此 用水 は、 汕尾源 兵衛の 先祖 初て 油屋を 建に 

る 頃、 倉 月 用水の みに て は 水 不足し、 水勢 弱く 水車 難 立に 付て、 許可の 上、 初て 此 用水 を 5{ 

に 取て、 水勢 を 補へ り。 故に 油瀨 木，. J 呼べり。 S 蕃川 VJ 稱 する も、 源兵衞 川の 呼。 おりなり，. J 

ぞ。 右 等の 傳說 にても、 油 屋源兵 衞は油 車の 創立 人なる 事 著明な り。 
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因みに 云、 三^ 記に、 元 和 二 年の 頃 瀧 與右衞 門 ど 云 者、 石 川. 河北 兩 郡の 裁許 仰 付ら れ、 野 田 

道 右手の 野原に 油木數 十本 植えさせられ、 三つ ■ の 在所に 土藏を 立、 木の 實を取 入、 御城 中 

の 灯油に 用 之 ど 見え、 又 今 金 澤卯娱 山の 下なる 山上 町の 襄 をば、 惣名を 油 木 山 VJ 呼べり。 同 

所光覺 寺い H 享ニ 年の 由 來 書に、 寛 永 十三 年 山上 町 油 木 山の 下にて 寿 地 拜領、 油 木 山 谷 際千步 

餘請 込な ざ载 たり。 此油木 山，、」 云 名 も、 昔 油 木 を 卯 g 山の 尾 崎に 植付 命ぜられ、 依て 其 地 を 

油 木 山 稱す VJ 云へ り。 元 和 年中に 汕木を 所々 に梳 しめられ、 城 中の 燈 油に 用 之 VJ あれば、 

其 は 菜稱油 はなく して、 木の 赏油 をのみ 用 ひしに 依て、 諸方に 油 木 を 植付ら れ たるな らん 

か ◦  、 

三月 十 人 日。 烏の 巢を 破毀すべき こと を 命ず。 

〔改作 所褒 記〕 

からすの すお ろし 候樣 に、 村々 ね 可 申 渡 候。 玉子に 成候而 おろし 尤に 候。 越 中分 者、 御 ill? 見 

之 者猶以 無油斷 見廻、 おろし 候 樣に可 被 申 付 候、 以上。 

三月 十八 日  御 算用 場 

武部四 郞兵衞 殿 

千 秋 彥兵衞 殿 


三月 廿 A 日。 人 持 組の 士に火 5^ の 豫防を 厳に すべき を 令す。 

〔御定 書〕 

今 之 時分 火 之 用心 肝； 乂候 條、 而々 叛遣無 油斷、 町 之 內木戶 又は 尾 敷 之內高 番所な..，、」 仕、 如何 

樣 にも 近所 相談 用心 什候樣 に、 御 小姓. 御 "ii? 廻 其 外 組々， 相觸 候倏、 人持屮 へ も、 下屋敷な ざ 

^被 巾 付 候 樣に可 被仰觸 候、 恐惶 謹言。 

三月 廿 八日  前 田 七 郞兵衞 

征 田 助 左衞門 

炎.^  BJ  ぼ 

奧 村河內 

前田對 to- 

在京 伊藤 內膳 

三月 廿九 日。 行路 病死 人 又は 溺死 人 を 試 斬す る を 禁ず。 

〔御定 書〕 

途中に 行た ふれ 果候 者、 又は 川に 流 死 候 者 有 之 刻、 猥 にため し 物に 仕 候 儀 堅 御 停止に 候 間、 

其 御 心得 被 成、 御 組 中へ 茂 可 被仰觸 候、 以上。 
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、、の 改元 は 

四 H: 廿 五日 

にわりた る 

なり 


萬 治 四 年 三月 廿 九日 

四月 十四日。 河北 潟に 放 養した る鴻の 保護 を 命ず 

〔改作 所葡 記〕 

大鳥， 潟， £1 御 はなし S 候 間、 潟 廻り 之 者 共 折々 見廻、 海へ 出 申 を 見 申 候 者、 潟へ 上 込 候 樣に可 

被 申 渡 候。 若大鳥 見， s: 不申候 か、 又 者 死 居 申 候 者、 案內候 に 可 被 申 付 S 旨、 御 寄 合 所より 

申 來候之 間、 可 被 得 其 意 候、 以上。 

四月 十四日  御 算用 場 

武部四 郞兵衞 殿 

千 秋 彥兵衞 殿 

五月 十一 一日。 在 江戸の 老臣より 改元の 事 ありた る を 報ず。 

〔御定 書〕 

當 節句 諸 大名 衆 御 登城 被 成 候 刻、 御 老中 御 出、 寬 文，. -年號 改元 仕 候 由 被 仰 渡 候條、 右 之 通 御 

國， £1 可 申 遣 旨 御意 候 0 可 有 其 御 心得 候、 恐々 謹言。 

五月 十二  =  橫山 左衞門 

今 枝 民 部 


本 多 安房 殿 

長 九 郞左衞 門 殿 

前 田對： iJiT 殿 

奧村 M 幡殿 

小 幡宫內 殿 

前 田 三 左 衞門殿 

五月 十五 日。 山 本 淸三郞 等 四 人に 改. 作 奉行 を 命じ その 執務に 關 する 心得 

冉を與 ふ。 

〔三百 ニ條 ffi 記〕  ， 

郡 中 御 收納方 免 相 指 引 等、 四 人， に 御 任 置 候 間、 度々 不及 伺、 見 積 次第 算用 場 談合 を 以可相 極。 

若 仕 そこな ひ 有 之 候 者、 其 段 御 捨免可 被 成 候條、 少も あやぶみ 不申、 諸事お 寄 之 通り 急 度 

致 裁許 候 事 ◦ 

一 、 耕作 情 を 出し 候 十 村 共 並 小百姓に は、 褒美 を VJ らせ、 徒者 者 籠 舍或追 出. 人替、 無 遠盧可 

申 付。 但 殺害 人 は 可 相 立 御 耳 事。  、 

1 、 諸 給 人より 不依 何事に、 百姓， に 直に 申 付 間 敷 候 0 又 百姓より 給 人， は 相 斷問敷 候 事 0 
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一 、 御收納 方之義 者、 一 切 郡 奉行に かま はせ 申 間 敷 候。 郡し まり 並 公 • 出入 者、 必跡々 郡 奉 

行 取次、 於 算用 場 相談 可 致指圖 事。 

右 所 被 仰 出 相違 有 間 敷 者 也。 

丑 五月 十五： a  今 枝 

奥 村 

炎 ^ 

0  田 

山 本淸三 郞殿 

, 園 田 左 七 殿 

松原 八 郞左衞 門 殿 

河北 彌左衞 門 殿 

〔藩國 官職 通考〕  / 

改作 舉行 。寬文 元年 山本淸 三郞. 松原 八 郞左衞 a:. 園 田 左 七. 河北 彌左衞 門 四 人命 せらる。 是當 

時へ 連綿 初 也 。其 後 佐 藤 助左衞 門、 同 五 年中 村 助 左衞門 • 毛 利 又 太夫 命 せらる。 元 祿以來 より 

全 十 人 宛 有 之 ど 見， はたり。 


E 部 

因 幡 

河 內 

對 


〔國初 造 文〕 

改作 桐要錄 云、 萬 治 三年 は惡 作。 此年は 秋より 雨天 打！^ て 稲 干 兼る により、 « にて u 姓 手前 

に预り s、 森に 成り 招て 納 申べ し。 それにて 來 春の 出 作手づ かへ なきよ し、 十 合 を 以て 

藏 納春延 あり 0 此年春 出 作手づ かへ も あり や、 納所 迎滯 Qffi 促^し く 申 渡、 漸々 招て 納し 處、 

惡米 あるひ は 米に 水 を 打て はかる 杯 VJ、 御 代官. 給 人 申立 やかましく、  W 又；：：： 姓 は 御代 宵. 給 

人の 米 吟味つ よく、 此上 仕方なく 迷惑 仕よ し訴 出で、 樣々 申 分の 事 « 記 あり。 是 はや 上より 

せり 立の いき ほひぬ け、 十 村 • 御 扶持 人の 心得お こたり、 改作 御 法い さ、 か亂れ G 端なる ベ 

し。 是 によりて 歟宽文 元 年 五月、 改作 奉行 山本淸 三郞. 圓田左 七. 松原 八 郞左衞 門. 河北 彌左 

衞門四 人， 2： 仰 付 候而、 山 本 は 新 川 御 郡 奉行に て、 最前 改作の 御用 專に 勤、 園 田 は 最前 改作に 

御 發起之 頃、 專に 伊藤 內 膳に 附副、 彼 御用 勤た る 様子、 其 餘兩人 も 御代 官等 &前相 勤、 何れ 

も 御 郡 方の 事 功 者 を 御 撰み 見え、 彼 改作 御 法荒增 一通り 仰 付ら れし跡 をば、 補して 樣々 

取 ありし 様子な り 0 其 上 園 田 は、 御藏の 金銀 出入 方 勘定 も 兼帶、 其 外 三人の 內 にも 此 相役 

あり や 知が たし 云々。 

五月 十六 日。 百姓 その 家屋 を賣 却す る を 禁ず。 

〔改作 所舊 記〕 
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在々 百姓家む ざ，. OH たやし 候 儀、 跡々 より 御 停止に 候條、 自然 下に 而相 心得、 左 樣之儀 有 之 

候 者、 可爲 越度 候 間、 被 得 其 意、 御 郡 中， Si 急 度 可 被申觸 候、 以上。 

五月 十六 日  御 算用 場 

千秋 彥兵衞 殿 

村 助 左 衞門殿 

五月 廿 入日。 鴇の 羽 を 所有す る 者に 賣上を 命ず。  - 

〔改作 所舊 記〕 

御 1:3!; 用 場よ h 被 仰 渡 候。 鴇 之 羽 御用 之 33 に 候條、 所持 於 仕 者、 一 ：，づ 切に 上げ 可 申 候。 魚 を 食 

申に 羽 を 落 有 之 候 間、 此通申 付 ひろ はせ 爲上可 申 候 0 則 代 銀 可 被 下 候 旨 候條、 村 きもいり. 孚 

合 頭に 急 度 可 申 付 候。 

五月 廿 八日  千秋 彥兵衞 

村 助 左衞門 

五月 廿 九日。 米價 高直なる を 以て 困窮の 者 あらば 諸士の 養育 使役す ベ き 

を 命ず。 


ふる 匁對と 二 
二の し は 十 
と 割 二百 玉 
4> 合 十 石 匁 
いな 五に 想 


〔"sl 事 通 載〕 

1 、 當年米 高、 下々. 致 迷惑 之 由に 候 間、 難 義に及 者 於 有 之 は、 此 跡如飢 年、 不依 誰々 致 養 

靑 ffi、 譜代 可 召 仕 3H 被 仰 出 候條、 可 被 得 其 意 候、 恐々 謹言。 

S 五月 廿九 H:  前 田 M 

^^田助左衞門 

藤 田 七 郞兵衞 

奧村 因幡 

伊藤 內膳 

御^ 廻 組頭 中 

本年 米價 高直なる を 以て、 諸 士に出 銀の 增徵を 命ず 


〇 


0 


-ハ月 四日 

〔御定 書〕 

御 家中 一 統、 出 銀 を 以於江 戶被下 候 御 扶持、 並 他國御 使に 參候 入用、 去年 以來米 高直に 付大 

形屮 勘、 當 年中 五 百 貫目 計 入 可 申 積 候。 知行 當り 過分 之 出 銀、 何 茂 迷惑 可 仕 被 思 召、 如 W 樣 

にも 御 用捨 可 被 成 候 間、 先 二十 五 匁 懸に可 申 渡 候。 是に 而も 二百 贯目餘 不足に 付、 此 分御納 
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戶銀を 以可被 下 之 3:! 被 仰 出 候 間、 被 得 其 意 可 被申觸 候。 左 候 者 秋 十 匁、 極月 十五 匁 致 出 銀 候 

樣に尤 候。 ^E來年者春秋兩度に可有御取立候、 恐々 謹言。 

六月 四日  .  小 

奥 

奧 


長 

本 


幡宫內 

村河內 

村 因幡 

田對 

九 郞左衞 門 

多 安房 


橫山 右近 殿 

右 之 通自江 被 仰 出 候條、 當年出 銀 九月 晦 n. 十二月 十 H 兩度 に、 御 組 中 御 自分 共 御上げ 可 被 

成 候。 

一 、 自來年 は 三月 晦日. 十月 晦日に、 每年出 鈒候樣 に 御 組 中ね 可 被 仰 渡 候。 則 出 銀 品々 目錄別 

紙 書記 進 之 候。 不及申 候 得 共、 御 定之月 を 越 候 者、 如 跡々 之 利 足懸候 間、 其 御 心得 可 被 成 候。 

重 而は申 觸間鋪 候條、 御 披見 候 者 御名 之 下 可 有 御 判 形 候、 恐惶 謹言。 

ハ月 六日  橫山 右近 


本 多 安房 様 

前田對 liiT 樣 

奧 》4r  i ずに お 

奧村因 幡樣 

橫山左 衞門様 

長 九郞左 衞門樣 入々 御中 

六月 六日。 郡 中の 神社 及び 神職に 關 する 調査 を 命ず。 

〔改作 所舊 記〕 

石 川. 河北 兩郡 之內 村々、 氏神 立 置候宮 所何ケ 所有 之 候 哉、 神主 は 如何様 之 者に 候 哉、 委細 御 

吟味 候而、 帳面 被 記 可 被 指 越 候、 恐々 謹言 0 

六月 六日  橫山 式部 

篠原織 部 

千 秋 彥兵衞 殿 

村 助 左 衞門殿 

右 之 通 寺社 御 奉行 衆より 申來 候條、 宮之 帳面 書付、 神主 記 出 可 申 候。 神主 無 候而、 まつりの 
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時分 祌生 或は 山伏 共 雇 候 者、 其 趣 書 上 可 申 候。 油 斷仕間 敷 候、 以上。 

千秋 衰兵衞 

村 助 左衞門 

七月 朔日。 前 田 綱紀 登營 して 就 國の辭 見す。 

1 、 寬文 元年 辛 六月 廿九 H、 阿部豊後守 殿上 使に 而御暇 被 進。 

〔政 隣 記〕 

昨 朔日御 暇 被 進 候 爲御禮 御 登城 之處、 御前 近 御 召 被 成、 御歸 國候而 緩々，. -御 休息、 御壮 K 等 

可 被 仰 付 旨、 色々 御懇之 上意、 御手 自御 熨斗 鮑 被 進 旨、 御 之 上意に 而、 無比 額 御 仕 合 候。 

其 上 民 部 儀 目 見 被 仰 付、 御 帷子. 單. 御 羽織 拜領 仕、 重 疊忝被 思 召 候 0 追 付 御 入城、 御 御樣 

子 可 被 仰 聞 候 得 共、 先 御 仕 合 之 事、 兩 人より 申 遣、 何 茂 悅候樣 可 仕 旨、 御前 わ 被 召 出 被 仰 渡 

候。 誠以 千秋 萬 歳 目出度 御 大慶 御 同然 候。 未 御 發足御 日限 極 不申候 0 仰 出 次第 早々 御 案內可 

申入 候。 以之外 御用 多、 晝夜曾 而御透 無 御座 候、 恐惶 謹言。 

ヒ月 二：：！  今 枝お 部 

長 九 郞左衞 門 


田 三 左 衞門殿 

橫山左 衞門殿 

奥 村 河內殿 

小 幡宫內 殿 

本 多 安房 殿 

前 田 對馬殿 

奥 村 因幡 殿 

七月 三日。 領 外より 爐を 輸入す る を 禁ず 

〔廳 * 通 載〕 

御 分 國之外 他所より 商 鹽入申 間 

宽文 元年 七月 三日 

岡嶋 五兵 衞殿 

律 田 宇 右 衞門殿 

七月 四日。 農村に て 餅 • 酒 

〔廳事 通 載〕 

加賀藩 史料 第 三 編 寬文 元年 


0 


候。 勿論 御國之 者たり 共、 他所より E は 入 _ 

寄 合 一 


物の 振賣 及び 露店 を 禁ず 


〇 
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在々， Si 餅. 酒. こまもの ふり 責、 並 通 筋に 小屋 を かけ 各 商 K 不致 様に、 御 郡 中へ 急 度 可 被. 5. 付 

？ i^、 以上 0 

七月 四日  御 算用 場 

村 助 左 衞門殿 

千秋 彥兵衞 殿 

七月 六日。 前 田 綱紀 月番の 勤務に 關 して 諭示す。 

广？ 裏 ま 言〕 

覺 

一 、 用 所に 而召出 候 刻、 月番 之 者 先へ 出、 用 之 義可申 聞。 又 下々，^ 申渡義 も、 月番 之 者 可 申 

1 、 月番 之 者 煩 指 合 等 有 之 不參候 節 は、 次 之 番之者 助 可 申 事 0 

一 、 書付. 書狀 等、 其 外 何事に よらす、 ぬり ぁひ不 申、 無遠慮 互に 助 候而、 月番 之 者 情 を 出 可 

相勸者 也。 

： C  (網 紀) 

S 七月 六日  印 

前 田 對馬殿 


奧村 河內殿 

奥 村 W 幡殿 

今 枝 民 部 殿 

七月 八日。 郡 中に て 放鷹す る 者の 姓名 を錄 進せ しむ。 

〔改作 所舊 記〕 

各 裁許 御 郡之內 K 山、 當年 K 打に 被 上 候 御 K 師、 其 外 誰々 に 寄らす 廳 打に 上り 候 もの、 主人 

並^ 打 名字 改、 委細 書付、 早々 書付 指 上旨 可 被 申 渡 候 0 御 急の 御用に 候條、 油斷： ^問 敷.. 吹、 

以上。 

七月 八日  御 算用 場 

千秋 彥兵衞 殿 

村 助 左 衞門殿 

七月 九日。 金 澤城橋 爪 門 内に 於いて 諸士の 使役し 得べき 下人の 數を定 む。 

〔御定 書〕 

三 之 丸 橋 爪 御門より 內， 5： 召 遣 候 人數覺 

1 、 若黨 二人 .ss 箱 一 、 草履 取 一 人、 雨 降 候 刻 は 外から かさ 持 一 人、 但 御用 番之者 柿 箱 二、 右 
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十 人 之 面々 可 召 遣 事。 

1 、 御子 小姓 並 御用 人 は、 若黨 一 人. 揷箱 一 • 草履 取 一 人、 夜中ち やう ちん 持、 雨 降 候 刻 は 

からかさ 持 一 人 可 召 遣 事。 

一 、 右 之 外 誰々 によらす、 若黨 一 人. 草履 取 一 人 可 召 遣 候。 自然 用 所 之 刻 は、 揷箱橋 爪 御 番人 

に 相 斷可相 通 事。 

1 、 所々 御 番人 は、 如 跡々 供 者 可 召 遣 事。 

右 之 通 御 © 城 以後 御 印 を 以可被 仰 出 候 得 共、 其內 相違 無 之 樣に急 度 可 被申觸 候、 以上。 

七月 九日 

七月 十日。 諸士邸 前の 道路 修理 を 命じ 又 犀 川に 於け る 漁撈 を 禁止す。 

〔御定 書〕 

御鷹 野. 御 川 狩、 其 外方々 わ 出御 可 被 成 候 間、 面々 之 屋鋪之 前、 道惡所 直し 掃除 可 仕 候。 將又 

才川 上下 共 魚 取 候 事 御 停止に 候 間、 被 得 其 意、 御 組 中 可 被仰觸 候、 恐々 謹言 0 

七月 十日  * 田 助 左衞門 

前 田 七 郞兵衞 

伊藤 內膳 


奧 村河內 

奧村 因幡 

前 田對： iij 

七月 十四日。 荷 を 犀 川 *淺 野 川の 橋 爪に 繫留 する を 禁止す。 

〔改作 所 ffi 記〕 

才川. 淺 野川梳 爪に、 柴等枝 着 多 立 居候 而、 人道 不成 旨、 內々 御 郡 奉行 迄 町 御 奉行より 依 

斷、 申 付 候 得 共 承引 不仕候 由、 沙汰 之 限に 候 0 何に 不依 IJa- に 着 候 物、 先々 へ資に 行、 橋 爪に 

居留 不申 樣、 急 度 可 申 付 候、 以上 0 

七月 十四日  御^ 用 場 

十 村へ 直觸也 

七月 十九 日。 前 田 綱紀 初て 金澤に 入部す。 

S? 漸得 雑記〕 

七月 八 m 御 發駕、 同 十九 日御當 地， は 御 入城 被 遊 候。 同廿五 H 御 f5、 人 持. 御 小 將頭. 定番 頭. 御 

步 頭. 足輕 頭. 町奉行. 御子 小將. 御 小姓. 儒者/御 醫者. 御茶 堂。 同廿 六日 御癜、 御馬 廻 • 定番. 御 

射手. 御 異風 外. 御鷹 匠 頭. 御 歩行 小頭、 同廿 七日 御禮、 寺社 方. 與カ • 町人。 
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町人 御 鱧 之 次第 

町 年寄 三ケ屋 九 郞兵衞 


同一 

同 

同一 

同一 

同一 

同. 


^幡屋 

正 1: 彌 

せ 向岡屋 

紙 屋 

越前屋 

春田屋 


與三 右衞門 

次 郞右衞 門 

太 郞右衞 門 

武 兵 衞 

喜 右衞門 

太 右衞門 

新 右衞門 


同 紙屋 六 右衞門 同 

同 中屋彥 右衞門 同 

同 紙屋 與兵衞 同 

銀座 越前屋 孫兵衞 同 

淺野屋 左 郞兵衞 同 

同 龜田屋 與  助 同 

同 菓子屋 吉  藏同 

右 御禮錢 五十 疋宛。 


九 四 二 

田井屋 

香林坊 

菊 屋 


平野 屋 

飾 屋 

豆腐 § 


市 兵 衞 

喜 兵 衞 

彥 左衞 門 

彥四郞 

半 助 

右 近 

太 右衞門 


惣 名代 南 町 肝 煎 

1 、 御 人 國爲御 祝、 御 家中 侍 分 面々、 於 加 城 御 振迴被 下、 步 以下 者 米 五斗 宛 被 下 之、 金澤役 

町 同前 ◦ 

一、 就 御 入園 御 家中 御 目 見 申 上、 組頭 以上 御太刀 献上。 其餘御 餞、 物 頭 小々 將 知行 八 百 

石 以上 は W 疋、 五百石 以上 五十 疋、 一 一 百 石 以上 三十 疋、 百 九十 石 以下 並 御 扶持 方 組. 御 廳匠小 

頭/御 步 小頭 ニ十疋 也。 當分爲 御 合力 金銀 被 下 者 並隱居 面々 者、 御 禮錢各 別 也。 且又 物 頭 並 御 


小姓 は 長^^、 御； 迥は八 Kn 石 以上 長^ 着す 0 與 力士 も 御 目 中 上、 知行 不依 高下に 御 錢 

二十 疋也。 

七月 十九 日。 城 中 奥方に 出入す る 者に 關 する 规 程を定 む。 

覺 

一 、 奥方， 出入 仕 もの、 礼 を 以可相 通。 伹 七つ 過 候 は  一切 出入いた さす ましき 事。 

一 、 じ やう 口 t$ 六つう ち 候 は  > -、 急用 等 之 義は今 井指 圖 次第 じ やう を 可 上 事。 

1 、 じ やう 口より 奥ね、 男 之 分 一 切通し 申 間 敷 候。 伹、 人 有 之 一刻 醫者、 其 外 掃除 等 申 付 刻 

者、 松 本 次 郞左衞 門. 長 谷川 大學指 圖を以 可 通。 急用 之 刻 者、 今 井 斷聞屆 可 相 通 事。 

1 、 奥方 火 用心 堅 可 申 付 候。 自然 城 近き 火事 有 之 剥 者、 兩人措 11 次第 女 共 召 連 可罷出 事。 

1 、 今 井に 用 所有 之 もの、 又 者 病人 等 之 刻醫者 於罷通 者、 兩人內 一 人 にても 可 相 通$^0 

ぷ 紀 ノ 

七月 十九 日  印 

じ やう 口 番人 中 

广ー？^裏亲きロ〕 

一 、 出入 仕 もの 礼 を 以可相 通 0 其 外 諸道 具 等 者、 奉行 人 切手 を 以可出 事。 
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一 、 七つ 過 候 者、 一 切 女 之 出入いた す 間 敷 候。 何 VJ ぞ 急用 有 之 刻、 外より は 松 本 次 郞左衞 門. 

長 谷川 大學 手形、 奥方より 出 候 もの は、 奥方 番人 之 斷聞屆 可 相 通 候。 付、 ちかき 火事 等 之 刻 

者、 兩 人指圖 次第 女 共 召 連 可罷出 事。 

1 、 暮 六つ 過 候 はゾ門 をた て、 往還 留可申 候。 伹、 用 所有 之 剥 者、 某 品 聞 屈 通し 可 申 事。 

へ 綱 紀) 

a 七月 十九 日  印 

裏門 番人 中  -、 

七月 十九 日。 月番の 勤務に 關 する 規程 を定 む。 

广 1 も 裏 12a  〕 

覺 

一 、 諸事 用 所、 月番 切 可 致 裁許 事。 

一 、 朝 者 四つに 致 登城、 晚者 八つに 返 出。 伹用 所有 之 時 者 各 別 之 事。 

1 、 兩人充 致 供、 月番 之 者 は 殘可申 事。 

一 、 公事 場. 町奉行. 寺社 舉 行. 會所 • 普請 奉行. 作 事 奉行. 割 場. 下行 割 芋 頭. 物 頭 用 所有 之 刻 

者、 於 城 可 致 相談 事 G 

1 、 諸事 用 所 之義、 最前 如 申 付、 前 田 七 郞兵衞 • 伊藤 內膳. 從田助 左 衞門可 相 達 事 0 


右 之 通 相 途^ 問 敷 者 也。 

ー囊 總》 

S 七月 十九 =  印 

前田對 殿 

奧村 河內殿 

奧村 因幡 殿  . 

今 枝 民 部 殿 

八月 八日。 米穀 を 賣り又 衣類 等を購 ひたる 百姓 あるとき は その 姓名 を 記 

帳せ しむ。 

〔改作 所 ffl 記〕 

如 去年、 在々 當米 引責に 出 候 は、：^、 十 村 紙を以 H 取、 帳面 記 候 様 可 被申觸 候。 

1 、 百姓 衣類 並 酒肴. 菓子、 其 外 何に よらす、 ゑよう 成る 道具 買 候 若、 S 主に 而 かひ 申 姓 之 

村 名 を、 委細 帳面に 記 S 候樣、 是又可 被 申 渡 候、 以上。 

八月 八日  御！^^用場 

千秋 彥兵衞 殿 

村 助 左 衞門殿 
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人 月 十七 日。 老臣の 掌る 政務に 關 して 諭告す。 

广1^1^,^|^1ーー！1」 

覺 

一 、 加增之 事。 

1 、 新 知 之 事。 

一 、 跡目 之 事。 

1 、 知行に て 召 抱候舉 公人 之 事。 

一 、 家中 緣透之 事。 但 三千 石 以上 並 芋 頭. 物 頭 近習 召 仕 之 者 緣邊、 下に 而不申 合、 自然 望 有 之 

者、 月番 之 者 內證承 屈 可 申 聞 事。 

一 、 irh 外. 步並 • かろき 者 共 緣邊、 不及申 聞 承 屆可申 付 事。 

一 、 侍 分 訴訟 之 事。 

1 、 永 暇 を もら ひ 候 者 之 事。  . 

1 、 折檻 申 付 置 候 もの 召 返し 候 事 0 

1 、 侍 分 殺害 申 付 事。 

一 、 r ナ 頭. 物 頭 並 諸 奉行 申 付 事。 


1 、 人 持. 小姓 .H^ 廻 其 外 芋 入 之 事 ◦ 

一 、 渡：： Ig 敷举。 

1 、 公事 理非 落着 申 渡 刻、 式日 一 人 充可參 出 

一 、 一 夜泊 にても 國之內 逗留 仕 暇 之 事 G 

一 、 茶、  =w 道具. かな 物 之 事 0 

一 、 武具 藏 .鰹. 馬、 對 因幡 可 致 裁許 事。 

右 之 外不依 何事、 前 田七郞 兵衞. 伊藤 內膳 .從田 助 左衞門 相談 仕義、 無 遠い， gasil 可仆者 也。 

(《 紀) 

a 八月 十七 日  印 

前 田 對馬殿 

奥 村 河內殿 

奧村 因幡 殿 

今 枝 民 部 殿 

入月廿 一 日。 前 田 綱紀、 奧村 榮淸を 江戸に 遣して 入國 を^ 老に 謝せし む。 

〔政 隣 記〕 

1 筆致 啓上 候 0 其 地彌御 安靜、 公方 樣益 御機嫌 能 被 成 御座 3 曰、 目出度 奉 # 候。 然者拙 子 係、 

加賀藩 史料 第 三 編 寬文 元年  九 四 七 


九 四 八 

今度 始而御 暇 被 下、 其 上 種々 致 拜領、 難 有 仕 合舉存 候。 道中 無 異に 至 國本參 着 申 候 間、 右爲 

御 f3 以奧村 河 內申上 候。 其 元 可 然様 賴人存 候、 恐惶 謹言。 

八月 廿 一日  松 平 加賀守 

酒井讃 岐守樣 

松 平 伊豆守 樣 

阿部 豐後 守樣  ， 

稻葉实 濃守樣 

八月。 金澤に 建築せ る 德川家 光の 靈堂 成り、 前 田 綱紀 初めて 之に 詣づ Q 

〔政 隣 記〕 

1 、 大 M 院 殿御 靈堂、 別當 屋敷 之侧に 去年 五月より 新に 被營 之。 今年 八月 成就。 公 始而御 束 

帶に而 御 參詣。 供奉 之 面々 狩 衣、 其 以下 皆 式 正 之砵、 其 以下 白 丁 を 着す。 右 御 靈堂之 執行 金 

澤宮腰 口 出 雲 寺、 同所 かぎ 取 は 最勝寺 塔 頭玄覺 執行、 安住 寺. 最勝寺 等 加る。 其 外 才川藥 王 

寺 • 卯 辰願疆 寺. 宮腰道 入 寺、 是を御 佛殿之 加 僧.. J 云。 掃除 坊主 は宗 壽坊. 眞 敎坊、 各 天台宗 坊 

主に 而妻帶 也。 

入 月。 新たに 前 田 綱紀に 仕 へたる 深 美 鏠殿助 金澤に 下り 町人 北 村 屋の家 


に M; す o 

〔金澤 古 志〕 

北 村 彥右衞 門 it 

家の 傅 記に 云 (始祖 北 村 彥右衞 門が 父 は彥次 右衞門 稱し 加贺. 越 中の «七黑 谷 北 村 ど 云 所に 

居住せ し處、 父 死後 慶 長の 初 頃金澤 へ 出、 町人，、」 成 下 町に 邸宅 を 卜し、 に 居住す。 利 家 卿 

の 御用 を 承り、 御 目 見 仰 付ら れ、 毎度 御前へ 召させられ 御 懇命 を 蒙り、 町家の 義^ 端 任せら 

る に 付、 萬事掛 引致すべき どの 御 懇命に て、 初て 金澤町 年寄 役の やうに 相 成け る。 利 家 卿 

大坂御 在府の 頃、 御機嫌 伺， こして 町家の 者 二百 人 許 罷越候 事 在 之。 其 節 彥右衞 門 裁許 致し 

登りけ る處、 馬上 御免に て乘 .i^r にて 罷 越たり。 其 節 德川家 康公御 被 成、 利 家 卿へ 御 之 

處、 此者 は金澤 にて 町 之 年寄 役を勸 め、 町家の 事は此 者へ 申 付 處、 能く 智辨 仕る 由 被 仰；，： 

り 0 家 康公御 聞 被 成、 尤に思 召たり けん、 江 戶 表に も 町 年寄 VJ 申 者 をば 申 付 皮、 此者 御所 

可 被 成 VJ の 御 約束に て、 其 後 一;^s- へ 召されけ る 故に、 金澤の 家財 は 舍弟次 郞兵衞 へ讓り 渡し、 

彥右衞 門 は 江 卢へ罷 越、 今に 至り 北 村屋彥 右衞門 名乘、 代々 町 年寄 役勸 たり。 さて 金澤北 

村： Ht: は 三代 彥左衞 門の 時まで 北村屋 VJ 名乘 ける 處、 宽文 元年 深 美 縫 殿 助 をば 綱紀 卿 召 抱ら 

れ、 六月 一 日江戶 表に 於て 家祿 頂戴 致され、 八月 金 へ 下.：^、 當分北村屋逢左衞門家に；^:^ 
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せらる。 此時 北村屋 の 北の 字 は 敗北の 義 にて 不宜、 喜 多の 二字に 改可然 ，こ、 縫 殿 助 被 申に 付、 

喜 多 村 VJ 書 改ど云 々o 

閏入月 五日。 加 賀能美 郡 安宅に て 魚 問屋 以外の 者 魚類 を 買 ふ を 禁ず。 

〔加賀 古文書〕  - 

御請 之 事 

一 、 安宅 浦へ 是以來 负屋並 振 K 之 者、 其外誰々にょらゃ^^商«に罷越、 何负 にても S 只 申 間 敷 

候。 其上餘 浦より， 參申 翁、 當 地に 而賣可 申 分 は 問屋 着に 可 仕 之 旨 被 仰 渡。 其故當 六日より 

御 横目 御 出し 可 被 爲成之 旨、 承屆 畏奉存 候。 若 右 之 通 相 背 申 候 者、 如何 樣共曲 言に 可 被 仰 付 

候。 爲其十 人；， チ 切に、 jSg 屋. 借屋まで 御請 仕上 申 候、 以上。 

寬文 元年 壬 八月 五日 

に ^ 奉 ,ィ ^ 

一 、 是跡は 安宅 浦へ あみの 魚 買に 罷越、 小 松へ 入不 申、 直々 に 方々 へち らし 中に 付、 問屋 迷 

惑 仕 義被聞 召 上、 安宅 浦 魚 買に 參候 義、 直 買 御 留被成 候。 然者 向後 は 魚 問屋 札 を 持、 安宅よ 

り 買 上、 小 松 問屋 前へ 出し 賣買可 仕 候 0 礼 無 之 者 安宅 浦へ 參申間 敷 旨 畏舉存 候。 問屋 前より 

買 請 候 者、 何方 成 共 出し 賣買可 仕 旨、 被 仰 渡 畏奉存 候 0 若 相 背 申 者 御座 候」 h 訴人 御座 候 か、 


御 橫ロ も 被 仰 付 巾 32 御座 候條、 ちらし 申 者 被 聞 召 上 候 者、 曲 首 可 被 仰 付 候。 其^ 少も御 うら. 

み 御座 有 問 敷 候。 爲其後 = 之 判？ S 文 上申 所 如 件。 

宽文 元年 壬 八月 十 g:= 

閏人月 十七 日。 町 醫師の 屋敷 與 奢に 關 する规 程を定 む。 

〔國 雜鈔〕  . 

1 、 百 七十 步  町 醫者並 

右 萬 治 二 年 十 一 月廿五 n 御定 書之內 也。 町 翳 者之內 御屋敷 被 下、 致死 去 候 者： 敷 爲上可 被^ 

候。 其せ がれ、 親不劣 療治 能 仕 候 は、 3、 其 通 申 上、 重而其 屋敷 可 被 下 候。 若 其せ がれ 不心懸 

に而、 极治 K 不仕候 は  > -、 勿論 御屋敷 被 下問 敷 候條、 可 被 得 其 意 候。 町奉行 相談 を以 切々 改 

可 被 申 候、 恐惶 謹言。 

S1 八月 十七：：：  今 枝 K 部 

奥 村 因幡 

奥 村河內 

前田對 K 

®: 田 次 郞左衞 i: 殿 
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拍子 は 離 子 

なり 


近 藤 新 左 衞門殿 

久津見 忠兵衞 殿 

閏入月 十 人 日。 今明日 能 を 演じ 諸士 をして 之 を觀覽 せし む。 次いで 前 田 

綱紀 老臣の 邸に 臨む。  一 

〔政 隣 記〕  一 

一 、 御 入闕御 祝儀 之 御 能 被 仰 付、 大夫は 今赛權 兵衞、 其 外 役者 附等略 之。 闺 八月 十八 日 人 持 .ー 

物 頭、 十九 日 御 小姓. 御馬 廻. 定番. 射手. 異風 等 見物、 但 七月 廿 八日 淡 路守楼 御 振 廻、 御 拍子 一 

被 仰 付、 八月 四日に も 御 拍子 有 之。  一 

一 、 御 入 國爲御 祝儀、 銀 子 千 枚 御 小姓 組 ♦ 御馬 廻 組 • 定番 並 小 松 .is 、ま • 新 庄 射手. 異風. 組 外 之 

內 扶持 方 之 者 十四 人に、 八月 十八 日に 被 下 之、 千 石 以下 白銀 一 枚 宛、 ^石 以下 加州 御藏 米 五 

、ュ f 

一 、 御 入 國爲御 祝儀、 飛 驊守樣 金 澤ね御 來驚。  / 

九月 朔 n 本 多 安房 • 長 九 郞左衞 門。  . 

同 四：：： 橫 山左衞 門。 

同 八日 前 田 對馬。  ： 


になと 紀本 
附以に 入 文 
載 ズ關部 前 
す ： すの 田 
、 る こ 


同 十 n 奥 村 河內. 奧村 因幡. 小幡 宮內. 今 枝 民 部。 

右面々 宅， e 綱 利 公 を * 成 ◦ 其 節 息 共 並 家 ほ 御 目 見 被 仰 付、 御逍 及 時 服 被 下 之。 

〔松で ：4 公 夜話〕 

一 、 相 公 « 初而御 入國之 時分、 兼而御 願に 付而、 信 州 上田， に 御 立 寄 被 遊 候。 越 前 守 殿御 隠居 

道 休 は、 外 曲 輪 之 門 迄 御 迎に御 出、 本膳 並 引 物 等 御 持参、 こ VJ の 外 御馳走に 御座 候。 御供 や 

は 上田の 町に， 滞在、 何 茂 支度 仕、 相 濟中迄 緩々 御 休 被 成 御 立 被遊攸 由、 享保八 年 壬 卯 三月 晦 

日 御意 也。 

九月 十五 日。 他國 に出づ る 少祿の 者 及び 飛脚の 扶持 方 • 路銀 *馬 銀 支給の 

法 等を定 む。 

〔御定 書〕 

知行 五十石より 下 並 切 米 取、 他國 御供 替番爲 詰 人罷越 者、 馬 銀 被 下覺。 

1、 一人に 一疋 步小々 將. 御 料理人. 算用 者. 坊主頭 ◦ 

1、 二人に 一疋 御鷹 匠/御 步 行. 御 菓子屋. 壁 塗. 穴 生. 塗師. 檢 物師. 切 米 取 大工。 

一、 六 人に 一疋 裁領之 者. 御鐡炮 者. 御 弓 者. 板前 之 者. 掃除 坊主 .餌 招. 御 扶持 方 取之大 

Ho 
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一、 八 人に 一疋 本 座 御 小人. 御草质 取。 

一 、十一 人に 一疋 御臺所 小者. 御 長柄 小者。 

一 、 他國替 番爲詰 人相 越 者、 罷歸 もの 共に、 御 荷物 裁許 不仕候 而も 馬 銀 可 被 下 事 0 

一 、 婦除 坊主 御 國之者 江 戶に詰 候 時 者、 御臺 所に 而御賄 被 下、 小 遣 銀 一 日に 二分 五 厘、 衍贷 

一 分充、 外 八講布 一 卷、 木綿 着物 一 つ 可 被 下。 但跡 扶持 は 被 下 間 敷 候。 御國へ §§歸 候 は  御 

臺 所に 而御賄 可 被 下 事 ◦ 

一 、 同 江 引越 之 もの は、 江 御 扶持 方 一 曰に 一 升 五合 充、 御國ね 御供 仕罷越 刻、 御 a 所に 

而御賄 被 下、 江戶跡 扶持 一日に 一 升 充可被 下 事。 

一 、 江 B; より 金澤並 京都ね 常 之 飛脚、 三月より 八月 迄 は 十日、 九月より 明る 二月 迄 者 十二 n、 

路銀 一日に 一 匁 二分 充之 事。 

1、 同 中飛 脚、 三月より 八月 迄 は 七日、 九月より 明る 二月 迄 は 九日、 路銀 十 里に 付 一 匁 六 分 

充之 事。 

1 、 同 早 飛脚、 三月より 八月 迄 は 五日、 九月より 明る 二月 迄 は 六日 二 時、 路銀 十 里に 付 二 匁 

五分 充。 但御 荷物 持 參之時 者、 中飛 脚に 而早 飛脚に 成 候。 

一 、 金澤 より 京， 常 之 飛脚、 三月より 八月 迄 は 五日、 九月より 明 KH 一月 迄 は 六日、 路銀 一 日 


と 六 甲. 三 二八 It よ 中澤ょ 他 

ォ：) 分に B き 月 刀 三り 飛 よれの 
り 充付路 迄よ 11 八 脚 リば文 
0 之 一 銀 四り 三月 二 京 、：ぉ 
事 匁 十日 明 U ふ: 迄 月へ 金に 


に 一 匁 二分 充之事 。 

一 、 同 早 飛脚、 三月より 八月 迄 は 二日 三時、 九月より 明る 二月 迄 は 三 n、 路銀 十 里に 付 二 匁 

五分 充之 J^。 

1、 余澤 より 越 中 境， 早 飛脚、 三月より 八月 迄 は 一 日 三時、 九月より 明る 二月 迄 者 一 日 五 時、 

路銀 十 里に 付 二 匁充之 事。 

一 、 早 飛脚 若！！ 參候 はゾ、 其 品に より 路銀 之內 おさへ、 御定之 n 數ょり はやく 參若候 は 御 

褒美 可 被 下 事。 

一 、 常 之 飛脚. 中飛 脚 御定之 日限より はやく 參着仕 候 而も、 御定 之：：： 數 Si 路銀 可 被 下。 迎參 

候 は 路銀 之內 おさ へ 可 申 候。 但不 叶斷有 之ば 各 別 之 事。 

一 、 殺害 被 仰 付 候 もの 受取 候 御給 米. 御給 銀 不殘可 被 下 候。 被放御扶持候^^御$g米ぉ被下分、 

八月 迄 は 日 算用 を以取 返し、 九月より 末 は 皆 可 被 下 事。 


に， 


身より 御 暇. S. 上 もの は、 御給 米 • 御給 銀 日 算用 を 以可爲 致 返上 車 ◦ 


一 、 病死 仕 候 もの、 並 此方より 暇 を 遣 候 もの 御 扶持 方 者、 其：：： より 取 上、 御 $s 米 受取 候 分 は 

皆 可 被 下。 但御 扶持 方 迄 被 下 もの は、 切 米 同前 之 事。 

1 、 箭 4：： 人 者、 其 日より 御 扶持 方 御給 米 をお さへ、 籠 賄 は 公義より 可 被 仰 付 候。 被 成 御 赦免 
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如 跡々 於 被 召 仕 者、 籠 舍仕內 之 飯米 引、 殘分可 被 下 事。 

1 、 御 下行 取 御 知行 拜領仕 候 は、 S 、御 切 米 • 御 扶持 方 其 年 之 物 成 を 以可退 上、 至 翌年 御藏 返に 

而被下 候 は  > -、 其 內を以 可 返上 事 0 

一、 秋 田. 酒 田. 津輕. 野 代. 十三 • 沼 垂. 延澤. 西國. 松 前. 越 前へ 御調 物 御用に 被 遣 もの、 於 彼 

地裁 許 能 仕 候 はゾ、 寄 合 所より 被 下 銀、 指圖 次第 可 相 渡 事。 

右 御定之 通、 無 相 遠 様 可 有 裁許 者 也。 

一 、 江戸 詰 人並 御 使 人、 御 暇 被 下 候 以後、 自分 逗留 仕 分 者、 御 扶持 方 相 渡 間 敷 候。 御 暇 被 下 

候 翌日より、 道中 之 日限に 可窮 事。 

一 、 料 知に 御 扶持 方 代 並 路銀 .lii^ 銀 可 被 下 候。 但料 知に 出 銀 被 下 間 敷 事。 

一、 御國 11^ より 一里 にても 他國路 へ參、 一宿 仕 候 は、 S 他國並 路銀 可 被 下 候。 一宿 不仕候 は、. - 

御國並 之駄赁 • 宿賃 可 相 渡 事。 

一 、 他國御 使に， 罷越 時、 一 日之內 舟路. 陸路 有 之 所、 其 者 之 指 出 次第 相 極、 路銀. 御 扶持 方 代 

者 上 之 方へ 付、 運賃 は證文 次第、 駄賃 者 道程に 應 割符 可 仕事 G 

1 、 侍 分 他 國御定 之 日限 無 之 所々， は罷越 刻、 江 京 御定之 日限 道程 見合、 半日より 內は引 

拾、 半日より 上 者 一 n に 可 立 事。 


一 、 江 tr^ わ 中 仙 道 罷越者 路鈒. 駄賃 銀、 大正 持より 關 ケ原迄 は 京都， に 之圖、 關 ケ^より 信 州 

追分お-者 柬 海道 之圆、 追分より 下 通 之 圖を以 可？ S 之 事。 

宽文 元年 九月 十五 日 

九月 レ 入日。 前 田 綱紀 小 松 城に 至り 一 一 4> 日 金 澤に歸 る。 

〔政 隣 記〕 

一 、 九 2：: 十八 n 小 松 城， 被爲 入、 同 廿日に 御歸 城。 

十月 A 日。 藩侯 不在の 間に 於け る 城 中の 规程 を定 む。 

〔御定 書〕 

留守 巾 城 中之定  Z 

一 、 城 中 所々 番人 無 慢怠可 相 勤。 自然 替 時分、 相 番人 遲參候 者、 人 持番， 斷得 差圖可 歸。 

附、 泊 番之者 七 時に 替可申 候。 夜に 入 番所 受取 渡 仕 間 敷 事 ◦ 

一 、 夜 四つに 所々 番人 臥 入 可 申 候。 宿より 葉 子. 酒な ざ 取 寄 給候義 停止 之 事 ◦ 

1 、 用 所有 之 登城 仕 面々、 並 番人 供 之 人數、 在 城 定之通 可 相 守 事。 

一 、 火事 之 節 召 迚候供 之 人數、 別紙 定之通 相違 有 間 敷 事。 

一 、 自然 於 城中喧 « 等 仕出 刻、 番 切に 可 致 裁許。 但、 様子に より 隣 之 番人 者 可 出合、 組頭 罷 
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是月 は大盡 

なり 


出 落着 可 申 付 5^0 

一 、 破損 修理 等 申 付 刻、 職人 並 普請 之 者、 其 奉行 人 召 is、 群 所， は 斷可爲 致 出入 事。 

一 、 主人 不召述 下々、 番所ね 主人 之 名 を 申 斷可相 通 0 惣而城 中 出入 候 もの、 番人 可 隨改、 違 

背 之 輩 可 爲曲言 事。 

1 、 門 之 あけたて、 朝夕 六 時た るべき 事。 

一 、 城 中より 注進 之義、 其 番所より 小 幡宮內 方. Si 早速 可 申 遣 事。 

右條 々相違 有 間鋪者 也。 

へ^ 

宽文 元年 十月 八日  印 

十月 入日。 前 田 綱紀 金 澤を發 し、 一 一十 五日 江戸に 着す。 

1 、 十月 八日 綱 利 公金 澤御 發駕、 同廿 五日 御着 府 o 今年より 公 越 前 少將光 通. 富 山 侍 從利次 公 

VJ 江戶御 交代 也。 

同廿 七日 爲 上使 阿部豊後守 殿御 出、 同廿 八日 御 登城 御 參勤之 御 觼被仰 上 Q 

十月 晦日。 德川家 綱、 前 田 綱紀に 鶴 を 贈る。 

〔ie 川 實紀〕 


十月 晦日 松 平 加贺守 綱紀 はじめ、 御 使して 鶴 給 ふ もの 三人。 

十月。 金澤城 玉泉院 丸の 厩 築造に 着手す。 

〔政 隣 記〕 

1 、 十月より 玉 泉 院殿丸 御厩 御作 事 被 仰 付、 來年 四月 出來 0 

十 一 月 十六 日。 雁 • 鴨 その他の 鳥類 を 切手な くして 領 外に 出す を 禁ず。 

〔改作 所 ffi 記〕 

雁. 鴨 其 外 鳥、 大正 持御關 所、 向後 長屋 七 郞右衞 門 • 里 見 七 左衞門 手形 無 之 候 得 者 不相通 候 間、 

若 上方， 2 被 遣 候 者、 右兩人 切手 被 取 可 遣 候 0 則 此旨御 寄 合 所に 而被仰 渡 候 間、 被 得 其 意、 御 

披見 以後 御名 之 下に 御 判 候 而可被 指 越 候、 以上。 

十 一 月 十六 日  神 尾數馬 

&井ま 力 

千秋 彥兵 衞樣 

十一 一月 廿 四日。 郡 中の 普請に 里子 を 使役す る を 止め 是を 解放せ しむ。 

〔改作 所舊 記〕 
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御 郡 普請 里子 是 己 後 無用に 可 仕 候條、 早速 暇 を 遣 可 被 申 候。 給 銀 者 返 辨成間 敷 候 間、 其 分に 

可 化 候。 右 里子 廻し 足 輕之者 共、 前々 所ね 可 被 相 返 候、 以上。 

十二月 廿 四日  御^ 用 場 

川 除 奉行 六 人 

十二月。 百姓に 命じ 餘暇 ある もの は 雉子 • 山鳥 を 摘へ しむ。 

〔改作 所褒 記〕 

1 、 百姓 共 手 透 有 之 候 者、 如 跡々 雑 子. 山鳥お ひ 賣商仕 候 樣に可 被 申 渡 候、 以上。 

二月  御 算用 場 

千秋 彥兵衞 殿 

是歳。 京都 三條 河原 町に 藩邸 を設 く。 

〔雁凫 新 令〕 

一 、 是歲 京師 三條 河原 町に 宅地 を E 只て 旅舘を 建。 公方 家 朝參舉 供の 時の 爲也。 伊藤 內膳重 正 

奉 之。 吳服所 三 宅庄兵 衞を以 地主， >0 す 0 先 是ニ條 油 小路の 公邸 は廢 之。 小姓. 馬 廻の 兩 組よ 

り、 每歲兩 人 奉行す。 一 人 は 六月、 一 人 は 十月 交代 0 

是歳。 領内の 米榖大 に豐穰 す。 


〔改作 雑 集録〕 

辛 a 宽文 元年 此年 御領 國大 に 豊熟す。 稻 長さ 八 尺^ 德ぉ VJ 云々。 

寬文ニ 年 

正月 十 一 日。 江戸に 於け る 奉公人 出 替に關 する 件 を 令す。 

〔御定 書〕 

1、 二月 二：：！ 以後、 從御國 替人呼 寄 申 內召仕 候 者、 前年 之 給 銀 日 算用に 割、 二割 增銀を 加 可 

相 渡 ◦ 伹 三月より 末 は 可 爲三割 增事。 

1 、 他 國在之 面々、 二月 二日 以後に 而も、 御國 より 替者呼 寄申內 欠落 仕 候 者、 早速 可 被相斷 

候。 過 銀 上申 御定之 事。 

一 、 當 三月 御國ね 罷歸者 は、 御 國ね歸 着 次第、 相 對を以 暇 可 遣 0 然者 二月 二  以後 增銀、 右 

同斷之 

一 、 當 地に 而暇を 遣 もの、 御 家中 之 外 他所ね 爲致 奉公 候 儀、 堅 御 停止 之 事。 

一 、 暇 を 乞 候 はで 不叶 首尾 之 者、 雖及斷 主人 不聞 入、 又は 給 銀 等 非 分 於お 之 は、 其 奉公人よ 
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り 御 横目 迄 可 相 斷事。 

一、 此 二月 二日、 若 黨.鏠 持 • 馬 捕. 小者. 草 M 取 出替候 事、 主人 相 對を以 居 成に 召 K 候 者、 又 

暇 を 出 申 «、 人數 書付 可 被 出 事。 

一 、 御國， は 代人 申 遣、 其 替人參 次第、 入替 御國， は 被 相 返 もの 候 者、 是又 書付 可 被 出 事 0 

. 、 當 地に 而 召？^ 度 者 候ば、 若黨 .a 持 .瑶 捕. 小者. 草履 取 等 品々 窗付可 被 出 候 0 此方より 舉 

公人 見 計 可 申 付 事。 

一 、 下に 而相對 を 以召抱 申 儀 は 不苦候 間、 召 S 候ば 誰 方に 居 申 者 抱 S 候 由、 書付 可 被 出 事 0 

一 、 出御 W ね 相 退 候 はで 不叶者 候 者、 ^^ハ主人吟*をどげ、 私共 方 迄 書付 被 添、 其 舉公ソ 

1  nnt  ノ  /  rt 

可 被 指 越 候 0 委細 ffl 屈、 其 上 を 以可申 付 候 事 0 

右 之 通 御 自分 並 御 組 中へ 可 被 仰 觸候指 出 案 紙 進 之 候、 以上。 

臺月十 _ 曰  加 蟹 八 郞右衞 門 

中 川 八 郞右衞 門 

久世平 助 

關屋 新兵 衞 

正月 十三 日。 防火 • 乘舆 • 辻 立 • 門 立 等の こと を 令す。 


〔御定 書〕 

1^^先風吹、 火 之 用心 之 時分に « 問、 如 去年 而々 手前 火 用心 之 儀不及 申、 勝手次第 火 之 番所、 

又は 厘 敷 廻 夜番に 而茂 出、 無 油 斷氣遣 仕 候 様 可 被相觸 候。 

1 、 御 組 之 內他國 5H 守 方へ、 火事 之 節 見廻 之 面々 有 之 候 者、 書付 被 出 候 « 可 被 成 候。 

一 、 與カ並 又 家中 之 者、 乘物御 赦免 之 者、 こも 懸乘 物に 而 御座 候。 

1 、 不依 上下、 辻 立. 門 立 無用 之. S 可 被 仰觸候 ◦ 勿論 跡々 より 被 仰 出 候 御法度 品々 無 相 a 樣、 

年中 兩皮宛 御 觸可被 成 候 得 共、 爲念申 上 候 0 御 橫目茂 出 申 候 問、 其 心 可 被 成 候、 恐惶謹 

a 文 二 正月 十三 日  中 川 八 郞右衞 門 

^ 田 源 右衞門 

玉 井 市 正 

正月 十七 日。 本年 田地 割 を 行 はざる べき を 令す。 

〔改作 所傳 記〕 

當年野 早に 在 之 候條、 田地 割不 致、 耕作 情 を 出 候樣、 芋 中へ 可 申 渡 候。 田地 割いた させす 候 

はで 不叶所 は、 承 屈 此方， 可相斷 候、 以上。 

正月 十七 日  圓田左 七 
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松 • 似 八 郞左衞 門 

河 北 彌左衞 門 

山 本 淸三郞 

十材中 

一 一月 六日。 往還 筋 道路の 修理 方法 を 改めし む。 

〔改作 所 S 記〕 

往還 筋道 作り 申 儀、 是跡之 刻 は、 追く り 遠 境へ 參作候 間、 村々 之 者 費 ど 言、 致 迷惑 候條、 十 

村 中 致 相談、 少报得 有 之 候 共、 一 14. 切定 銀に 仕、 宿 村 は 其 所 之 者に 割符 爲作 申樣 に、 割符 可 

仕 候 0 爲其申 造 候、 以上。 

二月 六日  千秋 彥兵衞 

石 川 郡 九 人の 十 村 中 

一 一月 八日。 出替 以後 奉公人 を 宿泊せ しむる 者 は 日 割 を 以て 給 銀 を 減ぜし 

む 0 

〔御定 書〕 

當月出 替 奉 1$ 人、 馬 捕. 鏈持. 役人. 小者. 草履 取. あらし こ、 去年 如申觸 候、 自今 以後 毎年 二月 


借 は 贷なリ 一 廿 n 過、 出替舉 公人に 宿 借 候 者 於お 之 は、 御定給 銀之內 =： 割を以 引落、 殘分相 波 可. &候。 則 

御 n 付 衆へ も 申 渡 候條、 自然 違背 之 者 於 有 之 者、 急 度 曲 言に 可 被 仰 付 候。 右 之 通 御 組 中 並 御 

家來 下々 迄 可 被仰觸 候、 恐惶 謹言。 

二月 八日  橫山 右近 

菊 地大學 

本 多 安房 樣 

奧村河 內樣 

奧村因 幡樣 

長 九郞左 衞門樣 

橫山左 衞門樣  一 

-ー 

前 田 對馬樣 留守居  に- 

1 一月 十四日。 小 松 町に 鹽 問屋 五 人 を 置く こと を 令す。 

〔小 松與 記〕 

小 松 町中に 鹽 問屋 五 人 立 置、 公儀 鹽買請 代 銀 者 翌月 指 上、 御定之 K 段 之 外に、 S 一俵に 付 二 

分 宛 問！ 1^ 口 錢取爲 寶出可 候 間、 糙成 SK 人 有之候 者、 可 被 仰 付 候條、 早速 申觸可 被&越 候、 
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以上。 

二月 十四日  御 算用 場 

原 ffl 又 右 衞門殿 

右 之 通. S. 來候條 町中 相觸、 望 之 者 會所迄 嘗附出 候 樣可申 渡 候、 以上 0 

二月 十五 日  原 田 又 右衞門 

小 松 町 肝 4 

同地 方ち り 町 肝 煎 中 

S 問 崖 誓紙 前書、 別紙 調 遣 候條、 一 宗者 門跡 裹判有 之 阿 彌陀、 餘宗 者靈社 誓紙 可 被 申 付 候 ◦ 

一 、 今 村 助 太夫 .不 破 八 郞兵衞 方ね、 齷 問屋 仕 候 者 共 之 判鑑造 候而、 取 候 樣可被 致 候、 以 

上。 

四月 十二 日  御 用 場 

原 田 又 右 衞門殿 

敬白 天罰 靈社上 卷起證 文 前書 之 事 

1 、 御鹽ー ヶ月 切に、 御 奉行より 通 を 以而買 請、 所 出し、 代銀翌 十日 以前に 無滯御 

土藏ね 御上 候而、 御 奉行ね 可 相 渡 事。 


一 、 御 iS:; 出 K 段之義 者、 御 定直段 之 外、 鹽 一 俊に 被 下ロ錢 二分 宛、 御 S 藏ょり 私 在所 迄、 

道 Si に 應じ定 り 之駄赁 銀、 直 段に 込 喪拂、 致 指 引 代 銀 上げ 可 申 事。 

一 、 定之銀 少に而 茂、 自分 者 利潤 取 ©. 間 敷 候。 附り、 懐 之 內少茂 さし 取 申 間 敷 候 SJO 

一 、 御 指圖不 請、 他國 他領ね 鹽賣 出し 申 間 敷 候。 勿論 御領 國， 茂、 脇 S 入. &間敷 候 事。 

1 、 御 公儀 御爲惡 敷義、 中間 芋 申 合致 間 敷 候。 自然 左 樣之手 立 仕 問屋 御座 候 者、 見開 次？ S 可 

申 上 候 事。 

右 之 通 於 相 背 者、 忝 茂 左に 申 候 神罰 冥罰 可 相 蒙 所 如 件。 

一 昨： Z 十二  H: 之 御 狀令拜 見 候。 然者 小松醺 問屋 誓紙 前書 被 指 越 候。 一 向宗は 門跡 裏 判 有 之 阿 

彌陀、 餘宗者 靈社可 申 付 由 得 其意存 候。 五 人 共に 餘宗は 無 御座 候。 一向 宗に而 御座 候。 .：H^ 判 

有 之 阿 彌陀、 五 人 義に而 相 調 候 義者難 成 由に 御座 候。 第 一 當地何 茂 一 向宗 故、 中々 H 人 無 御 

座 由に 候。 跡々 より 町會 所に、 五日 之 門跡 之 裏 判 有 之 あみだ 御座 候而、 愛 元に 而 一 向 宗之誓 

紙爲 仕、 其襄に 血判 爲致申 候 之條、 其 阿 彌陀に 前書 を 繼爲致 判 可 中 哉、 爲御 相談 以書狀 巾 上 

候。 御 報に 可 被 仰 聞 候。 前書 あみだ 繼申義 に 候 得 者、 其， は 進 K 候 義者罷 成 間 敷 与存 候。 町々" 

所に S ^可. a. 候、 恐惶 謹言。 

四月 十四日  1^ 田 又 右衞門 
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御 算用 場 

々直 段之義 は、 何程に 被 仰 付 候 哉 0 左 樣之義 茂 具に 御 報 可 被 仰 聞 候 0 可 中波 候。 誓紙 判 本 

之義 者、 我等 見 屆可申 候、 以上。 

一 、 他國 他領ね S 寶 出し 申 間 敷 候。 勿論 脇 躐入申 間 敷 之 事。 

一 、 御 SSE 屋當 町に 五 人 被 仰 付、 問屋より 薩賣に 札 出 候 間、 濱 方より 驢 W 候 共、 札 無 之 候 者 

一 切 買 申 間 敷 候 事。 

一 、 棚寶 賣 共に、 問屋 鹽買 置、 脇 鹽を買 交 H 仕 間 敷 候。 年 內如申 渡、 當 正月より 脇 irs 只矿 

義御 停止 こ 候 0 刚賣. 振 賣之者 手 合に て改、 問屋ね 遣、 爲致 誓紙、 膳 K 請 札 を 取 費 可 申 候 事 0 

右 之 通 於 相 背 者、 急 度 可 行 曲事 候條、 裏 家. 借家 迄 入念 爲申 聞、 御請 上 可 申 也。 

宽文ニ 年 四月 十七 n  原 田 又 右衞門 

小 松 町 肝 煎 中 

同地 方ち り 町 肝 煎 中 

一 一月 十五 日。 金 澤城ー つ 丸の 唐門 造營 用の 栃材を 越中庄 川より 運搬す る 

が爲 役夫 を 出すべき を 命ず。 


〔改作 所 ts 記〕 

金澤ー 一丸 S 門出 * 之爲 御用、 於庄 川原 材木 認、 此方 へ 取 寄 候 付而、 御 奉行 橫山 W 左衞門 .平 

m 彌右衞 門 造 候。 就 其 御 郡 日用 之義、 右兩人 相談に 而滯無 之 樣に可 被 申 付 候。 金 森 長右衞 門. 

S 田 右京. も 申 遣 候、 恐々 謹言 0 

二月 十五 =  小 幡宫內 

千秋 彥兵衞 殿 

1 一月 一 一十 日。 松樹盜 伐の 者を碟 刑に 處 したる こと を 告げれ 百姓の 竹 木 を 

次 皿 まざ るべき を 諭さし む。 

〔改作 所齊 記〕  - 

石 川 郡 瘦村之 者、 松木盜 候致統 取に 付、 張 付に 被 仰 付。 其 外に 野々 市 之 もの 二人、 科 之 依 輕 

重 籠 舍被仰 付、 其 上 過 銀 出 候條、 郡 中 H 姓 共 此通爲 申 聞、 竹 木 伐 盜不申 様に 急 度 可 被 申 付 候、 

以上。 

二月 廿日  御 算用 場 

千秋 彥兵衞 殿 

三月 二十日。 極印な き 松 材の賣 買 を 禁じ、 又 林木の 根 株 を 採り 割 木と し 
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て售ぐ もの を 制止す。 

〔改作 所葡 記〕 

山々 伐 あらし 候に 付、 縮 被 仰 付 御 目 付 出 候 間、 松 長 木 ころ 公儀 極印 無 之 分 は、 賣 S 只に 不 仕樣、 

百姓 中 並 在々 に 有 之 頭 ふり 共に、 急 度 可 被 申 渡 候。 

一 、 山に よりかぶ 木 を 伐、 割 木に いたす 商 賣有之 由に 候。 是又御 停止に 候 間、 可 被 申 渡 候。 

に 無 之 樣縮可 被 致 候、 以上。 

三月 廿日  御 算用 場 

千秋 彥兵衞 殿 

四月 朔日。 日 傭の 賃銀 を定 む。  * 

〔改作 所 ffl 記〕 

覺 

一 、 金澤. 小 松 日用 直 段、 一 人に 付 七 分 五 厘、 但戶 室より 石 釣 候 日用 九分 宛 之 sis^o 

一、 石 川 • 河北 • 能 美 郡村々 に 而遣候 日用、 一 人に 付 七 分 之 事。 

一 、 能 州 • 越 中日 用 一 人に 付 六 分 五 厘 宛。 

右 之 通 可 被 申 付 候。 以來米 直 段 高下 有 之 刻 は、 日用 も 可 有 指 引 者 也。 


本文と M 様 一 

の 令 は 文 

元年 四月 十 

四日に- 1 わ 


四月 朔：： ：  ffi 田 助 右衞門 

伊藤 內膳 

割 場 御 奉行 

四月 一 一日。 河北 i! に 鴻を放 養す るを告 ぐ。 

〔改作 所 記〕 

粟ヶ崎 §1,2 大鳥御 放 被 成 候條、 如 跡々 近鄕 百姓 共に 被 申 付、 外海へ 出 可 申 鉢に 候 は > -、 ® へ 

追 込 候 様に 可 有 御. &渡候 0 若 又 見え 不申候 は  > -、 早速 相斷 候樣、 是又可 有 御中 付 候、 以上。 

四月 二日  御 用 場 

千秋 彥兵衞 殿 

四月 A 日。 賴 母子 講を設 くる を 禁ず。  、 

〔御定 書〕 

賴 母子 銀 向後 無用 之 i£s-。 

右 被 仰 出 候條、 組屮可 被申觸 候。 

宽文ニ 年 四月 八日 
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四月 十日。 百姓に 耕地の 改善 を 諭し、 今後 田地 割 を 行 ひて その 持 高を變 

ずる ことな かる 、/ きを 化 口ぐ。 

〔廳事 通 載〕 

覺 

一 、 Kn 姓 中 面々 持 高、 あせく ろ を も ひろげ、 作 徳取候 様に 可 仕 候。 道 之 分 は 可 指 除 事 0 

1 、 下.：： S に而 耕作 不出來 之 所 は、 桑. 茶， はん. かう す 其 外 木 苗 を植、 た そくに 成 候 樣に可 仕事。 

一 、 何 之 村 も 家 近所 之 田地 之 分 は、 大形 上田に 候 得 者、 手 入 を以、 下田 も 上田に 可成 候條、 

手す ゑの 田帛を も、 常々 情 を 出し 可 申 事。 

右 之 通に 候 得 者、 人々 かひし やう 次第に 付而、 御 算用 場， 致 相談 候處、 向後 田地 割 被 仰 付 間 

敷 旨に 候條、 持 高 無油斷 修理す まし、 情 を 出 候檨に 致、 村 廻. 小百姓 中へ も爲申 聞、 能 合点い 

たさせ 可 申 候、 以上。 

宽文ニ 年 四月 十日  園 田 佐 七 判 

松原 八 郞左衞 門 判 

河 北 彌左衞 門 判 

山 本 淸三郞 判 


石 川 郡 十 村 中 

四月 十一 一日。 諸士の 困難 を 救 はんが 爲に 藩より 借 銀 を 許す。 

u:!:^: 雑錄〕 

此月御 家中の 人々 勝手 助成 VJ して、 御城 銀 を 以拜借 被 仰 付、 fg: 田 內藏助 正 11 规 〈奉行 之、 諸 組 一 

統觸 出。 拜借仕 者 は、 勝手 儉 約の 筋 誓紙 指 上る 也 0 

觸之趣 

御 家中，^ 御 拜借銀 出 申 候 0 就 夫 拜借被 成 度 方 は、 私宅 迄 御 出 可 被 成 候、 樣子之 段 可 申入 候 0 

御 借り 有 間 敷 方 は、 付 礼に 御 斷書候 而可被 指 越 候、 以上。 

s: 月 十二  H  頭  々 

天罰 起請文 前書 之 事  一 

一 、 今度 拜借仕 候 御城 銀 返上 不相 濟內 は、 隨分 勝手 を 詰、 脇 借 銀 仕 間 敷 候。 但、 不叶俄 候 者 

御斷ゅ 人、 御指圖 次第に 可 仕事 0 

一 、 修理 之 外 作 事 什 間 敷 候 0 但、 不叶義 御座 候 は、 3、 御 差 圖を得 普請 可 仕事 0 

一 、 合力 並諸勸 進入 申 間 敷 事。 

1 、 不 入物 E 只、 榮耀 道具 排、 其 外 何に よらす 费成義 仕 間 敷 事^ 
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一 、 振 廻 仕 間 敷 笑 0 伹 時分に 參懸候 者、 常住 之 料理 を 出し 可 申 候。 但、 他 國客は 格別 之 事。 

一 、 親方 分 年頭 見 立 振舞 不苦、 並 祝 義振廻 各 別 之 事。 

一 , 他 國ね之 昔 物不苦 事。 

1 、 御 國に而 者不應 分際 衣類 着 仕 間 敷 事。 

一 、 K 持 申 間 敷 事。 

1 、 借 5snE、 買懸並 八月 晦日 迄 人 用 積り 申 品々、 少も 相途無 御座 事。 

右 之條々 於 相 背、 ^茂  。 

四月 十六 日。 加賀 河北 郡俱利 伽羅より 金澤に 至る 路傍の 家屋 を 修理せ し 

む 0 

〔改作 所舊 記〕 

供 利 伽羅より 金澤 迄、 往還 端 道筋 之 家 かべ 共掼、 其 上 かべ のうら な ざ も か へ し 不申有 之 候條、 

急 度 申 付 ぬらせ 可 申 候。 越 中な ざ 道 通 之 家、 當地之 樣に無 之、 きれいに いたし 候。 當地之 者 

おうちゃくに 有 之よ し、 御 寄 合に 取沙汰 之 旨、 御 算用 場より 被 申 渡 候 間、 左 樣に相 心得 可 申 

i^o 巾渡宾 上に 不致 修理 候 は  > -、 其 身 可 致 籠舍候 間、 此旨可 申 聞 候、 以上。 

四 月 十六 H  千秋 彥兵衞 


二 郞右衞 門 

半 右衞門 

又 右衞門 

源兵衞 

新 右衞門 

四月 十六 日。 領内 及び 領 外の 海上 

む 0 

〔故 新錄〕 

運賃 之御定 一 件 

1 、 越 中 新 川 郡 赤 川より I 

M 律 迄 六 里 

滑 川 迄 八 里 

岩瀨迄 十一 里 

放 生 律 迄 十五 里 

伏 木 迄 十六 里 


米 百 石に 付 

同 


於け る 米穀，， 鹽ー 


石 六 斗 一 合 

石 八 斗 九 升 

一石 四 斗 一 升 五合 

一石 八 斗 七 升 

一石 九 斗 八 升 一 八ロ 
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狹賀 國切 宅吉腰 浦 島 崎 田 g 尾 g 見 
迄 迄 迄 迄 迄 迄 迄 迄 迄 迄 迄 迄 迄 迄 迄 


九 七 六 


十九 里 

二十 七 里 

三 十 里 

三十 四 里 

四十 里 

四十 三 Ef 

六十 九 里 

八十 八 里 

九十 三 里 

九十 五 里 

百 二 里 

Kn 三十 一 里 

百 四十  一 & 


同 

米 百 石に 付 

同 


三 石 三 斗 二 升 六合 

四 石 一 斗 四 升 

四 石 四 斗 八 升 五合 

四 石 八 斗 三 升 

五 石 三 斗 九 升 六合 

五 石 七 斗 四 升 一 合 

六 石 八 升 六合 

六 石 九 斗 

八 石 四 升 五合 

八 石 六 斗 二 升 五合 

同 斷 

九 石 一 斗 九 升 一 合 

同 斷 

十 一 石 四 斗 九 升 五合 

十二 石 七 升 五合 


、 越 屮新： 

滑 川 迄 

岩 瀬 迄 

放 生 迄 

伏 木 迄 

氷 見 迄 

鹿 渡 《 迄 

七 尾 迄 

宇 出 Si 迄 

飯 田 迄 

三 崎 迄 

輪 嶋 迄 

福 M 迄 

宮 腰 迄 

本 吉 迄 


： 郡 魚 より。 

1 1 里 


五 

十 


里 

mil 

頃 


二十 一里 

二十 四 里 

1 一十 八 里 

三十 四 里 

三十 七 里 

五十里 

八十 二 里 

八十 七 里 


六 


米 KC 石に 付 

同 


1 石 一 斗 四 升 五合 

一 石 四 斗 九 升 

二 石 七 升 

二 石 一斗 八 升 

二 石 六 斗 三 升 六合 

三 石！！ 斗 五 升 

三 石 七 斗 九 升 五合 

四 石 二 斗 五 升 

四 石 八 斗 三 升 

五 石 一斗 七 升 五合 

五 石 八 斗 六 升 五合 

六 石 四 斗 三 升 一 合 

七 石 四 斗 六 升 六合 

八 石 四 升 五合 
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九 七 七 


安 宅 迄 

堀 切 迄 

三 國 迄 

敦 賀 迄 

若 狹 迄 

、 越 中 新〕 

岩 瀨 迄 

放 生 a: 迄 

伏 木 迄 

氷 見 迄 

鹿 渡嶋迄 

七 尾 迄 

宇出津 迄 

飯 田 迄 

三 崎 迄 


八十 九 里 

九十 六 里 

里 

百 二十 五 里 

百 三十 五 里 

： 郡 滑 川より 0 

三 里 

七 里 

八 里 

十 一 里 

十九 里 

一 一十一 一里 

一 一十 六 里 

三十 二 里 

三十 五 里 


米 百 石に 付 

米 百 石に 付 

同 


同 斷 

八 石 六 斗 二 升 五合 

八 石 七 斗 三 升 五合 

十 石 九 斗 一 升 六合 

十 一 石 四 斗 九 升 五合 

1 石 三 斗 八 升 

一 石 七 斗 二 升 五合 

1 石 八 斗 九 升 

二 石 四 斗 一 升 五合 

三 石 三 斗 二 升 六合 

三 石 六 斗 一 升 五合 

四 石 一 升 六合 

四 石 五斗 九 升 五合 

四 石 九 斗 四 升 


輪 ね 迄 

福 浦 迄 

宮 腰 迄 

本 吉 迄 

安 宅 迄 

0 切 迄 

三 國 迄 

敦 贺 迄 

卜お 狹 迄 


四十 八 里 

六十 一里 

八十 里 

八十 五 里 

八十 七 里 

九十 四 里 

九十 八 里 

百 一 一十三 里 

百 三十 三 里 


、 越中婦 ft 郡 岩 瀬より ◦ 


放 生 渾 迄 

伏 木 迄 

氷 見 迄 


七 足 迄 


四 里 

八 里 

十 六 里 

十九 里 


同 

米 百 石に 付 

同 


五 石 八 斗 六 升 五合 

六 石 三 斗 二 升 

七 石 四 斗 六 升 六合 

八 石 四 升 五合 

同 斷 

八 石 六 斗 二 升 五合 

八 石 七 斗 三 升 五合 

十 石 九 斗 一 升 六合 

十 一 石 四 斗 九 升 五合 

一 石 四 斗 三 升 五合 

一 石 四 斗 九 升 

一 石 八 斗 九 升 

二 石 九 斗 八 升 一 合 

三 石 三 斗 二 升 六合 


加？ 1 藩 史料 第三 編 寬文ニ 年 


九 
七 
九 


九 八 〇 


宇 出 律 迄 二十 三 里 

飯 田 迄 一 一十 九 里 

三 崎 迄 三十 二 里 

輪 島 迄 四十 五 里 

福 浦 迄 五十八 里 

宮 腰 迄 七十 七 里 

本吉迄 八十 二 里 

安 宅 S 八十 四 里 

堀 切 迄 九十 一里 

三 國 迄 九十 五 里 

敦贺迄 百 二十 里 

若狹迄 百 三十 里 

、 越 中中 郡 放生津 より。 

伏 木 迄 一 里 

氷 見 迄 四 里 


米 百 石に 付 三 石 六 斗 七 升 一 合 

同  四 石 三 斗 六 升 一 合 

同  四 石 五斗 九 升 五合 

同  五 石 七 斗 四 升 一 合 

同  六 石 二 斗 一升 

同  七 石 四 斗 六 升 六合 

同  八 石 四 升 五合 

同  同斷 

同  八 石 三 斗 九 升 

同  八 石 六 斗 二 升 五合 

同  十 石 九 斗 一 升 六合 

同  十 一 石 四 斗 九 升 五合 

米 百 石に 付 一 石 一 斗 四 升 五合 

同  一 石 四 斗 三 升 五合 


鹿 波 * 迄 

七 足 迄 

宇 出 迄 

三 崎 迄 

福 浦 迄 

宫 腰 迄 

本 苦 迄 

安 宅 迄 

堀 切 迄 

三 國 迄 

敦 賀 迄 

若 狹 迄 


十二 里 

十五 里 

十九 里 

二十 八 里 

四十 一 里 

五十 四 里 

七十 三 里 

七十 八 里 

八十 里 

八十 七 里 

九十 一 里 

百 十六， 里 

百 一 一十 六 里 


同 

同 


同 

同一 

同 


二 石 五斗 二 升 五合 

二 石 八 斗 七 升 

三 石 九 斗 五合 

四 石 一 一斗 五 升 

五 石 五斗 二 升 

五 石 九 斗 七 升 五合 

六 石 九 斗 

七 石 四 斗 六 升 六合 

同 斷 

八 石 四 斗 五合 

同 斷 

十 石 三 斗 五 升 

十 石 九 斗 一 升 六合 


、 越 中 氷 見庄伏 木より 

氷 見 迄 三 里 


米 百 石に 付 一 石 三 斗 八 升 


加 1st 史料 第三 編 51^ 文 二 年 


九 

八 


九 八 二 


鹿 波嶋迄 

七 尾 迄 

宇出^ 迄 

飯 田 迄 

三 崎 迄 

輪 島 迄 

福 沛 迄 

宫 腰 迄 

本 吉 迄 

安 宅 迄 

堀 切 迄 

三 國 迄 

S 乞) 


ふま 力 M 

若 狹 迄 

、 越 中 氷 見よ 


十 三 里 

十四 里 

十八 里 

二十 四 里 

一 一十 七 里 

四十 里 

五十 三 里 

七十 二 里 

七十 七 £ 

七十 九 里 

八十 六 里 

九十 里 

百 十五 里 

百 一 一十 五 里 


米 百 石に 付 

同 


二 石 四 斗 一 升 五合 

二 石 七 斗 六 升 

三 石 二 斗 一 升 五合 

三 石 七 斗 九 升 五合 

石 一 斗 四 升 一 

五 石 三 斗 九 升 六合 • 

五 石 九 斗 七 升 五合： 

六 石 九 斗 

七 石 四 斗 六 升 六合 

同 斷  一 

八 石 四 斗 五合 

八 石 一 斗 五 升 六合 i 

十 石 三 斗 五 升 

十 石 九 斗 一 升 六合 一 


鹿. 奴 八 里 同 

七 足 迄 十一 里 同 

宇 出 迄 十五 里 同 

飯 田 迄 二十 一里 同 

三 崎 迄 二十 三 里 同 

輪 嶋 iJl 三十 七 里 同 

0  ffi 迄 五十里 同 

宮 腰 迄 六十 九 里 同 

本 士！ 1 迄 七十 四 里 同 

安 宅 迄 七十 六 里 同 

掘 切 迄 八十 三 里 同 

三 國 迄 八十 七 里 同 

敦 贺 迄 ？ H 一里 同 

若狹迄 H 二十 二 里 同 

、 能 州 應島郡 七 より。 
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一 石 八 斗 九 升 

一 一石 四 斗 一 升 五合 

二 石 八 斗 七 升 

三 石 四 斗 五 升 

三 石 七 斗 九 升 五合 

五 石 一 斗 七 升 五合 • 

五 石 八 斗 六 升 五合 

六 石 九 斗 

七 石 四 斗 六 升 六合 

同 斷 

八 石 四 斗 五合 

八 石 一 斗 五 升 六合 

十 石 三 斗 五 升 

十 石 九 斗 一 升 六合 

九 八 三 


九 八 四 


宇出^ 迄 十 里 

飯 田 迄 十六 里 

三 崎 迄 十九 里 

輪 島 迄 三十 二 里 

福 浦 迄 四十 五 里 

宮腰迄 六十 四 里 

本 吉 迄 六十 九 里 

安 宅 迄 七十 一 里 

堀 切 迄 七十 八 里 

三 國 迄 八十 二 里 

敦賀迄 百 七 里 

若 狹 迄 百 十七 里 

、 能 州 1 至 郡 中 居より。 

宇 出 渾 迄 七 里 

飯 田 迄 十 三 里 


米 百 石に 付 二 石 二 斗 九 升 一 合 

同  二 石 九 斗 八 升 一 合 

同  三 石 三 斗 二 升 六合 

同  四 石 五斗 九 升 五合 

同  五 石 七 斗 四 升 一 合 

同  六 石 五斗 五 升 五合 

同  六 石 九 斗 

同  七 石 一斗 

同  七 石 五斗 九 升 

同  七 石 五斗 三 升 五合 

同  十 石 三 斗 五 升 

問  十 石 九 斗 一 升 六合 

米 巨石に 付 一 石 七 斗 二 升 五合 

同  二 石 六 斗 三 升 六合 


三 崎 迄 

曾々 木 迄 

輪 島 迄 

福 ^ 迄 

高 松 迄 

宫腰迄 

本士 S 迄 

安 宅 迄 

堀 切 迄 

三 國 迄 

敦 賀 迄 

若 狹 迄 


41 し、 

二十 四 里 

二十 九 里 

四十 一 一里 

五十 四 里 

六十 一 里 

六十 六 里 

六十 八 里 

七十 五 里 

七十 九 里 

百 四 里 

百 十四 里 


、 能 州 鳳 至 郡 宇出渾 よ、 

飯 田 迄 六 里 

三 崎 迄 九 S 


同 

米 百 傣に付 

同 


二 石 九 斗 八 升 三 合 

三 石 七 斗 九 升 五合 

W 石 三 斗 六 升 一 合 

五 石 六 斗 三 升 

六 石 三 升 

六 石 三 斗 七 升 五合 

六 石 六 斗 六 升 五合 

六 石 七 斗 七 升 六合 

七 石 三 斗 五 升 五合 

七 石 九 斗 三 升 五合 

九 石 一 斗 九 升 一 合 

九 石 七 斗 七 升 

. 一 石 六 斗 一 合 

Ji 斗 
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九 
八 
五 


九 八 六 


种々 木 迄 十七 里 

輪 迄 二十 二 里 

福 浦 迄 三十 五 里 

高 松 迄 四十 七 里 

宫 腰 迄 五十 四 里 

本 吉 迄 五十 九 里 

安 宅 迄 六十 一 里 

掘 切 迄 六十 八 里 

三 國 迄 七十 二 里 

敦 贺 迄 九十 七 里 

若狹迄 百 七 里 

一 、 能 州 珠洲郡 飯 田より ◦ 

三 崎 迄 三 里 

4:: 々木 迄 十 一 里 

輪 島 迄 十六 里 


米 百 俵に 付 三 石 一 斗 五合 

同  三 石 六 斗 一 升 五合 

同  四 石 九 斗 四 升 

同  五 石 八 斗 六 升 五合 

同  六 石 三 升 

同  六 石 二 斗 六 升 五合 

同  六 石 三 斗 七 升 五合 

同  六 石 七 斗 七 升 六合 

同  七 石 一斗 二 升 一 合 

同  九 石 一 斗 九 升 一 合 

同  九 石 七 斗 七 升 

米 百 俵に 付 一 石 三 斗 九 升 

同  二 石 四 斗 一升 五合 

同  二 石 九 斗 八 升 一 合 


福^ 迄 

高 松 迄 

宮 腰 迄 

本 士  迄 

安 宅 迄 

堀 切 迄 

三 國 迄 

敦 贺 迄 

若 狹 迄 


四十 一 里 

四十 八 里 

五十 三 里 

五十 五 里 

六十 二 里 

六十 六 里 

九十 一 里 

R 一  里 


、 能 州 鳳 至 郡 曾々 木よ、 

輪 島 迄 五 里 


0  0 迄 

高 松 迄 

宮 腰 迄 

本 吉 迄 


十八 里 

三 十 里 

三十 七 里 

四十 一 一里 


-0 


同 

米 百 後に 付 

同 


四 石 三 斗 六 升 一 合 

五 石 五斗 二 升 

五 石 八 斗 六 升 五合 

六 石 三 升 

同 i 

六 石 四 斗 三 升 一 合 

六 石 六 斗 六 升 五合 

九 石 一 斗 九 升 一 合 

九 石 ヒ 斗 七 升 

一 石 四 斗 九 升 

三 石 二 斗 一 升 五合 

四 石 四 斗 八 升 五合 

五 石 一 斗 七 升 五合 

五 石 六 斗 三 升 
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九 

八 
七 


安 宅 迄 四十 四 里 

堀 切 迄 五十 五 里 

三 國 迄 五十 五 里 

敦賀迄 八十 里 

若狹迄 九十 里 

、 能 州 鳳 至 郡 輪 島より 0 

福 浦 迄 十 三 里 

高 松 迄 二十 五 里 

宮腰迄 三十 二 里 

本 吉 迄 三十 七 里 

安 宅 迄 三十 九 里 

堀 切 迄 四十 六 里 

三國迄 五十里 

敦 賀 迄 七十 五 里 

若狹迄 八十 五 里 


米 ぼ 後に 付 五 石 七 斗 四 升 一 合 

同  五 石 九 斗 七 升 五合 

同  六 石 三 升 

同  八 石 四 升 五合 

同  八 石 六 斗 二 升 五合 

米 ぼ 俵に 付 二 石 六 斗 三 升 六合 

同  三 石 九 斗 五合 

同  四 石 六 斗 五 升 

同  五 石 一 斗 七 升 五合 

同  五 石 三 斗 四 升 

同  五 石 七 斗 九 升 六合 

同  五 石 九 斗 二 升 

同  八 石 四 升 五合 

同  八 石 六 斗 二 升 五合 


能 州奧兩 郡御鹽 運賃 之 事 

、 能 州 鳳 至郡內 方 宇出津より 0 

宮腰迄 五十 四 里 鹽巧 俊に 付 運赏銀 

小 松 迄 六十 二 里  同 

、 能 州 鳳 至 郡 外 浦 方 曾々 木より 0 

宫腰迄 三十 七 里 鹽百傣 に 付 運赏銀 

小 松 迄 四十 五 里  同 

、 能 州 羽 咋郡富 木より ◦  . 

宮 腰 迄 二十 一里 

本吉迄 二十 六 里 

安 宅 迄 二十 八 里 

堀 切 迄 三十 五 里 

三 國 迄 三十 九 里 

敦 賀 迄 六十 四 里 

0 狹 迄 七十 四 里 齷百 懐に 付 運賃 銀. 


一 百 俵に 付 運賃 銀 

同 


四十 五 匁 九分 五 厘 

五十 五 匁 二分 

四十 一 一 匁 五分 

五十 一 匁 七 分 五 厘 

三 石 四 斗 五 升 

四 石 一 升 六合 

四 石 一 斗 四 升 

四 石 九 斗 四 升 

二 石 二 斗 八 升 五合 

六 石 九 斗 
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、 能 州 羽 昨 郡 福 浦よ • 


宮 腰 迄 

本 吉 迄 

安 宅 迄 

堀 切 迄 

三 國 迄 

敦 贺 迄 

® 狭 迄 

能 州羽咋 郡： 

宮 腰 迄 

本 吉 迄 

安 宅 迄 

堀 切 迄 

三 國 迄 

敦 お 迄 


十九 里 

一 一十 四 里 

二十 六 里 

三十 三 里 

三十 七 里 

六十 二 里 

七十 二 里 

： 尻より。 

十六 里 

二十 一里 

一 ー4» 三 m 

三 十 里 

三十 四 里 

五十 九 里. 


百 俵に 付 運賃 銀 

同 


同一 

同： 

同 

同一 

同 

同- 

同一 

同 


三 石 四 斗 五 升 

三 石 七 斗 九 升 五合 

四 石 一 升 六合 

四 石 五斗 九 升 五合 

四 石 九 斗 四 升 

六 石 九 斗 

七 石 1! 斗 六 升 六合 

二 石 九 斗 八 升 一 合 

三 石 四 斗 五 升 

三 石 六 斗 七 升 一 合 

四 石 四 斗 八 升 五合 

四 石 八 斗 三 升 

六 石 九 斗 


若 狹 迄 六十 九 里 

、 能 州 羽咋郡 瀧より。 

宮腰迄 十 三 里 


本 吉 迄 

安 宅 迄 

堀 切 迄 

三 國 迄 


十八 里 

二十 里 

二十 七 里 

三十 一 里 


、 能 州 羽牟郡 鹿. おより 


0 


宮 腰 迄 

本 吉 迄 

安 宅 迄 

堀 切 迄 

三 國 迄 


S 迄 


若 狹 迄 


十二 里 

十七 里 

二十 六 里 

三 十 里 

五十里 

六十 五 里 


同 

鹽 百 俵に 付 運賃 銀 

S ぽ 俵に 付 運賃 銀 

间 

S 百 俵に 付 運賃 銀 


七 石 四 斗 六 升 六合 

二 石 七 斗 六 升 

三 石 四 斗 五 升 

三 石 四 斗 五 升 

四 石 一 升 五合 

四 石 四 斗 八 升 五合 

二 石 六 斗 三 升 六合 

三 石 二 斗 一 升 五合 

三 石 四 斗 九 升 

四 石 一 升 六合 

1: 石 四 斗 八 升 五合 

六 石 九 斗 

七 石 四 斗 六 升 六合 
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、 加州 河北 郡 高 松より ◦ 

宮 腰 迄 七 里 


本 吉 迄 

安 宅 迄 

堀 切 迄 

三 國 迄 

敦 賀 迄 

若 狹 迄， 


十二 里 

十四 里 

二十 一里 

一 一十 五 里 

五十里 

六十 里 


、 加州 石 川郡宮 腰より ( 

本 吉 迄 五 里 


安 宅 迄 

堀 切 迄 

三 國 迄 

敦 贺 迄 

若狹迄 


七 里 

十四 里 

十八 里 

四十 三 里 

五十 三 里 


鹽 W 俵に 付 運賃 傲 

间 

鹽百 懐に 付 運賃 銀 

同 


1 石 七 斗 二 升 五合 

二 石 五斗 二 升 五合 

二 石 六 斗 三 升 六合 

三 石 四 斗 五 升 

四 石 一 升 六合 

六 石 三 斗 二 升 

六 石 九 斗 

1 石 四 斗 九 升 

1 石 七 斗 二 升 五合 

二 石 七 斗 六 升 

二 石 九 斗 八 升 一 合 

五 石 七 斗 四 升 一 合 

六 石 三 斗 二 升 


、 加州 石 川 郡 本吉ょ 


0 


安 宅 迄 

掘 切 迄 

三 國 迄 

敦 賀 迄 

若 狹 迄 


里 饉百 俵に 付 運賃 银 


九 里 

十 三 里 

三十 八 里 

四十 八 里 


、 加州 能 美 郡 安宅よ 

堀 切 迄 七 里 

三 國迄 十一 里 

敦 賀 迄 三十 六 里 

若 狹 迄 四十 六 里 

、 加州 江 沼 郡 堀 切より 

三 國迄 四 里 

敦贺迄 二十 九 里 

狹迄 三十 a 


0 


同 

薩 百 俵に 付 運賃 銀 

iWn 俵に 付 運 R 銀 

同 


1 石 一 斗 四 升 五合 

二 石 七 升 

二 石 六 斗 三 升 六合 

五 石 七 斗 四 升 一 合 

六 石 三 斗 二 升 

一 石 七 斗 二 升 五合 

二 石 四 斗 一 升 五合 

五 石 七 斗 四 升 一 合 

六 石 三 斗 二 升 

一 石 三 斗 八 升 

四 石 五斗 九 升 五合 

五 石 一 斗 七 升 五合 
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九九 四 

一 、 右 運 g::; 之 儀 は、 大小 共 御 公儀 人足 懸り、 一 人に 付 三 斗 五 升 持之圖 りに 御 述© 可 相 波 i^o 

一、 末 口 御 材木 之義 は、 本末 1^ 均に して 二 間五寸 角に 直し、 一本に 付 三 斗 五 升 持之圖 り、 人 

足 懸り成 共 御 連 赏可相 渡 事。 

一 、 末 口 寸無之 御 材木、 丈 木. 草 横 板 並 御 植木、 其 外 品々 御 荷物 之 分 は、 右 之 通人 足懸 りに 御 

運賃 可 相 波 事。 

右承應 三年に 三 ケ國浦 方 肝 煎 共、 御 運賃 圆り仕 指 上&候 帳面に、 今度 三 割 八 分 培に 就 被 仰 付、 

帳 而調被 申 候 0 御 材木 SS 出、 送り 之 通に 御 運 fl 被 下。 

寬文ニ 年 四月 十六 n  寺 西 新 七 

御 算用 場 

五月 六日。 地 黃煎を 賣る卷 を 捕縛すべき を豫告 す。 

〔改作 所葡 記〕 

役儀 御 赦免 被 成、 地 黃煎賣 御 停止 被 仰 出候處 に、 頃 あめ どな づけ、 在々 へ も 入 込； 1：：： 申 由に 候。 

其 上酒の 11^^ も 仕 由に 候。 近日 足 輕迥し 爲捕可 申 候 間、 宿々 並に 町 はづれ 百姓 地に 有 之 者 共 

わ、 可 有 御 申 付 候、 以上 0 

五月 六日  御 算用 場 


千秋 彥兵衞 殿 

五月 廿 六日。 御 扶持 人 及び 十 村の 海上に 運漕 業 を 營むを 禁ず。 

〔改作 所 i^z 記〕 

御 代官 被 仰 付 御 扶持 人並 十 村、 外海 船 を 持商資 仕義、 自然 破 损なざ 之、 過分 之 失墜 仕 候 得 

者、 其 者 不愼に 成、 御用に 難 立 候 間、 外海 船 持 不申樣 可 被 申 付 候 。其 外危商 S 不 仕樣 尤に 候、 

以上。 

五月 廿 六日  御 i:^ 用 場 

千秋 彥兵衞 殿 

五月 廿 七日。 侍 町に 於け る 橋梁 修繕の 責任者 を定 む。 

〔御定 書〕 

侍 町方 橋 懸直樣 之 事 

一 、 其 町に 而行 3H 候 分 は、 其 町より 懸 させ 可 申 事。 

一 、 二三 町 先行 留之 所、 又は 先規 より 自分 して 懸 * 候梳 者、 公 より 材木 被 下、 人足 入 川 

. 者 其 往來仕 町より 可 出 事。 

一 、 先行 留無之 往還 之 所 者、 從 公儀 可 被 仰 付 事。 
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九九 六 


0 


右 之 通 向後 可 被 申 付 候、 以上。 

宽文ニ 年 五月 廿 七日 

五月 廿 入日。 喧嘩の 行 はれた る 場合に 處 する 心得 を 令す 

〔御定 書〕 

一 、 最前 被 仰 出 候、 口論 之 刻 御 定書御 印 之 物、 彌可相 守 事。 

一 、 . ^-嚷 之 場 は不及 申、 宿々，^ 引取 共、 落着 無 之 内 は 喧嘩 之 場 同前に 候 間、 見廻 候 儀 無用に 

候。 但不叶 仕 合 候 者、 与 頭 並御橫 目へ 斷可受 指圖事 0 附、 荷々 に而 咭"嚷 之 刻、 5}o 尾に より^ 一 

之 者 者 出合、 肝 煎 可 申 事。 

一 、 若 往還に 而喧啼 有 之 刻、 行 懸候者 見物 停止 之 事。 

右 之 趣 急 俊對^ 殿 年中ね 可相觸 候、 以上。  _ 

五月 廿 八日  &i 


今 

、 

ん 


左衞門 

民 部 

H 幡 

宮 內 

河 內 


長 九 郞左衞 門 

本 安房 

前田對 BiJ 殿 

留守居 

五月。 京都と 金澤 との 間に 爲替 銀の 取組 を 開始す。 

〔政 隣 記〕 

一 、 五月 京 郡. 金 澤爲替 銀 可 仕 St 被 仰 波、 金澤 支配人 堤 町： 張屋 久右衞 門。 

六月 九日。 前 令に より 踊、 相撲 及び 花火 を 禁止す。 

〔改作 所蕩 記〕 

I  、踊 一、 相撲 一、 花火 

右 跡々 被 仰 出 候 通、 町 外. 野. 在々 迄 堅 御 停止 候。 彌相途 無 之 様、 御邵 中ね 急 度 可 被中觸 候、 

以上。 

六月 九： n  御 竹^- 用 場 

千秋 彥兵衞 殿 

六月 十日。 十 村 手代の 百姓に 非 分 を巾懣 くる を 禁じ、 手代 及び 村 肝 煎よ 
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九九 八 

り 誓詞 を徵 す。 

〔改作 所舊 記〕 

1 、 十 村 手代 共、 收納 時分に 百姓へ 非 分 申懸、 並 手 廻な ざ 仕樣に 相 聞へ 候。 S 一成 俄 しれ 申 候 

者、 急 度 吟味.^】 げ、 其 者 は不及 申、 十 村 可 爲曲言 候 0 且は其 身の ために 候條、 兼而 手代 共 手 

前 能 可致吟 * 候。 百姓 口な V- も かげ 聞 可 仕 候 事。 

一 、 收納 時分に 御 横目 遣し、 与 風 斗 升 改可申 事。 

右 之 通 十 村 共に 急 度 御 申 付 候 は > -、 書付 取 可 被， &候、 以上 リ 

六月 十日  御 算用 場 

千秋 彥兵衞 殿 

〔改作 所舊 記〕 

一 、 御 公儀 様 御た めへ 對し、 惡敷儀 御 郡 中に 御座 候ば、 見聞 次第に 其 十 村 並 御 扶持 人 迄 可 申 

斷候 事。 

一 、 私共 御 郡 中 百姓， は 對し非 分 申懸、 依怙 ひいき 成 儀 少も仕 間 敷 候 御 事。 

1 、 御 郡 百姓 中に 觼儀禮 物す. -め、 たのもし 一 粒 も 請 申 間 敷 候。 若 何物に 而も 持 參仕者 御座 

候 者、 當 座に 其 十 村 迄 可 申 斷御事 0 


一 、 fll 姓 逆 判の 中ね 加り、 銀 米少. ^借用 仕 間 敷 御 事。 

一 、 御 公儀 a 上り 銀 * 當座之 用に、 自分 VJ して 取 遣 申 問 敷 候。 並 わきへ 御 公儀 樣 上り 銀 米 取 

替申間 敷 御 事。 

一 、 爲 御用 在々 へ 罷出候 時、 百姓 方より 賄 之 儀、 如 跡々 是 以來少 もた ベ 申 間 敷 候 0 若た べ不 

申 候 而不叶 時 は、 食 代 銀 相 渡、 切手 取 可 申 御 事。 

一 、 在々 より 金澤 町へ たき 木 以下 持 出 申 者、 時々 之 相場より やすく R 申 間 敷 御 事。 

一 、 私共 在々 ね 罷出候 刻、 如 跡々 til に 少も乘 申 間 敷 候。 若 煩 並 あやまち 仕、 -ill に 乘不申 候 は 

で 不叶時 は、 如御定 駄賃 銀 相 渡、 切手 取 可 申 候 御 事。 

一 、 名代 共 之內、 此 誓紙 を 違背 仕 者 御座 候 者、 當座御 扶持 入 迄 可 申斷御 事。 

一 、 在々 百姓 共より 銀 米 何に 而も かり 申 間 敷 候 0 付り、 在々 に 而下直 段に 物 S 只 申 問 敷 候 御 事 0 

右條々 相 背 申に ぉゐて は、 も  0 

宽文ー 一年 六月  御供田 村 勘四郞 手代 新 右衞門 

(下 略) 

〔改作 方 年中行事 追加〕 

十 村 手代 共 S 詞可申 付 旨、 萬 治 三年 七月 廿 三日. &渡 之、 是を始 り，. J す 0 御藏 方 之 手代 詞 
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1 〇〇〇 

は 宽文ニ 年より 始る。 . 

〔改作 方 年中行事 追加〕 

手代 之 事 

一 、 手代 者 十 村 之 召 仕 所、 其 內場付 手代 *納 手代. 內 手代 与 三等 有り。 

一 、 場 付 手代、 逮邵之 分 者、 郡々 に 二三 人 宛 有 之、 何 郡 手代 V 一 申 名目に 而、 給 銀 御 郡 打 銀よ 

り 出 之、 金澤に 居住、 人別 は 御 郡 奉行 支配に 而、 番代孚 同様 也。 勸方 は^ 番代之 助勢 をな す 

もの 也 0 日々 詰 所に 相 詰、 諸事 御用 相辨 する 也 0 召 抱 候 時 は、 其 御 郡 御 扶持 人より 願 出、 御 

郡. 改作 兩 役所 義 に而、 願 小 紙 裏書に 而聞屆 る。 人別 方等番 代に 同じ 0 

一 、 石 河北 之 場 付 手代 は、 御 扶持 人より 平 十 村 迄 一 人に 一 人 宛 手代 召 抱 候 。依 而何村 何某 

申 名目 也。 勸方等 其 組々 に當 りて 仕事 御用 向 相 勤る 也 0 人別 方 前同樣 也。 召 抱 候 時、 其 組 

十 村に、 廻り 口 御 扶持 人 連名に 而願 出、 聞 屆方も 同前 也。 

一 、 納 手代 是は御 代官 方に 付 召 仕手 代 也。 尤 人別に 一 兩人宛 召 仕 もの 也。 谷 郡 皆 同事 也 0 此 

分 は 名目 を 顧し、 納手代！^-願事も有之、 又 唯 手代 孚申 願に 而召什 候 もの. - 內，^ 、 納方爲 致 も 

有 之牀、 何れ 場 付 之 外 之 もの 故、 十 村より 願 出 候 刻 も、 承 s;^ 候 旨 裏書 §1 顏 いたし 相 渡す- 

1 、 內 手代 者、 十 lis 等 其 宅々 にお ゐて、 諸事 御用 向に 召 仕手 代 也。 尤遠 郡な ざ、 其 御 郡 之 百 


:s 町 宿 本の 

ま V 


姓 子 * 之 內等人 撰 召 仕 候。 尤召抱 候 節、 其 段 及 屈 S 也。 

一 、 石 川. 河北より、 遠 郡 手代 V- も 自ら 遠 ふ 所 あり。 石 川. 河北に 而者、 場 付 手代 を やはり 自 

分 宅に 而も 召 什 也。 遠 郡に 而者場 付 手代 は、 先 は金澤 居住 之 もの、 內 手代 は 御 郡 之 ものに て、 

境界 相 立 居候 也。 

一 、 右手 代 誓紙 も、 定役御 算用 者 見 屈る。 遠 郡等內 手代 は 相談所に おめて 見屆候 

一 、 十 W 並 御 扶持 人手 代 召 抱 候 節 者、 成 請 人 兩人宛 相 極、 誓詞 之義 は、 御 郡 切 相談所. に改 

作 方 下 裁許 御 算用 者 相 廻り 候 時分、 右手 代 召迚、 判元爲 見屆、 諸事 勸«ホ 渡 候。 

〔改作 所 « 記〕 

靈社上 卷起證 文 前書 之 事 

一 、 十 村 並 名代、 其 外 御 代官 下 代 衆、 百姓 中ね 對し非 分 之 儀 申懸候 者、 當 座に 御 扶持 人 衆， に 

御 斷可申 上 候 御 事。  Z 

一 、 十 村 並 名代、 同町 宿、 其 上 御 代官 下 代 衆ね、 禮儀 f:8 物 少茂仕 間 敷 候 御 事 Q 

一 、 十衬並 名代、 其 外 諸事 御 奉行 樣方、 並 御 家禮衆 在々， ゆ 御 出 之 則、 酒 翁 振舞 申 間 敷 候。 若 

食 御く ひ 候 者、 代 銀 請 取、 切手 を 仕 渡し 可 申 候。 萬 一代 銀 御 渡 無 之 候 者、 當 座に 御 扶持 人 衆 

御 斷可申 上 候 御 事。 
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一 、 十 村 並 名代. 御 代官 下 代、 買物 被 仕 候 者、 其 時々 相場に 直 段 相 極、 代銀當 座に 請 取、 切手 

を 仕 渡 可 申 候。 若 押 K 被 仕 候 か、 又は 代 銀 渡し 不被申 候 者、 當 座に 御 扶持 人 衆ね 御 斷可申 上 

候 御 事。 

一 、 十 村 並 名代、 百姓 中， 商が ましき 事 被 仕 候 か、 又は かし 物 手 廻な V- 被 仕 候 者、 早速 御扶 

持 人 衆へ 可 申 上 候 御 事。 

1 、 十 村 並 名代より、 百姓 中， 口す、 め、 たのもし 仕懸候 共、 少も請 合 申 間 敷 候 御 事。 

一 、 十 村 並 名代、 百姓 中， は 借物 之內へ 加り 申 儀 御座 候 共、 同心 仕 間 敷 候 御 事 0 

1 、 百姓 中より 金澤 町， はたき 木 以下 持 出 申 刻、 名代より 押 寶被仕 候 共 M 申 間 敷 候 御 ss^o 

宽文ニ 年  何 村 肝 煎 た れ 

芋 合 頭 た れ 

小 ほ 姓 た れ 

七月 人 日。 百姓の 納税 を^ 濟 せざる 前に 米 縠を賣 る こと を 禁ず。 

〔改作 所葡 記〕 

御藏 入 • 御給 人知 共、 皆濟不 仕內、 米 賣申儀 仕 間 敷 旨、 改作 御 奉行より 在々 申觸候 間、 十 村 指 

紙 無 之 米 K 不申 樣、 如 跡々 宿々 急 度 可 被申觸 候。 則 御 橫目出 申 候、 以上。 


七月 八：：：  御^^-用場 

千秋 彥兵衞 殿 

七月 十日。 御 召 米に 關 する 規程 を定 む。 

〔御定 書〕 

1 、 公儀ね 御 召 米、 其 翌月 御 算用 場より 藏 本へ 人 を 遣、 所々 御 奉行 相談 を以 相改、 藏 {5 縮 巾 

付、 給 人 S 上 候 書付 可 相 返 候。 若 米 不足 於 有 之 者、 被 召 上 候 ffi 段 を以、 代 銀 取 立御納 1^ へ 可 

一 、 二 ヶ月 越 候 者、 不足 米 有 之 候 共、 賣上候 給 人 存間敷 事。 

一 、 若藏衍 火事に 逢 候 共、 俵數 相違 無 之 候 者、 公儀 可 爲御损 事。 

右 被 仰 出 通 可 被 相 守 者 也。 

宽文ニ 年 七月 十日 . 

七月 十日。 給 人の 知行 米 を 預る藏 宿の 所在 を 定め、 その 監視 方に 關 して 

令す。 

〔御定 書〕 

御 家中 諸 給 人知 行米預 S 候藏本 御定之 
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金澤 町中 

城 ケ端町 

S  川 

< ^地あ 

弟 "あ 

祌代 川尻， 


小 松 町 

高 岡 町 

赤 川 

道 下 村 

中 居 村 

堀 松 村. 


鶴來町 

福 光 村 

橫 山 

輪 島 町 

富 木 村 

大島村 


高 松 町 

1^ 出 村 


今 石勸町 

柬 岩 瀬 

负 g: 町 

飯 田 村 

飯 山 

育 1^ キ- 


〇〇 四 

氷 見 町 

水 橋 

七 尾 町 

宇 出 渾 村 

今 溶 

予  ？ 


背々 木 村 

子 浦 村 

羽 喰 村 

一 、 諸 給 人知 行 米 藏宿之 俄、 其 所 之 御舉行 相談 を 以可預 殺 3曰 申觸 候條、 給 人より 斷 次第、 藏 

根 並 請 人 之牀遂 吟味、 肝 煎 を可然 者に 預置候 様に 可 被 致指圖 事。 

一 、 藏宿仕 候 者 預り米 有之內 は、 妻子な ざ 他所 不被 遣樣 に、 常々 十 人 組 急 度 縮 可 被 申 付 事 0 

一 、 向後 藏宿致 引 負 候 者、 藏宿並 請 人、 或は 欠 所 或 殺害 被 仰 付、 不足 米 之 分 十 人 組より 取 立、 

給 人に 可 被 下 候 間、 惡敷藏 宿 者 十 人 組より 遂 吟味、 御 奉行へ 相 斷候樣 に 可 申 渡 事。 

一 、 藏宿預 り 米 を 以手廻 仕 付而、 引 負 出 來之由 申 候 様 之 仕方、 近所 之 者 兼而可 致お 儀 候條、 

早速 御 舉行迄 相 斷候樣 急 度 可 被 申 付 候。 藏 宿共預 米、 惡米替 取 候 様に 取沙汰 有 之 候。 其段藏 

宿爲致 誓紙、 妻子 下人に 茂、 若惡 米に 替取、 其 外 引 負 可 仕 鉢 及 見聞 候 者、 早々 御 舉行迄 申 上 

候 様に、 毎年 夏 中 相 改爲致 誓紙 可 被 置 事。 


右條々 被 仰 出 候 趣 被 得 其^、 裁許 之 所々 度 可 被^ 觸者 也。  . 

寬文ニ 年 七月 十日 

〔政 隣 記〕 

一 、 七月 十 n 御 家中 諸 給 人知 行 所 加 越 能 米 預？^ 藏中之 在々 相定 る。 前記 同斷略 之。 

八月 廿ー 一日。 前 田 利 常の 女富姬 逝去す。  ， 

〔壬 子 集錄〕 天德院 書付 

寬文ニ 年 八月 念 二 

眞照院 殿 光嶽宗 « 大姊。 

〔壬 子 集錄〕 

一 、 眞照院 様： 內の御 年 御 四十 二に て、 八月 廿 二日に て 御 死去、 御 誕生の 月 = ぉ不中 候。 

〔松 雲 公 夜話〕 

. 一 、 右八條 宫智忠 親王の 御簾 中檨 は、 利 常 樣の御 姫様に 而、 即 天德院 様の 御腹 也。 慈 M 院^ 

の 御 妹 也。 天 德院樣 御腹に 而、 御 娘 樣は右 御 ふた 方 樣の外 は 無 御座 候。 右 御簾 中 様に は 御子 

無 之。 智忠 親王 去 以後、 號眞 照院樣 候。 御病氣 に被爲 成、 御 實子も 無 之に 付、 金^, 2 御 引 
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〇〇 六 


仁 は智忠 

の f、" 

湾 泰院は 夭 

isg の 誤 


越 被 成 候 様に V, 一の 御 事に 候 得 共、 穩仁 親王 こどの 外 御 懇意に 被 遊、 かく 其 ま 上 M 都に 被爲 

入 候 樣に御 留被遊 候。 然ざも 御 病 氣之樣 子 も 有 之に 付、 高 田 勘 右 衞門を 御の ぼせ 被 成、 色々 

被 仰 入、 御 下り 被 遊に 相 極り、 勘 右 衞門は 罷歸り 申 候。 ヌ勘右衞門御迎に上京仕5^に候處、 

御^ 氣御差 重り 御 逝去 被 遊 候 旨、 右 御 眞翰被 成 下 候。 同日 拜 聽 仕 候。 

〔政 隣 記〕 

一 、 七月 八條 親王 智忠卿 薨去、 御簾中御富姬君|^^|||^御依痢病に、爲御看病前田-^^太夫を 

被逍、 終に 不治、 八月 廿 二日 於 京都 御 逝去。 任御遗 言に 加州 野 田 山， 御 S 骸を移 葬し、 御 牌 

を 桃 雲 寺に 建 之、 號 眞性院 殿， こ、 御 死骸 之 御 迎岡嶋 兵 庫 也。 中陰 之 御 法事 は 於 天 德院、 九月 

二  =  • 三日 御 執行、 惣 舉行津 田內藏 助、 岡嶋は 京都に 殘り、 諸事 跡 仕 廻歸。 

〔德川 實紀〕 


A 月廿 A H 故 A 條 式部 卿知仁 親王 の 北の方 siliiK" うせら 


聞え ければ、 月次 拜 


贺停廢 あり。 同事に よて、 松1^}.加賀守綱紀 

へ 使 番渡邊 筑後守 正、 御 使して 弔 はせ 給 ふ 0 

八月。 金澤 城の 石垣 を 修築す。 

〔河 瀨雜 記〕 


朁松平 備前守 正 信 御 使し、 松 •  牛 淡 路守利 次 


^=^文ニ壬^八月御城^之大石垣の外惣構崩、 石 IS 修铺 惣舉 行小幡 宮內、 下 裁許-お 瀬 孫 丞，. 北 

川 庄右衞 門。 

〔改作 所 《 記〕 

御城 石垣 御^ 請、 戶室 山より 石 出 候 得 共、 先年 之 石 道より せば く、 三 間 棒 通 兼 候 故、 御 並 

舉行並 御 家中 下：；^ 行 昨日 見 立 遣し、 くい を 爲打置 候 間、 田地に it^ 候 分 早々 御 見せ 可然存 候。 

=^^!§內 一 刻 も 急、 S1 爲作可 申 候。 今日中 見 立 可 被相究 候、 以上。 

八月 十三 日  小 K 宫內 

, 律 田 宇 右 衞門殿 

ぎ. rk  .HI ォ殿  - 

九月 廿 三日。 淸泰院 七 周忌の 法會を 江戶傳 通院に 行 ふ。 

〔德川 實紀〕 

九月 廿 三日 淸泰院 御 方 ，七 年の 法會、 傳 通院に て 松： 牛 加賀守 綱紀 り 行 ふに より、 S 

美 濃 守 正則 御 使し、 香 火 料 銀 二百 枚 給 ふ。 

九月 廿 六日。 前 田 綱紀 就 封の 暇を受 く。 

〔徳川 實紀〕 
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九月 廿六 = 松 1^ 加贺守 綱紀 就 封の 暇 給 ふ 0 

十月 一 一日。 藩侯 歸國の 際 鹿 民 奉迎の 爲 道中に 出で 又は 進物 を 上つ る を 停 

止す。 

〔改作 所舊 記〕 

御 歸國之 刻、 道中， 爲 御迎罷 出、 又は 飛脚 進物 上げ 之 儀、 御 人 指 之 外 堅 御 停止 候 0 御 在國之 

內も 進物 上げ 之 儀、 如 跡々 是又御 停止に 候條、 被 得 其 意、 御邵中 宿々 等 急 度 可 被 申 付 候、 以 

上 0 

十月 二日  御 算用 場 

千秋 彥兵衞 殿 

十月 廿 四日。 淺野 川と 森 下 川との 間 を 藩侯の 鷹 場と 定む。 

〔御定 書〕 

浅 野 川 を 切、 森 下 川 を 切、 往還 之 道 を さか ひ 濱手之 方、 向後 御 底 場に 被 仰 出、 諸 殺生 御 * 止 

被 仰 出 候。 勿論 跡々 御 a 場 者、 古より 之 通 候 間、 其 御 心得 候而 早々 可 有 御申觸 候、 以上 0 

宽文ニ 年 十月 廿 四日 

〔廳率 通 載〕 


一 、 S5 野 川. 森 下 川 之 間、 往還 之 道 切 潟 端 迄、 御 Eil に 被爲成 候に 付、 烏 役. 5^ 文 二 年より 返轉。 

十 一 月 五日。 新 知 及び 加 $F を與 へ られ たる もの 、出 銀 上納 法を定 む。 

〔御定 書〕 

覺 

1 、 新 知 並 御 加增被 下人々 は、 其 年 之 收納仕 候 者、 # 秋 之 出 銀、 0 一  度に 惣 一 統、 月 切に 出 

銀 可 仕事。 

一 、 一 統出銀 仕 以後、 御 知行 被 下 もの は、 年內 中に 出 銀 可 仕。 但及 過 御 知行 被 下 候 者、 至 

于錄も 出 銀 可 仕事 

一 、 至于 翌年 御藏 返 被 下 者 は、 前年 之當り 一 兩月之 內に出 銀 可 仕 候 事。 

右 之 通 可 被 得 其 意 候、 以上。 

寅 十 一 月 五日  前 田對馬 

ノ  -ャ  ^1 

今 枝 民 部 

奧 村河內 

寺 西 若狹殿 
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十 一 月廿 四日。 前 田 綱紀 金 澤に歸 城す。 

〔政 隣 記〕 

一、 十一 月 八日 越 中御廳 野、 同廿 四日 御歸城 0 

十一 一月 朔日。 諸士 七十 歳 以上の 者の 勤番 を 除く こと ある ベ きを 定 む。 

〔御定 書〕 

ヒ十 以上 之 面々、 御番御 赦免 之 儀、 御意 次第 可 申 渡 候條、 向後 被 得 其 意、 寄 合 所 迄 書付 可 有 

御上 候、 以上。 

寬文ニ {sH- 二月 朔日  奥 村河內 

組頭 中 

十一 一 弓 九日。 父の 業 を 受けざる 子に 家督 相續を 命ぜざる こと を定 む。 

〔政 隣 記〕 

一 、 十二月 九日 不依 何事に、 親 之 所作 不勸 子に は 跡 不被仰 付 旨 被 仰 出。 

十一 一月 廿 四日。 町人 百姓の 貸借に 關 する 件 を 令す。 

〔司 農 典〕 

L  、 町人. 百姓に よらす、 近 一 門贷 物いた し 置、 其 以後 貸 主 手前 一 H へ 、 家に 離れ 申 首尾 御座 候 


は マ、 他 人^者 違、 借物 無 之 候 而も 身 繼 可 申 事に 候 間、 臂御 改作 之： n 姓に 候、、」 も、 返 辨可仕 

儀に 舉；： ： ^候。 左様 御座 候 得 者、 かじけ 申 百姓に 候 而も、 一 門 寄 合 取 立 可 申 « も 可お 御座 候， ナ 

舉存候 御 事。 

一 、 合力が しに 利な し、 當分 取替 申 者 は返辨 仕事。 

1 、 野道 具、 所帶 道具 之 分際に 應 たる 買物、 寳 掛返辨 仕事。 

一 、 炭. 薪. 茅 草. 藁 並 布 さらし 賃、 前 銀 返辨仆 事。 

一 、 如 先年 かし 物 並 高直に 資延 御座 候而 は、 百姓 さきの 無考借 込、 開 作に は不情 仕、 かり 物 

あて 目に いたし、 其 年 は 勝手 能樣に 御座 候 得 共、 有に 任せ 造 過、 利 足 を 出 申に 付、 次 竹：^ に 行 

詰、 高 未進 出 來仕候 ◦ 其 上 是跡貸 物 御座 候 時 者、 下 免に 候 得 共、 走お 姓 多 御座 候 lb 十 W 共. E. 

候。 

一 、 是跡 改作に 被 仰 付 候 時分、 百姓 K 延銀 S 御座 候而 は、 御收納 縮り 難 機に 付而、 t: 姓 借物 

公 俄より 御 取替 御 濟被成 候 間、 向後 贷物仕 候 はゾ、 其 者の 損に 可成 由 被仰觸 候。 かり 不. S. 而 

は 無 御座 候に 付、 ロハ 今迄 は 脇 借 仕 候 を 蔭に 而 承り 候 而も、 借 申 儀 無用 孚は不 中 付 候 ◦ 

右 之 通 御 老中， 2： 掛御 目に 候處、 双方 奧 書いた し K、 向後 此通可 仕 Sti 被 仰 渡 候に 付 相究候 也。 

寬文ー 一年 十一 一月 廿 四日  長屋 七 郞右衞 門 

加 15； 藩 史料 第三 編 寬文ニ 年  一 〇  一 I 


日 は 不明 


0 


1〇 一二 

里 見 七 左衞門 

松原 八 郞左衞 門 

園 田 左 七 

河 北 彌左衞 門 

水 上 喜 八 郞 

山 本 淸三郞 

是歳。 農村に て盜賊 放火 等を爲 したる 諸 士の處 分 方 を 郡 中に 令す- 

〔上田 源助舊 記〕 

今 H 公事 場に 而被仰 渡 候。 在々 盜人. 火付 杯之義 者、 侍た る どい へ ざ もしば り、 御 郡 奉行 方， 

案內可 仕。 且又 恃 より 對 百姓 致 申 分、 百姓 手な ざ 負 候 は マ、 刀 脇 指 を 打 落、 繩を付 不申及 案 

內候樣 被 仰 渡 候 旨、 宽文ニ 年 御 郡 奉行 觸付。 

是歳。 眞鶴 • 釉黑鶴 • 白鳥 を 捕 ふる を 禁ず。 

〔改作 所舊 記〕 

1 、 眞 鶴。 


右 鶴、 網に 而爲捕 巾 問 敷 事。 

一 、 白鳥 0 

右 白鳥、 網に 而捕候 共 放し 可 申 事 0 

右 之 通 因幡 殿より 被 仰 渡 候條、 御 郡 中 わ 早々 可 被 仰 波 候。 因幡 殿より 1*-,^ 可 被 仰 渡 候 得 共、 

猶以拙 子 共 方より 可 申入 由 付 如斯に 候、 以上。 

窪 田 九 郞兵衞 

宫 崎 彌左衞 門 

千秋 彥兵衞 殿 

是歳。 諸 士の由 緖帳を 藩侯に 上らし む。 

〔政 隣 記〕  パ 

1 、 今年 御 家中 侍 先祖 之 由緒 一 類 等、 從弟を 限 可 害 上 旨 被 仰 渡 。是 より 先は各 組頭 迄に 取 K、 

御前， に 上る 事な し 0 

加賀藩 史料 第三 編 寬文ニ 年  一 〇 二 一一 


II 


宽永 十八 年 辛 巴  <き 一 一三〇 一 

正 月 〇 十九 日 神 Is^ 圖索： 之 直 信 濃 松 本に て殁 す。 (一) 

〇廿七日前田利常3!に光高の柬照^>11勸請の請の許さ 

れ たる.^ 幕府に 謝す。 (11) 

二 刀 〇 七日 若徵 小者 草履 取の 給 銀.^ 定む。 (二) 

〇 廿 ； n 小者 草履 取 に 百姓.^ 使役す る 場合の 法 蜆.^ 

定む。 (5 

〇 廿 六日 百姓の 年貢米 上納の 日限と 割合.^ 定む。 Q) 

〇 廿 九日 大僧正 天 海 前 田 氏の 出自. ^、源氏と する こと 

, ^利 常に 勸告 す。 00 

三 月 〇 廿 四日 小者 草履 取 LL 關 する 法規 輔ふ。 (ん ) 

四 月 〇 廿 一日 前 田 光高 竹 田 牛黄圆 利 常 Li 贈る。 (10) 

〇 廿 八日 前 田 利 常 參覲し 德川家 光に 謁す。 (11) 

五 月 〇 十日 幕 令.^ 舉じ 切支丹 吟味の 法 定む。 (三) 

六 月 〇 十六 日 前 田 光高 病み 德川家 光之 慰問す。 (1© 

〇 廿 七日 前 田 利 常 病み 德川家 光之.^ 慰問す。 (ー5 

S 〇 金澤馬 坂に 高 源院. ^建立す。 (II 一一) 

七 月 〇 十七 日 前 田 利 常柳營 Li 於いて 子 小姓の 躍.^ 德川家 

光の 觀覽 に 供す。 (Is) 

附錄年  表 


八 月 〇 三日 德川家 綱 生れ 前 出 利 常 登 鸷之か SnJ す。 (110 

〇九日^^川家綱^^生後七夜に常リ前田利^光高登營 

之な 祝す C  (一 七) 

〇 九日 前 田 光高 越 中 竊波郡 地. 社 LLJI^ 川 家 綱のお 祈 

禱^ しむ。 (一八) 

〇九= 鋸 引の 刑.^ 加賀石 川郡宮 腰-」 行 ふ。 (一九) 

〇 二十日 東照宮 靈 代江戶 v^^^ii し 金 澤に向 ふ。 (110) 

〇 前 田 利 常 江戶穴 八幡 遷宮の 資 助く。  0: 二) 

十 月 〇 金澤 城外に 高札.^ 立て 津田勘 兵衞の 切支丹た る、、 

と.^ 誣告す。 015 

十一月 〇 二十日 前 田 利 常の 姊千^ 姬^ す。 0 一六) 

十二月 〇 二日 德川家 光 千世 姬の fi^ 逝 弔す。 (二し) 

〇 廿八 R 小 松に 於いて 辦 引の 刑， Mi? ふ。 (11 七) 

是 歳 〇 前 田 利 常 越 中立 山の 本社.^ -科 興す。 (ニ七) 

〇 奥 衬源左 衞門岡 島 市 郎兵衞 小；^ 藤 右衞門 公事 場 尺- 

行と なる 0  (一一 八) 

寛 永 十九 年 壬 午  紀 二三 0  二 

正 月 〇 十八 日 前 田 光高 夫人 額 直.^ 行 ふ。 (一一 0 

〇 本 多 政 重 川 家 光より その子 政 朝の 定姙 命ビら 

一 〇 一 五 


る o  (二 九) 

月 〇 八日 加 賀石川 郡 佐那武 社の 宮橋 築造 命す。 010) 

月 〇 九日 前 田 光高 江戸.^ 發し 日光に 赴く。  二) 

〇 十六 日 德川家 光 HI 光に て 使.^ 前 田 光高 に 遣す。 

(き 一) 

0 十八 日 德川家 光 日光 東照宮の 祭典.^ 行 ひ 前 田 光高 

之 に 侍 座す。 (2) 

〇 廿 五日 前 田 光高 日光よ リ歸リ 德川家 光に 謁す。 

(き 

月 〇 三日 前 田 利 常 德川家 光 L1 就國の 賜暇，^ 謝す。 QM) 

月 〇 朔 日金澤 町の 諸 法度 か定 む。 (111 五) 

〇 二日 幕府 前 田 利 常に 百姓の 所 務.^ 勵 ましむ る 高札 

の 案文.^ 附與 す。 0K) 

0M ハ日 前 田 利 常 加 賀能美 郡 河原 山村の 諸 役.^ 免除 

す。 0 一 C 

〇廿五 日 德川家 光 前 田 光高に 巢 ilv^ 贈る。 (I 一一 九. } 

月 〇 十八 日 越 中 碟波郡 五ケ山 等に 借 米.^ 許す。 0 一九) 

〇 百姓の 上納す る 夫 銀に 米.^ 代用す る 禁 す。 Q0) 

〇 前 田 利 常の 從臣加 賀能美 郡 三 谷に て爭鬪 す。 SC 

月 〇 三日 德川家 光 前 田 光高の 子 小姓ん 召して 舞踊せ し 

む 0  (？) 

〇 十六 日 德川家 光 前 田 光高に 放 ii の 暇^ 與ふ。 Quo 

〇 十八 g 德川家 光 前 田 利 常の 女 富姬の 八條宮 に 嫁す 


る 視し物 4* 賜 ふ。 (115 

〇 廿ニ  B 前 田 光高 命じ ズ鐵炮 蔵の 床下 LL 攄.^ 置かし 

む。 QH) 

〇廿 七日 前 田 利 常の 女富姬 八條宮 に 嫁 ぜんい 爲江戶 

發す。 a ビ 

九 月 〇 三日 前 田 利 常 加 賀能美 郡 小 松稻荷 社.^ 輕地 せし 

む。 (I 六) 

〇 九日 江戸 辰 口 邸に て井內 清： HC 衞人 害す。 (so 

〇 晦日 德川家 光 前 田 利 常に 鶴.^ 贈る 爲使 者.^ 命す。 

〇 加 賀能美 郡那谷 寺の 三重 塔婆 成る。 (五一) 

閏 九月 〇廿 八日 前 田 利 常 その 女 富姬の 成婚な 德川家 光に 謝 

す。 (ws) 

秋  〇 凶作 に よる 米惯の 騰貴 初めて 下る。 ..0-6 

十 月 〇 七日 前 田 光高 に 狩揚 及び f ゆ 湯の 暇.^ 賜 ふ oje 

〇 卞 一 nl 大聖 寺 侯 前 田 利治參 觐登營 す。 ofHO 

〇 十五 日 富 山 侯 前 田 利 次 就 画の^ 暇..^ 謝す。 (ま) 

〇 十七 日 越 中 碟波郡 五ケ山に 盛の 貸附 命す。 01 八) 

〇 十九 日 百姓の 借 米 返納 及び 租額减 免に 關 マる 法.^ 

定む。 (Its 八) 

〇 廿 一 日 德川家 光 相 摸の 狩揚 にある 前 田 光高に 使.^ 

. 命す。 (旯」 

〇廿 七日 德川家 光 前 田 利 常に 造す 使^ V ^命す。 § 


十 In- 〇 八 n 百姓よ リ給 人の 下 代 等に 給す る 食料に 關 する 

法^ 定む。 (六 0) 

〇 十五 1H 金澤 町の 祝儀 法 脅 等の 規 s^.^ 定む。 (さ) 

十二月 〇 朔日前 田 光高 狩 場より 歸リ德 川 家 光に 謁す。 (六 一) 

是 哉 〇 小 松 城內に 亭榭 園囿. ^^む。 G1D 

〇 前 田 利 常 諸士に 命じて 嫁娶 せし む。 (ムニ) 

宽永 二十 年 . 癸未  皇紀 二三 〇 三 

正 月 〇 十 一日 小 松天枰 座に 運上の 領收書 與ふ。 (さ 11) 

三 月 〇廿 九 B 小 松 LL 於 ズ虚刑 用の^ 木.^ 作らし む。 G ハ 10 

五 月 〇 十二 日 德川家 光 大聖 寺 侯 前 田 利： 1E の 病.^ si: はし 

む。 § 

六 月 〇 三日 前 3 光高 切支丹の 來航. ^警戒せ しむ。 (六 六) 

〇 五日 加 賀石川 郡 野 田 山の 取締.^ 桃 雲 寺に 命す。 

(六 七) 

〇 八日 德川家 光 前 田 光高に 就 封の 暇.^ 與 ふ。 (六 八) 

〇 九日 前 田 光高 登營 して 賜暇.^ 謝す。 QO 

〇 廿 一 日 前 田 利 常 切支丹 類 族の 搜杳ー 命す。 (さ) 

七 月 〇 朔日前 田 利 常 切支丹の 嫌疑者 V. ど江戶 LL 送るべき.^ 

命す。 (七！) 

〇 七日 前 田 光高 使.^ 幕府に 遣 はして 歸 國.^ 報. ゼし 

む。 (VI) 

〇 九日 百姓の 新米 賣買 九月に 至る まで 停止せ し 

む。 (七 11) 

附錄 年表  _ 


八 月 〇 六日 能 登 羽咋郡 i«i 達 山の 產金 上納 Li 對 する 代 銀 支 一 

拂 受く。 (七 11 一) 

九 月 〇 五日 德川家 光 前 田 光高の 封國に 派遣す ろ 使者 vs^ 命 

す 0  §  一 

〇廿-れ日前田利常切支丹^^族園田長太夭等な礼明ゼ 

しむ。 (七 s)  # 

秋 〇 小 松の 士  ^1>-部彌三右衞1:の妻 その 婢の爲 に ？ おさ 

る。 Quo 

十 月 〇 十 A 日 前 田 光高 金 澤城番 の勒務 V ^諭示す。 (V 六) 

〇 二十 n 前 E 光高 能 登 羽 咋郡妙 成 寺に 土地.^ 寄進 一 

〇 廿 二日 前 田 光高 江戸 に 向 ひて Slii す。 (八 S 

〇 廿 七日 前 田 光高 參覲の 途！^ 藏熊 谷に 於い ズ 夢想の 一 

句..^ 得。 (八 0)  一 

十 一 月 〇 十二 日 前 田 光高 夫人 安産の 祈 fi 札ん^ 內 社寺より 一 

上る。 (< 一一)  一 

〇卞 六日 前 田 光高の 長子 綱紀 江戸に 生る。 SID 一 

〇 廿 二日 德川家 光 前 E 綱紀の 生誕.^ 祝す。 (八 五) 

〇 廿 九日 前 田 光高 在國 の 吏の 切支丹 宗門 改 の ^稹 一 

ふ。 §  一 

十二月 〇 廿 一日 奧衬 因幡 易英 す。 (八ち 

是 歳 〇K« 姓の 田畑な、 水 代賫？ H する.^ 禁す。 (九 0) 

正 保 元年 甲 申  皇紀 ー11ーー〇3 

1 〇 一七 


正 月 〇 二十日 前 田 光高 齊.^ 金澤の 老臣に 與 へて 政務に 勵 

精せ しむ。 (九 一) 

二 月 〇 朔日德 川 家 光 前 田 光高の 病.^ 問 はしむ 0  ( ん 二) 

〇 五日 大聖 寺 侯 前 田 利 治、 光高の 小觀政 一 訪問 LL 就 

きて 問 ふ。 (ん 5 

〇 七日 前 田 綱紀 江戶山 王宮に 社 參す。 (な 一) 

〇 十二 日 前 田 光高 夭 人 綱紀 携 へ て 德川家 光に 謁 

す。 (九 四) 

〇 十六 日中 川 長 勝 家臣 中の 切支丹 類 族に 關 して 報告 

す。 (九？) 

〇 廿 五日 前 田 光高 在國の 吏の 切支丹 宗門 改の勞 犒 

ふ。 (九お) 

四 月 〇九日前田利常眼疾に權る.^!3-て德川家光使1^造し 

て 之 問 はしむ。 so 

〇 廿 六日 在 藩の 吏 金 澤城石 修築に 關し前 田 光高の 

指揮.^ 仰ぐ。 (んパ ) 

〇 廿 六日 金澤の 城下 大に 火く。 (ん 七) 

〇 廿 八日 前 田 利 常 就 封の 爲德川 家 光に 辭 見す。 (九 八) 

五 月 〇 三日 幕醫啓 通院 意 安明 日 前 田 光高の 病 vs- 診すべき 

. ^報す。 (九 0 

〇 七日 前 田 光高 金澤城 石壘の 修築に 關し 害.^ 在 藩の 

吏に 與ふ。 (九 八) 

〇 七日 連 賴能登 鳳 至 郡 穴 水 LL 長 谷 部 信 連の 廟.^ 建 


101 八 

立す。 (九九) 

〇 十 八日 小 松の 絹 iE 屋 等親の 相場^.^ 上る。 (一 01) 

六 月 〇 朔 3 前 田 光高 中庸の 抄の 借覽， ^求む。 (ー0ー) 

〇 九日 前 田 光高 書 以て 前田貞 里の 病，^  il ふ 0(10 一  1) 

〇 十六 日 前 田 光高 再び 書.^ 以て 前田貞 里の 病..^ n 

ふ。 (10 一一) 

七 月 〇 十四日 中 川 長 勝 び 家臣 中の 切支丹 顛 族に 關し報 

告す。 (10 一 e 

〇 十九 日 前 田 光高 又 前田貞 里の 病.^ 問 ふ。 (1QI0 

八 月 〇 六日 目安 場橫 目の 職務 章 程.^ 定む。 aos) 

〇 越 中 竊波郡 城 端 町に 高札.^ 立つ。 (105 

九 月 〇 廿 五日 德川家 光、 ^田 利 常 及び 光高の 屢 切支丹 嫌 

疑 者.^ 捕縛した る，^ 賞す。 (10 七) 

〇 廿 八日 前 田 光高 橫山長 治 Li 湯治. ^許す。 (ISO 

十一月 〇 廿 二日 越 中 新 川 郡 十 村 肝 煎 •  の 職務 LL 關 する 法規.^ 

定む。 (ー0八) 

十二月 〇 六日 加 賀石川 郡 佐 那武社 その 寄進 地 に 關 して 愁訴 

す。 (10 九) 

〇 七日 加 賛石川 郡宫腰 町に 檢地， か 行 ひその 圖蝎： ^附 

與す。 (二 0) 

〇 十二 日加 賈石川 郡 白山 七 社惣長 吏 社殿 造^の 論 in 

. ^項 戴す。 (ニニ) 

是 歳 〇越 中高 岡瑞龍 寺に 於け る 前 田 利 長の 墓碑 築く。 

(ニニ) 


是十. 


正 保 二 年 乙 酉  皇紀 二三 〇 五 

正 ガ 〇 廿 三日 前 S 綱紀 髮 iM の 儀.^ 行 ふ 0  (一 一一 0 

二 月 〇 十五 日 上 圃に輪 出す る来穀 取扱に 關 する 法規 定 

む。 alo 

〇 十五 日 前 W 利 常 小 松.^ して 江戸 LL 向 ふ。 (二 六) 

三 月 〇 廿 五日 前 田 利 常急覲 して 德川家 光に 謁す。 (一 一七) 

〇 廿 九日 小 堀 政 一 前 田 光高 来訪の 際會は ざり し 謝 

す。 (二八) 

〇"M 田 利 常 越 中高 岡繁久 寺に 土地.^ 寄進す。 (二八) 

四 月 〇 五日 白山 鳴動す。 (二 九) 

〇 五 B 前 田 光高 暴かに 江戸に 卒す。 (二 九) 

〇 前 田 光高 行狀。 (IIM) 

〇 六 CT 德川家 光、 前 田 利 常. ^慰問せ しむ。 (一 究) 

〇 十 一 日 德川家 光 使.^ 金澤に 遣 はして 前 田 光高の 葬 

儀- _L 列せ しむ。 (s 九) 

〇 十九 R 前 田 光高の 遺骸 金澤に 着す。 (一 さ) 

〇 淺井 一 政 等 前 田 光高に 殉死す。 (一 さ) 

五 月 〇 六日 前 田 光高の 遣 骨.^ 高野山 に 送る。 C.B 

〇 十日 金 澤天德 院に前 田 光高の 法會 營む 0  08 

〇 十二 日 清泰院 夫人 臨月なる.^ 以て 幕府 醫師. ^遺 は 

す。 i) 

〇 廿九 n 故 前 田 光高の 次子 萬 菊 丸 生る。 (一六 五) 

問 五月 〇 三 H 前 田 孝 知^ 世して 上國に 赴く。  (ニニ 0 
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六 月 〇十三日前田綱紀封v^襲ぐ。 (1< さ 

〇十九0:大,9|.寺侯前田利治<^.-澤に牒し+3?石以下の士 

綱 就 封の 賀使. ^派す る、、 と 勿ら しむ。 C.S 

〇 廿  一 B 前 田 綱 5^ 德川家 光に！？ f し 就 封^ 謝す 0(一 七 S 

九 月 〇 十二 B 前田貞 里.^ 澤 城代 命ぜら ろ 。(一七 一) 

〇 十八 B 檨山庚 主^す。 (IV  二) 

〇 二十日 能 登 土方 領の物 成^ 加 §i 藩 Li 報す。 (一八 0 

十 月 〇 三日 德川家 光、 前 田 利 常に 賴. ^贈る。 (一八 七) 

〇 十四日.^ 賀 河北 郡 若松 村に て.^ 刑，^ 行 ふ。 (一八 八) 

一 月 〇 十日 德 H 家 光、 前 田 利 常の 病. ^^問 はしむ。 (一 八 八) 

歳 〇县 連 賴の釆 邑能登 鹿 島 半 郡の 十 村 組.^ 定む o( 一八 八) 

〇 前 田 利 常 越 中 射 水 郡 一 宮.^ 再建す。 (一ん1 一) 

正 保 三年 丙 戌  皇紀 二三 〇六 

月 〇廿 一 H 橫山 山城 守 長 知 卒す。 (一な 一) 

三 月 〇 十五 1H 大聖 寺 侯 前 田 利 治加賀 江^ 郡 山中 醫王 寺に . 

土地.^ 寄進す。 01S-) 

四 月 〇 加 賀能登 越 中の 高 辻 帳.^ 製す。 (110O 

五 月 〇 二十 B 前 田 利 長の 三十 三冋 忌法會 越 中高 岡に 行 

ふ。 2nlD 

七 月 〇 十 B 前 田 利 常 就 封の 爲德川 家 光に 辭见 す。 015) 

〇 十二 日 前 田 利 常 江戸.^ 發し小 松に 向 ふ。 (三 B) 

〇 十六 日 前 田 綱紀 奇 魚.^ 德川家 光に 献す。 01  一" 0 

八 月 〇 朔日前 田 利 常 京師 項 妙 寺に 藏 する n 蓮の 筆 裝 

1〇一 九 


潢ぜ しむ o  00 

〇 十七 日 近 江大津 着米 取扱の 覺書^ 菱屋源 次 LL 與 

ふ。 (I 二ち 

〇 廿 三：" 近 江 今、 保村弘 川の 年 貫 皆 濟狀. ^與ふ o( 一一 一八) 

九 月 〇 上旬 前 田 利 常 小 松 城に 新 殿.^ 構 ふ。 01K) 

〇 十三 H 前田貞 a.; 祿千 五百石.^ 加踢^ らろ。 (1 三 0) 

十 月 〇 廿 四日 德川家 光、 前 田 利 常 Li 鶴.^ 送る 0  0 三 一 ) 

十 1 月 〇 二日 前 田 利 常の 女 春 姬本多 政 長 LL 嫁す。 01 一一 一一) 

〇 十五 日 幕府 前 田 利 常に 重臣の 子女 證人 として 江 

戶に 匱く こと 命す 0  (一一 一一 一一) 

十二  〇卞 四日 能 登 鳳 至 郡 總持寺 塔 頭の 六院 寺^の 收納方 

に關 する 協約， „ ^爲 す。 (一三 一 0 

〇十 五日 前 田 利 常 越 中高 岡 の 繁久寺 LL 知行 所附 與 

ふ。 (ニニ 5 

〇 廿 五日 歩若黨 以下の 衣服 佩刀 L: 關 する 制限 定 

む。 (一一 二 六) 

〇 晦日 大聖 寺 侯 前 田 利 治 從四 位下 侍 從！. L 叙任 せら 

る。 (ニニ 九) 

是 歳 〇 加 賀石川 郡 上野に 田地. ^開く。  S5 

〇 金澤玉 t 水 寺.^ 1$ 興す。 (11  一一 0 

正 保 四 年 丁亥  皇紀 二三 〇 七 

二 月 〇 九日 金 澤の魚 問屋に 誓紙.^ 命す。 (さ 一一) 

. 〇 廿 七日 小 松 一 針 屋市左 衞門等 魚 問屋た る、、 と 許 


1〇 二 〇 

さる 0  (m 一一 一) 

〇 前 田 利 常 加^ 江 沼 郡 山代溫 泉に 浴す。 (一一 一一 一 10 

三 月 〇 十 三日 金澤魚 問屋、 ロ錢 運上 等 LL 關 して 替 約す。 

oi) 

〇 十九 日 前 田 利 常 小 松 4> 發 して 江戸に 向 ひ、 途武藏 

鴻谁 にて 石黑權 平 人に 殺さる" (一一 r 一一 六) 

四 月 〇朔 日 前 田 利 常 能 登 羽 咋郡氣 多 神社の 法式.^ 定 む。 

六 月 〇 三日 水 多 安房 守 政 重 卒す。 OHO) 

〇 十 一 日 江 戶本鄉 邸 にて 小姓 河 田 市 4« 郎 自害す。 

OS) 

七 月 〇 廿ニ tH 越 中 礪波郡 般若 野 嚴照寺 i5 屋敷.^ 賜 はらん 

、、と.^ 請 ふ。 九) 

八 月 〇 朔日小 松 魚 問屋の 營 業に 關 する 規程.^ 定め 認可 

求む。 (一一 さ) 

〇三日京都紫野芳舂院修螫の$!藩吏*^派遣出發ぜし 

む。 (1H: 二) 

〇 十三 日 火災 に 際する 金澤城 警衞の 部署 1^ 定 む。 

九 月 〇 越 中 射 水 郡 古 國府勝 興 寺の 寺 颌.^ 增加 寄進す。 

(IK  二) 

十 月 〇 朔日七 R 市 侯 前 田 利 意の 爲 に 加？：； 藩より 殿閣 興 造 

に 着手せ し； ：30  S8 

十一月 〇廿 一 日 德川家 光、 前 田 利 常に 鸫. ^贈る。 (1 一六 10 


是 歳 〇1^ 國の裕 岡.^ 幕府に 上つ る。 0 一六 10 

〇大阪の船舶切めて^|國に回漕す。 0璧) 

慶安 元年 戊 子  皇紀 二三 0 八 

え 月 〇十0:前田利常の子鑣丸生る。 (11六六) 

〇十九^能登羽昨郡获谷村の；c姓等免の低减>^^^l顧 

す。 0K ち 

闺 正月 〇十3 德川家 光、 前 a 利 常に 鶴.^ 贈る。 (IK 八) 

〇 十  一 n 金澤に 於け る錯 及び 絲の判 賈..^ 定む 0(1 一六 八) 

三 月 〇 三 B 前 W 利 家の 第五 十回 じ 心 法 會> ^行 ふ。 (1 一七 0) 

五 月 C 廿冗 n 前 田 利^ 柳螫 LL 上り 就 封の 辭 見す。 (一一い 13 

〇 下旬 前 田 利 常 日光 に 社參 し、 次いで 封 國に歸 る。 

§) 

七 月 〇前^ 利 常 仙 洞 下賜の 職人 歌合 输卷. や 越 中高 岡瑞龍 

寺に 進す。 (一一 七 五) 

九 月 〇 二十日 德川. } ^光、 前 田 利 常 LL 鶴.^ 贈る 爲 使者.^ 命 

す。 (1 一七 J) 

秋 〇 金澤小 松の 士の 窮艺. ^救 ふ 爲貸銀 許す。 (一一ち) 

十 月 〇廿 三日 前 田 利 常の 女松姬 生る。 2S) 

〇 前 田 利 常 加 賀江沼 郡 山 代 温.！ 浴す。 (1 一七 七) 

十二月 〇朔0： 加 賀石川 1^ 宫腰 村に 檢地圖 帳 V;:- 與ふ。 (1 一七 八) 

〇 朔日金 澤卯辰 八幡の 神主 厚見 紀^ 守 その 由緒.^ 貧 

上す。 (二七^ 

〇 六日 前 田 利 常 神社に 對 する 法令. ^布く。  CKIl) 


〇 十六 日^ K 石川^: 那武瓧 の 神主 神社 法令に 對す 

る？1*^=.^上っる。 (11 八 三) 

〇 廿六 m 降雪 多 さ.^ 以て 十衬 等に 百姓. ^保護せ し 

む。 二 5) 

是 歳 〇 加お 石川^ 木吉に 来 魔.^ S! つ。 (r 八 S) 

〇 前 B 利^ 小 松 城 內，！ ^島に 亭榭. „ ^造る 0  (IKSO 

〇 水 多 政 長の 臣本多 兵 庫 死刑に 虑ぜら る。 (11 八 七) 

慶 安二 年 己 丑  皇紀 二三 〇 九 

二 月 〇 十八 n 前 田 利^ 養女 犬姬に 化粧 田..^ 給す 0  ( 二八 <) 

〇廿 二 B 前 田利货 養女 犬姬. ^前 田貞 a.; LL 嫁せ しむ。 

(11< 九) 

〇 廿 九日 前 田 利 常 加 is; 江 沼 郡 山 代 溫泉旅 番 賊ロ宗 

也に 知行 給すべく 大聖 寺 侯に 告げし む。 0 一八 0 

三 月 〇 十日 金 澤卯辰 八幡 神主：^ 見 紀伊守 社 地の 由 來な上 

申す。 (一一ん 3〕 

〇 中 前 田 利 常 江 In に 向 ひて |!«す0  0 一九 5 

〇 廿 三日 金 澤の魚 問屋 次 郞右衞 門 その 螫業 に關 して 

誓紙.^ 上つ る。 (i) 

〇 廿 三日 前 田 利 常 小 松 葭島亭 LL 於いて 老臣 等.^ 饗 

す。 (二 九 六) 

四 月 〇 十五 B 前 田 利 常 加 賀小松 多 太 八幡 社に 制札，^ 與 

ふ。 (二 九ち 

〇廿八日前田利常參觐せし*^以-飞 德川家 光に 謁す 0 
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〇 二 


ー〇 ニニ 


〇 廿八： n 金 澤城惣 構の 土 居 及 ぴ顿等 LL 關 する 規程.^ 

定む。 (一 冗ち 

六 刀 〇 四日 金澤 長久 寺 屋敷の 地 子 銀.^ 免除す。 0 一九 九) 

〇 廿四 HI 小 松の 絹 肝 煎 等 その 營業 に關 する 誓紙 出 

す。 (二 九ん) 

〇 廿 六日 道 晃法^ 王 前 田 綱紀の 江戸に て 震お： Iv^ 受け 

しこと なきや 問 ふ。 Q 一 00) 

八 月 〇 十三 H 前 田 綱紀の 弟 萬 菊丸投 す。 (11  一 01) 

九 月 〇 十日 富 山 侯 前 B 利 次參覲 せし.^ 以て 德川家 光に 謁 

す。 (邑 一一 一) 

〇 廿 二日 德川家 光、 前 田 利 常に^ 贈る 0  Qlol 一一) 

〇 廿 六日 大聖 寺 侯 前 田 利 治 Li 就 封の 暇.^ 賜 ふ 00 一 01 一一) 

十二月 〇 七 B 德川家 光、 前 田 利 常に 鶴.. ^贈る。 0101) 

〇 八日 大聖 寺 侯 前 田 利 治 加覽江 沼 郡 山代溫 泉の 旅 崖 

番湖 ロ宗也 LL 知行^ 加 增す。 (一き s) 

是 歳 〇 米 銀の 貸借に 關 する 利子の 制限^ 定む 0  (18) 

慶安 三年 庚 寅  皇紀 二三 一〇 

正 刀 〇 二日 江 戶本鄕 邸の 小姓 等堺 町に 歌舞伎 觀る。 

0  一一  § 

三 月 〇 五日 江 戶城西 丸の 興 造に 就き 前 田 利 常 等資. ^助 

く。  010 七) 

〇 廿 九日 前 田 利 常の 江 戶本鄕 邸 類 燒す。 0 一 0V) 


四 月 〇 前 田 利 常災後 大聖 寺 侯 前 田 利 治の 邸に 假 住し、 そ 

の 新造の 宵院. ^毀た しむ。 0 ニー) 

五 月 〇 朔日德 川 家 光、 前 S 綱紀の 抱瘡 平癒 す 001110 

〇 朔 日金澤 城の 石坦 地震に ょリ 崩壊す。 尋 いで 幕府 

その 修理.^ 許す 0  (一一 一一  n) 

〇 四 B 前 田 利 常柳營 に 上り 就 封の 辭 見す 0  0 一一！ I) 

〇 五日 小 松の 役夫 等 江 戶本鄉 邸 式臺の 0 築に 着手 

す。 QS) 

〇 十九 n 前 田 利 常 江戸.^ 發し柬 海道よ リ歸 國の途 に 

就く 0  0  二 六) 

六 月 〇 前 田 利 常 小 松 城 中 土 居の 庭園 修め、 士 人の 家計 

ん- -調杳 一して 教濟の 法.^ 講 す。 0! 一一 0 

九 月 〇 十八 日 前 田 利 常 等 江戸 城 四 丸 移徙^ 資して 物 献 

つ る。 0 一一 七) 

十 月 〇 十九 日 前 田 利 常 越 中 射 水 郡 一 営 LL 十： 地ん 寄進す。 

(一き 

〇 十九 日 前 田 利 常 能 登 羽咋郡 大福 寺に 土地.^ 寄進 

す。 (I 一一 一九) 

〇 廿 八日 前 田 利 常 能 登 鹿 島 郡氣多 社に 土地 寄進 

す。 0 一二 0) 

〇 廿 八日 前 田 利 常 能 登 珠洲郡 法 住 寺に 土地.^ 寄進 

す。 (3 一一) 

〇 廿 八日 前 田 利 常 山城 酬恩 庵に 常住 料 寄進す 0 

0 三 一) 


閏 十月 〇 二： n 幕府 富 山 侯： 糾田利 次に 就 封の 暇.^ 賜 ふ o( き 一 5 

十一月 0 十三 日 前 田 利 常 能 登^ 至 郡 道 下の 奥 三 郞左衞 門 等 

扶持す。 SB 

〇 二十 n 前 田 利 常 能 511:^ 鳳 至 郡 阿岸 中 村の 農 高 右近 等 

. ^扶持す。 (き 一 10 

十二  〇 廿四： n 富 山 侯 前 田 利 次 先に 綱紀の 病.^ 祈らし めた 

る 越中^ 波 郡墟生 社の 神主に 銀 子.^ 與ふ。 0 一二 0 

〇 前 田 利 常の 女辰姬 生る。 0ーニ六) 

是 歳 〇 前 W 利 常の 側室 京 極 殿 小 松より 京師に 還 さる。 

(翼) 

慶 安四 年 辛 卯  皇紀 二三 一 一 

正 月 〇 二日 小 松 城 中 LL 能.^ 演じ 市人.^ して 觀覽 せし む。 

〇 十五 日 能 登 鹿 島 郡 宫 前の 熊 甲 社に 土地.^ 寄進す。 

(一一 一二  0 

〇 十六 日 小 松の 酒 商 等 城 中 LL 納 むる 酒に 關し 誓紙.^ 

上つ る。 0 一  1K) 

〇廿 二日 前 田 利 常 能 登 羽 昨 郡 相 神の 農彌六 等.^ 扶持 

す。 Q1 元) 

二 月 〇 二日 金 澤卯辰 八幡の 神主 厚見 左 京 配下 神社の 居屋 

敷の 由來. ^上申す。 0 ー邑) 

〇 十 八日 贊 銀行 使者の 調査.^ 寺社 LL 命す。 (星 1 一) 

三 月 〇 十一 日 小 松の 彫刻師 LL 命じ 銀座 使用の 印判 極印.^ 
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製せ しむ。 (さ 一 5 

〇 廿 六日 小 松の 桶， fel 等 桶の *ii2?LL 關し n 欲. ^上つ 

る 0  (量 e 

四 月 〇 ャ 日江戶 上野 附近の 人災に 前 田 利 常^ 照， >:1.^ 守護 

す。 0 さ S) 

〇 卞七 H 前 田 綱紀 江戸 東照宮に 銅燈 籠.^ 寄進す。 

(通) 

〇 二十日 德川家 光 薨す。 01 憂) 

五 月 〇 下旬 金澤 小な 野 LL 於いて 水車 vs-m ひ 火藥. ^製す。 

七 月 〇廿 八日 前 田 利 常、 由 井 正 雪 等 陰^の 額 末.^ 藩 吏に 

報す。 (臺 八) 

八 月 〇廿 一日 前 田 利 常 江 戶本鄉 邸 成りた る..^ 以て 之に 徙 

る。 (■ 

九 月 〇 廿 三日 金 澤惣町 年寄 頭の 制. む 0  0_ー3ー) 

十 月 〇 二日 前 田 利 常 口 切 茶 等 德川家 光 に 献す 0  ( 一一 IS 二) 

十一月 〇 四日 伽 耶院札 V ^有せざる 山伏 及び 諸勸 進の 入 國.^ 

禁す。 OlE 一一) 

〇 十日 小 松の 天种屋 山上 右衞 門， ^して 紙な 上 

つ らし； 30  S3 

〇 廿八 nr 能 登 鹿 ft« 郡 和倉溫 棗の 湯稅 に對 して 領收咨 

與 ふ。 0S5 

十二月 〇 十七 n 今 枝 民 部 直恒殁 す。 oils) 

〇廿 九日 前 田貞里 閉門 命ぜら る。 011： 七) 

1〇 二三 


是 歳 〇前《 利 常 領內の 作法 K 施に 着手す。 (蓋 九) 

〇 维田 勘兵衞 重次殁 す。 0 一六 八) 

承應 元年 壬 辰  皇紀 二三 111 

二 月 〇 廿 七日 前 田 利 常の 女熊姬 生る。 (きハ 九) 

〇 廣瀨助 左 衞門等 逃走せ る 盗賊.^ 越 前に 於いて 捕總 

す。 0 一 究) 

四 月 〇 二十日 前 田 綱紀 銅燈 籠.^ 江戶 上野 德川家 光の 廟に 

上つ る。 QB 

0 晦 B 前 田 利 常 江戸よ リ歸國 の 途越中 堺に於 い て 木 

村 彌兵衞 ぜ しむ。 0 一七 0) 

六 月 〇 十九 日加 賀石州 郡 十村與 三兵衞 職務に 關 する 誓紙 

. ^上つ る。 0: 七 5 

七 月 〇 二十日 前 田 利 常 越 中高 岡の 繁久寺 LL 守廟の 料.^ 扶 

持す C  (n 一七 八) 

八 月 〇 四日 前 田 利 常 越 中 神 通 川の 漁場 所屬 定む O0HK) 

〇 十四 m 典衬河 內榮政 京師に 投 す。 01V 九) 

〇 廿 七日 前 田 利 常 加 賀石川 郡の 十衬 等に 作 食 米の 取 

扱に 關 する 規定. ^示す。 OKI) 

九 月 〇 二日 加賀石 川 郡 松 任 古城に 建てられ たる 米 藏の勖 

務に關 し 肝 煎より 誓紙.^ 上つ る。 OKI 一) 

〇 十五 日 前 田 綱紀 能 登 鹿 島 郡 石 動 山 天平 寺に 土地.^ 

寄進す。 GIOD  • 

〇 廿 五日 前 田 利 常 寺社 泰 行の 職務に 關 して 命. < ^下 


1〇 二 四 

す G 薦 

秋 〇 前 田 利 常 小 松 城內葭 a に數 寄屋. ^築く。  0ー八六) 

十 月 〇 小 松の 同心 廣田源 太夫 切腹.^ 命ぜら る。 0 一八 六) 

是 歳 〇 金澤城 中に 時鐘.^ く。  0 一八 八) 

〇 大聖 寺の 足輕盜 爲 して 捕 へられ 人 刑 に 處ぜら 

る。 0 一八 八) 

〇 前 B 利 常 越 中 新 川 郡 大 岩山 n 石 寺.^ 祈願 所と す 0 

i) 

承 應ニ年 癸 巳  皇紀 二三 一 三 

正 月 〇 十五 日 前 田 利 常加賀 河北 郡大熊 村の 十 村 兵 右衞門 

. ^扶持す。 0 一九 一) 

, ot 六 nr 越 中 新 川 郡 陀羅尼 寺 村の 十 衬九郎 左 衞門等 

扶持.^ 給 はりた る， ^謝す。 Q さ) 

〇 十衬等 郡 內巡迴 LL 際し 鏠> ^携 ふる.^ 許さる o(slD 

二 月 〇 十五 日 鯨の 浦 方に 漂着した る 際 分配 すべさ 比率 

能 登の 十 村に 諭す。 (一一 一九 5 

〇 十八 日 德川家 綱、 前 田 綱紀に 鏈 V ^贈る。 

三 月 〇 十八 日 能 登 鳳 至 珠洲ニ 郡の 間 役人.^ 命す。 0 冗 六) 

〇 十九 日 前 田 利 能 登 七 尾の 水見屋 助右衞 門に 宅地 

及び 田地.^ 與ふ。 Q 一九 七) 

〇廿 一 日 前 田 利 常 能 登 鹿 島 鵜 浦の 右衞門 に 一 宮 神事 

の 鵜.^ 捕 ふる， ^>爲 土地. „ ^扶持す。 Q 九 八) 


〇廿 二  ！= 前 w 利 C せ 能 登 羽咋郡 上田の 舞々 三郞 太夫に 

居 屋敷 與 ふ。 OKA) 

四 〇 八 Hsr 木 頗寺光 M 鬼 前 田 利 常に 致して 越 中 射 水 

郡 勝 興 寺の 殊遇.^ 受 くる 謝す。 0 一ん 九) 

〇 廿三 n 前 田 利 常 參 親した る.^ 以て 德川 家 綱に 謁 

す。 (S00) 

六 月 〇 廿 二日 前 田 利 常 越 中 糲波郡 中 田 川の 浚 潔.^ 命す 0 

(画) 

閏六月 〇 卄 八日 百姓の 取扱 LL 關し能 登の 十 村 等に 令.^ 傳 

ふ。 §1) 

七 月 〇 三： n 前 田 利 常 晝,^ 德川家 綱に 献す。 (soil) 

九 月 〇 十 二日 富 山 侯 前 田 利 次 日光 社 參の爲 に 暇 賜 ふ。 

(i 

〇 廿四 nl 大聖 寺 侯 前 田 利 治 就國の 暇.^ 賜 ふ。 (10111) 

十 月 〇 十六 日 德川家 綱、 前 田 利 常に 鶴. ^贈る。 Q0 三) 

〇 十八 日 德川家 綱 前 H 綱紀に 鶴 V ^贈る。 (so 三) 

十 一 月 〇 廿 九日 金 澤の酒 肝 煎酒慣 1^ 屆 出づ。 (101 一一) 

是 歳 〇 頜內十 村の 一部に 收納 代官，"^ 命す 0  (IQS) 

〇 大聖 寺 侯 前 田 利 治の 從士. ^减 じて 如賀 藩に 屬ぜし 

む。 菌) 

承應 三年 甲 午  皇紀 二 1111 四 

正 月 〇 四日 越 中 糲波郡 井波 町の 豆腐 稅 定む。 Qec 

〇卞ニ 日 前 S 綱紀 柳營 LL 首 服し 譯 綱 利と いひ 正 四 
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位下 左 近 衞-械 少將に 叙 任ぜら る。 (g ち 

四 月 〇廿七=!前出利常就封の暇*^受く。  (Elo) 

olw 內の祌 主に 組合 机 31 やべ さ. 命す。 (S  一  0) 

七 月 〇 廿九 B 請 給 人の 下 代.^ 知行 所に^ はす.^ 禁 す。 

(i 

〇 前 田 利 常 千 岳和尙 以て 加 H 河北 郡 燈寺衬 ^燈 

寺の 住持たら しむ。 (11 三) 

八 月 〇 七日 前 田 利 常 越 中 射 水 郡 古 圃府勝 興 寺に 寺！^ 所附 

與ふ。 (S15 

〇 七日 前 田 利^ 越 中 射 水 郡 氷 兌光蹿 寺に 寺領. ^寄進 

す。 (Imo 

〇十ニ日越中磯波郡の十村に^?給人の收納する免串 

. ^錄 進ぜし む。 QHO 

〇 十六 0 頜 内に 於け る 少額の 取引-レ^ はの 使用 命 

す。 Q1 七) 

〇 十七 日 前 田 利 常 越 中高 附稻荷 社に 议め乂 社 5^.^ 寄 

進す。 (110 

九 月 〇 十日 錢貨と 銀貨との 交換 比例 > ^定む 0  (S1 一一) 

〇 十 一 日 越 中礪波 郡に 一 作 五^の 平均 免 上.^ 命す。 

Q11 二) 

〇 廿  一 B 大聖 寺 侯 前 田 利 治、 米澤侯 上：^ 綱 勝の 姊な 

娶る。 (I ニニ) 

〇 廿 七日 光明 天 崩ビし 以て r 幕府 前 田 利 货に特 

敘 vH 仃は しむ。 (SI 三) 

1〇 二 五 


〇 加？ 石 川 郡 ニ俊衬 等に 於け る杣 百姓の 由 來.^ 錄進 ！ 

すゥ (SI) 

十 月 〇 四日^ K と 銀貨との 交換 比例 吹 定す。 (S  一一  I) 

十 一 月 〇 十六 日用 水の 修理 及び 黃蓮 採取に 關 すろ 規程.^ 定 

む。 SB 

〇 十七 n 前 田 利 常 能 登 鳳 至 郡 鹿 磯の 藤 右衞門 扶持 

す。 (HIS 

〇廿 二 B 前 田 利 常加賀 河北 郡 大熊村 兵右衞 門の 扶持 

增 加す。 一 

〇 廿 六日 前 田 利 常 加 貧 石 川 郡 吉野村 彌兵衞 扶持 一 

す (" Q  二 七) 

〇廿 七 CH 家中 靑年諸 土の 行状に 關 して 訓戒す OS1 一七) 

〇 廿 七日 加？ 石 川 河北 二 郡 秋收の 成績 可なら ざる. „^ 

上申す 0  allv)  一 

十二月 〇三0： 前 田 綱紀 金 澤モ泉 寺に 寺頟 v^lr" 進す 0  S 一一 0 一 

〇 三日 前 田 綱紀 越 中高 岡瑞龍 寺に 吹めて 寺頟. 進 

す。 s$ 

〇 三日 前 田 綱紀 越 中高 岡 繁久 寺に 寺 領^ 寄進す 0 

(ml 九) 

〇 三日 前 田 綱紀 加 賀石川 郡 傳燈寺 村傳燈 寺に 寺領 . 

增加 寄進す。 (S 一一 一 0) 

〇 三日 前 田 綱紀 金 澤經王 寺に 寺頜. ^寄進す。 (go) 一 

〇 三 B 前 田 綱紀 能 登 鳳 Hf 郡 道 下 3^ 寳泉 寺に 寺領. ^寄 


1 〇 二 六 

進す。 SS 

〇 三日 前 田 綱紀 金澤天 德院に 寺^ 寄進す。 (1130 

〇 四日 諸 給 人の 収納に 新 升.^ 用 ひしむ。 (1130 

明 » 元年 乙 未  皇紀 lis 

正 月 〇廿  一 H: 前 田 利 常 能 登 羽 昨 郡 相 神衬彌 六.^ 扶持す 0 

(霊) 

二 月 〇 十八 日 能 登 鳳 至 珠洲ニ 郡の 百姓に 上書の 手續 示 

す 0  (S) 

〇廿 四 n: 玉泉院 夫人の 三十 三回 や 金 澤玉嶔 寺に 行 

ふ 0  (§5 

三 月 〇四8 能 登の 製 者 Li 贷與 したる 来 殼に對 し 返納す 

る fi の 比率，.^ 增 額す。 (き 一 S) 

. 0 四日 前 田 內藏允 知 辰^す。 S3 

〇 十 一 日 錢貨と 極印 銀との 交換 比率.^ 定 む。 (SUM) 

〇 十三 n 能 登 鳳 至 珠洲ニ 郡に 於け る拂 米の 相場.^ 定 

む 0  QI1 一六) 

〇 二十日 前 田 利 常 越 中高 岡 瑞龍寺 Li 制札^ 與ふ。 

(§ 

春 〇 加？：：； 能 登 越 中 三 州の 町 夫. 定 む。 SS 

四 月 〇 十 二日 前 田 利 常參覲 して 德川家 綱 LL 謁す C  (snx) 

〇 十八 日 德川家 綱 前 田 利 常の 病. はしむ。 SS 

0 廿 一 日 前 田 利 常 越 中 高 岡瑞龍 寺に 寺頜所 付.^ 袷 

す。 (sll 一九) 


〇 廿 1 日 前 田 利 常 越 中竊波 郡兮石 動永傳 寺に 寺颌所 

付. ^給す。 (so) 

〇 廿 一 日 前 田 利 《お 佥澤、 水久寺 に 寺領 所 付.^ 給す。 

五 月 〇 廿 六日 前 田 利 常 その 病，^ 問 はれた る..^ 德川家 綱に 

謝す。 (Ei: 二) 

六 月 〇 加 is; 藩 加 賀石川 郡 尾 添の 百姓に 白山 5g 上 神 fiv^ 造 

瞥ぜ しむ。 (Els) 

七 月 〇 三 n 越" S 藩加賀 石 川 郡 尾 添の Kn 姓が 白山 i 鉗 上 神， 1 

. ^ま， m 螫 せんとした るに 抗議す。 (SHI 一一) 

〇 十日 加 is; 藩の 老臣 越 前 藩の 抗議. ^江戸の 前 W 利 常 

に 報す。 asE) 

〇1 1 十日 加お 藩の 老臣 白 山嶺 上 神 祠造螫 の 事に 關し 

越 前 藩に M 答す。 aso 

〇 廿 二日 越 前 藩の 老臣 la に 白山の 事に 就いて 書.^ 加 

賀 藩に 致す。 (USA) 

八 月 〇 十二 日 今 枝 近義， 日 山の 事に 關し 幕府に 使した る颜 

末ん 在 金澤の 老臣に 告ぐ。 

是 歳 〇小松の商金平屋1^^等.^城中に納入する.^以ズ誓 

紙.^ 上つ る。 aM) 

明；^  二 年 丙 申  皇紀 二三 一 六 

正 月 〇 十 三日 十 衬等隨 总に帶 刀 許さる。 (gs) 

三 月 〇 廿ニ H 金澤に 於いて 近 藤傳吉 中： IS 九郎 丘ハ衞 互に 相 
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爭ふ。 (gs) 

〇 廿 九日 富 山 侯 前 田 利 次の 小姓 相 岡 爭 す。 (gv) 

〇加賀 石 川 郡 港 涌より 徴 する、、 と 初めて 見 

ゆ。 き) 

五 月 Q 二日 前 田 利 常 越 中 新 川郡大 岩山 = 石 寺に 寺 铽.^ 5^ 

進す。 (E 六 二) 

〇 三日 加賀 河北 郡 竹 橋 津帷の 驛^ に 閼 して 令す。 

(E 六 二) 

〇 前 出 利 就 封の 暇.^? 付て 小 松に 歸 城す。 S& 

六 月 〇廿四日百姓自から勵||する^^:^て吹作奉行.^39か 

ざる こと，^ 告ぐ 0  (s.y) 

七 月 〇 五 B 百姓の 借物 禁じ 藩お 金穀 のお 附.^ 乞 ふ、、 と 

. ^許す。 a 六 £) 

〇 六日 耕作.^ 勵 まざる 百姓.^ 打^す，^ 得べ さ、、 と.^ 

告ぐ。 (E 六 5 

八 月 〇 七日 明年 以降 百姓の 吉初銀 上納 V ^要せざる ベ さな 

告 ぐ。 S3 

〇 十七 日 前 田 利 常、 衬肝煎 十 村の 率に 關し 諮問す。 

a 六 七) 

〇 晦日 歩 I 刈 v^il 中 礪波^ 石 坂 出衬に 行 ひ 以て その 規 

模な 示す。 a 六 <) 

〇 金澤 本願 寺 之 居 > ^搆へ 歌 鰥仪. ^與 行す。 a さ) 

九 月 〇 四日 百姓の 怠惰.^ 戒め その 監督 殿に すべさ，^ 十 

村に 令す。 avo) 

一 〇 二 七 


一 〇 二八 


〇 十 一 日 大聖 寺 侯 前 田利殆 參ノ觐 せし^ 以ズ德 川 家 綱 

〇 十三 日 能 登 四 郡內に 於いて 鐵 炮.^ 放つ.^ 禁ず。 

§) 

〇 廿 三日 前 田 光高の 後室 淸泰院 逝去す。 a 七 二) 

〇 加 賀石川 郡 泉 野と 寺 地 山との 問に 新田 拓く  0 

i) 

十 月 〇 十三 日 大阪の 商人 等加賀 藩の 登 米 船 運賃 LL 關 する 

約定書. ^提出す。 Q 八 1 一一) 

〇 廿 一 日 駕籠に 乘る 者の 制限.^ 定む e  (S 八 n) 

十 一 月 〇 八日 前 田 利 常 小物 成の 稅額 定む。 a 八 S) 

十二月 〇 二十日 前 田 利 常 加 賀石川 河北 二 郡の 百姓が 概れ貢 

租 皆濟 したる ^賞す。 (E 八 六) 

〇 廿 六日 前 田 利 常 加賀 河北 郡 百姓の 貫租 皆濟. ^賞 

す。 (go 

是 歳 〇 越 中高 岡瑞龍 寺.^ 興 造す。 (S 八 六) 

〇 百姓 自 から 手 上 高.^ 申請して 貢租の 額.^ 增す 0 

き) 

〇 給 人の 收納 すべさ 免の iK^ 增 加す。 a 九 一) 

明曆 三年 丁酉  皇紀 二三 1 七 

正 月 〇 十 一 日 金 澤寶圆 寺 等の II 堂 銀 取扱な 町人 紙屋 武兵 

衞に 命す。 (s 九 S) 

〇 十九 日 江戸 辰 口の 藩邸 類燒 す。 a 九 五) 


二 月 〇 十一 日給 人の 居 屋敷に 關 する 法.^ 定む。 Q01O 

〇 十五 日 小 松 郊外の 天 滿営瞥 成る。 (邑 £) 

三 月 〇 十日 喧嘩 口 論 及び 災に關 する：！ 規 1^ 定む。 (Is 七) 

〇 十七 日 前 田 利 常 能 登 鳳 至 郡總持 寺の 寺 領.； ^增加 寄 

進す。 OS 八) 

〇 廿 二日 前 田 利 常 金澤の 老臣 等に 執務の 心得. = ^諭 

す。 (邑0 

〇 廿 七日 組頭の 心得,^ 示す。 on 二) 

〇 廿 七日 前 田 利 常 小 松.^ 發 して 參觐の 途に 就く。 

(5 一) 

〇廿 八 B 前 田 利 常 能 登 羽 咋郡氣 多 社の 社 領.^ 增如寄 

進す。 (50 

四 月 〇 七日 前 田 利 常 江戶に 着す。 SIS) 

〇廿五 日 小 松に 於いて 茶 商の 屋に納 むべ さ 役 銀.^ 

定む。 0-15 

〇廿 九日 加賀 藩の 老臣 等 日蓮 宗不受 不施派 の 禁止 ぜ 

られ たる、、 と.^ 告 ぐ。 (m 一六) 

〇 前 田 利 常 吹 作法 に よ リ收納 の皆濟 となれ る 、 、と.^ 

幕府に 報す。 (nil 七) 

五 月 〇 十四日 加賀藩 江戶辰 口に 於け る 上屋敷の 替 地.^ 受 

く。  i 

七 月 〇 九日 加 賀藩江 戶木鄕 LL 於け る 旗 木 同心 屋敷の 地 1^ 

受く。 一二) 

〇 廿 九日 前 田 出雲貞 里^す。 (至 七) 


八 月 〇廿 五日 小 松 郊外 梯天 滿宫に 於いて 初て 月次 速 耽ん V 

興行す。 (uhl 九) 

九 月 〇 四 HI 前 田 利 次 江戶に 參覲ぜ し.^ 以て 登城す o( 豐 一) 

〇 廿 三日 淸泰院 の 一 周， お 法會. ^行 ふ。 (5) 

〇廿 七日 前 田 綱紀 江戶城 天守 臺 造螫の 命 受く。 

i) 

十 月 〇 廿ニ  B 明年 二月 以降 藩士 中 少祿の 者の 乘舆. ^禁 

す。 (1-31) 

〇 廿 五日 前 田 利 常 德川家 綱に 口 切 茶 等.^ 献っ る 0 

(§1) 

十二月 〇 朔 H: 小 松に 於け る 牢獄 番人の 爲 に 請狀. ^差 出す。 

(五 1) 

〇 五日 小 松に 於いて 問屋 經 すして 草 賣 SEJ する 

^禁 す。 (w 三 s) 

是 歳 〇 越 中高 岡瑞龍 寺の 塔 頭 に 龜占庵 法 性 庵 造蒈 す。 

(置) 

离治 元年 戊戌  皇紀 二三 一八 

正 月 〇 十 一 日 It? 廻の 士 LL 命じて 防.^ の 爲金澤 城下 巡邏 

せし；； 30  S3 

三 月 〇 九日 加 賀石川 郡の 十 村 等 その 職務 LL 關 して 誓紙な 

上つ る。 (量 0 

〇十四日加^^藩の助役.^命ぜられたる江戶城天守臺 

； の 築造 工事に 着 iih す。 CMS  _ 


四 月 〇 十三 H 越 中 祌通川 以西 諸 村に！^ に 川 木ん-伐採 する 

. ^禁 す。 (wn 一九) 

五 月 〇 八 nl 小 松 LL 於いて 問屋 經ざる 茶 煙草 木綿^ 絲.^ 

賫買 する 禁す。 snlo 

〇 廿八 B 越 中 神 通 川 以西 S.U  ^の 尾.^, お上げし 

む。 (10 

六 月 〇 三日 德川家 綱 保 科 正 之の 女 前 田 綱紀に-嫁せ しむ 

べき. „ ^命す。 (： 余 一) 

〇 廿 三日 加 賀石川 郡 佐那武 社濞立 執行の 事に 關 して 

上申す。 (WS 二) 

〇廿 六日 前 田 綱紀 保 科 正 之の 女.^ 娶 る。 QS 

八 月 〇 十日 本 月より 十月まで 小 使用，.^ 禁す。 Q§ 

〇 中旬 加賀石 川 郡 土 i ^^にて 水車.^ 川 ひ.^ 藥.^ 製 

す。 

九 月 0 三日 前 田 利 常 就 封の 爲始川 家 綱に 辭見 す。 (HSHn) 

〇 廿 三日 淸泰院 の 三 周お 扛戶傳 通院に 蝥む。 (mhil 一) 

〇 廿 三日 前 田 利 常 小 松 城に 歸る。 OS: ち 一) 

〇 晦日 加 IHI 藩の 助役せ る 江戸 城の 天守 113^1 竣.^ す 0 

十 月 〇 十二 日 前 田 利 常 か 松 城に 藓す 。つ， -S) 

〇 前 田 利 常行狀 (一?s 八 0 

〇 廿 三日 會津侯 保 科 正 之、 前 S 綱紀の 後 《^ となる。 

i) 


附^ 年 


表 


〇 二 九 


〇廿 七 n: 金澤の 公事 揚に關 する 法規.^ 定む。 (ま 1) 

〇 廿 七日 前 田 綱紀 領國の 施政 及び 江戸の 事務に 閼し 

て 老臣 等の 部署.^ 定む。 Q 六 五) 

十 一 月 〇 二日 諸士の 遺跡 相 續に關 する 法規^ 定 む。 (七 究) 

〇 六 n 前 田 利 常の 法會^ 金 澤寶圆 寺に 營む。 (七 七 一) 

〇 廿 一 日 前 田 綱紀 初めて 除服 登螫 す。 (V 七 一) 

〇 廿 九日 小將馬 廻の 組頭，^ して 每月兩 次會合 協議せ 

しむ。 (七？ 11) 

十二月 〇 朔 日江戶 邸に 於け る 賄 方の 法規 定む 0  ( 七 七 二) 

〇 金澤に 於け る 防火 放錢の 事 11 關 して 命 傳ふ。 

(七 七 S) 

。七日加賀藩^^士の富山侯前田利次に對し年頭歳暮 

等 に 祝意，^ 表する.^ 停む。 (七 七 5 

〇 廿 八日 德川家 綱、 前 田 綱紀に 命じて 利 常の 遣 領.^ 

繼 がしむ o( 七 七 六) . 

閏 十二月 〇 八日 諸士の 風俗に 關 する 令^ 發す。 (七 七 ーハ) 

〇 十日 前 田 綱紀、 利 常の 遺物. = ^德川 家 綱に 上つ る。 

(七せ V) 

〇 十八 日 幕府 目 付の 吏 加賀 藩に 派遣すべき ^告 

ぐ。 (£ さ 

〇 十八 B 德川家 綱 封國の 施政 LL 就きて 命 前 田 綱紀 

に 下す。 (七七 八) 

〇 廿七 R 前 田 綱紀 左近衞 權中將 LL 陀 任す。 Q 七 九」 


1 〇 三 〇 

是 截 〇 諸 士の窮 艺.^ 救 ふが 爲 LiK 上米.^ 行 ふ。 (お 0) 

〇 小將 組の 士市 川彌 五兵 衞.^ 誅せ しむ。 (ズ 0) 

〇 初めて 用人の 職.^ 置く。 (お 0」 

萬 治 二 年 己 亥  皇紀 二三 1 九 

正 月 〇 朔日 諸士の 藩侯に 上る ベ さ 祝義 及び 鰭^の 額. Hfi- 

む。 (七 八 一〕 

〇 朔 日諸士 の 饗宴に 關 する 制限 VJ;:fi- む。 (七 八 二) 

〇 朔 日諸士 以下の 衣服.^ 制限 すべさ.^ 令す。 G- 八 ーーー) 

〇朔 日 捕 鳥 嫁娶 遊戯 住居 器具 等に 關 する 制限.^ 令 

す。 (七八五) 

〇 朔日 江戸 藩邸の 番人 詰 人に 關 する 法規.^ 定む。 

(七八六) 

〇 朔 日諸士 死者の 前祿 繼 がしめ ざる 者 及び 前祿ょ 

リも诚 ビらる V 者の 給與 法，^ 定 む。 Q3 

〇 二日 百姓の 藩 外に 出づる 者の 取締 方， ^今す パズ 九) 

〇 四日 前 田 利 常の 遺物. „^ 富 山 侯 前 田 利 次に 附與す 0 

i) 

〇 六日 諸 士の邸 內にズ 發炮. ^練習し 得べ き規 問.^ 定 

む。 G- 九 一) 

〇 七日 衣服に 關 する 前の 制 ^令.^ 輔ふ。 (七ん 一) 

〇 十 六日 寺社 方 門前に 住する 者の 防火に 關 して 令 

す。 (ま 二) 

〇 二十 R: 領內の 古城跡 及び 名所 調 杏一 上 中 すべさ 1^ 


五 


四 


令す。 (七 几 1>1) 

〇江戶傳通^^に於ける 清 泰院靈 堂の 造營に 着手す。 

(七 九-一) 

月 〇六日家中51士の奢侈な林ポじ利得.^^^1る、、となかる 

ベ さ. ^諭す。 051) 

〇 八日 前 田糊紀 相，^ 熱海溫 C^LL。！- 浴す。 QS) 

〇 二十日 前 田 利 常の 加賀能 美，^ 三 明 野の 灰^に 松榭 

植 うべ さ こと.^ 傳ふ。 (七 S) 

〇 小 松に 於け る 諸士の 家屋.^ 壊ち て 石 川 郡宮腰 に 廻 

槽す。 (七 

月 〇 三 n 諸士 以下の 遺跡 相 續に關 する 規程.，^ 定む 0 

i) 

月 〇 六 y 前 田 綱紀 越 中高 岡瑞龍 寺の 子院 LL  土地 寄進 

す。 (七 さハ) 

〇 廿 三日 前 田 利 明 大聖 寺 侯 前 田 利 治の 養子た らんが 

爲 江戸に 赴く。 (七ん 七) 

〇 卄 四日 金澤 近郊の 禁獵區 域に 橫 mv^ 派して 巡視せ 

しむべ さな 告ぐ。 Q 九 七) 

〇 小 松に 於け る 諸士金 澤に轉 住す。 Q 九 八) 

月 〇 五日 諸士の 小者 成敗に 關 する 規程な 定む。 (七 九 <) 

〇 廿 一 日他國 より 來れる 傀儡師 等.^ 百姓の 宿泊せ し 

むる.^ 禁す。 (七 九九) 

〇 廿 四日 諸士 Li 對し 姓 等 慮外の 擧動 あるべ から. さ 
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る.^ 告ぐ。 (七 九九) 

六 月 〇朔日若懇小^^!11-種取_.1關する規定*^令す0  (八 QQ) 

〇朔8 ま ハカの 知行に 閼 する 法規 *^:H- む。 (八 011) 

〇朔 日佥澤 町^行の 職務 に 關 する 法規.^ 定む C  (八 Q う 

〇 朔 n 郡 の 5# 移 LL 闢 する 法規.^ 定む 0  (八 so 

〇 朔日 寺社, 4 行の 職 移に 關 する 法規.^ {H- む。 (<0<) 

〇 朔 n: 作 事 奉行の n 務に閼 ォる法 规.^ 定む。 (<Q 九) 

〇 朔 日金澤 の 木 町 及び 地 子 町 LL 課する 夫役 > ^定む 0 

(<  二) 

〇 朔 WI 金 澤の會 所の 執， おに 關 すろ 法規.^ 定む o( 八 三) 

〇 朔日 算用 場の 執務に 關 する 法規.^ 定む。 (八 12) 

〇 朔日算 用 場 奉行の 檢 地に 關 する 法規.^ 定む o( 八 一： G 

〇 十九 日 吉利支 丹 宗門 吹.^ 嚴に すべさ，， ^令す, 八 一七) 

〇 廿 三日 栎 印.^ 施さ  >  る 松 材の費 s:-.^ 禁止す oo<i 八) 

七 月 〇朔 日 私-し 諸 士の娘 約す る.^ 禁じ、 凡て 藩侯の 選 

指定す る 所に 從 はしむ。 (八 10 

〇 九日 花火.^ 弄する 、、と.，^ 禁す。 (八ん) 

〇 九日 諸士ぽ 邸の 周圍 LL 捲な 構へ 其の 他 華； 跪の 造作 

. ^禁 す。 (八 一九) 

〇 廿 一 日金澤 近郊に 於け る 藩侯の 場.^ 定め 諮士 の 

捕 鳥.^ 禁す。 (< 二 0) 

八 月 〇朔日大ェ大鋸木挽板批屋根^!{:^のェ料及び努働^© 

. ^定 む。 (-0 一 0) 

〇 六日 加贺 河北 郡 幡町に 課すべ さ 夫役 S  a; 数 定 


む。 (八 二 11) 

〇 十七 日 壁 塗 疊刺張 付師石 切日 鱅の貸 銀 及び 勞働時 

間..^ 定む。 S.5  一 

〇 廿 二日 前 田 綱紀 越 中高 岡瑞龍 寺の 塔 頭 東漸 院に寺 

頜.^ 寄進す。 (Alls) 

十 月 〇 十六 日諸士 より 出 銀^ 徵 し他國 出張の 際 之.^ 支給 

する 制 定 む。 (八 二 5 

〇 十九 日 前 田 綱紀 日光 山 東照宮 參拜の 暇^ 受く 0 

(八き 

十 一 月 〇 朔日前 田 綱紀 前髮 取の 祝儀. Hi;: ふ。 (< 一一 ¥) 

〇 十四日 豁士 藩內と い へ ども 他所に 宿泊す る 時 は 之 

^屆 出しむ。 (Al 一七) 

〇 十 43 日加 賀 藩よ リ八 條宮に 贈る 物資の 支出 方法^ 

規定す。 (八 一一 V) 

〇 廿 五日 諸 士の邸 第 LL 關 する 法規.^ 定 む。 (八 llO 

是 歳 〇 初て 定番 馬 廻 組の 士.^ 定む。 sg 

〇 初て 定赉 步，^ 置く  0  (八き 一) 

. 〇 金 澤森岩 寺の 住職 二王 座禪. ^行 ふな 以て 追放 せら 

る。 (- < 一 一一 S) 

〇 江戶 及び 京に 派遣す る 飛脚の 日 數.^ 定む 0  (01) 

萬 治 三年 庚 子  皇紀 二三 二 〇 

正 月 〇 朔日藩 外に 往来す る 者の 出 銀 扶持 方 路銀 馬 銀 駄賃 

宿賃の 額.^ 定 む。 (八 【0) 


1〇 三 二 

〇 十四日 江 戶本鄉 邸の 表門 等 額 火に 罹る 0  (八 さ 一) 

〇 廿 五日 遺跡 相續^ に 與 ふる 屋敷 に 關 して 規程，^ 定 

む。 (八ち 一) 

〇 晦日 日 傭の 他國に 出で >  留 久しき に苴る 禁 

す。 §1) 

〇 晦日 百姓の 他國 に出づ る. < ^禁 す。 (An) 

〇 淸泰院 の 位牌 所た る 金 澤如來 寺の 移轉 工事に 着手 

す。 (き 

〇 金澤の 米惯大 Li 騰貴す。 (八 六 5 

二 月 〇 朔 B 百姓の 綠組は 豫め十 村の 承認. "2:- 得しむ。 (八 六 5 

三 月 〇 十一 日 百姓の 居 屋敷 等に 竹 木^ 植 うる 者に 苗^ 下 

附 しその 伐採 *^ 自由 LL せし む。 (八 や. ハ) 

〇 十二 日 金澤 城下 一般に 火災 V ^注意せ しむ。 (八 六 六) 

四 月 〇 二日 一季 居 奉公人の 給 銀 及び その 使役 方^ 定む C 

(八 六 七) 

〇 四日 女囚 vs-sl 子に 下附 すべさ 告ぐ。 (八パ ち 

〇 廿 一 日加 賀能登 越 中 四十 四ケ 村の 檢地 u 際し 派遣 

せられた る橫目 復命す。 (八 六 <) 

〇 廿 一 日 大聖 寺 侯 前 田 利 治 卒す。 (八 七 0 

〇廿ニ日^§士の下屋敷に關する規程.„^足む。 (八 七 二) 

^ 月 〇 廿 一 日 再び 百姓！ 屋敷 田. la の 樹木 伐採.^ 自由にす 

る、、 と， ^免す。 (八 さ) 

〇 廿 三日 戸室 山の 石材 運搬 等に 開す ろ 規程.^ 定む 0 


(八 七 no 

六 月 〇 朔日 普請 本 行の 職 移 Li 關 する 規程.^ 定む。 (八 七 六) 

〇 十日 普 j_ お 奉行 割場舉 行の 職-;^ に關 する 規程 vs^ 追加 

す。 (< 八 二) 

〇 十日 銀座の 職務に 關 する 規程.^ 定む。 (八 < 三) 

〇 十六 日 一 季ぱ舉 公人に 關 する 規程.^ 定む。 (八 八 Ho 

〇 卞 六日 用水 及び 川 除 普請 LL 農村の 提供 すべさ 人夫 

の 數.^ 定む。 (八 八 J) 

〇 廿三 R 守隨 彦太郎 江戸よ リ來リ 抨.^ 檢 すべき. „ ^告 

ぐ。 (八 八 七) 

七 月 〇 三 B 前 W 利 明 大聖 寺 侯 前 田 利 治の！ S 領な 襲ぐ 0 

c《o 

〇 十日 金 澤 町民の 心得 諭す。 (八 八 九) 

〇 卞 三日 公事 場の 事務 取扱 規程.^ 定む。 (八 九 0 

〇 十七 n 前例の 如く 踊. <^ 禁止すべき.；^ 告 ぐ。 (八 九 s) 

〇 廿 五日 來月朔 n ょリ 例の 如く 淺野川 馬市 場 開く 

ベ さ.^ 告 ぐ。 U 九 W0 

〇 廿 九日 在々 徘徊す る 法義語 LL 惑 ふべ からざる、、 

と.^ 告ぐ 0  (八 九 パ) 

〇 富 山 藩領. ^加 賀藩領 の 地と 交換す。 (八ん 七) 

八 n- 〇 十七 日 前 田 綱紀 老臣に 委任 すべさ 政務.^ 定む 0 

(§ 

〇廿ニ日凶年なる.，^:^てュ3酒の制限等.^令す。(八九七) 

〇廿 九 n 藩侯 以下 諸士 の武其 に 關 する 規 s^.^ 定む。 
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(八 九九) 

〇 大聖 寺 藩^と 加 賀藩領 と^ 交換す。 (さ 一) 

十 月 〇 十 n 木 口 よ リ前田 利 常の 第三： 心ん^ W 寺に 執行 

す。 

〇 十五 B 新開の 田畑に 對 する 納^ 库 等の 規 g^*^ 定 

む。 (き 

十 一 月 〇 三 n 金 澤の町 幅 廣 くす る豫定 なるな W て 作 事の 

際 注意す ベ さ.^ 告ぐ。 (さ 一一) 

〇 廿 二日 奉公人の 藩 外 Li 出づ る. „^禁 する 條目^ 每年 

兩.？ f 郡 中に 令 すべさ.^ 告ぐ C  S3 

十二月 〇 十 一日 諸士の 衣服に 關 する 制限. „ ^定む 。(九 OS) 

〇 廿 三日 再び 諸士 衣服の 制限に 關 して 令す。 (九 C 七) 

〇廿 五 B 大聖 寺 侯 前 田 利 明 養父 利 の^ 物.^ 德川家 

綱に 上つ る。 (九 QO 

是 歳 〇 犀 川の 大 橋.^ 攻 架し 明年に 至りて 成る。 (色 八) 

寛 文 元年 辛？^-  二三 ニー 

正 月 〇 四日 郡 奉行の 十 村 村 肝 煎 組合頭に. &波 すべさ 心得 

書.^ 定む。 (九 CO 

〇 四日 地 黄 煎 及び 刻！^草の锆業^^禁じ その 稅 除 

く。 (九 二) 

〇 十： U 初て 4- 消 役.^ IK く 0  (九 ニー) 

〇廿五日^£士の使役する下人給銀の率.^定む0(九1111) 

二 月 〇 廿 二日 肥料 の^ん 領外 Li 費 出す. „ ^禁 す。 

1〇 三 三 


三 月 〇 二日 百姓 LL 金銀 米穀.^ 貸して 利 收 むる.^ 禁 す。 

(き 

〇 六日 農村の^ 地 野 方 及び 下 畠に 桑苗.^ 植 うべ さ 4- 

諭す。 (九 一 0 

〇 十日 百姓 地 侍 及び 町人に 貸與 する^ 許す o( さ 10) 

〇 十三 日加 賈石川 郡 倉 月 用水 下の 村民 等 上流 油 車の 

移轉， ^命ぜられん とする に對 して 陳情す。 (ん 一一 Q) 

〇 十八 日 烏の 巢. ^破毀すべき、、 と.^ 命す。 (九 一一 六) 

〇 廿 八日 人 持 組の 士 LL.^ 災の豫 防 嚴に すべ き.^ 令 

す。 (九ニ^-) 

〇廿 九日 行路 病死 人 及び 溺死 人.^ 試 斬す る.^ 禁す。 

(さ 一ち 

四 月 〇 卞 四日 河北 潟 LL 放 養した る鴻の 保護.^ 命す 。(さ 一八) 

五 月 〇 十二 日 在 江戸の 老臣より 吹 元の 事 もりた る，^ 報 

す。 (九天) 

〇 十五 日 山本洁 三^等 四 人に 吹 作 奉：， 仃^ 命じ その 轨 

務に關 する 心得 書.^ 與ふ。 (九 一一 九) 

〇 十六 日 百姓 その 家屋.^ 賣却 する 禁す。 SC 

〇 廿 八日 镐 の 羽.^ 所有す る 者 L! 賣 上な 命す。 (な 三) 

〇 廿九 日米 ® 高直なる^ 以て 因窮 する 者 あらば 諸士 

の 養育 使役 すべさ..^ 命す。 (き 一二) 

六 月 〇 四： a 本年 米 13 高直なる.^ 以て 諸 士に出 銀の 增 納，^ 

命す。 (九 量) 

〇 六日 郡 中の 神社 及び 神職 LL 闢 する 調査 命す。 


一 〇 三 四 

七 月 〇 朔日前 田 綱紀 登螫 して 就 國の辭 見す。 (九き；〕 

〇 三日^ 外よ リ鹽 輸入す る,^ 禁す。 (九 §) 

〇四 日 農村に て 餅 酒 小 物の 振寶 及び I 路 店.^ 禁 す。 

(な 一 e 

〇 六日 前 田 綱紀 月番の 勤務に 關しズ 諭示す。 (九 一一 一八) 

〇 八日 郡 中 にて 放 厭す る 者の 姓名，；^ 錄進 せし む。 

〇 九日 金 澤城橾 爪 門內： J- て 諸 士の 使役し 得べ き 下人 

の數 定む。 (な 一九) 

〇十日諸士邸前の道^^修理.^命じ父犀川に於ける漁 

撈.^ 禁止す。 (九 1:0) 

〇 十四日 荷爲 犀 川淺野 川の 橋 爪に 留 する.^ 禁止 

す。 (九 so 

〇 十九 日 前 田 綱紀 初 ズ金澤 に 入部す。 SC 

〇 十九 B 城 中 奥方に 出入す る^の 规 程.^ 定；； 3 <\ 九 S1) 

〇 十九 H 月番の 勤務 LL 關 する 规 fe,^ 定む。 (九 EC 

八 月 〇 八 口 米穀.^ 賫リ又 衣^ 等.^ 購 ひたる }c 姓 ある 時 は 

その 姓名.^ 記 幅せ しむ。 §^ 

〇 十七 日 老臣の 掌る 政務に 關 して 論告す。 (九 so 

〇廿  一 B 前 田 綱紀- 奥 村榮洁 V ^江戸に 遣して 入 國.^ 

閣老 に謝ゼ しむ。 §^ 

〇 金澤に 建築せ る 德川家 光の 靈堂 成り 前 田 綱紀 一 W て 

之に詣 づ。 ^§ 


〇 新た LL 前 田 綱紀 L! 仕へ たる， 1^ 美 縫 殿 助 金澤に 下り 

町人 北 村 崖の 家に 宿す。 八) 

^八月 〇 五 口. 能 美 郡 安宅 浦に て 魚 問屋 以外の^ 魚^ 

賈 ふ.^ 禁す。 (九 さ) 

〇 十七 日 町 師の 屋敷 與奪 Li 關 する 規 程.^ 定む。 

〇 十八 日 今明日 能 じ諸士 に觀覽 せし む。 次いで 

前 田 綱紀 老臣の 邸 に 臨む。 (九 五 11) 

九 刀 〇 十- A 日 他 固に 出 づる少 祿の者 及び 飛脚の 扶持 方路 

銀 馬 銀 支給の 法 等.^ 定む。 (九璧 ) 

〇 十八 日 前 田 綱紀 小 松 城に 至り 一 一 十日 金 澤に歸 る 0 

十 月 〇 八 n 藩侯 不在の 問に 於け る 城 中の 規程.^ 定む 0 

(九 五 七) 

〇 八日 前 田 綱紀 金 澤.^ 發し廿 五日 江戸に 着す 九 4io 

C 晦日 徳川家 綱、 前 田 綱紀に 鶴.^ 贈る。 (九 五八) 

〇<^*-澤城玉.！^院丸の厩築造！.：着手す。 (^九) 

十一月 〇 十六 日 雁 鴨 其 他の 處類 切手な くして 領外 に出す 

. ^禁 す。 ( な 九) 

十二月 〇 廿 四日 郡 中の 普請 に 里子^ 使役す る 止め 是.^ 解 

放^し む。 (九 一?30 

〇百姓の餘暇もる^^9に雉子山鳥.<^捕へしむ。 (さ 0) 

是 歳 〇 京都 三條河 ^ 町 LL 藩邸 設く。  2 さ) 

◦•ig 內の 米穀 大 に 豐穣 す。 (九パ 0) 


宽文ニ 年 壬お、  皇紀 二三 ニニ 

正 月 〇十 一 u 江戶に於ける 舉公人 出^^に關する件*3-令 

to  (さ) 

〇 十三： U 防.^ 乘舆辻 立 門 立 等の 事な 令す。 (な H) 

〇 十七 日本 年 田地 割. „^仃 はざる ぺさ vs^ 令す。 (九 六 10 

二 月 〇 六 H: 往還 跻の 修理 方法な 坎 めしむ。 (みハ S) 

〇 八日 出 J^!: 以後 舉 公人 vH 信： S せし むる もの は 日 割 

以て 給 銀 诚ビ しむ。 (さ n) 

〇卞 四日 小 松 町に iLillSi 五 人. く 令す 0  (九 さ) 

〇 十五 H 金澤城 ニノ 丸の 門 造蝥の 材.^ ^中庄 川よ 

リ 運搬す る^ 役夫.^ 出 すべさ. = ^命す。 (九 六 八) 

〇 二十 n 松樹 盗伐の 者. ^磔刑に 處 したる.^ 告げ 百姓 

. ^戒 む。 (九 六 九) 

三 月 〇 二十日 iiii 印な き 松 材の賣 貫 V ^林： 小 じ 又 林木の 根 株.^ 

採り 割 木と して 售ぐ 者. ^制止す。 (九 六 0 

四 月 〇 朔 日日 储の 賃銀.^ 定む。 (九 七 0) 

〇 二 □= 河北？； Tll 鴻.. ^放 養す る 告ぐ。 (ち 一) 

〇 八日 賴母 子講 ケ設 くる.^ 禁す。 (九 七 一) 

〇 十 n 百^に 耕地の 善.^ 諭し 今後 田地 割.；^ 行 ひて 

その 衬 高.^ 變 する、 、とな かるべ き，^ 告 ぐ。 (<七ニ) 

〇十ニ日諸士の困難，^救はん，^.爲に藩ょリ借銀.^許 

す。 (九 七 コー) 

〇 十六 日加 贺 河北 郡俱利 伽羅よ リ金澤 に 至る 傍の 


附錄年 


表 


〇 三 五 


家屋. ^修理せ しむ。 (九 七 S) 

〇 十六 日 海上に 於け る 米穀 鹽 材木の 運賃.^ 定む。 

, i) 

五 月 〇 六日 地 黄 煎.^ 賣る 者. ^捕縛すべき 豫告 す。 (九九 n) 

〇廿 六日 御 扶持 人 及び 十 村の 海上に 運漕 業 營む 

禁す。 (九九 さ 

〇 廿七 m 侍 町に 於け る 橋梁 修繕の 責任者.^ 定む。 

S) 

〇 廿 八日 喧嘩の 行 はれた る 場合 に 處 する 心得 令 

す。 (九九 六) 

〇 京都と 金澤 との 間 LL 爲替 銀の 取組 開始す o( 究 9) 

六 月 〇 九日 前 令 LL より 踊 相撲 及び 花 4-.^ 禁止す 0  ( ま 七) 

〇 十日 十衬 手代の 百姓 Li 非 分.^ 申懸く る . ^禁じ 手代 

及び 村 肝 煎よ リ 誓紙.^ 徵す。 U な) 

七 月 〇 八日 百姓の 納稅. ^皆 濟ぜ ざる 前 LL 米穀.^ 賣 る.^ 禁 

す。 (一 OS) 

〇 十日 御； 0 米に 關 する 規程 定む。 (100110 

〇 十日 給 人の 知行 米.，^ 預る藏 宿の 所在.^ 定め その 監 

視 方に 關 して 令す。 (一 005 

八 刀 〇廿 二日 前 田 利 常の 女富姬 逝去す 0  (10SO 

〇 金澤 城の 石垣 v?^ 修築す。 (100 六) 

九 月 〇廿 三日 淸泰院 七 周忌の 法會 江戶傳 通院 11 行 ふ。 

(霞) 

〇 廿六 en 前 田 綱紀 就 封の 暇.^ 受 く。 (100 七) 


1〇 三 六 

十 刀 〇 二 B 藩侯 歸國の 際 庶民 奉迎の 爲 道中に 出で 又は 進 

物.^ 上つ る.^ 停止す。 (100 八) 

〇 廿 四日 淺野 川と 森 下 川との 間.^ 藩侯の 魔 場と 定 

む。 (一 00 八) 

十一月 〇 五日 新 知 及び 加 增，， ^與 へられ；： る あの 出 銀 上納 法 

&! む。 OOC 九) 

〇廿 四 n 前 田 綱紀 金 澤に歸 城す。 (一 010) 

十二月 0 朔 日諸士 七十 歳 以上の 者の 勤番.^ 除く： と あるべ 

き.^ 定 む。 (1013 

〇 九 R: 父の 業.，^ 受けざる 子 に 家督 相續. ^命ぜ ざる、、 

と 定む。 (10  一 0) 

〇廿 四日 10 姓 町人の 貸借に 關 する 件 令す。 (10 一 0) 

是 歳 〇 農村に て 盗賊 放火 等. < ^爲し たる 諸 士の處 <K 方.^ 郡 

中に 令す。 (5 一  11) 

〇 眞餽 軸黑鶴 白鳥.^ 捕 ふる 禁 す。 (ー0 三) 

〇 諸士の 由緒 帳.^ 藩侯に 上らし む。 0015 

侯爵 前 田家 嘱託 日？^ 謙 


*  木 

J 複不 * 
ま 製許ェ 

*  * 

み 水 も 水 "4^  *4*  *  5^ 
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